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スカ ① suka  (鸚鵡， 叔逝， 能 言 鳥） 26  30 ② 

Sukha  〔將 軍〕 61 277,  278 
スカ ギリ Sukha- giri  〔村〕 61 324 
ス カタ一 ェ'一 リャ Suka ほ ve}iya   〔比丘の 譬喻 

經〕 26  369 

ス 力. ヂ ヤー タカ Suka- は ka    (鸚 IE 本 生物 

語） （二 五 五） 31 34° 
ス カデ 一年 タ • プッ ティ キン        ；) ukhajivita - 

putthikin  〔將 軍〕 61 250 
スガ ラー Suga ほ 〔王女〕 61 166，  167，  183, 313, 

318,346,347,350  ' 
スー カラ SQkara ① 〔村〕 61 246 ② 〔渡〕 61 

433 ③ 「園〕 61 557 
スー カラ カタ一 Sakarakha ほ ① （厥 掘 穴） 

〔地名:] 10  333 ② 「經〕 16 下 63 
スー カラ *デ ヤー タカ SQkara- jStaka  (野猪 

本 生物 語） （一 五三） 30 15° 
スー カラ ッガ一 マ SQkaraggSma  〔池〕 61 230 
スー カラ ニッチ" ャラ Siikaranijjhara ① 〔地 

名〕 61 230 ② 〔堤〕 61 229 
スー カラ ノヽ' 一 トウ 〔テ' —ヴ〕 Sukarabhatu 

Cdeval 〔將 軍〕 61 321,323,344 
スー カラ一 リーべ 一リパー サ一ナ 

Sukaralibheripasana  〔地名〕 61 341,345 
スカヴ ツチ ャナ Sukhavacchana     〔人〕 31 

334 

ス カー ヰ' ハ一 リ • デャ一 タカ SukhavihSri - 
jataka  (樂住 本 生物 語） （一 〇） 28  278° 

ス ガン ダ Sugandha ① 〔傳。 轉輪 王」 26  271 
② 〔比〕 25 114  〔譬 Pi 經〕 27  264 

スキタ Sukhita  (所 樂） 〔 プ ッ サ佛の 第一 弟子〕 
41 323 

ス キッタ Sukhitta  〔傳。 轉輪 王：] 26  289 
スグ ッタ— Sugut ほ （善 所 護） 〔尸 棄佛の 信女〕 
41 332 

スサー マ Susama  (=サ 一 マ②） 〔獵 師， 提婆 

達 多の 前生〕 59 下 15 
スサ一 ラダ SusSrada  [比〕 25 127 
スシ マ一 Susima  〔王女〕 60  60 
スシ— マ Susima ① （須尸 摩） 〔外， 比〕 13 174; 

64  423 ② 〔童子， 佛の 前生〕 32  387,390,391 


③ （善 界） 〔苦行者, 佛の 前生〕 28  82;  41 307 

®  (須尸 摩， 須師 摩） 〔天子〕 12  380  (§) 〔王〕 

30  72,  74,  75,  76 
スシ一 マ 王 本 生物 語， スシ 一マ. デャ一 タカ 

Susima- jataka ① C— 六 三） 30  70° ② （四 

—— ) 32  387° 
スス SUSU  〔猛 魚〕 36  235;  39  411 
ス スッダ Susuddha  〔傳。 轉輪 王〕 26  426 
スス ナーガ Susuraga  (修 修那 伽） 〔王〕 60  39， 

168;  65(1)  44,91 
スター Su ほ 〔毘沙門天 女〕 24  477 
スタソ 一 マ Sutasoma    (須 陀須摩 = ソーマ 王 

子） 〔王〕 35  285  ；  36 104，  107，  108，  110，  113, 

114, 117,118, 120,126;37  254  ；  41 417,421 
スタソ 一マ の 所行 Sutasoma-cariya    〔經〕 41 

417° 

スタソ 一マ 本 生物 語 Sutasoma- jataka  (= 大 
須陀須 摩 本 生物 語） （五三 七） 59 下 283 

スダ一 タ SudaUia ① 〔辟〕 11 下 69 ② （善 牙） 
〔獅子〕 32  65 

スタ ダン マ Sutadhamma  〔王子， 佛の 前生〕 
41 398 

ス ダデ ャ Sudhaja  〔傳 <> 轉輪 王〕 26  303 

スダ ッサナ Sudassana ① （須陀 蘇那） 〔佛〕 26 
470  ；  27  248 ② （善 觀） 〔辟〕 11 下 68，  69 ③ (須 
陀蘇那 ，善 見） 〔比〕 26  282  @  C 善 現） 〔天 王〕 41 
302  ©  (善 見） 〔王〕 60 19, 160 ⑥ （善 現） 〔ス 
デ ヤー タ佛の 第一 弟子〕 28  80  ；  41 300 ⑦ （善 
現， 須陀 蘇那） 〔王， 佛の 前生〕 28  88;  41 335 
⑧ （須陀 蘇那） 〔龍王〕 34  67  ；  38  236,  242. 
274*,  282* ⑨ （善 現， 善 見， 須陀 蘇那） 〔山〕 
28  59;  38 130,309,321 ； 41 247;  62  406 ⑩ 
(善 現， 善 見, 須陀 蘇那） 〔都〕 26 110;  28  79; 
33  384 ； 36 104, 127;  41 287, 292* ； 61 328  © 
(善 現， 須陀 蘇那） 〔宮殿〕 26  110:41  268, 
311 @  (善 現） 〔精 舍〕 28 19, 20;  41 277  @ 
〔道場〕 60  253,256 

スダッ サナー SudassaM ① （善 現） 〔アツ タダ 
ッ シー佛 の 母〕 28  82;  41 307 ② (善 現） 〔レ- 
ー  ヴタ佛 の妃〕  41 268 

ス ダッタ Sudat は ① （善 施） 〔王， ス マナ 佛の 


(491) 


ス ースダ ッ 


父〕 28  73;  41 263 ② （善 施） 〔王， スメ一 ダ 
佛の 父:） 28  79;  41 294 ③ 〔ビヤ ダッシ 一 f 雍 
の 父〕 41 304 ④ 〔スデ ヤー タ佛の 信士〕  41 
300  (B  〔ソー ビタ佛 の 信士〕  41 273 ⑥ （須 
達， 須達 多， 須達 移， 善 施 = 給孤獨 長者） 〔塞， 
天子〕 4  239;  7  56; 12  90，  369  ；  60 11 ⑦ 〔婆〕 
28 118; 59 上 374 

スダ ッタ一 Sudat ほ ① （善 與） 〔テ イツ サ 沸の 
第二 比丘尼〕 28  85;  41 319 ② 〔スメ —ダ佛 
の 母〕 28  79;  41 294 

スタナ Sutana  「居士， 沸の 前生〕 32  282,288 

ス タナー SutanS ① 〔吉祥 沸の 信女〕 41 259 
② 〔毘 婆尸佛 の妃〕 41 327 ③ 〔鹿〕 35  72,  76, 
78，  84,  87 

ス ダナ— Sudhana   (須 頭） 〔夷〕 21 315 

スタナ 靑年本 主物 語 Sutano-jataka  (三 九 八） 
32  282°  ；  61 509 

ス タノ一  *デ ヤー タカ Sutano-jataka  (ス タ ナ 
靑年本 生物 語） （三 九 八） 32  282° 

スヌ一 ピン ディ ャ SudhSphjdiya  〔比丘の SPii 
經〕 26  231 

スヌ 一'下 ーチ ャ ナ • ヂ-ャ 一タカ Sudhabho jana- 

jataka  (天 食 本 生物 語） （五三 五） 37 105° 
スダ— 品 SudhS- vagga  26  231 
スダ一 ャカ Su お yaka  〔傳。 轉輪 王〕 26  364 
ス タヮ:  一 Sutavat  「傳。 轉輪 王〕 26  421 
スタブ ト Sutavat  〔辟〕 11 下 68,  69 
ス タヴン Smavat ① 〔修行者， 阿羅漢の 行ず 

る ことなき 九 事の 說法 を受 く  〕  22 上 27,  28，  29 

② 〔經〕 22 上 27 
ス ダン ニヤ Sudhafifia  (善 穀） 〔都〕 41 304 
ス ダン ニヤ 力 Sudhannaka  〔都〕 41 268 
ス ダン 二. ャヴ ティ  一 Sudhafifiavati  (有 善穀） 

〔都〕 28  73 

ス ダン マ Sudhamma ① （善 法） 〔比〕 4  22 ② 
〔王， ソ一 ビタ佛 の 父〕 28  74; 41 272 ③ 〔夜 
叉〕 59 下 16  (D  (善 法） 〔城〕 28  74;  41 272, 

347  ©  〔苑〕 41 273 
ス ダン マ一 Sudhamma ① （善 法） 〔アツ タダ 
ッ\ —佛の 第二 比丘尼〕 28  82;  41 308 ② 〔尼〕 
60 114,  255 ③ 〔ソ ービタ 沸の 母〕 28  74  ；  41 


272 ④ 〔王妃〕 35 134，  144， 145 ⑤ 〔王女， 曇 
挈提那 の 前生〕 27  408,421,428,434,  440,  445 
©   〔王女〕 39  265, 266 ⑦ （善 法） 〔女〕 28 
387,388.392* ⑧ （善 法， 法 高） 〔堂〕 38 133; 
61 302,327 

スチ - ーラ S'jcela  〔傳 。轉輪 王〕 26 164,420 
ス一 チダ一 ャカ SQcidSyaka    〔比丘の 譬 險經〕 

26  216,  234 

スーチ 'デャ 一タカ SQci- お taka  (縫針 本 生物 

語） （三 八 七） 32  211° 
スチ ッタ一 Sucit ほ （善心） 〔毘舍 浮 沸の 妃〕 41 

336 

ス チッティ Sucitti  (蘇 0^ 怛耀） 〔修羅〕 7  285 
スチ パリ ヴ一ラ Sucipariv お a  〔商人〕 33  37 
ス チマ一 Sucima  (有 淨） 〔宮殿〕 41 258 
スチ— マティ— Sucimati  〔拔陀 迦比羅 の 母〕 

27  467 

ス一 チムカ 力 siici- mukhaka  (f トロ 蟲） 63  57 
スチ ムキー Sucimukhi  (淨 口） 〔外道 尼;） 14  385 
スデ ヤー Suja  (須闍 ） 〔阿修羅 女， 帝釋の 妻〕 

12  401 ； 32  205 ； 33 113,116 
スデ ヤー タ Su. ほ は ① （善 生） 〔佛〕 28  79,  80， 
92  ；  41 297°*,  359;  60 152 ② 〔パ ドウ ムッタ 
ラ彿の 第一 弟子〕 27  223,  443  ；  28  78  ；  41 291 
③ （善 生） 〔佛の 前生〕 28  84  ；  32  4  ；  41 272， 
317  (D  〔婆， 優 波 離の 前生〕 26  69 ⑤ （修闍 
多） 〔轉輪 王〕 26  358;  60  22 ⑥ 〔長者〕 37 
268，  269,  275,  276  ®  〔死後 生 天〕 24  522,525 
⑧ 〔人〕 25  9 
スデ ヤー ター SujS ほ （善 生） ① 〔ソ一 ビタ佛 
の 第二 比丘尼〕 28  74;  41 273 ② 〔ピャ ダッ 
シー佛 の 第一 比丘 「さ〕 28  81; 41 304 ③ 〔僑 
陳如 沸の 母:' 28  61 ;41 254 ④ 〔パ ドウ ムッ 
タラ 佛の 母〕 28  78;  41 290 ⑤ 〔尼〕 25  361 
⑥ 〔夷， 預流 となれ りとの 佛の記 別 あり〕 7 
56,57 ⑦ 〔將軍 村の 女， 菩薩に 乳 麼を獻 ず〕 
28 145,146,  147, 148 〜次 項 ⑧ 〔ダナン デャ 
ャの 女. 給 孤獨の 嫁， 毘舍 法の 妹〕 20  343*; 
31 123 ⑨ 〔王妃〕 31 338  @  〔女〕 28  387,  388, 
393*;  30  202 
スデ ヤー タ— セ— ナーニ一 女 Sujata  senani- 


(  492  ) 
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dhita  〔夷， 歸依 第一〕 17  37 〜前項 ⑦ 
スデャ 一タ • チ "ャ 一タカ SujSta- j5taka ① (善 

生 女 本 生物 語） （二 六 九） 31 123° ② （善 生妃 

本 生物 語） （三 〇 六） 31 336° ③ （善 生 居士 子 

本 生物 語） （三 五 二）  32  4° 
ス チヤ一 ルダ' ッサナ ；5uc§rudassana  ( (LtToiji^ijij^ 

王〕 26  202 

ス チャンダ Sucanda  (善 月） 〔"/^^ 殿〕 41 264, 
295, 331 

ス チヤ ンダ一 Sucanda  (善 月） 〔 ピャ ダ ッシ一 
佛の 母〕 41 304  , 

ス チャンダ 力 Sucandaka  (善 月） 〔王宮〕 33 
400 

スデ ヤン パティ Sujampati  (舍胞 鉢 底， 須闍の 
夫， 須禪鉢 帝， 善 生の 主 二 帝釋） 12  394;  31 
554 ； 33  210; 35  52 ； 36  44， 46 ； 38  80  ；  60  62; 
61 30 

スチ 一ラタ Sudrata  〔婆〕 35  316* 

ス チラ • チ "ヤー タカ Sucira- jataka      ァ一 デ 

ィ クタ' デャ一 タカ） 34  399 
スーチ ローマ SQciloma  (計 毛） 〔夜叉〕 24 100; 

62  408 

ス チン ティ タ Sucintita ① 〔佛] 27 130, 137, 

224 ② 〔傳 。轉輪 王〕 26  239 ③ 〔比〕 〔譬喩 

經〕 26  205,  232  ；  27 134 
ス チン ビカー Sucimbhika  〔女) 24  460,509 
スッカ Sukka  (叔 伽） 〔天〕 7  289 
スッ 力— Sukka ひス 迦羅， 白淨， 守; 20) 〔尼〕 

13  370  ；  25  343 
ス ッガポ 一タ s'Jggapota  「獸〕 26  31 
スッコ 「一ダナ〕 Sukkodana  (白 鈑） 〔王] 60 

161 

ス ッ ソン ディ一 Sussondi  〔 王妃 1 32  56* 
スッ ソン ディ 一妃本 生物 語， スッソ ンデ ィ • デ 
ャ一 タカ Sussondi - jataka  (三 六 〇） 32  56° 
スッタ sutta  (契 經） 〔九分 敎の 一〕 65(1)  37° 
スッ タカ suttaka  (條蟲 ） 63  57 
ス ッ ダ 力 Suddaka  〔人〕 27  92 
スッタ 二 パ一タ Sutta- nip さ ta  (經 集） 24 1° 
スッ タラ Sut は ra 1 傳。 比 j 13  280 
ス ッタ. ヰ-バンガ Sutta -vibhaiiga    (經 分別） 


1 1。 ；2  r 

ス ッ 々一ン ダ一ラ Sut ほ p.dSra  「 ゲ ミ ラ人 :1 61 
367 

スッチ ャチ" ャ • チ "ャ一 タカ Succaja  jataka 
0^: 拾 本 生物 語） （三 二 〇） 31 415° 

スッチ ャヰ Succhavi  「傅。 轉輪 _H)  26  391 

ス ッ .ド 一ダナ S'jddhodana  (淨 飯， 閱頭 核， 輸 
頭 棺那） 「王〕 28  27,29.105.110.114,119, 
128, 143, 182, 186.  270;  41 228, 252  ；  61 115 

ス ツバ カーサ 力 Suppak お aka  〔傅。 轉輪 王〕 26 
69 

スッハ ゲ一ダ Suppagedha  〔夜叉〕 8  280 
スッパ サン ナ Suppasanna  [傅。 轉輪 王〕 26  322 
スッ バタ Subba ね 〔R;° 轉輪 王〕 26  248 
スッ パティ— タ Suppattta  (善 悦， 善燈） 〔王, 

毘舍 浮佛の 父〕 6  367  ；  28  88 
ス ッノ？ ティ ッ ティ タ Suppatitthita ① 「傅。 轉 

輪 王 1 26  415 ② 〔婆〕 6 ひ 130 ③ （善 住） 〔浴 

場〕 28 148 

ス ッノ 《ブッ ダ Suppabuddha ① （〜ス ノ？： /ッ 

ダ） f 傳。 轉輪 王〕 26  298 ② （善 覺） 〔王;] 59 

上 231 ； 60 161 
ス ツバ一 ラ SuppSra  (蘇 波羅， 首波羅 ニス ツバ 

—ラ 力） 〔國， 港] 42  234  ；  43  248  ；  60  61 
ス ツバ一 ラカ Supparaka ① （蘇 波 羅哥， 首 波 

羅 ニス ッ パーラ） 〔港〕 23  93;  60  203 ② 〔船 

頭〕 33  413*  ' 
スッ ハーラ 力 賢者 本 生物 語， ス ツバ一 ラカ 'デャ 

一 タカ Supparaka  jataka  (四 六 三） 33  412° 
スッ パーリ 力 Supp 虹 ika  (蘇 波羅哥 人） 27  92 
スッ パヴ— サ— Suppav お 5 ① （〜次 項） 〔拘利 

女， 尸 婆羅の 母， 夷〕 18 109, 110;  21 316;  27 
327;  58  424  〔七 年 懷姙， 佛を 信じて 安產〕 23 
107* ② 〔王女〕 29  284* 

ス ッハ" 一 ヴ— サ— コ— リ ャ: 女 Suppavasa 
Koliyadhita  [U, 施 七味 第一〕 17  37 

ス ッ ピャ Suppiya ① （須 5|0  〔比 1 25 116 ② 
〔塞〕 3  381* ③ （須牟 ） 〔婆〕 4  430;6 1 ； 65 
(I)  20 ④ （善 喜） 〔シ ッ ダ ッ タ佛の 信士〕  41 
315 ⑤ 〔人〕 13  281,282  , 

スッ ピャ一 Suppiya  (蘇 牟，' 須 i 'も 耶） 〔夷〕 3 


(  493  ) 


スー スーテ 


381 ； 17  37; 21 316; 59 上 254 ； 59 下 130 
スー ティ ガラ SQtighara  (產 室） 〔塔〕 61 409 
ス ディ ンナ Sudinna ① (須提 那ニ須 提那迦 蘭 

陀子） 〔比〕 1 19*;  59 上 345 ② (善 與） 〔王， 

ビヤ ダ ッ シ一佛 の 父〕 28  81 
ス ディ ンナ一 Sudinn さ 〔夷， 死後 生 天: 24  470 
ス ディ ンナ カラン ダカ プッタ Sudinna- 

Kalandakaputta  (須 提那 逸蘭陀 子） 〔長者 子， 

比〕 1 17;4  429;5  2 
ステ" ィ ンナ 女天它 Sudinna- vimana  24  470 
ス デーヴ Sudeva  (善 天） ① 〔マン ガラ 沸の 第 

一 弟子〕 28  71;41 259 ② 〔スヂ ヤー タ 沸の 

第二 弟子〕 41 300 ③ 〔ナーラ ダ佛の 父〕 41 285 
スナ Suna  (ft 那） 〔國〕 11 下 382 
スーナ ァノ、 。ランタ 力 SQnSparantaka  (,那 鉢 

羅得 a) 〔比〕 59 下 236 
スナ一 ガ SunSga  〔比〕 25 130 
ス ナカ' デャ一 タカ Sunakha- j§ は ka  (犬 本 生 

物語） （二 四 二）  30  414  = 
ス ナツ カツ タ Sunakkha«a  (善 宿， 善 星， 須那 

呵多） 〔離 車 人〕 6  220; 11 上 328;  33  346  ；  38 

331 〔誇佛 す〕 29  254 
ス ナツ カツ タ • スッタ Sunakkhatta- sutta  (善 

星經） 11 上 328。 
ス ナーハ。 ランタ Sunaparan は 〔地方〕 15  99* 
ス ナーマ Sunama  〔大臣〕 38  340,  341,  343,  406 
スナ一 リ一 Sun お 〔ヰ ッカマ バー フー 世 王妃〕 

61 167 

ス ナンダ Sunanda ① 「佛， ダン マ ダ ッ シー佛 
の 弟子〕 26  336 ② 〔比〕 26  448 ③ （善 吉悦） 
〔僑陳 如 沸の 父〕 28  62;  41 254  @  (善 慶） 
〔傳。 轉輪 王〕 26  360；  41 257  ©  〔苦行者， 佛 
の 前生〕 26  70,  71 ⑥ 〔傳。 婆〕 26  285 ⑦ 〔i 义 
者〕 36 160, 162, 183  ；  37  369,  370,  379,  386, 

J95 ⑧ （善 吉悦） 〔宮殿〕 41 327 

ス ナンダ 一 SunandS ① （善 喜悦） 〔燃 燈佛の 
第二 比丘尼〕 28  60;  41 249  ®  (善 慶） 〔ダン 
マ ダッシ ー佛の 母〕 28  83;  41 311 ③ （善欣 
喜） 〔倶留 孫 沸の 信女〕 41 341 @  (善 喜） 〔ァ 
ッ< ダッ シ―佛 の 信女〕 41 308  ®  (善 喜） 〔逸 
葉佛 の妃〕 41 351 ⑥ 〔王妃〕 38 155  ®  〔夷， 


死後 生 天〕 24  490 ⑧ 〔女〕 24  460,  509 
ス ニダ Sunidha  (須 尼陀） 〔大臣〕 3  400  ；  7 

49  ；23  228 
スニ一 タ SunUa  〔比〕 25  232 
スニ ツカン マ Sunikkhamina  〔傳。 轉輪 王〕 26 

409 

スニ ッダー Sunidd さ 〔夷， 死後 生 天〕 24  469 
スニッ ダ 一女 天宫 Sunidda-vimana  24  469 
スニ マラ Sunimala  (善無i^l) 〔宮殿〕 41 304 
ス ニン ミタ Sunimmi は （化樂 天 王） 24  499  ；  60 
118 

ス ネッタ Sunetta ① 〔佛〕 25 104 ② （善 眼） 
〔ソ ービタ 沸の 第二 弟子〕 28  74; 41 273 ③ 
(善 眼） 〔ダン マ ダ ッシー { 弗の 侍者〕 28  83  ； 41 
312  @  〔仙〕 25  97 

ス ネッター SunettS  〔寺〕 61 490 

ス ネー ラ Sunela  〔傳。 轉輪 王〕 26  343 

スバ Subha ① 〔辟〕 11 下 69 ② 〔王〕 60 140, 
393,396,397 ③ 〔軍 帥〕 61 19,  420 ④ （須 婆， 
修婆ニ 都提の 子） 〔童子〕 6  291; 11 上 257; 
11 下 275,276  ©  (淨） 〔宮殿〕 41 254 ⑥ 〔園〕 
60 140,393  ®  〔山〕 61 420,  468,  479，  480 

スバ— Subh5 ① 〔尼， 窮ェ 女〕 25  394,395 
(D  〔尼， 菴羅林 中〕 25  395*,  400 

スバガ Subhaga  〔龍〕 38  236，  281，  284，  299*，  331 

スバガ 林 Subhaga- vana  (幸福 林） 6  422  ； 9 1; 
10  62,63  ； 11 1  262*;  58  338 

ス バギ リ Subhagiri  (= スバ一 チヤ ラ） 〔都〕 
61 467,  481, 482 

ス バクー タ SubhakQ は （修婆 鳩托， 淸淨 峰） 
〔山〕 60 102.254 

スノヽ *Uj    Subha-pabbata  (〜ス ノヽ * ギリ） 〔|p〕 
61 420,468 

スパ' ス ッ タ Subha  sutta  (須 婆經） 6  291°; 
11 上 257° 

ス バタ Subha は （善 養） 〔宮殿〕 41 355 

ス バー チヤ ラ Subh§cala   ( = ス バギ リ ） 〔城〕 

61 478,480,481,483 
ス パッサ ① Supassa  〔龍王〕 3  386 ② 〔山〕 

13  281, 282 ③ suphassa  〔樂 器〕 24  460,509 
ス パ.， サー ① Supass き 〔女：） 24  460,509  (|> 
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スマ ナース 


Suphassa  (善 觸） 〔シ ッ ダ ッ タ佛の 母〕 28  84; 
41 315 ③ （好 觸） 〔烏〕 31 269 
ス パッタ Supat は ① （美 翼） 〔烏〕 31 269* ② 
〔鷹〕 33  98 

ス バッダ Subhadda ① （善 賢） 〔嬌陳 如 佛の第 
二 弟子〕 28  62;  41 255 ② （善 賢） 〔ダン マダ 
ッシ ー佛の 信士〕  41 312 ③ （須！^ぉ， 須 跋陀， 
須跋 陀羅） 〔沸 最後の 弟子〕 7 135;  26 179; 
59 上 278; 65(1)  8  @  (須 跋， 須 拔陀， 須跋 
陀羅， 善 賢） 〔晚年 僧〕 4  427;  7 155;  59 上 4; 
60 164  ；  65(1)  8  ©  (須跋 陀羅， 蘇 婆 頭樓） 
〔塞〕 7  56  ； 16 下 244 ⑥ 〔靈 祠〕 61 398 

ス バ ッ ダ  一 Subhadda ① （善 賢） 〔レ一 ヴタ佛 
の 第二 比丘尼〕 28  74 ② （善 賢） 〔ティ ッサ佛 
の妃〕 41 319 ③ 〔ス デャ一 タ佛の 信女〕 41 
300  @  (須 跋陀， 善 賢） 〔大善 見 王の 妃〕 14 
227  ；  29  259 ⑤ 〔王女〕 61 166, 167 ⑥ 〔夷， 
死後 生 天〕 24  484 ⑦ 〔女〕 24  460,  509 

スパッ タ烏王 本 生物 語， スパッ タ' ヂャ一 タカ 
Supatta-jataka  (二 九 二）  31 268° 

スパ ッデャ リタ Supajjali は 〔傅。 轉輪 王〕 26 
411 

スノ 《ッノ マー Supabba  〔^j 1 61 
ス パティ タ Supatita  〔II 舍浮佛 の 父〕 41 336 
ス パティ ッタ Supati は ha  (善 住） 〔靈 廟〕 3  64 
ス パティ ッ ティ タ Supatitthita  〔辟〕 11 下 71 
ス ノヽ' デー ヴ Subhadeva   〔アバ ャナー ガ 王の' 奴 

父〕 60  404 
スハヌ Suhanu  (善 頰） 〔馬〕 30  50,51 
スノ ヽヌ. チ'' ヤー タカ Suhanu- j さ taka   (善頰 本 

生物 語） （一 五八） 30  48° 
ス ノヾノ  、。ッ ノヾタ Subhapabbata    ( = スノ、 'キ" リ， ス 

バ山） 〔都〕 61 479,480 
スバ一 フ Sub れ U ① 〔辟〕 11 下 70 ② 〔傳。 轉 

輪 王〕 26  257 ③ （善 臂， 善 肘） 〔比， 耶舍の 

友人〕 3  33  @  (善 腕） 〔虎〕 32  65;  33 194 
スノ 《ブ ッダ、 Supabuddha    (善 覺〜 スッノ 《ブッ 

ダ） 〔毘舍 浮佛の 子〕 41 336 
ス パーリ チヤ リャ SupSricariya ① 〔傳。 轉輪 

王〕 26  264 ② 〔比丘の 譬 喻經〕 26  310 
ス パーリ チヤ リャ品 Supar  icariya  vagga  26 


310 

ス バンガ ナ Subhaiigapa  〔塔 處〕 60  6 

ス ハンナ • サン ュッ タ Supapija  samyutta 
(金翅 鳥 相應） 14  399° 

ス ビーラ Suvira  (須 斑羅） 〔天子〕 12  378 

スープ sQpa  ("^，汁， 調味） 27  443;  60  47;  62 
45，  51, 215,  301, 302  ；  63  239,391 

ス ブータ SubhCita  〔比〕 25 181 

スプ タカ プ一 デャカ 。uputakapiijaka  〔比丘の 
譬喩 經〕 26  479 

スブ— ティ Subhiiti  (須 菩提, 善 現） 「比〕 11 下 
332  ； 17  34  ；  22 下 1 ； 23  202  ；  25 108  ；  26 126  ； 
59 下 292  〔無 淨， 如實 第一〕 26 126 

スープに する 野菜 sQpeyya- pai?.na  63  42 

〔スープの 譬 險〕 59 上 130 

ス ブラフ マ一 SubrahmS  (須梵 摩） 〔彌 勒佛の 
父〕 63  425 

スへ一 マ Suhema  〔鶴, (^5〕  37  70 

スへ一 マンタ Suhemanta  〔比〕 25 135 

ス ボーデ ャ Subhoja  〔婆〕 59 上 374 

スマ一 Sums  〔尼〕 60 126 

スマ —ガダー SumSgadha  (須摩 竭陀） 〔池〕 
8  49,51 ； 16 下 376 

ス マナ Sumana ① （須 摩那， 善意） 〔佛〕 26 
491 ； 28  63，  72°,  92;  41 261°*,  358  ；  60 152 ② 
〔パ ドウ 厶ッ タラ 沸の 侍者.] .28  78  ;41 291 ③ 
(善意） 〔俱 孫佛の 信士〕  41 341 @  (蘇 摩 
那， 須 摩那） 〔比〕 20 108;  25 182,  198;  26 
209  〔響 險經〕 26  209  〔七歲 にして 大神變 あ 
り〕 25 198  (B  (修 摩那， 須 摩那， 須麻那 ，須 
摩 D  〔第二 結集 比丘〕 4  455;  60  30,33, 172; 
65(1)  46 ⑥ （須 摩那， 須 末那， 修 摩那） 〔沙 
彌， 比， 僭 伽 蜜 多の 子〕 60  73， 189, 235，  240， 
263*.  276,  282 ⑦ （須 末那） 〔相承 比丘〕 5  4， 
5  ；60  347  ；  65(1；  79,80 ⑧ （須 摩那， 修 摩那） 
〔王子， 阿育 王の 長兄〕 60 177; 65(1)  58 ⑨ 
(須 摩那） 〔華鬉 造り〕 26  209;  59 上 254  ；  59 下 
130,235 ⑩ 〔郡長〕 60  304 ⑪ 〔夜叉〕 8  280 
@  (=ス マナ クー タ） 〔山〕 61 45,  451,.466, 
483,  496，  507,  508，  518，  542,  552  @  sumana~ 
次 項. 
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スース マナ 


① ス マナ ② ス マナ一 sumana, sumana  (^素 
馨， 須 摩那） 〔花〕 ① 28 132. 133;  33  78;  36 
85;  59 下 131,  247;  60  42, 383;  63  42 ② 37 
171 ； 39  410 

ス マナ一 Sumana ① （善意) 〔ァノ  一マ ダッ 
シー 沸の 第二 比丘尼〕 28  75； 41 277 ② （善 
意） 〔ス メーダ 沸の 妃〕 41 295 ③ （善意） 〔シ 
ッダッ タ佛 の妃〕 41 315  @  (善意） 〔尼〕 25 
335;  60 125  ©  (善意， 須 摩那） 〔王女， 夷〕 
19  42*  ；  21 316 ⑥ 〔龍 女〕 35 150，  151，  155， 
160 

ス マナ ガッラ Sumana  galla  〔地名〕 61 321 
ス マナ クー タ Sumanakiita  (須摩 那峯， 須擎那 

鳩 吒=ス マナ 山） 60 101,158,210 
ス マナ タ" 一 マダ' ーャカ Sumanadamadayaka 

〔比丘の 譬喩 經〕 26  494 
ス マナ タ— ラヴ ン ティ ャ Sumana ほ lava^tiya 

〔比丘の 譬喩 經〕 26  493;  27 174 
ス マナ デ一 ヰ一 Sumanadevi ① 〔拔 陀，: ^比 羅 
尼の 姑〕 27  467 ② 〔ダナン デャャ 長者の 妻〕 
63  317  (3) 〔婆羅門 女〕 60 130  @  〔長者 婦〕 
39  3 

ス マナ ヴービ Sumanavapi し 村〕 60  SoJ 
スマ+ ギ一デ ニヤ Sumanavijaniya  〔比丘の 

SHi 經〕 27 185 
ス マナ一 ヹ一 リ ャ Sumanave}iya  〔比 £ の 譬喩 
經〕 26  443 

ス マン ガ ラ Sumaiigala ① （ = マン ガラ 沸） 26 
344 ② 〔辟〕 11 下 71 ③ 〔比〕 25 119  〔譬喻 
經〕 26 117,253 ④ （善 吉祥） 〔燃 燈佛の 第一 
弟子〕 28  60;  41 249  ©  (善 吉祥） 〔迦 葉佛の 
信士〕  41 352 ⑥ 〔傳 <>轉 輪 王〕 26  277  <X  〔溥。 
長者〕 28  202 ⑧ （善 吉祥） 〔園丁〕  33  30* ⑨ 
(善 吉祥） 〔都〕 28  80； 41 297,299  ®  〔苑 林〕 
41 300 

ス マン ガラ • チ "ヤー タカ Sumangala- jStaka 
(善 吉祥 本 生物 語） （四 二 〇） 33  30° 

ス？. 'タ Sumitta  (T) (善 友） 〔シ ッダ ッタ佛 
の 第二 弟子〕 28  84; 41 315 ② （善 友） 〔スメ 
—ダ佛 の 子〕 41 295 ③ （須蜜 多） 〔比， 拘多 
の 子〕 60  55， 192, 193 ④ （須蜜 多） 〔王〕 60 
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60,  203，  211 ⑤ （善 友） 〔園〕 41 329 
ス ミッタ一 Sumit ほ 〔王女〕 61 166， 167 
スムカ Sumukha ① 〔夜叉〕 8  280 ② （好 觜） 

〔烏〕 31 269,  270 ③ 〔鵝鳥〕 35  94*  ；  37 10, 11, 

12， 19, 22*，  31, 35, 42,  43, 51, 52，  55* 
スムッ ティカ一 SumuttikS    (善 脱） 〔尼〕 25 

337 

スムバ Sumbha  〔辟〕 11 下 69 
スメー ガガ ナ Sumeghaghana  〔傳。 轉輪 王〕 26 
348 

スメ一 カラ Sumekhara  〔人〕 26  84 
ス メーカ リ Sumekhalin  〔傳。 轉輪 王〕 26  250 
スメ— ダ Sumedha ① （善 慧， 須 彌陀） 〔佛〕 
24  547  ；  26  66  ；  28  79。，  92  ；  41 292"，  359  ；  60 
152 ② （善 慧） 〔婆， 佛の 前生〕 28  5*;  41 219 
③ （善 慧） 〔王， 燃燈 沸の 父〕 28  60；  41 248 
@  (善 慧） 〔ナーラ ダ 沸の 父〕 28  77  ©  (須 
彌陀） 〔傳。 轉輪 王〕 26  201, 212  ®  (= 梵與 
王:） 32 148 

スメ一 ダー Sumedha ① （善 慧） 〔尼〕 25  410*; 
27  357  〔自 傳〕 25  408* ② 〔燃 燈佛の 母〕 28 
60;  41 248 ③ （善 慧） 〔王女〕 34  318* 

スメ一 ダ 物語 Sumedha- katha,    Sumedha - 
vatthu-katha  28  57;  41 245 

ス ャサ一 Suyas さ 〔宮殿〕 41 281 

スャ一 ナ Suyana  〔傳 3 轉輪 王〕 26  355 

ス ヤー マ Suygma ① (須夜 摩， 善 時分， 善 侍 
=  Yama) 〔天〕 6  309;  21 130；  34  232;  59 上 
44;  60 118 ② 〔婆〕 28 118;  59 上 374 

ス ヤー マナ SuySmana  〔比〕 25 127 

ス ラ Sura  〔人〕 35  250 

スラ— sura  (萃 羅， 穀酒， 木 酒， 清酒， 酒） 2 
174°  ；  5  33  ；  8 12  ； 11 下 143,  219  ；  23  55  ；  31 
240，  256  ；  33  23,  378  ；  35  251 ； 59 上 215  ；  61 144 

スーラ SQra  〔大臣〕 8  274 

ス一ラ アン バッ タ Siira- Ambattha  〔塞， 證淨 
第一〕 17  36  ;20  228 

スーラ アン ノヽ' ヴナ Siira- ambavana  〔地力」 61 
242 

スラ ギリ Suragiri  (天 山） 〔宮殿〕 41 307 
ス ラサ一 Sulas ま 〔遊女〕 33  23*  ； 59 下 236 


ス ヮ' ンース 


ス ラサ一 * ヂ ヤー タカ isulasS- J 巨 taka  、芙 女ス 

ラサ一 本 生物 語） （四 一九） 33  22° 
ス ラシ sulasi  〔藥用 植物〕 3  357 
スー ラセ一 ナ Siirasena ① （勇 軍） 〔人〕 59 上 

49 ② （首 羅先那 ，戌羅 西那， 戌 曝 西那） 〔國〕 

7    205  ;  38  457  〔十六 大國の 一〕 17  345;  21 

146 

ス ラー ダ Suradha  (修羅 陀， 須 羅陀） 〔比〕 14 

128;  25 145 
ス ラーダー Suradha  〔パ ドウ マ 佛の 上足 尼〕 41 

282 

スーラ ダ ッ ダ ラ SQradaddara  〔龍王〕 31 328 
ス ラッカ ナ一 Sulakkha^a    〔瞿 暴彌の 母〕 27 
395 

スラ ツキ タ Surakkhita  (善 所 護） 〔プ ッ サ佛の 

第一 弟子〕 28  86 
ス ラッタ Sura は ha  (須 賴吒， 蘇 剌托） 〔國〕 25 

87*  ；  27  92  ；  33  68；  36  37  ；  42  234  ；  43  249; 

59 下 248 

スーラ ティ ッサ Siiratissa    ( = ス ヴンナ ピン 

ダ ティ ッサ） 〔王〕 60 128,287,288 
ス一 ラデー ヴ SCiradeva  〔ダ ミラ 人〕 61 384 
スーラ 二 ミ ラ Siiranimila  〔=  二 ミ ラ) 〔戰 士〕 

60  299,302,316,317,319 
スラ一 ノ；' ーナ ，チ "ヤー タカ Surapana  jataka 

(飮酒 本 生物 語） （八 一） 29 195° 
ス ラ ビ Surabhi  〔辟〕 26  504 
スラ一 マ Surama  (善 悦樂） 〔宮殿〕 41 355 
スラ一 マ一 Surama ① （善 樂） 〔 シ ッ ダ ッタ佛 
の 第二 比丘尼〕 28  84;  41 315 ② （須羅 摩） 
〔スメ 一 ダ{<$ のヒ足 尼〕 28  79； 41 295 
ス ラマ一 ナ Suram5na  〔池〕 61 407 
ス一ラ • ヴ一 マゴッ タ rsiira- Vamagotta  〔王 

子〕 38 154,214 
ス ラン マ一 Suramma  (善 所 樂) 〔シッ ダッタ 

佛の 信女」 41 316 
ス ラン ムカ Surariimukha し 嗎〕 38 157 
ス リ ャ Suriya ① （日） 〔王子, 阿難の 前生〕 28 
260* ② （蘇 梨耶） 〔王子， 舍利 弗の 前生〕 38 
154, 160, 179*,  189*,  204*.  214 ③ （蘇 梨耶， 蘇 
利耶， 日 天） 〔天子， 神〕 33  296，  297,  299，  304; 


37 107,  113, 117,118, 119, 122, 154  ;38  30 
スリャ カン タ suriyakanta  〔齊珠 〕 59  (：  259 
スリャ グッタ Suriyagutta  〔比〕 60 130,339 
ス一リ ヤッサ マ SQriyassama  〔傳。 轉輪 王〕 26 

374 

ズ リ ャデ一 ヮ' Suriyadeva  〔力士〕  33  323 

ス リャヴ チヤ サ一 SuriyavacasS  (修利 婆 折斯） 

〔乾 闘 婆〕 7  283 
スリ ャヴッ リ一 suriyavalli  〔植〕 39  410 
ス ルス ル surusuru  (吸 食） 〔飮む 音〕 2  319*  ； 

5  49，  76 

スルチ Suruci ① （修樓 脂， 善 喜 = マハ一 ルチ） 
〔王〕 60 160 ② （善 喜） 〔婆， 佛の 前生〕 28 
67;  41 257 ③ （修樓 脂） 〔苦行者〕 26  32  ® 
(善 喜） 〔宮殿〕 41 254,336,340 

スルチ • チ' 'ャ 一タカ Suruci- jataka  (善 喜 王 本 
生物 語） （四 八 九） 31 99；  34  315° 

ス ルツ ラ Surulla  〔村〕 61 279 

ス ルン ダ ナ Surundhana  〔都〕 33  360,  370,  384 

ス— レ―ャ Smeyya  〔天〕 7  288 

スロー  ビー Sulopi  〔鹿〕 39  412 

スヴッ チヤ Suvaccha  〔傳。 婆〕 26  307 

スヴボ 一タ suvapota  〔爲 J  26  30 

スヴン ナカ ッカ タカ • デャ一 タカ 
Suvannakakkataka-  jaiaka    (金色 蟹 本 生物 

語） （三 八 九） 32  228° 
スヴン ナガ一 マ Suvapp.agama  〔大臣〕 61 557 
ス ヴンナ ギ リ Suvaij り. agiri  〔地名〕 65  (IE )  86 
ス ヴンナ ギリ タ一ラ Suvaijijagiri ほ la    〔 山 〕 

39  347 

スヴン ナク一 タ Suvap.i:iakiita  (金 頂） 〔國〕 42 
234 

スヴン ナサ一 マ Suvap.na- sama  (金色の！] お 摩） 
〔(弗の 前生〕 38 12;  59 上 267，  270，  276*  ；  59 下 
10, 11 

ス r/ ンナ サ ― マ の 所行 Suvannasama-cariya 

〔經〕 41 418° 
ス ヴンナ ッ タンパ' Suvannatthambha  * 〔河〕 61 

503 

スヴン ナティ ッサ Suvaijpatissa  〔池〕 61 407 
ス ゥ" ンナ ドー 二   'Suvanpadoiji  〔村〕 61 236 
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ス一ス ヴン， 酢， 頭 


スヴン ナーハ' Suvannabha    〔傳。 轉輪 王〕 26 
300 

スヴン ナノ ヽ' ラー Suvappabhara  (金 善) 〔宮 
殿〕 41 322 

スヴン ナノ、。 一  リー Suvai?pap51i    (黄金 ノ、。 一 リ 

— ) 〔王女〕 60  220 
スワン ナノ ヽンサ • デ ヤー タカ suvappahaihsa- 

jataka  (金色 鶴 本 生物 語） （一三 六） 29  423° 
スヮ ン ナビ ッホ *  —  ノヽ ニヤ ；5uvaiji:iabibbohaniya 

〔比丘の 譬喩 經〕 26  397 
スワン ナ ピン タ "ティ ッサ Suvappapindatissa 

(= ス一ラ ティ ッサ） 〔王〕 60  288 

スヮ ンナ ビン ボー ノヽナ 品 :3Uvannabimbohana- 
vagga  26  397 

スヴン ナプッ ピャ SuvaijQapupphiya  〔比丘の 
譬 喻經〕 26  257 

スヴン ナブ一 ミ Suvaijpabhiimi  (金 地） 〔國〕 
32  58 ;37  429; 42  234 

スヴン ナマラ ャ Suvannamalaya  〔地名〕 61 338 

スワン ナ ミカ" • ヂ 'ャ 一タカ Suvappamiga'- 
jataka  (金 鹿 本 生物 語） （三 五 九） 32  48° 

ス牛デ ーハ Suvideha     = ギデ一 ハ) 〔國〕 g 
390,391,392 

スヰ一 ラ suvira  〔飮 料〕 1 142 

① スンス マー ラ山 ② スンス マ一 ラギラ ③ス 
ンス マ一 ラキ" リ. iumsumara-gira, 
Suihsumara-giri  (尸收 摩羅 山， 失悦 摩羅 山， 
失收 魔羅 山， 設 首婆羅 山， 首 摩羅 山， 膠 魚 山， 
權山， 鱷山） 〔邑〕 ① 15 187  ； 18 107  ；  20  25, 
336 ② 2 182  ；  9 159 ③ 4 194  ； 14 1 ； 32  9 

スンス マー ラ *チ "ヤー タカ Suihsumara- 
jataka  (鰐 本 生物 語） （二 〇 八） 30  266° 

スン ダラ Sundara ① 〔辟〕 11 下 71 ② 〔比〕 
1 56 ③ 〔山〕 61 464 

スン ダラ サム ッダ Sundarasamudda  〔比〕 25 
203 

スン ダラ ノ 《ン ドウ 〔ラー デャ〕 Sundarapapdu 
[rajan] 〔ダ ミラ 人〕 61 361,366 

ス ン ダ *K 一  Sundari ① 〔ァ ノーマ ダッシ 一佛 
の 上足 尼〕 41 277 ② （孫陀 利 = スンダ リーナ 
ンダ 一） 〔尼〕 2  337  ； 25  389 ③ 〔女〕 39  260 


スン ダリ カー Sundarika  〔河〕 9  59 

スン ダリ 力 'バーラ ド ヴ一 デャ Sundarika- 

bharadvaja   〔婆， 比〕 9  59,61 〔出家 成 阿羅 

漢〕 9  61 

ス ンダ リー ナンダ一 SundarinandS ① 〔尼 J  5 
91.95  〔摩 觸戒を 犯す〕 2  337*  〔尼 波 羅夷ニ 
に關 係す〕 2  346  〔尼僧 殘五を 犯す〕 2  375  〔尼 
僧 殘六を 犯す〕 2  377 ② 〔傳 3 婆羅門 女〕 2 
419 ③ 〔女〕 29  424 

スン ニヤ ヌ 'ヮッ 力" sunnata-vagga  f  2&  Oj) 
11 下 119。 

スンバ Sumba  〔國〕 16 上 281，  395，  397  ；  29  261 
スンノ 、'力の 鉢 Sumbhaka-patta 1 284 
スンマ Summa  〔比〕 60 131 
酢 味 粥 食 kummasa- pipda  32  411* 
酢 味 粥 食 本 生物 語 Kummasapipda- jataka  (四 
一 五） 32  411°  ；  33  48 

頭 荷， 頭骨， 頭那， 頭 熱病， 頭^, 頭 被， 頭 病 
〜トウ 

頭蓋骨 sisakap さ latthi  (顱頂 骨 • 顳顬骨 等） 63 
48,51 

頭蓋の 縫 線 sibbini  3  481 

頭巾 ① vethana  (タ一 バン） 1 79  ;2  486  ；  6 

188 ② sisa- vethana  9  426  ； 11 上 252 

頭上の 肉髻 uijhisa-sisa  〔三十 二相の 一〕 8 187, 
220 

頭々 羅米 daddula  〔米〕 8  53 

頭陀 ① dhu は ② dhiUa  (頭陀 行， 除 遣） ① 
3  81; 4  2,301*  ； 17  34;  25  304  ；  41 215  ；  62 
159,160 ② 1 32  ；  2  341 ； 26  82  ；  27 116 ③ 
dhutanga  (頭陀 支， 頭陀 行） 31 299 

頭陀行 ① dhu は ② dhQta  (頭 陀） ① 3  531 
② 1 22 ③ dhutata 1 287 ④ dhutanga  (頭 
陀， 頭陀 支） 37 105  ；  61 29, 153,401,428  © 
dhuta-vada  (頭 陀說， 頭陀 語） 60  25, 32, 123 

頭陀 行者 ① dhu は liga- anuga は 59 下 208 ② 
dhuta  vada  (頭 陀說 者） 42  339  ；  43  331 ； 44 
451 ； 62  48 

頭 陀行說 者 dhuta  vadaka  27  349 

① 頭陀 行の 德 ② 頭 陀の德 dhu は- gupa ① 41 
310 ② 25  298 
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頭， 水 ースィ 


頭陀語 dhuta-vSda  (頭 陀說， 頭陀 行） 62 160, 
161 

頭陀支 dhutafiga  (頭陀 分， 頭陀 行， 頭陀） 42 
98,286  ；  43 14,  353;  59 上 39,282,  404  ；  59 下 
33，  63，  208，  217，  231,  234，  236*  ；  62  74，  75， 
118°*,  122*,  159*.  364  ；  〔5 17; 11 上 137;  23 
152  ；  25  304} 〔八 種〕 42  98，  286  ；  43 14,  353 
〔九 種〕 11 下 24  〔十三 種〕 44   282;  62 118°* 
其 他 〔二十 八德〕 59 下 237 
〔頭陀 支に 適する 十 人〕 59 下 238 
頭陀 支の 解釋 Dhutaiiga  niddesa  62 118° 
頭陀 支の 受持者 dhutanga  samadhara  59 下 
217 

〔頭陀 支の 相攝關 係〕 62 162 

頭陀 支の 賊 dhu は iiga- cora  62 128, 144 

〔頭陀 支の 二十 八德〕 59 下 237 

頭陀 支の 問 Dhu ね liga- pafiho  59 下 231 

頭 陀支品 Dhutanga-vagga  5  326 

〔頭陀 者〕 5  223,325  ；  9  45，  46  ； 13  274,  297, 
298,306,  307,  417  ； 19  301*  ；  33  208  ；  43 149, 
211，  216;  47  370,463°*   〔六 種〕 9  45,46  〔八 
種〕 43 149,211,216   〔十一 種〕 47  370,463°* 
〔十三 種〕 5  223,325 

〔頭陀 者の 三十 功德〕 59 下 251 

〔頭陀 者の 十八 功德〕 59 下 238 

頭陀說 dhuta- vSda  C 頭陀 行， 頭陀 語） 13  229  ； 
60  37, 125 

頭 陀說者 ① dhuta  vSda  (頭陀 行者） 23 152; 

59 下 282 ② dhuta-vadin  27  461 
頭 陀分正 行者 dhutange  samacaro  59 下 205 
頭陀法 dhuta- dhamma  62 160， 161 
① 頭 燃 ② 頭燒 aditta - sisa  (頭髮 燃 ゆ） ① 

42  64  ;63 16 ② 14  224 
〔頭 燃の 舊喻〕 12 18, 19，  90, 184  ； 14  224  ； 16 下 

368  ； 18 163  ；  20  40.  41; 21 276;  22 上 332, 

335,  338，  339，  340，  347  ；  25 117, 118  ；  26  84  ； 

42  64 ；63 16 
頭腦 mattha- luAga  (腦， 腦子 皮， 腦^) 〔三 

十二 身分の 一〕 23  2 
水 ① apo  6  85;9  2*  ；  63  251,  276°,  338,  339 

② udaka 1 83;  2 142* ③ Apo  〔天〕 7  285 

( 


④ Udaka  〔山〕 35  289  ©  Odaka  (經」 16 下 
404 

水畏 udaka  bhaya  (水の '| 布设， 水の 畏:） 47 111 

ス k 壞 apo-sariivatta  63  386 

水界 ① さ po- dh お U  6  307*  ；  7  340  ；  9  93，  332°; 
10  215°  ； 11 下 11， 58,  337°  ； 13  248*  ； 14  85  ； 
18  288  ；  40 11， 224  ；  45 185,  207°,  217,  237, 
257°  ；  46  21, 102°  ；  52  352*  ；  53 122*,  130*, 
147  ；  58  21, 91*  ；  62  206  ；  63 14,  62*,  155,  248, 
250%  251,  253*,  254°,  267°*,  274*,  278°,  281， 
284*  ； 64 15，  26,  98，  343  ;65(n)  53  〔四界 の 
一〕 8  306  〔六界 の 一] 8  327  〔定義〕 45  207, 
217,237,257  ；  46 102 ② Spo-kSya  (水 身） 10 
364 

〔水界 十二 部分の 作意〕 63  267 
〔水 界は有 見なり〕 58  21 
水 鬼 g^a 15  252,254 

水牛 mahisa  (野牛） 10  228  ； 13  276  ； 19 168  ； 
31 188*，  430, 431 ； 37 146, 167  ；  38  97, 98，  356， 
450  ；  39  329,  413  ；  41 392  ；  57  48,50;  59 下 91， 
212,227 

〔水牛と 猿の 悪戯〕 31 188 

水牛 鬪 mahisa- yuddha  43 173，  350，  390  ；  44 
468 

ス k 牛? L    mahisa-khira  2  UO- 

① 水牛 乳醉 ② 水牛の 醉 mahisa  sappi ① 2 

558 ② 2 140 
水牛 本 生物 語 Mahisa- jataka  (二 七 八） 31 187° 
ノ fc 亥 IJ 喩人 udakalekhupama  puggala  47  364, 

405° 

水色 精 dakavanna  [sukka J 1 189 

水 蛇 頭 decjcjubhaka  4  206,  207 

水性 apo - gata  (水 態） 46 102 

水晶 phalika  (水精， 玻璃） 26 100, 128, 130  ； 

37  362  ；  38 112, 116, 119 
水晶 宮 phalika-pasada  32 157* 
① 水晶の 宮殿 ② 水晶 宮 phalika  vimana 

① 38 111,  116， 119 ② 28  466  ；  33 199  , 
水精 phalika,  phalika  (水晶， 玻璃） 7 166,  167, 

175, 178  ； 24  487， 540， 544 ； 59 下 91,111,282 
7j< 精 色 phalika  vanna  3  47 


スィ 一水， 出 


7jc 精 所 成 phalika- maya  3  337  ；  4 173 
〔水上 不沈 神變〕 63  339 
水淨 行者 udaka-suddhika 12  312,313 
〔水淨 不能〕 9  59;  23  93;  25  375,376 
水 身 apo-kaya    (水 界） 〔七 身の 一〕 6  86  ； 14 
336 

水生 者 ja ほ buja  30  83 

水生の 有情 odaka  satta 17  52 

水 相 udaka-nimitta  3 188 

yjaim    udaka-sala  7 157 

水草 ① sevSIa  (答 草， 靑苔） 64  464 

② panaka 19  262 
〔水草 名〕 26  32 
水 想 apo-sanna  7  77  ；  21 262 
水 想 〔者〕 apo-safimn  22 上 206*  ；  22 下 288*， 

339* 

水槽 udaka-doni  4 187 
水 態 Spo- ga は （水性） 63  250,251 
水 池 udaka-rahada  (水 沼， 湖， 湖水， 湖 泉， 池） 
6 125 

〔水中に 在る 七 人の 譬喩〕 20  244; 47  372,467 

〔水中の 筏の 譬險〕 20  396 

水中 被 覆 物 udaka-paticchadi  4 186 

水中 物 udakattha 1 79 

水廷堂 paniya-mandapa  4  235 

水滴 ① uda-bindu  24  315 ② vari-bindu  24 

142 ③ udaka-phusita 15  297 
〔水滴の 積る 譬喻〕 23  35 

水 天 Varupa  (婆 留那， 婆 樓那, 鴨 嚕拏） 7  285 

水 天 族 V さ rupa  7  285 

堂 paniya-sala  4  235 

7jc 得婦 odapattakini 1 236* 

水 乳の 如く    khirodaki-bhQ ね （乳 水 和合， 乳と 

水との 如く， 乳と 水との 合して 存す るが 如く） 
42 197 

水 鉢 ① uda- pat は （水盤） 19  321* ② udaka- 

pat は （水盤） 4 165; 16 上 325* 
水盤 ① uda- pat は （水 鉢） 9 176 ② udaka - 

patTa は 鉢） 11 上 24 ③ udakadhana 10 

204, 205 ④ udaka  ka^ka  4 187 ⑤ udaka- 

saravaka  4 184 


7jC 遍 apo-kasina    〔十 遍處の 一」 8  349; 11 上 
18; 17  60;  22 上 269，  271，  289;  40 11, 80， 156， 
224,  233;  45  58;  62  221,  226,  238°,  348;  63 
302,303，  338;65(n)  78 
水 遍處す apokasinarammana  jhana  29 104 
水 遍等至 apokasina-samapatti  41 154 
水泡 ① udaka-bubbu}a  (7jc の 泡） 43  240  ；  44 
304  ；  64  83，  361，  381， 399 ② bubbu!a 14  220 
水泡の 如し bubbulupama 14  222 
〔水泡の 譬喩〕 14  220;  20  396 
水魔 daka- rakkhasa  (水羅 刹） 39  247* 
7jC 魔 問 〔答〕 Dakarakkhasa-panha  39  246 
水喩人 udakupama  puggala  〔七 種〕 47  372 
水浴 naMna  (洗 浴， 沐浴） 32 108 
水浴 衣 udaka- satikS  (浴衣， 浴 水 衣） 2  451; 
3  509，  513  ；  4  404  ；  5 104, 127  ；  29 135, 136  ； 
30  22 

水浴 場 ① tittha  (浴場， 渡 場， 渡處， 度處， 

津岸） 36  290，  291; 59 上 8，  9，  212, 213 

② udaka- tittha  42  344  ；  43  209；  62  37 ③ 

ogahana  24  78 
〔水浴 場の 住の 譬喩〕 24  78 
水浴す sinati 11 上 61 
〔水浴に よる 淸淨 なし〕 9  59; 23  93;  25  375* 
7jC 羅刹本 生物 語 Dakarakkhasa-  jataka 

(五一 七） 35  354° 
； {fc 陸 ® 源 論 lokakkhayika-samuddakkhayika 

(世界 論， 海洋 論） 〔無用 論の 一〕 6  255 
水流 ① udaka- dh お a  6  377  ；  7 157  ；  40  208* 

② udakappava  (ガ くの 流れ） 9  247  ； 15  273， 

275 

水 蓮 ① elambuja  24  327  ；  42  306 ② sSluka 
(睡蓮， 蓮根， 舍樓 伽， 水 百合） 39  473 

水 蓮 地獄 Kumuda-niraya  (白 睡蓮 地獄） 12 
259 

〔7jC 路を 跳び 越 ゆる 譬險〕 64  431 

出納 官 bhapcj お §rika  (守 藏官， 守 庫 人， 理財 

官， 大藏 大臣， 藏 器物 人， 有 財 家長， 賓藏を 

司る 者） 33  255,261 
出 〔佛 身〕 血 業 ruhiruppada - kamma  50 167, 

168  ；  52  238,241*  ；  54  512,514,516  ；  58 111 


(500) 


出， 吹, 

出 〔佛 身〕 血 者 (T)  ruhiruppadaka  57 131, 132, 
268,292  ；  58  376,388 ② lohituppSdaka  59 下 
160 

吹 ほ 者 saAkha- dhama  (吹螺 者， 法螺 _ ^吹） 7 
386,387 

吹螺者 ① saAkha-dhama  (吹 貝 者， 法螺貝 吹） 
11 上 271 ② sankha  dhamaka 11 上 23 

〔吹螺 者の 譬險〕 6  356  ；  7  386; 11 上 271,272  ； 
16 上 23  , 

吹螺本 生物 語 Saiikhadhamana-jataka  (六 〇) 
29  47° 

垂髻の 傭 夫 lambaaj!aka  bhata 16 上 56,57 
褻 ① a ほ bha  (不利 得， 不利， 不得） 〔八 ぼ 間 
法の 一;] 4  309,310  ； 18  330  ；  21 10* ② vaya 
(衰滅， 滅， 謝滅， 消散， 消 亡， 壞） 20  408, 
409 

衰觀 vayanupassana    (衰滅 隨觀） 40  33,  41, 

53，  75, 77, 136, 275, 335,  337  ；  62  91 
衰退 ① parihjini  (退， 衰亡， 衰滅） 19 104*； 

22 上 336,  337 ② PariMna  〔經〕 22 上 345 
衰返 法の 人 parihanadhamma  puggala  22— t 

345,346 

衰法 virSga- dhamma  (離 貪 法， 離 法， 離 欲の 
法） 10  338 

衰亡 ① pariMni  (衰退， 衰滅， 退） 7  29* ② 

parijunna  〔四 種〕 11 上 86 
衰滅 parihani  (退， 衰返， 衰亡） 20  252*,  255*, 

260* 

衰滅 隨觀 vayanupassana  (衰觀 ） 64  355，  465, 
466° 

衰 域相觀 vayalakkhana-vipassana  (壌 相 正觀) 
64  377,380 

衰滅 法 vaya- dhamma  (滅法， 消 亡の 法， 壞法， 
敗壞の 法， 敗 壊 法） 44  268  ； 64 155, 156,321, 
325, 370 

推 度 santirapa  (判別） 62  43  ；  64  37，  39，  41， 
44°,  100,  209,  210,  213,  249  ；  65(11 )  22*,  34 

推 度 作用 santiraija- kicca  50  368 

推 度 作用 無 因異熟 意識 界 santirapa-kicca 
ahetukavipaka-manovinnana-dhatu  50  368 

推 度 心 santirana  citta  65Cn)  2,3, 12,21,22, 


， 衮， 推， 彗， 遂， 睡， 醉， 隧， 維， 瑞一 ズィ 

23,24,27,31,41,42 
推 比 anvaya  (隨 行， 類句， 總 相.） 64  466 
推量 vimariisa  (觀， 思 察， 思惟， 思量， 審察， 

自試） 9 110* 
推論 takka  (© 擇， 理論， 尋思， 論理 學） 6 19， 

27,31,41 

推論 家 takkin  (理論家） 6 19,  27，  31， 41 
每 星の 飛行 sukkarahu-carita  59 上 357 
遂行 karana  5  266 

睡眠 ① nidda  (眠） 5  344  ;7  36  ;9  435;12  9, 
10,62  ； 19 160,241,242,348  ;20  22,23,24,42, 
43,  44,  68,  261,  263；  21 292;  22 下 68;  23  322, 
323  ；  24  36   〔過 患 と 功德〕 5  344  ； 19  348 ② 
middha  (眠） 6 107  ；  8  287  ；  20 188,336*  ；  45 
300°  ；  46  361。， 362  ；  59 下 127，  143°*, 193  ；  62 
213，  261,  303,  349,  372  ；  63  377  ；  64  56,  63°, 
450;65(n)  11,13, 14, 17,63  〔定義〕 43  261; 
45  300  ；  46  361 ③ thina-middha  (惽 眠， 惽沈 
睡眠， 愚鈍） 6  350  ；  7  347  ；  8  62 ④ soppa 17 
430  ®  Suppati  〔經〕 12 182 

睡眠 者 sutta  23  21 

〔睡眠の 二 段階〕 59 下 145 

① 睡眠の 樂 ② 睡眠 樂 middha- sukha  (眠 樂） 
① 9 180， 183  ；  20  338  ；  62  62, 157 ② 19  40, 
41, 346  ；  20  31, 32,  84,  85  ；  21 308,  309,  310  ； 
22 上 186， 230， 234 

睡眠の 領域 niddaya  vasarii 12  343 

睡眠 • 懶惰 Nidda  tandi  〔經〕 12  9 

〔睡眠 を斷 ずる 方法， 七 種〕 20  336 

〔睡夢 者に 得 阿羅漢 あり〕 58  425 

〔睡夢 者に 法現觀 あり〕 58  425 

睡蓮 ① uppala  (水 蓮， 靑蓮， 靑 蓮華， 優 鉢 
羅， 轡 波羅） 24  477 ② kuvalaya  24  487 

醉象 ① matta - kufijara  27  32 ② matta - 
hatthi  38  504 ③ mada«- hatthi  37  361 

隧道 ummagga  39 166*， 199*，221,227* 

隊道本 生物 語 Ummagga- jataka  (=大 隧道 本 
生物 語） （五 四 六） 35  364;  39  273  ♦ 

錐 毛 者 suciloma  (針 毛 者） 1 177 

瑞祥 を 有せる 者 bhSgyavant  62  413 

瑞相 ① kotQhala  -  maiigala    (奇特 瑞相） 19' 
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287 ② Lakkhapa  〔鹿〕 28  284，  285,  286 
瑞相鹿 本 生物 語 Lakkhaija- j お aka  ( —— ） 28 
282° 

瑞兆 nimit は （相， 兆 相， 徵相， 特相， 現 相， 

因 相） 26  271 
隨應 SappSyam  (〜有 驗) 〔經〕 14  438 
隨應作 sappayak さ rin  (〜適切 作） 14  438,  445, 

446,448,450* 
隨我見 at ほ nuditthi  (我隨 見， 自我の 見 = 有 身 

見） 20  223  ；  40  227*,  232°,  261 ； 47  62,  97 
〔隨我 見 一 無我 想〕 20  223 
隨覺智 anubodha- fi§ija  64 143 
隨學す anubandhati  2  524,536 
隨觀 anupassana  〔二種〕 24  272* 
M& ① anumodana 19  70 ② Abhinandarh 

〔經〕 13  254 
隨喜者 anumodaka  5  300 
隨 喜す abhinandati 13  255 
隨 を述ぶ anumodati  9  42,43 
隨經 sut ほ nuloma  5  315 
隨行 anvaya  (推 比， 類句， 總相） 11 下 424, 

425 

隨行 沙門 paccM- samaija  (隨後 沙門， 隨從沙 

門， 隨侍， 隨僧， 後 侍） 6  293 
隨形好 anuvyaiijana  (隨 相， 隨 相好， 隨好， 

好， 細 相； 別 相） 27  264;59 上 156* 
隨句 anupada  (隨 語） 2  23 
隨結 anubandhana  63  97,101° 
隨結戒 anupafifiatti  (隨 制） 65(  I  ) 19 
隨後 沙門 paccM- samara  (隨行 沙門， 隨從沙 

門， 隨侍， 隨僧， 後 侍） 〔の 可否〕 19 189 
隨後邊 見 aparan ほ nuditthi  (後 際隨 見， 後邊に 

隨ふ 見） 40  227,  253°,  261 ； 45 12,333° 
隨語 anupada  (隨 句） 59 下 201 
隨護勤 anurakkhana-padhana  8  305°  ； 18  29°, 

128 

隨好 anuvyafijana  (隨形 好， 隨相， 隨 相好， 
好， 別 相， 相， 細 相） 19 137  ；  27  350,  351 ； 
41 33^;  45  338,339 

隨 業趣智 yathakammiipaga- fiSpa  (如 業 生智， 
如 業 所 往智） 63  405°,  406,  416,422,425 


〔隨業 趣智の 所緣〕 63  425 

隨字 anvakkhara  2  23 

隨侍 pacchS- samaija  (隨後 沙門， 隨行 沙門， 

隨從 沙門， 隨僧， 後 侍） 12  324 
隨時 ft:    kalanusariya,  kalanusarika  (黑 梅 擅 香) 

〔香料〕 3  359; 14  243; 16 上 216;  22 上 236; 

27  36 

〔隨時 檀が根 香の 最上なる 譬喻〕 14  243;  22 上 
236 

隨從 ① anunaya  9  339,  340 ② pavarika 16 上 
140* 

隨從 沙門 paccha  samaija  (隨行 沙門， 隨後沙 
隨侍， 隨僧， 後 侍） 3  82,  330;  4  48  ； 11 上 
134  ； 16 下 276 

隨從 比丘尼 antev お i- bhikkhuni  4  389 

隨順 ① anuloma  (隨 法） 50 151*,  162*,  170， 
383,476  ；  51 21, 22,  30,  87,  95， 137, 150，  187, 
188,  268*,  306*,  361*,  412*  ；  52  44,  97, 103, 
135,  177,  211 jt 他； 53 14,  50,  73，  89 ズ他； 
54  57,163，  194，  220  J も 他； 62  270,  271; 63 
325,  371; 64 11, 421,  424,  430*. 435.  437,438, 
481 ； 65(n)  33,83 ② anulomika  (隨 順行， 
隨 順法） 3  371,380 ③ opanayika 17  254* 

隨 順行 anulomika   (隨 順， 隨 順法） 1 31， 34, 
67 其 他； 2  341 

隨 屑說 ① anupubbi  katha,  anupubbi  katha 
(次第 說法） 10 149  ； 11 上 192 ② vad さ nuvada 
(說 隨說， 說隨 順說， 論隨 論， 顺' 正說， 難詰の 
語） 16 上 29,36,55， 107 

隨順智 anuloma- fiSpa  64  325，  412*,  422,  423， 
430,431 ； 65(n)  82.83  ；  〔64  421。〕 

隨順忍 anulomika  khanti  20  2C9,  214*  ；  40 
205  ；  41 191*  ；  64  325 

隨顺法 ① anulomika  (隨 順， 隨 順行） 5  269 
② anudhamma  (隨 法） 14  280,281 

隨處住 支 yath お anthatikaAga  42  98,  286  ；  43 
14, 353  ；  44  283  ；  59 下 248  ；  62 119. 122°,  154°* 

① 隨「€ 住 者 ②隨請 坐 者 yath お anthatika  (隨 
得 座 者, 隨 得み h 行者） ① 25  263;  42 101,102， 
224, 328, 347，  358  ；  43 149,  211, 216  ；  59 下 204; 
62 154  ® 11 下 27 


(502) 


隨 ーズィ 


隨 小學處 anukhuddaka-sikkhapada  59 上 300 

隨生兒 anujata  putta  23  315 

隨身生 dhammantevasika  31 丄 >3 

隨身法 kayanugata  dhamma  〔十 種〕 59 下 76 

① 隨信行 ② 隨信 〔行〕 ③ 隨信 行者 @ 隨 信者 
saddhanusarin ① 8 129,332  ；  9  260  ； 10  243; 
17 114, 115  ;47  361,  372,  373,  380°,  461,  472  ; 
64  406,  407，  411 ② 20  244  ；  57  81 ③ 10  304°; 
14  362*  ；  40  397  @ 16 下 13*，  21 ； 21 89  ;  22 上 
238 

隨制 anupafifiatti  (隨 結戒） 5 1*，  7,  91, 196, 
205 

隨說者 anuvSda  (教 誡， 非難） 11 下 170,171 
隨前邊 見 pubban ほ nudi«hi  (前 際隨 見， 前邊に 

隨ふ 見） 40  227,  252°,  261 ； 45 12,333° 
隨染 upakkilesa  (隨 煩惱， 汚濁， 塵 i^,  ^ 穢， 

翳， 靖） 64  363*.  369*,  374.  376 
① 隨相② 隨 相好 anubyafijana  (隨 好， 隨形 

好， 好， 隨味， 細 相， 別 相， 文， 相） ① 11 下 

16; 59 下 259 ② 28 178 
隨 相に 執せ ず nanubyan janaggahin  (別 相 を 執 

らず） 10 109 
隨僧 pacchS-sama ひ a  (隨從 沙門， 隨行 沙門， 

隨侍， 後 侍） 23  232 
隨增す anuseti  (隨 眠す， 慮る） 48 下 1* 
隨 〔族〕 fB  anukula  yanna 18  77 
隨 知者 anuvidita  24 194，  195° 
① 隨得坐 行者 ② 隨得坐 者 ③ 隨得座 者 

yathasanthatika  (隨處 住 者， 隨請坐 者） ① 19 

307 ② 〔五 種〕 47  371, 464 ③ 5  223,325 
隨貪 anugiddha  24  302  ；  42  75 
隨貪結 ammaya-saftfiojana  (愛 結） 20  240, 241 
隨念 anussati  62  391° 
隨 念業處 の解釋 Anussatikammatthana- 

niddesa  63 1° 
隨念宿 住 pubbeniv お a  anussati    (宿 住隨 念, 

憶 宿命） 17  35 
隨念處 anussatitthana  〔六 種〕 20  9, 10°,  46, 

49,229 

隨伴 dutiya  (伴侶， 助 伴 者， 同伴者， 陪席 者, 
第二 者） 4  415,416 


® 隨伴 ② 隨伴者 anudQ ね （同伴者） ① 4 

440,445 ② 60 169 
隨伴住 者 sadutiya  viharin 15  58* 
隨伴 比丘 anuduta  bhikkhu  4  445 
隨 Mit 丘 尼 ukkhittanuvattika  bhikkhuni  5 

•121 

隨法 ① anudhamma ぐ 隨 順法） 23  333  ；  24 
365  ；  44  488° ② anuloma  (隨 順） 5  269 ③ 
dhammanuloma  5  315 ④ Anudhamma  〔經〕 
(一）一 （四） 14  63—65 

隨法行 ① anudhamma-carin  (隨法 行者， 隨法 
を 行 じ） 16 下 109, 110,  275;  21 257* ② 
anudhamma-patipatti  24  517 ③ anudhamma - 
ほ 1 376 ④ dhammanusarin  (隨法 行者， 隨 
法 者） 8 129,  332  ；  9  260  ； 10  243  ； 12  290  ； 17 
114, 115;  20  244,326  ；  47  360,  369,  372,  373， 
380°, 472  ；  57  81 ；64  406,407,411 

隨法 行者 ① anudhamma-carin  (隨法 行， 隨 
法 を 行 じ） 11 下 20*  ;23 188 ② 
dhammanusarin  (隨法 行， 隨法 者） 10  304°; 
40  399 

隨法者 dhammSnus お in  (隨法 行， 隨法 行者） 

16 下 13*，  21 ； 21 89  ；  22 上 238 
① 隨法念 ② 隨 法の 念 anudhamma ほ- sati 

① 62 179 ② 47  35*  . 
隨法を 行 じ anudhamma- cSrin  (隨法 行， 隨法 

行者） 7  73 

隨煩權 upakkilesa  (隨 染， 汚濁， 穢， 塵 垢， 
銷， 翳） 6 113*,  249  ； 11 下 17, 18，  206  ； 14  374  ； 
16 上 285,286,369*  ； 17 14, 15; 40 119*, 267*; 
44  482  ；  46  347, 366  ；  63 104, 307,  309,  369，  403 

隨煩 fi 經 Upakkilesa-sutta 11 下 190° 

隨味 anubyafljana  (隨 相， 隨 相好， 隨好， 隨 
形 好， 細 相， 別 相， 文） 2  23 

隨眠 ① anusaya  (意趣） 9  251，  373, 377，  378; 
10  233*,  316; 11 下 10** 14 14， 19，  252，  253, 
305,  306  ； 17  67  ； 19 100, 101 ； 22 上 356  ；  24  5， 
135，  200,  217  ；  25  222  ；  41 1*  ；  42  35, 121, 143, 
162, 167，  272,  305;  43  98, 118，  121,  161,  236, - 
268  ；  44 122,  172,  293，  371, 443  ；  47  51,52°  ； 
48 下 1°*;57 127>150*;58 121*， 173*, 253*; 〔9 
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76*〕 〔七 種〕 8  332  ；  9 195*  ； 16 上 241 ； 20  242; 

64  448,450 ② Anusaya  〔經〕 16 上 186,241 ； 

16 下 67,217  (—）  （二） 15  52 
隨 眠す anuseti  (隨增 す， 慮る ） 64  454,455 
隨眠雙 論 Anusaya- yamaka  48 下 1° 
〔隨 眠と 纏と は異れ り〕 58  253 
(隨 眠の 已斷 について〕 48 下 289 
〔隨 眠の 有無に ついて〕 48 下 73 
隨 眠の 永斷 anusaya-samugghata 16 下 67,  218 
〔隨 眠の 捨斷 について〕 48 下 152 
〔隨 眠の 隨增 する 界地〕 48 下 1 
〔隨 眠の 隨增 • 不隨增 について〕 48 下 1 
隨 眠の 對治 anusaya- patipakkha   62 10 
〔隨 眠の 發生 について〕 48 下 367 
〔隨 眠の 遍 知. 不遍知 について〕 48 下 219 
〔隨眠 は 心 不相應 なり〕 58 176 
〔隨眠 は 無 因な り〕 58 175 
〔隨眠 は 無 記な り 〕 58 173 
〔隨眠 は 無所緣 なり〕 58 121 
隨眠品 Anusaya-vagga   20  241 
隨眠無 所緣論 Anusaya  anarammana  ti  katha 

58 121° 
〔隨眠 論〕 58 121.173,253 
隨眠を 永斷す anusaya- samugghatana  Id 上 

186 

隨 H ① anussava 11 上 226,  284,  285,  305 ② 

suti  59  h 10 
隨葉 Vessabhii  (毘舍 浮， 毘沙 浮） 〔過去 七佛の 

一〕 1 12* 
隨律 vinayanuloma  5  315 
髓 ① atthimifijS  (骨 髓） 〔三十 二 身分の 一〕 7 

339 ② lasikS  (關節 滑 液， 關 t?i5 液， 黄水） 46 

274 

髓香 sSra- gandha  (核 香， 樹心 香， 樹番） 64  20 
凝冧 khoma    (麻， 麻布， _亞 麻， 劫德 麻衣） 3 

492;  22 上 63;  26  459;  39  311,  331,540,541 
芻 摩 衣 khoma-pilotika  3  516 

摩 細 衣 khoma  sukhuma 14  228,229 
(崇敬せ ざる 十二 人〕 59 上 360 
崇拜さ るべき 人 ahuneyyaka  (應請 者） 23  361 
崇拜す Piijeti  9  44 


數 gapana  (算 數， 算術， 計算， 計數） 2 10*; 

63  97°* 
數學 gamka  59 上 10 
數術 sankhana-sippa  23 134 
數所攝 ganana-saiigaha  47  325 
數息觀 anSpSna- sati  (安般 念， 出入 息 念， 念 出 

入 息， 入 出 息 念） 23 143 
數那 Sopa  〔仙〕 36  350* 
數那 • 難陀 f 山 本 生物 語 Sopananda  jataka  (五 

三 二）  33  384  ；  36  350° 
數法 saihkhana  6 13, 103 
數論說 saAkhya  59 上 10 
藪 達 利 舍'" g    Santuttha  CM) 16 下 244 
蔽林 vana-pattha  (林 藪， 林 ig, 林間， 森林， 

山林， 高原） 6 106 
据置 きの 〔地 遍〕 tatratthaka  62  248 
①眇 ②眇目 kSi?a    (瞎 目， 瞎子， 片目， 隻 

眼 者， 偏 目， 偏 盲） ① 20 141 ② 4 139 
^    naiigala  (鋤， 敏） 12  295  ；  23 197 
黎先 phma  (鋤， 緻先） 23 197 
黎 挽く  〔牛〕 naiigalavattanin  25 112 
鋤 ① kuddaia  (教， 鉈） 1 77，  244,  251 ； 4  261; 

25 119 ② kuddalaka  29 103,104 ③ kuthari 

(斧） 1 149;  2  338 ④ naiigala  (： ま， 鍬） 12 

295.295  ；  24  26,27 ⑤ phaia  (鋤 先， 舉先） 30 

308.310,311 
① 鋤 遊び ② 鋤戲 vaiikaka  (玩具 鋤， 小 鋤） 

① 1 3：)3  ;6  8，  98  ；  59 上 363 ② 4 15  ；  22 下 

121 

鋤 賢人 Kudcm!aka- pap. ita  29 103* 
鋤 先 phaia  (鋤， 擎先） 24  27,30 
鋤 と 籠 kuddala  pitaka  6 151， 153 
〔過ぎた る は 及ばざる が 如し〕 29  46,47 
救 ふべ からず atekiccha  21 15, 16,20 
勝れた る abhikkantarii ( f 草なる , 奇なる 哉， 

妙な る 哉， 殊勝な る 哉， 最 勝な り ， 希有な り ， 

甚奇な り ） 6  359 
勝れ た る 頃 向の 衆生 kalyanadhimuttaka  satta 

23  321 

優れたる 威嚴を 有し brahma (梵威 
〔者〕） 6 171 
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優れた る 姿 を 有し brahma-vappin  (梵色 〔gj) 
6 171 

筋 naharu  (腱） 46  273  〔三十 二 身分の 一〕 40 

11,225 
煤 masi   23  236,237 
鈴 ① kiiikini  7 180 ② kimkanika  34  403 
鈴 網 kiAkipika- jaia  7 180 
錫 tipu  7  402  ； 16 上 286  ； 19  22  ；  31 40 
錫锻冶 tipuloha- kSra  27  26,  92 
錫 所 成 tipu- maya  3  337  ；  4 173 
芒 ① sQka 17 11. 12 ② Siika  〔經〕 16 上 154 

③ SQkiya  〔經〕 16 上 223 
'〔芒 を 手足に て 踏む 譬瑜〕 16 上 154,  155,  223; 

17 11,12 
裙 niv お ana  (下 衣） 3  82,83,90 
棄っ cha づ (Jeti  2  431 

捨てて 取らず pajahati  na  upadiyati 14 143* 
已に重 擔を棄 て ohita-bMra  (重 擔を棄 て， 重擔 

を 捨て， 重擔を 捨てた る 者， 重擔 をお ろし ） 9 

3* 

砂 ① kathala  (礫， 瓦） 17 13 ② v^i お 11 下 
171 ； 13  269 ③ valuka  39  27°  @  sakkhara 
(礫， 砂利， 石） 2  52  ； 17 13 

砂地 ve ほ 22 下 162， 190 

砂粒の 塔婆 pulina-thupa  26  200 

(砂の 繩を 送れ〕 39  27 

(砂よ り 油 を 取る 譬險〕 11 下 171 

脛 jaAgha  (喘） 20  386,387 

炭 ① aAgara  (炭火， 石炭， 黑炭， 炎 炭， 炭 
灰， 灰 ） 2 184 ② chSrika  (灰） 3  370 


炭火 ① aAgara  (炭， 炭 灰， 灰， 石炭， 黑炭， 
炎 炭） 10 125  ；  24  253  ；  30  301 ； 36 154  ；  38 
396,397 ② aiig さ rak お U  (火 坑， 炭窩， 炭火の 
坑） 15  92  ;24 143  ；  44  464 
炭火の 坑 iiig5!akhu  25  398 
炭火の 藥 agadangara 11 h  282,283 
炭火の 山 aiigara- pabbata 17  228  ；  58  394 
〔炭火 を 避く る 譬喩〕 24 143 
炭燒夫 dava お haka  4  210 
速 かなる 諦察忍 khippa- nisanta 18 170, 171 
住んで 穴 を 掘らざる 人 vasito  no  gadham 

khatto  47  423 
〔澄み 明るき 水に て 面相 を 見る 譬喩〕 16 上 330; 
19  327 

〔澄める 池 水の 譬喻〕 6 125；  9  484  ； 11 上 26  ； 
17 13 

角力 nibbuddha  6  8,98  ；  43 173，  350, 399  ；  44 

468 

角力す nibbujjhati    4 15 

摺 胡麻 pififiSka    (胡麻 粉， 胡麻 滓， 麼汁） 17 

396,489 ； 18  361 ； 47  442 
鋭き 刀 tipha  satti  (鋭利の 刃物） 20  387,388 
鋭き 舌鋒 mukha- satti  (口 戟， 口舌の 劍， 口頭 

の 刃物， 舌鋒， 口の 教， 激越の 語 ） 11 上 317， 

318  . 
鋭き 智慧 〔者〕 tikkha- paflfia  (利慧 者, 鋭慧 者， 

鋭 智者， 鋭利なる 智慧 者， 捷慧 〔者〕） 8  205 
鋭き 刃 tip.ha  sattha  (利刀） 15 101 
坐 り nisinna 18  23, 24,  26 
寸時 kha ひ a  (》ij 那， 瞬時） 25 193 
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(§) 力 ワラ @ タタ カイ @ マエ @ ソメ    @> ヨキ 


セ ― ナ  1？ 


セ イロ ン 音- 樂家 sihala-gandabba  61 234 
①セ イロ ン語 ②セ 一口 ン語 Sihala-bhasa 

(シ一 ハラ 語 = 師子洲 の 言語） ① 61 15，  45， 

175 ② 50  455 
セ イロ ン 語の 義解 Sihala な hakatha  61 15， 16 
セ イロ ン人 Sihala  61 15 
セィ ロン 島 Sihala- dipa  (師 子洲， 師子 戰， 師 

子國） 61 235,  276，  312,  319,  353 其 他 
セ一 カス ッ タンタ Sekha- suttanta    (有 學經） 

10 107° 

セ 一力 ダーリ sekadhari  〔花〕 39  409 
セ一キ 一ラパ ドマ Sekirapadma  〔ダ ミ ラ人〕 
61 390 

セ一 サヴ ティー Sesava ド 1 〔夷， 死後 生 天〕 24 
488 

セー サヴテ ィ —女 天' Sesavati-vimana  24  487 
① セー タカ ② セ 一ダカ Se ね ka  (私 伽陀） 

〔村〕 ① 16 上 281 ② 16 上 395,397 
セ一 タカ ンニカ Setakaijijika    (白木 調） 〔町〕 

3  349  ；  28 104 
セ一 タケ一 トウ Setaketu  (白旗） 〔婆〕 32 134 
セ一 タケ 一トウ • デャ一 タカ Setaketu- お taka 

(白旗 婆羅門 本 生物 語） （三 七 七） 32 134° 
セ一 タゲ一 ル setageru  〔樹〕 39  407 
セ一タ パンニ    se は papm  〔樹〕 ？ 9  407 
セ一 タヴッ チヤ setavaccha  〔樹〕 64  399 
セー タヴ一 リ setavari  〔植〕 27  74 
セ一 タヴ 一リサ setavSrisa  〔樹〕 39  406 
セ一 タヴャ Setavya  〔園〕 41 353 
① セ一タ ヴャ一 ②セー タップ ヤー ③ セータ 

ヰャ Setavy^  Setabbya  (斯 波醯， 制多毘 

耶） 〔城， 町〕 ① 7  365 ② 18  68 ③ 24  380; 

44 11 

セ ッ グ Seggu  〔女〕 30  305 

セ ッ グ女本 生物 語， セッグ 'デ ヤー タカ 

Seggu- jataka  (ニー 七） 30  304° 
セッ ティ Setthi  (長者） 〔池〕 61 230 
セク ティナ一 ャカ Setthin§yaka  〔戰 士〕  61 233 
セ ツヤ サカ Seyyasaka  (施 越） 〔比， 出精 戒の 

初犯 者〕 1 185;  4 10;  5  7 
セ ツヤ. デャ一 タカ Seyya- jataka  (美人 本 生 


物語） （二八 二）  31 213° 
セー トウ Setu  〔學 童〕 57  344 
セート ウダ ーャカ SetudSyaka  〔比丘の^^喩經〕 

27 173 

セー トウ ッ チヤ Setuccha  〔比〕 25 135 
セ一 トウ ッノ、 。ラ Setuppala  〔池〕 60 136 
セーナ Sena ① 〔傳。 婆〕 26  203 ② 〔アツ タ 
ダ ッ シ一 沸の 子〕 41 308 ③ 〔王〕 60 128,288 
④ 〔一世 王-シラー メ一 ガ〕 61 106° ⑤ 〔二 
世 王〕 61 111, 114, 115°* ⑥ 〔三世 王〕 61 135， 
136° ⑦ 〔四 世 王〕 61 137,139° ⑧ 〔五世 王〕 
61 143° ⑨ 〔セ ーナー lit 王の 甥〕 61 110 ⑩ 
〔マ ヒ ンダ四 世 王の 將軍〕 61 140,  143,144,146 
®  〔大臣〕 61 210  @  〔ダ ミラ 人〕 61 428 
セ―ナ  一 Sens ① 〔ダ ップラ 二世 王妃〕 61 98 
② 〔カツ サパ 五世 王妃〕 61 122 ③ 〔村〕 9  299， 
420 ④ 〔セ イロ ンの 村〕 61 246,256 
セ— ナイ ランガ Sena- Ilaiiga  〔將 軍〕 61 128, 

129 

セ一 ナカ Senaka ① 〔比〕 25 174 ② 〔王〕 32 
201,202,207 ③ 〔賢者， 佛の 前生〕 28  97  ；  32 
303, 304  ；  39  2, 8， 10, 12, 22，  23，  29，  30, 32，  36， 
37，  43  M, 47, 49*, 55*, 75*, 90, 92, 94*， 103， 
147, 179， 181， 186, 189, 190， 193， 197*,204,  205， 
235*,  260 ④ 〔猿〕 30 127,128 
セ一 ナカ 品 Senaka- vagga  32  200° 
セ―ナ グ，. ， タ Senagutta  〔村〕 61 333 
_f^  — ナ— サナタ "ーャ 力 SenSsanadSyaka  〔比丘 

の譬 喻經〕 26  238 
•t:^  — ナセ一 ナ ーノ; J テ ィ Senasen&pati 〔 舍〕 61 

121 

セ— ナツ ガ ボ ― デ ィ Senaggabodhi  〔殿， 住院〕 
61 100,113 

セ一 ナ一テ "イナ ータ senSdhinatha   〔百 職〕 61 

317,318,320,321  * 
セ ーナ一 ナータ SenanStha  〔房 舍〕 61 469 
セ —ナーニ  一    Senani ① （將 軍） 〔長者〕 28 144 

② （將 軍） 〔村〕 28 144  » 
セ一ナ 一二 力" マ SenSnigama  (軍 村) 3  37 
セ一 ナーマ SenSma  〔村〕 61 66 
セ— ナーラ タナ Sen お atana  〔王〕 61 499°,  500 


セーセ 一二， 世 


セ— 二    sem  (組合） 37  398 

セ— ニヤ Seniya  〔  jig 行者， 比〕 10 162*  ；  57  93, 
94  〔成 阿羅漢〕 10 169 

セー ニヤ. ヒンビ サ一ラ Semya- Bimbisara 
(斯尼 險頻婆 姿羅， 斯 尼耶頻 K 姿羅， 洗 尼耶頻 
昆沙羅 ，有 軍頻毘 姿羅， 洗 尼 瓶沙） 〔王〕 1 69， 
181,420  ;2 117, 185；3  64；  4 167；  6 165；  7  207; 
11 上 135 

セー ハーフ ウノ、 。ラー デャ 力 Seh^lauparSjaka 

〔房 舍〕 61 74 
セー パンニ ① sepapm  (吉祥 葉） 〔樹〕 28  336 , 

337 ② Sepanni  〔殿 樓〕 61 82 

セ— ノ\0 ンニプ ッノ？    Sepannipuppha    CliS^)  61 
402 

セメント sudhS  (漆 噴， 石灰， コンクリート、 
39 173 

セ一ラ Sela ① （世 羅， 施羅） 〔婆， 比〕 24  206; 

25  259;  27  27 ② 〔王〕 38  77 
セ一 ラ一 Se ほ① （世 羅） 〔尼〕 12  229 ② （世 

羅） 〔王女〕 38 175,214 

セ一 ラ • スッタ Sela- sutta  (施 羅經） 11 上 

194° 

セ一 ランタ ラサ ムーハ Sdantarasamiiha  〔精 
舍〕 61 154 

セー ラン. タラー ャタナ Selantarayatana  〔精舍 つ 
61 394 

セー リー Seri  (世 理） 〔天子〕 12  98 
セ一リ ッサ serissa  〔大祭〕 24  555, 557 
セーリ ッサカ Serissaka ① 〔夜叉〕 8  280 ② 

(街 樹林） 〔樓 閣〕 24  558 
セ―リ ッサカ 鬼 事 Serissaka-petavatthu  25  86 
セ— リツ サ カ天宫 Serissaka-vimana  24  550 
セ一リ 二一 鬼 Serini-petavatthu  25  66 
セ —リブ Seriva ① 〔商人〕 28  228，  232 ② 〔地 

方〕 28  228 

セー リヴ一 ニヂャ • デ ヤー タカ Seriv^iiiija- 
jataka  (貪欲 商人 本 生物 語） （三） 28  228。 

セール Selu  〔岛〕 32  56,57 

セール マ SeUrnia  〔島〕 32  56,60 

セーレ ツヤ 力 ① sereyyaka  〔花〕 26  265;  32 
163 ② Sereyyaka  〔比丘の ^ 喻經〕 26  265 


セーレ ツヤ 力 品 sereyyaka-vagga  26  265 
セ— ヴ一ラ sevaia  (水草， 苔 草， 靑苔） 16 上 

10;  25 137,227  ；  26  202;  33 161, 163,  309  ；  35 

288  ；  39  408;  59 上 70，  386;  59 下 317 
セ  一"^ タツノ ヽ' • ァセ 一半 タツノ ヽ *• スッタ 

Sevitabbasevitabba- sutta  (應 習不應 習經） 

11 下 31。 

セン カン ダセ一 ラ Seiikhai?4asela  〔都〕 61 493 
セン クン ディ 〔ャ〕 Seiikui? が 〔ya〕 〔ダミ ラ 人〕 

61 363， 370， 383, 386 
セン ポ一ナ マ一 リ Sempcmam お 〔堡 S〕  61 

373* 

セン ボン マー リ Semponmari  〔地名〕 61 372 
世 ① loka  (世間， 世界） 15 155  ； 40  203°, 

283,369 ② addhana  (時間） 64  72 
世界 ① loka  (世間， 世） 6 15*.  20*,  28*,  40, 

41 ② Loka  〔經〕 16 上 406 
① 世界 開顯 ② 世界 展開 loka-vivaraiiia  (世 

間 開顯） 〔神 變〕 ① 59 下 235;  63  332 ② 

65C  I  )  64 
〔世界 開闢 說〕 63  390 
〔世界 起源 說の 種種〕 （外道 說） 8  36° — 43 
① 世界 起源 論 ② 世界 說の話 lokakkMyik ま 

(世界 論， 說 世界 論， 世間 譚， 世間 論， 創世記 

者， 俗 哲學， 途說 論， 水 起源 論） 〔無用 論の 

一〕 ① 2  260 ② 6 10,100 
世界 光 loka- pajjota  25  360 
世界 降伏 神 呪 pathavijaya-manta  30  409,  410 
世界 主 pathaviya  raja 1 75 
世界 主の 同侶 lokadhipati- sahavya ほ 12  309 
世界中 間 地獄 ① Lokantara- niraya 

② Lokantarika- niraya    (世 中間 地獄， 世界 

の涯の 地獄， 中間 地獄， 中間 世界 地獄， 口  — 

カン タリ 力 地獄） ① 28  94 ② 60  381 ； 62  407 
世界の 起原 aggaiiiia  (起原） 8  4，  5 
世界の 救 主 loka- nStha   (做 主） 26  63, 100， 

107， 129, 130， 131， 159, 161, 219，  232 
〔世界の 四諦〕 18  42,  87,  89；  23  370 
世界の 思惟 loka- cin ほ （tit 間 思惟） 18 140 
世 〔界〕 の 主宰者 lokMhipati  (世界 主） 41 207 
世界の 守護 者 jagati  pSla  39  79 


(508) 


はーセ 


世界の 守護神 lokapSla- deva ほ 38  385 

Q 世界の 終邊 ② 世界の 邊 lokassa  anto  (悅 

間の 世の 果） ① 12 104，  105， 106 ② 18 

85*  • 
世界の 燈明 lokappadipa  26  26 
世界の 導師 loka- nSyaka  (世間の 導師） 26  37, 

54,55,60, 150, 165 
〔世界の 破壞〕 20  353  ； 63  386°* 
〔世界の 破壞 する 理由〕 63  395 
世界の 涯の 地獄 Lokantara- niraya  (世界中 間 

地獄， 世 中間 地獄， 中間 地獄） 38  394 
〔世界の 廣さ〕 62  405 

世界の 法 loka- dhamma  (世間 法， 世 法） 32  2 
① 世界 は 有限な り ② 世界 は邊 有り antava 

loko  (世間 は 有邊な り） ① 6  268* ② 10 

222*, 312* 

世界 は 常住 な り sassato  loko  (世間 は 常な り） 
6  267  ； 10  222*, 312* 

(T) 世界 は 無限な り ② 世界 は 無邊な り 

anantava  loko  (世間 は無邊 なり） ① 6268 
② 10  222*, 312* 

世界 は 無常な り asassato  loko  (世間 は 無常な 
り） 6  268  ； 10  222* 

世界 論 ① lokakkMyika  (世界 起源 論， 世界 說 
の 話， 說 世界 論， 世間 譚， 世間 論， 俗 哲學， 
途說 論， 水 〔お g 源 論） 〔無用 論の 一〕 10  358 
② loka- vSda  (世論） 9  62 

世學 vijja  (明， 學術， 智） 8  202,203 

世間 ① loka  (世， 世界） 15  64,  83,  84°,  86°  ； 
22 上 129°;  24  60,61,388,  389,  420  ；  42 13°, 
42,65, 106, 143  T な 他； 43 10,80, 140,239%  278, 
400  ;44 18°, 20, 27, 95, 99,300°,  345° 其 他； 46 
359。  ； 62  403  〔三種〕 62  403° ② k)kiya  46  25, 
28,37,  40,  49，  55，  62,  66,  73 其 他； 58  274*, 
381*,  390 ③ Loka  〔經〕 12  58, 163; 13 107  ； 
15  83,14] ； 16 下 171,362 

世間 慧 lokiya  panna  47  3,21 ； 64  5 

世間 戒 lokiya  Csiiaj  62  27,28° 

世間 開顯 loka- vivaraija  (世界 開顯， 世界 展開） 
〔神 變〕 60  53,190 

'① 世間 解 ② 世間 解 者 lokavidQ  〔如 來十號 の 


一〕 ① 3  64;  6  75;  9  321,464  ； 11 上 49;  24 

487,500  ；  62  403°* ② 1 2;6 165, 166,  217  ； 

7  58  ； 11 下 137 
① 世間 眼 ② 世間の 眼 loke  cakkhu ① 4  426 

② 7 123, 148* 
世間 作證 lokiya-sacchikiriyS  64  468 
世間 財 lokSmisa  (lltPHm, Itt 間 的 利 「あ 世 問 

味， 世の 欲） 59 下 337 
世間 罪 loka- vajja   59 下 93,94 
世間 思惟 loka- cin ほ （ぼ 界の 思惟） 16 下 376， 

377,378 

世間 食 lokSmisa  (ぼ 問 財， 世 問 的 利 11!： 問 

味， 世の 欲） 9  283* 
世間 修習 lokiya- bhSvanS  40  46;  64  469 
世間 住 loka-samiiv お a  40  210* 
世間 初禪 lokiya  pathama  jhana  57  262 
世間 所攝 loka-pariySpanna  22 上 130* 
世間 攝楚 lokappasada  〔神 通〕 41 214 
世間 定 ① lokiya  samadhi  40  79  ；  62 174 ② 

lokiya  samapatti  57  262 
世間 常 Sassato  loko  〔經〕 14  339 
世間 心 loka- citta  20  296 
世間 世俗 loka- sariiketa  65(n)  76 
〔世間 施設 loka- pafifiatti〕    6  287  ； 15  64 
世間 禪 lokiya  jhana  4S 183  ；  44  254 
世間 增上 〔戒〕 lokadhipateyya  (世增 上） 62  29 
世間 智 lokiya  nana  58  390 
世間 的 言葉 loka- nirutti  6  287 
世間 的名稱 loka-vohara  6  287 
世間 的 利得 lokamisa  (世間 財， 世間 食， 世間 

味， 世の 欲） 10 124* 

世間と 敎の 愛護の 行政 
Lokasasanasamgahakarana  〔章〕 61 168 

世間に 染まざる の稱說 asariisa は ha- katM  (不 

會合 論， 不雜 論， 無雜 論） 9  266 
世間 二 法 Lokiya- duka  53 156°,  195,  235,  250, 

282, 300, 356，  399,  419  ；  54  252, 287, 332, 520  ； 

56  200 

世間 二 法 善 三 法 lokiyaduka  kusalattika  55 
152 

〔世間の 過 患〕 40  210° 
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世間の 觀 lokiya- vipassanS  64  7 

世間の 記述 法 loka-pannatti  (世間の 名義， 世 

間 施設） 6  287 
世間の 共 相 loka  samafifia  6  287 
〔世間の 五 根な し〕 58  384 
世間の 巷說 ghosa 11 上 112， 115 
〔世間の 四諦〕 18  42,87,89  ；  23  370 
世間の 失 Lokavipatti  〔經〕 （一） （二）  21 10， 

11 

① 世間の 集 ② 世間の 生起 lokassa  samudayo 
① 13 107,108,116,118 ② 15 141 

世間の 生起と 滅沒 lokassa  samudayo  ca 
atthagamo  ca 15 141 

〔世間の 信 根な し〕 58  382 

世間の 道 lokiya- magga  64  5 

世間の 導師 loka-nSyaka  (世界の 導師） 24  374 

世間の 邊 lokassa  anto  (ぼ 界の 終邊， 世界の 
邊， 世の 果） 22 上 128* 

世間の 名義 loka- paMatti  (世間の 記述 法， 世 
間 施設） 15  64 

① 世間の 滅 ② 世間の 滅沒 lokassa 
atthaiigamo ① 13 108， 109 ② 15 141 

世間の 領域 lokSyata  (順 世論， 世間 論） 13  114 

〔世間 は 意亂ょ り 生ず〕 8  40 

① 世間 は有邊 なり ② 世 は有邊 なり antavS 
loko  (世界 は 有限な り ， 世界 は邊有 り） ① 14 
342,  418*; 16 上 120*;  22 下 100,114,115;  〔6 
29〕 ② 40  247 

〔世間 は有邊 にして 無 逸な り〕 6  30 

〔世間 は 有邊に も 非ず， 無邊に も 非ず〕 6  31 

世間 は 空 sufifio  loko  57  92  ；  〔44  30r*〕 

〔世間 は戯 耽より 生ず〕 839 

〔世間 は 自在 天， 梵天の 所 造な り〕 8  36 

① 世間 は 常な り ② 世間 は 常恒な り ③ 世 間 
は 常住な り ④ ぼ は 常な り sassato  loko  (世 
界は 常住な り） ① 14  339,340,418* ② 16 上 
120* ③ 22 下 100*,  109, 110, 113,114 ④ 40 
246  く 

〔世間 は 無 因 生な り〕 8  42 
① 世間 は 無常な り ② 世 は 無常な り asassato 
loko  (世界 は 無常な り） ① 14  341,  418*  ； 16 上 


120*; 22 下 100*, 109, 110,114,115 ② 40  247 
① 世間 は無邊 なり ②世 は無邊 なり anantava 

loko  (世界 は 無限な り， 世界 は無邊 なり） ① 

14  342,  418*  ； 16 上 121*  ；  22 下 100*,  110, 114, 

115  ；  〔6  29〕 ② 40  248 
世間 破壞者 bhiinahu  =  bhQman  han  (〜殺生 

者， 生類 を 殺し） 10  340，  342* 
世間 不可 樂想 lokamhi  anabhirati  C-sanna] 

25  225 

① 世間 法 ② 世間の 法 loka- dhamma  (世 法， 
世界の 法） ① 5  232  ； 14  218，  219;  21 10;  24 
99;  43  284;  59 上 304;  64  447,449  〔八 種〕 5 
232  ；  21 10;  64  447,449 ② 23  4  ；  38 12 
世間 法 lokiya  dhamma  (世俗 法） 45  4,283% 

364°  ；  53 156*  ；  56  200,360 
〔世間 法 • 出世間 法の 緣關 係〕 53 156 
世間 味 lokSmisa  (世間 財， 世間 食， 世間 的 利 

得， 世の 欲） 11 下 298,299,300 
世間 無常 Asassato  loko  〔經〕 14  340 
世間 欲 類 Lokak さ maguija  〔經〕 （一） （二） 15 
151, 158 

世間 欲 類 品 Lokak さ magupa  vagga 15 149, 176 

世間 利益 行 lokattha- cariyS  44  392 

世間 論 ① lok さ yata  (順 世論， 世間の 領域） 

11 上 178,187,195,219,223,274 ② 

lokakkhayika 〜；欠 項 
① 世間 論 ② 世間 譚 lokakkMyika    (世界 起 

源 論， 世界 論， 說 Hi: 界論， 創世記 者， 俗 哲學， 

途說 論） 〔無用 論の 一〕 ① 11 上 1,28,36 ② 

3  333  ； 16 下 337  ；  22 下 22 
世 思 〔者〕 lokam^n 15 155 
世 主 loka- ratha  (世 界の救 主） 24  376 
世 想 〔者〕 lokasafifiin 15 155 
世增上 lokadhipateyya  (1化 間增 上） 〔三增 上の 

一〕 8  299； 17  238°,  239 
世俗 sammuti  (世俗 法， 通俗. 假俗， 假名， 

世俗 名） 24  242  ；  43  85;  59 上 338 
世俗 死 sammuti - marana  63 1 
世俗 事 kamma  (業， 業務， 家事， 家業） 20 

261,263 

世俗 寂 sammati- santi  42 110 
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世俗 誇 sammuti  sacca  57  395, 396;  59 上 338 
世俗 智 sammuti- fiSpa  〔四智 の 一〕 8  305  ；  57 
394,  396 

世俗 智論 Sammutifiapa  katha  57  395° 

世俗 天 sammati  deva  44 138°,378° 

世俗に 染む ① sariisattha  (相 雜， 會合， 衆會， 
雜會） 9  375,380 ② sanditthi  - param お in  (現 
世を妄 取す） 9 165 

世俗の 相 gihi- vyafijana  (在家の 標識） 24 16， 
21 ;44  423,475 ； 59 上 23 

世俗の 樂 lokika- rati  25 149 

世俗 法 ① lokiya  dhamma  (世間 法） 47  237 
② sammuti  (世俗） 59 上 10 

世 尊 bhagavant  42  215°,  269。*,  319°  ；  43 
130°*, 142°, 157°*, 224,  299,  305°,  306,  309°, 
318°*,  325°*,  359°,  405°  ； 44  20°*,  50，  89°*, 
110°, 271°, 289°, 351°*, 376°* 其 他 〔如來 十 
號の 一〕 1 2  ;3  64  ;4  238  ；  6  75， 165, 166  ； 7 
58  ；  9  321， 464  ； 11 上 49  ； 11 ド 137  ； 12  409  ； 
62  411°* 

世 尊 供養 障 礙の問 Bhagavato  labhantaraya- 

panho  59 上 318 
世 尊の 御 足に 石片 落つ るの 問 Bhagavato 

padapapatikapatita  -panho  59 上 358 
世 尊 は 王な り やの fMj    Bhagavato  raja- pafiho 

59 下 53 

世 尊 は 不善 を殘な く斷じ 了り て 一切 知性に 達 し 
た り やの 問 Bhagavato  niravasesam 
akusalarii  chetva  sabbannutam  patta  panho 
59 上 283 

世 尊 比丘 伽那 愛執の 問 Bhagavato 
bhikkhugana  apekkhabhava-panho  59 上 
337 

世 尊 無病の 問 Bhagavato  appabadha-panho 
59 下 30 

① 世 尊 を 引導と す ② 世 尊 は 導 者 ③世尊 を 導 
師 とす ④ 世 尊 を 導 者 と す bhagavan- nettika 
(世 尊 を 眼と 爲す） ① 11 下 135 ② 13  291， 
292 ③ 10  38,49,281 ④ 13  34,119 

(D 世 尊 を 依と 爲す ② 世 尊 を依處 とす ③ 世 尊 
を 歸依處 となす @ 世 尊 を 依 所と す ® 世 尊 

- ( 


を 所 依 と す bhagavam  patisarana ① 14 103; 
21 12,303;  22 上 2,350 ② 10  281 ③ 10  38， 
49  (D 11 下 135  © 13  34, 119 
世 尊 を 眼と 爲す bhagavan- nettika  (世 尊 を 引 
- 導と す， 世 尊 は 導 者， 世 尊 を 導師と す） 14 103; 
21 21， 303;  22 上 2，  350 
① lit 尊 を 根と す ② 世 尊 を 根と 爲す③ 世 尊 を 
根本と す @ 世 尊 を 根本と 爲し © 世 尊 を 根 
源と す⑥ 世 尊 は 法の 本 ⑦ 世 尊 を 本と す 
bhagavam- mulaka ① 11 下 135  ； 13  34 ② 
14 103  ；  21 12，  303;  22 上 2，  350 ③ 10  281 ④ 
16 下 42* ⑤ 10  38,49 ⑥ 13  291,292 ⑦ 13 
119 

世 中間 〔地獄〕 Lokantarika  (世界中 間 地獄， 世 
界の涯 の 地獄， 中間 地獄， 中間 世界 地獄， 口 
—カン タリ 力 ） 41 208 
世 天 V お udeva  〔力士， 王〕 44  61; 64  89 
世天務 Vasudeva- vata  42 136  ；  43  88 
世 天 〔力士〕 務者 V お udeva-vatika  42 131 ； 44 
61 

世 法 loka- dhamma  (世間 法） 〔八 種〕 8  339; 
18  330 

世 品 Loka-vagga  〔法 句經〕 23  43° 

世羅 ① Sela  (施 羅） 〔比〕 25  259* ② Se ほ 
〔尼〕 12  229,  230  ；  25  344  〔3 喩經〕 27  513 
③ 〔王女〕 38 175,214  @  〔經〕 12  229 

世理 Sen ① 〔天子〕 12  98，  99 ② 〔經〕 12  98 

世論 Addha- katha  58  269° 

世論 所應見 lokavada  patisannutta  ditthi  40 
227,255 

施 ① dana  (布施， 施與， 施物） 8  337  ； 17 147; 
23  349,354  ；  58  30°*,  37*,  44  ； 〔12  399。〕  〔二 
種〕 17 147  ；  23  349,354  ；  58  31 〔三種〕 58  30 
〔五 種〕 21 135  〔七 種〕 11 下 360  〔八 種〕 8 
337;  21 120  〔十四 種〕 • 11 下 358  〔種種〕 7 
406,  407，  408  ； 11 上 381， 384  ；  20  307  ；  22 上 61, 
62  〔報 果〕 7 118  ；  8 188, 191 ； 12  44  ； 17  262； 
18  64; 19  68，  69,  240,  241 ； 20  307,  328  ；  21 - 
122, 124  ；  23  72,  73，  264,  341 ； 25  45  ；  27 10* — 
23,33,34  ；  32  412  ；  33  80,219,304  〔五 果〕 12 
44; 19  51°,  54  〔七 果〕 20  328  〔大 果〕 17  262 
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〔果の 大小〕 11 下 359*;  25  45  〔功 德〕 9  409; 
19  42;  24 177  ；  28  441 ； 63 156 ② dakkhipS 
(供養， 施物， 供物， 供養 物） 〔七 種〕 11 下 360 
〔十四 種〕 11 下 358 ③ caga  (捨， 施捨， 寄 
捨， 棄捨） 11 下 112* 
施 衣 時 civaradana-samaya  2 119,  124，  157、 

159° 

施 越 Seyyasaka  〔比， 在家と 俱 住す〕 4 10* 
〔施餓鬼〕 58  43;  59 下 135,136 
施餓鬼の 果の問 Pet お aril  uddissaphala  panho 
59 r 134 

施行 福 業 事 danamaya  punnakiriya-vatthu 

(施 類 福 業 事） 〔三 福 業 事の 一〕 8  297 
施 財 C お a- dhana  (捨 財） 〔七 財の 一〕 8  330 
施 食 ① Pip4a  (搏 食， 食物） 1 149 
② piij<laka 10 149 ③ pip.4apata  (食， 鉢 食， 

飮食， 團食， 圑飯， 飯 食， 食物， 托鉢 食） 2 
308*  ；  3  83,90  ；  5  47, 48  ； 6  91*  ；  9  45 ； 11 下 
22;  21 92;  37  494;  59 上 351*  〔受 用〕 9 13； 
20 146 ④ bhikkh5  2  285  ； 19  310 

施 食 者 bhikkha- (Myika  4  330 

施 食 處の食 avasatha- pip4a  2 112*  ； 5  28,64 

〔施 食の 種種〕 34  316 

施 食品 Pin(^apa は- vagga  5  47,  75 

〔施 食 を f ほざる も 怒るべからず〕 31 505 

施 者 ① dayaka  (施主， 施與 者） 3  248,  381 ； 
11 下 361*  ； 12  99； 17  36，  50  ； 18 141*  ； 19  55, 
56  ；  20  76  ；  22 下 221 ； 24 177  ；  58  37*，  334* 
② dadant 19  53 ③ d お ar  (施與 者） 24  267 
④ D お a  〔經〕 （一）一 （一 〇） 14  406—407 

施者の：^^^據 dadato  malam  21 59,60 

施捨 caga  (捨， 施與， 施， 棄捨， 寄捨） 〔婆 
羅門五 法の 一〕 11 上 260 

施捨 具足 者 cSgin  50  484 

施主 ① dSna  pad  (檀 越） 12  99，  298; 19  51， 
52;  20  328*  ；  24 177 ② お yaka  (施 者， 施與 
者） 23 10,265  ；  25 1,4 ③ s さ mika  (主 夫） 2 

MWrf^^^  danamaya  panna  CTfjSfe^^.#,)  47 
4,27 

施 生 danuppatti  〔八 種〕 8  338 


① 施淨 ② 施淸淨 dakkhmS- visuddhi  〔四 種〕 
① 8  310 ② 11 下 361° 

施設 ① paiiiiatti  (制， 教示， 槪念， 假名， 假 
法， 符牒, 記述 法， 名義） 5 146;  7  21; 9  200*; 
11 下 66，  67; 14 112*  ；  42  61， 176,  186，  191, 
211; 43  304  ；  44 18,25,47,172 其 他； 45  331， 
332;  47  357  ；  50  363  ；  57  53*,  187*  ；  58  269; 
65(n)  25,  26,  49,  72,  75°,  76,  80  〔六 種； 蘊， 
處， 界， 諦， 根， 人〕 47  357 ② pafifiapanall 
下 349,350,355 ； 16 下 372 

施設 脒座人 sen お ana-paiiiiSpaka  (知 臥 具 人） 
19  383 

施設せ しむる 施設 pafifi さ panato  pannatti 
65(n)  76 

施設せ ら るる 施設 pafifiSpiyatta  pannatti 
65(n)  75 

① 施設 道 ② 施設の 道 pafiftatti- patha  (施設 

路） ① 7 14,21 ② 57 187*, 199 
施設 道 法 pannatti-patha  dhamma  45 11， 

332° 

施設 分 Pafifiatti- vSra  48 上 22，  93,  296,  307， 

399 ； 49  47, 139; 50 14,416 
施設 分之釋 Pafiiiattiv お a- vap.p.an§  50  414 
施設 法 pafifiatti  dhamma  (假 法） 45 11， 332° 
施設 問 pafifiat ほ nuyoga  57  41 
施設 力 paimatti- bala  41 104 
施設 路 paiifiatti  patha  (施設 道） 14 111,114， 

115 

〔施と 信心〕 30 138 

施と 頒與と を 喜ぶ 者 danasamvibhaga  rata  62 
443 

① 施な し② 施 無し natthi  dinnam  (施與 な 
し， 布施な し） ① 11 下 73，  74;  25  90 ② 14 
329； 21 104 

〔施の 威力〕 63 156 

〔施の 可否〕 19  239 

〔施の 完 具の 條件〕 17  243  ；  24 184  ；  32  240  ；  62 
48 

〔施の 三 心〕 32  240 
〔施の 三 要素〕 17  243 
〔施の 讃說〕 31 390;  39  295 
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施， 背， 是， 井， 正， 生 ーセィ 


〔施の 淸淨〕 58  335 

施の 說 dSna- katha  (施 論， 布施の 說， 布施の 
話， 施 與の說 話） 〔三論の 一〕 10 149; 11 上 
192 

〔施の 大果ぁ る もの〕 12 164 
〔施の 不可なる 十 種〕 59 下 111 
〔施の 報と 梵 行の 報〕 38  77 
〔施の みに て は 十分なら ず〕 19  288 
〔施 は 世俗的， 遠 離が 第一義〕 19  288 
施 波羅蜜 dana- parami ほ (布施 波羅蜜） 41 
363°, 385 

施物 ① dakkhiuS  (施， 供物， 供養， 供養 物） 
18 141*  ；  23 10  〔六 支 具足〕 20  76 ② c^na 
(施， 布施， 施與） 6  208;  41 364,366* ③ 
deyya-dhamma  (所 施物， 所 施 法， 功德 施） 
25 1,4,5 ；42  339 ； 43  331 ； 44  451 
〔施物の 障礙， 四 種〕 59 上 321 
施物の 頒與 dana - sam vibhaga  53 155 
施物 を與 ふべ きもの dana  databba 17  96 
施 分別 經 DakkhipavibhaAga- sutta 11 下 356 ° ； 
59 下 84 

〔施 報と 受施 者との 關係〕 22 上 63 

施 品 Dana-vagga 17 147 

施無畏 ① abhayada  60 153 ② Dattabhaya 

〔比〕 62  208 
施 無畏者 阿婆耶 Abhaya  abhayada     (= 阿 婆 

耶） 〔王〕 60  216,221 
〔施よ り も 慈心〕 13  391 

施與 ① caga  (施， 捨， 施捨， 布施， 寄捨， 棄 
捨） 8  212,214 ② dSna  (施， 布施， 施物） 30 
138,139 

施與者 ① datar  (施 者） 8 196; 11 下 279;  23 
317 ② dayaka  (施 者， 施主） 9  409 

① 施與 なし ② 施與 無し natthi  dinnarh  (施 
なし， 布施な し） ① 16 上 66 ② 17  442 

施 與の說 話 c^na- katha  (施 論， 施の 說， 布施 

の說， 布施の 話） 〔三論の一〕 6  215 
施羅 Sela  (世 羅） 〔婆， 比， 婆 私吒の 子〕 〔三 

百の 弟子と 共に 佛敎に 出家し 成 阿羅漢〕 24 
206*  ；  27  27°,  353;  59 上 340, 341，  378*  ；  59 下 
54 〔譬 喻經〕 27  25 


施羅經 Sela- sutta 11 上 194。；  24  203°,  217 
施 類 ffi 業 事 danamaya  punnakiriya  vatt  h  u 

(施行 福 業 事） 21 129* 
施 鹿 林 migadSya  (鹿野苑， 鹿 園， 鹿 林 ） 41 74, 

77 

施 論 dSna-katha  (布施の 說， 施の 說， 布施の 
話， 施與の 説話） 〔三論の 一〕 3  28,  29，  32, 34, 
36，  43, 66, 320,  396,  416,  425,  434 ； 4  240, 295  ； 
21 49，  82,  87  ；  58  30°  ；  59 上 362*  ；  64  79;  〔58 
30, 36，  43, 324, 326, 329, 332, 333〕 

〔施 を受 く る に 値す る 者〕 34  400,  420 

〔施 を 行ず る 比丘〕 33  295;37105 

〔施 をな すに は 吟味すべし〕 33  77;34  399 

背 痛む pitthi  agilayati  4  306 

背 肉 を 喰 ふ khadati  pitthi-mariisarii 25  71; 
35  245,246 

是苦論 Idam  dukkhan  ti  katha  58 183° 

是時 samaya  (時， 因緣） 21 105 

是眞實 執 取身繁 idam  -saccabhinivesa 
kayagantha  (眞實 住 著 身繁， 此實住 著 身繁， 

此實執 身繁， 此諦住 著 身繫， 諦著身 繋） 47  108。 
是第 一品 Etadagga  vagga 17  33 
井泉 udupana  65(in)  62 
井堂 udap お a- s5 ほ 3  249*  ； 4 187,244 
正 santa  2  286  ' 

正意， 正慧 等〜 ショウ 

正義 dhamma  (法） 36 176, 178* 

〔正義の 國王〕 30  2 

正義の 說話 sila- katha  (戒 論， 戒 の說， 持戒の 

話） 〔三論の 一〕 6  215 
〔正 不正の 二 商人と 黄金の 碗〕 28  228 

生， 生畏， 生 因， 生起， 生穀， 生死 等〜 シ 3 ゥ 

生活 規定 sikkha - S さ jiva  9  321,464  ； 10  95 
生活 淸淨 parisuddha-§jiva    (活命 淸淨， 命淸 

淨） 9  472  • 
生活 そのものの 淸淨' 性 parisuddhajivata  9  25 
① 生活の 怖畏 ② 生計の 怖畏 ajivaka- bhaya 

(活命 怖畏） ① 43 179;  44  403,434 ② 59 下 

8 

生成 ① nibbatti  40 17*, 109 ② sambhava 
(生起， 出生） 43  2,5 
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セィ 一生， 西， 成， 制， 姓， 征， 性， 靑 


生成 色 sambhava-rupa  o4  2d 

生物 ① P^iJa  (蟲， 有情） 2 197  ；  63 163 ② 

bhuta  (有 者， 有 類， 生類， 萬 物， 所 生） 44 

386 

生母 janetti  4  380,  433  ；  6  367，  373,  423，  424  ； 

11 下 350,357  ；  21 198 
生命 ① jiva  〔の 移轉〕 25  91 ② jivita  (命， 

活命） 2 197  ；  5  35,67 
生命 ある もの Jivaka  〔人〕 29  274,275 
生命の 素因 ayu-sankhara  (壽 行） 23 190 
生類〜 ショウ 

生類 を 殺し bhiihana  =  bhiiti- hanaka  (〜殺生 

者， 世間 破壞 者） 24  252 
西倶. 耶尼， 西 地方， 西方〜 サイ 
① 西 山 住 部 ②西山 部 Aparaseliya, 

Aparaselika  〔部 派〕 ① 57  207,221 ； 58  225， 

245， 294， 400, 430 ② 60  35,175 
西部 地方 Aparanta-janapada  (阿波 蘭 多） 59 下 

132 

成壞， 成戒， 成 見， 成 劫 等〜 ジ ヨウ 

成婚 祭禮 avaha-mangala  34  332 

制 paMatti  (施設， 結戒， 敎示） 4  429;  5 1*, 

3,7,91,196,205  〔三種〕 5  205 
. 〔制戒 十 利〕 1 32  ；  2  341 ； 5  244  ； 17 160  ；  22 上 

301 " . 
〔制戒 の 場所 一七 城〕 5  247 
制戒 防護 ySma- saiiivara 10 145 
制戒品 Paiif^atti- vagga  5  382 
制規 uddesa  (說， 說示， 敎說， 敎示， 說戒） 

19  252 

制 拒 patikkhepa  5  200,205 

① 制御 ② 制禁 saiiivara  (律儀， 防護， 守護， 

攝護） ① 6 105 ② 6  95,355 
制御 論 Niggaha - katha  58  287° 
制限 虛空遍 paricchinnakasa-kasina    (= 虚空 

遍） 63  203 

制限 遍淨戒 pariyantap お isuddhi-sila  (有 邊淸 

^^戒） 62  83,84° 
<D 制 邪 ② 制欲 salleldia  (損 減， 削減, 漸損， 

淸淨， 儉約， 嚴肅） ① 2 180,224 ② 1 287 
匍 J 處章 Katthapannatti-vara  55 1, 84,121, 141 


制定 罪 pappatti- vajja  59 下 93，  94 

制 多 cetiya    (支 提， 塔廟， 靈祠， 祠堂， 喫， 

塔， 墓所， 記念 塔， 舍 利廟） 20  253,257 
制多迦 Cetaka  〔比〕 6  293 
制 多 〔山〕 Cetiya  [-vada] 〔部 派〕 60  35,174 
制 多昆耶 Setavy§  〔地名〕 24  380; 44 11 
制 底 Ceti  (支 提， 枝提） 〔國〕 59 下 15 
姓 ① gott:a  (種な t:， 家系， 氏 姓， 名字） 1 36; 

2  6*，9。，342;5  384  ；  6  369*  ；  24  39 ② vappa 

(色， 階級， 種 姓） 6 16 
姓 護 女 gotta- rakkhi ほ 1 235* 
〔姓名 は 符牒に 過ぎず〕 29  272 
征勝經 Vijaya- sutta  24  71°, 75 
征服者 abhibM  (勝者） 8  37 
性急 sarambha  (激情， 憤激， 憤發， 怒， 瞋恚， 

爭， 有難 處， 僑慢） 9  23,56 
性行 cariy5  (性格） 62 183,204*.  228,  231, 

232,  404°*  〔六 種〕 62  204°*   〔區 別〕 62  204 

〔原因〕 62  206  〔辨知 法〕 62  209  〔性行と 適不 

適〕 62  214  〔修行 法〕 43 162,316  ；  44  294  〔性 

行と 心臓の 色〕 63  52 
性 色， 性 十 法， 性 生〜 ショウ 
靑衣 nila- vattha  (钳靑 の 衣） 3  406 
① 靑瘀② 靑瘀相 vinilaka  (柑靑 ） ① 24  73; 

65(n)  78 ② 62  221, 353°, 376, 382, 383 
靑瘀 ① Vini}aka  〔經〕 （一)一 （六） 16 上 339 

② 〜前項 
〔靑瘀 相 以下の 九 不淨〕 62  376 
靑瘀想 vinilaka- safifi き 8  305  ； 16 上 339  ； 17 

62  ； 18  29;  22 上 349  ；  22 下 274  ；  40  80, 156  ； 

45  77  ；  59 下 189 
靑春 ① yobbana 12 12, 14, 198, 199 ② vaya 

12  54,  62 ③ vaya- gupa 12  3,  4, 106 
靑 生類 ni ほ bhijati  20 139 
靑色 ① nila  (靑， 藍） 2 190 ② nila- vai^ia 

11 上 17 

〔靑 色の 3 險〕 7  80  ；  8  340  ； 11 上 17  ；  22 上 290 
靑 睡蓮 地獄 Sogandhika-niraya  22 下 80  ；  24 
250 

靑栴擅 hari-candana  (赤栴 擅， 黄栴檀 香） 28 
288  ；  60  69,72,120 
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靑， 政， 星， 牲， 淸， 逝 ーセっ 


靑銅殿 LohapasSda  (銅 殿， 鐵殿） 60  259,  327*, 
363*, 370, 372, 383, 402, 410  ；  61 1， 2,  22,  45， 
48,49,74,82,120,311 

〔靑銅 殿 祭〕 60  326 

靑 銅の器 具 kamsa-bhajana  62  284 

靑 銅の 杯 apaniya  kamsa  (水 飮器） 10  47  ； 
11 上 339 

〔靑 銅の 杯の 譬喻〕 10  47  ； 11 上 339  ； 13 159 
靑 銅の 鉢 kaihsa- pati  (銅 鉢， 銅盤） 24  28;  26 
269 

青年 ① mapava  (學 童， 儒 童， 摩納） 6  333* 

② yuva 11 上 24 
〔靑 年が 華髮を 喜ぶ 譬喩〕 43  395 
〔青年と 牝豺と 鶴と 盗賊〕 31 193 
〔青年と 面相の 譬喻〕 9 176;  22 上 331, 334,  337， 

339,346 

〔青年 男女が 死屍 を厭羞 する 譬險〕 1113;  9 
217 

靑遍 nila- kasma  〔十 遍處の 一〕 8  349; 11 上 
18; 17  60;  22 上 269，  271,  289;  40 11, 80， 156, 
224,  233  ；  45  59;  62  221,  343°,  349  ；  63  302, 
303  ;65Cn)  78 

(D 靑蓮 ② 靑 蓮華 uppala  (優 鉢羅， 鬱 波羅， 
黄 蓮華， 睡蓮， 蓮華） ① 3 12; 6 112,383;  7 
176  ；  9  303,  304  ； 17  234  ； 18  70  ； 19  34;  24 
487,  528 ② 1 79  ；  6  407,  408  ； 12  237  ；  24  441； 
25  397，  398  ；  26  25  ；  27  7,53, 71， 73，  268  ；  35 
458  〔譬 喻〕 30  396 

靑 蓮華 髮 uppala  mala  (優 鉢羅 華鬉， 蓮華の 
華髮） 9  49 

靑 蓮華 香 uppala- gandha  (優 鉢羅 香） 7 172 

① 靑蓮池 ② 靑 蓮華 池 ③ 靑 蓮華の 池 林 

uppalini ① 3 12  ；  6 112  ；  9  303,  480  ； 11 上 

19； 19  34 ② 11 下 104 ③ 6  407 
靑蓮 地獄 ① Uppala- niraya 12  259 

② Uppalaka- niraya  22 下 80  ；  24  250 
政 權の樂 rajja  sukha  59 下 166,167 
政務 atha-kamma,  athra-krama,  atha- 

kamma  65(m) 15 
〔政務の 上奏 裁可〕 65(ffl) 15 
星 王 nakkhatta-rajan  24  458 


〔星 光と 月光の 譬喻〕 16  h  217; 23  265 
星座 nakkhatta  (星， 星宿， 星辰） 39  255 
星宿 ① ほ raka  (星， 恆星） 7  377 
② nakkhatta  (星， 星辰， 星座， 呈宿 運行， 

星宿の 祭， 星 祭， 祭日， 占 星， S まわり） 3 
432; 12 113;  25 156,359 ③ nakkhatta  pada 
4  331,332 

① 星宿 運行 ② 星宿の 運行 nakkhatta  (星 ま 

わり， 星， 星宿） ① 34 195, 196, 198,210 ② 

36  385  ；  37  289 
星宿 祭 nakkhatta- maha  60  9 
星宿の 運行す nakkhat ほ ni  tarakarupani 

parivattanti 18 129, 130 
星宿の 法 nakkhatta- dhamma  37  311 
星宿の 祭 nakkhatta  (星 祭， 祭日， 星， 星宿， 

祭） 28  306,307 
星宿 寶 mam- jotirasa  (星 色寶） 27  4 
星宿 本 生物 語 Nakkhatta- j お aka   (四 九リ 28 

503° 

〔星宿 を 信じて 失敗〕 28  503 

星 色 jotirasa  (星宿 寶） 〔寶 珠〕 59 上 259 

星 蝕 nakkhat ね ggaha  6 12, 102 

星辰 ① nakkhatta  (星， 星宿， 星座） 24  215 

② nakkhatta- ほ rak5  8 10 た 105, 110 
星辰の 光明 tarakarupanarii  pabha  (星の 光明， 

星の 光） 22 上 237 
星 占 明 nakkhatta- vijja  (占 星學， 星 占 ひ） 14 

386,387 
星 道 nakkhata- patha  23  49 
牲 bali    (犠牲， 供 横， 供祭， 供物， 供養， 獻 

供） 37  309,312,314* 
牲祭 bali- kamma   (犧牲 祭， 供物） 37  283， 

285*,  297,298,308 
清酒 sura  (萃 羅， 穀酒， 木 酒 j  8  52 

淸淨， 淸白， 淸涼 〜ショ ゥ * 

淸掃 sammajjani  (掃 帚） 〔五 功德〕 5  221 

〔淸獨 の 水の 譬喩〕 30 164 

淸徹 vififieyya  (知的） 〔八 音の 一〕 7  219 

逝 多 林 Jetavana  (祇陀 林， 勝 林， 祇樹， 祇園） 

15 131; 60 11, 12， 15， 155;  61 60 
① 逝瑟吒 ② 逝瑟咤 jettha  「月〕 （D  37 157 
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セィ一 盛， 棲， 勢， 聖， 齊， 製， 誓， 精， 整， 錫， 靜， 聲， 臍， 稅， 資， 石 


② 60  70， 77， 236, 237, 318 
盛 長 食器 avakk お a- P お i  (屑 物 器） 3  281,282; 
4  331 

盛年 期 dahara  yuva 19 142 

棲處 asaya  (依 所， 住窟， 所 依) 9  278* 

勢界 thama-dhatu  20  79 

勢 速 ① java  (速 疾， 勝 速） 16 下 55，  56  ； 18 

202  ；  20  8 ② javana  (捷 疾， 速 行） 40 133*, 

425* 

勢猛 usso^ii  (努力， 勤 勇, 增上 精進） 16 下 368; 

20  40,41 ； 21 276,277  ；  22 上 332,  333,  334， 

335，  338，  339, 340，  341, 347, 348 
勢力 ① anubMva  (威力， 威 神 力） 7 183 ② 

thama  (力， 確立， 剛毅） 16 下 55,  56 

聖， 聖歌， 聖教， 聖者， 聖典 等〜 ショウ 

齊限時 uddhSra  3  450* 

製鹽者 ① lopa- k^aka 18  320 ② lopa- kara 

59 下 187 
製菓 者 suda  6  78，  79 

製 車 人 ratha- k§ra  (車 匠， 車師， 造 車） 11 下 
217 

製糖 機 ucchu-yanta    (甘 庶の締 機） 59 上 35， 
328 

製糖 場 gu}a- karaija  3  370 
製油 機 tela- yanta  (油 締機） 59 上 35 
誓戒 vata-pada  59 上 211 〔七 種， 外道の もの〕 
8 12,13 

誓願 papidhi  (願） 23  3;  24  97 

誓言 sacca- kiriy5  (眞言， 眞實の 祈誓， 眞實の 

誓言） 28  412;  34  360;  37  335;  38  34,52,53, 

55,57,206 

誓約 ① saiigara  37  294,  297,  298,  308,  309 

② sacca  (眞實 語， 眞實の 言， 諦） 37  294, 

297,298,  308,309 
精勤， 精舍， 精進， 精勵〜 ショウ 
精神的 苦受 nir き misa- dukkha- vedana  (非 物質 

的 苦受） 7  344 
精种 69 不苦 不樂受 niramisa-adukkhamasukha- 

vedana  (非 物質的 不苦不 樂受） 7  344 
精神的 樂受 niramisa-sukha-vedana    (非 物質 

的 樂受） 7  344 


精神病 科 bhQtiya  43 194，  256 

精髓 sara  (堅 實， 堅， 實， 髓， 核心， 樹心， 

眞髓） 23 19 
精智 nipuija  (聰 敏， 能 察， 巧妙， 微妙， 完成 

者， 聰慧 者， 怜俐） 6  36 
精 女 kimpurisi  (  =  kinnari 緊那羅 女） 34  268 
精妙なる 色 sukhuma  rupa  (細 色） 47  335， 

336,339,350 
整備 天宫 Sunikkhitta-vimana  24  558 
整備 天宮 〔品〕 Sunikkhit ね- vagga  〔天宫 事經〕 

24  537° 

〔錫 蘭 王の 年代〕 65(  I  )  91; 61 附錄 年表 
錫 蘭 鋤 sihaja- kuddala  63  50 
錫 蘭人 Siihhalaka  59 上 34 
錫 蘭 島 Tambapaijiji- dipa  (赤銅 媒洲） 30  212, 
214 

〔錫 蘭 佛敎の 確立〕 65(1) 125 
靜安， 靜穩， 靜室， 靜處， 靜慮〜 ジ ヨウ 
靜觀 nijhati-nijjhatti  (審 諦， 處置） 65(ni) 
64 

靜止 vQpasama  (鎮 靜， 終息） 13  256 

聲， 聲愛， 聲界， 聲處， 聲論 等〜 ショウ 

聲樂 V さ dita  (音 樂， 奏樂） 12  349 

臍圓 nabhi- maiiujala  2  301,561 

①稅 ②稅物 sufika  (身代 金， 結納金） ① 1 

84 ② 2  206* 
稅處 ① sunkaghata 1 84 ② sunkatthana 1 

101 

稅吏 balin  35  399* 

① 贅澤 ② 贅澤者 Mhulika  CIS 奢， 奢侈） ① 

9  20*, 48， 49, 307, 308 ② 1 288 
石屋 sila-chadana  4  237 
石灰 屋 sudha  chadana  4  237 
； H 灰土   sudha- mattika  4  237 
石塊 si ほ- gu!a 11 下 106 
〔石塊と 濕 土との- S 險〕 11 下 106 
石窟 ① kandara  (窟， 溪谷， 石室， 洞窟， 麋 

窟， 瀧， 豁， 峡谷） 10  244,  245 ② guhS  (窟， 

洞窟， 石 房） 10  358 
石 刻喩人 pasanalekhupama  puggala  47  ^64, 

405° 
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石， 赤 ーセキ 


石山 sela  pabbata  20 132, 133 

〔石山の 風に 動ぜざる， Pi^〕    20 132, 133  ；  57 

126  ；  59 下 291 
〔石山の 動ぜざる -3 喻〕 3  326,327  ；  23 18,29； 

25  234,236,284  ； 28  47 ;41 240 
石室 kandara  (窟， 石窟， 洞窟， 厳窟， 溪谷， 

峽谷， 豁， 瀧） 9  324,467,476  ； 10  97 
石 匠 palagaij4a  (建築 師） 14  241 ； 20  384 
〔石 匠と 手斧の 柄の S 喻〕 14  241; 20  384 
石 床 ① sila-santhara  4 185 ② Tankita- 

manca 12  360 
石 相 pasana-nimitta  3 188 
石炭 aiigara  (炭， 炭火， 炭 灰） 20 168,  169, 

170 

〔石炭の 火な きを 草堆 等の 上に 置く 譬喻〕 20 
170 

〔石炭の 燃えつつ ある を 石 上に 置く 譬喩〕 20 
168 

〔石炭の 燃えつつ ある を 草堆， 薪堆の 上に 置く 

響 Pt〕    20 169 
石柱 ① esika  (flij  6 16, 17, 19,  86  ；  8 134* 

② si ほ- yapa 16 下 375;  22 上 83 ③ si ほ- 

thabha, sila-thambha  65(in)  65,76,79 ④ 

Silayupo  〔經〕 22 上 80 
〔石柱の 風雨に 不動な る B 喻〕 22 上 83 
〔石柱 法 勅〕 65(nr)  48 

石 女 ① vafijha  34  9， 10  ；  35  216  ；  38  339 ② 

vanjhitthi  33  252 
石板 sila-phalaka  65(111)  65 
石 房 guha  (窟， 石窟， 洞窟） 2  76 
石抹 sotti  (洗 具） 17  337 
石 蜜 phaijita  (砂糖， 糖， 糖蜜， 糖 霜） 〔五 種 

藥の 一〕 1 78,403,424° 
赤 衣 lohita- vattha  3  406 
赤鹽 bila  3  357 

赤 黄の 毛 能 色 を した 石 座 
pandukambalasilasana  (黃 色の 毛布に 包まれ 
た 石の 座， 黃 布に 覆 はれた 座 石， 無垢 白 石 
座， 紅毛 石 座， 黄色 石 座） 28  67  ；  30  427  ；  31 
393,523  ；  41 342 

赤 花 kosumbha  (紅 藍） 〔樹〕 35  243 


赤 牛 女 本 生物 語 RohipH お aka  (四 五） 28  485。 
赤 玉 lohitaiika  (紅玉， 赤珠， ルビー， 珊瑚， 

猫睛 石） 64  349 
赤 琥珀 phussarSga  〔寶 珠〕 59 上 259 
赤珠 ① lohitanka ② lohitanga  (赤 玉， 紅玉， 

ルビー， 珊瑚， 猫睛 石） ① 2  258; 59 上 259; 

59 下 91 ② 44  462 
赤 生類 lohi ほ bhijati  20 139 
赤色 lohitaka-vanna 11 上 17 
赤色 甲蟲 indagopaka  (mm)  43 157,310  ；  44 

289 

〔赤色の 譬 11〕 7  80  ;8  340;  lit 17  ;22 上 291 
赤 精 lohitaka  〔sukka〕 1 189 

赤街檀 ① ratta- candana  59 上 398 ② lohita - 
candana  (赤 檀， 紫檀） 11 上 356  ；  27  20  ；  28 
77;  36  99， 178;  59 下 74,75,90,172，  175， 198 
③ hari- candana  (靑 栴檀， 黄栴檀 香） 25  384; 
60  228 

赤 #}檀 の三德 lohitacandanassa  tayo  guna 
59 下 175 

赤檀 lohita  candana  C 赤 栴檀， 紫檀） 14  243; 
• 16 上 217  ； 16 下 60  ；  22 上 236 
〔赤 擅が 核 香の 最上た る 譬喻〕 14  243;  22 上 236 
赤鐵 naga  (那 伽， いぬし で， ^§醬） 〔樹〕 2 & 

109  ' 
赤 塗 想 lohitaka- safinS  (血塗 想） 45  77 

3] ^銅〜 シャク 

① 赤砒 ② 赤砒石 ③ 赤 砒の岩 @ 赤 砒の座 

manosila  (砒 石， 砒 石の 平 岩， マノ  一シラー， 
悦意 石） ① 27  463  ；  38 13 ② 36 159 ③ 37 
166 ④ 37 175, 176 

赤遍 lohita- kasma  〔十 遍處の 一〕 8  349  ； 11 上 
18; 17  61 ； 22 上 269,271,289  ；  40 11,80, 156, 
224,  233  ；  45  59;  62  221,  344°,  349  ；  63  302， 
303,411  ;65Cn)  78  • 

赤 馬 Rohh;assa ① 〔天子〕 12 104, 105  ； 18  85, 
88 ② 〔仙〕 12 105  ； 18  86 ③ 〔人〕 13  280, 
282 ④ 〔經〕 12 104  * 

赤 馬 品 Rohitassa- vagga 18  80 

赤 病 ① pakkhandikS ぐ 下痢） 42 17，  24,  66， 
381 ； 43 165, 178, 237, 336,  340  ；  44  23,  95,  372, 
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416 ② lohita- pakkhandika  血 荆， 血 を 漏ら 
す 痢 病） 10  48  ；  31 463,  548  ；  37  212  ；  59 上 
283,284,288 

① 赤蓮② 赤 蓮 花 ③ 赤 蓮華 paduma  (紅蓮， 
紅蓮 華， 鉢 曇 摩， 鉢 頭 摩， 蓮， 蓮華， 白蓮 華） 
① 3 12 ② 1 79 ③ 12 138  ；  25  243 

赤 蓮華 沙門 samaija- paduma  (紅蓮 沙門， 紅蓮 
華 沙門） 8  311 

赤 蓮 池 padumini  (紅蓮 池， 紅蓮 華 池， 紅蓮 華 
の 池 林〜 蓮 池） 3 12; lit 19 

咳 k お a  (喘息， 咳嗽） 42 17，  24,  66,  381 ； 43 
165, 178, 237，  336,  340 ；  44  23，  95, 372,  416 

咳拂 ukk お ita  (咳嗽） 11 上 5，  6 

脊柱 pitthi- kap ね ka  9  429 

脊椎 骨 pitthikaptatthi  63  48，  49,  260 

隻眼 者 kaija  (片目， 瞎目， 瞎子， 吵， 眇目， 
偏 目， 偏 盲） 42 129,130 

m   citaka  (火葬 堆， 火堆， 葬堆， 香蕴， 塚） 
7 153,154,156,157 

切斷 chinna  62 102, 103 

切斷者 chindant  5  356,357 

刹 帝 利 ① khattiya  (王族， 刹 帝 利 種） 1 224  ； 
4  357  ；  6 104， 136, 144*  ；  8 113°  ； 11 上 112*, 
197*， 234*; 12 119,120  ； 13  421,422  ；  24 116， 
524  ；  42  3,5 其 他 ； 43 10， 13,  218，  234  ；  44  61, 
63, 67  ；  47 141*, 324  ；  57  49, 50，  79,  80  ；  59 上 
12,265  ；  63  392° ② Khattiya  〔經〕 12  9 

刹 帝 利 灌頂王 khattiya-muddhavasitta-rajan 
8  75* 

〔刹 帝 利灌頂 王の 譬喻〕 17 173 

刹 帝 利 家 khattiya- kula  (刹 帝 利 種） 2  289 

刹 帝 利 種 ① khattiya  jSti  2  9,  20 ② khattiya 

kula  (刹 帝 利 家） 4  246 
① 刹 帝 利 種 ② 刹 帝 利 族 khattiya  (ネ ij 帝 利） 

①  2  254°  ； 8  99， 100  ； 17 173, 174  ；  36 180* 

②  6  276 

刹 帝 利 衆 khattiya- parish  (王族 會） 〔八 衆の 

一〕？  78  ;8  339  ；  21 250 
ヽ 

刹 帝 利 卽位灌 頂 khattiySbhiseka  6 145* 

〔刹 帝 利と 婆羅門との 關係〕 6  144 

刹 帝 利 童女 品 Khattiya-kanna  vagga  27  488 


刹 帝 利 女 khattiyi 11 上 41， 53 

剎帝 利の 學 khattiya- nian1:a  38  324 

刹 帝 利 明 khat は- vijja  6 11, 101 

刹 土    khetta  (田， 土地） 63  386 

刹那 khapa  (瞬時， 寸時， 時節） 3  21 ； 16 下 
343  ；  23  66  ;24 123  ；  25  333  ；  42  60,61， 175  ； 
49 13,19,31,40,41 ； 58  272  ；  64  72,74 

刹那 喜 khapikS  piti  62  285  ；  64  367 

刹那 頃刻 須臾 論 Khana  laya - muhutta - katha 
58  272° 

刹那 現在 khana  paccuppanna  63  419°* 

刹那 死 khanika  marana  63 1 , 4 

刹那 定 khapika-samadhi    62  287 

刹那的 khapika  42  63,178 

刹那 滅 khana-bhanga  63 1 

刹那 論 Khaijika- katha  58  430° 

窃盗 ① adinnadana  (不與 取， 偷盜） 8 112， 114 

② §lopa  (奪取， 掠奪） 6  7，  97 
殺 vadha  (殺戮， 殺害， 笞刑， 體刑， 死刑， 

忿の 殺害） 16 下 413 
殺 阿羅漢 業 arahan ね ghata- kamma  50 167, 

168 ； 52  238,241*  ； 54  512, 514,  516 ； 58 111 
殺 阿羅漢 者 arahanta  ghataka  3 150, 152，  214, 

241， 296,  534, 556, 558,  560  ；  4  265  ；  57 131, 

132，  268, 292  ；  58  314, 315，  376, 387, 388  ；  59 下 

160 

殺意， 殺 具， 殺傷， 殺人， 殺戮 〜サッ 

殺害 ① P 的 Stip お a  (殺生， 斷生(^^0  8  85 ② 

vadha  (殺， 殺戮， ？ ^Ij, 死 ifij, 體刑， 忿の 

殺害） 16 上 31* 
殺害者 hiihsaka  (害する もの） 11 上 141 
殺害 夫人 vadhak さ bhariya  (殺人者な る 妻） 31 

124， 128 

殺 牛 人 go  ghStaka  (屠 牛 者， 屠 牛師） 1 176 
殺 者 ① m§retar 14  297,298 ② vadhaka  (殺 
戮者， 殺人者， 害 者） 41 193* ③ han は r  (能 
殺 者） 19  226,227 
殺生 p^MtipSta  (殺害， 斷 生命） 2  514  ；  3 142, 
342  ； 5  356  ；  6  4，  95, 356, 374  ；  7  360  ；  8  88,  91, 
194,238,239,260  ； 9  321, 464  ； 10  5,95,117, 
118°  ； 11 上 115*  ； 11 下 14  ； 16 下 406  ； 17  342, 
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492  ； 18  364, 442  ；  22 下 123，  191*  ；  23 1 ； 42 

54,58,68,77  ；  58  211 
殺生 者 ① pSpStipStin  6  203  ；  7  369*  ；  8  265; 

9  65, 68，  69，  71 ； 10  3°,  42，  43, 118  ； 11 下 33°， 

45，  276, 286*  ； 13 100, 104,  244*  ； 18  380，  384  ； 

47  415* ② pana  ghatar  28  327 ③ bhunahan 

(〜世間 破壊者， 生類 を 殺し） 36  261 
〔殺生 者と その 報〕 11 下 276 
〔殺生 者の 五 事 非 功德〕 10 135  ' 
〔殺生すべからず〕 23  37° 
〔殺生すべし〕 23  63 
〔殺生す る 八 種 人〕 59 下 46 
〔殺生と その 報〕 10 135  ； 11 f  276  ； 16 上 60  ； 

20  33,34,35  ；  28  68,69,326  ；  33  74 
① 殺生の 離 ② 殺生 を 離る る こ と p^Stipa ほ 

veramani  (不 殺生， 離 殺生， 離斷 生命， 斷人 

命よ り 遠 離） ① 16 下 236 ② 18  442 
殺賊者 cora- ghataka=:cora- ghSta  (魁 膾， 死 

刑 執行 人， 刑吏， 行 刑 者， 司獄） 1 179;  20 139 
殺 父 業 pitughSta- kamma  50 167, 168  ；  52 

238,241*  ； 54  512, 514,  516 ； 58 111 
殺 父 者 pitu- ghStaka  3 149，  152，  214,  241,  296, 

534, 556, 558，  560  ；  4  265  ；  57 131,  268,  292  ； 

58  367,387  ；  59 下 160 
殺 母 matu-ghata  64  311 
殺 母 業 matugh お a- kamma  50 167, 168,488  ； 

51 92;  52 184,238,241*  ；  54  512,  514,  516  ；  58 

111 

殺 母 者 ① mStu- gha は ka  3 149,  152,  214, 
241,296,534,556,  558，  560  ；  4  259，  265  ；  57 
131,268,  292 ； 58  376, 387  ；  59 下 160 ② 
mattigha  36  269,  270 
殺 羊 者 orabbhika  (屠 羊 者） 1 177 
接觸 sariisagga  (交 は り ， 相 交， 雜鬧） 26 14 
設首 婆羅山 Suihsumara- giri  (尸收 摩羅 山， 首 
摩羅 山， 失悦 摩羅 山， 失收 魔羅 山， 膠 魚 山， 
還 山， 鱷山） 〔邑」 14 1 
設問 品 Hariisi- vagga  29  321° 
雪山 ① Himavant  (= ヒマラヤ 山） 4  246  ；  6 
137, 138， 384; 11 下 212,229; 12 103,112  ；  20 
89  ；  24 152  ；  25  46, 96，  241 ； 26  28, 36，  42，  59， 


92, 94, 105， 120, 165, 208,  226*  ；  27  45, 55, 65 
其 他； 28 14， 15,  279，  280，  422;  29  40,85，  90， 
105，  106, 116*，  198* 其 他； 30  9,17,149 其 他； 
31 3,5,9,34 其 他； 32  71,93 其 他； 33 12  Jt 
他； 34  269,270 其 他； 35 10，  20，  45，  384  jl; 他； 
37  48， 165  ；  38  452  ；  39 173，  299, 305,  515  ；  41 
223, 320  ； 59 上 13， 14, 16*，  38，  39,  208，  252  ； 
59 下 9，  96， 119，  216,  226  ；  60  42，  59, 230, 233  ； 
62  406  ；  63  388, 391 ； 64  390,  391 ； 65  (  I  )  56, 
81，82，85，86 ② Himavanta  〔經〕 16 上 246 ③ 
Hemavatika,   Hemavata  〔部 派〕 60  35, 175 
① 雪山 王② 雪山 山 王 Himavanta 
pabbatarajan ① 13  206,207; 16 上 221,246, 
366，  367  ； 16 下 400  ； 17  246  ； 19  59，  333, 334  ； 
20  46 ② 12 197 
雪山 象 hemavata -naga  24  46^,  497 
雪山 地方 Himavanta- padesa 12 196 
〔雪山と 小石との 譬險〕 13  206,207,  408; 16 下 

400,401 
〔雪山の 讃歎〕 39  299 
〔雪山の 譬喩〕 23  64; 43  309 
零山邊 Himavanta  passa 1 248 
臂山 夜叉 Hemava ほ yakkha  7  277  ；  24  55* 
考山 〔夜叉〕' 經 Hemavata  sutta  24  55 ° ,  64 
說 ① uddesa  (說 戒， 說敎， 說示， 敎示， 敎說， 

說明， 概說， 讀誦， 讀誦 法， 誦經' 諷誦' 制 
規） 4  335 ② byappatha  2  2 ③ Desana  〔經〕 
16 上 274 

說 一切 有 部 Sabbatthi- vadin,  Sabbatthi  vada 
〔部 派〕 57 100,158,280  ；  58 191 ； 60  35,174 

說囚部 Hetu- vSdin  〔部 派〕 58  273,275,276， 
280, 291, 320, 322， 382， 390, 439 

說印者 muddika 16 上 101，  102， 104 

〔說有 論 = 正 見〕 10 185°, 187  * 

說有 論者 atthika- vada  (〔死後の〕 存在 を 說く〉 
10 188 

說假 Pafifiatti,  Pannatti-vada  〔部 派〕 60  3 も 
174 

說戒 ① uddesa  (說， 說示， 讀誦， 讀誦 法， a 
經， 諷誦， 教示， 制 親） 1 38,41 
② patimokkha  [uddesa]  4  359''- 
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③  uposatha  (布 薩， 齋戒） 29  2 
說戒者 patimokkhuddesaka  4  393,  456 
說海論 samuddakkhayika  (海 譚， 海洋 論， 海 

洋 起源 論， 大海 論， 宇宙 發生 論） 〔無用 論の 
一〕 11 下 132 

說敎 ① uddesa  (說， 說戒， 總說, 說示， 敎示， 
敎說， 說明） 1 397 ② abhisamaya  (現 觀， 
領會） 28  59 ③ Desan さ 〔經〕 16 上 14 

說敎師 dhamma-kathika  (說 法師， 說法 者， 法 
師， 法說 者， 宣法 者， 論師， 布 教師） 60  366 

說示 ① Scikkhana  (敎 說， 開示） 1 129 
② uddesa  (說， 說敎， 總說， 教示， 敎說， 說 
明， 表標， 說戒， 讀誦, 誦經， 諷誦， 制規） 3  89, 
107  ；  20  369 ③ desan さ （指示， 敎說， 宣說） 
16 下 372 ④ Desana  〔經〕 14  411 ； 16 下 128 

說示淨 desana- suddhi  62  80° 

甚深 desana -gambhirata  64  280 

說 示の /1 周 序 desanakkama  64  79,91， 97， 107, 
116,257 

說者 ① kathika  (論 師， 演說 者， 說法 者） 19 
244,245 ② bh お in 11 下 207,  208 ③ vattar 
(敎說 者） 11 下 261,310,311 ； 22 下 151,200 

④  pavattar  (宣說 者， 宣布 者） 15 154 
. ©  vadin  (論 師， 論者） 11 下 169， 170 
說淨 vikappita 1 346;  2  396 

.® 說隨說 ② 說 隨順說 vacMnuvada  (論隨 論， 

難詰の 語， 隨 順說， 順正說 〜反論） ① 11 下 

82 ② 13  47*, 55*, 59* 
說數者 saiikhgyaka 16 上 101,102,104 
說 世界 論 lokakkhSyikii  (俗 哲學， 世界 論， 世 

界 起源 論， 世間 論， 世間 譚， 創世記 者， 途說 

論） 〔無用 論の 一〕 11 下 133 
說轉 Saihkantika  〔部 派〕 60  35, 174 
說非 法衆會 adhammavadino  parisa 17 116, 117 
說法 ① dhamma- desana  (法話） 19 172, 174; 

22 上 273，  274;  22 下 55*  〔二種〕 23  281 

② dhammi- katha  (法 說， 法話， 法談） 1 355; 

22>t 13 

說法 休止の 問 Dhammadesanaya 

appossukkabhava  panho  59 上 368 
說 法師 ① dhamma  kathika  (論師 ，法師， 說 


法 者， 法說 者， 宣法 者， 說 敎師， 布 敎師） 18 
242  ；  42 101, 102,  223,  232,  328,  346,  357  ；  43 
149，  205，  211 ； 59 下 203,216  ;61 533,534,536 
〔四 種〕 18  242 ② dhamma-bhanaka  61 9 

〔說法 時の 注意事項〕 19  257 

① 說法者 （D 說法 〔者〕 dhamma- kathika  (說 
法師， 法師， 論師， 法說 者， 宣法 者， 說 敎師， 
布 敎師） ① 1 268  ；  2 11*,  20  ；  4  246  ； 11 下 24; 
13  25,  230; 14  255,256  ； 15  224; 17  34,  36; 
19 107,108 ； 27  265； 33 198; 60  25,32,53 ② 
4 118,150  ； 13  25,  26;  47  366,420 

說法者 ① Kathika  〔經〕 15  224  (一）  （二） 14 
255,256 ② Dhammakathiko  〔經〕 13  25 

說 法衆會 dhammavadino  parisa 17 116, 117 

說 法淸淨 parisuddha- dhammadesana  4  287  ； 
19 172,174 

說 法す ① dhammam  deseti  5  23 
② dhammadesana  patibhati  21 301，  302, 
303;  22 下 55,56,57 

說法等 起 dhammadesana -samutthana  5 153 

說法堂 ① dhamma- sabha  (法 堂， 法 座） 36 154 
② dhamma- ほ 61 406,410,411 

說 法人 dhamma-kathika  puggala  〔四 種〕 47 
366,420 

說法 比丘 dhammakathika  bhikkhu  4 118, 

150 ； 13  25,26 
說法品 Dhammakathika- vagga 14  253,266 
說法を 請 ふ uddis き peti    (經を 誦せし む） 3  84 
說明 uddesa  (說， 說示， 敎說， 敎示， a 說， 

表標） 47  323 
說諭 し 難から しむる 法 dovacassakarapa- 

dhamma  (〜愤 戻の 性） 9 160 
說 諭し 易から しむる 法 sovacassakarar a - 

dhamma  (從順 事 法） 9 163 
說羅; ：侯羅 〔經〕 LSghulov§da  65(m)  93 
① 節種② 節 種子 phalu- bija  (節の 種子， 節 

よ り 生ずる 種子） ① 2  54。 ② 8  56,59 
節制 safiiiama  (禁制， 禁戒， 自制， 止 Al, 克 

己） 23  261 
節! お pabba  vata  3  363 
癤 daddu  22 上 355; 27 122,261 
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攝取 sariigaha  (攝） 3  312 

攝生 sappaya-kiriya  22 下 32 

攝政 をな す rajjarii  karoti  7 197 

竊語 sakappajappaka  〔行籌 の 一〕 4 153 

竊語 n 誇 sakannajappaka-salakagaha  4 153*" 

竊盗 thena  (盜 心） 1 72 

舌 jivha  2  3  ；  3  62，  63，  326  ；  6 105,  348  ；  7  324; 

64 16°*, 20°, 88°  ； 65(n)  53 
舌 口 J 識の味 jivhavinneyya  rasa 11 下 47,  49 
舌界 jivhS- dhStu 11 下 58  ；  46 110°  ；  48 上 

296* 

舌廣長 pahQta- jivha  (廣長 舌， 舌の 大） 6  382 
舌根 jivhindriya  8  318  ；  49 139*    〔定義〕 45 
193  ；  46 110 

舌識 jivhS- vififiSpa  8  322  ；  40 131 ； 45 126, 

165  ；  46  247,254,  264,  268,  429,  434  ；  64 16, 

19，20,37,39，43;65(n)  2 
舌識界 jivhavmfiap.a- dhStu 11 下 58  ；  46 110°; 

48 上 296=*^ 
舌 十 法 jivha-dasaka  65(n)  56,58 
舌處 jivhSyatana  8  322  ；  45 187, 193°*  ；  48 上 

93* 

舌觸 jivha- samphassa  7 11; 8  322 

舌觸所 生の 受 jivhasamphassaja  vedana  7  6  ； 
8  322 

舌 病 jivha-roga  22 上 355 

舌鋒 mukha- satti  (口 戟， 口舌の 劍， 口頭の 刃 

物， 激越の 語， 口の 劍， 鋭き 舌鋒） 10  54*; 
23 195 

舌 門 jivhS- dv&"a  65(11)  24 
絶食 ajaddhuka  9  428 

'①絶 對淨信 ②絶對 信 aveccappasMa  (證 淨， 
正 信， 不壞の 信， 確乎たる 信心， 動きな き 信 
心） ① 9  74*； 11 上 68 ② 9  56,  57 

絶壁 papata  (斷 盧， 懸崖， 崖， 堆阜， 深險， 
深淵） 1 127 

絶望 upSy お a  (憎， 愁， 煩勞， 悶， 失望） 23 
235 

絶滅 atthagama  (滅 沒， 滅， 滅壞， 滅盡） 13 
256* 

責 むる 者 pacant 10 188，  189,  361 


責めし むる 者 P さ cayant 10 188，  189,  362 

am    khujja  (〜kujja  f 區僂） 3 155;  36  291, 
297,  304,  310,  315*，  337 

mm ① kujja  (〜khujja  im)  27  90;  28 
108;  30  377* ② khafija  29 174, 181 ③ 
vamanika  7  382 

〔値 僂と 共に 逃げた 長者 女〕 30  377 

千 Sahassa  〔經〕 16 下 169,  246 

千 以上 Parosahassa  〔經〕 12  331 

〔千金と 獵 夫と 魚〕 31 251 

千 眼 ① Sahassakkha ② Sahassa- cakkhu ③ 
Sahassa-locana   (= 帝釋） ① 61 294 ② 37 
128, 148 ③ 62  382 ④ Sahassa- netta 〜次 項 

①. 千 眼 ②千眼 ある もの ③千眼 者 Sahassa - 
netta  (= 帝釋〜 次 項， 次次 項） ① 24 129， 
478,  506;  25  327;  38  74,  247,  248,  308 ② 
31 525;  33  7 ③ 12  396,  401°;  34  312,  329; 
36  45 

千 眼 ある 帝釋 Sakka  sahassanetta  24 129 
千 眼の 帝釋天 Sakko  devana  sahassa -netto 
25  327 

千 世界 ① sahassi- lokadh お u 11 下 114; 12 
265; 17  370,  371; 41 158;  57  267 ② 
sahassa- loka  (千世 間） 9  374, 379; 16 上 406; 
17  464,    465 ③ sahassa- lokadh^tu    22 上 
288° 

千世 間 sahassa- ioka  (千 世界） 16 下 164 

千 二百 五十 比丘 a44ha- telasa  bhiklchu  sata  3 

387,  390，  393，  397,  423,  426;  6  73; 12  331 
千の 世界 sahassadha  loka 10  67 
①千輻 ② 千の 幅 sahassara ① 6  380;  8 184， 

191； 11 下 221,  222;  26  37 ② 18  68 
千 品 Sahassa- vagga ① （= 王 園 品） 16 下 246， 

258 ② 〔法 句經〕 23  32°  * 
川 練 vibhitaka  (毘^ 得迦， 毘 醯勒， F も勒 得） 

〔植， 藥果〕 3  357;  27  96 
①仙 ②仙士 ③仙者 isi  (仙人. 大仙， 聖者） 

① 19  312,  319;  44 110°,  295,  330 ② 34  423* 

③ 12 105 

〔仙 者と 王の 毒箭 と盲兩 親に よる 蘇生〕 38 18 
仙術 iddhi  (神 變， 神 通， 神 力） 35 182 
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仙處 assama  (道 院， 巷， 菴屋， 草菴， 住院） 
39  299* 

仙呑經 Isigili- sutta 11 下 66° 

仙女 accharS  (天女） 36  244 

仙人 ① isi  (fill. 仙士， 仙 者， 大仙， 聖者） 1 
246*; 11 下 372;  24 107,  394,  395;  25  51,97, 
98;  30  63*，  97,  243*; 35 107*; 44  61, 67，  330 
②ほ pasa  (苦行者） 29  86*,  435*,  493 

〔仙人 兄弟の 父母への 孝養〕 36  351 

仙人 牛 王 isi-nisabha  24  263 

仙人 黑山窟 Isigilipassa- kalasi ほ 14 191， 195 

仙人 山 ① Isigili- passa 1 66,  269;  7  90 ② 
Isigiri- passa  4 119 

仙人 住處 ① assama  (養， 菴靈， 道院， 仙處， 
草菴） 35 107,  111* ② Isipatana  (仙人 堕處， 
仙人 降處） 9  306,  307; 15  259 

仙人 所說 isi- bh お ita  2  23，  35,  323 

仙人 墮處 Isipatana  C 仙人 住處， 仙人 降處） 3 
14, 16,  21， 27,  28; 14  207，  209，  262，  269； 
16 上 112;  20  56;  41 74，  77,  356;   59 上 38; 
59 下 235;  60  4,  338 

① 仙人 處 鹿野苑 ② 仙人 墮處鹿 野 園 ③ 仙人 
住處 鹿野苑 @ 仙人 降處 鹿野苑 Isipatana 
Migadaya ① 3  334,  505; 11 上 65; 11 下 349; 
13 163,  287，  324; 17 180;  20 151， 158 ② 16 
下 319,  339,  343 ③ 12 179， 180  ©17  461 

〔仙人と 王女と 橫牲 祭〕 33 153 

〔仙人と 王妃〕 29  86;  31 6;  33 124 

〔仙人と 靴の 傘と 王〕 31 438 

〔仙人と 仔 象〕 30  219 

〔仙人と 猿の 男根と 龜〕 31 145 

〔仙人と 榕樹〕 30  290 

仙人 道 出家 isi-pabbajja  28  77 

仙人 幢 isinarh  dhajo  (^者の 幢） 18  91 

〔仙人の 斧 等と 野猪の 寶 石と 迦尸 人〕 30 166 

〔仙人の 子 を 生める 牝鹿〕 36  63, 130 

〔仙人の 天 食と 四 人の 帝釋 天女〕 37 125 

〔仙人 鹿の 兒の死 を 悲しむ〕 32 102 

〔仙人 は 少女の 誘惑よ り 子 を 救 ふ〕 31 556;  33 
167;  34 139;  36 150 

〔仙人 は 象の 子の 死 を 悲しむ〕 32  382 


〔仙人 は 天女に 三年 間 誘惑 せらる〕 36  65 
〔仙人 は 晰蜴， 鷓古 I， 牛 等 を 殺し， 虎に 殺さる） 
33 190 

仙餘 Isidatta  (梨師 達 多） 〔大工〕 11 上 164， 
165 

占 術 nimitta  (占 相， 相， ト占， ト相， 兆 相， 

前兆， 徵， 徵相） 26  32,  275 
占 〔鳥 獸〕 聲 ① viruta  24  354 ② viruda  43 194 
占 星 ① nakkhatta  (星 まわり， 星宿 運行 ） 24 

354;  43 193° ② nakkhatta- yoga  25  65 
占星學 nakkhatta-vijja  (星 占 明， 星 占 ひ ） 化 

181,  384;  44  429,  430 
占 星 者 nakkhatta- P き thaka  43 193 
占 相 ① nimitta  (占 術， 相， 卜占， ト相， 前 相， 
兆 相， 徵， 徵相） 8 126,  127; 17  274，  275； 
59 上 357;  〔6 11°*,  101°] 〔種種〕 59 上 357 
② nemittika ほ （示 相， 現 相） 11 下 78 ③ 
lakkhana  (相 術， 相， 相好， 觀相， 吉凶 相， 
體 相の 占 ひ， 男女 相判斷 ） 24 133,  354;  27  39;. 
43 193。 

占相師 nemittiya=nemittika  (占 相 者） 59 上 
38,  41 

占 相 者 ① nemittika  〔現 相 者） 8 131 ② 
nemitta  C 觀相 者） 36  313,  314 ③ lakkhapa - 
pathaka  43 193 ④ veyyanjanika  8 190， 193 

占 相 婆羅門 nemitta  brahmana  6  378,  383， 
388* 

占 夢 supina  (夢の 判斷， 夢 判斷） 24  354;  43 
192° 

占 夢 者 supina -p5 か aka  43 192 
尖箭 khurappa 10  228 

尖 頂閣堂 kiU さ g§ra- sm さ （重閣 講堂， 重閣 堂, 高 

樓閣， 樓閣） 15  292 
先 軌範 師 pubbScariya  (先師， 古師） 17  214; 

18 121 

先行 沙門 pure-samana  4  48 

先行 者 ① pubbaiigama  (先 驅， 先驅 者， 先導 

者， 前驅， 上 It)  9  24 ② pure  javo 12  46 
① 先驅② 先驅者 pubbaiigama  (先行 者， 先 

導 者， 前驅， 上 首） ① 16 上 189*，  266，  267,  298; 

22 下 165 ② 1 32 
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先驅 ① Pubbaiigama  〔經〕 22 下 165 ② 〜前項 

先 業 purSQa  kamma  (故 業） 13  95 

先師 pubb さ cariya  (先 軌範 師， 古師） 23  361 

先達 niyy きね r 10  374 

先天 神 pubba- deva ほ 18 121 

先導者 ① dhura  38  489 ② pubba^igama  〔先 

行者， 先驅 者， 前驅， 上 首） 17 109, 110 
先 亡者 pubba- pe は （祖先， 亡靈， 餓鬼， 先靈） 

59 下 134, 136 
先 亡の 靈 pern  kalakata 19  58;  58  45 
〔先 亡への 施〕 23  9 

①先亡 論 ②先靈 論 pubbape1;a- katM  (亡靈 論， 
祖先 論， 死者の 話， 靈ョ it' 論） 〔無用 論の 一〕 ① 
43 175,  184，  348;  44  433 ② 11 下 132 

宣示 adesa  (讀 心， 記 心） 41 2C9 

宣誓 sapatha  (呪 詛， 呪詛の 誓， 誓， 詛誓） 37 
296* 

宣說 desanS  (說 示, 敎說, 指示） 11 下 349,350， 
355 

① 宣說者 ② 宣布 者 pavattar  (說 者） ① 11 下 

261，  310，  311; 22 下 151， 200 ② 9 198 
宣說醒 翻 desana-manda  40  444 
宣法者 dhamma- kathika  (說法 者， 說 法師， 法 

師， 論師， 法說 者， 說 教師， 布 教師） 3  298 
穿孔 想 vicchiddaka- safifi さ （斷壞 想， 壞想， 斬 

斫 離散 想， 敗壤 想） 17  62; 18  29;  22 上 349; 
22 下 274 

穿 整 を 好む vaiavedhi- mpa  (毛 端 を 射 破す る 

が 如く， 毛髪 を 射る が 如く）  9  315* 
洗 具 sotti  (石 抹） 11 上 61， 200,  241 
洗 除惡者 ninh お a- pSpaka 17  450 
洗淨 suddhika  2  425 
洗淨盤 さ camana- saravaka  (灑 鉢） 4  338 
洗淨水 paribhojaniya  (用水， 澡水） 9  365 
洗條 ① dhovana  (淀 洗） 〔祭式〕 22 下 137 ② 

Dhovana  〔經〕 22 下 137 
洗足 水 padodaka  (洗足の 水， 足 水） 2  499;  3 

16，  83，  84,  90*，  281，  282,  309,  544,607,608; 

4  32，  47，  322,  331; 9  363 
洗足 臺 pSda- pitha  (足 臺） 2  499 
洗足の 水 ®  pajja-udaka  7  255  (D  padodaka 


9  363 ③ udako  padanam 11 下 196, 197 

洗足 板 pSda- kathalika  (足 板， 足 布） 2  499 

洗足 布 dho は- P さ daka  4 197 

① 洗濯 者② 洗濯 人 rajaka ひ完衣 者， 漂白 者， 
染ェ， 染絲 者） ① 1 93 ② 1 73;  59 下 187 

洗濯 處 rajakattharana 1 73,  90 

① 洗 尼瓶沙 ② 洗 Iti 耶頻 El 沙羅 Seniya - 
Bimbisara  (斯 尼耶頻 毘娑， 斯尼 喻頻婆 娑羅， 
有 軍頻提 娑羅） 〔王〕 ① 3  64*,  66, 120*,  180, 
181，  247,317,  318,  365*, 421*, 472, 478*, 483, 
484;  4 167,237,  293 ② 23 100  〔歸 沸〕 3  64* 
〔五 願〕 3  66  〔布 11 制定 を 佛に勸 む〕 3 180,181 
〔讓 位〕 4  293 

洗 髮障礙 dhovana- palibodha  59 上 22 

洗 浴 nah れ a  (水浴， 沐浴） 3  544,  545 

洗 浴衣 jala- S さ tika  60  256 

① 洗 浴 者 ② 洗 浴せ る 者 nahStaka  (沐浴 者， 淨 
行者） ① 20  405° ② 9  485° 

〔洗 浴の 規定〕 4 162， 163 

泉 井 汚-濁 本 生物 語 Udapanadusaka-jataka  (二 
七 一） 31 137° 

泉 池 pokkharam  (蓮 池， 池， 池 水， 湖 池） 7 
382 

①旃闍 ②栴闍 ③栴遮 Cmc さ '〔外道 女〕 ① 29 
39，  350，  356;  30  201,269;  32  236 ② 34  76*; 
59 上 231 ③ 26  504;  39  550 

〔旃闍 外道 女の 謗佛〕 34  76° 

①旃陀 掘 多 ②旃陀 羅崛多 ③栴陀 羅崛多 

Candagutta   〔王〕 ① 60  37,  38，  40,  43，  67; 

65(1)  91， 92 ② 60 175 ③ 59 下 131 
栴陀掘 多 Candagutta  〔殿〕 60 111 
旃陀那 Candana  〔夜叉〕 7  282 
栴陀 鉢殊多 Cai?4a- pajjo は （猛 光） 〔王〕 36  37 
栴 陀拔闍 Candavajji  (栴 檀拔 環） 〔比〕 65(1) 

48,  53，  54 

旃陀羅 ① cap. 4 さ la  (賤民， 闡 陀羅， 旃陀羅 族） 
11 下 217; 12 156，  157,  284； 17 175，  263; 18 
149,  150; 19  287,  298;  20 141; 22 上 36;  24 
49，  524;  25  57,  417;  27 120;  30 134*;  32  70, 
134*;  34 100,  103，  104,  107，  108，  296,  297; 
36  334，  335;  39 157;  42  270;  47  436;  59 上 
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12;  59 下 13;  60 177*，  225;  61 8，  215;  62 

106,  386;  63  7 ② chapaka  〔本 生 話〕 2  329 
〔旃 陀羅 賢者， 婆羅門に 惱 まさる〕 35  3 
旌陀羅 種 caij お la- jSti  2  9*, 19 
旃陀羅 族 caij4 さ la  (^陀 羅， 賤民， 闡陀羅 ） 11 

上 201，  202，  242,  243 
① 旃陀羅 村 （D 栴陀羅 村 candala-gama ① 60 

176,  225;  63  57，  242;  64  390 ② 65(1)  58 
〔旃陀 羅と菴 羅果の 呪文〕 34 100 
〔旃陀 羅と王 園の 菴羅 果〕 31 349 
〔旃 陀羅と 王と 司祭〕 31 350 
〔栴陀 羅と轉 輪 王の 譬喩〕 42  270 
〔旃 陀羅と 婆羅門と 殘齩〕 30 134 
〔旃 陀羅に 辱し め ら れて靑 年 婆羅門 は 苦行者と 

なる〕 32 134 

①旃 陀羅女 ②旃陀 羅の娘 cai:i4 き li ① 19  315*; 

39 156;  60  370  (2)24  464,  465 
^陀羅 女天宮 Candali-vimana  24  464 
〔栴 陀羅の 村落に 入る 譬險〕 22 上 36 
旃達羅 劫 波 Caij §lakappa  〔地名〕 11 上 274, 

275 

①栴檀 ②旃澶 candana  (f^ 擅 香， 栴 檀樹， 白 
檀） ① 3  359; 10  361,  366; 16 下 235，  319; 17 

• 14，  370;  23  25;  27  88，  202,  354;  28 155;  29 
147,  156,  157，  164；  32 14,  60;  33 148;  35 
126;  36  71; 37 170，  312,  464,  471; 38 188, 
189，  197,  3S4,  429,  472;  39  289，  310,  327， 
338;  59 下 75， 190,  191,  216,  217,  284 ② 2i 
205 

栴檀 Candana ① 〔比〕 25 176 ② 〔f^ 子〕 26 
386 ③ 〔天子〕 12  89; 15  424;  27  344,  345, 
346;  59 上 162 ④ 〔經〕 12  89  ®  〔村〕 65(1) 
123 

栴檀庵 伽梨迦 Candanaiigalika  〔塞〕 12 138， 
139 

栴檀香 ① candana  (f^jffi, 旃 擅） 17  234;  24 
503,512,  515，  528;  25 171,  360;  26 180,284, 
415；  35  244,  361; 36  27,  42,  327,  371; 59 上 
26，  30,  36, 162 ② candana- gandha  7 172; 
11 下 225 ③ candana -cuppa  (^麼 末， 栴擅抹 
香） 39  264,  266 ④ candana-s5ra      擅 精， 梅 


檀髓） 31 166，  540 
① 栴擅樹 ② 栴檀材 ③ i^tt 木 candana  (梅 檀， 
旃檀） ① 11 上 201,  242,243 ② 25  397 ③ 39 
264 

栴檀樹 技 candana-ghatika 19  329 

〔^澶 樹 技の 譬 11〕 19  329 

①栴 檀樹耳 ②旃 擅樹耳 siikara- maddava  (樹 

茸， 茸） ① 23  220，  221 ② 60  349 
①街擅 精 （D 栴 擅の 精 ③栴! S 髓 candana- sara 

(栴擅 香） ① 36 163，  326 ② 32 13，  46 ③ 4 

170 

栴檀 天子 Candano  〔經〕 15  424 

栴檀の 板 candana- phalaka 19  69;  26  298 

栴 擅? i 闍 Candavajji  (街陀 线闍） 〔比〕 60  29, 

36,  37, 182,  184,  185, 187 
栴擅プ —デャ 力 Candanapajaka  〔比丘の 譬險 

經〕 26  283 

栴檀木 ① candana  (街 澶， 梅 擅樹， 栴 擅材） 

39  264  (2)  candana-ganthi  4 170, 171 
①栴 擅末② 1^ 擅 抹香 candana- am ひ a  (旃擅 

香： ） （D7 121 2)41  210,  212 
旃漦迦 ① campaka  (瞻波 ^3, 澹 S， 紊馨， キ ン 
コゥ ポク） 〔花〕 26  29，  385，  471，  485;  27  7， 
72,  88,  97， 105,  268,  354;  37 170;  61 303, 
536 ② Campaka  〔傳。 轉綸 王〕 26  95 
祭 3B プッ ビヤ Cam;)akapupphiya  〔比 £ の譬 
喩經〕 26  287 
專ー ekodi  (— 趣， 一心 を 成ず） 43  356，  405 
專ー性 ekodi- bh さ va  (— 趣 性） 62  310° 
專注 appanS  (安: i, 根本 定） 11 下 75 
專那伽 Culanaga  (小 龍） 〔比〕 65(1)  79 
専念 （Danuyoga  (隨 勤， 修習， 修定， 檢問） 
8  317,  318;  9 178* ② pahi は t は （持 心， 精勤） 
3  610 ③ avikkhepa  (不 散亂） 8  293 
專念性 upa は hi は- sati ほ （念 現前） 9  30 
專念 せる 者 jhSyin  (驊定 者， 修定 者， 禪思 者， 

坐禪 者， 靜慮 者） 23  287 
剪鬚髮 弟子 munda-savaka 19  387 
剪刀 khagga  (刀， 劍， 寶劍） 6  9，  99 
剪刀の 輪 khura- cakka  33  200,  201 
旋火輪 a ほ は- cakka  64  361 
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旋， 船， 筌， 羨， 啖， 誅， 埤， 潜， 箭， 賤， 甎， 戰一 セン 


旋風 vata-mandalika 1 93;  2  554 

旋 流の 怖畏 Svatta-bhaya  (禍の 怖畏， 徊狀の 

怖畏， 酒 狀畏） 43 179;  44  403，  434 
〔旋 流に て 足場 を 求む' る譬 瞼〕 12  213 
船頭 niyamaka  62  268 
〔船頭の 譬喩〕 62  268 

〔船頭 は 盲目に て 鑑定， 船の 指揮 をな す〕 33  413 
船舶 ① nSv5  (船， 舟） 14  241; 16 上 227 ② 

Nava  〔經〕 16 上 227 
〔船舶と キ? 4 寧の？! 喻〕 14  241; 20  384 
〔船舶の 漂流す る 譬險〕 16 上 227 
〔船 夫の 一 支〕 59 下 280 
船 物 navattha 1 79 
签 kumina  (網） 25 175 
羨望 piha  42  341; 43  277 
啖婆 利婆那 Simbali- vana  〔地獄〕 37  243 
g 炎 婆 梨 simbali  (絹綿， 絹 木棉， 綿樹， 木綿， 

綿の 木） 〔樹〕 30  275;  31 93;  36  271; 38  254， 

255，  398 

g 炎 摩 SSma  〔仙， 佛の 前生〕 38 14, 16,  21, 22, 

24，  26*，  33* 
<D 歧摩 賢者 本 生物 語 ② 暖摩仙 本 生物 語 S5ma - 

jataka  (五 四 〇） ① 33  337;  35  264;  38 1°® 

36  350 

犹陀 ① Sandha  〔比， 良馬の 靜 慮の 說 法を受 
く  〕  22 下 294* ② 〔經〕 22 下 294 ③ Sabhiyo 
〔經〕 16 上 134 

誅陀 迦旃延 Sabhiya  Kaccana  〔比， 如來 死後 
有無 を婆蹉 姓と 問答〕 16 上 134 

缚瓦堂 GifijakSvasatha  (甎 堂， 煉瓦 堂， 煉瓦 

の 家， 犍 椎處， 繁畫迦 精舍， 撺祁 精舍） 20 

35，  39；  26  269,  275 
潜水の 行 udakagahana-kamma  32 137 
箭 ① salla  〔七 種〕 42  84°;  43  245,  246° ② 

Sallattena  〔經〕 15  322 
箭醫 bhisakka- sallakatta  (外科 醫） 59 上 244， 

248,  249；  59 下 32， 133 
〔箭醫 の 譬喻〕 59 上 244,  248 
箭經 Salla-sut は 24  219°,  225 
0) 箭ェ ②箭匠 USU- kSra ① 25 112,265 ② 11 

上 141,  293;  23  22，  29,  39;  25 115；  27  26, 


92 

箭綱 sara- rajju  〔弓 技〕 36  34 
箭 除の 法 sara- patibShana  〔弓 技〕 36  33 
〔箭 匠の 譬喩〕 11 上 293;  23  22;  25 115 
箭杖 sara- latthi  〔弓 技〕 36  34 
箭筒 tm:ihira  =  tiipira  (液） 36  30,31 
箭の 組紐 sara-vem  〔弓 技〕 36  34 
箭本 生物 語 Khurappa-jataka   (二 六 五） 31 
102。 

箭毛者 usuloma'l 177 

賤 業者 ocaraka  9  236 

賤 種の 階級 hina- vaijQa  8  98 

賤族 ① kaijhSbhi お tika    (m 生類， 黑族） 24 

213 ② rathakSra- kula  (造 車 族， 車 匠 家） 38 

174 

賤女 dSsi  (下婢， 婢女， 婢） 4  397 
賤 人の 輕業 candala-vamsadhopana  6  8,  98 
賤奴 ibbha  (卑俗， 醜 奴， ^舍） 10  76，  77; 11 
上 233 

賤民 ① cai?45!a  (旃 陀羅， 闡 陀羅， 旃陀羅 族） 
38  210 ② vasala  (鄙 人） 24  43* ③ vepa  (竹 
ェ， 竹師， 竹 匠） 36  334，  335 
賤民 經 Vasala- sutta  24  42°,  51 
賤 傭人 dalidda  kammakara  2 120* 
賤劣慧 者 parihina- pafifia  24  340,  342 
賤劣學 tiraccMna- vijja  (畜生 明， 畜生 d 兄， 無 

益 徒勞の 明） 43 181，  384;  44  429,  430 
賤陋 gamma 11 下 320* 
甎堂 Gifijak お asatha  (博 瓦 堂， 煉瓦 堂， 煉瓦 
の 家， 犍 椎處， 繁耆迦 精舍， 撺祁 精舍） 15 146 
戰士 ① yodhSjiva    (武士） 17  469; 18  298, 
353,  354; 19 122*,  129*；  47  458  〔三 支 成就〕 
17  469; 18  353，  354  〔四 支 成就〕 18  298  〔五 
種〕 19 122*,  129*;  47  458  ©  pinda-davika 
6  78，  79 ③ YodhSjivo  〔經〕 16 上 7 
〔戰士 獲得〕 60  298 

戰士 聚落 主 yodMjiva- gSmam 16 上 7  • 
〔戰士 の 譬喩〕 17  469; 18  298,  353; 19 122, 
129；  47  458 

戰士品 ① Yodha- vagga 17  469 ② YodhSjiva- 
vagga 18  298; 19 115 
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セン一 戰， 錢， 11， 瞻， 闡， 藓， 繊， 讖 


戰士喻 人 yodhajivupama  puggala  〔五 種〕 47 
370,  458 

〔戰 術に 巧みなる 比丘〕 31 219;  34  363 

戰車 ① sandana  36  256  (2)  sandamanika  (サ 

ン ダマー 二 カー 車） 1 80;  63  262 
戰車軍 cakka-vyiiha  31 219,  222;  34  363 
戦勝 Safigamaji  〔比， 出家 後妻 子に 無關 心〕 

23  91， 92 

戰 勝者 ① viji は- saihgama    (戰の 勝利者， 勝 

者） 3 10;  9  303 ② saiigamaji  23  33 
戰場 sariigSma  (戰， 戰鬪， 戰陣） 23  67， 156; 

25 116;  30 153 
戰場 住居 本 生物 語 SamgSmSvacara- は ka 

(一八 二）  30 148° 
〔戰 場に 於け る 象の 譬險〕 23 156 
戰爭 yuddha  (兵 學， 戰） 36  2，  39 
①戰爭 論 ②戰爭 の 話 yuddha- kath§  (戰鬪 論， 

戰論， 戰陣 論） 〔無用 論の 一〕 ① 3  333; 10 

358; 11 下 132; 16 下 337;  22 下 22;  43 175, 

184,  348;  44  433 ② 6  9,  99 
戰達羅 ① Canda  〔王子〕 38 148,  151，  152, 

154,  159*,  166,  175,  179*,  187*， 196,  204*, 

211,  212,  214 ② canda  (月 天， 月， 月輪） 37 
■ 107,  1-13,  116,  117,  118， 122 
① 戰鬪 ② 戰陣 saAgSma   (戰， 戰場， 鬪諍） 

① 18  207; 19 127*,  226*;  47  462* ② 9 143, 

154 

① 戰鬪論 ② 戰陣論 ③ 戰論 yuddha- kathS  (戰 
爭論， 戰爭の 話） 〔無用 論の 一〕 ① 8  47; 11 上 
1， 28,  36 ② 2  260 ③ 6  255 

戰懐 K お i ち chambhi-bhirukajatika  9  28 

戰慄 しむる 者 phandapayant 10 189,  362 

戰慄 する 者 phandant 10 189,  362 

錢 ① kahSpa ひ a  (迦 利沙波 寧， 迦利沙 鉢拏， 迦 
利 沙槃， 金貨） 11 上 216 ② m お aka  (摩 沙迦， 
磨 沙迦， 貨 1^)  33  40* ③ rajato  (銀， 銀貨） 
1 402° ④ suvap.p.a  (金， 黄金， 金貨） 1 364， 
369** 

錢刑 kahSpapaka  9 144, 154 
錢囊 thavik5  (袋， 囊） 2  255 
氍布 namataka  4 177 


瞻波 ① campa ② campaka  (瞻 波迦， 旃ま ミ迦） 
〔花〕 ① 26  502 ② 38 197;  59 下 198,  229  (E> 
Campa  (瞻 婆） 〔城〕 1 108;  3  317,  544*;  5 
362;  7 165,  249; 12  336;  20  305;  21 25;  22 
下 52， 104，  105;  35 148;  41 361; 60  21; 61 
471; 62  410 ④ （= 力一 ラ チヤ ン パー） 〔町〕 

37  425 ⑤ Campeyya  〔犍 度〕 5 192 ⑥ 〔龍 
王〕 63 151 

瞻波迦 campaka  (瞻 波， 旃 凝迦） 〔花〕 60  89， 
110 

瞻波犍 度 Campeyyakkhandhaka  3  544° 
瞻波律 事 Campeyyaka- vinayavatthu  4  458 
瞻婆 CampS  (瞻 波） 〔城〕 6 165*,  174；  7 132; 
8  357 

闡陀 Channa ① （闡 那， 闡怒， 車 匿） 〔比〕 1 
262，  298;  2  55*,  74;  4  30*,  136，  434,  436;  5 
9，  24，  26,  33，  38; 14  208*  〔大 精舍を 造る， 
第 七 僧殘の 初犯 者〕 1 262;  5  9  〔第 十二 憎殘， 
惡ロ戒 の 初犯 者〕 1 298;  5  9  〔第 十一 波 逸提， 
異誡戒 を 犯す〕 2  55*  〔第 十九 波 逸提， 大精舍 
戒を 犯す〕 2  74  〔第五 十四 波 逸提， 軽侮 戒を 
犯す〕 2 179  〔第 七十 一波 逸提， 如法 戒 を 犯 
す〕 2  223  〔擧 罪頻 磨を受 く〕  4  30*  〔比丘尼 
等に 伍す〕 4 136  〔梵增 罰 を 命ぜら る〕 4  434; 
7 142， 143  〔阿難よ り敎 誡を受 く〕 14  208* 
〔阿難より 三 不善 根の 說を受 く〕 17  352  〔梵檀 
罰と 成 阿羅漢〕 4  436 ② 〔比〕 11 下 379*; 15 
91*  〔病氣 の 時舍利 弗の 說法 を受 く〕 11 下 
375*; 15  91*  〔病氣 のた め 自殺〕 11 下 379; 
15  96 ③ 〔經〕 14  207； 15  91 
闡陀品 Channa- vagga 15  86， 113 
闡陀羅 cap 51a  (旃 陀羅， 賤民 ） 30 10;  31 349, 
352,  353;  35  3*,  29*,  40;  37 190，  191，  231； 

38  323 

闡那 Channa ① （闡 陀， 閑 怒， 車 匿） 〔比〕 2 
179,  223; 17  352;  37  43 ② 〔大臣〕 28 113 

闡怒 Channa  (闡 陀， 闡那， 車 匿） 〔比〕 7 142, 
143 

蘚苔 hafa 17  396,  489; 18  361; 47  442 
繊皮 pheggu  (膚 材， 樹膚， 不堅） 8  64 
讖摩 KhemS ① （差 摩） 〔尼〕 13  347; 16 上 99， 
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讖， 全， 前一 ゼン 


100; 17  36;  25  359,  360;  28  27,  29;  32  24， 
281 〔比丘尼 中の 第一人者〕 13  347;  28  27,29 
■ 〔智慧 第一〕 17  36  〔波斯 匿 王に 如來 死後 有無 
'を 語る〕 16 上 99， 100 ② 〔王妃〕 34  214,  349 
識摩 長老 尼 KhemStheri  〔經〕 16 上 99 
全圓 parimapcjala  (圓 形） 2  301,  302,  561 
全圓品 Parimap.4ala- vagga  2  304;  5  45,  73 
全 敎梵行 sakal asasana  br ah macariy a  62  59 
全 苦 蕴の集 kevalassa  dukkhakkhandhassa 
samudayo  (一切 苦蘊の 生起） 13  2,  3,6*， 14， 
17，  20,  25,  33,  40，  92,  97*,  126*, 152 
全 苦 蕴の滅 kevalassa  dukkhakkhandhassa 
nirodho  (一切 苦蘊の 喊盡） 13  2,  5，  6*, 15， 
17，  20,  25，  33,  40,  96*,  103,  107*,  127*, 153 
全 見 sabba- dass さ vin  (—切 見者） 9 155 
全 見者 afifiadatthu- dasa  (—切 見者， 透 見者， 

何物 にても あれ 見る 者， 普觀察 者） 10  64 
全 眼 者 saman は- cakkhu  (普 眼 者， 普 眼， 一切 

眼） 12  236 
全 根 章 SabbamQlaka  〔章〕 1 162,  192* 
全身 sabba- kSya  7  336 

全 總括問 〔本 生物 語〕 Sabbasarhh§raka  ( —一 
〇） 29  319 

(D 全知 ②全 智者 sabbaflfiti  (—切 知，  一 ® 智， 

一切 知者， 一切 智者） ① 9 155 ② 30  2 
全能者 vasavattin  (自在 者， 自在， 支配者， 世 

の 統治者， 指令 者， 化 自在， 婆舍 拔提） 10  64 
全 分 行者 paripQra  k お in 17  381，  383,  385 
前 Pubbe  〔經〕 13  248; 16 下 112 
前 雨 安居 purimika-vassavasa  3  274 
前行 ① payoga  (加 行， 前方 便） 5  54，  313 ② 

pubba  karana  〔迦 稀那 衣の〕 5  294*,  297° 
前驅 pubbaiigama  (先 驅， 先行， 上 首） 16 下 

371 

前 現行 煩悩 pubba  samudacinna  kilesa  51 
15*, 81*, 133*,  183*,  255*, 354*, 407*;  52  40, 
91*,  131*,  174*,  206* 其 他； 53 10,  70, 102 
其 他； 54 10*,  31*,  74* 其 他 

(前 五 識の諸 門 分別〕 47 1， 15 

前 妻 purana - dutiyika  (故 二， 舊妻， 故の 妻， 
元の 妻， 前の 妻， 昔の 妻） 30 187,  260,  283, 


301; 31 289 
前 際 pubban は （前 邊， 過去） 42  321 
前 際隨見 pubban ほ nuditthi  (前邊 に隨ふ 見， 隨 

前邊 見） 47  62,  80° 
前 罪 pubbapatti  5 193 
前 食 pubba ひひ a  (七 穀） 44  462° 
前生 pubbe- niv お a  (宿 住， 宿世， 宿命， 過去 

に 於け る 生存） 6  361,  362,  372 
前生 〔有〕 purej さは 〔- atthi〕    50 187*,  351, 
398*;  51 102*,  162*,  198*,  331*,  423;  52 
60*,  107,  144,  193*;  53  22*,  58*,  95, 118 其 
他； 54 15,  38，  62,  79 其 他 
刖 生有緣 purejata-atthipaccaya  50  401 
① 前生 緣 ② 前生 起緣 purejSta- paccaya  〔二十 
四緣の 一〕 ① 50 1， 8°， 18*,  172,  346°,  380°; 
51 2*，  94, 145,  304  ；  52  7*,  52*，  101*,  138* 
其 他； 53  3*, 17,  54,  92 其 他； 54 13,  35,  58, 
77 其 他； 64 100,  180,  187°,  244,  247 其 他； 65 
(II)  71 ② 5  294* 
刖生 緣廣說 purejatapaccaya-niddesa  50  380 
前生 追憶の 智慧 j お issarafiM ひ a  (本 生 を 記憶す 

る 智慧-宿命 智） 35  286,  299;  〔28  325〕 
前生 と の 結合 pubba-yoga  (宿 行， 宿緣） 59 上 7 
前生 〔不 相應〕 purejSta  〔- vippayut は〕 50 183， 
184,  350,  397;  51 100,  160,  193,  328,  329, 
422;  52  58，  59， 106,  133，  192;  53  20,  58,95, 
117 其 他； 54 15,  37,  61, 79 其 他 

前生 不相 應緣 purej お a- vippayuttapaccaya  50 
397 

〔前生 物語〕 （ィ シ ダーシー） 25  406  〔善慧 尼） 
25  418 

① 前世の 所業 ② 前世に 作れ り pubbe- ka ほ （宿 
作， 宿命） ① 11 上 289,  295，  293 ② 17  280,281 
前說 pubba  5  276 

前 相 pubba- nimit は （前兆） 16 上 189*,  266, 

267,  298; 16 下 371; 22 下 165 
前足 purima-pada  22 上 105, 107  • 
ほび 代 未聞の 法 pubbe -ananussuta  dhamma 

(〜未聞の 法） 11 上 276 
前兆 ① nimitta  (相， 兆 相， 徵， 徵相， 相貌， 

卜占， ト相 ） 35 152;  39  254,  471; 41 230 ② 


ゼン一 前， 染 


pubba-nimitta  36  280，  281; 59 下 141 〔五 種〕 
36  280,281 

前兆 占 uppada  (兆 相 占 ひ， 豫占， 天變 地異 判 

斷， 吉凶の 兆， 變事） 59 上 357 
前 邊に隨 ふ 見 pubban ほ nuditthi  (前 際隨 見， 隨 

前邊 見） 14  72 
前方 便 payoga  (前行， 加 行） 5  294* 
染已染 二 法 Kilesa-ceva-sankilittha-duka  54 

325。，  331 

染已染 二 法 善 三 法 kilesasankilitthaduka- 

kusalattika  55  243 
染已染 法 kilesa  ceva  samkilittha  dhamma 

(煩條 法に して 已雜染 なる） 54  325* 
〔染 巳染法 等の 緣關 係〕 54  325 
染污心 sariikilittha- citta  22 上 332，  334,  335, 

338,  347 

染污法 sankilittha-sankilesika  dhamma  (已染 
能染 法， 已 染順染 法， 已雜染 順雜染 法， 有雜 
染雜染 法） 47  229,  255 其 他 
染污犯 saiiikilittha -さ patti  (雜染 罪） 19  360 
染群ニ 法 因 二 法 kilesagocchakaduka-hetuduka 
56  52 

染ェ ① rajaka  (洗濯 者， 洗濯 人， 浣衣 者， 漂 
白 者， 染絲 者） 9  55; 13 147 ② raiiga- kara 
59 下 187 

〔染 ェ， 畫師の 譬喻〕 13 147; 14  237 

染絲者 rajaka  (染 ェ， 洗濯 者， 浣衣 者， 漂白 

者:） 14  237 
染色 rajana  5  297;  28  243 
染色 障礙 raiiga- palibodha  59 上 22 
染著 ① abhilepana  44 19  (2)  visattika  (愛 著， 

執著， 縛 著， 纏綿） 24 123 ③ saAga  (著， 結 

縛） 44 19 

染著心 patibaddha- cit は （染 心， 著 念） 2  369 

染汁 rajana  (染料） 2 178 

染順染 二 法 Kilesa  ceva-sankilesika-duka  54 

322° 

染順染 善 三 法 kilesasafikilesikaduka- 

kusalattika  55  242 
染順染 法 kilesa  ceva  sankilesika  dhamma 

(煩惱 法に して 順雜染 なる） 54  322* 


〔染 順染法 等の 緣關 係〕 54  322 

染職子 rajaka- putta 10 157, 158 

染心 ① avassuu  (流 漏， 漏泄） 2  354,  376, 
378;  5  91, 95 ② pafibaddha- cit は （染著 心， 
著 念） 2  338* ③ rSga  (貪， 貪欲， 貪染， 欲 
染， 欲念， 欲情， 染欲） 15  66*,  118,  238*， 
253* ④ raua- cit は （情欲 心） 3  337,  338 

染心を 煽る rajaniya  (貪らるべき， 貪るべき） 
15  98， 127*,  137，  149,  150,  151,  165,  166, 
177, 178 

染染相 應ニ法 Kilesa-ceva-kilesasampayutta- 

duka  54  331° 
染染相 應ニ法 善 三 法 kilesakilesasampay  ut は - 

duka-kusalattika  55  243 
染染 相應法 kilesa  ceva  kilesa-sampayutta 

dhamma ('頃' If 法に して' 頃 相應 なる ） 54  331 
〔染染 相應法 等の 緣關 係〕 54  331 
染相應 kilesa- sampayut は （頌悩 相應） 46  25， 

37,  50,  63,  79 其 他 
染相應 二 法 Kilesasampayutta-duka   54  321° 
染相應 二 法 善 三 法 ki lesasampayuttaduka  - 

kusalattika  55  240 
染相應 法 kilesa-sampayutta  dhamma    ('頃 懷. 

相應 法） 54  321 
〔染 相應法 等の 緣闘 係〕 54  321 
染泥 panka  (泥， 汚泥， -; お 泥） 21 219,220,221 
染ニ法 Kilesa- duka  54  288°,  322* 
染ニ法 善 三 i£   kilesaduka- kusalattika  55  236 
染不相 應順染 二 法 Kilesavippayutta- 

saiikilesikaduka  54  332° 
染不相 應順染 二 法 善 三 法 kilesavippayuua- 

sankilesikaduka-kusalattika  55  244 
染 不相應 順染法 kilesavippayutta-sankilesika 
dhamma  ('ぬ 悩 不相應 法に して 順雜染 なる） 
54  332 

〔染不 相 應順染 法 等の 緣關 係〕 53  332 

染不 相應法 kilesa-vippayutta  dhamma  (煩 條 

不相應 法） 54  321 
染法 ① asaddhamma  (不正 法， 不 道德） 2  354 
② raga-dhamma  23  320 ③ kilesa  dhamma 
(ffi 條法 ）54  288*;  56  205,  367  @  saihkilittha 
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dhamma  (已染 法） 47  243 
〔染法 • 非染 法の 緣關 係〕 54  288 
染欲 rSga  (貪， 貪欲， 貪染， 欲染， 欲情， 染 

心) 15  254*,  304 
染欲捨 離 rSga-virSiga  (貪欲 を 遠 離す） は 75 
染欲隨 眠 r さ g お usaya  (貪隨 眠） 15  319，  323， 

324,  327,  331 
染 欲の 消盡 r お akkhaya  (貪欲の 壞滅） 15  226* 
染料 rajana  (染 汁） 3  88，  93,  499； 13 147  〔六 

種〕 3  499 

喘息 ① k お a  (咳， 咳嗽） 63  243 ② s お a  22 上 
355；  42 17,  24,  66,  381; 43 165,  178,  237, 
336,  340;  44  23,  95，  372,  416 

善 ① kusala  (善業， 善 巧） 4 140*;  5 178;  6 
33*; 16 上 284，  285; 17 159，  483，  485; 18 
390*;  22 下 173,  174，  223,  224  ；  40  74, 104， 
108，  113,  140,  141，  167,  174，  218；  41 24,25, 
183;  42  74,  335;  43  51, 53,  63，  68, 100,368； 
47  201*,  228*;  49  47* ② kalySpa  (善業， 善 
人） 23  35* ③ pufifia    (善業， 福， 福 業， 福 
德， 功德） 42 132, 133 ④ S さ dhu  (善良， 善 
人） 36 176 ⑤ Kusala  〔經〕 22 下 173,  223 
⑥ Kusa ほ 〔經〕 （一） （二） 16 上 284 

善 惡結續 論 Kusa ほ kusala- patisandahana - 
katha  58  241。 

善惡業 ① kalySpa- pgpa  kamma  57  66* ② 
Dvayakari  〔經〕 （一） 一 （四） 14  400-401 

〔善惡 業と 女人の 位處〕 15  384 

善惡 業の 異熟果 sukata- dukka ほ narii 

kammanam  phalarii  vipako  (善惡 業の 果報) 

6  38 

善惡 業の 果報 kalyapa- papakanarii 

kammanam  vipako  9  448 
善惡 業の 果報な し natthi  suka は- 

dukkatanarh  kammanam  phalam  vipako 

7  365*；   〔6  80,  81， 84; 10 189,  360*〕 
善 〔惡〕 章 kusala-vara  5 178 

〔善惡 の 業な し〕 6  80,  81， 84; 10 188，  189,360, 

361,365;  59 上 12，  50 
善異熟 kusala- vipaka  45  349* 
〔善異 熟 意界〕 45 128;  46  248,  340 


〔善異 熟 眼識〕 45 123；  46  244,  428 
善 異熟心 kusala- vipaka  citta  65(11)  3 
〔善異 熟耳識 乃至 身識〕 45 126;  46  247,  429 
〔善 異熟無 因喜倶 意識 界〕 45 131; 46  249,  430 
〔善 舆熟無 因捨倶 意識 界〕 45 134;  46  249,  431 
善意 Sumana  (須 摩那） 〔王女， 爽〕 21 316; 

25  335,  336 
善意 志 kalyapSdhimuttika 13  227* 
善 因 kusala- hetu  (= 善根） 40  425*；  45  276; 

50  360*  〔三種〕 45  276 
〔善因善果， 惡因 惡果〕 32 11 
善慧 ① Sumedha  (須 彌陀） 〔佛〕 27  39，  49， 
53，  65,  87, 102,  158，  198,  211,  233,  357;  60 
152 ② 〔著 薩〕 27  211，  212,  473，  479,  485 ③ 
Sumedha  〔尼〕 25  410*  〔響 喻經〕 27  357 
姬 Sumedha  〔王女〕 34  318* 
品 Sumedha-vagga  27  357 
Sudatha  〔獅子〕 32  65 
kusala-sila  6 194; 11 上 31, 33°; 16 ヒ 
399；  22 上 196，  197，  198,  296;  22 下 276,277; 
40  74;  62  30 
善 戒と善 見 bhaddaka-sila   bhaddika-ditthi  2 
274 

善戒本 生物 語 S さ dhusila- jm:aka  (二 〇〇） 30 
229。 

善覺 ① Suppabuddha  〔塞， 癩 患者， 佛の說 法 
にて 預流を 得， 牛に 殺さる〕 23 163*  〔前生 物 
語〕 23 165 ② 〔王〕 60 161 ③ Buddhija  (覺 
生） 〔拘樓 孫佛の 侍者〕 6  367 

善 喜 Suruci ① （修樓 脂） 〔王子， 王〕 34  317*, 
318，  319 ② 〔婆， 佛の 前生〕 28  67;  41 257 

善 喜 王 本 生物 語 Suruci- は ka (四 八 九 ）34  315° 

善 吉祥 本 生物 語 Sumaiigala-j お aka  (四 二 〇） 
33  30°  . 

善 牛 bhadra  2  8 

善 頼 本 生物 語 Suhanu- j お aka  〔一 五八） 30  48° 
善 巧 ① kusala  (善， 善 巧者， 善 巧 人） 23*162; 
44  41° ② kusala ほ 8  292  〔種種〕 45  335°* 
③ kosalla  〔三種〕 8  299 ④ upSya  (方便） 
11 下 10* 

①善 巧者 ②善巧 人 kusala  (善， 善 巧） ① 5 


慧 慧牙戒 

善 善 善 善 
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368;  24 193,  305，  310,  348，  408;  42 101°, 
105,  157,  260;  43 112;  44 177  〔十三 種〕 42 
101°,  105,  157，  260 ② 35  334 
善行 ① kusala- cariya 11 下 217 ② va は （務 

め， 禁， 禁戒， 儀 法， 德行， 行， 聖行） 12 
245,  246 ③ suka は （善 作） 11 下 218 ④ 
sucarita  (妙 行， 善業） 〔三種〕 5  210;  8  294; 
12 124,  125,  126，  157*;  23  43;   28 193  〔樂 
果〕 11 下 218°,  219-230  〔五 德〕 19  372,  373 
©Sucaritam  〔經〕 14  405,  411 
善行 者 ① kaly^na- dhamma  (善 法， 善 法 者， 

善 法 行者， 持 善 法 者， 具 善 法 者， 法に 善き 者） 
23 154 ② suppatipanna  (妙 行者） 15  391° 
③ subba は （善 孫 者， 有德） 24 158 
善行 相 svSk お 3 11, 12 
〔善行の 樂果〕 11 下 218°，  219-230 
善 口 業 kusala- vacikamma 11 上 33 
善 化 作 Sunimmi は （善 化樂 天， 妙 化 天） 28 172 
① 善 化 作 天子 ② 善化樂 天子 Sunimmi は 

devaputta ① 15  425 ② 21 131 
善 化樂天 Sunimmito  〔經〕 15  425 
善 解脱 慧 〔者〕 suvimutla- pafifia  8  351 
善 見 ① Sudassin  (善 現， 大妙見 天） 〔五 淨罟 
天の 一〕 8  316;  10  8; 11 下 117;  47 193,194。； 
57  272;  64  73;  65(11)  41, 47 ② Sudassa  (善 
現） 〔天〕 6  424 ③ Sudassana  〔傳。 ピャ ダッ 
シー 沸の 侍者〕 27  42 ④ 〔王〕 60 19  ©  〔學 
童〕 12 139, 140 ⑥ （善 現， 須陀 蘇那） 〔山〕 
62  406 ⑦ （善 現， 須陀 蘇那） 〔城〕 36 104,127 
善 賢 ① Subhadda  (須 跋， 須 拔陀， 須跋 陀羅） 
〔比， 晚年 僧〕 60 164 ② Subhadda  (須 践陀） 
〔王妃〕 7 186 ③ 〔王女〕 35  291,  292,  307  © 
〔象 王妃 = 一切 賢〕 35  309,  311 
善 現 Sudassa  (善 見） 〔五淨 居 天の 一〕 8  316; 
10  8;  47 193，  194。，  382;  57  272;  64  73;  65 
(II)  41, 47 

善 語 ① subh お ita  (善 說， 愛 言） 2  35, 154,  210 
② sm^ca  (善 言， 從噸， 說き 易く， 善 言 者） 
22 下 54 ③ sovacassa ほ （善 言， 善 言 性， 柔 
和， 丁寧， 從順 性， 溫順） 62  213 

善 語 行 vaci- sucarka  (語 善行， 語 妙 行， 口の 


善行） 5  216 

善 語 者 kalyana-vakkarana 17  34 

善 向 道 suppatipa お 47  432,  433 

善業 ① kaly さ; la  (善) 37  314 ② kalySpa- 
kamma 11 下 220;  22 上 323，  324 ③ kusala 
(善） 6  394* ④ kusala- kamma  40 132°,  432° 
©kusala-kiriya 12 168, 169，  170; 16 下 393 ⑥ 
pasadika  (淨 行， 端正， 淸淨， 信心， 喜 心） 
〔五 種 功德〕 5  224,  225 ⑦ pufifia  (善， 福, 福 
業， 福德， 功 磨） 23  3 

善業 道 kusala- kammapatha  〔十 種〕 8  349 

〔善業 をな すべき 道理〕 16 下 236 

善根 kusala- mQla  (善の 根本） 〔三種〕 4 137; 
5  210;  8  294; 17  330;  20 164;  45  263;  46 
239°*,  298;  48 上 1*,  8*;  58  241* 

善根 俱 生の 法 kusalamula-sahajata  dhamma. 
48 上 9* 

善根 根 kusalamQla- mQla  48 上 2*，  9* 

〔善根と 善 法の 關係〕 48 上 1， 8 

〔善根 は 不善 根に 結續 す〕 58  243 

① 善言② 善 言 性 sovacassa ほ （善 語， 柔和， 

丁寧， 從順 性， 溫順） ① 8  291,  360; 17 131; 

20  44, 190,  191，  271,  272,  273;  45 12，  334" 

② 47  392° 

①善言 者 ②善言 〔者〕 subbaca,  suvaca  (善 
語， 從順， 易說 者， 說き 易く） ① 8  347 ② 47 
363，  392° 

善 言と 善 友 sovacassata  ca  kalyana-mittata  ca 

8  291，  360; 17 131 
善 欣樂' 0   supasanna-citta 11 下 363,  364 
善 三 法 Kusalattika  50 14°,  417，  434*;  51 42, 

44，  62,  63, 107,  108,  119,  120, 124 其 他； 

52  387;  55  5*;  56 1*, 169,  515*;  62 158 
善 三 法 已取三 法 kusalattika- upSdirmattika  56  4 
善 三 法 已取ニ 法 kusalattika- upadinnaduka  55 

403 

善 三 法 已生三 法 kusalattika- uppannattika  56 17 
善 三 法 已染三 法 kusalattika-sankilitthattika 
56  5 

善 三 法 已染ニ 法 kusalattika-sankilitthaduka 
55  407 
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善 三 法 異熟三 法 kusalattika-vipSkattika  56  3 
善 三 法 因 因 相 應ニ法 kusalattika- hetuhetu- 

sampayuttaduka  55  374 
善 三 法 因 有 因 二 法 kusalattika-hetusahetuka- 

duka  55  371 
善 三 法 因 相 應ニ法 kusalattika- 

hetusampayuttaduka  55  368 
善 三 法 因 二 法 kusalattika  hetuduka  55  284 
善 三 法^ 爲ニ法 kusalattika-sankhataduka  55 

379 

善 三 法 有 因 二 法 kusalattika-sahetukaduka  55 
364 

善 三 法 有 綠ニ法 kusalatdka-sappaccayaduka 

55  377 

善 三 法 有 學三法 kusalattika- sekhattika  56 11 
善 三 法 有 喜 二 法 kusalattika-sappitikaduka  55 
416 

善 三 法 有 見 三 法 kusalattika-sanidassanattika 

56  21 

善 三 法 有 見 二 法 kusalattika-sanidassanaduka 
55  379 

善 三 法 有 伺 二 法 kusalattika- savicSraduka  55 
416 

善 三 法 有色 二 法 kusalattika- rQpiduka  55  382 

善 三 法 有 所 緣ニ法 kusalattika-sarammana- 
duka  55  396 

善 三 法 有 上 二 法 kusalattika- sauttaraduka  55 
424 

善 三 法 有 諍 二 法 kusalattika -saranaduka  55 
425 

善 三 法 有 尋ニ法 kusalattika- savitakkaduka 
55  415 

舎 三 法 有 對ニ法 kusalattika-sappatighaduka 
55  381 

# 三 法 有 漏 二 法 kusalattika- S さ savaduka  55 
389 

善 三 法 過去 三 法 kusalattika-atitattika  56 17 
善 三 法 過去 所 緣三法 kusalattika- 

atitarammanattika  56 17 
善 三 法 喜 供 行 等 三 二 法 kusalattika- 

pitisahagataditiduka  55  418 


善 三 法 喜 三 法 kusalattika  pitittika  56  7 
善 三 法 決定 二 法 kusalattika- niya は duka  55 
423 

善 三 法 見 三 法 kusalattika- dassanattika  56  9 
善 主法 見所 斷因三 法 kusalattika - 

dassanenapahatabbahetuttika  56  9 
善 三 法 見所 斷因ニ 法 kusalattika- 

dassanenapahatabbahetuduka  55  414 
善 三 法 見所 斷ニ法 kusalattika- 

dassanenapahatabbaduka  55  412 

= ^三 法 色 界瞎ニ 法 kusaiattika-rQpavacara- 
duka  55  420 

善 三 法 邪 性 三 法 kusalattika-  micchattattika 
56 15 

善 三 法 積 集 趣 三 法 kusalattika- acayagamittika 
56 10 

善 三 法 取 群 二 法 kusalattika- 

upadanagocchakaduka   55  404 
善 三 法 修所斷 因 二 法 kusalattika- 

bhavanayapahatabbahetuduka  55  414 
善 三 法 修所斷 二 法 kusalattika - 

bhavanayapahatabbaduka  55  413 
善 三 法 受三法 kusalattika- vedanattika  56 1 
善 三 法 出 離 二 法 kusalattika- niyySnikaduka 

55  423 

善 三 法 順 染ニ法 kusalattika- sai'ikilesikaduka 
55  405 

善 三 法 所 識ニ法 kusalattika- 

kenacivinneyyaduka  55  386 

善 三 法 所 攝ニ法 kusalattika -pariyapannaduka 
55  421 

善 三 法 所 造 二 法 kusalattika -upadaduka  55  402 
善 三 法/ J 、三 法 kusalattika-parittattika  56 12 
善 三 法 小 所 緣三法 kusalattika- 

parittarammanattika  56 13 
善 三 法 'ふ 所 二 法 kusalattika- cetasikaduka  55 

399  • 
善 三 法 心 相 應等八 二 法 kusalattika- 

cittasampayuttadi-atthaduka  55  400 
善 ミ法心 二 法 kusalattika-cittaduka  55  398 
善 三 法 尋三法 kusalattika-vitakkattika  56  6 
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善 三 法 世間 二 法 kusalattika- lokiyaduka  55  384 
善 三 法 染已染 二 法 kusalattika- 

kilesasankilitthaduka  55  409 
善 三 法 染順染 二 法 kusalattika- 

kilesasa likilesikaduka  55  408 
善 三 法 染染相 應ニ法 kusalattika- 

kilesakilesasampayuttaduka  55  410 
善 三 法 染相應 二 法 kusalattika- 

kilesasampavuttaduka  55  408 
善 三 法 染ニ法 kusalattika- kilesaduka  55  404 
善 三 法 染不相 應順染 二 法 kusalattika- 

kilesavnppayuttasankilesikaduka  55  410 
善 三 法 道 所 緣三法 kusalattika - 

maggaramman  attika  5o 17 
善 三 法 內三法 kusalattika- a j jhattattika  56 19 
善 三 法 內所緣 三 法 kusalattika - 

ajjhattarammariattika  5o  20 
善 三 法 內ニ法 kusal  attika  -  a  j  jhattikaduka  55 

401 

善 三 法 非 因 有 因 二 法 kusalattika - 

nahetusahetukaduKa  oo  376 
塞 三法發 趣之釋 Kusalattikapatthanassa 

var.nana  50  414: 
善 三 法 無 fe 界繋ニ 法 kusalattika- 

arupavacaraduka  55  421 
善 三 法 欲 界鬆ニ 法 kusalattika- 

kamavacaraduka  55  418 
恙三法 劣 三 法 kusalattika-hinattika  56 14 
善 三 法 漏 有 漏 二 法 kusalattika - 

asavasasavaduka  55  392 
善 三 法 漏 相 應ニ法 kusalattika- 

asavasampavuttaduka  35  391 
善 三 法 漏 二 法 kusalattika-asavaduka  55  388 
善 三 法 漏 不相應 有 漏 二 法 kusalattika- 

asavavippa\-uttasasavaduka  55  o94 
善 三 法 漏 漏 相 應ニ法 kusalattika - 

asavasavasampayuttaduka  55  394 
善 三 法;?^  二 法 kusalattika - 

chaeocchakaduka  oo  o9d 
善士 ① sappurisa  (善知識， 善人， 正士， 眞人） 

11 上 373; 11 下 20*; 16 上 171，  172; 18 134*, 


314*,  380*;  47  366,  416。 〔五 利〕 19  63 ② 
Sappurisa  〔經〕 （一） （二）  21 131, 133 
善士經 Sappurisa- sutta 11 下 19° 
①善士 親近 ②善士 依 倚 sappurisa-samseva 
(善士 との 親近， 善士 との 交友， 善知識に 親近 
する こと） ① 16 下 227,  314,  324 ② 40  341*; 
41 130, 131 

善士施 sappurisa- dina  〔五 種〕 19  240  〔八 種〕 
21 132 

善士地 sappurisa-bhumi 14  362*; 17  93，  94 

①善士 との 親近 ②善士 に 親しむ こと ③善士 と 
の 交友 sappurisa-samseva  (善士 親近， 善士 
依 倚） 〔四 預流向 支の 一〕 （£  8  305 ② 18  428 
③ 8  361 

善士 との 同 住 santa-sannivasa 17 121， 122 
善士に 親近す sappurisupassaya  8  363 
〔善 士の五 利〕 19  63 

善 士の法 sappurisa-dhamma  (善士 法， 善人 
法， 善知識の 法， 眞 人の 法） 11 上 373 

善士の 法と 不善 士の法 satan  ca  dhammo 
asatan  ca  dhammo  〔極 遠〕 18  89;  〔58  38〕 

善士法 ®  sappurisa-dhamma  (善士 の 法， 善 
知識の 法， 善人 法， 眞 人の 法） 11 下 19*;  22 下 
182,  232  〔七 種〕 8  331 ② Sappurisa-dhamma 
〔經〕 22 下 182,  232 

善士品 Sappurisa-vagga 18  380 

善 枝 Vis^a  (昆舍 法） 〔拘樓 孫佛の 母〕 6  367 

善 思 ① kusala-cetana   50  96，  386，  485 ② 
kusala- sariikappa  (善 念 = 善尋） 〔三種〕 8  294 
③ sucintita 11 下 218 ④ atimuttaka ⑤ 
atimutta  (苣藤 龍 S， 阿提目 多迦， 阿 希 物 多） 
〔花〕 @35 125  ©60 110 

塞 思華髮 atimuttaka- mala  9  49 

塞 思惟 〔者〕 sucintka- cintin 17 167, 168 

① 善 時分 ② 善 侍 Suyima  (須夜 摩） 〔天〕 
① 28 102 ② 28 172 

恙色 kusala-rupa  58  89* 

善 宿 Sunakkhat は （善 星， 順那呵 多） 〔離 車 人〕 
6  220;  8  2*,  8*  〔神 通說と 世界 起原 說 とに 關 
する 佛の說 法な き 故に 佛敎を 去る〕 8  2* 

善 修行者 supatipanna 17  356 
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善 趣 sugati  (善 處， 善道） 2 10*,  20;  3  400; 
4  300;  6 124，  232;  7  372;  8  65， 117; 10  2， 
10; 11 下 64，  65,  220,  229,  230,  231,  277,  278, 
287*； 12 157,  159； 15  376*; 16 下 220; 17 
13，  42*, 46,  84*，  444; 18 150,  151; 20 142， 
143，  287,  288;  22 下 256，  263*;  23 19,  66, 
228,  259，  260,  312,  319;  25  77;  37  7,  8,123， 
340;  38  35， 150,  151，  160*,  210,  350,  360; 
43 158,  311； 47  47,  48，  58,  436,  437,  450; 
57  65；  59 上 124;  63  411°;  64  212*;  65(11)  35 

善受 kusala  vedana  57  54 

善 Bj^ ① kusala-rasi 16  h  364 ② Kusala-rasi 
〔經〕 16 上 363，  423 

善 住 suppatittha  〔樹〕 20 121, 122 

善 住靈廟 Supatittha- cetiya  3  64 

善潤澤 kusa ほ bhisanda    (善の 等 流） 16 下 
292*，  305* 

善 所作 〔者〕 suka は- kammak お in 17 167, 168 

善處 sugati  (善 趣， 善道） 7  48 

善 生 ① SujS は 〔沸〕 60 152 ② 〔比〕 13  412 
③ 〔塞， 預流 となる；] 16 下 241 @  〔婆〕 25 
388  ©  〔佛の 前生〕 32  4,  5,  8 ⑥ Suj さほ 〔尼〕 
25  361 ⑦ 〔給 孤獨の 嫁， 七 種 婦の說 話を受 く〕 
20  343*;  31 123 ⑧ 〔妃〕 31 338,  339 ⑨ 〔女〕 
30  202*  @  〔阿修羅 女〕 23 130 ⑪ Sujato 
〔經〕 13  411 

善 生 優陀夷 Sakulud さ yin  〔普 行者〕 11 上 1*,36* 

善 生優陀 夷小經 CQ}asakulud5yi-sutta 11 上 
36。 

善 生優陀 夷大經 Mahasakuludayi  sutta 11 上 1° 
善 生 居士 子 本 生物 語 Suj さ ta-jataka  (三 五 二） 

32  4° 
善 生者 sujata  20  91 

善 生 女 本 生物 語 Sujata- j さ taka  (二 六 九） 31 
123° 

善 生の 主 Sujampati    (スデ ヤーの 夫， 須闍の 
夫， 須禪鉢 帝， 舍脂鉢 底-帝 釋） 25 146 

善 生妃本 生物 語 Suj お a-jStaka  (三 〇 六） 31 
336° 

善 消化 力 gaham  (消化 力， 消化器， 消化 器官） 
11 下 227 


善 勝 UttarS  〔拘那 含佛の 母〕 6  368 

善心 kusala- citta  5  205,  349;  45 15;  49  20; 

58  220;  〔64  33°) 
香 心 所有者 kusalacitta-samangin  50 144, 145 
きし、 等 起の n 業 kusalacittena  samutthita 

vaci-Kamma  58  93 
善; 1> 等 起の 身 業 kusalacittena  samutthita 

kaya-kamma  58  89* 
善心 論 Kusalacit ね- katha  58  419° 
善 身 業 kusala-kayakamma 11 上 33 
①善尋 ②善尋 思 kusala- vitakka  (-善 思） 〔三 

種〕 ① 8  294 ② 23  334 
善 施 Sudatta  (須 達， 須達 多-給 孤 獨） 〔居士〕 

17  36;  20  228 

善 星 Sunakkhatta  (善 宿, 須那呵 多） 〔離 車 人〕 

9 110*; 11 上 328* 
善星經 Sunakkhatta- sutta 11 上 328° 

①  善逝② 善 逝 者 sugata  (完成 者） 〔如 來十號 
の 一〕 ① 1 2;  3  64;  6  75, 165,  166;  7  58;  9 
321,  464; 11 上 49; 18  258°;  62  401°* ② 11 
下 137 

善 逝の 指 sugatangula  3  517 

②  善 逝の 律 ② 善 逝の 調伏 sugata- vinaya ① 

18  258° ② 22 下 167*  ' 

善說 ① kusala- vada  43  45，  89 ② subhasita 
(善 語， 愛 言) 11 下 218; 12  326; 19  78,  337; 
24 162, 163  〔五 支 成就〕 19  337 ③ Subh お ita 
〔經〕 12  325 
善說經 Subh お ita- sut ね 24 161°, 164 
善說 〔者〕 subhasita-bhasin 17 167, 168 

善 說法者 ① bh さ!? aka  (誦出 者） 2 107 ② 
svakkhata-dliamma  20  333 

善 相 Pufiiialak—khapa  〔給 孤獨の 第一 夫人〕 31 
229 

善 相 應の捨 upekha  kusalanissita  9  332,  334* 

善 想 kusala-safifia  〔三種〕 8  294 

善 僧 加 kusala-saihgha  59 上 163  • 

善 脱 Sumuttika  〔尼〕 25  337 

善知識 ① kalygpamitta ほ （善 友， 善 友 ある こ 
と， 善 友 性， 善 友 相應） 23  254 ② sappurisa 
(善 士， 善人， 正士， 眞人） 14  4,  6,  24,  26, 
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66,69,  140,  142,  155, 162, 163, 180,  215  〔七 支 
具足〕 20  273,  274  〔必要なる こと〕 16 上 140, 
142 

善知識に 親近す る こと sappurisa- saihseva  (善 

士 親近， 善士 との 親近） 22 下 4，  5，  9， 10 
善知識の 法 sappurisa-dhamma  (善士 法， 善士 

の 法， 善人 法， 眞 人の 法） 14  4，  6，  24,  26，  66, 

69， 155,  162,  163，  180,  215 
善 知き Santusita  (知 足， 刪 ％ 率， 都 率） 〔天〕 

28 172 
善 智者 sumedha 13  420 
善时 Subahu  (善 臂) 〔比〕 25 121 
善 田 sukhetta  21 132 

善 と 不善 kusala  akusala 18  335,  338; [17  306, 
. 309,  318;  23  35〕 
善 到 者 sugata 15  391,  392° 
善 等 起の 色 kusalasamutthana-rupa  48 上 9* 
善 等 至 kusala-samapatti  51 92 
善燈 Suppama  (善 悦） 〔毘舍 浮 沸の 父〕 6  367 
善道 sugati  (善 趣， 善處） 7 197 
善 男子 ① kulsput ね （族 姓の 子， 良家の 子） 3 

17;  21 22 ② Kulaputta  〔經〕 （一 ） （二） 16 下 

330，  331 

善 男子 苦 Kulaputtena  dukkha  〔經〕 （一）- （三） 
14  280-281 

善人 ① kalySija  (善） 47  366,  417° ② bhadra 
28  447，  448 ③ sappurisa  (善 士， 善知識， 正 
士， 眞人） 11 下 249，  250,  315,  316;  25  287; 
36  53,  54，  55 ④ sadhu  (善， 善良） 4  304;  23 
182  ©seyya  30  69 

善人と 共に Sabbhi  〔經〕 12  24 

善人の 從ふ法 sadhunara- dhamma  (善人 法） 
38  510,  512 

善人の 法 satarh  dhammo  (善士 の 法） 36 174 
善人 法 ① sappurisa- dhamma  (善士 法， 香士 

の 法， 善知識の 法， 眞 人の 法） 11 下 249，  250, 

315,  316 ② S き dhunara- dhamma  (善人の 從ふ 

法） "38  513，  515 
善人 本 生物 語 Seyya- jStaka  (二八 二）  31 213°, 

323 

善 念 kusala-sarhkappa  (善 思 = 善尋） 11 上 35° 


善の 根本 kusala- mQla  (善根） 9  75,  76 
善の 思惟 kusala- saficetana  22 下 253*，  259 
善の 定相 bhaddaka-samadhi-nimitta  8  305 
善の 等 流 kusa ほ bhisanda  (善 潤澤 ）21 135,139 
善伴黨 kalyana-sampavanka  8  347 
善 伴侶 kalySpa- saMya  (善 朋） 8  347 
善 飯 居士    kalyapabhattika- gahapati 1 270*; 
4 120 

善臂 Sub^u  (善 时） 〔耶舍 の 友人， 比〕 3  33 
善 比丘 pesala  bhikkhu  2  6*,  237 
善美 pesala  (穩 和， 溫 和な り ， 溫和 者） 3  202， 
300 

善 不善 强 弱の 問 Kusalakusalanam 

balavabalava-panho  59 下 128 
善 不善 大小の 問 Kusalakusalanam 

mahantamahantabhava-panho  59 下 136 
善 不善の 應報ー 異の問 Kusa ほ kusala- 

samasama-panho  59 下 1^ 
善 不善 法 kusa ほ kusala- dhamma 16 上 249, 

303,  305 
〔善 • 不善 • 無 記の 緣 關係〕 50 14* 
〔善 • 不善 • 無 記の 生滅と 人〕 49  53,  82, 110 
善 不相應 の 心 kusalavippayutta-citta  49  53*, 

83*,  112* 
善 分 kusala-bMgiya 16 上 284,  285 
善 法 ① kusala-dhamma  3 184,  185;  4  288; 
6  317,  320，  323，  324; 16 上 1(39; 17 105； 19 
244*;  20 164*;  22 上 23*,  336,  337;  42 18°; 
43 166°,  341; 44 113，  152，  248;  45 1， 15- 
105，  263°,  349°；  46  298°;  47  228,255*;  48 上 
1*，  8*;  49  47*;  50  4*, 14*  -ル 他； 56 169*， 
346*;  58  53，  54;  59 上 25，  66° ② kalyana- 
dhamma  (善 法 者， 善 法 行者， 善行 者， 持 善 
法 者， 具 善 法 者， 法に 善き 者） 11 上 204; 11 
下 362; 17 114，  115; 18 161，  195,196,  392*, 
396 ③ kusala-bhagiya  dhamma  (善 分 法） 17 
16* ④ Sudhamma  〔天〕 24  522  ©  〔比， 下意 

頻磨行 はる〕 4  22* 
①善法 行者 ②善法 者 kaly 的 a- dhamma  (善 

法, 善行 者， 持 善 法 者， 具 善 法 者， 法に 善き 者） 
① 1 71， 222 ② 1 68, 119，  201； 47  366,  418。 
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盖法性 sudhamma ほ 7  215,  216,  218,  240; 18 
65，  66,  67；  22 上 29(3;  24  64, 170;  62  431 

〔善 法增 長の 十 因〕 22 下 16, 17 

〔善 法 損 減の 十 因〕 22 下 15, 17， 19，  20 

〔善 法と 善根の 關係〕 48 上 1， 8 

①善法 堂 ②善法 講堂 ③善 法會堂 @ 善 法 殿 
⑤善 法樓閣 Sudhamma- sabha ① 7  214*, 
231,  232,  237,  305; 17  231; 24  537;  34  329, 
390;  36  64;  37 112;  38  84,  453;  39  7, 174 
② 11 上 105,  106;  34  387 ③ 38  72, 106,132, 
134 ④ 10  83  ©25  316 

①善 法に 厭 足せざる こと ②善 法に 於て 喜 足せ 
ざる ③ 善 法に 於て 不富足 asantutthi ほ 
kusalesu  dhammesu ① 17  75 ② 8  293 ③ 
17 154;  45 14，  343° 

①善 法に 於て 喜 足せざる と 精勤に 於て 遮 止せ ざ 
ると ②善 法に 於て 不喜 足と 精勤に 於て 不遮 
止と asantutthita  ca  kusalesu  dhammesu 

appativanita  ca  padhanasmim ① 8  293 ② 17 

154;  45 14，  343。 
善 法の 具足 kusalanaih  dhammanam 

upasampada 11 上 281 
善 法の 增長 vuddhi  kusalesu  dhammesu 16 上 

424,  426 

善 法の 初 adi  kusalanam  dhammanam  (=戒 

具足） 16 上 360，  390，  424,  425 
善 法の 欲 kusaladhammacchanda  20  214 
善 法への 不 放逸 appamado  kusalesu 

dhammesu  23  261 
善 法 本 生物 語 Kalyanadhamma-jataka  ( 一- 1 

— ) 30 101° 
善 法 fSj    Kalyanadhamma-vagga  30 101° 
善朋 kalyapa- saMya  (善 伴侶） 12 147* 
善 凡夫 puthujjana-kalyanaka  5  3;  43  93, 130; 

44  285；  62  29,  83,  86 
善 凡夫"^    puthujjana-kalyanika  5  92 
善務者 subbata  (有 德， 善行 者 = 漏盡 者） 24 

34,  79；  62 140, 148 
善 友 ① kalySpa- mitta  (善き 朋友） 4 12;  8 

347,  360;  9  67,  70，  73; 10  291; 12 147*; 19 

203;  20 188;  21 208,  215;  22 上 2*,  9, 11， 


239,  242,  328;  22 下 17， 18,  313,  316,  320; 
23  29；  24 125；  36  252;  37  339；  38  372,  384, 
406;  47  363，  392°;  62  39, 183，  196,  198°, 
232,  243  〔四 種〕 24  95;  〔8  248〕 ② kaly 的 a - 
mittata  (善 友 あ る こと， 善 友た る こと， 善 友 
性， 善 友 相應， 善知識） 8  291； 17 19，  22，  24, 
25, 131; 20  44， 190,  191,  271,  272,  273;  22 下 
32;  45 12,  335° ③ kusala- pakkhika 16 上 
284，  285 ④ Kalyapamitta ほ 〔經〕 （一） （二） 
16 上 189-192，  196-198,  202-204    ©  Sabba- 
mitta  (一切 友） 〔迦 葉佛の 侍者〕 6  367 ⑥ 
Sumitta  〔人〕 27  466 ⑦ Sumit ほ 〔耶 钆， 陀羅 
妃の 前生〕 27  473,  479 
①善友 ある こと ② 善 友た る こと ③ 善 友 性 ④ 
善 友相應 kalyanamittata   (善 友， 善知識） 
① 16 上 189，  193，  196,  199,  202,  204,  266, 
298,  300 ② 62  213 ③ 20  225;  47  392°  @  21 
206°,  213,  278,  279，  281 
善 友 等 品 Kalyanamittadi-vagga 17 19 
〔善 友に 交るべし〕 12  24，  96 
善 浴 庵 Sunha は 60  259 
善來 ehi  (來れ ）1 37;  2  342;  〔3  22,23,32,35, 

36,43,60,61,77] 
善 利 ① attha  (利， 義， 勝義） 7  255 ② 

suladdha 15  201, 202 
善 利 を告 ぐる 友 atthakkhayi-mitta  8  248,249 
善良 ① sadhu  (善， 善人） 22 下 172，  222 ② 

Sadhu  〔經〕 22 下 172,  222 
善良の 卽慧者 kalyana  patibhana 16 上 100 
善良 品 S§dhu- vagga  22 下 172，  179，  222,  229 
善 論 Kusala-katha  58  374° 
善 腕 Subahu  〔虎〕 32  65 
〔善 を爲 すべし〕 65(111) 11 
漸現觀 anupubbabhisamaya  57  280* 
〔漸現 觀と頓 現觀〕 40  415*；  57 142,  279 
漸現觀 論 Anupubbabhisamaya- katM  57  279° 
〔漸 修， 漸 現觀〕 10  305  • 
漸漸學 anupubba-sikkha 10  305 
漸漸; F    anupubba-kiriya 10  j05 
漸 漸實践 anupubba-patipada 10  305 
漸損 sallekha    (損 減， 削減， 制 邪， 制欲， 淸 
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淨， 儉約， 嚴肅） 3  81; 4  2，  301*;  40 171 
漸 損の 義の智 sallekattJie  nanam  40  3, 170° 
禪 jhSna  (靜 慮， 禪定， 禪那） 3 165;  62  295° 
禪緣 jhana- paccaya  (靜 慮綠） 〔二十 四緣の 一；] 

64 180,  189°;  65  (II)  71 
禪觀察 jhana-paccavekkhana  62  272 

jhanabhisamaya  57 142 
觯支 jhSiiaiiga  (靜慮 支） 64 189,  190,  416*; 

65(11)  8，  64  〔七 種〕 65(11)  64 
禪思 patisallina  (宴 坐せ る， 靜處， 獨居） 12 

234 

禪思 三昧 patisal ほ na   (宴 坐， 宴默， 獨坐， 獨 

想， 獨居， 寂 想） 8  67,  68 
禪思者 jhSyin   (修定 者， 修禪 者， 禪定 者， 專 

念せ る 者， 靜慮 者， 坐禪 者） 10  76，  77， 160; 

13  234 
禪 思す jh さ yati  9  215 
〔禪 師と說 法師〕 20 103 
禪捨 jh さ nupekkh さ 62  317*，  319° 
禪定 ① jhana  (禪， 靜慮， 禪那） 9  373，  378; 

12  87,  88;  36  59;  46  368* ② ekatta  (— 性， 

獨ー， 獨住， 離) 12  82,  83 
〔禪 定〕 （成 道 直後 ） 3 1*，  4，  5,  6，  7;  23  85*  (般涅 

-樂 時） 7 144,145; 12  267 
〔禪 定時の 三相の 思惟〕 17  421 
禪定者 jhSyin  (禪思 者， 修禪 者， 修定 者， 専念 

せる 者， 靜慮 者， 坐禪 者） 11 上 367，  368;  24 

380;  32  312,  329;  44 10 
〔禪 定修習 法〕 46  346°;  62 183-63  295 
禪定 淸淨本 生物 語 JhSnasodhana- jStaka  (—三 

四） 29  419° 
禪 定相應 Jhana  samyutta 14  429°,  456 
禪定中 問 jMnantarika  (中間 棒） 58  352* 
〔禪定 中間 あり〕 58  352 
禪定 中間 論 Jhanan ね rika- kathS  58  352。 


禪定と 智慧 jMna  panna  (禪 と慧） 23  75 
〔禪定 と 刺〕 57  266;  58  356,  357 
〔禪定 と 八十 九 心〕 46  377 
〔禪定 （欲 界' 色 界* 無 漏） と 凡夫 有學 無學〕 40 
102 

〔禪定 の 種種〕 43 183;  44  253;  62 173* 
禪定の 話 samSdhi- kathS  (定論） 23 141 
禪定の 愉悦 jhSna-ki!a  (禪定 の樂） 38  69 
禪 定の樂 ① jh5na-ki!a  (禪定 の 愉悦） 31 3， 

145，  355,  379,  411,  473;  〔38  69〕 ② jhSna - 

rati  41 224 ③ jhana- sukha  (禪 定樂） 30  87, 

235，  243*;  33  208;  36 130 
禪定 比丘 jh さ yi  bhikkhu  4 118 
禪定分 SO    Jhana-vibhaiiga  46  346° 
禪 定法 kammattMna  (業 處， 修行の 具， 觀念 

修行） 28  415 
〔禪定 よ り 禪定に 入る〕 58  347 
禪定樂 jMna- sukha  (禪定 の樂） 28  461,462, 

478;  29  69,  85, 141,  162,  198,  237，  333 
〔禪 定論〕 58 191，  347,  352,  356 
禪相應 jhana- sampayutta  46  377* 
禪と慧 jhana  panna  (禪定 と 智惹） 62  5 
禪と遍 との 跳 過 jh§nakasmukkandka  63  302 
禪榻 mafica  (床， 臥床， 臥牀， 寢臺） 11 下 209, 

210，  220 
禪頭 Jenti  〔尼〕 25  337 
禪堂 jh さ nagira  31 90,  91; 35 174 
禪那 jhana  (禪， 禪定， 靜慮） 1 151，  154°;  2 

40°;  35 175 
禪の逆 jhana-patiloma  63  302 
禪の順 jhananuloma  63  301 
禪の 順逆 jhananulomapatiloma  63  302 
禪の跳 過 jhanukkantika  63  302 
禪を 最後と する 〔出入 息〕 j お na- carimaka  63 
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ソー バー ソ 


ソ一 カン チヤ ク ディ ャ Sokaficakudiya ① 〔ダ 

ミラ 人〕 61 361 ② 〔地-な〕 61 362 
ソ一 ガン ディ 力 Sogandhika  (]^mm  〔地 狱〕 

12  259;  24  250 
ソー ターパ ッ ティ so ほ patti   (KUM. 須陀？ S 

m)  4 144 
ソ一 タ一 ノぐッ ティ • サン ュッ タ SotSpatti - 

samyutta  (ffi 流扪 應） 16 下 220° 
ソ— ター パンナ so ほ panna  (fW 流 あ 須陀 消-) 

2 14 

ソ ッ テ ィ 力 Sotthika  (古瑞 A) ひ' ム舍浮 沸の 信 
-.1:3  41 337 

ソッテ イセ一 ナ Sotthisena ① 〔王〕 61 18° ② 

祥'' 「(） 〔王子〕 35  375 
ソッ ティ デャ Sotthija         生） 〔拘那 含牟尼 

佛の侍 A〕  28  90;  41 345 
ソ ッ ティ ャ Sotthiya ① 〔fi^  。長者〕 28  202 ② 

(-,7 祥） 〔人〕 28 150 
ソッ ティ ャ 一カラ SotthiySkara   (幸福の 源） 

m:^}  61 3 

ソッ ティ ヴ ティー Sotthivati  〔|i リ〕 33  53 

ソ ッ バ Sobbha  〔精^^〕  61 121 

ソ 一トゥン バラ一 SotumbarS  〔河〕 39  329 

ソーナ ① soija  (守 邶， nmM  - な樓那 二十 

m,  二十 fiSfl:) 〔比〕 3  323*;  20 128；  25  232; 
26 171； 62  257 ② （fi 樓那， 蘇 那=ソ 一ナク 
ティ カンナ， に 1機 那億丄 T) 〔比〕 3  344*;  25 
187 ③ 〔比， ポー ティ リャの 子〕 25 156  (D 
(须那 ） 〔比， 阿育 王 時代の 迫師〕 60  59,230, 
233©  (扶 遊） 〔比， 1も舍浮佛の第ー^^;子〕 6 
365;  28  89;  41 336  ®  (須: ff，  «W 那） 〔居士 
子〕 14  75； 15 184 ⑦ 〔'關 《東 如 の 信士〕  41 
255 ⑧ 〔'？ ！者， 佛の 前生〕 41 409,  420 ⑨ （= 
マ ハー リ ーナ 戰士）  60  302,  317 ⑩ 〔大臣〕 61 
1 ⑩ 〔從 fi -〕  60  413 ⑬ m)  41 324  ®sona 
〔樹〕 28  76 

ソ―ナ 一 Sop れ!)  （fel; 那） 〔尼， fit 進 第一〕 17 
36;  25  353;  27  458;  28  73 ② 〔ス マナ 佛の上 
足 尼〕 41 264 ③ 〔セィ ロンの 尼〕 60 127 ④ 
(尊 那） 〔夷〕 21 316  ©  〔燃 燈佛の 信女〕 41 
249 


ソー ナカ Sonaka ① （須 那迦， miM'], 蘇那 リ） 
〔相承 比丘〕 5  4，  81; 60  28，  38, 183;  65(1) 
42,  79 ② （須那 j^O) 〔行者， 辟〕 36  219*,  225* 
ソ一 ナカ 'デ ヤー タカ Sonaka- jataka  (须 那迦 

辟 支佛本 生物 語） （五 二 九） 36  219° 
'ノー  ナ カーヤ ナ SopakSyana  〔f お] £〕 18 107 
ソーナ ギリ Sopagiri  〔地名〕 60  380 
①ソ ーナク ティ カンナ ②ソ一 ナコー ティ カン 
ナ Soija— Kut:ikai;ii;ia,  Sona-Kotikanna  (—は 樓 

mim, 蘇 那仉胝 IT)  m, 比〕 ① 3  343  〔善 

語 第一〕 17  34;  25 187 ② 23 176 

①ソ一 ナコー ティ ヰ一 サ ②ソ一 ナ コーリ ヰ 一 
サ Soija  Kotivisa,  Sona-Kolivisa  (.^IS-^fll. 

胝頻, 没， は樓那 二十 億， 二十 億 IQ  〔長者 子， 
比〕 ① 26  501 ② 3  317; 17  34;  25  234 
ソーナ ダン ダ Soijadai;u?a  (種 徳） 〔婆〕 6 165; 
62  408 

ソ一ナ ダン ダ' スッタ Soi.iadaijda-sutta  (種德 
經） 6 165° 

ソ一 ナディ ンナ So ひ adinna   〔天神〕 38 109, 
110, 111 

ソ一 ナディ ンナ一 Sonadinna ① 〔i^， 死後 生 
天〕 24  467 ② 〔女〕 24  460,  509 

ソーナ テ" ィ ンナ 一女 天宮 Sonadinna-vimana 
24  466 

ソ —ナ. ナンダ • デ ヤー タカ Sona- Nanda- 

jataka  (敷 那熥 pii 仙 本 生物 語） （五三 二）  36 
350° 

ソ一 ヌッ タラ Soijuttara ① 〔比， ド ゥ クタ ガー 
マニー 王 時代〕 60  352，  353，  355 ② 〔婆〕 59 
上 17， 18 ③ 〔獵 師〕 35  287,  296*,  312;  59 下 
14  @  (須體 多羅） 〔人〕 65(1)  87 
ソーバ Sobha  (淸 淨， 彩） 〔王〕 6  368;  41 344 
ソ一 パー 力 Sop^ca  〔比， 七歲 にして 出家し 漏 
m  25 116,  206，  207;  26 117;  62  223  〔ラゃ險 
經〕 26 116 

ソ ーバナ Sobhaoa ① 〔精 舍〕 26  72，  73 ② （厳 

飾） 〔城〕 27 185;  41 307  、 
ソー バナー Sobha^a  〔尼〕 60 125 
ソ一 バラ Sobara  〔村〕 61 251 
ソ一 バヴ ティ 一 Sobhavati  (有 彩） 〔都〕 28  90; 


(  537  ) 


ソ一 ソ一 バ， 阻， 素， 祖 


41 344 

① ソー バンデ ャナ 1 ソ一 パン ヂャ ナカ 
sobhanjana,  sobhanianaka   〔樹〕 ① 26  42;  7 
37 149 ② 32 14;  39  406 

ソ ービタ Sobhi は iX( 所 照， 蘇昆 多， 輸昆 多） 
〔佛〕 27 187;  28  63，  74°,  92;  41 270,  358; 
60 152 ② 〔辟〕 11 下 72 ③ （fe ラ昆 多， 輸 昆陀） 
〔比〕 1 182; 17  35;  25 151; 26  281 ④ （所 
〔ピャ ダッ シー佛 の 侍者〕 28  81; 41 304 ⑤ 
(輸昆 多） 〔婆， 娑竭陀 比丘の 前生〕 26 150 ⑥ 
(所 照） 〔都〕 28  82  ®  (fi^ 昆多， 衆寶 莊嚴） 
〔山〕 27  45 

ソ— マ ① soma  (蘇 摩， 神酒） 〔酒〕 34  413 ② 
Soma  CWf} 〔神， 天〕 6  347;  7  286;  8  279； 
38  306;  39  485，  494;  58  393 ③ （蘇 摩） 〔王， 
月 種 王統の 祖〕 35  275;  61 184， 191 ④ （月） 
〔王子， 佛の 前生〕 36 104 ⑤ 〔精 舍〕 60  377 

ソ一 マー Soma ① （蘇 摩） 〔尼〕 12  220;  25 
345 ② 〔セ イロ ンの 尼〕 60 125 ③ （S^) 〔夷〕 
21 316 ④ （月） 〔女〕 11 上 167 

ソーマ 祭 ① soma- ySga  33  378 ②〜 次 項 

① ソーマ 祭 (E ソ ーマ祠 vajapeyya,  vacapeyya 
(蘇 摩の 祭） ① 24 112 ② 21 3 

ソー マ' ダッタ Somadatta ① 〔婆羅門 子， 佛の 
前生〕 30  280*;  38  239,  240,  244*,  252,  253， 
264* ② 〔王 弟〕 36 116，  117, 128 ③ （蘇 摩 達 
多） 〔象〕 32  382 

ソー マタ" ッ タ 'デ ヤー タカ Somadatta  -  jStaka 

①  （ソー マ ダッタ 婆羅門 子 本 生物 語) （二 一一 ） 
30  278° ② （蘇 摩 達 多 象 本 生物 語） （四 一 〇） 
32  381° 

ソーマ ダッタ 婆羅門 子 本 生物 語 Somadatta- 

jataka  (二 —— ） 30  278° 
ソ一 マ 大祭 va jape\y a  mahayanna  59 下 45* 
ソーマ デーヮ Somadeva ① 〔傳 。轉輪 王〕 26 

296 ② （月 天） 〔拘那 含 牟尼佛 の 信士〕  41 345 
ソー マデ一 ヰ' 一 Somadevi  〔王妃〕 60  374,377 
リー マナー タ SomanStha  〔園〕 61 405 
ソー マナ ッサ Somanassa ① 〔王子， 佛の 前生〕 

28  96;  35 134,  136,  144;  37  455；  41 403,420 

②  〔道場〕 60  256 


ソーマ ナツ サ 王子 本 生物 語， ソー マナ ッサ 'ヂャ 
—タカ Somanassa- jStaka  (五 〇 五） 35 132° 

ソ一 マナ ッサの 所行 bomanassa - cariya  〔經〕 
41 403° 

ソー マナ デ一ヴ Somanadeva  〔人〕 60 126 
ソ一 マミ ッタ Somamitta  〔比〕 25 148 
ソ一 マヤ ーガ Somayaga  〔仙〕 38  78 
ソ一 マ一 ラ Somara-patta  62  216;  64  215 
ソー マルツ 力 somarukkha  〔樹〕 39  391 
ソ一 マヴ ティー Somavati  〔池〕 61 409 
ソーラ Sora  〔王 臣〕 61 373 
ソー ラタ Sorata  〔辟〕 11 下 71 
ソ 一ラン ダッコ ッタ Sorandakkotta  〔地名〕 
61 378 

ソー レイヤ Soreyya  〔長者〕 64  454 
ソーレ ツヤ Soreyya  (須 離） 〔酊〕 1 17;  4  447 
ソ 一レー ャ Soreyya  (須離 人） 60 169 
ソ一 ヴンナ キン カニャ ；x)vai?Qaki^ikhamya 

〔比丘の 譬喩 經〕 27 137 
ソー ヴンナ クン タ リ 力 Sovaijpakuntalika  〔比 

丘の 譬險 經〕 27 139 
ソ— ヰ— ラ Sovira  (蘇 尾囉） 〔國〕 7  249;  24 

551，  555，  557;  33  77；  59 下 248 
ソ一 斗 * 一  ラ • ヂ 'ャ 一 タカ Sovira- jataka  ( = ァ 一 

ディ ッ タ' デャ一 タカ） 35  47 
ソ— ンナ— バ Sopijabha  〔傳 。轉輪 王〕 26  314 
阻害 智 paripanthe  nanam  〔八 種〕 40  265 
素因 vatthu  (所 依， 基） 25 129 
素馨 ① campaka  (瞻 匐， 瞻波， キン コゥ ポク） 

〔樹， 花〕 64 149 ② yathika=yothika  (瑜底 

迦） 〔花， 植〕 26  316，  345;  27 105 ③ vassika 

(婆 尸 ^3， 婆師， 夏 生花） 〔花〕 59 上 377;  59 下 

73 ④ sumana  (須 摩那） 〔花〕 26  493,  494; 

39  74;  63  41, 391 
素馨 供養 jStipQjan き 26  264 
素 聲の扇 sumana-vijani  27 186 
祖師 tittha-kira  (派 祖， 宗祖， 外道 主， 外道 

師， 一派の 開祖， 救濟 者， 敎祖） 9  350 
祖神 pitara  24 114 

祖先 pubba- peta  (先 亡者， 亡靈， 餓鬼， 先靈） 
11 h  246* 


(538) 


祖， 粗， 梳， 粗， 訴， 詛， 酥， 龐 （610— ソ 


祖先 供養 aAkaia  yafifia  6  211, 212 

祖先 論 pubbapeta  kathS  (先 亡 論， 先靈 論， 亡 

靈論， 死者の 話， 靈魂 論） 〔無用 論の 一〕 11 上 

1, 28,  36 
龃父 pi ほ maha  32  4，  5，  7 
祖母 ① ayyaka 12 161, 162  (2)  Ayyaka  〔經〕 

12 161 

租稅 bali  (洪 キ》， 獻供， 供養， 牲） 34  45 

梳 髮障礙 koccha- palibodha  59 上 22 

粗惡語 pharusa 〔- vSc さ〕 （鹿惡 語， 鼸語， 粗 語， 

粗暴の 言， 惡ロ）  36  48，  49 
粗 衣 saiu!a- civara 10  352,  355 
粗 語 pharus え- V さ ca  (粗惡 語， 粗暴の 言， 鹿惡 

語， 鱺語， 惡ロ）  8  226° 
粗 語 者 pharus さ- V お a    (巔惡 語 者， 騸語 者， 惡 

口 者） 13  245 
粗皮 Kham:- loma〕 （法 羅， 粗 毛） 〔夜叉〕 24 

100 

粗服 者 lukhacivara  dhara  9  45,  46 

粗暴 pharusa  (翳 惡， 鹿 暴， 麁游， 無 慈） 6 135; 

11 下 382; 15  99 
粗暴 者 S さ hasika  (暴力 者） 8  242 
粗暴の 言 pharusS- v5cS  (翁 悪き き， 矗語, 粗 語， 

惡ロ）  23  37 
粗 麻絲 bhaiigalsuttaj  (麻布， 貯衣， 大 麻絲， 

大麻 布） 1 433 
①粗 麻絲 ②粗 麻布 sSr.a  (麻， 麻衣， 麻布， 大 

麻絲， 大麻の 粗布， 沙尼， 莎衣） ① 2  485 ② 

5  297 

粗 毛 Kharaloma  (粗皮， 法羅） 〔夜叉〕 62  408 
粗 毛の 欽婆羅 衣 khara-kambala 1 128 
訴訟 ① atta  (裁判） 5  93  (2)  ussaya-vadika  = 
usuyya  vadika  2  361 ③ bhandana  (議論， 
口論， 確執， 訟， 諍 事， 鬪爭， 鬪諍） 3  589*, 
593*,  605;  4 130,  134*,  256,  369,  388;  22 上 
311， 326  @  Bhandana  [經〕 22 上 326 
訴訟す bhandana  karaka  3  308;  4 1 
訴訟!: 匕 丘 尼 ussayavadika  bhikkhuni  5 122 
詛誓 sapatha  (uij 詛， njj 詛の 誓， 誓， 宣誓） 25 
50 

m ① sappi  (蘇 油， 醍醐， 醍醐味， 熟酥） 1 78， 


101，  403;  2 140°, 145, 162, 557*. 558°;  3  477, 

484，  485;  4  270,  327;  5 120;  6  208，  209；  8 

88; 16 下 260; 18  362;  24 110;  47  444 ② 

nonita  =  navamta  (生 酥， ^， 熟酥， 牛酪， 乳 

酥） 11 下 173， 177 
麻 色 精 sappivanna  [sukkaj 1 189 
麻 精 sappi- map4a  22 下 93 
酥酸醐 ghata- map.da  27  224 
酥瓶 sappi  kumbha 16 下 259 
〔酥ゃ 油の 燃 ゆる？? 喩〕 7 157;  20  357;  23  236, 

237;  25  9,  30 
①酥油 ②酥と 油 sappi  -tela ① 10  93 ② 18 

362;  47  444 
巔 olarika  3  25  ' 
鼸惡 ① kakkha}a  (堅固） 2  349 ② dutthulla 

(麁 重， 鱺語， 汚行） 2  210 ③ pharusa  (粗暴， 

麁暴， 巔游， 無 慈） 8  315 
①巔惡 語 ②麁惡 語 du は hul ほ- vSca ① 1 214*， 

215,  323*;  2  35 ② 5  8，  54 
① 鼸悪語 ② 囊惡の 語 ③ 麁惡語 pharus さ- V さ 

(惡 口， 鱺語， 粗惡 語， 粗 語， 粗暴の 言） ① 

8  310;  9  322,465； 10  6,  95; 11 上 115*; 11 下 

14°; 16 下 407; 17  493; 18  364,  444 ② 12 

280  (3)8  349；  22 下 123, 192 
蠹惡語 Pharusarii 「經〕 16 下 407 
巔惡語 者 pharusS-vSca  (惡ロ 者， 巔語 者， 粗 語 

者） 9  65,  69,  72; 10  4°,  43,  44; 11 下 36°， 

286*； 18  384;  47  416,  417 
① 議惡 語の 離 ② B 惡語を 離る る こと pharusa- 

vacaya  veramani  (離 麕惡 語） ① 16 下 238 ② 

18  444 

蠹衣 lakha  civara  (破 衣， 粗服） 3 194; 11 上 9 

麁行 olarika  sankhara  4o 12 

鼴 顯衆會 uttana  parisa 11 107° 

囊語 ① dutthulla  (齷 悪， 麁惡 語） 2 154 ② 
pharusa-vaca  (巔惡 語， 惡ロ， 粗惡 語， 粗暴の 
言） 8  87,  88，  89,  91  • 

〔矗 語戒〕 （= 第三 僧殘） 1 213° 

鏖語者 pharusa-v^a  (囊惡 語 者， 惡ロ者 3  6 
203 

巔語 する mukhara  (饒舌， 擾騷， ロ數 多く） 


(539) 


ソー矗 （麁 ）， 塑， 鼠， 蔬， 蘇 


17 107 

(X) 鏖罪 ② 鹿 罪 dutthul ほ apatti  (議 重犯） ① 
2  49°,  201*;  4 137，  313 ② 3  613;  5  23，  36, 
61, 68, 196，  250,  276,  354;  22 上 312 

虔色 o}^ika  rupa  46  3;  65  (II)  54;  〔45  210, 
226〕 

^§    olarika  vedana  46  5 

麕醜 Kikha  (貧據 行， 貧穢 行者） 3  97，  353， 

354，  483 
鏖住 olarika  vihara 13  407 
翁 重 dutthulla  (囊 惡， 汚行） 11 下 189,  202* 
塵 重の 過 thula-vajja  4 135* 
麕 重犯 du は hul ほ apatti  (囊 罪， 麁罪） 17  29, 

30， 141 

邐港 ① pharusa  (議 惡， 麁暴） 18 199* ② 
pharusaka = pharusaka  (頓 留沙， 三色 花) 〔果〕 
43 180 ③ PhSrusaka  (波 霎沙 i^) 〔林〕 63  405 

<D 囊瞋恚 ② 麁瞋恚 o}arika  byapada ① 57 
113,  115*，  143，  144,  155,  177,282,354,375*, 
380 ② 58  345 

olarika  sanna  46  9 

麁布 theraka  vattha  7  405,  406 

麁暴 pharusa   (粗暴， 囊惡， 謹雜， 無 慈） 4 
. 371*;  22 上 316 

<X) 鏖欲貪 ② 麁欲貪 o}irika  kamaraga  (I)  57 
113,  115*，  143，  144，  155,  177,282,354,375*, 
380 ② 58  345 

塑料 pottha  26  400 

嵐嚙 〔布〕 undura  khayita  62 124, 125 

嵐嚙布 判断 mQsikacchinna  (鼠の 咬 所の 占 ひ） 

嵐 明 musika  vijja  6 11， 101 

嵐喻人 musikapama  puggala    (鼠に 喻 ふべき 

補 待 伽羅） 〔四 種〕 47  366,  422 
蔬菜 haril;aka- pa^pika  4  397 
蘇 子 bhadda-muttaka  〔香料〕 3  356,  359 
蘇 質怛邏 波吒羅 cit ね pStali  (灰 彩色 華， チ卜ラ 

パー々 リー） 〔樹〕 16 下 71 
〔蘇 質 怛邏波 托 羅樹の 譬喩〕 16 下 71 
蘇 息 assasa  (安息， 慰安） 3  414 
蘇 息 法 ass§saniya- dhamma  〔四 種-四 證淨〕 


16 下 321 
蘇 aip 怛 嚼 Sucitti  〔阿修羅〕 7  285 
蘇那拘 Sonaka  (須 那拘， 須那 〔相承 比丘〕 

60  38，  39，  40;  65  (I)  42,  43 
蘇 那俱胝 耳 Soija-Kotikai:ma  (首 樓那億 耳） 〔^ 

旃延 にっきて 出家し 後に 沸に 會ふ〕 23 176 
蘇那 長老 品 Sonatherassa  vagga  〔 自 說經〕 23 

160°, 183 

蘇波羅 Supp お a=Supp お aka  (旨 波羅〜 次 項 ）6 

〔國， 港〕 42  234;  43  248 
蘇 波羅哥 Supparaka=Supp お a  (蘇 波羅， 首 波 

羅） 〔港〕 23  93;  60  203 
蘇 波 羅哥人 Supparika  27  92 
蘇 婆頭樓 Subhadda  〔塞〕 7  56,  57 
蘇卑 Suppiy さ （須 显耶） 〔夷， 自己の 髀肉 を 割 

きて 病 比丘に 與ふ， 翌日 その 傷 は 癒 ゆ〕 3  381* 
蘇尾囉 Sovira  〔國〕 7  249 
蘇昆多 Sobhita  (所 照， 輸毘 多） 〔佛〕 60 152 
蘇寐 SS}ha  (沙 蘭， 娑羅） 〔第二 結集 比丘〕 

65(1)  46 

蘇芳 pa ほ sa  (波羅 奢， 蔟 葉樹） 〔樹〕 32  93* 
蘇芳 樹本 生物 語 Pa ほ sa-jStaka  (三 七：:） 32 
93° 

蘇擎 ① soma  (神酒， 酒） 34  413 ② Soma 
〔神， 天〕 6  347;  7  286;  38  306；  39  485,494; 
58  393 ③ 〔王〕 35  275  ©Soma  〔尼〕 12  220, 
221; 25  345 ⑤ 〔夷〕 21 316 ⑥ 〔經〕 12  220 
達 多 Somadatta  〔象〕 32  382 

» 達 多 象 本 生物 語 Somada«a-j き taka  (ra — 
〇） 32  381° 

蘇摩那 Sumana  (須 擎那） 〔比， 未 得の 正智を 
語る〕 20 108,109 

蘇 摩の 祭 vSjapeyya  (ソ一 マ？^, ソ一 マ祠 ）2 
285 

蘇 油 ① ghata  (熟 穌） 24  548;  25  9,  30,  53; 
32  7， 104，  385 ② sappi  (醉， 股醐， 酸 翻 味， 熟 
酥） 17  459;  26  315，  361 ③ Ghata  〔王〕 32 
26，  28 

蘇 油 王子 本 生物 語 Gha ほ ja は ka  (三 五 五） 32 
25° 

〔蘇 油の 火の 譬險〕 7 157;  20  357;  23  236,  237; 
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蘇， 爪， 早， 抓， Ht, 宗， -p, 扪 一 ソゥ 


25  9，  30 

蘇剌托 Surattha  〔國〕 42  234;  43  249 

① 蘇利耶 ② 蘇梨耶 Suriya  (日 天） ① 37 107， 

113,  117,  118，  119，  122, 154 ② 38  306 
蘇梨耶 ① Suriya   〔王子， 舎利 弗の 前生〕 38 

154,  160，  179*,  189*,  204*,  214 ②〜 蘇利耶 
爪 頂 ① nakha- sikha  C 爪 頭， 爪先） 14  231; 

16 下 395,  402,403,413,414 ② Nakhasikhaih 

〔經〕 14  230; 16 下 395 
〔爪 頂の 塵と 大地との e 喻〕 13  200，  390; 16 下 

395,  402,  403 
爪 刀 nakhacchedana 15  267,  268 
爪 頭 ① nakha  sikha  (爪 頂， 爪先） 13  389,  390 

② Nakhasikham  〔經〕 13  389 
早急 者 taramSna 11 下 327 
早朝の 水浴 P さ tho  sinana 15 189 
抓 傷 rakhasS  42 17,  24,  67,381; 43 165,178， 

237,  336，  340;  44  23,  95，  372,  416 
壯士    balava  puriso  (力士）  7  254 

① 壯年' 歸 ② 壯 年の 僑 逸 yobbana- mada ① 17 
236，  237 ② 17  235 

宗親護 女 fiSti- rakkhi ほ （親戚の 護る 女， 親族 

に 護ら れ 〔たる 女〕） 1 235* 
爭 ① viggaha  (爭 論， 諍， 諍爭， 喧嘩， 異執， 

論議， 論難, 鬪諍） 3  302; 10  335 ② sSrambha 

(激情' 性急， 怒， 瞋恚， 有難 處， 僑慢） 47  61, 

66。 

爭鬪 kalaha  〔諠 譁， 異論， 諍， 諍，， 諍訟， 
諍 論， 鬪' 鬪爭， 鬪諍， 不和， 紛爭， 紛亂） 
24  334;  43 1. 2,  8,  61, 77, 79, 83*, 218, 238, 388 

爭論 ① tuvamtuva  (相違， 相違 語， 抗爭） 7 
7* ② parappav さ da  C 巧 論， 外道， 外道の 邪 
說， 論爭， 議論) 7  73*,  83* ③ viggaha  (諍 
爭' 喧嘩' 異執， 諍， 論議， 論難，，） 3  589*, 
605;  4  369;  22 上 76 ④ vipphandita  (偏 兒， 
紛爭） 9  405  ^vivada  (諍， 口論， 異論， 諍 
論' 論' 論，' 論 諍， 鬪諍， 競， 紛議， 紛諍） 
4  256;  8  378 

爭論諍 事 viv さ dadhikarana  ( 口論 諍，， 論 諍 事， 

論 事， 諍 論 諍 事， 言 事） 〔四 諍-事の 一:] 2 199, 
385，  487 


爭 論す vivada  karaka  (口論 者， 諍 論 名つ 諍 事 
を 作す） 4 1 

相 ① akara  (行 相， 因 相， 形相， 形容， 相貌） 
4  363,  365,  366* ② nimitta  (因 相， 相貌， 前 
兆， 兆 相， 瑞兆， 徵， 徴相， 特相， 卜占， 卜 
相， 4^.相， 界標， 占 相， 占 術， 現 相， 本， 標 
識） 1 86,  404;  3 188;  6 105，  247;  7  238; 11 
上 349; 11 下 16, 163; 15  276; 18  28,  72; 19 
137;  20  55，  58;  62  41, 292   (3) lakkhana  (特 
相， 特徴， 標識， 相好， 相 術， 觀 fti， 占 相， 
吉凶 相， 體 相の 占 ひ， 男女 相 判斷） 27 194;  29 
224;  62 16, 17， 123,  173,  283,  285,  287;  64 
4， 15*,  49，  50,  52*,  91， 95, 107,  113;  65〔11) 
82  (D linga  C 相 形， 桕根， 徵標， 記 相） 2  6*, 
10  ©  vyanjana  (相好， 記標， 文， 字句） 22 上 
303  (6) anuvyafijana  (隨 If], 隨味， 細 相， 隨 
好， 隨形 好， 文） 21 203 

① 相違 ② 相違 語 tuvariituva  (杭 爭， 爭論） 
① 8  378 ② 22 上 76 

相 因 nimit は- karap ュ 10  21 

相 依 性 idappaccaya ほ （此綠 性， 緣性， 依緣 性， 
此が緣 に 依る とい ふこと） 13  36,  37;  47  52 

相 依 性 綠起法 idappaccayata  paticca- 
samuppanna- dhamma  57  223,  224,  233,  234, 
241,  242, 251, 252 

相緣分 Paticca-vSra  50 14°,  414，  415,  436;  51 
1， 45， 109，  178,  206,  346,381; 52 1, 16*,  69, 
113,  149,  200,  221,  254,  297,  3.16，  340,  352； 
53 1， 27，  65，  66,  80,  81 れ: 他； 54 1， 19,  42， 
66,  83,  81 其 他； 55 1 其 他； 56 1* 

相應 （Dkappiya   (淸 淨， 淨， 淨事， 淨行， 淨 

物） 3  372,  380  (D  sampayoga  47  325°  〔定 

義〕 43  245;  50  350;  58  27,  28,257,258,306* 

(S)  sampayutta  40 195*;  64 193° 

相應緣 sampayutta- paccaya   〔二十 四緣の 一〕 
40  392*,  405*，  426*；  50 1, 10°,  18*,  182, 

350°,  395°;  51 3*,  33,  51， 99， 159,  324;  52 

8*,  58, 105, 142 は 他； 53  20*,  58,  7(3,  95, 117 

其 他； 54 15,  37,  60,  79 11: 他； 64 101,  180, 

190°,  238，  241, 247 】」、: 他； 65  (II)  71 

相應 緣廣說 sampayuttapaccaya  n  iddesa  50 
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ソゥ一 相 


394 

〔相 應關 係な し〕 58  27 

相 應眷屬 sampayutta  parivara  40 195* 

相應支 sampayogaiiga  62  283 

〔相應 せる 善 法 等の 綠, 關係〕 50 140 

相應と 不相應 Sampayoga  vippayoga  47  262° 

相應 〔な る もの との〕 不相應 Sampayuttena 

vippayutta  47  275° 
相應 〔なる も のの〕 所攝 と非攝 Sampayuttena 

sangahita  asangahita  47  298 
相應 〔なる ものの〕 相應 Sampayuttena 

sampayutta  47  278° 
相應 〔尼 柯耶〕 Sariiyut は （相應 部） 60  242 
相 應の敎 誠 yathanuloma- s^sana  (= 經葳） 

65  (I)  30 

相應部 Sarhyutta- nikSya  (相 應部經 典， 相應尼 
柯耶） 59 上 207，  289,  404;  59 下 33,  267,  277, 
280,  298,  314,  317,  321,  331;  65(1)  21, 23, 
35,  36°,  38 

①相應 〔部〕 義疏 ②相應 部の 註 

Sarhyuttatthakatha ① 63  322,421 (2  35  289 
①相應 部 〔誦〕 師②相 應部誦 者 Sariiyut は - 

bhanaka ① 63  92 ② 59 下 203;  63 169 
相應分 Sa.mpayutta-v お a  51 78, 130,  252, 

405;  52  37,  90, 130,  173,  235;  54  8,  29,  51, 

72,  93, 118 其 他； 55  3*;  56 1*;  60 140°,  414, 

469 

相應 分之釋 sampayuttavara  vannana  50  469 
相應辯 yutta- patibhana 18  237;  47  366,  419 
相應 法- ®  sampayuttaka  dhamma  43  34,  35; 

50  2*  jt'M  (D  sampayutta  dhamma  62  332 
相! i 論 Sampayutta-katha  58  26°,  27 
相觀察 paccavekkhana  nimitta" (觀察 扣） 〔五 

正定 支の 一〕 8  365 
相 形 liiiga  (相， 相 根， 徴 1i)  24  229* 
〔相 具足の も の は 菩薩な り 〕 57  363 
相 空 lakkhana  sunna  41 116 
相互 緣 afifi^maiifia- paccaya  (互 緣） 〔二十 四 
綠の 一〕 50 1, 7°, 18*，  157,  343°,  374°;  51 
2*,  24,  49.  89, 140,  285;  52  7*,  46,  98, 136 
其 他； 53  3*. 15,  52,  74 其 他； 54 12,  34,  57, 


76 其 他； 55  3*;  58  59,  60;  63  285;  64 101， 
180,  185°,  194,  238,  241,  243,  247 其 他； 65 
(11)  71 

相互 緣廣說 annamannapaccaya-niddesa  50 
374 

相互 緣論 Annamannapaccaya-katha  58  268° 
相互 眷屬 annamanna-parivara  40 195* 
相互 相對性 annamanna  patipakkhata  50  410 
相 交 sariisagga  (交 は り ， 接觸， 雜鬧） 19  310 
相好 ① lakkhana  (相， 特相， 相 術， 吉凶 相， 
標識） 24  261; 28 178;  29  24;  44  8, 13 ② 
viyanjana,  vyanjana  (相) 24  209,  382;  2S 
259 

相好 。兄 lakkhana  man ta  34  350 

相 合 ① anucchaviya  (適法） 3  371, 380 ② 

samsattha  (相 雑） 40 195* 

相 業 nimitta  kamma  5  293°,  299 

相 根 liiiga  (相， 相 形， 徵镖） 5  214 

相似の 相 sabhSga-nimitta  59 上 170, 171 

相 色 lakkhana- rijpa  64  29;  65(11)  53，  56 

相 術 lakkhana  (相， 相好， 占 相， 觀相， 吉凶 

相， 體 相の 占 ひ， 男女 相 判斷） 28  7;  41 220, 
347 

相 省 慮 &ara  pavitakka  (行 相覺， 因由の 審慮） 

11 上 226，  284,  285,  305 
相稱 patirQpa  (相應 はしき， 像 似， 淨， 威儀） 

3  371, 380 

〔相攝 IS 係な し〕 58  24 

相 親 sambhat は （親友， 同僚） 3  283,  308，  309 

相 善 巧 nimitta-kosUla  〔三種〕 62  258 

相雜 sambhinna  4 107* 

相 雑 分 Sariisa は ha- V お a  50 122°,  414,  415, 
466;  51 77, 129,  250,  402;  52  32,  87， 127, 
168,  232;  53  43,  86, 111，  146.  160， 180 其 他； 
55  3* 

相雜 分之釋 Samsatthavara-vannana  50  466 
相續 ① santati  64  72,  74 ② sandhi  40  86 ③ 

sambandhana 19  310 
相續 現在 santati- paccuppanna  63  419°* 
相續食 parampara- bhojana  (展轉 食， 數數 食） 

62 132 


(  542  ) 


相， 奏， 草， 送， 爽， 掃一 ソゥ 


火） 15  290,292; 19 134, 136 
〔草炬 と 尖頂閣 の， 11〕 15  292；  44  474 
〔草 炬と蘆 家 '草 家のお 喩〕 15  290;  44  472 
① 草炬 の喻 ② tfS'jf 【の 如 く  tipukkCipama  (乾草 

の炬 の喩） ① 2  212 ② 4  37 
〔草炬 の 譬喻〕 10 125°; 19 134;  42  9;  44  464 
〔草原に 火 を 放つ" ま喩〕 22 下 314 
①草座 ②草厘 tma-santharaka  (草 敷 具〜 筵） 

① 10  339,  340,  341 ② 11 下 333 
草 敷 具 tiija- santMraka  (草 座， 草菌〜 筵） 2 

172;  〔3  45〕 
草食 tiija- bhakkha 11 下 214 
草莠 kudrQsaka  (稗） 8  88 
草葺 tmacchSdana  (草屋） 4  228 
草堆 tm'd- pufija  20 169, 170 
草 把 tiija- ka ほ pa 15  441 
草 覆 地 〔法〕 ti ひ avattMraka  (草 掩） 〔七 止 諍 

の  一〕 8  333 

草 覆の 床 座 tmasan tharaka - sayan asana  21 
112 

草 房 tma - kutika  (草屋） 2  76 

草 綿 potaki- tQIa  2  268;  4  230 

草木 ① bhQtagama' (樹木） 2  54;  5  24，  61 ② 

bijagama-bhutagama 16 下" 407 
〔草木の 增大は 地に 依る 譬喻〕 16 上 220 
草木の 損壞 bijagama  bhutagama- 

samarambha 16 下 407 
草木 品 Bhutagama  vagga  2  78;  5  24,  61 
草履 paduka  (履， 履物， 革 履） 2  325;  5  50, 

76 

草履 品 Paduka - vagga  2  334;  5  50,  76 

草 輪 tipaijcjupaka 1 422;  3  367 

〔草 露の 譬喩〕 20  395;  33  387;  63  6 

送 食の 者 pindapata  -niharaka 1 113 

送 食 比丘 pi^idap^anihSraka  bhikkhu 1 389 

爽快 lahutthana  (輕 快， 起居 輕利） 9  227 

掃除 業 pupphachaddaka  kamma  2 10* 

掃除 夫 pukkusa  (補 凝娑， 弗 拘沙， 屠 家， 屠殺 

者， 屠殺 業， 除 糞 者， 塵芥 淨除， 下水 掃除人) 
12 156， 157 
掃 帚 sammajjani  (淸 掃） 4 197, 198 


(X) 相 續き② 相纘人 dSySda ぐ後繼 き， W 續者， 
後嗣， 滴 子） ① 9 17*; 12 151,  152; 18 117， 
434; 19  61; 20  239；  21 206,  213,  280;  23 12; 
25 147;  58  41 ② 8  98，  99  - 
相 續習氣 santana  vasana  64  469 
相續法 vatta 11 1： 101，  103,  108* 
相傳 itihitiha- paramparS  (受賣 りの 說， 傳聞） 

10  368  ' 
相に 執せ ず na  nimittaggahi    (相 を 執らず） 
10 109 

相に 通ず lakkhana  kusala  (相 を 解す） 9  387 
-相に 通ぜず na- lakkhaijakusala  (相 を 解せ ず） 
9  384 

相貌 ① §k お a  (行 相， 相， 因 相， 形相， 形容） 
1 42 ② nimitta  (相， 因 相， 徵相， 現 相， 待 
相， 標識） 10 116 
相問說 lakkhai:iayutti  katha  57  39 
相 論 Lakkhana -katha  57  363° 
相 論 母 lakkhana  matika  47  323,  324,  326 
相 を 解す lakkhana- kusala  (相に 通ず ） 22 下 335 

相 を 解せ ず na-lakkhanakusala  (相に 通せ' ず） 
22 下 330 

相 を 執らず na  nimittaggahi  (相に 執せ ず） 15 
168 

樂 vSdita  (音 樂） 7 150* 
鞋 up 池 anS (履， 履物, 上靴， 革 履， 屣） 39  374 
掩 ti ひ avatthSraka  (草濱 地） 〔七滅 諍の 一〕 
17 163;  20  404 

巷 ① assama  (菴， 薬屋， 道院， 仙處， 仙人 
住處） 7  389* ② kutik5  (小 舍， 小 房， 房 室， 
茅屋， 屋舍） 15 188 
椅 koccha  (坐 禱） 4  230 
衣 kusa- cira  (結 茅 草 衣） 1 54;  8  53 
屋 ① tipa- kutikS  (草 房） 166*，  261 ② 
tina-chadana  (草 葺） 4  237 ③ papna  kuG  (柴 
の菴） 23 123 
草 火 tmaggi  9  450; 11 上 240 
草花 病 tinapupphaka - roga  59 下 32 
草 〔葺 の〕 家 thjSg お a  (藁葺 の 家） 15  290 
草臥耨 tina^bhisi  2  63 

草炬 tiijukkS    (乾草の 炬， 草の 炬火， 藁の 炬 


奏 草草 草  草草 草 


(543) 


ソゥ一 莊， 曾， 創， 喪， 想 


莊嚴〜 ショウ 

① 莊嚴具 ② 莊飾物 pilandhana- vikati ① 17 
417,  423 ② 19  22 

莊 飾障礙 mandana  palibodha  59 上 22 

莊飾品 Sobhajja- vagga 18  395 

莊身 具， 莊飾品 Sbharaija  (瓔 Jg)  2  256 

曾 嫁 女 gihiga ほ 2  518*;  5 112 

創世記 者 lokakkh さ yikS  (世界 起源 論， 世界 論， 
世間 論， 俗 哲學， 說 世界 論） 59 下 169 

創造者 safljita，sajita  (主宰者， 指定 者） 6  311， 
312;  64  270 

創造主 kattar  (作者， 造 者） 6  22,  23 

喪失 byasana,  vyasana  (不幸， 損失， 厄難） 
〔五 種〕 5  220，  328; 19  205 

① 喪心 者 ② 喪心 人 khitta- citta  (心 散亂 者， 
心錯亂 者， 心亂 者， 亂心 者） ① 1 52,  89, 167, 
195;  5  372 ② 1 42 

想 ®  sanna  3  24*;  5  340;  6  257*，  265*,  402; 
8  322，  330,  331,  378,  380; 10 13°; 11 上 34， 
35； 11 下 2*; 13  5，  226,  227; 14  94。，  99 乙 
139°; 15  406*； 17 130,  470°; 19 108,  109, 
114，  388;  20 172,  176%  275,  276,  292；  22 上 
53,  292,  348，  349,  353;  40  58*;  42  79% 136; 
45 16°,.  87， 107,  124,  127,  1.29，  132，  134;  47 
213,  228*;  59 上 125°;  64  2°,  50°;  65  (II) 10 
〔三種〕 11 上 34,  35  〔四 種〕 22 上 292  〔五 種〕 
8  322; 19 108,  109，  114，  388  〔六 種〕 8  330 
〔七 種〕 8  331; 20  292  〔九 種〕 8  378;  22 上 53 
〔十 種〕 8  380;  22 上 348，  349,  353  〔定義〕 42 
79°;  45 16,  25，  87, 107;  46  7，  35，  86， 111, 
362°  〔想— 言說〕 20 176  〔想— 解〕 11 上 373; 
14 162 ② SafifiS  〔經〕 13  214,  366，  372; 14 
365,  371,  376;  22 上 53;  22 下 131 (—） （二） 
22 上 348,  349;  22 下 287，  289 

想 建 nanatta  sannin  (種種 想， 種種の 想， 異 
想， 異類の 想） 22 上 77 

想 一 ekatta  saiiiiin  (—想， 一種の 想， 一類の 
m)  22 上 77 

想 有 sanna  bhava  42 12,  72,  76, 199，  288， 
307,  342；  43 177,  325;  44 109,146,211，  221, 
319，  323,  405,  406;  46 182;  47  227,  310;  57 

( 


334* 

想蘊 safifiakkhandha 11 上 373;  45  25°,  34; 

46  7°,  35°,  86, 111; 48 上 22*;  64  33，  50% 

291,  293,  294;  [64  50。〕 
想歡喜 mannussava 11 下 334,  345,  346 
〔想 • 行 は 無我な り〕 64  84 
想 解脱 safifiS- vimokkha  (有 想 解脱） 5 197; 

40  380* 

① 想 作意 ② 想 思惟 safifi さ- manasik^ra ① 47 

35* ② 13  405 
想寂靜 sanna-vupasama  40 178 
想 種種 safifiS- n 組 atta  (種種 想） 8  378 
想受 safiii5-vedanS  48 上 399* 
想受滅 sanna-vedayita-nirodha  (滅受 想) 8 

346;  9  368; 10 18°,  26°,  75,  267; 11 上 16; 

13  311; 14  384; 15  337,  341,344,345,446°*; 

16 下 37; 19  268*;  21 249,319,323;  22 上 92, 

95, 100，  105，  110，  124,  132,  137,  140,  154, 

161,  163,  165,  168,  172,  177;  22 下 128;  64 

172  〔サンデー ヴの 入定〕 10  75 
'想 受滅界 sannavedayitanirodha-dhatu  〔七界 

の 一〕 13  222*；  64  97 
①想 受滅定 ②想受 滅盡定 safiMvedayita- 

nirodha  samapatti  (滅受 想定- 滅定, 滅 盡定） 

① 22 下 30;  42  82;  44 104;  64  492 ② 47  44，  57; 

57  266;  58  275*,  280°,  358 
想 受滅定 解脱 san  iiavedayi  tanirodha  - 

samapatti  vimokkha  40  378 

〔想 受滅定 に 入れる 者 は 死す〕 58  277 
〔想 受滅定 に よ り て慧 も て觀 じて 漏盡〕 22 上 132 
〔想 受滅定 は 出世間な り〕 58  276 
〔想' 2 滅定は 世間な り〕 58  276 
〔想 受滅定 は 無想 有情たら しむ〕 58  280 
想受, 論 Sannavedayita  katha  58  275° 
想 所 成 safiiia  maya   6  267,  279; 10 199; 1» 
270 

想 身 safiiia  kaya  8  323 

想說者 safim  v§da  (有 想 論） 65(1)  77 

想 想 者 safifiasafifiin  24  337;  43  40 

想退轉 safiiia- vivat は 40 185，  186，  423 

想 退 轉の智 saftfiS-vivatte  iianaih  40  4， 179 


想， 装， 葬, 佾 ーソゥ 


① 想 111 倒 ② 想の 顔 倒 safiM- vipal ほ sa ① 18 
91*;  40  435*;  64  447 ② 47 110;  57  390 
想 顕 倒 ① safiM- vipariyesa  25  321; 62  71 ② 

〜前項  ， 
〔想と 我の 關係〕 6  265 
想と 受 sanna  vedana 15  446 
〔想と 智 との 關係〕 6  265 
想 等 至 sanna- samapatti 13  223  ' 
想 得 sannS- pati ほ bha 11 下 32，  40° 
〔想に して 想蘊 ならざる もの」 48 上 26 
想 年少 吉祥 子 Safijaya  Ak お agotta し 婆〕 11 上 

169, 176 
想念 safijSnana   64  2,  33,  50 
〔想の 因〕 （觸一 想） 11 上 373; 14 162 
〔想の 四諦の 無知〕 14  420 
想の 超越 safifia- samatikkama  63  208 
想の 特 相の 問 Safifialakkha^a- pafiho  59 上 125 
想の 類 safifi え gata 11 下 402，  403 
想 品 Safifia- vagga 19 108 
装甲 兵 camma- yodhin  (胸 甲兵） 6  78，  79 
装飾 ① mandana  (扮 飾;） 62  58 ② vibhusana 

(莊 嚴， 虚飾） 45  339，  340 
装身具 alarhk さ ra  (莊 嚴， 瓔洛） 2  548;  5 117, 

134 

葬堆 citaka  (香 15，  U, 火葬 堆， 火堆， 塚） 

27 172, 173 
儈 sariigha  (僧伽， 衆， 僧 衆， 僧圑， 敎團， 

和合 僧， 佛敎 僧伽） 1 242;  2  9;  7  59°；  8  6°， 

306°; 12  384°; 13 102°; 15  417。，  462; 16 下 

221°； 19  296°；  20 11°;  22 上 87°;  22 下 96°， 

305°;  62  432°* 
僧 意に 適 ふ おさ dhaka  3 117* 
僧 0^    savakanarh  sannipato  6  365,  366,  369*, 

373,  423,  424 
僧 園 arama   (園， 園 林， 林 園， 遊 園， 苑囿， 

僧伽 藍， 伽藍 ）1 202;  2  339,494*;  4  242,243， 

260,  318，  319;  22 上 295 
僧 園 品 ArSma- vagga  2  510;  5 110， 131 
僧伽 ① saihgha  (僧， 衆， 僧 衆， 僧團， 敎團， 

和合 僧， 佛敎儈 伽） 2  242*，  351,  364;  8  87, 

92, 152,  189*,  555°；  4 115*;  5  206,207,280, 


301; 6 1*;  9  57°,  350,  394,  400,  404; 11 上 

2*,  28，  36*,  318*;  ll  fC  356; 12 118; 18  295; 

20 151,  376*;  21 67,  77，  311*;  22 ヒ 301; 26 

160;  42  343,  345;  43  207,  210;  58  324*  326, 

327,  328,  329*;  59 上 2, 10, 11, 163,  204*; 

65(111)  69,  71, 72,  87,  90  〔五 人」 3  289* 〔五 

種； 四 人， 五 人， 十 人， 二十 人， 過 二十 人〕 3 

555° ② SaiighS  〔尼〕 25  336 
僧伽 王 sariigha  raja  61 532,  544 
① 僧伽ぎ も j 磨 ② ffi 伽議 samgha  kamma  (僧 

褐磨） ① 3  218*;  4  313  (2 リ 65(1)  68 
僧 ftn 現前 samgha  sammukhata  (ft 現前） 4 

146°,  151，  154，  155，  159， 160 
① 僧伽 尸 ② 僧伽 舍 ③ 僧伽 11；；^   Samkassa  (儈 

迦舍, 僧迦 施, 僧獨 奢） 〔城， 邑〕 ① 1 17 ② 29 

419，  421; 59 上 39 ③ 4  447 
僧伽 自恣 samghe  pavarana  5  210 
僧伽 食 saiigha- bhatta  (儈 食， 僧 次 食， 儈衆 食） 

58  328;  62 131, 132 
僧伽 證 sarighe  aveccappasado  (僧 證淨） 20 

227,  228 

僧伽 選定 samgha  sammuti  5  209 

僧伽 胝衣 sariighSti  (僧伽 梨， 重 衣， 和合 衣） 8 
2,88 

儈伽 提尸沙 saAghadisesa  (僧 殘） 18  422 
僧伽に 施して 大果 ありと 言 ふべ からず の 論 Na 

vattabbam  samghassa  dinnarii  mahapphalan 

ti  katha  58  329° 
僧伽に 施せば 大果ぁ り sariighe  dinnarii 

mahapphalam 12  405;  [23 10;  25  3,  5,  35; 

58  33 Ij 

〔僧伽に 施せば 沸 も受 く〕 11 下 356 

僧 咖 の 期待 sangha-patimanana  64  489 

僧伪 □ の 行事 Samgha-karaniya  7  34 

ィ會 伽の 近侍 者 sarhghupatthaka  3  248 

僧仂 n の久住 samgha  cila  thitika  65(111)  71 

f 會咖の 主 sanghin  6  73 

僧伽の 首領 sangha  parinayaka  (僧伽の 導 者， 

僧伽の 導師） 9  384* 
〔僧伽の 僧數と 可能なる 紫ん 磨との 關係〕 3  555 
伊 仂卩の 尊敬 sangha-garavata  20  269,  270,  271 


(545) 


ソ ウー 僧 

僧伽の 父 saiigha- pitar  9  384*;  20  260;  22 下 
330 

(D 僧伽の 導者② ft 伽の 導師 saiigha - 

parinayaka  (僧伽の 首領） ① 20  260 ② 22 下 
330 

僧伽の 和合 sariigha-sSmaggi  (僧 和合， 僧伽 和 

合， 和合 僧） 3  619;  23  255;  〔65(111)  69,  71, 

72]  〔二種 j  3  619 
僧伽 は 供物 を受 くと 言 ふべ からず の 論 Na 

vattabbam  samgho  dakkhinarh  patiganhati 

ti  katha  58  324° 

僧伽 は 供物 を淨 化すと 言 ふべ からず の 論 Na 
vattabbam  samgho  dakWiinam  visodneti  ti 
katha  58  326° 

僧伽 は受用 すと 言 ふべ からず の 論 Na 
vattabbam  saihgho  bhunjati  ti  katha  58  328° 

偕 伽布薩 sariighe  uposatho  5  210; 17  339 

〔僧伽への 布施〕 11 下 356; 12  405;  20 151; 23 
10;  25  3,  5,  35;  58  329,  331 

僧伽 蜜 多 Saihghamit ほ 〔尼， 阿育 王女〕 60 
43,  54， 104,  105,  114，  115, 124，  188, 191，  235， 
236,  245,  269,  270,  275*,  285,286;  65(1)  66, 
71,88,  112,  113,  119,  120,  122, 123 

儈伽物 sariighika  0曾物）'2  63,  66 

僧伽 藍 ① Srama  (f 曾 園， 園， 園 林， 伽藍） 26 
72  (2)  sarhgharama  28  202,203;  43 183,391- 
44  469;  59 上 202，  203 

僧伽 梨 samghati  (僧伽 胝， 重 衣， 和合 衣） 1 
179,  180,  336,  407,446；  2  456,554;  3  82,90, 
91, 160，  341,  447,  448，  501,  504*,  517,  519；  4 
15， 121，  206,  207,  284,  306,  325*,  330,  404; 
5 104，  297;  7  338; 11 上 9, 139; 12  38, 139， 
299; 13  323,  385，  386; 15  326; 18 183*  ；  21 
25*;  22 下 15,17;  23  221,  223,  233;  24 142, 

ゝ 165;  25 148,187，  194， 222， 274, 284， 339,  348， 
392;  27  3,  316,  411，  442;  42  338;  43  330, 
378;  44  43,  44,  56,324,450;  47  424,  448;  60 
77;  62  47,  81, 120;  63  238,239 

1i"i!JD:^ を 四 ft す catugu^iarii  sarhghatim 
pannapeti  22 下 15, 19 

( 僧伽 論〕 58  324* 


僧伽 和合〜 僧 和合 

僧伽 を 破す saihghaih  bhindati  (ft 伽 を 破る） 
11 下 61 

僧伽 を 誹謗す saiighaih  paccakkhati  22 上 30 
僧伽 を 破る ① saiigharii  bhindatiCffffjn を 破す） 

17  39;  23 182 ② sariigharh  bhakhati  65(111； 

69，  71， 72 ③ saiigho  bhinno  hoti 18  410; 

19  205;  20  207,  212 
① 僧迦舍 ② 僧迦施 ③ 僧 翔 奢 Saihkassa(f 曾 伽 

尸， 僧伽 舍， 僧伽 除） 〔町， 城〕 ① 34  231; 

59  1>  235 ② 43  303,307,334;  61 472;  63  331， 

351 ③ 28  373 
僧獨磨 sarfigha- kamma  (僧伽 锡磨） 1 276;  2 

218 

僧 祇支衣 sariikacchika  (覆 肩 衣） 2  554，  555; 
5 118, 135 

僧 祇致耶 Saiikicca  〔比〕 41 159 

僧祇婆 Safijiva  (珊嘗 婆， 蘇生 者） 〔比〕 63  313; 

64  489  〔神變 をな す〕 63  313 
僧 現前 sariigha -sammukha ほ （ft 伽 現前） 5 

266 

僧 護 ① Sarhgharakkhita  〔人〕 1 284 ② （=大 
僧 護 比丘） 62  385 ③ 〔沙 彌」 62  82,  86 ④ 
Sahghapala  〔比〕 64  497 

①僧殘 ②僧殘 罪 saihgMdisesa  (僧伽 提 尸沙） 
① 1 62， 187*,  188°,  193*,  204*，  251,  285*, 
313°,  318,  324;  2  362°,  365,  370;  3  304*;  4 
361*;  5  7*,  54*,  60,  82*,  85, 141*,  199,  253°, 
350*, 364; 62  45 ② 2  234*; 4  80*,  97*， 129, 130 

僧殘 〔比丘尼の〕 5  j3*,  122*,  139，  140, 142 
〔尼僧 殘〕 （一） 〔訴訟 戒〕 2  359°  (二） 〔度賊 
女戒〕 2  363= (三） 〔四 獨戒〕 2  367°  (四） 〔界 
外 解 擧戒〕 2  372°  (五） 〔受染 心 男子 食戒〕 2 
375  (六） 〔勸 受染心 男子 食戒〕 2  377  (七） 〔瞋 
心捨三 寶違諫 成」 2  380  (八） 〔發起 四 諍 謗 僧 
違 諫戒〕 2  383  (九） 〔親近 住 違 諫戒〕 2  386 
(一 〇） 僧 勤 親近 住 違 諫戒〕 2  388 

僧 殘犯戒 -き samghadisesa-ajjhapanna  2 14 

① 僧食② 僧 次 食 saihgha- bhat は （僧伽 食， 
僧 衆 食） ① 3 143 ② 3 102,  163;  4 168,  202, 
252,  268,  325 
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儈， 漱， 槍， 蒼， 瘦， 綜， 槽， 瘡， 操， m, 糟， 總， 聰，' お ーソゥ 


僧 衆 sarigha  (ft, 僧伽， 衆， 僧團， 敎圈， 和 

合 ft, 沸敎 伽） 24  215 
僧 衆 食 sarhgha  bhatta  (僧 食， 僧伽 食） 2  48 
僧證諍 sanghe  aveccappasado  (僧伽 證淨） 17 

363; 18 100。 
僧 諍 sariigha-raji  (f 曾 不和 合， 不和 合） 4  3ir 

〔僧 破との 蘭 係〕 5  338 
僧隨念 saiigh き nussati ぐ 念 僧） 20 11°,  47，  50; 

42 10, 13;  43 145,  378;  44  42;  62  221,  261, 

391°,  432°*,  436;  65  (II)  78; 〔12  384; 17 

338°;  22 下 305。〕 〔修習 法と 功德〕 62  436 
儈團 sarhgha  (僧， 僧伽， 衆， 僧 衆， 教團， 和 

合憎， 佛敎 僧伽） 23 1; 34  99;  38 1 
僧團の 分裂 samghassa  bhindanam  34  99 
僧 破 sariigha-bheda  (破 僧， 破 僧伽， 破 和合 僧） 

5  338, 339;  〔4  303; 19  89， 145, 251; 22 上 308; 

59 上 242〕 〔僧 諍との 關係〕 5  338,  339  〔五行 

相〕 5  337 

僧 不和 合 sariigha-rSji  (僧 諍， 不和 合） 2  202, 
349 

僧房 ① parivepa  (房， 房舍） 43 183,  391； 44 
469 ② vihara  (精舎， 寺， 房舍， 住處， 住院， 
香 室， 香 房） 10 107 
僧寶 samgha-ratana  34  418 
僧 物 samghika  (僧伽 物） 1 449;  5  59 
僧 類 施 sarhghaga ほ dakkhina    〔七 種〕 11 下 
360,  361 

① 僧 和合 ② 憎 伽 和合 sariigha-sSmaggi  (僧伽 
の 和合， 和合 僧） ① 4  313° ② 3  611 

漱水 mukhodaka  (含嗽 水） 3  82,  90, 107，  144, 
212 

槍 毛 者 satti- loma 1 177 

蒼弯 akasa  (虚空， 空） 38  46, 133 

蒼鷺〜 ァ ォサギ 

瘦軀者 kisaka  3  65 

'〔瘦 身に おける 諸 譬喩:] 9132，  429 

綜合 論 maQdala  42  250,  251，  253，  264,  268 

槽 doiji  22 下 294* 

瘡 ① gai:u?a  (癰， 癰病， 腫物， 腫， 癌， 膿 腫） 
21 219，  220;  22 上 113*;  41 193* ② pi}aka 
(疹 子， 吹出物， 膿 腫， 膿瘡， 場 腫） 3  358， 


515; 12  256;  22 上 355;  22 下 7ti ③ rQhka  2 
509;  5 111， 132  (D  vana  (瘡 痍， 傷） 4 165, 
204;  23  36 

瘡痍 vaija  (瘡， 傷） 9  384，  385,  388;  22 下 330, 

331，  334,  336 
①瘡 痍を處 置す る ②瘡痍 を 覆 護す vaparfi 

paticchadeta ① 9  388 ② 22 下 336 

①瘡 痍を處 置せ ず ②瘡痍 を 覆 護せ ず na 
vanarii  paticchadeta ① 9  384,  388 ② 22 下 
331 

瘡ロ    vana-mukha  22 上 52 

瘡病 〔者〕 kutthiya  57  50 

瘡癢身 〔者〕 aru- gatta 15  308 

〔操縦 者の 三 支〕 59 下 279 

① 澡罐② 澡瓶 vacca- ghata ① 9  365 ② 3  281 

操 水 paribhojaniya  (用水， 洗淨 水） 11 下 199 

糟糠 衆會 parish  kasafa 17 111 

總持 dhara が （地， 大地） 26  338 

總 攝の慧 samodahane  panna  40  4， 178° 

總說 uddesa  (聖典） 〔四 種〕 11 上 89; 11 下 246, 

250,  251，  252,  256*, 257*, 296, 309*, 320, 335； 

43 163，  204,  316;  44  294,  403,422,480;  59 下 

42，  83，  283  ' 
總說の 分別 uddesa -vibhaiiga 11 下 308 
總說分 Uddesa  vara  48 上 1， 22，  93,  296，  307， 

399;  49 1， 47， 139 
總說 分別 經 Uddesavibhaiiga- sutta 11 下 308° 
總 相の 法 dhammanvaya  8 123 
聰慧 h お U- pafifla ほ （速 慧， 疾慧， 捷慧） 17  68 
聰慧語 man ほ bh お a 18  247,  400 
① 聰慧者 ②聰敏 niptma  (能 察， 精 知， 巧妙， 

微妙， 完成 者， 怜悧） ① 24 118 ② 19 107 
聰明 ① pandicca  41 125* ② vyatta,  viyatta 

(有能， 完全 者，' 堪能 者， 明白） 3 13， 104,  108， 

160*;  4 12; 18 14 
聰明 童子 pandita  kumaraka 17  361, 362 
叢林 ① araflfia  (阿 蘭 若， 阿楝 若， 森林， 園 林， 

林 中， 空 閑， 空 閑處， 閑 林， 噸野） 19 127, 

138;  47  462. ② vana - saij<Ja  (林 叢， 深 林， 密 

林， 森の 繁み） 10 127; 14 172, 173 ③ vipina 

6  353  • 
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ソ ウー 繪， 雙， 躁， 騒， 造， 象 


鎗矛 satti- sma  (刀の 杭， 槍の 尖， 教戟， 劎嬉， 

鐵串， 刃と 串） 19 134, 136 
鎗 矛の 如く    sattisQlQpamS  (刀 杭の 喻， 劍戟の 

譬險） 4  37 

〔鎗 矛の 譬喩〕 2  212;  4  37；  9  239,240; 19 134; 

25  414;  42  9;  44  467 

雙考經 DvedhSvitakka- sutta  9  206° 

雙示導 yamaka-patihariya  (雙 神變， 雙の 奇蹟， 

雙 つの 奇蹟， 對偶示 導， 二重の 神 變=雙 神 通） 
63  330，  334,  350;  65(11)  34 

雙 zj ヽ品 し GJayamaka— vagga 10 1"" 

雙心論 Citta- yamaka ぐ 心雙） 65(1)  53 

雙神通 yamaka-vikubbana    (=雙 示 導, 雙神 

變） 41 338，  347 
雙 神通智 yamaka-patihira-nana  (雙 變智, 對 

偶 示 導智） 28 166 
雙神變 yamaka-patihariya,  yamaka -patihira 

(雙示 導， 雙の 奇蹟， 雙 つの 奇蹟， 對偶示 導， 二 

重の 神 變= 雙神通） 59 上 238;  59 下 235;  62 

307;  65(1)  110, 115 
雙生兒 yamaka  64  265 
雙制 yamaka - pafiiiatti  5  312 
雙雙品 Yamaka- vagga 15 12,  25 
雙大品 Mahayamaka-vagga  9  362° 
雙の 奇蹟 yamaka- p^iMriya  (雙示 導， 雙 神變， 

對偶示 導， 二重の 神變， 雙 つの 奇蹟 〜雙神 通） 

34  228,  230 

雙變智 yamakapStihiriya- iiiija  (雙神 通智， 對 

偶 示 導智） 44  273 
雙品 Yamaka  vagga  21 264,  297;  22 下 1, 25 

〔法 句經〕 23 17  = 
雙連法 yuganandha- dhamma  (俱存 法 = 定慧） 

62  294 

雙論 Yamaka  〔七 論の 一〕 48 上 1°;  50  332; 

59 上 24，  25;  65(1)  24 
雙論後 分 Yamaka  pacchima-bhaga  49  504 
赘論前 分 Yamaka  pathama  bhaga  48 下 389 
躁暴身 S お addha  kSya  22 上 332，  334,  335, 

338，  347 

騒音 本 生物 語 Kharassara  jataka  (七 九） 29 
183° 


騒擾 rava 1 43 

造營 nava- kamma  (新 業， 新しき 業， 普請， 

修治） 4  414 
造營時 kamma- samaya  2 187* 
造 寺の 事 vih お a- vatthu  (寺の 敷地） 1 133 
造 事 比丘 mil ほ dayaka  bhikkhu  4  453 
造 車 ① ratha-kSra  (車 匠， 車師， 製 車 人） 25 

57  ®  Rathakara  〔池〕 63  388 
造 車 鬼 事 Rathak 站 -i:etavatthu  25  62 
造車師 yana-kara  9  48 
造 者 ① kattar  (作者， 創造主） 8  37 ② 

nimmatar  (化 作者， 化 者， 化生 主） 10  64 
〔造 精 舍戒〕 （= 第 七 僧殘） 1 262° 
造 精 舍憎殘 vihirak お a- sarhghadisesa  (第 七 僧 

殘） 1 266 
〔造 房戒〕 （= 第 六 僧殘） 1 244° 
造 房僧殘 kutikara-samghadisesa  (第 六 僧殘） 

1 261 

象 ① kufijara  9  396  ； 10 141 ； 12  265.  266  ； 
23 156;  24  441,442;  25 169;  31 496;  33  343; 
35  290,  295,297,303;  37  7;  39 194, 196,207, 
212,  284，  301，  351,  504，  542,  543 ② gaja  24 
495,  496;  35  295，  310,  312,313,314;  37 167; 
39  279,  285，  352 ③ n^a  (大 象， 龍 象， 龍） 
4  308; 12  23,  242; 13  318,  319，  320,  324; 14 
136;  20  88*;  23  67;  24 18,520，  521; 25 116, 
342;  26 19;  30 153;  31 162,497;  33  340,341; 
35  288*;  37 167,  490;  39  65, 187,  206,  208*, 
279，  283,  292,  504，  542，  543;  44  442  @ 
mataiiga  26  31, 35;  37  458,  465;  39  301 © 
varana  31 430,  495  ；  34  337  ；  35  287,  289 
©hatthin  (象 龍， 象 兵， 牡 象） 1 85,  254;  3 
384;  4 15,  298; 11 下 156,  157; 13  413; 16 下 
411; 19 168;  20 147;  22 上 318;  23 196*;  24 
526,528;  25 185;  28  360°,  422,  423;  29 116*, 
365*，  445,  485*;  30  31*,  64, 152，  153,  334; 
31 113*,  163，  187，  431; 32  34*,  113;  33  337*; 
34  337;  35  291; 36  234,  239,  240，  243,  295, 
296;  37  2*， 149，  361; 38  22, 157, 183;  39  62, 
207,  208，  277,  280，  412,  504  ®  hatthi-naga 
(龍 象， 大象， 貴き 象 ） 3  610*；  4  246,  247; 
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35  287；  41 366,  367,  387 ⑧ N5ga  〔經」 12 
177; 13  397 ⑨ Hatthi  〔經〕 16 上 9 ⑩ Hatthino 
〔經〕 16 ド 411 ©Hatthi  〔城」 33  63;  60  20 
象 王 ① naga- rSja 11 下 223;  59 下 48 

©hatthi  raja  27 150 
象屋 hatthi- sa ほ （象 匿， 象 小舍） 1 254 
〔象が 葦 林 を 踏む 養喻〕 30  371, 372 
象 鬼 事 Naga  petavatthu  25 12  ' 
象 厩 hatthi- ほ （象 屋， 象 小舍） 3  600,  601 
象 御者 hattharoha   (調 象師， 乘象 者， 象 兵） 
10  85* 

象經 hatthi- sutta  30  72* 

象 軍 ① hatthi- sena  2 166 ② hatthi- kSya 〜次 項 

① 象 軍 ② 象 軍勢 hatthi-k^a  (象 衆） ① 12 

126 ② 11 上 94 
象牙 ① danta  3  500;  7 179;  9  320; 11 上 94; 

29 118;  39  279,  284,  351,  352,  543  (2)  naga- 

danta  38  422 
① 象牙 師 ② 象牙 ェ ③ 象牙細工 人 danta-ktra 

① 2  264;  6 116; 11 上 23 ② 59 下 187 ③ 63 

224 

〔象牙 師の譬 H 一 神 變」 6 116; 11 上 23 
〔象牙の 譬喩〕 30  387 

象師 ① hatthScariya  3  600;  30 152, 153, 154; 

31 231* ② hatthi- bhaijcja  4  298 ③ 

ankusaggaha  25  308 
〔象師 と 仙人と 機 夫と 王位〕 31 231 
〔象師 と 象〕 30 152 
象 首 Citta  (= 象 首舍利 弗） 6  284* 
象 首 舍利弗 Citta- Hatthis お iput ね 〔比〕 6  272, 

283，  288  〔出家 成 阿, 羅漢〕 6  288 
象 衆 hatthi- kSya  (象 軍， 象 軍勢 J 19  219,  222 
象 祝 hatthinarii  maiigalarh  30  72* 
象聲 hatthi- sadda  7 133,  166;  20 156 
〔象聲 等と 蟋 摔の聲 との 譬喩〕 20 156 
象 城 人 Hatthiporika  27  92 
①象跡 ②象迹 hatthi  pada  (象の 足跡） ① 9 

315* ② 16 下 59;  20 116；  22 上 235 
象 跡 〔喩〕 Hatthipada  I： 經」 60  78 
〔象迹 が 足迹の 最上なる 譬喩〕 16 下 59,  60;  20 
116;  22 上 235 


〔象 跡の? ま: 喻」 9  315,  319; 12 146； 16 上 216 

象 跡 P お hatthipadopama  9  319，  328 

象 跡 險小經 Culahatthipadopama  sutta  (小 象 

跡 喩經） 9  314° 
象 跡 險大經 Mahahatthipadopama  sutta  (大 

象 跡 喩經） 9  329° 
〔象 跡 を 追 ふ 子 象の 臂. 喻〕 36  243 
象 頭 山 Gay お isa  (迦耶 斯舍， 伽闍尸 利沙） 3 
61； 4  305； 15  32;  21 241; 23  92;  29  458, 
498;  30  59,  332 
象衝 hatthatthara  (象の 覆） 11 上 86， 152 
象 村 Hatthigama  21 85 
〔象 使の 師弟〕 30  374 

象天宮 (D  Kunjara-vimana  24  441 (2)  Naga- 

vimana  24  494，  520 
〔象と 葦の 家の 譬喩〕 12  265,  266;  25 169,  310; 

57  267;  59 下 38 
〔象と 犬との 親交〕 28  365 
〔象と 義〕 32  34 
〔象と 猿の 惡戯〕 31 187 
〔象と 鼻の 譬險〕 59 下 260 
〔象と 不動 術〕 29  300 
〔象と 法衣 を 著く る' 男〕 30  334 
〔象と 忘恩の 林 人〕 29 117 
〔象と 蓮根の 譬喩〕 13  397 
象鬪 hatthi- yuddha  43 173,  350,  390;  44  468 
象に 乘る術 hatthSrQyha 11 上 126,  127, 128 
象 肉 hatthi- marhsa  3  384,  385 
象 人形 hatthi  rQpaka  37  360 
〔象の 親孝行〕 33  338 

象の 肩 hatthikkhandha   (象 背） 12 157，  158， 
159;  25  88 

〔象の 鑑定〕 33  413 

〔象の 繁縛 を斷っ 譬險〕 25  385 

〔象の 五 支〕 59 下 312 

〔象の 死屍 を 貪れる 鴉 は 大海に 流されて 死す〕 
36  234 

象の 城 Hat-thi-pura  33  63;  60  20 
〔象の 戰場 にある 譬喩〕 23  67;  25 116，  167，  302 
象の 足跡 hatthi- pada  (象 跡， 象迹） 9  329; 12 
146; 16 上 216 
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〔象の 調 御の 譬險〕 11 下 160，  165;  23  68 
〔象の 泥海に 溺 るる 譬喻〕 23  68;  35  42 
〔象の 獨行 する 譬喻〕 23  68;  33 109 
象の 眺む るが 如く    nSg^aloki は （象の 視る時 

の 如く）  7  97 
象の鼻 naga  bhoga  25  380 
〔象の 譬喻〕 20  90;  23  67* 
〔象の 夫婦と 蟹〕 31 113 
〔象の 腐 薆樹を 破る 譬險〕 25  314 
象の 覆 hatthatthara  (象 鞾） 3  339，  340 
象の 祭 hatthi- maha  33  344 
象の 視る 時の 如く    nSgapaloki は （象の 眺 むる 

が 如く） 10  80 
〔象の 水な き處 にある 譬喻〕 39 194 
〔象の 林 中に ある 譬喩〕 11 下 196 
〔象 は 功 ある 時 優遇せられ 老いて 奮 待 せらる〕 32 

373 

〔象 馬 牛の 調 御の 譬喩〕 11 上 171; 11 下 156 
象 f ず hatthikkhandha  (象の 肩） 25 156, 157 
象皮病 者 sipadin  3 155 

象 尾 本 生物 語 Nanguttha-jataka  (一四 四） 29 

465。；  30  67 
象 鼻 く    hatthi  sondaka  4  208 
象 腹 山 Hatthikucchi  〔窟〕 62'218,  240 
象 兵 ① hatthi  [  sena]  35  222,223;  39  234 ② 

hattMroha  (象 御者， 調 象師， 乘象 者） 20  360, 

364 

象 兵隊 hatthSnika  2 170 

象寶 hatthi- ratana   (白 象寶） 〔七寶 の 一〕 6 
133，  379;  7 170  =  ; 11 上 155，  179; 11 下 223， 
224°; 16 上 295; 19  234,  235;  24  207;  33  63, 
413;  34 162;  38 187;  39  537;  59 下 82, 182 

象 品 ① Kufijara  vagga  59 下 302 ② Naga- 
vagga  〔法 句經〕 23  67° 

象 hatthi  vata  42 136;  43  88 

象務者 hatthi- vatika  42 131; 44  61 

象 龍 hatthin  r; 象:） 3  611 

①象 林②象 naga-vana ① 9  315，  319; 
11 下 160 ② 23  67 

象 を 御す るの 術 hatthi- sippa  23 133, 134 

〔象 を 制する 譬瑜〕 23  68;  25 185，  308 


〔象 を 佛に譬 ふ〕 25  242 

〔象 を 盲者に 摸せ しむ〕 23 196* 

像 bimba  (形 像） 25  253 

〔像 似 貪 等 あ り〕 58  438 

像 似 論 PatirQpa-katha  58  438° 

〔佛〕 f 象 堂 patimS-ghara  61 405,  410  K 他 

像 法 ®  saddhamma-patirupaka 13  327 ② 

Saddhamma-patirupakam  〔經〕 13  326 
增 Scaya  (積 集） 13 136, 139 
增 一部 Ekuttarika-ni お ya  (=增 支部） 59 下 30° 
增 一法 Ekuttaraka,  Ekuttarika  5 196，  240 
增語 adhivacana  (增上 語， 同義語， 名目， 名 

辭， 喻語） 19 168;  20  44*;  44 172 
增語觸 adhivacana-samphassa  42  74,  335;  46  9 
增語道 法 adhiv'acanapatha  dhamma  45 11， 

331° 

①增 語の 道 ②增 語路 adhivacana- patha  (增 

語 道） ① 57 187*, 199 ② 14 111，  114, 115 
增 語法 adhivacana  dhamma  45 11, 331° 
①增 支部 ②增 支部 經典 AAguttara- nikSya 

①  22 下 352;  59 下 252;  65(1)  21， 23,  35,38° 

②  17 1°； 18  r; 19  r;  20  r;  21 r;  22 上 

V;  22 下 1。 
增支 〔部〕 義疏 Aiigut ね ratthskatha  63 178 
增ま 部誦者 AAguttara  bhanaka  59 下 203;  62 

147，  150，  152；  63  420 
增事 vuddhi  (增 長， 增大， 繁榮） 17  390 
增上 ① adhipateyya  (卓越 性， 威力） 〔三種〕 

8  299;  40  26;  41 37;  62  415;  64 11, 460,462 

(D  adhimatta 16 下 368 
增上慧 adhipaiifia 1 397;  3 118，  119,  336;  5 

307;  6  251; 11 上 12， 13; 17  377*;  22 上 304, 

305;  40  76,  78;  41 200;  42  216,225,317,320; 

43 131,  142,  360,  381,  406;  44  21, 35， 134; 

47  5,  27 

增 上惹學 adhipafifi き sikkha  〔三學 の 一〕 1 37; 
8  298; 10  60; 17  374*,  385°;  40  76,  78,  299, 
362；  41 200；  42  57°,  225;  43  25°,  147，  221, 
224,  257,  357，  381，  400;  44  36, 134,  137;  26 
8;  63  89;  65(1)  30 

① 增 上慧觀 ② 增上 慧正觀 adhipafifiS- 
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增ーゾ ゥ 


vipassana ① 64  377,  381 ② 40  96 

①增上 慈 法觀 ②增 上; * まに よる 法の 觀 ③增上 
慧 法正觀 adhipan n adhamma - vipassan a ① 47 
369，  452；  62  91; 64  355,  465,  466°,  467 ② 
18 162* ③ 22 上 14,  340,  341; 40  33,  41， 53， 
75,  77， 136,  275,  335,  337 

增上緣 adhipati- paccaya  〔二十 四緣の 一〕 50 
1,3°,  18*，  148,  340°,  365°;  51 2*, 19,48,84， 
135,261,399；  52  5*,  43*,  94*,  132* 其 他； 53 
3*， 12，  49，  71, 88 其 他； 54 IP,  32,  55，  75 其 他； 
55  3*;  58  264*;  64 180,182°;  65(n)  71 

增上 緣廣說 adhipatipaccaya  niddesa  50  365 

增上戒 adhisiia 1 397;  3 111,  118,  119，  336; 

4  6,7;  5  208, 307;  6  250; 11 上 11， 12; 17 
377*； 19 183,  184, 185;  20  264,265,266,267； 
22 上 304,  305;  24  556;   40  76,  78;  41 200； 
42  216， 225, 317， 320;  43 131，  142,  360,  381， 
406;  44  21,35, 134;  47  5,27 

增 上戒學 adhisila  sikkhS  〔三學 の 一〕 1 37;  8 
298; 10  60; 17  374*,  385°;  40  76,  78,  299, 
302；  41 200;  42  56°, 224;  43  21°, 146,221, 
224,257,357,381,400;  44  35°， 134， 137;  62 
8;  63  89;  65(  I  )  30 

增上活 命 ajjMjiva 11 上 319 

增上行 ajjh さ C 瓧 a  (不淨 行， 小 罪， アツ デャ— 
チヤ ーラ） 3 111; 4  6,7;  5  208,307 

增上 行儀 abhisamac お ika  (增上 行， 最上 行儀， 
上進〜 等 正 行） 5  307 

① 增上 行儀の 學 ②增上 行の 學 abhisamacarika- 
sikkha ① 3 113 ② 18  424,425,426 

增上 解脱 adhimutti  (勝 解， 信 解， 意志） 6  251 

增上見 atiditthi  (勝 見） 3 111; 4  6,7;  5  307 

增上語 adhivacana  (增 語， 同義語， 名目， 名辭， 
輸語） 16 上 145,150,397;  21 219*,  305* 

增上' 性の 慧 adhipatatta  panna  40  4， 179° 

增上 精進 ussopii  (努力， 勢猛, 勤 勇） 19 112, 
113 

增上心 ① adhicitta 1 397;  3 118，  119,  336; 

5  307;  9  216; 17  377*;  22 上 304， 305;  23 
152,153;   25 125,  224;  40  76,  78；    41 200； 
42  216,  225，  317，  320;  43 131，  142,  360,  381， 


406;  44  21,35,134;  47  5,27;  63  36* ② 
abhicetasika 13  411; 18  66，  67,153,154; 19 
158,181,  182，  184,  185,  186,  272,  295*,  364, 
365;  20  362,367,399*；  21 111,112,265,266； 
22 上 212*， 298;  22 下 28， 119,  317, 321 

增上' G 、學 adhicitta  sikkha  〔三學 の 一〕 1 37; 
8  298; 10  60; 17  374*,  385°;  40  76,78,299, 
362;  41 200;  42  56°,  224;  44  35°,  134,  137; 
62  8;  63  89;  65(  I  )  30 

增上想 abhisafifiS  6  257,  258,  263,  264 

增 上想滅 1^】 定 abhisanna-nirodha  sampajana- 
samapatti  6  263,  264 

增 上智 adhipafifiatti  (增上 施設） 8 176* 

增上 遁世 adhijeguccha  6  250 

增上念 satadhipateyya 18  426 
\增 上 波 羅提木 叉 adhip お imokkha  5  2,  3; 11 上 

\^19 

增上 S(  abhidhamma  (對 法， 勝 法， 阿昆 達磨， 

阿昆 昆法， 論， 勝 論， 最上 法） 3 113 
增上慢 adhimana 1 153,  168; 11 上 329; 19 

165;  20 198,199，  219;  42 117;  43  266;  44 

343;  47  62,75°;  57  221 
增上慢 〔者〕 adhknanika  22 下 63,67,74 
增上律 abhivinaya  (阿 昆毘 尼， 阿毘毘 那耶， 

阿毘 律， 勝 律） 3 113 
增盛 ussada  24 190，  236,  305，  332,  352  〔七 種〕 

42 106°, 368;  43 155 

地獄 ussada- niraya  (突起 地獄， 小 地獄） 10 
81; 28  337 

① 增長 ②增大 vuddhi,vuddhi,vaddhi  (增 事， 
繁榮） ① 4  288; 16 上 424，  426; 17  474; 19 
109，  110;  22 上 336,337;  22 下 15*，  19*，  32  〔三 
種〕 17  474  〔五 種〕 19 109， 110  〔十 種〕 22 下 
32 ② 9  384*  ► 

增長 ① Vucjcjhi ② Vuddhi  〔經〕 ① 16 下 325; 
22 下 32 ② 16 上 288 ③〜 前項 

① 增長天 王 ② 增長天 Virii!haka,  Virulha  (毘 
樓勒） 〔0 天 王の 一〕 ① 7  214,232 ② 25  3; 
32 172 

增張 Va4(^hi  〔經〕 15  387 

增益 ayuhana  62  415;  64 11,1,  460,461 
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ゾ ウー 增， 憎， 键， 藏， 雜， 贈， 臓， 束， 足 


增益善 巧 Sya- kosalla  (入来 善 巧， 來に 巧） 
〔三 善 巧の 一〕 8  299;  47  5,28 

增養者 vaddhana,  vaddhana  (  =  |g3E)  34 149, 
152;  35  60,65;  38  29,45;  39  279*，  285,  319， 
328, 335，  336,  354，  355,  429，  434,  435,  484,  544* 

①僧 ②憎惡 dosa  (瞋， 瞋恚， 恚， 忿恚， 嫌忌） 
① 18  371* ② 31 11 

憎惡の 思惟 paduttha-mana-saiikappa  (害意) 
18  56,  57 

稳米 niv^a  (野生の 穀類， 硬 米， 糲） 9  283 
藏 pi は ka  (聖藏 ） 65(1)  21， 28°，  29  〔語義〕 

65(  I  )  28 
藏タ f の 書 sariigaha  61 64 
藏 器物 人 bha]:i4 お arika  (守 藏官， 守 庫 人， 大 

藏 大臣， 出納 官， 有 財 家長， 寶藏を 司る 者， 

理財 宫） 19  383 
藏 〔經〕 の敎 pitaka-sampadana 17  304,  307， 

310, 313，  315，  316，  319; 18  334,336,338 
藏經 の讀誦 pitakanarh  sajjhayo  61 54 
藏庫 ① kotthaka  (庫， 穀倉， 門屋， 門戶 ） 3 

249* ② bhaijcj さ g お a  (庫） 4  270 
雜阿含 Sariiyut ほ gama  (相 應阿含 = 相應 部） 

〔經〕 61 523,  544 
雜衣 mas さ Qa  (麻衣， 麻の 混 織，' 麻莎 衣， 半莎 

衣） 17  395,  489; 18  361; 47  443 
雑樣語 ① samphappal さ pa  (綺 語， 戲語） 5  311; 

8  310,349; 11 下 15°; 16 下 407; 17  494; 18 

364,  445;  22 下 123， 142  J;  Samphappalapa 

〔經〕 16 下 407 
雜 稱 語番 samphappalapin  (綺語 去， 戲語 者) 

11 下 36°,  286*; 18  384;  47  416,417 
'① 雜樣 語の 離 ②雜據 語 を 離る る こと 

samphappalapa  veramani  (離 雑穢 語) ① 16 下 

239 ② 18  445 
雜徵法 sankilesa  dhamma  (雑ぬ 洙、 9  293* 
雜巾 ®  colaka,  colaka  3  85;  4  320,  333 ② 

rajoharana  (幕） 4  436 

雜語者 vikiiwa- vica (雑話 者〜 無駄口 ） 10  291; 
17 107 

雜孃， 雑草' 雑多 論， 雑談， 雜鬧 〜ザッ 
雜合 Missaka  (屑 沙） 〔林〕 63  405 


雜細 物の 分配者 appamattaka-vissajjaka  (分 

雜細物 人） 2  245 
雜仕 kamma-kara  (被 庸 者） 10  88,93 
雜色 kammh  62 102, 103 
雜處 sariiga ひ ika  (衆 居， 衆に 雜る， 衆會， 衆に 

雜處 す， （ネ 侶） 20 189 
雑' 0 所 pakinnaka  cetasika  65rn) 10 
雜染 ① safikilesa  9 114;  20 183，  185, 186;  22 上 

253,254,258；  47 14,55,  57;  62 10  〔三種〕 62 

10 ② sariikilesika  (順 染， 順 雜染） 11 下 138; 

42 104, 128, 137,310;  43  223;  44  42， 89, 121, 

123，  139,443,473 ③ saiikilittha  (已 染， 已雜 

染， 恨 心） 17  311,312 
雜染光 sarhkilitthSbh さ 11 下 183， 188 
雜染光 天 Sariikili は h§bha-deva 11 下 183, 189 
雜染罪 saihkilittha き patti  (染污 犯 ）22 下 75,287 
雜染法 saiikilesika- dhamma  (順染 法， 順雑染 

法， 有染 法， 污法 ，汚 精の 法） 6  279*;  64  327, 

392 

雑 判別 pakiroaka  vinicchaya  (雜 決定 ）50  403 
雜 分義釋 missakavara  nidde sa  49  46 
雜 分總說 missakavara - uddesa  49  20 
雜法 vitimissa -dhamma 10  50,  52 
雜品 Pakippaka- vagga  〔法 句經〕 23  62° 
雜論 ① n 組 atta- kath き （種種 論， 種種の 事の 
論， 異相 論， 雑多 論， 其の 他の 雑 論， 統一な 
き 話） 〔無用 論の 一〕 10  358 ② Pakippaka 〔章〕 
50  469 ③ pakii:ipaka- kath§  62  348,  482;  63 
182，  229,416 
雜 話者 vikmpa- v^a (雜語 者〜 無駄口 ）9  48,49 
贈賄 ukko は na  (mm,  CT. 詐欺） 8  231 
mm   anta  (！揚 ） 23  2 

束縛 ① baddha  (縛 刑， 捕縛） 22 下 295 ② yoga 

cm. 緊縛， 縛 fS)  23  82 
束 蘆 na!a-ka ほ pa  (護の 束〜 藍朿） 64  298 
〔束 蘆の S 險〕 13 166;  64  298 
足 踝 ussaAkha  P さ da  (課 高し） 〔三十 二相の 一〕 

6  380 

足 跟廣長 Syata- paijhin  (跟廣 長な り） 〔三十 

二相の 一〕 6  380 
足 食 〔を 知る 法〕 pav お aij さ （自 恣， 自恣 請， 請） 
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足， 卽， 捉， 息， 側， 謂， 速， 媳， 燭， 觸 一 ソク 


5  318 

足處 padatthana  (直接 因） 62 16， 18, 123, 173; 
63  81, 183,296,309；  64  4, 15*,  49,  50，  52*; 
65(n)  82 

足跡， 足迹 ① pada  9  329; 12 146; 16 下 59; 
18  68;  33 130*；  62  210 ② Pade  〔經〕 16 下 59 

(一） 一 （四） 16 上 215 
足跡 善 知 童子 本 生物 語 Padakusalamaijava - 

jataka  (四 三 二）  33 130°;  61 509 
足跡 塔 pada-cetiya  61 453 
足跡 堂 pada-mandapa  61 453 
〔足跡 を 知る 者〕 33 130 

： 卽位灌 頂 ① muddh さ vasitta  (灌 頂， 灌頂卽 位， 
灌頂 せる） 2  254 ② abhiseka 〜次 項 
卽位灌 頂 ② 卽位式 abhiseka  (灌 頂） ① 6 
145*;  60  69,70 ② 30  37 

！ロ位 祝 事 等 Abhisekamangaladi-dipaka  「竜〕 
61 520 

卽興 詩人 ganthika  38  448 
郞 時に 〔果〕 ある akaiika  (非 時， 不時， 無 時 的） 
44  361,365 

卽命卽 身なり tarh  jivam  tarn  sariram  (命と 
身と は 一な り， 命卽 身， 命 身 一， 命 は 卽ち身 
な り ， 靈卽 身なり） 16 上 12P 

捉 gahapa  (捉 へ， 把持， 執 持 j 1 204* 

捉受 patiggaha  (領受 ） 〔非 法と 如法.） 5  317 

捉摩 amasana 1 203*;  2  343 

息災 app お aiika  (少 f る:， 少疾， 健康， 無疾） 6 
318,319；  7 174 

側近者 santik お acara  (近侍） 9  373,  377 

厠 房 vacca - kuti  (大便 所， 觸房， 厠 J  3  87,249* 
4  215, 244, 321, 335,  337*,  417 

厠 房の 儀 法 vaccakuti-vatta  4  338°,  339 

速 Javana  〔經〕 16 下 327 

速慧 ① javana - paiifi さ （速 智， 敏捷な 智慧， 敏 
智） 16 下 268〜 272*,  327；  41 125*,  144°;  42 
139，  270 ② sigha- pafifia ほ （迅, if) 17  68 

速慧 〔者〕 ®  hasa-panna  (2)  hasu-panna  (疾慧 

者， 速智 〔者〕， 明智 〔者〕， 敏き 智慧 〔者〕） ① 
12 107, 108 ② 39 1 ③ javana- pafifia 〜次 項 

'① 速慧 〔者〕 ②速慧 者 javana- pafifia  (迅慧 


〔者〕 ， 敏捷な 智慧 〔者〕 ， 捷慧 〔者〕 ， 捷智 〔者〕 ， 

聰き 智慧 〔者〕） ① 11 下 1 ② 43 159,312;  44 

234,291,369 
速 行 javana  (證 用， 勢 速， 捷疾） 62  43,44,252, 

270*, 307, 309;  63  206， 371， 385, 414， 420， 421; 

64  37，  41， 44°,  74, 100, 188，  209, 213, 215，  216, 

273,  335,  421; 65(  n)  23,  24,  31*,  34*,  64,  72 
速 行 思 javana  cetana  64  310,  311 
速 行事 turita  karana  59 上 184 
速 行 〔時分〕 javana  [  vara J  65(0)  32 
速 行に 赴 力 >  しむる 〔作意〕 javana  patip?daka 

64  59 

〔速 行の 決定〕 65(n)  34 

速 行路 javana- vithi  (證用 經路） 64  39,212, 

214,310,435;  65(n)  34 
速疾 java  (勢 速， 勝 速） 17  400*,  475*; 18  436*； 

19  343,344;  22 上 68* 
① 速 疾神通 ② 速 神 通 khipp^DhifiiiS ① 17  35 

② 17  36 

速 疾鳥本 生物 語 Javasakup.a- j§taka  (三 〇 八） 
31 346° 

速 疾に察 忍す khippa- nisanti  21 231*,  288* 
速智 】&乂&ぬゃ&65さ（速慧，1^捷な智慧，敏智） 
33  412 

速智 〔者〕 Msa- pafifia  (速慧 〔者〕 ， 疾慧 者） 12  330 
速 通 者 khippabhinna  (速 疾神通 者） 27  432 
媳 sup.ha  (嫁， 嫁婦， 新婦， 義妹） 4 14, 15 
燭手刑 hattha- pajjotika  9 144, 154 
觸 ① phassa  6  62*，  398*;  7  3*;  9  84°; 11 下 2*; 
13  2*,  4°,  5,  60； 15  333,  449；  21 62；  24  278, 
279,336,337;  40  38,86;  42  74°,  335°;  43  30, 
32；  45 16°, 87, 107, 114， 117, 120, 121, 124,  126' 
129,  131,  134,  163,  165,  169;  46 182°,  197°, 
203°*;  47  21》,  228*;  59 上 122°，  123;  64  52°, 
173，  174°,  176,  209,  245°*，  274,  281,  292*; 
65(n) 10  〔三 揮」 15  449  〔定義〕 42  74。，  335; 
45 16,27,87,107;  46 197,  203*  〔觸— 可意不 
可 意〕 24  336  〔觸— 苦〕 24  278  〔觸— 業〕 20 
179  〔'觸 —受〕 15  333; 16 上 420;  20 175;  64 
248°  〔觸— 想〕 20 176  〔觸一 欲〕 20 173 
② photthabba  (所 觸， 觸接） 2  181,  253;  6 105, 


(  553  ) 


ソ クー 觸， 俗， 族， 賊 


348;  7  324;  64  89:，  215;  65〔n)  53  (3)  phusana 
(〜觸 接） 63  97, 101°*;  65  (II)  22,  23  @ 
Phassa  〔經〕 14  364,  370,  375  (一）  （二） 13 
218，  219  ©  Samphassam  〔經〕 13  211,  365, 
372 ⑥ Sammasarii 〔經〕 13 155 
解 愛 photthabba-tanha  7  5;  8  323 
觸界 photthabba-dh&u  (所 觸界） 46 110°;  64 
99 

解 思 photthabba-sancetana  8  323 

觸持現 photthabbupahara 1 128 

① 解食② 魔 〔食〕 phassSh お a，  phassa:ah&a〕 

〔四 食の一〕 ① 13 143  =  ，  147;  42  37;  45  27°; 

47 162*；  50  388,389;  57 190，  191; 63  235°; 

64  83 ② 8  306;  9  453; 13 16,18;  65(n)  64 

〔定義〕 45  27 
觸 種種 phassa  nanatta  (種種 鋦） 8  378; 15 

185,186 

瘸處 (D  photfhabbayatana  (所 觸④ 8  322; 15 
199,200,393,394;  64  92  〔種種〕 45  206;  46 
110;  58  86  〔定義〕 45  206;  46 110 ② 
phassayatana 15 114* 

觸嬈 DQsin  (度 使） 〔魔〕 10  74 

解 身 phassa- kaya  8  322 

解 接 ① photthabba  (鶴， 所觸） 8 188 ② 
phusana  (鲟 るる こと 〜鶊） 59 上 123 

觸 接の 義の智 phussananhe  fiai?arii 40  2， 145° 

觸相應 phassa- sampayutta  46  22,35,60,84*, 
111,161 

鯖 想 photthabba -sanna  8  323 
觸の慧 phutthatta  panfia  40  4,177° 
〔觸 の緣ょ り受ぁ り〕 64  248° 
解の 止滅 phassSbhisamaya  24  279 
觸の特 相の 問 Phassalakkha^ia- pafiho  59上 122 
、 觸房 •   vacca-kuti  (國， 厠 房， 大便 所） 28  316* 
解 味 photthabba- rasa 1 3;  21 32 
觸ょ り 集 起す phassa- samudaya  21 304;  22 上 
50,51,351 

解樂 ① phassa  «snkha=passa-sukha  (倚 樂， 轉 
臥の 樂， >S の樂） 8  318;  21 309,310 ② 
photthabba  -  bhoga 1 3 

解 を 根本 とする もの Phassamaiaka  〔經 j 15  333 


俗 家 ① agSra  (家） 9 150 ② kula  (家， 良家， 
在家， 族 姓， 貴家） 2  441*,  504；  5  31,65,102- 
③ ghara  (家） 2  302*,  322 
俗 家の 間 antara-ghara  (市井） 5  46,73,74 
俗 家 を污す kula- diisaka  (污 家） 1 309*;  4 18; 
5 11 

俗 家 を 汚せる 比丘 kuladiisaka  bhikkhu  (ミ亏 家 
比丘） 5 11 

俗語 tiracch お a- katM  (畜生 論， 畜生 說， 無用 

論， 遮 道の 論議， 遮 道 濁亂の 論說， 雜談， 無 

益 徒勞の 話） 2  79 
俗事 voh§ra  (賣 買） 10 117 
〔俗事の ために 心亂 る〕 30 162 
俗事の 斷絶 vohara-samuccheda 10 117, 129 
俗稱 samaiifi§  (稱 呼， 呼稱， 通稱， 通名， 名 

目） 11 下 320,327° 
俗 的考想 gehasi は- vitekka  (家に 依れる 思， 家 

に 著す る 念） 9  225,226 
俗 的 欲望 gehasi は- chanda  9  225,  226 
俗哲學 lokakkhSyik さ （世界 論， 世間 論， 世間 

譚， 世界 起源 論， 途說 論， 創世記 者， 說 世界 

論） 〔無用 論の 一〕 43 175,184,348;  44  433 
俗に 還る 問 HinSyavattana- paflho  59 下 65 
俗 服 を 繮ふ者 gahapati - ci vara- dhara  9  46 
俗 友 sahSyaka  (僚友， 朋友） 2 152， 154 
族 姓 kula  (良家， 家， 貴家， 善 家， 俗 家） 18  79 
族 姓の 子 kula-put ね （善 男子， 良家の 子） 3  26* 
賊 ① cora  (盗賊， 劫賊， 盜人， 山賊） 2 181, 

295*; 17 104,105; 18  216,420 ② Cora  〔經〕 

21 304 

①賊畏 ② 賊の畏 cora- bhaya  (賊の 怖畏） （!> 

47 111 ② 18  215 
賊怨家 cora-paccatthika 1 51 
賊住 外道 theyyasarhvasaka  titthiya  60  56，  57 
賊住者 theyya- sarhv さ saka  3 146，  152,  214, 

241,296,534,556,558,560;  4  265 
賊女 cori  2  364*;  5  94 
K 隊戒 thewasatthaka  5 101 
賊隊等 起 theNyasattha-samutthana  5 153 
〔賊と 王の 譬險〕 17 104,105 
賊ナ一 ガ CoranSga  (= マ ハーナー ガ） 〔王〕 


( 554  ) 


賊， 續， 毁， 該-, 窣， 其， 染， 蠶， 存， 村 一 ソン 


60  381 

賊難處 cora-kan ほ ra    ぉ賊 難所） 1 40 

賊 の障礙 corantarSya  (盗賊の 障礙） 〔十 障礙 

の 一〕 3  200;  4  364 
賊 の怖畏 cora- bhaya  (賊 畏， 賊 の畏） 43 179; 

44  403,434;  59 下 8 
〔賊の 欲求 等〕 20 114 
〔賊 比丘， 五 種〕 1 147  ' 
賊論 cora- kathS  (盗賊 論, 盗賊の 話, 盜論） 〔無 

用 論の 一〕 2  260；  8  47; 11 上 1， 28,  36；  43 
175， 184,348;  44  433 

〔賊 を棄て 去る 舊 喩〕 28 12;  41 222 

續種 ① bijaka  (後嗣） 1 27* ② Bijaka  〔須提 

那の 子， 出家 成 阿羅漢〕 1 29 
續種父 Bijaka- pitar  ( =須 提那） 1 29 
續種母 Bijaka- m さ tar  〔須提 那の舊 妻， 尼〕 1 29 
〔續諸 王の 事蹟〕 60 141 
毁ら るべき もの ava;uj お aha 18 174* 
謗る avapnarii  bhasati  (毁訾 す） 6 1* 
萃羅 sur§  (穀 酒， 木 酒， 淸酒 ） 11 下 143，219， 

357,358;  39  518;  46  411,413* 

萃羅酒 • 迷 麗耶酒 • 末陀酒 • 放逸 處ょ り 遠 離の 
suramerayamajjapamadatthana 
veramani  sikkhapada  (不飮 酒戒) 46  411, 
413* 

其の 他の 雜論 n さ natta-kath さ （種種 論， 異相 

論， 雜論， 統一な き 話） 〔無用 論の 一〕 6  255 
染签 rajana  kumbhi  3  499 
蠶豆 m お a  (—な， マーサ 豆， 豆顆） 1 105 
存在 ① bhava  (有， 生存， 生 有） 9  7  〔三種〕 

10 15  (2)  atthattha  57  212* 
存在 施設 vijjamana  pannatti  65(n)  76 
存在 存在 施設 vijjamanena  vijjamana 

pannatti  65(n)  76 
存在の 滅 bhava- nirodha  (有 滅） 10 198, 199, 

200 

存在の 漏 bhav お ava  (有 潟） 9  35,328,484 
存在 非 存在 施設 vijjamanena  avijjamana 

pannatti  65(n)  76 
存在 法 atthidhamma  59 下 169* 
存在 欲隨眠 bhavarSgSnusaya  (有 貪隨 眠） 9 


195* 

〔存在論〕 57 157,  192,  201,  212;  59 上 101,108 

存續 き yCihanS  40 16*,  82,  99, 109 

存念 ① upatthita  sati  (念 現前， 具 念， 正 念 者， 
念 現在 前， 持 念） 5  344 ② samann^i お a  (注 
意） 46 111; 47 19, 105；  58  47,  48,  52，  90， 
120, 145 其 他 

村 主 antara  -  bhogika 1 75 

村 主婦 gai?.ald 1 228* 

村長 ① g さ maiji  (聚落 主） 43  289;  44  308  (D 

gamanika 12 104,  353 ③ gama-bhojanaka 

30  225* 
〔村長と 居士 婦の 不義〕 30  225 
〔村長の 譬險〕 12 104,353 
村 縛 gama-bandhana 1 76 
〔村〕 邊 〔家〕 食 dhura- bhatta  62 131 
村邑 ① gama  (村， 村落， 村里， 聚落） 3  343 

(2)  gamantara  4  ^02 
村落 g さ ma  (村， 村邑， 聚落， 村里） 1 73,74° 
村落 界 gSmupac お a  (村の 近邊） 1 75° 
村落 間 認容 gamantara - kappa  (近 聚落 淨） 

65(  I  )  44 

村落 住 者 gSnianta- vihSrin    (聚落の 近くに 住 

し， 聚落の 邊に 住する 人） 10  295 
村落の 二種 gamanigama  duvidha  22 上 22, 

26,341,343 

村落の 話 gSma- kathS  (村里 論， 村 論， 聚落 
論， 部落 論） 〔無用 論の 一〕 6  9,100 

村落 破壞の 群盗 gama  ghataka  cora 15  273， 
275 

村落 物 g§mattha 1 82 
〔村落 を 乞食す る 比丘の 譬喻〕 63  36 
村里 gSma  (村， 村落， 村邑， 聚落） 3 194， 
195;  9 189 

村里 論 ① gSma-kathS  (村落の 話， 聚落 論， 村 
論， 部落 論） 〔無用 論の 一〕 3  333; 10  358; 16 下 
337;  22 下 22 ② nigama- katha  (聚落 論， 町 
論， 町村 論， 町村の 話） 〔無用 論の 一〕 6  255 

村 論 gSma- katha  (村落の 話， 村里 論， 部落 論， 
聚落 論） 〔無用 論の 一〕 11 上 1,28，  36; 11 下 
132;  43 175,184,348;  44  433 
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ソン一 孫， 尊， 損， 擦 


孫陀利 Sundari ① 〔ァ ノーマ ダッシ 一佛の 第 
一 比丘尼〕 28  75 ② 〔尼〕 25  389,390;  64  461 
③ 〔外道 女〕 23 153;  26  504,  505;  31 237*;  42 
94 

〔孫陀 利の 死と 佛と 外道〕 31 237 
孫陀利 a ① Sundarika  〔經〕 12  286 ② 

Sundarika  〔河〕 12  286；  24 164 
孫 陀利迦 婆羅墮 〔婆〕 闍 Sundarika- Bharadvaja 

〔婆， 比〕 12  286*；  24 164 
孫陀利 迹婆羅 墮闍經 SundarikabharadvSja- 

sutta  24 164°, 175 
尊貴 者 ariya  (聖者， 聖人） 35  372 
尊敬 ① gSrava ほ （恭敬す る こと ） 20  269* ② 

manana  2  93 ③ sakkara  (恭敬， 敬， 敬 重， 

供養， 名聞） 20  231,  232，  233，  297，  298 
尊敬 僑 purekkhara-mada  47  61 
尊敬す ① m さ neti  (奉 事す） 9  44 ② sakkaroti 

(恭敬す） 4  380 
尊者 ① Syasmant  (具 壽） 42  211°;  43  304;  44 

18，  25, 47 其 他 ② さ VUSO  (友よ， 卿） 9  308 
尊者よ bhante  7 142 
尊 勝 天子 deva  vara  (= 梵天） 41 209 
惫大 unna!a  (傲. 1' 曼， 僑' |' 曼， 高慢.， 高慢なる， 
' 虛誇， 懾， . 傲， 不適， 心 騒が しく  ）  23  363 
尊重 ① sagarava  3 183 ② Pac&yika  〔經〕 16 

下 405 

尊重 橋 garukara-mada  47  61 • 
尊重す gam- karoti  4  380;  9  44 
尊重 を受く    mSnayati  3  402 
尊那 Sop§  〔夷〕 21 316 
尊 那の母 SopSyS  mata  〔夷〕 21 316 
尊 法 garu-dhamma  (重 法， 敬 重 法） 3  87,92, 
255,259;  4  415 


損壞 vighata  (困惑， 煩勞， 反論） 3  327 
損害 Khata- upahata  〔經〕 22 下 272 
損害 般涅檠 〔者〕 upahaccaparinibbSyin  (除般 
涅樂， 生般 涅樂） 16 上 253,254; 16 下 15*，  21， 
68, 69， 142， 185， 272; 17  382， 384; 20  248,250, 
320,407;  22 上 41; 22 下 11 
損 行 apacaya- gamin  (損 減， 還滅， 減滅 趣， 

無 積 集 行， 非 積 集 行， 能 趣 分散） 47  236,269* 
損 減 ① apacaya  (還 滅， 減滅， 減， 滅漏， 無 積 
集， 非 積 集， 衆 中に 交らず） 3  81,531; 4  2, 
302，  385，  386  ；  21 204,  205 ② apacaya-gamin 

(損 行， 還滅， 減滅 趣， 無 積 集 行， 非 積 集 行， 
能 趣 分散） 22 下 177,178,227;  57  346;  58  58 
③ hSni  4  288;  22 下 15*， 19* ④ parihSni 16 上 
424,426  ©  sallekha  (削減， 漸損， 制 邪， 制 
欲， 淸淨， 儉約， 嚴肅） 42  358；  59 上 282 ⑥ 
sallekhata (漸 損， 嚴肅 なる 行事, 儉約） 5  205; 
62 104,118,161 ⑦ Parihani  〔經〕 16 上 401 
損 減 行者 sallekha-vuttin  (嚴肅 生活 者） 59 下 
282 

① 損 減 行者 ② 損 減 行 sallekhi ほ C お a ① 59 上 

365 ② 59 下 234 
損 減 善 巧 apaya- kosalla  (去に 巧， 離 去 善 巧） 

〔三 善 巧の 一〕 8  299;  47  5,28 
損失 vyasana  (不幸， 喪失， 厄難） 〔五 種〕 8 

313 

蹲踞 ukkutika  (湖 跪， 跪 坐， 膝行す） 23  38 
① 蹲踞 行② 行③ 蹲踞の 行 ukkutika- 

padhana  (跪 坐の 精勤 者） ① 10  361,366 ② 

34  291 ③ 32 137 
①轉踞 行者 ②躇踞 者 ukkutika  (常 蹲 者， 常 

蹲踞 行者， 常樓坐 者） ① 8  53; 10  36,92 ② 

17  490； 18  361; 47  443 
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〔タイ 隨 より の教團 輸入〕 61 543,  546 
タ 力 taka  〔藥 樹〕 3  357 
ダカ サ一 ティカ Dakas5tika  (洗 浴衣） 〔塔 廟〕 
60 102 

タカシ ラー Takhasi ほ （= タツ 力 シラー） 〔都〕 
65Cni)  40 

ダカ パ'一 サ一ナ Dakap お 5ija  〔園〕 60 143，  398 
タカ パッ ティ一 は ka-patti  〔樹脂 藥樹〕 3  357 
タカ パンニ一    taka- pai?. が 〔樹脂 藥樹〕 3  357 
タガラ tagara  (格!^, 多 伽羅， 多 掲羅， 多竭 

羅， 多 劫羅， 達 子 香， 零 凌 香， 零 陵 香） 〔樹， 
香〕 38  374 

タガ ラシ キン Tagara- Sikhin  (多 伽羅 尸棄， 多 
迦羅 支棄） 〔辟〕 11 下 68,69; 12 154;  23 165 

ダカ ラッカ サ 'デ ヤー タカ Dakarakkhasa - 
j さ taka  (水 羅剎本 生物 語） （五一 七） 35  354° 

タクラ 力 Thakuraka  〔族〕 61 479,  480 

ダーサ 力 D お aka ① （陀 姿， 駄 索迦） 〔比〕 14 
200；  25 112 ② （駄 索迦， 大 象狗， 駄 寫拘） 
〔相承 比丘〕 5  4,  81， 82，  92，  94, 139;  60  27, 
183;  65  (  I  )  42,79 

ダサ 二 パ―タ Dasa - NipSta  ( 十 集） 〔本 生經〕 
38  417 

タ" サブ ラ一フ マナ • デ ャ 一タカ Dasabr さ hma;ia- 
jataka  (十 婆羅門 本 生物 語） （四 九 五） 34  399° 
ダサ マ Dasama  (第 十） 〔居士〕 10 101,106， 

107;  22 下 323 
ダサ ラタ Dasaratha  (十 Tjl) 〔王〕 31 45 
ダサ ラタ 'デャ 一タカ Dasaratha- jStaka  ( ナ 

車 王 本 生物 語） （四 六 一） 33  391° 
ダサ一 ラハ Das 社 aha (陀舍 羅訶） 〔人〕 13  394 
ダサ ンナ Dasap.i?.a  〔國〕 25  31; 32  306;  38  379 

ダサ ンナ 國製 IS 本 生物 語， ダサ ンナ • デャ一 タ 
力 Dasa^ijaka つ 'Staka  (四 〇 一） 32  303° 

ダー シ一 D お i  〔尼〕 60 125 

ダ 一シ 力一 D お ika  〔 = ダ 一シャ 一 ） 〔尼〕 60 
124 

ダーシ マ dSsima  「擔〕 39  408 
ダー シャ一 D お iya  (= ダーン 力一） 〔尼〕 60 
125, 126 

タ" スッ タラ • スッ タンタ Dasuttara- suttanta 


(十 上經） 8  357° 
タ タ Tatha  〔辟〕 11 下 68,  69 
ダ 一ター ① Dhm: さ 「神〕 38  306 ② DSthS  〔王 

女〕 61 44 

タタ一 ガタ tath さ gata  (如 來， 人） 9  285， 

287; 10  222*, 313* 
タタ一 ガタ は 死後 存 し亦存 せず hoti  ca  na  ca 

hoti  tathagato  param  marana  (如 來は 死後 

有に して 無な り， 如來は 死後 有り 亦 有る にあ 

らず） 10  222*,  313* 
タタ一 ガタは 死後 存す hoti ね thSgato  param 

marana  (如來 は 死後 有な り， 如來は 死後 あ 

り ) 10  222*, 313* 
タタ一 ガタは 死後 存 する にも あらず， 亦存 せぎ 

るに & あらす ne/a  hoti  na  na  hoti  tathagato 

param  marana  (： 如來は 死後 有に も 非ず 無に 

も 非ず， 如來は 死後 有 るに あら ず 有 ら ざるに 
も あらず） 10  222*,  313* 
タタ一 ガタは 死後 存 せず na  hoti ね th さ gato 

param  maraiji き （如來 は 死後 無な り， 如來は 

死後 有る ことなし） 10  222*,  313* 
ダ一 タ一 コーン ダン ニヤ Dath き kop4afifia  〔 精 

舍〕 61 31 - 
ダ一 タ一 シ ヴ Dath お iva ① 〔比〕 61 45 ② 〔ナ 

一 ガサ一 ラ住院 比丘〕 61 72 ③ 〔副 王〕 61 75 

④ 〔口一 ハナ 領主〕 61 98 
ダ 一ター シ ヴ 〔力〕 DSthSsiva  〔ka〕 （ = ダ一 ト 

—パティ ッサ 一世） 〔大臣， 王〕 61 58* 
ダ一 タツ ガ ボ ― デ ィ D^haggabodhi  〔住 院〕 

61 49,68 

タ ダ一デ ィ ムッタ Tadadhimutta  〔辟〕 11 下 70 
ダー ターナ一 ガ D5than お a  〔比〕 61 142 
ダ 一ターナ一 マ DSthSnama  〔居士 子〕 61 19 
ダ―タ —パブ テ ィ 》  D さ か さ pabhuti ① 〔シラー 

力一 ラ 王の 父〕 61 32 ② 〔州 知事〕 61 47 
ダ —ター パブ ティ 〔力〕 D お hSpabhuti 〔 ka〕 〔一 

世 王〕 61 37,41 
ダ―タ —バーラ Dathm^hara  〔將 軍〕 61 244 
ダ タラ ッタ Dhatarattha ① （持 國， 提頭 賴吒） 

〔四天王の 一, 乾闥婆 王〕 7  279;  8  264;  32 171 

② （提頭 賴托） 〔龍王〕 7 メ 83;  38  '226* ③ 〔白 


(557) 


タ一 ダータ 


鳥〕 35  95*;  37 10* 
ダ一 ター ブッダ DSthivadcJha  〔村〕 61 317 
タタ ブ一ビ 力 Tatav ゆ ika  〔村〕 61 241 
ダ一 タ一 ヴダ お tMvudha  (牙 を 武器と する 

者， 蛇） 42 11 
ダデャ Dhaja  〔婆〕 28 118;  59 上 374 
タ チヤ サーラ • ヂ' ヤー タカ Tacas^a- jataka 

(竹拮 本 生物 語） （三 六 八） 32  86° 
ダデ ャダ ーャカ DhajadSyaka  〔比丘の 譬 喻經〕 

26 194,468 

ダデャ ッガ Dhajagga  (幢 頂） 〔護 dj5〕  63  386 
タ" デャギ へータ 'デ ヤー タカ Dhajavihetha- 

jataka  (害 魔法 本 生物 語） （三 九 一） 32  246° 
タツ 力 takka  (酪， 酪^， 生 群） 1 142 
タツ 力 シラー Takkasi ほ （德迦 尸羅， 德叉尸 羅， 

得 叉 尸 羅= タカシ ラー） 〔都〕 2  7;  3  474;  42 

234 

タツ カシラ 一本 生物 語 Takkasila-jataka(= テ 

—ラパ ッタ本 生物 語） （九 六） 29  413 
タ ッ 力 色 精 takkavanna  〔sukka〕 1 189 
タツ 力 'デャ 一タカ Takka- j さ taka  (棗椰子 本 

生物 語） （六 三） 29  69° 
タツ カラ takkaja  〔樹〕 26  32,249;  27  73;  39 

511  . 
タツ カラー Takkara  〔地名〕 27 188 
タツ カラ • デャ一 タカ Takkaja- j お aka  (球莖 

本 生物 語） （四 四 六） 33  263° 
タッカー リカ takk お ika  〔樹〕 60 110 
タツ 力一 リャ Takk^ya  〔靑 年， 佛の 前生〕 34 

195,196,198,199 
タツ 力一 リ ャ靑年 本 生物 語 Takkariya-jataka 

(= タツ 力 一リカ' デャ一 タカ， マ ハ一タ ッ 

カーリ 'ヂャ 一タカ） （四 八 一） 34 188° 
① タッカー リャ 'デ ヤー タカ ② タッカー リカ' 

デ ヤー タカ TakkSriya  -  j5taka，  Takkarika- 

jataka  (四 八一） ① 29  337;  31 140;  34 188° 

② 31 475 

タツ カン ビラ Takkambila  〔殿 樓〕 61 69 
ダ ツキ ナ DakKRiija  (南 寺 = ダ ツキ ナ一 ラー 
マ， ダ ツキ ナム一 ラ） 〔精舎〕 60  131，  143, 
146,  377，  389,  401,  403,  409,  415;  61 45, 


62,  63 

ダッ キナー Dakkhiija  〔水門〕 61 408 

ダッ キナー ギリ Dakkhipagiri  C 南山， 持機那 

祇梨） 〔地名〕 3  501; 20  310;  31 119;  60  235， 

338 

ダ ツキ ナ一ギ リ 〔ダル ハ〕 DakkhmSgiri  〔da}ha〕 

(南山） 〔精 舍〕 60  370;  61 22，  46， 131 
ダ ッ キナ 精舍家 Dakkhmavih^aka  60  378 
ダッ キナー パタ Dakkhm^atha  (南 路） 〔地名〕 

3  344;  4  24,446;  36  38 
ダ ツキ ナム一 ラ Dakki^iamQla  ( = ダ ツキ ナ、 

〔精舎〕 60  403 
ダ ツキ ナーラ一 マ i>akkh ゆ §T さ ma  ( = ダ ツキ 

ナ 精舎） 60 143 
ダ ツキ ナ一 ヰ バンガ' スッタ Dakkhi^iS- 

vibhanga-sutta  (施 分別 經） 11 下 356° 
タッコ一 タカ takkotaka  (蛆蟲 ） 63  57 
タツ コーラ Takkola  (碟 拘羅） 〔國〕 42  234; 

59 下 248 

タツ コーラ 力 takkolaka  〔樹〕 29  61 

ダッ サマー リニ一    Dassam さ lini  〔園〕 60 145 

ダッタ Datta ① （= マン ティ ダッタ 長老 ） 34 

363 ② 〔王〕 61 75° ③ 〔門衛〕 60  392  @ 

(= ブー リ ダ ッタ， 檠達） 〔龍王〕 38  236,238 
ダッ ター Dat ほ 〔尼〕 60 126 
ダ ッ ダバ daddabha  〔音〕 31 432，  433,  434 
夕-'.., タ "ノヾ • デ ヤー タカ Daddabha- jataka  (M 

堕 音 本 生物 語） （三 ニニ）  31 429°;  37 162 
ダッ ター バヤ Dat ほ bhaya  (施 無畏） 〔比〕 62 

208 

ダ ッ ダ ラ Daddara ① （達 陀羅） 〔山〕 27  392； 

30 13, 108;  31 327 ② 〔龍王〕 31 328 
タツ タラ一 Tatta ほ 〔大臣〕 8  274 
ダ ッ ダ ラ 山 本 生物 語 Daddara- せ taka  (—七 

二）  30 106° 
ダ ッ ダラ 城 Daddara-pura  33  64 
ダ '•' ダラ • デ ヤー タカ Daddara- jataka ① (ダ 

ッ ダラ 山 本 生物 語） （一七 二）  30 106° ② （ダ 
ッ ダラ 龍 本 生物 語） （三 〇 四） 31 327°;  32  40 
ダッダ ラ龍本 生物 語 Daddara- jStaka   (三 〇 

四:） 31 327° 


(558) 


ダナ ン一タ 


タツ チヤ 力 Tacchaka ① （'I'll 叉逾） 〔龍〕 7  283 

② 〔豚〕 59 下 15 
タ ツチ ヤス 一 カラ • デャ一 タカ Tacchasiikara- 

jataka  (大工 養 猪 本 生物 語） （四 九 二）  34  362° 
タツ ディ ガー マ Taddhigama  〔王 臣〕 61 348 
ダ ッ ドウ ラ daddula  (頭々 羅） 〔米〕 8  53;  9 

128,283; 10  35,91 
ダ ッ バ ① Dabba  (沓 婆， 陀驃 = ダ ツバ マツ ラ 

プ ッタ， 陀驃 摩羅 子） 〔比〕 4 117;  27  290 ② 

dabba  (突 婆） 〔草〕 25 114, 165;  31 392,395, 

639;  35  267,301 ③ dabbha  (吉祥 草 ） 32  299 
タッパー Tappa  〔尼〕 60 104 
タ ツバ— Tabba ① 「地方〕 61 233 ② 〔池〕 

61 230 

ダ ツバ セ―ナ Dabbasena  〔王〕 31 323*; 41 419 
ダ ツバ プ ッパ. デ ヤー タカ， ダッ バ 草本 生物 語 

Dabbhapuppha- jataka  (四 〇C0  32  295° 
ダ ツバ マツ ラ プッタ Dabba  -  Mallaputta  (沓婆 

摩羅 子, 摩羅 子 陀驃， 陀驃 摩羅 子） 〔比〕 1 266; 

2  59,244;  5 10； 17  35 
ダッ ビラ Dabbila  〔辟〕 11 下 71 
ダッ ブラ Dappula ① 〔一世 王〕 61 67,68,71 

② 〔二世 王〕 61 113;  〔61 98°*〕 ③ 〔三世 王〕 

61 103° ④ 〔四 世 王〕 61 130,134° ⑤ 〔五世 

王〕 61 134© 〔マ ヒン ダニ 世の 従兄弟〕 61 90* 
ダッ プラ山 Dappula- pabbata  〔住 院〕 61 100, 

113 

ダ ッ ラ Dalla  (= モ ッ ガッラ 一ナ 三世 王） 61 55 
ダーテ ィ 力 DSfhika  (=ダ 一テ ィ ャ王） 60 
130, 134 

ダデ イマ ーラ Dadhim さ la  (酪鬉 ） 〔海〕 33  418 

ダ ディ ムカ Dadhimukha  〔夜叉〕 8  280 

ダー テ ィ ャ Dathiya ① （= ダ 一 ティカ 王） 〔將 

軍， 王〕 60 134,375,376 ② 〔第二 世 王〕 61 21 
ダ ディ ヴ一 ハナ Dadhiv 私 ana  〔王〕 30 170* 
ダテ" ィ ヴ一 ノヽナ • ヂ 'ヤー タカ Dadhiv さ hana- 

jataka  (凝乳 運搬 王 本 生物 語） （一八 六） 30 

165° 

ダート ゥ カタ一 DMtu- kath さ （界 論） 〔七 論の 

一〕 47  213° 
ダ 一トウ 'サム ユッタ DhStu- sarhyutta  (界相 


應） 13  210。 
ダート ウセ一 ナ DhStusena ① 〔比， 王〕 61 

19*,  21°，  27 ② 〔王〕 61 429 ③ （舍利 市'） 〔人'} 

士〕  61 19 ④ 〔精 舍〕 61 22 
タ一 卜 ウセ ーナ山 Dhatusena  pabbata  〔精舍 1 

60  416;  61 22 
ダ一 卜 ゥプ一 デャカ Dh&tupf リ 'aka  〔比丘の tS 

喩經〕 27  204,  381 
ダ— 卜ゥヰ リヽ' ンガ • ス ッ タ Dhatuvibhaiiga- 

sutta  (界 分別 經） 11 下 332。 
タ ト一 タラ一 Tatota ほ 〔大臣〕 8  274 
タ 卜一 デ ヤシ Tatojasi  〔大臣〕 8  274 
ダー ト 一パティ ッサ Dathopatissa ① 〔一世 王 

=ダ —ター シヴ〕 61 61°*,  153, 154 ② 〔二世 

王〕 61 66,  71， 79，  80 
タト ーラ一 Tato ほ 〔大臣〕 8  274 
ダナ Dhana  (財） 〔池〕 61 39 
タ ナガル 力 Tanagaluka  〔村〕 61 324 
ターナ コーン カナ ThSnakoiikana  〔園〕 61 405 
タナ シーヴ Tanasiva  〔王 侍者〕 60  374,  375 
ダナ ナンダ Dhanananda ぐ陀那 難陀） 〔王〕 60 

175 

ダナ パーラ ① 'DhanapSla  〔比〕 26  87 ② 〔象〕 

〜次 項 

① ダナ パーラ ② ダナ パーラ 力 DhanapSla, 

Dhanapalaka  (守 財， 護 財） 〔象〕 ① 35  71; 60 

349 ② 23  67；  28 140,282,335；  32  228；  37  8; 

59 下 23*; 62  408 
ダナ ビッティ Dhanapitthi  〔地方〕 61 75 
ダ 一ナヴ ① dSnava  (陀那 婆， ダ ヌの 孫， 魔 鬼） 

〔阿修羅， 鬼〕 26  35;  27  74;  37 126;  59 上 315; 

60 121; 61 337 ② DSnava  〔姓〕 26  417 
ダナ ヴテ ィ ― Dhanavati  (有 財， 財 主） 〔迦葉 

佛の 母〕 28  91;*41 351 
ダ―ナ ヹ— ガサ D お aveghasa  〔阿修羅〕 7  285 
タナヹ 一リ Tanaveli  (= チヤ一 ナヹ一 ラ） 〔精 

舍〕 60 143 
ダナン デ-ャ Dhananja  〔園 林〕 41 281,286 
ダナン デャ  一二一    DhanafijSni  (陀 然闍仁 = ダ 

—ナン デャ 一二一， 陀那奢 尼） 〔夷〕 12  274; 

27  357,407  ' 


(  559) 


ター ダ一ナ 


ダーナン デャ一 二     DhSnafijani  (陀ぇ 《） 〔婆〕 
11 上 244 

ダーナン デャ 一二一  Dh お afijani  ( 陀那奢 尼 = 
ダナン デ ヤー ニー， 陀然闍 仁） 〔婆羅門 女， 夷〕 
11 上 274 

タ' ーナ ンヂャ —二  • ス ッタ Dh^afij お i- sutta 
(陀 然經） 11 上 244° 

① ダナン チヤ ャ ② ダナン デャャ 
Dhanancaya,   Dhananjaya  〔長者， 文-！? 長者 
の 子〕 ① 63  317 ② 31 123 

ダナン デャャ Dhanafi jaya ① （財 勝 = ダナン 
デャャ. コーラン. バ王， 拘樓 王） 〔佛の 前生〕 
28  95;  31 157, 160, 163;  32  401； 35  316;  38 
415,  418*.  433,  438,  525,  546;  41 366 ② 〔婆羅 
奈王〕 31 468,469 ③ （財 勝） 〔プッ サ佛の 信 
士〕  41 323 ④ 〔長者 = ダナン チヤ ャ〕 〜前項 

々"ナン デャャ • コーラ -., ノ、'  Dhanan  j  ay akorabba 
(= ダナン デャ ャ王， 拘樓 王） 38  414 

ダナン デャャ の 所行 Dhananjaya  cariya  〔經〕 
41 366。 

々"ナン テ一 ヴ一 シ ン Dhanantev お in  〔從 者〕 37 
178, 192 

ダニ ッタ Dhanittha  〔傳 。 轉輪 王〕 26  358 
ダニ ッ タカ Dhani は haka  〔卑 名〕' 2  9*, 20 
ダ ニヤ Dhaniya ① （壇 尼迦） 〔陶師 子， 比〕 1 

66；  4  429;  5  6;  25 164 ② （陀 尼耶） 〔牛 飼〕 24  7 
ダヌ Dhanu  〔地方〕 61 324 
ダヌ カーリ 力 dhanukSrika  (陀奴 劫 利） 〔樹， 

花〕 37 171 

ダヌセ 一力 Dhanusekha  〔王子〕 39  252,253 
ダヌ タツ カーリ dhanu ね kkSri  〔樹〕 39  407 
タ" ヌッ 力" ノヽ ティ ッサ Dhanuggahatissa  (弓術 

師 帝須） 〔比〕 31 218*；  34  362 
ダスマン ダラ Dhanumaijdala  〔地方〕 61 237 
ダス ヰ * ッ リ 力 Dhanuvillika  〔地名〕 61 237 
タノ 《ッ シン Tapassin ① (= テ" ィ 一力 "タノ？ ッ シ 
ン） 〔尼 乾の 徒〕 10 137* ② 〔使臣〕 61 353 
ターバン ① patta  63  50 ② vethana  (頭巾） 
43 191 

タブ ッサ ① Tapussa  〔燃 燈 沸の 信士〕  41 249 
②〜 次 項 


①タ プッサ ② タパ ッス Tapussa,  Tapassu  (多 

梨 富沙， 多 婆 富沙， 帝 梨 富沙， 提謂） 〔商人， 

塞〕 ① 3  6;  20  227;  22 上 141 ② 17  36 
タ ポー ダ Tapoda  (多 浮陀， 榻補， 槍 補， 温泉） 

〔園， 精舍〕 1 269;  2 184;  7  90； 11 下 255; 

22 下 112;  30  89 
タ ボーダー Tapocm  (多 浮陀， 椅補， 温泉） 〔河〕 

1 180;  2 184 
タ ポ ーダ カン ダ ラ Tapodakandara  (多 浮 陀窟， 

溫 泉窟） 1 269 
ダーマ DSma  〔精舎〕 61 94 
ダーマ— Dama  (調伏） 〔毘沙 浮佛の 第一 比丘 

尼〕 28  89;  41 337 
ダ一 マガ ッラカ Damagallaka  〔精 舍〕 60  406 
ダマ タ Damatha  (調伏） 〔傳。 轉輪 王〕 26  332 
ダ マナ Damana  (「 它摩那 ） 〔龍王〕 36  27 
タマ一 ラ tamSla  〔樹〕 25  72;  26  337;  61 304 
タマ一 ラプッ ビヤ Tam^apupphiya  〔比 £の 

譬喩 經〕 26  337 
タマ一 ラプッ ビヤ 品 Tamalapupphiya  vagga 

26  337 

タ マ リ Tamali  (多 摩 梨） 〔國〕 42  234;  43  248 
ダ一 マ リ Damali  (陀摩 利） 〔天子〕 12  79,80 
タ一 マリ ッ ティ Tamalitti  (〜多 摩 梨） 〔港〕 

60  229,275;  65(  I  ) 119 
ダ ミ ラ Dami!a ① （陀 JFj 羅， ドラ ヰダ） 〔國， 族〕 

27  91; 34 176；  60 128,  155，  288,  294,297*, 
308,  331，  373*,  382,  404;  61 18， 19,  21, 56， 
59*,  65,  66,  73*，  94,  99， 108，  144，  148*,  157， 
160*,  171,  215,  233,  254,  358*,  362*,  369*, 
375*,  387.  390,  391,  402,  416,  418，  425,  427*, 
433，  434，  467,  481, 482 ② 〔塔〕 61 400 

ダミ ラー ディ 力一 リ dami ほ dhikSri  〔官職〕 61 

334,  339*,  354, 356 
ダ ミラ一 妃 Dami!a  devi  (陀 ffj 羅デ一 ヰ一） 60 

392 

ダム マ 力 Dhammaka  (ダン "^力， 有 法） 〔山〕 

28 14, 15;  41 223  ぐ、 
タモ一 ヌダ Tamonuda  〔傳。 轉輪 王〕 26  308 
ダーャ ガー マ DayagSma  〔精 舍〕 61 22 
タ 一ャナ Tayana  (多 耶那） キ〕 12  82 


(560) 


ター 〔ン〕 -ータ 


ダーャ パッサ Dayapassa  〔王 園〕 36  255,  257, 
258 

タョー ダン マ， チ'' ヤー タカ 1 ayodhamma- 

jataka  (三 法 本 生物 語） （五八） 29  40°  ' 
タ一ラ ほ la ① （多羅， 掠撋） 〔果， 樹〕 1 99; 

9  256， 333， 336; 10  72; 24  498; 33  41; 41 373; 

61 305,404 ② 〔量〕 26  302 
ダラ ァガ Dara- aga  〔地名〕 61 250 
タ一ラ 力 ほ laka  〔植〕 27  73 
タラ一 カツ タリ Ta!&katthali  〔堡 壘〕 61 250 
ター ラッガ ッラカ T^laggallaka  〔池〕 61 410 
タ ラ ター デ一 ヰ一 Tala ほ devi  〔母后〕 39 178, 

179, 260 

ター ラッ ケッタ Taiakkhetta  〔村〕 61 236 
タラー ッ タラ Ta! さ tthala  〔堡 壘〕 61 244 
タラ ツチ ャ Taraccha ① 〔族〕 61 46;  65(  I  ) 

119 ② 〔池〕 60  291 
タラ ディ ッラ Tala4illa  〔港〕 61 358 
ター ラナ T お aija  〔傳。 轉輪 王〕 26  95 
ダ一 ラナ dh お aija  (憶 持） 2  493  . 
ダラ ニー    ① Dharani  〔湖〕 8  274 ② dharani 

(地， 地所， 大地， 總持） 5  291 
タラ ニガ一 マ Talanigama  〔渡〕 61 267 
タラ ニヤ Taraijiya  〔比丘の 舊 喩經〕 26  349, 

396, 402； 27  209 
ダラ 二一 ル ハ ① dharai:iiruha  〔樹〕 26  50, 197， 

256,  321,  391; 27 129,131 ② Dharaijiruha 〔傳。 

轉輪 王〕 26  306 
ター ラ パリ ャ T さ laphaliya  〔比丘の 譬喩 經〕 27 

242 

タ一ラ ヒーラ 力 ほ lahiraka  (皮 を 破る 蟲） 63  57 
タラ プタ Talaputa  〔比， 佛の敎 を 受けて 出家 

し 成 阿羅漢〕 16 上 3* 〜次 項 
ター ラプタ Taiapu ね 〔比〕 25  309 〜前項 
タ一ラ ユー ノレナ一 ド ク Talayurunadu  〔地名」 

61 374 

ター ラヴ ッ トウ TSlavatthu  〔精舎〕 61 83 
タ 一ラヴ ュ メ" ーャカ T さ lava^tad さ yaka  〔比丘 

の 譬喩 經〕 -6  359 
タ一ラ ヱ * ーリ通 Talaveli-magga  62 125 
①タ ランガ タラン ガラ Talaiiga,  Talaiigara 

( 


(= ター ラン カラ） 〔精 舍〕 ① 60  366 ② 63 
332 

タ一 ラン カラ Tajaiikara  (=タ ランガ， タラン 

ガラ） 〔精 舍〕 64  366 
ター リサ ほ lisa  (達 子 香） 〔樹， 香〕 37 171; 3 & 

411 

タ一 リーサ 力 ほ Hsaka (達 子 香の 木） 59 下 216' 
ター リ ッサラ TSlissara  〔王〕 60  21 
ダ リーム 力 Darimukha  〔司祭の 子〕 32 141* 
ダ リ 一 ム 力 辟 支佛本 生物 語， ダリ一 ム 力. ヂ ャ 

—タカ Daiimukha  jataka  (三 七 八） 32 141 ひ 
ダ— ノレ 力 ッ サノ？   Darukassapa   ( = 力 ッサノ  、。三 

世？） 〔王〕 61 113 
タール ッ 力 T さ rukkha  (多 梨 車） 〔婆〕 6  333; 

11 上 263;  24  226 
ダル ハ Da!ha  〔精 舍〕 61 31 
ダル ハダ ンマ Da!hadhamma  (堅 法） 〔王〕 32 

375 

タ'、 ノレ ノヽタ "ンマ • スッ タンタ Dalhadhamma— 

suttanta  (= 弓術 師經） 34 122 
タ" ノレ ハダ' ンマ • デ ヤー タカ Da}hadhamma — 

jataka  (堅 法 本 生物 語） （四 〇 九） 32  373° 
ダール パッ テ 'イカ D 社 upattika  〔人〕 8  27* 
ダル. ハ ネーミ Da}hanemi  (堅固 念， 堅 福） 〔王〕 

8  74;  63  8 
ダル ヒ 力 Da}hika  〔比〕 1 111 
ダ— ルール D お Qru  〔村〕 61 489 
ダ— ロー ハ' Dharopa  〔村〕 11 下 328 
ダヴ dhava  〔樹〕 17  330,332;  34 116;  39  387， 

391,402 

タヴ カン 二 力 Tavakappika  〔長者〕 20  228 
ダ ヴデャ 一 リカー Dhavajalika  〔地名〕 21 17， 
18 

タヴッ 力 Tav'akka  〔婆〕 65(  I  ) 123 

ター ヴ ティン サ Tavatimsa  (个刀 利 天， 三十 三 

天） 38  84  , 
ダ ヴラ一 Dhava ほ 〔水路〕 61 409 
ダ ヴラ ギッティ 力 ガー マ Dhavalavitthikagama 

〔池〕 61 230 
タン キタ石 床 丁 ariikita- mafica  (石 床） 24 100 
タ一 〔ン〕 ギッぺ -— ノレ 一 マ一 ラ 


ター タ ンク 


Ta[n3gipperumala  〔ダ ミ ラ人〕 61 363,367 
タンク ッ タラ Taiikuttara  〔ダ ミラ 人〕 61 363 
ダン ダカ Daijdaka  〔森〕 10 147;  59 上 276 
ダン ダカ ッパカ Da^idakappaka  〔村〕 20 162 
ダン ダ キー Daij4aki  〔王〕 33  69;  36  38,  41, 

51, 263 

ダン ダセ一 ナ Da^ujasena  〔傳 3 轉輪 王〕 26 198 
ダ ン ダ ダ―ャ 力 Da]j4adayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 

26  477;  27  259 
タ" ンタ" 一テ" ィ ナ一ャ 力 da];i(Jadhin&yaka  ( = タ" 

ン ダナ一 タ， ダン ダナ一 ャカ） 〔官職〕 61 236 
ダ ン ダナ ータ da]j4anatha   ( = ダン ダナ ― ャ 

力， ダン ダー ディ ナ一ャ 力） 〔官職〕 61 236, 

240, 243， 245， 260， 348， 361 

タ" ン ダナ一 ャカ da^icJanSyaka  ( = ダン ダ ナ 一 

タ， ダン ダ一 ディ ナ一ャ 力） 〔官職〕 61 240, 

258,270,273,286,290 
① ダン ダパ一 二 ② ダン ダパ一 二一  Daij4ap 的 i 

(執 杖 者） 〔釋 氏〕 ① 9 192* ② 60 161 
タ" ン タブー ミ • スッタ Dantabhiimi- sutla  (調 

御 地經） 11 下 154° 
ダン タプラ Dantapura  ( ：: 奈多布 fg) 〔カリン ガ 

の 都〕 7  249;  31 158 
タンタ ブー ヰ 力 チヤ一 ティカ  ' 

Tantavayikacatika  〔村〕 61 73 
ダン ティ 力 Dantika  〔地名〕 61 366 
ダン ティ 力一 Dantika  (ffi 多） 〔尼〕 25  343 
タン ティ ッガ一 ハ tantiggaha  〔動〕 26  30 
ダンディ ッサラ Daij づ issara  〔布施〕 61 127, 

137, 170 

タン ドウ ラ toQc^ula  (稻， 稻术， 玄米， 粳米， 

硬 米） 〔植〕 37 144 
タン ドウ ラナ一 リ -デ ヤー タカ Ta;i4ulana}i - 

jataka  (稻稗 本 生物 語） （五） 28  252° 
タン ドク ラパ ッタ Taij(Julapatta  〔村〕 61 324 
タン ドク ラ パーラ ドヴー ラー 

Tandulapaladvara  〔地名〕 11 上 244 
ダンナー Dhanna  CJtlJ  60 127 
タン ナル TannaflT  〔村〕 61 261,262,282 
タン 二 ティ ッタ Tannitittha  〔地名〕 61 262 
ダン ニヤ ヴ ティー Dhafiftavati  (有 穀） 〔都〕 


26  275;  28  77;  41 285 
タン ハ一 Taijha  (愛） 〔魔女〕 24  324; 28 167, 

29  412；  42  276 
タンパ Tamba ① （銅） 〔王〕 32  56,59 ② 

〔ダ ミラ 人〕 60  315 ③ 〔大臣〕 61 241 ④ 〔村〕 

61 340,437,438 
タン ノヽ' ウンナ マ 力 Tambaunnamaka  〔地名 〕 

60  315 

タン バチ ユーラ 力 tambacii!aka  〔鳥〕 26  31 
タン ノ、' ノ々' ンニ 丄、 ambapatuji,  Tambapani ① 
(銅 葉， 銅鑠， 赤銅 鑠， 銅 掌 =榜 伽 島， 師子 島, 
錫 蘭） 28 181; 35  213;  42  234;  60 11,61,62°, 
67,68,74*,  103, 112, 113， 120 其 他； 65  (  I  ) 
79*,  87，  89*,  98 其 他； 65(ni)  3,32 ② 〔都〕 
60  62 

タン バ パンニ一    Tambapa^iji  〔ガ く路〕 61 408 
タン バビ ッタ Tambapittha  〔村〕 60  332 
タン バプッ ビヤ Tambapupphiya  〔比丘の 譬喩 

經〕 26  302 
タン バラ Tambala  〔村〕 61 71,159,161 
タン バ一 口一 パカ Thambh 社 opaka  〔比丘の 譬 

喩經〕 26  293 
タン バヰッ ティ Tambavitthi  〔村〕 61 160 
タン ハン カラ Taijhaihkara  ( 作 欲 ， 作 愛） 〔佛〕 

28  92;  41 357 
タンブー ラ は mbQla  (擔 歩羅， ^醬， 檳榔 子） 

〔樹〕 29 10 

ダ ン マ Dhamma ① （法） 〔天子〕 33  354 ② 
〔比〕 60 130 ③ 〔夜叉〕 41 396  ©  (法， 達 
摩） 〔殿〕 7 177; 14  226  ©  〔園〕 41 278,282; 
61 128 

ダン マ一 Dhamma ① (法） 〔アツ タダ ッシー 
沸の 第一 比丘/ g〕  28  82;  41 308 ② 〔尼〕 25 
336;  60 125 ③ 〔王女， 翊舍瞿 曇彌の 前生〕 27 
408, 421, 428, 434, 440,  445；  39  265 

ダン マ 力 Dhammaka  (ダム マ 力， 有 法） 〔山〕 
28 14, 15;  41 223 

ダン マ カラ 力 （漉 水瓶） 支提 Dhammakaraka - 

cetiya  〔廟〕 60 101 
ダン マキ ッ ティ Dhammakitti ① 〔比〕 61 437, 

494 ② 〔賢者〕 61 353 


(562) 


> 'ン ミータ 


ダン マグッ タ Dhammagut は ① （暴: 摩崛 多） 

〔王〕 60  20 ② 〔比〕 35  213;  60  366 
ダン マグ ッタ一 Dhammagut ほ ① 〔IS〕  60 

126 ② （曇 摩崛 多） 〔夜叉 女〕 63  316  ' 
ダン マサ ーラ Dhammasaia  〔精 舍〕 61 68 
ダン マサ ヴ Dhammasava  〔比〕 25 136 
ダン マサ ヴ 二 ャ Dhammasavaniya  〔比 £ の - W 

喩經〕 26  460 
ダン マサン 力" 二    Dhamma- saAgam  (法 集 論， 
. 法聚 論） 〔七 論の 一〕 45  r;  61 15 
タ" ン マサン ニヤ 力 Dhammasaftfiaka  〔|_七]5：の 

譬喩 經〕 26  420 
ダン マ セ一ナ Dhammasena ① （法 軍) 〔マン 
ガラ佛 の 第二 弟子〕 28  71; 41 259 ② （法 軍） 
〔プ ッ サ佛の 第二 弟子〕 28  86;  41 323 ③ （達 
孽 斯那） 〔比〕 60 130,338  @ (達 摩 斯那） 〔王〕 
60  22 

ダン マー ソ一 力 Dhamm お oka ① （法 無 憂， 法 
阿育， 正 法 阿育 = 阿育 王） 〔王〕 60  275;  61 21, 
429 ② （法 無 憂） 〔王子〕 61 416° 

タ" ン マソ ンタ" Dhammasonda  (五三 七， 大須 
陀須摩 本 生物 語？）  61 509 

ダン マダー シャ一 Dhammad お iya  〔尼〕 60 
104, 124 

ダ' ンマタ "クシ— Dhammadassin  (法 見) 〔佛〕 
26  293， 336， 426;  28  81， 83°, 92; 41 309°*, 359; 
60 152 

タ' ンマ ターパ サ一 Dhammatapasa  〔尼〕 60 
125 

ダ ンマダ 一 ヤー タ"， スッ タ DhammadSyada- 

sutta  (法 嗣經） 9 17° 
タ' ン マチ； E — ティ ャ • スッタ Dhammacetiya - 

sutta  (法莊 嚴經） 11 上 157°; 34 16 
ダン マ. デャ一 タカ Dhamma- j お aka  (法 天子 

本 生物 語） （四 五 七） 33  354° 
ダン マ チヤ ッカ Dhammacakka  (法論） 〔堂〕 

61 4 

タ' ンマ チヤ ツキ 力 Dhammacakkika  〔比丘の 

譬喩 經〕 26 162 
タ' ン マツ ダデャ Dhammaddhaja  (法 幢) 〔司 

祭官， 佛の 前生〕 30  316 


ダン マツ ダデャ • ヂ 'ャ 一タカ Dhammaddhaja- 

jataka  (法幢 本 生物 語） ① （ニニ 〇） 30  316° 

② （三 八 四） 32 186° 
ダン マテ" ィ ンナ Dhammadinna ① (法 授， 曇 

摩 陳那） 〔比， ビ ヤング 島 出身， タ ランガ 住 

者〕 60  366;  63  332;  64  366 ② （達 摩 提那） 

〔塞〕 16 ド 319 
ダン マディ ンナー Dhammadinna ① （法 與） 

〔ピャ ダッシ 一佛の 第一 比丘尼〕 28  81; 41 304 

② （法 施， 曇 摩 提那） 〔尼〕 25  335;  27  408; 

〔10  22。〕 ③ 〔ピャ ダッシ 一佛の 信女〕 41 305 
ダン マノ ？ ダ Dhamma- pada  (法 句經） 23 17 。 
ダ ンマ パーラ DhammapSla ① （護法） 〔王子， 

佛の 前生〕 32  41; 59 下 17 ② （法 護-比 豆 梨 

賢者） 38  471*,  519 
ダン マ パーラ一 Dhammap さほ （暴 摩 波羅） 〔尼， 

僧伽 蜜 多の 和尙〕 60 192;  65 ぐ I  )  66 
タ" ン マノ？ ーラ • クマ一 ラ DhammapSia— 

kumara  〔比 豆 梨の 子〕 38  472,493 
ダン マ パー リ タ DhammapSlita  (曇 無 波 離） 

〔相承 比丘〕 5  4;65(1  )  79 
ダン マミ ッタ Dhammamitta  (法 友） 〔比〕 61 

142  ■ 
ダン マラ一 デャ王 Dhammaraja  〔章〕 61 497 
ダン マラ ツキ タ Dhammarakkhita ① （達 摩勒 

棄多， 法 護 = 大法 護） 〔臾那 人， 比〕 60  59， 

230,233 ② （法 護） 〔比〕 59 上 31; 61 557 
ダン マーラー マ DhammSrama  ( 法 園） 〔精舎〕 

41 278,282;  61 128 
ダン マルチ Dhammaruci  〔比〕 27  213  〔譬喻 

經〕 27  211 

ダン マルチ一 Dhammaruci    (法 离= 無 畏 山寺 

派） 〔部 派〕 60 175 
ダン マンタ リー ^Dhammantarin  〔古 仙， 醫〕 35 

227; 59 下 102 
ダン ミカ Dhammika ① （曇 彌） 〔比 :|  20 117; 

25 177 ② （曇 彌迹） 〔塞〕 24 138;  64 10 ③ 

(適法》 〔ピャ ダッ シ一佛 の 信士〕  41 305 ④ 

〔シャ ム國 王.〕 61 541,546,547 
タ ンミ 力 シラー メーガ Dhammika- si ほ megha 

(= マヒ ンダ 三世 王） 61 101' 


ター ダン ミ， 手， 他 


ダン ミ 力 品 Dhammika- vagga      彌品） 20  87 

手綱 rasmi 11 下 110 

他 para  (敵） 14  262*;  22 上 113*;  41 193* 

他家 kula  (家， 良家， 俗 家） 2 156* 

他界 hurarii 42 163 

他界へ 往 く 色の 問 Paralokagata-pafiho  59 上 
184 

他毁 の佈畏 par お uvMa- bhaya  (他 責畏， 他責 

の 怖畏） 59 下 8 
他義 parattha  (他 利， 利他） 42  271; 43 160, 

313; 44  292,459 
他 境界 para- visaya 16 上 364,365,367,368 
他 化 自在 ① Paranimmita  (他所 化） 〔天〕 7 

291; 38  455 ② vasavattin  (自在， 自在 者） 12 

227 

他 化 自在 天 Paranimmita- vasavatti  devo  〔六 
欲 天の 一〕 1 28;  3  21; 6  310;  7  220,267；  8 
297,  339;  9  369; 10  8; 11 上 254; 11 下 114; 16 
下 323,343; 17  340,347,371; 20 13,48,73, 
357, 375;  21 128, 131, 150， 151，  155，  156, 162， 
163, 171; 22 上 288; 22 下 307; 23  345;  28 102， 
172； 40 138; 41 78; 42  63, 178; 44  69, 138; 45 
328;  46 107；  47 187, 189, 191°,  435;  57 130, 
•272;  58  413;  62  445;  64  77,98;65(n)  40,42 

他 作 paraiikata  (他 造〕 13  28*,  32*,  47*,  54*, 
58*, 164*；  20  212 

他 作 無し natthi  parakaro  20  78 

〔他 妻 を橫領 せんとす る 悪 王〕 30  203 

他 思 para- saftcetana 18  279 

他者の 説 anna-vada 17  322 

他 州 專情 視察 Paramandalappavattininnaya 
〔章〕 61 205 

他 州へ 旅 Vr   Paramandalabhigamana  「章」 61 
194 

他 7 お ① afifia- titthiya  (外道， 外學， 異道， 異 

學） 17  324,325 ② para- samaya 〜次 項 
① 他宗 ② 他宗 義 para- samaya ① 58  72 ② 

64 164,498  - 
他所 化 Paranimmita  (他 化 自在） 〔天〕 41 208 
他所 與論 Parupahara-katha  57  221° 
他心 para- citta  22 上 331,  334,  337,  339，  346; 


22 下 58* 

他心 差別 善 巧 paracittapariyaya  kusala  22'f 
58* 

他心 善 巧 paracit ね- kusala  22 下 58* 
ザ 也 知 paracitta-vijanana  65(n  )  82 
他汇、 知 〔者〕 paracittavidQ  43  200 
他心 知 通 asayanusaya-nana  28  351 
他心 智 ① cetopariya-nana,  catoparyaye 
fi 的 aril (他心 通， 心 差別 智， 心 證解智 ，他心 を 
知る， 解 心智） 12  335,338;  43 108*;  50 144*, 
163，  164,  473;  51 16, 17,  81*,  133*，  183*， 
256*, 307*,  355*,  407*;  52  39，  40,  91*, 131*， 
174*,  206* 其 他； 53 10*,  47*,  70,87 其 他； 54 
10*，  31*,  54*，  74* 其 他； 57  394;  62  214,  231; 
63,  300,  349,  356,  373*,  377,  419,  420,  422*; 
64 135;  〔6 118°;  9  52， 112; 10  329; 11 上 
23°,  365°； 11 下 111; 13 177，  184，  312; 16 下 
114°, 170; 17  419； 19  24，  37; 20  3;  22 上 111; 
22 下 117;  63  373°} 〔所 緣〕 63  419 ② 
paracitte  nanarii (他心に 於け る智） 47  42 ③ 
paricchede  nanaih  〔四智 の 一〕 8  305 
〔他心 智論〕 63  373° 

ffejCi 、通 cetopariya-nana  (ザ也,1>智， ；じ 、差 智, 

解 心智， 心證 解智） 7  43 
他心に 於け る智 paracitte  fiS り. arii (他心 智） 

47  41 

他心 判じ manesikS  (意志 判じ） 1 303; 6  8,98 
他心 を 知る cetopariySya  (心 差別， 心の 習性， 

他心 智） 12  250 
他 世 para- loka  6  37，  88; 11 下 370;  42  85,86 
他 世 想 〔者〕 paraloka- saiifiin  22 上 206*;  22 下 

288*, 339* 
他 世な し natthi  paraloko  7  365* 
他 世の 勝 伏 paraioka- vijaya  21 186，  188，  190， 

192 

他 施活命 餓鬼 paradattQpajivin  59 下 135 
① 他資畏 ②他责 の佈畏 paranuvSda- bhaya 

(他毁 の 佈畏） ① 47 112 ② 18  216°;  4a 

179；  44  403,434 
他 造 parariika は （他 作） 8 175* 
他 足 〔者〕 tappetar  47  364,396° 


他， fH， 多一 タ 


他と 雜處 せざる 話 asaiiisagga- kathS  (不雑 論， 
不衆會 論， 不會合 論， 無雑 論） 23 141 

他 と 雜處せ ざ る 者 asariisattha ぐ 非 交 ミ径 者） 23 
152  ' 

〔他に 誘 はる〕 57  221 

他に 同情す るの 尋 parSnuddaya ほ 

patisamyutta  vitakka  (他への 憐愍に 關 係せ 

る尋） 47  62,77°  ' 

他人の 過失 aflfia- vajja  23  56 

他人の 解脱に 關す る 智 parapuggaia- vimutti- 
nana  8 132 

他人の 妻 parassa  dara  24 144 

〔他人 は 他人 を觀 察し 得る 譬喩〕 19  35 

他の 見 Apara  ditthi  〔經〕 12  247 

① 他の 師に 就く ② 他の 師を 仰ぐ afiftai?! 
sattharam  uddisati  〔六 逆 罪の 一〕 ①. 17  39 
② 11 下 62 

〔他の 畑の 草取りの 譬喩〕 6  327 

〔他 は 他に 樂を與 ふ〕 58  292 

〔他 は 他の 心 を策勵 す〕 58  289 

〔他 は 他の 心 を 制す〕 58  287 

① 他への 憐 愁に關 係せ る尋② 他人への 憐憫に 

關 係せ る尋 paranuddayata-patisarhyutta 

vitakka  (他に 同情す るの 尋） ① 43  201,393 

② 44 199,265,351 
他物 para-pariggahita 1 88 
他物 想 parapariggahita  sannin 1 88 
他 法 者 paradhammika  24  366;  43  367 
他 利 parattha  (他 義， 利他） 16 上 325*; 17 13, 

353,354; 19  321*;  20  393;  42  257;  44  402, 

410,  499 

他 梨 舎 i:    Tuttha  〔塞〕 16 下 244  - 

他 合 入 para-vitarana  57  231,250* 

他 令 入 論 Para  vi ほ rapa- katha  57  250。 

他論師 ① itara  =  para- v^din  58  76，  78,  201 其 

他 (Dpara-vadin  57 131， 142 其 他 
他 を 害する para  hethana  7  257 
他 を 苦しむ parantapa  (苦 他） 10  88*，  200; 11 

上 210* 

他 を 護ら ば自を 護る pararii  rakkhanto 
attanaih  rakkhati 16 上 396 


田 ① khetta  (灿， || は |ii， お |:旧） 1 81, 339；  3 
268; 18  279;  21 121,122,123 ② Khet ね 「經〕 
16 下 411;21 121 

〔田と 種子と 收樓 との 喩〕 21 121 

〔田の 三 支〕 59 下 343 

田の 勝者 khetta- jina  24 192, 193° 

田は雜 草に より 損 はる tmadosarh  khettam  23 
72,73 

田畑 khetta  (田， 加， 耕 田） 42 14,373 
〔田 や 種子 等の 譬喩〕 （緣 起說） 17  365,366,367 
①多 伽羅 ② 多掲羅 ③ 多竭羅 ④ 多劫羅 tagara 
(格 香' 達 子 香， 零 凌 香， 零 陵 香） 〔香， 樹〕 
① 26 180, 415; 37 171; 39  391,407,411 ② 
17  370;  23  25 ③ 23  320 ④ 35 118 
多 伽羅 尸棄 Tagarasikhin  〔辟〕 12 154;  23 
165;  32  239，  240 

多界 aneka- dMtu  (種種 界， 非ー界 ） 22 上 253， 
257 

多界經 Bahudh さ tuka- sutta  (別名； 四 轉經， 法 

鏡經， 不死 鼓經， 無上 戰經） 11 下 56°，  65 
多 〔業〕 bahula  〔- kamma〕 （=數 習 業） 64  311 
〔多言に て 失敗〕 34 195 
多 罪 vajja- bahula 18  238;  47  366,418° 

①多子 塔 ②多 子祠堂 ③ 多子廟 Bahuputtaka - 
cetiya,  Bahuputta  cetiya ① 16 下 107;  21 
255, 256 ② 23 186 ③ 8 13； 13  321 

多 髭 魚 puthu-loma  25  417 

多種なる がー 所作 をな す やの 問 
Nanaekakiccakarana  panho  59 上 78 

多種の 市 申 通 anekavihita  iddhividha  (種種 神 通 

力， 種種の 神 通， 種種の 神變， 多端 祌變， 無 

量 種の 神 通） 20 192, 193 
多受經 Bahuvedaniya- suttanta 10 177° 
多 受の業 bah«vedaniya- kamma  22 上 46* 
〔多 身 一身 神變〕 63  327 
多數 Sambahu ほ 〔經〕 12 198 
多數 （遊行 者） Sambahu ほ or  Carika  〔經〕 12  345 
多數決 〔法〕 yebhuyyasikS  (多 人語， 多覓毘 尼） 

〔七 ih 諍の 一:] 8  333 
①多足 ②多足 者 bahuppada ① 1 85; 16 上 

214, 346; 18  62; 19  46; 22 上 235;  23  340; 30 


(565  ) 


244 ② 4 169； 18 125 
多多 Bahula  〔經〕 16 下 327 
多端 神 變 anekavihita- iddhividha   (多種の 神 

通， 種種 神通力， 種種の 神 通， 種種の 神變， 

無量 種の 神 通〜 諸種の 神 通） 16 下 113,116, 

121,  126*,  138, 140, 143*,  147, 148, 170;  22 上 

110;  22 下 117;  40 187； 41 153°, 180 
多智 ① puthu- paflflS  (廣 智， 廣慧） 31 42 ② 

bahusacca  (多 聞， 多 聞なる 事， 博識） 22 下 31 
多轉向 nanavajjana  62  329 
多 貪 者 abhijjhmu  (貪， 貪欲， 貪欲 者） 13  246 
①多 人語 ②多人 〔語〕 yebhuyyasika  (多數 決， 

多覚毘 尼） 〔七滅 諍の 一〕 ① 2  335，  564;  5 

159，  178，  264*,  383; 11 上 321,  322° ② 17 

163；  20  404 
多 婆富沙 Tapassu  (多 梨 富沙， 帝 梨 富沙， 提 

謂） 〔塞〕 17  36 
多病 bahvabSdha  4 139; 11 上 126, 172; 11 下 

275*; 18 149； 47  436 
多浮陀 TapodS  (温泉， 樓補） 〔河〕 1 180， 181 
多 浮陀園 TapodSrama  (溫泉 精舎， 溫泉 林， 楊 

補 園， ^補 園） 1 269 
多 浮 陀溫泉 Tapoda  (溫 泉） 2 184 
多 浮陀窟 Tapoda  kandara  (溫 泉窟） 1 269 
①多忘 ②多忘 者 mu は ha-sati  (忘 念， 失念， 忘 念 

者， 失念 者， 正 念の 忘失 者） ① 8  330 ② 8  376 
多 摩 梨 Tamali  (〜ター マリ ッ ティ） 〔國〕 42 

234; 43  248 

多覚 S 尼 yebhuyyasikS  (多 人語， 多數 決） 4 
146°, 151 

多毛 迦葉 Lomasa- kassapa  〔仙〕 33 153* 
多毛 ij0 葉 本 生物 語 Lomasakassapa-  jataka  (四 

三 三） 33 152° 
多 聞 ① bahussuta  (多 聞 者， 多 聞なる） 2  412, 
413, 468； 3 104， 108， 112,  211， 226， 587,  591；4 
12,86, 152,370,  447,  448；  5  289,323；  7  73, 
101,102;  8  331,  347°,  374, 375;  9  385,  388; 10 
111; 11 上 364，  3821-11 下 22; 16 下 109，  110; 17 
190; 18 14, 259, 260, 296,  297，  311，  312, 383; 19 
250，  252；  20 111,  112,363°;  21 5°,  7, 257*， 
264*;  22 上 210*， 225, 238, 242， 303,  304,  305, 


314, 315， 327; 22 下 315， 320, 332, 336;  23 188; 
24  20;  41 146*;  47  369,454 ② sutavant  (具 
聞， 有 聞） 9 11° ③ baiusacca  (多 聞なる 事， 
多智， 博識） 22 下 36* ④ Bahussuto  〔經〕 15 
378 ⑤ Bahussutaka,  Bahulika  〔部 派〕 60  34, 
174 

〔多〕 聞 suta   (聞） 8  212,214 
多 聞 持 法 者 bahussuta  dhammadhara 18  311, 
312 

①多聞 者 ②多 聞なる bahussuta  (多 聞） ① 2 
11*,  20， 107， 224*; 13  230,235*; 19  255；  24 
117， 118;  38  484,  485;  44  457°;  62 199,244 ② 
15  378; 19 107 

①多聞 天 ②多聞 天 王 Vessavaija  (F ヒ 沙門 天） 
〔四天王の 一〕 ① 32 172;  33 131 ② 7  232 

多 聞なる 事 bahusacca  (多 聞， 多智 ） 17  56 

多 聞の 聖 弟子 sutava  ariyasavako  (有 聞の 聖 
弟子， 具 聞の 聖 弟子） 9  249； 10  24,  39°,  235； 
11 上 373°; 11 下 316 

多耶那 TSyana ① 〔天子〕 12  82,83，  84 ② 
〔經〕 12  82 

多耶 那の偈 Tayana  gatha 12  84 

多 欲 mahiccha ほ （大欲） 1 32;  2  341; 5  205 

多 欲 者 mahiccha  (大欲， 大欲 者） 8  376;21 
109， 110， 114, 115 

多羅 ほ la ① （綜櫚 ） 〔樹， 果〕 2  356;  3 166, 
334， 335， 413， 414; 7 179； 8  351; 11 上 333; 12 
105,121; 13  91, 92， 95, 318， 324; 17  292；  26 
63,338;  28 177;  30 111,112;  31 430,432;  33 
87；  34  38,90,203:35  50, 138,  217,  239, 243；  36 
140, 263, 265， 327;  37  360; 38  338;  39  36,37， 
409； 42  75,80, 149. 287, 300, 301; 43  37, 126, 
274,276,296:44  41， 57， 138, 190 其 他； 60  225, 
288,  289；  63  34，  35,  42,  43,  45，  66, 169,  204, 
270,  343,371 ② 〔高さの 量〕 20  355 

〔多羅 果の 枝より 落つ る 譬喩〕 23  336 

〔多羅 果の淨 き？ f 喩〕 17  292 

多羅 莖 ほ la- vaijt;a  (多羅 葉， 多羅 葉 扇， 圓扇） 
63 163 

多羅 莖衣 talavantaka  4  208 

〔多羅 樹上の 男と 黑 蛇と 地上の 四 人〕 34  203 


(  566) 


多， 打， 陀， 吨， 荼 一- ダ 


〔多羅 樹と 獼猴の 譬喩〕 63  34 
〔多羅 樹の頭 切られて 生長せ ざる 譬喩〕 1 153;  2 
356; 3 166; 10  72 

① 多羅 樹の頭 を截 るが 如く ② 多羅 樹の頭 を截 
りしが 如く ③ 多羅 樹の頂 を 切られた る 如く 
@ 多羅 樹の頂 を 切りた る 如く    ® 多羅 樹の頂 
を 截れ る が 如 く ⑥ 多羅 樹の 如くな し ⑦ 多羅 
樹の 幹の 如く ⑧ 多羅 〔樹〕 の 株の 如く  ® 多羅 
樹の 本な きが 如く  ® 多羅の 幹 を斷っ 如く 
talavatthukata  (本 無き 多羅 樹の 如く， 本 を 失 
へる ター ラ， 根 を 絶 たれた る ター ラ樹の 如 
く， 切りた る 多羅 樹の 株の 如く） ① 14 14, 
15， 43， 252,  304， 305， 306; 16 下 203， 204 ② 18 
70 ③ 17  219*, 333; 18  349, 374, 378,  434; 19 
116*; 20  242 ④ 17  297， 356， 357, 358 ⑤ 18 
75  ©  3  413,414  © 16 上 102 ⑧ 13 129， 
130,131,135  @ 15 134, 137,391,444,452  @ 
57 118，  225, 226, 234，  235, 242, 243，  252,  253, 
342 

多羅 樹の薩 ® talacchadi 18  86 ②ほ lacch さ 

22 上 128 
多羅の 果 ほ la- pakka  23  336 
多羅の 並樹 ほ la-panti  〔七 種〕 7 167, 182 
多羅 葉 ① ほ la-pat ね 16 下 366 ② ほ la- paijpa 

59 上 224 ③ほ la- vai;ita  (多羅 壁， 多羅 葉 扇， 

扇:） 24  482 

① 多羅 葉 扇 ② 多羅 葉の 扇 ほ la- vaijta  (多羅 葉， 
多羅 室， 扇） ① 27 174 ② 〔施と 報〕 27  2,13 

多 梨 車 Tarukkha  〔婆〕 6  333*; 11 上 263; 24 
226,227 

多 梨富沙 Tapussa ① （多 婆 富沙， 帝 梨 富沙， 
提謂） 〔商人， 塞〕 3  6  〔阿難に 出 離 を 問 ふ〕 
22 上 141,142 ② 〔經〕 22 上 141 
多量の 收稽 subhikkha  (豐 年） 6 13， 103 
打鎮 paijava  (小 鼓， 銅 鼓， 鑼， 鐃鈸， 細腰 鼓） 
6 117,118 

打 鼓 本 生物 語 Bherivada- jataka (五 九） 29  45° 
打穀場 ① dhafifia  kara^ia 1 339 ② bhusSg お a 
3  437 

陀 舍羅訶 Das お aha  〔人〕 13  394 

陀娑 D お aka  (駄索 jSb) 〔比， 差 摩と 問答〕 14 


200* 

陀那奢 尼 DhSnafijani  (陀 然闍 仁） 〔婆羅門 女〕' 

11 上 274,275 
陀 那難陀 Dhanananda  〔王〕 60 175 
陀那婆 DSnava  (魔 鬼， ダスの 孫） 〔阿修羅， 

鬼〕 26  35，  85;  37 126, 171,  239;  59 下 91,211，. 

216 

陀尼耶 Dhaniya  〔牛 飼〕 24  7* 
陀 尼耶經 Dhaniya-sutta  ( = 牧牛 者陀尼 耶經） 
24  7°, 12 

陀奴劫 利 dhanuk 社 ika  〔花， 樹〕 59 下 229 

陀然 Dhananjani  〔婆；] 11 上 244* 

陀然經 Dhanafijani-sutta 11 上 244° 

陀然闍 仁 Dhanafij 加 ① （陀那 奢 尼） 〔婆羅門: 
女， 夷〕 12  274 ② 〔經〕 12  274 

陀驃 Dabba  (= 陀驃 摩羅 子， 沓婆 摩羅 子） 
〔摩羅 人， 比〕 4 117*;  25 109 

① 陀驃 摩羅 ② 陀驃 摩羅 子 Dabba-Malla, 
Dabba-Mallaputta  (沓婆 摩羅 子， 摩羅 子陀驃 )' 
〔比〕 ① 27  286,287*  〔譬喩 經〕 27  286  〔傳 
記〕 27  287* ② 〔入滅〕 23  236,237 

陀摩那 Damana  〔龍王〕 36  27 

陀摩利 DSmali ① 〔天子〕 12  79,  80 ② 〔經〕 
12  79 

陀眉羅 Damila  〔國， 族〕 27  91; 34 176;  60 

128， 131， 134， 135, 140,155 
陀眉 羅デ— ヰ 一 Dami}adevi  〔王妃〕 60 140 
陀羅尼 ① vijjS  (明， nJO  33 135 ② DhSraiji 

〔殿〕 61 301 
唾 khe!a  (唾液， 疲唾， 痰） 13  232;  22 上 35， 

36;  46  274  〔三十 二 身分の 一〕 23  2;  40 11， 

225；  63  65°, 271° 
唾液 khe}a  (唾， 痰 唾） 24  72  〔三十 二 身分の 

一〕 7  339  * 
唾壺 khe}a- mallaka  3  85,  86;  4  267,320,321. 

333,334 

唾團 khe!a-pip(Ja  (褒 塊） U 下 436 
〔唾團 を 吹く 譬喩〕 11 下 436; 20  396 
芩毘時 dhumakalika  4  263 
荼毘す jhapeti  (荼 毘に附 す） 27  64 
荼毘 に附す ① jh さ peti  (荼 M す）2 3  96  (D 


ダ ー荼， 駄， 堕， 駝， 鼉， 太 


dahati  25  255  (3)  dayhati 11 上 97 
荼 S の 場所 alahana  (火葬場） 25  51,52 
駄索迦 msaka ① （陀娑 ） 〔比〕 25 112 ② （駄 

寫拘， 大 象拘） 〔相承 比丘〕 60  27,  28，  38*, 

183,184 

駄寫拘 Dasaka  (駄 索; as， 大 象拘） 〔相承 比丘〕 

65(  I  )  79 
駄呪 pa ほ pa 12  284,  285 
駄都 dhatu  (迫 骨， 舍利， 身 骨） 24  504,  547;  33 

20， 32; 59 上 221， 223*， 355, 356;  60  98*, 122 
駄都 供養 dhatu-paja  (舍利 供養， 遺骨 供養） 

33  20 

駄都寶 dh さ tu  ratana  59 上 221，  223* 
墮惡趣 者 vinip5tika  (墮獄 者， 墮處 〔者〕） 63 
316 

堕獄 vinipSta  (墮 處， 地獄， 惡生， 惡處， 惡趣， 
苦 趣， 苦處， 險難， 險 難處， 極 墮處） 2  330 

堕獄 有情 nerayika  satta  (地獄の 育 情， 堕獄 
者:） 59 上 303,  308* 

墮獄者 ① vinipStika  (墮惡 趣 者， 墮處 〔者〕， 險 
難處 者） 7  22,23 ② nerayika  (地獄 有情' 地 
獄者， 堕 地獄 人） 12  350 ③ nerayika  satta 
(墮獄 有情， 地獄の 有情） 33  200,201 

〔墮獄 者の?!: 喩〕 12  350  - 

堕處 vinip さ ta  (地獄， 墮獄， 惡處， 惡趣， 惡生， 

奈落， 苦 趣， 苦處， 險難， 險 難處， 極墮， 極 
墮處， 無 樂處） 3  399；  9  34, 120,483; 10  2， 
10; 16 下 220,241*,  254*;  21 38;  22 上 39*, 
85*;  22 下 94,253,258,262*;  23  227，  256，  311， 
325，  326, ； 24 104;  43 158,  231, 311; 58  435*;  59 
上 126;  63  410° 

堕處 〔者〕 vinip お aka  (墮惡 趣 者， 堕獄 者， 險難 
處者） 44  278,  281,  290，  397,  438 

堕 墮音本 生物 語 Daddabha-jataka  (三 ニニ) 
31 429。 

堕胎 ① gabbhap さ tana 1 137;  3 165 ② 
viruddha-gabbha  karana  6 13， 103 

• 堕胎に 由る 苦 gabbhavipattimulaka  dukkha 
64 122 

堕 地獄 ap§ya  (無 幸處， 惡趣， 惡處， 惡生， 惡 
道， 離 去處， 苦界， 苦お 7  58,  59 


① 堕 地獄 人 ②墮 地獄 者 nerayika  (地獄 有情， 
地獄 者， 墮獄 者， 地獄に 堕ちた る もの） ① 2 
10*,  20;  58  218,  389,392 ② 25  306 

墮 地獄の 道 niraya- magga  36  253 

堕 負 niggaha  (論破， 折伏， 負處） 57  2*, 184* 

堕 無 間者 Snantarika  58  386* 

堕落 okkamana  9  20*,  48,  49 

堕落 事 vokkamana 17  398，  399 

〔墮 落せる 比丘〕 29  297 

駝背 ① kupi  (曲 手， 曲り^, 瘤 手， 手 不具， 

手痿 者） 4 139 ② okotimaka  (矮小） 12 157 
IS 山 Sumsum お agira  (鱷 山， 膠 魚 山， 失收魔 

羅山， 失 悦寧羅 山， 設 首婆羅 山， 甘 摩羅 山） 
〔邑〕 10  73; 11 上 122,130 

太鼓 ① bheri  (大鼓， 鼓） 6 117，  118; 11 下 162; 
18  207,325;  24  544;  27  8,93，  94， 138，  144, 
145；  29  45,46,184,205;  30 166*;  59 上 225， 
226；  59 下 88，  89;  64  20,  299,  300 ② ^ambara 
(大鼓， 鼓） 24  552 ③ muraja  (小 鼓） 24  487 

太鼓 聲 bheri- sadda  (鼓 聲） 7 133, 166 

〔太鼓と 音の 譬喩〕 64  299 

〔太鼓の 聲を 聞く 譬喩〕 18  325 

〔太鼓の K 喩〕 59 上 225 

太 高 心 atipaggahka  citta  40  269,  271, 272 

太守 皇子 kum さ la  =  kumara  65(in)  40,44,  86 

太白 星 osadhi- ほ rakS  C 烏 沙斯虽 ， 烏 沙那斯 星 ， 
明星， 曉の 明虽， 藥王 星） 11 上 18,  43,  55;  22 上 
291 

太陽 ① adicca  (日， 日輪 ） 12 110; 23  265; 24 
210,  416,  512,  515;  25  259 ② ravi  5  387 ③ 
suriya  (日， 日 神， 日 天， 日輪 ） 11 ヒ 44,55; 
20  354*; 24  487; 59 下 103* 

〔太陽と 競走す る 鶴 鳥〕 34 125 

太陽熱の 問 Suriyatappa-panho  59 下 105 

〔太陽の 威光の 譬喩」 24  416 

〔太陽の 輝く     喩〕 24  512,  515，  525,  534,  540, 
543, 544; 25  70, 259 

〔太陽の 虛空を 照らす 3 喩〕 57  248 

〔太陽の 七 支〕 59 下 296 

〔太陽の ド 5: 喩〕 12 138,  337; 19  332;  26 165, 166 

太陽の 病の 問 Sariyarogabh§va  pafiho  59 下 103 


(  568) 


太， ？&，     t^.,     Wf'u    T^— タイ 


太陽 務 suriya  vata  42 136;  43  88 
太陽 務者 suriya- vatika  42 131; 44  62 
帝釋 ① Inda  (帝 釋天， 因 陀羅， 因 陀= 釋提桓 因， 
天帝 釋） 〔天〕 7  233,  234; 14 145;  24 115, 117； 
258,  384,  458，  460，  474，  475，  505,  521,  522,  528, 
530;  27  68;  43 135;  59 下 120  〔世 尊〕 64 106 
② Sakka  (釋 迦， 釋羅， 帝釋天 = 釋提桓 因， 天帝 
釋） 7  287,317°*; 11 下 63; 15 164,415*; 17 
41; 24  244;  25  39,  41, 89,  394;  27  201,202;  28 
67,  69,  70，  83， 102,  112,  138,  152,  153,  172,  179， 
180,  383,  389* 其 他； 29 106, 132, 176*;  31 63*, 
117,  178,  179,  204*,  265,  300*,  523* 其 他； 33 
6*, 112*,  121,  153*,  209*,  296*,  362* 其 他； 34 
46，  65, 177,  180,  303*,  313,  370,  390* 其 他 ； 35 
50*,  60,  61, 188，  189,  253*,  381,  386;  36  9,  35, 
36,41,43*,  63*,  130,  164,244,  245,  283*，  344, 
358；  37 107,  112*,  148；  38 10*，  64,  73*,  247, 
248；  39 1, 20*;  59 下 53，  62,  222,  223,  287, 
298  〔佛 への 質問〕 7  317°*; 15 164 ③ Sakko 
devSnarii  Indo  (帝釋 天， 釋提桓 因， 天帝 釋， 
天主 帝釋， 諸 天の 主 帝釋） 7 177 ④ Kosiya 
(撟 尸迦） 59 上 270*  ©  Vasava  (婆沙 婆， 婆 
娑婆， 因 陀羅， 天 王） 25  66  ©  Sakka  〔經〕 
15 164,415  . 
帝釋界 indatta  42 109， 155 
帝釋 所問經 Sakkapafiha- suttanta  7  297°,  334; 

14 19, 20; 59 下 236;  65( I  )  38 
帝 釋將軍 sakkasen お ati  〔宫 職〕 61 131*, 143 
帝釋靑 inda- nila  〔賓 珠〕 26 129;  59 上 259 
帝 釋柏提 Sakka-sariiyutta 12  378° 
帝釋像 Inda- patima  38 130，  131， 132 
帝釋天 ① Inda  (帝 釋， 因陀， 因 陀羅） 8  208; 
9  257;  25  355,365 ② Sakka  (帝 釋， 釋迦， 釋 
羅） 15  313;  20  340,  358；  25  270,  316;  30 149， 
165,  166,  205*，  238*,  319*,  361*,  424*;  32 18*， 
102*,  112，  201*,  250,  251 其 他； 41 310 ③ 
Sakko  devanarii  Indo  (帝 釋， 帝釋天 王， 釋 

提桓 因， 天帝 釋， 天主 帝釋， 諸 天の 主 帝釋， 
天帝なる 釋迦） 6  309；  7  215,  216；  21 18,19 
@  yakkha  =  Sakka- devarajan  6 141 
帝 釋天王 Sakko  devanam  Indo  (釋 提桓 因， 


天帝 釋， 天主 帝釋， 諸 天の 主 帝釋， 天', 'f? なる 
. 釋迦， 帝驛， 帝釋 天） 60  264 
〔帝釋 天と 减 惰 なる 七 仙人 兄弟〕 32  258 
〔帝釋 天の 譬喩〕 24  494;  25  355,365 
帝釋 天の 雷電 asani  (雷電） 29  4 
〔帝 釋と國 王と 沙門〕 32  246 
〔帝釋 の 座の 熱する 原因〕 33  209 
〔帝 釋の三 支〕 59 下 298 
帝 釋の杖 inda- latthi  26  63,  65 
帝 釋の妃 Sakka- pa お pati  24  495 
帝 釋の禮 敬 Sakka  namassana  〔經〕 （一） （二） 

(三） 12  406,407,409 

〔帝釋 は 酒の 歹央 を說 く  〕  35  255  • 

帝釋務 inda  vata  42 136;  43  88 

帝 釋務者 inda- vatika  42 131; 44  62 

怠慢 tandi  (瞢 憒， 頻申， 倦怠， 懶惰） 12  62 

〔怠慢なる 二 魚〕 29  327 

〔怠慢なる ニ老 比丘〕 29  326 

〔怠慢の 過 患〕 29 110 

怠務戒 dhura-nikkhepa  5  93*，  103,  106  % 139 
胎 ① gabbha  (母胎， 胞胎， 胎兒） 21 219,221; 

24 104 ② yoni  (胎 藏， 生 門） 10  365; 24  234 
胎宮 kucchi '(腹） 9  462 
胎兒 gabbha  (胎， 母胎， 胞胎） 2  346;  4  399, 

400,  415;  7  380; 11 下 145;  31 48,  54,  55,  510 
胎生 ① ja ほ buja  (胎生 者） 26 165;  59 上 272, 

274，  275;  59 下 91; 64  217,  218,  220 ② ja ほ buja - 

yoni  〔四 生の 一」 8  309;  9 119。 
① 胎生 有情 ② 胎生の 有情 gabbhaseyyaka - 

satta ① 65(n)  58 ② 47 176* 
胎生 金翅鳥 ja ほ buja- supanna 14  399* 
胎生 者 ① gabbhaseyyaka  64  234,271,329 ② 

jalabuja  (胎生） 35  369 
胎生 龍 お ほ bifla- nSga 14  389* 
胎藏 yoni  (胎， 生 門） 11 下 275,281 
胎毒 ki ほ sa  (白 纏， 痛 病， 疱瘡， 皮膚病） 27 

122,261 
〔胎内 五位〕 12  359;  58  246 
〔胎 中に 於て 得 阿羅漢 あり〕 58  425 
〔胎内に 於て 法 現觀ぁ り 〕 58  423 
苔 草 ®  sevSla  (水草， 靑苔） 22 下 208，  209 
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タイ ー笞， 耐， 退， 堆， 隊， 臺， 腿， 對， 諦 


② sevala-panaka 16 上 326 
〔苔 草に て 覆 はれざる 水に て 面相 を 見る 譬喩〕 

16 上 329; 19  325 
〔苔 草に て 覆 はれた る 水に て 面相 を 見る 譬喩〕 

16 上 326; 19  322 
耐秣陀 NammadS  〔河〕 26  406;  31 116;  35 

32,  40 

退 Parihanam  〔經〕 15 122 

退 縮 lina  (下劣， 愛 著 ） 16 下 112，  113，  116, 

130°,  132*.  137*  147,  148 
返 縮 心 lina  citta  (下劣 心） 16 上 313，  314;  40 

269,  271,  272;  41 37;  59 上 383  〔覺 支修 習との 

關係〕 16 上 313,314 
退 失 Parih§na  〔 經〕 21 292 
退 失 者 h お a-gamin  20  95* 
退 十 年 hSni- dasaka  64  340 
退轉 vivaUana  01 轉， 還滅） 40  26;  41， 9， 11， 36 
退轉觀 vivaUanSnupassana  (還 滅觀， 還滅隨 

觀） 40  33，  42,  53，  75,  77, 136,  275，  336，  338 
退 分 ① h^a- bh§gin  47 11,35*  ©hana- 

bhagiya  (順 返 分, 捨分 ある） 〔戒〕 62  30  〔定〕 

(〜順 退 分定， 捨 分定） 62 179 
退 法 (1)  okkamaniya  dhamma  〔五 種〕 13  328 

②  parihana-  dliamma ③ parihani-  dhamma 
(〜順 返 法） ② 15 122,  123；  20 166,  169, 171 

③  57 100 

退 法 〔者〕 parih ana  dhamma  47  358，  375° 
退 論 parihSni- kathS  57 100°, 129 
堆阜 pap さ ta  (絶壁， 斷崖， 懸嚴， 崖:） 16 下 247; 
20 147 

隊商 ① sattha  (商 賈， 商 主， 旅 商） 1 75,339; 
2 126,  205,  477,  479;  5 107, 129;  7 109,389*, 
392*; 24  346; 34  411; 43  91； 62  409 ② 
sattha  vaha  (商 主， 隊商 主， 隊商 指導者） 29 
140* 

隊商 主 ① sattha  pati  31 39  (§)  sattha  vaha 
〜次 項 

① 隊商 主 ② 隊商 指導者 ③ 隊商 を 導く 人 ④ 隊 
商の 長 sattha- V 曲 a  (商 主， 商隊 主， 隊商） 
① 24  551, 553; 28  210*, 223*;  29  212,  213;  43 
305; 44  3S0;59 下 6， 16; 62  409 ② 7  392* ③ 


25 144 ④ 6  409； 26 145, 148，  150, 159 
〔隊商 主と 毒樹〕 29  212 
〔隊商 主の 替喩〕 7  392 
〔隊商と 毒 蜜〕 32  80 
〔隊商 を 離れた る 者の 譬喩〕 24  346 
臺觀 P おさ da  (殿堂， 殿樓， 重閣， 樓閣， 樓觀， 

樓臺， 高殿， 高堂， 高樓， 宮殿， 美屋） 42 

99,  341; 43 184,  187, 338, 354, 380; 44  452, 

470, 486; 62  49 
腿 骨 Qra は hi  63  48,  49，  260 
對格 upayoga  63  217 
對境 visaya  (境） 16 下 40 
對偶示 導 yamaka- pStihira  (雙 神變， 雙示 導， 

雙 奇蹟， 雙 つの 奇蹟， 二重の 神變） 40  208° 
對偶 示導智 yamaka- pSUhire  nanam  (雙神 通 

智， 雙變智 ） 40  5,  208°，  218，  219，  367;  41 87 
對礙想 patigha- safifiS 16 下 186 
對治 patipakkha  62 10; 〔10  219;  40  51°,  74, 

77,336,352:41  101,  117*;  43 163,  316,  402;  44 

294〕 

〔對治 法〕 20  220*;  22 上 4, 11; 22 下 30;  23  51， 
143，  332 

對談 ① mantan§  (考量， 助言） 17  323 ② 

saihvohara  (賣 買） 18  328,  329 
對人施 pStipuggalik§  dakkhmS 〔十四 種〕 11 下 

358 

對法 分別 abhidhamma- bMjaniya  (論 分別） 

46 18,83，  108,  137，  185，  286,  299,  313,  326， 

336,  348,  399,411,424 
對面淨 施 sammukha  vikappana  2 193;  5  201 
對 話の 用法 nirutti-patha  (詞 道， 詞 別の 道， 言 

路， 言語 道） 1 92 
諦 sacca  (眞 實， 眞諦， 眞理， 眞實 語， 眞實の 

言， 誓約, 呪文 ） 64 110°*  〔意義〕 64 114°， 115 
請義 saccikattha  57 1* 
諦現觀 saccSbhisamaya  (聖諦 現觀） 40  27, 

438*； 41 37; 57 150; 64  458,459 
諦語 sacca- vaca 18  247,400 
誇 著身繁 idamsaccabhinivesa  kayagantha  (此 

IT 執 身！ ：し 此諦住 著 身 眞實住 著 身 まき， 是 
眞赏執 取 身 幣） 53  283*,  328,  331 
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諦， ffi， 大. 一 ダイ 


① 諦住處 ②諦暖 こ saccadhk はさ na 〔四 住處の 一〕 

.® 11 下 336,344° ② 8  308 
誇隨順 sacc お ulomika  47 10,  26,  32;  64  6 
諦 隨順智 saccSnulomika  nana  42  286;  45 

343；  47 10,32°;  64  374,423 
諦 施設 sacca-pafifiat:ti  47  357,  358；  57  403 
諦相應 Sacca- sariiyutta 16 下 329°,  418;  59 下 

277; 60  80 
諦雙論 Sacca-yamaka  48 上 307° 
諦退轉 sacca- vivatta  40 185，  186,423 
請 退 轉の智 sacca-vivatte  nanam  40  4, 185° 
〔諦 の義〕 64 114M15 
誇の 解釋 Sacca- niddesa  64 174,265 
諦の 如の 義 saccanam  tathattho  40  28;  41 38 
諦 分別 Sacca- vibhaAga  46 125°;  64 121,276 
諦 分別 經 Saccavibhanga  sutta 11 下 349° 
諦論 Sacca- katha  58  8° 
諦 論者 sacca- v^in  (實語 者， 眞實語 者） 57' .、 

89,90,93* 

體刑 vadha  (殺， 殺害， 殺戮， 笞刑， 死刑） 
23  79 

體 相の 占 ひ lakkhaija  (相， 特相， 相 術， 観相， 
占 相， 吉凶 相， 男女 相 判斷） 6 11,101 

體得智 abhififia  (通 智， 通， 證智， 證語， 超凡 
智， 神 通） 10 14 

體毛 loma  (毛， 身 毛） 23  2 

體 力の 偉大 thama-mahatta  63  9 

體を 振る kSyappac さ laka  2  305 

大 Maha  〔經〕 16 下 326 

大ァ— ディ パー ダ （官） の 祝祭 

Mahadipadamahussava  〔章〕 61 218 

大ァ リツ タ Mah お iWha  (大阿 栗吒， 摩 訶阿栗 

吒=ァ リツ タ， 阿 栗 1^) 〔大臣， 比〕 60  228, 
262,  270，  275 
大阿鼻 MahSvici  (= 阿 鼻， 無 間） 〔地獄〕 36 
260 

①大 阿栗吒 ②大 阿栗咤 Mah さ- ariUha  (大ァ 
リツ タ， 摩 訶阿栗 吒= 阿 栗 IPS) 〔比〕 ① 60 
94,95 ② 65(  1  ) 126, 127 

大 威光 mahanubhava 10  66,  67 

大咸勢 Mah ゆ a ほ pa  (大 光輝， 大 照曜） 〔王〕 

( 


63 150 

大 威力 mahSmibhSva ほ 6  3fi8,  370 
大-異 熟 mahaggata  vipaka  50  480 
大 偉力 mahesakkha  (大向 在， 偉力， 權勢ぁ 

る ） 10  66，  67 
大因 Mahanid お a  (大緣 ） 〔經〕 27  413 
大 因陀羅 Mahinda  25  250;  31 313 
大雨 maha- megha  (大 雲） 17  288,  289; 19  64 
〔大雨が 塵を鎭 むる' 喩〕 1 116 
〔大雨の 利益の 譬喩〕 19  64 
大雲 ① maha- megha  (大雨） 3  5，  58，  298,  507 

② MahSmegha  (大眉 伽， 摩訶眉 伽， 大雲 林） 

〔園 林〕 65(  I  ) 121 
〔大雲 雨の 譬喩〕 12  332;  21 133;  25  323 
大雲林 Mahamegha-vana  (摩 訶眉伽 林， 大眉 

伽 林 =大 雲， 帝須 園， 大寺） 〔園 林〕 60 16， 

17，  84，  85, 114，  115，  119，  120,  139,  143，  145， 

226;  65  (I  ) 121 
〔大雲 林 園の 奉獻〕 60  82 
大衣を 持つ 者 saAghStika  9  488,  489 
大會經 Mahasamaya-suttanta  7  271°;  59 下 

235;  60  93,349 
大慧 ① maha-panna  (大智 ） 16 下 326;  41 

125*.,  132°;  42 139,  270 ② mahapafifia ほ 17  68 
①大慧 者 ②大慧 〔者〕 mahapaflfla  (大 智者） 

① 11 下 269,319;  43 159,312;  44  234,291, 

369 ② 11 下 1;12 107,  108; 13  229; 39 1 
大慧品 Mahapafma- vagga 16 下 326，  328 
大慧論 Mah さ pafifia- katha  41 125° 
大 英雄 maha- vira  (大 雄， 大勇 者） 12  204, 

213 

大緣經 MahSnidSna- suttanta  (大 因經） 7 1° 

大王 mahS-rajan  44  62，  64，  87 

大王 界 ① maharajatta  42 109, 155 ② 

maharaja-bhavana  43  309 
大王 系譜 Maharaja-varhsa  60  23 
大王 豆 maliara ja- masamugga  35  288 
大王 統史 Mahavariisa  60 151°;  61 526,561 
〔大王 統史 作製〕. 61 526  . 
大王 務 maharaja- vata  42 136;  43  88 
大王 務者 mahSrija-vatika  42 131; 44  62 


ダイ 一大 


大黃 Mah§piiigala  〔王〕 30  404* 

大黄 王 本 生物 語 Mahapiiigala-jataka    (二 四 

0)   30  403° 
大 鸚鵡 本 生物 語 Mah お uka- jStaka  (四 二 九） 

33 111° 
大屋 mahal 1 aka- ghara  2 151 
大音 ninnSdin  (廣 博） 〔八 音の 一〕 7  240 
大園林 Mahavana  (大 林） 7  271 
大 カン マーサ ダ' ンマ Mah さ kamm お adamma 

〔村〕 35  285 
大 火災 mah5- aggidaha 17  287,289 
大火 聚 mahS- aggikkhandha 11 上 43,  54; 13 

125; 16 上 314,315;  59 上 222,262,281 
〔大火 聚に 乾物 を投 ずる 譬喻〕 16 上 314; 62  262 
〔大火 來に濕 物を投 ずる 譬喩〕 16 上 315； 62  262 
〔大火 聚の 消滅せ る 譬喩〕 59 上 152 
〔大火 聚の 譬喩〕 13 125；  20  385;  59 上 222,281 
大河 ① mah^nadi 13  46, 172; 16 下 300;  22 下 

3,  5,7,9  (D  mahodadhi  24  269 
〔大河 水と 水滴との 譬喩〕 16 下 397 
大果 ① mahapphala  22 下 167,  168，  169;  58 

329* ② Mahapphala  〔經〕 16 下 116  (—） 

(二）  22 下 167, 169 
〔大果 ある 施〕 12  405  - 
〔大果 ある 施 食〕 59 上 351 
〔大果 ある 施 所〕 12  301 

大 迦旃延 MahSkaccana  (摩 訶迦栴 延=迦 旃延） 
〔比〕 2 105; 11 下 83;  23  89;  42  299;  57  345, 
346;  59 下 130,259;  64  454  〔ァー ラマダン ダ 
に說 法〕 17 100  〔訶 梨提 iSB 尼に 說法〕 15 185 
〔三 彌提 のために 一夜 賢者 を說 法〕 11 下 259* 
〔隨 眠の 滅 等に 關 する 佛說の 細釋〕 9 196* 
〔専修 坐禪に 因み て 佛の優 陀那〕 23  212  〔首 
樓那億 耳に 具足 戒を授 く〕  3  344*;  23 176 
〔總說 分別 を說 く〕 11 下 309*  〔南路 に 比丘 少 
く 三年 を 要して 十 群の 比丘 を 集む〕 3  344; 23 
177  〔摩 偷羅 王に 說法〕 11 上 111 〔魯醯 遮 婆 
羅 門と 問答〕 15.188 

大 迦旃延 一夜 賢者 經 Mahakacc お a- 
bhaddekaratta-sutta 11 下 255° 

大迦葉 Mahakassapa  (摩 訶迦 葉） 〔比〕 1 244*; 


9  372*； 11 下 83; 13  287;  23  89；  29  56;  30 
151; 31 19;  41 215;  57  345,346;  59 下 306， 
317;  60  26,27;  61 447;  63  33， 135,  352，  417; 
65(  I  )  8， 10*,  17*,  39，  40,  45，  78  〔頭陀 第一〕 

9  374,  380  〔頭 陀說〕 13  228,229  〔阿難と 問 
答〕 16 下 316,319  〔舎利 弗と 問答〕 13  324 
〔重病 癒えて 行 乞〕 23  90  〔天の 供養 を 受けず 
自ら 托鉢す〕 23  90,129  〔比丘尼に 說法〕 13 
316  〔佛 入滅 時〕 7 154* 

大 葉の 結集 Mahakassapa-saihgaha  60  27 
大 迦陵識 Mahakalinga  〔王子〕 34 158， 161 
大 渦潮 pa ほ la  (嶮 睚， 龍 淵） 12  213 
大鵞本 生物 語 Mahahamsa-jataka  (五三 四） 

35  94;  37  45。 
大戒 maha-sila  6 11 

大界藏 MahadMtu-nidh お a  (大舍 利藏， 佛舍 

利藏） 58  409 
大疥病 thulla- kacchu  (济， 济癣） 2  272 
大海 ① mahaijijava 13  234;  23  322；  25 147 
② maM- samudda  (大洋） 11 下 106; 13  46， 
172，  205; 16 下 399，  400;  22 下 3，  5，  7，  9  〔八 種 
の 希有 未曾有〕 4  354°;  21 63,73;  23 169 ③ 
maha-samudda  sag ar a 16 下 300 ④ samudda 
(海， 海洋） 10  327 
〔大海と 小川の 譬喩〕 11 下 106 
〔大海 水と 水滴との 譬喩〕 16 下 399,400 
〔大海 水と 二三 滴の 譬喩， 二種〕 13  205 
〔大海 水の 增 減の S 喩〕 13 172, 173 
大海の 四德 mahasamuddassa  cattaro  guna 

59 下 173 
〔大海の 震動の 譬喩〕 25 194 
〔大海の 八 未曾有 法の 譬喩〕 4  354;  21 66,  76;  23 
172 

大海 論 samuddakkhayika  (海洋 論， 海洋 起源 

論， 海譚， 說海 論， 宇宙 發虫 論） 〔無用 論の 一〕 

10  358 

〔大海 を 心 想す る 譬喩〕 17  66 

大會堂 saiaka 11 上 28 

大渴 NijjhSma-ta^ha  〔地獄〕 28  94 

大官 mahama は a  (大臣， 司 政官） 8  25,  2o,  27 

大歡喜 林 Mahananda- vana  〔園〕 60  83 
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大康山 mahasela-pabbata 13  266 

〔大巖 山の 譬喩一 石 劫〕 13  266 

大 騎手 MahS- ass 社 oha  〔王〕 31 316,  317,  318 

大騎 手本 生物 語 Mah お SS き roha- jStaka  (三 〇 

二）  31 315° 

大義 釋 MahS- niddesa  〔小 部經の 一〕 42 1°;43 
1°;  62  47 

大犧牲 祭 maM- yafiiia  (大 供犧， 大 供養， 大祠） 
11 上 267 

大吉 祥經 MahSmaAgala- sutta  (吉祥 大經 =吉 
祥經， 吉兆 經典） 24  96°,  100;  60  349;  61 556 
大吉 兆 本 生物 語 Mahamangala- jataka  (四 五 

三)  33  312° 

大 給孤獨 Mahanathapii^lika  (= 給 孤獨， 須 
達） 〔長者〕 28  292 

大魚 maha- maccha 18  332 

〔大 魚の 浮ぶ を 見る 譬喩〕 18  332 

大叫唤 MahSroruva  〔地獄〕 12 155 

大敎誡 羅喉羅 MaMr&hulov5da  (敎誠 羅喉羅 
大經） 〔經〕 63  31 

大工 ① tacchakara ② tacchaka  (木 匠， 木工) 
① 27  26,  92 ② 64  50 ③ thapati  (工匠， 建築 
師） 11 下 179*; 16 下 229*  @va(^(Jhaki  (建 
築 家 ） 9  6，  8;  28  68，  483，  484;  30  30*;  31 220, 
221； 32  9;  34 19,  20，  29*,  113*，  364*;  62 189 
⑤ Thapatayo  〔經〕 16 下 228 

大工 職 daru-kamma  26  298 

〔大工と 御子と パンダ ナ樹〕 34 113 

〔大工と 象と 國王〕 30  30 

1： 大工 等 千 人と 島と 島 神〕 34  30 

(大工の 二 支〕 59 下 338 

大工 養 猪 taccha  siikara  34  364* 

大工 養 猪 本 生物 語 Tacchasukara- jataka  (四 
九 二）  34  362° 

大功 德 mah さ nisarhsa  22 下 167，  168, 169 

大 孔雀 王 本 生物 語 MahSmora- jataka  (四 九 一） 
34  347° 

(D 大供犧 ② 大 供養 mahS-yaflfia  (大 犧牲 祭， 
大祠） ① 12 130, 131 ② 24  206 

大供犧 品 Mah^afifia-vagga  20  283 

0) 大 拘歸羅 ② 大 拘致羅 MaMko は hita  (大倶 


綺羅 , 摩訶拘 統羅， 寧訶倶 綺羅， 摩訶拘 瑟他迦 
=拘 統羅， 俱 繙羅） 〔比〕 ① 11 下 83  〔舍利 
弗と 阿昆 達磨 的 問答〕 10 11 〔舍利 弗に 悠縛を 
問 ふ〕 15  259,260  〔業に 就きて 舍利 弗と 問答〕 
22 上 44 〔舍利 弗と 如來 死後 を 論ず〕 16 上 112* 
〔六 類の 人に 就きて 語る〕 20 151*  (D  23  89 

大具戒 王 本 生物 語 Mah お nava-jStaka  (五一） 
29 1°;  31 323 

大倶 綺羅 MahSkoUhita  (大拘 綿羅， 摩 訶俱綿 
羅， 摩訶拘 綺羅 =拘 綺羅， 倶 綺羅） 〔比〕 57 
345,  346 

大空 宗 Mah お ufifta ほ - vSdin  58  324 

大軍帥 ① mah^senSpati  (大將 軍） 8  279,  280 

② mahS- senagutta  (大将軍） 36 10 
大 解脱 mahS- nekkhamma  (大 出家， 大出 離） 

32 141 

犬-現 賓那 MahS-kappina  (大劫 賓那， 摩 訶劫賓 
那= 劫 賓那） 〔比， 坐禪 して 身頃く〕 16 下 187 

〔大〕 見 〔Mah き-〕 Ditthena  〔經〕 14  336 

大堅身 者 vathara  2 142 

大犍度 Mahakhandhaka  3 1° 

大犍 度攝頌 Mahakhandhake  uddanarii 3 
173  ■ 

大賢 Atipaij(Jita  〔人〕 29  278,  279 

大言者 bhavamana  9  396 

大湖 mahasobbha  (大 池） 13 172,173 

大鼓 ①さ lambara  (太鼓， 鼓 ） 38 114，  122,  326, 
448 ② kumbhathQna  (銅鑼， 銅鑼 樂） 37  338, 
363,395 ③ pataMra  60 109 ④ bheri  (太鼓， 
鼓） 19  219,  223,  226;  35  37,164;  36  368;  39 
119,  239,519 

大鼓 主 Dundubhissara  〔比〕 65(  I  )  85 

大 護法 本 生物 語 Mahadhammapala- jataka  (四 
四 七） 33  274°;  61 509 

大 光輝 MaMpa ほ pa  (大 威勢， 大 照曜） 〔王〕 32 
41* 

大劫 mahS- kappa  63  393* 

大 劫賓那 M3li5- kappina ① （摩訶 劫 賓那， 大 

歸賓那 = 劫 賓那） 〔比〕 11 下 83; 13  420,421, 

422;  23  89 ② 〔王 J  63  333 
大 講堂 mahS- s5 ほ 7 132  一 
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大合誦 Mah お aihgiti  (大 結集） 60  34，  35;  65 
(I) 125 

大業 分別 mahakamma  vibhaiiga 11 下 286, 
291* 

大業 分別 經 Mah き kammavibhaiiga- sutta 11 
下 282° 

大黑 ① Mah さ kaijha  〔犬： 34  65* ② 

Mahakala  〔山〕 35  289 
大黑犬 本 生物 語 Mah^apha- j5taka  (四 六 九） 

34  63°, 67; 61 509 
大 極光 mahappabhasa  24  515 
大財 maha-bhoga 12  22 
大財家 u!arabhoga- kula 11 下 20 
大薩捶 maha- satta  (大 士， 摩 訶薩） 28  299, 

327，  342，  343，  347，  391，  452;  29 120,  127, 

164，  313，  356,  366，  414;  30 146；  31 216;  60 

407 

〔大山の 譬喩〕 12 168， 170 

大傘蓋 王子 本 生物 語 Brah お hatta-jataka  (三 
三 六) 31 498° 

大士 ① mahS- purisa  (大人， 大丈夫） 18  64, 
65 ② mahS- satta  (摩 訶薩， 大 薩捶） 28  2, 
3,  67*,  103，  112,  119，  135，  140*;  29  283;  30 
127,  391; 31 32;  32  71, 74，  84，  88;  33 18*,71, 90, 
316,  318*;  34  341*;  35  282,  285，  290，  291,  304*; 
36 15，  23，  32*，  63 其 他； 39  3* 其 他； 63 197 

大支提 Mah&cetiya  (大 塔廟， 大廟） 60  283， 
337 

大 四十 經 Mah5cat ほ risaka- 3111;ね(=大 四十 法 

pg) 11 下 72° 
大 四十 法 門 Mahacattarisaka-dhamma- 

pariyaya    (=大 四十 經） 11 下 81， 82 
大豕 maha-varSha  23  67;  25 112, 134 
ゝ 〔大豕 の 譬喩〕 25 112， 134 
大姉 ayy さ （聖 尼） 2  352,  382，  394*; 16 上 100 
① 大師 ② 〔大〕 師 satthar  (師 -佛） ① 20 

359;  24  516，  517 ② 19  28 
大祠 mahS-yafifia "^大 供養， 大 供犧， 大犧牲 

祭:） 4  237,  238 
大 自在 mahesakkha   (大 偉力， 偉力， 權勢ぁ 

る:） 19  338 


大自 在天 mahissara  27  490 

大寺 Mahavihara  (大 精舍） 47  321; 56  524; 

60 121,  130，  139,  142,  143，  146;  62 192;  63 

167;  65  (I)  3 
〔大寺 及び 支提 山の 受納〕 60  89，  243 
大寺住 者 MahSvih^a- V お in  28  2;  62  4;  64 

496，  497,  498 
〔大 寺大 塔の 建立〕 60 130 
〔大 寺の 建立〕 60  85 
〔大 寺の 受難 破壊〕 60  413 
大 寺の 受納 Mahavihara-patiggahana  f 竜〕 

60  93 

大 慈定智 maha- karuna-samapatti- nana  (太- 

悲 定智， 成大 悲智） 28 166 
大 車天宫 MahSratha- vim5na  24  526 
大車品 Mah お atha- vagga  〔天宮 事經〕 24  510° 
大 舍利藏 mahadliatu-nidhana  (大 界藏， 佛舍 

利 藏:） 60  353 
大娑、 羅樹 mahS  sala-rukkha 10  320 
〔大姿 羅樹の 譬喩〕 10  320 
〔大蛇の 一 支〕 59 下 326 
大 積集經 Mah§byQha- suttanta  (大 集積 經） 

59 下 235 

大釋迦 牟尼瞿 曇 Maha   Sakyamuni  Gotamo 

〔經〕 13 13 
大酒 家 pipSsa  8  242 

大須陀 須摩本 生物 語 Mahasutasoma-jataka 

(五三 七） 37  253° 
大 須摩那 ① Maha-sumana  〔天神 王〕 60 154 

② Maha-sumana  〔尼〕 60 127 
大須彌 MahS- neru  (大彌 樓= 須彌） 〔山〕 & 

270 

大種 mahS- bhiita  42  62, 177;  45  209,  223; 

46 19;  50  6, 11， 12,  26*，  76*，  118*，  155*; 

51 46*,  109*,  179*,  208*,  382*；  52  2*,  70*， 

114*，  149* 其 他； 53  2*，  27*,  81* 其 他； 5 & 

170;  58  251,  252，  299;  62  364;  63 13，  93, 

279°*；  64 17, 18 
大種色 ① mahabhuta  rupa  46 19;   54 1*， 

19*,  42*,  66* 其 他 ② bhiita-riipa  64 15， 

27;  65  (11)  53;  〔45  209，  223〕 
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(大 種と 根との 關係〕 64 17 

大樹 ① mahS- rukkha 11 下 394; 13 128*， 

■ 135 ② Maharukkho  〔經〕 （一） （二） 13 128, 
129 

〔大樹と 毒 刺の 譬喩〕 64  455 

〔大樹の 枝葉 を 求む る 譬喩〕 9 197 

〔大樹の 譬喩〕 11 下 394; 13 128,    129,  132*, 

135; 16 上 291; 17  246; 19  59 
〔大樹 は 大枝よ り 壊す る 譬喩〕 16 上 386,  388 
大周那 Mah お unda  (大 純陀， 大 準陀， 大 淳陀， 

摩訶 周陀， 摩訶 周那， 摩 訶均頭 = 周那， 純陀) 
〔比〕 9  62; 11 下 3"5,  378,  379 

大衆 會時 mahS- samaya  2 119 

大衆 部 Mah お aiighika  〔部 派 J  57 100;  58  4, 
16， 143,  146,  153，  156,  159，  165，  167,  169, 
173，  180,  187,  198,  201，  203,  205,  241,  264, 
268，  274,  287,  358,  407,  412:  60 174 

〔大衆 部 と 聖典〕 60  34 

大集 Maha-nipSta ① 〔長老 偈經〕 25  319° ② 

〔長老 尼 偈經〕 25  408° 
大 集積 經 MaMviyQha- sutta  (大積 集經） 24 

344°,  350 

大 集積 經 の義釋 Mahaviyuhasutta  niddesa  43 
81°, 132 

<1)大 出家 ②大出 離 mah さ- nekkhamma  (大解 
脱） ① 28  274;  30 141 ② 37  350,  421, 483 

<D 大純陀 ② 大準陀 ③ 大淳陀 MaMcunda  (大周 
那， 摩訶 周陀， 摩訶 周那， 摩 訶均頭 = 周那純 
陀） 〔比〕 ① 11 下 83 ② 15  91,95 ③ 23  89 

大所 緣 mahaggatarammana  46  24,  30,  42, 

56，  70 其 他； 47  5*，  30,  233,  256*;  63  417*； 
64  7 

大 〔所 緣〕 mahanta  65  (II)  31 

大所 緣法 mahaggatarammana  dhamma  4d 

2，  271°,  355°;  47  233，  256;  52  200* 
大 /J 、の 法 dhammanudhamma  (法隨 法， 法と 

隨法， 法隨 順法） 23 188 
大小便 ① ucc^ra- passSva  3  332;  58  343,  344 
. ② mutta-karisa 14 136 
大床 mahS- sayana  4  249;  6  6,  97;  23  2 
大 商人 木 生物 語 MahSv さ ijija-jStaka  (四 九 三） 


34  376° 

大淸淨 妙 MahS-MSyS  (摩訶 摩耶- 摩耶） 〔妃， 

釋迦佛 の 母〕 6  368,  424 
大將軍 maM- senagutta  (大軍 帥） 36 115 
大 莊嚴樓 Mahavyuha  kutagara  7 179,  180, 

183*,  185* 

大照曜 Mah ゆ a ほ pa  (大 威勢， 大 光輝） 〔王〕 
60 19 

大聖 mahesi  (大 仙） 12  286,  289,  297 
大聖 種 行 道 Maha-ariyavamsa-patipada  62 
188 

大精舍 ① mahallaka-vihara  5  9,  55 ② 
Mahavihara  (大 寺） 6(1[ 260,  282*，  377,  378， 
394,  395,  398,  400,  403,  406*,  412*;  61 1， 
3, 10, 15,  21, 24，  42,  58，  99, 112，  128,  129， 
138，  141，  395,  398,  445 

〔大 精舎 受納〕 60  89，  243 

大精舍 所 住の 師 Mahaviharavasi-acariya  4 
114 

大精本 生物 語 MaMsara- j お aka  (九 二）  29 

238°;  30  39 
大丈夫 ①. maha-purisa  (大人， 大士） 16 上 

379 ② Mahgpurisa  〔經〕 16 上 379 
大定 mahaggata  samadhi  62 176 
大諍 Mah お arhgama  〔章〕 5  283,  291 
大食 Dopa- pgka  〔經〕 12 139 
〔大食の 苦痛〕 62  60 

大心 mahaggata  citta  (= 上 ニ界' C ヽ) 65  (II) 
13 

大 解脱 mahaggata  ceto-vimutti 11 下 181， 

182° 

大身 魚 timitimmgala  (提 魔提麇 奮- 羅， 帝 魔 帝 
麇 伽羅， ^舟の 大魚） 41 139 

大津 Mahatittha  (大 渡海 場） 〔港〕 62  338 

大神通 〔者〕 mahiddhika 13  229 

大神カ ① mahiddhi 10  66,67 ② 
mahiddhika ほ 6  368,  370 

大臣 ① ainacca  (顧問 官） 8  80，  81; 28  365*; 
29 183*,  307,  312,  313;  30  49，  51， 156,  159， 
297,  345,  351， 352 ② mahamatta  (大 官， 
司 政官） 1 75;  2  74,  426;  3 123，  124,  390*, 
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400*;  4  252;  7  49;  23  228* ③ raja-bhogga 
1 374 

〔大臣の 後宮に 於け る 不義〕 30  208,351 

〔大臣の 眞僞を 判ず る 方法〕 34  94 

大臣の 力 amacca-bala  36 16 

〔大臣 は 譬喩 を 以て 王 を敎誡 す〕 32  271 

大臣 寶 amacca-ratana  31 542;  32  89 

① 大臣 論 ② 大臣の 話 maMmat は- katha  〔無 

用 論の 一〕 ① 2  260;  3  333;  6  255;  8  47; 

10  358; 11 上 1， 28,  36; 11 下 132; 16 下 337; 

22 下 22;  43 175,  184,  348;  44  433  D  6  9, 

99 

大豆 ka ほ ya  (豌豆， 小 豌豆） 12  257;   22 下 

76;  24  248 
〔大水の 魚の 譬喩〕 25 191 
大 隧道 mah き- ummagga  39 166,  172*,  179, 

180 

大隨道 本 生物 語 Mahaummagga-jataka  ( = ゥ 

ン マツ ガ • デ ヤー タカ， 隧道 本 生物 語） （五 

四 六） 36 184;  39 1°;  61 509 
大 世界 cakkav さ! a  (鐵圍 山， 輪 園 山） 28  30, 

137，  150,  153，  156*,  172;  32 15 
大靑 mahSnila  〔寶珠 〕 26 129;  59 上 259 
大聲 mahS- sadda  2 130;  3  333，  418,  420;  4 

172,  297;  5  46,  74 
大石 ① maha-sila  4  297 ② puthu-sila  20 

166 

〔大 石の 二分せ る ものの 合せざる 譬喩〕 1122; 

2  353;  3 165 
大千 世界 dasasahassi- lokadhatu  (十 千 世界） 

28 18 

大仙 ① mahesi  (大聖 ）4  300; 11 上 133,  134; 

11 下 72; 18  47,  77;  23  262,  264,  276,  281, 
、 331; 24  29，  63,  76, 173，  242,  351,379,  399, 
403,  410,  428;  25  245,  264,  268,  288,  290, 
301，  302,  304，  306;  28 1;43 139;  44 110°, 
118,  150,  193;  59 上 1 ② isi  (仙， 仙 者， 仙 
人） 10 147 一- 
大 選出    MaMsamma は （摩 訶三摩 多） 〔王〕 63 
392 

大善見 Mah お udassana  〔王〕 7 132，  166*;  29 


259,  260;  60 19;  63  8; 〔14  226〕 〔諸事 具足 
す〕 7 185 

大善 見王經 Mah お udassana-suttan ね （大善 見 
經） 7 165° 

大善見 王 本 生物 語 Mahasudassana-  jataka  (九 

五:） 29  258° 
大 善見經 Mah お udassana- sut は （大善 見 王經） 

29  259;  44  272 
大善賢 MahS- subhadda    〔象 王妃〕 35  287， 

290，  291 
大禪定 家 mah さ- jhSyin  25 137 
大僧護 Mah お aiigharakkhi は （= 僧 護） 〔比〕 

62  86，  208 
大 叢林 tibba  vanasanda 14 172， 173 
大象 ① naga  (象， 龍） 22 上 137, 138 ② 

hatthi  naga    (象， 龍 象） 22 下 120 ③ 

vararoha  24  441 (§)  Naga  〔經〕 22 上 137 
大象王 maha- hatthirSjan 12 177 
大象拘 D お aka  (駄 索迦， 駄 寫拘） 〔相承 比丘〕 

65(1)  42,  43，  79 
大 象跡喩 Mah 私 atthipadopama  (象 跡喩 大經〉 

〔經〕 63  31， 248,  249 
〔大 象と 諸 象の 譬 Di〕    22 上 137 
〔大 象と 大地の 譬喩〕 22 下 12G 
〔大 象の 譬喩〕 24 18;  26 19 
大族 maha-kula 11 下 20 
大賊 mahS- cora  〔三 支 成就〕 17  248，  249 

〔五 支 成就;！ 19 177  〔八 分 成就〕 21 304,  305 
〔大賊 の 譬喩〕 17  248； 19 177 
大村 MahSgSma  〔口— ハナの 首都〕 62  72 
大タ" ン マラ ツキ タ Arudhammarakkhita  〔比〕 

60  338 
大壇 kusi  3  501; 4  270 
大地 ① jagati  (基 壇） 5  290,  291 ② dharaiji 

(地， 地所， 總持） 25 120 ③ maha-pathavi 

13  200,  203,  204,  262； 16 下 395,  398,  399，  402, 

403,413,  414 ④ pathavi  (地， 場） 12 192, 

201,  202，  203  ®  Maha-pathavi  〔猿〕 59 下 14 
大 地獄 mah き- niraya 10  80，    81; 11 下 213, 

238°*; 17  229;  23 147;  43  232;  44  398；  58 

394;  59 上 303，  308;  59 下 19 
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大地震の 現 はれる 八 因， 八 緣の問 Atthahetu - 

atthapaccaya  mahabhumicalapatubhava- 

panho  59 上 251 
〔大地と 小 土との 譬喩〕 16 下 398  ' 
〔大地に 依 止す る 譬喩〕 59 上 67 
① 大地の 守護 者 ② 大地の 護 者 bhQmi-paia  (地 

の衞 者） ① 37  38;  39  92 ② 36 161,  169* 
大地の 震動 maha-bhumicala  59 上 251* 
〔大地の 震動す る 諸 譬喩〕 28  51; 41 242 
〔大地の 譬喩〕 13  262;  28  44，  45,  49,  50;  41 

239，  242 
〔大地 を 非 地と なす 譬喩〕 9  232 
大池 ① maha- sobbha  (大 湖） 13  46; 16 下 

300; 17  400；    22 下 3,  5，  7，  9 ② maha- 

udakarahada  22 下 120 ③ maha-talaka  4 

382；  21 202,  208,  209,  215,  216 
〔大 池と 大 象の 譬喩〕 22 下 120 
〔大 池の 入門 出門の 譬喩〕 21 208,    209,  215 

216 

大智 mahS  pafifla  (大慧 ） 30  294;  31 42;  33 
412 

大智 〔者〕 mahSpafifia  (大慧 者） 8  205; 12 
330;  38  413 

大中雙 mahantara  45  8 

大長鼻 〔象〕 uccakaneruka  9  320 

大通智 niahSbhififia ほ 16 上 406 

大帝 須 Mah§tissa ① 「比〕 64  456 ② 〔支提 
山 住 比丘〕 62  41， 381， 385 ③ 〔チ一 ヴグン 
バ住 比丘〕 62  78,85,  240  ©  〔プン ナヴッ リ 
力 住 比丘〕 62  286  ®  〔マ ハーカ ランデ ャ寺 
住 比丘〕 63 123 

大天 MahSdeva ① （摩 訶提 婆） 〔比；] 60  58 
② 〔ドウ ッタガ —マ 二— 王 時代の 比丘〕 60 
338 ③ 〔マラ ャ住 比丘」 63  28   @  (摩 法提 
婆， 摩 調） 〔王〕 11 上 100*;  38  69 

大天王 Mah5- r'Sjika  41 208 

大天撩 林 Makhadevamba-vana 11 上 99, 186, 
187 

大天 捺林經 Makhadeva-sutta 11 上 99°;  44 
272 

大典 尊 Mah お ovmda(  = 護 明 童子） 〔婆〕 7  246 

( 


大典 尊經 MahSgovinda- suttanta  7  231°;  33 
77;  44  272 

大典 尊, 經 の註釋 Mahagovindasutta-vannana 
33  77 

大 渡海 場 MaMtittha  (大津 ） 〔港〕 60  209, 

320,  373,  390 
大刀 asi  (刀， m)  9 143,154 
大塔 Mahathupa  60 120,  130,  139,  144*, 

158,  247，  331*,  335*，  345，  346,  353,  365， 

367，  370，  383*，  389，  395,  402 
〔大塔 建造の 資材 を 得る 事〕 60  331 
〔大塔 建造の 初〕 60  335 
大塔廟 MahScetiya  (大 支提， 大廟） 62  286 
大道 maha-patha 12  97 
大德 Yafifiadatta  (祭 施） 〔婆， 拘那 含佛の 父〕 

6  368 

大突牙 〔象〕 uccakS}arik5  9  320 

大那伽 mah^n お a  (大 龍， 大龍 象） 25  242, 

243 

① 大那羅 陀迦葉 梵天 本 生物 語 ② 大那 羅陀迦 
葉 本 生物 語 Mahanaradakassapa- jataka  (摩 

訶那羅 陀迦葉 本 生 〜 那羅陀 迦葉本 生） （五 四 
四） ① 38  '337° ② 36 104 
大難 陀 MahSnandana  (= 難陀， 歡き 園） 〔林〕 
60  259 

大ニ法 Mahaggata - duka  56  204 
大ニ法 因 二 法 mahaggataduka-hetuduka  56 
52 

大人 maha- purisa  (大 士， 大丈夫） 8 183*; 
44  48，  54 

大人 住 mahapurisa-vihara 11 下 426 

① 大人 相 ② 大人 相 論 ③ 大人の 相好 （D 大 
人の 行 相 mahapurisa- lakkhana ① 6 132, 
168,  179*， '  193,  202,  207,  379*;  8 183*; 
11 上 178，  187,  195,  219,  223,  274; 17  264; 19 
312;  24  209；  57  365;  59 上 21, 156*,  357 
〔獲得の 因〕 8 187°- 234° ② 24  206;  44  74 
③ 24  377;  44  8  (D  25  259 

大人の 八 念 attha  mahapurisa-vitakka  (八大 
人覺） 21 110 

大蒜 lasuija  (蒜） 26 160， 161 
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大熱 Mah さ- pari! 私 a  〔地 16 下 382 
〔大熱 地獄の 譬喩〕 16 下 382 
大 念處經 Mahasatipatthana-suttanta  7  335°; 
63  31, 248 

木波那 Mah ゆ anada  (摩 訶鉢驟 拏那， 摩訶波 

羅那 〔陀〕 ） 〔王〕 8  93 
大般 maha-parinibbana  28  203;   59」 二  3 
大般 涅槃 經 Mahaparinibbana-suttanta  7  27°; 

59 下 329 
大發汗 法 mah さ- seda  3  363 
大鉢 ① ukkattha- patta 1 412；   2  391 ② 

malianta-patta 1 414 
大半 託迦 Mah ゆ anthaka  (摩 訶槃 毒， 摩訶槃 

特， 大路） 〔比〕 57  345,  346 
大悲 mah え karuna  40  210* 
大悲性 mahakSruijika ほ 62  401 
大悲定 mahakarupa- sam さ patti  37  4;  59 下 227 
大 1£ 定智 mahakarunasamapatti-nana  (成大 

悲智， 大慈 定智） 44  273 
①大悲 の 尊 ②大 悲愁 者 ③大悲 の牟尼 

mahakarunika    (二 佛) ① 65  (I) 1 ② 25 

246 ③ 24  465 
大 £1(1 輸安 ほ囉 Maha- vessantara  39  266 
大毘輸 安 >M 曙 王子 本 生物 語 MahSvessantara - 

jataka  (=琵 輸安咀 蝶 王子 本 生物 語） 39  266 
大鼻 Mah お uijcjila し 豚〕 32  220* 
大潮 Mahacetiya  (大 支提, 大 よ さ廟） 65  (1)111, 

124 

大ブッ ダラ ツキ タ Aru  -  buddharakkhita  〔比〕 
60  338 

大不淨 食 mahavikata-bhojana  9 130 

放逸, 經 Mahappamada-suttanta,  Maha- 
, appamada-sutta  60  261; 65  (I) 102 
大富 ① mahaddhana 12  22 ② Mahaddhana 
»    〔經〕 12  22 

大 富家 mahabhoga-kula 11 下 20 

大 富者 Mah お Sla  〔經〕 12  301 

大股 Mahodara  〔龍王〕 39  58;  60 155，  157; 

62  408  一 
大股 行 mahoraga  (大蛇， 大龍） 27  419 
① 大分 別 ② 大分 別篇 MaM- vibhaiiga ① 1 


r;  2  336;  5 1， 51, 88 ② 65(1) 19 
大糞聚 生 atimUhaja 19  315 

]^ 典 家 maha  veyyakarana  64  498 
大篇 MaMvagga  (大 品） 16 上 139° 
大 篇相應 Mahavagga  samyutta 16 下 419 
大便 ① ucc^a  (糞， 屎） 1 196;  2  332*,  562; 
5  51, 77, 101,  126; 19  201; 22 上 326 ② 
gutha-gata  22 上 35,  36 ③ vacca  (糞 堆） 1 
190;  2  370,  429*;  3  336;  4  214;  63  58 
大便 所 ®  upakacchaka  2  421 ② vaccatthana 
〜次 項 

①大 便所 ② 大便 處 vaccatthana ① 1 269; 

4 119，  319,  322 ② 38 15 
大便 道 ① vacca  magga 1 44*;  3  379;  4  337； 

5  54 ② karisa- magga  63  55,  56，  264 
大 菩薩 maha-bodhisatta  38  351 
大 菩提 Mahabodhi         提普 行者：） 36 189, 

197 

大 菩提 座 maM- bodhima ひ (Ja  (=i き提 座， 菩 

提場） 34 157，  158,  163，  164, 170 
大 菩提寺 MahSbodhi-ghara  60  259 
大 蒂提樹 mahabodhi  34 154*;  60 112,  269*, 

274*,  301,  331，  385，  395,  402;  61 16， 17,  23, 

45，  49,  88,  93,  509;  65(1)  111* 
大 菩提樹 供養 mahabodhi-puja  34 154 
〔大 菩提樹の 受納〕 60 108.269. 
大 菩提樹 史 Mahabodhi-vaihsa  〔書名〕 61 510 
大 菩提 普 行 沙門 本 生物 語 MahSbodhi- jataka 

(五 二八） 36 184° 
大法 mahaggata  ohamma  45  2,  270°,  271, 

355°;  47  232,  256;  52 149*；  56 189 
大法 敎 mahapadesa  64 164 
大法 護 Mahadhammarakkhita ① 〔比〕 65(1) 

81, 85 ② 〔トフラー ゲーラ 山 住 比丘〕 62 193 

③ （= 法 護） 〔臾那 人， 比〕 65  (I)  70 
大 g   Mahaddhana  or  Addha  〔經〕 (― ) (二） 

16 下 310,  311 

①大發 趣 論 註 ②大發 趣, 倫釋 
Mahapatthanappakarana-atthakatha ① 50 
332。；  52  387;  54  532;  56  524 ② 56  524 

大本 經 ®  Mahapadana-suttanta  6  361°;  24 
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125 ②' Mahapadaniya-suttanta  44  272 
大品 Mah さ vagga  (大篇 ）3 1°;5  245; 13 136; 
； 17  280; 18  324;  20128，  352;  2131， 79;  22 上 

94， 155，  252,  300；  30  92°;  57 1°,  219;  59 上 

7   〔餓鬼 事經〕 25  73°   〔經 集;] 24 147°,  292 

〔無礙 解 道〕 40  7 
大 梵天 Mahabrahma  6  22,  23,  311,  312,  404*, 

416*;  7  292;  8  37; 10  64; 12  250;  22 上 288; 

23  260；  28 101,  102,  111，  152，  153,  172；  35 

6*;  38 10,  305,  385,  386;  47 192°;  57  272; 

63  332;  64  270;  65  (H)  41, 43,  46 
大 梵天王 BrahmS  (梵天） 25  270,  316 
(D 大 麻絲 ② 大麻の 粗布 S さ] ja  (麻， 麻衣， 麻 

布， 粗 麻絲， 粗 麻布， 沙尼， 莎衣） ① 1 433 

② 12 151，  154, 194 
大 摩晒陀 Mah さ- mahinda(  = 摩 哂陀） 〔比〕 60 

230,  235，  242,  257,  260,266,  277*,  283,284; 

61 23,  46;  65  (り 104, 126 
大眉伽 Mahamegha  (大雲 = 眉 伽） 〔園 林〕 65 

(I) 102 

大彌樓 MahS- neru  (大須 彌= 須彌） 〔山〕 25 
317 

大名 Mah お Sma  (摩 訶那 摩， 摩訶 男:） 〔釋 氏， 

塞〕 62  400 
大妙見 天 Sudassi- deva  (善 見 天） 6  424 
大牟尼 maha-muni  24 11 
大無禾 IJ    maha-anattha 17  7* 
大夢本 生物 語 Mah お upina- jataka  (七 七） 29 

144° 

〔大 妄語〕 1 154-165  ；  24  48 

大目 犍連 Mah き- moggal ほ na  (摩 訶目犍 連 = 目 
犍連， 目 連） 〔比〕 2 105;  9  37,  372*,  439*； 10 
272,  295； 11 下 83; 12  247*,  335,  336; 13  404; 
15  405; 16 上 404，  405; 16 下 156,  162;  22 上 

. 34;  23  89, 110;  29 169,  173;  30 15， 151; 31 
201,  295，  359;  32  62,  63,  258;  34 155，  231; 
36  25,28;  44  471； 57  345,  346,  388；  59 下 1， 
3，  345;  62  76,  77,307；  63  313，  331,  344，  345, 
348,  351，  352;  64  227,  419  I； 神 通 第一」 13 
228，  229； 17  34; 〔三十 三 天に 至る〕 9  439; 15 
415*  〔三十 三 天に 至りて 四證 淨を說 く〕 


16 下 254，  256  〔佛の 命に て 神 通 を 以て 鹿 子 母 
講堂 を 足 指 もて 動かす〕 16 下 119  〔足の 栂指 
もて 最勝殿 を 震動せ しむ〕 9  441； 10  82  〔神 
通 を 以て 破戒 者 を 看破し 除 遣す〕 23 168,169 
〔祌通 を 現ぜん こと を 請 ふ も佛は 許し 給 はず〕 
1 11 〔空中に 苦惱 せる 種種の 悪鬼 を 見る〕 1 

. 175; 13  377*  〔惡魔 を 降す〕 10  73  U 弗 は 彼 
の 坐禪を 見て 優 陀那を 述べ 給 ふ〕 23 127  〔五 

.師 に 就きて 佛の說 法〕 19 169,170  〔思量 經を 

. 說 く〕  9 159*  〔婆蹉 姓に 十 無 記を說 く」 16 上 
120， 127  〔漏泄 不 漏泄 を 說く〕 15  288*  〔尼 
乾の 徒. f! 破と 語る〕 18  345  〔舍利 弗が 夜叉に 
打 たれた る を 見舞 ふ〕 23 146, 147  〔迦 底迦 
月の 黑 分に 入滅〕 29  258 

大問 MaM- pafih さ 〔經〕 （一） （二）  22 上 272， 
280 

大 夜叉 mahS- yakkha  8  279,  280 

大藥 賢者 Mahosadha- pap4ita   39  8，  20,  22， 

23,  27,  30*，  35，  43,  47,  56* 
〔大藥 賢者と ベ— リ —尼〕 39  24'2 
〔大藥 賢者の 物語〕 39  3 
大友 Mahamitta  [比〕 62  71， 73 
大勇 者 mah^vira  (大 雄， 大 英雄） 27  28* 
大雄 ① mahS- vira  (大 英雄， 大勇 者） 3  78,  79; 

12  332;  24 199，  524，  545；  25 125,  144，  324 
② vim  (雄 者， 勇者） 6  408 

大 誘惑 本 生物 語 MahSpalobhana-jataka  (五 〇 

七:） 35 174° 
大洋 maha-samudda  (大 f 母) 9  333 
大 榕樹 maha-nigrodha 19  57 
〔大 榕樹の 舊喩〕 19  57 

大欲 ① mahiccha ほ （多 欲） 3  81; 4  2，  385， 
- 386； 17 17,  22,23,  25；  20  224;  21 204,  205； 

47  61， 66， 100;  62  213 ② mahiccha  (大欲 

者） 20  204；  23  343 

大欲 者 mahiccha  (大欲） 18  252 

大螺貝 khara- mukha  39  519 

大樂 vipula-sukha  23  62 

大利 ① maha-attha 17  7* ② maha-sadattha 

13  41 ③ mahatthiya 13  201* 

大龍 ① mah§- uraga  (大 K 行） 36  88* ② 
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maha-naga  (大龍 象， 大那 伽， 大 龍隊） 2 105 
①大龍 象 ② 大龍隊 mahS- n§ga  (大 龍， 大 

那伽） ① 13  409 ② 20  360，  364 
大龍林 MahSnSgavana  (擎 訶那伽 林） 〔園〕 60 

153,264,265 
大林 ① MahSvana  (大園 林） 1 17， 113,  144; 
2  37， 120;  3  408;  7  94;   8 12, 16;  9 192, 
193.  394,  397,  409,  410; 10  308; 11 上 328; 
12  36,  40,  41; 14 146; 15  326,  330； 17  361, 
377; 18  333,  350; 19  51, 67, 102,  103，  198， 
234，  328,  331; 20  328;  21 40，  81， 157，  195, 
196,  202，  204,  254;  22 上 141; 22 下 28;  23 
124,  125，  185;  29  311,  489;  30  9;  58  338;  60 
169*,  33S;  65  (I)  44 ② maMrafifia 12  9, 
352 

①大林 重閣堂 ②大 林重閣 講堂 MahSvana - 
kQ は g お a- S まほ （〜重 閣 講堂） ① 1 17;  2  37, 
120,  141,  144;  3  408;  4  378,379,  439;  6217, 
218;  7  9};  8 12, 16; 11 上 328，  367; 12 191, 
401; 13  395，  414; 14 107,  183; 15 177，  326, 
330; 16 ヒ 106; 16 下 106,  193,289,385;  21 40, 
81,157,  195，  196,  202,  204,  254;  22 上 323; 
22 下 28;  27  382 ② 1 113， 144 

大林 鳴り つつ (寂 靜身） Sanamano  or 
Santikaya  〔經〕 12  9 

大 蓮華 王子 〔本 生物 語:' Mahapaduma  (四 七 二） 
(〜次 項） 61 509 

大 蓮華 王子 本 生物 語 Mahapaduma- jataka  (四 
七 二）  34  76° 

大 六處經 Mahasalayatanika-sutta 11 下 415°, 
416 

代 酒 mula  (元金） 20 140 

第一 ① agga  (第一人者， 最高， 首 者） 1 224; 

ゝ 13  41 〔四 種〕 18 137 ② parama  (最 勝） 24 

310,  347;  42 125,  148，  149,  152,  153，  267 
第一義 paramattha  (第一義 諦， 眞諦， 第一義 

の義， 第一義の 利， 第一 利， 勝義） 24  22,79; 

43 140，  160,  313;  44 111，  292，  297,  402,  410, 

484°,  499;  59 上 338;  62  386;  63 17,18,  196; 

64 134,  138,  146，  171,  296,  348;  65  (n) 1, 

60，  75,  76 


第一義 解明 ParamatthakathS  56  524 
第一 義淸淨 paramattha- visuddhi  62  448,  449 
第一義 說示 paramattha - desana  (= 論藏） 65 
(I)  30 

第一義 諦 ① paramattha-sacca  64 115 ② 
paramattha  (第一義， 勝義， 眞諦， 第一義 
の義， 第一義の 利） 26  22，  25;  62  49 

① 第一義の 義 ② 第一義の 利 paramattha  (第 
一義， 第一義 諦， 眞諦， 勝義） ① 42  271 
② 42  257 

第一義の 施設 pannatti  paramatthiya  42  61, 
176 

第一 結集 ① pathama  sangiti  (第一 合誦） 65 
(I)  23 ② pathama  dhammasangi ti (= 第 
一大 合誦） 60 167;  〔4  426-437;  60  25,  31， 
163;  65  (I)  8°〕 

〔第一 結集への 反對 一富 蘭那〕 4  433 

第一 眼 parama  cakkhu  24 129 

第一 合誦 pathama  sangiti  (第一 結集） 65  (1) 
40 

第一 支帝耶 Pathama  cetiya  (第一 靈祠） 65 
(I) 123 

第一 衆 aggavati-parisa 17  398° 

第一 誦品 pathama -bhanavara  3  491; o 1, 

131,  291,  361; 7  27, 165,  231,  297;  8 1, 

183,  285，  357;  24  472 
第一 淸淨 parama -visuddha  24  263 
第一章 Purima-gamana 14  ^47 
第一 信 aggappasada  〔四 種〕 18  62 
〔第一 瞋不 憑戒; )（= 第 八 僧殘） 1 266 
第一 禪定 pathamajjMna  (初 禪， 初靜 慮） 46 

241,  251,  258，  262,  265,  347* 
第一 僧殘 pathama  samghadisesa       出精 戒) 

1 185°,  199;  (5  7〕 〔戒 條〕 1 188 
第一 大合誦 pa か ama- mah さ saiigiti  (第 一大 結 

集-第一 結渠） 65  (I)  8，  40,  41 
〔第一 第二 結集〕 60  25 
第一 弟子 agga- sSvaka  27  212 
〔第一なる もの〕 40 168;  41 185 
第一人者 agga  (第一， 最高， 首 者） 6  377 
第一の 供養 agga-pii?(?a 12  242 
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第一 波羅夷 pathama- P 社 ajika  (=不 淨戒） 1 
1°;  4  429;  5 1*,  94, 100,  107,  111，  113, 
349;  65  (I) 18， 19.  40  〔戒 條〕 1 36  ['尼 波 
羅夷〕 2  346 

第一 波 羅夷等 起 patha maparajika- samutthana 
5 147 

〔第一 破 暦戒〕 （= 第 十 f 曾殘） 1 287° 

第一 八愒經 Paramatthaka- sutta24  310°,  312 

第一 八偈經 の義釋 Parama は hakasutta - 

niddesa  42 152°, 174 
第一 不定 pathama- aniyata 1 316°,  322;  5 

12 

〔第一 不善 心〕 45 106;  46 195,  428 

第一 夫人 mahesi  (王' 记） 3  595* 

〔第一 沸 ディ 一パン カラ 品〕 41 219° 

第一 篇 Pathama- vagga  (第一 品） 9 1 

第一 法 agga  dhamma 18  64; 19  47 

第一 品 Pathama- vagga  (第一 篇） 12  77, 118, 

176,  234,  378; 13  261,  361,  377; 16 上 77 
第一 味 agga  karika 1 133 
第一 無病 parama - aroga  24  307 
第一 利 paramattha  (第一義， 勝義， 眞諦， 第 

一義 諦） 59 下 233，  236*,  333 
第一 類 Vidha  〔經〕 16 上 294 
第一 靈祠 Pathama- cetiya  (第一 支 帝耶） 60 

241,  279,  283 
〔第 九生穀 廣說〕 （品） 16 下 411 
第 九僧殘 navama-samghadisesa  (= 第二 瞋不 

憑戒） 1 280°,  286;   〔5 10〕 
〔第 九 第 十 不善 心〕 46  234，  428 
〔第 九 不善 心〕 45 117 
〔第 九 佛ナ一 ラダ 品〕 41 283° 
第五 誦品 Pancama  bhanavara  7 120 
第五 靜慮 paficamajjh さ na  (第五 禪） 45  51， 

138, 172 

第五 神變 pancama-patihariya  3  51 

第五 說話集 itih お a- paficama    (〜伊 帝 訶寫， 

古 傳說， 傳說， 史傳， 史話） 65  (I)  52 
① 第五 禪 ② 第五 禪定 paficamajjhMa  (第五 
靜慮） ① 65  (n)  5 ② 46  242,252,258,262, 
265,  347* 


第五 僧殘 paficama-samgh§disesa  (=媒 嫁戒） 
1 227。，  243;  〔5  9〕 

第五の 波羅夾 pancama  parajika  5  91 
〔第五 不善 心〕 45 114;  46  233 
〔第五 佛 レー ヴタ 品〕 41 266。 
第五 品 Pancama  vagga 11 下 365 
第三 果 tatiya- phala  (=不 還お） 25  361; 41 
348 

第三 結集 ① tatiya  sangiti    (第三 合誦） 65 
(I)  42, 127 ② tatiya  saiigaha  60  3,  56, 
57,193;   〔60  52,  56, 174,  197;  65(1)  68。〕 

第三 合誦 tatiya  sangiti  (第三 結集） 65  (I) 
42,  78* 

第三 誦品 tatiya -bhanavara   6  45，  403;  8 

333;  24  530 
第三 章 Tatiya- gamana 14  355 
第三 靜慮 tatiya.  jhana  (第三 禪） 14  382; 19 

34;  45  46*,  138, 172 

第三 神變 tatiya-patihariy?  3  49 

① 第三 禪 ② 第三 禪定 tatiya jjMna  (第三 靜 

慮） ① 6 111°;    9  480; 11 上 19; 11 下 3; 

15  407;    65  (n)  5 ② 46  242,  252,  258, 

262,  265，  347*; 〔16 下 36;  62  315°*〕 〔相 

應心心 所〕 11 下 3 

〔第三 禪は 涅槃な り〕 （外道 說） 6  55;  47 117 
第三 想受論 Tatiya  safmSvedayita-katM  58 
277° 

第三 僧殘 tatiya- sariighadisesa  (=蠹 語戒） 1 
213°,  220;  〔5  8〕 

第三 象天宫 Tatiya  naga - vimana  24  521 

第三 地 tatiyS  bhumi  45 104,  163;  64  437 

第三 道 tatiya  magga  (= 阿那含 道） 50 164; 
51 92， 144,  190，  191; 52  99， 136,  187, 
242 其 他； 53 164;  54  455，  506,  515 

第三 波羅夷 tatiya- parajika  (= 人 體戒） 1 
113°;  4  429;  5  6，  349  〔戒 條〕 1 120  〔犯不 
犯〕 1 423-142  〔尼 波羅 夷〕 2  354 

〔第三 不善 心〕 '45 113 

〔第三 佛 マン ガラ 品〕 41 256  = 

① 第三 品 ② 第三 篇 Tatiya- vagga ① 9  223; 
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10  308; 11 下 119; 12 156,  198，  411; 13 
344; 15  380 ② 11 上 279 
第 四 根相應 Indriya- sariiyutta  catuttha 16 下 
80 

第 四誦品 catutthaka-bhanavara    3  79;  7 

97;  24  559 
第 四 章 Catuttha- gamana 14  358 
第 四靜慮 catuttha  jhana  (第 四禪） 14  383; 

19  35;  22 上 250;  45  47*,  138， 172 
(D 第四禪 ②第 四禪定 catutthajjh^a  (第 

四靜 慮） ① 6 112°;  9  481; 11 上 20; 11 下 

3; 15  409；  65  (U)  5 ② 46  242,  252，  258, 

262,  265,  347*; 〔16 下 37;  62  326°*〕 

〔相 應心心 所〕 11 下 3 
〔第 四禪 は涅樂 なり〕 （外道 說） 6  56;  47 118 
第 四僧殘 catuttha- sarhghSdisesa 1 221°, 

226;  〔5  9〕 

第 四 地 catuttha  bhumi  45 105,  163;  64  438 
第 四 道 catuttha    magga   (= 阿羅漢 道） 50 
164;    51 92, 144，  190，  191; 52  99， 136, 
187,  242，  243 其 他； 53 165;  54  454,  455, 
506,  507,  515,  516;  57  372 
第 四 波羅夷 catut:!ia- pSr り ika       上人 法戒） 
1 144°;  4  429,  430;  5  6，  350;"  65  (I) 19 
〔戒 條〕 1 151 〔犯 不犯〕 1 154-182    〔尼 波羅 
夷〕 2  357 
〔第 四 不善 心〕 45 113 
〔第 四佛ス マナ 品〕 41 26r 
第 四變化 catuttha  patihariya  3  50 
第 四 品 Catuttha- vagga  9  362; 11 上 59; 11 

下 246; 13  248,  352; 16 下 151 
第 七 有 〔者〕 sattama-bhavika  58  216 
第 七 有 論 Sattama  bhavika-katha  58  216° 
第 七誦品 sattama - bhanavara  3 120 
〔第 七 章 法 勅〕 65  (ffl)  60 
①第七 仙 ②第 七の ③第 七の 仙人 ④ 第 
七の 聖者 isi  sattama  (=釋 迦佛， 第七牟 尼） 
① 24  464;  25  328,  329;  27  267,  299,  321, 
333,  391,  396,  399,  402;   50  332 ② 10 
160 ③ 24 131 @ 12  332 
第 七僧殘 sattama  sariighadisesa    (= 造精舍 


戒） 1 262°;  〔5  9〕 
第 七の 阿 S 曇 論 Sattama- 

Abhidhammappakarana  (=發 趣 論) 56  522 
第 七の 波羅夷 sattama- para jika  5  92 
〔第 七 不善 心〕 45 116 
〔第 七佛ァ ノーマ ダッ シ一 品〕 41 274° 
第 七牟尼 muni  sattama  (=釋 迦佛， 第 七 (山） 

27  312,  351， 502 
第 十 Dasama ① 〔居士， 阿難の 說 法を受 く〕 

22 下 323 ② 〔經 = ァッタ 力 城 人經〕 22 下 323 
第 十一 助 破 僧僧殘 ek さ dasa 

bhedanuvattaka— sariighadisesa 1 298 
第 十一 ft 殘 edadasama -sariighadisesa  (二 第二 

破 僧戒） 1 293°;  [5 10〕 
〔第 十一 不善 心〕 45 119;  46  236,  428 

〔第 十一 f 弗ス メーダ 品〕 41 292° 
〔第 十九 佛毘婆 尸 品〕 41 324° 
〔第 十五 佛 ダン マ ダッシ 一品〕 41 3C9° 
第 十三?' 亏 家僧殘 terasa  kuladusaka- 

samghaaisesa 丄 31<3 
第 十三 僧^    terasama-samghadisesa  (= ミ亏家 

戒） 1 302°;  [5 11〕 
〔第 十三 佛 ピャ ダッシ 一品〕 41 302° 
〔第 十四 沸 アツ タダ ッシ一 品〕 41 306° 
〔第 十七 沸テ ィ ッサ 品〕 41 316° 
第 十僧殘 dasama- sariighadisesa  (= 第一 破 (t 

戒） 1 287°;  〔5 10〕 
第 十二 惡ロ 僧殘 dvadasa  dubbaca - 

sariighadisesa 1 302 
第 十二 僧 P    dvadasama-sariighadisesa  (-惡 

ロ戒） 1 298°;  [5 11〕 
〔第 十二 不善 心〕 46  237,  428 
〔第 十二 佛スヂ ヤー タ品〕 41 297° 
第 十 破 僧 (僧 殘) dasama  -  samghabheda- 

sarhghadisesa 1 293 
〔第 十八 沸 プッサ 品〕 41 320° 
〔第 十 不善 心〕 45 119 
〔第 十佛パ ドウ ムッ タラ 品〕 41 288° 
〔第 十六 佛シッ ダッタ 品〕 41 313° 
第二  ftn 陀集 Dutiyagathasarhganika    〔章〕 5 

354,  365 
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第二 結集 ① dutiya  samgiti    (第二 合誦） 60 
173;  65  (I)  47，  49 ② dutiya- sariigaha  60 
30;  〔4  439-460;  60  29，  32， 167;    65  (I) 
44。〕 

第二 月別 住 itaram  pi  masam  parivaso  4  88* 

第二 廣說 Dutiya- peyyma 14  353 

第二 合誦 dutiya  sangiti  (第二 結集） 65  (I) 

43，  45,  47,  50  ' 
第二 在家 天宮 Dutiya-agariya-vimana  24  531 
第二 食 施 女 天 7'"^  Dutiya-bhikkhadayika- 

vimana  24  472 
第二 者 dutiya  (隨 伴， 伴 f 呂， 助 伴 者， 陪席 者， 

同伴者） 15  59;  44  432,  433 
第二 誦品 dutiya  bhapavara  3  44;  6  20, 149， 

295,  385;  7 183，  250,  317;  8  25,  211,  312, 

372;  24  500 
〔第二 十一 佛 J? も舍浮 品〕 41 333° 
〔第二 十五 佛瞿曇 品〕 41 353° 
〔第二 十三 佛拘那 含牟尼 品〕 41 342° 
〔第二 十四 佛迦葉 品〕 41 346° 
〔第二 十二 佛俱留 孫 品〕 41 3383 
〔第二 十 佛尸棄 品〕 41 329° 
第二 住家 施 者天宮 Dutiya- upassaya  -  dayaka - 

vimana  24  534 
第二 所應 fp 天ず;' Dutiya-karaniya-vimana  24 

519 

第二 章 Dutiya- gamana 14  350 

第二 靜慮 dutiyajjhana  (第二 禪） 14  382; 19 

33;  45  45*,  138, 172 
第二; ひ dutiya  citta  57  61* 
第二 神變 dutiya -patihariya  3  48 
第二 針天宮 Dutiya- sQci- vimana.  24  520 
〔第二 瞋不 懲戒〕 （= 第 九 僧殘） 1 280° 
① 第二 禪 ② 第二 禪定 dutiyajjhSna  (第二 靜 

慮） ① 6 110°;    9  480; 11 上 19; 11 下 2; 

15  406;    65  (li)  5 ② 46  242,  252,  258, 

262,  265,  347*; 〔16 下 35;  62  308°*〕 〔相應 

心 心 所〕 11 下 2 
〔第二 禪 一聖 默然〕 13  404 
〔第二 禪ー想 思惟 （想 作意)〕 13  404 
〔第二 禪 は涅樂 なり〕 （外道 說） 6  55;  47 117 


第二 想受論 Dutiya -sannavedayita  katha  58 
276° 

第二 僧殘 dutiya- saihghadisesa  (= ^身觸 成） 

1 200°,  213;   〔5  8〕 〔戒 條〕 1 202 
第二 象 天 P;   Dutiya-naga-vimana  24  521 
第二 地 dutiya  bhumi  45 104,  162;   64  436 
第二 貞淑 女天宮 Dutiya.  patibbata -V im ana  24 
451 

第二 逃亡 本 生物 語 Dutiyapalayi-jataka  (二三- 

0)  30  370° 
第二 道 dutiya  magga  (= 斯陀含 道） 50 164; 

51 92， 144，  190;  52  99, 136,  187,  242 其 

他； 53 164;  54  455,  506,  515 

〔第二 乃至 第 四 不善 心〕 46  231 

第二 耳環 天宮 Dutiya- kui:i(Jari- vimana  24  53 & 

第二 波羅夷 dutiya- pSrajika  (= 不與 取戒） 1 

66°;  4  429;  5  6,  349  〔戒 條〕 1 74  〔尼 波羅 

夷〕 2  349 

第二 波 羅夷等 起 dutiyaparajika  samutthana 
5 149 

〔第二 破 僧戒〕 （= 第 十一 僧殘） 1 293° 

第二 破 僧 者 iSi Dut  iyasamghabhedaka- vagga 

5  341 ■ 
第二 不定 dutiya- aniyata 1 323°,  327;    5 13. 
〔第二 不善 心〕 45 112 
〔第二 佛 コーン ダン ニヤ 品〕 41 2  50  ° 
① 第二 品 ② 第二 篇 Dutiya- vagga ① 10  204;. 

11 下 1; 12 133，  185，  260,  399; 13  222, 

273,  369,  382; 14  306,  312; 16 上 82; 16 下 

169,  201, 219 ② 10  85 
①第八 有 ②第 八の 有 ②第 八の 生 atthama 

bhava ① 20  211; 47  45 ② 24  84 ③ 23  7. 
第 八 事 atthama-vatthu  5 122 
第 八 集 Atthata- nipSta  〔tf^ 支部〕 63 192 
第 八僧殘 atthama- samghadisesa    (= 第一!^ 

不 懣戒） 1 266;   〔5 10〕 
第 八 人 atthamaka  (第 八補特 伽羅） 41 136; 

48 下 166*，  234*;  49  475*,  492*;  57  319 
第 八 人 根 論 Atthamakassa  indriya-katha  51 

318° 

〔第 八 人に 信 等の 五 根な し〕 37  319 
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〔第 八 人に は 見. 疑の 二 纏捨 せらる〕 57  314 

第 八 人 論 Atthamaka - katha  57  314° 

第 八 波羅夷 a は hama- parajika  5  93 

〔第 八 不善 心〕 45 116 

〔第 八佛パ ドク マ 品〕 41 279° 

第 八 補 持: カ羅 atthamaka  puggala  (第 八 人） 

57  314,  319* 
第 八 預流道 atthamaka  sotapatti-magga  57 

314 

第 六誦品 chattha- bhSpavSra  7 142 
第 六 還 chatthayatana  46 185*,  197°,  201* 
第 六 f 曾殘 chattha- saihghSdisesa  (= 造 房戒） 
1 244°;  〔5  9〕 

〔第 六 乃至 第 八 不善 心〕 46  234,  428 

第 六 波羅夷 cha は ha- pSrSjika  5  92 

〔第 六 不善 心〕 45 115 

〔第 六 佛ソ一 ビタ 品〕 41 270° 

第 六 品 Cha は ha-vagga 16 下 55,  66 

提謂 Tapussa  (多 梨 富沙， 多 婆 富沙， 帝 梨 富 

沙） 〔居士〕  20  227 
提 伽羅 低 Dighalatthi ① 〔天子〕 12  88,  89 

② 〔經〕 12  88 
提舍 Tissa ① （帝 H ゥ 〔S 婆 尸 沸の 第二 弟子〕 

6  364,  373，  423 ② （帝 沙） 〔迦葉 沸の 第一 

弟子〕 6  365;  26 182 ③ 〔傳 。王師の 子〕 6 
409* 

提舍尼 patidesaniya  (悔 過， 波羅 提提舍 尼， 波 
逸提沙 尼耶） 〔罪科〕 1 285*;    2  287，  289, 
300,  558，  560;  5  44, 120,  199,  254°,  356 
(一） 2  285°  (二）  2  288°  (三） 2  290°  (四） 
2  295。 尼 （一） 2  557 尼 （二)一 （八） 2  559 

提 頭賴吒 Dha は rattha ① （持 國） 〔四天王の一， 
乾闥婆 王〕 7  279，  282;  8  264;  60 109 ② 
〔龍王〕 7  283;   38  226*,  230,  234*,  242， 

*  273,  294,  304,  330,  401 ③ 〔鵝 王〕 37 
10, 16,  21， 24,  26,  29，  41， 43，  48，  50, 
51, 57,  61, 66，  68,  69,  72,  76*，  102, 
277,  279 

提婆 Deva  〔比〕 60，46；  65  (I)  79 
提 婆鳩吒 DevakQ は （天^10  〔山， 支提 山の 古 
名〕 60 100,  114,  116,  248;  65  CI) 107 


提婆掘 多 Devagutta  CiV  60 111 

提 婆陀訶 ① Devadaha  (天 臂， 天 現） 〔村〕 15 

199 ② Devadaha -khaijo  〔經〕 15 199 

提婆 陀訶品 Devadaha- vagga   (天腎 品） 15 
199，  210 

提婆達 多 Devadatta ① （提 達 多） 〔比， 沸 
の從 弟〕 1 287*，  293;  2 105,  113*;  3  204;  4 
284*,  288*,  289,  294，  301; 5 10，  28,  29， 
211; 10 170.  171,  173; 12  260,  261; 13 
229,  230，  352*，  356; 18 126,  127; 19 
169,  170;   20 162,  163;  21 15，  20;   22 上 
80*;  23  89, 181，  182,  337，   338;  26  87， 
505,  506;  27  294;  28  219,  232，  233，  278， 
282,  286,  291,  294,  307,  334,  335,  358*， 
360 其 他； 29 13,   36,   39，   40,   44, 122， 
322，  364，  439,  454,  458*,  498 其 他； 30 
59, 114，  247,  255,  266,  274,    316,  332, 
337,  373,  403,  408,    418;   31 278,  346， 
450，  467，  494,  529;    32 14，  34，  40,  41, 
83，  355，  424;    33  52, 188，  251,  354;  34 
27*,  99， 100,  211; 35 106,  132，  314,338， 
355;  36  250,  251; 37 1*;    38 144*，  406; 
39  260,  550;    59 上 231,  241*,  286，  334, 
335，  395;  59 下 13*，  332;  60 161; 63  357 
〔出家〕 4  281, 282    〔河 闍世 王子 を 信仰せ し 
む〕 4  284*    〔阿闍世 王子の 供養 を受 く〕  4 
288*; 13  356;  28  358  〔惡 人に 圍繞 せらる〕 
35  106  〔法の 付 囑を佛 に 迫る〕 4  289  〔五 事 
を 佛に請 ふ〕 1 287;  4  302  〔弑 沸の 種種なる 
計畫， 殺意〕 4  294;  28  335;    29  36，  40， 
122，  454;  30  202,  255，  266,  316;  31 182， 
529;  32  40，  424;  33 188，  283;  35 132;  38 
144  〔石 を 沸に 投ず〕 35  338  〔佛 身よ り 血 を 
出す〕 37 1 〔諸 逆 罪〕 37 1 〔野望と 失神 通〕 
19 169,170;  32  83  〔利 養の ために 自ら 害 ふ〕 
18 126, 127  〔反逆と 破滅〕 30  373，  418;  34 
99  〔第一 破 僧 をな す， 第 十 僧殘の 初犯 者〕 1 
287*    〔第二 破 僧戒を 犯す〕 1 293  〔破 僧， 破 
輪〕 4  301,  304;  23 181,  182;  28  282;  29 
458    〔第三 十二 波 逸提， 別 衆 食戒を 犯す〕 2 
113*  〔去りて 後， 比 £ に對 する 佛の說 法〕 21 


(584) 


提， 醍， 松， 魔， 高， 寶， 耕， 瀧， 抱， 薪 一 タキ 


15，  20  〔墮獄 の 記 別 1 20 162, 163  〔墮 地獄〕 

33  52,  354;  34  27;  35  355;  36  250  〔死歿〕 
30  403;  32  330  〔三惡 法〕 23  337,  338  〔殘 
忍 性〕 30  337;  32  34  〔嫉妬〕 29  364  〔二 童 
失敗〕 29  439  〔得た る 名利 を 失 ふ〕 30  408; 
31 467  〔校 倣と 失收〕 30  59,  247,  274  〔忘 
恩〕 29 116,  405;  30 114;  31 346;  33  251; 

34  211 〔不 相應な 袈裟〕 30  332  〔拘迦 利との 
關係〕 31 278,  282  〔彼に 依 食せ る 比丘〕 28 
360;  32  276 ② 〔經〕 12  260;  21 15 

提婆達 多 出家の 問 Devadatta- pabbajita - 

panho  59 上 241 
提婆比 多 Devahita ① 〔婆〕 12  299，  300, 

301 ② 〔經〕 12  299 
提麝 timi  (帝 鏖， 帝彌） 〔魚〕 4  355，  358;  21 

65,  69，  75,  79 
提 麇會羅 timiiigala  (帝 魔 伽羅， 帝 魔羅） 〔魚〕 

4  355，  358;  21 65,  69,  75，  79 
提魔提 麇耆羅 timitimingala  (大身 魚， 帝麇， 

帝麇， 伽羅， 吞 舟の大 魚） 〔魚〕 4  355,  358; 

21 65,  69,  75，  79 
提想達 多 Devadatta  (提婆 達 多） 〔比， 佛の從 

弟〕 9  340 

醍醐 ① maij(3a  (醍醐味） 18  35;  27 131 〔三 
種〕 40  444 ② sappi       醐味， 酥， 蘇 油， 
熟酥， 生穌） 3  428;  8 104,  106; 16 上 12， 
13;   35  255,  263,  330;   39  31, 143,  144， 
518;  59 上 126 ③ sappi- man4a  (酸醐 味） 14 
430*; 18 167; 19  306，  308;    47  464;  59 下 
172，  175，  176;  63  353;  64  219 

酸醐粥 sappi- pay asa 15  439 

醍醐 衆會 parisa- map(}a 17 111 

酸醐 の三德 sappimandassa  tayo  guna  59 下 
175 

醍翻 比丘 manda  bhikkhu  46  348 
酸醐味 ① pappatakoja 1 11 ② manda-peyya 
40  444°* ③ sappi  (醍醐， 酥， 熟酥） 23 105, 
145,  146，  236，  237;  28  71; 30  68，  69;  60 
192, 193 ④ sappi-maijda  (|g 醐） 6  286, 
287 

醍醐味 論 Mandapeyya-katha  40  444° 


松明 ① ukka  (炬， 炬火） 39 181*, 194 ② 

ummuka  2  429 
魔 ① kulala  (兀 魔， 鳶） 1 103,  175;  7  341; 

10 124，  227; 11 下 101; 16 下 259，  260;  20 

61; 24  255;  30  309,  310 ② senaka  26  31; 

27  74;   33  283*;  38  393 ③ sena  33  283; 

34  336,  370;    39  9， 154*  @  sena-sakuna 

34  276* ⑤ sak 寧 gghi 16 上 364,  365;  30 
92* ⑥ sakunika  =  sena-sakuna  34  341 ⑦ 
varana  37 167 ⑧ vyaghinasa = sena  39 
414 ⑨ gijjha  CM, 兀體） 33  98*  ® 
Sakunagghi  〔經〕 16 上 364 

師 ② Its 飼 gaddha-badhi ① 2  211, 
349;  4  36*;  5  37，  93 ② 9  237* 
〔鷹と 舞の 譬喩〕 16 上 364 
〔鷹と 雞〕 33  283 

〔鷹の 親子と 田舎者と 鶚， 龜， 獅子〕 34  276 

〔鷹の 子と S 藍 婆 風〕 32 167;  33  99 

鷹 本 生物 語 ① Sakunagghi-jataka  (一六 八） 

30  92° ② Gijjha-jataka  (四 二 七） 33  97° 
〔鷹 をして 肉片 を 捨てし む〕 39  9 
高き 座 ucca-asana  2  330 
高き 床 ucca-manca  (高 床) 4  230 
高さと 蝠 aroha-parinaha 17  475*;  22 上 68* 
寳 ratana  (寶 石， 寶物） 2  255*,   258°;  4 

355°,  357;  21 65°,  69,  75,  78;  22 上 317; 

23 171°,  174;  24  539 
寶の家 Ratana-gaha  28 165 
耕さざる に 熟する 米 akattha- paka- saii  8 107, 

111 

耕す こ と kasi  (耕作， 耕耘， 農業， 農事） 25  4 
瀧 kandara  (峽 谷， 渓谷， 豁， 洞窟， 窟， 石窟） 

35  376 

抱 下す patipilana  2  343 

薪 kattha  (薪 木， 木， 木片） 3  56;  7  390， 

391; 11 下 106，  107,  174，  178; 13 125;  24 

167,  205,  206 
〔薪と 木燧の ff 喩〕 11 下 106, 107 
薪 あ 堆積 kattha- pufija  (薪 堆） 20  320,  321, 

322 

薪 火， 薪 素， 薪 草， 薪堆， 薪 木〜 シン 


ダ キー 宅， 托， 卓， 啄， 探， 磔， 濁， 竹， 筍， 確， 唯， 戰， 正， 斷， 立， 起， 達 


宅地 vatthu  (基， 土地） 1 82;  3  400;  7  49， 

50;  8  213,  214,  215 
宅地 學の師 vatthu vijjacariy a  63  82 
宅地 物 vatthu は ha 1 82 
宅地 明 vatthu-vijjS   (宅地 學， 家相 學， 家相 

占 ひ, 事 明） 6 11, 101 
托鉢 pii:iQlolya  (乞食） 23  341 
托鉢 食 piij^apata  (食， 食物， 鉢 食， 團食， 

捧食， 飲食， 施 食） 1 438;  8 165° 
① 托鉢 者 ② 托鉢し ③ 托鉢 を 行ず る もの 

pindapatika  (乞食 者， 乞食 行者， 常 乞食 者， 

乞食 を 食と す） ① 23 131,  133, 152 ② 20 

149， 150 ③ 13  417 
托鉢 を 行 ふ こ と pipcjapatikatta  (乞食） 17  56 
卓越 性 adhipateyya  (增 上， 威力） 19  42,  43 
卓 智者 anoma-panna  (高慧 者;） 25  419 
啄顿想 vikkhayi は ka- saiifia   (食殘 想， 食瞰 

想） 45  77 

啄木鳥 ① rukkhakottha - sakuna  31 346 ② 

sa ね- patta  (〜鶴） 30  255*,  274 
〔啄木鳥と 竭地 羅樹〕 30  274 
〔啄木鳥と 獅子の 忘恩〕 31 346 
探 手 vidatthi  (手 尺， 張 手） 1 251,252 
磔拘羅 Takkola  〔國〕 42  234;  43  248 
獨酒 meraya  (迷 麗耶， 迷 羅耶， 果酒） 8  52 
竹 ① taca-sara 12 122;    23  295 ② vamsa 

24 14;  26 15 ③ ve お 1 149,  244;  2  54;  3 

335,  360;  4 177，  205*，  261，  288,  289; 12 

261; 13  355; 18 127;    35  289  (3)  Veluka 

〔蛇〕 28  478,  479 
①竹籠 作り ② 竹細工 〔人〕 veija    (竹ェ ，竹 

師， 竹 匠， 賤民） ① 12 156, 157 ② 25  57 
〔竹と 果の 喩〕 12 122,  164; 13  355，  356; 

18 127;  23  295;  42  23;   43 170,  345;  44 

*420 

〔竹の一 支〕 59 下 267 

〔竹の 茂れる 3 喩〕 24 14;  26 15 

竹の 父 Ve}uka- pi ね r  〔行者〕 28  478,479,480 

^vJ ① vamsa- kali ra  '24 14 ② vettagga  63 

51, 261 
確かに addhS  (必ず） 42  3 


唯 三 衣 を 有す tecivarika  (三 衣 者， 但三衣 者， 

三 衣 を 持す る 者） 3  444 
戰 sa^igSma   (戰 鬪， 戰場， 戰陣， 鬪諍） 12 

382* 

戰 についての 二つの 語 Saihgame  dve 

vuttani  〔經〕 （一） （二） 12 140, 142 
戰の 勝利者 vijita- saAgSma  (戰 勝者， 勝者） 

12  236，  405,  406 
正しき 行 き C さ ra  (行， 正 行， 淨行， 行處， It 

貝 [J) 18  25,  41， 71 
正しき 方に 向け られ たる 汇、 sammapanihita- 

citta  (正 願 心） 17 12 
正しき 梵行 yoniso-brahmacariya 11 下 169 
正しく 修し samici-patipanna  (和 敬 行， 行 称 

敬， 行跡 万 正） 7  73  . 
正しく 配置 された る 文句 sunikkhitta 

paaavyanjana 17  89 
斷 たるべき 法 pahatabba   dhamma   (斷ぜ ら 

るべき 法， 斷 ずべき 法） 18  431 
斷 切ら しむる もの chedapayan は 16 上 67，  68 
斷 切る もの chindanta 16 上 67,  68 
立てる thita   (住， 停庄， 停まり） 23  365， 

366，  368 

〔立てる 瓶の 水の 譬喩〕 17  211; 47  404 

起つ に 巧 vutthSna- kusala   (出定 善 巧， 出 起 

善) 20  46， 196,  276,  277 
達 子 香 ① ほ lisa  3  359 ② ほ lissa  34  268 ③ 

tagara  (多 伽羅， 多 揭羅， 多 竭羅， 多 劫羅， 

格 香， 零 凌 香， 零 陵 香） 〔香， 樹〕 59 下 198， 

229 

達陀羅 Daddara  〔山〕 27  392 

達智 nibbedhika- pafiM    (透徹せ る 智慧， 决 

擇慈， 擇, ii， 明達;！， 鋭智） 31 42 
達 道 magga-bhavana  (道 修) 1 151 
達 摩 Dhamma  〔^〕  25  336 
達 寧斯那 Dhammasena ① 〔比〕 60 130 ② 

〔王〕 60  22 

達 攀提那 Dhammadinna ① 〔塞， 四 證淨の 
說 法を受 く〕 16 下 219,  220 ② 〔經〕 16T 
219 

達 摩 殿 Dhamma-pSsSda  (法 高堂） 14  226, 


(586) 


達, 縫, 脱， 奪， 羈， 楣， 竪， 喩， 譬， 棚， 掌， m, 種, 樂， 旅, 玉， 球， 民, 堪， 足， 維， 槐， 榱， 丹， 但， 世， 炭， 耽 一 タ ン 


228 

達 摩 勒棄多 Dhammarakkhita ① 〔臾那 人， 

比〕 60  59 ② 〔比〕 60 130 
達磨 阿育 Dhamm お oka    (法 阿育 = 阿育 王） ' 

〔王〕 65  (I)  47 
魏 tittira  (鷓 tg, 沙鷄） 4  246，  247 
魏法 tittiriya  〔梵 行〕 4  247 
縫靼 Vi ほ ta  〔國〕 59 下 183, 188 
脱衣 派 acela  (裸 形 外道， 裸 形 梵士， 裸 形 道 

士， 無 衣 外道） 35  359 
脱 脚 椅子 Shaccapadaka- pitha  2  73;  5  25， 

62 

脱 脚 床 ahaccapadaka- manca  2  73;    5  25, 
62 

脱欲智 mucdtukamya ほ- fiai:ia  64  374,  392, 
394,  413,  422;  65  (II)  82;  〔64  391。〕 

奪 衣 acchinna-civara 1 358 

奪取 Slopa  (掠奪， 竊.' ： な） 8  231 

奪 命 論 .Tivita  voropana-katha  58  211° 

R    yugadhana 10  253 

楣 camma  (革， 皮革） 4  294; 19 129* 

竪緣布 anuvata  2 191 

喩 ① upamS   (譬， 《 喩， 比喩） 16 上 397; 
36 1， 236 ② opamma  (？ | 喩， 比喩） 5  280 

譬 upama  (譬喩， 比喩， 喩） 32 107;  36  209 

棚 pafica- patthika   4 180,  185，  215，  233, 
235 

掌 tala  2  422 

豁 kandara  (溪 谷， 峽谷， 瀧， 洞窟， 窟， 石 

窟） 17  399; 18  247 
①種蒔 式 ②種蒔 祭 vappa-maiigala   (稼 耕 

の 祭） ① 28 121 ② 34  41 
樂 しきと ころ Ramaueyyaka  〔經〕 12  404 
旅路の 糧 patheyya  (糧食， 路銀， 路用の 資， 

道路 糧， 行路の 糧食） 23  53,  54 
旅慣 Panthaka  〔人〕 29  275，  276 
旅人 ① patMvin  (旅行者） 2 171 ② 

vanibbaka  (乞食 者， 浮浪者） 23  317，  318 
〔旅人と 降雨の 譬喩〕 27  50 
玉葱 palanduka  2  420 
球 抛げ akkha  (球 戲， 博戲， 賭博， 博奕） 1 

( 


303;  6  8，  98 
民の 主 ① janinda  36 168*;  39  49,  53,  55， 

92，  93， 102,  103,  146，  184,  185，  201 ② 

jana  pati  38  384 
堪 ゆる こと 無し akammaflfta   (堪 任な ら ず） 

8  334，  335 

足る を 知らず ① asantutthi    (不知 足， 不喜 

足， 不滿 足） 2  341 ② asantuUhi ほ 1 32 
垂木 gopSnasi  (榱， 重 驚， 挽） 13  389 
〔垂木の 譬: 喩〕 13  389 
垂肉 cheppa  3  337,  ^38 
确 gopanasi  (垂木， 榱， 重簷） 9  429; 17 

431，  432;  20 116 
榱 gopanasi  (垂木， 重簷， 榜） 6  385 
丹 枕 tambupadhSna 14  227; 17  222,293 
但ー 座食 者 ek お anin  (= —座 食 者） 25  263 
但三衣 支 tecivarikaiiga  (三 衣 支） 43 14,  353; 
44  282 

但三衣 者 tecivarika  (三 衣 者， 三 衣 を 持す る 
者， 唯 三 衣 を 有す） 23 152;    42 101，  102, 
223，  328,  346,  358;  43 149，  211， 216  〔五 
種〕 47  371, 464 

但持三 衣 者 tecivarin  25  262 

怛叉迦 Tacchaka  〔龍〕 7  283 

炭， 炭燒 夫〜 ス ミ 

炭火 ① aiigara  (炭， 石炭， 炭 灰， 灰， 炎 炭， 
黑炭） 10 125;  24  253;  30  301; 36 154;  38 
396，  397 ② aiigarak お U  (火 坑， 炭窩， 炭 
火の 坑） 15  92;  24 143;  44  464 

炭火の 坑 ① aiigSrak お U  (火 坑， 火 炭， 炭窩） 
9 121; 13 144 ② iiiga!akhu  25  398 

炭火の 藥 agadaiigara 11 上 282，  283 

炭火の 山 aiigara- pabbata 17  228;  58  394 

〔炭火 を 避ぐ る 譬喩〕 24 143 

炭窩 aAgarak お U  (炭火の 坑， 火坑， 火 炭） 9 
427 

炭 窩の喩 aiigarakasiipamS  (火坑 の 譬喩， 火 

坑 の喩， 火 坑の如 く  ）  9  239，  240 
炭 灰 塔 aiigara- thapa  (灰 塔） 41 361 
耽戲本 生物 語 Keiisila-jStaka   (二 〇 二）  30 
237°  .  ■ 


タン 一 耽， 啖， 探， 單， 堪， 短， ^， 端， 誕， 擔， 膽 


耽 著 ajjhosSna  (取 著） 9  339,  340; 10  334; 
22 上 76 

耽浮樓 ① Timbaru  (珍 浮樓） 〔乾闥 婆 王〕 7 
299，  304,  305 ② Timbarfl  〔渡 場〕 37 118 

啖 semha    (痰， 粘液， 羊水） 〔三十 二 身分の 
―〕 40 11， 225 

啖質 semha  ('ま） 21 275,  277 

探 針 esani 11 上 334,  337,  339 

單一 Eka  〔經〕 15  381 

單純八 法 Suddha は haka  (純 八 法） 64  235, 
236 

單堕 pScittiya  (波 逸提） 63  45 
單獨住 者 ekavihSrin  (獨住 者） 15  58* 
單白羯 磨 iiatti-kamma   (白掲 磨） 〔如法 掲磨 

の 一〕 2  241; 4 137，  142，  145;    5 198, 

377*，  380° 

堪能 者 byatta   (有能 者， 完全 者， 聰明） 2 
224* 

短音 avisSrin    (不 亂， 分 了） 〔八 音の—〕 7 
240 

短壽 appSyu 11 下 275* 

痰 ① semha  (啖， 啖質， 粘液， 羊水） 4  209; 
7  339; 18 153.  154; 19 140,  181,  182， 
347;  20  39，  40;  23  2;  24  72, 156;  46  274; 
59 上 284*;  62  206;  63 13,  57,  60\  240*, 
244,  267°,  369,  402  〔三十 二 身分の 一"！  7 
339;  23  2;  63  60°,  267° ② khela  (唾， 痰 
唾， 唾液） 17  51; 19  201 ③ pit ね （謄 汁） 4 
209 

痰 塊 khe!a- piij^la ひ i 團） 20  396 
〔痰 塊 を 吹 飛ばす S 喩〕 11 下 436;  20  396 
痰疾 〔者〕 semhika  59 下 141 
痰 唾 khe!a  (唾， 唾液， 痰） 2  332*,  562;  5 
51， 77 

d;^ 痰 等 起 病 ②痰質 所 起の 病 ③^! 等 起の 諸 

炳 semha-samutthana  abadha ① 42 17, 
- 24,  67,  381; 43 165,  178，  237,  336,  340; 

44  23,  95,  372，  416;  59 下 148,  151, 157 

② 22 下 140, 141 (B^2 上 355 
痰 を 食 ふ 者 khe|asika  58  438 
端嚴 ① vappavant    (美貌， 容麗， 美しき） 
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14  393*,   400*,   406*,   412* ② samanta - 
pasadika  (普 端嚴） 17  35 
端正 ① P お Sdika   (端正 者， 善業， 淨行， 淸 
淨， 信心， 喜 心） 2  341 ② pasadikata  2 
180，  224 

端正 者 pasadika  〔端正， 善業， 淨行， 信心， 
喜 心） 19  354，  355;  21 22  〔五 德〕 19  354， 
355 

端正の 人 sadhurupa  nara  23  57° 
端正 美 匿 abhirupa  dassaniya  pasadika  2  337 
端 直 ujuka  (質 直， 眞直） 64  367 
端 破 〔布〕 antacchinna  62 124, 125 
誕生 お ti  (生， 生れ） 40 17*, 110 
擔荷 kharikaja  ( =  kharibhara)  3  59* 
擔荷夫 bhSrataka 15 188 
擔杆 ① kSja  (擔 棒） 3  429 ② bySbhaAgi 
(擔 棒） 25  230 

bhara-hara 14  40,  41 
munda-vattin  4  208，  209 
羅 tambQla  (》§ 醤， 檳鄉 子） 〔樹〕 29 10, 
； 31 178 
bhara  (重 擔， 荷） 1 80 
擔糞者 gQtha- hSrika  7  398 
〔擔糞 者の 譬喩〕 7  397 

擔棒 ① お ja  (擔杆 ） 11 下 184 ② bySbhaAgi 

(擔杆 ） 11 上 238 
擔を 卸せり panna- bhara  (荷 を 下せる 者， 重 

荷 を 下せし 人） 19 115,  116, 118 
膽 pitta   (膽 汁） 〔三十 二 身分の 一〕 40 11, 

225 

膽質 pitta  (膽 汁， 膽） 21 275，  277 
膽汁 pitta  (膽 質， 朥） 7  339; 15  355; 18 
153,  154; 19 140.  181，  182,  347;   20  39， 
40;  23  2;  24  72, 156;  46  274;  59 上 284*; 
63 13，  57,  59%  240,  241,  267°,  369,  402 
〔三十 二 身分の 一〕 7  339;   23  2;    63  59°, 
267° 

膽汁疾 〔者〕 pittika  59 下 141 

〔膽汁 ' ^*  ^) 集合 病 sannipatika  abadha 
(和合 生の 諸 病） 42 17,    24,    67，    381; 43 
165，  178,  237,  336,  340;  44  23,  95,  372， 
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416;  59 下 148，  151， 157 

①膽汁 等 起 病 ②膽汗 等 起の 諸 病 ③膽質 所 

起の 病 pitta - samutthana  abadha ① 42 17, 

24,  67,  381； 43 165,  178，  237,  336,  340; 

44  23,  95,  372,  416;  59 下 148，  151, 157 

② 22 上 355 ③ 22 下 140， 141 
膽汁病 pittabadha  62  203 
膽囊 pitta- kosaka  63  60,  64,  267, 
銀ェ kammSra  (ェ 師， 锻 冶工， 锻冶 職， 銀 

冶屋， 冶工， 彫工） 12 181; 23  54，  219;  24 

365;  25  394,  395;  27  92 
〔鎞ェ が 銀の 垢 を 除く  S 喩〕 23  54 
鍛工 子 kammSra- putta  (锻 冶師， 鍛冶の 子， 

锻冶屋 の 子， 金工， 金工 子， 金師） 17  292; 

24  32 

(锻ェ の 譬喩〕 43  357 

鍛練 tapo  (苦行） 12  296 

男子 ① purisa  (男， 丈夫， 人， 人間） 2  435*, 

437; 15  370; 17 1*，  40  〔女人 を繁 縛す る 八 

相〕 21 62  〔五 支〕 15  370 ② purisa- puggala 

2  343，  355,  376 
男子 性 purisatta  20  304,  305 
(D 男子の 姿 ② 男子の 色 purisa- rQpa ① 13 

147 ② 17  3 
男子の 相 purisa-liiiga  (男 相） 8 107 
(男子の 力〕 15  381 
男女 交會像 patibhana- citta  2  97 
〔男女 壯 年と 華鬉の 譬喩〕 4  381; 21 201 
男女 相 判断 lakkhaija  (體 相の 占 ひ， 吉凶 相， 

觀相， 占 相， 相 術， 相） 62  55 
〔男女の 合會 欲〕 20  303 
男女の 交 methuna-sarhsagga  36 139 
男性 purisa- bhava  63  391; 64  21; 65  (II) 

53 

男性 十 法 punsabhava - dasaka  65  (II)  5b 

男 相 purisa- lir'iga  (男子の 相） 50  390 

0) 男 論 ② 男子 論 purisa-katha   〔無用 論の 

一〕 ① 8  48;  43 175,  184,  348;  44  433 ② 

16 下 337 

段 食 kaba!mkar^ara    (搏 食） 6  49，  265, 
266,  279;  8  306; 19  268*;  42  36;  50 10, 


187*,  348，  351,  381,  388°,  389,  405, 409, 
511， 516  K 他； 51 102*,  153*,  163*,  195*, 
319，  334*,  424*,  439°;    52  57，  61, 107, 
108,  144,  145,  194* 其 他； 53 19,  22*，  60, 
62,  94*,  122* 其 他； 54 14, 16，  39，  63, 
78,  80, 197*  1,1: 他； 59 下 38;  63 14，  235°*, 
245;    64  26°,  27,  83， 189，  192，  332;  65 
(II)  53,  64,  73,  74  〔定義〕 45  205,  219， 
241 

段食緣 kabalinkarahara-paccaya  50  401 

段 食 長 kabalinkarahara-bhakkha  47 125 

〔段 食 長 養 我〕 47 125  - 

暖性 usma- gata  46 103 

暖房 jan ほ ghara  (温室， 溫 浴室， 浴室， 浴 房， 
事 火 室， 風呂場， 火舍） 3  84,  91, 249*;  4 
184*,  244,  335*,  417;  42  344;  43  208 

暖房 臺 jantaghara-pitha  4  337 

暖房 堂 jan ほ ghara-sa ほ 3  249*;  4 186，  244, 
336 

暖房の 儀 法 jan ほ ghara- vatta  4  336°,  337 
暖房 被覆! (勿 jantaghara-paticchadi  4 186 
團子 ① cuiji:ia- piijcja 1 408,  438,  449 ② 

puva  (菓子， 餅） 39  70，  7 丄③ sattu  (小麥 

粉， 麥 10  39  69 
團食 ① Pki4a  (搏 食， 食物） 2 145; 11 下 

152;  36  230;  62 120 ② pmdapata  (搏 食， 

食， 食物， 鉢 食， 飲食， 施 食， 圑鈑， 飯 食， 
托鉢 食， 乞食） 11 下 52，  53,  54;   26 192, 
193;  42  338;  43  330;  44  450 ③ Pi]j4a  〔經〕 
12 193 

圑隊 gaija  (衆， 伽那， 衆人， 衆 社， 會衆， 組 

合， 群） 11 上 347 
團體 piiga  (組合， 組合員， 衆 社， 同業組合， 
* 民團） 22 下 210，  213,  240,  242,  251, 254 
圑土   gi4ika 16 下 398，  399 
圑鈑 ① pm4ap さ ta  (搏 食， 團食， 食， 食物， 

鉢 食， 施 食， 飲食） 23  360 ② pindiyalopa- 

bhojana  (搏 食， 乞食） 23  355 
彈チ旨 ① acchara  62  307 ② acchara -samghata 

〜次 項 

①彈指 ②彈 指の 間 ③彈 指の 頃 accharS - 
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saihghata  (ー彈 指） ① 22 上 65 ② 25  347 
③ 17 15,  51, 56;  25 193 

〔彈 指の 譬喻〕 11 下 435 

彈指品 Accharasanghata  -  vagga 17 14 

撙食 ① kabaliriik お a- ahara  (段 食） 9  76, 
453; 13 16, 18, 142°,  146;  45 187,  205°, 
219，   241; 46  20;    47 162*;    57 190 ② 
pinda    (食物， 施 食） 25    389，  392 
③ pip^apS ね （食， 食物， 鉢 食， 飮食， 施 食， 
團食， 團鈑， 飯 食， 托鉢 食， 乞食） 4  244  @ 
pindiyalopa  (團 鼓， 乞食） 18  49 

搏 食の 諸 天 kabalikara-bhakkha  deva  22 下 
313 

談愛樂 bhassSrama ほ 20  226,  227 

談說 bhassa  (談， 談話， 言說， 諍 論， 論爭， 

論議， 談論） 19 160;   20  22,  23,  24，  42， 

43，  44，  68;  21 292;  22 下 67 
談論 ① pa ほ pa 18   322 ② bhasa  =  bhassa 

(K^，    a^sS,    ^S^,    Hai^.    Bffli^,    Ira 手ソ 1a  r 

132, 135 

談論す bhassa-k お aka  (論議 者， 論爭 者） 3 
308 

〔談論に 適せざる 八 人:！    59 上 213 
〔談論に 適當 せざる 八處〕 59 上 212 
談話 ① katha   (論， 說， 物語） 25  273 ② 
bhassa  (談， 談說， 言說， 諍 論， 談論， 論 
議） 7  35; 19  241,  242;  20  261; 23  322, 
323 

壇 mapcjala  (曼陀羅， 圜相） 〔二種； 錫 製と 

IS 製〕 5  200 
壇 火 aggi  (火， 祭 火， 火 神） 7  259 
壇尼迦 Dhaniya    (-壇 尼 迦陶師 子） 〔比〕 1 

66* 

壇 尼 迪陶師 子 Dhaniya - kumbhakaraputta  (檀 

迦陶師 子） 〔比， 第二 波羅 夷の 初犯 者〕 1 
66*;  4  429 

檀越家 kumpaka  (檀 越） 〔五 種 患難〕 5  225 
①檀越 家 ②檀 越の 家 upatthSka-kula  (特 

信 家） ① 1 100 ② 62«r86 
植越 比丘 kulupaka  bhikkhu 1 400 
植越 比丘尼 kulQpika  bhikkhuni  2  440 


〔檀〕 家惶 kula-macchariya  (家 悝， 家族 懂） 
42  53， 192，  201，  342，  378;  43  3;  44  22; 
64  447 

檀多 Dantika  [h]  25  343 
檀待 Dapdaka  〔山〕 35  275 
檀特金 Dapdaka-hirafifia   〔山〕 30  53，  55， 
56，  58 

檀尼迎 陶師子 Dhaniya-kumbhakaraputta 

(壇 尼 迦陶師 子） 〔比〕 5  6 
斷 ① pahana  (捨斷 ） 18  47;  21 329;  40  26， 

27,  43。；  41 9,  36 ② PahSna  〔經〕 21 320 

(一) 一 (六） 16 上 342 
斷飮者 apanaka  36  209 
斷壞相 vicchiddaka    (穿孔， 斬 折 離散， 壞） 

62  221，  353,  354°,  377,  383;  65  (II)  78 
斷壞想 vicchiddaka- safifiS   (穿孔 想， 斬硏離 

散 想， 壞想， 敗 壊 想） 59 下 189 
斷崖 papSta  (絶壁， 懸崖， 崖， 堆阜） 9 14 
斷蓋品 Nivaranapahana-vagga 17  4 
斷 疑淸淨 kanknavitarana-visuddhi    (度 疑淸 

淨） 〔七 淸淨の 一〕 9  269* 
斷空 samuccheda-sunna  (正 斷空) 41 117 
斷 結論 Sanno janappahana -katha  57  379° 
澌 〔見〕 uccheda  (斷滅 ） 13  29;  59 下 338 
斷見 uccheda- ditthi 14 158;  40  227，  244; 

42 121,  370,  374;  43 153;  45 12,  333°; 

47  62,  80°;  57  53;  58  377*;    63  403;  64 

158，  271,  282,  313,  360,  465; 〔14 174， 

175〕 

斷見依 者 ucchedaditthi-nissita  43  46 

斷見 論者 uccheda- V さ da  (斷滅 論者， 斷 論者） 

32 150;  38  355;  43  45 
斷勤 pahana- padh§na  8  305°; 18  28% 128 
斷事人 ① ubbahika  4 148°,    455，  456;  5 

237，  332°;  22 上 302  〔可否〕 5  332°  〔資格 

十條〕 22 上 302  〔資格 及び 選定 法〕 4 148° 

② Ubbahika  〔經〕 22 上 302 
斷事 人品 Ubbahika-vagga  5  335 
斷事 大臣 voharika- mahSmatta  (司法の 大官， 

裁判官） 4  243 
斷事堂 santhSgSra  (公會 堂， 祠壇， 集會 堂， 
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會議 所， 會堂） 3  409;  21 40，  41 
斷食 ① anasana  8  92 ② anasaka  (〜斷 食 者） 

15 189;  23  38 ③ anasakatta  24  92  @ 

appahara  38  421 ©  aharuparodha   59 下 38 

39  ®  upavasa  65(111)  54 
斷食者 an お aka  (〜斷 食） 36  209 
斷淸淨 samuccheda- visuddhi  40  324 
斷 人命 manussa  viggaha  [voropana] 1 283 
斷 人命より 遠 離の 學處 panatipS ほ veramarii 

sikkhapada  (不 殺生 戒） 46  411， 412 
斷ず pajahati 11 下 418* 
0) 斷ぜら るべき 法 ② 斷 ずべ き 法 pahatabba 

dhamma  (斷 たるべき 法） ① 8  358* ② 16 

上 228 

斷 生命 paijatipSta  (殺生， 殺害） 8  349 
斷絶 bhedana  (變 壊） 6 113,  114,  249 
斷想 pah さ na-saftflS  (捨離 想） 8  322,  330， 

331，  380; 16 上 342; 17  61; 19 117，  388; 

20  74,  229,  263,  409;  22 上 53，  349,  351， 

352，  353，  355°;  22 下 274;  59 下 189 
斷想 〔者〕 pahSna  safiflin 16 下 225 
斷斷 samuccheda- pahana  (正斷 捨斷） 40  43, 

44 

斷 通達 pahana  pativedha  40  43,  47 
斷 〔頭〕 罪 chejja- apatti  5  361, 372 
斷 頭司獄 Sisacchinno  coraghatako   〔經〕 13 
384 

斷 〔頭〕 事 chejja  vatthu  5  7,  369 

斷頭臺 ① adhikuttanS 12  220;  25  344,  359， 

374;  27  424 ② dhamma-gaptWka  (首 斬臺， 

刑場， 處刑 所） 28  296,  297 


〔斷 頭臺の 3 喩〕 12  220;  25  344，  359,  374 

斷の慧 pahana  panna  40  2, 145° 

斷の 義の慧 pahanatthe  panna    (捨斷 の義の 

慧） 40  5， 198 
斷分 Pajahana- vara  48 下 152 
斷片章 Khaijdacakka  〔章〕 1 161 
斷遍知 pahana- parifiiia  42  75°,  80;  43  268; 

44 192°,  195°;    64  319，  320°,  354,  463, 

464° 

斷品 Chetva-vagga 12  59 

斷煩惱 論 Kilesajahana- kathS  58  362°;  〔58 

112,  226,  3621 
斷滅 uccheda  (斷） 6  48*;  9  257; 11 上 298， 

301, 302 

斷滅論 uccheda-vSda  (斷 論） 6  48°*，  61*， 
85。；  36  206;  40  253;  47 158; 〔10  360°; 
14 174,  175,  329。〕 

斷滅 論者 ① uccheda— vada ② uccheda -vadin 
(斷見 論者， 斷 論者, 死後 斷滅說 者） ① 1 4;  3 
411，  412; 16 上 133;  21 33,  43,  45 ② 24 
554;  36 185，  186，  204，  208 

〔斷滅 論の 破〕 36  205 

斷離 ① samuccheda- viveka    (正斷 離） 41 

171* ② samuccheda  virati  50  472 
斷略論 cheda  42  250,  251，  253,  264,  268 
斷路者 chinna  vatumaka   (=佛 〜道 を 斷ち） 
63  379 

斷論 uccheda- vada  〔斷滅 論） 47  414 
斷 論者 uccheda-vSda  (斷滅 論者， 斷見 論者) 
57  94 

斷 惑の 問 Vimaticchedana- paiiho  59 上 7 
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①ケッ ® シリ （D ムチ ® セィ ® キン， コノ， ゴン ® リキ ® タケ @フ ® ゥバ， 二 ユウ @ ナカ 
® ヒジ @ ヒル @ ムシ @ォ @) マチ @ ナガ @ トリ @ッ 力 ® スム @) ジキ @ ジン @ マ クラ 


チ ッ タ 一 チ 


チ ニー タ Ce は （= チヱ 一 ティ） 〔國〕 41 379 
チヱ一 ター Ce ほ 〔比 豆 梨の 嫁〕 38  472 
デニ  — タ Je は (5) 〔辟〕 11 下 71 ② （祇 陀， 

祇多） 〔王子〕 4  243;  20 1 ③ 〔精舎〕 61 74 
チ-  — タカ Cetaka  (制 多迦） 〔比〕 6  293;  65 

(I) 13 

チ ニー タケ ード— cetakedu  〔鳥〕 39  414 

チニ一 タサ cetasa  〔樹〕 37 170 

デヱー タの森 Jetavana  (デ-  —タヮ 'ナ， 逝 多 
林， 祇樹， 祇陀 林， 祇園-祇園 精舎） 26 12 

チヱ 一タブ ッタ Cetaputta  〔人〕 27  91 

チヱ一 タ一リ Ce ほ li  〔村〕 65  (I) 111 

デニ一 タヴナ Je は vana ① （デ ヱ一 タの 森， 
逝 多 林， 祇樹， 祇陀 林， 祇園-祇園 精舎） 〔精 
舍〕 61 396 ② 〔精舎， プラッティ にあり〕 
61 396，  397,  408 ③ 〔塔〕 61 402 

ヂ-  — タ 〔ヴ ナ〕 Jeta 〔- vana〕 （逝 多 林） 〔精舎， 
ァヌラ 一ダプラに あり〕 61 37，  42,  49，  58, 
60, 104,  112, 143 

デエー タ ヴナ' アナ一 タ ビン ディ カツ サ一 ラー 
マ Jetavana  Anathapindikassa  arama  (祇 
樹 給孤獨 園， 祇園 精舍） 3 141; 4 1 
チヱ 一 ター ヰ Ce ほ vi  〔村〕 60  268 
デヱ ッタ一 Jettha  〔王妃〕 61 74 
デヱ ッタ一 園 Je は harama    〔精舎〕 61 74 
デヱッ タティ ッサ Jetthatissa ① 〔王〕 60 147， 
410* ② 〔二世 王〕 61 5= ③ 〔三世 王〕 61 
53，  55*，  58° 
ヂ ヱッタ ムーラ Jettha  miila ① 〔月〕 61 483; 

65  (I)  89 ② 〔祭〕 65  (I)  92 
チェ ツチ ャ Cecca  〔王〕 36  264 
チェ ッ ラール Cel ほ ru  〔村〕 61 374 
チェ一 ティ Ceti  (支 提， 枝提， 制 底） 〔國〕 2 
171; 7  205; 17  345;  21 109,146  〔十六 大國 
の 一〕 17  345,  21 146  ， 
チヱ一 ティ ャ ① Cetiya  〔國〕 28  496,  501 
② (徵） 〔王〕 60 19, 160 ③ （支 提， 支 提耶） 
〔山， 精舍〕 61 24,46,60,  403;  65  (I)  90  © 
cetiya  (制 多， 塔廟, 靈祠, 支提） 20  252;  26  63 
チヱ 一ティヤー Cetiya  〔夜叉 女〕 60  222 
チヱ 一 ティ ャ' デャ一 タカ Cetiya- jataka  (支 


提本 生物 語） （四 ニニ）  33  52  = 
ヂ-  — 卜ゥッ タラ Jetut は ra  〔都〕 39  263, 

271,  275,  277,  278,  347，  348,  431，  481， 

500，  517,  545*;  41 374,  381; 61 472 
チヱ一 トー キラ • スッ タ し etokhila- sutta  (,C ヽ 

荒野 經） 9 177° 
チニ一 ラ Cela  〔傳 0 王〕 26 104 
チ ニー  ラー ヴカ ce ほ vaka  〔鳥〕 37 167;  39  414 
デニー  ンタ Jen は 〔比〕 25 137， 197 
デニン ティ一 Jenti  (禪 頭） 〔fg〕  25  337 
ヂタ Jita  〔辟〕 11 下 70 
デ ター Ji ほ 〔宮殿〕 41 285 
チタ カニッ バーバ 力 Citakanibbapaka   〔比 £ 

の 譬喩 經〕 27 173 
チタ カプー デャカ Citakapii jaka  〔比丘の 譬喩 

經〕 26  259,  384,  401 
チタ カプ一 デャカ r も Citakapujaka  vagga  26 

411 

デタギ リ jitagiri  〔官職〕 61 269 

デタセ 一ナ Jitasena  〔溥。 轉輪 王〕 26  339 

デタセ 一ナ一 JitasenS  〔ナーラ ダ佛 の妃〕 41 
285 

チタ プ一 デャカ CitapQjaka  〔比丘の 譬 喻經〕 
26  411，  493;  27 172 

デタ ミッタ Ji ね mitta  (勝 友） 〔ナーラ ダ佛の 
第二 弟子〕 28    77;  41 286 

チ チチチ ciccifayati  citici は yati  (チッ チタ, 
チ ティ チタと 音を發 す， 沸騰し 火烟を 出す） 
〔シ ュッ シュッ と蒸發 する 音〕 12  289,290； 1.3 
396;  24  29,  30;  47  412;  59 下 85*〕 

チ ッ タ Citta ① （質 多羅 = 象 舍 利子） 〔比〕 20 
151 ② (質 多, 質 多羅） 〔居士〕  4  22;  27  212; 
41 229,  242,  349，  356 ③ 〔ス デャ一 タ佛の 
信士〕  41 300 ④ 〔番卒〕 60  216,  217 ⑤ （- 
チッ タカ） 〔鹿〕 35  72,  74，  78*，  87 ⑥ （-チ 
ッ タラー デャ 夜叉） 60  226 ⑦ 〔山〕 60  299 
⑧ 〔宮殿〕 60  385 ⑨ 〔浴 池〕 61 305  ®  〔僑 
陳如 沸の 塔廟〕 41 256 

チ ッ タ Citta ① （心） 〔尼〕 25  338 ② 〔 ソ 
- —ビ タ佛の 信女〕 41 273 ③ （心） 〔尸 棄佛の 
信女〕 41 332  @  (思惟） 〔女〕 28  387,  388， 
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392* ⑤ （= ゥン マー ダ. チッタ 一 ） 60  214 
チッ タカ Cittaka ① 〔比〕 25 113 ② （チッ 

タ鹿 =チ ッ タ） 〔鹿〕 35  75，  83 
チッ タク一 タ CittakiUa ① （心 蜂） 〔山〕 26 
92,  483;  27 184.  187;  30 175,298;  32  93， 
151; 34 124;  35  93,  99, 104;  37 10, 11, 
41， 45，  48,  50，  52，  54，  66, 100,  278;  64 
390 ② 〔樓 門〕 38 130,  131, 134 
チッ タク一 タラタ一 Cit は kQtala ほ 〔園〕 37 125 
チッ タグ ッタ CitliaguUa  〔比〕 60 130，  339 
チッ タ サン ブータ， デ ヤー タカ Cittasambhiita- 
jataka  (質 多 三 浮陀本 生物 語） （四 九 八） 35 
28° 

チッタ 'サン ユッタ Ciua  samyutta    (質 多 

應） 15  427  = 
チッタ セ一ナ Cit は sena  (支 多羅 斯那） 〔撻關 

婆〕 7  283;  8  279 
チ ッタダ ッシ一 Cittadassin  〔王〕 60  22 
チ ッタチ ユーラ Cit は cma  〔龜〕 38  226* 
チッ タパ ータ リー cit は patali  (チ トラ パー タ 

リー， 蘇 質 怛邏波 吒羅， 灰 彩色 華） 〔樹〕 28 
389,  390 

①チッ タノ ヽッ ティ サ一リ プッタ ②チ ッタハ 
ッタサ 一リ プッタ Cittahatthi-sSriputta, 
Cittahattha  sariputta  (象 首舍利 弗， 質 多羅 
象舍利 弗） 〔比〕 ① 6  272 ② 29 101 

チッ タラ 山 Cittala- pabba は 〔精 舍〕 60  292", 
305,  309，  395;  61 69;  62  240,  253，  344; 
63 123,  156,  168;  64  365 

チノ タラタ Cittaratha  〔園〕 25  396 

チッ タラタ 一 ① cittala ほ 〔植〕 39  542 ② 
Cittalata  (心 蘿， 心羅） 〔園〕 24  459,  490, 
531,  538;  28 110,  392,   393;    30  320;  32 
159;  38  453 

チジ^ ラタ 一 園 品 Cittala ほ vagga    〔天宫 事 
經〕 24  459° 

チッ タラタ 一天宮 Cittala ほ- vimSna  24  538 

チッ タラー デャ Cittar さ ja ① （= チッタ ） 〔^ 
ス〕 60  224 ② 〔祠〕 31 164 

チッ チタ， チ ティ チタと 音 を發す ciccitayati 
citicitayati  (チチ チチ， 沸騰し 火烟を 出す） 


47  412 

チ 卜 ラパー タ リー citrapStali  (チ ッタ パー タ リ 
— =パ —タリ — ） 〔樹〕 62  406 

チ一ナ ① Cina  (支 都） 〔國〕 59 上 263 ② 

cina  (支那） 〔布〕 26  3 
チー ナカ cinaka  〔植〕 37 144 
チナ ター Cina ほ 〔河〕 27  209 
デナ ダッ タ一 Jinadat ほ 〔さ〕 25  405 
チーナ マー ラ Cinam さ la  〔傳 。轉輪 王〕 26  266 
チミ リカ 布 cimilika  2  64,  65 
デャガ ティ一 jagati  (大地） 5  291 
デャガ ティ 力一 ラカ Jagatikaraka  〔比丘の 譬 

喻經〕 26  376 
デ ャガテ イダー ャカ Jagatidayaka  〔比丘の 譬 

喻經〕 27 163 
デャガ ティ ダ一ャ 力 品 Jagatidayaka- vagga 

27 163 

ヂャガ ティ 一パーラ JagaUpSIa  〔王〕 61 150, 
165 

デャガ ド ヰデャ ャ Jagadvijaya  〔將 軍〕 61 373, 

377*,  383，  387* 
チヤ 力"一 マ Chag^ma  (六 卞、; f, チヤ ッカ" 一 マ) 

〔村〕 61 162 
デャ. ーガラ 'デャ 一タカ Jagara- jStaka  (不 

寢番本 生物 語） （四 一四） 32  406° 
チみ一 タ Ch§ は （車 多 3S) 〔山〕 60  68,  227; 

65  (I)  93 

デャ— タカ j お aka  (本 生， 本 生經， 本 生物 語， 
闍多 ijg)  28  2,  203;  60  34  〔九分 敎の 一〕 65 
(I)  37，  38。 

チヤ一 タマ ンガ' ナ し athamaiigana    〔池〕 60 
142 

デャ— タル— パ jatarupa  (金， 黄金， 生色） 

21 150,  157,  164, 173 
デャ一 タ ヱ'一 ダ' jataveda  (火） 62  341 
チヤ チヤ ッカ • スッタ し hachakka- sutta  (六 

六經） 11 下 40 ゲ 
チヤ ッカ ダハ Cakkadaha      寶池） 34 162 
チヤ ッ ガー マ Chaggama  (六 村， チヤ ガ一 マ) 

〔村〕 61 333 
チヤ ッカヴ 一力 cakkav さ ka  (听 逸羅 婆迦， 鴛 
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鴦， 赤 鶴 鳥， 好 聲爲） 26  30;  27  53,  74;  37 

145;  38  280 
チヤ ッカ ヴ 一力 *デ ヤー タカ 

Cakkavaka  jataka  (；£ ま鴦本 生物 語） ① (四 三 

四） 33 160° ② （四 五一） 33  307° 
チヤ ッカヮ ッ ティ • シーノ 、ナ一 タ" • スッ タンタ 

し akkavatti  sihanada-suttanta  (轉 輪聖 王師 

子 吼經） 8  73°  ' 
チヤ ッ カブ一 ラ cakkava!a   (鐵圍 山， 輪圍） 

26  53 

チャック パーラ Cakkhupala  〔比〕 25 133 
チヤ ッタ Chatta ① 〔婆〕 31 258,  259 ② 〔靑 

年， 歸依 三寶， 死後 生 天〕 24   516,    517 ③ 

(傘 蓋） 〔王子〕 31 498,  501 (D  〔グ ミ ラ人〕 

60  314 ⑤ 〔宮殿〕 60  385,  402 
チヤ ッ タカ"一 ハカ Chattagahaka  (傘 持) 〔池〕 

61 18 

チヤ ッ タ ft" 年 天' 呂' Chatta-mariavaka-vimana 
24  514 

チヤ ッタダ 一ャカ Chattadayaka    〔比丘の 譬 

喩經〕 26  413 
チヤ ッ タパ 一二  ChattapSm ① （傘 掌） 〔塞〕 

29  239 ② 〔理 髮師〕 30  316,  324* 
チヤ ッタ品 Chatta  vagga  26  292 
チヤ ッ タブ ッ ディ Chattavaddhi  (授 傘） 〔房 

舍〕 61 31 

チヤ ッ ダン タ Chaddanta  (六 牙） ① 〔象， 龍 
王， 佛の 前生〕 28  96;   63 150 ② 〔雪山の 
池， 七大 湖の 一〕 20  355;  37 165;  63  388; 
65  (I)  56 

チヤ ッダ' ンタ， デャ一 タカ Chaddanta- jataka 

(六 色 牙 象 本 生物 語） （五一 四） 35  286° 
デャ ッ デャラ Jajjara ① 〔河〕 61 228,  230 

② 〔瀑布〕 61 410  , 
チヤ ッ トゥン ナタ Chattunnata  〔池〕 61 230 
チヤ ツビ ソー ダナ • スッタ 

Chabbisodhana-sutta  (六 淨經: ） 11 下 8° 
チャッブ ャ一 プッタ Chabbyaputta  (舍婆 子， 

尸 婆 弗 多羅， チヤ プヤ一 プ ッタ） 〔龍王〕 30 

243 

ヂャッ リバ— ヴ Jallibava  〔池〕 61 230 


デャ ツル ッラ Jallura  〔池〕 60  416 
デ ヤー ティ jSti  (大花 素馨） 〔花〕 26 183; 
61 443 

デャ一 ティ プ一デ ャ 力 jatipQjaka  〔比丘の 譬 

喩經〕 26  263 
ヂャ一 ティ プッ ピャ お tipupphiya  〔比丘の 譬 

喩經〕 27 168 

ヂ ヤー ティ マンタ Jatimanta  〔'婆〕 35  23,  24 
デャ —ティヤー jatiya  (勝 葉） 〔林〕 1 59;  3 

335,  424; 19  48;  31 95 
ヂャテ イラ Jati}a ①ズ結 号お 〔佛の 前生〕 28 
78;  41 289 ② （編き お 〔婆〕 2 171 ③ （闍梨 
羅， 闍 提羅） 〔居士〕  41 162;  63  8 

チヤ ティ ラ一 力"一 ヒ ヤー Jati ほ gShiya  (闍知 

羅） 〔尼〕 22 上 126 
デャ トウ カン 二    Jatukaijmn  (闍都 乾 耳） 〔婆 

和 利の 弟子， 比〕 24  379 
チヤ トウ ドヮ一 ラ《 デャ一 タカ Catudvara- 

jataka  (四 門 本 生物 語） （四 三 九） 33 197° 

① チヤ トウ ポ一サ ティカ' デャ一 タカ ②チ 
ャ トウ ポー サタ本 生物 語 Catuposathika- 
jataka, し atuposatha- j さ taka  (四 布薩 誓願 本 
生物 語） （四 四 一） ① 33  217= ② 38  417 

チヤ —トウ マ CStuma  (車 頭） 〔釋 氏〕 59 上 
387 

チヤ— トウ マー Catum さ （車 頭） 〔邑〕 10  268 
チャート ゥ マーサ catumSsa  〔祭〕 60  99 
チヤ一 トウ マ， スッ タンタ Catuma- .suttanta 
(車 頭 聚落 經） 10  268° 

チヤ トウ マッタ .デ ヤー タカ Catumatta - 

jataka  (四 美本 生物 語） （一八 七） 30 174° 
チヤ ナカ chaijaka  〔草〕 59 下 239 
デャ ナカ Janaka.  (-マ ハ一 デャ ナカ） 〔王〕 
32    311,  321; 37  487;  〔29 14〕 

ヂャ ナサ ンダ . Janasandha ① （結 民） 〔テ ィ ッ 
サ 沸の 父〕 28  85;  41 318 ② （結 民， 闍那 
散 陀). 〔王〕 31 42,  44，  46;  34  57,  59;  38 
474 

デャ ナサ ンダ 'デャ 一タカ Janasandha- jataka 
(闍那 散 陀王本 生物 語） （四 六 八） 34  56° 
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デ ヤー ナ 'サン ュッ タ JhSna- sariiyutta ① (禪 

定 相應） 14  429° ② （靜慮 相應） 16 下 174° 
デ ヤー ナソ一 ダナ 'デ ヤー タカ 

Jhanasodhana  j さね ka  (禪定 淸淨本 生物 語） 

(一三 四） 29  419° 
チヤ一 ナツ 力 Capakka,   Canakka  〔婆〕 60 

175;  61 198 
デャ ナパ ダ Janapada  〔地名〕 61 214，  220， 

222,  242*，  281 
デャ ナパ ダカ ッリャ 一二一 

Janapadakalyani ① （固 美） 〔難陀 の妃〕 28 

195 ② （國 美， 美人） 〔女〕 29  261， 262 
デ ャ ナパ ダカ ッリ • ^—二' スッタ 

Janapadakalyani  sutta  (國 美經） 29  261, 

262 

デャ ナ一 ブラフ ママ ハーラ一 デャ 

Janabrahmamaharaja  〔 ダ ミ ラ 人〕 61 390 
デ ャナヴ サハ' Janavasabha  (闍尼 沙、, デャネ 

一 サバ） 〔夜叉〕 7  212 
デ ャ ナヴサ バ，ス ッ タンタ 

Janavasabha  suttanta  (闍尼 沙經） 7  205° 
チヤ一 ナ ヹーラ Canavela      タナヹ ーリ） 〔精 

舍〕 60  398 

デ ャーヌ ッ ソ一 二    JSpussoijin  (生 聞， 生 漏） 
〔婆〕 9  23,   314，    319,    328; 17  85;    22 下 
161 

チヤ一 ヌラ Canura  〔力士〕  33  324,  325;  63 
9 

デャ ネー サ ノヽ *    Janesabha  (闍 尼沙， ヂ ャナヴ 

サバ） 〔犍閥 婆 王〕 7  283;  8  279 
ヂ ヤノ ーガ Janogha  〔都〕 8  273 
チヤ 一 パー Capa  〔尼〕 25  384，  386,  387 
チヤ パダ Capa4a  〔彫刻 者〕 65  (III)  88 
チヤ  ーノ 、。蒜 capa  lasuna  2  420 
チノ 一 パーラ Capaia  (遮 波羅， 遮 婆羅， 遮頓 

羅） 〔廟〕 7  70;  21 254;  23 186 
デャ一 ビタ JhSpita  〔猿〕 39  412 
チャプチャ プ capu- capu  〔食事の 音〕 2  319; 

5  76  一 
チヤ ブ ヤー プッタ Chabyaputta  (舍婆 子， 尸 

婆 弗 多， チャッブ ャ一プ ッタ） 〔四 種 蛇 王族 


の 一〕 4 169; 18 125 
ヂャ一 マ 力 jhamaka  〔樹〕 39  412 
チヤ マリー camari  〔鹿〕 39  412 
チヤ 厶パ一 CampS  (チャンパ一， 瞻波） 〔城〕 

10  85,  87 

ヂャャ ガン ガ— Jaya- gaAga  〔水路〕 61 409 
デャ ヤス マナー jayasumana  〔植, 花〕 36  85; 
62  345 

デャャ セ一ナ Jayasena ① （勝 軍） 〔王， シ ッ 
ダッ タ佛の 父〕 28  84 ② （勝 軍） 〔プ ッサ佛 
の 父〕 28  86;    41 322 ③ （闍耶 先那） 〔王〕 
60  22, 161 ④ 〔王子〕 11 下 154*,  168*  ® 
(勝 軍） 〔傳。 王子〕 41 271 

ヂャ ャセ ーナ山 Jayasena-pabbata  〔精 舍〕 61 
99 

デ ャャッ ディ サ Jayaddisa  〔王〕 28  96;  41 
398 

デャャ ッテ" ィ サ*デ ヤー タカ Jayaddisa- jataka 
(伏 敵 本 生物 語） （五一 三） 35  264° 

デ ャャッ ディ サの 所行 Jayaddisa-cariya  〔經〕 
41 398° 

デャ ャバ一 フ Jaya お hu ① 〔一世 王〕 61 164， 
167，  175,  177°,  179, 183 ② 〔二世 王〕 61 
492° ③ 〔ダ ミ ラ人〕 61 429,  433 

デャ ャバ一 フカ Jayabahuka    〔四 世 王〕 61 
457,  463 

ヂ ヤノ ヾー つ 等 七 王 Jayabahuadisattaraja- 

dipaka  〔章〕 61 492 
ヂャ ャ マノ ヽー ラー ナ Jayamahalana    〔戰 士〕 

61 233 

デャ ャヴッ ダナ コッタ Jayava(J4hanakotta 

〔都〕 61 489，  495 
デャ ヤン コン ダーナ Jayankondana  〔村〕 oi 

375 

デャ ヤン タ Jayan は ① 〔辟〕 11 下 71 ② （支 

衍多） 〔王〕 60 102，  253 
デャャ ン パテ ィ Jayampati  〔王子〕 36  287， 

296,  297 

チヤ ラ ① Cara  (遮 羅=チ ヤラカ） 〔王〕 33 
53;  60 19， 160 ② Cala  〔將 軍〕 61 159, 163 
チヤ— ラ Cma  (遮 羅） 〔比〕 22 下 28;  25 119 


チ ャ ンーチ 


チヤ一 ラ一 a ほ ① （遮 羅） 〔尼〕 12  226;  25 

366 ② （動） 〔プッ サ佛の 第一 比丘尼〕 28  86; 

41 323 ③ （動） 〔ス マナ 佛の 信女〕 41 264 
デャ ラー Jar さ 〔獵 師〕 33  335 
チ ヤラカ Caraka  (= チヤ ラ） 〔王〕 60 160 
デ ヤラカ Jalaka  〔堂〕 60 131 
デャ ラシカ Jalasikha  〔傳 。轉輪 王〕 26  446 
チヤ ラニー    calani  〔鹿〕 39  412 
チヤ ランガ Cha}aiiga  (六 支） 〔婆〕 27  68 
チャラン 力" • クマ一 ラ し ha!anga- kumara  〔將 

軍〕 37 178, 192 
デャ— リ jaiin ① 〔辟〕 11 下 70 ② （耶 利） 〔王 

子， 王〕 28 163;  39  277;  41 377,  379, 380; 

59 上 257;  59 下 107,  120;  60  22， 161 
チヤ一 リカ一 CSlikS ① 〔國， 邑〕 22 上 6; 23 

138 ② 〔山〕 22 上 6;  23 138 
ヂャ— リニ 一    JSHm  (闍利 仁） 〔阿那 律の 故 妻〕 

12  346 

デャ— リャ jaiiya  (闍 利） 〔離 車 人， 遊行 者〕 

6  224,  229;  8  27 
デャ一 リャ. スッタ jaiiya- sutta  (闍 利經） 6 

229° 

チヤ リ ヤー • ピ タカ Cariy さ- pitaka    (所行 藏 

經） 〔小 部經の 一〕 28 100;  41 363° 
チ" ヤノ レダ' ノ？一 ナ • ヂ ヤー タカ JarudapSna— 

jataka  (古井戸 本 生物 語） （二 五六） 31 38° 
チヤ ノレ ッ カツ タ Carukkatta  〔村〕 61 362 
ヂャ ルツ タマ Jaluttama  〔傳 。轉輪 王〕 26  280 
デャ 口— ギ jalogi  (闍樓 伽） 〔酒〕 60 168 
デ ャ ヴ Java ① 〔天子〕 38  381 ② （闍 婆） 

〔國〕 42  234;  43  248 
デャ一 ヴカ 〔力〕 java〔ka〕 〔人〕 61 435,  436, 

467，  530 

チヤ ヴ 力. チ "ヤー タカ Chavaka- jStaka  (屍漢 

本 生物 語） （三 〇 九） 31 349° 
デャ ヴカ ン ナカ Java- kappaka  〔卑 名〕 2  9*, 

20 

デャ ヴサク ナ • チ "ヤー タカ Javasakupa  -  jataka 
(速 疾鳥本 生物 語） （三 〇 八） 31 346° 

デャ ブナ ノヽ ンサ • デャ一 タカ Javanahamsa - 
jataka  (敏 } せ鵞本 生物 語） （四 七 六） 34 122° 


チ" ャヮノ ヽンサ 力 javaharhsaka    〔比丘の 譬喩 

經〕 26  394 
デャ ヴマ— リ JavamSli  〔渡 場〕 60  310 
チヤ ーヮ" ラ C§vala  〔山〕 26  470;  27  248 
デ ヤンガー バ一ラ JaiighSbhSra  〔園〕 61 405 
チヤ ンカマ タ"一 ャカ Cankamadayaka  〔比 

の 譬喩 經〕 26 178 
チャン キー Caiiki  (商 伽） 〔婆〕 6  333; 11 上 

217;  24  226 
チャン キー. スッタ Caiiki  sutta  (商 伽經） 11 

上 217° 

チヤ ン ゴータ キヤ Caiigotakiya  〔比丘の 譬喩 
經〕 26  398 

チャン コーラ caAkola  〔花〕 26  367 

チヤ ン コーラ プッ ピャ Cankolapupphiya  〔比 
丘の 譬喩 經〕 26  367 

チャンダ ① Canda    (戰 達羅 = チャンダ 力） 
〔王子， 佛の 前生〕 28  95;  38 148;  41 370; 
59 下 16 ② （月） 〔王子， 舍利 弗の 前生〕 28 
260,  262,  265 ③ （月） 〔尸 棄佛の 信士〕  41 
332  (D  〔婆〕 38  423  ©  〔婆， 王師〕 60  219, 
221, 224 ⑥ （月） 〔天子〕 33  296*,  304 ⑦ 
(月 =チ ヤン ダカ） 〔山〕 34  262 ⑧ （月 =チ 
ヤン ダカ） 〔宫〕 38  387;  41 264 ⑨ Ca^i^la 
〔龍王〕 29  417 

チャンダー Cancm ① （月） 〔毘婆 尸佛の 第一 
比丘尼〕 28  87;  41 328 ② （月） 〔尼〕 25 
356 ③ （月） 〔ピャ ダッ シー佛 の 母〕 28  81 © 
(月） 〔妃〕 32  41; 36 104,  111，  128;  37 
351,  352,  354,  357,  368,  370,  389，  392, 
403，  414;  38 198*，  206,  214  ©  (月 姬） 〔緊 
那羅の 妻〕 34  262 

チャンダ 力 Candaka ① （戰 達羅 王子 = チヤ 
ンダ） 38 178 ② （月-チャンダ） 〔山〕 36 
83 ③ （= チャンダ） 〔宮〕 35  64;   38  362, 
364 

チャンダ 力一 リー Capdakaii  〔尼〕 2  372, 
537;  5  95，  96, 103,  107, 114  〔尼僧 殘七を 
犯す〕 2  380  〔尼僧 殘八を 犯す〕 2  384  〔尼 波 
逸提 一九 を 犯す〕 2  447  〔厂& 波 逸提ニ 〇 を 犯 
す〕 2  449  〔尼 波 逸 提三六 を 犯す〕 2  474  〔尼 
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波逸提 五三 を 犯す〕 2  499  〔尼 波 逸 提六七 を 

犯す〕 2  533 
チャンダ カン タ candakanta  〔寶 珠〕 59 上 259 
チ ャ ンダギ リ Candagiri  〔精 舍〕 61 173 
チヤ ンダ キンナ ラ • デャ一 タカ し andakinnara - 

jataka    (月 緊那羅 本 生物 語） （四 八 五） 28 

195;  34  261° 
チ ャ ン ダグ ッ タ Candagut は ① 〔比〕 60 130， 

339 ② （旃陀 〔羅〕 掘 多） 〔王〕 60 175 
チヤ ンダ • クマ一 ラ の. 所行 

Candakum ara  car iya  〔經〕 41 370° 
チヤ ンタ" セ一ナ Candasena  =  Bhaddasena  〔王 

子〕 38  214 

チャンダ一 ソ一 力 Cai:i(J§soka  (忿怒 阿育） 60 
190 

チャンダ ダ ラ Candadhara    (持 月 = シ ヴ神） 
61 327 

チャンダ ティ ッタ Candatit は 〔溥 ==轉 輪 王〕 26 
337 

チヤ ンダデ 一ヮ" Candadeva  〔力士〕  33  323 
チャン ダナ ① candana  (旃 檀， 栴擅） 〔香〕 
11 下 225 ② Candana  (旃 陀那， 旃擅） 〔夜 
又 神. 天子〕 7  282;  8  279; 11 下 269，  270, 
272,  273; 12  89 ③ （旃 擅） 〔傳。 王子〕 26 
83 ④ （旃檀 ） 〔村〕 60  278.  279  ©  〔殿 樓〕 
61 142 

チ一ン ダナ マ一 リ ャ L-andanamaliya  〔比 の 

譽 喻經〕 27  201 
チャンダ ナン ガ リ 力 Candanaiigalika  (栴檀 庵 

伽 梨迦） 〔塞〕 12 138 
チヤ ン ダーバ Candabha  (月光） 〔傳。 轉輪 王〕 

26  324 

① チヤ ンダ バーガ一 ② チヤ ンダ バーギ一 ③ 
チヤ ンタ" ノヾー ヰ 一" ャ L^andabhaga ,  Cauda — 
bhfigi.  Candabhagiya  〔河〕 ① 26 144,222', 
283,  316,  393,  394,  401,  439，  467,  486, 
4S9;  27 105,  154,  248.  361,  374,  380;  61 
408 ② 59 上 252 ③ 26  50 

チヤ ンタ" 一 ノ、' 'チ 'ヤー タカ  一- Candabha  jataka 
(月光 本 生物 語） （一三 五） 29  421° 

チャンダ. パプ デョ一 タ Cai3(Ja  Pajjota  (j^ 


陀鉢殊 多， 猛 光- 燈光） 〔王〕 27  274 
チャンダ' ハ 。ドウ マ— Candapaduma    〔；2| 麻延 

の 母〕 27  274 
チャンダ' ノ 《ドク マ シリ— Candapadumasiri 

〔文荼 長者の 妻〕 63  317 
チャン ゲノ マー ヌ Candabhanu  〔デ ャ ヮ' 王〕 61 

435，  467,  468 
チャンダ ミ ッタ一 Candamit ほ （月 友） 〔毘婆 

尸 沸の 第二 比丘尼〕 28  87;  41 328 
チャン ダム 力 Candamukha  (月面） 〔王〕 60 

22, 140,  160,  390,  392 
チャンダー ラ ca!:u^§la   (旃 陀羅， 闡 陀羅， 賤 

族） 11 下 217;  20 141 
チャン ダラ カツ ノ、。    Candaiakappa    (街 達羅劫 

波） 〔地名〕 11 上 274 
チャンダー ラーマ Candarama  (月 園） 〔僑 凍 

如 沸の 入 j!^ 地〕 41 256 
チャン ダ リ ― candari  〔植〕 27  73 
チャンダ一 ヴ Chandava  〔婆〕 6  336 
① チャンダ ヴ ッヂャ ② チャンダ ヴ ッ デ 

Candavajja,  Candavajji ひ; #它 跌闍） 〔比〕 

①  60  36 ② 65  (I)  48 

チ ャ ン ダヴテ ィ ― Candavati ① 〔拘 綺羅の 
母〕 27  303 ② 〔王女〕 33 156,  158;  59 下 47 
③ （有 明） 〔城〕 26 135, 138;  27 198;  28  75; 
41 277 

チャン ディ一 Capcji ① 〔ナーラ ダ佛の 信女〕 

41 286 ② 〔水門〕 61 408 
チャン ディ 力一 プッタ Candikapu«a  (月 子） 

〔比〕 22 上 80 
チャン ディマ一 Candimant ① 〔神〕 38  306 

②  〔王〕 60  22, 160 

デ ヤン トウ ① Jantu  〔天子〕 12 103 ② （= 傘 
持の デ ヤン トウ） 〔王〕 6118° ③ （闍鬪 ） 
〔村〕 22 上 7 ④ 〔經〕 12 103   ©  jantu  〔敷 
具〕 3  346,  349 

チャン 卜" ウノ、" マ Candupama  〔f$c 轉輪 王〕 26 
375 

チャン ドー 力 Chandoka  〔婆〕 6  336 
チャン ドー ラナ Candorana    〔山〕 33  338, 
341， 342 
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チャン ナ Channa ① （闡 陀， 闡怒， 車 匿） 〔比〕 
1 262,  298;  2  55,  74， 179;  4  30, 136，  434; 
5  9;  7 142; 14  208;  25 126  〔梵檀 罰を受 く〕 
4  434;  7 142 ② （闡陀 ） 〔比， 自殺す〕 11' 下 
375 ③ （闡那 ） 〔大臣〕 28 113 ④ （車 匿） 〔御 
者〕 24  545;  28 132;  32  55;  33  383;  34  260; 
35  88;  39  550 

チャン ナ一 Channa  〔尼〕 60 126 

チ ャ ンノ ーヴ一 タ" • ス ッ タ Cnannov§da-sutta 
(敎闡 陀經） 11 下 374° 

チャンパ campa  (瞻 波， 瞻 波！] = チャンパ 
力） 〔植， 花〕 38 197 

チャンパ一 Campa ① （瞻 波， 瞻婆） 〔城〕 1 
108;  3  317，  544;  6 165;  7 132,  165,  249; 
8  357; 10  85,  87;  20  305 ② 〔水路〕 61 408 

チャンパ 力 ① campaka    (素 馨， 旃 簸迦， 

瞻波迹 ，瞻 波， キン コゥボ ク = チャンパ） 〔花， 
樹〕 28  24,  82;  36  300;  41 226,308;  61 443 
② Campaka  (詹 蔔迦） 〔都〕 28  76;  41 281 
チャンパ 力一 Campaka  (詹 蔔迦） 〔尼〕 28  89 
チャンパ カプッ ビヤ Campakapupphiya  〔比 

丘の 譬喻 經〕 26  470 
チャンパ ナーマ一 CampanamS  〔俱留 孫佛の 

上足 尼〕 41 341 
デャ ンバ一 ブテ ィ 一 Jambavati  〔王妃〕 39 157 
チャン ビ一 Chambhi  〔婆〕 39  248 
ヂ ヤン ブ ① jambu  (閻 浮， 野薔薇） 〔樹， 果〕 
1 98;  3  54;  24  443，  445,  446,  488，  498 
② Jambu  〔ダ ミラ 人〕 60  315 ③ （閻 浮） 〔村〕 
7  99 

デャ ンブカ Jambuka ① 〔比〕 25 174 ② 〔豺〕 
32 117，  118;  33 186 ③ 〔鸚鵡〕 36  4, 15， 
23,  24 

デ ヤン ブ カー ダ 力 Jambukhadaka  (閻浮 車） 
〔比， 舍利 弗に 諸 質問 をな す〕 15  389 

デャ ンブ 力一 ダカ • サン ュ ッ タ 
Jambukhadaka-samyutta  (閻浮 車 相應） 15 

389° 

デ ヤン ブカ 一ダカ' デャ一 タカ 
Jambukhadaka-jataka       (閻浮 果食 本 生物 
語） （二 九 四） 31 278° 


デ ヤン ブカ • デャ一 タカ Jambuka- jataka 

(豺本 生物 語） （三 三 五） 31 494° 
デ ヤン ブ コーラ Jambukola ① （間 浮 m 羅） 

〔港〕 60  228,  229,  269,  276,  279;  61 241， 

279 ② 〔精 舍〕 60  283;  61 173,  414 
デ ヤン ブコ一 ラカ Jambukolaka  〔窟院 〕 61 173 
チャン ブッ ティ Cambutti  〔池:] 60  396 
デ ヤン ブ ティ Jambuti  〔池〕 60 142 
デ ヤン ブ ディー パ Jambudipa  (閻 浮提， 閭浮 

洲， 印度） 〔洲〕 3  54;  26 192 
デ ヤン ブド一 二一    Jambuddopi  (都〕 81 421, 

422， 427， 436， 441， 447，  463,  473,  474,  478* 
デ ヤン ブ パリ ャ Jambuphaliya    〔比丘の リ| 險 

經〕 27 151 

デ ヤン ブラン タラ 力" ッ ラ Jamburantaragalla 

〔精 舍〕 61 47 
チャンべ ツヤ 力 campeyyaka  「桉 ま〕 38  4- つ 5 
チャン ぺッ ャ本 生物 語， チヤンべ ツヤ' チ "ャ一 

タ 力 Campeyya- jitaka  (五 〇 六） 35 148°; 

61 509 

チャン ぺッ ャ 龍の 所行 Campeyyanaga- 
cariya  〔經〕 41 389° 

① チャン ぺ一 ャ② チヤンべ ツヤ ③ チャン ぺ 
ーャカ Campeyya,  Campeyyaka  (瞻 波) 
〔龍王， 佛の 前生〕 ① 28  96 ② 35 148,  149， 
160,  165,  166，  167;  41 389 ③ 63 151 

デ ヤンべ— ラン ノ、' ャ Jambelambaya  fff]  61 
42 

デ ヤン ボ一 ナダ jambonada  (閻 浮那提 種， 閻 

浮檀 金， 閻浮 河產， 閻浮 河の 金） 11 下 116; 

18 13;  26  3 
チヤ ン マサ一 タカ Cammas さ taka  (皮衣) 〔普 

行者〕 31 442 
チャン マサ 一 タカ *チ "ヤー タカ 

Cammasataka-  jataka   (皮衣 普 行者 本 生物 

語） （三 二 四） 31 442° 
デ ユー デャカ Jii  jaka  〔婆〕 39  364，  365，  370*, 

394，  399,  400,  419,  421，  425*，  500*，  550 
チ ュッラ カセッ ティ Cullaka- setthin   (小 財 

官） 〔佛の 前生〕 28  246* 
チ ュッラ カセッ ティ • チ "ャニ タカ 


チーチ ュ ッ 


Cullakasetthi^jataka  (周 羅財官 本 生物 語） 
(四） 28  234° 
チュ ッラガ ッラカ Cullagallaka  ( = ガッ ガラ） 
〔精舎〕 60  389 

チュッ ラカー リン ガ • デ ヤー タカ 

Cullakalinga  jataka     (小 迦陵讓 王女 本 生物 

語） （三 〇 一） 31 303° 
チー -., ラカン チヤ クンダ Cullakancakunda 

(= クッダ カン チヤ クンダ） 〔ダ ミラ 人〕 61 

367,  370,  378 
チ 一-, ラク ナーラ • デャ一 タカ CullakupSla- 

jataka  (小 郭公 本 生物 語） （四 六 四） 34 1。 
チュッ ラス 力 • デャ一 タカ し ullasuka-  jataka 

(小 鶴 * お 本 生物 語） （四 三 〇） 33 118° 
チュッ ラスタ ソ— マ 'デャ 一タカ 

Cullasutasoma-  jataka  (_y_J 、スタ ソ一 マ 王 本 生 

物語， チュー ラスタ ソ 一マ' デャ一 タカ） （五 

二 五:） 36 104° 
チュッ ラス ノヽ' ッ タ' 一 CuUasubhadda  (/J 、善 賢， 

チュー ラス バッグ一） 〔給 孤獨の 女〕 28 199 
チュッ ラダ ッ ダラ Culladaddara  〔龍〕 31 328, 

330 

チュッ ラタ" ヌッ ガ 'ノヽ Culladhanuggaha に /_] 、弓 
取' = チュッ ラダ ヌ ッ ガハ パン デ ィ タ） 〔賢者〕 
29 187,  188，  192,  193;  32 112 

チュッ ラダ ヌッ ガハ • デ ヤー タカ 

Culladhanuggaha  jataka し 小 弓術 師本 生物 

語） （三 七 四） 32 112° 
チュッ ラダ ヌッガ ハ • パンディ タ 

Culladhanuggaha  pandita  C 小 弓術 師 賢者 = 

チュッ ラダ ヌッ ガハ） 32 112 
チュ ッラ ダン マ パーラ • デャ一 タカ 

Culladhammapala  jataka    (小 護法 王子 本 生 

物語， チ ユーラ ダン マ パーラ 本 生 話） （三 五 

八り 32  40° 

チュ ッラ卜 ゥンデ イラ Cullatuijdila  (小鼻) 

〔豚〕 32  220 
チュッ ラナ ーガ Cullanaga  〔渡〕 61 270 
① チュッ ラナ 一ラダ' ヂ タカ ②チ ュッラ 

ナーラ ダカ ッサパ • デャ一 タカ 

Cullanarada  iataka,  Cullanaradakassapa- 


jataka  (小 那羅陀 苦行者 本 生物 語） （四 七 七） 
① 34 135° ② 28  378;  29  302,  303;  31 244,556 
チュッ ラナ ンテ" イカ一 CulIanandikS  〔女〕 39 
260 

チュ ッラノ 《ドウ マ' デャ一 タカ Cullapaduma- 
jataka  (小 蓮華 王 本 生物 語） （一九 三） 30 
192° 

チュッ ラパロ一 バナ 'デャ 一タカ 

Cullapalobhana-  jataka  (小 誘惑 本 生物 語) 

(二 六 三） 31 89= 
①チ ュッラ ハン サ' デャ一 タカ ②チュ ッラハ 

ンサ本 生物 語 Cullahariisa- jataka   (小鵞 本 

生物 語） （五三 三） ① 28  282;  32  228;  37 

r ② 35  71 
チュッ ラノ、 。ンタ Cullapantha  〔房 舍〕 61 74 
チュッ ラボー ディ • デャ一 タカ CuIIabodhi - 

ja ね ka  (小 菩提 童子 本 生物 語） （四 四 三 ） 31 

461; 33  228° 
チュッ ラマ一 ティカ CuIIamatika  〔村〕 61 59 
チュッ ラロ一 ヒタ Cullalohka  (小 赤） 〔牛〕 

28  378,  380;  31 244 
チュ ッラ. ヴッガ Culla- vagga  (小品） 4 1° 
チュ ッ ラン テ 一ブーシ 力 Cullantevasika  〔周 

羅槃特 の 前生〕 28  248* 
デュ ティ デ一 ブ Jutideva  〔傳 。轉輪 王〕 26  361 
ヂュ ティン ダラ Jutindhara  〔傳 。轉輪 王〕 26 

305，  351， 373 
チュー ラ《 アッサブ ラ， スッタ 

Culaassapura  sutta  (馬邑 小經) 9  486° 
チ ユーラ アナ ータ ピン ディ 力 Cii}a- AnStha- 

pindika  (小 給 孤獨） 〔長者〕 63  330 
チ ユーラ 力 Cii!aka  〔比] 25 160 
チ ユーラ ガッラ CQjagalla  '精 舍〕 61 48 
チ ユーラ ガブ ッ チヤ Cij}agavaccha  〔比〕 25 

111 

チュー ラカン マヰヴ ンガ' スッタ 
Culakammavibhanga-sutta  (小 業 分別 經） 
11 下 275° 

チュー ラゴ一 シン ガ. スッタ Cii!agosmga- 

sutta  (牛角 林 小經） 9  362° 
チ ユーラ ゴ一 パー ラカ • スッタ 


(600) 


Culagopalaka  sutta  (牧牛 者 小' 經） 9  390° 
チュ一 ラサ クル ダ'一 ヰ • スッタ 

Culasakuludayi- sutta  (善 生 優陀夷 小經） 11 

上 36。  - 
チュー ラサ ツチ ャカ • スッタ 

Culasaccakasutta  (薩 遮迦 小經) 9  394° 
チュー ラサ一 口一 ハ 。マ • スッタ 

Culasaropama  sutta  ('C ヽ材 ヽ fS')  9  350° 
チュ一 ラ シ一 ノヽナ 一タ" 《ス ッ タ CulasihanSda- 

sutta  (師 子吼 小經） 9 102° 
チュー ラシ ブ Oijasiva  (小 尸 婆） 〔比〕 63 169 
チュー ラス ガン ダ Oijasugandha  〔比丘の 譬 

喻經〕 27  350 
チュー ラスタ ソーマ CQja- sutasoma  〔 （山〕 35 

213 

チュー ラスタ ソ一 マ • ヂ ヤー タカ 

Culasutasoma- jataKa  (チ ュッ ラスタ ソー 

マ. デ ヤー タカ） （五 二 五） 28  96 
チュー ラス ノヽ' ッ タ"一 Cula-Subhadda    (/J 、善 

賢， 小須 跋陀， チュッ ラス バッダ 一） 〔給 孤 

獨の 女〕 63  329 
チュー ラス マナ CQla- Sumana  (周 羅須 摩那） 

〔比〕 64  365 
チュー ラスン ニヤ タ • スッタ し dlasufifiata- 

sutta  (空 小 經:） 11 下 119° 
チュ— ラタ ンノヽ 一サン カャ • スッタ 

Culatanhasankhaya-sutta  (愛盡 小經） 9 

438° 

チ ユーラ ダン マサ マーダー ナ • スッタ 
Cu  ladham  masamadana-  sutta  (J 导法小 經) 
10  31° 

チ ユーラ ダン マ パー ラ本生 話 

Culadhammapala- jataka    (チュ ッ ラダ ンマ 

パーラ. デャ一 タカ） （三 五八） 63 149 
チュー ラデャ ナカ 》デ ヤー タカ Cii!a janaka- 

jataka  (小 デャ ナカ 王 本 生物 語） （五 二）  29 

14。 

チュー ラデー ヴ Ca!adeva  (周 羅提 婆） 〔相承 

比丘〕 5  5  ；  65  (I)  80 
チュー ラドゥ ッカ カン ダ* スッタ 

Culadukkhakkhandha-sutta  (苦 蘊小經 ：） 9 


149° 

チュー ラナ一 ガ CQjanSga ① （專那 伽） け H 承 
比丘〕 5  4；  65(1)  79 ② （小 龍） 〔比〕 63 
344 ③ （= ク ッデ ャナ一 ガ） 〔王〕 60  402 
チュー ラナ一 ガ一 Cman お a  〔尼〕 60 127 
チュー ラナ一 力" 山 CiilanSga  pabbata  〔精 舍〕 
60  387 

チ ユーラ ナンディ ャ • デャ一 タカ 
Caianandiya-  jataka  (/J 、ナ ンデ ィ ャ猿木 生物 
語） （ニニ 二）  30  337° 

チュー ラニー  し Q!ani  (J)(  = チュー ラニー *ブ 
ラフ マダッ タ， ブラフ マダッ タ） 〔王〕 39 141, 
147,  149，  155,  163,  175*,  182，  184，  200, 
206,  211，  231,  234*,  258,  259 ② 〔人〕 25  52 

チュー ラニッ デ一サ Cula  niddesa  (小 義釋) 

〔小 部經の 一〕 44  r 

チュ一 ラニー-ブラフ マダッ タ Cij^ani- 
Brahmadat ね 〔王〕 39 109，  110，  112*,  147, 148 

チ ユーラ ノヽ ッ テ ィ ノ 《ド一 パマ .ス ッ タ 
Culahatthipadopama  sutta    (象 跡險 小經) 
9  314° 

チュー ラー バヤ Cmabhaya ① （周羅 婆耶， 小 
無畏） 〔相承 比丘〕 5  5;  63  336  ；  65  (I)  80 

. ② 〔王〕 60 140,  389 

チ ユーラ パン タカ CQ!apanthaka  (朱 利 槃特， 
朱荼半 託迦， 周 利 槃特， 周 梨 槃特， 周羅 槃特， 
周羅 槃陀， 周羅半 託迦， 小路） 〔比〕 2  86  ； 
5  26  ；  25  221 ； 63  323 

チュー ラプ ンナマ 'スヅ タ し QlapuQQama- 
sutta  (滿月 小經） 11 上 378° 

チュー ラボー ディ CQ.labodhi  〔仙， 佛の 前生〕 
41 390 

チュー ラボ'一 テ" ィ の 所行     Cu labodh i  car lya 

〔經〕 41 390。 
チュー ラーマ 二 チヱ一 ティ ャ C(i ゆ mapi- cetiya 

(髻 寶珠 の祠） 60  265 
チュ一 ラマー ノ レンク ャ' スッ タ ン-タ 

Cu lamalufikya - suttanta  (摩羅 迹 小經） 10 

222° 

チュー ラャマ 力 • ヴ ッカ" Culayamaka-vagga 
(雙 小品）. 10  1°  ' 


(601) 


チーチ ュ 一 


チュー ララ一 フコー ヮ一 タ* スッ タ 
Cularahulovada  sutta  (敎羅 [侯羅 小經） 11 下 
400° 

チュー ラヴ 一ビヤ Cii!avSpiya  〔村〕 61 101 
チュー ラヴ ンサ CQ}a- vamsa  (小 王統 史） 61 1° 
チュー ラヰッ ティ Culavitthi  〔精 舍〕 60  416 
チュー ラヹ一 ダ'； ；' ラ • スッ タ CQ}avedaUa - 

sutta  (有 明 小經） 10  22°  ；  65  (I)  38 
チュー ランガ ニヤ 〔ビッティ〕 Cmaiigapiya 

[pitthi] 〔戰 場:' 60  309,365 
チュー 口一 ゲ ラ ai!odara  (小腹） 〔龍〕 60 11， 

155;  62  408 
チュン ダ Cunda ① （周 陀， 純陀， 周 那=大 周 

那） 〔舍利 弗の 弟， 沙彌， 比〕 8 150； 11 上 

317,318; 11 下 375;  33  346 ② （准 陀） 〔锻 

ェ子〕 7 103;  8  285 ③ （准 陀） 〔王子〕 19  45 
チュン ダッテ ノラ Cundatthila  〔地名〕 25  55 
チュン ディ一 Cundi  (准 提， 准陀） 〔頻 毘娑羅 

王女， 夷〕 19  45;  21 316 
チュン ナサ一 ラ一 Cuiiipasa ほ 〔地名〕 61 155， 

156 

ヂ ユン ハ Juijha ① （白） 〔比〕 28  322,323 

② （月光） 〔童子， 王〕 33  348 
デ ユン ハ. デャ一 タカ Jui:iha  jataka  (月光 王 

本 生物 語） （四 五六） 31 256;  33  346° 
チョー ダ Co4a   (= チヨ一 ラ） 〔國〕 65  (III) 

3,32 

チヨ一 ダ ガン ガ CodagaAga  〔王〕 61 415° 
チヨ一 ダ ガン ガ 一 デ 一 ヴ Codagangadeva 〔 ダ 

ミラ 人〕 61 481 
チヨ一 ダナ一 ヴッ トウ Codana- vatthu  〔地名 〕 

3  205,207 

チョー ダナ ーヴッ トウ 誦品  Codanavatthu- 

bhanavara   3  227 
チ、— チヤ coca  (俱 羅果） 〔樹〕 37 170 
ヂョー テ.' Joti  (樹 提， 火 天） 〔天〕 7  291 
ヂョ— ティカ Jotika  (錠 底迦， 殊提， 樹提） 

〔居士〕  41 162;  63  8 
デ ョーテ イダー サ Joti(J^a  (樹 提陀 〔比〕 

25 147 

デョー ティ バーラ Jotipma ① （光 護， 光の 


守護 者 = サラ バンガ） 〔王子， 仙， 佛の ^8*〕 
26  507;  28  91; 33  68;  41 347 ② （火 護） 
〔司祭の 子, 佛の 前生〕 36  29 ③ 〔比〕 57  366 
④ (光 渡， 儲提 摩麗） 〔學 童〕 11 上 60*;  20 
123；  59 下 49 

ヂョー ティ ハ 。ーラ 〔力〕 Jo1:ipala〔ka〕 〔セ イロ 
ン 比丘〕 61 46* 

デョ— ティ ャ Jotiya  〔尼 乾 子〕 60  225 

ヂョ 一ティ ラサ ① Jotirasa  (光 味） 〔苦行 
者〕 31 211 ② 〔天 宫〕 24  448 ③ jotirasa 
〔寶 珠〕 24  552;  26 124,129 

デョ一 ティ ブナ Jotivana  (光明 林） 〔精舎〕 60 
259;  61 2,131 

チヨ一 ラ① Co}a  ( = チョー ダ） 〔國〕 60  288, 
409;  61 132,  133，  135,  137,  138,  142，  147*， 
151，  157*,  165,  167,  170*, 311， 372, 374, 385， 
388*, 402, 416, 422，  429, 437, 458, 467, 477, 484 
② cora  (= チヨ一 ラカ） 〔植〕 27  73 

チヨ一 ラカ ① Coraka  〔精 舍〕 62  71 ② coraka 
(=チ ヨーラ） 〔植〕 39  412 

チ ヨーラ カティ ッサ Colakatissa  〔精 舍〕 60 
120 

チョー ラガン ガ 〔ラ〕 し o!agaiiga〔ra〕 〔ダミ ラ 

人〕 61 361,384 
チヨ一 ラガン 力" クマ一 ラ し o}agangakumara 

〔王子〕 61 255 
チヨ— ラ f き- Cora- papSta  (盜 賊嶽， 盗人 嶽, 盜 

賊の 谷） 7  89,90 
チヨ一 ラ クラン タカ Co!akulantaka  〔村〕 61 

388 

チヨ一 ラコ 一ナーラ Co}akon5ra  〔 ダ ミ ラ 人〕 

61 363, 365*, 390, 391 
〔チ ヨーラ 人の 侵略〕 61 147,150 
チ ヨーラ ティ リ ッカ Co!atirikka  〔ダ ミ ラ人〕 

61 390 

チヨ一 ラナ一 ガ CoranSga  (賊 ナ一 ガ） 〔王〕 

60 135,381 
〔チヨ一 ラ より 比丘 を 招く〕    61 437 
チヨ一 ララ一 デャ Co!arSja  〔大臣〕 61 129 
チョー ラン バ Coramba  〔村〕 61 334 
チ一ラ Cira  〔池〕 60  416 


(602) 


チ， Jfil, 地一 チ 


チラ 力 tilaka  (テ イラ 力） 〔樹〕 24  443,445, 
446 

デーラ 力 jiraka  (葛 樓子， 時蘿， 只 蘭 伽） 〔植 
物種〕 59 上 130  - 

チ ラッパ Cirappa  〔傳。 轉輪 王〕 26  399 

チー ラマ一 テ ィ 力 Cira- m さ tikS  〔水路〕 61 42 

チ ラ ヴ一 シ 一 Cirav 巨 sin    〔バ ド ラ ガカ 聚落 主 
の 子〕 16 上 33,34 

デ―ヴ jiva  (命） 59 上 113 

ヂ ーヴ— Jiva  〔女〕 25  343 

デ一ヴ 力 ① jivaka  〔樹〕 26  32 ② Jivaka 
(耆婆 = デ一 ブカコ 一マ一 ラバ ッ チヤ） 〔醫〕 
3 120;  6  73; 10 132*；  25  395;  35 106;  61 
8;  63  324 

デーヮ 、カアン ノマ林 Jivakamba  vana  (耆婆 ft] 

梨） 〔園〕 1 268 
デーブ 力, 經 Jivaka  suttanta 10 131° 
デ一 ワカ コ一 マ一 ラノ マツ チヤ Jivaka— 

Komarabhacca  (耆婆 童子， 時 縛； JB 養 童子， 

童子 醫王耆 域 =耆 婆） 〔醫〕 4 183; 10 131*; 

17  37；  21 97   〔淳厚 第一〕 17  37   〔殺生の 害 

と 四 無量 心の 說法 を受 く〕 10 131* 
ヂ一ヴ 力 • スッ タンタ Jivaka- suttanta  (デ 

—ブ カ經） 10 131° 
デーブ デ一ヮ '力 jivajivaka ① 〔植〕 27  45 ② 

〔鳥〕〜 次 項 
① デーヴ デ一ヴ 力 ② デ ーブン デーヮ '力 

jivajivaka,  jivariijivaka  (耆 婆耆婆 jJs, 耆婆 

耆婆 鳥， 共 命 鳥， 命 命 鳥， 鷓鴣） 〔鳥〕 ① 37. 

145 ② 27  53,74 

デ一 ブプッ タ一 jivaput ほ 〔鳥〕 39  393,394  . 
チ一 ブラ Civara  (法衣） 〔塔 廟〕 61 143 
チ一ヴ ラグ ンバ Civara- gumba  〔精 舍〕 62 
78,85 

ヂ 一半 タ ポッタ キン jivitapotthakin  〔官職〕 
61 281,318 

ヂ ヱッタ jettha  (逝 瑟吒） 〔月〕 37 157； 60  236 
チン ター マ 二    Cin ほ maiji  (如意 寶珠） 〔園 林〕 
61 405 

チン チヤ cmca  〔樹〕 35  289 

チン チヤ 一 し mca  (；5^5闍= チン チャマー ナギ 

( 


カー） 〔外道 女〕 29  39 
チン チヤ マーナ ヰ カー Cifica- Mapavika  CtiR. 

闍摩那 祇= チン チヤ一） 〔外道 女〕 32  236 
デンデ ユカ jmjuka  「お〕 36  70,85 
血 ① lohita  (膿 血， 血液） '7  339; 13  232； 17 
51; 23  2;   24  72;   38  99, 100;   40 11,225; 
46  274;   63  61°,  268°   「三十 二 身分の 一〕 7. 
339;   23  2;  40 11, 225；   63  61°,  268° ② 
lohita  gata  22 上 35,  36 
血の 護摩 lohita- homa  6 11, 101 
血 を 漏らす 莉病 lohita-pakkhandika 

血莉） 30  362 
地 ① pathavi,  pathavi  (場， 地球， 大地） 2 
51。； 6  85;  9  2*;  58  47*;  63  276°, 338, 339 
② bhiimi   (土地， 國邑） 5  291°,  297 ③ 
Pathavi  〔天〕 7  285 ④ 〔經〕 13  262  (一） 
(二） 13  203,204； 16 下 398 
地 伽 須末那 Dighasumana  〔比〕 65(1)  79, 127 
地伽那 Dighanamaka  〔比〕 65(1)  79 
地 臥 者 thaij が la- seyyaka  (臥 地 者〜 地上の 橫 

臥， 露地 臥） 59 下 212 
地界 ① pathavi- dhatu   6  307*；   7  340;  8 
306,327；  9  93,330°; 10  215°； 11 下 11,58, 
. 336°; 13  248*; 14  85; 18  288;  40 11,224; 
45 185,256;  46  21,101°;  58  20,21,91*；  62 
206; 63 13, 155, 248*, 251°, 253*, 254°, 257°*， 
274*, 278°, 281, 284*;  64 15, 22， 23， 98， 292*, 
343；  65(11)  53  〔定義〕 45  256；  46 101 ② 
pathavi -kaya  (地 身） 10  364 
地界 有 見 等 論 Pathavidh 社 U  sanidassana  ti 

adi-katha  58  20° 
〔地界 二十 部分の 作意〕 63  257 
〔地界 は 有 見な り〕 58  20 
地球 pathavi  (地， 大地） 33 100 
地窟 guM  (洞窟， 窟， 石窟， 洞， 洞穴） 3 102, 
164，  189,  249*，  419,  496  〔五 種 房舍の 一〕 4  226 
地 居 天 ① bhumma  deva  (地 神， 地 居の 諸 神） 
1 29;  3  21； 16 下 342;  20  375;  24  550;  64 
219 ② bhumma  deva ほ （地 神） 60  332;  63 
387 

地 居の 諸 神 . bhumma  deva  (地 居 天， 地 神） 


チ 一地 


41 77 

地窖 pStala  (地獄） 12  45 
地 業 異熟論 Pathavi    kammavipaka  katha 
58  47。 

地 刻喩人 pathavilekhupama  puggala  47  364, 
405° 

地獄 ① niraya=naraka  〔奈落， 那落， 泥挈） 
1 32,129,147,149;  2  447;  3  399;  4  303, 
313；  6 123,232,322*;  7  47,  58，  59，  369*;  8 
65, 117, 313， 314， 344;  9  34， 120， 483; 10  2, 
10,163*; 11 上 140, 246*， 253， 381; 11 下 64， 
65, 210, 218, 231, 276, 277, 286*; 12  47,154, 
157, 158, 160， 161， 255; 13 100,103,105; 14 
362*; 15  266,371*; 16 上 5,8,57; 16 下 220, 
241*, 254, 268*, 415*; 17 12，  42*, 46, 54*, 84*, 
92, 364, 409*, 438，  440，  441, 442,  443, 464,  483, 
484; 18  5,  34, 149，  150，  200,  217,223,224, 
228，  396*,  442*=; 19  4， 192*,  295,  297,  349*, 
366*,  384*;  20  35,  80，  81， 141, 143, 167,  178, 
179,  202*,  289,  349,  386*.  393, 394;  21 15,16， 
20，  38, 103, 139;  22 上 39*，  85*,  308;  22 下 78， 
82，  94,  212,  216,  240,  241, 243*  253,  258,  262*; 
23  64*,  227，  273,  274;  24  92, 104,  512,  514; 
25 12°  J  74,  77，  83*，、  91 。， 97，  98，  315，  412;  26 
61; 27  207；  28  34，  36，  463，  464;  29  29,235, 
297,  493,  491; 30 140;  31 128,  240,  383,  447; 
32  9);  33  300;  34  27,358;  35  42,118,162, 
213.  259,  372;  36 14，  25,35,  52,53,  67,254, 
259,  260°*；  377，  387,  388;  37  61, 123，  124, 
242.288,  312,  355*，  383，  384,  393；  38  27,  72,  79, 
86,  89°*,  104, 152，  160, 162,  210，  266，  351,  356, 
370.  374,  393°*  492,  498;  39  59,  494;  41  232， 
233，  409;  43  84, 158，  231°*,  236,  255,  311, 334, 
373;  44  23,  58,  59，  95,  281,  290,  372，  397°*;  47 
47,  48,  50,  58,  115,  436,  437,  450;  58  63, 109, 
215,216,217*.  392*.  427,  435;  59 上 126,138, 
139，  174, 175, 186,  242*,  308*;  59 下 13，  22, 
135,  322;  60  83;  62 107,206;  63 163, 387, 
405,  410°;  64  77, 122.^19, 22  7;  65  (11)  40 
② naraka=niraya  (奈落， 那落， 淵） 6  331; 
12  365;   28 108;   64 123,212    (H)  vinipata 


mm, 極 墮處， 惡 «， 悪 生. 苦 趣， 險難， 

險 難處， 無樂！ «)  7 1 @  abbuda  (阿 浮陀， 

顔 部陀） 12  63 
地默 有情 ① nerayika  (地獄 者， 墮獄 者， 墮地 

獄人， 墮 地獄 者， 地獄に 墮ち たる もの ） 42  55， 

119，  120,  143，  167,  197,  322,  376;  43  98; 

57  48 ② naraka  satta  64  73, 122 
地獄 火 nerayikaggi  59 上 137 
地獄 河 Vetaraiji   24  255 
地獄 界 ussada-carika  36  25 
地獄 苦 Niraya-dukkha  (= 天使 經） 60  58 
地獄 者 nerayika  (地獄 有情， 墮 者， 堕 地獄 

人， 墮 地獄 者， 地獄の， 地默 〔者〕， 地獄に 墮 

ちた る もの ） 4  309,310;  47 175* 
® 地獄 〔者〕 ② 地獄の nerayika  (地赏 有情， 

墮獄 者， 墮 地獄 者） ① 4  309,310;  57  48 ② 

42  24, 53, 66, 197, 198, 220,  314;  57  72,  73，  276 
地獄 住 者 niraya- vSsin  43  233；  44  399 
地獄 世間 niraya-loka  43  239,  240;    44 18， 

20,113,152,172,300 
地 截天界 Niraya-sagga  〔經〕 （一） （二）  22 下 

240,243 

① 地^に 墮 ちた る もの ② 地獄に 堕す 〔者〕 
Jierayika  (地獄 有情， 地獄 者， 墮獄 者， 堕 地 
獄人， 地獄の） ① 25 124 ② 5  342* 

〔地獄に 墮ち たる 者の 叫 音 を 判ず〕 31 381 

〔地獄に 獄卒な し〕 58  392 

〔地獄に 墮 せんとす る 人の S 險〕 6  331 

地獄の 有情 nera'.  ika  satta  ( 墮獄 有情， 墮獄 
者） 59 上 138* 

地獄の 苦 nerayika  dukkha  57  73,74; 〔11 下 
212 つ 237- 243;  24  253;  25  97,98;  44  397〕 

〔地獄の 種種と 墮 地獄の 業〕 36  260;   38  89*, 
393* 

〔地獄の 壽 量の f: 喻 一;] 卞子〕 12  258;  22 下 80; 
24  249 

地獄の 塞 pa ね la-raja 12  342 

〔地獄の 痛苦の 狀〕 24  253 

地獄の 論 niraya- kathS 11 下 214 

地獄 縛 niraya  bandhana  20 100 

地獄 品 Niraya-vagga  ： 法 句經〕 23  64°/' 


地ーチ 


地 敷 bhummattharapa 1 382,385,389,394 
地所 dharam  (大地， 總持） 5  291 
地上の 足跡 bhumiyaih  padarii 33 131 
地上の 横臥 thaQ(^ila- sayika  (kg 地 臥〜 地 臥 

者， 臥 地 者） 23  38 
地上 物 thalattha 1 78 
地 身 pathavi-kSya  (地界） 〔七 身の 一〕 6  86； 

14  336  . 
地祌 ① bhummS  deva  (地 居 天， 地 居の 諸 神） 

37  331 ② bhQmi- deva ほ （地 居 天） 33  313 
地震 ① pathavi- kampa  39  341 ② bhiimi- 

kampa  59 上 357 ③ bhiimi- c^la  6 13， 102; 

7  76*, 77°, 146,147; 16 下 111; 21 260,261; 

23 190  @  Bhumi-cala  〔經〕 21 254 
〔地震の 八 因〕 7  77°:   21 261; 59 上 251; 60 

85 

地震 品 Bhiimicala  vagga  21 228,  263 
地 想 pathavi- safifia  7  77; 11 下 120*;  21 
262 

地 想 〔者〕 pathavisaiifiin  22 上 206*;   22 下 

288*, 339* 
〔地中 出沒 神變〕 63  337 
地中 物 bhummattha 1 77 
〔地と 地 得との 別異〕 64  454 
地 得 bhiimi- laddha  64  453* 
地 得 生起 bhumiladdhuppanna  64  453,454 
地に 居て 呪 を 誦する bhiiri- kamma  6 14, 104 
iffe (こ 書 く 喻 pathavilekhupama  (地 刻喻） 17 

466 

〔地に 書け る 字の 譬喩〕 17  467;  47  405 

〔地に 淨不淨 等を投 ずる 譬險〕 22 上 35 

〔地に 依る 譬喻〕 16 上 219.220; 16 下 84;  41 

170,175 
地主 kutumbika  34  418* 
〔地主の 法寶 への 布施〕 34  418 
地の 衞者 bhiimi- paia  (大地の 守護 者， 大地 

の 護 者） 38  390 
〔地の 五 支〕 59 下 284 

地の $ 口き 修行 pathavisama-bhavana 10  217 
地の 種種相の 智 bhiimi- nSnatte  nanam  40 
2, 138°* 


地の 住 立の 問 Pathavisantharaka  panho  59 
上 140 

地の 順 n?   bhumikkama  64  79 

〔地 は業異 熟な り〕 58  47 

地 比丘 Bhummajaka-bhikkhu  〔比〕 1 269*, 

280*;   2  59;   4 119*，  190, 191; 5 10,24  〔第 

十三 波 逸提， 嫌 娥戒を 犯す〕 2  59  〔憶念 毘尼 

に關 係す〕 4 119* 
地 餅 bhami- pappataka  8 106,107, 110；  63 

391 

MM     pathavi-kasina  〔十遍 の 一〕 8  349; 
11 上 18; 17  60;  22 上 269,271,289;  40 11, 
80,156,224,233;   45  45*, 137, 172;   46  241, 
251,261,265,377*;  57  388，  395，  396;  62  221， 
232,  237,  246°,  295°,  309， 316, 327, 338， 348; 
63 112,  182,  203, 301*, 339, 340, 354, 357;  64 
216;  65(11)  78 
地 遍修習 pathavikasina-bhavana  64  294 
① 地遍定 ② 地 遍等至 pathavi-kasina 
samapatti ① 57  261,  389*,  395,  396 ② 41 
155 

〔地遍 に 入れる ものに 顚 倒に 於け る智 あり〕 57 
389 

〔地遍 による 禪定〕 45  45 

地遍 の解釋 Pathavikasina  niddesa  62  237°； 

63  39,305;  64  53,328 
〔地 遍の修 習 法〕 62  248 
〔地遍 の 作り方〕 62  247 
i 也 語 desa-bhasa  64 11 
地方 長官 pradesika,    padesika,  pradesiKa 

65(111)  5 

地方 的 降雨 padesa- vassin  23  317,318 

地方 人 janapada  20  84 

地方の 美人 janapada- kalySm  (國 美， 田舍の 

美人） 13  344 
地方 論 janapada- katha  (國土 論， 國 土の 話， 

田舎 論） 〔無用 論の 一〕 3  333； 10  358; 16 下 

337;  22 下 22;  43 175,184,348;  44  433 
地 曼陀羅 pathavi- maijcjala  (〜地 輪） 65(11) 

80  - 

地味 rasa- pathavi  8 104.,  105, 110 


(605) 


チ 一地， 池， 治， 知 


地 明 bhQr 卜 vijja  6 11,101 

地 輪 puthuv ト mapdala  (〜地 曼陀羅） 25  239 

池 水 ① pokkharam  (蓮 池， 湖 池， 泉 池， 池） 

11 下 158， 159 ② sarasi  (沼:） 4  308 
〔池 水と 鑕 等との 譬喻〕 20 154 
〔池 水の 譬喻〕 12 151,152,153 
池邊論 kumbhatthana- kathS    (井戶 論， 井 

戶端 論， 井 戶端傅 論， 水瓶 處論， 溝 論） 〔無 

用 論の 一〕 3  333; 10  358; 16 下 337;  22 下 
22 

池喩人 udakarahadupama  puggala  (湖水に 

險 ふべき 補特 伽羅） 〔四 種〕 47  366,427 
治 罪 者 kSraijika  (審判 者） 1 177 
治 身 kaya- tikicchiya  (內 科） 43 194,256 
治水 者 nettika  (渠 ェ， 灌嶽 者） 23  29,39 
治癒 者 katta  24  212, 213 
治療 tikiccha  (醫學 ） 24  354  〔五 種； 眼科， 

外科， 内科， 精神病 科， 小兒 科〕 43 194° 
知 5jS ひ a  〔經〕 16 下 20 
知 恩 ① katafiflu 13  401,402; 19  332;  22 上 

296 ② katafiiiii ほ 18  398,  401 
知 恩感恩 ka は fifiu- katavedin  (恩 を 知り 恩に 

感ずる 人） 19  332 
知 臥 具 人 senasana  pannapaka  (施設 牀 座人リ 

4 118*, 269 
知 臥 坐 具 人 asana-pannapaka  4  456 
知覺 sanjanana  59 上 125 
知己 ① amacca  (同僚） 7  370* ② suhajja  8 

209,210 

知 解 ① pajanana  64  2 ② vedalla  (昆 陀羅， 

吠 陀羅， 有 明， 方 等經， 方廣， 智解） 〔九分 
敎の 一〕 18 11,181 
知 解して 曉了 せらるべき abhififia- padfifieyya 
15  47 

知 解' ふ anna  citta  (智 心， 解慧 心， 菩提心） 8 
66 

知 解而可 所曉了     Abh ほ fiaparififieyyarii 〔經〕 
15  47 

知見 fiana  dassana  (智 見) 一 9  346,  357； 10 

367; 11 上 12, 38， 39, 262， 263, 284; 18  80 
知見 淸淨 fianadassana-visuddhi  (智見 淸淨) 


〔七 淸淨の 一〕 9  269* 
知見 淸淨淸 淨勤支 nanadassana-visuddhi 
parisuddhi-padhaniyanga  〔九 淸淨勤 支の ——〕■ 
8  377 

知 根 afifiindriya  (具 知 根） 23  304 
知識 僑 rattafifiu- mada  (經驗 僑） 47  61 
知悉 せらるべき parmfieyya  (遍知 せらる ベ 
き） 15  47 

知者 ① janant  (正 知者） 7  221* ② vidvant 

(智者） 43  86°,  275;  44 117,128 
知人 sandi«ha  (親友， 同 見） 2  245 
知藏宫 herafifiika  (銀行家） 29  214, 215；  32 

67 

知 足 ① tuUhi 12  81 ② santu ひ hi  (喜 足， 滿 
足） 1 287;  2  341; 9 19,  375,  380;  47  448 
③ santuUha  (知 足 者， 喜 足 者） 1 32;  3  81, 
531; 4  2,  301,  302;  9  266;  22 下 54 ④ 
santutthita  (喜 足） 5  205;  8 143,  144;  62 
104,118,161; 〔11 下 16°; 19  203;  22 上 240， 
244,297,329;  22 下 124;  59 下 308〕 

知 足 者 santuttha  (知 足， 喜 足 者） 21 109， 
110, 114， 115;  23 152;  25  263 

〔知 足の 定型 句〕 6 106°；   9  323,  466; 10  96; 
18  365;  47  447 

知 足の '0   tuttha-citta  25 186 

① 知 足 論 ② 知 足の 稱說 ③ 知 足の 話 
santutthi  katha  〔十 論 事の 一〕 ① 11 下 132, 
135;  22 上 3， 10，  297；   22 下 23;   42  332;  43 
348;  59 下 210 ② 9  266 ③ 23 141 

知 他心 神變 adesana  -  pat  ihar  iya  (記 心 示 導' 
記 心神 變， 記說 神變， 觀察 他心 神變） 〔三 神 
變の 一〕 8  299 

知的 vhifieyya  (淸徹 ） 〔八 音の 一〕 7  240 

知遍知 fi お a  parififia  42  74°，79；  43  267;  44 
191°, 195°;  64  314, 319, 320， 463° 

〔知遍 知 一法 住智〕 64  314 

知 法 者 dhammassa  annata 11 下 371 

知 報 katavedita  (感 恩） 22 上 296 

知 無 有 nata  vibhuta  43  36 

知友 比丘 本 生物 語 Mittavinda-jataka  (一 〇 
四:） 29  297° 


(606) 


知， 桎， 恥， 笞, 智一チ 


知友 本 生物 語 Mittavinda  jataka ① （八 二） 

29  202° ② (三 六 九） 32  90° 
知 量 mattannuta  5  205 
桎 pSsa  (罠， ま^, 編 索， 係 蹄） 1 102  - 
恥辱 ayasa  (譏， 惡聲） 2  346 
笞 daijcja  ('T^f 杖， 杖， 刀 杖， 棒， 罰， 刑罰） 

24 14 

笞刑 vadha  (殺， 殺戮， 殺害， 饈刑， 死刑） 
. 9  208 

爸' 刑 を 受けた る 者 kas さ- hata  3 127, 155 
笞杖 ① daucja  (杖， 棒， 罰， 刑罰， 笞， 刀 杖） 

11 下 383;  24 143,378 ② patoda- la^hi  6 

188 

智 ① fiaija  (慧， 正智） 1 154;  3 18*;  6  400, 
402;    8  305; 13  9， 12， 14, 15， 152， 154; 16 上 
411; 16 下 105,106,341*;  40  36°*;  41 15*, 
201; 43 127,321; 64  367  〔四 種〕 8  305  〔種 
種〕 33  412  〔慧 との 同異〕 59 上 84  〔識 との 
關係〕 18 181 〔定 との 先 後〕 17  359  〔想との 
關係〕 6  265 ② pafifiatti  (施設） 8 176* ③ 
parinna  (遍 知， 遍智， 知悉， 會 得智， 曉了） 
9 138* ④ vijj さ （明， 明 "兄， 學術） 6 149°* 
(5)  Nana  〔經〕 16 上 187; 16 下 105 
智慧 ① pafifiS  (惹， 般若） 10  282; 11 上 273; 
12  51,52,135;  22 上 336,337;  36 17,18,55, 
56 ② buddhi  (覺） 8  212,214 ③ saAkha 
(思念） 12  311 
<D 智慧 ある 者 ② 智慧 を 具す paMavant  (智 
慧者， 慧 有る 者， 慧 あり， 慧を 具へ， 有慧， 
具慧 者， 持慧 者， 有 智者， 智者， 怜' 1 利） ① 23 
192 ② 11 上 382 
智慧 界 pafifiSvacara  7 14,21,22 
智慧 獲得 panna-patilabha 16 下 325 
智慧 廣大 pafiM- vepulla  (慧 廣大） 16 下 325 
智慧 者 ① paflfiavant  (慧 有る 者， 慧 あり， 慧 
を 具へ， 有慧， 具慧 者， 持慧 者， 有 智者， 智 
者， 智慧 ある 者， 智慧 を 具す， 怜悧） 12  89; 
' 21 109, 110，  114， 117 ② medhavin  (有 慧， 

智者， 怜利， 怜 1 利） 2  224* 
智慧 成就 pafifi 卜 sampacm  (慧 成就， 慧 具足， 
慧圓 足） 9  30 


智慧 增長 pafifiS  vuddhi  (;S の 得） 16 下 325 

智慧な き 者 duppaiiiia         者， 智 劣れる， 

愚 純， 愚 凝， 劣 :1， 愚人， 無：！， 無 麓 者） 23 
192 

智惹の 完成 anna  sadhana 10  305 
智慧の 金剛 fiapa- vajira  25 195 
智慧の 力 pafiM- bala  (慧 力） 36 17,19 
智慧の 話 pafifiS  katM  (惹 論） 〔十 論 事の 一〕 

23 141 
〔智慧 は最 勝な り〕 32  320 
智惹 波羅蜜 ① Panna  parami ② paflaa- 

paramita  (般若 波羅蜜， 最上の 智 慈） ① 28 

42，  43，  97, 166；  30  294;  38  413;  39 1; 41 

237,238 ② 25  286 
智慧 問答 Pandita  panha  39  91 
〔智慧 論〕 57  394,  395,  397,399,400,402;  58 

125， 180, 181， 183， 390, 400 
智 劣れる duppafifia  (悪慧 者， 智慧な き 者， 

愚鈍， 愚 凝， 愚人， 無 慧， 無慧 者） 15  372* 
智行 fiaija- cariyS  40 135°*,  163*;  41 392 
智 行者 figija- cari は 43 163,316；  44  294 
智解 vedalla  (吠 陀羅， 毘 陀羅， 有 明， 知 解， 

方廣， 方 等經） 〔九分 敎の 一〕 19 119,147 
智 解脱 fi き ija  vimokkha  40  382* 
智 解の 論 vedalla  kath き 19 147 
智見 fiSija- dassana  (知見） 1 151; 2  41； 3 

17;  6 113，  114,  249; 16 上 187; 16 下 342; 

19  26,27,173,174;   20 199;   21 241*  〔六 障 

礙〕 20 199 

智 見淸淨 ① nanadassana-visuddhi  64 12, 
143, 286, 430°*, 440;  65(11)  82, 84;  [64  430。〕 

• ② parisuddha-nanadassana  4  287; 19 173, 
174 

〔智見 淸淨の 威力〕 64  440° 

智 見淸淨 の解釋 Nanadassanavisuddhi  - 

niddesa  64  430° 
■ 智劍 ① nana  khagga  59 下 305 ② nanasi 

62  397 

智賢 Paijc^ita  〔童子〕 33  269 
智眼 ① nana-cakkhu  63  403,  413 ② cakkhu 
59 上 21 (3)  panna-cakkhu  (慧眼） 15  445 


(  607  ) 


チ 一智， 置， 馳， 遲， 癡 


智光 N きひき loka  〔佛〕 27 183 
智事 Nanassa  vatthuni  〔經〕 (― ) (二） 13 
82,86 

智者 ① nipaka  (常 委， 愼 しみ 深き） 44  37, 
136 ② panna  39  55* ③ pannavant  (具 
慧者， 有慧， 有 智者， 慧 有る 者， 慧を 具へ， 
持慧 者， 智慧 者， 智慧 ある 者， 怜 倒） 15  376* 
@  pau(?ita  (智 人， 賢者， 有 智者） 17 132*; 
18  4*  〔二種〕 17 132* ⑤ medhSvin  (智慧 
者, 有慧， 怜利） 2 11*，  20 ⑥ vidvant  (知者） 
10  41*;  42 137° ⑦ fiapa- vada  8 16, 17,21* 
智者 上座 pandita  thera 18  41 
〔智者と 幸運 者との 優劣〕 39  55 
〔智者と 三學 との 關係〕 17  379°,  381, 383 
智者 內證 paccattaih  veditabbo  vinnuhi 17 
254* 

智所依 fiaija- vatthu  43  3* 

智心 afifiS- citta  (知 解 心， 解 慈心， 菩提心） 

11 下 305,306 
智心不 相應論 Naparii   cittavippavuttan  ti 

katha  58 181" 
智人 paij^ita  (智者， 賢者， 有 智者） 17  90， 

165* 

智相應 fiSija- sampayutta   47 178, 179, 181; 

49 186*，  350;  65(11)  3,13,16,22,26,33 
智相 應異熟 nanasampayutta  vipaka  50  370 
智相應 nanasampayutta  citta  45  356,357 
智相應 善 nanasampayutta  kusala   50  367, 

368 

智相應 大異熟 nanasampayutta-mahavipaka 
50  479 

智相應 唯 作 nanasampayutta  kiriya  50  367， 
368 

智 たり fi さ pa  bhQta 15 154;  22 下 151,200 
智禱 nana-vivatta  40 185, 186,  423 
智返 轉の智 fiapa- viva け e  nanam  40  4， 183° 
智德 成就の 人 vijjacarana  sampanna  (明 行 
' 足， 明 行 具足， 明 行 具足 者， 明と 行と を 具足 

する もの ） 6 148*  ^ 
〔智は 心 不相應 なり〕 58 181 
〔智は 無 所緣な り 〕 58 125 


智 不相應 fiSi:ia- vippayut は 47 178,179,181; 

49 186*,  351;  65(11)  3, 16,22,26 
智不相 應異熟 fiapavippayutta- vipaka  50  370 
哲不 相應心 nanavippayutta  citta  45  355, 

357,370     他； 58 180,181 
智 分別 Nana  vibhanga  47 1° 
① 智遍滿 神 通 ② 智遍 滿神變 fi さ ひ a- vipphar さ 

iddhi ① 41 109, 150, 159° ② 63  310,311° 
智母を 持せ る m お ikS- dhara  (摩 夷 を 持せ る， 

摩 夷 を 持し， 論 母 を 持す る 者， 持論 母 者） 》 
385，  388 

智寶 fiSija-ratana  59 上 221,223* 
智無 所緣論 Nanarh  anarammanan  ti  katha 
58 125° 

智 律儀 nana-samvara  62 14,15 

智路 figija- patha  24  336;  43  24 

智論 ① l^apa- katha  40  7°;  58 180°,  390°, 
400° ② nana  vada  22 上 128 

智を 生じ fiapa- karam  (眞智 を 生ぜし め） 3 
18， 19; 16 下 339,340 

置 止 thapan き 63  97, 104°* 

馳驅 sammadda  2  253;  22 上 318 

遲鈍 ① manda   (愚鈍 者， 鈍） 10  369  (D 
mandatta 19 165 

m ① moha  (愚 錢， 愚 さ ） 1 4， 154*,  308*， 
403;  2  41*, 61, 246, 384;  3  412,413;  4 130， 
255,268;  5 11,286°;  7  315; 11 下 427*; 17 
164,495; 18  447;  19  389;  20  230,410;  21 
323;  22  h 194,262*;  22 下 275,  351; 23  242°, 
249°, 252;  44  20， 342, 454°, 497;  45 110°， 
278°, 314°;  47  86°;  53 1*,6*,208*；  54  288*, 
322,331; 64  62。，  310;  65(11)  11,12,63  〔定 
義〕 45 110, 278°, 291°, 301°, 314;  46 106;  47 
86°  〔擬一 慧觀〕 20  220 ② Moha  〔章〕 21 
323 

癡因 moha  hetu  58  298,300 
癡火 mohaggi  3  62;  8  296;  20  285 
癡 狂者 ① ummattaka  (狂者， 狂人， 顚 狂者， 
顚 狂人， 發 狂者） 1 167,  195,  218,  242;  2 
287,302*,  346,  363 ② ummattikS  2  420, 
474,559*,  561 ③ ummatta 1 210;  2  6 


(608  ) 


療， 誓， 近， 力， 竹,. 畜一 チク 


癡行 moha  cariya  62  204,  205 

癡 行者 moha  carita  43 163,  316;  44  294;  62 

162, 204*, 208*, 217, 228;  63  53;  65(11)  78， 

79 

癡具行 moha  sahagata  57  271 
擬根 moha- mma  64  35;  65(1 り 2 
癡者 ① avijj さ- gata 10  40* ② bSla  (愚者， 
愚癡 者， 愚 夫， 狂 愚） 34 182*    ,®  mii!ha 
(愚 癡， 癡冥） 1 72;  22 上 38 ④ sammulha 
9  436 

癡趣 mohagati    (癡 道， 愚 療不應 行， 癡不行 

處行， 愚凝のゾ！^道） 22 上 28 
癡障 moha- kificana i、 三 障の 一〕 8  296 
癡リ [>〔 者〕 mulha  citta  4 138 
癡箭 moha- salla  43  246°,  249 
癡調 伏の 行跡 mohavinayaya  patipanno  ll"f 

424,425 

① 癡道 ② 癡不 行處行 mohSgati  (癡 趣， 愚 
癡不應 行， 愚癡の 非道） ① 8 170 ② 8  307 

癡不 善根 moha-akusalamula  〔三 不善 根の 一〕 
8  294; 17  328。 

癡呆 ja!a  (愚 癡） 18  440;  21 105 

癡冥 mQ!ha  (癡 者， 愚癡， 狂亂） 2  29;  8  68, 
69 

癡蒙住 著 sammohabhinivesa  (迷妄 現 貪) 64 
355,465 

誓 ① sapatha ひ 兄詛， 呪詛の 誓， 宣誓， 詛誓） 

35 161, 162, 163，  368，  387 ② patthana  (希 

望， 'ほ 望， 冀求） 36  299* 
近 き 因緣 物語 Santike-nidana  28  3， 163° 
力 th お na  (勢力， 確立， 剐毅） 23 192 
〔カ强 き 人が 弱き 人 を 制する 譬喻〕 9  424 
〔カ强 き 人と 羊の 譬喻〕 9  396; 10 141 
竹 葦 variisa- na!a  59 上 233* 
〔竹 葦の 譬喩〕 59 上 233*  • 
竹ェ vei:ia  (賤民， 竹師， 竹 匠， 竹 籠 作り， 竹 

細工 〔人〕） 11 上 201,202,242; 11 下 217;  59 

下 188 

竹拮本 生物 語 Tacas さ. ra- jataka  (三 六 八） 32 
86° 

竹 桐， velu-vata  4  236 


竹師種 vena-jati  2  9*, 19 

竹 蛇 本 生物 語 Vejuka  jataka ぐ 四 三） 28  477° 

竹 匠 veija  (竹 ェ， 竹師， 賤民， 竹 籠 作り， 竹 

細工 〔人〕） 17 175; 18 149;  20 141; 47  436 
竹叢 ve}u- gumbha  (竹林） 25 114 
竹筒 na!ika  (藥 袋〕 4 178 
竹榻 bidala  mancaka  4  229 
① 竹 皮 ② 竹篦 ve}u- pesikii ① 4 178 ② 

7  373 

竹 布 viliva  patta  4  396 

竹棒戲 vaihsa  (竹） 43 173,350,390;  44  468 

竹 葉 ve!u- patta  3  335 

竹林 ① Ve}uvana  ( = 竹林 精 舍， 竹林; 30 蘭陀 
園） 1 175;  3  70,245;  8  237;  9  266; 10 169, 
204,320; 11 上 1, 36,  244,  367; 18  64,302, 
314;  23  89;  27  409;  28  282;  29  36,40,116, 
220,  322，  405 其 他； 30  59， 114, 165,  255 其 他； 
31 182，  278,  359，  467,  494,  509,  529;  32  40，  83, 
106,  228,  276,  424;  33  251,283;  34  211; 35 
71,93,338;  36  25,28;  37 1,4,9,45;  60  28, 
184,245 ② ve!u- gumbha  (竹叢） 25  271 

〔竹林 園 を瓶沙 王が 奉獻〕 3  70;  28 180 

① 竹林 迦蘭陀 園 ② 竹 (卞 迦蘭陀 園 ③ 竹 
林 迦蘭陀 迦尼婆 波 Veluvana-Kalandaka- 
nivapa  (竹林 栗 嵐 養 餌 所， 迦蘭陀 竹林 園-竹 
林 園， 栗鼠 養 餌 所， 迦蘭陀 園） ① 3  245,371, 
472;  4 117,162,225,433,443;  14  188,196, 
385; 16 上 268，  269;  22 下 65;  23 128,129， 
146,157,162,181,202,236 ② 11 上 357; 15 
33,62,  91， 354; 16 上 3,28，  407; 16 下 223， 
376;  58  338 ③ 10  22 

① 竹林 村 ② 竹林 邑 ③ 竹林 叢 

Beluvagamaka ① 7  65,  66 ② 22 下 323 ③ 
16 上 371, 372 

竹林 栗鼠 養 所 Veluvana-Kalandaka-nivapa 
(竹林 迦 蘭陀迦 園， 迦蘭陀 竹林 園 = 竹林 園， 迦 
蘭陀 園， 栗鼠 養 餌 所） 12  88， 110,  181，  183, 
184, 203, 274, 276, 279, 280, 284, 334,  370，  371， 
402;  ■ 13  26， 80， 173, 318, 319 

畜獸 ① pasu  (家畜， 畜生， 默類， 牛馬， 牛， 
牡牛） 3  284 ② pasuka  (山羊 ） 4  236 


(609) 


チ クー 畜， 蓄， 築， 父に 乳 


畜生 ① tiracchana  (畜生 類） 47  50;  64  219, 
227 ② tiracchana- gata  ((旁 生， 畜生 趣 ） 1 
35, 126,205*;  2 10*,  20;  3 148,152,164,214, 
241,296,534,556,558, 560;  4  265;  5  55; 11 
下 214-216°，  359;  25  306;  58  396,397;  59 下 
49,135,160 ③ tiracchana- yoni  ((旁 生， 畜 

生界， 畜生 趣， 畜生道， 畜生 族） 〔五 趣の 一〕 
6  322*;  8  313;  9 120,122; 10 163,164; 11 
上 253; 11 下 231; 12  47; 13 100, 103，  105; 
14  362*; 15  266; 16 上 5,8; 16 下 220,241*, 
254,  268*,  414*;  21 103, 139;  22 上 39*，  85*; 
22 下 94,214,217;  25 101; 29  29,235;  35 
213;  58  63,215,216,427* ④ tiracchina - 
yonika  (畜生 界， 畜生 界の） 42  55， 119，  120， 
143, 167,197,322,376;  43  98,234  ©  pasu 
(畜 獸， 家畜， 獸類， 牛馬） 25  53 
畜生 界 tiracchSna- yoni    (畜生， 畜生 趣， 畜 

生 族， 畜生道） 62  206;  63  410;  64  77,123; 
65(11)  40 

① 畜生 界 ② 畜生 界の tiracchana-yonika 
(畜生） ① 43  84，  236，  255，  334，  373;  44  23, 
58,59,95,281,372,400,431 ② 42  24,53,66, 
197, 198,220,314 

畜生. 趣 ① tiracchana- gata  (畜生， i' 旁 生） 47 
175*;  57  48 ② tiracchana  yoni  (畜生， 畜 
生界， 畜生道， 畜生 族） 8  344; 11 上 381 

畜生 呪 tiracchana-vijja  (畜生 明， 賤 劣學， 
無益 徒勞の 明） 2  493;    4  212;    5 109,  110， 
130,131 

畜生 世間 tiracch れ ayoni-loka  43   239,  240; 

44 18,20,172,300 
畜生 說 tiraccMna- katM  (畜生 論， 無用 論， 

無益 徒勞の 話） 21 5,8 
① 畜生道 ② 畜生 族 tiraccMna- yoni  (畜生， 

畜 学界， 畜生 趣） ① 7  58,  59;  25 169 ② 25 

412 

畜生 男 ① tiracchanagata  2  343 ② 
. tiracchanagata  purisa 1 44* 
畜生 女 ① tiracchanaga ほ 1 203;  2  31 ② 
. tiracchanagatitthi 1 4  4 ザ 
畜生 物 tiracchanagata- par  iggaha 1 89 


畜生 明 tiraccMna- vijjS  (賤 劣學， 畜生 

無益 徒勞の 明） 14  386* 
畜生 類 tiracchana  (畜生） 28 108 
畜生 論 ① tiracchana- katha  (無用 論， 無益 

徒勞の 話， 雑談， 遮 道の 論擊， 俗語， 畜生 說, 

無駄 議論） 3  333; 16 下 337°;   22 下 22,98, 

105;  58  396°; 〔10  358; 11 下 132〕 ② 

tiracchanayoni  katha 11 下 216 
蓄財 鬼 事 Bhogasariihara- petavatthu  25 103 
蓄財の 欲 sannidhikaraka  kama  22±  28,  30 
築城 者 nagara- va44haki  59 下 187,188 
父 ① pitar 13  262; 18  6,7 ② Pi ほ 〔經〕 

13  277,358 ③ Petteyya  〔經〕 16 下 404 
父親の 里 pettika  visaya  (父祖の 地， 父母 境 

界， 父祖の 境界） 30  92 
① 父に 護ら れ 〔たる 女〕 ② 父の 護る 女 pitu- 

rakkhita  (父 護 女） ① 10  3,5 ② 11 下 34,35 
父の 命 を 奪 ふ pitaram  jivita  voropeti  (父 を 

殺す， 父 を 殺害す） 11 下 61 
〔父の 死 を 悲しめる 優 婆 塞〕 33  391 
父の 父 pitu- pitar 13  262 
〔父 は 年老いて 追放 せらる〕 33 149 
父 を 敬 ふ こ と petteyya1:a  23  69 
① 父 を 殺す ②父 を弒す pi ほ jivita  voropito 

hoti ① 19  205 ② 20  207,  212 
父 を 殺せる 者 petti-ghatin  36  268 
① 父 を 殺害す ②父 を弑す pi は ram  jivita 

voropeti  (父の 命 を 奪 ふ） ① 17  39 ② 18  410 
〔父 を 養へ る 優 婆 塞〕 33  263 
乳 khira  (牛乳） 2 140,  319,  559;  3  428;  5 

120;  6  286,287; 11 下 172,176; 13  233; 14 

430*; 18 167; 19  306,308;  22 下 93 
乳 入 karhsupadharana  7 186* 
乳牛， 乳兒， 乳色， 乳 粥， 乳樹， 乳 飯， 乳 米 等 

〜二 ユウ 

①乳桶 ②乳器 upadharaija ① 22 上 62 ② 39  322 
① 乳と 水との 如く ② 乳と 水との 合して 存す 
る が 如 く    khh-odaki  bhQta  (乳 水の 如 く  ， 

乳 水 和合， 水 乳の 如く， 水と 乳との 如き 性） 

①  3  609;  9  363,364; 11 上 161; 19  90,144 

②  10 179 


(610) 


乳， 茶， 嫡， 擇， . 中ーチ ュ ゥ 


(乳 等の S 喩〕 13  233 

学 thana  4  391; 11 下 176; 18  362;  24  40; 

25  380;   27  411; 36 163,327,386;  37 197, 

201,353,354,428;  38  436;  39  224,269,  466, 
. 467;  47  444;  63  46,53,262,264 
(乳房よ り 乳 を 搾る， 喩〕 11 下 176 
茶碗 pati  (鉢， 艱） 28  229* 
鏑子 （Myada    (相續 者， 相續 人,， 後繼 者， 後 

m, 嗣續 者） 19  360  , 
擇慈 ① nibbedhika  panna  (決 擇慧， 明達 慧， 

達智， 鋭智， 透徹せ る 智;！ ）  42 139,270 ② 

nibbedhika  pannata 17  68 
擇 惹 者 nibbedhika- paiifia    (決 擇慧 者， 決慧 
. 者， 貫通 慧者， 徹する 智慧 〔者〕， 透徹す る智 

慧者） 43 159,312;  44  234,291,369 
(D 擇法 等覺支 ② 擇法覺 支 dhammavicaya - 

sambo jjhanga  (法 研鑽の 覺意） 〔七 等覺 支の 

一〕 ① 8  330; 11 下 93，  94 ② 16 上 249*， 

303*, 311°;  46  323°,  324, 326°;  59 上 191; 62 

259*  〔生起の 七緣〕 62  261 
擇滅 patisankha-nirodha  57  294* 
擇カ patisaiikhana  bala   (簡擇 力， 思擇 力， 

思惟 力） 41 101° 
中 ① majjha  (中正の 道） 13  88*,  93*,  112*; 

14  212;    20 158*   〔非 有 非 空〕 14  212 ② 

majjhima  〔戒〕 62  28  〔定〕 62 175  〔道〕 13 

25,33 

中位 比丘 majjhima  bhikkhu  (中臘 比丘） 22 

上 241* 
中 有 antara  bhava  58  64* 
〔中 有 あ り〕 58  65 

中 有 論 Antarabhava  katha  58  64° 

中戒 majjhima- sila  6  7,  97 

中界 majjhima  dhSlu  〔三界の 一;） 8  295; 13 

227; 17  365,367  • 
中 腔 章 Kucchicakka  〔章〕 1 194 
中間 Lokantarika  (中間 世界， 世界中 間， 世 
, 中間， 世界の 涯の， 口一 カン タリ 力） 〔地獄〕 

28 160  ' 
中間 罪 antarSpatti  5 196 
中間 世界 Lokantarika  (中間， 世界中 間） 〔地 


獄〕 16 下 387 
中間 占 antara- cakka  59 上 357 
中間 般涅樂 〔者〕 antara  parinibb さ yin  (中 般湼 

梁） 17  382,384;  20  248，  250,  318，  319，  407; 

22 上 41; 22 下 11 
中 五十 經 Majjhima-PaiifiSsa  〔相應 部經〕 14 

83°,  115,245 
中更 majjhima- yama   (中 夜， 中分) 59 上 

81,200 

中 劫 antara  kappa  6  82 

中國 ① majjha  3  348,349 ② majjhima - 

janapada  3  555; 16 下 403; 17  52;  21 104, 

105;  57 134,136 
中國 〔語〕 人 ariyaka 1 43 
中國に 住し patirQpa-desa- vasa  8  363 
中 根 者 majjhimindriya  64  494 
中 思 魚 本 生物 語 Mitacinti- お taka  ( —— 四） 

29  326° 

中捨 ① majihattupekkha  62  293,294,317, 
318°,  332 ② tatramajjhatta ほ （中 捨性， 處 
中性） 65(11) 11 〔定義〕 46  327,370° 

中捨性 tatramajjhatta ほ （屮捨 ，處 中性 ） 64  59° 

中傷 者 paribhedaka  36  ？ 17 

中' 條 vivatta  3  501 

中正の 道 majha  (中） 65(111)  39 

中 千 世界 sahassa  majjhimaKa  lokadhatu 
(= 中二 千 世界） 43 159,312;  44  291 

中 善 majjhe  kalyanam  3  37,64;  62  8 

中道 majjhima  patipada  3 18,19;  9  22,  23; 
11 下 320,321; 16 上 36; 16 下 339,340; 17 
488,  490°,  491°;  41 75;  62  9,62,426,433;  64 
163 

中道の 習 行 majjhima  patipattiya  sevana  62  9 
中二 千 世界 dvi sahassi  majjhimika 

lokadhatu  (= 中 千 世界） 17  372。 
中年の 女 majjhimitthi 12  210;  28 168 
① 中 般湼樂 ② 屮般 淫 樂者 antara- 
parinibbayin   (中間 般 湼樂） 〔五不 還の 一〕 
① 8  316; 16 上 253，  254; 16 下 68，  69， 142, 
272; 18  236;  40  261,  262;  47  361,  381°, 
185,472;  57 145， 146， 282， 283， 312， 352, 373; 


(611) 


チュウ 一中， 仲， 时， 宙， 注， 忠， 炷， 偷 


64  494 ② 16 下 15*， 21; 58  64,70 
中 鉢 majjhima-patta 1 412;  2  394 
① 中部 ② 中部 經典 Majjhima- nikaya ① 

59 上 207;  59 下 84;  62 192, 193;  65(1)  21, 

23,35,36° ② 9 1° 
中部 義疏 Majjhimatthakatha  62 143,364; 

64  209 

① 中部 誦者 ② 中部 師 Majjhima- bh さ paka 

①  59 下 203;  62 192;  63  420 ② 63  92, 111 
中部 地方 Majjhima-desa  28 104° 

中分 majjhima-yama  (中 夜， 中更) 23 167 
① 中分 五十 經篇 ② 中分 五十 〔經〕 Majjhima- 
pannasa,  Majjhima  pannasaka ① 10  85° 

②  62 192,401 

中 法 majjhima  dhamma  45  2，  271°,  356°; 

47  233;  52  221*;  56  354 
① 中 夜 ② 中 夜分 majjhima- y§ma  (中更， 

中分） ① 3  2; 11 上 44,  45;  40  50;  42 100; 

43 144, 188,354.365;  44  51,206,486,488 ② 

21 71 

〔中 夜の 光明の 響險〕 20 168,169;  25 108 

中庸 majjhatta  64  401* 

中略 品 ① Antara- peyy き ia 13 193 ② 

Peyyala  vagga 15  369,375,379 
中臘 majjhima  (中位） 1 36;  2  342 
仲介 人 pahma  (使丁）  6  7,11,97,101 
肘 ① dhanu  (弓） 〔尺度〕 7 175 ② kukku 

〔尺度〕 16 下 375 ③ hattha  〔尺度〕 26 178 
宙返機 mokkhacika  (逆立ち， 逆立 数） 9  462 
注意 samann5Mra  (存念） 9  338，  339 
注意して sakkacca  2  308 
注意 品 Sakkacca  vagga  2  315 
〔忠告 を 守らず して 破滅 28  496 
住 vatti  (燈 炷， 燈心） 11 下 344,392,393; 13 

126-127， 128; 14 199 
偷盗 ① adinnacmna  (不與 取， 窃盗， 與 へら 

れ ざる を 取る） 3 142;    6  374;    8  85,88,91; 

42  54，  58，  68，  77  〔報 果〕 16 上 62 ② theyya- 

sankhata  3 165 
偷盜者 adinnadayin  (不興 取 者， 與 へられ ざ 

る を 取る 者 ） 6  203;  7  369*; 11 下 286 


〔偷 盗と その 果〕 16 上 62 

偷 羅低舍 Thullatissa    〔尼， 迦葉を 批難〕 13 
316， 318， 320, 321 

①  偷 羅難陀 ② 偷 蘭難陀 Thullanan お 〔尼〕 
① 1 108;  2  404;  29  423,426,427 ② 2 105, 
346,  349，  360,  363,  372,  386,  388*,  397,  399, 
402，  412, 413, 415, 418, 437, 442,  453，  458，  459， 
461, 462, 465, 468, 470，  471, 486, 488, 489，  490, 
499, 523, 525, 534, 536，  537, 538,  539;  5  92, 93, 
94*  〔第二 十九 波 逸提， 斡旋 戒を 犯す〕 2 105 
〔尼 波 羅夷ニ を 犯す〕 2  346  〔尼 波 羅夷三 を 犯 
す〕 2  349  〔尼僧 殘ーを 犯す〕 2  360  〔尼僧 殘 
二 を 犯す〕 2  363  〔尼僧 殘四を 犯す〕 2  372 
〔尼僧 殘九を 犯す〕 2  386  〔尼僧 殘ー 〇 を 犯す〕 
2  388*  〔尼 捨墮ニ を 犯す〕 2  397  〔尼 捨墮三 
を 犯す〕 2  399  〔尼 捨堕四 を 犯す〕 2  402  〔尼 
捨墮五 を 犯す〕 2  404  〔尼 捨堕ー 〇 を 犯す〕 2 
412  〔尼捨 堕 一一 を 犯す〕 2  413 ひさ 捨堕一 二 
を 犯す〕 2  415  〔尼 波 逸 提ーを 犯す〕 2  418 
〔尼 波逸提 一四 を 犯す〕 2  437  〔尼 波逸提 一六 
を 犯す〕 2  442  〔尼 波逸提 二三 を 犯す〕 2  453 
〔尼 波 逸 提ニ六 を 犯す〕 2  458  〔尼 波 逸 提ニ七 
を 犯す〕 2  459  〔尼 波逸提 二八 を 犯す〕 2  461 
〔尼 波 逸 提ニ九 を 犯す〕 2  462  〔尼 波 逸提三 〇 
を 犯す〕 2  465  〔尼 波 逸 提三三 を 犯す〕 2  468 
〔尼 波 逸 提三四 を 犯す〕 2  470  〔尼 波 逸 提三五 
を 犯す〕 2  471 び さ 波 逸 提四五 を 犯す〕 2  486 
〔尼 波 逸 提四六 を 犯す〕 2  488  〔尼 波 逸 提四七 
を 犯す〕 2  489  〔尼 波 逸 提四八 を 犯す〕 2  490 
〔尼 波逸提 五三 を 犯す〕 2  499  〔尼 波 逸 提六八 
を 犯す〕 2  523  〔尼 波 逸提七 〇 を 犯す〕 2  525 
〔尼 波 逸 提七七 を 犯す〕 2  534  〔尼 波 逸 提七八 
を 犯す〕 2  536  〔尼 波 逸 提七九 を 犯す〕 2  537 
〔尼 波 逸提八 〇 を 犯す〕 2  538  〔尼 波 逸 提八ー 
を 犯す〕 2  539  〔本 生物 語〕 2  419 

① 偷蘭遮 ② 偷蘭若 thullaccaya  〔罪科〕 ① 
1 46*, 78*, 124*, 163*, 195*, 284*;  2 14，  344*, 
352;  3  233， 236， 237, 303*， 380, 381， 384， 531, 
532;   4 129, 130, 170, 260*, 307, 362;   5  53*, 
54*, 60, 68, 80, 85， 121*. 141*, 199, 254°;  62  45 

②  2  362 


(612) 


偷， 晝， 厨， 註， 稠， 鍮， 蟲， fj,  ryr 貯ーチ 


偷蘭 遮罪聚 thullaccayapattikkhandha  5  78, 
80,136 

偷蘭 遮犯戒 者 thullaccaya  ajjhapanna  2 14 
晝住 diva  vihara   (日 住， 晝日 坐， 晝日 住， 

日中の 安息， 日中の 休息， 日中の 止 {!•:, 盡の 

休息， 午後の 休息） 24  258 
晝想 divS- safifiS  (晝日 想） 18  81 
晝変 paricchattaka    (波 利 夜 怛邏， 波 利 質 多 

羅， 波 利闍多 伽， 婆利闍 多迦， 跋里耶 多羅 迦， 

珊瑚 樹） 〔樹〕 24  21,491; 36  286;    38  453; 

43  303,308;  44  475;  62  406 
晝度 樹天宮 Paricchattaka  vimana  24  491 
〔晝 度樹 のき 喩〕 20  37";  24 16;  26 16,21 
晝度樹 品 P さ ricchattaka-vagga  〔天宮 事經〕 

24  472°, 492 
①晝日 坐 ②晝日 住 div る- vih お a  (晝 住， 日 

住， 日中の 安息， 日中の 休息， 日中の 止 住， 

午後の 休息， 晝の 休息） ① 14 146,380; 16 下 

379 ② 21 173, 175;  22 上 141 
晝日想 divS- safiA さ （晝 想） 16 下 132，  134， 

135, 136 

晝夜 ratti-diva  8 104, 105, 110 
〔晝夜 季節 年 時の 發生〕 8 105,110 
晝 夜の 回轉す rattindiva  parivattanti 18 129, 
130 

m    bhatta  geha  39  46 

厨屋 odaniya  ghara 1 96 

厨士 ① sQda  (料理人， 司 厨） 16 上 369,370 

② SQda  〔經〕 16 上 369 
厨 司 pakka  35  404 
厨 人 さ! さ. rika  (料理人） 36  313,334,338 
① 厨房 鹽 ② 厨 盛 ubbhida  lona ① 5  201 

② 3  357 

註釋 0)  atthakatha  (註釋 書， 註解， 註疏， 
義疏， 義解， 釋義 書） 56  522;  '59 上 25 ② 
vannana  33  77 ③ samvannana  65(1)  4*, 
55,67 

① 註釋書 ② 註解 ③ 註疏 aWhakatha  (義 
疏， 義解， 釋義 書， 註釋） ① 37 159;  60  378 
② 61 60,63,491 ③ 61 39 

稠林 gahana  (淵叢， 藪， 密林） 17  248,249, 


250;  20 114 
鍮石所 成 k お a  maya  (〜玻璃） 3  337;  4 173 
錄所成 kaihsa  maya  3  337;  4 173 
鍮鉢 kariisa  pati  (銅 鉢， 銅盤， 靑 銅の 鉢） 

22 ヒ 62 
錄 物 kariisa  bhanda  4  205 
鍮蔵吒 Thullakotthi は 〔村〕 11 上 72* 
蟲 ① paija  (生物） 2  77, 198;  5  35,68 ② 

panaka  3  481 
① 蟲瞰想 ② 蟲衆想 pu!avaka  sanna  (蟲 

啖想， 瞰, ① 8  305;  22 上 349;  22 下 274 

② 59 下 189 
蟲聚相 pi^uvaka  62  221;  65(11)  78 
蟲蛇 siririisapa   (蛇， 爬行 類， 爬蟲 類， 頭 匐 

者， 毒蛇， 蝎蛇， 匍 行， 匍 行者） 2  205,518; 

3 132 

蟲啖想 pu!avaka-safifia  (！ &瞰 想， 蟲聚 想， 瞰 
想） 17  62; 18  29;  40  80, 157;  45  77 

蟲卵 おお ika  9  384,387,388;  22 下 330,331, 
334,335 

蟲卵を 除かず na  asatikam  safeta  9  384;  22 
下 331 

蟲卵を 除く  as さ Ukarfi  sat-ta  9  387;  22 下 335 
蟲類 ① kimi  (蛆 蟲， 屍蟲） 25  411 ② pu!ava 

(蛆蟲 ） 24  254 
籌 ① sa ほ ka  (食券， 食符, 籌符， 弓箭） 3  208; 

4 153, 178, 269, 304, 305, 311, 314,  315;  5 199; 

19  218,219;  26 149;  28  252*;  38  5 ② kusa 

(草， 吉祥 草） 1 94 
籌食 sa ほ ka  bhatta   (籌符 食， 行籌 食） 30 

356;  38  5;  62 131 
① 籌 食堂 ② 籌室 sa ほ kagga  (配 食堂） ① 

60  259 ② 28  252* 
壽粥 salaka-yagu  38  5 
籌符食 sa ほ ka-bhatta  (籌 食， 行籌 食） 2 120， 

125,295; 16 上 24* 
籌量者 pamaijika  20  95,  96;  22 下 36* 
柠衣 bhaiiga   (麻布， 粗 麻， 大麻 布） 3 102, 

164 

貯ス 池 udaka  vara  62  241 

貯藏 sannidhi  (貯蓄） 2 137*;  43 181 


(613) 


チョー 貯， 緒， 儲， 兆， 町， 長 


貯藏處 nihitatthana  42  6 

貯藏 せし sannidhi- k さ raka  (蓄財） 2 138 

好藏欲 sannidhi-chanda  43 12° 

貯蓄 sannidhi  (貯蔵） 19  310;  20  307* 

① 貯畜物 ② 貯蓄 物 sannidhi- k さ ra ① 6 

7 ② 6  98; 19 151 
緒 ni お na  (因 緣， 因， 因由， 序） 17 129 
儲 提挈麗 Jotipma  (光 護， 護 明） 〔傳。 外〕 

20 123, 124, 125,394 
兆 相 nimitta  (相， 前兆， 徵， 徵相， 相貌， ト 

相， ト占， 瑞兆， 標識） 6  311，  312;  26  80; 

27 179;  59 下 141* 
兆 相の 占 ひ uppSda  (前兆 占， 豫占， 天變 地異 

判斷， 吉凶の 兆， 變事） 6 11,101 
® 町村 論 ② 町村の 話 ③ 町 論 nigama- 

katha  (聚落 論， 村里 論） 〔無用 論の 一〕 ① 

2  260;  8  48 ② 6  9,100 ③ 11 上 1，28,36； 

11 下 132;  43 175,184,348;  44  433 
町 縛 nigama-bandhana 1 76 
長 阿 含 DigMgama        長部經 典） 〔經〕 61 

522,544 

長 衣 ① atireka  civara 1 329*；  3  504,505; 

5 13,56 ② ayataC  civara  J 1 366,370 
長經^^   Dighacahkama  〔寮」 60  259 
① 長崛 ② 長 堀 女 sikharam ① 1 217 ② 

4  403 

橋 aroha-mada  47  61 
g 廣 aroha  parinaha 18  436* 
ほ 根 lambin 1 56 

長 災拘薩 羅王本 生物 語 Dighitikosala- _m は ka 

(三 七 一） 32  97° 
長 作 Digha- KarSyapa  〔御者〕 11 上 157,158 
長 じたる 處女 thQla  kumSri  (年長 童女， 邁年 

の 童女， 淫女） 43  349 
長 時の 問 Dighamaddhana  panho  59 上 101 
長 膝 DighajSnu ① 〔拘利 人， 塞， 現當 二世 

の 安 穩の因 を 沸よ り 開く〕  21 205 ② 〔經〕 
21 205 

長畚 setthin  (財 宫， 司 財官） 2  285;  3  28*, 

476;  30  397,398  *** 
(長者 ァ一 ラーと 龍王， 國 王との 問答〕 36  86 


長者 火 gahapa は ggi  (居士 火 ） 20  285,290° 
〔事〕 長者 行 gahapati  (居士）  20  65 
〔長者 子と 妓 女と 出家 成 阿羅漢〕 29  340 
〔長者 子と 寶瓶〕 31 265 
〔長者 子の 忘恩と 黄金 鹿〕 34  212 
〔長者 子の 無 信仰と 航海と 堕獄〕 33 197 
〔長者 子等， 鳥 を 食 ひて 王， 将軍， 出納 官 となる〕 
33  254 

〔長者の 一切 施と 帝釋〕 31 523 
長者の 子 setthi- putta  3  26 
〔長者の 子 は 果皮 を 貪りて 死す〕 37  268 
〔長者の 辟支佛 への 施 食と 悪魔〕 28  449 
〔長者の 婦娘 娠と僞 り， 捨兒を 拾 ひて 育つ〕 33 
252 

長壽 ① jivatu  4  212 ② dighayu  (長壽 者） 
11 下 227,275*; 19 104* ③ dighayuka  8 
194; 14  393*, 400*, 406*, 412*；  21 244* ④ 
Dighavu  〔塞， 重病に て 沸より 四 證淨を 聞き 
命 終し 不還 となる〕 16 下 223  (5)  Dighayu 
= Dighavu  (長生） 〔王〕 32  98,100 ⑥ 
Dighiti  〔傳。 王〕 3  594  Dighavu  〔經〕 16 
下 223 

〔長壽 王物 語〕 33 105  ： 未だ 本 生 話なら ず〕 3 
594 

長壽き dighayu  (長 壽） 7 174 
長壽天 dighayuka  deva 14 137, 138; 18  61; 
21 104 

長生 Dighavu  =Digh5yu  (長 壽） 〔傳。 王子， 

王〕 3  597* 
長生 lifS   Dighavu- し hanavara  3  606 
〔長上に 對 する 禮儀〕 65(111)  9,64 
長石 塗藥 sotanjana  3  359 
長 爪 ① digha  nakha  4  203 ② Dighanakha 

(= アツ ギヹ一 ッ サナ〕 〔婆， 比〕 10  333,338 

〔法眼 生ず〕 10  338 
長 fTl 經 Dighanakha - suttanta 10  333° 
長 多羅 Digha ほほ 〔女」 39 17, 19 
長 池支提 Dighavapi  cetiya  60 16 
長調の 歌 音 ayataka  gitassara  4 166 
長 背 DighapitUii  〔人〕 39 17* 
長 鉢 atireka  patta 1 411*;  5 18,58 
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長， 冢， ； P3， 彫， 張， 頂， 鳥， 脹， 塚一 チョウ 


長髮 digha-kesa  4 164 

長 部 Digha- nikSya  (= 長 阿 含經） 59 下 323， 

329;  62 193；  65(1) 13， 21， 23， 35。 
長 部 師無畏 DighabhSijaka- Abhaya  〔比〕 63 

70 

① 長 部誦者 ② 長 部 〔誦〕 師 ③ 長 〔部經 典の〕 
誦者 Digha- bhanaka ① 59 下 203;  62  67 
② 63  92, 111 ③ 28 126  ' 

長 房 nalika  gabbha  4  234 

長命 jiva  30  25* 

長 毛 Dighalomj  〔經〕 13  334 

長夜 を經 たる rattafifiu  (耆 宿） 22 下 119 

〔長 遊行の f 导失〕 19  356,  357 

長 遊行 品 Dighacarika-vagga 19  356 

長老 r!D  thera  (上座， 長老 比丘， 上瞹） 18 
295;  23  57°  〔三種〕 8  297 ② vu44ha  (年 
長者， 老羸） 2  68 ③ Thera  〔比〕 13  418， 
419,  420 ④ 〔經〕 22 下 119 

長老 fi 經 Thera- gatM  〔小 部經の 一〕 25 
107。；  65(1)  24,38 

長老 說 thera- vada  (上座 部， 上座 說） 61 15 

長老と 名づく る TheraMmo  〔經〕 13  418 

長老 尼 therikS  25  332 

長老 尼偈經 Ther-i  - gStha    〔小 部經の  一〕 25 

332°;  65(1)  24,38 
長老 尼の 譬 輸 Theri  Apadana  27  357° 
〔長老 (摩 哂陀) 入滅〕 60  281 
長老の 嚴 重な る 約束 にっきての 問 Therassa 

tikkhapatinnaya  panho  59 上 56 
〔長老 （摩 哂陀） の 入 都〕 60  237 
長老の 譬喻 Therapadana し經〕 26  28;  27  355 
長老 比丘 ① thera  (長老， 上座） 3  84，  91 ② 

thera  bhikkhu  22 上 241*;  22 下 119  〔十 法 

成就〕 22 下 119 
長老 部 TheravSdin  (上座 部） 〔§[ぐ 派〕 61 14 
長老 品 Thera  vagga 14 167,214; 19 152; 

22 下 52,85 

冢間 susSna  (塚 間， 塚 墓， 墓， 慕 所,' 墓地， 
墓 間， 墓場， 祠堂 ） 25 179, 191,222,226 

冢間住 者 sosanika  (塚 間 住 者， 塚 間 坐 行者） 
25  263,304 


凝 葉 IE   pandu  kambala  (紅毛， 黄色の 毛布， 
黄 毛布， 黃褐， 黄 布， 無垢 白， 赤 莨の 毛 能） 
36  41 

彫工 kammara  (ェ 師， 銀ェ， 锻 冶工， 冶工） 
36  289 

彫刻師 citta- kara  (畫 ェ， 畫師） 39 173 
張 枝 本 生物 語 Dhonasakha づぉ aka  (三 五三） 
32  9。 

張 手 vidatthi  (手 尺， 樑手） 〔長さ〕 59 上 194 
項 muddha  24  373,  374，  378,  384；   44  4*， 15* 
頂果寮 Aggaphalaparivena  60  260 
頂髻 Mapicii}arh  〔經〕 16 上 28 
〔頂 生 王の 愛欲〕 31 64 

頂 堕 muddha- P お a  24  373,  374，  376，  378,  384; 

44  4*, 15* 
鳥訓經 Sakunovada  sutta  30  92 
鳥 群 sakuna  samgha 1 249 
〔鳥 跡の 譬喻〕 23  31; 25 132 
鳥 明 sakuQa- vijj5  6 11, 101 
〔鳥 名〕 8  274,275;  26  30，  31; 27  53，  74,  98， 

105;  37 145;  39  413*；  59 下 212 
〔鳥類と 王の 選定〕 28  399 
〔鳥類と 龍王〕 29  417 
鳥路 vihanga-patha  25  213 
脹膨想 uddhum お aka- safiflS   (膨脹 想， 縫脹 

想） 8  305 

塚 間 ① susana  (冢 間， 塚 墓， 墓， 墓所， 墓 
處， 墓地， 墓 間， 墓場， 祠堂） 3  492*;  4  225;  6 
106;  9  324,467,476; 10  97，  244，  245; 11 上 
9; 17  396; 18  366; 19 127, 138;  22 上 139; 
22 下 125;  47  448, 462;  59 下 263 ② 
sivathika  (墓 處， 墓地， 墓 田， 墓場， 野 墓） 
7  340  〔五 失〕 19  373 

塚 間 衣 chava- dussa  (屍 衣， 弊衣） 6  238;  8 
53;  9 128 

塚 間 住 支 sosanikaAga  44  283;  59 下 248;  62 
119, 122, 151°*  . 

① 塚 間 住 者 ② 塚 間 坐 行者 ③ 塚 間 坐 者 
sosanika ① 5  223,  325； 11 下 27;   59 下 
204；  62 152,153 ② 19  30? ③ 47  371， 
464  〔五 種〕 47  371, 464  , 


(6^5)^ 


チョウ 一塚， 跳， 超， 腸， 嘲， 徵， 澄， 調 


塚 間の 火' 麿 chava ほね （火: 嘈， 火葬場の 炬火， 
火葬に 用 ひたる 薪， 燃 差） 18 166 

〔塚 間の 譬險〕 19  373 

塚間喻 sivathikupama 19  374 

塚 墓 susSna  (塚 間， 冢間， 墓， 墓所， 墓 間， 
墓地， 墓場， 祠堂） 24  364;  42  38,212;  43 
137,337;  62 152°, 359 

塚 墓の 〔布〕 sosSnika  62 124 

跳戲 selissaka 15 188 

跳 入捨遣 pakkhandhana  patinissagga びお 進 

定棄） 63 120;  64  379 
超越 samatikkama 11 下 303 
超越 〔捨 斷〕 samatikkamana  pahana  44 168, 

276 

超越 作意 論 Adhigayhamanasikara-katha  58 
293° 

〔超越して 作意す〕 58  294 

超越す atidMvati  23  291 

超越 無 有 samatikkama- vibhata  43  38 

超 勝な り abhikkantaih  (偉な る 哉， 希有な り ， 

妙なる 哉， 奇なる 哉， 殊勝なる かな， 最 勝な 

り ， 甚奇な り） 8  258 
超 世間 法 lokuttara- dhamma  (出世間 法， 出 

世 法） 65(1)  60 
超 千 本 生物 語 Parosahassa- jStaka  (九九 ） 29 

281°, 291 
超人 amanussa  (非人） 7  259 
超人 法 uttarimanussa-dhamma  (上人 法, 過 

人 法， 人間以上の 法， 人 法 を 超えた る） 10 
294,  295 

超 百 本 生物 語 Parosata- jataka   (— 〇 一） 29 
291° 

超 百 品 Parosata  vagga  29  291° 

超凡 智 abhmfi き （通 智， 證智， 體 得智， 神 通， 

通） み 22，  23 
腸 anta  (臓 俯） 3  482*;  24  72;  46  273  〔三 

十二 身分の一〕 7  339;  23  2;  40 11,225;  63 

55°, 264° 

腸 問 膜 antaguija    (肛） 〔3 十二 身分の 一〕 7 

339;  23  2;  46  273;  63  56°, 265° 
嘲笑 khipanS  62  53 


徵 ① Cetiya  〔王〕 60 19 ② nimitta 〜次 項 
①徵 ②徵相 nimitta  (相， 前兆， 兆 相， 因 

相， 相貌， 卜占， ト相， 瑞兆， 標識） ① 4 

363,365,366* ② 7  217 
徵標 lifiga  (相， 相 形， 相 根） 10 116 
徵 問す る 比丘 codaka  bhikkhu  (呵責 比丘， 難 

詰 比丘， 叱責す る 比丘， 諫誨 する 比丘） 17  81* 
澄淨 pasSda  (心 喜， 明淨， 淨心） 19  329 
澄淨心 pasanna〔citta〕 （明淨 心， 淨心， 欣樂 

心） 36 173 

調牛師 go- damaka 11 下 306 

調 御 dama  (調 順， 調伏， 自制， 自調 ） 7 183; 
10 189, 190,362； 14  332;  23  261; 24  69 

調御師 purisadamma-sarathi  (調 御 丈夫) 11 
下 110,296,306,307 

調 御者 ① dan は （調 順 者， 調 御せられ たる 
者） 24 189, 190° ② damatha  (調伏） 9  407 
③ sudanta  42  367 ④ sSrathi  (御者， 
者， 調馬 者， 乘 御者） 37  373* ⑤ 
assadamma-sarathi  (調馬師， 馬術 師） 9  227 

〔調 御者と 馬の， 喩〕 9  227 

調 御者の 主 rathesabha  39  331,332,427 

① 調 卸 丈夫 ② 調 御 丈夫 者 purisadamma - 
sarathi  (調 御師， 丈夫 調 御者， 人人の 調 御 
者） ① 1 2;  3  64;  6  75, 165, 166;  9  321, 
464; 11 上 49;  62  408° ② 11 下 137 

調 御す る 者 vasavattin  (自在， 自在 者， 支配 
者） 8 172 

調 御せ ら るべき damma 11 下 156* 

調 御せ られ たる 者 danta  (調 御者， 調 噸齐） 9  71 

① 調 御 地 ② 調御听 ③ 調 御の 地位 danta - 
bhumi ① 11 下 157;  42  366;  44  94 ② 11 上 
172 ③ 14 134 

調 御地經 DantabhQmi  sutta 11 下 154° 

調 御の 死 danta  mar  ana 11 下 167 

〔調 御馬の^ 喻〕 23  31; 25 159 

調悔 uddhacca  kukkucca  (掉 擧惡 作， 掉悔） 
9  324,467,476; 10  58,279 

調合 物 sampaka  2  420 

調師 suta 13  381 

調 順 ① dama  (調 御， 調伏， 自制， 自調 ） 12 
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調， 懲， 鵰， 聽， 直， 塵， 沈， 枕， 珍， 陳， 賃， • 鎮ーチ ン 


374 ② vinita  (調 (犬， 學 行者， 敎 導せられ 

たる 者） 21 257* 
調 順お- danta  (調 御 i"， 調 御せられ たる 者） 

12  39,40  - 
〔調〕 象 行 khattiya  (刹 帝 利た る こと） 20  65 
調象師 ① hatth 肚 oha  (象 御者， 乘象 者， 象 

兵） 6  78，  79 ② hatthi  damma  62  409 ③ 

hatthi-damaka 11 下 306  @  hatthidamma- 

sarathi 19  226,227 
調 適 kammaftfia  (適業， 堪任 ） 11 下 341 
調馬師 ① assaroha  (乘馬 者， 騎馬 者， 騎兵） 

6  78, 79 ② assa  damaka 10  252, 253; 11 

上 348; 11 下 306 ③ assadamma  sarathi 

(調 御者， 馬術 師） 22 下 294,295  @  yogga- 

cariya  (御者， K 者， 馬術 師， 騎師） 25  308 
調馬 者 sSrathi    (調 御者， 御者， ！奴 者， 乘御 

者） 21 52,  54* 
〔調馬の 譬喻〕 11 上 348 
調 髮障礙 kappaka-palibodha  59 上 22 
調伏 ① dama  (調 御， 調 順， 自制， 自調） 17 

245 ② damatha  (調 御者:） 8  68 ③ vinaya 

(毘 奈耶） 〔二種〕 5  201 (D  vinita  (調 順， 

學 行者， 教導せられ たる 者） 18 14 
調伏 行 dama  patipada    〔四 行の 一〕 8  307; 

18  267°, 270° 
調伏 語 者 vinayavSdin  (律說 者） 18  40 
調伏 者 venayika  (持 律 者） 1 4;   3  411,413; 

21 34,  43,  45 
調伏 寂靜 damatha- samatha  3  345 
調 歩 anukkama  (馬 勒） 10  253 
調味 ① vyafijana  (添 味， 副 菜， 奠菜， 加味 

物， 助 味， 藥味） 62 138* ② sQpa  (スープ， 

汁， 奠） 9  47,58 
① 懲罰 ② 懲治 kSrapa ① 43  231; 44 

317,397 ② 42  233 
鵰鷹 kukkuM  C^ri)  38  446 
聽許揭 磨 okasa- kamma  5  209,319, 322  〔可 

否〕 5  319,  322 
聽法 dhamma- savana  (法 を聽く  ， 法の 聽聞， 

聞 法） 18  246; 19  343;  22 上 15 
〔聽 法談 法の 功德， 五 種〕 19  343;  22 上 15 


聽 法の 五禾 panca  anisamsa  dhammasavane 
19  343 

聽聞 ① savana  (W  22 下 36*;  64 11 © 
sotavadhana  (ffi 聽， 耳 を 傾ける こと） 40 
7*， 38， 42, 46， 57， 61 

liS©S    sotavadhane  panna  40 1,7 

直行， 直 心 〜ジキ 

〔直言と 解毒〕 33  243 

直立 排座行 ubbhatthaka  (常 直立 者， 常 立 行 

者， 住 立 行者， 常 立 者） 9 155 
塵 ① kacavara2  318 ② pariisu 16 下 395， 

402,  403，  413,  414 ③ rajas  〔五 種〕 43  399 
塵埃， 塵 衣， 塵芥， 塵 垢， 塵 泥， 塵 土 等〜 ジン 
沈鬱 〔の 心〕 saiikhitta〔dtta〕 （略 心， 收了 心， 

攝心， 凝湛 せる 心） 63  377 
沈香 ① agalu  24  515;  27  76;  35 126;  59 下 

198，  217,  284 ② agaru  63  27 
枕褥 bhisi  (得， 長 枕， 敷布， 敷物， 臥溽） 〔五 

種〕 4  231,261 
珍浮樓 TimbarQ  〔乾闥 婆〕 7  283 
珍味 uttari- bhaAga  (添 味， 副食物） 4  237 
陳棄 pQti- mutta  (腐 尿， 牛溲， 家畜の 尿） 3 

102, 164; 18  49;  21 113 
陳棄藥 piitimutta  bhesajja  3 102,164;  21 113 
賃金 ① bhati  28  68,69 ② vetana=vettana 

(給料） 2 120;  24  9 
鎭靜 viipasama  (靜 止， 終, 3、）  5  313 
鎭頭& ① tinduka,    tinduka  〔樹〕 17  204; 

26  31,342,474;  27  72;  30 124, 125;  35  338， 

343,  393，  394;  36  373;   38  38,  59, 120;  39 

398,424,489;  47  412 ② timbarQsaka  (瓜 

果） 〔花， 果〕 24  281 
鎭頭 迦樹苑 tindukScira 11 上 28 
鎭頭 迦樹本 生物 語 TiijcJuka-jStaka  (—七 七） 

30 124。 

〔鎭頭 迦樹を 燃やす 臂險〕 17  204;  47  412 
鎭伏 〔解脱〕 vikkhambhana  (消 除， 伏 〔解脱〕） 
63  377 

鎭 伏捨斷 vikkhambhana- pahana  (消 除斷） 

44 168,276;  62 10;  64  464° 
鎭伏離 vikkhambhana- viveka   (消 除 離:） 62 
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ヅゥ クーラ dukma  (ドウ クーラ， 黃麻） 〔布〕 
28  90, 111 

ッ ウーナ ThCipa  (卜 ウーナ） 〔村， 28 104 
ヅ一 マシカ DhQmasikha    (煙 焰） 〔龍王〕 62 
408 

追悔 ① vippatisara   (後悔， 悔） 3  392; 10 

240; 14 190,197,198; 15  75; 17  388,389; 

19  274,  275;    20  316;    23  224,  225';  43 185， 

393 ② vippatisariya  58  222 
追悔 〔者〕 vippatisSrin 19  353;  22 上 58* 
追從 anuppiyabhanita  62  51 
追隨 anucariya  20  98,99, 100 
追放 pabtejana  (流罪） 6 198 
① 追放す ② 追放に 處す pabbajeti ① 1 76 

② 11 上 119 
通慧品 Abhififi さ- vagga 18  431 
通行 patipadS  (行 道， 道， 道 跡， 向 道， 所行， 

聖道） 〔四 種〕 8 130° 
通三藏 〔者〕 ① tepitaka  (三 藏， 三 藏師， 三 

藏者） 60  330;  61 46 ② pifakafifiu  60 184 
通 使 diita- gamana  43 181,384;  44  429,  430 
通稱 ① vohSra  (名 稱， 言說， 語 業， 慣用語） 

59 上 49   (2  samaiina  (通名， 名目， 稱呼， 

呼稱， 俗稱） 64  312 

通俗 天 sammati- deva  (世俗 天） 47 188° 
通俗の 智 sammati- fiaija  (世俗 智） 47 10,34 
通達 ① pativedha  (證 悟） 〔四 種〕 40 175 ② 

pariyatti  (敎 說， 敎法） 19 119，  120，  121, 122 
通達 空 pativedha-sunna  41 121 
通達 甚深 pativedha  gambhirata  64  281 
通達す る義 pativedhaUha  40 14* 
通達 智 pativedha- fiSija  64 143 
① 通智 ② 通知 abhifiiia  (證 知， 證智， 證 

悟， 體 得智， 通， 神 通， 知 解） ① 11 上 14, 

110,  275,276;  40  2, 145 ② 23  276 
通 智圓滿 究竟 abhinnavosana  parami 11 上 

14*,  275,276 
通 智の慧 abhififia - pafifia  40  2,145°  ' 
通牒 S お ana    (信書， 書信， 手紙， 使 書， 書 

面， 傳書） 37  422 
通名 samafifiS  (通 稱， 俗稱， 名目， 稱呼 ） 24 


242 

通 を 具へ iddhimant  (神通力 (i^, 神 通 具足 者， 
神變 /t) 18  325 

痛 agha  (罪， 禍， 無蓋） 10  237,238,337; 14 
51, 262*,  297,  298; 18  226;  22 ヒ 113*;  42 
75;  43  37;   44  40, 158,  195,  439;    59 下 347; 
64  326,392,  400 

痛苦 vedanS  (受， 苦痛） 15 119,121 

① 痛苦 者 ② 痛苦 人 vedanatta  (痛 惱者， 
病 悩 人） ① 4  95 ② 3  214;  4 101 

痛 根 agha- miila  (罪 根 =渴 愛） 14  50,51; 42 
75;  43  37;  44  41,158,195,305;  59 下 347; 
64  327,392,  400 

痛 種 agha  bhuta 14  297,  298 

① 痛 fi 者 ② 痛惱人 vedanatta  (痛苦 者， 
痛苦 人） ① 1 52,  89, 167，  195，  210;  2  334, 
346,563;  5  372 ② 1 43 

痛風 va ほ badha  (風 病） 11 上 92 

杖 ① dap お （笞， 棒， 榻， 刀 杖, 罰， 杖 罰， 刑 
罰， 笞杖） 2  324;  4  200,201; 5  50;  6  4,95, 
386,387;  9  225,226,331,336,337; 15 100， 
101; 16 下 367;  26 14;  43  229 ② kattara - 
danda  (歩 杖） 1 269;  3  3o3;  4 119 ③ ka?a 
(鞭） 11 下 208  @  vetta  (鞭， 棒， 籐， 籐 
綴） 17  71 ©  Daijcjo  [； 經〕 13  270; 16 下 
367 

〔杖 を 虚空に 擲上 ぐる S: 喩〕 13  270; 16 下 367 
塚 citaka  (藉， 火葬 堆， 葬堆, 火堆， 香藉） 
26  401 

塚の 供養 ckaka-pQjaka  26  259 

使 dQteyya  (使命， 使節， 使者） 1 144 

使に 行 く    gamananuyoga 16 下 412 

使 ひ 走り jaiigha- -pesanika  (歩 宣傳 者， 薩ロ） 

43 181,384;  44  429,  430 
使 をな す cmteti  2  37 
使 を 遣る dijteyya- pahma 16 下 412 
繼 がる U<l4ita  〔經〕 12  57 
月 ① canda   (月 天， 月輪， 月の輪） 5  387; 
11 上 44，  55;  23  81,316;  24168,181; 24  239, 
543 ② sasin  24  458 ③ Canda  (月 姬） 
〔妃〕 32  40* ④ Soma  (女〕 11 上 167,168 
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⑤ Canda  〔經〕 （一）一 （四） 16 上 217 
〔月が 星に 圍繞 され 居る 譬喩〕 24  543 
〔月が 羅喉を 脱する 1 險〕 24 168,  181; 28  354 
〔月と 群 厘との?! 喷〕 24  458 
月と 遊星の 相剋 u!uggaha- yuddha  59 上 357 
〔月の 兎 を 求む〕 33  330 

〔月の 雲 を 脱せる 譬喻〕 11 上 140;  25  218,264， 
265 

〔月の 五 支〕 59 下 295 

月の 黑分 candassa  kalapakkho 13  303 

〔月の 黑 分の 譬險〕 13  303,  304;  22 上 231; 22 

下 15, 17， 19，  20 
月の 黑分白 分 addha- m§sa  (半月） 8 104, 105 
〔月の 黑分白 分の fl 喻〕 25 175 
〔月の 星 群に 勝る 1: 喻〕 26  50;  33  352 
〔月の 星 道に 從ふ II 喩〕 23  49 
〔月の 月夜 暗夜に 於け る 譬喻〕 33  235 
〔月の 天空に 輝く 譬喩〕 24  533;   25  325;  35 

327 

〔月の 譬喩〕 12  337; 19  44 

月の 光 ① candabha 18  244 ② candassa 

pabha  20 117 
月の 白 分 candassa  junhapakicho 13  304 
〔月の 白 分の 譬喻〕 13  304,305;  22 上 235;  22 

下 16, 18,20,21 
月の輪 canda  (月， 月輪） 38  347 
月姬 Canda  (月） 〔妃〕 34  262* 
月夜 ajjunha  3  46 
〔月 を眺 むる 譬險〕 64  432 
〔月 を 求めて 泣く 童子の 3 喻〕 24  548;  25 15; 

32  22;  33  293 
接 目 bandhana    (縛， 結 縛， 緩 縛， 結節， 樹 

幹） 1 416 
換 く    ko ひ eti  2  429 
it 女 gamani  nari  37 178, 179 
蔦の 薆 mulava  lata 17  330 
〔蔦蔓に よ り て 纏 は る る ！'' で險〕 17  330 
〔蘼^ を 切断す る ；^晚〕 17  332 
土    mattika  (泥， 泥土 粘土）  4  261 
鎚 kCita  (鐵 fSD  24  253 
慎し み 深き nipaka  (常 委， 智者） 12 19,283 


堤 a!i  (堤 塘） 19  36 

鼓 ① alambara  (太鼓， 大鼓） 3  27 ② bheri 

(太鼓， 大鼓） 39  239,519 ③ mu(Jmga  (小 

鼓〜 杖 鼓） 13  394;  24  544 
務め vatta，  vata    (義務， 禁， 禁戒， 禁行， 

善行， 德行， 聖行， 行， 儀 法） 24  236,345; 

42  98, 131°, 136;  43  88°, 216， 353°;  62 118, 

129,136,239 
綱 ① andu  (鎖， 拘鎖） 12 132 ② sandana 

24  235 

恒に 作す satacca- kSrin    (常 作者， 常 作） 20 
196 

常の 火 niccaggi 12  290 

角 ① visSija  3  360;  4 177,205*; 11 下 172 

(D  singa  47  61,66 
〔角 ある 鐵の 咽喉に 刺さりた る 譬喻〕 10  171， 

173 

角 鍵 visSpa ほ la  4  228 

角 製 visaija  maya  2  265;  5  40,  71 

〔角な き 牛の 街衝に 至る; き喻〕 22 上 37 

〔角より 乳 を 揮る S 喻〕 11 下 172 

角 を截れ る 牛 usabha  chinna-visana  22 上 37 

唾 khe!a  (唾液， 痰 唾， 痰） 13  232;  22 上 35， 

36;  46  274  〔三十 二 身分の 一〕 23  2;  40 11， 

225;  63  65°, 271° 
燕 kaiaka  4  228 

礫 ① kathala  (砂， 瓦） 17 13;  20 154 ② 
marumba  2  52;  4  236 ③ sakkhara  (砂， 
砂利， 石） 4 198; 11 上 139   ©  sakkharika 
4  205 

壺 tumba  3  362 

蕾 khSraka  20  373，  374 

妻 bhariya  (妻女， 宮女） 〔七 種〕 20  343;  31 
124 

〔妻が 夫 を 輕)' S する 理由， 八 種〕 37 195 
〔妻た るの 德行〕 34  323 
〔妻の 死 を 悲しめる 居士〕  31 460 
〔妻 を 熱愛して 死 を 怖れず〕 29  480;  30  301; 
31 289 

罪 ① accaya 13 186,187 ② apatti  (犯， 犯 
え 罪， 罪 i^)  2  6*;  3 166*,  202,  222*.  292,  296, 


(620) 


罪， 紡， 爪， 積， 露， 釣， 薆， 鶴， S — ッンボ 


545,560*,  587*;    4 137,313;    5  53*,  79,  85*, 
121*,  137,  138,  141*,  156°,  160*,  213*,  313, 
327°,  349*,  354°,  384; 17 136;  21 25*;  22 上 
312  〔五 種〕 5 141*,  156°  〔七 種〕 5 156° ③ 
vajja  (罪過） 17  71* 
〔罪に 關 する 問答〕 5  354°* 
罪 を 犯せる 比丘 apanna  bhikkhu 17  81* 
罪 を 懺悔せ ざるに よる 擧罪掲 磨 apattiya 

appatikamme  ukkhepamya- kammam  4  ^6 
罪 を 免る る 道 netthar  (滅 罪） 1 309 
罪 を 見 ざ るに よる 擧罪揭 磨 SpattiyS  adassane 

ukkhepaniya  kammarh  <±  35 
紡ぐ kantati  2  485 

爪 naHia  2  355; 12  213;  46  273  〔三十 二 身 
分の 一〕 23  2;  40 11,225;  63  43°,  258° 

爪先 ① nakha  sikM  (爪 頭， 爪 頂） 13  200 ② 
Nakhasikha  (爪 頭， 爪 頂） 〔經〕 13  200 

〔爪先の 小 と 大地の S 喩〕 13  200,390; 16 下 
395, 402,  403 

〔爪に て 岩山 を 掘る 譬險〕 12  213 

積める 骨 atUii- saficaya  23  262 

露の 玉 ussava-bindu  (露滴） 25  74 

釣針 ba!isa  (鈎 針， 钩, '；霣） 15  254;  34  91 

釣瓶 uddekanika 11 上 51 

釣瓶 女 本 生物 語 Udaficani-jataka  (— 〇 六） 


29  302° 

釣瓶の 如き 女 udaficani  29  304 

薆 ① la ほ， lata  (^i^iVi)  4 180，  185,  215,  233, 
235;  25  252 ② valli  (蔓' 'さ） 4  261 

薆草 ① la ほ （薆） 24  488, 503;  26  77 ② 
bada  lata  (林 膝） 8 107, 110, 111 ③ maluva 
(葛， 摩 樓迦） 12  362;  23  42,69;  24 102;  25 
192  @  valli  (^) 1 149,244;  26  499;  64 
166,167  ' 

〔蔓草と 沙蔓樹 の 譬喻〕 23  42 

〔蔓草の 根を斷 たれた る e 喩〕 27  398 

〔蔓草の 臂喩〕 12  362;  23  69;  24 102;  25 192 

〔蔓草 を 取る 四 人の S 喻〕 64 166 

薆綿 tCila  4  230 

鶴 ① kofica  (？? 鷺， 鷺， 鷥鷺， 白鷺） 27  74 ② 
baka  (青鷺） 33 12, 14, 15 ③ ba ほ ka  25 
177;  26  78;  31 152, 154 ④ pokkhara  sataka 
59 下 213,321,322    ©  satapatta  sakuna 
(〜啄木鳥） 31 193,195 

〔鶴の 一 支〕 59 下 321 

鶴 本 生物 語 Satapatta- jataka  (二 七 九） 31 
191° 

聾 ① badhira   (聾者） 25  210;  37  356,358, 

363，  366,  367,  373，  383 ② e!a 11 上 255 
〔聾の 母親と 婿の 出家〕 30 101 


(621) 


テ ィ ダ一 


ディー ガ Digha ① 〔相承 比丘〕 5  4 ② 〔夜 

叉〕 8  280;  9  369,370 
ディー ガ ガ一 マ 二一    Dighagamani  ( = ガー マ 

二  —） 〔王子〕 60  215 
テ" ィ 一力" カーラー ャナ Digha- Karayapa  (長 

作） 〔波斯 匿 王の 将軍〕 11 上 157;  34 16 
ディ 一 ガー サナ DighSsana  〔精 舍〕 61 31 
ディ一 ガサン ダ Dighasanda  「地名〕 61 19 
デ ィ一 ガサン ダ 力 Dighasandaka    〔將 軍〕 60 

260 

デ ィ ― ガサ ンダ將 軍 察 Dighasandasenapati- 

parivena  (〜ディ 一ガサン ダ） 60  260 
デ ィ一 ガス マナ Dighasumana  (地 伽須 末那） 

〔相承 比丘 j  5  4;  65(1)  79, 127 
テ' ィ —力" タノ 《ッ シン Dighatapassin  (長 苦行 

者） ひ Ei 乾の 徒〕 10 137 
ディ一 ガタ一 ラ Digha ほ la  (長 多羅） 〔女 J  39 

17 

デ ィ 一 ガデ ヤー ヌ Dighajanu    (長 膝） 〔拘利 
人つ 21 105 

ディ一 ガデ ヤン トウ 〔力〕 Dighajantu〔ka〕 〔戰 

士〕  60  318* 
テ" ィ一 力" ティ Dighati  (〜テ "ィ ーギ' 一ティ) 

〔王〕 33 105 
ディー ガ トウ一 二 力一 DighathQpika  〔馬〕 60 

310 

ディー 力" トウ〜 、°  Dighathupa  (長 塔） 60 134 
ディ一 ガ ナカ 'スッ タンタ Dighanakha- 

suttanta  (長 爪經） 10  333° 
ディ一 ガ ナーマ 力 DighanSmaka   (地 伽那） 

〔相承 比丘〕 65(1)  79 
デ ィ一 ガバ一 フカ ガッラ 力 Dighabahuka - 

gallaka  〔精 舍〕 60  381 
ディ —ガ— バヤ Digh 私 haya 〔王子〕 60  300, 

315 

ディ 一ガー ノヽ' ャガッ ラカ Dighabhayagallaka 

〔地名〕 60  315 
ディ一 ガ ビッティ Dighapitthi  (長 背） 〔人〕 

39 17 

デ イーガー ュ Dighayu ① （長壽 = デ ィ 一 ガ 
― ヴ） 〔王子， 王〕 26  206;    32  98;  .  60  215 


② 〔村〕 60  215 
デ ィー ガラッティ Dighalatthi    (捉 伽羅 低） 

〔天子〕 12  88 
ディ 一ガー リ Dighaii  〔地名」 61 338 
ディ ーガ— リ 力 DighSlika  〔平原〕 61 272 
ディー ガワ ッ トゥカ Dighavatthuka  「池〕 61 

172 

ディー ガブ— ビ DighavSpi ① （長 池） 〔村〕 
60 158，  308，  309，  312,  362,  370，  371; 61 318*, 
325，  333,  334，  504 ② 〔精 舍， 廟〕 60  370;  65 
(I) 111 

デ イーガー ヴ Dighavu ① （長壽 = ディ— ガ 

—ュ） 〔王子， 王〕 3  597;    33 105;    36  223, 

238*,  245,  246;  37  449,492,504  ディ 

一 ガー ュ） 〔釋 種〕 60  66,215 
デ ィ 力 ンダキ 品 Tikaijcjaki  vagga 19  229 
ティ カン ダキ林 Tikaijcjakivana 19  236 
ティ カン ディ tikapcji  〔花」 26  344 
ティ カンテ" ィプッ ピャ 丄， ikaijdipupphiya  〔比 

丘の 譬險 經〕 26  344 
ティ カンナ Tikapi:ia  〔婆， 三 明 者に 關 する 說 

法を受 く〕 17  264,  265 
ティ カン 二    tikap り i  〔樹〕 26  334 
ティ 力. ン ニプッ ビヤ Tikapijipupphiya  〔比丘 

の! 險經〕 26  334 
ティ キッ チヤ 力 Tikicchaka  〔比丘の 譬 喻經〕 

26  325 

ディ一 ギ一 ティ Dighiti    (長 壽= ディ一 ガテ 

ィ ） 〔傳 。王〕 3  594;  33 105 
ディ一 ギ ティ コ一 サラ • デャ一 タカ Dighiti - 

kosala  jataka  (長 災拘薩 羅王本 生物 語） （三 

七 一） 32  97° 
ティ キナ マン ティ Tikhipamanti    〔王子〕 39 

251 

テイク ータ TikQta  〔山〕 35 123 

ティ コ一ナ マ一 ラ Tiko;iamSla   〔港〕 61 541 

テ ィ サ tisa  (= ティ ッサ） 〔星」 65(11 り 40, 

46,57,58  - 
ディ サー Disa  (方面） 〔婢〕 6 138 
ティース チュッ ラサ Tisucullasa   〔村〕 61 71 
ティ ダサ Tidasa  (  =  t 刀 利 天, 三十 三 天） 39  290 


( 623  ) 


テーテ ィ タ 


ティ ター サン ター ラカ Thitasanth き raka  〔傳 。 

轉輪 王〕 26  239 
ティ チャン ハ" カプッ ビヤ Ticampakapupphiya 

〔比丘の 譬 喻經〕 26  385 
ティ ッサ Tissa ① （帝 沙, 帝須） 〔佛〕 26 197, 
198,  212,  217,  218,  224,  225,  232,  234,  312,  318, 
330,  347，  353,  359，  360,  378,  379,  391，  400，  468, 
480;  41 316°*,  359;  60 152 ② 〔辟〕 11 下 
71 ③ （底 沙） 〔天〕 7  292 ④ (帝 沙） 〔燃 
燈佛の 第二 弟子〕 28  60;  41 249   ©  (提 舍， 
帝沙） 〔毘婆 尸 沸の 第二 弟子〕 6  364;  41 328 
®  (提舍 ，帝 沙） 〔迦 葉佛の 第一 弟子 J  6  365; 
13  281; 28  91; 41 351 ⑦ （低 舍， 低沙， 
帝須） 〔比， 沸の 從弟〕 14 169 ⑧ （帝 須〜 
ティ ッサメ ッテ一 ャ） 〔比〕 24  316 ⑨ （= 口 
一 サカ. ティ ッサ） 〔比〕 28  459    ®  (帝 須） 
〔相承 比丘〕 5  4，  5    ®  〔比， 祇陀林 寺 を 建て 
しむ〕 60  415  @  〔ピャ ング島 住 比丘〕 60  310 
©(= マ ハ一 ティ ッサ， ノヽン ブガ ッラカ • マ 
ハーティ ッ サ） 〔比〕 60  376,  377 ⑭ 〔王， 
ヰ ハー ラデー ヰ— の 父〕 60  292 ⑮ （帝 須） 
〔樵 夫， 王〕 60  382  @  (帝 須= クダ一 ティ ッ 
サ） 〔王;） 60  381 ⑰ (= ヺー ハー ラ カティ ッ 

. サ） 〔王〕 60  402  ®(= サッダ 一 ティ ッサ） 
〔ドク ッタガ 一マニー 王の 弟〕 60  297，  308, 
309,  311,  312，  362,  367  @  〔戰 士， ドク ッタガ 
一 マ 二一 王臣〕 60 131, 310， 311， 377  @  〔蓮 
華 上佛の 信士〕  41 291 @  (提舍 ） 〔傳。 王師の 
子〕 6  409*  (§) 〔山〕 61 52  (§) (帝 須） 〔池〕 
60 102, 140,  283,  288,  301,  325,  390*,  405;  61 
6,247  @  (= ゥッ タラ ティ ッサ） 〔精 舍〕 60 
131，  257,  259,  283,  292,  293,  309,  314，  403  (§) 
〔精 舍〕 60  403;  61 69 

ティ ッサー TissS ① （帝 沙） 〔僑 陳如佛 の 上 

> 足 尼〕 28  63;  41 255 ② 〔尼〕 60 126 ③ 〔夷〕 
21 316 ④ 〔女〕 25  21,25 ⑤ 〔ウダ ヤー 世 
王妃〕 61 122 ⑥ 〔カツ サバ四 世 王妃〕 61 
127 ⑦ 〔王女〕 61 111,116 

ティ ッサカ Tissaka  (= 力 二 クタ 帝須） 〔王〕 
60  401  ぶ 

ティ ッサ ダッタ Tissadatta (帝須 ii 多） 〔相承 


比丘〕 5  4;  65(1)  79， 127 
ティ ッサ一 の 母 TissSya  mata  〔夷〕 21 316 
ティ ッサメ ッ テーャ Tissa- ■Metteyya  (帝 須獮 

勒 〜ティ ッサ） 〔比， 婆 和 利の 弟子〕 24  377 
ティ ッサ一 ラッカ一 Tiss§rakkha  〔阿育 王妃〕 

60  281 

ティ ッサ一 ラーマ TissSrSma  〔尼 房〕 61 128 
ティ ッ サブ サバ Tissavasabha  〔住 院〕 61 4 
ティ ッサ ッ ダマー ナカ Tissavaddhamanaka 

〔地名〕 60  395 
ティ ッタ Tittha  〔村〕 61 485 
テ ィ ッ タ ガー マ Titthagama  〔精 舍〕 61 485 
ティ ッタ' ヂャ一 タカ Tittha- jataka  (沐浴 

場 本 生物 語） （二 五） 28  351° 
ディ ッタ マン ガリ カー  Ditthamangaiika 

〔長者 女〕 35  3*, 16,29;  39  260 
ティ ッ タン ノ、'   Titthamba  〔ダ ミラ 人〕 60  314 
ディ ッ ティ • サン ユッタ DiUhi- samyutta  (見 

相應) 14  320° 
ティ ッテ イラ tittira  (鷓古 應， 沙雞， 翁） 〔鳥〕 

39  414 

ティ ッテ イラ *ヂャ 一タカ Tittira- jataka (鷓 
古 鳥 本 生物 語） ① （三 七） 28  419° ② （ 一一 
七） 29  337° ③ （三 一九） 31 410° ④ （四 

• 三 八） 33 188° 

テ イツ テリ ャ ① tittiriya  (g| 法） 4  247 ② 

Tittiriya  〔婆〕 6  336 
ディ ッノヽ 'チヤ ックカ Dibbacakkhuka  (天眼) 

〔苦行者〕 35 134 
ティ一 ティ ミー ティ Titimiti  (大 魚） 37  264 
ティナ クテ イダ一 ャカ Tipakutidayaka  〔比丘 

の 譬喩 經〕 26  455 
ティ ナサ ン ター ラダー ャカ Tipasanth さ ra- 

dayaka  I: 比丘の 臂 喻經〕 26  215,338 
① ティ ナス一 ラ ② ティ ナス 一 リカ tmasQla, 

tinasulika  〔花， 植〕 ① 26  306;  27  72,110 

② 26  29 

ティ ナス一 ラカ TmasQIaka  〔比丘の 譬 喻經〕 
26  306 

テ ィ ナス一 ラカ チヤ ータ" ニヤ Tipasiilaka- 
chadaniya  〔比丘の 譬晚 經〕 27 109 


(624) 


テ. ィ ラー テ 


テ ィ ナタ" 一ャカ 品 rmadayaka-vagga  27  255 
ティナ ムッテ イダ一 ャカ Tmamutthidayaka 

〔比丘の » 喩經〕 27  255,  472 
ティ一 二 力 二 力一 ラプッ ビヤ Tiijikapikara - 

pupphiya  〔比丘の? ■】: 喩經〕 27  233 
ティ一 二 キン 力 二 カブ一 デャカ Tipi- 

kinkhanikapujaka  〔比丘の 譬喻經 J  26  469 
ティ一 二 キン 力 二 プッ ピャ ilpikinkha^^i  - 

pupphiya  〔比丘の 譬 喻經〕 27  220 
ティ一 ニサ ラナ 一力" マ ニヤ ュ inisarana- 

gamaniya  〔比丘の 譬喩 經〕 26 135 
ティー ニナ ラマ一 リカー 1 inmalamalika  〔比 

丘 尼の 譬喻 經〕 27  361 
ティー ニパ ドク ミヤ Tipipadumiya  〔比丘の 

譬喩 經〕 26  218  - 
ティー 二 マツ クラ Tipimakkula  〔村〕 61 259 
ティ ヌッ カタ"— リャ Tinukkadhariya  〔比丘 

の 譬喩 經〕 27 165 
ティー ヌッノ 《ラマ— リャ  riijuppalamaliya 

〔比丘の 譬喩 經〕 26  466,489 
ディ ーパ Dipa ① 〔比〕 5  387 ② 〔園〕 61 

404 

ティ パ ウノ、    Tipavha  〔ヴン 二一 人〕 61 481 

デ ィ ーパ （燈 明） 樹 dipamkkha  41 249 

丁 ィ ノ、。 タ、' —テ "ィ ノ く"" ティ Dipadadhipati  〔傳 。轉 

輪 王〕 26  216 
ティ パッ ラッタ ミカ" *デ ヤー タカ 

Tipallatthamiga  jataka  (三 臥 鹿 本 生物 語） 

(—六） 28  315。 
ディー パ ナヤ— Dipanaya  〔尼〕 60 127 
ディ— パニ一    Dipani  〔牛 飼 娘〕 61 413 
ディー パ一 ナヤ DipSyana  〔道士〕  33  239* 
ディー パーラ DipSla  〔渡〕 61 272 
ディー パブ ンサ Dipavamsa  (島 王統 史） 60 1° 
ディーハン カラ Dipamkara  (燃 燈: T ① 〔佛〕 

28  3, 18*,  92*,  100, 192;  41 224*,  357,  358;  60 

151 ② 〔城〕 61 32 
デ イービ. デ ヤー タカ Dipi-jStaka   (豹 本 生 

物語） （四 二 六） 33  91°  、 
ティ プッ ピャ Tipupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 26 

236 


ディープ ツヤ— ナ DipuyySna  (島 gj)  61 305 
ティ ブト ウッラ TiputhuUa  〔精 舍〕 61 67 
ティ フワ ナ マツ ラ i、ibhuvanamalla    ( = ティ 

口一 力 マツ ラ） 〔パ ラッカ マ バー フニ 世の 子〕 

61 457 

ティ マン ダ Timanda  〔大 魚〕 37  264 

テ ィ ミ timi  (提 魔， 帝麇， 帝彌） 〔魚〕 4  355; 

21 65;  59 下 90 
ティ ミ ティ ミン ガラ timitimmgala    (提麇 もき 

麇 耆羅） 〔魚〕 4  355 
ティ ミラ timira    〔樹， 花〕 26  223, 486;  27 

72,  97;  32  59;  59 下 216 
① ティ ミラ ビン ガラ ② ティ ミラ ミ ンガラ 

timirapingala,  timiramingala  (帝 魔羅 頻仂 a 

羅， 提 麇提麇 耆羅） 〔魚〕 ① 37  264;  59 下 90 

② 21 65 

ティ ミラ プッヒ 'ャ Timirapupphiya  〔比丘の 
譬喩 經〕 26  222,  486 

アイ く フプッ ピャ 品 Timirapupphiya-vagga 
26  222 

ティ ミン ガラ timmgala  (提麇 霄羅， 帝麇伽 
羅， 帝 麕羅） 〔魚〕 4  355;  21 65;  27  213;  59 
下 90 

ティ一 ャ Tiya  〔婆〕 60  373 

ティ ャッ ガラ Tiyaggala  〔湖 J  37 165 

ディーラー DhirS  (堅固） 〔尼〕 25  333 

ティ ラカ tilaka  (チラ 力） 〔樹〕 26  29;  27  74, 

96,106;  35 168;  37 144, 170;  61 303;  65(1) 

121 

ティ ラグ ッラ Tilagulla  〔村〕 61 162 
ティ ラグ ッラカ Tilagullaka  〔池〕 61 230 
アイ フム ッテ イタ-一 ャカ 1 ilamutthidayaka 

〔比丘の 譬 It 經〕 26  397 
アイ フ厶ッ ティ *ヂ ヤー タカ        Tilamu は hi— 

jataka  (一握 胡麻 本 生物 語） （二 五 二）  31 11° 
ティ ラ油 tela  (テーラ 油， 胡麻油， 油） 2 140, 

175 

ティ ラブ ッ トゥカ Tilavatthuka  〔水路〕 61 
173 

ティ ラン シャ Tiramsiya  〔比丘の 譬 喻經〕 26 
432  . 


(625) 


テ 一 テ ィ リ 


① ティ リ一タ ② ティ リ— ティ tirita,  tiriti 
〔樹〕 ① 31 485;  43  251 ② 37 170 

① ティ リ一タ 樹皮 ② ティ リー タ樹 皮衣 
tirita,    tirita ① 8  53;  9 128; 10  35, 92 

②  6  238 

ティー リ タラ Tiritara  〔王〕 61 20° 
ティ リ一 タヴッ チヤ Tiritavaccha ① 〔汕， 
沸の 前生] 31 69,72,73 ② 〔傳 婆〕 27  422 

③  〔長者〕 36 155  @  〔婆， 迦街延 の 父〕 27 
274 

ティ リー タヴッ チヤ 仙 本 生物 語， ティ リ 一タブ 
-., チヤ • デャ— タカ      Tirifavaccha  jataka 

(二 五 九） 31 69° 
ティ リ ッカ一 ナツべ一 ラ Tirikkanappera  〔地 

名〕 61 378,389 
ティリ ッハ一 ノレ ノレ TirippSJuru  〔地名〕 61 

378，  379 

ティ リツ プット ウール Tiripp'JttQru  〔地名〕 
61 384,385 

ティ リナ ヹ一リ Tirinave'ii    〔地方〕 61 363， 

376,387,391 
ティ リ マラ：' 力 Tii-imalakka  ： 村」 61 387 
ティ リ ヤー tiriy さ 〔草〕 19  333,334 
テ' ィ リヴッ チヤ tirivaccha  〔樹〕 35  301 
ティ リヱ *— カン バマ Tirivekambama  〔地名〕 

61 372,374,375 
ティ 口一 カス ンダ リー Tilokasundari  (三界 

の 美女） 〔ヰ ヂャャ バー フー 世 王妃〕 61 166 
ティ ロー  力 ナン ダナ Tilokanandana  〔園〕 61 

405 

ティ 口一 力 マツ ラ rilokamalla   (二 ティブ ヴ 

ナ マツ ラ J  〔王子〕 61 463 
ディ ヴ一 チャンダ ンタ バー タヮ' 

Divacandantabatava  〔地名〕 61 316 
テぉ ヴッ 力 Ti ぐ akka  〔婆〕 60  277* 
ティ ブラー TivarS ① 〔人」 13  279,282 ② 

(帝 彌羅） 〔都〕 26  243 
ティー ブラ Tivala  〔阿育 王子〕 65(11 り 68 
ティ ヴンカ Tivai'ika         61 397,446 
ティブ ンテ ィプッ ビヤ ivantipupphiya に 比 

丘の 險經〕 26  336 


デ ィ ヰッラ divilla  「太鼓〕 60 109 

ディン グラカ dmgu:aka  〔穀物〕 24  89 

(1) ティン ティ 二 ② テ メンテ ィニカ Tintii:ii， 

Tintinika  〔村〕 ① 61 61 ② 61 42 
ティン ティ 二 ガー マ 力 TintipigSmaka  〔池〕 

61 230 

ディ ン ディバ dindibha    〔鳥〕 26  30;  27  53， 

74,98;  39  414 
ティ ン ディ マ tindima  =  dindima,  dendima 

(小 鼓， 手 鼓. 鍾鼓， ま 《鑼， 鐃欽） 〔樂 器〕 39 

519 

① ティン ドク ② ティン ドウ 力 tindu,  tinduka 
(鎭 頭迦） 〔樹， 果〕 ① 31 344 ② 6  255;  9 
129; 11 上 28; 17  204;  27  62,72;  35 113 

テ' イン ドウ 力 鹿 Tinduka  kandara    (丁 土  {in 

. 窟） 1 269 

テ イン ドウ 力 ダ一ャ 力 Tindukad さ yaka  〔比 £ 

の S 喩經〕 26  342 
ティ. ン ドク 力 • ヂ ャ 一タカ Tiijduka-jStaka 

(鎭頭 xSi; 樹本 生物 語） （一七 七） 30 124° 
ティ ン ドク カノ；' ラダ— ャカ Ti^^dukaphala 

dayaka  〔比丘の 臂 喩經〕 26  473 
ティン ドク ッ カー ヌ 出家 園  Tindukkhanu- 

par  ibba  j  akar  a  ma  8  22* 
ディン ナ Dinna  (= サッノ 、ディン ナ ） 59 上 115 
テ ィ ン バル ① Timbaru    (ft 浮樓， 珍 浮樓） 

〔健 閥 婆 王〕 7  283,299 ② timbaru  (= ティ 

ンバ ルー サカ） 〔樹， 果〕 24  40;  27  28;  39 

15，  224 

ティ ン バル一 Timbaru ① （耽 浮樓） 〔渡 場〕 

37 118 ② 〔音 樂〕 60  358 
ティン バルカ Timbai-uka  (沾 牟留） 〔遊行 者〕 

13  31 

ティン ノヾル 一サカ timbarQsaka  (鎭頭 ii， 瓜 
果= ティ ン バル） 〔花， 果〕 26 123;  61 537 

テ一 キッ チヤ カー 二  TekicchakSni  〔比〕 25 
191 

テー クラ Tekula  (？ | 婆） 〔比〕 4  211 
デ―サ 力 Desaka  〔村〕 29  261 
デーサ キク ティ ャ Desakittiya    〔比丘の S 喩 
經〕 26  415 


(626) 


テ" 一 ブー テ 


ァ一 サクナ • チヤ一 タカ      Tesakuija- jataka 

(三 鳥 本 生物 語） （五 ニー）  30 1; 31 489;  32 

271; 36 1°  , 
デー サプー デャカ DesapQ  jaka    〔比丘の 霄險 

經〕 26  313 
テ一デ ヤシ Tejasi  〔大臣〕 8  274 
テ一 ヂョー te お C 火） 62  341 
デ一 マタ ブラ Dc^matavala  〔地名〕 '61 322 
ァー マッタ バ 一ダッ タリ Dematthapadatthali 

〔村〕 61 236 
テ— ミヤ Temiya  〔王子， 佛の 前生〕 37  354, 

356,  360,  364,  365,  368*,  372,  394,  399;  41 409 
テ一 ミヤ 〔本 生物 語〕 Temiya  ( = ム一 ガパッ 

力 本 生物 語） （五三 八） 61 509 
テー ミ ャの 所行 Temiya-cariya し 經〕 41 409° 
デーメ 一  リ ャ ガマ Demeliyagama  〔村〕 61 222 
テーラ. ガーター Thera- gStha  (長老 偈' 經) 

〔小 部經の 一〕 25 107° 
テ一 ラカー 二    Te:akani  〔比〕 25  253 

テ一 ラカン ゲ リ 力 ttl 語 Telakandarika- vatthu 
62  51 

テーラ —ナーン バン ダマ一 ラカ Theranam - 

bandhamalaka  〔地名〕 60  285 
テーラ ハ :'' 力 Tdapakka  〔瀑布〕 61 410 
ァ一 フノ、 ッタ • デャ一 タカ 丄、 elapatta- jataka 

(油 鉢 本 生物 語） （九 六） 29  261° 
テーラ バリ ヹーナ therapariveija  (精舍 長老） 

〔職〕 61 477 
テーラ プッタ 〔ァ バヤ〕 Theraput ほ bhaya  〔戰 

士， 比〕 60  299，  304,  316，  324，  363 
テーラ マツ キヤ Telamakkhiya   〔比丘の 譬 Pf^ 

經〕 26  391 

テーラ 油 te:a  (テ イラ 油， 胡麻油， 油） 1 269*; 

2  402，  404,  559 
テーラ ブ一ハ Telavaha  〔河〕 28*228 
①テ一 ランバン タラ ②テ一 ラン バッ タラ 力 

Therambattnala,  Thera mbatthalaka  (f^ 

舍〕 ① 62  307;  63  305 ② 60  409 
テーリ Ted  〔村〕 61 246,  247 
テーリ一 ガ 一タ一 Theri- gStM  (長老 尼 偈經） 

〔小 部經の 一〕 25  332° 


アーロ一 ヮーダ • デ ヤー タカ TelovSda  jataka 

(油 敎裏本 生物 語） （二 四 六） 30  442° 
デーヴ Deva ① （提 婆） 〔相承 比丘〕 5  4 ② 
〔カンプ 村 住 比丘〕 60  403 ③ （天） 〔ス デャ 
一 タ佛の 第二 弟子」 28  80 ④ （= カン デャデ 
—ブ 戰士）  60 131,305,377 ⑤ 〔パ ラッカ マ 
バ 一フー tL トの將 軍〕 61 225，  244,  245,  248, 
256,  259,  260,  262,  271,  273,  274，  277,  279 ⑥ 
〔ラン カープ ラ宫」 61 344，  373,  378,  380 ⑦ 
〔アディ 力一 リ官 ：！  61 416 ⑧ 〔精 舍〕 61 83 
テ"— ヴ カタ ソ一 ッノマ Devakata  sobbha  (天 造 
溝） 10  358 

デ —ブガ ッデタ Devagajjita  〔傳 。 轉輪 王〕 26 
341  - 

デー ブガ ッ バ— De/agabbha  〔王女 J  33  320* 
デー ブー ガーラ DevagSra  〔精 舍〕 60 131 
デーヮ 'ガン ダ Devagandha    〔傳。 轉輪 王〕 26 
236 

デーブ クー タ DevakQta ① （提婆 鳩吒） 〔山〕 

60 100,248 ② 〔地名〕 41 293 
デー ヴサバ Devasabha  〔比〕 25 131, 134 
7 — ヮタ一 • サム ユッタ DevatS- sarhyutta 

(諸 天 應） 12  r 

デニ ブダ ッタ Ds/adatta  (提婆 達 多， 提 S 達 
■ 多） 〔比〕 1 287;  2 105,  540;  3  204;  4  281; 

5 10;  9  340;  26  87，  505 
デ一 ヴダハ Devadaha ① 〔天〕 60 161 ② 

(天 m 天 現， 提婆 K 訶） 〔村， 邑〕 11 上 279; 

14  7;  27  395;  28 110;  60 161 
デーヴ ダハ • スッタ Devadaha- sutta  (天臂 

經） 11 上 279° 
デー ヴダハ • ヮ ' ：:■' 力'、 Devadaha- vagga  (天齊 
. 品） 11 上 279° 

テ"一 ヮ ターパ ンノヽ • デャ一 タカ DevatSpafiha- 
jataka  (天神 所 問 本 生物 語） （三 五 〇） 31 
564° 

デーブ ダール 力 devadSruka  「樹〕 37 170 
テ" 一 ヅ ダン マ • チ "ャ 一タカ       Devadhamma - 

jataka  (天 法 本 生物 語） （六） 28  258°,  397 
デー ブ ダン ミ 力 Devadhainmika  fjj) 19  387 
テ一ブ ツバ J ティ ラー チ'' ャ Devappatirajan  〔大 


(  627  ) 


テ一 デ一 ヴ， 手 


臣〕 61 451, 455 
デー ヴテノ ッサカ Devatissaka  「村つ 61 83 
デーヮ 'ドウ一 タ • ス ッ タ Devadiita-sutta  (天 

使經） 11 下 230。 
デーヴ 〔ナガ ラ〕 Deva:nagara〕 〔都〕 61 173, 

337，  436, 447，  485 
デ — I /一  ナン ビヤ Devanariipiya  (天 愛 = 天 愛 

帝須） 〔王〕 60  260 
テ "一ヴ 一ナン ピャ テ ノ  ■：• サ Devanampiyatissa 

(天 愛 帝須） 〔王:： 60  227;  61 4;  65(1)  88 
デ— ヴパ Devapa  〔傳。 轉輪 王〕 26  392 
デ―ブ パーリ Devapaii  〔村〕 61 83 
デ一 ヴヒタ Devahi は （提婆 比 多） 〔婆〕 12  299 
デ' ーヮ' プッ タ • サム ュッ タ Devaputta- 

samyutta  (天子 相應） 12  77° 
デ一 ブブ一 ティ Devabhuti  ：傳 。轉輪 王〕 26  210 
デ一ヴ マ ッ ラ Devamalla て"^ デャ ャバ一 フー 

世の 將 軍;） 61 156 
デ一ヴ マー ヌサ一 Devamanus さ 〔尼〕 60 126 
テ" ーヴ' マン ティ ャ Devamantiya    〔人〕 59 上 

43*，  58 

デ 一ブラ Dev-ala ① 〔佛〕 26  83 ② （執 天） 
〔パ ヅク ム ッ タラ 沸の 第一 弟子〕 26 191,384; 
27  57;  28  78;  41 291 ③ 〔苦行者〕 27  205 
デ一 ブラ一 Deva ほ ： 王女〕 61 153 
デ— ヴラ —チ' ャ DevarSjan  (天 王） 〔王臣 〕 61 
335 

デ— ヰ— Devi ① 〔阿育 王妃〕 60  43,236 ② 
(= ^ヰ ハ一 ラデー ヰ 一） 〔妃〕 60  292 

テーヰ * ッデャ • スッタ Tevijja- sutta  (三 明 
經） 6  333。 

テーヰ ッヂャ • ヴ ッ チヤ ゴ一 ッタ 'スッ タンタ 
Tevij ja-vacchagotta  suttanta  (婆 睦衡多 三 
明經） 10  308° 

デ 一ギヤ一 パッ タナ Deviyapattana  〔地名〕 
61 365 

デ ーヰラ Devila  〔王 臣〕 61 272 

デー ヰンダ Devinda  〔賢者〕 39  2,32,52,73, 

74,76,93,98,104,191,260 
デー ヴッ タラ Devut は ra  "[傳 。轉輪 王〕 26 

245 


テン コング Tenkoiigu  〔地名〕 61 376,387 
テン ナヴ ナツ ノ、 。ッラ rennavanappalla  ' タ" ミ 

ラ人〕 61 370,371 
手 hattha 1 76，  203 

手 印， 手 環， 手 甲， 手 尺， 手掌， 手 杖， 手足に 

網縵， 手足の 柔軟 等〜 シュ 
① 手足 占 ひ ② 手足 判斷學 aiiga- vijja  (支 

節 明， 人相 術， 卜占 明） ① 59 下 264 ② 43 

181,384;  44  429,430 
手足 截られ し 者 hatthap き dacchinna  3 155 
手足 判斷 aAga  (手の 占 相） 62  54 
手足 判 斷學〜 手足 占 ひ 
〔手， 足， 臂， 腹の 譬險〕 15  270,271 
手 痕占ひ sa ほ ka  hattha  (手 型 敷， 筆 手遊び） 

1 303;  6  8，  98 
手斧 pharasu  (斧， 斤） 1 251; 35  300,301 
手斧の 柄 vSsi-jata  2  266; 14  241; 20  384 
手斧の 抦 （船舶） V お ijatarii  or  Nava  〔經〕 14 

238 

〔手が 虚空に 著せざる 譬喩〕 13  291 
手型戲 sa ほ ka  ha は ha  (手痕 占 ひ， 筆 手遊び） 
4 15 

手紙 ① paijpa  (只 葉， 葉） 29  287,351,352, 
379;  30  295,389 ② sSsana  (書信， 書面， 
信書， 使 書， 傳書， 通牒） 31 314,  407,  532; 
33  393,405;  34  4，  5,  7, 14， 15,  45,  46;  38  234; 
39  8, 10， 12,  27,  99， 101, 109, 113*, 164 

手 截られ し^  hatthacchinna  (手 切斷 者） 3 
155 

手 琴 papissara  (手 鈴， 手 鈴樂， 小 鼓） 39  519 
手品 sobhanagaraka  (奇術) 6  8，  98 
手品師 indajaiika  59 下 188 
手 蛇 冠の 如き 者 pha ひ a  hatthaka  (蛇 頭 手 者） 
d loo 

① 手鈴② 手鈴樂 P さ mssara  (手 琴， 小 鼓） 
① 6  8，  98 ② 43 173,350,390;  44  468 

手 切斷き hatthacchinna  (手截 ら れ し 者 ）57  50 

手 鼓 dindima  (小 鼓， 鑲鼓， 銅鑼， 鐃欽〜 テ 
ィ ン ディ マ） 41 212 

手綱 rasmi 15  277 

手の 占 相 aiiga  (手足 判斷） 6 11,101 


(628) 


手' 出' め， 丁， 低， 廷， 定， 庇， 抵， 帝 一 ティ 


① 手 不具 ② 手殘③ 手壞者 kui?i  (瘤 手, 
曲 り 臂， 曲 手） ① 17 175; 18 149 ② 20 141; 
47  436 ③ 42 129， 130 
〔手 もて 恒河を 遮る'；? 險〕 15  454 
手 瑜伽者 hattha  yogin  62 139  - 

手 を 腰に 當 て)]、 J" を 張る khambha- kata  (叉 腰 
して） 2  306 

手 を捉る hattha  gahatja  2  354 

手 を 舐む hattha  nillehaka  2  320 

手 を 振る hattha  niddh 画 ka  2  317 

出口    nikkhamant  2  68 

① 出 鰭 目 語 ② 出任せの 語 ③ 出鳕目 mu- 

ggasupata,  muggasuppata,  muggasupyata 

(綠豆 汁 性， 豆 スープ） ① 43 181,203,383; 

44  429, 430 ② 59 下 264 ③ 62  51 
出て 行く 人の 食物 gamika  bhatta    (出發 者 

食） 34  316 

弟子 ① saddhivihSrika    (徒弟， 和尙 弟子〜 
同 住 者， 共 住 者） 3  82,526;  4  339,  340  〔和尙 
に 事へ る 作法〕 3  82°* ② sahajivin  (同 活） 
2  523,  526 ③ sSvaka  (聲 聞） 〔四 衆； 比， 
尼， 塞， 夷〕 8 157* 
弟子 僧伽 sSvaka- saAgha 18  63; 19  47;  23  340 
弟子と しての 苦 antevasuppadava 11 下 136 
弟子に 對 する 承 事 品 Saddhiviharika  vatta  3 
94 

弟子の 和尙に 於け る 儀 法 saddhiviharikanarh 

upajjhayesu  vattam  4  339 
丁 土伽窟 Tinduka-kandara  〔窟〕 4 119 
丁寧 sovacassa ほ （柔和， 從順， 善 言， 善 言 

性， 善 語， 温順） 23  4 
低沙 ① Tissa   (低 舍， 底沙， 帝須） 〔比， 佛 

の從 弟， 忍の 說法 を受 く〕 13  417，418 ② 

Tisso  〔經; ） 13  417 
低沙迦 Tissaka  〔經〕 12  253 
低舍 ① Tissa   (低 沙， ぼ 帝須） 〔比， 佛 

の從 弟， 五勰離 貪の 說法 を受 く〕 14 169* ② 

Tisso  〔經〕 14 169 
低聲 appa- sadda  2  305 
低地 ninna  9 130 

廷臣 ① amacca  (朝臣， 大臣） 59 上 253 ② 


parisajja  (衆， 侍臣） 8 191* 
廷: お mandapa  (假 堂， 假屋， 天幕， 集^ 堂， 曼 

陀婆） 3  222,  249*,  291,  496;  4  244,249,319 

定， 定棄， 定心， 定法 等 〜ジ ヨウ 

定期 食 pariygya  bhatta  (問隔 食） 43  251 

定期 食 チラ 者 pariyaya  bhattika  CfB^MM^f)  9 
488,  489 

定見 parikappa 17  322 
定式 Jihfitifg:     naya  mukha  matika    47  323, 
324,326 

定式 論 母 naya-matika  47  323,  326 

定立 者 thavara  (= 阿羅漢） 24  53 

底沙 Tissa  〔天〕 7  292 

抵當物 upanikkhepa  59 ± 170,174 

帝 金剛 inda-vajira  (電光） 64  367,  369 

帝師 purohita  (王師， 國師， 司祭， 司祭 官， 

顧問， 師輔） 2  329;  7  244,258,260 
帝沙 ① Tissa  (帝 須） 〔佛〕 26 197,198,212， 
215,  217,  218,  224,  225,  232,  234,  312,  318,  330, 
347,  353,  359，  360,  378，  379,  391，  400，  468，  480; 
28  84°,  92;  60 152 ② 〔燃 燈佛の 第二 弟子〕 
28  60 ③ （提舍 ） 〔毘婆 尸佛の 第二 弟子〕 28 
. 87 ④ （提舍 ） 〔迦 葉佛の 第一 弟子〕 28  91 © 
(帝 須） 〔比 =ク トゥン ビカプ ッタ. ティ ッサ〕 
29 109 ⑥ TissS  〔橋 陳如佛 の 第一 比丘尼〕 
28  63 

帝須 Tissa ① （帝 沙） 〔佛〕 27 110,129,165, 
193,221,255,364 ② 〔比〕 24  316;  25 118， 
133， 149 ③ （低 舍， 低沙） 〔比， 佛の從 弟， 
死後 梵天に 生る〕 20  71*,  324,  327;  25 117 
〔目犍 連と 語る〕 20  71*,  324,  327 ④ （= 帝須 
彌勒） 〔比〕 24  316;  42  211; 44  47 ⑤ 〔比， 
富豪の 子 = ク トゥン ビ 力. ティ ッサ〕 62  88 
⑥ 〔梵天， 目犍 連子 帝須の 前生〕 60 182;  65 
(I)  47* ⑦ （= 目犍 連子 帝須） 〔比〕 60  36, 
186;  65(1)-  54 ⑧ 〔阿育 王 弟， 比〕 60 176, 
179,195;  65(1)  55，  66，  69，  71， 72 ⑨ 〔比， 拘 
多の 子〕 60  55,192,193    ®  〔錫 蘭 相承 比丘〕 
65CI)  79，  80 ⑪ 〔コ— ティ 山寺 住 比丘〕 63 
123    @  〔小 乞食 帝須 比丘〕 62  230,  379 
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ティー 帝， 剃， 貞， 庭， 涕， 停， 偵， 啼， 堤， 泥 


〔龍 山 住 比丘〕 62  253  ®  〔比， 書 寫阿闍 梨〕 
59 上 146  m  (= 小 給孤獨 帝須） 28  306  @ 
■(= ス一ラ ティ ッサ， スヴン ナビ ンダテ イツ 

サ） 〔王」 60  67,119   ©  (= 天 愛 帝須） 〔王〕 
€0  67，  77， 119, 120,238;  65(1)  92,93  ®(= 
摩訶 帝須， 阿 婆 耶ヅッ タガ— マ 二） 〔王〕 60 
133   @  (= ヴン カナー シカ 帝須） 〔王〕 60 
142， 143    @  ( = ャサラ 一ラ 帝須） 〔王」 60 
140    @  〔機 夫， 王」 60 134,382  @  (= クダ 
一 ティ ッサ） 〔王〕 60 135，  381 (§) (= デヱッ 
タティ ッサ） 〔王〕 60 147  @  (= ヴォ ーハ一 
リカ 帝須） 〔王〕 60 145，  402，  403        = 力 二 
ッ タ 帝須） 〔王〕 60 143   (§) 〔王子〕 60  65， 
221 @  〔大臣〕 62 125  (^) 〔釋 種〕 60  65  (§) 
Tissa  〔尼〕 25  333   @  Tissa  〔池〕 60 114， 
140,390    @  〔精舎〕 63  332 

帝須園 TissSrama  (= 大雲林 園， 大寺） 〔精 
舍〕 60  85，  89，  93,  92,  93，  97， 120, 121 

帝 須達多 Tissa  datta  〔比」 59 上 34,35;  65 
(I)  79, 127 

帝 須彌勒 Tissa  Metteyya  〔比， 婆 和 利の 弟 
子〕 24  379,392,  428;  42  210*;  44 10,47,500 
〔き 喻經〕 27  61 

帝 須彌勒 學童所 問 Tissameliteyya- mSpava- 

pucchS  (= 帝 須彌勒 所 問， 彌德勒 所 問） 〔經〕 

24  392°, 393 
帝須 彌 勒 學 童 所 問 の義釋 Tissametteyya- 

manavaka - panha  n ladesa  44  47°,  56 
帝須 彌勒經 Tissametteyya- sutta  24  316°,  319 
帝 須 彌勒經 の義释 Tissametteyyasutta - 

niddesa  42  210°, 242 
帝 須彌勒 所 f?S1    Tissametteyya  panha  (= 帝須 

彌勒學 童 所 問） 〔經〕 44  326,335 
帝 須彌' 品 Tissametteyya  vagga  27  61 
帝 柱、 inda  khila  (境界標， 門 il£， 門 闘， 閟， 

棚 門， 因陀羅 柱， 市門の 標柱） 24  83;  62142, 
143;  63  83;  64  58 

〔帝 は， 鐵 9： の 不動なる" で喻〕 8 169 

帝麖 timi  (提 魔， 帝彌） 〔さ 魚〕 23 171,175; 

59 下 93， 211， 212,  277  ― 
® 帝麇 伽羅 ②帝 魔羅 timmgala  (提麗 宵 


羅） 〔大 魚〕 ① 59 下 9；)，  211，  212，  277 ② 23 
171,175 

帝 魔羅 頻 伽羅 timirapmgala  (提 魔提麇 耆羅， 
大身 魚， 吞 舟の 大, 负） 〔魚〕 23 170,  175;  59 
下 90 

帝彌 timi  (帝 魔， 提麇） 〔大 魚〕 59 上 258 
帝彌羅 Tivara  〔都 26  243,  316,  339，  373，  377 
帝 梨富沙 Tapassu  (多 梨 富沙， 多 婆 富沙， 提 

謂） 〔商人， 塞〕 28 170 
① 剃刀 ② 剃 21   khura  (〜力 ミ ソリ） ① 4 

203; 15  267,269;  25 194,  249 ② 8 161 
第！] 刀 斧 vasi  pharasuka  30 166* 
第 II 頭 ① mup お （園 頂， す£ 頭） 2  360 ② 

mundeyya  =  mundiya  (剃 髮， 圓頂， 究頭) 15 

457 

剃頭師 nahSpita  (理 髮師） 3  436;  6  318* 
弟 ij 髮 ① bhandu  kamma  3 120;  5  380 ② 

mundiya  =  mundeyya  (圓 頂， 刹 頭） 57 132， 

133 

剃髮師 kappaka  (理髮 節， 理髮 人） 3  597;  4 
281,282 

貞淑なる 妻 patibba ほ 24  450 

貞淑 女天宮 Patibbata  vimana  24  449 

〔貞操 堅固なる 婦人」 31 112 

〔庭園 を 送れ〕 39  29 

涕泣 ruijija  (啼 泣， 號泣） 24  222 

停 住 thita  (住， 住まり， 立てり） 1 44 

停滞 膽汁 baddha- pitta  63  59,  267 

偵察 者 ocaraka  (看 索） 12 135 

啼泣 roijija  (涕 泣， 號泣） 21 62，  99 

堤塘 さ! i  (堤） 11 下 109 

泥 paiika  (染 泥， 泥土， 汚泥， 淤泥， 泥 地， 

泥土の 沼， 泥 i' 寧， 塗 泥） 20  45;  27  327 
泥 鬼 parhsu- pisacaka  (飄 風 鬼） 23 148 
泥 瞿陀〜 二 グダ 

泥沼 ① candanikS  (ドブ 池， どぶ 池， 冀 尿坑， 

汚水 溜， 沼澤） 25  221 ② pallala  3  404 
泥 色 kaddama  2 190 
泥醉 sopcja  (亂 行者） 8  245 
泥團 〔mattik 幻〕 pip<Ja 1 255;  5  55 
泥 地 ① cikkhalla  2  503 ② panka  (？/ g, 泥 
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泥， 敵， 適， 擲， 溺， 線， 徹， 鐵ー テツ' 


土， 泥檸） 12  49,101 

泥 池 jamban 18  291 

〔泥 池の 水の S 囌， 二種〕 18  291 

〔泥中の 象の 譬喻] 23  68  - 

〔泥中の 蓮華の 譬喻〕 59 上 157 

① 泥土 ② 泥 塗 paiika  (泥， 泥濘， 汚泥， 
淤泥， 塗 泥） ① 36  246 ② 25 131 

泥土の 耳 3^    mattika  kundala 12 136 

〔泥土の 耳環の 譬喻〕 12 136 

泥土の 沼 paiika  (泥， 汚泥） 23 122 

泥 女 像 lepa- citta 1 56 

泥濘 ① paAka    (お， 泥土， 泥 地， 淤泥， 污 
泥） 34 142, 143 ② palipatha  (貪欲） 23  81 

泥 i' 寧 (こ 沒 せる palipa— palipanna  9  71 

泥 鉢 mattika- patta  (土製の 鉢， 瓦 鉢） 1 412; 
2 194,393;  5  200 

泥挈 niraya  (地獄， 奈落） 25 169 

敵 ① amitta   (敵 者， 仇敵） 12  97;  35  369, 

388 ② diss 11 上 140;  25  265 ③ 

paccatthika  (怨 家， 怨敵） 12  393 ④ para 

(他） 10  237,  238, 337; 18  226;  42  75;  43 

37;  44  41,158,195;  59 下 347;  64  326,400 

⑤ verin  (怨敵， 怨憎 者） 29  296 ⑥ 
sapatta  20  346* 

敵意 ① vera  (怨， 怨讎， 怨僧， 怨恚， 怨恨， 
怨心， 怒） 11 下 193, 194 ② verika  37  422 

敵王 patirSjan  7 168*; 11 下 222,  223 

敵王 克服 次第 Verirajavijaya  niddesa  〔章〕 
61 432 

敵軍 patisena  2 169 

敵 妻 sapatti  25  21, 25 

敵士    patisiira  42  261,  262,  266 

敵 者 amitta  (仇敵， 敵） 32  87，  88 

敵手の 角鬪士    patimalla 12 187 

敵對者 ① patisenika  42  264 ② mithu  43  57 

敵對す patippharati  9 161 

〔敵に 圍 まれた る 者の 譬喩〕 28 10,11; 41 221 

適宜 Saruppa  〔經〕 IS  35 

適宜なる 道 saruppa  patipada 15  35* 

適業 ① kammaniya ② kammanna  (堪 任， 
事業に 堪ふ） ① 62  360 ② 63  37,  38， 139， 


187,300,306°*;  64  367 

適切 作 sappaya- kiriya  (〜隨 應作） 64  328' 

〔適 常なる 住所 を擇 ぶべ し〕 28  415;  29  416;: 
33 112 

適 能 罪人 bhabbapattika  5 197 
適法 anucchaviya  (相 合） 1 31,34,67 其 他;: 
2  341 

擲器 jevaniya  20  360 

擲石所 及 所 ① upacSra  (近郊， 近 分） 2  66, 
159 ② leddu  pata  2  63;  5  61 ③ hattha- 
pasa 1 337* 

擲槍 bhe ひ 4i  (投 槍） 1 127 

① 擲棒祠 ② 擲棒祭 sammS- pSsa  (力 飮， 釘 
座） ① 21 3 ② 24 112 

溺愛 性 paribhatya ほ （機嫌 取 りの 語 ） 46  349,. 
350 

綴 縛 bandhana   (縛， 結 縛， 繩縛， 驟縛， 收 

縛， 拘束， 接 目， 結節） 14  241 
徹する 智慧 〔者〕 nibbedhika-pafifia  (決慧 

〔者〕， 擇慧 者， 決擇慧 者， 貫通 慧 〔者〕， 透徹 

する 智慧 者） 8  205 
鐡 ayo  7  401，  402; 16 上 285; 19  22;  23  54;. 
- 25 12，  91; 31 38* 
〔鐵 椅子 • 鐵 床の 譬喻〕 62 108 
鐵圍山 cakkavS!a    (輪 園 山， 大 世界） 26  6;. 

34 127,  162,  170;  37  302;  38  459;  41 216, 

361; 60  273,358;  61 471;  65(1)  117, 118 

鐵屋本 生物 語 Ayoghara- jStaka  (五一 〇） 35 
216° 

鐵斧 ayo-ghana  23  238 

鐵構 ayo  doni  7 126, 153, 154 

①鐵釜 ②鐵鑊 loha- kumbhi  (銅 釜， 銅 甕， 

銅甌， 鐵鼎） ① 20  391,392 ② 17  229;  58  394 
鐵丸 ① ayo- gu!a 1 149;  7  384; 16 下 139; 

23  65，  290,  342;  24  253;  25  245 ② loha- 

gula  (銅 丸） 20  389,  390;  23  75 ③ Ayogu!a 

〔經〕 16 下 138 
鐵丸戲 caij<iaia  43 173,350,390;  44  468 
〔鐵 丸の 譬喻〕 62 108 
鐵丸品 Ayogu!a  vagga 16 下 137， 149 
〔鐵丸 を 熱する 譬喩〕 16 下 139 
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鐵器 ayo- katSha  (鐵 盤， 鐵瓶） 15  297 
鐵代 ① ayo-khila    (鐵 注， 鐵杖） 11 下 212， 

237 ② ayo- saiiku  (鐵 杭， 鐵釘， 鐵針） 25 

315 

〔鐵〕 代 地獄 Saiiku  samSha は 10  80 
①鐵杭 ②鐵釘 ayo  saAku  (鐵 針， 鐵代） 

① 15  267,268 ② 20  389,  390 
鐵串 satti- siila  (劍 戟， 劎鎗， 鎗矛， 槍の 尖， 

刀 杭， 鐵剌， 双と flO  36 154 
鐵屑 papatika  20  318* 
鐵剌 SattisOla  〔地 狱〕 36  52 
鐵杵 nSrSca  36  31,33 
鐵床 ayo- pitha  20  390 
鐵牀 ayo  -mafica  20  390 
鐵槍 satti  (槍， 鎗， 投繪， 劎， ^物， 矛， 20 

1 121,127 

①鐵柱 ②鐵の 柱 ③鐵杖 ayo- khila  (鐵 
ネ弋） ① 16 下 373 ② 8 169 ③ 17  228 

鐵梯 ① kiHa  (M)  25 104 ② ayo-kuta  31 
552,553 

鐵鎚本 生物 語 Ayakiita  jataka  (三 四 七） 31 
552° 

鐵鼎 'loha- kumbhi  (鐡 釜， 鐵錢， 銅 S, 銅 ffi, 

銅签） 31 376，  382 
鐵鼎本 生物 語 Lohakumbhi  jataka  (三 一四） 

31 376° 

鐵殿 Lohap お ada  (銅 殿， 靑銅 殿） 65(1) 123 

〔鐡 と銷の 譬喻〕 23  54 

鐵の家 ayo- ghara  (鐵屋 ） 35  217* 

〔鐵 の大 釜の 醫喻〕 62 108 

〔鐡の 火花の 消 ゆる 11) 23  238 

鐵の^   ayo- sa ほ 15  266,268 

鐡の都 ayo  nagara  35  365 

鐵鉢 ①、 ayo  patta 1 412;  2 194,393;  4 173; 

5  200 ② ayo-kapSla  20  318* ③ pattaka 

25  338 ④ loha  patta  C 銅 鉢） 1 284 
鐵針 ayo- saiiku  (鐡 代， 鐡杭， 鐡釘） 24  253 
鐵板 ① 〔ayo  iphala 1 364.369;  3  396 ② 

ayo  patta  20  388;  24  482 ③— ayo- thSla 11 

下 436 
〔鐡 板の 譬喩」 62 108 


① 鐵盤② 鐵瓶 ayo- katSha  (鐵 器） ① 10 

263 ② 20  396 
鐵壁 ayo- pSkSra  25 12，  91 
鐵棒 paligha  (閂， P— 3 检， 閃 門） 11 下 209 
鐵 面皮 漢 koQ ね 30  356,  357 
〔鐵 面皮 漢を 膺懲〕 30  356 
鐵輪 ura- cakka  29  202 
寺 vihSra  (精 舍， 住處， 住院， 僧房， 房舍， 

香 室， 香 房） 1 114 
寺男 5ramika  (淨 人， 園 林 を 司る 人， 下僕） 

62  241,377 

天 ① deva  (天子， 天神， 天人） 3  21; 7  4; 
8  313;  9 120,124; 18 161 〔三種； 世俗， 生 
起， 淸淨〕 44 138°,  378°;  47 188° ② sagga 
(天 界， 天國， 天上） 1 129;  22 下 31 ③ Deva 
〔經〕 22 上 133 ④ Deva ほ 〔經〕 22 上 57 

〔天 名〕 1 28;  6  308°*;  8  338;  9  369; 10  8; 
11 上 253; 11 下 113, 114, 116,117,183; 16 下 
322; 17  340,345,346,371; 18  223;  20 13, 
48,  51， 72，  73,  357，  375;  21 125, 147，  154, 161, 
169;  22 下 307;  25  368;  42  63， 178;  44  69, 
138, 378;  47 189°;  57  272;  65(11)  40,42 

天 あ り atthi  devo 11 h  277,278 

天 愛 ① DevSnampiya  (= 天 愛 帝須） 〔王〕 60 
68,  69,  85，  86, 119，  120,  229,  260,  264 ② 
Devanampriya,  Devanampiya,  Devana- 
priya,  Devanampriya,  Devanampriya  、= 
天 愛 阿育， 阿育 王） 65  (111)  28,  30*,  38,  39, 
44，  45，  64，  65,  68，  69，  72，  78,  85* 

天 愛 阿育 Devanampiya  Asoka  (= 天 愛， 天 
愛 喜 見， 阿育 王） 65(111)  85 

天 愛 喜 見 Devanampiya  Piyadasi, 
Devanampriya  Priyadasi,  Devanampriya 
Priyadrasi,  Devanapriya  Priadrasi    (= 阿 
育 王） 65(111) 1* 

天 愛 十 車 Devanampiya  Dasalatha  〔王， 阿育 
の 孫〕 65(111)  94 

チ愛 帝須 Devanampiya  Tissa  [iJ  60  68°, 
70，  72,  76，  92,  96， 113，  126, 154,  227°*,  237, 
280,282,  283,291,411; 61 4,22,48,62;  65(1) 
88， 105, 113， 120， 125 
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天ーテ ン 


〔天 愛 帝 須王灌 頂の 品品〕 60  66 

〔天 愛 帝 須の卽 位〕 60  226 

天 王 ① deva- rSjan 12  298;  24  537,  544;  33 
9;  36  44*,  65，  66，  76,  80 ② Vasava  (婆沙 
婆， 因陀羅 = 帝釋） 24 140 

① 天 王帝釋 ② 天 王なる 帝釋天 Sakka- 
devarajan  (釋天 王， 神神の 王 帝 釋= 釋提桓 
因） ① 60  45，  265 ② 39  63 

天 王 天 Surindadeva      帝釋） 41 257 

天 及び 人の 自币 sattha  deva- manussanam  (天 
人師， 人 天師） 〔如 來十號 の 一〕 11 下 137 

天火 disa- <lSha  6 13， 102;  59 上 357 

天界 ① dibba  thana 12  30 ② dibba  bhava 
6  324,325 ③ deva- loka  20 178, 179;  57 
50，  51, 58  32 ④ devatta  42 109, 155 ⑤ 
sagga  (天， 天國， 天上） 3  400; 12  48,  49, 
311; 22 下 241,243*;  23  228,273,274,306, 
312,319;  30 140;  36  20*;  37  497 ⑥ sagga- 
loka  (天 世， 天の 世界） 6 124,232;  7  372; 
10  2, 10; 11 下 64，  65,  221,  229,  230,  231,  277, 
278, 287*; 12 157,159; 15  376*;  18  150, 
151; 20 142, 143;  23  259;  43 158，  311; 59 
上 124 

天蓋 ① uttaracchada  3  340 ② 

uttaracchadana    7 185* ③ vitana 1 382, 

385,389,394;  2  271,  275,  452;  4  234 
® 天蓋 祭禮 ② 天蓋 祝 chatta- maAgala ① 

34  332 ② 32  415，  417 
天 冠 寺 Makuta  bandhana  7 152, 156 
天宮 ① dibba  bhavana  9  441 ② deva-pura 

22 上 133 ③ vimSna    (宮殿） 24  444*;  25 

63;  26  67;  36  95*;  38 107* 
® 天 宮事經 ② 天宮事 ③ 天宮 〔事〕 VimSna - 

vatthu  〔小 部經の 一〕 ① 24  437°;  65(1)  23 

② 65(1) 100 ③ 60  80,242  • 
〔天宮 の 種種と 生 天の 業〕 38 107* 
天 鼓 deva- dundubhi  6 13, 102;  7  76， 146; 

16 下 111; 21 260;  23 190 

天 鼓 鳴 devadundubhissara  59  h  357 

天啓 suta  (聞， 所 聞， 聖知） 33  316 

天 現 Devadaha ① （天 臂， 提婆 陀訶） 〔村， 


邑〕 14  7 ② 〔經〕 14  7 

天眼 ① dibba  cakkhu  (天眼通-有情 死生 智， 
死生 通） 1 7;  3 14,  400,  401; 4  282;  6 123， 
124,  232,384;  7  49,50,378;  8 137，  138,  298, 
369;  9  34，  53， 115,  121*,  212,306,326,374, 
379,  433,  482; 10  99， 129，  202，  246, 310，  330， 
372; 11 上 25,26,39,  40，  49; 11 下 111,  226, 
231,287; 12  247,248; 13 178,185,313; 15 
372,376; 16 下 115,172; 17  34,36,266,420， 
421,  463,  464,  465; 19  25;  20  76,183, 193, 
401,403;  21 38;  22 上 112，  221,  222，  223，  254， 
258，  299;  22 下 118，  132,  318;  23 147，  229, 
303,  350;  25 181, 190,  212,  220，  231,  270，  284, 
347,  352,  355,  363,  365,373,389;  26  55;  28 
159;  30  261,262;  31 331; 35  66;  40 193; 
41 111, 156, 216;  42  65, 148;  43 108*, 158°, 
311°;  44  290°,  333;  47  51,58,450;  48 上 97*， 
298,300;  49 151, 152, 154*;  50 147，  148, 163， 
172, 173, 187,  482,  483;  51 83，  84,  94，  95， 133， 
147, 164, 165，  183, 191，  258,  269,  307*,  408;  52 
52,  60,  93，  94， 101*,  132, 144, 174， 194 其 他； 53 
10,17,  22*,  48,61,88 其 他； 54 11,13,31,35, 

. 54，  74 其 他； 57  65，  66,  78，  323*，  328*;  59 上 
30，  260*;  59 下 208;  60  2,  25,  32,  58;  62  223, 
348*;  63  325,  331,  341,  342,  349，  353，  356，  375, 
403°*，  411,  413，  414，  416;  65(11)  82  〔三 眼の 
一〕 8  298  〔〜有情 死生 智〕 ② dibba- nayana 
27 17, 18，  57，  448 ③ Dibbacakkhuka  〔苦行 
者〕 35 134, 135 

天眼 ある もの dibbacakkhuka  (具 天眼， 天眼 
者） 17  36 

天眼 者 ① cakkhu- bhQta  (眼たり， 眼た る 
者） 1 176, 180 ② dibbacakkhuka  (具 天眼， 
天眼 ある もの） 13  230;  43  200 

天眼 智 dibbacakkhu  nana  40  5, 193° 

〔天眼 智の 所緣〕 63  424 

天眼通 dibba- cakkhu  (天眼 = 死生 通， 有情 
死生 智） 8  64°;  37  483 

天眼 • 天耳界 〔によ りて 佛と 目犍連 は 遠隔地に 

て 問答す〕 13  408 
天眼 論 Dibbacakkhu- katha' 57  323° 
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天 香 dibba  gandha  9  373* 

天國 sagga  (天. 天界， 天上） 17  483, 484, 
485; 18  34,  97*,  397*,  442*; 19  5,65,66,67, 
71,72, 192*,  367*,  384*;  20  202*;  25  25,33; 
58  40 

天子 ① deva- putta 11 下 372，  373,  374; 12 108， 
109,110* ② deva  (天， 天神） 15  283;  23 
328 ③ deva ほ （神， 天神） 17  98,99 
天子 相應 Devaputta- sarhyutta 12  77° 
天子 大國 Devaputta- mah さ ra は ha  63 123 
〔天子の 五 衰兆〕 23  328;  36  280,  281; 64  268 
天使 deva- data 11 上 100*; 11 下 232*,  244; 

17  223*;  28  276 
天使 經 DevadQta- sutta 11 下 230°;  60  83， 

232,  242;  65CI)  84, 101 
天使 品 Devaduta  vagga 17  214 
天祠 ① yaiifia    (供養， 供養 式， 供犧， 犧牲 

祭， 祭祀， 祭式， 祠祀， 祀， 祀祠， 獻供， 生 
贄） 3  431 ② deva-kula  60  225,  415;  61 
175,524 

天 食 ① dibba-oja  9  428 ② sudha  bhojana 

37 130*, 337 
天 食. 本 生物 語 Sudhabho jana  jataka  (五三 五) 

37 105° 

天 車 dibba  yana  (天 乘） 11 上 106 
天主 issara  (自在 天， 自在 者， 自在 主， 主宰 
者） 36  202 

天主 帝釋 ① Sakko  devanam  indo  (釋 提桓 
因， 天帝 釋， 天帝なる 釋迦， 諸 天の 主 帝釋， 
天の 帝なる 釋逸， 帝釋） 6  309;  7  232,  233, 
236, 237, 238, 297*. 317*;  59 上 14*, 270*, 395 
② Sakka  devinda  C 神 王 帝 釋:） 24  459,  486， 
490,491,  494;  33 10,296 

天授 〔衣〕 devadattiya  62 124,125 

天壽 dibba  ayu  3  512 

① 天 住 ② 天の 住 dibba-vih お a  〔三 住の 一〕 
① 8  299;  62  359，  415;  63  370. 403 ② 17 
294; 〔18  322) 

天 障 saggavarana  63  408. 

天上 sagga  (天， 天界， 天國） 38  63 

天上界 deva- c^rika  (天上 遊行） 36  25 


〔天上 天下 唯我獨 尊〕 6  377; 11 下 147;  28 

112;  57  364 
天上の 吉祥 saggesu  sotthanam  33  318 
天上の 說話 sagga- katha  (生 天 論， 生 天の 話， 

天の 說） 〔三論の 一〕 6 162,215 
天上の 束縛 dibba- yoga  (天の 顿） 23  82 
〔天上の 華と 惡德 司祭 官〕 31 451 
天上 遊行 DevacSrika  〔經〕 （一) 一 (三） 16 下 

254-256 

天成 就 dibba  sampatti  59 下 202,333 

天乘 deva-yana  C 天 車) 24  50 

天 身 ① sagga  ka\-a  3  512 ② deva— kaya 
(天 族） 23  328 

天神 ① deva  (天， 天子） 23  33 ② deva ほ 
(神， 天子， 天女， 鬼神） 6  275, 277;  8 19; 
11 下 255,  256，  257，  400; 12 1*,  7*, 12*,  18*, 
24*.  43*,  59*,  342*; 15 170;  20 121,122,157， 
162,163;  24  35,96;  31 552;  44  61°, 67 

天神 所 問^ 生物 語 Devatapanha- jataka 
(三 五 〇） 31 564 

天神 堂 dev-aiaya  61 406,  411 

① 天神の 音聲 ② 天神の 聲 devatanaih  saddo 

①  8 127 ② 17  274 

天神 品 Devata -vagga  20 187 

天隨念 deva ほ nussati  (念 天） 20 13°，  48，  51; 

42 10,13;  43 145,378;  44  42;  62  221,261, 

391°, 445°*, 448;  65(11)  78; 〔17  340°;  22 下 

307°, 313] 
〔天隨 念の 修習法 及び 功德〕 62  446 
天 世 sagga  loka  (天 界， 天の 世界） 8  65, 117; 

16 下 220; 17 13,  42*,  46,  84,444;  22 下 256， 

263*;  47  47，  48，  58,  436，  437，  450 
天聲 deva  sadda  〔三種〕 23  327 
天 仙 devisi  (= 大仙） 24  424;  44  296° 
天 族 deva-k さ ya  (天 身） 7  275* 
天 族の 名 devakayanam  namani  7  273 

① 天帝 釋 ② 天帝なる 釋 iSe ③ 天の 帝なる 釋 

Sakko  devanam  indo  (釋 提桓 因, 天主 
帝釋， 諸 天の 主 帝釋， 帝釋） ① 9  438*; 10 
82; 11 上 105*; 12  268,  378*，  399*;  58  330 

②  20 120,121 ③ 17  232 
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① 天 中天 ② 天 中天 者 ③天 :1 'の 天 devadeva 

r  = 佛） ① 26  37，  60， 173，  187;    27  42, 177; 

41 305， 310， 338， 347;   43 140, 160,313;  44 

111， 297， 330， 349 ② 41 305， 310， 338， 347 ③ 

25  216;  62  2 
① 天 中天 ② 天 中の 天 devStideva ① 50 

332;    56  523;    59 上 207，  208，  246,  289,  365; 

59 下 17,  25,  32,  84， 193, 194, 196,  250,  257 其 他 

② 24  529 

天 的耳界 dibbasota- dhatu    (天 耳界， 天 耳， 

天 耳 通） 9  52,112; 10  329,341 
天 と 阿修羅の 戰 devasura- saiigama 12  382*; 

〔16 下 377;  22 上 133〕 
〔天と 阿修羅の 譬喩〕 18 161 
天と; fct^   nabha  ca  pathavi  ca   〔極 遠〕 18  89; 

58  38 

〔天と地の 隔れる 譬喩〕 25 172,186,296 
〔天との 交渉〕 65(111)  79,85,87 
天堂 antalikkha  bhavana  32 111 
天道 ① diviya  magga  21 121; 58  32 ② 
deva-pada    〔四 種〕 16 下 295,  296 ③ 
Devapacla  「經〕 （一） （二） 16 下 294,295 

〔天に 畜生 あ り 1 58  396 
〔天に 律儀 あり〕 57  331 

天 耳 ① dibba- sota  25 190;  48 上 97*,  299， 
300;  49 151,153,159;  57  326,327;  59 上 14; 
65(11)  82 ② dibbasota- dhatu  (天 耳界， 天 
的 耳界） 6  361; 23 130， 148 

天耳界 ① dibba  sotadhatu  (天 的 耳界， 天 耳， 
天 耳 通） 6 117°;  8  369; 11 上 23°,  365°; 11 
下 111; 13 176,184,312; 16 下 114,170; 17 
419;  20 192,193;  22 上 110;  22 下 117;  40 
189;  41 156;  50 147, 148，  163，  172，  173，  187, 
483;  51 83，  84，  94，  95， 133，  147，  165, 183，  191, 
258,  269,  276,  307*,  408;  52  S2,  60,  93,94， 
101*,  132, 144, 174, 194 其 他； 53 10, 17,  22*, 
48,61,88 其 他； 54 11， 13，  31， 35，  54,  74 其 他； 
57  78;  62  223;  63  349,356,369°* ② Iddhi 
〔經〕 16 下 170  - 

天 耳界智 dibba - sotadh お U- fiaija  63  300,  418; 
「9 112; 10  329; 11 下 111; 19  23,  37;  20  3〕 


〔天 耳 界智の 所緣〕 63  418 
〔天 耳界 論〕 63  369° 

天 耳 通 dibba  sotadhatu    (天 耳界， 天 耳， 天 

的 耳界） 8  49;  37 106 
天 耳 論 Dibbaso は katha  57  326° 
天女 ① acchara  (仙女， 玉 女） 1 26; 10  345, 
346; 11 上 83; 12  7,45;  23 119,120,121; 24 
479，  483,  526,  528,  539,  544;  25  315;  37 142, 
275*;  38 107， 111， 116, 380;  64  461 ② 
angirasi  7  300 ③ devi  (女神） 16 下 220; 18 
102*;  30  89*,  125*;  35  242,389;  36  63,64, 
155, 289, 339;  37 126, 127, 140*,  337 ④ 
deva-kanna  37 134;  59 上 344  ®  deva ほ 
(天神， 女神， 神， 鬼神） 20  42;  35 155,156; 
37 135， 142 ⑥ Acchara  〔經〕 12  45 
〔天女の 仙人 誘惑〕 30  90;  36  65 
〔天女の 誘惑〕 （サミ ッ ディ 長老 を） 30  89 
〔天女 四 人と 仙人の 天 食〕 37 125 
天人 deva  (天， 天子， 天神） 1 121 
天人 自 |]j    sattha  devamanussanam  (人 天師， 人 

天の 師， 天 及び 人の 師） 〔如 來十號 の 一〕 3 

64;  6  75;  9  321,464; 11 上 49;   〔62  409。*〕 
天人 所說 deva ほ- bhasita  2  z3, 35, 323 
天人' PfS  〔答〕 Dtva ほ- pafiha  39  77 
天然 sabhava  (自 性） 64 144 
天の 王 devanaiii  indo  (諸 天の 主 = 帝釋） 12 

401°,  409,  411,415 
天の 藥 dibbosadha  39  4 
天の 幻術 dibba- maya  39  226,  227 
天の 高 床大床 dibba  uccasayana  mahasayana 

17  293°, 294 
天の 坐 dibba  asana 17  294 
〔天の 壽量〕 17  345;   21 147, 154，  161，  169;  32 

335;  47 189;  57  272;  65(11)  42 
天の 世界 sagga-loka  (天 界， 天 世） 7  48 
〔天の 世界の 否定 J  6  275 
天の 說 sagga-kathS  (生 天 論， 天上の 說法） 

〔三論の 一〕 6  411,413,415 
〔天の 年月〕 17  345;  21 147,154，  161，  169;  38 

382 

天の 軛 dibba- yoga  (天上の 束縛） 12  49, 101; 
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24  240 

天の 路 dibba- patha  24  63 
天臂 Devadaha  (天 現， 提婆 陀訶） 〔村， 邑〕 
11 上 279 

天臂經 Devadaha- sutta 11 上 279° 
天臂品 Devadaha- vagga  (提 婆陀訶 品） 11 上 
279° 

天秤棒 ubhato  kaja  4  209 

天布薩 devatQposatha 17  342 

天 部 Deva ほ- saihyutta  (諸 天 相應） 65(1)  36 

天變 地異 判斷 ① uppada  (豫 占， 前兆 占， 兆 

相 占 ひ， 吉凶の 兆， 變事） 24 133 ② uppata 

=  uppada  62  54 
天 法 deva-dhamma  28  261* 

天 法 本 生物 語 Devadhamma  jataka  (六） 28 

258° 

天 品 Deva ほ- vagga  20  67，  268 

天幕 ① cela-vitana  7 150, 151 ② mandapa 

(假 屋， 假堂， 廷堂， 集會 堂， 曼陀 婆） 2  66 

③ mala  (園 屋， 公 堂， 廓） 1 338;  3  251 
天務 deva-vata  42 136;  43  88 
天務者 deva- vatika  42 131; 44  62 
天明 vibhSti  3 131 
天文 jotisa  59 ヒ 10,  357 
天樂 diviya  sukha  23 101 
天 林沙、 羅樹園 Devavana- salavana 11 上 217 
典籍 gatitha  (讀 書， 經 in)  64 188 
典 尊 Govinda  〔婆〕 7  244* 
典 尊 位 govindiya  7  246 
典兵寶 parinayaka  ratana  (主 兵 臣寶， 主 兵 

寶， 将軍 寶， 顧問 寶） 34 162 
店屋 apana-sala  3  251 
珀牟 ① Timbaruka  〔遊行き， 塞〕 13  31* 

② Timbaruko  〔經 J 13  31 
展 #0! 殺 visakkiyena  dutena  [marapeti] 1 

124 

展轉食 parampara- bhojana    (相續 食， 數數 
食） 58  328 

展轉? W 也- paraminukha  vikappana  2 193;  5 

201  ― 
添 味 ① uttad  bhaiiga   (副食物， 珍味） 1 


269*;  2  420;  4 119*,  327 ② vyafi jana  (調 
味， 副 菜， 。湾 菜， 加味 物， 助 味， 附屬 分， 藥 
味） 21 112;  39  70 

諂 ① satheyya  (詐^, 誑） 17 155,157,164， 
495; 18  447; 19  389;  20  230，  410;  40 170; 
41 140, 145, 146;  42 18,35,103,105,114 其 
他 ② mSya  CM, 詐瞞， 幻， 幻術） 21 325; 
22 上 194;  22 下 59，  70，  73，  275，  351; 42 117°; 
43  83, 124, 140,  152, 165, 189°,  259° 其 他； 44 
40,  52,  81， 147， 177 其 他； 47  39°,  62，  385°, 
391; 59 下 127,281; 62 104,213,413;  64  58 
〔定義〕 47  79,  385 ③ MSyS  〔章〕 21 325 

諂 〔者〕 mSySvin  (il 者， 誑 惑 者， 誑 偽者， 幻 
師， 幻士， 幻術 あり） 4138;  8  326;  22 下 
70;  47  362,385° 

① 諂 〔者〕 ② 諂 者 ③ 諂 接 〔者〕 satha  (奸 
詐， 誑 者， 詐 11， 詐誑 者， 欺譎 者， 幻僞， 狡 
滑） ① 11 上 320;  20  75;  24  355 ② 24  48 
③ 19  276,277 

諮な く    asatha 19  88 

① 諂諛 ② liStl 性 cStukamya ほ （阿!^) ① 
43 181,  203,  383;  44  429,  430;  62  51 ② 46 
349,350 

點眼藥 afijana  (安 闍那， 安 繕那， 眼藥， 眼の 
塗料， 塗 眼 塗' 眼藥， 塗藥， 塗料） 6  381; 
60  42,  49，  72, 120 

點淨 kappa  2 191 

點靑 avanga  4  397 

轉 ① Svajjana  (轉 向， 向轉， 運 心， 傾 心， 傾 
注） 42  272;  43 161,314;  44  293 ② pavatta 
(轉 起， 輪轉， 流轉） 40 16*，  82, 99, 109 ③ 
Vatta  〔經〕 16 上 254 

轉 臥の 樂 passa-sukha  (倚 樂， 脇の 樂， 橫臥 
の樂〜 觸樂） 62  62, 157 

轉起 pavatti  (轉 ）64  208*,  226*,  241*;  65(11) 
45*, 58, 59, 74 

轉向 Svajjana  (轉， 向轉， 運 心， 傾 心， 傾注） 

62  43,  44,  270，  272, 307，  309;  63  306,  421; 64 

40,  41, 43°,  45,  213,  335;  65(11)  22,23 

轉 向意界 avajjana-manodhatu  (向轉 意界) 
64 100 
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轉向 意識 界 avajjana-manovinnanadhatu  (向 

轉 意識 界） 64 100 
轉向 自在 avajjana  vasin  (傾 心 自在;） 62  306°, 

307;  64  485;  65(11)  81 
轉向 （SI 念） の捨 avajjanupekkha  64  368 
轉生 ① abhinibbatti  (再生） 22 下 12 ② 

uppatti=upapatti  (生起， 再生） 47 173*  @ 

punabbhava  (再 有， 輪廻 轉生） 25  363 
〔轉 生と 得 法〕 47 173* 
轉倒 sariikhitta  (收 了， 略） 7  345 
轉分 Pavatti- vara  48 上 35, 103,  305，  315,  403; 

49  53, 183 

轉變性 vipariij き ma  (變 お， 變心， 變壊， 壊） 6  54 
轉法輪 ① dhammacakka  pavattana  6  423, 
424;  41 213,217;  58  400;  60  348;  65(1)  8; 
〔9  307〕 〔毘 婆尸佛 の〕 〔6  410〕 ② 
Dhammacakkappavattana  〔經〕 28 174;  60 
59,  92，  233，  259;  65(1)  85,86;   [3 18; 16 下 
339;  41 74,88〕 
轉 〔法〕 輪 cakka- vattana  24  263 
〔轉〕 法 輪 Dhammacakka  〔經〕 61 522 
轉法輪 品 Dhammacakkapavattana  -  vagga 

16 下 339,354 
轉輪 Cakkavatti  〔經〕 16 上 295 
轉輪 有情 cakkavatti- satta  57  363*;  58  50 
轉輪王 cakkavatti 〔r§jan〕 （輪 王， 轉輪聖 王） 
5  387;  7 126, 127, 131， 153， 168*;  8  78*, 183; 
11 上 179; 11 下 62，  221*; 12  330,331; 14 
243; 15  460,461; 16 上 217,295; 16 下 220; 
17  40,118,178*; 18  233,428; 19  206,  209°; 
20 116,  340,  341，  358;  22 上 236;  23  260;  24 
207,210;    25  259, 323;    26  41,61,67,74,91, 
93*;  27  9,27,47* 其 他； 28  62,80,101*,  104, 
118, 196;  31 63*,  202,  204,  205,  235, 331, 356; 
33  383;   34 159,162,163,290;   37  243,244; 
41 162,257,283,367;  42  270;  47  46;  57 183, 
210,365;  59 上 69，  70,  74,  75,  240,241,259, 
272,  299,320;    59 下 34，  91， 117,  299,  300;  61 
44, 140,  239,  294,  482;    62  252;    63 112,147, 
148,  240，  310，  316  〔五 支 具足〕 19  206  〔四 支〕 
59 下 299  〔四 未曾有 法〕 7 131; 18  233  〔七 


寶〕 34 162;  57  210,365  〔正 法〕 8  76°  〔葬 

法〕 7 126， 153 
〔轉輪 王と 小 王との S 喩〕 14  243;   20 116;  22 

上 236 
〔轉輪 王と 如來〕 17 178 
〔轉輪 王 渡河の 譬喩〕 59 上 69 
〔轉輪 王の 象 寶と大 I？ 提座〕 34 163 
轉輪 王の 長子 ranno   cakkavattissa  jettho 

putto  〔五^ 成就〕 19  207,  208 
〔轉輪 王の 長子の 譬喩〕 12  330; 19  207 
〔轉輪 王の 譬喩〕 11 下 221; 12  331; 17 178; 

19  206,  209;  25  323 
〔轉輪 王 は 一 世界に 二人 出で ず〕 11 下 62； 17 

40 

轉輪聖 王 cakkavatti  〔ほ jan〕 （轉輪 王， 輪 王） 
6 133°, 379, 383;  8  74,  77,  78，  92;  24  463, 
496;  29 120,312,  365,483;  30  57,58,  291; 38 
439,541,542 

轉輪聖 王師 子吼經 Cakkavatti-Sihanada - 
suttanta  8  73° 

① 轉輪品 ② 轉輪王 品 Cakkavatti -vagga 

①  16 上 294，  300 ② 59 下 284 

顚狂 apam お a  (癲癇， 癲狂， 昏暈） 3 120 
顧 狂 〔者〕 apamSrika  (癲癎 者） 3 159 
① 顚 狂者 ② 顚 狂人 ummattaka  (狂人， 狂 
者， 發 狂者， 竊 狂者） ① 1 52,89,130;  5  372 

②  1 42 

顚倒 ① vipallasa ② vipariyasa  〔四 種〕 ① 
18  91; 64  83， 447。， 449 ② 4 125* ③ 
viparita  57  388* 

① 顚倒見 ② 顚 倒せる 見 ③ 顚 倒の 見 
viparita  dassana  (見の 顧 倒せる） ① 21 104 
② 10  4 ③ 25  399; [17  38〕 
顚倒 見者 viparita- dassana  42 127 
顚 倒せざる 見 aviparita- dassana 10  7 
顚 倒せる 文句 dunnikkhita  padavyanjana 17 
89 

① 顕倒想 ② 顚 倒の 想 viparita- safifia, 

vipariyesa  sanna ① 10  349 ② 12  325 
顚倒想 〔者〕 viparita- safifiin  40  258 
顚 倒の 智 viparita  nana  57.  388 


テン一 顚， 纏， 癲， 田， 傳， 殿， 電， 臀 


顚倒論 ① Vipal ほ sa- kathS  40  435° ② 

Viparita  katha  57  388° 
纏 pariyutth お a   9  251; 10  58;  57 127;  58 

253*, 255, 256 
纒衣 paruta  4  208 

纏絲 bandhana- suttaka  3  361,362;  4 179* 
纏 心 不相應 論 PariyutthSnarii 

cittavippayuttan  ti katha  58  255° 
纏の 對治 pariyutthana-patipakkha  62 10 
〔纏 は 心 不相應 なり〕 58  256 
纏綿 visattik さ （執著， 愛 著， 縛 著， 染著） 22 

上 132, 137 
纏 絡 語 unnahana  62  51 
纏 縫 ① jata  (縛） 12 19,20,283 ② JatS 

〔經〕 12 19 

① 癲癇 ② 癲狂 apamSra  (顚 狂， 昏暈） ① 
26  454;  42 17， 24, 67， 381; 43 165, 178, 237, 
336,  340；  44  23,  95,  372,  416 ② 4  403;  22 上 
355 

癲癎者 ① apamarika ② apamariya  (顚狂 

者） ① 2 13 ② 57  50 
田 相 術 khettavijja  sippa  23 134 
田地 khetta- vattliu 16 下 411; 22 下 33 
田' 地の 作業 khetta  kammanta 19 105 
田 中 物 khetta は ha 1 81 
田夫 kasaka  (農夫， 農耕 者， 百姓） 14  242 
〔田夫 耕作の 譬喩〕 14  242 
傳車 ratha- vinita  9  272 
傳車經 Rathavinita-sutta  9  266°;  64  424 
〔傅 車の 譬喩〕 9  272 

傅 書 sasana  (使 書， 信書， 書信， 手紙， 通牒） 
30 120,121 

傳承 ① anussavika  (〜傳 聞， 風說） 10  368; 
11 上 276 ② Sgama  (阿 含， 聖教， 聖典） 


59 上 255,  333，  357,  398,  399,  403 ③ param- 
para  (相承， 傳說， 展轉） 44  98， 148, 199 
傳說 ① annussava  (傳 聞， 風說） 13 168*  (2) 
itihasa  (伊 帝 訶寫， 古 傳說， 史傳， 如是 語） 
24  382;  27 194;  41 347;  44 13,74 ③ iti- 
kira  44  98, 148, 199 ④ parampara  (傳 承， 
相承， 展轉） 17  304,  307，  310,  313，  315,  316， 
319; 18  334, 336,338 
〔傳 道師 派遣〕 60  58，  230;  65(1)  80-87 
〔傳 道の ために 遊歷〕 3  37;  6  416; 12 180 
傳聞 ① anussava   (傳 說， 風說〜 傳承） 15 
221* ② itihitiha  (相 傳， 受け 賣 りの 說） 44 
98,148,199 

① 殿堂 ② 殿樓 P お Sda    (重 閣， 臺觀， 樓 
閣， 樓觀, 樓臺， 高殿， 高堂， 高樓， 宮殿， 美屋） 
① 6  278,282 ② 3 102, 164, 189,  249*,  419, 
472,  496;  4  226,237,259,263  〔五 種 房 舎の 一〕 
4  226 

〔殿堂の 譬喩 ー實 在〕 6  282 

電 vijju ほ （電光） 25 120 

電光 ① vijju  (雷光） 10  256; 12  42，  262; 17 
200 ② vijju ほ （電） 36  80,92, 145 ③ 
vijjuppada  64  361 (？)  vijjullatobhasa  28- 
217 

〔電光の 譬喩〕 17  2'00；  24  437,  438,  439,  440, 

526;  42  62,177;  47  401 
電光 喻 'ひ vijjupama-citta 17 199，  200;  47 

364, 401° 

電光 喻心人 vijjOpama-citta  puggala  47  364， 
401° 

電光 喩法 vijjupama  dhamma  45 11, 329° 
臀骨 kati  a«hi  63  48,  49,  260 
臀部 anisada  9 132,  429;  f63  45〕 
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ドヮ クーラ ① dukQla  (黄麻， ヅゥ クーラ） 
〔布〕 26  3;  30  36;  38  9;  60  302;  63  54, 63 
〔草〕 7 186*;  〔28  90, 111J ② DukQla  〔苦 
行者〕 59 上 267,270,272 ③ 〔獅子の 子〕 '38 
9*,  36,  41,42 
ト クサ. デャ一 タカ Thusa 」さね1^3(,俘木生物 

語） （三 三 八） 31 509° 
卜ゥ サヴッ ティカ Thusavatthika  「村〕 61 7 
トク サプ一 ビ一 Thusav 郎 i  〔池〕 61 112 
トウ シタ Tusita  (究 率， 率陀， 都 率， 覩史 

多， 滿足） 〔天， 天宮〕 6  309,373;  41 344 
(D ドウ一 シン ② ドゥー シ DQsin  (度 使， 

觸嬈） 〔魔〕 ① 10  74*，  81 ② 63  2 
ドウ一 タ • デャ— タカ Diita- は ka  (使者 本 
生物 語） ① （二 六 〇） 31 75° ② （四 七 八） 
34 146° 

ドク デ一パ Dujipa  ( ド ウディ— ノ  0  〔王〕 38 
77,308 

ドウ デヴハ dujivha  (二 舌 者， 蛇） 42 11 

ドウ ッ ガ Dugga  〔池〕 60 135 

ドウ ッ カタ dukka ね （惡 作， 突 吉羅） 〔罪名〕 

5  53;  59 上 300 
ドウ ッサ Dussa  (衣服） 〔園〕 41 333 
ドウ ッサダ —ャカ DussadSyaka  〔比丘の 譬喩 

經〕 26  316 
ドウ ッ サン タ Dussanta  〔王〕 61 198 
ドウ ッシ一 Dussin  〔人〕 25  315 
トウ ッタ TuUha  (他 梨舍. 筅） 〔塞〕 7  56; 16 

下 244 

トウ ッ タカ TuUhaka  〔將 耳り 61 121 
ドク ッタガ —マ 二—    Dutthagamani  (木杈 伽 
摩 尼 = ドウ ッタガ 一ミニー' ァ バヤ） 〔王〕 
60 155,  257,  291,  308，  309,  314，  318，  319，  327, 
358,369,370;  61 130,272,428,553 
(ドウ ッタガ 一マ 二 一の 勝利〕 60  313 
ドウ ッ タカ"一 ミニ一  • ァノ、 'ャ     Du は hagSmini 
Abhaya  (= ドウ ッタガ 一マニー） 〔王〕 65(1) 
124， 125 

ドウ ッタ. クマ一 ラ DuUha-kum お a  (惡逆 童 
子） 29 122 

ドク ッ ダダ • ヂ ヤー タカ Duddada- jataka  (難 


施 本 生物 語） （一八 〇） 30 138° 
ドウ ッデャ ッ チヤ Dujjacca  〔人〕 31 334 
ドウ ッ デャャ Dujjaya    〔傳。 轉輪 王， 純陀比 

丘の 前生〕 26 184 
ドク ッ パサハ Duppasaha  〔王〕 60  20 
ドウ ッ バ— シ タ dubbh お ita  (惡 •  Ji， 惡語） 〔罪 

名〕 2 14,17;  59 上 300 
ドウ ッノヾ チヤ • デャ一 タカ      Dubbaca  jataka 

(背教者 本 生物 語） （ 一一 六） 29  334° 
ドウ ッ バラカ ッタ ，デ ヤー タカ 

Dubbalakattha  -  jataka   (弱 木本 生物 語） 
(一 〇 五） 29  299° 
ド ゥ ッ バラ ヴ一 ビテ ィ ッサ 〔力〕 

Dubbalavapitissa[ka] 〔精舎〕 60  370,  402 
ドウ ッ ョ一 ダナ Duyyodhana  〔王， 佛の 前生〕 

36  82,96;  61 198 
卜 ウッラ コッテ イタ ThuIIakotthita  (鍮 蘆吒） 

〔村〕 11 上 72 
トウ ッラ ティ ッサ一 Thullatissa  (偷羅 低舍） 

〔尼〕 13  316 
トウ ッラ ナンダ— Thullanand さ （偷羅 難陀， 

偷蘭 難陀） 〔尼〕 1 108;  2 105,337,346,372; 

5.92 

ドウ ディ— ノ  <    Dudipa  〔王」 38  77,  308 

ドウ ティ ャセ一 ラ Dutiyasela  〔精 舍〕 61 552 

ドク ティ ャ パラ一 ヰ • デャ— タカ 

Dutiyapa ほ yH 社 aka  (第二 逃亡 本 生物 語） 

(二三 〇） 30  370° 
トウ ドウ Tudu  (都 頭） 〔梵天〕 12  254;  22 下 

77;  34 193 

トク一 ナ ThQpa  (ッ ウーナ） 〔婆羅門 村〕 3 
349;  23  213, 214;  37  493, 499;  〔28 104〕 

トゥー バシカ Thiipasikha  〔傳。 轉輪 王〕 26 
293 

ドゥー パ ダ ーャカ DhQpacm-yaka  〔比丘の S 喩 

經〕 26 142  . 
トゥー パーラ一 マ Thdp さ r さ ma  (塔 波 園） 〔精 

舍〕 61 403 

トウ一 パヰッ ティ一 ThQpavi は hi  〔精 舍〕 61 
22  ' 

ドクー ビヤ マツ カタ • チ "ャ一 'タカ 


(  639) 


ト 一 ド ゥ ― 


Dubhiyamakkata  jataka  (叛逆^^^猴ィ^生物 

語） （一七 四） 30 114° 
卜 'クーマ カーリ DhCimakSrin  「め 32  402 
卜' クーマ カーリ 牧羊者 木 zji 物,!,' に ドゥー マ カー 

リ • デ ヤー タカ Dhumakari  jataka  (四 —— 

三） 32  400° 
ドク一 マケー 卜 'ク Dhumaketu  「仏 リ。 轉輪王 J 

26  ：5?,6 

ドウ マサ ーラ DumasSra  「仏 (jH ゆ |'ん1」-:」 26  213 
ドゥー マラッカ DhOmarakkha  〔山」 60  221, 
222;  61 14 

I' ゥ ムノヽ 'ラ dumbara  (，ゥ ド ク ン パラ) 〔樹〕 
32  ； 597 

卜 ウラー turn  (斗 ff) 〔量〕 1 101,  384;  5 16,57 
トゥーラ tiila  〔911 羅， お;; 花） 〔綿〕 8 187; 11 

上 182; 11 ド 225 
ドウ一 ラ DQra  〔池」 60 140,391 
トウ ラシ tu!asi  〔花」 39  409 
卜 ウー ラタ ナ ThQlathana  I ェ, I  60 133,  371 
卜 ゥ ラーダー ラ Tu ほ dhara  (.f|J  61 73 
① 卜 ウラー ゲラ山 Tuladhara   (2) 卜 ゥ ラー ダ 

ーラ山 Tuladhara  ① 60  306，  391 

C2)  62 19：； 

ドウ ラ―チ "ヤー ナ • チ 'ャ —タカ       Dura  jana- 
jataka  (離お I 木く +: 物, だ f) (六 四） 29  76° 

CD トウ ラッチ ャャ ② トツ ラッチ ャャ 
thullaccaya  U^OlJiij 遮） 〔罪名〕 ① 1 285 ② 
5  53 

ドウ一 ラ ティ ':, サ DQratissa  61 98 

ド ウー ラ ティ ッサ 〔力〕 DQratissa〔ka〕 し 池〕 

60  H4;  61 42,  407 
ドゥー ラ ティ ッサ ブー ピ DQratissavapi  〔精 

舍〕 60  370 

ドウ ラ ビサラ Durabhisara し]; 匕〕 60  59 
、 

卜ゥラ マヤ Turamaya,  Tulamaya, 

Turamaya  〔王〕 65(111)  32 

ド ゥ ラン ナヤ Durannaya  〔||! や〕 11 ド 71 
トゥー リニ一    taiini  (お j 綿 liD  9  235 

卜 ウ リ ャ tuliya し! n/jl 39  412_ 

ド ゥ ル Dulu し Jill /j. 1 61 150 

ド ゥ ヴ一 ゲ ササハ 'プ サ 力 DvSdasasahassaka 


(—萬 二 千） 「地方」 61 178,347 
ト ク ヴタ カ行 道 Tuvataka - patipada  (= 迅速 

經） 62 188 
トウ ブラ tuvara  〔花〕 26  377 
トウ ヮ ラダー ャカ Tuvaradayaka  〔比 Ji の蓄 

喩經」 26  377 
卜ゥヮ ラダー ャカ品       tuvaradayaka  vagga 

26  377 

卜 ク ヴ ラー ディ パ' テ ィ 〔ヹ一 ラ 一ラ〕 

Tuvar 碰 ipati  「ve}ara〕 〔ダ ミラ 人〕 61 

362,379,  389 
ドウ ヰ' ラサ ン ニュー dvirasafifiii    (二 舌 知 味 

者， 蛇） 42 11 
卜 ゥ ンガ ノ、' ッ ダ Tuiigabhadda  〔水路〕 61 408 
トゥン ディ ラ Tup(JiIa     〔遊女の 兄〕 34  200， 

201, 202 

トゥン ティ ラ • デャ一 タカ      Tuijdila  jataka 

(&隊 木 生物 語） （三 八 八） 32  219° 
ド ゥンニ ヰ' ッタ Dunnivittha  〔婆羅門 村〕 39 

348,364,365 
トゥンハ' ① tumba   〔量〕 29  407,408 ② 

Tumba  「精^〕  60  94 
ド ゥン バラ Dumbara  〔地力—〕 61 236 
トゥンハ' リ ヤンカ" ナ .TumbariyaAgaija  〔湖〕 

60  222 

卜 ゥ ン バル Tumbaru  〔窟〕 60  217 
ドク ンミ ッタ Dummitta  〔比〕 60 147 
ドウ ンムカ Dummukha  〔王〕 32  366,  369 
ドウ ンムッ 力 Dummukha  〔離 ijC 人〕 9  405,406 
ドウ ン メータ" • デ ヤー タカ  Dummedha 

jataka ① （無智 本 生物 語） （五 〇） 28  508° 

② （恐 <>5' 木 生: 物語） （一ニー）  29  364° 
トー サリー TosaH  〔||/〕  65(111)  38,  44 
ドー タカ Dhotaka  (鹿 多迦） 〔婆 和 利の 弟子， 

婆， 比〕 24  379;  57  257 
卜— ディ ャ Todeyya  〔村〕 18  315 
トーデ ーャ Todeyya ① （刀 捉耶） 〔婆 和 利の 

弟子， 婆， 比〕 24  379;  44 10,208 ② 〜次 項 
① トーデ ーャ ② トーデ一 ツヤ Todeyya 

(都 提， 都提 氏， 刀 捉耶， 忉 提耶， 究 泥耶） 
〔婆〕 ① 6  333; 11 下 275,276;  24  226 ② & 
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291; 11 上 257,263,275 
ドー トー Dhotodana  〔王〕 60 161 

ドーナ ① do5ia  =  doijika  〔量， 目つ 1 101; 

2 162; 12 139;  25  91： 60  256.  267.  353;  -  63 

277;  65Cn 115    :r    Dona  (頭 那） 〔婆〕 18 

68; 19  311; 60  3J9  (^？ 5) 〔渡 場、 S7 

118    ®  、地 さ 60  315 
ドー ナサ 一 .       —  ^  -f  Dhonasakha 

jataka  、張 枝 本 生わ 語、 （三 五三） 32  r 
ドー 二  i7    donika  =  dona  (斗） 〔量〕 3  421 
ドー 二 ザ- ガ Donivagga  〔地名、 61 339. 340 
ドー ペナ dhopana  L 技術、 35  29 
ドー ハラ Dohaja  (山、 61 55.  557 
ト プ"^ ヽ • ラー：^ "一 力 * 山      Tobbalanaga  pabbata 

(= ナ-- ガパ バタ） て 精舍， 60  39S 
® ドブ池 どぶ 泡 candanika  (泥沼. 污 

水 濯， 素 尿坑， 沼澤） ① 63  57,  68.  267.  273 

② 64 122, 307 
トーマ々' ーャカ Thomadayaka  〔比丘の 譬喻 

經っ 26  383 

トーマ 々'一 ャカ品 Thomadayaka- vagga  26 
383 

トー ャ Toya  〔池、 61 408 

ドー ラー々' ブテ' 力 DorSdattika  〔地名、 61 
239 

トー ラナ ヴプ トク Torana  vatthu  〔地名〕 16 

上 99,100;  27  415 
ドー ラぺプ バタ Dojapabba は ： 地名〕 60  221 
ドー ラーマン ダバ Dolamandapa    (鞦韆 堂） 

61 305 

ド ブー ラ 力 Dviraka  (=ド ブー ラヴ ティ一） 

〔81〕  25  28, 35, 39. 40：  33  329 
ド ヴーラ ネー ャカ Dviran さ yaka  〔衬〕 61 73 
ド 7 — ラマン ダラ 〔力〕 Dvirama^K^ala  i_ka〕 

(村〕 60  217, 268,300;  65(4)  111 

ド ブー ラプテ -.— Dvaravati  (= ドヮ * ーラ 力） 
(都〕 26  341; 33  326, 327 

ド一ブ 一リカ マン ダラ  Dovarika-  mapcjala 
(= ドヴー ラマン ゲラ 力） 〔村〕 60  66,  217 

ドヰク r'  *'>"-—  '、  D\-ikuddageha  〔精舎 64 
365 


ドヹー ゲ 一 ヰ タ '力' ス ：、•  *  D\-edhavitakka- 

sutta  (雙 考經） 9  206° 
ド ヹー ベー ラ DvebhSra  〔傅， 轉輪 王〕 26  370 
ド ヹーラ 々ニヤ Dverataniya  !_ 比丘の！! 喻經 1 

26  364 

ト ンゲマ ー+    TopdamSna     〔堡 晨〕 61 383, 
386 

トン ヌ マーナ し 一 ラャ！ 1 ondamana [rava) 

(ダミ ラ人， 61 362.379.386,387.389 
トン ディ Tondi 地名， 61 371 
トン ディ バーサ Top づ ip さ sa  L 地;^〕  61 390 
トンド 一,） ャ Tondriya  L ゲ ミラ 人〕 61 367 
ト ン ビ ャ Tompiya  [  V ミ- 人， 61 363 
どぶ 池〜 ドブ池 

戶 kav さは （門 g) 1 31S;  2  436：  4 184. 185. 

215, 236, 333. 334 
戶の兩 dvara  baha 12  394,  405 
戶 を 外せ り niragga.la   (P-i] を 除きし 19 

115.116.118 
斗 dopika  =  d(ma  〔量〕 3  421, 422 
斗杆 tula  〔量：！  8  231 
吐下藥 virecana  (下 劑， 下 劑藥） 3  364, 381 
吐劑 ① vamana  (吐 藥， 叶 パぉ） 22 下 141. 142; 

59 下 217,236,239 ② vamana  yogga  (吐 

藥） 29  237 
吐 vamana  (吐 劑， 吐藥） 6 14. 104 
〔吐 潟劑〕 28  342 
吐 蕩!^   vanta  (排除） 19  201 
吐出 食 katuviya 17  462,  463 
吐 痰の ffl 子 chaddita  khela-pinda  33  229 

吐 毒 本 生 ft 語 Visavanta  jataka    (六 九） 29 

98' 

吐藥 ① vamana し 吐劑） 26  86,  87 ② 

vamana -yogga  (吐剤） 32  80 
兎角 sasa-visana  33  87;  64 135 
兎唇 Onhaddha(  = 寧訶 お） 〔離 車 人〕 6  218* 
抖擻の 行 sallekhiya  (損减 行） 65(1)  3 
杜鵑 （D  kokila  (拘 嘗羅 * 時. I ま. 瞿 枳羅， 鴿 

縝， 郭公） 35 168 ② vakakoka  27 105 
徒弟 saddhiviharika  (弟子， I 司 住き， 共 住 者， 

和尙 弟子） 62 190  . 
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徒歩 隧道 jariighummagga  39 166,167,173, 
174, 179, 180 

途說論 lokakkhSyika-katM  (世間 論， 世間 
譚， 世界 論， 世界 起源 論， 說 世界 論， 俗 哲學) 
〔無用 論の  一〕 8  48 

兜 率 Tusita  (覩史 多， 究 率陀， 都 率， 都史 多， 
滿足） 〔天， 六 欲 天の 一〕 1 28;  3  21; 6  373, 
376;  7  77,267,290;  9  369; 10  8; 11 上 254; 
11 下 372; 12  227; 16 下 323,343;  21 127， 
130,148,155,162,  171,  262;  22 上 288;  22 下 
34,  35,307;  23 162;  24  363;  25  368;  26  91， 
97， 100，  111, 151，  153, 167, 180, 198，  254，  258， 
423,  435,  438,  480;  27  58，  78, 160,  179,  184， 
197,267 其 他； 28  3, 100*,  162;  38  339,  413, 
454;  41 208,210,216,217;  43  305,306;  57 
272;  59 下 3;  60 109, 132，  133,  349,  368,  371; 
61 130 

〔究 率宮上 生〕 60  362 

究率身 Tuska  k お a  (9E 率 天） 11 下 141,142 
究率陀 Tusita  (兜 率， 都 率， 都史 多， 覩史 多， 

滿足） 〔天〕 11 下 114 
兜 率 天 Tuska- kaya  (究率 身） 59 下 3 
究 率天宫 Tusita  bhavana  58  337 
兜泥耶 Todeyya  (都 提， 堵提 氏， 刀 提耶， 仞 

提耶） 〔婆〕 15 194 
究羅 tma  (木綿， 綿） 〔綿〕 8 187, 222，  223; 

11 下 225;   24  224;   39  403;    59 上 348;  63 

105，  109,354 
究羅綿 tma  picu    (輕 綿， 綿花 葉， 綿） 59 上 

348;  63 105,109,354 
堵提氏 Todeyya  (刀 提耶， 仞 提耶， 都提， 究 

泥耶） 〔婆〕 6  291* 
屠屋 suna  ghara 1 96 

屠 家 pukkusa  (補 掲娑， 弗 拘沙， 掃除 夫， 下 
水^1除人， 除 糞 者， 塵芥 淨除， 屠殺 者， 屠殺 
業） 63  7 

① 屠 牛 者 ② 屠牛師 go- gh さは ka  (殺 牛 人） 
① 7  340;    9  93，  426; 11 上 252; 11 下 100, 
395,  396; 13  379; 15  92;  20  34, 135;  34 
410;   36  273;   38  356;    63  248,  249 ② 10 
124 


屠 牛 者 ① Gavagh きね ka  〔經〕 13  379 ②〜 
前項 

〔屠 牛 者が 腹 を 切開す る譬 it〕  9  426; 11 上 

252; 15  92;  20 135 
〔屠 牛 者の B 喻〕 7  340;  9  93; 11 下 100，  395; 

63  248 

屠牛處 gogh§1;aka-siin き 10 124 
屠 牛 場 gava  gh お ana  3  321,322 
屠 犬 者 sap さ ka  26 116 

① 屠殺 者 ② 屠殺 業 pukkusa  (屠 家， 補 港 
娑， 弗 拘沙， 掃除 夫， 除 糞 者， 塵芥 淨除， 下 
水 掃除人） ① 11 下 217 ② 17  263; 19  298 
屠殺 者 gh お aka 17  414,  415 
屠殺 所 asisQn さ （署 舍， 屠殺場） 42  9 
g 殺- ^ ① abbhaghata 1 254 ② asisuna 

殺 所， 屠舍） 2  212;  9  262,  263,  265;  44  464 
屠殺場の 喻 asisunupama    (署舍 の 如く）  2 

212;  9  239，  240 
〔屠殺場の 譬瑜〕 19 134;  42  9;  44  464 
屠殺 〔せらるべき〕 vajjha  (死罪） 20  397 
屠豕者 sQkarika  (屠 猪 者， 屠 猪 人， 屠, 孩者） 
36  273 

屠舍 asisflna  (屠殺場， 屠殺 所） 19 134, 136 
屠舍の 如く    asisiinCipama  (屠殺場の 喻） 4  37 
① 屠 猪 者 ② 屠 猪 人 sQkarika  (屠豕 者， 屠 

豚 者） ① 13  380; 18  361; 20 139;  25  376; 

47  443 ② 1 177 
屠 猪 場 sukara-suna  3  359 
屠 刀 go  vikantana  (牛刀） 9  426 
屠 豚 者 sQkarika  (屠 猪 者， 屠 猪 人， 屠豕 者） 

10  92,201,202;  20  34 
屠 羊 者 orabbhika  (殺 羊 者） 10  92，  201,  202; 

13  380; 18  361; 20  34， 139;    25  376;  36 

273;  47  443 
屠 鹿 者 mSgavika  (獵 師， 獵獸 者， 捕 鹿 者， 

捕獸 者） 20  34,35 
渡處 tittha   (度 It, 渡 場， 渡り 場， 水浴 場， 

浴場， 津岸， 上り 場， 淺瀨） 22 下 330,332， 

334, 336 

ま を 知らず na  tittham  janati    (度 處を知 
らず） 22 下 332 
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渡處を 知る tittham  janati  (度處 を 知る） 22 
下 336 

都市 nagara  (市， 城廓， 都 城， 城ボ） 9 189; 

11 下 52,53,55 
都市 執義官 nagala  viyoh お aka  65(111)  38，  40 
都市の 破擊者 Purindada  (破 城 者， 城 を 破る 

〔者〕， 壊邑， プリン ダダ， 富 蘭 陀羅， 因陀羅 

= 帝釋 天） 41 310 
① 都市 論 ② 都 會の話 nagara-katM  (都 城 

論， 市 論） 〔無用 論の 一〕 ① 6  255;  8  48; 

11 下 132 ② 6  9, 100 
都史多 Tusita  (親史 多， 都 率， 911 率， 兜 率陀） 

〔天〕 20  357,  375 
都 城 ① nagara    (市， 城廓， 都市） 7 132, 

165; 13  302,303; 16 上 382;  22 下 112 ② 

raja  dhani  (王 都） 6  367,  373,  423 
都 城 論 nagara-katha  (都市 論， 都會の 話， 市 

論） 〔無用 論の 一〕 2  260;   3  333; 10  358; 

16 下 337;  22 下 22 
〔都 城 を 築く  3 喩〕 59 上 68 
都人 negama  (市民） 20  84 
都 率 ① Tusita   (覩史 多， 都史 多， 兜 率， 911 

率陀， 滿足） 〔天」 42  63, 178;  44  69, 138;  62 

445;  65(11)  40,  42 ② Santusita  (删究 率， 

善 知 足） 〔天〕 62  412 
都提 Todeyya ① （刀 提耶， 忉 提耶， 兜 泥耶） 

〔婆 J 11 上 263,  275; 11 下 275 ② 〔村〕 18 

315,316 

都 提の子 Todeyyaputta  (= スバ學 童） 〔婆， 塞〕 

11 下 257*,  275,276 
都 頭 Tudu  〔梵天」 12  254,  255；  22 下 77 
都 頭 梵天 Tudu- brahma  〔經〕 12  254 
塗 灰 pandaranga  (畔郎 具） 〔外〕 60  55 
① 塗眼膏 ② 塗眼藥 afijana  (點 眼藥， 安闍 

那， 安, 销那， 眼藥， 眼の 塗樣 塗藥） ① 60 

176 ② 25  402 
塗 香 ① gandha  (香， 香料， 芳香） 9  322,  465 

② vilepana  (香水， 塗料， 化粧品， 脂粉） 6 

6,9,97,99;   8  338,339; 16 下 408; 17  344; 

21 124*;  23  2 
塗 香障礙 vasana  palibodha  59 上 22 


塗 香 論 gandha-katha    (香 論， 香料 論， 香料 

の 話） 〔無用 論の 一〕 8  48 
塗膏 ① abbhafijana    ("^油， 塗藥） 26  399 

② anulepa  26  424 
塗 身 ucchadana  6  9，  99 
塗 身 用 k§.yika- paribhoga 1 426 
塗 塵 jalla  24  92 

塗 泥 paAka  (泥， 污泥， 染泥， 淤泥， 泥土， 

泥 塗） 15 189 
塗 毒 品 Litta  vagga  29  235° 
塗 毒 本 生物 語 Litta-ja は ka  (九 一） 29  235° 
塗藥 ① afijana  (安 闍那， 安 總那， 點 眼藥， 

塗 眼藥， 塗 眼 青， 眼藥， 眼の 塗料） 3  359°; 

4  206 ② abbhanjana  (塗 油， 塗膏） 3  362 
塗藥 ま' anjani  3  360 
〔塗 薬と 傷の 譬喩〕 62  82 
塗藥篦 ① afijani- sa ほ k さ 3  360 ② 

anjanimala-harani  4  206 
塗 油 ① abbhafijana  (塗 藥， 塗膏） 27  258 ② 

vilepana  (塗料， 塗 香， 化 姓 品， 香水） 11 下 

217,219 

塗 油障礙 telamakkhana-palibodha  59 上 22 

塗料. ① afijana  (塗 藥， 眼藥， 點 眼藥， 眼 
藥， 眼の 塗料， 安 闍那， 安 繕那） 3  359 ② 
vilepana  (塗 香， 塗 油， 化 被 品， 香水， 脂粉） 
11 下 15; 12 157* 

覩史多 Tusita  (都 率， 兜 率， 究 率陀， 都史 多， 
滿足） 〔天， 六 欲 天の 一〕 6  309;  7  220;  8 
339; 17  340,346,371; 20 13,  48，  73，  93，  94; 
41 78,189,190° 

賭 者 dhutta 1 232 

賭博 ① akkha  (博 突， 博戲， 賽， 散 子， 球 
戲， 球 抛げ） 18  5;  24  39 ② jOta  (骰子の 
遊） 6  8°,  98;  8  240;  43  20 

① 睹博者 ② 賭博 漢 ③ 睹 博に 惑溺 akkha - 
dhutta  (博戲 者， 博徒） ① 11 上 143， 144 ② 
8  242 ③ 21 208, 209, 215, 216 

① 睹博者 ② 賭博 師 kitava  (詐欺 者） ① 
23  56 ② 12  33 

〔賭博 者の 譬喩〕 7  398; 11 下 218,230 

〔鍍金の 錢の 譬喩〕 12 136 
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土塊 lecjcju    (棒， 瓏） 9  225,  226，  331，  336， 

337; 11 上 139; 15 100 
土管 c§ti  3  273 

土器 bhajana  (器， 器具 類， 陶器， 容器） 12 
162 

〔土器の 壊る る 譬喩〕 12 162;  24  220;  42 180； 
63  5 

土 具 mattika- bha ひ da  (土 物， 陶磁器） 4  261, 
323,324 

土製の 鉢 mattika-patta    (泥 鉢， 瓦 鉢） 25 

133, 263；  37  474, 494 
土堆 ① mattik い pufija  22 上 113* ② parfisu- 

punja 16 下 200 
土地 ① bhiimi  (地， 國邑） 5  291 ② vatthu 

(宅地， 基， 所 依） 3  268 
土 物 matti お bhaijcja  (土 具， 陶磁器） 4  216 
奴隸 d お a  (僕， 奴 僕） 6 10S; 11 上 197;  36 

334*;  38  463,464  〔四 種〕 38  463,464;  42 15 
奴隸 出身者 d お aka  putta  (奴 僕 子） 6  78,79 
奴隸族 ① sudda  (首 陀， 首 陀羅） 9  371 ® 

sudda  kula  9  492 
〔奴隸 と 長者の 子〕 28  435 
奴隸の 境遇 dasavya  (僕） 6 109 
〔奴隸 の 子と 長者の 娘〕 29  379,390 
〔奴 隸の臂 喻〕 6 108;  9  478;  25  227；  59 上 91 
努力 ① usso!hi  (勤 勇， 勢猛， 增上 精進） 13 

193; 18 163 ② Usso!hi  「經〕 13 192 
努力 精進! araddha  viriya  (發勤 者， 發勤精 

進 者， 勤 精進 者， 精勤お、 精進 を 起せる ） 23 

152 

〔努力 を 放棄すべからず〕 28  221,  228,  272， 

344,349;  29 1,14,24;  30  30;  31 102;  33  402 
弯 kodanda  2  325 
度 は raija  (庇 脱） 40  26;  41 9,12,36 
WM.fkf^    kankhavitarana  visuddhi  (斷 疑淸 

淨） 64 12，  79，  306°*,  316,  355,371;  65(11) 

82,83;  (64  306°] 
度疑淸^^ナ?!|?1^勤支 kankhavitarana  visuddhi 

parisuddhi  padhaniyanga    乂九 淸淨勤 支の 

一〕 8  377 

度疑淸 の 解？^       Kankhavitaranavisuddhi  - 


niddesa  64  306° 
度 使 Diisin  (觸嬈 ） 〔魔〕 10  81; 63  2 
度 者 tippa  9  408 

度處 tittha   (渡 處， 渡 場， 渡り 場， 水浴 場， 
浴場， 津岸， 上り 場， 淺瀨） 9  385，  388 

度處を 知らず na  tittham  janati    (渡 處を知 
らず） 9  385 

度處を 知る titthaih  janati    (渡處 を 知る） 9 
388 

度 貝 戎女等 起 corivutthapana  samutthana  5 
154 

度 多 30   Dhotaka  〔婆 和 利の 弟子， 婆， 比〕 24 

379,  401*，  428;  42  46;  44 10, 133*,  500  〔譬 

喻經〕 27  68 
度 多 iSg 學童所 問  Dhotaka-manava-puccha 

(= 度 多迦所 問） 〔經〕 24  401°,  403 
度 多 迦學童 所 問の 義釋 Dhotakamanavaka- 

panha  niddesa  44 133°, 153 
度 多 迦所問 Dho は ka  pafihS(  = 度 多 迦學童 所 

問） 〔經〕 44  326 
度 脱 ① tarapa  (度） 8  68 ② nittharapa  9  452 
度 知 無 有 tirana-vibhuta  43  37 
度の 義の智 tirapatthe  iiaparh  40  2, 145° 
度遍知 tirapa_par ほ fia   42  74°,  80;  43  267； 

44 191°, 195°;  64  319, 320°, 400, 463° 
度量 を詐り m5na- kiHa  (僞 斗， 树 料を僞 り， 

尺 を 欺き） 9  323,  466; 10  96 
怒 ① kopa  (瞋 患， 怒氣， 忿， 忿恨， 忿怒， 

憤， 憤怒） 18  3S6*;  24 186， 187 ② vera 

(怨， 怨恚， 怨恨， 怨心， 怨讎， 怨憎， 敵意， 

忿， 忿怨） 12  363 ③ sarambha  (激情， 性 

急， 瞋: き， 有難 處， 懾慢） 19  389;  40 

170；  41 140,  145， 146 
怒氣 kopa  (瞋 患， 怒， 忿， 忿恨， 忿怒， 憤， 

憤怒） 11 下 278 
怒 〔者〕 kuddha  5  373 
怒 罵 akkosana  62  53 
駑馬 abalassa  23  21 
刀 具 khura  bhanda  4  203 
刀劍 sattha  (刀， 劍， 殺 具， 刀 杖， 利刀） 7 

379; 15 101; 24  318;  42  229 
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刀劍の 畏怖 sattha- bhaya  30  206 
刀劍の 如き 風 質 satthaka  V お a  (刀 風， 敏風） 
21 275,277 

刀 杭の 喩 sattisQ'-Cipama   (嬉 矛の 如く， 劍戟 

の 譬喻） 2  212;  9  239,  240 
刀 杖 ① da;i(Ja    (杖， 棒， 罰， 笞罰， 刑罰， 

笞， 笞杖） 7  328;  9  321,464; 10  5,95;  23  37 

② da^jcja  sattha  7  328;  9  321,  464; 10  5, 

95 ③ sattha  (刀， 劍， 刀劍， 利刀， 殺 具） 

7  328;  8  85,88;  9  321,  464; 10  5,95;  20 114 
刀 杖の 劫 satthantara  kappa  8  90 
刀 杖の 怖畏 daijcja  bhayi (刑罰 畏， 刑罰の 怖 

畏） 59 下 8 
刀 杖 品 Dapcja  vagga  〔法 句經〕 23  37° 
刀提耶 Todeyya ① （都 提， 都提 氏， 忉 提耶， 

兜 泥耶） 〔婆〕 24  226 ② 〔婆 和 利の if; 子， 

婆， 比〕 24  379,  412,413,428;  44 10,208*, 

500  〔譬喩 經〕 27  85 
刀 提耶學 童 所 問       Todeyya- mai:iava -puccha 

(= 刀 提耶所 問） 24  412°,  414 
刀 提耶學 童 所 問 の 義標 Todeyyamanavaka- 

panha  niddesa  44  208°,  215 
刀 提耶所 問 Todeyya- pafiM  (= 刀 提耶學 童 所 

問） 〔經〕 44  326 
刀囊 khura-sipatika  4  203 
刀壩 ① namataka  4 189,  203,397 ② 

satthaka  danda  4 177 
刀 葉 〔の 女卩 き〕 毛の 人 asiloma  purisa 13  380 
冬瓜 kumbhaijcja  (葫蘆 〜夕顔, 瓢簞） 29  292 
冬季 ① hemanta ② hemantika  (冬期， 冬 

時， 冬） ① 20  398;  44  51, 206,  486,  488;  45 

145,354;  64  342 ② 10  344 
冬期 ① hemanta ② hemantika  (冬季， 冬 

時， 冬） ① 42 100;  64  341,342 ② 6  385; 

62 144  * 
冬 時 ① hemantika-kala  2 182 ② hemanta 

(冬季， 冬期， 冬） 3  245 
忉提耶 Todeyya  (刀 提耶， 都提， 兜 泥耶） 〔婆〕 

6  333 

个刀利 天 ① TavatirhsaCdeva] (三十 三 天， 三 
十諳 天， 三 天） 〔天， 六 欲 天の 一〕 1 28;  3 


刀， 冬， 仞， 豆， 投， 東 一トウ 

21,55,56;    7  63,  297,  298,376*;    8  230,  232； 
12  347, 380, 382, 383, 386, 400, 402*; 16 下 70, 
220, 254, 256, 322, 323, 343;  20  357, 372*，  375； 
21 126,130,147,154,161,170;  22 上 288;  22 
下 307;   25  368;   26 126, 136，  453，  456,  461， 
463,  467,  468,  481,  490;    30 145, 149, 151; 31 
63,65;  33  296,305；  35  254,261； 36  64,78, 
79；  38  84;  39  3,290,  485,542;  41 208,  210; 
60 109,118  〔壽 量〕 7  376 ② Tidiva 二 
Tavatirhsa  (三 天， 三十 三 天） 7 163; 12 
160， 161 ③ Tavatirasa-bhavana  (忉利 天 
界:） 30 145, 149, 151; 33  296,305 
个 刀禾 天界 Tavatirhsa  - bhavana  (个 刀禾 IJ 天:） 39  3 
忉利天 衆 Tavatirhsa  parisa    〔八 衆の 一〕 7 

78,79;  21 250,  252 
豆顆 masa    (マーサ 豆， 蠶豆） 7  339;  9  92; 

11 下 100 
豆那 Doija  〔渡 場〕 37 118 
投身の 問 Attanipatana-panho  59 下 5 
投擲 術 本 生物 語 Smittaka おは ka  (— 〇 七） 
29  306° 

投擲 杖 vacapeyya  =  vWapeyya  (勝利の 飮， 强 
飮） 18  77 

東 園 Pubb&rama ① （淸信 園 林 = 東 園 鹿母講 
堂， 鹿 母 講堂） 〔精 舍〕 17  313,333; 18  321; 
20  87；  21 70, 150，  179，  184;  23 112, 167, 190， 
233；  24  272;  32  258 ② 〔經〕 （一） 一 （四） 
16 下 46-49 

① 東 園 鹿 母 講堂 ② 東 園 鹿 子 母 講堂 ③ 東 
園鹿講 母堂 （D 東 園 鹿 母 殿 Pubbaramo 
Migaramatu  pasado   (= 彌迦羅 母の 講堂， 
鹿 母 講堂， 鹿 子 母 殿） 〔精舎〕 ① 9  290,  438, 
439; 11 上 151,  347，  370，  378; 11 下 83, 119; 
14 159 ② 12 133，  329 ③ 16 下 38, 46 ④ 
4  353;  21 70， 150, 179, 184 
東 河 Pubba- kotthaka  〔經〕 16 下 44 
東 山 Pacina- pabbata  〔精 舍〕 60  287 
①東山 住 部 ②東山 部 Pubbaseliya, 
Pubbaselika    〔部 派〕 ① 57  207，  221，  232, 
259,  268;  58  4,  8，  65,  72,  76, 104, 110，  115，  131, 
133, 135, 181,  211,  225,  234,  237,  245,  262,  294, 
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356，  368,  369,  400，  430 ② 60  35， 175 
東 勝 身 Pubbavideha       毘 提訶， 弗 婆提， 弗 

婆 毘提） 〔洲〕 17  371; 22 上 288 
東精舍 P お inarama  60  283 
(D 東 竹 ② 東 竹 山 Pacinavaihsa  〔園 林〕 ① 

13  279,282;  25 149 ② 21 109, 110，  113， 118 
東麥中 村 Pacinayava-majjhaka  39  3,  8，  22, 

24*,  35 

東 毘提訶 Pubbavideha  (東 勝 身， 弗 婆提， 弗 

婆 毘提） 〔洲！  62  406 
東方 地方 puratthima-janapada  59 上 87 
東方 は 母 父 puratthima  disa  mata  pitaro  8 

251 

沓婆 Dabba ひ 它驃 =沓 婆 摩羅 子， 陀驃 摩羅 子） 
〔比〕 28  252 

沓婆 摩羅 子 Dabba  Mallaputta  (陀婆 摩羅 子， 
摩羅 子陀驃 =沓 婆， 陀. 驟） 〔比〕 1 266*，  273， 
280*;  2  59,244;  5 10,24; 17  35  〔敷 牀座第 
一〕 17  35  〔第 八 僧 殘に關 係， 無根の 誹謗 を 
受く〕 1 266*  〔憶念 毘 尼に 關係」 1 273;  4 
117*,  190*  〔第 九 僧 殘に關 係 j 1 280*  〔第 十 
三 波 逸提， 嫌 も 幾 戒に關 係〕 2  59  〔波 逸 提八ー 
'に 關係〕 2  244 

到 彼岸 ① aparaparariigamana 16 上 271 ② 
parayana 16 上 96 ③ Parayanarh  〔經〕 16 
上 96  @  P お aiigama  〔經〕 16 上 178  © 
Paragami  or  A  par  am  〔經〕 16 ヒ 270 

到 彼岸 者 ① para-gata  (彼岸に 到り， 彼岸に 
達し） 23  365;  42  28°;  47  369，  453° ② 
paragu  (彼岸に 到れる， 彼岸に 達し， 彼岸 
に 度り， 彼岸の 達人， 悟 達者） 24  297;  44 
256,274 

至 U 彼岸 （こ 達する の 道 parayanagami  magga 
16^  96 

到來 1^ 食 agantuka  bhatta  (來 客の 食物） 62 
131 

疼; lit   sQ ほ （腹痛） 22 上 355 

逃亡 本 生物 語 Pa ほ yi  jataka   (ニニ 九） 30 

366°  — 
①島史 ② 島 王統 fil  Dipa  vaihsa ① 61 23; 

65(1)  93,94 ② 60 1。 


〔島 史を說 かしむ〕 61 23 

陶器 bhajana  (器， 土器， 容器， 器具 類） 11 

上 23 

陶器 師 kumbha- お ra  (陶工， 陶師， 陶匠， 陶 
物 造 り ） 33 141 

陶器 店 amattikSpaQa 1 411; 3  393 

陶技 kumbhakara  sippa  2 10* 

陶工 ① kumbha-k お a  (陶師 ，陶器 師， 陶匠， 
陶 物造り） 24  220*; 42 180;  59 下 187; 63  5， 
49,306  ©  kumbhin  =  kumbha  kara  41 243 

陶工の 車輪 ku ほ la- cakka  28  51,52,53 

陶師 ① kumbha- kara  (陶工， 陶器 師， 陶匠， 
陶 物造り） 1 414;  3  595;  6  78,79,116; 11 上 
22,60*.  63; 11 下 332,333; 12  50, 102,103; 
20  356;  32  348,  361,  376*;  36  303* ② 
Ghatikara  〔天子〕 12 101 ③ 〔經〕 12  49, 
101 

陶師經 Ghatikara  sutta 11 |：  59° 
〔陶師 と 洞穴の 崩壊〕 33 141 
陶師の 窯 kumbhakara  paka  (陶 窯） 20  356 
〔陶師 の 窯の 譬喩〕 20  356 
〔陶師 の S 喻ー 神變〕 6 116; 11 上 22 
〔陶師 は 四 王の 辟支佛 たる を! ^て 出家〕 32  361 
陶師本 生物 語 Kumbhakara  jataka  (四 〇 八） 
32  360° 

陶師村 Kumbhakara  gama  62 185 

陶磁器 mattik さ- bhapcja  (土 具， 土 物） 1 149 

①陶匠 ②陶 物造り kumbha  kara  (陶 師， 

陶工， 陶器 師） ① 27  92 ② 26  372 
陶物 kumbhakarika  4  216 
陶窯 kumbhakSra  paka  (陶師 の 窯） 13  122 
透 見者 afifiadatthu  dasa  (一切 見者， 全 見者， 

何物 にても あれ 兒る 者， 普觀察 者） 8  37 
透徹す る 知；！ 〔者〕 nibbedhika  panna  (決慧 

者， 徹する 知, 替、 あ 貫通 慧者， 擇惹 者） 38  413 
透徹せ る 智慧 nibbedhika  pafiii さ （揮;^, 決擇 

慧， 明達 慧， 達智， 鋭智） 30  294 
盗 取受川 theyya  paribhoga  62  79° 
盗心 ① theyya 1 72,75,149;  8  81*,  169,313 

② thena  (竊 盗） 6  5,  95 
盗人 ① cora   (盗賊， 賊， 劫賊） 1 76°;  23 
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192,  233 ② takkara  (盗賊） 25  200 
盜人嶽 Cora  papa は （盗賊 嶽， 盗賊の 谷， チ 

ヨーラ 康） 1 269 
〔盗人の?！ 喩〕 25  200 

盗賊 ① cora  (賊， 劫賊， 盗人， 山賊） 3 124, 
125,  217,266*.  288,  373;  4  382;  7  370,371, 
381*;  8  265;  9  236; 10  92; 11 下 208，  209， 
211°, 219, 220, 235； 12  63; 13 145, 186， 276, 
277; 18  361; 20 139,343,  344;  21 99;  23 
342;  24  233,  243;  25  247，  256,  264，  376;  28 
10;  29  295°,  296;  31 192*，  359*，  402*;  32 
113;  33  22*;  34  411; 35 107*, 399, 402*;  36 
26，  27, 273;  47  443;  59 上 245，  246；  64  292, 
386 ② cori  (賊 女） 2  447 ③ takkara  (盜 
X)  35 109 

盗賊 嶽 Cora-papata  (盗人 嶽， 盗賊の 谷， チ 

ョ 一ラ (ii)  4 119 
盜賊隊 theyya-sattha  2  207;  5  36,  68 
〔盗賊と 遊女と 長者 子〕 31 402；  33  24 
盗賊なる 妻 cori  bhariya  (盗 掠 婦人） 20  344 
① 盗賊 難所 ② 盗賊 難處 cora- kan ほ ra  (賊 

難處） ① 43  305;  44  380;  62  409 ② 28  212° 
〔盗賊に 對 する 刑罰の 譬喩 ー識 食〕 13 145， 

186;  59  h  245 
盗賊の 障 凝 corantar き ya  (賊の 障礙） 3  299 
盗賊の 谷 Cora- pap さ ta  (盗賊 嶽， 盗人 嶽， チ 

ヨーラ 崖） 34  84,  87,  92 
〔盗賊の 捕 へらる る 譬嗡〕 11 上 198;  25  256 
盗賊 村 cora- g§ma  35 107* 
① 盗賊 論 ② 盗賊の 話 cora- kathS  (賊 論， 

盗 論） 〔無用 論の 一〕 ① 3  333; 10  358; 11 下 

132; 16 下 337;  22 下 22 ② 6  9， 99 
盗品 bhaucja  (財貨） 2 189 
盗 掠 婦人 cori  bhariya  (盗賊なる 妻 ） 31 125, 

128  . 
盗 論 cora- katha  (賊 論， 盗賊 論） 〔無用 論の 

一〕 6  255 

答釋 veyyakaraija    (釋 答， 記說， 解說） 26 
275 

等 sama  (平等， 等 者） 24  327 

等覺 ① sambodha   (正 覺） 3 18, 19; 16 下 


334*,  365, 378; 17  387 ② Sambodhi  〔經〕 
22 上 1 

① 等覺樂 ② 等 覺の樂 sambodha  sukha  (ほ 
覺樂， 正 覺樂， 正覺 の樂） ① 21 308,  309, 
31 ② 11 下 128,129 

等覺者 Sambuddho  〔經〕 14 102 

等 覺分法 sambodhapakkhika  dhamma  22 上 
2* 

等覺品 ① Sambodhi- vagga 17  426 ② 

iiambodha  vagga  22 上 1, 32 
等活 Safijiva  〔地獄〕 36  260;  58  435 
等活本 生物 語 Safljiva- jataka   (— 五 〇） 29 

498° 

等 起 samutth さ na  (等 起 法） 5  259,  260,  265， 
266,296,313,349*；  43  2,5;  48 上 8，  21 

等 起 主 頭 要略 Samutthanasisa  samkhepa  5 
154 

等 起 章 SamutthSna- vara  5  78，  87, 137，  144， 
189,349 

等 起 色 samutthana  rupa  50  2* 其 他 

等 起の 攝頌 samutthanass'  uddanarh  5 146 

等 起 法 samu は h さ na  (等 起） 5 147,353 

等 起法聚 samutthana- sarhgaha  5  383 

等 行 sama-cariya  (平等 行， 正 行， 寂靜 行， 

正業， 正道 行） 11 下 422*; 17  84 
等 至 samapatti  (三挈 鉢 底， 三 鉢 底， 正受， 定 

犯， 定， 成就 法） 4 144;  20 183,  185，  186; 

22 上 253，  254,  258;  47  56;  65(11)  35 
等 至一 安樂 Samapatti-kaliita  〔經〕 14  441 
等 至一 引發 Samapatti  -abhinihara    〔經〕 14 

443 

等 至一 行 境 Samapatti  gocara  〔經〕 14  443 
等 至 一恭 敬 Sam&patd- sakkacca  〔經〕 14  444 
等 至 一止 住 Samapatti- Oiiti  〔經〕 14  439 
等 至 一 出 起 Samapatti- vutth ana  〔經〕 14  440 
等 至 一所 緣 Samapatti-arammana   〔經〕 14 
442 

等 至一 常 作 Samapatti- S お accakarin  〔經〕 
14  444 

等 至 ー隨應 Samapatti-sappayak 社 i  〔經〕 14 
445  * 
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等 至 目 在 samapajjana-vasm  (入定 自在） 40 
164 

① 等 至善 巧 ② 等 至善 samSpatti-kusala 
(入定 善 巧， 入る に 巧） ① 22 上 124;  22 下 
58*;  47  55,  56 ② 14  429,  430，  439* 

等 至善 能 sam5patti- kusala ほ （入定 善 巧） 40 
80 

等至智 samapatt 卜 iiai.ia  (定智 ） 42  286 
等 至 〔に關 する〕 善 巧と 等 至よ り 起つ 〔ことに 關 
する〕 善 巧 samapatti-kusalata  ca 
samapatti-vutthana  kusalata  ca  8  292 
等 至の 義の智 samapattatthe  nanarii 40  3, 
150° 

等 至の 種種 卞 目の ift  samapatti-nanatte  panna 
40  3, 150° 

等 至 を出づ るに 善 巧 samapattivutthana- 
kusala  (出定 善 巧） 22 上 124 

等 持 ① samadhi  (定， 三昧， 三 摩 地） 5  280; 
20 183,  185，  186;  22 上 253,  254,  258 ② 
samahita  (定 ある， 定意 者， 定者， 有定， 得 
定， 入定 者， 寂靜 者） 9  211; 63  309,  377 

等 持 一向の ヽ samahita  citta  ekagga  9 
211 

等 持 を 得る samadhiyati  9  216* 
等 者 sama  (等， 平等） 24 169 
等 首 samasisin  (齊 首) 62  67 
等衆會 sama  parisa 17 115 
等 趣 samosarapa  (會 合） 161：  284,  285 
等 誦敎法 samgiti-pariyaya  8  352 
等誦經 SaAgiti- suttanta  8  285° 
等 熟 力 あ り samavepakin 11 F  227 
① 等正覺 ② 等 正覺! "J   samma  sambuddha 
(正 等覺 者， 正自覺 き， 正遍 知） 〔如 來十號 の 
一〕 ① 1 2;  6  75; 11 上 49 ② 3  64;  6 165， 
16 も； 7  58;  9 116,321,  464;  57  94;  62  399°； 
63 11 

等 正^    samma  sambodhi    (正 自覺， 等正菩 

提） 7 124，  125;  33  383 
等 正 行 〔成〕 abhisamacaraC-sila)  62  25° 
等 正 菩提 ① abhisambodm" (正 覺） 62  423 

② samm お ambodhi  (ミ な; 正覺， 正 自覺） 63 


147 

等 心 品 Samacitta- vagga 17  93 
等と 無 等の 有 tula  atula  sambhava  21 260 
等 命 sama- jivi ほ 21 206,  207°,  213,  278,  279 
等 無 間 samanantara  47  2*, 18* 
等 無間緣 samanantara- paccaya     (近接 緣） 
〔二十 四緣の 一〕 50 1, 5  =, 18*,  152,  342°,  372°; 
51 2*,  23,  49,  87， 138，  278;  52  6*，  46*,  98, 136 
其 他； 53  3*, 15,  90 其 他； 54 12,34,  57,76 
其 他； 55  3*;  57  399;  58  264,  267;  64 100， 
180，  183°,  194;  65(11}  71 
等 無 間 緣廣說 samanantarapaccaya-niddesa 
50  372 

等 流 ① abhisanda  (： 潤 澤:） 20  77;  21 135, 
139;  59 下 109 ② nissanda 19  41; 27 12*; 
57  224,225;  63 188,404 ③ Abhisanda 〔經〕 
21 135 

等流果 nissanda  phala  27 12*;  65(11)  70 

統一な き 話 nSnatta- katha  (種種 論， 種種の 
事の 論， 異相 論， 雑多 論， 雜論， 其の 他の 雜 
論） 〔無用 論の 一〕 6 10， 100 

統治 ① rajja  (王位， 王國， 主權， 王權， 國 
政， 政權） 12 196, 197  ©  Rajja  〔經〕 12 196 

統治の 法 khatta- dhamma  37  312 

塔 ① atta  (見張 塔， 樓房） 3  251 ② cetiya 
(塔 廟， 支提， 制 多， 祠堂， 靈祠， 墓所， 廟 
塔， 記念 塔， 舍 利廟） 1 242,  450 ③ thGpa 
(塔婆， 墓， 佛塔） 7 153;  24  547,  558  @ 
Cetiya  〔經〕 16 下 106 

塔 衣 thQpa- civara  62 124, 125 

塔 園 ThQparSma ひ S 波 園） 〔精 舍〕 60 103, 
114, 120, 134, 139, 142, 143;  62 184*;  65(1) 
107, 109, 111,  123, 126 

塔 波 園 ThQp さ rama  (塔 園） 〔精 舍〕 60 158, 
250,  258,  265,  267,  268,  279,  282,  283,  285，  301， 
371,  372,  383,  388,  395,  409,  411,  414;  61 13, 
24,  48,  61, 62,  66,76,82,  88,93,94,104,109, 
125, 142,403,  468 

塔婆 thiipa  (塔， 菜， 佛塔） 17 119; 18  428; 
19  84;  23  96;  26 128*，  161,  163,  182,  200, 
211,  212,  235,  263,  268,  292,  293,  295,  296，  308， 


(648) 


塔， 當， 塘， 榻， 擄， 稻， 燈， 糖 一 トウ 


339,453*;  60  263;  65(1)  104， 111 〔四 種:） 

18  428 
〔塔婆 供養と 果報〕 26 107 
〔塔婆 建立〕 26 128， 129  、 
塔婆の 供養 thQpa- piija  26 107 
塔廟 cetiya  (塔， 支提， 制 多， 祠堂， 祠廟， 

靈祠， 墓所， 廟塔， 記念 塔， 舍 利廟） 2  248; 

43  262;  59 下 158*，  258,351 ' 
塔 廟の庭 cetiyaiigaQa  59 上 8;  62 123,286， 

287,  370;  63  236，  332,  382;  64  365 
塔 を 建つ るに 價 する thiiparahat    〔四 人； 如 

來， 辟 支佛， 聲聞， 輪 王〕 7 127 
當見 Datthabbena  〔經〕 15  321 
當生法 upp5di  dhamma  (生起 法） 45  2,  273°, 

357。；  52  281* 
當來 sampar お ika  (後世， 來世） 20  45 
當來有 有 行 ponobhavika  bhava-sankhara 

22 上 326 

當 來の樂 samparaya  sukha  20 101 
當來の 利 samparayika  attha  (未來 の 利） 20 
115* 

當 來怖畏 AnSgata- bhayani     (未来の 怖畏） 

〔經〕 65(111)  90 
'塘煨 ① kukkuja  ('ほ 淡， 熱 灰） 14  277;  57 

274* ② Kukku}a  〔經〕 14  277 
煻煨品 Kukku!a- vagga 14  277，  282 
塘煨論 Kukku!a- katha  57  274° 
①榻補 ②檢補 Tapoda   (多 浮陀， 温泉） 

〔園， 精舍〕 ① 7  90 ② 22 下 112 
槍 補 TapodS  (多 浮陀， 溫泉） 〔河〕 22 下 113 
稻竿護 呪 A は nStiya- paritta  63  386 
稻桿 taij4ula- na!i  28  255,  256 
稻稗積 pa ほ la- pufija  (藁 積， 藁堆， 藁 場， 穰 

積處， 藁 を 積める 處， 梓堆） 19 127,138;  47 

462  . 
稻稗本 生物 語 Tandulanali-jataka    (S)  28 

252° 

稻米 taij4ula  (米， 粳术， 硬 米， 玄米） 8  271 
燈 ① dipa    (燈 火， 燈明） 16 上 15， 16 ② 

telappadipa  (油 燈） 10 17 ③ Dipa  〔經〕 

16 下 189 


燈火 ① dipa  (燈， 燈明） 26  324,  392 ② 
padipa  (燈 明） 1 426;  2  435;  24  448;  25 
354;  59 上 78,81,85,96,147;  64  344,345 ③ 
pajjota  (光炎， 光明， 熾） 20  234,236;  25 
269 

燈 火天宫 Padipa  vimana  24  447 

〔燈 火轉 移の そ S! き〕 59 上 147， 187 
〔燈 火の 四 作用の 譬喩〕 64  458 
〔燈 火の 譬喩〕 64  344 
〔燈 火の 滅 する 譬喻〕 12  269;  25  269 
〔燈 火の 燃え 盡く る 譬喩〕 59 上 81 
〔燈 火の 闇 を 照らす 譬喩〕 59 上 78，  85 
〔燈火 より 火事と なる 譬喻〕 59 上 96 
燈 供養 ① dipa- piija  27  368,  378 ② 

bhandavahana  puja  63  ^05 
燈光 ① padipeyya 〜次 項 ② Pajjo は （波羅 

殊提 = チャンダ パッ デョ一 タ， 猛光） 〔王〕 

11 上 357 

① 燈光 ② 燈具 padipeyya  (燈 燭， 燈明） 

①  12 157* ② 21 124* 

燈燭 padipeyya  (燈 具， 燈光， 燈明） 11 下 
217, 223 

① 燈心 (D 燈炷 vatti  (炷） ① 15  329,  332 

②  11 下 188, 189 

燈心草 pabbaja  (婆 婆， 婆羅 婆， 波羅 波， 刺 

蘿） 13 134 
〔燈と 光線との 譬喩〕 10 17 
〔燈の 施と その 報果〕 24  448;  26  66,67；  27  57 
燈明 ① dipa  (燈， 燈火） 16 上 95;  26 193, 

194 ② padipa  (燈 火） 3  210,  222,  291, 333 

③  padipeyya  (燈 燭， 燈光， 燈具） 8  338,  339 
燈明 （洲） Dipa  〔經〕 16 上 95 

燈明 となる 人 pajjota-kara  (光の 作者） 25 
324 

燈 明に 達する の 道 dipag さ mi  magga 16 上 95 
糖 ① phamta  • (砂糖， 糖蜜， 石 蜜， 糖 霜） 3 

102, 164,  353,  369;  4  270; 10  48;  21 113 ② 

gula  3  428 

① 糖果 （D 糖菓 modaka  (砂糖 菓子， 飴玉） 

① 17  211 ② 27  375 
糖菓 ① sakkhalaka 19 103  • ② sakkhali  24 


(649) 


トゥー 糖， 頭， 黨， 鬪， 籐， 同 


483 ③ ucchu  puta  34  407 
糖蔗 ucchu  (甘蔗， 甘庶） 1 95 
糖 霜 pMi?i は （糖， 砂糖， 糖蜜， 石 蜜） 20  362, 

366 

糖尿病 madhu  rr.eha  =  madhu  medha  (蜜 便 
病） 22 上 355;  42 17,  24,  67，  381; 43 165， 
178,  237,  336,  340;  44  23，  95,  372，  416 

糖蜜 phamta  m, 砂糟， 石 蜜, 糖 霜） 12  300; 
28  247,248;  37  364 

頭 荷 sisa-bhara  4  209 

頭蓋， 頭巾， 頭上， 頭々 羅米， 頭陀， 頭 燃， 頭 

燒， 頭腦〜 ズ 
頭骨 muddhatthi  63  48,  51, 260 
頭那 Dopa  〔婆〕 18  68  〔五 種 婆羅門に 關 する 

佛の說 法を受 く〕 19  311 
頭 熱病 pajjaraka-roga  60  248 
頭 髮燃ゅ ① さ ditta  -sisa  (頭 燃， 頭燒） 12 184 

② dayhati  matthako 12 18, 19，  90 
頭髮を 剃れる bhap^lu  (充 頭） 6  393* 
頭 被 phapa  (鎌首， 龍 蓋） 35 153 
頭 病 sisa-roga  22 上 355;  42 17,  24,  66,  381; 

44  23，  95,372,  416 
黨友 pakkha  (宗徒） 5  288 
鬪 kalaha  (鬪 諍， 鬪爭， 諍， 諍爭， 諍 論， 異 

論， 爭鬪， 諠譁， 不和， 紛爭， 紛亂） 7  7* 
鬪技 yuddha  (鬪， 戰鬪） 6  8，  98 
鬪諍 ① kalaha  (鬪， 鬪爭， 諍， 諍爭， 諍 論， 

諍訟， 異論， 爭鬪， 諠誇， 不和， 紛爭， 紛亂） 
3  589*,  593*,  605;  4 130，  134*  256,  369,  388； 
11 上 317，  318，  325;  21 60,61; 22 上 311,326 
② bha ひ (Jana  (鬪 爭， 議論， 口論， 諍 事， 訟， 
確執， 訴訟） 2  238.  243,  349;  5  39,  70; 11 下 
191, 192 ③ viggaha  (喧嘩， 異執， 爭論， 
諍， 諍爭， 論議， 論難， 爭 ） 2  59  @  vivada 
乂 ぁ n?pfl8>  ^ffiffl.         删ぁ お あ 口 Hub, 
異論， 競， 紛議， 紛諍） 8  325, 326  © 
sarhgama   (戰， 戰鬪） 〔裁判 者の 心得〕 5 
278,  309 ⑥ Adhikarana  〔經〕 22 下 68 

鬪諍經 Kalahaviv さ da  sutta    24  334°,  338; 
59 下 235  一一 

鬪諍經 の義釋 KalahavivSdasutta- niddesa  43 


r,48 

鬪諍 〔者〕 adhikarapika  22 下 69，  72 
鬪諍者 bhapdana  karika  2  372,  474,  499 
〔鬪 諍す る 種種の 人〕 9 142,  153; 11 上 160; 
17 100 

鬪爭 ① kalaha   (鬪 諍， 諍， 諍爭， 諍 論， 異 
論， 爭鬪， 紛爭， 紛亂， 諠譁， 不和） 9 195*; 
42 154,  248，  255，  256,  260 ② bha ひ (Jana  (鬪 
諍， 議論， 口論， 諍 事， 訟， 確執， 訴訟） 2 
202; 10 179; 15  347. 352 

① 鬪爭す ② 鬪 諍す kalaha- kSraka  (諍亂 

者， 紛亂 者） ① 4 1 ② 3  308 
籐 ① vetta    (籐 緩， 杖， 鞭， 棒） 9 143， 154 

(D  sara  (葦) 35  301 
籐椅 bhadda- pitha  4  230 
籐綴 vetta  (籐， 杖， 鞭） 16 上 227 
籐 薆の雜 vetta-bandhana  20  384 
同 阿闍梨 ① samanacariya  (同一 阿闍 梨， 阿 

闍梨を 同じく する 者， 同一の 阿闍 梨を師 とせ 

る 者 ） 2  289 ② samanacariyaka 1 38,  41 
同意 趣 ekadhippSya  58  433 
〔同意 趣に 依 ら ば 淫法を 行ず ベ し〕 58  433 
同意 趣 論 EkSdhipp き ya- katha  58  433° 
同一 阿闍梨 samanacariya  (同 阿闍 梨， 阿闍梨 

を 同じく する 者） 2  245 
同一 和尙 samanupajjhSya  (和 尙を同 じくす る 

者， 同一の 和 尙を師 とせる 者， 同 和尙） 2  245 
同一 學戒 sama  sikkh さほ 2  507 
同一 掲磨 eka- kainma  2  343,  507 
同一 掲磨 非揭磨 eka- kammakamma  5  338 
同一 境界 samana-sima  (同 界） 3 192 
同一 自恣 eka-pavarana  5  338 
同 ——住處 samana  sarhvasa  3 188，  193* 
同一 說戒 ekuddesa  2  343,  507 
同一 僧伽 揭磨 eka- saihghakamma  5  338 
同一の 阿闍 梨を師 とせる 者 samanacariyaka 

(同 阿闍 梨， 同一 阿闍 梨， 阿 闍梨を 同じく す 

る 者） 62  49 
同一の 和 尙を師 とせる 者 samanupajjhayaka 

(和尙 を 同じく する 者， 同一 和尙， 同 和尙） 62 

49 


(650) 


同， 洞， 動 一 ドウ 


〔同一の 心が 久 住す〕 57  269 
同一の 理 ekatta  naya  64  281, 360 
同一 布薩 ekuposatha  3 188, 193*;  5  338 
同慧 〔者〕 sama- pafifia 18 108  、 
同 禾ロ尙 ① samanupajjhaya ② 
samanupajjhayaka  (同一 禾 nfn せ， 禾ロ f ふ ：! を 同じ 
くす る 者， 同一の 和お 1 を師 とせる 者） ① 2 
289 ② 1 38，  41  ' 
同戒 〔者〕 sama- siia 18 108 
同界 住る- samanasima  thita  5  317 
同學 bh お ar  (兄弟） 2 147 
同活 sahajivin  ('お 子） 2  471 
同義語 adhivacana  (培 語， 墻上 語， 名目， 名 
辭， 喩語） 11 下 396;   23  260;   43  399;  44 
254,  439* 

同業組合 pQga  (組合， 組合員， 衆 社， 圑體， 

民圑） 26  317 
同 見 ① sandittha    (親友， 知人） 3  283 ② 

sanditthi  3  308,  309 
同根 eka- mma  48 上 1*,  9* 
同根 根 ekamQla- mQia  48 上 2*，  9* 
同事 ① samanatta  36  389 ② samanattata 

〔四攝 事の 一〕 8 198，  199，  253,310; 18  60, 

433；  21 94;  22 上 19，  20° ③ tabbhSgiya 

(同 分） 1 283 
同捨 sama-caga 18 108 
同 住 ① saihv お a    (共 住， 共 住 事， 倶に 住む 

こと ） 18  328,329 ② sahavSsa  (共 住） 〔夜 

斷の 一〕 4  51,55 
同 住 〔者〕 samana  samvasaka  (共 住 者, 共 住 

人） 3  237,238,240 
同 住 者 saddhiviMrin  (共 住， 共 住 者〜 徒弟， 

弟子， 和尙 弟子） 18  418 
① 同 住處地 ② 同 住 處者地 

samanasamvasaka  bhumi .[  ~S] ① 3  592 

② 5 199 
同宿 sahaseyya  5  22 
同 生所攝 sanjati-sangaha  47  325 
同情 anukampa  (愁， 悲愁， 悲愁 心， 哀愁 心， 

哀憐， 慈悲） 12  360 
同情 ある 友 anukampaka-mitta  8  248,  249 


同信 sama  saddha 18 108 
い」' 他 (他に 同す る） 'ひ ゾタ 1^   annasamana  cetasika 
65(11) 10 

同輩 sakhi  (友， 友人， 伴: お） 8  209,210 
同伴者 〔下意 賴 磨の〕 anudOta  (隨 伴） 4  28<^ 
同伴 比丘 dutiya  (助 伴 i", 随伴， 伴侶， 陪席 

者， 第二 者） 2  82 
同 分 sabhaga  4 107*;  47  324 
同 分 空 sabhaga  sunna  41 119 
同 分 章 Tabbhagiya  vara  5 175 
同 分相續 sabhaga  santati  58  409 
同 分の 罪 sabh§ga- Spatti  3  223,  224,  225 
① 同梵行 ② 同梵 行_#   sabrahmacarin ① 

1 38，  41 ② 3  609;  4  370;  8 163:";  43  396 
同名 eka  nama  4 107* 
同僚 ① amacca    (知己） 24  205 ② 

sambhatta  (親友， 相 親） 2  289 
同類 〔緣〕 tadanvaya  40  392*,  405* 
同類 活命 〔者〕 sabhSga  vuttika 19  20,21 
洞 guha    (山 窟， 洞窟， 窟， 石窟， 石 房， 洞 

穴， 地 SO 18  366;  47  448 
洞院 kubha  =  guha  65(111；  92* 
〔洞 院刻 文〕 65(111)  92 

洞窟 ① kandara  (洞穴， 窟， 巖窟， 石窟， 石 
室， 溪谷， 谿， 瀧， 峡谷） 4  225;  7  256; 11 
上 350; 11 下 17， 136，  137,  164;  22 上 139; 
22 下 125 ② guha  (洞， 窟， 石窟， 石 房， 
地窟， 山窟， 洞穴） 24  364 ③ pabbh え ra  (山 
崖） 26  425,  426 

洞穴 ① kandara  (洞窟， 巖窟， 窟， 石窟， 
石室， 溪谷， 瀧） 13  45;  59 下 263,  266 ② 
giri-guha  (山 窟， 山 洞， 山窩， 山峽， 巌窟） 
8  61 ③ guha  (洞， 窟， 洞窟， 石窟， 山窟） 
43 184,  354;  44  452,  470,  486 ④ lena  (窟， 

- 窟宅， 山窟， 避難所， 洞 房， 住， 住 房， 庇護 

の處） 42  99,341; 62  49 
洞 房 leija  (洞穴， 窟， 窟宅， 山窟， 避難所， 

住， 住 房， 庇護の 處） 3  365 
動 ① eja  (動 著， 愛欲） 43 155,293,295 ② 

cala  (動 轉） 41 193*;  42  75；  43  37;  44  41, 

158, 195;  59 下 347;  64  326/400 


(651) 


ドウ 一 動， 童， 道 


動機 paccaya  (緣） 2  236 

動 解 3 さ kuppa  vimokkha  40  378 

動 著 ① eja  (動， 愛欲） 15 106， 109 ② Eja 

〔經〕 （一） （二） 15 106, 108 
動 性 thambhitatta  46 104 
動轉 ① mjita  24  285 ② cala  (動） 15 112* 

③ calita   (動 搖） 15  95;  23  218 ④ 

vipphandita 13  91. 92,  94 
〔動轉 一苦〕 24  285 
動 轉の滅 injita  nirodha  24  285 
動 貪 ① lola    (確信な し， 不 確信の もの） 43 

172,  389 ② lolupa  24 19 
〔動物 名〕 26  30,  31; 27  64,  74,  97,  98， 105，  252; 

38  450；  39  412*;  59 下 91,212,227 
動 法 〔者〕 kuppa- dhamma  47  358，  374° 
動搖 ① capala  (浮動， 浮薄， 虚飾， 輕薄， 輕 

m, 輕躁 なる） 10  290 ② calita  (動 轉） 11 

下 378;  29  286 ③ samudiraija  (浮動-風） 

64 19 

童子 kumara  (王子， 兒童） 2  537 
〔童子が 鳥 を 放つ 譬喻〕 12  361,362;  24 101 
童子 葉 Kum§ra- kassapa ひ， | 享羅 葉， 王 
- 子迦 葉） 〔比〕 60  25,32 
〔童子の 蛇毒 は 道士 父母の 眞言に て 治す:' 33 
243 

〔童子の 遊 敷の 譬喩〕 22 下 121 
① 童子 (無 妻） 梵行 ② 童貞の 梵行 komSra- 
brahmacariya  (童女 梵 行:） ① 24 108 ② 19 

313* 

童女 ① kumSri 1 202;  4 14, 15; 19  48,  49, 
50 ② kum お ika    (少女， ^女） 16 下 410 
③ kumSri  bhii ほ （少女） 2  527*  @ 
Kumariya  〔經〕 16 下 410 

〔童女が 夫に 愛せられ ずして 出家 成 阿羅漢、 30 
385 

童女 所 問 Kumari  pafiha   (= 娘 達） 〔經〕 22 

上 270，  271 
童女の 姿 kumari  vanna 12  210 
童女 品 Kumar ibhuta-vagpa   2  543;  5 113, 

133 

童女 梵 H    komara  brahmacariya  、盧 子梵 f7， 


童貞の 梵行） 27  408，  421，  428，  434，  440，  445 
道 ① magga  (道路， 正道） 3  28，  29, 166，  320; 

40  438°*;  44  337°;  62  4;  64 111, 112°,  148， 

419°.  460* ② patipa お （行 道， 向 道， 道 跡， 

行， 聖道. 所行， 通行） 7  234, 235, 242; 17 

488  〔三種〕 17  488 ③ Magga  〔經〕 16 上 

420; 16 下 137 ④ Maggena  〔經〕 16 上 81 

⑤ Patipada  〔經〕 14  68; 16 下 171( —） （二） 

16 h 169, 170 
道 因 magga  hetuka    45  357;  46  24,  31, 43, 

57.  70 其 他； 47  5*,  29,  233,  256*;  52  254* 
道 因 法 maggahetuka  dhamma    45  2,  272°, 

357°;  47  233, 256;  52  254*;  56  354 
道院 assama    (菴， 菴屋， 草 巷， 仙處バ 山人 住 

處， 住院） 28 14, 15,  20;  36 133*；  41 223,  224 
道緣 magga- paccaya  〔二十 四綠の 一〕 50 1, 

10, 18*，  181，  349。，  393°;  51 3*,  33，  51， 99, 158, 

323;  52  7*,  58, 105, 142 其 他； 53  20*，  58,  76, 

95,117 其 他； 54 14,37,60,  78 其 他； 55  4*; 

58  265,266;  64 180,190°;  65(11)  71 
道 緣廣說 maggapaccaya  niddesa  50  393 
道果 magga  phala  45  265,  270,  271,  283, 

386*;  58  324,326,328,329 
道戒 magga- sila  59 下 195 
道 戒等起 addhana  -samutthana  5 153 
道行 ① tapo  (苦行， ^辣） 23  4 ② 

patipatti  (• 行， 行 道） 5  2,  3 ③ magga - 

cariya  44  692 
道具 足 者 ma?ga  samaAgin  48 下 176*，  244*; 

49  475*；  58 143， 156* 
〔道具 足 者 は ニ戒を 具足す〕 58 156 
道具 足智 maggasamangissa  nanam  45  343, 

344;  47 10,  32,39 
道化師 ① sokajjh5yin  (萬 歲師） 27  90 ② 

sobhiya  38  449 
道繁屬 magga  par iyapanna  57  268 
① 道經路 ② 道の 經路 magga- vithi ① 50 

474 ② 64  481， 482 
〔道士と 畜類への 施 水〕 29  375 
〔道士と 道 服 を 著た 猿〕 30 111 
〔道士 は 盗賊と 誤り 拷問せ ら れ， 友人に 助けら 
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れ， 王の 尊敬 を受 く〕  33  239 
〔道士 無實の 拷問 を 忍ぶ〕 33  240 
道 支 maggaiiga  50 10， 181，  349,  393°;  51 99, 

158, 159,323*;  58  398;  64 190,  416*  、〔十二 

種〕 65(11)  64 
道 跡 ① patipada    (道， 行 道， 向 道， 聖道， 

所行， 行， 通行） 12  33 ② Patipada  〔經〕 13  5 
道跡智 patipadaya  nanam 13  82* 
道主 maggadhipati  (道增 上） 47  5*,  29，  233, 

256* 

道修 magga- bhavanS  (達 道） 1 154°;  2  41°; 

57 130,141; 58 146*,  281 
道所緣 maggarammana  45  357;  46  24, 31, 

43,  57,  70 其 他； 47  5*,  29,  233,  256*;  52 

254*；  63  419* 
道 所 緣三法 Maggarammanattika   52  254°, 

388;  56 191; 63  417 
道 所 緣三法 因 二 法  maggarammanattika- 

hetuduka  55  346 
道 所 緣三法 有 諍 二 法 maggarammanattika - 

saranaduka  55  439 
道 所 緣三法 善 三 法  maggarammanattika- 

kusalattika  56  29 
道 所緣法 maggarammana  dhamma    45  2, 

272°, 357°;  47  233, 256;  52  254*;  56 191 
〔道 所緣法 等の 緣關 係〕 52  254 
道 省察 magga-paccavekkhana  52  208* 
道淸淨 magga- visuddhi  40  324 
道 障 maggavarana  63  408 
道定 magga-samadhi  62  439 
道 刹那 maggakkhana  57  314,319 
道祖神 pantha  sakuna  39  384 
道 相 magga-nimitta  3 188 
道相應 Magga- sarhyutta 16 上 139°，  245 
道增上 maggSdhipati  (道主） 45  357;  46  24, 

31, 43，  57，  70 其 他； 52  254* 
道 增上法 maggadhipati  dhamma  45  2,  272°, 

357°;  47  233, 256;  52  254* 
道諦 magga- sacca     48 上 307*;    58  9*;  62 

400;  64 113， 144*,  359, 371 
11 智 magge  nanam,  magga— fiapa  〔四智 の 


―〕 8  305;  40  2，  5， 114°*,  198，  415;  58 180, 
181,  390;  64 144，  412，  413，  434,  458,  459，  468 
道中に 生活す る 者 yo  magge  jivati  24  32，  33° 
① 道と 非道 ②道 非道 maggamagga ① 
12  328; 18  67;  24  236;  25  322 ② 23  80 

〔道と 渡 場との S 喻〕 9  69 

道に よ る 勝者 magga- jina  24  32,  33° 

道の 因の 義 maggassa  hetuttho  40  28;  41 38 

① 道の 經路 ② 道經路 magga  vithi ① 64 

481,482 ② 50  474 
道の 巧者 magga- kovida 12  329 
道の 說示者 magga- desaka  24  32,33° 
道の 知者 maggafiiiii 12  329 
道の 了 者 magga- vidQ 12  329 
①道 非道 ② 道と 非道 maggSmagga ① 

23  80 ② 12  328; 18  67;  24  236;  25  322 
道 非道 智見 magga  magga  nanadassana  22 

上 271 

道 非道 智見 淸淨 maggamaggananadassana  - 

visuddhi    9  269*;  64 12,  79,  319°*,  371; 65 

(II)  82,  83;  (  64  319°] 
道 非道 知見 淸淨淸 淨勤支 maggSmagga - 

nanadassana  visuddhi  pansuddhi- 

padhaniyanga  〔九 淸淨勤 支の 一〕 8  377 
道 非道 智見 淸淨 の解釋 Magg さ magga- 

nanadassanavisuddhi  niddesa  64  ^19° 
道不丰 目應の 'ひ magga  vippayutta  citta  48 上 

315*  351*,  381* 
道 分別 Magga  vibhanga  46  334° 
道への 轉入 maggassa  Svajjanarh(  = 種 姓智) 

64  433 

道 品 Magga  vagga  〔法 句經〕 23  59° 
道梵行 magga  brahmacariya  62  59，  424 
道 無上 patipacmnuttariya  (行 無上） 〔三 無上 

の 一〕 9  407 
道理 attha- vasa  (義， 利益， 義利， 義理， 義 

趣， 果報， 因由） 17  92, 120; 19  98，  99 
道路 ① addhana  magga 1 395    (D  magga 

(道） 8  334，  336;  21 293,  294,  296 ③ rathiya 

(車道， 路巷， 街， 街路） 3  416;  21 50 
道路 糧 pStheyya    (路銀， 路用の 資， 旅路の 
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糧， 糧食， 行路の 糧食） 3  428 
① 道路 論 ② 道 傍 論 visikM- katha  (街路 

論， 街道 論， 市街 論， 巷 中 論， 風評 論， 風評 

の 話） 〔無用 論の 一〕 ① 8  48 ② 43 175, 

184,348;  44  433 
道路 を 知らず na  vithim  janati  9  386;  22 下 

332 

道路 を 知る vithirii  janati  9  389;  22 下 337 
道 論 Magga  kathS  40  438°;  58  397° 
道 を 獲得すべき もの yo  maggam 

patilabhissati  48 上 91， 92,  294,  383*,  397; 

49  483*,  495* 
道 を 獲得せ ざるべき 異生 yo  puthujjano 

maggam  na  patilabhissati  48 上 91. 92, 

294，  325*,  354*，  366*，  383*;  49  501* 
道 を 污す者 magga- ddsin  24  32，  34° 
道 を斷ち chinna-vatuma  (〜斷 路者） 6  368*, 

慟哭 〔處〕 arodana 19  375 

銅 ① loha    (赤 飼， 鐵） 3  360;  4 177，  205*; 

7  402; 16 上 286; 19  22;  31 40 ② tamba 

(赤銅） 31 40 ③ Tamba  〔王〕 32  56,  61 
銅瓮 loha- kat き ha  (ま '"う 花瓶） 4  261 
(D 銅 甕 ②き， K Icha- kumbhi  (銅 釜， 鐵釜， 

鐵鑊， 鐵鼎） ① 1 149 ② 4  261 
銅 甕 loha-v お aka      壺， 銅 瓶） 4  261 
銅 花瓶 loha- kat^a  (飼 瓮） 1 149 
銅貨 kahapa;ia   (迦 利沙 波拏， 利 沙槃， 金 

貨， ー錢， 貨幣） 33  365,  414,415 
銅 鍵 loha- ほ13  4  228 

銅 鼓 paijava    (鐃 欽， 錢， 細腰 鼓， 小 鼓， 打 

^)  38  326,  448;  39  519 
銅壺 ① loha- tumba  3  362 ② loha-bhanaka 

(銅 瓶） 4  261 ③ loha- vSraka  (銅 甕， 銅 瓶） 

1 149 ④ Lcha  kumbha  〔地獄〕 60 171 
銅 掌 Tambapaijpi ① （銅 葉， 赤銅 葉 =師 子 

島， 榜 ttn 島， 錫 蘭） 〔島〕 60  203,  207，  210; 

61 437，  447,  476 ② 〔城〕 60  207 
銅色 tamba  (赤銅） 36 163  « 
銅錢 loha  masaka 1 402，  405 
銅 錄所成 tambaloha-maya  3  337;  4 173 


銅 殿 LohapSs5da    (靑銅 殿， 鐵殿） 60 133， 

144, 147;  62 186, 194 
〔銅 殿の 建立〕 60 133,144 
銅の 半錢 lohacjcjham お a 12 136 
銅 鉢 kaihsa- P さ ti  (餘 鉢， M^, 靑 銅の 鉢） 4 

439; 12 181 
銅板 ki は ka  25 10 

銅盤 kariisa- piti  (銅 鉢， 靑 銅の 鉢， 緣鉢） 9 
38，  39,  46 

〔銅盤の 譬喻， 四 種〕 9  38,  39,  46 

銅 釜 loha- kumbhi  (銅 甕， 飼甌， 鐵釜， 鐵護， 
鐵鼎） 11 下 213,  238 

飼 瓶 ① loha  bhanaka  (飼 壺） 1 149 ② loha - 
varaka  (銅 甕， 銅壺） 4 187 
物 loha- bhaijcja  4  205,  216 

(D 銅 葉 ② 銅 蝶 Tambapanni  (飼 拿， 赤 解 
蹀=師 子 島， 楞 tl 島， 錫 蘭） 〔島， 洲〕 ① 4 
114;  60  38 ② 5  4,  5,  8， 12,  81,92,94;  42 
234;  43  248;  59 上 4,34;  62  67,  253 

銅鑼 ① kaihsa- ほ! a    (鐃欽 ） 59 上 128 ② 
kamsa  23  37 ③ kumbha-thuna  (銅 缀樂， 
大鼓） 6  8，  98 ④ gapdi  28  462 ⑤ ghuUa 
24  487 ⑥ dei:ujima   (鐃 鈸， 鏞鼓， 罐鼓， 
小 鼓， 手 鼓〜 テ ィ. ン ディ マ） 36  368 

銅鑼 打 kumbha-thunika  2  461 

銅鑼 聲 ほ! a- sadda  (小 鐃聲） 7 166 

幢 candala  vamsa 16 上 395,  396 

幢群 dhajagga  (旗の 先， 幢頂） 19 123*;  47 
458* 

① 幢頂護 呪 ② 幢首 護? R  Dhajagga  paritta, 

Dhaja  paritta ① 63  386 ② 59 上 312 
① 幢幡 ② 幢旗 dhaja  (幡， 幡旗， 旗幟， 

幢） ① 39  309;  42 108，  145，  169，  323，  377; 

43 113,377;  44  356,  360,  363 ② 25  279,  280 
幢を收 めし 者 pannaddhaja    (幡を 倒せり ） 9 

255，  256 
導 引 者 upaneyya  62  429 
導 引 的 opanayika  62  428 
導師 nayaka  5  387 

導 者 samadape は r  (督勵 者， 勸導 者） 11 上 354 
遠から ざる 因緣 物語 Avidiire  nicmna    28  3， 
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遠， 尊， 貴， 蜥， 咎， 時， 說， 禿， 特， f(i 一 トク 


101° 

遠き 因緣 物語 Diire- nidSna  28  3,5°;  34  261 

遠 廻 し parikathS  (豫 言） 62  53 

尊き 僧 仂!]    ariya  samgha  65(1)  2  ' 

尊 き 沈默 ariya  tunhibhava  (聖 默， 聖 默然， 

聖 なる 默然） 23 101，  133, 134 
貴き 象 hatthi- Mga  (象， 龍 象， 大象） 23 150 
貴き 場所 ariya  Syatana  23  230 
蜥蜴 ① godha  (大 蜥锡， ィ グヮナ ） 29  435*, 

449*;  30 196,  201; 31 446*,  483*;  33 189*; 

35  323;  36  85;  38  240 ② sarabhu  4 170; 

18 126;  30  245 ③ リ cca  39  413  @  golika 

63  237 

〔蜥螺 と カメ レオン〕 29  449 

〔蜥蜴と 山人〕 29  435;  31 446 

蜥蜴 本 生物 語 Godha- jataka ① （一三 八） 29 

435° ② （一四 一） 29  449° ③ （三 二 五） 31 

446° ④ （三 三 三） 31 483° 
咎 aparaddha  7  88* 
時 は 過ぎ行く    Accenti  〔經」 12  3 
時 を 知らず akalannu  21 9 
(D 時 を 知り ②時を 知る k き lafifiii ① 21 10 

② 20  367,369° 
(時 を 違へ て 行 乞せ し 比丘〕 31 504 
說き 難き 言 説 katha  dukkatha     〔五 種〕 19 

252, 253 

說き 難く    dubbaca  (惡 語， 惡ロ， 惡言， 難語， 

難說 者） 10  291 
說き 易き 言說 katha  sukatha  〔五 種〕 19  254, 

256，  257 

說き 易く    suvaca  (善 語， 善 言， 從順， 易說 者） 
10  291 

充 沙門 mundaka  samanaka   (坊主， 似而非 
沙門） 11 上 61,62,  81， 233，  274 

禿 頭 ① bhaijcju  (頭髮 を 剃れる） 3 129 ② 
munda  (圓 頂， 剃 頭） 2 145; 12  287,299; 
13 186; 15  297,  299 ③ mupt^aka  (坊主， 
圓頭， 禿 頭 者） 6 135; 10  76,  77; 12  274, 
314;  23  213,  214 ④ muQcJiya  (圓 頭， 剃 頭， 
剃髪） 10  361,366 

充頭鬼 事 Khalatya  ^  petavatthu  25 10 


充頭 居士    munda  gahapatika  2 145 
禿 頭 者 rmmglaka  (充 頭， 圓頭， 坊主） 12  287 
特質 padana 11 下 207,218 
特殊 Avepika  〔經 ：） 15  370 
特殊 論 ig:    pakinnaka  matika  47  324 
特信家 upat ゆき ka-kuia  (擅 越 家， 檀 越の 家） 
2 155 

① 特機那 祇^ ② 特機那 梨 Dakkhinagiri 
(南山， 南 天竺） 〔地名〕 ① 20  310 ② 31 119 
特施衣 acceka  civara 1 441°;  5  20,  59 
特相 ① nimitta  (相， . 因 相， 兆 相， 徵， 徵相， 
相貌， 現 相， 標識） 11 下 207,218 ② 
lakkhana  (相， 相好， 特徵， 標識） 59  65 
③ adhippayosa 14 103; 15  322,  325; 17 
325；  21 12;  22 上 273 
特 相の 問 Lakkhana  panho  59 上 7 
特徵 lakkhaija  (相， 相好， 特相， 標識） 11 下 
207,  218 

得 ① ほ bha   (利， 利得， 利 養， 獲， 所得） 
〔八 世 法の 一〕 8  339 ② patti  58  369* 

得果 phala- sam ゆ atti     (果 定， 果等 至） 40 
103,106 

得启 在の 慧 vasibhavata  panna  40  3, 161° 

得自體 attabh さ va- pati ほ bha    (自體 得， 自性 
獲得） 〔四 種〕 18  279 

得 叉尸羅 Takkasi ほ （德迦 尸羅， 德叉 尸羅） 
〔都， 國〕 2  7;  3  474,  475;    28  368,  508;  29 
25,  49,  50,  51, 112,  187，  226,  263*,  273，  281, 287 
其 他； 30  2,59,  73,82,110,367,  368 其 他； 31 
3， 12，  69 其 他； 32 10， 12,  26，  30，  364 其 他； 
33 11, 351 其 他； 34  48;  36  29,  82, 104 其 他 

得 種種 ほ bha- nanatta  (種種 得） 8  377 

得定 'ひ samahita  citta  (定, C ヽ， 定 ある ソ! >， 有 
定心， 心の 等 持） 49  20 

得 善 j[> 論 Kusalapatilabha- katha  58  219° 

得 達 adhigama  (證 得） 64 11 

〔得 は無爲 なり〕 58  370 

得 法 dhamma  samadana  (法 受) 〔四 種〕 10 
31,39 

l#i£/J^/fS  Culadhammasamadana-sutta 10  31° 
得 &大糸 M   Mahadhammasamadana  sutta 10 
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トク 一得， 督， 德， 篤， 犢， 解， 毒， 獨 


37° 

得 離 sampatta  virati  50  472 

得 論 Patti  katha  58  369° 

督促 codana  (呵責， 訶貴） 20  98,  99， 100 

督勵者 samadapetar  (導 者， 勸導 者） 9  24 

德 ① avera  (無 怨， 無恚， 無 fi 害， 恚 心な く  ） 

3  599,  602,  604，  606 ② vapija  (稱 讚， 色， 

美 色， 美點） 18 133* 
〔德 ある 者に 嫁せ しむ〕 30  229;  31 333 
德 威力 guna-teja  40 171 
〔德が 最上な り 〕 29  218;  31 261， 471 
① 德 逾 尸羅 ② 德 叉尸羅 Takkasi ほ （得 叉 

尸羅） 〔國， 城〕 ① 42  234;  43  248 ② 35 

30,  48 其 他； 60  21 
德行 ① carapa  (行） 6 149°* ② vata  (行， 

務め， 禁， 禁戒， 善行， 聖行， 儀 法） 23  79 
德 ff   vanna  macchariya  (稱 讚歷， 色 1 き， 容 

色 tf ) 19  359 
德者邪 命 〔外道〕 Guija- さ jivaka  59 上 184 
篤信 ① saddh さ （信， 信仰， 信心， 淨心） 22 

上 336 ② saddha 〜次 項 
① 篤信 ② 篤信 者 saddha  (信， 信者， 信心 

者， 信 有る， 有 信） ① 11 上 245 ② 1 220 
犢， 犢 牛〜 コゥシ 

精子 vacchatara  (梓 牛， 牡犢， 離？ L 牡牛， 若 

き 牡牛） 18  362;  47  444 
犢子部 Vajjipimaka    〔部 派〕 57 1， 100;  60 

35, 174 

犢齒箭 vaccha- danta 10  228 
解くべからざる 十八 事 

napatippasambhetabba  attharasaka  4  9 
解くべき 十八 事 patippasambhetabba- 

attharasaka  4  9 
①毒② 毒液 visa  (毒味， 劇毒） ① 1 127; 

3  364;  7  379; 10  46,  47; 13 159,  162; 18 

196;  23  36;  25  245,  253;  26  75,76;  32  80*; 

47  430,  431; 64  411,  415,  416 ② 34 141, 142 
毒 ある 蛇 お ivisa  (毒蛇， 毒牙， 蛇） 19  93 
毒 火 tejo  (火） 38  292,  293,  294 
毒牙 お ivisa  (毒蛇， 蛇） 1 31 
毒害 visa  dosa 11 上 334,  335,  337 


毒 器 visa- patta  25  398 

① 毒 根 ② 毒の 根 visa- mala ① 25 195  (|> 
12  60，  78，  275，  412 

毒 刺 visa-kantaka  64  456 

毒蛇 ① ahi  (蛇， 蛇牕） 2  262;  20  39,  40 ② 
asivisa  (毒牙， 蛇， 毒 ある 蛇） 3  44*; 11 上 
339,340; 15  65,  272,  274;  25  400;  30  401， 
402;  35  227;  36  263;  38 13， 15，  263;  41 416 
③ kanha-sappa  (黑 蛇） 1 31 ④ sirimsapa 
(蛇， 竭蛇， 蟲蛇， 『さ蟲 類， 爬行 類， 頭 匐 者， 
匍 行者） 12  262 ⑤ Asiviso  〔經〕 15  271 

〔毒蛇 等の 譬喻〕 15  272 

毒蛇の 1#   alagaddupama  (= 蛇喩 經①） 65(1) 
32 

〔毒蛇の 譬 (t〕 11 上 339; 15  272 

毒蛇 品 Asivisa- vagga 15  271, 316 

毒蛇 喻 〔經〕 AsivisQpama  (= 毒蛇 經） 64  82 

〔毒蛇 を摑む 譬喻〕 25  400 

毒樹 visa  rukkha  28  289;  37 179. 180 

〔毒樹 の 譬喷〕 28  289 

毒箭 ① savisa  salla   38  21 ② salla  (箭， 
矢:） 26 18 

〔毒箭 に 射られた る 人の 譬瑜〕 11 上 334,337 

〔毒箭 の 譬險〕 11 上 282 

毒 瓶 visa  kumbha  23  338 

毒味 visa  (毒， 毒液， 劇毒） 25 135 

毒矢 visap ヒ a  salla  35  287,311,313 

毒藥明 visa  vijja  6 11, 101 

毒 龍 asivisa  napa  29 195 

〔毒 を 食せ る 男の 譬 (t〕  26  75 

〔毒 を 飮む譬 >t〕  59 上 126 

毒 を 含める Diddharii 〔經〕 13  337 

毒 を 含める 剌 diddha  salla 13  337 

獨ー ① eka  (—）  43  318° ② ekatta  (―, 

—性， 獨住， 離， 禪定） 24  269 ③ Rahogata 

〔經〕 （一） （二） 16 下 156， 159 
獨ー諦 pacceka  sacca   (別別の 諦， 偏見） 42 

29;  43  327;  44 125 
獨 一の 行 ekassa  caritarh  (獨 行) 11 下 195 
獨一 品 Rahogata  vagga  (獨坐 品） 16 下 156， 

168 
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獨覺 ① pacceka  buddha ② pacceka 
sambuddha  (辟 支佛， 緣覺， 獨覺 き， 獨等 
覺者） ① 11 下 67*; 17 119; 18  428;  22 上 
238;  29  224;  33 12,19,20,30*,  49,51,78*； 
40  70,325,348;  41 137, 178 ② 47  360,373, 
378°,  396，  466,  470°;  57 132， 134 ③ pacceka- 
bodhi 〜次 項 

①獨覺 ② 獨覺智 pacceka  bodhi  (辟 支菩 
提， 辟 支佛の 境地， 辟 支佛の 位， 緣覺） ① 31 
235 ② 32  320 

獨覺者 ① pacceka  buddha ② pacceka- 
sambuddha  (獨 覺， 辟 支佛， 緣覺， 獨等覺 
者） ① 22 上 64 ② 58  73，  74 

獨居 ① patisal ほ na    (宴 默， 宴 坐， 禪思， 獨 
坐， 獨想， 寂 想） 23  287;  26  23 ③ 
paUsallina  (宴 坐せ る， 禪思， 靜處） 6  418,  422 

獨居者 pavivitta  (遠 離 者， 閑居 者， 孤獨行 
者:） 8  376 

獨 居の 坐臥處 vivitta  senasana  (獨 離せる 座 
處， 遠 離處， 遠 離せる 臥 坐處， 遠 離の 住處， 
離れた る 坐 臥處， 離 世 閑居） 46  346 

獨 居の 稱説 paviveka  katha  (遠 離 論， 遠 離の 
話， 出 離 論） 9  266 

獨行 ① eka-cariya  24  319;  42  236 ② ekassa 
caritam  (獨 一の 行） 3  607 

〔獨 行者〕 23 135 

獨行象 ekacarika  hatthin  32  35，  37,  39 

獨 行の 龍 ekacara  naga  24  60 

獨坐 ① ek お ana    (—座 = 身 離） 24  269 ② 
patisallana  (獨 居， 獨想， 宴默， 宴 坐， 禪思 
三昧， 寂 想） 24  23 ③ Rahogataka  〔經〕 
15  335 

獨坐品 Rahogata  vagga  (濁 一品） 15  335,  353 
獨住 ① ekatta  (獨 一， 一， 一 性， 離， 禪定） 

9  24 ② vippavasa し 夜斷の 一〕 4  51, 55;  5 

207 

獨住者 ekaviharin    (單獨 住 者） 13  418,419, 
420 

獨 住の樂 paviveka  sukha  (遠 離樂） 10  265 
〔獨 住の 利〕 22 上 139 

獨處 ① aparisa  8  49，  66 ② paUlina  (無滯 


獨， 讀， 觸， 蜷， 床 一 トコ 

著） 18  74,  75 ③ viveka  (離， 遠 離） 25  344 

〔獨處 一取 心 相一 正 見一 正 定一斷 結一 g 架」 20 
189 

獨想 ① patisal ほ ija   (寂 想， 獨居， 獨坐， 宴 
默， 宴 米， 禪思 三昧） 15 129， 130 ② 
Patisallana  (經〕 15 129 
獨存 ① kevala    (完全） 44 125 ② kevalin 
(獨存 者， 完全 者， 純一） 22 上 226;  42  29 
③ sayambhQ  (獨存 者， 自存， 自存 者， 自存 
の 人， 自在 生） 63 10  (D  serin  44  409,  410  © 
serita  (自存の 性） 24 15 
獨存者 ① kevalin  (完全 者， 獨存， 純一） 34 
294,295 ② sayambhQ  (獨 存， 自存， 自存 
者， 自存の 人， 自在 生） 59 上 395;  63 10 
獨存の 人 puggala  serin  44  409,  411 
獨存 の、 法 dhamma  serin  44  409，  411 
獨等覺 者 pacceka  sambuddha ぐ 獨覺， 濁覺 
者） 41 148 

獨 離せる 座處 vivitta-sen お ana   (獨 居の 坐 臥 
處， 遠 離處， 遠 離の 住處， 遠 離せる 臥 坐處， 
離れた る 坐 臥處， 離 世 閑居） 11 下 17， 136, 
137， 164 

讀經 sajjhaya  (讀 誦， 誦經） 28  243 
讀誦 ① ajjhena  〔婆羅門 五 法の 一〕 11 上 260 
② uddesa  (說， 說戒， 說示， 讀誦 法， 誦經， 
諷誦） 2  85,221; 4  258;  5  382;  36 153 ③ 
japa  (讃 歎， 吠陀） 32  88    @  sajjhaya  (誦 
經， 讀經） 3  236;  4  297,  335; 19  29， 119, 
120，  121，  122;  24 104;  63  28*,  325 
讀誦者 ajjMyaka  (諷誦 者， 學習 者， 聖典 を 

讀 誦す） 41 257,  303 
讀 誦す sajjh さ yati 16 上 324* 
讀 誦布薩 suttuddesa-uposatha  5  210 
讀誦法 uddesa     (讀 誦， 說， 說戒， 誦經） 

〔五 種〕 5 1*,8,12 
讀書 〔障碍〕 gantha  (典籍） 62 192 
髑髏 ① sisa  39  23,  24 ② chava- sisa  4 176, 

177 ③ chava は hika  28  99 
蜷局 bhoga 1 246;  3  5， 147;  23  99 
蜷局櫛 phaijaka  4 164 
床盈 khala-musika  8  33 
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ドクー 年， 閉， 突， 住， 鳶， 富， 友， 俱， 吃, 

年と 季節 utu-sarhvacchara  8 104,105,110 

年 增の女 mahittM  (老女） 12  210 

閉ぢ 込めら る Pihi は 〔經〕 12  58 

突起 地獄 ussada - niraya    (增 地獄， 小 地 

25  74;  30  365;  32  90 
突吉羅 dukkata  (惡 作） 〔罪名〕 1 56,67,77*, 

123*，  198，  333;  2  287,  302*,  344*,  353，  362, 

396*, 420*, 558, 561; 5  45*，  53*, 54*, 56*，  60*, 

73*， 80， 85， 121*， 141*， 351* 
突吉 羅罪聚 dukkatapattikkhandha  5  78,  80, 

136 

突吉羅 犯戒者 dukka は- ajjMpanna  2 14 

突 入隊 pakkhandin  (軍事 探 (贞） 20  360,  364 

突 婆 dabba  〔草〕 25 114,165 

住まり thita  (住， 停 住， 立てる） 18  23,24,26 

鳶 kulala  cm, 兀 (i^) 13  378* 

富 bhoga  (財， 財産， 財 富， 財寶， 財物， 收 

入， 貨財， f 牟祿） 23  319 
友 ① mitta   (明 友） 2  245,289; 17  472;  22 

下 31 〔親しむべき〕 17  472 ② sakhi  (友 

人， 同 華:） 20  343，  345 ③ Mitta  〔經〕 12 

52; 16 ヒ 426; 16 下 360 
〔友に 虛偽を 語る S 喩〕 22 下 62 
友に 不實 なる 者 mittaddu 12  394 
友の 間に 於け る 吉祥 mittesu  sotthanarh  33 

317 

友よ （卿， 尊者） avuso  7 142 
〔友 を 欺くべからず〕 35  352,358,373 
〔友 を 選ぶべし〕 35 116 
〔友 を 作るべし〕 34  277 

俱に 住む こ と sariiv さ sa  (同 住， 共 住， 共 住 事） 

23 191, 192 
吃 mammana  4 140 

虎 vyaggha 1 95,254;  3  386;  7 186*;  8  32; 
12  25?; 19 140;  24 150;  25  303;  26  31,35, 
456;  27  74,98;  29 189*,  503, 504;  31 141*, 
221*,  430,  431; 32  64;  33 189,192*;  34  367; 
35  226,377,383;  37 146, 149，  167，  459*,  466, 
467;  38  324,400;  39  303,  412,  456*,  471,  472, 
522  一 

① 虎の 皮 ②虎皮 vyaggha- camma ① 3 


虎， 捉， 鳥， 膚， 砦， 竊， 泥 

340 ② 3  329;  22 上 62 
虎 本 生物 語 Vyaggha  j る taka     (二 七 二）  31 
140° 

〔虎 を 蘇生せ しめて 殺さる〕 29  503 

捉へ gahaija  (捉， 把持， 執 持） 2  343 

鳥 ① dija   (二 生， 二 生者） 24  431; 39  360 

② pakkhin  (翼 ある， 翼 を 有する） 15  309, 

310,311; 24  231; 39 188,  204,  205,238 ③ 

sakuna  6  314;    28  416*;  29  331*,  417,  418; 

38 182* 
〔鳥が 王への 教訓〕 36  3 
〔鳥が 果實 なき 樹を棄 てる 譬喩〕 30  348 
〔鳥が 車に 櫟 かる〕 29  332 
〔鳥が 森林に 住する 譬喩〕 24  431 
鳥師 sSkuntika  (捕禽 者〜 捕 鳥 者） 25  385 
〔鳥と 翼の 譬喩〕 9  323,466; 10  93; 18  365; 

22 下 124;  47  447 
〔鳥肉 を 食べて， 王, 将軍， 出納 官 となる〕 33  255 
〔鳥の 仇 打〕 31 533 
〔鳥の 雨 時に 巣籠せ る 譬喩〕 25  289 
〔鳥の 火聚に 入る 譬喩〕 25  311 
〔鳥の 影の 地に 落つ る 譬喩〕 59 上 182 
〔鳥の 甘 果の樹 に 集る 譬喩〕 39  58 
〔鳥の 空中に ある 譬喩〕 41139;   42  273;  43 

161,314;  44  293 
〔鳥の 虛 空に 向 ふ 3 喩〕 15  309;  64  20 
鳥の 巢 ① ku ほ vaka  (雛 ほ） 12  393 ② 

Kulavaka  〔經〕 12  392 

〔爲の 塵 を拂ふ 譬喩〕 12  342 

鳥の 肉 kunta- mariisa  24  90 

〔鳥の 譬喩〕 6 106; 11 下 16; 12  209 

〔鳥 は ニ兒を 虎に 喰 は しめて 雛鳥の 仇 を 打つ〕 
31 532 

鳥 本 生物 語 Sakuija お taka  (三 六） 28  415° 
〔鳥 を擊ち 落した る 比丘」 29  306 
〔鳥 を 放つ 譬喩〕 42  23 
膚 karamara  (捕!^)  34 138 
砦 toraija  (城門， 樓門） 8 123 
m lepa  (著） 16 上 367 
泥 paiika  (泥土，  ^泥， 汚泥， 染泥， 泥獰， 
塗 泥） 20  45;  27  327 
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泥， 貪 一 トン 


泥沼 ① candanika  (ドブ 池， どぶ 池， 樊 R 坑， 

汚水 溜， 沼澤） 25  221 ② pallala  3  404 
〔泥沼の 譬喩〕 25  221 

貪 ① abhijjha  (貪 愛， 貪欲， 貪 求， '貪 著） 8 
87, 88; 18  445 ② abhijjhSIu  (貪欲， 貪欲 
者， 貪欲 多き， 多 貪 者） 17  494 ③ iobha (貪 
欲， 貪愁， 欲） 9  22;  23  241°,  246°,  335,  336; 
24  335;  43 10°, 13,  35，  97， 197,  260,  270*，  277, 
279,  293;  45 110°,  277",  294°,  313°;  47  84°; 
53 1*,6*；  54  288*,  322,  331; 64  62°;  65(11) 
11， 12,  63  〔定義〕 42 12°,  43;  43 13°;  44 
22°,  404°;  45 110, 277°, 294°, 313°;  47  84° 
@  raga  (貪欲， 染心, 貪染， 欲念, 欲染， 欲情， 
染欲） 1 4， 154*;  2  41*；  3  8;  4  412,413；  6 
34*;  7  344; 11 下 427*; 14 10, 14, 16, 17, 19, 
170，  171,  299； 16 上 115; 17 139°,  163,  495; 
18  447; 19  389;  20  229,  410;  21 317*;  22 上 
193，  194,  260,  263*;  22 下 274,275,351; 23 
143;  24 1; 42 148°,  241; 44  22°,  404°,  497 
(B  Raga  〔章〕 21 317;  22 上 193 ⑥ RagS 
(貪欲） 〔魔女〕 24  324;  42  276 

〔貪 ー不 淨觀〕 20  220 

貪 愛 abhijjha  (貪， 貪欲， 貪 求， 貪 著） 11 下 

17,164,165 
貪 愛 心 otinna  citta 19  91 
貪 因 lobha- hetu  58  298,300 
貪 火 ragaggi  3  62;  8  296;  20  285 
貪 行 r さ ga- cadya  62  204,  205,  382,  383 
貪 行者 rgga  carita  43 163,  316;  44  294;  62 

162,204*,  208*,  214,  228;  63  53;  65(11；  78, 

79 

貪 求 ① abhijjM  (貪欲， 貪， 貪 愛， 貪 著） 17 

463 ② giddha  24 121; 42  51,75,193,378 

③ gedha  (結） 42  230;  43  271,  293;  44  39 

貪求經 Gedha- suUa  62  448 

貪俱行 r§ga  sahagata  (貪 惧） 57  271 

貪 倶行心 lobha  sahagata  citta  (貪 f|3, 心 ） 45 

360,365,367,369 
貪倶行 不善 lobhasahagatakusala  50  367,  368 

貪倶心 lobha  sahagata  citta  (貪俱 行 心） 65 

(11)  2 


貪 根 lobha  mma  64  35;  65(11；  2,13,17,21 
〔貪食に 身 を 失 ふ：] 31 34 

貪 著 ① abhijjha  (貪， 貪欲， 貪 求， 貪 愛） 7 
224,225 ② S お Sga  (貪欲， 情欲， 愛染 心） 
10  334 

貪 障 r さ ga- Idficana  〔三 障の 一〕 8  296 

貪 心 〔者〕 luddha- citta  4 138, 139 

貪身繫 abhijjha  k さ yagantha    (貪欲 身" i?) 

〔四繁 の 一] 8  309; 16 上 241; 45  294°,  369; 

47 107°;  53  283*, 328, 331 
貪隨眠 rSganusaya  (染 欲隨 眠） 9  76*，  195*; 

10  28, 29; 11 下 412*;  58  233 
〔貪隨 眠の 生起〕 11 下 412 
貪染 r お a  (貪， 貪欲， 染心， 欲念， 欲情， 欲 

染) 9 179*;  24  4 
貪箭 r§ga- salla  43  246°,  248 
貪 調伏の 行跡 raga-vinayaya  patipanno 11> 

424,  425 
〔貪に 苦受ぁ り〕 58  233 

貪 不行處 行 chandagatim  gacchati  〔四不 行 
處 行の 一〕 8  307 

貪 不善 根 lobha  akusalamula  〔三 不善 根の 一〕 
8  294; 17  328。 

貪 品 R5ga  vagga  21 317;  22 上 193;  22 下 
274;  〔22 下 351〕 

貪欲 ① abhijjha  (貪， 貪 愛， 貪 求， 貪 著） 6 
106;  8  62,  349;  9  324,  467,  476,  487*; 10 
279; 11 上 351; 15 119,  121,  294*; 17  311, 
312;  22 下 192;  42  54，  58,  68,  77;  45 111° 
② abhijjh さ lu  (貪， 多 貪 者） 9  25,  26; 11 上 
115*;   22 上 332，  334,  335,  338，  347;    47  416, 
417 ③ kamacchanda  (欲 貪， 欲 欲） 6  350; 
7  346 ④ chanda  (欲， 志 欲， 意欲， 樂欲， 
欲求， 愛） 3  495*;  9  339，  340; 15  304  ® 
lobha  (貪， 欲， 貪愁） 7  257;  24  4  © 
giddhi  lobha. 10 118，  121° ⑦ r お a  (貪， 
貪染， 染心， 染欲， 欲染， 欲情） 6  223;  9 
5，  95, 112; 10  51,52; 16 上 53;  20 上 4,11; 
31 8 ⑧ s5rSga  (貪 著, 情欲， 愛染 心） 4  385, 
386;  21 204 ⑨ Raga  (貪） 〔魔女〕 12  209* 

貪欲 ある 心 saraga  citta  (有 貪 心） 6 118， 121 


(  659) 


トン 一 貪， 頓， 呑， 鈍， 曇 


貪欲 〔者〕 ① maccharin ひ 堅 者， 慳貪 者， 徑 
恪 〔者〕） 8  57 ② luddha  (貪欲 者， t 堅 貪 者， 
徑 貪の 人） 1 260 

貪欲 者 ① abhijjh お U  (貪欲， 貪欲 多き， 貪慾 
者， 貪， 多 貪 者） 7  369*;  9  65,69,72,  487*; 
10  4°, 43, 44; 11 下 40， 41， 286*;  47  416, 417 
② ussuka  23  47 ③ giddhi  lobhin 10 121 
@ luddha  (貪欲 〔者〕， 慳貪 者. 惶 貪の 人） 
59 上 214 ⑤ saraga  (貪欲 ある， 具 欲， 有 
貪:） 9 104, 105 

貪欲 牙 口 貪 abhijjha-visamalobha  9  55，  56 

貪欲 身繁 abhijjha- kayagantha  (貪 身繁） 42 
145,371; 43 117;  64  83,  447;  65(11)  63 

貪欲 調伏 R お a  vinaya ① 〔草」 16 上 192, 
198，  204，  211,  215; 16 下 78，  80，  94，  96;  22 下 
168, 169 ② 〔經〕 （一） （二）  22 下 168， 169 

〔貪欲なる 王子 (王)〕 34  45 

〔貪欲なる 比丘〕 28  471; 31 75， 149，  154;  32 
120,  262,  266;  33 160,307 

貪欲に 等 しき 火な し n'atthi  ragasamo  aggi 
23  56 

貪欲の 壊滅 r§gakkhaya   (染 欲の 消盡） 16 上 
77* 

〔貪欲の 過 患〕 36  233 

〔貪欲の ために 破滅〕 34  29,38,377 

貪欲の 念 kama  vitakka  (欲 尋， 欲覺' 欲念， 

欲の 考想） 36  37 
① 貪欲の 非道 ② 貪欲 不應行 chanc^gati  (欲 

趣， 欲 道， 貪不 行處） ① 8  239,  240 ② 18 

32,33,34 

貪欲 本 生物 語 Lola- お taka  (二 七 四） 31 149° 
貪欲 を 遠 離す raga  vir§ga  (染 欲捨 離） 16 上 
184,185 

貪愁 lobha  (貪， 欲， 貪欲） 6  317,320, 324,325 
貪愁者 abhijjhaiu  (貪欲 者， 貪欲， 貪欲 多き， 


貪， 多 貪 者） 6  203 
貪愁 商人 本 生物 語 Serivaijija- お taka  (三） 28 
228° 

貪禁 kadariyata  7  257 

貪 装 者 kadariya  (吝， 吝嗇 者， 恪者） 36  260 
貪路 raga  patha  24 136,171 
〔頓現 觀と漸 現觀〕 57 142,279 
頓才 patibh さ na   (應 辯， 辯才， 辯， 奇智， 妙 
辯:） 12  323 

呑 舟の 大魚 timitimmgala    (提 麇提麇 耆羅， 
帝 魔帝慶 伽羅， 大身 魚） 42  273;  43 161,314; 
44  293 

鈍角 Kamianiu;i4aka  〔池， 雪山 七大 湖の 一〕 
63  388 

① 鈍根 ② 鈍根 者 mudindriya ① 3 11, 12; 

6  407,  408; 12  237;  40  202,369;  41 139;  42 

272;  43 161*,  314*;  44  293,294;  47  51,53; 

58  384;  62  404 ② 64  494 
純 十 年 manda  dasaka  64  340 
純に して 瘦な る もの manda  momuha 19  229, 

231; 47  370, 458 
曇 摩崛多 ① Dhammagutta  〔王〕 60  20 ② 

Dhammagutta  〔夜叉 女〕 63  316 
曇 摩提那 Dhammadinn さ （法 施） 〔尼〕 17  36; 

27  408,  421,  428,  434,  438,440,445,503;  39 

265;  60 124  〔說法 第一〕 17  36  〔譬喩 經〕 27 

443  〔傳 記〕 27  444* 

曇 摩陳那 Dhammadinna  (法 授） 〔タ一 ラン 力 

ラ住 比丘〕 64  366 
曇 摩波羅 Dhammap さほ 〔尼〕 65(1)  66 

曇彌 Dhammika  〔比〕 20 117* 

曇彌迦 Dhammika  〔塞〕 24 138;  64 10 

曇 彌迦經 Dhammika  sut ね 24 138°, 146 

暴彌品 Dhammika- vagga  20  87 

曇 無 波 離 Dhammap さ li は 〔{t3 承 比丘〕 65(1)79 
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①ミ ヨウ， メイ ® カボ チヤ. ミナミ ® オシ ④ チュウ ® ェン ® チョウ ⑦ リュウ' ノレ ® サ' サク 
- ©ィ ⑩カ ® シチ @) ィズ レ， 力 @ 力 @ゥ マレ， ショウ， セィ @ハ @ ロウ ® ノウ @ミ ヨウ 
⑬ジ ヨウ @ォ トコ， ダン @ カボ チヤ. ミナミ 
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ク 
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マ 
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ン ： 
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荷 (D  677 

二 ギル 


677 


ニセ 


植 ...... 677 舞 


677 


ニク  ニゲル 
肉  677 逃⑤  678 


ニカヮ 

677 膠 ④  677 


ニゴル  ニシ 
獨©   678 西⑦  678 


ニセ                         ニチ                            ニヤ                         二 ユウ 
 678 曰 ®   678 若⑩  679 人⑪  679 


二 ユウ                      ニュヮ                      ニョ                            ニョ-                       二 ヨウ 
JL@   680 羊 @   680 女 @   680 如 ©  681 尿  684 


二 ヨウ 
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二 ヨウ：  ニル 
 684 者 .. 


二 ヮ卜リ                   二 ヮ卜リ 
685 雞ュ飞  685 奚 I®  685 


.ン' 


二 ン 


二 ン 


人 B85 任 


686 妊 


二 ン 


二 ン 


紙 … … 686 荏 


686 認 


二 ン 


686 姙 


二 ン 


686 忍 


二 ン 


686 


ニン ニク 
687 蒜  687 


①ジ， ミミ ② ディ ドロ  O 力 ® コゥ ® トウ ® ダク ⑦ サイ， セィ @ギ ©ヒ ® モシ， ワカ 
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ヌ 


ヌ 


ヌィ 


ヌ 688 奴① …… 688 縫 


ヌカ  ヌキ 
688 糖②  688 貫 ③… 


688 


ヌク                        ヌスミ                     ヌノ                           ヌマ  ヌレ 
拔④  688 盜④  688 布④  688 沼⑦  688 儒  688 


7 
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6 
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① 

5 

7 


尼 

2 

7 


1 
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①ド ® コゥ ® カン ④バッ ® トウ ④フ （S ショ ゥ 


ナイター nayi ほ 〔植〕 27  74,  98, 106 
ナーガ ① naga  (那 伽， 龍， 象， 龍 象） 8  259; 
42  305 ② （いぬし で， Si 醬， 那伽， 赤鐵） 
〔樹， 花〕 27 113，  247;  28  24;    37 170;  41 
226,  259,  264,  269,  273;  59 下 120;  60 110： 
61 303，  305,  443,  475,  536;  62  406 ③ NSga 
〔毘婆 尸佛の 信士〕  41 328  @  (龍， ナ ーガデ 
ィーパ ） 〔島〕 30  213;  32  56;  34 176;  60 
283,  398，  401,  403;  61 49， 140 ⑤ 〔精舎〕 60 
291,  391; 61 69 

ナ— ガ— Nag さ ① （龍） 〔 フ、 デャ一 タ 佛の 第一 

比丘尼〕 28  80; 41 300 ② 〔プッ サ佛の 信女〕 

41 323 ③ 〔尼 1 60 126, 127 
ナ一 ガケ一 サラ nagakesara  〔花〕 27 109 
ナ一 ガケ一 サ リ ャ Nagakesariya    〔比丘の 譬 

喩經〕 26  378 
ナ一 ガサ マー ラ N き gasamaia  (那 伽娑 摩羅， 

那伽 波羅） 〔比， 佛の 侍者〕 9 137;  23  232; 

25 171; 33  346  「譬喩 經〕 26  211 
ナ一 ガサ マ一 ラ一 NSgasam さほ （龍 共鬉） 〔ス 

デャ一 タ佛の 第二 比丘尼〕 28  80;  41 300 
ナ 一力" サマ一 ラ にる Nagasamala  -  vagga  26  211 
①ナー ガサ一 ラ一 ②ナ一 ガサ一 ラ 〔力〕 

Nagasala,  Nagas さ Ia〔ka〕 〔房 舍〕 ① 61 137 

② 61 63,72 
ナ一 ガ • サン ュッ タ Naga- sarhyutta    (龍 相 

應） 14  389° 
ナ一 ガセ一 ナ N さ gasena ① （那伽 斯那， 那 

先） 〔比」 64  4 ② （那伽 斯那） 〔王〕 60  22 
ナ一ガ ソン ディ Nagasoij4i  〔池〕 61 46 
(D ナー ガダー サカ ② ナ一 ガダ ッサカ 

Nagadasaka,  Nagadassaka    (那 仿卩陀 姿; SB， 

那伽逐 寫迦， 那迦逐 寫迦， 那迦逮 娑迦） 〔王〕 

① 60 168 ② 65(1)  91, 92 
ナ 一 ガダ ッ タ NSgadatta*  (那伽 達 多） 〔比〕 12 

347 

ナ一 ガチャ 卜 ゥ ：' 力 Nagacatukka     〔池〕 60 
93，  240，  261 

ナ 一 ガ ディ一, ^    Nagadipa    (龍 ケ 島） 〔地名〕 

30  213;  61 49， 140 
ナ 一 ガ 道場 NSgamalaka  60  252,  255 


ナ 一力" ノ 《ッノ 、'タ Nagapabbata ① (U)  61 
236 ② （= ト クバ ラーナー ガ山） 〔精 舍〕 60 
143 

ナ— ガリ、。 ッ ラヴ 力 Nagapallavaka  〔比丘の 譬 

喩經〕 27 113 
ナーガ バラ一 nagaba ほ 〔植] 63  60,  241 
ナ一ガ パー リ  一 NSgapaii  「/t^〕  60 127 
ナ一 ガプッ ピャ Nagapupphiya  〔比丘の 譬喩 

經〕 26  307;  27  247 
ナー ガマ一 リカ nagamaiika  〔樹〕 38  435 
ナ ーガミ ッ ター Nagamit ほ 〔尼〕 60 12C, 127 
ナ 一ガム ンダ一 Nagamimcja ① 〔ヮ' 一サパ '一 

の 母〕 28  267 ② 〔婢〕 34  3 

ナガ ラカ Nagaraka  (那竭 羅迦） 〔町;！ 11 下 
119 

ナ ガ ラ ガ ッ ラ ① Nagaragalla     〔村〕 61 86 

② nagaragalla  〔官職〕 61 258 
ナ ガ ラ ギ リ nagaragiri  (- ナガ ラギ リ ダ ン ダ 

ナ ータ） 〔官職〕 61 207，  210,  243,  247,  252， 

262,276 

ナ 力" ラ ギ リ ダ ン ダ ナ一タ nagaragiridap4a- 
natha  (= ナガ ラ ギ リ ) 〔官職〕 61 241 

①ナ一 ガ ラタ一 ② ナ一 ガ蔓 naga- la ほ (5§ 
醬 の蔓， 檳榔） 〔樹〕 ① 65(1)  56 ② SO  42， 
176， 181 

ナカ ーラニ ビ ノレ ノ 《一テ "ィ  Nakaranibilupadi 

〔ダ ミ ラ人 1 61 389 
ナガ ラヰ ンダ Nagaravinda    (頻頭 城） 11 下 

420  . 

ナガ' ラ干 ンテ" ツヤ • スッ タ Nagaravindeyya - 

sutta  (頻頭 城經） 11 下 420° 
ナガ ランガ ナ Nagaraiigai?.a  〔精 舍〕 60 128， 

287 

〔ナ 一ガール デュ 二一 丘 洞院〕 65(111)  94 

ナ 一 ガ ヮ' ッ ダ ナ Nagavaddhana  〔精 舍〕 61 99 

ナー ガヷッ リカ- nagavallika  〔樹〕 39  410 

ナ 一ガブ 二 力 nagavanika  〔植〕 27  88 

ナ ーギタ N さ gita    (那耆 多， 那祇 多） 〔比〕 6 

217;  20  84;  25 130;  62 145 
ナー ギン ダパッ リ ャ Nagindapailiya  〔比〕 61 

394  •  - 


(661) 


ナーナ クラ 


ナ クラ ① Nakuia  (那 拘羅， 諾姑羅 = ナ クラ 
父） 〔長者， 塞〕 15 187; 18 107;  20  25 ② 
〔ァ ッ タダッ シー佛 の 信士〕  41 308 ③ 〔王〕 
37 177， 181 ④ 〔ダ ミラ 人〕 61 363 ⑤ nakuia 
(鼬） 〔動〕 39  413;  59 下 227 

ナ クラ一 Naku ほ ① （諾 羅） 〔ソ一 ビタ佛 
の 上足 尼〕 28  74;  41 273 ② ： ソービ タ佛の 
信女〕 41 273 

ナ クラ • ヂャ一 タカ Nakuia- jataka  (驄本 生 
物語） （一六 五） 30  82° 

ナ クラ ナガ ラ Nakulanagara  〔郡〕 60  305 

ナク ラビ ター Nakuia- pil:ar ① （那 拘羅 父， 那 
拘羅の 父， ナ クラ 父 =ナ クラ） 〔居士〕 14  2 
② (那 拘羅 父） 〔經〕 15 187 

ナ クラ 父 Nakula-pitar  (那 拘羅 父， 那拘羅 の 

父， ナク ラビ ター =ナ クラ） 〔長者， 塞〕 17 

37;  20  228 
① ナ クラ マータ一 ② ナ クラ 母 Nakuia- 

matar  (諾 酤羅 長者 母， 那拘羅 母， 那拘羅 の 

母） 〔夷〕 ① 21 316 ② 17  37 
ナ一 シン ナ Nasinna  〔 付〕 61 249 
ナ一タ Natha ① 〔アデ ィ カーリ 官〕 61 260, 

277,  278 ② 〔ナウ 'ラ ギリ 官〕 61 262,  270, 

276,  339 ③ 〔ラン 力一 ギリ 宫〕 61 277,278 
ナ タク ヱ'一 ラ Na に akuvera ① 〔樂 神〕 31 457, 

458 ② 〔人〕 37 177 
ナータ 神 Natha  61 509,523,554 
ナー タ神祠 Nathasuralaya  61 509 
ナ 一タブ ッタ NStaputta  (若提 子， 親子 = 尼 

乾 子， 尼乾镜 子） 9155，437； 10 137*,  169* 
■ 〔無畏 王子 をして 佛と對 論せ しむ〕 10 169* 
ナータ プリ ヤー N さ; apuriya  〔都〕 8  273 
ナ タム タ" ノン ノヽ Natamdalha  vagga  30  233° 
ナー ダール ヴ一ラ n さ cm!v^a  〔官職〕 61 359, 

363，  366, 369，  372,  374* 其 他 
ナ タン ガ *Nataiiga  (  =    難） 26 12 
ナ ッ ガデ Naggaji  〔王〕 32  364,  369 
ナツ カツ タ Nakkhatta  (ニアヌ ラー ダナ ッカ 

ッ タ） 〔大臣〕 60  62 
ナツ カツ タ • チ "ャ一 タカ Nakkhatta  jataka 

(星宿 本 生物 語） （四 九） 28  503° 


ナツ ガ ディー パ Naggadipa    (裸 島） 〔島〕 60 
61,203 

ナッタ マー ラ nattamaia  〔溢 味の 植物〕 3  356 
ナツ チヤ • ヂャ一 タカ Nacca  j さは ka  (舞踊 本 

生物 語） （三 二）  28  397° 
ナツ デュハ najjuha  39  388,  402,  413, 

416 

ナツ デュ ハ? マ Najjupama     〔傳。 轉輪 王： 26 
244 

①ナ一 ティカ ②ナ一 ディ 力 N&tika， 

Nadika  (那提 il, 那陀 村， 那 地迦， 那梨， 

那梨: 30) 〔村〕 ① 15 146;  21 269 ② 7  55;  9 

362;  20  35， 149 
ナディ一 カツ サパ Nadi-kassapa  (那 提迦 葉） 

〔外， 比〕 3  44 
ナー ティカの 甎堂 Natika  Ginjakavasatha 

(=甎 堂， 煉瓦 堂， 徤祁 精舍） 15 146 
ナディ —チヤ ラ nadicara  〔動〕 26  30 
ナディ 一パンダ Nadibhapcja  〔村〕 61 342 
ナ一 ディ ャ nadiya  〔樹〕 39  409 
ナー ナ.. 'チャンダ • ヂ 'ャ一 タカ N き nacchanda - 

jataka    (諸種 願望 本 生物 語） （二八 九） 31 

256° 

ナ一ナ 一ティ ッサ NSnStissa    〔精 舍〕 60  401 
ナ一バ 力 Nabhaka,  Nabhaka    〔國: 65(111) 
32 

ナ ーバサ rsmbhasa  (那 陀瑟） 〔龍〕 7  283 
ナー ノヽ' パンティ NabhapariUi,  Nabhiti, 

Nabhapamti  〔國〕 65(111)  32 
ナフタ nahu は （那由 多， 那度 多， 那由他） 

〔大 數〕 3  64;  38  337 
-I — マシッ デ • デャ一 タカ  Namasiadhi- 

jataka  (依 名 得 運 本 生物 語） （九 七） 29  272° 
ナム チ- Namuci   (那無 夷， 障 解脱） 〔惡 魔〕 7 

285; 12 112;    24 154;  25 182;  37  241; 42 

141; 43 125,319 
ナ ヤス ッ サブ Nayanussava  〔園〕 61 405 
ナ ラ Na!a  (那羅 ） 〔王〕 7  283;  8  279 
ナーラ Naia  (那羅 = ナーラ 力， 那 羅迦） 〔村〕 

29  258;  61 260 
ナーラ  一 Nma  〔ウダ ヤー 世 王妃〕 61 107 


(662) 


ナリ ニーナ 


ナーラ 力 Naiaka ① （那 羅迦） 〔阿 私陀 仙の 

甥， 比] 24  263;  28 116 ② （那 羅， 那羅迪 

= ナーラ） 〔村〕 22 ド 12;  24  488 
① ナーラ 力 道 ② ナーラ カ行 道 ，N&laka - 

patipada  (= ナーラ カ經， 那羅 迦經） ① 28 

117 ② 62 188 
ナラカ パーナ Na!akap さ na   (那羅 伽 波 寧， 蘆 

飮） 〔村〕 10  277;  22 下 14,18;  28  330 
ナラ カバー ナ • スッ タンタ Na}akapana 

suttanta  (那羅 伽 波 寧 村經） 10  277° 
ナラ 力一 ラ Na}akSra ① （籠 作） 〔天子〕 34 

321,330 ② （那羅 歌羅） 〔村〕 11 上 269 
ナ ラ 一ガ一 リ 力 Na ほ g さ rika  〔比丘の 譬喩 經〕 

26  469 

ナーラ一 ギリ ほ giri，  Nalagiri  (那 羅祇 梨） 
〔象〕 4  298*;  26  506;  30  337,  408;  31 467; 
32  41, 424;  37  2* 

ナラク ティ カダ' 一ャカ Nalakutikadayaka 
〔比丘の 譬喩 經: 1 27  230 

ナ ラサ ンニバ nalasannibha  〔動〕 39  412 

ナ ラシ一 ノヽ Narasiha  (= カン ドウズ一 ティ— 
王） 〔王〕 61 77* 

ナ ラシ一 ノヽデ 一ヴ 〔ラ〕 Narasihadeva  〔ra〕 〔 ダ 
ミ ラ 人〕 61 359，  366 

ナラシ  一 ノヽノ  、'ドマ ラ Narasihapadmara    〔 ダ 
ミ ラ人〕 61 390,391 

ナ ラ ダ narada  (甘 松） 〔植〕 39  412 

ナ一 ラダ Narada ① （那 羅陀） 〔佛〕 41 283°*, 
358;  60 152 ② （那 羅陀） 〔ス デャ一 タ佛の 
侍者〕 41  300 ③ （那 羅陀） 〔比， ：1 鬼と 問 
答〕 25  2.71 @  (那 羅陀） 〔神〕 24 199 ⑤ 
(那 羅陀） 〔苦行者， 仙， 婆〕 27  226;  33  69*; 
36  37,38;  59 下 17 ⑥ 〔大臣〕 31 549* ⑦ 
〔醫〕 59 下 102 ⑧ （那 羅陀） 〔山〕 41 247 

〔ナ一 ラダ 仙の 愛欲〕 33  69 

ナーラ 一 チヤ n^raca  〔箭〕 10  228 

ナ ラデー プ Naradeva ① （那 羅提 婆） 〔王〕 
60  21 ② 〔夜叉〕 39  97， 104 

ナラ 卜 クン 力" ブラフ マ Naratufigabrahma 
〔ダ ミラ 人〕 61 359 

ナラ パーナ， チ' 'ャ 一タカ Nalap 巨 na  jataka 


(蘆飮 本 生物 語） （二 〇） 28  330° 
ナ ラピー na!apin  〔魚〕 39  411 
ナ ラマ一 ラ Nalamaia  (葦 髮） 〔海〕 33  419, 

420 

ナ ラマー リカ一 Na!amaiika    〔比丘尼の 譬喩 

經〕 27  380 
ナ ラマ一 リ 一品 Nalamali  vagga  27 181 
ナ ラマ一 リャ NaJamSIiya    〔比丘の 譬喩 經」 

26  247;  27 181 
ナラ ミッタ一 Naramit ほ 〔j^」 60 125 
ナーラ一 ャナ さ yapa ① 〔大臣〕 61 273 

② 〔ダ ミ ラ人」 61 383 
ナ— ラヴ— ハナ Narav§hana   〔宮殿〕 41 290 
ナーランダ一 Naiand さ， Nalanda  (那 蘭陀， 

那 爛陀， 那羅， 那羅 犍陀） 〔城〕 4  430;  6 1; 

7  41; 8 121; 10 137; 13  321; 16 上 380;  61 

249,  252,281 
ナ ラン ナル Na!annaru  〔池」 61 230 
ナ一リ ① n5}i，  nali    〔量〕 2  394;  28  492; 

29  308,  309;  31 133;  60  345;  63  317 ② 

Nari  「林〕 36  63 
ナー リー N^i  (婦女） 〔宮殿〕 41 319 
ナ 一リカ ① Na!ika  〔ダ ミラ 人〕 60  315 ②. 

Nalika  〔山〕 39  360,362 ③ nSjika  (ナ ーリ 

量） 〔量〕 39  70 
ナ一 リキ一 ラ N き.! ikira  〔王:] 36  41,51,52 
ナーリ ケ一ラ n&!ikera    (那利 薊羅， 椰子） 

〔樹〕 24  498;  26  312;  37 169;  61 327, 404， 

446 

ナ一 リケ一 ラダ一 ャカ Na!ikeradayaka  〔比 

丘の 譬喩 經〕 27  243 
ナ―リ ケー ラマ ノヽー タン ノヾ 

Nalikeramahathamba  「/[！^〕  61 407 
ナ一 リケ一 ラブ ッ トウ Naiikeravatthu  〔渡〕 

61 268 

ナ一 リソ ツバ Nalisobbha  〔地名〕 60  315 
ナ一 リデヤ ン ガ N^ijaiigha  (那 利鴦 伽） 〔婆〕 
11 上 145 

ナ リナ ケ一 サリャ Na!inake?ariya  〔比丘の 譬 

喩經〕 26  379 
ナリニ— ① Na!ini    〔那隣 尼） 〔殿〕 38  517 


(663) 


② Nalini  〔數場 ：！  24  553 
ナリニ 力一 Na 卩 nika  〔王女〕 36 131, 132，  133， 

138,139,152 
ナリニ 力一 i5 本 生？^ 語， ナリニ 力一. デ ヤー タ 

力 Na}inika     は ka  (五 二 六） 36 129。 
ナ リラ Na}ira  〔宮殿〕 41 272 
ナーリ 量 na}ika  (ナー リ 力） 〔量〕 12 140; 14 

229 

ナ レール Naleru  (那 降羅） 〔夜叉〕 1 1; 21 31 
ナレ一 ゾレ プチ マンタ" Nalerupucimanda  (那隣 

羅賓洲 曼陀羅） 〔樹〕 21 31 
ナヴガ 一マ プラ 丄ヽ Tavagamapura    〔地名〕 61 

279 

ナ一 ブ一ギ リサ Navagirisa  〔村〕 61 212 
ナ ヴナヴ ティ ャ Navanavatiya  Cf^  ■  8  273 
ナプ マー リカ一 navamSlika  〔樹〕 61 304 
ナ ヴョ一 デャナ Navayojana  〔地方〕 61 272， 
339 

ナ一 ヰ ンダキ Navindaki   〔人〕 18  315,316, 
317 

ナン ガラカ Naiigaraka  (邑 色） 〔城〕 11 上 157 

ナン ガリ キ naiigaliki  〔花〕 26  224 

ナン 力" リーサ 'デ ヤー タカ Nangalisa- j き taka 

'(鋤 柄 本 生物 語） （一二三） 29  369° 
ナン グッタ • デャ一 タカ NaAgu は ha- お taka 

(象 尾 本 生物 語） （一四 四） 29  465。 
ナンダ Nanda ① 〔辟〕 11 下 71 ② （難 陀） 
〔佛 弟， 比〕 3 140 ③ （難!: 它） 〔婆 和 利の 弟 
子， 婆， 比〕 24  379   @  〔セ イロ ンに 於け る 
比 S:〕  61 394 ⑤ 〔王〕 25 19 ⑥ 〔王統〕 61 
198 ⑦ 〔賢者〕 41 409, 420 ⑧ 〔婆 青年〕 
59 上 231 ⑨ 〔人〕 31 334   ®  (喜 悅） 〔宮 
殿〕 41 299,327 ⑪ 〔池〕 61 304 
ナンダ 一 Nanda ① （難 陀） 〔尼〕 2  337;  7 
56; 17  36 ② （喜 悅） 〔燃 燈佛の 第一 比丘尼〕 
28  60;  41 249 ③ （欣喜） 〔惧留 孫佛の 信女〕 
41 341 @  〔婆 女〕 2  419   ©  (歡 喜） 〔女〕 
24  460,509;  28  387,  388,  393*;  29  424 ⑥ 
〔宮殿〕 41 281 ®  (歡 〔池〕 28  393 
ナンダ ゥッ タラ一 NanduttarS-^fg〕  25  350 
ナンダ 園 Nand さ r§ma  41 249,  250,  292，  320 


〔燃 燈佛の 入滅 地〕 41 250 
ナンダ 力 Nandaka ① （難陀 Sg) 〔比〕 11 下 
386; 17  313;  57 190 ② 〔夜叉〕 59 上 230， 
231 

ナンダ ゴー パー Nandagopa   〔侍女〕 33  321 ， 
322 

ナンダ コ一 ブ一ダ 'ス つタ  Nandakovada- 

sutta  (敎 難陀 迦經） 11 下 385° 
ナンダ セ一ナ Nandasena  〔塞〕 25  26 
ナンダ. デャ一 タカ Nanda- jStaka    (難 陀本 

生物 語） （三 九） 28  434: 
ナンダ ッ タラ Nandattara  〔靑 年〕 60  352, 353 
ナンダ— デ 一半一 Nandadevi  〔王妃〕 39 178, 

179,  200,  217*,  225,233,241* 
ナン ダナ Nandana ① （難 陀， 歡喜， 喜 林） 

〔園〕 60  243,  257*,  355;  61 30,303,304;  63 

405 ② 〔園 林， プラッティ ブラに あり〕 61 

298,303,404 ③ 〔房 舍〕' 61 436 
ナンダ マータ一 NandamS は r  〔夷〕 27  212 
① ナンダ ムーラ ② ナンダ ムーラ 力 Nanda - 

mula,  Nandamulaka  〔窟〕 ① 32 144, 145, 

149,  248,  363，  364，  366,  414;  33 19,30,79,80; 

34  361,  415,  416，  421; 36  222    (2)  33  373* 
ナンダ 一 ムーラ 〔力〕 NandamQla〔ka〕 〔村〕 

61 249 

ナンダ 'ラーマ一 -ヽ andarSmS  〔ノ; "^ドク マ佛の 

信女〕 41 282 
ナンダ • ヴッ チヤ Nanda  vaccha  〔苦行者〕 9 

411; 10  374;  20 140 
ナン ダブ ティ一 Nandavati ① 〔「さ〕 2  337 ② 

〔婆 女〕 2  419 ③ 〔女：！  29  424 
ナンディ Nandi  〔村： 60  315,393;  61 271 
ナンディ 力 Nandika ① 〔ゲミ ラ人〕 60  315 

② 〔鳥〕 39  393;  59 下 213 
ナンディ 力 鬼 事 Nandika- petavatthu  25  87 
ナンディ ガー マ Xandigama  〔精舎〕 60  393 
ナンディ セーナ Nandisena ① 〔大臣〕 31 

307* ② 〔婆〕 60 130 
ナンディ チヤ ッカ Nandicakka  〔比〕 61 498 
ナンディ ノ  、-' ド マ ラ Nandipadmara  〔ダミ ラ 人〕 

61 391 


(664) 


ナ， な， 名， 那ーナ 


ナンディ ミ ッタ ^Jandhimitta  〔戰 士〕  60  299, 

300,301,316,317 
ナンディ一 ム 力水 namdimukha  65(111)  57 
ナンディ ャ Nandiya ① （難 提） 〔比〕 3  608; 

9  362*; 10  277; 11 下 196;    22 下 311; 25 

114 ② 〔傳。 轉輪 王〕 26  398 ③ 〔塞， 死後 

生 天〕 24  512 ④ 〔猿 王〕 30  337;  59 下 15 
ナン テ" ィ ャ ミカ" • デャ一 タカ Nandiyamiga - 

jataka  (難 提鹿本 生物 語） （三 八 五） 32 191° 
ナンディ ヴッ ダ Nandiva44ha  〔ァノ  一マ ダッ 

シ一佛 の 信士〕  41 278 
ナンディ ヴ一ピ Nandivapi  〔村〕 61 19,  241 
ナンディ ヰ' サ一ラ Nandivisaia ① (難 提毘舍 

羅） 〔天子〕 12 107 ② （歡 喜滿） 〔牛〕 2  7; 

28  368* 

ナン テ" ィギサ 一ラ • デャ一 タカ NandivisSIa- 
jataka  (歡喜 滿牛本 生物 語） （二八） 28  368° 

ナン ドウ ッ タラ Nandottara  〔ナーラ ダ佛の 
子〕 41 285 

ナン マダ一 Nammada    (耐 秣陀） 〔河〕 26 

406;  31 116;  35  32;  61 408 
なぞ 力 > け samantajappa  62  52,75 
なぞ かけと 稱せ ら る る 詭詐事 sSmanta- 

jappanasankhata  - kuhanavatthu  t>2  48 
〔名の 四 種〕 62  412 

那伽 ① nSga  (龍， 象， 龍 象） 8  259,  268,  269, 
277; 11 下 195;  25  241°*;  26  35;  37 167; 
38  20，  38，  427 ② （いぬし で， 5§ 醬， 赤鐵） 
〔花， 樹〕 26  29;  27  7.  96, 105;  28  71; 59 下 
198,  229;  60 176,181 ③ NSga  (マ ハー ダ一 
ティカ， マハ一 ナ一ガ 王） 60  67, 119, 139 

那伽鬼 nSga  (龍） 8  268,  269 

那 伽斯那 N お asena ① (那 先) 〔比〕 64  4 ② 
〔王〕 60  22 

那伽娑 摩羅 Nagasamila  (那伽 波羅） 〔比， 佛 

に從 はずして 去り 盗人の 難に 逢 ふ〕 23  232, 
233 

那伽象 nSga  (象） 11 下 195 

① 那伽陀 娑迦 ② 那伽 逐寫迦 NSga お saka 
=  Nagadassaka  (那 迦逐寫 逝， 那逝逮 婆迦） 
〔王〕 ① 60 168 ② 60  28,  38，  67 


那伽達 多 Nagadatta ① （'比〕 12  347,  348 ② 

〔經〕 12  347 
那 伽波羅 N お asam§la    (那 伽^ 寧羅） 〔佛の 

侍者〕 33  346 
那 伽羅 Nagara  〔城〕 36  345 
① 那迪 逐寫迦 ② 那 逮娑迦 Nagadassaka 

=  Nagadasaka  (那 伽陀 续: 迦） 〔王〕 ① 65(1) 

91 ② 65(1)  92 
那 竭羅迎 Nagaraka  〔町〕 11 下 119 
那祇多 Nagita  (那耆 多） 〔佛の 侍者， 無欲 樂 

等の 說法 を受 く〕 19  39*;  20  84*;  21 307* 
那奮多 Nagita  (那祇 多） 〔佛の 侍者〕 6  217*; 

33  346 

① 那拘羅 父 ② 那拘羅 の 父 Nakula- pitar  〔居 
士， 塞〕 ① 14  2，  4; 17  37;  20  228 ② 15 
187; 18 107;  20  25*  〔信 語 第一〕 17  37  〔重 
病に 際し 妻の 敎誡 にて 癒 ゆ J  20  25*  〔涅槃の 
因 を 佛に問 ふ〕 15 187 

那拘羅 父 Nakulapi ほ 〔經〕 14 1 

那拘羅 父 品 Nakulapita-vagga 14 1,31 

① 那拘羅 母 ② 那拘羅 の 母 Nakula- matar 
(諾 酤羅 長者 母） 〔夷〕 17  37; 18 107;  20  25*; 
. 21 182  〔信 語 第一〕 17  37    〔可 意 衆 天に 生る 
べき 八 因に 關 する 佛の說 法〕 21 182  〔重病の 
夫に 敎誡 して 治 病〕 20  25* 

那拘羅 母 Nakulam お S  〔經〕 21 182 

那先 N お asena  (那伽 斯那） 〔比〕 59 上 4,5, 
17*,  41*,  48*,  201*,  209*;  59 下 1* 其 他 

〔那先 比丘の 出家〕 59 上 24 

〔那先 比丘の 前生 物語〕 59 上 7 

那陀瑟 N き bhasa  〔龍〕 7  283 

那陀村 iSmtika  (那提 ii, 那 地迦， 那 梨迹） 3 
408 

那提迦 ① Nadika ② NStika ③ 5mtika  (那 
陀村， 那 地迦， 那梨， 那 梨迦） 〔村〕 ① 7  55, 
56，  59，  60，  205*;  20  35,  39, 149 ② 21 269, 
275 ③ 13 109,226 ④ 5[atika  〔經〕 13 109 

那提迦 葉 Nadi-kassapa  〔外， 比〕 3  44*,  60; 
25 183;  27  308 

那地迦 ]^ さ tika    (那 提; 55， 那陀 村， 那 梨迦） 
〔村〕 16 上 134  * 


(665) 


ナ ー那， 奈， 南， 捺， 捺， 內 


那無夷 Namuci  (障 解脱） 〔惡 魔〕 7  285 

① 那由多 ② 那由他 ③ 那度多 nahuta  〔大 

數〕 ① 3  64 ② 26  46 ③ 38  337 
那羅 ① Na!a  〔键闥 婆， 王〕 7  283 ② N さ la= 

Nalaka    (那 羅迦） 〔村〕 16 上 384;  25  384; 

29  258 ③ Nmaka=N§Ia  〔村〕 22 下 12,13 

@  Nalanda    (那 蘭陀， 那 爛陀， 那羅 犍陀） 

〔村〕 13  321 
那羅延 NarSyaija  〔天〕 61 79 
那羅伽 波 寧 Na!akapana ① （蘆 飮） 〔村〕 10 

277;  22 下 14 ② 〔經〕 22 下 14， 18 
那羅伽 波 寧村經 Nalakapana  suttanta 10 

277° 

那羅迦 ① N^aka  〔阿 私陀 仙の 甥， 婆， 比〕 
24  263 ② Naiaka=Naia   (那羅 ） 〔村〕 15 
389 

那 羅迦經 Nalaka  sutta  24  258°,  270;  65(1)  37 

那 羅歌羅 Na}ak&ra  〔村〕 11 上 269,270 

那羅祇 梨 N さ! ggiri  〔象〕 26  506 

那 羅犍陀 Nalanda ① （那 爛陀， 那羅） 〔城〕 
16 上 380 ② 〔經〕 16 上 380 

那羅 犍陀品 N お anda- vagga 16. ヒ 379,398 

那羅陀 NSrada ① 〔佛〕 26  469;  27  230;  28 
75,  77°,  92;,  60 152 ② （= 那羅 陀迦 葉） 〔神， 
梵天〕 24 199;  27  308;  38  339,386* ③ 〔比〕 
13 167,170*; 19  80*  〔文荼 王に 對し 夫人の 
死を緣 として 說法〕 19  80* ④ 〔スデ ヤー タ 
佛の 侍者〕 28  80  ©  〔王〕 34  394* ⑥ 〔行 
者， 仙〕 27 126;  37 125, 127*,  154, 176,  232, 
236，  245，  246,  482，  485;  39  485,494 ⑦ 〔那羅 
陀 仙人の 子， 小那 羅陀〕 34 142* ⑧ 〔人〕 26 
288,289,367    ®  〔山〕 28  59 

那羅 陀迦葉 NSrada- kassapa  (= 那羅陀 梵天） 
38  389 

那羅陀 迦葉本 生 話 Naradakassapa - jataka( = 
大那羅 陀迦葉 梵天 本 生物 語） （五 四 四） 60  59 
那羅提 婆 Naradeva  〔王〕 60  21 
那落 naraka  (奈落， 地獄） 31 324 
① 那爛陀 ② 那蘭陀 NS!anda，  Nalanda  (那 
羅， 那雜 犍陀） 〔城， 村〕 ① 6  4^301，  302;  7 
41,44,45;  8 121; 10 137, 146; 15 179; 16 上 


10， 14，  24;  24  467;  65(1)  20 ② 4  430  〔飢 

饉 あり〕 16 上 24 
那爛陀 NSIanda  〔經〕 15 179 
那利鴦 伽 N き! ijaiigha  〔婆〕 11 上 145, 148 
那 利薊羅 nalikera  (椰子） 26  312;  37 169， 

172;  39  390 
① 那梨② 那梨迦 ^^5.tika     (那 提迦， 那地 

迦， 那陀 村） 〔村〕 ① 22 下 294 ② 16 下 240， 

243, 244 
那隣尼 Na}mi  〔殿〕 38  517 
那隣羅 Na}eru  〔夜叉〕 1 1; 21 31,63 
那隣 羅蜜洲 曼陀羅 Na}eru- pucimanda  〔樹〕 

1 1; 21 31,63;  65(1) 126 
奈落 ① niraya ② naraka  (那 落， 地獄， 淵） 

① 12  83,84;  23  255,  256,  272,  290,306,311, 

325,326,344;   33 122,155;  36 119;   38  32, 

509 ② 34  90;  35  339 ③ vinipata  ( 墮處， 極 

堕處， 惡處, 惡生， 苦 趣， 苦處， 險難， 險 難處） 

33 155 

南無 namo  9  319;  38  29,  45 
掠 寧 chupana 1 204* 

撩 多布囉 Dantapura    〔城〕 7  249;    31 158, 
159,163, 179,306;  32  361; 34 158,161 

內 ① ajjhatta  3  25 ② Ajjhattikarh  〔經〕 
14  283 ③ Ajjhatta    〔經〕 （一） 一 （三） 15 
249-250 

內蘊 ajjhattika  khandha  54 166, 172 

內衣 ① antarav お aka  (安 陀會， 安陀 衣） 1 

361; 30  40;  62 129 ② niv さ seti  〔衆學 一〕 

2  301 

① 内 衣に て授ふ ② 內衣を 著す niv お eti  (下 

衣 を 著る） ① 2  561 ② 5  45 
內緣 pakuta  4  235 

① 內火界 ②內 の火界 ajjhattika  tejodhatu 
① 9  334°; 10  216° ② 11 下 338 つ 18  289; 
46 103° 

內科翳 bhisakka  (醫 者， 藥師） 23  353 
內觀 vipassana  (毘鉢 舍那， 觀， 觀法， 正觀） 

36 19;  38  2 
內^^^   antepura  (後お， 内 城， 宮廷） 6  386*; 

16 上 28,29 
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內空 ajjhatta- sufifia  41 119 

① 內空界 ② 內 の空界 ajjhattikS  akasa- 

dhatu ① 10  217° ② 11 下 339°;  46 104° 
內;^ ffi  〔慧〕 ajjhattabahiddhabhinivesa 

panna  64  8 
內タ [■ 所緣 ajjhattabahiddharammana  46  25*, 

32，  38，  44，  52，  58，  64，  65，  71 其 他； 47  6*,  31, 

256*  ' 
內外 所緣法  ajjhattabahiddharammana 

dhamma  45  3,275°;  47  234,256 
內 外法 ajjhatta  bahiddha  dhamma    45  2, 

275°;  47  234 
內結 ajjhatta  sannojana 17  97;  47  62,  84°, 

388° 

內結 〔者〕 ajjhatta  safifiojana  47  362,389° 
內根 ajjhattika  indriya  54 169 
內三法 Ajjhattattika  52  316°,  389;  56 192 
內三法 因 二 法 ajjhattattika  hetuduka  55  357 
內三法 有 諍 二 法 ajjhattattika  saranaduka  55 
442 

內三法 善 三 法 ajjhattattika  kusalattika  56  30 
① 內 地界 ② 內の 地界 ajjhattika  pathavi- 

dhatu ① 9  330°; 10  215° ② 11 下 336°; 

18  288;  46 lOr 
內色 ① ajjhatta  rupa ② ajjhattika  rupa 

① 1 189 ② 65(11)  54;   [45  210〕 
内 食 ajjhattikahara  54 167 
内室 ① avasatha  (住所， 住處， 居 宅， 房舍， 

施 食處） 2  32 ② ovaraka  (內 房， 幽室， 後 

室） 1 316，  338;  2  422;  7  380 ③ gabbha 

(幽室， 房） 1 200,235 
① 內住② 内住 者 antev お ika  (煩悩' 門人） 

① 15  216* ② 43 167 
内住 Antev お i  〔經〕 15  216 
內住慧 ajjhattabhinivesapanna  64  8 
內出離 解！^    ajjhatta-vutthana  vimokkha  40 

372 

内所 緣 ajjhat ほ rammapa  46  25*,  32，  38,  44, 
52,  58,  64,  65,  71 其 他； 47  6*,  31, 256*;  63 
418* 

内所 緣三法 Ajjhat ほ ramma^iattika  52  340°, 


390;  56 193;  63  417 
内所 緣三法 因 二 法 ajjhattarammanattika  - 

hetuduka  55  360 
内所 緣三法 有 諍 二 法 ajjhat ほ rammanattika 

saranaduka  55  443 
内所 緣三法 善 三 法  ajjhattarammanattika 

kusalattika  56  31 
内所 緣法 ajjhattarammana  dhamma  45  3, 

275°,  359°;  47  234,256;  52  340;  56 193,  356 
〔内所 緣法 等の 緣關 係〕 52  340 
内 城 antepura  (内"^， 後宮， 宮廷） 7 169 
① 内心の 止 ② 内心の 寂 止 ajjhatta  ceto - 

samatha ① 18 162*;  47  369，  452 ② 19 

161*;  20  27,29 
① 内水界 ② 内の 水界 ajjhattika  apodhatu 

① 9  332°; 10  215° ② 11 下 337°; 18  288; 

46 102° 

内觸 antara  sammasa 13 156 

内的 論 母 abbhantara  matika  47  323,  327,  330 

内 二 法 Ajjhattika- duka  54 149° 

内 二 法 善 三 法 ajjhattikaduka  kusalattika  35 

222 

内の 因 Hetuna  ajjhatta  〔經〕 （一） 一 （三） 15 
■  207-208 

内の 緣 ajjhattika  anga  23  253 
内の 決定の 慧 ajjhatta  vavatthane  panna  40 
2, 126°* 

内の 寂 ajjhatta- santi  24  325 
内 縛 anto  jata  62  2 

① 内風界 ② 内の 風界 ajjhattika  vayo- 
dhatu ① 9  335; 10  216° ② 11 下 338°; 18 
289;  46 104° 

内法 ① ajjhattika  dhamma    45  8,  309°, 
379°;   47  234,  241; 52  316*;  54 149*;  56 
205,  366 ② ajjhatta  dhamma  45  2,275°; 
56 192,355  . 

〔内法 • 外法の 緣關 係〕 54 149 

〔内法 等の 緣關 係〕 52  316 

内 房 ovaraka  (内室， 幽室， 後室） 9  440 

内 無色 想 觀外諸 色 解脱 ajjhattaih  arupasanni 
bahiddha  rupani  passatiti  vimokkho  40  376 


(667  ) 


ナカ一 仲， 轅， 長， 流， 泣， 諾， 投， 作， 爲， IS, 夏， 棗， 七， 何， 鍋， 生， 腥， 鉛， 波， 浪， 淚 


ィ 中間に 於け る 吉祥 sahayesu  sotthanam  33  317 
轅 ① isa  (lit 旱） 3  406 ② naiigalisa  (ま 秋の 

柄:） 23 198 
核の 如き 牙 isa  dant-a  23 151 
長き 骨の 問 Digha- atthika  panho  59 上 194 
長椅子 pallafika  (倚子， 牀座， 寢臺， 尾 毛牀， 

肇) 4  216 

長 き 毛の 羊 dighalomika  elaka  9  396; 10 141 
長袖 digha  dasa  6  9，  99 

長 枕 bhisi  cm. 臥 枕 得， 敷布, 敷物） 1 

382,385,389,394;  2  271, 452 
〔長ら く 他行せ る 者の 譬喩〕 11 上 330 
(D 流② 流れ so は ① 161^  228°;  25  252 

② 24  389, 390 
流れ ① Sara  〔經〕 12  22 ② sota 〜前項 
泣く ① rodati  2  449 ② lapati  42  54,  68 
諾酤羅 Naku ほ 〔ソ一 ビタ佛 の 第一 比丘尼〕 

28  74 

諾酤羅 長者 母 Nakula  matar  (那 拘羅 母， 那 

拘羅の 母） 〔夷〕 21 316 
投げ入れる ukkhepaka  2  316 
投槍 bheijcji  (擲 槍） 1 121 
投搶 ① satti  (槍， 嬉， 劍， 矛， 刃物， 刃） 9 

143, 154 ② salla    (箭， 矢， 剌箭， 刺） 12 

57, 182;  23  296,  297 
作 さしむ る 者 kSrayan ね 10 188,  189,  361; 

16 上 67，  68 

作し 難し （龜） Dukkara  or  Kumma  〔經〕 12 
10 

① 作すべき 事 は 巳に 作され ② 作すべき は已 
' に 作され ③ 作すべき こと を 作し 終れる 者 
④ 作すべき を 作し 終り © 作すべき こと を 
成し 巳り katarh  karaijiyarii (所作 已に辨 
じ， 爲 すべき こと は爲 され， 成辨 すべき こと 
は 巳に 成辨 せられたり） ① 15  3* ② 9  3*, 
35,  59,  6?；  328,  484; 10  373,374; 11 上 50 ③ 
8 101, 118 ④ 11 下 9*    (g) 13  31,73* 
作す 者 karonta 10 188,189,361; 16 ヒ 67,68 
(D 爲 すべき こと は爲 され ②爲 すべき は爲さ 
れ たり katarh  karaniyam  ( nJx£f 已 にき 毕じ， 

作すべき 事 は已に 作され.， 成辨 すべき こと は 


己に 成辨 せられたり） ① 6 125,126 ② 1 8 
铊 kuddala  (鋤， 謝） 17  332 
夏 gimha  (夏季， 夏時） 9  211; 40  50 
①棗② 棗果 kola ① 12  257; 19  68;  22 

下 76;  24  248,  496;  26  31; 27 153,154;  36 

268 ② 9 132 
①棗② 棗 子 badara  (St 達羅） ① 2 121; 

19 103;  27  45， 96;  31 337* ② 17  211,292 
〔棗賣 女の 王妃と 王〕 31 338 
① 棗の 核 ② 棗の 種子 kola は hi ① 12  257; 

16 下 398,399;  22 下 76;  24  248 ② 13  203, 

204, 262 

棗の 核 ① badara は hi  63  44 ② kolatthi 〜 

前項 

〔棗の 種子 大の 土と 大地の 譬喩， 二種〕 13  203, 
204 

〔棗の 種子の 譬喩〕 17  292 

棗椰子 takka  29  71 

棗椰子の 賢人 Takka- papdi は 29  71,72 

棗椰子 本 生物 語 Takka  jStaka  (六 三） 29  69° 

七つの 誓 satta  vata  padani  31 525 

何物 (こても あれ 見る 者 annadatthu  dasa  (― 

切 見者， 全 見者， 透 見者， 普觀察 者） 8 172 
何物 にても 取り 行く 人 annadatthu  hara  8 

245,246 

何を與 へて Kimdada  〔經〕 12  44 

鍋 thmika  3  421, 422 

鍋 遊び ukkhalik き 59  f:  363 

生木 alia  kattha  (儒れ たる 薪） 9  421,422 

〔生木と 鑽 木の 譬喩〕 9  421,422； 11 下 174 

生血 amaka  lohita  3  359 

生肉 amaka  mamsa  3  359;  6  6,  97 

生の 穀類 amaka  dhanna  6  6,  97 

腥 ama  gandha  (臭 據） 17  462,  463 

鉛 sisa  7  402; 16 ヒ 286; 19  22;  31 40 

铅所成 sisa  maya  3  337;  4 173 

波 ummi  23  364 

① 波の 怖 ② 波の 佈畏 ③ 浪 の怖畏 iimi - 
bhaya,  ummi  bhaya  (波浪の 怖畏， 浪畏） 
① 10  273' ② 59 ド 8 ③ 18  218° 

淚 ① assu 13  363*;  46  274  〔三十 二 身分の 


(668) 


Jft, 悩， 鳴， 繩， 男， 南， 軟， 援， 迪ー ナン 


一〕 7  339;  23  2;  40 11,225;  63  64°,  270° 
② Assu  〔經〕 13  263 

舐 手 者 hatthapalekhana  9 127,  411; 10  34, 
91  , 

欲む ベ きもの ！ ehaniya  8 196, 197 
悩まさし むる 者 kilamayanta 10 189,  362 
惱 ます 者 socayanta 10 189,362 
'鳴らす 雨ら さざる 人 neva  gajjita  no  vassita 
47  422 

8-1 りて 雨ら さざる 人 gajjita  no  vassita  47 
421 

鳴 り 又 雨 ら す 人 gajji は ca  vassita  ca  47  422 
繩 ① （Mnia  24 10 ② rajju 1 82, 121, 127; 
12 132 

男根 ① aiiga づ さは （生 支） 1 31; 4 170;  31 
145* ② purisa  vyanjana   4  400,  401 ③ 
purisindriya    〔二十 二 根の 一〕 16 下 20;  20 
303,304,305;  40 12,  225;  45 187,  203°,  216, 
235;  46  22, 162°;  47 161*,  223*,  358;  49 
139*;   50  390;   52  369,  370,  372，  380;  53 
130*,  147；  57  20;  64  21°,  107, 109  〔定義〕 
45  203, 216, 235;  46 162 
南海 dakkhipa - sara  27  470，  482 
南京 蟲 maiikup.a  62  214，  216 
南國 dakkhina  janapada  22 ド 137 
南山 Dakkhipa  giri ① 〔地名〕 3  134,135， 
501; 4  433; 11 上 244,245; 12  295; 13  319; 
24  26;  65(1)  88  〔沸が 遊行〕 3  .134， 135 ② 
〔精 舍〕 62  240 

南 贍部洲 Jambu  dipa   (閻 浮洲， 閻 浮提， 印 

度） 57 130,136 
'南方 は 師匠 dakkhina  disa  acariya    8  251, 

252 

南路 Dakkhina  patha  〔地名〕 3  344*;  4  24, 
446；  23 177;  24  370;  Ji 1; 64  90 

軟衣 sanhaf  civara] 1 ^66,  370 

軟骨 mudu  atthi  63  48 

軟食 bhojaniya     (敵 食， 食 ふべき もの） 2 
287°,  294,376,378,  489; 12  277 

軟弱 品 Mudutara- - vagga 16 下 11,19 

軟と暴 sanha,  pharusa  9  231 


煖 ① usma 10 17; 14  223 ② usmi  9  242 

③ upha  (熱， 熱お， 暑熱， 暑） 22 上 326 
難 ① Akkha^jia    〔經〕 21 102 ② Vyasana 

〔經〕 22 下 74,  287 
難爲 Dukkaram  〔經〕 15  400,  403 
難解 duranubodha  3  8 
難詰 anuyoga  (檢 |«]， 專念） 6  36 
難詰 處 gSrayha  fhana  (呵責 處） 13  47*,  55*, 
59* 

難 'ひ ① uparair.bha  citta    (怨 める' ひ） 20 
265,266,267 ② upSrambha  citta ほ 22  F 

42* 

難詰の 語 V 狙 さ nuvada  (說 隨說， 説隨 順,^， 
論隨 論， 隨 順說， 順 正說〜 反論） 19  5 

難詰 比丘 codaka  bhikkhu  (呵責 比丘， 叱責 
する 比丘， 徵問 する 比丘， 諫誨 する 比丘） 3 
305,369*;  4  369*;  22 上 313*  〔觀 察すべき 
事項〕 4  369*;  5  321°;  22 上 313* 

難行 dukkarak さ rika  (苦行） 3 17;  9 156; 11 

上 284;  58  437 

難行の 行 作の 問 Dukkarak お ika-pafiho  59. 下 
121 

難行 を 行ず る 者 dukkara  karaka 10 162 
難 計量 〔者〕 duppameyya  47  365,  409° 
難 見 duddasa  3  8 

難語 dubbaca  (惡 語， 悪口， 惡言， 惡言 者, 難說 

者, 說き 難く）  4 140 
難 跪 生活 〔者〕 liikhajivin  (〜弊 穢 生活） 16 上 

35,36,  49* 

0) 難所 ② 難處 kantara  (沙漠， 難路， 荒 
地， 險道） ① 42  242,361; 43 176,305;  44 
478;  59 下 259;  62  409 ② 1 140;  28  212°, 
215*, 223* 

難 施 本 生物 語 Duddada  jataka  (一八 〇） 30 
138° 

難 貴 ninda  (非難， 誹謗， 毁， 毁呰） 11 下 82 

難說者 dubbaca  (惡言 者， 惡語， '惡 口， 難語， 
說き 難く）  9  67,70，73  - 

難船 bhinna  nava  30  212 

難陀. ① Nanda  〔沸き;， 比〕 2  274;  3 140;  5 
42; 13  416,  417； 17  35；  21 22;  23 118*;  25 
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149;  26 103,504;  28 195;  30 148*;  31 181; 
34 146;  36  391; 59 上 344;  60  348;  64  461 
〔出家〕 28 195;  30 148    〔佛の 施設 誘導に よ 
り て 成 阿羅漢〕 23 118*  〔守護 根 門 第一〕 17 
35;  21 23  〔佛ょ り稱讚 せらる〕 21 22  〔華美 
と 頭陀〕 13  416,417  〔譬喩 經〕 26 103  〔波 逸 
提九ニ を 犯す〕 2  274 ② 〔婆 和 利の 弟子， 
婆， 比〕 24  379，  407*,  428;  27  78;  44 10, 
175*，  500;  64  454  〔譬喩 經〕 27  78 ③ （=牧 
羊 者 難陀） 〔出家， 成 阿羅漢〕 15  284,  285  @ 
(歡 喜） 〔傳 。王〕 27  466;  60 175;  65(1)  92 
©  C  fill J  36  351* ⑥ （歡 喜） 〔天子〕 12 106 
⑦ 〔大臣， 四證 淨の說 法を受 く〕 16 下 290， 
291 ⑧ 〔吉祥 沸の 信士〕  41 259 ⑨ 〔婆〕 35 
267，  269，  270;  37  290,317,347  ®  〔奴 隸〕 28 
435*    ®  〔難陀 母の 子， 諸 王より 殺さる〕 20 
312  ©  〔家〕 59 下 131 @  (= 難 陀優波 難陀） 
〔龍王〕 36  27；  59 下 119;  62  307;  63  346， 
347    @  Nanda    〔佛 妹， 尼〕 7  56，  57; 16 下 
241; 17  36;  25  337,  349,  350;  27  452;  60 
124  〔禪定 第一〕 17  36  〔得不 還果〕 7  56,57； 
16 下 241 〔傳 記〕 27  452*  〔譬 喻經〕 27  451 
@  (= アビ ル一バ ナンダ一 尼） 27  505  ® 
'〔尼， 黑 阿育の 妹〕 60 171 @  〔僑 凍 如 沸の 信 
女〕 41 255    ®  〔王女〕 38 155    @  〔ナンダ 
セーナ の 妻， 死後 餓鬼と なる〕 25  26  @ 
Nandaka  (難 陀迦） 〔比〕 22 上 12*  @  Nanda 
〔經〕 12 106; 13  416;  21 22     @  Nandaka 
〔經〕 22 上 12    (§)  Nanda   |4)  Nandana  (歡 

喜， 難 陀那， 喜 林） 〔三十 三 天の 園 林〕 ⑩ 28 
105, 106;  36  65,66,74;  37 125,243;  38  380, 
381,  453，  454    (§)  30  320,  321; 39  209,  266, 
390,392,  404,541; 60  243,  244,  257*,  355;  61 
30;  65(1)  101, 102 

難陀優 波難陀 Nandopananda  (= 難陀） 〔龍 
王〕 63  744* 

難陀迦 Nandaka  (難 陀） 〔比， 敎誡比 £ 尼 第 
一〕 11 下 386*; 17  35,313;  25 173;  31 200 
〔傳 記〕 27  336  〔譬 喻經〕 27  335  〔沙羅 尼の 
ために 說法〕 17  313  〜 


難陀戒 Nanda-sikkhapada  2  275 

難 陀學童 所 問 Nanda  manava  puccha  (= 難 

陀所 問） 〔經〕 24  407°,  410 
難 陀學童 所 問の 義釋 Nandamanavakapanha- 

niddesa  44 175°， 197 
難 陀鬼事 Nand き- petivatthu  25  25 
難 陀所問 Nanda- paiihS    (= 難 陀學童 所 問） 

〔經〕 44  326 
難陀那 Nandana ① 〔天子〕 12  89 ② （難 

陀， 歡喜） 〔園〕 19  53;  38 149, 179,188;  39  7 
難陀那 天子 Nandana  〔經〕 12  89 
① 難陀母 ② 難 陀の母 Nanda- m さ tar  (= ヱ * 

—ルカン タキ一 難陀 母） 〔夷〕 （D  20  76，  310*; 

41 229,242,349,356 ② 21 316 
難陀本 生物 語 Nanda- ja ね ka  (三 九） 28  434° 
難陀品 Nanda  vagga  〔自 說經〕 23 117°， 137 
難提 Nandiya ① 〔釋 氏， 塞， 比〕 ① 3  608*; 

9  362*; 11 下 196*; 16 下 312;  22 下 311; 25 

114  〔阿 那律， 金毘羅と 共 住 〕 3  608*;  9  362*; 

11 下 196*  〔四證 諍の 說法 を受 く〕 16 下 312 

〔放逸 住不 放逸 住の 說法 を受 く〕 16 下 302 ② 

〔外， 比， 佛に涅 « を 問 ひて 歸佛〕 16 上 156 

③ 〔鹿〕 32 191*    (D  〔經〕 16 上 156; 16 下 

302,312;  22 下 311 
難提 昆舍羅 Nandivis^la ① 〔天子〕 12 107 

(D  〔經〕 12 107 
難 提鹿王 本 生物 語 Nandiyamiga  jataka  (三 

八 五） 32 191。 
難 知 本 生物 語 DurSjana  jataka  (六 四） 29  76° 
難滿 ① dubbhara ほ （難 養， 扶養し 難く  ）  3 

81; 4  2 ② dubbhara  22  F  62,64 
難問 ① me ひ;? aka- pafiha  59 上 7 ② 

Mendakarambha  katha  59 上 209°，  210,  211 
難 養 ① dupposa ほ （給養し 難く）  3  81; 4  2 

② dubbhara ほ （難 滿， 扶養し 難く）  4  385. 

386;  21 204, 205 
難路 ① kan ほ ra  (難所， 難處， 沙漠， 荒 地， 

險道） 59 下 237，  279 ② dugga  24  239;  3ft 

270,271 

汝の ものに 非ず Na  tumha  ！經〕 13  95 
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二 ッ グ" ~ 二 


ニェ一 ラ. ティ ッサ Niyelatissa    〔精 舍」 60 
401 

二一 力 nika  〔鹿〕 37 146 

二 カタ Nikata ① （尼 迦陀） 〔比〕 22 下 28 

② (尼 迦吒） 〔塞〕 7  56; 16 下 243 
二 力 ペンナ 力 • パダ一 ナガ ラ Nikapennaka - 

padhanaghara  〔精 舍〕 64  365 
ニガ' マ ッ カーマ 八」一 サ一 タ、' Nigamaggama 

pasada  〔精 舍〕 61 466 
二 ガヤ Nigaya  〔ダミ ラ人〕 61 379,389 
二 ガ ラ ダ Niga!adha  〔ダ ミラ 人〕 61 363，  384， 

391 

〔二 ガー リ ― . サ一 ガル 法 勅〕 65(111)  77 
二 ガン タ Nigaijtha       乾， 尼 乾提， 尼 乾陀， 
尼犍， 尼犍 子， 尼 犍陀， 離 整， 離繁 派- ニガ 
ン タナー タブ ッタ） 〔外〕 8  149; 11 上 279, 
317; 18  345;  20 140 
二 ガン タナー タプッ タ Niga^itha- Nataputta 
(尼犍 親子， 尼犍 陀若提 子， 尼 乾 子， 離緊若 
提子 = 若提 子） 〔六師 外道の 一〕 3  409;  4 
171; 6  75;   7 138;  8 149;  9  350; 11 上 3, 
5,  284,317;  21 40,41 

二 ガンドウ Nighap4u    (尼延 豆） 〔天， 夜叉〕 
7  282;  8  279 

ニグ ローダ ① Nigrodha  (泥 醒陀， 尼拘 律， 
尼俱 律陀） 〔沙 彌， 比〕 65(1)  58 ② （尼 惧 
陀） 〔苦行者， 婆〕 6  253;  8  47 ③ 〔王〕 59 
下 16    @  〔王 臣〕 61 281, 282    ©  (尼 倶盧 
陀） 〔鹿 王〕 27  293;   28  299;   59 下 16  ® 
nigrodha  O'l^ 拘律， 尼拘 律陀， 尼 拘留 他， 尼 
俱 律陀， 尼倶 盧陀， 泥 謹陀， 格樹） 〔樹〕 6 
364;  8 186; 15  257;  20 121; 28  28,91,145， 
147,  328,  422;  31 490;  62  361;  65(1) 121 
〔迦 35 佛 の,"? 提樹 J  65(1) 121 

ニグ ローダ 園 NigrodharSma  (尼拘 律 園， 尼 
拘律樹 園， 尼 拘盧陀 園， 尼俱律 園） 1 397, 
414;  2  89，  424,  507;  4  378; 18  344;  20  9; 
28 188, 401 

ニグ ローダ. カッパ Nigrodha  Kappa  (尼倶 律 

陀劫 波， 尼 拘盧陀 劫 波， 尼 瞿陀劫 波） 〔比〕 12 
320,322,  323;  24 127 


ニス ロータ .チ "ヤー タカ Nigrodha  jataka 
(尼拘 律 童子 本 生物 語） （ra 四 五） 33  251。 

ニク *  ローヌ マー ラカ" ソ ラ NigrodhamSragalla 
〔地方〕 61 348 

ニフ ローダ ミカ" • ヂ' ャ一 タカ Nigrodhamiga 
jataka  (熔樹 鹿 本 生物 語） （一二）  28  287° 

二 クンバ Nikumba  〔國〕 59 下 183 

ニサバ Nisabha ① （人 主） 〔ァ ノーマ ダッシ 
—佛の 第一 弟子〕 26  40， 135，  139;  28  75;  41 
277 ② 〔比〕 25 157 ③ （人 主） 〔アツ タダ 
ッ シ一 f 弗の 信士〕  41 308  (D  (尼 婆） 〔山〕 38 
309,321 

二 サバ一 Nisabha  (人 牛 王） 〔宵 殿〕 41 319 
ニシ一 ダナ nisidana  (尼師 壇， 座 具， 敷 具） 
1 350 

二 シン ナパ ティ マ一 Nisinnapatima  (入 卜像) 

〔窟〕 61 400 
二一 タ ① Nitha  〔辟〕 11 下 68,69 ② Nita 

〔比〕 25 130 
ニダ一 ナ nidSna  (因緣 ） 5  2 
ニダ一 ナカ ター NidSna  katha    (因緣 物語） 

28 1。 

ニダ一 ナ • サム ュッ タ Nidana  sarhyutta  (因 

緣 相應） 13  r 

ニダ ーナ. ブッガ NidSna  vagga   (因 緣篇） 
13 1° 

二一 チヤ スサ一 ナカ Nica-susSnaka  (賤民 墓 
地） 60  225 

ニツカ nikkha  (金貨， 貨幣） 34 147,  151， 
153;  35  87， 159;  39  233,237;  59 下 120;  61 
428,537 

二 ジ 力 ラ nikkhala  〔貨幣〕 61 352 
① ニック ン ディ ② ニック' ン ティ nigguncji, 
niggunthi  〔樹， 花， 甲-〕 ① 26  350;  27  45， 
97;  39  406;  59 下 51; 63  54 ② 26  443 
①ニ ッグン ディ プッ ピャ ②ニ ッグン ティブ 
ッ ビヤ Niggu^ujipupphiya, '  Niggunfhi  - 
pupphiya  〔比丘の 譬喩 經〕 ① 26  349 ② 26 
440  ' 

二 ッグン ティ ヮ一 ノレ 力一 Niggupcjivaluka 
〔渡〕 61 270  ' 
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二 ~ -— ッ サ, 二 

ニッサ ツギ ヤノ、' 一 チッティ ャ nissaggiya- 
pacittiya   (尼 薩耆波 逸提， 捨堕） 〔罪名〕 1 
329;  2  393 

ニッサン 力 Nissanka    (= キノ ティ 二..， サン 

力 王） 61 415.  452 
ニッセ 一二 タ"一 ャカ NissepidSyaka  〔比丘の 

譬喩 經〕 26  321 
二 ッセ一 二 ッケッ タカ Nisseijikkhettaka  〔地 

方〕 61 237 
ニッチ ヱ一 ラ ギッティ 力 Niccelavitthika 

〔村〕 60  303 
ニッチ ャギノ  —ダヴー ナヮ Niccavinoda- 

vanava  〔ダ ミラ 人〕 61 363,390 
ニッティ ラヱ * ッ ティ NitthilaveUhi〜 ニッチェ 

—ラ ヰッ ティカ 〔村〕 61 73 
二 ッデ— サ Niddesa  (尼 泥沙， 義釋） 〔小 部經 

の  一〕 60  34 
二 ッ ビンダー Nibbincm  〔水路〕 61 409 
ニッ ヤン ティ Niyyanti  〔園〕 61 29 
ニー パ nipa    〔花， 樹〕 26  29,31; 27  45,96, 

97, 106; 28  24; 35  243; 39  391; 41 226; 61 303 
ニノ 《ン ナノく テ ィ マ一 Nipannapatima  (臥 像) 

〔窟〕 61 400 
二 ブナ Nipupa  (=  二 ブラ） 〔王〕 60 160 
二 ブラ Nipura  (尼 浮 羅= 二 ブナ） 〔王〕 60  22 
二 ミ Nimi  (尼 彌， 穀） 〔王， 佛の 前生〕 11 上 

104;  28  95.  276;   41 369;    59 上 254;  59 下 

130;  63  8 

二 ミ 王の 所行 NimirSja  cariya  CM)  41 369° 
>ニ ミ 'ヂ ヤー タカ Nimi- は ka  (尼 彌王本 生 

物語） （五 四 一） 38  er 

ニミ ッタ サン ニヤ 力 Nimittasaftfiaka  〔比丘 

の 營 喩經〕 26  438 
ニミ ッタヴ ヤー カラ 二一 ャ Nimitta 

vyakaraniya  〔比丘の 譬喩 經〕 27 176 
二 ミラ Nimila    (=ス 一ラニ ミラ 戰士）  60 

300,301,317 

ニヤ— ティカ ^^Stika  (那 陀， 那梨， 那 311 迦， 
那 提迦， 那地迦 =ナ 一 ティカ， ナ一 ディ 力） 
〔村〕 3  408; 13  226;  22 下 294  、 

ニヤ ーナ サン ニヤ 力 NS^iasafifiaka  〔比丘の 


譬 喻經〕 26  242,  277 
ニヤ— ナ ダラ ]^ 坊 adhara  〔傳 3 轉輪 王〕 26  433 
ニヤ 一 ナタヰ 力 N お athavika     〔比丘の 譬險 

m  27 146,197 
ニヤ一 ナ パーラ X お apSIa  〔比〕 61 394 
ニヤ一 ノー ダャ 5： 站 odaya  (上智 論） 61 15 
ニヤ マ Niyama  〔地名〕 61 384 
ニヤラ一 ャ Niyaraya  〔 ダ ミラ 人〕 61 390 
ニー  ラ Nila  〔マ ヒンダ 一世 王の 友〕 61 85 
ニー  ラ園 Nila  arama  (靑 園） 〔精 舍〕 61 99 
ニー  ラガ ッラ園 Nilagalla- Srama   〔精 舍〕 61 

100 

ニー  ラガ ッ ラ 力 Nilagallaka ① 〔將 軍〕 61 

241 ② （二一 ラ ガ :.' ラ） 〔地方〕 61 236,  242 
二一 ラ ギリ Nilagiri  〔地名〕 61 237,  246,  268 
二  — ラゲ— ノヽ 八- リ ツチ ヱ 一 タ" 

Nilagehapariccheda  〔精舎〕 61 47 
二 ラップ ダ ① Nirabbuda    〔傳： 轉輪 王〕 26 

443 ② （尼羅 浮陀， 尼剌 部陀） 〔地獄〕 12 

258; 18  5;  24  249 ③ nirabbuda  (尼 羅部 

陀） 〔大 數〕 32  337 
ニー  ラプッ ビ nila  pupphi  〔花〕 39  409 
二 ラヴ一 シン Nilavasin  〔比〕 3  522 
二一 ラヴ一 ヒニ一    Nilavahini  〔水路〕 61 408 
ニー  ラヴ一 ラ Niiavaia  〔渡〕 61 337 
二 一ラヴ ンナ クサ マー ラ Nilavappa- 

kusamala  (靑色 草髮） 〔海〕 33  419 
ニーリー nili  〔植〕 39  410 
二 〔―〕 リャ Nili/a  〔王〕 60 135,382 
二 リー ャ Niliya  〔獵 師〕 32  292 
ニヴ —パ. スッタ Nivapa  sutta  (撒 餌經） 9 

275° 

二一 ヴーラ nWaia  〔植〕 37 144 

ニン 力 Nimka ① （任^) 〔外， 天子〕 12 110 

② 〔鹿〕 38  450 
ニン バ nimba  (お i 筏， 袵婆， H 婆， 苦味 ある 

樹） 〔樹〕 3  272;  27  97;  60 110；  64 196 
ニン マラ Nimmala  〔戰 士〕  61 215 
ニン ミタ Nimmita  〔傳 。 轉輪 王〕 26  299 
ニン ミ タプラ Nimmitapura  〔園〕 61 405 
二 因 ① duhetuka ② dvihetuka  (二 因 者；） 
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①  64  77 ② 65  (n)  22,46,64 
二 因異熟 duhetuka  vipaka  50  480 

二 因 快 唯 作 duhetuka  somanassa 

sahagata  kiriya  (二 因樂俱 唯 f19  50  481 
二 因 き duhetuka,  dvihetuka  (二 因;） 65 (  n)  35 
二 因 捨倶ね 唯 作 duhetuka  upekkhasahagata- 
kiriya  50  481 

〔二 牡羊の 鬪ふ？ f 喩〕 59 ヒ 123  ' 
二王 章 ① DvirSjaka  61 44， 114， 126 

②  Rajadvaya  61 28 
〔二王の 妃 となった 女〕 37  216 

〔ニ果 （羅漢， 不還） の隨 一の 獲得〕 7  362;  9 
100，  101； 10  307; 16 上 336,415; 16 下 68, 
141, 185 

ニ戒論 Dvihi  silehi  ti  katha  58 156° 

ニ界 dve  dhatuyo  〔有 爲， 無爲〕 11 下 59;  40  9 

二階 kiUa  (屋 頂， 尖 頂， 棟） 17  431,432 

〔二階家の 葺き 方の 善惡の 臂喻〕 17  431,432 

二 鬼 磨 語 dvi  kammavaca  5  55 

二月 .8(1 住 dvemasa  parivasa  4  83*-91 

〔二 悍馬の 親交〕 30  49 

ニ岐道 dvidha  patha  9  262,263,264 

ニ歸依 dvevacika  3  7 

二 I 帚 依を唱 へる 信士    dvevacika  upasaka  28 
171 

ニ義 dve  atthavasa  〔自利， 利他〕 9  35 
二 群 二 法 dvigocchaka-duka  56  205 
二 家 dve  kulani  (〜二 生家々） 22}:  43 
ニ偈集 Duka  nipata ① 〔長老 偈經〕 25 142° 

② 〔長老 尼 偈經〕 25  337° 
二見 dve  ditthiyo  〔有， 無〕 9 105; 14 150 
〔二 賢人の 數 生に 互る 親密〕 35  29 
① 二 根 ② 二 根 者 ubhato- vyafijanaka ① 1 

44* ② 1 217；  3 151, 152,214,241,296, 534, 

556,558,560;  4  259,265;  59 下 160 
二 根 女 ubhato-vyanjana  4  403 
二 根本 dve  mulani  「無明， 愛」 65  (n)  71 
ニ嚴飾 dve  vibhusa  〔在家， 出家〕 44  461 
二 指 dvahgula  5  35d 

二 指 認容 dvaAguIa- kappa  (兩 指淨） 65  (1)44 
① 二 指の 智慧 ② 二 指 量の 智慧 dvaiigula- 


panna ① 12  221 ② 25  344 
二種 ィ/  duvidhena  bhavo  〔業 有， 生 有〕 46 182 
〔二種 有 輪 • 三時-三 世兩 lit の 因果〕 64  271 
二種 色蘊 duvidhena  rupakkhandho  (〜二種 

色聚） 46 19 
二種 色聚 duvidhena  rupa  sangaho  (〜二種 

色疆） 45 175,220 

二種 隨觀 dvayatanupassana  f 流轉， 還滅〕 
24  274* 

ニ種隨 觀, 經 Dvayatanupassana  sutla 

24  272°,  292 
二種の 觀察 duvidha  paccavekkhana  〔獲得 

時， 受用 時〕 62  79 
① ニ受 ② 二種 受 dve  vedana  〔樂， 苦〕 （J) 

10 177* ② 15  347,352,357° 
二 集 Duka-nipaa ① 〔增 支部 經〕 17  71°  (2) 

〔如是 語經〕 23  269°,  279,  292 
二十 一種の 不' 法 ekavisatividha  anesana  (二 

十一の 不 相應） 30 133 
二十 一の 腸の 屈折 處 ekavisati  antabhoga  63 

56,265 

二十 一の 不相應 に よ る 生活 ekavisati 

anesana  jivika  34  65 
二十 行 相 visati  akara  (二十 相） 64  272,  273; 

65  (II)  70 
〔二十 行 相の 輻〕 64  272 
二十 渴集 Visati- nip^a ① 〔長老 倡經〕 25 

244° ② 〔長老 尼 偈經〕 25  378° 
二十 五德 〔阿闍 梨の〕 paficavisati  guna  59 上 

217 

二十 五の 定の義 paficavisati  samadhissa 

samadhittha  40  80 
二十 威 ■ 未滿 unavisati-vassa  2  205;  5  ^6,  68 
二十 四緣 catuvisati  paccaya   50  352, 355, 

403,  411，  413，  418;  64 180,  192;   [50 1*;  65 

(n)  71〕 . 
〔二十 四緣と 三世 非 世〕 50  353 
〔二十 四 緣と名 色との 相攝〕 50  353 
〔二十 四 縿の諸 門 分別〕 50  403 
〔二十 四緣の 説明〕 64 180° 
二十 四誦品 catuvisati  bhanavara  3  420 
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( 二十 四 所 造 色の 說明〕 64 15° 
二十 四 障 法 〔比丘尼の〕 catuvisati 

antarayika  dhamma  4  403° 
二十 四 ま 本多那 catuvisati  patthanani  50  335, 

336 

二十 四佛 catuvisati  buddha  28  93;  61 555 
二十 事 ある 有身昆 visativatthuka  sakkaya- 

ditthi  42  70,168;  43  247,324;  44  53， 114, 

309°,  395，  447°;  64  255;  [45  262,  322;  47 

89,  97， 109〕 
〔二十 事の 我 見〕 40  232° 
二十 衆 可 作 visativagga  karana  3  5o/ 
二十 善 分 visati  kusala  pakkha 11 下 81 
二十 相 visati  akara  (二十 行 相） 〔緣 起〕 40 

86 

二十 二 犍度部 dvavisati  Khandhakani  65(  I  ) 

23 

二十 二 根 bavisatindriyani  46 161°,  164;  47 
161.  213*,  358;  49 139。；  57  59, 183,286;  58 
139,  271; 64  322;  65(11)  64;  〔40 12,  225; 
57  20*〕 

〔二十 二 根と 藏 • 處 • 界 との 攝' 非攝〕 47  223 
〔二十 二 拫と蕴 *處《 界 との 相應 • 不 相應〕 47 
263 

〔二十 二 根と 眼 乃至 具 知との 相 攝 • 不 相攝〕 49 
139 

〔二十 二 根の 界 351〕    47 170* 

〔二十 二 根の 解釋〕 64 105° 

〔二十 二 根の 諸 門 分別〕 46 165；  47 196-211 

〔二十 二 根の 生起と 界地〕 49 197 

〔土 十二 根の 生起と 人〕 49 183 

〔二十 二 根の 遍 知' 不遍知 について〕 49  473 

〔二十 八 種 色〕 64  27 

二十 八 宿 atthavisati  nakkhattani  43 193 

〔二十 八德 （頭陀 支の）〕 59 下 237 

二十 比丘 { 曾仂 a  '  visativagga  bhikkhusamgha 

〔五 種 僧伽の 一〕 3  555 
二十 不善 分 visati  akusala  pakkha 11 下 81 
二十 法 ① visati  dhamma  〔沙門の〕 59 上 331 

② Visati  dhamma  〔經〕 22 下 226 
二重 失敗 本 生物 語 Ubhatobhattha- jalaka  (― 


三 九） 29  439° 
二重の 神變 yamaka- pStihSriya  (雙 神變， 雙示 

導， 雙の 奇蹟, 雙 つの 奇蹟， 對偶示 導） 28  373 
①ニ生 ②ニ 生者 dija  (鳥） ① 24  43;  30  393, 

394;  31 184 ② 44  348,349 
二 成 見 dve  ditthi-gatani  [常， 斷〕 40  213 
二 ^itM 具 起 dvinnam  cittanam  samodhanam 

57  261,  302*,  328,  329;  58  37, 113,  141，  142， 

166， 169， 170, 227，  229, 231, 295*, 357, 363 
〔二心 不俱 起〕 57  261,302*,  328,  329;  58  37, 

113，  141，  142,  166,  169,  170,  227,  229,  231, 

295*,  357，  363 
二 施 食 大果の 問 Dvinnam  pindapatanam 

mahapphalaDnava-panho  59 上 351 
二 制 anupafifiatti  (隨 制） 4  429 
二 說 自, &、    dvevacika  pavarana  5  210 
①ニ藏 〔師〕 ②ニ藏 持 者 dvipi は ka ① 62 123 

② 62 199 

① 二足 ② 二足 者 dvipada,  dipada  (兩 足， 人 
間） ① 1 85;  8  213，  214; 12  9; 16 上 214, 
346; 16 下 151; 18  62; 19  46;  22 上 235;  23 
59,  340；  28  207,  298;  29 154;  32 182;  36 
175 ② 4 169 

① 二足 ② 二足 者 dipSdaka ① 30  244 ② 18 
125 

〔二 村 間の 重病 者と 悲憨 者の 譬喩〕 19  263 
ニ諦 dve  saccani  〔世俗， 眞〕 57  395;  〔59 下 
338〕 

〔ニ諦 一八 正道〕 11 下 73 

〔二 大臣の 不和の 和解〕 30  20 

〔二 男子と 路の 譬喻〕 14 172 

①ニ 弟子 ② 二人の 弟子 savaka-yuga 

=  yamaka  savaka   〔舍利 弗， 目犍 連〕 ① 6 

364,  373,  423,  424 ② 6  369* 

① 二度 子 を 生める 女 ② 二度お 產 をした 女 

duvi  jata ① 12  210 ② 28 168 
〔二人の 賢愚なる 隊商 主の 沙漠 通過と 夜叉〕 28 

210 

〔二人の 亂暴 比丘の 親交〕 30  48 

二人 榨 antara  kaja  4  209 

二の 病 dve  roga  〔身， 心〕 18  251 
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二， 尼一 二 


二の 面 dvi  r  avatta  (ニ斷と；^；ぇ） 12  45 
1： 二 伴侶の 譬喩〕 18  327 
〔二 尾の 魚と 龜〕 30  252 
二 不定 dve  aniyata  3 199;  4  431; 5 13,  352; 
C5 llj 

二 不定法 dve  aniyata  dhamma 1 316°,  327; 
2  336 

ニ怖畏 dve  bhayani  〔現世， 來世〕 43  229 

二 佛不出 ffi の 問 Dvinnam  buddhanam  loke 

n'uppada  panho  59— ド 58 

〔二 佛不併 出〕 47  45;  59 下 58 

ニ邊 dve  an ほ 〔欲 樂， 苦行〕 3 18; 16 下 339 

〔ニ邊 と 中道〕 20 159°, 161 

二 〔法〕 Dvayarh  〔經〕 （一） （二） 15 110， 111 

二 法 duka  5  203;  59 上 25 

〔二 法 一親し むべき と 親しむべからざる と〕 7 
319 — 324 

二 法 三 法發趣 Dukatika  patthana  (順 二 法 三 

法發 趣） 50  333,334,  428;  56  514,518 
二 法 三法發 趣の 釋 Dukattikapatth^a - 

vannana  56  514° 
二 法 者 dvedhammika  59 下 212 
二 法 集の 義疏 Dukanipatatthakatha  62  284 
二 法 二 法發趣 Dukaduka  patthana  (顺 二 法 二 

法發 趣） 50  333.  334,  429;  56  517,518 
二 法 ニ法發 趣之釋 Dukaduka  paUhana 

vannana  56  517° 
①ニ 法發趣 ②ニ法 鉢多那 Duka-patth お a 

(順 ニ法發 趣） ① 50  333，  337,  414,  428;  54 

532;  56  518 ② 50  336 
ニ法發 趣之釋 Dukapatthana  vannana 

54  532° 

〔二 木 寧 觸の譬 險〕 13 140; 15  334; 16 下 34 
二 本 母 dve  matika  「比丘， 比丘尼 戒本〕 63 167 
二 力 dve  balani  〔止， 觀〕 40  3,161°;  64  483 
尼 延豆. Nighapcju  〔&叉 神〕 7  282 
尼柯耶 nikaya  (部〜 阿 含） 63  29 
尼迦吒 Nika ね 〔塞〕 7  56,57; 16 ド 243 
尼迦陀 Nika ね 〔比〕 22 下 28，  29 
尼拘律 ① Nigrodha  (尼俱 律陀， 泥 瞿陀） 〔比〕 
60 177,181 ② 〔童子〕 33  253* ③ nigrodha 


(尼拘 律陀， 尼拘 lis 他， ）Lim. 律陀， 尼 恨 盧 陀， 

泥 種陀， 格樹， , き提） 〔樹〕 4  246,247;  8 186， 
211; 11 上 182; 15  257,258,302;  20 121,  122; 
24 102;  30  253，  338,  339，  449;  32 12, 13,58, 
59,  83,  93*，  352,  395,  396;  33  252,  253;  34 
18,  348,  376;  35 186,266,289,290,296,303； 
37 144,280,283.285,293,  346,  379；  38  239, 
240,255,302;  39  359，  362，  380，  389，  442,  449, 
475,  542;  41 352;  60 177,225 

① 尼 拘律園 ② 尼 拘律樹 園 ③ 尼 拘虛陀 園 
Nigrodharama  (尼 似-律 園） ① 1 :;97，414； 
2  89，  507;  3 139;  4  378; 14 146,  K9; 15 
286； 16 下 258，  298，  299，  302，  320;  21 95, 194; 
22 上 319;  22 下 303， 308， 311; 39  216 ② 2 
160,264,295,424;  7  89;  9 149,  192, 193; 10 
107; 11 下 127, 269， 272， 356; 16 下 202; 17 
358; 18  344;  33  206, 274;  34  261 ③ 20  9 

尼拘律 沙彌會 見 Nigrodhasamanera  -dassana 
60 180 

尼 拘律樹 王 nigrodha  rajan  20 121,122 

〔尼 拘律樹 王の 譬喩〕 20 121 

〔尼 拘律樹 の 寄生木の 譬喻〕 24 102 

尼 拘律陀 Nigrodha  〔比〕 25 113 

① 尼 拘律陀 ②尼 拘留 他 nigrodha  (尼拘 律， 尼 

俱 律陀， 尼俱 盧陀， 泥 瞿陀， 榕樹） 〔樹〕 ① 

6  364, 382 ② 16 上 291 
尼拘律 童子 本 生物 語 Nigrodha- jStaka  (四 四 

五:） 33  251° 

①尼拘 盧陀劫 波 ②尼 律 陀劫波 ③尼醒 陀劫波 
Nigrodhakappa  〔比， 鵬耆舍 の 和尙〕 ① 24 
127, 128 ② 12  320,322,323 ③ 25  327 

尼倶陀 Nigrodha  〔苦行者， 婆〕 6  253  〔苦行 
の據ぉ と佛の 正道との 說 法を受 く〕  8  46* 

尼 倶律園 NigrodMrama  (尼 拘律園 ）59 下 235 

尼 俱律陀 ① Nigrodha  (尼拘 律， 泥 瞿陀） 〔比〕 
60  44*,  53 ② nigrodha 〜次 項 

① 尼 倶律陀 ② 尼 俱盧陀 nigrodha  (尼拘 律， 
尼拘 律陀， 泥 醒陀， 溶樹） 〔樹〕 ① 12  362;  60 
35， 114,  115，  119,  255  〔, き: 提樹〕 6  364;  60 
114， 115, 119, 255 ② 28  328 

尼 倶盧陀 ① Nigrodha  〔鹿 王〕 28  295* ② 
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nigrodha 〜前項 

①尼乾 ② 尼 乾 子 ③ 尼乾陀 ④ 尼乾提 
Nigantha  (尼 犍， 尼犍 子， 尼 犍陀， 離繁， 
離 H 派） 〔外〕 ① 11 上 279*,  317，  318; 18 
345*;  27  343;  44  61, 67, 175;  64 119 ② 8 
149,150,288;  23 190, 191； 30  442;  31 303， 
304;  61 30 ③ 12 133, 134;  60  225,  373，  376; 
65(  I  )  58  @  20 140 

尼 乾 子 ① Nigaptha 〜前項 ② Nigaptha - 
Nataputta 〜次 項 

① 尼 乾 子 ② 尼 乾 子 若提子 ③ 尼 乾 陀若提 子 
(D 尼 乾 若提子 Nigaijtha-Nataputta  (尼犍 

子， 尼犍 親子， 尼犍 陀若提 子， 尼 犍若提 子， 
離 K 若提子 = 尼 乾） 〔六師 外道の 一〕 ① 6  75, 
87°;  8  288; 11 上 3, 5， 39， 284， 317;  29  500 
② 59 下 225 ③ 12 111,  119; 15  453,  455, 
456; 16 上 18， 24， 25，  26, 130;  36  218;  59 上 
11 ④ 31 521 〔學 說〕 （四 種の 禁戒） 6  87°; 
9 156°; 10 137°  (業の 輕重） 10 145°; 11 上 
279°,  284°; 16 上 18; 17  361; 22 上 127  〔十 
邪法〕 22 下 48  〔質 多 居士と 問答〕 15  453， 
455,  456  mm  30  442  〔波 和に て 入滅〕 8 
149，  150，  288; 11 上 317 

尼乾陀 Nigaptho  〔經〕 15  453 

尼 乾 陀集團 nigaptha  parish 15  453,  455,  456; 
16 上 24 

〔尼 乾の 徒， 四 姉妹の 歸佛〕 31 304 
〔尼 乾の 徒に 對 する 佛の論 難〕 9  156 
〔尼 乾の 徒の 分裂〕 8 149,288; 11 上 317 
お 乾布薩 nigapthOposatha 17  334,  335° 
①尼犍 ②尼犍 子 ③ 尼犍陀 Nigantha  (尼 乾， 
尼 乾 子， 尼 乾陀， 尼 乾提, 離 ，離!！ 派-尼 犍 
子） 〔外〕 ① 3  409,  415;  21 40*;  24 139 ② 22 
下 48 ③ 27  91; 60  43，  44，  55, 131;  65(111)63 

①尼犍 子 ② I 尼犍 親子 ③尼犍 陀若提 子 ④尼犍 
若- 提子 Nigainha  Nataputta  (尼 乾 子， 尼 乾 
子若提 子， 尼 乾若提 子， 尼 乾 陀若提 子， 離繁 
若提 子-尼 乾， 尼键） 〔六師 外 in の 一〕 ① 7 
138 ② 3  409,410;  21 40,  41 ③ 4 171 ④ 
24 186,  , 

尼键子 ① Nigaptha  〔經〕 22 下 48 ② 


〜前前 項 ③ NigaQtha- NStaputta 〜前項 
尼薩誉 nissaggiya  (= 尼 薩耆波 逸提） 2  394; 

3  346;  5  365 
尼薩耆 波逸提 nissaggiya- pacittiya  (捨墮 ） 

〔罪名〕 1 329*，  336,  343，  348，  451; 2  393*; 

65(1) 19 

尼師壇 nisidana  (座 具， 坐 具， 敷 具， 敷布） 

1 350;  2  65;  60  6 
尼泥沙 Niddesa  (義釋 ） 〔小 部經の 一〕 60  34 
尼 婆 Nisabha  〔山〕 26 120 
尼浮羅 Nipura  〔王〕 60  22 
尼彌 Nimi  cm) 〔王〕 11 上 104*;  32  365, 

369;  38  71*, 80*, 106, 138*;  63  8 
〔尼彌 王と 摩 多 梨〕 38  83 
尼 彌王本 生物 語 Nimi-j お aka  (五 四一） 38  69° 
尼彌耶 Nemiya  〔王〕 60  22 
尼 民陀羅 Nemindhara  (持 $M 山） 〔山〕 38 130 
①尼 羅浮陀 ②尼刺 部 K  Nirabbuda  〔地獄〕 

① 24  249 ② 18  5;  22 下 80 
①尼 羅部陀 ②尼 剌部陀 nirabbuda  〔大 數〕 

① 24  251 ② 22 下 78，  82 
尼 剌部陀 〜前項， 前前 项 
①尼 連禪河 ②尼連 禪那河 NerafijarS  〔河〕 

① 7  83,304; 12  J76,  177，  207,  234,  238; 

16 上 393,420; 16 下 61; 18  36,  39；  23  85*, 

99, 135;  24 154;  25 183, 386;  28  28, 148;  35 

32,40;  41 228,326;  43  319;  44  352 ② 3 1， 

46,  57 

尼噌 Neru  〔王〕 60 19 

耳 sota  (〜耳 界， 耳 根， 耳處） 2  3;  3  62，  63, 

326;  6 105,348;  7  323,  324;  64 15°, 17， 19°, 

88°;  65(n)  53 
耳 可 識の聲 sotavinneyya  sadda 11 下 47,  48 
耳界 so は- dhatu 11 下 58;  25  327,  347,  373； 

46 109°;  48 上 296*;  63  370°  〔天 耳智〕 25 

347,373 

① 5 界淸 ②耳界淸^^通 sotadh お U- 
visuddhi(  = 天!？ 界 'f'O ① 25  284 ② 57  330 

耳界 淸?? f 智 sotadh さ tu- visuddhiya  nanarii 
(= 天: qv 界智） 40  4, 188°;  47  42 

耳語， 耳朶 病， A' 病〜 ジ 


(676) 


耳， 泥， 荷, 横， m, 贊， 膠， 握,. 肉一 ニク 


耳孔 kaijnacchidda 11 下 339 

耳 骨 kappatthi  (聽 IT'JO  63  48 

耳 根 sotindriya  8  318;  49 139*  〔定義〕 45 

190;  46 109 
耳識 sota- vmfi さ pa  8  322;  40 131; 45 126, 

164;  46  247,253,264,268,  429,  434;  64 16. 

19,20,37,39,43;  65(n)  2 
耳識界 sotavmiiSija- dhStu 11 下 58;  46 109°; 

48 上 296* 

耳 十 法 sota- dasaka  64  219，  220，  234;  65(11) 
56，  58，  59 

耳處 sotayatana  8  322;  45 187，  190。*;  48 上 93* 
耳淨 sotappasada  64  99 
耳觸 sota- samphassa  7 11; 8  322 
耳觸所 生の 受 sotasamphassaja  vedana  7  6; 
8  322 

〔耳に して 耳界に 非ざる も の〕 48 上 248  — 
〔耳に して 耳 根に 非ざる もの〕 49 151 
〔耳に して 耳處に 非ざる も の〕 48 上 97 
耳 門 so ね -dvSra  65(0)  24 
泥瞿陀 ① Nigrodha  (尼拘 律， 尼俱 律陀） 

〔沙 彌， 比〕 65(  I  )  58*,  62,  67 ② nigrodha 

(尼拘 律， 尼倶 律陀， 榕樹） 65(  I  )  58,  59 
荷車 sakata  (車， サ カタ 車 ） 1 80 
荷車 挽 sakatika  (車夫， 車力 者） 25  407 
荷駄 牛 dhura-dhorayha  24  28 
荷 を 下せ る 者 panna- bhSra  (重荷 を 下せ し 人， 

擔を 卸せり） 9  255,256 
ネ萁 樹林 Serisaka  7  406，  407,  408 
孅 apadika  (養母） 4  380,433;  21 198 
贄祭 yaAfia  (犧牲 祭， 供犠， 供養 式， 祭祀， 

祭式， 生贄の 供養， 祠祀， 祀） 26  437 
〔膠 を 塗れる 手 もて 枝 を 取る 譬喻〕 18  290 
握り飯 a'lopa  (食 團） 2  315 
肉 ① marhsa 1 96,288,401； 2 132, 140, 146, 

175T287,294,330,  376,  420,559;  3 140,381*, 

416,  417;  5 120，  237；  8 12; 10 131*; 13 
349，  350;  21 50，  51; 24  71; 38 19;  39  9°; 

46  273  〔三十 二 身分の 一〕 7  339;  23  2;  40 

11,225;  63  46°,  259°  〔十 不淨 肉〕 5  237  〔食 

する を 禁ぜられ たる もの〕 3  384-387;  5  237 


〔受 くべ からざる 場合； 見， 聞， 思惟〕 3  317; 

10 132° ② Maihsarii 〔經〕 16 下 409 
肉塊 ① mamsa  pinda  (IMM) 13  379 ② 

mamsa  punja 10 146 ③ marhsa  pesi  (肉 

m, 肉片） 10 124; 19 134，  136;  42  9 
肉塊の 如く    marhsapesQpamS  (肉片の 喻， 肉 

樊 の喩） 4  37 
〔肉塊の 譬喩〕 （欲） 2  212;  4  37;  9  239,240; 

10 124°; 19 134;  25  414;  42  9;  44  464 
肉 書 uijhisa  (冠 子， 王冠， 笠 木） 6  383;  8 

187,220,221; 11 上 182 
肉眼 marhsa- cakkhu  〔三 眼， 五 眼の 一〕 7 

378;  8  298;  23  303;  42  65, 148;   43 108*, 

157°, 310°;  44  289°, 333;  57  323*;  63  403, 

404,413 
肉嗣 S^misa- dayada 11 下 7 
肉肆 suna  4  397 
肉聚 marfisa- kiiya 11 下 395,396 
肉汁 ① paticchadaniya  (肉 味） 3  365 ② 

supa  (スープ， 汁， 19  68 
肉 商 mamsika  59 下 188 
肉食 mamsa-bhojana  24  99* 
肉食 獸 v5!a- miga  (猛獣， 惡獸） 39  297,  302, 

303,  397,  398,  423,  487,  488,  510，  511, 527 
肉食の 巨獸 braha  valamiga  38  46 
肉體 的享樂 kamassadabhinandin  25  96 
肉體 的苦受 samisa  dukkha- vedana  7  344 
肉體的 〔苦〕 受 お yika- vedana  (身受 ） 59 上 90 
肉 體的不 苦 不樂受 samisa-adukkhamasukha- 

vedana  7  344 
肉體 的樂受 samisa  sukha- vedana  7  344 
肉圈 ① mariisa- pip4a  (肉塊） 1 176 

②  mamsa  khala 10 146 

肉萤蔻 jati- puppha  〔樹〕 26  244,  245 

肉 耳 mamsa  sota  57  ^26,  327 

肉片 ① mamsa  pesi  (肉塊， 肉 * 萬） 1 176; 
13  379; 15  302;  20  396,  397;  26  365;  30 
449;  36 154 ② pesi    (閉 尸， 肉） 32 118 

③  bila 11 上 235,  239 

肉片の 瑜 mamsapesupama  (肉塊の 如く， 肉 
爾 の險） 2  212 
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ニク一 肉， 逃， ？ 西， 僞， 贋， 日 


肉 本 生物 語 Maihsa  jataka  (三一 五） 31 385° 

肉 味 paticchadaniya  (肉汁） 3  381,382 

肉 慾に 於け る 邪 行 kamesu  micchacaro  (欲 邪 

行， 邪欲 行） 8  238 
肉灣 maihsa- pesi  (肉塊， 肉片） 9  262，  263, 

265；  25  414 
肉 資の喩 maihsapesupama  (肉片の 喩， 肉塊 

の 如く）  9  239,240 
〔逃ぐ る 女の 譬喻」 6  326 
〔逃げた る 牛の 譬喩〕 12  388,390 
濯らざる リひ anavila  citta 17 13 
〔濁らざる 水に て 面相 を 見る 譬險〕 16 上 328; 

19  324 

〔渭 りて 暗き 水に て 面相 を 見る 譬喻〕 16 上 

327; 19  323 
漏れる， C ヽ avila  citta 17 13 
〔濁れる 池 水の 譬喩〕 17 13 
〔濁れる 水に て 面相 を 見る 譬瑜〕 16 上 325; 19 

321 

西 麥中村 Pacchimayava  majjhaka  39  3 

僞 行者 kQta  jatila  (憤 編髮梵 志） 34  368* 

〔僞 仙人と 蜥蝎〕 29  435；  31 446 

〔僞 人と 鳩〕 31 182 

〔僞の 行者と 首 飾〕 29 127 

僞の美 ukkScita 17 112，  113,  472 

儒 編 髮梵志 kQta- jatila  (僞 行者） 35 133* 

赝金 jatarupa  patirupaka 13  327 

日 Suriya  〔經〕 （一 ） 一 (四） 16 上 217 

曰 鶴 ravi  haiiisa  27  98 

も 月 candima- suriya  4  441; 6  340*;  7  368; 

8 104, 105,  110; 16 下 371,  387; 18  93， 129, 

130 

〔日月 星辰の 出現〕 8  105,110 

日月の 運轉す candasuriya  parivattanti 18 

129, 130  . 
曰 月の 竊 candimasuriyanam  upakkileso 
. 〔四 種； 雲， ^, 烟塵， 羅 ii 侯〕 4  441; 18  93 
(日月の 翁の 譬 11^〕 18  93 
〔日月の 譬險〕 16 下 371 

(日月 把 鵜 神變〕 63  342  、-— 
(日月 を 黄金 車の 兩輪 とす〕 33  292 


日時 divasa  (晝） 5  291° 

日射病 sisabhitapa 1 136 

①日種 ②日種 姓 ③日 種族 さ diccabandhu 
(日の 族， 日の 親族， 日の 親） ① 4  442;  5 
249, 302， 355, 358， 362*; 12  321,331; 14  222; 
18  29,  95, 129;  21 108;  24 19,152,198,351, 
429，  469，  496，  540;  26  212，  233,  242，  381，  433; 
43 137;  44  334,  447;  60  49 ② 25 195 ③ 25 
114 

日 種 ① Sdiccabandhu 〜前項 ② ravi- 

vamsa ほ〕 61 489,  495,  497 
〔日 種 系統〕 60 19. 160 
日種幢 adicca  kula  ketu  27  387 
日 住 divS- vih さ ra    (晝 住， 晝日 住， 晝日 坐， 

日中の 安息， 日中の 休息， 日中の 止 住， 晝の 
休息， 午後の 休息） 12  220*，  250*,  342,  343， 
344 

曰 出 arunugga  5  ^54 

〔日出 時の 光明の 譬 險〕 20 169 

日常の 粥 dhuva  yagu  (常務） 34  316 

日蝕 suriyaggaha  6 12, 102;  59 上 357 

日 神 SQriya  (日 天， 日， 太陽） 35  275 

日 想 divS  saiifi 巨 8  302 

① 日中の 安息 ② 日中の 止 住 ③ 日中 止 住 ④ 日 
中 休息 ® 日中の 休息 div さ- vih§ra  (晝 住， 
晝日 住， 日 住， 晝の 休息， 晝の 憩， 午後の 休 
息） ① 9 192，  193,  268,  269,  290,  397; 10 
116，  254,  255,  339 ② 11 上 246 ③ 11 下 
127, 128 ④ 15 170  (g) 1 59; 15 170 

日中の 休息 ① divS- vihSra  (日 住， 晝庄， 晝 
日 住， 日中の 安息， 日中 休息， 晝の 休息， 午 
後の 休息） 1 59; 15 170  (2)  diva  seyya  (午 
睡:） 7  366,  382 

日 天 ① Suriya ② Suriya  (日 神， 日， 太陽） 
① 7  286 ② 25  350 

日 天子 ① Suriya  devaputta 12  86 ② Suriya 
〔經 J 12  85 

日 分 divasa  bh^ga  3 163;  4  408,  414 

日邊 Suriya  passa  〔山〕 35  289 

日沒 ① atthariigata  suriya  5  26,  63,  372 ② 
atthamgata  2  88 


(678) 


曰， 若， 入一 二 ユウ 


〔日沒 時の 光明の 譬喻〕 20 168 
日夜 ① aho- ratta 12 185 ② rattiyo 12  3,4, 
106 

日喩 Suriyassa  upama  〔經〕 （一.） （二） 16 下 
370,  371 

日輪 ① suriya  (日， 日 神， 日 天， 太陽） 3  3； 
16 上 189*，  266，  267,  298; 16 下 371; 22 下 
165;  28  56,238;  41 245 ② suriya  mai^lala 
5  206; 17  466;  62  407;  63  390° ③ Sdicca 
(日， 太陽） 22 下 209，  212,  215 ④ Adicca 
〔經〕 16 上 298 
日輪 供養 木 生物 語 Adiccupatthana  jataka 

(一七 五） 30 117° 
日輪 廣說 Suriyassa  Peyyalo 16 上 189,195 
〔日輪と 明 相の e 喻〕 16 上 189*,  266,  267, 

298; 16 下 371; 22 下 165 
〔日輪の 輝く 譬噴〕 28  56,  354;  41 245 
日 輪喻 Suriyassa  upama  〔經〕 （一） （二） 16 上 
266,  267 

若提子 Nataputta   (親子 = 尼 乾 子， 尼犍 子） 
27  343 

①入雨 安居 ②入 安居 vassupan お ika    (雨 安 

居， 雨期の 始） ① 3  246;  26 140 ② 〔二種； 

前と 後〕 5  201 
①入雨 安居 犍度 ②入 安居 犍度章 

Vassupanayikakkhandhaka ① 3  245° ② 

60  262 

入 決定論 Niyamokkanti  katha  57  366° 

入 後宮 Rajantepurappavesana  〔經〕 22 上 316 

入 罪 善 巧 apatti  kusala ほ （犯 善 巧） 8  291; 

45 12,  335° 
入 罪 善 巧と 出 罪 善 巧 apatti-kusalata  ca 

apatti  vutthana- kusalata  ca  (犯 善 巧と 出 犯 

善 巧） 8  291 
入 時 pavesana 丄 45 

入 出 息 ① assasa  passasa  (出入 息， 出 息 入 息， 
入 息 出 息） 22 下 30;  48 上 399*;  57  265,  266 
② Anip お a  〔經〕 （一） 一 （六） 16 上 340 

入 出 息相應 Anap お a- sariiyutta 16 下 181°, 
200，  219 

入 出 息 念 お apSna- sati  (安那 般那 念， 安般 念, 


念 出入 息， 出入 念， 數, a 觀） 10  214,220°; 

11 下 88°; 16 ヒ 340; 16 下 181°*; 19 166, 

167,  168;  20  225;  22 ヒ 4， 12,  353，  356°;  25 

218;  40 156；  59 下 189 
〔入 出 息 念 一尋〕 22 ヒ 4， 12;  23 143 
入 出 息 念經 Anapanasati  sutta 11 下 83° 
①入出 息 念 三 摩 地 ②入 出, ほ念定 Snap お asati- 

samadhi  (安般 念定） ① 40  265* ② 16 下 

197°*，  206,  213,  214  〔修習 法〕 16 下 197°*， 

3,  214 

入 出 息 品 Anap お a  vagga 16 上 335,  340 

入 出 息 論 AnapSna  katha  40  265° 

入處 ayatana  (處) 8 125 

入定 samapajjana  62  305;  64  480 

入定 自在 samapajjana-vasin  (等 至 自在） 62: 

306°,  307°;  64  485；  65(n)  81 
入定 者 ① samapanna  44  275;  57  259*;  58 

230*;  64  75,  76 ② samShita  (定 ある， 定者， 

定意 者， 有定， 得定， 等 持， 寂靜 者） 20 186;. 

42  340;  43  332;  44  452 
入定 者に 語 發表ぁ り samapannassa  atthi 

vacibhedo  57  259 
〔入定 者 は聲を 聞く〕  58  356 
入 者 味樂論 Samapanno  assadeti  katha  58 

230° 

入定 者 聞聲論 Samapanno  saddarh  sunati  ti 

katha  58  356。 
入定 善 巧 sam さ patti  kusala ほ （等 至善 能， 入 

るに 巧） 17 153；  45 12,  335°； 〔14  429] 
ク 、定品 Samapatti  vagga 17 153 
入禪 定論 Jhanasankanti  katha  58  347° 
入相 應 Okkantika  sariiyutta 14  362°,  367 
入 息 ① ass お a  (出 息， 出 息 風） 11 下 338;  40 

267*；  41 5;  42  62, 177;  46 104;  63  252° ② 

passasa  (入 息 風， 出 息） 63  85° 
入 息 出 息 ass お a- passasa  (出入 息' 入 出 息' 

出 息 入 息） 7 147; 15  446;  25  269;  59 上 61 
入 怠 風 pass お a  (入 息， 出 息） 9  335; 10  216 
入胎 ① gabbhavakkanti  〔四 種〕 8 125,  308; 

9  462; 11 上 207;  5'9 上 266*  (2)  okkanti  64 

274,  275  ' ' 


二 ユウ 一入， 乳， 柔， 女 


入胎 刹那 okkantikkhana  50  6*,  372 
入胎に 由る 苦 gabbhokkantimulaka  dukkha 

64 122 
〔入 胎の四 因〕 59 上 273 
入 胎の問 Gabbhavakkanti  panho  59 上 266 
入 法式 U  pan  ay  an  a  61 195 
入滅 定者 nirodha - samapanna  (滅盡 定に入 り 

たる 者， 滅盡定 者） 65(n)  86 
入来 善 巧 か a- kosalla  (增益 善 巧， 入に 巧） 64  7 
まし ① khira  (牛乳） 2 140,  319,  559;  3  428; 

5 120；  6  286,  287; 11 下 172,  176; 13  233; 

14  430*; 18 167; 19  306，  308;   22 下 93 ② 

Khiram  〔經〕 13  265 

乳 入， 乳 桶， 乳 器， 乳と 水， 乳房〜 チチ 
乳牛 ① dhenu  (牝牛） 14  227;  22 上 62 

@  dhenupa  24 10, 11 
〔乳 兒のー 支〕 59 下 329 
乳色 精 khiravaij^ia  〔sukka〕 1 189 
乳樹 khira- rukkha  (護謨の 樹） 15  257，  258; 

29  83,  86;  32  95 
乳樹 にて Khirarukkhena  〔經〕 15  256 
〔乳樹 の 譬喻〕 15  257,  258;  29  83,  86 
乳 粥 ① pSyasa  (乳, 案， 乳鈑， 粥， 乳 米） 24 

28;  29;  28 147,  149,  171, 463 ② thmip&ka 

(鉢 供， 上麟， 祭 食， 祭祀の 鈑食， 祝宴） 7 

186* 

,® 乳 水の 如く ①乳水 〔和合〕 し khirodald- 
bhuta  (乳 と 水との 如く， 水 乳の 如 く， 水と 
乳との 〔如き〕 性） ① 15  347,  353; 17  399,400 
② 17 108 

？ 者 天?^    Khira  dayika  vimana  24  481 
乳 精 mattha  (〜mantha 麥 1； 子） 13 162 
乳醉 navanita   (生 穌， 麻， 酷， 藤, 牛 酷） 

8 104， 106 
〔乳 等の S 喩〕 13  233 

乳 飯 ① khir ち dana  27  288,  290 ② pSy お a 
(乳 粥， 乳麼， 粥） 12  285 

① pSyasa  (乳 粥. ず Lg^, 粥， 乳 米） 25 
114;  26  269,  270;  28  28，  356,  442;  36  220; 
37 109,  111*;  41 228    (2)  madhu  cayasa 
59 上 368 ③ odana  kummasa  (飯 粥） 9  4gx 


©odana  (鈑， 米飯， 粥） 39  336,  349，  353 
(a)  kummasa  (粥， 酸 粥） 11 上 69,  70 ⑥ 
yagu  (粥） 26  478 
乳哺母 khirassa  dayika    (BfU 乳母， 授乳 者） 
4  380 

乳母 dhati  6  383; 10 174;  26  264;  31 84, 
85;  39  274,  275 

乳 米 P おお a  (乳 粥， 乳糜， 粥） 35  9.  31 

乳 葉 khirapa]?ij;n  〔樹〕 10  227 

柔軟 ① mudu 11 下 341; 22  h 110;  63  37， 
38， 139.  187，  300,  306*;   64  367 ② mudu— 
bhuta  9  33,  34，  212,  213,  325*,  432,  433, 
434,  481，  482,  483； 10  98，  99,  371, 372 ③ 
maddava  (柔和） 19  343,  344;    24  92, 109 
(5)  sanha  (柔和， 軟） 4  371*; 18 199*; 19 
273*;  22 上 315 

柔軟 語 sai:iha  vaca  (柔和 語） 18  247,  400 

- 《軟 沙門 samana  sukhumala  (妙 軟沙 門， 無 
苦 沙門） 18 153=,  154，  156,  158,  159;  47 
370,  455。 

柔軟 手本 生物 語 MudupSpi     は ka  (二 六 二） 
31 83° 

柔軟 心 mudu- cilia  3  28,  29,  32,  320,  396; 
4  240; 10 150;  21 49,  82，  87;  36  54;  40  266 

柔軟 麁溢 sanha  pharusa 18 199* 

柔軟の 語 sa ひ ha  bhasita 19  337 

柔和 ① maddava  (柔軟） 17 153;  45 13,  337° 
② lajjava  8  292 ③ sapha  (柔軟， 軟） 8 
315;  24  331; 42  351 @  sQrata  (〜溫 雅者， 
柔和 者） 16 上 1， 2  (g)  soracca  (可 樂， 慈心， 
慈悲， 淨性） 12  388; 18  202; 19  62;  20  90, 
291； 24  28, 1C9;  64  382,  497 ⑥ 
sovacassata  (從顺 性， 善 語， 善 言， 善 性， 
温順， 丁寧） 24  9 S ⑦ nda 10  6 

柔和 語 〔者〕 sanha  vaca  (柔饮 語） 12  399 

柔和 者 sorata  (溫雅 者， 可樂 者） 24 189,190° 

女 ① itthi  (女人. 婦， 婦人， 婦女） 〔三種〕 
1 44  〔種種〕 10  3,5; 11 下 34，  35;  22 下 210， 
213,240,242,250,  254  (2)  dhitar  (  ^)  4 14, 
15 ③ IV ほ tugamo  〔經〕 13  344 

女官， 女子， 女婿， 女優〜 ジョ 
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女 黄 門 itthi  pandaka  (黄 門 女） 1 217 

女 顔 象 本 生物 語 Mahi ほ mukha  ptaka  (二 六） 

28  358°;  29  449; 30 159;  32  276 

女 根 hthindriya 16 下 20;  20  303,  304,  305; 

40 12,  225;  45 187，  203°,  215,  235;  46  22, 

161°;  47 161*,  223*,  358;  49 139*;  50  396; 

52  369,  370,  372,  380;  53 122*,  130，  147; 

57  20;  64  21°,  107, 109  〔定義〕 45  203,  215， 

235;  46 161 
女聲聞 s^vika  7  72,  73,  84 
女神 devi  (天女） 24  437* 
女性 ① itthi    (女， 婦， 女人， 婦人， 婦女） 

29  55 ② itthi  bhava  63  391; 64  21; 65(n) 
53 

女性 十 法 itthibhava  dasaka  65(n)  56 
女 相 itthi- liiiga  (女子の 相） 50  39a 
女人 ① itthi   (女， 婦， 婦人， 婦女， 女性） 
2  208*;  3  268; 17  40; 19 124*,  131*;  21 61; 
29  49;  47  460*  〔男子 を繁 縛す る 八 相〕 21 
61 〔種種〕 10  3，  5; 11 下 34,  45；  22 下 210, 
213,  240,  242,  250,  254 ② nari  24  265 
'③ matugama  (婦女， 婦女子， 婦人， 母邑） 
1 203,  215,  318,  324;  2  31， 35, 152,  154; 
4  433;  5  54,  60,  206;  7 125； 13  345； 15 
369,  380*; 17  463,  464,466; 18 144; 19  362 
〔女人が 男子 を 誘惑す る 手段， 四十 種〕 37 196 
〔女人が 犯罪す る 九 理由 J    37 195 
〔女人 出家の 願〕 21 194 
〔女人 出家の 障 法 二十 四〕 4  403 
〔女人 生 天の 因 一一 五 法〕 15  376* 
女人 相應 Matugama  sarhyutta 15  369°，  387， 
(女人 墮獄の 因 —— 三 法， 五 法〕 15  371,  372* 
女人 天宮品 Itthi  vimana  vagga  24  459,  472, 
510 

〔女人と 位處〕 15  384 
〔女人に, する 心 f 导〕 7 125; 15 180 
〔女人に つきて〕 29  49*，  57*,  69*，  76*,  81 
〔女人の 愛欲〕 29  51 (老母）； 31 457;  33 173; 
35 181 

(女人の 惡德〕 33  85;  37  71, 177°,  220,  226, 
234,  237 


女， 如一 二 ョ 

〔女人の 惡 德に關 する 諸 i!f 喻〕 37 179,  221*. 
234 

〔女人の 缺點」 18 144 

〔女人の 五 過失〕 19  362 

〔女人の 五 支〕 （可 意と 不可 意） 15  .369 

〔女人の 五 障〕 11 下 62; 15  370;  47  46 

〔女人の 種種〕 10  3,  5; 11 下 34，  45;    22  F 

210，  213,  240，  242,  250,  251 

〔女人の 成佛な し〕 11 下 62; 17  40 

〔女人の 帝釋 なし〕 11 下 63; 17  41 

女人の 刀 matugamassa  balarh   〔五 -〕 15 
380* 

〔女人の 不貞〕 29  470;  30 195,  222,  225,  283； 

32  428;  34  82;  59 下 19 
〔女人の 梵天な し〕 11 卩 63; 17  41 
〔女人の 魔王な し〕 11 下 63; 17  41 
〔女人の 欲求 等〕 20 114 
〔女人の 輪 王な し」 11 下 62; 17  40 
〔女人 は梵 行の 垢〕 12  54，  62 
〔女人よりの 禍〕 28  304 
① 女人 論 ② 女 論 itthi  katha  (婦女 論. 婦女 

の 話， 婦人 論） 〔無用 論の 一〕 ① 3  333; 16 

下 337;  22 下 22 ② 8  48; 11 下 132;  43 175， 

184，  348；  44  433 
女寶 ① itthi  ratana  (玉 女寶） 〔七寶 の 一〕 

6  379;  7 171°; 11 上 179; 11 下 225°; 16 上 

295； 19  234,  235；  24  207;  25  419；  27  359； 

34 162;  36 155;  39  44， 139，  164,  223;  59 下 

182  ©ratana- nari  24  324 
女 夜叉 yakkhini  (夜叉 女） 29  264* 
如 ① tatha  (如 實） 16 下 353，  361; 41 18*; 

58 11 ② tathatta ③ tatha ほ （眞 如， 如 性） 

② 10  281* ③ 13  37 ④ yatha  〔十 義〕 40  281 

⑤ Tatha  〔經〕 16 下 353，  361 
如意 珠 mai^i  (摩 尼， 摩 尼珠， 寶珠） 36 101 
如意 樹 kappa  rakkha  (劫 波樹， 劫樹） 27  224 
如意 足 ① iddhi  p^a  (神 足） 9 184; 12  225 

d)  Iddhipada  〔經〕 16 上 80 
如意 堂 opana  bhuta  33  247 
如意 寶 (T)  cinta  mani  33 135  ©  mani  ratana 

(珠 寶， 神 珠寶， 寧 尼寶） 36' 101 
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二 ョ 一如 


如意 力 iddhanubhava  (神通力， 神 通 威力） 9 
276* 

如 顔色 vanna  nibha  (顯 色） 45 197 

如 義の慧 tathatthe  paniia  40  4， 185° 

如 見 精進 yatha  ditthissa  padhanarh  (見に 依 

る 精勤） 17 154;  45 14，  343° 
① 如 業 所往智 ② 如 業生智 yatMkammiipaga - 
nana  (隨業 趣智） ① 57  328* ② 50 144*, 
163,  164,  482;  51 16, 17, 18,  81*,  133*.  183*, 
256*,  307*,  355*，  407*;  52  39,  40,  92*,  131*， 
174*,  206* 其 他； 53 11, 47,  48,  70,  873 な 他； 
54 10*,  31， 54,  74 其 他 
如業^^^？往智論 Yathakammupaganana  katha 
57  328° 

如實 ①は th§  (如） 26 126;  43  57, 105, 114 
② taccha-tathiya  (如 眞） 64 111, 114 

如實性 yath§bhucca 11 下 120* 

① 如實 知見 ② 如 實智見 yathabhQta- 

Mnadassana ① 5  280; 13  43，  45,  46; 19  26, 
27,278,279；  21 299，  300,  301; 40  33,41,53, 
75,  77, 136,  275,  335;  62  28，  91 ② 20 110, 352, 
353;  22 上 197*;  22 下 277*;  64  355,465,467° 

如實智 yathabhiita  nana  20 184*;  47  44*;  64 
316，  317 

〔如 實智 = 正 見 =斷 惑〕 40  412 

如き ほ din  (如 如， 如 同， 如 同 者 = 阿羅漢） 
19  53 

如 性 ① tathaUa ② 1;atha ほ （如' 眞如） 

①  16 下 35*;  62  293 ② 58  6;  64 156， 157 
如眞 ① tathiya=taccha  (如 實） 24  340,  348, 
*  349;  43  57, 105， 108 ② yathataccha  44  232 

① 如是 有無 論 ② 如是 存在 非 存在論 

itibhavabhava  katha    (；斯 く 有り 無しの 論， 
かく あり な しの 話， 有無 論， 有 非 有 所, 
〔無用 論の 一〕 ① 3  333; 16 下 337;  22 下 22 

②  10  35 に 

如是 有 論 H'evatthi  katha  57  212°,  219 
① 如是 語 ② 如是 說 itivut ね ka  (伊 帝 曰 多 伽， 
本 事， 因 緣經） 〔九分 敎の 一〕 ① 9  244*;  42 
217,  286,  352;  44  377，  458;  59 下- 40 ② 18 
11, 181; 19 119;  47  423,  453 


如是 語 itih5sa  (古 傳說， 伊 帝 訶寫， 史話） 26  69 

如是 語經 Itivuttaka   〔小 部經の 一〕 23  241°; 
65(  I  )  23 

如是 法 性の 理 evam  dhammata  naya 
64  282，  360 

①如草 覆 地 ②如草 覆 地 法 ti ひ avattharaka 
〔七滅 諍の 一〕 ① 2  335,  564;  5 12, 13,  79, 
80, 137，  159,  178.  243,264*,  383; 11 上 321， 
325° ② 4 134°，  157，  159， 160  〔因緣 と 作法〕 
4 134° 

① 如同② 如 同 者 ③ 如 如 ほ din  (如 者） ① 42 

171* ② 44  348,  349 ③ 43  325°* 
如 如に は thS  tatha 16 上 282,  283 
如法 ① dhammika  3  545;  4 107*,  127; 18 

130  (D  yatha  dhamma  2 199 
① 如法 呵責 者 ② 如法 呵責 人 dhamma- codaka 

(如法 難詰 者） ① 5  270,  271, 279 ② 5 197 
如法 凝 磨 dhamma  kamma  (法 業 〜如法の 羯 

磨） 2  58,  60,  85,  93,  200，  216,  230,  476;  3 

564,  565*；  4  5*, 133  〔例〕 3  564,  565  〔優 波 

離が 佛に 質問〕 3  565* 
如法 % 磨 十二 事 dhammakamma  dvadasaka 

4  6 

如法 行 (D  dhamma.  cariya  (法 行） 22 上 324; 

22 下 263* ② samici  (和 敬， 恭敬, 方正） 2  392 
如法 遮說戒 dhammika  patimokkhathapana 

4  360* 

如法 說者 ① dhamma- kathika  (法說 者， 說法 

者） 2  224* ② dhamma  -vSdiii 〜次 項 
① 如法 說者 ② 如法 說 dhamma  vadin ① 3 

614  〔十八 事〕 4  427,  451, 452 ② 4 115* 
如法 難詰 比丘 dhammacodaka  bhikkhu  (如 

法 呵責 者） 4  372 
如法に sahadhammikam  2  224 
如法の IS' き- dhammika  kamma  (〜如法 竭 

磨） 〔四 種〕 2  241°;  5  39，  70 
如法の 敎 M   yathadhamma  sasana  (= 論藏ゾ 

65(  I  )  30 
タ n 法の 禾 (J 養 dhamma -labha  20 15, 17 
①如 法被 呵責 者 ②如 法被 呵贵人 dhamma- 

cuditaka ① 5  279 ② 5 197 


(682) 


如 一二 


如法 別 衆獨磨 dhammena  vagga  kammam 

〔四 種羯 磨の 一〕 3  548* 
如法 品 Sahadhammika  vagga  2  249;  5  37, 

69 

如法 和合 dhammika  samaggi  4  366 
如法 和合 簿磨 dhammena  samagga 

kammam  〔四 種褐 磨の 一， 六 種 凝 磨の 一〕 3 

550*,  554。 

如來 ① tath さ gata  (露 人） 3 16*,  73;  6  4， 
20*,  88;  7 127;  8 170°*;  9  308,  309,  320, 
464; 18  6,7,  42,  43°; 19  207;  23  369,  370°; 
44  290；  57  297*  〔五 法具 足〕 19  207  〔資格〕 
8 170°- 172 ② Tathagata  〔經〕 16 上 213; 16 
下 148 

如來有 Hoti  tathagato  〔經〕 14  343 
如來 有無 Hoti  ca  na  ca  hoti  tathagato し 經〕 
14  344 

如來， 應供， 正 自覺者 tathaga は arahan 
sammasambuddha i<  <5 丄, 32,  oo 

$ ロ來 供養 tathagatassa  puja  7 12 丄 

如來 供養の 效無效 の 問 Tathagatassa 
parinibbutassa  asadiyantassa  vajjhavajjha- 
panho  59 上 220 

〔如来 十號〕 （應 供， 正 偏 知， 明 行 足， 善 逝， 世 
問 解， 無上 士， 調 御 丈夫， 天人 師， 佛， 世 尊） 
1 1; 3  64,  424;    6  75，  94, 131,  132,  165, 
166,  172,  190,  195,  217,  316,334,354；  7  58; 
8  6，  93，  306,  316;  9  56, 111,  320,  464; 10 
1, 9，  94, 110,  183,  340，  371; 11 上 49，  72, 
128,  171,  178,  221,  294; 11 下 137，  333; 12 
384; 13 101； 14 136; 15  417，  421，  462; 16 上 
21; 16 下 7,  8, 12,  220,  234; 17  270,  291， 
336，  363; 18  61, 99, 114，  258,  363; 19  2, 
39，  88，  214,  295;  20 10,  234,  362;  21 103*， 
186;  22 上 86,224;  22 下 96， 122,  304;  23 
330;  24  204;  47  445;  62  393° 

如 來十カ dasa  tathagata-balani  9 113°;  22 
上 252°，  256； 〔16 下 170;  22 上 252,  256；  41 
109;  47 13°;  57  298,  302〕 

如來住 tathagata  vihara 16 下 202,  20.) 

如 來所說 Tathagatena  vuttarii 〔經〕 （一） （二） 


16 下 339，  344 
〔如 來說 法の 有無， 四 種〕 10 174 
〔如来と 五蘊〕 16 上 102，  104,  113* 
〔如来と 五蘊 との 非卽非 離〕 14 176,  186； 16 上 

110 

〔如来と 轉輪 王〕 17 118* 

如来に 粗 語 なきやの 問 Tathaga は ssa 

pharusavaca  natthiti  panho  59 上 345 
如来の 一切 有情 饒益 行の 問 Tathagatassa 

sabbasattanam  nitacarana  panho  59 上 325 

如 來の臥 法 tathagata  seyya 18  426,  427 

如 來の敎 tathagatassa  sasanarh  58  404,  405 

如來の 行跡 tathagata  nisevita  9  324* 

如来の 鑿 道 tathagataranjita  9  324* 

如来の 更に それ 以上 作すべき ことの 問 
Tathagatassa    uttarikaraniyabhava  panho 

59 上 290 
女 n 來の 三不護 tini  tathagatassa 

arakkheyyani  8  296 
如来の 衆不 分裂の 問 Tath お atassa 

abhejjaparisa  panho  59 上 334 
如 來の所 制 tathagatena  pannattam  22 上 

306* 

如来の 常 所行 法 tath お atena   acinno   22 上 

306* 

如 來の說 法 tathagatassa  dhamma-desana 

17  81； 〔8 170] 
如来の 足跡 tathagata  pada  9  324* 

〔如來 の 大名 稱〕 〜沸の 大名 稱の 定型 句 

如來の 弟子 tathagata  savaka 18  6,  7 

タロ來 の i 笞 tathagatassa  thupo  7 

〔如来 は 死後 有り や 等の 四 句〕 13  325; 14 183, 
185； 16 上 100,  106,  112,  134;  20  315 

①如來 は 死後 あり ②如來 は 死後 有な り ③如 
來は 死後 存在す （D 如來は 死後に 於て 存在す 
⑤如來 は その 死後に 存す hoti  tathagato 
paraih  marana  (タ タ一 ガタは 死後? f す) 
① 40  250 ② 14  344，  418*;  22 下 101*，  110, 
114， 115 ③ 16 上 100，  103,  121* ④ 6  269 
©  8  272 

①如來 は 死後 有り， 亦， 有る にあらず ②如來 


二 ョ 一如， 尿， 鐃， 饒 - 

は 死後 有に して 無な り ③如來 は 死後 存在し 
又 存在せ ず @ 如來は 死後に 於て 又は 存在し 

又は 存在せ ず hoti  ca  na  ca  hoti  tathagato 
param  marana  (タタ一 ガタ は 死後 存 し亦存 
せず） （D40  251 ② 14  344,  418*；  22 下 101*, 
110，  114, 115 ③ 16 上 101,  121* ④ 6  269 
(D 如來は 死後 有る ことなし ② 如來は 死後 無な 
り ③如來 は 死後 存在せ ず @ 如來は 死後に 
於て 存在せ ず na  hoti  tathagato  param 
marana    (タタ一 ガタ は 死後 存 せず） ① 40 
250 ② 14  344,  418*；  22 下 101*,  110,  114, 
115 ③ 16 上 100，  104,  121* ④ 6  269 

0) 如來は 死後 有 るに あらず 有らざる にも あらず 

② 如來は 死後 有に も 非ず 無に も 非ず ③ 如來 
は 死後 存在せ ず， 又 存在せ ざるに 非ず ④如 
來は 死後に 於て 又は 存在す るに も 非ず 又は 存 

在せ ざるに も ^きず neva  hoti  na  na  hoti 
tathagato  param  marana  (タタ 一力" タは死 

後存す るに も あらず， 亦存せ ざるに も あら ず） 
① 40  251 ② 14  345，  346,  349,  350，  418*； 
22 下 101*，  110,  114, 115 ③ 16 上 101,  121* 
④ 6  269 

如 來非有 非 無 Neva  hoti  na  na  hoti 

tathagato         14  345 
如來無 Na  hoti  tathagato  〔經〕 14  344 
〔如 來來 降〕 60 151 

如來カ tathaga1:a  bala  9 113*; 19 12;  20 
182;  22 上 252,256;  41 109;  44  273;  47 13*; 
57  297*  〔五 種〕 19 12  〔六 種〕 20 182 〔十 種〕 
22 上 252,  256;  41 109 

カは聲 聞と 共な り〕 57  297 

如理 Yoniso   〔經〕 （一） （二） 16  1:  191-194， 
198  200,  203-206,  288 

Q 如理 作意 ② 如理の 作意 yoniso  manasikara 
(如理 の 作意， 如理 思惟， 如理に 作意す る こ 
と， 正 思惟） tD8 131*; 16 上 285; 16 下 227, 
314,  324; 17 18,  20,  22,  24,  25,  46, 140;  22 
上 324;  22 下 4，  5,8，  9， 10;  23  253;  40 130， 
131，  142*,  341*;  50  339;  58  242,  243,  423; 
59 上 64*,  216,  217,  356,  357,  383;  59 下 178， 
179，  260,  261,  279，  296，  304,  317,  334,  341. 


342,  346;  60  2;  62  260,  263;  63  2;  64 181, 

182,  308  〔如理 作意一 無癡〕 17  327 ② 〔四預 

流 向 支の 一〕 8  305 
如理 作意 具足 yonisomanasikara  sampada 

16 上 191，  195,  198,  200,  203，  206,  267,  299 
① 如理 思惟 ② 如理に 作意す る こと yoniso 

manasikara  (如理 作意， 正 思惟） 17  6; 18 

428 

如 律羯磨 vinaya  kamma  (律 業， 毘尼謁 磨） 
4  5, 133 

如 律說者 vinaya- v5din  (律語 者， 律說 者， 律 

を說く 者） 4  427 
如 論者 tath さ- V さ din  57  89，  90，  93* 
尿 mutta  (小便） 2  430;  3  364;  7  339; 13 

232; 17  51; 23  2;  40 11, 225;  46  274;  63 

67°，  273°  〔三十 二 身分の 一〕 7  339;  23  2;  40 

11, 225;  63  67。，  273。 

尿 愛 passava  kumbhi  4  213,  214 

①尿 S ②尿壺 passava  donika ① 4  338 ② 
4  214 

尿の 六 種 mut ね chakka  63  29 

尿 ti: 濫使 avalekhana  pidhara  4  214 

鐃 ① turiya  (樂 器） 7 121; 27  8，  90, 138 ② 

samma  tala  24  487 . 
鐃聲 samma  sadda  (銭 聲） 7 166 
鏡 鉢 samma  (鐃， 鐃鈸） 25  267，  270 
鐃銭 ① kariisa ほ! a  (銅鑼） 39 140 ② 
dendima  (銅鑼， 維 鼓， 確 鼓， 小 鼓， 手 鼓〜 
ティン ディマ ） 39  519 ③ papava  (銅 鼓， 小 
鼓. 鍵. 細崾 鼓, 打 環） 36  368  (3)  samma 
(鐃 鉢） 59 上 123 
鐃鈸樂 ve ほ la  (鳴 鉢） 43 173,  350,  390;  44 
468 

〔鐃鈸 を 奏する 譬險〕 59 ヒ 123  ■ 
饒說 lapana  (it 談 〜浮 n) 11 下 78 
饒舌 ① itiv さ dappamokkha  9  244* ② 
mukhara  (fi さ 騒， m 語す る, ロ數 多く  ）  9 
48,49; 10  291; 16 下 119; 19  276,  277 ③ 
rabhasa  6 135 ④ lapa  (虛談 ） 23  363 
饒舌 〔者〕 tahu  bhanin  21 9 
〔繞 舌と 司祭と 披者〕 29  307 
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饒， ？ 雞， 雞， 人 一 ニン 


'〔饒舌なる 苦行 iS- と 鷓鴣 は 殺さる〕 29  338 
〔饒舌の 王と 大臣〕 31 475 
饒益 attha  (利益， 利， 義， 義利） 22 上 91 
煮る ① pacati  2  429 ② pakka  3- 272，  373 
'①雞 ②鶴 kukkuta  (雄 鶴， 野鶏） ① 1 5;11 

下 214; 13  276; 16 下 410;  21 35;  22 下 219 

② 8  89; 18  77;  20  382,  383;  29  348,  349; 

33  283*;  39  24° 
雞 ① kukkuti    (牝雞 ） 14  239,240,241 ②〜 

前項 

〔鷄が 村落に 向 ふ 譬喩〕 15  309;  64  20 
〔鷄 と應〕 33  283 

〔雞と 卵との 無始 無 終の 譬瑜〕 59 上 105 

〔鷄と 猫〕 32 181 

〔難の 五 支〕 59 下 258 

鷄の翼 kukkuta-patta  20  293* 

〔鶴 判 じ〕 39  24 

鷄本 生物 語 Kukkuta  jataka  (三 八 三） 32 
181° 

人 ① manussa  (人間） 〔五 趣の 一〕 8  313 ② 
puggala  (補特 伽羅， 士夫， 個人） 4 115* ③ 
jantu  43  43，  45，  79;  44  249 ④ macca  (死 
すべき 者） 42  4°,  6， 16 其 他 ⑤ yakkha  43 
43,  45，  79 ⑥ Puggala  〔經〕 12 156; 13  271 
⑦ Purisa  〔經〕 12 121 

人爲， 人祠， 人道， 人肉， 人髮， 人命 等〜 ジン 

人界 manussa- loka  20 178,  179;  57  50,  51 

人形 riipa,  rupaka  31 461, 462 

人形 鬼 事 Pitthadhitalika  petavatthu  25  3 

人輕侮 puggalanadariya  2 179 

人 現前 puggala  sammukhata    4 146°,  150, 

151,  154，  155,  158*;  5  266 
人間 manussa  (人） 1 121; 9 120,  123; 11 上 

253 

人間以上の 法 uttarimanussa  dhamma  (上人 

法， t3 人 法， 過 人 法， 人 法 を 越えた る） 29 
254* 

人間 餓鬼 manussa  pelia  35  339;  37  204 

人間 差別 purisa- visesa  8  211 

人間の 御者 nara- S き rathi  25 189 

人間の 精進 purisa  viriya  (丈夫の 精進， 人の 


精進） 8 140 
人間の 束縛 manusaka  yoga  (人の 顿） 23  82 
人間の 力 purisa- thSma  (丈夫の 勢， 丈夫の 勢 

力， 丈夫の 忍耐， 人の 勢 用， 人の 勇猛） 8 140 
人間の 努力 purisa  - parakkama  (丈夫の 勤 勇， 

丈夫の 勇猛， 丈夫の 勇決， 人の 勇健， 人の 精 

勤） 8 140 
人間の 忍耐 purisa  dhorayha  8 140 
人間 夜叉 manussa  yakkha  35  267 
人 牛 王 narSsabha  (人中の 牛 王， 人屮牛 王） 

24  376;  44  7, 111,  297,  330,  349 
人根智 purisindriya  nana  20 164* 
人 最良' 1 bhadda  purisa janiya  C 人 M-iig 良馬） 

〔三種〕 17  479;   「22 ヒ 68，  74,  75〕 
〔人 四洲〕 17  371; 38  452;  62  406,  407 
人 g 帀 satta  purohita  7  267 
人師子 purisa- siha  43 159，  312;  44  291, ；; 48 
人自. を、 puggale  pavarana  5  210 
人壽 manussayu  8  85* 
〔人 壽十歲 の 時〕 8  88-90 
〔人 壽增 長〕 （十 歳 —— 八 萬歲） 8  90° 
〔人壽 短 促〕 （八 萬歲 —— 十 歳） 8  85° 
〔人壽 六 萬歲〕 20  397 
人聚 puggala-samgaha  5  383 
人身 manussa- viggaha  (人 體） 3 165;  4  429 
人 施設 puggala- pafifiatti   8 129;   47  357, 

358°,  473  〔七 種〕 8 129 
人 施設 論 Puggala  pafifiatti   〔七 論の 一〕 47 

357° 

人相 術 aiiga  vijja  (支 節 明， 手足 判 斷學， 手 

足 占 ひ， 卜占 明） 32 10, 107 
人 想 manussa -sanna 11 下 120 
人體 manussa- viggaha  (人身） 1 120;  5  53 
〔人 體戒〕 （第三 波羅 夷） 1 113°  〔學 處〕 1 120 

〔犯 不犯〕 1 123-142 
人中 牛 王 narasabha  (人 牛 王， 入 中の 牛 王） 

27  7.  26,  31; 41 211,  213,  217，  266,280,287 

其 他 ， 

人中 最良 馬 bhadda  purisa  janiya  (人 最良 馬） 

〔三種〕 22 上 68,  74,  75; し 17  479〕 
人中の 牛 王 ① nisabha  (牛 王， 牡牛， 牛， 雄 
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二 ン 一人， 任， 姙 （妊)， 忍， 絍 (荏） 


者） 10 159 ② narasabha  (人中 牛 王， 人 牛 
王:） 12  385 

人中 良馬 purisa- sadassa  (人 良馬） 〔三種〕 22 

上 68,  71, 72,  73; 〔17  477,  478^ 
① 人天師 ② 人 天の 師 satthS  deva- 

manussanam  (天人 師） 〔如 來十號 の 一〕 ① 

7  58 ② 1 2;  6 165, 166 
①人天 中の 最 勝者 ②人 天の 最 勝者 settho 

devamanussanarii ① 9  315,  438* ② 11 上 

273 

①人 天の 師主② 人天兩 界の師 sattha 

lokassa  sadevakassa ① 11 上 134 ② 25  264 

人 男 manussa  purisa 1 44* 

人 女 manussitthi 1 44* 

人の 供 横 purisa  medha    (人 祠， 獻人， 獻人 
祭) 12 131; 23  226 

人非人 kinnara  (緊 那羅） 35 120* 

〔人非人の 言 を 聞きて 王 は 改悛〕 35 121 

人布薩 puggale  uposatho  5  210 

人 分義釋 puggalavara  niddesa  49  21 

① 人 法 分義釋 ② 人 法 分總說 puggladhamma- 
vara  niddesa ① 49  41 ② 49 13 

人 法 を 越えた る uttarimanussa-dhamma に 上 
人 法， 超人 法， 過 人 法， 人間以上の 法） 9 
110*,  308，  365* 

人 牡牛 puris お abha  43 159,  312;  44  291, 348 

人品 Puggala  vagga 17 118，  191; 22 下 188， 
189，  238,  239 

人 未 調馬 purisa  khaluiika  22 下 294 

人 龍 manussa  naga  3  46 

人 良, ① purisa janna ② purisa janiya  (吉鮮 
士） ① 14 145;  27 104,325 ② 22 下 296,297, 
298 ③ purisa  sadassa    (人中 良馬） 〔三種〕 
17  477,478;   1:22 上 68,  71， 72,  73〕 

任迦 Nimka  〔外， 天子〕 12 110， 111 

〔任務 を精勵 する JiJi〕  29  374 

！! iftiSi す eabbham  ganhati  2  252 

さ 任. 妮藥 bhesajjarii  yena  vijayati 1 139 

① な 婦 ② 奵: 婦 ③ 妊娠 〔者〕 @ 妊娠せ る 者 
gabbhini  (懐な お， 懐姙 せる 女， 懐胎 者， 懐 
胎女） ① 2  511; 5 112，  132;  9 128,  til; 10 


35，  91; 11 上 214; 17  489; 18  360;  47  442 
② 3  473 ③ 1 137  @1 441 
姙婦品 Gabbhin ト vagga  2  526;  5 112, 132 
忍 ① adhiv お ana  (忍 受， 承認） 9  8， 14°, 16- 
② khanti  (忍 辱， 堪忍， 忍耐 =智） 3 118， 
119，  615;  4  314,  315;  5  340; 19  353;  42  58， 
94*,  156,  236;  43  55,  77，  82；  44  37, 136, 
185,  198;  47  26,  27,  32  〔五 德〕 19  353 
忍 行 Khemamkara  (作 安穩） 〔比， 尸棄佛 の. 

侍者〕 6  366 
忍 空 khanti  sufiiia  41 122 
忍 持 dhura  cm, 責任） 8  348 
忍者 khantar  (能 忍者） 19  226,  228 
忍受 adhivasana  (忍， 承認） 20 146, 147 
忍受す adhiv お eti  8  303 
忍術 antara- dhana  (隱沒 ） 59 下 12 
忍耐 khanti  (忍 辱， 堪忍， 忍） 31 325 
忍耐 强 き 牛 dhorayha 12  39,  40 
忍智 khanti  fiaija  40  4， 176° 
忍 辱 ① khanti  (忍耐， 堪忍， 忍） 3  605;  6 
421; 12  41, 166,  388,  391,395; 16 上 396; 19 
343，  344;  20  291; 21 100;  23  4，  79;  24  69, 
98， 109,  110;  30  398;  35  366;  46  348;  63 
134,  135;  64  382,  497;     [65  (ffl)  31〕 ② 
damupasama ll f  384 
忍 辱 主義者 本 生 話 Khantivadi つ 'Staka  (堪忍 

宗本 生物 語） （三 一三） 63 149 
〔忍 辱 仙人と 王〕 31371 
忍 辱に よ りて 忿怒 を 克服す akkodhena  jinati 

kodham  23  51 
忍 辱 柔和 khanti  soracca  (堪忍 可樂） 18 117; 

19  62;  20 114 
忍 辱の 功德 khantiyarh  anisamso  63 134 
忍 辱の 說者 khanti  vada  (堪忍 宗） 7 160 
①忍辱 力 ② 忍 力 khanti  bala   Q  7  261; 24 

235 ② 41 103 
忍 波羅蜜 khanti  parami  (堪忍 波羅蜜 ） 26 10 
忍 律 ぼ： khanti  samvara  62 14， 15 
① 絍婆② お; 婆 nimba  (估 筏） 〔樹， iil^ 味の 植 
物〕 ① 17  47;    22 下 134;  24  482;  29  495, 
496,  497;  30 165，  171; 31 360*;  33  240 ② 
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3  356,  357 
荏婆樹 空洞 nimba  kosa  3  496 
〔袵婆 樹と阿 說他樹 と 盗賊〕 31 360 
〔絍 婆樹 等の 譬喩〕 17  47;  22 下. 134 
(認識 生起の 條件〕 9  338 


mCf'O,  M, 蒜 一二 ンニク 

認定の 長老 sammuti  thera  〔三 長老の 一〕 8 
297 

蒜 lasupa  (大蒜， 甜） 2  418*;  4  213;  5 125; 
24  496 

蒜 品 Lasuija  vagga  2  434;  5  99， 125 
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ヌ ーヌ， 奴， 縫， 糠， 貫， 拔， 盜， 布， 沼， 濡 


ヌハ一 タカ ムニ    Nhatakamuni  〔比〕 25 198 

奴婢 ① dasa  (奴 僕， 奴隸， 下男， 僕） 2  362 
② dSsi  (婢， 下婢， 女中， 賤女， 侍女） 20 
343, 345  (Ddasi-dasa 16 下 410 

奴 僕 ① d お a  (僕， 奴隸， 奴婢， 下男） 3 128, 
268;  6  89; 10  88,93; 19 104*;  42 15  〔四 
種〕 38  463,464;  42 15 ② pessika  24  233, 
243  (3)  bhataka  (傭人） 25  227,285 ④ 
dasa-kammakara  (奴 僕 傭人） 11 上 246*  © 
dasa  kammakara-porisa  (奴 僕 使丁)  21 133 

奴 僕 使丁  dasa- kammakara- porisa  (奴 僕） 22 
下 33 

奴 P 子 dasaka  putta  (奴隸 出身者） 20  360, 
364 

〔奴 僕の 譬喩〕 6 108;  9  478;  25  227;  59 上 91 
〔奴 僕への 禮儀〕 65  (III)  22,26,64 
奴 僕 傭人 d お a- kammakara  (奴 僕） 8  254,  256 
縫 sibbani  20 158* 

縫針 本 生物 語 SQci-jataka  (三 八 七） 32  211° 
縫 ふ sibbeti  2  453 

糠 ① kaija  (雜 凝） 6  238;  8 107, 111; 9  283; 
17  396,489 ② kukkusa  4  417 


①糠粥 ②糠食 ③糠飯 kaij さ jaka  (粥， 屑米 飯） 

①  12 151， 153 ② 17  235 ③ 22 上 61 
貫 sdci  (針） 7 175,179 

拔 取り santika  (石 積數） 1 303;  6  8,98;  43 

190;  44  412 
盗人 ① cora  (盗賊， 賊， 劫賊） 1 76°;  23 

192,  233 ② takkara  25  200 
〔盗みの 金額と 處 罰の 譬喩〕 17  412 
布 cola  4  231 

布 絲の如 き 蟲 pa は 1:antuka  63  57 

布 商 dussa-vanijja 1 360 

〔布と 染色の 譬喩〕 9  55 

布 もて 覆 ふべき もの （陽 室） は 陰藏せ ら る 

kosohita-vattha-guyha  (陰 馬藏) 〔三十 二 

相の 一〕 8 185,209 
沼 ① pallala  (沼 澤） 9  214,215;  23  232 

②  rahada  (湖， 湖水） 25  252 ③ sarasi (池 
水） 13  397，  398 

沼地 kaccha  24  8 

濡れた る 薪 alia- kattha  (生木） 11 下 174 
〔濡れた る 薪と 鑽 木より 火 を 求む る 譬喩〕 9 
421,422； 11 下 174 
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ネ,' 湼一ネ 


ネーサー ダ Nesada  〔傳。 婆〕 26  428 
ネーサー ダカ Nesadaka  (獵 夫） 〔山〕 25 138 
ネッティ Netti  〔夜叉〕 8  280 
ネット ゥ 一ル Ne は Qru  〔地名〕 64  367,369, 
370,376* 

ネー ミ Nemi ① 〔辟〕 11- ド 70 ② 〔大臣〕 8 
274 

ネーミ サン マタ Nemisammata  〔傳 。 轉輪 王〕 
26  258 

ネーミ ッ ティ ャ Nemittiya  〔人〕 59 上 59，  60 
ネー ミヤ Nemiya  (I さ 彌耶） 〔王〕 60  22 
ネー ミン ダラ Nemindhara  (尼 民陀 維， 持 幅 

山） 〔山〕 38 130;  62  406 
ネ一ラ nela  〔花〕 27  260 
ネー ランデ ャラ一 Nerafijara ① （尼 連禪 河， 

尼 連禪那 河） 〔河〕 3 1; 7  83; 18  36 ② 〔水 

路〕 61 408 

ネール Neru ① （尼 嚕） 〔王 J  60 19, 160 ② （黃 
金山， 須彌 山） 32 151*;  37 179 

ネ 一 ル黃 金山 本 生物 語. ネール • デャ一 タカ 
Neru  jataka  (三 七 九） 32 150° 

涅樂 ① nibbana  (寂滅， 無欲 林） 3  8,18,19; 

5 146;  6  270,403,406,412,414,421; 7  234, 

235,242,268;  8  36;  9  2,22,23, 120; 10  327， 

351; 11 上 110,352*; 12 194，  234,  331,  332; 

14  298,  300°; 15 164,  177,  178,  213*,  275,  282, 

303,  389°,  402°; 16 上 94， 207*, 215,  222， 262， 

263，  345，  351，  429; 16 下 73，  82,  89,  94, 150， 

175,  262,334*,  365,378; 17 11, 12,257°; 18 

432; 19  229;  20  23,  25,  70,  71, 114,  215,  216; 

22 上 170,207;  22 下 289,  291，  293，  340，  342， 

344,  346;  23  22,  45, 137,  217,  236,  237,  276, 

288;  24  33， 289， 319, 415， 420, 421, 518;  25 

164, 418;  28  8*;  29  29,35;  30  58;  35 145; 

36  65;  37  245,300;  40  23*，  36，  44, 55,99， 

141,295,378=^;  41 45，  65*,  69，  74，  96,  220;  42 
28,  29°,  47, 109, 124, 137, 170, 194，  213, 241, 

307,  310;  43  61, 65,  84, 138,  257，  263,  273,  346; 

44  89， 111, 119， 126°,  143,  145, 150,  205,  225°, 

226，  231，  232,  236，  257,  381， 484 其 他; 45  344， 

349*  358°;  47  50, 195,  335,  336，  339*;  50 


147*,  169，  363;  51 82,  83,  86, 134*,  174*,  25S*; 
52  93*,  131*,  175*,  239*,  389  jl; 他； 53 10*, 
47*,  88* 其 他； 54 10*,  31*,  53*,  74* ふ 1； 他; 57 
53,  67,  69*,  83*,  163*,  290,  294,  295,  302; 
58 1, 2,  4*，  9, 12, 14, 17， 112，  113，  115*, 
121,  125，  159,  365,  368* 其 他； 59 上 3，  62， 
141°,  176*;  59 下 49*,  99, 100,  164*，  168*， 
176*,  181*,  322,  341; 62  4,  91, 231,  425*， 
433; 63  39. 119, 120, 129, 131°,  135；  64  7,  8， 
114,119, 134,135°*,  431*;  65  (II) 1， 25,  26, 
59°,  60,  66,  67,  75 ② N!bb お am    〔經〕 15 
389，  402; 16 上 94;  22  h 100, 170 
？ 圼槃界 nibbSna- dh さ tu  7  78; 16 上 150°;  23 
286,287;  58  375,376;  59 下 161,162,164， 
177  〔二種〕 23  286,287 
〔涅槃 界は 善な り〕 58  375 
g 樂觀 nibbananupassana  40 16，  41 
；圼槃 句 nibb き na- pada  G 呈槃の 句， 涅樂の 道） 

24  74;  44  204,231; 64 139 
徑槃 具足 sampanna  nibbana  21 124 
淫. 槃作證 の 問 Nibbanasacchikarana  -  panho 

59 下 176 
〔涅樂 寂靜〕 41 192 

；圼樂 趣向 NibbSna  ninna  〔章〕 16 上 212,215 
涅槃 住 立の 問 Nibbanassa  -  patitthana- panho 

59 下 181 
g 槃性 nibbSna- bh さ va  57 163* 
g 樂 省察 nibbana- paccavekkhana  52  208* 
〔涅槃 證 得の 過程〕 20 189 
g 樂 成就 nibbana  sampatti  59  f  202 
涅槃 相應 Nibbana  sariiyutta 16 上 81 
涅槃 想 nibbana- safifia  20  217 

S 樂 存在の 問 Nibbanassa  atthibhava  panho 
59 下 94 

湼槃智 nibbane  nanam 13 180 
〔'ほ 樂と 時間〕 59 下 176 
〔涅樂 と 方 域〕 59 下 181 

涅槃に 達し nibbuta  (寂滅） 10  88,  89，  90,  94， 
200 

涅槃に 達する の 道 nibb さ nagSmi  magga 16 上 
94 
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ネー 程， 根， 寢， 猫, IS, 鼠， 嫉， 熱 


^槃に 達せ る もの patta  yogakkhema  8 157* 
徑槃に 近づく    santike  nibbanarii 15 120, 121 
涅樂に 遠ざかる ara  nibbanaih 15 119, 121 
〔涅槃の 境地〕 23  217° 

① 樂の句 ② 涅槃の 道 nibbana  pada  (涅槃 

句） ① 24 135，  412 ② 25  247 

〔涅樂 の德〕 59 下 172*，  177* 

涅樂の 町 Nibbana -pura  33  20 

涅樂の 都 nibbSna  nagara  28 12;  59 下 109， 

189, 242；  62  22 
湼樂の 問 Parinibbana  panho  59 上 89;  59 下 

168 

涅 盤の 樂を 知る やの 問 Nibbanasukhabhava 

janana  panho    59 ヒ 142 
〔程 樂の樂 苦〕 59 下 164 
湼槃は 苦を雜 ふるやの 問 Nibb さ nassa 

dukkhamissabhava  panho  59 下 1d4 
〔湼樂 は 最後の 歸趣〕 16 下 41 
〔湼樂 は 最高の 目的〕 14  298; 16 下 41 
涅槃 は樂な り sukharii  nibbanam  22 上 101* 
涅樂樂 成就 nibb お asukha -sampatti  59 下 ^33 
涅槃 論 Nibbana  katha  58  418°;    〔59 上 141, 

142；  59 下 97,164  168, 176, 181； 64 135°*； 

6a( n )  59〕 

涅槃 を究盡 と爲す nibb ね a- pariyosSna  22 上 
351 

0) 板よ り 生ずる 種子 ② 根の 種子 mQla- bija 
(根 種， 根 種子） ① 6  7,  97 ② 14  85 

〔根 を 截られ たる 多羅 樹の 體喻〕 11 h  333 

(D 根 を截 りたる 多羅 樹 ② 根の 截られ たる 多羅 
JSj  ucchinnamula ほ la ① 42  75,  80, 149，  287， 
300,301； 43  37, 126,274,296 ② 44  41,57, 
138,190,192 其 他 

根 を 絶 たれた る ター ラの樹 の 如く ほ la- 
vatthukata  (本 無 き 多羅 樹の如 く  ， 本 を 失へ 
る ター ラ， 多羅 樹の 頭を截 るが 如く， 多羅 樹 
の 頂 を 切られた る 如く， 切りた る 多羅 樹の株 
の 如く） 1 3* 

〔根 を斷 たざる 樹の^ t く〕  23  70 

寢 H をな す vikQjati  2  25 

寢床 seyya  (臥， 臥床， 床 坐， 床:^ 座 床） 


12 157* 

寢床論 sayana- kathS  (床 論， 床 臥 論， ！ {^ 床 
の 話， 臥 具 論， 臥處 論， 几 床 論） 〔無用 論の 
一〕 6  255 

猫 ① bi}ara，  bi ほ ra  (山猫） 10  77; 13  399;  22 

下 127，  247,  248;  29  431*;  37 146， 167  ©vilara, 

vilara 19 168;  42  227 ③ Bi ほ ro  〔經〕 13  399 
猫 皮 ① majjari  cam  ma  3  329 ② bilara- 

bhasta  (fS の 皮） 25  307 
〔猫と 雞〕 32 181 
〔猫と 鼠の 譬喻〕 13  399 
猫の 皮 bi}Sra -bhasta  (猫 皮） 9  235 
〔猫の 皮に 音 を 出さ しむる 譬喻〕 9  235 
〔猫の 二 支〕 59 下 303 
〔猫の 譬喩〕 10  77;  42  227 
猫 本 生物 語 Bi. ほ ra  j さは ka  (—二 八） 29  393° 
猫睛石 ① mas^ragalla  (瑪 琉巧， 車渠， 

紅玉） 26  3,128  (D lohitanka  (紅玉， ルビー， 

赤珠， 赤 玉， 珊瑚） 38  435 
貓本 生物 語 Pabbu  j§taka  (—三 七） 29  428° 
嵐 ① undura 1 254,424;  3 194,369,496;  4 

228,  229;  29 124*;  59 下 304 ② musika  4 

170; 10  76,77； 18 126,  190;  22 下 247,248; 

25 164;  29  393*, 396, 430*;  30  308， 310, 311; 

31  512;  32 107;  47"  422*  〔四 種〕 18 190 ③ 

musi 13  399 

〔鼠 一 糖蜜一 花 一 薪 一草 一 商船に よって 富豪と 

なる〕 28  247 
〔鼠と 石工と 猫〕 29  431 

鼠に 喩 ふべき 補特 WD 羅 miisikiipama  puggala 

(嵐 喩人） 〔四 種〕 18 190 
〔嵐の 一 支〕 59 下 304 

鼠の 咬 所の 占 ひ mQsikScchinna  (鼠嚙 布 判斷） 
6 11,101 

〔鼠の If 喩〕 47  422 

嵐 本 生物 語 MQsika  jataka  (三 七三） 32 106° 
嫉み ussukka  =  ussuyya  (嫉 お— i) 12  z2 
嫉み 妬み issS  (嫉， 嫉妬） 19  50 
嫉 みなき 者 anussukka 12  22 
熱 ①ぉ apa  OVI&, 陽光） 2  205,518;  3  5, 
132;  4  '227,251； 9 13, 14;  62  57 ② upha 
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熱， 眠， 年， . 拈， 念 ーネン 


(暑， 暑^， 後, 熱氣， 照 惱= 消化 力 usm り 
3 132;  43  369 ③ Upharh  〔經〕 14  414 
熱意 お Spin  (熱心， 正 勤） 3  610 
熱 g 天 unhavalahaka  deva 14  411* 
熱 灰 地 34^'   Kukkula  niraya  (活火 地獄〜 fe も 炎） 
11 下 241 

熱季 ① gimha  (夏， 夏季， 夏期， 夏時， 暑季， 
春季） 1 427*;  2 186*;  5  206  ' ② gimhSna 
5 19,58 

熱氣 upha  (熱， 暑熱） 3  5 

熱 苦 san ほ pa  (熱 悩） 64  459，  461 

熱血 unha-lohita  4  307;  9  410,  411; 10 161； 
12  211 

熱 勤 atappa  (熱心， 勇猛， '熾 然） 8  317，  318 
熱 時 parilaha  samaya  2 186* 
熱 炙 Tapana  (焦熱， 炎熱） 〔地獄〕 36  260, 
266,273 

熱 種種 partHaha  nanatta  (種種 熱） 8  378 
熱心 ①さ tappa  (熱 勤， 勇猛， 燏然） 6 16*; 
8 128， 133*;  9 178*; 13 193;  43 189。 ② 
atapin  (熱意， 正 勤） 9  364,  365,  433,  434; 11 
下 154,155,156; 12 19,  283； 13  389° ③ 
Atapparh  〔經〕 13 193 
熱せ しむる もの yena  santappati  63  250,  252°, . 
273 

〔熱せる 鋤 先 を 水中に 投 ずる 譬喻〕 24  30 

熱中す pasuta  42  51 

〔熱 鐵爸に 煮ら るる 譬 險〕 20  391 

〔熱 鐵瓶屮 の 肉片の 譬喩〕 20  396 

熱鐵鉗 tatta  ayosanku 11 下 242 

熱鐵丸 tatta  lohagula 11 下 242;  25  414 

〔熱鐵 丸の 譬喩〕 7  384;  25  245,  414 

〔熱 鐵丸を 食 ふ 譬喻〕 23  65,290,342 

〔熱鐵 丸 を飮む 譬險〕 20  389 

〔熱鐵 床に 臥す 譬喩〕 20  390 

〔熱 鐵鉢を 打ら て鐵 屑が 生ずる 譬喻， 七 種〕 20 
*  318—322 

〔熱鐵 板と 水滴の 譬喻〕 10  263; 11 下 436 
〔熱鐵 板の 譬喻〕 12  289 
〔熱 鐵扳を 身に 卷く 譬喻〕 20  388 
熱' 瑷性 upha  bhava  63  254 
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熱 t 甾 ① upha  (熱， 熱氣， 梭） 59 上 164 ② 

parilaha  (熱' ほ， m, 苦惱） 9 179*; 10 

343*; 11 下 321*; 16  I： 115 ③ san ほ pa  (熱 

苦） 11 下 416*;  62  415;  64 111 
熱病 ① daha  42 17，  24，  66，  381; 43 165,  178, 

237,336,340;  44  23,95,372,416 ② 

kayadahabadha    3  377 
熱望 ① jappana  43  97,  272 ② jappa  44  22 
熱 煩 ① pari}aha  (熱 惱， 焦， 苦權） 14 10， 16， 

17， 170，  171,  299,  300; 16 下 382* ② Pari}mia 

〔經〕 16 下 381 
熱洋銅 tatta  tamba  loha 11 下 242 
眠 niddS  (睡眠） 24 122 
〔眠の 五 種 過 患， 功徳〕 3  514 
年季の 循 f>;t す utusamvacchara  parivattanti 

18 129, 130 
年壽 ayuppamana  (WM)  6  369* 
年少 Navo  〔經〕 13  409 
年壯懾 yobbana- mada  (靑壯 僑） 〔三 僑の 一〕 

8  299 

年長者 vaddha  (〜長老， 老羸） 4  247 

年長 童女 thulla  kumSrikS    (處 女， 長 じたる 

處女， 邁 年の 童女） 3 117,  119,268;  5  220 
年齢の 問 Vassa  pafiho  59 上 55 
拈筏 nimba  (絍 婆， 荏 婆， 苦果） 〔植〕 3 

272;  40  229, 231 
念 ① sati  (正 念， 憶念） 11 下 2*;  20  40,41; 
40  35, 59*, 123, 295；  41 45, 69, 74, 91, 166; 
42 12°;  43 145°, 400°;  44  27°, 30, 42, 368; 
45  24°,  96;  46  275*,  355;  47  394°;  59 上 73°, 
168,169，  170°;  62  321°;  64  54°;  65  (II) 11 
〔定義〕 42 13;  43 145°,  400°;44  37°,  42;  45 
18°, 89, 91°;  46 139*,  163,  275,  287*,  326*, 
355°;  47  394;  62  321°  〔原因〕 44  41*;  59 上 
168, 170  〔十七 行 相〕 59 上 170 ② anussati 
(隨 念） 〔六 種〕 8  329 ③ Sati  〔經〕 21 299 
^あり ① sata  (有 念， 具 念， 正 念） 8  350; 
42 13°,  26,  367;  43 145,356,364;  44  41,51 
② satimant 〜次 項 

①念 あり ②念 有る 者 satimam  (念慧 〔者〕， 具 
念， 有 念 者， 正 念なる.） ① 22 ヒ 240°,  245, 


ネ ン 一念 


329 ② 10 111 
念 あり 正 知 あ り sata  sampajana  (念 正智） 11 

下 141, 142 
念慧 sati  nepakka  20  250,  279;  22 上 240， 

245,329 

念慧 〔者〕 satimant  (念 あり， 念 有る 者， 具 念， 

有 念 者， 正 念なる） 20  364° 
念應證 sati- sacchikara が ya 18  320,  321° 
念戒 sH さ nussati  (戒隨 念） 〔六 念， 十 念の 一〕 

8  329; 17  44,  63；  20  229;  22 下 306°;  40  79， 

156 

念覺支 sati- sambojjhaAga  (念 等覺 支， 思念の 
覺意） 16 上 249*,  302*，  310°;  46  323°,  324, 
326° 

念 行 sati  car iya  44  392 

念 休息 upasamSnussati   (寂 止隨 念， 止 息 隨 

念， 寂靜 念） 17  44,  63 
① 念 現前 ② 念 現前 者 ③ 念 現在 前せ る 

upatthita- sati  (存念， 專念， 持 念， 住 念， 具 

念， 確立せ る 念， 不忘 念， 正 念 者， 正 念 樹立 

者， 正 念 あ り） ① 8  331 ② 8  376 ③ 15  378 
念廣大 sati- vepulla  62  416 
念 根 satindriya  8  318; 16 下 1, 6°,  7°，  9°, 12°; 

40 12, 195*,  226,  321*;  45 18°,  28,  89;  46 

163°;  49 139* 
念 死 ① marapa-sati  (死 念） 17  44,63;  20  36*, 

39*；  21 270*,  275* ② marananussati  (死隨 

念） 40 156 ③ Marai:iasati  〔經〕 （一） （二） 

21 269,274 

念捨 c^gSnussati  (捨隨 念， 念 施） 17  44.  63； 

20  229;  40  79, 156 
念 住の 近 住の 義 satipatthananam 

upatthanattho  40  28;  41 38 

念 出入, S   anapana  sati  (出入 息 念， 入 出, a 念， 

安般 念， 數 All 觀） 17  44,  63 
念處 ① satipaUMna  (念 住） 〔四 種〕 8  300;  57 

207*;  64  440°^)  Satipatthana  〔經〕 16 上 79 
念 J 處經 SatipaUhSna  sutta  9  90° 
念 處相應 Satipatthana  sariiyut は 16 上 357°, 

410,437;  57  207 
念 處の修 習 satipatthana  bhavana 16 上 417 
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念處分 SiJ    Satipatthana  vibhanga  46  273° 

念處品 Satipatthana  vagga  22 上 179， 187 

念處論 Satipatthana- katha  57  207°,  211 

① 念 正 知 ② 念正智 sati-sampajafifia  (正 念 
正 知） ① 11 下 164;  22 上 332,  333,  334,  335, 
338,  339，  340,  341，  347,  348;  42 18,217;  43 
166, 171,220,  341,359,362;  44  236,379,417, 
488;  62  213 ② 9  476; 10  97;  〔9  91°; 11 
上 350; 11 下 16°， 98°， 164;  46  355°] 

〔念 正 知一 漸愧一 根 防護— 戒一 正定一 如實 知 見 
—厭離— 解脱 知見〕 21 299,  300 

念 • 正智 ① sata  sampajana  (念 あり， 正 知 あ 
り ) 9  475 ② sati  sampajafifia 〜前刖 項 

念正智 を 具足せ る 者 sati- sampajafiftena 
samannagato  9  476° 

念 身 kSyaga ほ sati  (身 至 念， 身 念， 身 想念， 
身 念 住， 身 行の 念， 身に 向けた る 念， 身の 觀 
念， 身 を 念じ） 17  44，  63,  66°*;  27  22;  40 
156;  〔7  336°*,  338°;  9  92; 11 下 99; 15 181; 
20  60;  46  273〕 

念 施 c^gSnussati  (捨隨 念， 念捨） 〔六 隨念處 
の 一〕 8  329;  〔22 下 306°,  313〕 

念 僧 saiighanussati  (僧隨 念， 僧 念） 〔六 念， 
十 念の  一〕 8  329; 17  44,62;  20  229;  40  79, 
156; 〔12  384; 17  338°;  22 下 305。〕 

念 天 deva ほ nussati  (天 適 念） 〔六 念， 十 念の 
一〕 8  329; 17  44,  63;  20  229;  40  79, 156; 
〔17  340。；  22 下 307°, 313〕 

念と 正 知 sati  ca  sampajannan  ca  (念 正 知， 
正 念 正 知， 正 念 正 智） 8  292,359; 11 上 350; 
17 154;  〔9  323，  467; 10  97; 18  366;  22 下 
125；  47  448〕 

念 等覺支 sati- sambojjhaAga  (念覺 支， 思念 

の覺 意） 〔七 等覺 支の 一〕 8  330; 11 下 92, 
94 

念の 行 相の 問 Sat ほ kSra  pafiho  59 上 170 
〔念の 十七 行 相〕 59 上 170 
念の 特 相の 問 Satilakkhana  panho  59 上 73 
念の 問 Sati- pafiho  59 上 168 
念佛 buddhanussati  (佛隨 念， 佛念） 〔六 念， 
十 念の一〕 8  329; 17  44,62;  20  229;  40  79. 


念， 粘， 燃 ーネン 


156;  〔12  384°;  22 下 304。，  309,312;  59 上 
174〕 

念 法 dhammanussati  (法隨 念， 法 念） 〔六 念， 

十 念の 一〕 8  329; 17  44,62;  20  229;  40  79, 

156; 〔12  384°; 22 下 304°, 313〕 
念 品 Sati  vagga  21 299,  315 
念 無上 anussa ほ nuttariya  (憶念 無上） 20  9， 

66°,  229  , 
念' 忘失 sati  sammosa=sati-sammoha  (正, 念 

喪失， 失念） 59 下 92，  93 
念力 sati- bala  8  292，  308，  331; 16 下 89*; 17 

153； 19 15°,  16°;  20  233,235°;  41 100;  45 

20°,  32,  92  〔四 力の  一〕 8  308  〔七 力の 一〕 8 

331 

念力と 定カ satibalan  ca  saniadhioalan  ca 

8  292; 17 153 
念 律儀 sati- sariivara  62 14 
念を增 上と 爲す sa ほ dhipateyya  21 304;  22 上 

50,51,351 

粘液 ① siiighaijika  (湊， 鼻汁， 鼻 液） 7  339 
② semha  (疲， 啖） 15  355 

粘 泥 ikkasa  4  232,  233 

粘土    mattika  (泥， 泥土，  土， 香 泥， 浴 土， 
石 輪） 1 311; 2 188,222;  3  84，  91, 212，  358, 
364;  4 184,232,417;  30 130*  • 

① 粘土 桶 ② 粘土 瓶 mattika- dopika ① 4 184 


②  4  337  - 
粘土 製 mattikS  maya  2  423 
粘土の 器具 mattika  bhajana  24  220 
粘 毛 Silesaloma  〔夜叉〕 29  25 

① 燃 火の 敎 ② 燃 火の 教說 き ditta- pariySya 

(燃燒 方便， 燃燒の 法， 熵 然品） ① 62  67 ② 

43  365;   〔3  62; 15  266〕 
燃燒 Adittarii 〔經〕 15  32 
燃燒せ しむる もの yena  paridayhati  63  250, 

252°,  273 
燃燒 にて Adittena  〔經〕 15  266 
燃 燒の法 Sditta-pariy さ ya  (燃 燒 方便，' 域 然品， 

燃 火の 敎） 15  266,269 
燃燒 方便の 說法 Adittapariyaya  desana  (燃 火 

の 敎の說 示） 28 176；  〔3  62〕 
燃燒本 生物 語 Aditta- jataka  (四 二 四） 33  77° 
燃燒品 Aditta- vagga 12  42° 
燃燈 ① padipa  (燈） 2 184 ② Dipaiikara 

〔佛〕 27  211，  473，  484;  60:151; 62  402 

③  〔王〕 60  21 

〔燃 燈佛に 就いて〕 28  60°;  41 248° 

〔燃燈 佛の授 記〕 27  211; 28  27,28;  41 227 

① 燃料 ② 燃 素 up 狙 さ pa  (薪 素） ① 13 127, 

128 ② 16 上 131 
〔燃料な き 火の 譬險〕 33  236 
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野， 納， 能， t 【あ 腦， 農 一 ノウ 


野牛 ① gavaja  38  450 ② gavaya  39  303 ③ 
gonasira  39  413 ④ mahisa  (水牛） 29 190, 191 

野 鹿 ① Srafifiaka  - miga  (林野の 鹿） 9  311 
② maga  (鹿） 10  32,  33 

〔野 鹿と 罠の 譬險， 三種〕 9  311,312 

野猪 ① var^a  (猪） 25  307;  27  74, 105;  38 
450;  59 下 212,227 ② sQkara  (猪， 啄， 豕） 
1 102；  23  284;  30 17*,  167，  168;  31 242， 
243;  57  48,50;  63  204 

〔野猪 と 御子〕 31 242 

野薔凝 jambu  (閻 浮） 29  376 

納衣人 ci vara - patiggahaka  (受 衣人リ a  343 

納骨堂 dhatu  gabbha  (舍利 室） 60 137 

納屍堂 chava  kutika  3  273 

〔納税者の！! 喩〕 17  82 

能 行者 gantar  (行者） 18  207，  208，  209 

能 行 〔者〕 bhabb お amai?-a  47  359,377° 

能 護 根 門 indriyesu  guttadvarata  (守護 根 門， 

根の 守護， 護 根 門， 根 門 守護， 諸 根に 於け る 

護 門） 45 13,338° 
能 護 根 門 と 於 食 知 量 indriyesu  guttadvarata 

ca  bhojane  mattannuta  ca    (根 門 を 能く 護 

ると 食の 量 を 知る と） 17 153 
能 言 鳥 suka  (鸚 鶴） 8  275  . 
能 寂 靜の法 opasamika  dhamma 18  231 
能 趣 積 集 acaya- g さ min  (流轉 ，積 集， 積 集 行, 積 

累） 46  24,29,41,70 其 他； 47  5*,  29 
能 趣 分散 apacaya  gamin  (還 滅， 損 減, 損 行， 

減滅 趣， 無 積 集 行， 非 積 集 行） 46  24,29,41, 

70, 138*,  243 其 他； 47  5*,  29 
能 生 janaka  50  411,493;  51 439 
能 生者 safljitar  6  22,  23 
能攝カ saAgaha  bala 18  249,  250;  22 上 19° 
能 殺 者 harUar  (殺 者） 18  207,  208 
能 忍者 khantar  (忍者） 18  207,  208,  209 
能辯 〔者〕 vickrakathin  (〜巧 說者） 60  25,32 
能 聞 者 sotar  (聞 者） 18  207,  208 
能力 者 Vasin  (-大 梵天） 38  306,315 
惱 ① abadha  (病， 病氣， 疾） 18  226;  42  75; 

43  37;  44  41,158,195;  64  326,392,400 ② 

iti  (患， 疾， 疫） 59 下 347 ③ up5y お a  (愁， 


頃勞， 絕望， 悶, 失望） 11 上 143*; 13  2*;  40 
17*,  63°, 110;  46 127°, 184°;  64 129°, 132, 
173; 〔11 下 352°〕  （D  domanassa  (憂 ）7  353°; 
11 下 352°  ©  palasa,  palasa  (悩 害， 惱 害心， 
頑固） 7  392,  393; 17 155, 157，  164，  495; 18 
447； 19  389;  20  230,410;  21 324; 22 上 178, 
194,262*;  22 下 59， 129, 275， 351; 40 170； 
41 140, 145,  146;  42 18,35,103，  105， 114 其 
他； 43  83， 124,  140,  152, 165 其 他； 44  40， 
52,  81， 147, 177 其 他； 47  62,  78°,  384°,  390； 
59 下 127，  281; 62 104,213,413  〔定義〕 47 
78,384  ©Pa ほ sa  〔章〕 21 324 

悩壞 ruppana  〔色の 相〕 64 15,287 

悩 壊せ ら る ruppati 14 139 

惱害 ① upagMta 11 下 321* ② pa! お a  (惱， 
'1 害心， 頑固） 9  23,  56 ③ vySbSdha  (瞋 害） 
17  254* 

fi 害 者 ① pa! お in  (懂 者， 欺瞞者， 惡意 者） 9 
67, 70，  72, 162, 164, 168， 173, 487* ② rosaka 
24  48 

條 害心 pa! お a  m, 權害， 頑固） 9  487* 

惱 〔者〕 palasin  (悩 害 者， 欺瞞者， 悪意 者） 4 

138;  8  326; 11 上 320; 19 153， 154;  20  75； 

21 28;  47  362,384° 
f 齒法 upayasa  dhamma  41 193* 
惱亂者 vihesika  2  386,389 
腦 ① mattha  24  73 ② mattha  lunga  (腦; 度， 腦 

子 皮， 頭腦） 〔三十 二 身分の 一〕 63  59°,  266° 
①腦 I 货 ②腦子 皮 mattha  luiiga  (腦， 頭腦） 〔三 

十二 身分の 一〕 ① 3  481 ② 40 11,225 
腦' の 五 種 matthalunga  pancaka  63  29 
農家 kasaka  =  kassaka  (農業 者， 農夫， 百姓， 

耕作者, 耕 者） 59 上 83， 151 
〔農家の 家主の 譬喩〕 59 上 83, 151 
農業 kasi  (農事， 耕作， 耕お;， 耕す こと ） 6 

199;  20  344;  34  408 

農業 者 ① kassaka  (農家， 農夫， 百姓， 耕作 
者） 19  298 ② vessa  (毘 舍， 吠舍， 庶民 族） 
17  263 

農， kasi  (農業， 耕作， 耕お， 耕す こと） 
313*;  21 206,213,279  ' 
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ノウ一 農， 膿， 囊， 檐， 鋸， 殘， 望， 後， 罵， 蚤， 飮， 鑿， 乘， 糊 


農場の 主 khettanam  pati  8 113 

農夫 ① kassaka  (農家， 農業 者， 百姓， 耕耘 
者， 耕作者， 耕 夫） 2 171; 6  92;  7 111,403， 
404; 12 194,  296,  298;  24  232,  243;  37 138 
② Kassaka  〔經〕 12 194 

〔農夫が 田に 播種す る 譬喩〕 41 365 

〔農夫と 金塊〕 29  34 

〔農夫と 軛 牛の 譬瑜〕 63 108 

〔農夫 播種の 譬險〕 7  403.404 

膿 ① assava  (濕瘡 ） 3  358,515 ② pubba  (膿 
汁） 17  51; 38  99,100  〔三十 二 身分の 一〕 7 
339;  40 11,225;  63  61°,  268° ③ pubba  gata 
22 上 35,36 

膿 血 ① pubba- lohita  25  248 ② lohita  (血， 血 

液） 25 10,20 
膿 腫 ① gaij^a  (腫物， 腫， 癱， 瘡, 癌） 26  454 

② pi!aka 〜次 項 
① 膿 腫 ② 膿瘡 Pi!aka  (瘡， 瘍腫， 疹子， 吹 

出物） ① 59 下 142 ② 63  61,268 
膿 汁 pubba  ClllS) 13  232;  23  2;  46  274 
膿爛 〔相〕 vipubbaka  65(11)  78 
膿爛相 vipubbaka  62  221.  353，  354°,  376，  382 
膿爛想 vipubbaka  sanna  (；： K 爛想） 18  29;  45 

77;  59 下 189 
囊 thavikS  (袋） 1 415；  3  369,  394,  516 
囊 食 本 生物 語 Pinabhatta  jataka  (ニニ 三） 30 

344° 

擔 osaraka  4  235 

鋸 ① kakaca  9  236,  331, 337 ② nikh き dana 
(^、 教） 1 149,244;  2  338 ③ v お i  (斧， 小 
斧） 17  228; 18  351,352 

. 鋸 の譬險 kakacupama  25 199;  63 103,  140; 
〔40  278] 


鋸の 喻の敎 kakaciipama  ovSda   9  237,331, 
337 

殘り 無く 乳 を 揮る anavasesa- doh':n  (遺餘 な く 

擎る） 9  386 
望 ①ぉま （願望， 希望, 意欲） 5  295，  296 ② 

Patthana  (希望， 稀 望， 冀求， ^) 13  227 
後 を 期待す paccha  apekkham  karoti  42  48 
罵る akkosati  2  498 
蚤 虱 uppataka 12  292,  293 
飮 まるべき もの を 知らず na  pitaih  janm;i  (飮 

料 を 知らず） 9  385 
飮 まるべき もの を 知る pitarii  janati  (飲料 を 

知る） 9  389 
飮み友 だち pSna' sakha  8  243 
飮み 友達 sonda  sahaya  63 179 
飲水 paniya  (水， 飮 用水， 飮料） 11 下 199 
飮水器 pisila 11下 328 
飮水所 Sp§na  65(111)  62 
飮物 ① pana  (飮 料） 1 146;  43 180;  58  329 

〔八 種〕 43 180°;  58  329;  [5  232〕 ② pgniya 

(水， 飮水， 飲料， 飮料 水， 飲用水） 2  427 
飮物論 p^a  kathS  (飮 論， 飮事 論， 飮料 論， 

飮 料の 話） 〔無用 論の 一〕 43 175,184,348:4^ 

433  - 
整 nikhadana  (雜， 1 251； 18  352;  35  300， 
乘物 ① ySna  (乘， 駕獸， 車乘） 2  326°.  545， 

546°;  5 116, 134;  7  61*；  26  298,  479 ② 

yanattha 1 80 
①乘物 論 ②乘物 0 話 y ね a-kathS  (乘, 倫， 車 

乘論， iji 馬 論） 〔無 W 論の 一〕 ① 43 175,184, 

348;  44  433 ② 6  9, 100 
糊 pittha-madda  4  232 
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？ タ  ハ 


バカ ① Baka  (婆 伽） 〔梵天〕 10  62 ② （婆 迦） 

〔王〕 37  210 ③ baka  (靑 鷺， 鶴） 39  384,  413 
<D ノ、 。一力 ②ノ？ —カノ ヽンサ pSka,   paka  harhsa 

(鵝鳥） ① 37  50,  51， 69,  70 ② 39  416 
ベ 力 力" ッ ゾレ ッ タ" ヮ' 一 ビー Bakagalluddhavapi 

〔地名〕 61 343 
パ一 カサ一 サナ PSkas お ana  (= 帝釋 天） 61 

283 

バカ 'チ" ヤー 々 力 Baka  jataka  (靑鷺 本 生物 

語） ① （三 八） 28  426° ② （二三 六） 30  393° 
ノヾ カブ ラフ マ • チ "ャ一 タカ Bakabrahma - 

jataka  (婆迦 梵天 本 生物 f 口り （四 〇 五） 32  335° 
バガ ラヴ ティ Bhagalavati  〔天堂〕 8  274 
バギニ マ一 ラ bhaginim お a   〔樹〕 26  29;  27 

106;  37 171; 38  435 
バギ一 ラ サ Bhagircsa  (= アン ギ一ラ サ） 〔王〕 

38  77;  60 19 
'① バーギ一 ラシ 一 ② バーギ一 ラ ティ一 

Bhagirasi,  Bh さ girathi  (婆 凝 11= 恒河） ① 26 

421; 27  87,  224;  38  309 ② 35  384;  36  234 
バーギ一 ラ ティ一 Bhagirathi ① 〜前項 ② 

〔水路〕 61 408 
'①パ キンナ 力 '二 バー タ②バ キンナ カ篇 

Pakinnaka  nipata ① 31 99 ② 30 110 
バグ Bhagu ① （婆 咎， 婆 S， 僕 虞哥） 〔古 仙〕 

3  429;  6 155; 11 上 225;  20  308 ② （婆 咎， 

跋咎， 跋窶） 〔釋 氏， 比〕 3  522,  607;  4  281； 

10  277; 11 下 196;  59 上 241 
ノ 《クタ" • カツ チヤ— ャナ Pakudha  Kaccayana 

(迦 求陀逝 旃延， 迦 據陀迦 延， 迦 羅鳩陀 逝旃 

延， 婆 浮陀迦 旃那， 波 拘陀迦 旃延， 波 浮 迦旃， 

波 浮陀迦 旃延） 〔六師 外道の 一〕 4 171; 6  74; 

7 138;  9  350,  437; 11 上 3，  5 
ノ？ クラ Pakula  〔城〕 60 19 
バク ラ bakula  「花〕 63  59 
ノヾ一 クラ Bakula  =  BakkuIa  (薄 拘羅， ノヽ' ック 

ラ） 〔比〕 25 164;  62  208 
パ クンダ 〔力〕 Pakuij(3a〔ka〕 （波 君荼 〔迹〕 王 = 

パク ン ダカ一 バヤ） 60  66° 
.パ クンダ 力一 バヤ PakupcJ ak さ bhaya  ( 婆 君荼 

逝 婆 耶=バ クンダ 力） 〔王〕 65(1)  91 


パー サ PSsa  「地名〕 61 371 

パサ 一力 pasSkha  (波沙 法， 鉢羅奢 法， 肢節） 

〔胎内 五位の 一〕 42 179 
パサタ pasata  (合） 〔量〕 3  477 
パサ一 ダ PasSda  〔殿 樓〕 61 175 
パサタ 鹿 pasata  (斑 鹿〜 次 項 ） 59 下 212 
パサダ 鹿 pasada  miga  (斑 鹿， 斑の 鹿〜 前項） 

37 167;  39  412,  417 
パサ— ダ バーラ— Pas さお ほ 「尼〕 60 124 
ハ一 サデャ ナカ Hasajanaka  〔比丘の SPt 經〕 

26  436 

パーサー ディ 力 • ス ッ タンタ P お 5dika 

suttan'.a  (淸 淨經） 8 149° 
バサー ディ ヤー pas さ. diya  〔植〕 39  292 
バーサ— ナ Pasg.p.a  〔山:] 60  225 
パーサー ナカ P おさ ひ aka  (波沙 那迦） 〔塔 廟〕 

24  3S1; 59 下 214，  235 
パーサー ナガ一 マ P おさ nagama  〔池〕 61 407 
パーサー ナ シン ナ Pas さ P.Minna  〔地方〕 61 22 
ノ、 。一サ 一ナディ ーバ 〔力〕 P お §nadipa 〔ka〕 

〔精 舍〕 60  387；  61 69 
バ サン シャ pasariisiya  〔樂器 :1 24  460,  509 
ハス ティ 二一    Hastini  〔町〕 25  67 
パス一 ラ PasQra  (波 須羅） 〔外〕 24  323 
パセー ナディ Pasenadi  (波斯 匿） 〔王〕 2 165, 

177,364,  413；  4  259;  6 131; 7  365,  292;  9 

272; 11 上 131 
パー ダ pada(  = 五 マーサ 力， 四 分 一力 ハ一パ 

十） 〔貨幣〕 1 72*;  3 165；  29 156;  33  43;  65 

(I)  45 

ハタ 力 hataka  (黄金） 21 150，  157，  164, 173 
パダ • クサ ラ • マ 一ナブ' デャ一 タカ Pada- 

kusalamanava  jataka  (足跡 善 知 童子 木 生物 

語） （四 三 二）  33 130° 

ノズダ 'ク" ナ Badaguna  〔地名〕 61 321 

パダ サン ニヤ 力 Padasafifiaka  〔比丘の 譬喩 經〕 
26  212 

ハタ 草 hata  8  53;  9 128,  283; 10  35,  91 
パタ タン トゥカ 一 patatantukS  (布 絲の如 き 蟲） 
63  57 

パター チヤ —ラー Pata ほ ra  (波吒 左嘱， 波羅 


(697) 


ノ ヽーパ ダ一 

遮那， 鉢吒 左權， 反 行） 〔尼 乾 子， 尼， 持 律 

第一〕 17  36;  25  354;  27  408;  31 304 
ノ 、。ダ ーナラ ッ 力 Padhanarakkha  〔精 舍〕 61 
82 

バ ターパ Pa ほ pa  (照 曜） 〔王〕 60 160 
パ 一ダパ padapa  〔樹〕 24  507;  27 129， 131 
バ―タ バタ Pampas  〔地名〕 61 370，  371 
パター バナ Pa ほ pana  (極熱） 〔地獄〕 37  243 
ノ  'く 一  ダ , 、 —ヴラ PSdapSvara  〔傳 。轉輪 王〕 26 

429 

' く 一  ダ ヒ 一ティ ャ PSdapithiya   〔比丘の 譬喩 
經〕 27 158 

パダプ —デャ 力 PadapOjaka  〔比丘の 譬 瑜 經〕 
26  244 

パー ダブ— デャカ PSdapQ  jaka   〔比丘の 譬險 
經〕 26  415 

ハダ ユン ハ Hadayupha  (心 熱） 〔房 舍〕 61 128 
バ ダラ badara  (お， || 子， S お 達羅） 〔お〕 34 

425;  39  389;  43 180 
パ一 タラ Pa は la ① 〔舞踊 者〕 33 129， 140 ② 

〔池〕 61 230 
バダ ラッ タラ Badalatthala (  =  ノ 、'ダ ラ ッ タリ） 

〔村〕 61 162，  201 
バ ダラ ッ タリ Badalatthali  (=バ ダラ ッ タラ） 

〔村〕 61 195,  203,  206,  225 
バ ダラ ヴ ノ リ ― Badaravalli  「地名〕 61 275 
パダ ランチャ ナ Padalafichana  〔尼お〕 61 132， 

142 

バダ リ  一 Badari  〔地名〕 61 247 
パー タリ Pa は li  =  PStaIi  putta  (巴 連 弗， 巴吒 

m,  ^^^梨， 波吒離 =パ 一タリ プ ッタ） 〔邑， 
城〕 3  397;  7  45;  23  90 

バー タ リ  一 P さは li  (波 (F^ 梨， 波 吒羅， 波 波羅， 
波羅利 = チ トラ パー タリ 一 ） 〔樹， 花〕 6  364； 
24  443,  445，  446,  488;  35 125,  168;  41 328; 
62  407  * 

バダ リ 力 Badarika  (婆 省羅， 跋陀 利， 跋陀 梨） 

2  26; 14  200 
ハー タ リガ一 マ P お aligama  (巴 連 弗邑， 巴吒 

^村） 3  397 
パー タ リ プーヂ ャ 力 P お alipiijaka   〔if^ の |J 

f  698 ) 


喩經〕 26  381 
パー タリ プッタ PataHputta  =  Patali，  Patali- 

gama  (巴 吒釐 子， 巴 連 弗， 巴羅利 弗， 波吒 

利 弗， 波吒梨 子， 波吒^ 子， 波羅 利子， 華 子 

城 = パー タリ， パー タリ ガー マ） 〔城〕 3  401. 

522;  7  50; 16 上 165;  25  401; 41 361； 61 494; 

65(111) 12,  72 
パー タ リ ャ 聚落 主 Pa は liya  gamani  〔塞， 佛ょ 

り 種種の 說 法を受 く〕 16 上 55 
パ ダワー ラスン 二 ャ カン ダ 

Padavarasunnakanda  〔地名〕 61 205 
パタ ヰ一 pathavi  (地） 5  291; 62  249,  250 
パダ— ヰ— PacJSvi  〔地名〕 61 99 
ノ 《ダヰ ッ カマナ Padavikkamana    〔傳 。 轉輪 

王〕 26  273 

パタヰ ド ゥン ドウ ビー Pathavidundubhi  〔傳 

。 轉輪 王〕 26  273 
パー ダン デャ リ Padafljali  〔王子〕 30  446,447 
パー ダン デ ャ リ 王子 本 生物 語， バー ダン ヂ ャ リ 

• チ "ャ 一タカ Padafijali  jataka  (二 四 七） 
30  445。 

ノ、 タ ンデ ャ リ の教 Patanjali  mata  61 14 
パ チヱ ータナ Pacetana  〔王〕 17 180， 181 
パ 一チカ P さ tika  (  =  .ノ  、一ティヤー， 波 利耶） 

〔園〕 29  254 
パ —チッティ ャ pScittiya  (波 逸提， 單墮） 〔罪 

名〕 1 285;  2 1; 18  423 
パーチ ーナ P^ina ① （波 夷那） 〔國〕 60 171 
ハー チ— ナディ— パカ） 〔岛〕 60  406 
パーチ— ナ園 PScin さ rama  〔精 舍〕 60 102, 114 
ノ、。 一  チーナ カン ダラー チ" Pacina  khandaraji 

〔地名〕 62 185 
ノ 《ーチ 一ナティ ッサ山 PScinatissa- pabbata 

(東の 帝 須山） 〔精 舍〕 60 147,  410,  413;  6135 
パーチ 一 ナディ  一,' く  ij    Pacinadipaka .  (  =  ノ；一 

チ一 ナ） 〔地名〕 60  406 
パーチ ーナ 比丘 Pacinaka  bhikkhu  (波 'ぉ那 比 

丘） 4  451 

パーチ ーナ ヴンサ ダーャ Pacinavamsadaya 
(般那 薆閣寺 林， Hi 竹 山林） 3  608; 11 下 196; 
21 109 


ノヾ 、リ タ"' ーノヽ 


パヂャ 力 Pajaka  〔王〕 33  68 

ノ、' 一デ ャナダ ーャカ BhajanadSyaka  〔比丘の 

譬 喻經〕 26  372 
ノ 《ヂ ヤー パティ PajSpati  (波闍 波提， 鉢囉惹 

鉢 帝， 生 主） 〔天〕 8  279; 12  383 
パ チヤ ラ一 力 paca ほ ka  〔動〕 39  413 
バーデ ャ ラカ P さ jalaka(  = サデー ラカン ダカ） 

〔精舎〕 60  398  ' 
パチ ユラ Pacura  〔園 林〕 61 405 
パヅゥ マ Paduma ① （蓮華） 〔佛〕 28  75，  76°, 

92 ② 〔王， パヅゥ マ佛の 父〕 28  76 ③ (蓮華） 

〔ダン マダッ シ一佛 の 第一 弟子〕 28  83 
パヅ ゥ マ— Padum§  (蓮華） ① 〔尸 棄佛の 第二 

比丘尼〕 28  88 ② 〔ティ ッサ佛 の 母〕 28  85 
パヅ クム ッ タラ Padumuttara  (蓮華 上） 〔佛〕 

28  78°,  92 
ノ  、。ッ 力 Pakkha  〔比〕 25 124 
バ ッ ガ Bhagga  (婆 祇， 婆 伽， 拔伽， 跋祇） 

〔國， 城〕 2 182,  320;  4 194;  5  34，  49;  9 

159; 10  73; 11 上 122; 15 187; 18 107;  20 

25,  336 

パッカ ノ マリ タ pakkabharka  〔植〕 27  73 

ノ 《ッ 力一 ラカ镜 pakkhalaka  lona  5  201 

バ ッ ガ リ住 〔者〕 Bhaggari- V お in  37  416 

パッカ ヴ pakkava  〔& 味の 植物〕 3  356  ' 

ノマ ッ ガ ヴ Bhaggava  (D(  =  ノヽ' ッガ" /  • ゴ ッタ） 

〔婆〕 8  2* ② （跋伽 婆） 〔=ガ ティ一 力一 ラ， 

陶師〕 11 上 68,  69; 11 下 332 ③ 〔人〕 30 131 

バ ッ ガ ヴ 'ゴ ッタ Bhaggava  gotta  〔婆， 諸 外 

道說と 佛說と を佛ょ り 聞く〕  8 1， 2 

バッガ ヰ  一 Bhaggavi  〔女〕 32  369 

バ ッ ギ リ Bhaggiri  〔地名〕 35  213 

パ ッグナ ① Phagguna  (頗勒 具那， 巨 求那） 

〔比〕 15  84,  85;  20 134 ② （= モー リャ. パ 

ッ ゲナ） 9  224* ③ phaggupa  (頗勒 窶那， 

巴 迦那， 孟春〜 パル グ） 〔月〕 28 184 

パッグ 二一    Phaggupi   〔ナ一 ラダ 佛の 第二 比 
丘 尼〕 28  77;  41 286 

バック ラ Bakkula=Bakula  (薄 拘羅， 薄 俱羅） 

〔比〕 11 下 149;  27  47;  41 159  〔譬 險經〕 27 

45 


ノヽ' ッ クラ • スッタ Bakkula  sut ね （薄 拘羅' 經） 
11 下 149° 

パッサー サ pass お a ① （入, は） 63  85 ② （出 息） 
63  252 

パ ッシ一 Passin  〔辟〕 11 下 70 
ノ 《ッシ 力 Passika  〔比〕 25 166 
パッタ ① patta  (鉢 ）11 下 328 ② pattha  〔量〕 

1 10,  412;  2  394;  27 118, 119 
バ ッ ダ Bhadda ① （賢） 〔懾陳 如佛の 第一 弟子〕 

28  62;  41 255 ② (拔 陀羅， 跋陀） 〔比〕 5  4; 

16 上 165 ③ （婆 頭樓， 跋 陀羅） 〔塞〕 7  56; 

16 下 244 ④ 〔將 軍〕 61 113 ⑤ (福） 〔浴 院〕 

61 397 

ハッタ  一 Hattha  〔蓮華 上佛の 信女〕 41 291 
バッグ— Bhadda ① （跋陀 ） 〔天女〕 7  299 ② 
(賢） 〔レー ヴタ佛 の 第一 比丘尼〕 28  74;  41 
269 ③ （賢） 〔迦 葉佛の 信女〕 41 352  @ (跋陀 ） 
〔文荼 王妃〕 19  80 ⑤ 〔夷， 死後 生 天〕 24  484, 
485 

ハッタ 力 Hatthaka  (I)(  =  Citta) 〔居士， 優 婆 

塞 中 第一人者〕 13  346 ② （訶哆 ） 〔王子〕 17 

221 ③ 〔王子〕 17  459* 
ノヽッ タカ ァ一 ラブ 力 Hatthaka  Alavaka  (呵 

多 阿羅 婆， 住 林 者な る訶哆 = ハッタ一 ラヴ 力） 

〔塞〕 17  36; 18  287;  20  228 
ハッタ 力 釋子 Hatthaka- Sakyaputta  〔比〕 5 

21; 41 355  〔波 逸提 一， 妄語戒 を 犯す〕 2 1 
ノ  S' ッタ" カツ チヤ  一 Bhaddakacca  〔釋 進佛 の妃〕 

41 355 

ノヾ ッタ" 力 ッ チヤ一 ナ一 Bhaddakaccana ① 〔王 

女〕 60 161 ©(= カツ チヤ ーナ 一 ） 〔王妃〕 60 
213,  214 

ノヾ ッタ"  一 • 力 ッ チヤ一 ナ一 Bhadda- Kaccana 

〔尼， 大神通 第一〕 17  36 
ノヾッ ダ-— • 力 ピラーニ—    Bhadda- Kapil お i 

(拔 陀迦 比羅， 跌陀迦 比羅， 践提迦 比羅） 〔尼〕 
2  367,  468,  471; 25  346;  35  214  〔尼 波 逸提ー 
一 を 犯す〕 2  434  〔尼 波逸提 一二 を 犯す〕 2  436 
〔尼 波逸提 一三 を 犯す〕 2  437  〔尼 波逸提 一八 
を 犯す〕 2  445 
バッ ダグ ナ Baddhagupa. 〔精 舍〕 61 175 
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ノヽ 一一 ノズ ッ タ" 


ノ、' ッダー クンダ ラゲ一 サ一 Bhadd§ 
Kundalakesa  (拔陀 君 荼羅繁 頭， 拔陀 軍陀羅 
拘 夷國） 〔尼〕 17  36 

バ ッ ダサ一 ラ BhaddasSIa ① （賢 沙羅） 〔ナー 
ラ ダ佛の 第一 弟子〕 28  77;  41 286 ② (拔陀 姿 
羅， 拔陀 沙羅） 〔比〕 60  73.  231,  287;  65(  I  ) 
79 ③ （賢裟 羅樹， St 陀 蓮羅， 践陀 沙羅， 拔陀 
姿羅） 〔樹〕 3  610 

ノヾ ッタ" サ一ラ • デ ヤー タカ Bhaddas^la- jStaka 
(跋陀 娑羅樹 神 本 生物 語） （四 六 五） 28  267, 
339;  29  443;  32  351; 34 1° 

ノヽ * ッタ" シー マー Baddhasima  (結 界） 〔殿〕 61 
398,  399 

ノヽ * ッ夕ス ーノ？    Bhattasupa  C^lJ  61 322 
ノ、' ッダセ —ナ Bhaddasena  (婆陀 先） 〔王子〕 
38 154 

ノヽッ タダ— タ Hatthadatha ① （ニダ一 トーメ？ 
テ ィ ッ サ 二世 王） 〔一世 王〕 61 63，  65,  66 ② 
〔二世 王〕 61 75°,  77,  81 

パッタ ダ一 ャ 力 Pat1:ad§yaka  〔比丘の 譬 喻經〕 
26  380 

バ ッ ダヂ Bhaddaji  (跋 陀羅） 〔比〕 25 151; 
31 95;  38  406;  60  352  〔見， 聞， 樂， 想， 有 
の 最上 を 阿難と 問答〕 19  281, 282 
ノ、' ッダデ 一 ヴ Bhaddadeva  〔王〕 60  21 
パッ ターナ Pa は Mna  (發趣 論） 〔七 論の 一 j  50 
1° 

パーツ タ ナツ ルール PattanallQru  〔地名〕 61 
378，  389 

パッタ パーサー ナ Pauapas^ija  (葉 石） 〔池〕 
61 39,  74， 172,  407 

ノヽ ッタ パンニ 力 HatthapapQika  〔殿〕 60 145 

①バ ッ ダム ッ タカ ②バ ッ ダム ッ タ 

bhaddamuttaka,   bhaddamutta   (蘇 子 香の 

木） 〔植〕 ① 2  54;  59 下 216 ② 39  411 

ノヽッ ター ラヴ 力 P^ttha!avaka  (  =  ノヽッ タカ ァ 
一 ラヴ 力） 〔塞〕 41 229.  342,  349,  356 

バ ッ ダー リ BhaddSlin  (Sfe 陀利） 〔比〕 10  240 
ノヾッ ダーリ • スッ タンタ Bhadd お i- suttan は 

(拔陀 利經） 10  239° 
ハツ タール ハカ Hatthaihaka  〔精 舍〕 611 280, 


281,  283,  285 
ノリ タロッ ダ pattalodda  〔樹〕 37 170 
ノヽ ッタ一 口一 ハプ ッタ Hatth さ rohaputta  〔比〕 

25 128 

バッ ダブ ッガ bhaddavagga  (賢 部， 賢 群， 拔 

陀羅 群） 28 175 
ノヾ ッ ダ ヮ、 - ティー Bhaddavati  〔パラ ッ 力 マ ハ'一 

フー 世 王の 妹〕 61 217 
バ ッダヴ ティカ一 Bhaddavatika     跋陀羅 婆 

提） 〔象〕 3  485;  32  373 ② （拔陀 越） 〔邑〕 

2 171; 29 195 
ノヽッ タブ ナガ ッラ Hatthavanagalla   〔精 舍〕 

61 446，  451， 453 
ノ 《ッ タン ガ pattaAga  〔花〕 62  344 
ノ 《ッ タンディ ラ Patthaijcjila  〔要塞〕 61 169 
ノヽッ タン ナ Hattanna  〔堡 壘〕 61 253，  260 
ノ 《ツチ マ Pacchima  〔精 舍〕 61 399 
パッチ ヤー ガマ 二一 ャ Paccigamaniya  〔比 £ 

の 譬喩 經〕 26  202 
パッチ ャャ Paccaya ① 〔比〕 25 163 ② 〔象〕 

39  274,  537 

ノ 《ツチ ュ ッ ガマ ニヤ Paccuggamaniya  〔比丘 

の譬 喻經〕 26  405 
パッ デュナ Pajjuna  〔力士〕  33  323 
ノ、。 ツチ ュノ 《ッ ターナ サン ニヤ 力 

Paccupatthanasanfiaka  〔比丘の 譬 喻經〕 26 

262 

パッデ ユン ナ Pajjunna ① （波 钝提） 〔天， 雨 
神〕 7  290;  29 138，  139;  60  289 ② 〔夜叉〕 
8  280 

パッデ ョータ Pajjo は （燈 光， 波 羅殊提 == チ ャ 
ンダパ ッデョ ータ， 猛光） 〔王〕 3  484; 11 上 
357 

ハツ ティ Hatthi  (授 手， 象） 〔村〕 7  99; 15 
178;  21 85 

ノ 《ッ ティ Patti  〔ダ ミ ラ人〕 61 363 

ノヽッ ティカ ンダ Hatthikkhandha  (象 ff) 〔精 

舍〕 60  287 

ノヽッ ティ ギリ Hatthigiri  (=ノ ヽッテ イセ一 ラ) 

〔都〕 61 445,  466 
ノ ヽッフ イク ッ 

チ Hatthikucchi  (象 股 山） 〔窟， 
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精舍〕 61 45,  88， 104;  62  218 
ハツ ティ サ— ラ— Hatthisa ほ 〔堂〕 61 141 
ノヽッ ティ セ一ラ Hatthisela  (  =  ノヽッ ティ キ" リ リ 

〔都〕 61 483，  526 
ハツ ティ ダ一ャ 力 Hatthidayaka  〔比丘の 譬喩 

經〕 26  354 

ノヾ ッ ディ ッ ティカ一 BhadditthikS  f 夷， 死後 

生 天〕 24  465 
ノヾ ッ ディ ッ ティ 力— 女天宮 Bhadditthika- 

vimana  24  465 
ハツ ティ 二一 ャ Hatthiniya  〔王子〕 6 137 
ハツ ティ バーラ Hatthipaia ① （害提 婆羅） 

〔外〕 20 123 ② 〔王子， 佛の 前生〕 28  96 ③ 

(象 護） 〔司祭の 子〕 35 190*,  202* 
ハツ ティ パーラ .ヂ 'ャ一 タカ Hatthip お a- ■  jStaka 

(護 象 本 生物 語） （五 〇 九） 29 106;  35 185°； 

37  417 

パッ ティ プッ ピャ Pattipupphiya  〔比丘の 譬喻 
經〕 26  490 

ハツ ティ ボ一ガ Hatthibhoga  (象受 用） 〔地方〕 
60  392 

ハツ ティ ボーラ Hatthipora  〔村〕 60  316 
ノヽッ ティ Hatthi  vagga  28  354 
ハツ ティ ャ Hatthiya  〔傳 。 轉輪 王〕 26 176 
バ ッ ディャ Bhaddiya ① （拔 提， 跋 提耶） 〔五 
比丘の 一〕 3  22;  60  4 ② （跋 提， 跋提 梨迦， 
拔陀） 〔ゴ— ダ— の 子， 釋氏 王， 比〕 4  280; 
17  34;  25  262；  59 上 241; 63  345 ③ （跋提 
耶） 〔比〕 12  49  @  (跋提 ） 〔離 ifi 人〕 18  333 
©  (拔 提， 跋提） 〔城〕 1 59;  3  335,  420; 19 
48 

バッ ディ ャ • カーリ ゴ一ダ 一 ャ子 Bhaddiya 

Kaligodhaya  putta  (  =  ノ マツ テ "ィ ャ ②.） 〔釋 

氏， 比， 貴族 第一〕 17  34 
ノヾ ッテ" 一 カラ ッタ • スッタ Bhaddekaratta - 

sutta  (一夜 賢者 經） 11 下 246° 
パツ 卜 ータ" ナタ、 'ーャ 力 Patthodanadayaka 

〔比丘の 譬喩 經〕 27 118 
ノ ？ ッ バ pabbaja  (婆羅 婆， ' 《 ッ バデ ャ ） 〔草〕 

15  253 

パッ バタ Pabbata ① 〔辟〕 11 下 72 ② （鉢 婆 


多） 〔神〕 24 199 ③ （鉢拔 多） 〔f|l|〕  33  68;  36 
37,  38,  60 ④ 〔王， 佛の 前生〕 28  90;  41 
343  ©〔 戰士〕  60 131， 377 ⑥ 〔王 臣〕 61 348 
⑦ 〔運河〕 60  416 ⑧ （出） 〔園〕 41 346  ® 〔精 
舍〕 60 131， 377 
ノ 《ッノ 《夕 力 pappataka  [1^]  27  74 
ノ？ ッ ノズタ チン ナ一 Pabbatachinna  〔 JS〕  60 
104 

パッ バヂャ pabbaja  =  babbaja  (^^,  -^' ^ 
婆， 波羅 波， 刺雜， 燈心 草） 〔草〕 1 149,  244； 
2  63;  7 1;14  215; 15  253;  20 116;  27  346; 
60  75；  64  283 

ノ、 。ツバ ティ ッ チラ Pabbatissara  ( =  ノ？ ッ ノヾタ 
. 仙） 33  70 

パッノ S 'トウ一 バッ タラ. デャ一 タカ 

Pabbatupatthara  jataka  (山麓 本 生物 語 X— 

九 五） 30  208° 
ノ、' ッノ マラ Babbara  〔人〕 27  91 
ノ、。 ツバ 一 ラダ一 ャカ Pabbharad5yaka  〔比丘の 

譬 喻經〕 26  425 
ノ？ ッノ、 0 一  ラマ Papphalama  〔^g〕  61 356 
パップ. デ ヤー タカ Pabbu  jataka  (|g 本 生物 

語） （一三 七） 29  428° 
バッラ ① Bhalla  〔渡〕 60  404 ② bhalla  〔箭〕 

61 435 

バッラ 一タカ ① bhal ほ taka  (胡桃） 26  248, 

404;  27  72，  96， 106,  149，  155;  39  511 ② 

Bhal ほ taka  〔精舎〕 61 22, 173 
パ' ッ ラー タカ ダ一ャ 力 Bhal ほ takadSyaka  〔比 

丘の 譬喩 經〕 27 155 
バッ ラー ティ ャ Bhal ほ tiya  〔王〕 35 121,  122， 

129 

ノ、' ッラ一 ティ ャ本 生物 語， ノ、' ッラ一 ティ ャ 'デ 
ャ一 タカ Bhal ほ tiya  jataka  (五 〇 四） 35 
120°;  59 下 326 

パッ ラヴ Pallava ① 〔ダミ ラ人〕 61 388,  389 

② 〔地名」 60  338 

パッ ラヴ ヴ一ラ 〔力〕 Pallavavaia  〔ka〕 〔地名〕 
•  61 282,  286 

パッ ラヴ ヴンカ Pallavavanka  〔港〕 61 353 
ノ、。 ッ ラン カタ" ーャカ PkllaAkadSyaka  〔比丘の 
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ノヽ一 ノヾ ッ リ 


譬 險 經〕 26  299 
バ ッ リ bhalli  〔樹〕 39  391 
バ ッ リカ ① Ballika  〔燃 燈佛の 優 婆 塞〕 41 249 

② Bhallika  =  BhaIIuka  (波 利， 婆 利迦， 婆 梨 

迦， 跌 梨迦） 〔商人， 塞〕 3  6; 17  36;  20  228 
パッリ カーヴ一 ビ一 PalHkavSpi    〔地名 61 

241 

バ ツルカ Bhalluka  〔戰 士〕  60  320* 
パディ  一 Padi  〔池〕 61 407 
バ一テ ィ  一 pSti  (甌） 11 下 328 
パー テ ィ 力 Patika  (波 吒） 〔地名〕 28 164 
ノヽ' —ティカ Bhatika  (=  ノヽ' 一 ティカ 一 ノヽ' ャ王) 
60  383,  385 

パーティ カ子 Patika  put ね （波 梨 子） 〔沙 彌〕 
8 16 

ノ 《一 ティカ • スソ タンタ PStika-sut は nta  (波 
梨經） 8  V 

ノヽ' 一テ イカ' ティ ッサカ BhStika-tissaka  (= 

ノ、' 一 トウ ティ ッサ） 〔王〕 60 144,  400.  401 
バー ティ 力一 バヤ Bhatik 站 haya  〔王〕 60  383 
バ一 ティカ マーナ Bhatikamana  〔地名〕 61 
247 

ノ 《ティ クッ タカ patikuttaka  〔鳥〕 39  414 
パティ コ一 ランパ Patikolamba  〔料理人〕 35 
108, 111 

ノ;" ■ ティサ ーラ ニヤ， カンマ patistrapiya - 
kamma  (遮不 至 白衣 家 菊 磨） 60 169 

パティ サン 力一 ラ Pafisaiikhara 〔傳 。 轉輪 王〕 
26  232 

パティ サン ビ ダ 一 Patisambhid き = 
PatisamlJhida  magga  (波 致參 毘陀， 無礙解 
道） 60  34 

パティ サン ビダー マツ ガ Patisambhicia  - 
magga  (無礙 解 道） 〔小 部經 の一〕 40 1°; 
41 1° 

パテ イデ ャッガ Pati お gga  〔傅。 轉輪 王〕 26 
401 

パテ ィ ッ カマナ 党 Patikkamana  2 160，  264 

パティ ッ ターナ PatiUhSna  (波 底 吒那） 〔阿羅 
逝の 都〕 24  380 

ノ 《ティ ッ ター ラッタ Pat は h^attha(=  5k —デ 


ャラ ッタ） 〔洲〕 61 429,  469,  476 
パティ ッ チヤ ラー Paticchara  〔尼〕 59 上 54 
ノ 《—ティ テ" ーサ ニヤ pStidesaniya  (悔 過， 波 

逸提沙 尼耶， 波羅 提提舍 尼， 提舍 尼） 〔罪名〕 

1 285； 18  424 
バー ティーナ ① p§thina  [ff^]  26  28，  30;  27 

71, 96,  97, 106;  33  308;  37 145；  38  451 (2) 

Pathina  〔精 舍〕 61 173 
パティ バー ナ クー タ Patibhana- kiHa  (辯才 峰） 

16 下 379 

ノ、。 一ティ ヒーラ サン ニヤ 力 Padhirasafifiaka 

〔比丘の 譬 喻經〕 27 145 
パティ マ— Patim さ （佛像 寺） 〔精舎〕 61 68 
パーティ モッカ P さ timokkha  (波 羅提 木ヌ， 戒 

本， 別 解脱） 5  2; 18  25 
バー テ ィ ャ Bhatiya  〔王〕 60  23 
パーティ ヤー PStiya (波 利耶 = パーチ 力） 〔園〕 

65(  I  ) 107 

ノ 《ティ ャ人 Patheyyaka  (〜バ —テヱ ツヤ) 
59 下 188 

ハ ティヤー n  — 力 PatiySloka  〔地名〕 2  126, 
206 

パディ 一 〔ラ ッタ〕 Padi  〔ra は ha〕 〔地名〕 61 

433，  467  . 
バ 一ティ ヴンカ Bh5tivafika  〔精 舍〕 60  346 

パー テヱ ツヤ P§theyya  (波 利） 〔邑〕 3  444; 
4  446 

バ— テツヤ 比丘 ゆ eyya  bhikkhu  (波 利 比 
丘） 4  451 

ノヽ' 一 トク ティ ッサ BhStu- tissa  (  =  ノヽ' 一テ ィ 力 
ティ ッサ 力） 〔王〕 60 143 

ノ f ドウ マ ① paduma  (パ ドマ， 鉢 曇 摩， 鉢 頭 
摩， 紅蓮 華， 赤 蓮， 赤 蓮華， 白蓮 華， 蓮， 蓮 
華） 27  275；  62  395 ② Paduma  (蓮 4^?， 鉢 頭 
摩） 〔佛〕 41 279°*,  358;  60 152 ③ 〔辟〕 11 
下 71 ® (蓮華） 〔ダン マ ダッシ 一佛の 第一 弟 
子〕 41 312 ⑤ 〔レーブ タ佛の 信士〕  41 269 
® (蓮華， 鉢 頭 摩） 〔王子〕 34  81 ⑦ 〔山〕 27 
96 ⑧ 〔宮殿〕 41 272;  60  385  ® (蓮） 〔浴 院〕 
61 397 

ノ； ドウ マ— PadumS ① (蓮華） 〔戸 棄佛の 上足 
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f ノヾ ッ - ーノヽ 


尼〕 41 332 ② 〔尼〕 60 126 ③ 〔ァノ  一マダ 
ッシ一 佛の 信女〕 41 278 ④ 〔ス デャ一 タ佛 

の 信女〕 41 300  ® 〔プッ サ佛の 信女〕 41 323 

⑥ （蓮華） 〔ティ ッサ佛 の 母〕 41 318 ⑦ （蓮 

華） 〔燃 燈佛の 菩薩 時代の 妃〕 41 248 ⑧ （波 

曇） 〔夷〕 21 315 
パド' ゥマカ ① padmaka ② padumaka  〔樹〕 

① 37 170 ② 39  406,  412 
パ ド ゥ マク一 ター ガー リ ャ 

Padumakutagariya  〔比丘の 譬 喻經〕 27  41 
ノ 《ドウ マケ一 サリャ Padumakesariya  〔比丘 

の譬 喻經〕 26  419 
ノ？ ドウ マケー サリャ 品 Padumakesariya - 

vagga  26  419 
パ \" ゥ マダ一 リ ャ Padumadh さ riya  「1： 匕 丘の 善 

險 經〕 27  253 
ハ。 ドウ マ • デ ヤー タカ Paduma つ —ataka  (蓮華 

本 生物 語） （二 六 一） 31 79° 
ノ 《ドウ マッサ ラ Padumassara  〔園〕 60 135, 

383 

ノ？ 卜-' ゥ マッチ ャダ ニヤ Padumacchadaniya 

〔比丘の 譬 喻經〕 26 177 
ノ 《ドウ マブ ティー Padumavati  〔人〕 27  467 
パ ドウ ミ ッサラ Padumissara  〔傳 。 轉輪 王〕 
26 177 

ノ 《ドウ ムッゲ ーノ？ Padumukkhepa-vagga 

26  390 

パ ドウ ムッ タラ ① Padumuttara  (蓮華 上， 最 
勝 白蓮， 上 蓮華 =最 勝 水草） 〔佛〕 26  63,  68, 
70,  72,  73，  78,  90,  92,  93,  95，  96，  97， 103* 
其 他； 27  6*,  37,  38,  55,  57,  68，  69,  76,  94， 
99, 100,  123* 其 他； 41 288°*,  358,  359;  60 
152 ② 〔辟〕 11 下 72 ③ padumuttara  〔植〕 
39  410 

ノ？ ドウ ムッ タラ一 Padumuttara  〔'傳 。 王女〕 

27  448 

バ ド ゥ ラ bhadra  〔博 戲〕 38  458 

パー ドウ— ラカ PadQlaka  〔池〕 61 22 

パ ドマ paduma  (パ ドウ マ， 鉢 曇 摩， 紅蓮 華， 
蓮華） 1 181 

バ ド ラ bhadra ① （賢者） 28  371 ② （善 牛） 2  8 


バ ドラー Bhadra  (賢） 〔尼〕 25  334 

パト ーラ patola  〔藥川 植物〕 3  356 

バ ドラ ガカ Bhadragaka  〔村長〕 16 上 31 

ノヽ ドフ ガ タ 'ヂ' ャ 一タカ Bhadraghata  jataka 

(賢 瓶 本 生物 語) （二 九 一） 31 264° 
バ ドラ 力一 ラ Bhadrakara  〔>g 者〕 35  321* 
バ ドラ一 ヴダ Bhadravuda  (li 发陀羅 浮陀） 〔婆 

和 利の 弟子， 婆， 比〕 24  379 
パ ナカ papaka  〔水草〕 33  309;  35  288;  59 上 

70,  386;  59 下 317 
パ ナサ panasa  (半那 .ぉ:， 半娜 裟、， 波羅蜜， ハ 

ラ ミツ， バン） 〔果， 樹〕 1 98;  24  498;  26 

501; 27  73;  60  333;  61 404,  443,  537;  62 

240;  63  49，  57 
パ ナサ パラ ダ一ャ 力 PanasaphaladSyaka  〔比 

丘の 譬險 經〕 26  501 
パナ サブ ッカ Panasabukka  〔村〕 61 178 
パ ナジャ Panasiya  〔ダミ ラ人〕 61 359 
パナ一 ダ Pan さ da ① (波 那爐） 〔夜叉 神」 7  282; 

8  279 ② (鉢 ■ 窄那 = 摩訶波 羅那） 〔王〕 25 

150;  31 100;  60 19, 160 ③ 〔王子〕 61 115 
パーナ ディ panadhi  (草履〜 upahana)  26 

355;  27 189， 190 

ノ 《—ナディ々" ーャカ PanadhidSyaka  〔比丘の 

譬 喻經〕 26  355;  27 188 
バナナ moca  (無 種蕉） 37  269 
パ ナヤ Panaya  〔王〕 60 131 
パ ナヤ マー ラ Panayamara  〔將 軍， 王〕 60 

134,  375 

パニ ッヂャ 力 phapijjaka  〔樹〕 2  54;  39  407 
ノ 《—二  — ャ • チ "ヤー タカ Paniya.. jataka (水 本 

生物 語） （四 五 九） 31 331; 32  360，  395;  33 

372° 

パニヴ Papiva  〔地名〕 61 367 

パニヴ コッタ Papivakkotta  〔地名〕 61 367 

バの音 bha  kara  2 11 

パ— バ— P かさ （=パ —ブー） 〔邑〕 13  274 

パハ サン バフラ Pahasambahula  〔傳 o 轉輪 

王〕 26  321 
パ— パソ— ナ Papasopa  〔比〕 61; 147 

パバ ッサラ Pabhassara  〔傳 ° 轉輪 王， 迦旃延 


ノヽー ゾ、。 ーノ  f 


の 前生〕 26 153 
パーパ ニブ一 リャ P5paniv さ riya  〔比丘 の譬險 
經〕 26  362 

> ？ハ 一 ラー ダ PahSrSda ① （波 羅陀， 波 呵羅） 
〔阿修羅〕 7  285;  21 63 ② 〔比〕 62  66 

ハ' ノヽラ マッス • ティ ッサ Bahalamassu  tissa 
〔比〕 60  378 

> 《バ一 ブ ティ一 PabMvati ① （光: 濯， 有 光） 〔尸 
棄佛の 母〕 28  88;  41 331 ② （發 光） 〔ス デャ 
一 タ佛の 母〕 28  80；  41 299 ③ 〔王女〕 36 
291* ④ 〔王女〕 61 184, 196 

パ バン カラ PabhaAkara  〔比丘の 譬 喻經〕 26 
452 

バ一ヒ ティカ一 bahiti お （稗 訶提 衣） 11 上 156 

バ一 ヒ ティ 力. スッタ B^iitika- sutta  (裨 訶提 
經） 11 上 150° 

バ一 ヒ ャ Bahiya ① （婆 酷， 婆 醯迹， 著 樹皮 衣〜 
次 項） 〔比〕 15 104*，  106; 18  418;  23  93;  27 
290  〔一切 は 無常 無我な り との 說法 にて 成 阿 
羅漢〕 15 104*  〔成 阿羅漢〕 15 106; 16 上 391 
② 〔ダ ミ ラ人， 將軍， 王〕 60 134，  375 

ノヾ一 ヒ ャタ" 一 ノレ チー リ ャ B^iya  Daruciriya 

(著 樹皮 衣） 〔比， 速 疾神通 第一〕 17  35 
ノ ヽ'一 ヒャ • デャ一 タカ Bthiya  j お aka (田舍 女 

本 生物 語） （一 〇 八） 29  311° 
バ— フカ— Bihuka  〔河〕 9  59，  60 
バ フソー ダ リ ― Bahusodari  〔天女〕 38  33 
ノヾ フタ "一トゥカ • スッタ BahudhStuka  sutta 

(多 界經） 11 下 56° 
バフチ ン ティ一 Bahucinti  (過多 思） 〔魚〕 29 

327*  » 
バー フナ Bahuna  (婆 醸迦） 〔比〕 22 下 52 
バ フブッ タカ Bahuputtaka  〔王〕 35  93 
バフプ ッタ廟 Bahuputta  cetiya  (多 子 塔， 多 

子祠 堂） 7  70,  71, 92 

ノヽ' ーフ マテ ィ ― BShunjati  〔河〕 9  60 

バフ マン ガラ Bahumaiigala  (多 吉祥） 〔塔〕 
61 23 

バフラ bahula  〔博 戲〕 38  458 

バ— フラッ ギ B^huraggi  (婆！; 侯 羅祇） 〔比〕 12 

49  ヽ 


ノヾフ ヱ * ーダ ニヤ • スッ タンタ Bahuvedaniya— 

suttanta  (多 受經） 10 177° 
パへ— デャ Pahejja  (波 醯闍） 〔地所〕 65(1) 

107 

パミ ター Pami ほ 〔王女〕 60 161 
パムカ pamukha  (上 首） 3 183 
パモッ 力 ラナ Pamokkharaija  〔傳 。 轉輪 王〕 
26  378 

パ ヤー ガ PaySga ① （波 夜迦， 波 夜伽） 〔渡 場， 

港〕 1 17;  60  352 ② 〔河〕 9  60 
パーヤー ガ PSyaga  (波耶 fill) 〔龍〕 7  283 
パーヤー サダ— ャカ PaySsadSyaka  〔比丘の 譬 

喻經〕 26  269 
パーヤー シ psy^i  (弊 宿） 〔王族， 塞〕 7  365； 

24  537;  59 下 7   〔鳩 寧羅迦 葉に 化導 せられて 

生 天〕 7  365*；  24  550,  553 
ノ 《一 ヤー シ. スッ タンタ PSyisi  suttanta  (弊 

宿經） 7  365° 
パーヤー シ品 Pay お i  vagga   〔天宮 事經〕 24 

531° 

バヤ シ―ヴ Bhayasiva  (佈畏 安 穩=シ 一ヴ） 
〔ァ ッ ガボ一 ディ ザの 父〕 61 39,  41 

ノヾャ ベ 一ラヴ. スッタ Bhayabherava  sutta 
(怖 駭經） 9  23° 

ノヾョ —ノレ ッノ  く- ラ Bhayoluppala  〔f 也〕 60  383 

パラ phala  〔重量〕 37  465,  478;  39  337 

パーラ pSra  〔植〕 27  240 

バ— ラ bh お a  〔量〕 61 46 

ノ 《ラカ ① Palaka  〔ak〕  60  416 ② phalaka 
〔樹〕 37  293 

バラ一 力一 ba ほ は' 5〕  39  413 

パーラ ガ PSraga  (波 羅） 〔天〕 7  289 

バラカ ダーャ 力 PhalakadSyaka  〔比丘の 譬 Pit 
經〕 26  298 

ハーラ ガデャ Haragaja  〔天〕 7  290 

パラ ガー マ 力 Paragamaka  〔精 舍〕 61 173 

パ一 ラカー ラ ph お ak お a  〔宫 職〕 61 348 

ノ ヾーラ カロー ナカ一 ラ B^lakalopa- ktra  (婆 

羅 樓羅） 〔村〕 3  607; 11 下 196;  33 109 
パラ ガン ダ Phalagapcja  (波羅 徤陀） 〔比：） 12 
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パラク シナ一 タ一 Parakusinata  「都〕 8  272, 
273 

ハーラ コーラ H お akora  (地名〕 60  315 
パラー サ pa ほ sa  (蔟 葉樹， 蘇芳 樹， 波羅 奢） 

〔樹〕 31 342,  343;  35 118;  38  371，  374;  59 上 

348 

パラ一 サ鹿 pa ほ sa  59 下 212 
パラー サ樹本 生物 語 Pamsa- jStaka  (三 〇 七） 
31 341° 

パラー サ • デ ヤー タカ Pa ほ sa  jataka ① （ノ？ 

ラ— サ樹本 生物 語） （三 〇 七） 31 341° ② （蘇 

芳樹本 生物 語） （三 七 〇） 32  93° 
パーラー サリャ Par お ariya ① （波羅 奢耶） 

〔婆〕 11 下 433,  434 ② 〔佛の 前生〕 32 13 
パラ一 サ （蔟 葉樹） 林 Paiasa- vana  (葉 林） 10 

277;  22 下 14 
バラ セ一ナ Balasena  〔傳 。轉輪 王〕 26  407 
バ ラタ Bharata ① 「比〕 25 153 ② （婆 擬嚼 

他， 明 愛） 〔王〕 33  77;  60 19, 160 ③ 〔王子〕 

33  392* ④ 〔仙〕 38  78 ⑤ 〔獵 師〕 33 18 
バーラ タ Bharata  〔種族〕 35 116;  36  94,358, 

378 

〔バラ タ 王の 七 獨覺 への 布施〕 33  78 
バラ ダッ タ Baladatta  〔王〕 60  21 
パ ラダー ャカ Phaladayaka  〔比丘の 譬' 喩經〕 

26  228,276,291,404,421 
パーラー デカ pSrSjika  (波羅 夷 ， 驅擯罪 ） 〔罪 

名〕 18  421 

ノ 《ラ' デャ一 タカ Phala  jataka  (果實 本 生物 
語） （五 四） 29 19° 

ノ、 ° ラッカ マ Parakkama ① （= パ ラッカ マノ マ一 
フー 世 王） 61 196,  241,  250,  269,  273,  275, 
282,  292，  293,  314，  318,  319,  323,  335,  349, 
392,  523 ② 〔パンド ゥ國 王〕 61  375，  363， 
368,387 ③ （=パ ラッカ マ パン ドゥー 世 王） 
61 150。 ④ （=パ ラッカ マ パン ドウ 二世） 〔パ 
ン ドウ 王〕 61 417° ⑤ 〔將 軍〕 61 417 

ノ、 。ラッカ マ 海 Parakkama- sagar  a  〔池' 水門〕 
61 230,  406,  407，  409 

ノ 《ラ ッカ マタラ一 力 Parakkamata}aka  〔池 J 
61 406 


パフ ッカ マノ S' ーフ Parakkamabahu ① （ = ノ 、ひ 
ラッカ マ， パ ラッカ マブ デャ， ノ？ ラッカ ンタ 
バー フ， パラ ツカン タブ デャ） 〔一 111: 王〕 61 
187,  221,  228,  241,  244，  251, 262,  264,265, 
272*,  284,  285，  289,  290,  331, 357 ② 〔二 
世 王〕 61 445 

ノ 《ラッ ：^/ マノ 《'ン ドウ ParakkamapaQ(Ju  〔夕" ミ 
ラ人〕 61 383 

ノ、。 ラッカ マ ブヂ ャ Parakkamabhuja  (D(  =  ノ  、° 
ラッカ マバ一 フー 世 王） 61 193,  221,  232, 
243,  247,  248,  250，  251，  258,  261,  266,  277, 
290,  292*,  300,  315,  351,  352，  354,  361, 
392,  394，  401.  412,  510,  526 ② （= パラ ッ 力 
マバ一 フニ 世 王） 61 425*,  427°,  433,  436， 
453,463,  464,  478 ③ （=パ ラッカ マ バー フ 
三世 王） 61 457,  482° ④ （=パ ラッカ マバ一 
フ 四 世 王） 61 483°  ，  485 ⑤ （= パ ラッカ マバ 
—フ 五世 王 ）61 488° ⑥ （=パ ラッカ マ バ一フ 
六 世 王 ）61 489° ⑦ （=バ ラッカ マ バー フ七世 
王） 61 492° ⑧ （=パ ラッカ マバ一 フ八世 王) 
61 492° ⑨ 〔殿堂〕 61 485 

パラ ッ 力 マ ブデャ 等 四 王 
Parakkamabhujadicaturaja  dipaka  〔章〕 61 
488 

ノ、。 ラ ッ 力 マプラ Parakkama --pura  〔村， 陣營〕 

61 280,  312,  361* 
パ ラッカー ラサ Balak お rasa  〔王子〕 61167 
パラ ツカン タ Parakkanta   ( =  ノ？ ン ド ゥ 國王 

バ ラッカ マ ） 61 368 
ノ、。 ラッカ ンタバ 一フ Parakkantabahu ① （ = 

パ ラッカ マバ一 フー 世 王） 61 274,  289,  305, 

392  @(= パラ ッ 力 マ バー フニ 世 王） 61 482 
ノ？ ラ ツカン タブ デャ Parakkantabhuja  (  =  ノ？ 

ラ ッ 力 マバ一 フー 世 王） 61 292,  325 
ノ 《ラ ツカン ティ パ' ーフ ParakkantibShu  〔林〕 

61 454 

ノ マラ ッ ター ラ Bharat ほ la  〔村〕 61 73 

ノ 《ラ ッノ  \0 サ ータ" 力 Parappasadaka  〔it の # 

喩經〕 26  203 
バラ ッ バラ Barabbala  〔地名〕 61 315 
バラ デ一ブ Baladeva  (. 力 天） 〔力士〕  33 
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323*,  334;  42 131，  136;  63  9 
バラ 鳥 bala  36  267 

ノヽ' —ラ ドヮ' ーデャ Bhiradv お a ① 〔姓〕 29*; 
10  339*;  35  320，  322，  324,  332 ② 〔天〕 8 
279 ③ 〔辟〕 11 下 71 ④ （婆 羅 墮闍， 婆羅 婆） 
〔迦 葉佛の 第二 弟子〕 6  365; 13  281; 41 351 
® (拔羅 陀 燔闍， 践羅 墮闍， ヮ"一 ラド ブー デ 
ャ） 〔古 仙〕 3  429； 11 上 225;  20  308 ⑥ （婆 
羅墮， 婆羅 墮闍， 拔羅陀 皤闍， 婆羅特 縛惹） 
〔學 童， 比〕 6  333;  8  97;  25 153 ⑦ （践 羅陀 
皤闍 = 力 一ハ ティカ） 〔學 童〕 11 上 223 
パラナ Bharapa  〔戰 士〕  60  299，  304 
バーラ 一 ナシ一 ① Btra^iasi    (波 羅奈， 波羅 

接， 波羅 培斯， 婆 羅奈， 婆 羅捺） 〔城〕 1 17; 

2  329；  3 14,  334;  7 132,  165;  9  306,  307; 

11 上 65，  209  ^6^1"^1^356乂ゾ&ヒ3(波羅奈， 波 

羅接） 〔衣〕 7  80，  81; 8  340 
バーラ ニー    B お a^i は ギ-〕 60  327 
バラ パーサー ナ BalapSs^a  (力石） 〔地名， 

堡壘〕 61 325,  333 
ハラ— ハラ haiahala  (訶羅 訶羅， 猛毒） 〔毒〕 

29  20;  30 133;    31 477;    32  80;    59 上 262， 

315; 59 下 81; 62 110 
パーラ パリ ャ Paraphaliya    〔比丘の 譬喩 

27  239 

パーラー パリ ャ P^pariya  〔比， 佛滅後 迄 生 

存〕 25 138,  247，  250,  275 
〔バラーバル丘 第一 洞院， 第二 洞院〕 65(m)9:2 
〔バラーバル丘 第三 洞院〕 65(ni)93 
ノヾ一 ラパン ディ タ • スッタ Bilapapcjita  sutta 

(賢愚 經） \ ^下 207° 
ノ 《ラマ ガン ガナ Parama- gaiigapa  (極 遠' 恒伽 

那） 〔國〕 42  234 
パラ マッタ Paramatta  〔天〕 7  292 
ハラ マ ョ一ナ Parama  yona  (極 遠 臾那） 〔國〕 

42  234 

ノ 《ラマン ナダ ーャカ Paramannadayaka  〔比 

丘の 臂 Ife 經〕 26  420 
バラヤ Palaya  〔王〕 60 131 
パーラ— ャナ Parayana  (波 羅延， 波羅 延那， 

彼岸 道 = 彼岸 道 品） 〔衝 13  67*; 18  81; 20 


158,  310，  312 
パーラ一 ャ ナカ ParSyanaka  (波 羅衍） 〔波羅 

衍を說 ける 十六 婆羅門〕 60  349 
ノ  f ラャ マー ラ Palayam§ra  (= ヒラャ マー ラ) 

〔將 軍， 王〕 60 134 
バー ラヴ Balava  〔村〕 61 73 
ノヽ一 ラヴ  ーノヽ ナカ HSlav さ hanaka  〔ダ ミラ 人〕 

60  315 

ノ、: ラ一ネ 'チ "ャ一 タカ Pa ほ yi- j お aka  (逃亡 本 

生物 語） （ニニ 九） 30  366° 
バラ ンギー ParaAgi  (ボル 卜 ガル 人） 61 500, 

502,  517 

ノ、: ラン コッタ Palaiikotta  〔地名〕 61 388,  389 
ハラン タパ Parantapa  〔從 僕〕 32  427* 
バラン タパ 從僕本 生物 語， パラン タパ 'デ ャ一 

タ 力 Parantapa  j さ taka  (四 一六） 32  424° 
ノ、 C ランチャ ハ' ッノヽ 'タ Paraficapabbata  〔婆〕 

60  69 

パラン ディー パ Palandipa  〔地方〕 61 180 
ノヾ ランドウ • 力 一ラ一 マ Bhara^cju  Kalama 

〔外， 佛に 敗れて， i55 毘羅城 を 去る〕 17  457* 
パラン ナガ ラ ガ Palariinagaraga  〔精 舍〕 61 48 
ハ リ Hari  (呵羅 ） 〔天〕 7  289 
バ リ Bali  (跋黎 ） 〔阿修羅〕 7  285 
ハー リ pari  〔植〕 27  73 
パーリー ① PSli  (= スヴン ナパ 一リー） 〔王 

女〕 60  219 ② pari  (= バ— リ カー） 〔獵師 

の 女〕 38 11*,  42 
パ、） 力 Phalika  〔山〕 37 165 
ハー リ 力 H さ rika  〔行 刑 者〕 1 179; 13  384 
パーリ 力 PSlika  〔殿 樓〕 61 132 
バー リ 力 Bharika  〔山〕 27  230 
パー リカ— P さ rikS ① 〔苦行 尼〕 59 上 267, 

270,  272，  276  ©(= パーリ一） 〔獵師 の 女〕 

38  9,  41, 44 
ノ 《リカ サン ダ 一 ナ Phaiikasandana  〔比〕 3  522 
ノ 《一リ 語 pali  bhasa    61 484，  560 
ノ\0ーリ1£^^    pali  dhamma    61 481 
パリス ッ ダ Parisuddha  〔傳。 轉輪 王〕 26  317 
ハー リタ H お i は ① 〔天〕 7  293 ② 〔比〕 25 

115, 170 ③ （= ハリ タツ チヤ filj)  33 124*  ® 
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〔山〕 26  469 
パ 一リタ Pama ① （所 護） 〔 ビ ャ ダ ッ シ 一 佛 

の 第一 弟子〕 28  81; 41 304 ② （所 護） 〔マン 

ガラ佛 の 侍者〕 28  71; 41 259 
ハ— リタ 一 HSri ほ （鬼子 母〜 Harit—i) 〔夜叉 尼〕 

60  232 

<D ハリ 一タカ ② ハリー タキ一 haritaka, 
haritaka,  haritaki  (訶 梨勒， 呵 梨勒， 呵利 
勒， 呵 羅勒， 柯子） 〔果， 樹〕 ① 2  420;  34 
406 ② 3  55; 11 下 152;  35  250;  42  338 

ハリー タカ ダ一ャ 力 Haritakadayaka  〔比丘の 
譬 喻經〕 27 149 

ノ、 リー タキ 一〜 ハリ 一 タカ 

ハリー タキ 一ブータ Haii は kiva は 〔地名〕 61 
348 

ハ一 リタ 仙 本 生物 語， ハ 一リタ' デャ一 タカ 

Harita  jataka  (四 三 一） 33 122° 
ノヽリ タマ一 タ'チ "ャ一 タカ HaritamSta  jataka 

(綠母 本 生物 語) （二三 九 ） 30  400° 
パーリ チヤ ッ タカ P 社 icchattaka    (波 利 質 多 

羅， 波 利闍多 伽， 婆利闍 多迦， 波 利 夜 怛邏， 

波 利 夜'' ii 囉， 拔里耶 多羅 迦， 晝度樹 ，珊瑚 樹， 

圏 生樹） 〔樹， 花〕 3  55; 11 下 270;  20  372; 

25  44;  28  24,  85， 136，  389;  32  230;  36  286; 

37 126;  60 109，  358  • 
パ一 リデヤ ン ニヤ parijafifia  〔樹〕 39  406 
パリ ッタ paritta  (護 呪， 護經， 守護の 呪文， 

呪文） 2  493;  63  386 
ノヽ リ ッ ダ' 力 haliddaka  (變 金） 39  412 
ノヽ リツ タ チヤ Harittaca  (金 膚） 〔仙〕 33 123 
ノ 《リ ッ タッタ カタ一 Parittat:thakatha  (護經 

義解 ）61 15 

ハ リ ッ ダ ブサナ Haliddavasana  (黃 枕邑） 〔村〕 
10 162 

ノヽ リツ ダブ サナ經 Haliddavasana  sutta  〔相 

應部五 四， 四， 慈經〕 63 194 
ノ 《ーリ ッ チヤ ッ タカ 〜パーリ チヤ ッ タカ 
ノヽ リ ッ ディー haliddhi  (姜 黄） 9  233 
<D ハー リ ッデ イカ ② ハー リツ ディ 力一 二 

Hariddikani  (訶梨 提迦， 訶梨） 〔居士〕 ① 42 

299 ② 14 13; 15 185 


パ リツ ティ クン ディヤーラ 

Parittikkundiyara  〔ダ ミ ラ人 :1 61 362,  370 
パリ ッ ティ ッ クン ディ Parittikkupcji  〔地方〕 

61 384 

ノヽリ ッ ディ ラ一ガ 'チ "ヤー タカ HaliddirSga- 
jataka  (散亂 本 生物 語） （四 三 五） 33 167° 

パーリ パー ダカ palipadaka  (； 寶珠〕 39  541 

ノ 《リ ツバ' 一 デャカ • ブッ 力" Paribbajaka  vagga 
(普 行者 品） 10  308° 

パー リ ノ、' ッ ダカ ① palibhaddaka 
② ph 巨 libhaddaka       キン スカ樹 ） I 樹〕 ① 
64  339 ② 30  274,  275;  34 108;  43  240;  44 
304;  63  52 

〔パー リ バ ッ ダカの 譬喩〕 43  240;  44  304 

ノヾ リ ノヽ ラナ; f?!c   Baliharana  vanasanda  ll_h 
310 

パリ プン ナカ Paripuppaka  〔比〕 25 132 
パーリ ボー ギカ P さ ribhogika  〔塔 廟〕 34 155 
ノ マリー ャッカ baliyakkha  1；；：^)  39  415 
パーリ レ ツヤ Parileyya  (波 陀） 〔象〕 34  314 
パーリ レツ ャカ Parileyyaka  (婆 羅） 〔衬〕 3 
610 

パーリ レー ャカ PSrileyyaka  (波陀 林 ） 23 

149;  33 111 
パリ ヮ'一 サ parivfea  (別 住） 2  48 
パ リ ブ ダン ティ 力 parivadantika  〔鳥〕 39  416 
パリ プーラ ParivSra  (附 隨， 波 利 婆羅） 5 

1°, 146,  387;  60  34 
ノ 《リヹ 一ナ Parivepa  〔精 舍〕 61 68 
ノ 《リ ンダ Parinda  〔王〕 61 20° 
パー リ ンダ P お irnda,  Palada,  Paiida  〔國〕 

65(m)32 

バル Bharu~Bnarukaccha,  Bharukaccha ① 
〔國〕 30  290*;  33  413 ② 〔王〕 33  413 ③ 〔濱〕 
33  413,  415* 

バル 王 本 生物 語 Bharu  j^aka  (ニー 三） 30 
287° 

ノヽ' ルカ ッ チヤ Bharukaccha ① （婆 留迹単 ， 
バール カツ チヤ， 婆慮迦 1J1， 婆^ 迹車） 〔國〕 
32  57，  60;  42  234 ② 〔園〕 61 405 

ハ'一 ルカ ツチ ャ Bharukaccha  (婆 留迹 車， 婆 
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ノヽ ~~ リ 《ノレ 夕' 


車， 婆^ 迦車， 婆慮迦 車， バル 力  づ ナ 

ャ） 〔城， 港〕 1 61; 27  296;  47  325;  60  62 
バル グ phaggu  (春 〜ノ 《ッ グナ） 9  60 
パルサ pharusa  (巔 游， 頗留沙 = パール サ， 

パ 一ルサカ） 〔果〕 61 537 
①パ一 ルサ ② パー ルサカ ph お Lisa, 

pharusaka  (三色 花， 巔港， 頗留沙 = パルサ） 

〔果， 樹〕 ① 26  499 ② 24  481; 26  404;  27 

45,72 

パー ルサカ ① PhSmsaka  (波 婁沙 逝， 鏖雜） 

〔園〕 38  453;  63  405 ② 〔園， セィ 口 ン にあ 

り 〕 61 405 ③ ph さ rusaka 〜前項 
ノヽ °— ノレ サカ汁 pharusaka  pana  58  329 
ノ 《一ノレ サノ？ ラダ一 ャカ PhSrusaphalad さ yaka 

〔比丘の 譬喩 經〕 26  499 
ノヽ' ル • ヂャ一 タカ Bharu- jStaka  (ノヽ 'ノレ 王 本 

生物 語） （ニー 三） 30  287° 
ノ、。 ルツ タ ギリ Paluttha  giri  〔山〕 61 148 
パル デ ィ ャ Pha!udhiya  〔ダ ミラ 人〕 61 359 
ハレ一 ヌカ harepuka  (豌豆） 37 144;  39  412 
パー レープ タ pareva は ① （播羅 縛 多 鳩） 〔鳥〕 

26  30;  27  53 ② （播羅 縛 多） 〔樹〕 39  389 
ノ  、"ローサ タ • デャ一 タカ Parosata  -  jStaka  (超 

百 本 生物 語） （一 〇 一） 29  291° 
ノ 《ローサ ノ ヽッサ 《デ ヤー タカ  Parosahassa- 

jataka  (超 千 本 生物 語） （九九） 29  281° 
バー ヴ Bhava  〔長者〕 38  358 
パーブ— P さ (波 婆， 波 和 =パ —バー） 〔城〕 

4  426;  7 103，  154,  159; 11 上 317;  65  (  I  )10 

パー ヴカ pSvaka  (火） 62  341 

パブ ッタ Pavatta  (波樓 多） 〔山〕 22 上 270 

パブ ッ ター Pavattar  〔辟〕 11 下 70 

パブ ニン ミタ Bhavanimmita  〔傳 。 轉輪 王〕 
26  298 

パブ ラー PavarS  〔毘沙門天 女〕 24  477 
パ一ヴ 一 リ 力 P5v さ rika  (婆 婆 利， 波 波 利， 波 

婆 離 逆， 賣衣 者） 〔甍 羅豳〕 6  301; 7  41; 8 

121; 15 179; 16 上 380 

バー ブー リャ Pav^riya  〔王〕 37  217,  218 

バー ヰ タッタ BhSvka ひ a  〔辟〕 11 下 69 

バー ヰ ダッタ Bhavidatta  (修身） i ス マナ佛 

ヽ 


の 第二 弟子） 28  73;  41 264 
パ ヸッタ Pavittha  〔比〕 25 130 
パヰ一 ヒ pavihi  (稻， 米） 〔植〕 37 144 
パー ヴサ P さ vusa  〔魚〕 26  28,  30;^27  71. 96' 

97, 106;  33  308;  38  451 
バヹ ツヤ bhaveyya  〔樹〕 39  389 
バ―ヹ ール國 B^vem- rattha  31 518,519,520 
バ一 ヹ一 ル國本 生物 語， バ —ゴール. ヂャ— タ 

力 BSveru  jStaka  (三 三 九） 31 517。 

パン ① panasa  (半^ g ヽ 半 那沙， ハラ ミツ， 

波羅蜜） 〔樹， 果〕 29  376;  35  288 ② labuja 

(飽 麵樹， 频果， 羅 浮闍， 波羅蜜） 〔樹〕 34 
407 

パンガ Paiiga  〔辟〕 11 下 70 

バンガ bhaiiga  〔樹〕 37 144 

パン カダ一 Paiikadha  (崩 伽闍） 〔村〕 17  387 

ハン カナ 力 Haiikanaka  〔精 舍〕 64  365 

ハン 力一 ラ Haiik き ra  〔村〕 61 60 

パン 力 ヹーラ 力 Pafikavelaka  〔村〕 61 178 

バン グラ pafigura  〔樹〕 39  406 

ハン サー Hariis§  (白鳥） 〔宮殿〕 41 248,322, 
351 

ハン サ • デャ一 タカ Hamsa  jataka  (白鳥 本 

生物 語） （五 〇 二）  35  93° 
ハン サ パパ一 タ Hamsa  papata  (驚 崖） 〔雪 

山の 池〕 63  388 
ハン サブ ッ タ Hariisava は a  〔精 舍〕 60  405 
ハン サブ ティ— Hariisavati  (有 驚） 〔城〕 2ft 

69,  70, 131，  219,  457，  462;  27 1, 25,  68,90, 

123，  134,  223,  237,  276 其 他； 28  78;  41290 
バンス Pamsu  〔鬼〕 31 554 
ノ 《ン スク一 ラサ ンニカ ParhsukQlasafifiika 

〔比丘の 譬喩 經〕 27 193 
ノ 《ンス クーラ フー チ" ャ 力 Paihsukiilapiijaka 

〔比丘の If 險經〕 27  220 
ノ 《ンス クーラ p る Pariisukula  vagga  27 193 
パン タ〜 パン タカ 
パンダ Paijc^a  〔池〕 61 172,  230 
パンダ Bha^da ① 〔比， 阿難の 弟子〕 13  299， 

300 ② （犍荼 ） 〔村〕 1 97; 18 1 
①ノ、 C ン タカ ノ、。 ンタ Panthaka,  Pantha 


(槃 特， 半 託迹， 道路， 路の 者） 〔比〕 ① 63 
324 ② 26 106 
パンダ 力 Paijcjaka ① 〔比〕 1 110 ② 〔夜叉〕 
60  232 

ノヾン ダガー マ 品 Bhand agama  vagga 18 1 
ノ、' ンタ" ク ツチ Bhandakucchi  〔人〕 35 13 
パン ダナ phandana  〔樹〕 17  330,  332;  34 

113*;  39  387,  402;  59 上 349  ' 
バンダナ 一 ガーラ • デャ一 タカ 

Bandhanagara -  jataka  (獄舍 本 生物 語） （二 〇 

一 ）30  233° 

パンダ ナ樹本 生物 語， パン ダナ. デャ一 タカ 

Phandana  jataka  (四 七 五） 34 113°;  37 162 
バンダナ モッカ • デャ一 タカ 

Bandhanamokkha  jataka  (解 縛 本 生物 語） 

(一二 〇） 29  350° 
パン ダラ PaiKlara  〔龍王〕 35  356,  358* 
パン ダラ 力 Pai:i4araka ① 〔象 王〕 59 下 15 

② 〔山〕 35 123 
ノ  、° ン ダ ラ サ 姓 Pandarasa  gotta  25  277 
ノヾン ダ 一 ラポッ タ キン bha^id^apotlhakin 

〔官職〕 61 282,  284 
パン ダラ 龍王 本 生物 語， パン ダラ 'ヂャ 一タカ 

Pandara  jataka  (五一 八） 35  355°;  38  255 
パンダ ランガ PaijcJaraAga  (畔郎 具， 塗 灰） 

〔外〕 60  55 

パン ダブ Papcjava ① （般荼 婆， 樂荼 婆， 白 
善） 〔山〕 11 下 66;  24 150;  25 118 ② 〔馬〕 
30 159， 160 

パンゲ ヅ一 ビー Paij4av&pi  〔精 舍〕 60  387； 
61 173 

ノ 《ン ダブ一 林 Pandavavana  〔園〕 61 405 
ノ 《ン チヤ ガル • デャ一 タカ Paficagaru- j お aka 

(五師 本 生物 語） （一三 二）  29  412° 
ノ《ン チヤ カン ガ Paficakafiga ① （五 支） 〔大 
ェ〕 10 177" 11 上 28*; 11 下 179*    〔優陀 夷 
と 問答〕 15  345* ② 〔經〕 15  345 
パンチ ャサタ Paficasata  〔地方〕 61 500 
ノ、。 ン チヤ サッ タティ Paficasattati  〔殿〕 61 301 
パン チヤ サ一ラ PaficasSla  〔村〕 59 上 318* 
パンチ ヤシ 力 Paficasikha    (般遮 翼， 般闍尸 


'  バン チ-- -へ 

呵， 五髻， 五 頂） 〔犍関 婆 子， 樂神〕 7  283， 
298;  32 116;  33  296,  297,  301,  302,  304;  60 
348,  358 

パン チヤ シ一 ラサ マ一 タ"一 ニヤ Paficasila- 

samadaniya  I: 比丘の 譬 喻經〕 26 138 
ノ 《ン チヤ ッ タヤ • スッタ      Paftcattaya  sutta 

(五三 經） 11 上 297° 
ノ 《ン チヤ ディー ノ？ ダ一ィ 力一 Paficadipa- 

dayika  〔比丘尼の 譬 喻經〕 27  378 
パン チヤ ディー ピ Paficadipin   (五燈 殿） 27 

368，  379 

パン チヤ ディ一 ピカ Paficadipika  〔比丘の 譬 

喩經〕 26 193 
パン チヤ ディ一 ビカー Paficadipika  〔比丘尼 

の譬 It 經〕 27  367 
ノ 、。ン チヤ ノヽッ ティ ャ Paficahatthiya  〔比丘の 

譬 險經〕 26 176,  330 
ノ 《ンチ ヤノ？  —  ノ？—    Pancapapa  (； 五惡） 〔女〕 37 

210,  211,  212,  217 
パン チヤ パリ ヹ一 ナム一 ラ 

Pancaparivenamula  〔住 院〕 61 223 
バン チヤ パンディ タ • デャ一 タカ 

Pancapandita  jataka  (五 賢人 本 生物 語） 

(五 〇 八） 35 185° 

ノ？ ン チヤ ョ一 デャナ 〔ラ ッタ〕 Paficayojana 

frattha] 〔地方〕 61 157,  180,  231,272,335, 
447 

パン チヤ一 ラ PaficMa ① （般 遮羅， 般 闍羅， 
槃闍 梨- ゥ ッ タラ パン チヤ一 ラ） 〔國〕 7  205; 
13  414;  25  51, 52,  53；  30  364;  31 440;  39 
119*,  140，  143,  149，  152, 159*,  184, 197,206, 
258；  41 398  〔十六 大國の 一〕 17  345；  21 146 
② （般 闍羅） 〔王〕 31 436;  35  264，  268,  393， 
398，  402,  404* 
〔パン チヤ一 ラ 王と 毘提訶 王〕 39 109 
ノ 《ンデ ャ ラーゲ'— ハ pafijarSgeha  (■ 堂) 61 
398 

ノ 《ン チヤ一 ラ チャンダ Pafic^la- capda ① （般 
闍羅 旃陀， 般闍羅 健） 子〕 12  82；    22 上 
157 ② （般 闍羅 健， 般闍羅 旃陀） 〔夜叉〕 8 
280 ③ 「司祭〕 37  203,  209  @  〔婆羅門 子〕 
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ハー パンチ 


37 178, 193 ⑤ 〔王子〕 39 178,  201，  216*, 
233,241 

ノ？ ン チヤ一 ラ チャン ディ一 Pafic^la-capdi 

〔王女〕 39 138,  139,  164,  166,  178,  200, 

201,  217*,  241， 260 
パン デャ リ Pafijali  〔山〕 60  363 
パン チヤ一 リー Pafic^Ii ① （半 闍羅） 〔毘舍 

法 比丘の 母〕 18  90;  25 160 ② （槃遮 梨） 〔王 

妃〕 35  205 

パン チヤ ヰ ハーラ Paficavihara  〔地名〕 61277 
パンチ ヤー ヴダ 'デャ 一タカ Pafic^vudha- 

jataka  (五 武器 太子 本 生物 語） （五 五） 29  24° 
ノ、。 ン チャング リャ Pancanguliya    〔比丘の 譬 

喻經〕 26  318 
パンチ ュ ッダ Paficuddha  〔國〕 61 497,  503 
パンチ ユー ポー サタ * ヂ ヤー タカ 

Pancuposatha  jataka  (五 者 布 薩會本 生物 語） 

(四 九 〇） 34  335° 
ノヽ' ンヅ クマ一 Bandhumant     〔王， 毘 婆尸佛 

の 父〕 28  87 〜バン ドウ マ一 
ノヽ' ンヅゥ マティ  一 Bandhumati ① 〔昆婆 尸 

佛の 母〕 28  87 ② （有 親） 〔都〕 28  87 〜バ 

ンひ クマ ティー 
バン ディ bhapdi  「樹〕 37 171; 39  410 
バンデ イカ一 ① bhaijcjika  〔花〕 24  487 ② 

Bhandika  〔房 舍〕 61 131 
ノ 《ンァ ィ タク マー ラカ        Papcjita  kumaraka 

(聰明 童子） 17  361 
ノ 《ン ディ マン ダ ラ Papdimapdala  〔ダミ ラ 人〕 

61 366 

パンディ ャ ① Pad5， Pariidiya  〔國〕 65  (m) 
3，  32 ② P!Lp<liya  〔ダ ミ ラ人〕 61 366 

パンディ ヤーン ダ一ラ PaQdiySp(JSra   〔 ダ ミ 
ラ人〕 61 366 

ノ 《 ン ド ゥ Papdu ① （ = パン ドウ ブーサ） 〔王〕 
60  28 ② 〔釋種 王〕 60  65，  208,  210,  211 ③ 
(= ヰ' ッカマ パン ドウ i)  61 150 ④ 〔族〕 
37 181,  182;  61 198 ⑤ 〔國〕 61 107*,  114, 
116*.  125,  132,  133,  135,  137，  167,356,358, 
363,  368,  383，  386,  387,  392,  417,  418，  422， 
458,  477，  481， 482 ⑥ 〔池〕 61 411 


〔パン ドウ 王の 掠奪〕 61 109 
パン ドウ 〔力〕 Pap4u〔ka〕 〔ダ ミラ 人， 王〕 61 
19°,  20 

パン ドウ 力 Paijcjuka ① （盤 那， 半 豆） 〔六 群 

比丘の 一〕 4 1; 31 191 ② （半 特陀 = パン ド 

ゥ 力一 バヤ 王） 60  66 
バン ド ゥ 力 ① bandhuka  〔花〕 38  456 ② 

Bhanduka  (盤 頭迦） 〔塞， 比〕 60  74,  236, 

240;  65  (  I  )  88 
ノ 《ン ドウ 力— ノ、' ャ PaQ^ukSbhaya  (=  ノ？ ン ド ク 

力） 〔王〕 60  216,  217,  219,  221,  224°,  226, 373 
パン ドウ カンナ Papcjukapija  (黄 耳） 〔輕業 

師:） 34  332 

バン ド ク カンナ Bhapdukapna  (—禿 耳） 〔輕業 

師〕 34  332 
ノ 《ン ドウ 子 PandU'putta  〔夕 や〕 9  48 
〔パン ドウ 國 攻略〕 61 118 
ノ 《ン ドウ 國に 於け る 勝利 Pandurattha  vijaya 

〔章〕 61 383 
パ ン ドウ デ一ヴ 力 ① bandhujivaka   (般豆 時 

婆 ii， 樂豆時 縛迹， 盤 豆 時 縛迎） 〔花， 樹〕 

7  81; 8  340; 11 上 17;  26  30，  301,  328;  62 
345  (D  Bandhujivaka  〔比丘の 譬 喻經〕 26 
301,328 

ノヾ ン ド ゥ チ" ーヴカ lifi    Bandhujivaka  vagga 

26  301 

ノ、。 ン ドウ ナー ドウ コッ ターナ 
Pandunadukottana  〔地名〕 61 388 

①バ ン ド ゥマ一 ② バン ドウ マティ一 

Bandhuma,  Bandhumati  (盤 頭 寧 帝， 槃頭 
摩 帝， 紫 頭 婆提， 有 親 者， 度滿） 〔城〕 ① 26 
234 ② 26 146;  41 324，  327 

バン ド ゥ マー Bandhumant ① （盤 頭 摩， 槃頭 
〜バン ヅゥ マ一） 〔王， 度 婆 尸佛の 父〕 6  367; 
41 327;  63  423 ② （檠 頭， 樂頭 摩） 〔傳 。王〕 

27  362,72:39  263 ③ 〔？] ネ〕 11 下 70  @  〔城〕 

〜前項 

ノヽ' ン ドウ マティ一 Bandhumati ① （紫 頭 婆提， 
盤頭挈 帝〜 バン ヅ ゥ マティ 一） 〔毘婆 戸 沸の 
母〕 6  367;  41 327;  63  423 ② 〔城〕〜 前前 項 

パン ドウ ラ Pandula ① 〔婆〕 60  219,221 ② 


ハ， u, 叵， 把， 波ーハ 


〔村〕 60  219 
バ ン ドウ ラ ① Bandhura  〔比〕 25 135 ② 〔象 

番〕 33 15 ③ Bandhula  〔將 軍〕 34  9* 
パン ド ゥ ラ 一デャ PaijcJurSja  〔ダ ミラ 人〕 61 

361 

パン ド ゥ リ ャ Pandriya  〔ダ ミラ 人〕 61 367 
ノ？ ン ド ゥ ブーサ PapduvSsa  (  =  ノ 《ン ドウ ヴ一 

スデ一 ヴ） 〔王〕 60  65,  66,  67 
① パン ド ゥ ヴ一 スデ一 ヮ" ② パン ド ゥ ヴ一 サデ 
一 ヴ Panduvasudeva,  Panduvasadeva  (半 
頭 婆 修提婆 = ハン ド ゥ ブーサ） 〔王〕 ① 60 
212，  213，  214,  216,  219 ② 65(1)91 
〔パン ド ゥ ヴ一 スデ一 ヴの卽 位〕 60  211 
バント" ゥヰ デャャ Papduvijaya  0 よ〕 61 392 
パン ナガ pannaga  (蛇， 伏 行者） 42 11 
パン ナサ ーラカ Pappas さ laka  〔村〕 61 415 
ノ？ ンナダ ーャカ PappadSyaka    〔比丘の 譬險 

經〕 26  387，  404 
ノ 《ン ナタ" ーャカ f5fi    Pannadayaka-vagga  24 
403 

ノ？ ン ナッタ一 ン コッタ Pannatt さ nkotta  〔地名， 
61 379 

ノ 《ン ナノ マツ 夕 力 Pannabhattaka         61 83 
パンナ ヮ ッ ラカ ブータ PapijavallakabhQta 

〔精 舍〕 61 22  ' 
パンナ ンデャ リ 力 Pannafijalika  〔比丘の 譬險 

經〕 26  225 

ノ  、。ン 二 力 • デャ一 タカ Pai:iijika- jataka  (八 百 

屋本 生物 語） （一 〇 二）  29  292° 
バン ニヤ Bhafifia  〔外〕 11 下 82; 14 115； 18  58 
ノ 《ン ニヤ 一• デャ一 タカ Pafifia—jStaka  = 

Paniya  jataka  (水 本 生物 語） （四 五 九） 32  93 

パンパ 力 pampaka  〔鳥〕 27  53,  74;  39  414 

ノヽ ンバ ッ ティ— Hambatthi  〔池〕 61 22 

ハン ブガ ッラカ Hambugallaka  〔精舎〕 60 
376 

ハン ブガ  ッ フカ • マノ ヽ ― アイ ッサ 
Hambugallaka -mahatissa  〔比〕 60  376 

雜 satti  (槍， 鎗， 投鎗， 鐵鎗， 劍， 矛， M) 
15  267,  269 

匁 物 を 執れる もの sattha- hSraka 15 102 


巨求那 Phaggima  (頗勒 具那） 〔比〕 20  134*; 

57 189  〔重病に て佛 の, m 法 を 聞き， 命 終後不 
還果〕 20 134* 

把持 gahaija  (促， 捉へ， 執 持） 59 上 65,66 

把持 善 巧 uggaha  kosalla  63  28,  31， 39，  25 & 

波夷那 Pacinaka  〔國， 人〕 4  451，  452,  454*; 

60 171 

波夷那 比丘 P お inaka  bhikkhu  4  451,  452, 
454* 

波逸提 pacittiya  (単 Pit) 〔罪名〕 1 96,285*， 
318，  324，  389*;  2  2*,  9*, 19*,  420*;  3  303*； 
4 129，  130,  146*,  361*,  457*；  5  21*,  60*, 
85， 141*,  199,  254°,  365; 18  423；  28  315;  2 & 
198;  65  (  I  ) 19 

波 逸提ー （妄語戒） 2 1° 

波 逸提ニ  （属戒 ） 2  6 

波 逸提三 （離間 語戒） 2 18 

波 逸提四 （隨 句戒） 2  22 

波 逸提五 （共 宿戒） 2  24 

波 逸提六 （第二 共 宿戒） 2  28 

波 逸提七 （與 女人 說法戒 ） 2  32 

波 逸提八 （實 說戒） 2  37 

波 逸提九 （說麁 罪戒） 2  48 

波 逸提ー 〇 （掘 地戒） 2  51 

波逸提 一一 （草木 戒） 2  53 

波逸提 一二  （異 誡戒） 2  55 

波逸提 一三 （嫌 譏戒） 2  59 

波逸提 一四 （第一 坐 臥 處戒） 2  61 

波 逸 提ー五 （第二 坐 臥 處戒） 2  64 

波逸提 一六 （强入 戒） 2  67 

波逸提 一七 （牽 出戒） 2  69；  4  254 

波逸捉 一八 （階上 戒） 2  72 

波逸提 一九 （大精 舍戒） 2  74 

波 逸提ニ 〇 （有蟲 水戒） 2  77 

波逸提 ニー  （敎 誡戒） 2  78 

波逸提 ニニ  （日 沒戒） 2  86 

波逸提 二三 （比丘尼 住 處戒） 2  89 

波 逸 提ニ四 （利 養戒） 2  92 

波 逸 提ニ五 （與 衣戒） 2  94 

波 逸 提ニ六 （縫 衣戒） 2  97 

波 逸 提ニ七 （豫 約戒） 2  99 


(711) 


ハー 波 


波逸提 二八 （乘 船戒） 2 102 

波 逸 提ニ九 （斡旋 戒） 2 105 

波 逸提三 〇 （秘密 坐戒） 2 108 

波 逸 提三ー （施 食處 食戒） 2 110 

波 逸 提三ニ  （別 衆 食戒） 2 113 

波 逸 提三三 （數數 食戒） 2 120 

波 逸 提三四 （カー ナ 母戒） 2 125 

波 逸 提三五 （第一 足 食戒） 2 129 

波 逸 提三六 （第二 足 食戒） 2 133 

波 逸 提三七 （非 時 食戒） 2 135 

波 逸 提三八 （貯 藏戒） 2 137 

波 逸 提三九 （美味 食戒） 2 139 

波 逸提四 〇 （楊枝 戒） 2 141 

波 逸 提四ー （裸 形 者戒） 2 144 

波 逸 提四ニ  （驅 出戒） 2 147 

波 逸 提四三 （食事 家戒） 2 149 

波 逸 提四四 （屏與 女 坐戒） 2 152 

波 逸 提四五 （獨與 女 坐戒） 2 154 

波 逸 提四六 （往 詣戒） 2 155 

波 逸 提四七 （マ ハーナー マ 成） 2 160 

波 逸 提四八 （出征軍 戒） 2 164 

波 逸 提四九 （宿 軍 中戒） 2 167 

波 逸提五 〇 （合 戰戒） 2 169 

波逸提 五一 （飮 酒戒） 2 171 

波 逸 提五ニ  （指 操戒） 2 175 

波逸提 五三 （水中 戲戒） 2 177 

波 逸 提五四 （輕 侮戒） 2 178 

波 逸 提五五 （恐怖 戒） 2 180 

波逸提 五六 （火 戒） 2 182 

波 逸 提五七 （沐浴 戒） 2 184 

波逸提 五八 （壊 色戒） 2 189 

波 逸 提五九 （^?施戒） 2 191 

波 逸提六 〇 （隠匿 衣戒） 2 193 

波 逸 提六ー （故意 殺 有情 戒） 2 196 

波 逸 提六ニ  （飮蟲 水戒） 2 197 

波 逸 提六三 （發 諍戒） 2 198 

波 逸 提六四 （麁 罪戒） 2 《00 

波 逸 提六五 （二十 歲未 滿戒） 2  202 

波 逸 提六六 （賊 隊戒） 2  206 

波 逸 提六七 （與 女人 期 行成） 2  208 

波 逸 提六八 （ァ リ ッタ戒 ） 2  211 


波 逸 提六九 （隨 擯戒） 2  216 

波 逸提七 〇 （カン ダカ 戒） 2  218 

波 逸 提七ー （如法 戒） 2  223 

波 逸 提七ニ  （疑惑 戒） 2  225 
波逸提 七三 （無知 戒） 2  228 

波 逸 提七四 （打 比丘 戒） 2  231 
波 逸 提七五 （擧 手戒） 2  232 
波 逸 提七六 （無根 戒） 2  234 
波 逸 提七七 （故意 戒） 2  235 
波 逸 提七八 （屏 聽戒） 2  237 
波 逸 提七九 （塌磨 不平 戒） 2  240 
波 逸提八 〇 （不與 欲 出 去戒） 2  241 
波 逸 提八ー （ダ ツバ 戒） 2  243 
波 逸 提八ニ  （廻 施戒） 2  246 
波 逸 提八三 （王宮 戒） 2  249 
波 逸 提八四 （寶戒 ） 2  255 
波 逸 提八五 （非 時 八 聚落 淨戒） 2  260 
波 逸 提八六 （針 筒戒） 2  264 
波 逸 提八七 （臥床 戒） 2  266 
波 逸 提八八 （入綿 戒） 2  268 
波 逸 提八九 （尼師 壇戒） 2  269 
波 逸提九 〇 （覆瘡 衣戒） 2  271 
波 逸 提九ー （雨 浴衣 戒） 2  273 
波 逸 提九ニ  （難 陀# 老成） 2  273 
波逸提 （尼） 5  99*,  125*.  141* 
波逸提 （尼） 一 （食 蒜戒） 2  418 
波逸提 （尼） 二  （剃 隱處 毛戒） 2  420 
波逸提 （尼） 三 （相 拍戒） 2  421 
波逸提 （尼） 四 （樹接 生 支戒） 2  422 
波逸提 （尼） 五 （洗淨 過 限戒） 2  424 
波逸提 （尼） 六 （供給 水 扇戒） 2  426 
波逸提 （尼） 七 （乞 生 穀戒） 2  428 
波逸提 （尼） 八 （墙 外棄不 淨戒） 2  429 
波逸提 （尼） 九 （青草 上棄不 淨戒） 2  431 
波逸提 （尼） 一 〇 （歌舞 觀 聽戒） 2  432 
波逸提 （尼） 一一 （共 男子 夜中 獨共 語戒） 2  434 
波逸提 （尼）  一二  （共 男子 W 覆 處獨共 語戒） 
2  436 

波逸提 （尼） 一三 （共 男子 露地 獨共 語戒） 2  437 
波逸提 （尼） 一四 （遣 去 伴 比丘尼 戒） 2  437 
波逸提 （尼） 一 五 （食前 入 他家 不語 主人 去戒） 


(712) 


2  439 

Vi 匕ソ 

波逸捉 

(ftZ) 

- 1 - 

(食後 入 不語 t  A  4-Tri;^2  442 

游滞ホ 争 

に メ匕ソ 

波逸提 

(尼） 

一七 

(不語 キ人 著^ 戒） 2  443 

妝滞ホ 争 

に リ匕ノ 

波逸提 

(尼） 

一八 

(不審' 等師 語戒） 2  445 

V    J  'に ト 1 HI  H          ノ       ノ              I  リ 

被漁浑 

、メ 匕ソ 

波逸提 

(尼） 

一九 

(瞋汇 、呪 詛戒） 2  447 

V/ 匕ソ 

波逸提 

(尼） 

二 〇 

(^打 己啼 泣戒） 2  448 

, J  J  '    '    1 【J 1 —，し ノ  i-Aj  ノ    ―"     -  -  U 

V  ノ匕ソ 

波逸提 

(尼） 

(裸身 沐浴 戒、 2  450 

V.  1 小 i'i、ru  ノ lAi ノ         * リリ 

に メ匕ソ 

波逸提 

(尼） 

一 一 

(過量 水浴 衣戒） 2  451 

JJl^ 満棍 

リ匕ノ 

波逸提 

(尼） 

一 ― 

(縫 衣 過 五 B 戒） 2  453 

波逸提 

(尼） 

二 四 

(不 著僧仂 n 梨 過 五日 戒） 2  455 

、 1  •         1 tj         ->T^         . ム丄 I— J  ノ  iA(  ノー  丄リリ 

リ丄 u 

波逸提 

(尼） 

二 五 

(著 他 衣戒） 2  456 

仪逃 

ぃ匕リ 

波逸提 

(尼） 

(僧衣 作妨 難戒） 2  458 

iZ^ 逃 促 

リ匕リ 

波逸提 

(尼） 

二 七 

(^_^^分衣戒） 2  459 

奴 逃 

n ョ、 
^/匕 ジ 

波逸提 

(尼） 

二八 

(與 白衣 外道 衣戒） 2  461 

、 ヽ 1 — 1  >~、  ノ  1  > -、  / lAi ノ             *  、 丄 

^^乙 丄 

波逸提 

(尼） 

二 九 

(薄 望 f 导衣戒 ） 2  462 

、 ■、。  ~ *— -  i  、- J  ^ ゝ /  ノ 

n リヽ 
にメ 匕ソ 

波逸提 

(尼） 

三 〇 

(遮 出 功 德戒） 2  464 

n レ'、 
に/匕 ソ 

波逸提 

(尼） 

(無 衣同牀 臥戒） 2  466 

に J 匕ン 

波逸提 

(尼） 

― 一 

(同 得 被戒） 2  467 

、/匕 ノ 

波逸提 

(尼） 

二 一 

(故意 惑 惱戒） 2  468 

に/匕 ソ 

波浼 もき 

(尼） 

三 四 

ぐ 不着 同 tSf? 病戒、 2  470 

&逸干 足 

Cj 匕リ 

波逸提 

(尼） 

三 五 

ぐ齋 ffl], 出 房戒 ■)  2  471 

V 牛- 1      t-M  ！わ 71Aj  ノ    "    T  , 丄 

Mr  ； 但 

い 匕リ 

波逸提 

(尼） 

~ -  f  - 

~~ "  ノ  \ 

C 親 iTr 民 十 遠 Mflin  2  474 

\.AyuMJ.n^  _L       CUT.  /IXj  ノ  "ill 

使 

C  R コ、 

ぃ匕リ 

波浼提 

(尼） 

三 七 

C 國內恐 f 布 虚 游行戒 ） 2  477 

531 

波逸提 

(尼） 

三 八 

(岡 外 恐' 1 布處 ^？-行戒） 2  478 

波魏提 

(尼） 

、'し ノ 

波逸提 

(尼） 

三 九 

(雨期 遊行 戒-) 2  479 

(尼） 

波逸提 

(尼） 

四 〇 

安居 竟不 主戒） 2  480 

波瑰提 

V_  /  Cj  ノ 

波逸提 

(尼） 

四 一 

(觀 王お 園 林戒） 2  481 

v  pvu  ~ 1—  1   [  k-KI  1 ノ  1、  ノ  lAi ノ            I リ丄 

536 

波逸提 

(尼） 

四 二 

(高 床 尾 毛 牀戒） 2  483 

V,  |*— il     1 ゝ /—t3    1—1 ' r  1^  ノ  lAj  ノ     一      1 リ、' 

波瑰提 

Vs  ノ！ ~ t  ノ 

波逸提 

(尼） 

四 三 

(紡績 戒） 2  484 

537 

波逸提 

(尼） 

四 四 

(IB 白衣 作 事戒） 2  485 

、 Z ヽ 1 ~ 1 -^、  1 厂 -J--  ノ lAt ノ            1 、 ノリ 

波逸提 

J<1H  J/*-. 

(尼） 

波逸提 

(尼） 

四 五 

r 不 與他滅 靜戒） 2  486 

V  1  ' ノ-ヽ J u_i レ n f  ノ ノ          1 、 ノリ 

波逸提 

(尼） 

波逸提 

(尼） 

四 六 

r 跑 白衣 外道 食戒、 2  488 

、 Z ヽ I — 1  > "ゝ/  1  Ahd.  J-<.  ノ  JAj  ノ              1 リリ 

539 

波逸提 

(尼） 

四 七 

〔月 華 衣戒） 2  489 

V  /  J         >'X  ノ  iAi ノ 一     ' 、ゾ" 

波挽提 

li.^  ACls  iAt- 

(尼） 

波逸提 

(尼、 

V/  ' ~ "ノ 

四 八 

(不捨 住處出 游戒） 2  490 

波逸提 

li-**.  AUd  iAC 

(尼） 

、 / 1 — 1 ノ 

波逸提 

li-^  *<<_ss  J/i_ 

(尼） 

、/  [_!  ノ 

TO 力 

~" 1 ノ し 

(^自作 Bff 術戒ぅ 2  492 

(尼） 

、ノ  C_i ノ 

波逸提 

(尼） 

、 ' ' ~~ "ノ 

五 o 

f 教人 Bff 術 戒） 2  493 

乂ノ  C_i ノ 

逾ミ係 港 

、/匕 ノ 

五一 

C 有 比丘 僧 園 不問 入戒 ）2  494 

波逸提 

IZ-X.  Aii^ 

(尼）. 

乂ノ  [_1 ノ 

波逸提 

(尼） 

CmvVfr^^  2  4Q7 

に ノ匕ソ 

波逸提 

(尼） 

五三 

(罵 尼 衆戒） 2  499 

波逸提 

(尼) 

波逸提 

(尼） 

五 四 

(背 請戒） 2  501 

波 逸 

(尼） 

波逸提 

(尼） 

五 五 

(慳嫉 俗 家戒） 2  503 

波逸提 

(尼) 

五六 （無比 丘 (ぉ處 安居 戒） 2  504 

五 七 （二部 ft 中不自 恣戒） 2  505 

五八 （不 往聽 誡戒） 2  507 

五 九 （半月 不請敎 授戒） 2  508 

六 〇 (使 男子 破 嫵戒) 2  509 

六 一 （度 机 • 婦戒） 2  511 

六 二  （度 乳兒 婦女 戒） 2  512 

六 三 （度 不學 六法 沙彌 尼戒 )2  513 

六 四 （不乞 僧度學 法沙彌 尼戒） 2 

六 五 （度 未滿 十二 曾 嫁女戒 )2  518 
六 六 （度 不與 六法 曾 嫁女戒 )2  519 
六 七 （不乞 僧 度 學法會 嫁 女戒） 2 

六 八 （不二 歲敎護 弟子 戒） 2  523 
六 九 （不二 歲隨和 尙戒） 2  524 
七 〇 （度^ 女 不令遠 ま戒） 2  525 
七 一 （度 減 年 童女 戒） 2  526 
七 二  （度 不學 六法 童女 戒） 2  527 
七三 （不乞 僧 度學法 女戒） 2  528 
七 四 （未滿 十二 夏 度 人戒） 2  530 
七 五 （滿 十二 夏 不乞僧 度 人戒） 2 

七 六 （不聽 度 人 謗 僧戒） 2  532 
七 七 （取 他 衣 不爲授 具戒） 2  534 
七 八 （令 二 年隨學 不爲授 具戒） 2 

七 九 （度與 男子 交友 學法 女戒） 2 

八 〇 （父母 夫 主不聽 度人戒 )2  538 
八 一 （別 住 者與欲 度學法 女戒） 2 

八 二  （各 年度 人戒） 2  541 
八 三 （一年 度 二人 戒） 2  542 
八 四 （持 著 蓋 屣戒） 2  543 
八 五 （乘 乘戒） 2  545 
八 六 （著 袴 衣戒） 2  546 
八 七 （著 婦女 飾 身 具戒） 2  547 
八 八 （香 粉 塗 身戒） 2  548 
八 九 （胡麻油 塗 身戒） 2  549 
九 〇 （使 比丘尼 摩 身戒） 2  550 
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波逸提 （尼） 九 一， 九 二， 九 三 (摩 身戒） 2  551 
波逸捉 （尼） 九 四 （比丘 前著 座戒） 2  552 
波逸提 （尼） 九 五 （不 聽問義 比丘 戒） 2  553  '.f 
波逸提 （尼） 九 六 （不 著僧祇 支戒） 2  554 
波 逸提沙 尼耶法 pStidesaniyaka  (侮 過 法， 波 

羅提 提舍尼 法， 提舍 尼） 〔罪名〕 18  424 
波 逸 提犯戒 者 pacittiya  ajjhapanna  2 14 
波逸提 品 Pacittiya  2  275 
波呵羅 Pah さ rSda ① （波 羅陀） 〔阿修羅 王， 大 

海 及び 法律の 八 未曾有 法に つ き て 佛の說 法 を 
受く〕  21 63* ② 〔經〕 21 63 
波拘陀 迦旃延 Pakudha  Kaccayana  (迦 求陀迦 
旃延， 婆 浮 陀迦》 U 那， 波浮陀 ^50 婉延） 〔六師 
外道の 一〕 24 186 
① 波君荼 〔 迦〕 ② 波君荼 迦婆耶 Pakuij<Ja〔ka〕， 
Pakundakabhaya  〔王〕 ① 60  29，  37,  38，  66, 
67 ② 65(  I  )  91 
波 醯闍處 Pahejja- vatthu  65(  I  ) 107 
波斯匿 Pasenadi   〔懾 薩羅國 王〕 2 165，  177， 
249*,  364,  413，  482;  3  274;  4 173，  174;  6 
131，  154，  155,  195,  196,  317，  322,  324;  7 
365,  392,  397，  398;  8 102;  9  272,  273,  400; 
11 上 131，  135,  144，  148，  151,  157*,  166*， 
.217,  220； 12 118* — 171; 16 下 232;  20  88; 
22  t:  287;  23 100,  104,  105,  112,  154，  160, 
190,  191; 28  292;  29 164;  30  25；  31 26,218； 
34  362  〔阿闍世 王と 戰ふ〕 12 141; 30  400； 
31 218  〔阿闍世に 敗れて 舍衞 城に 逃ぐ〕 12 
141 〔戰勝 後 佛に最 勝敬禮 をな す〕 22 上 295, 
296  〔釋迦 族よ り 妃を娶 る〕 34  2  〔末 利 夫人 
との 爭〕 35 120  〔末 利 夫人との 和解〕 31 336 
〔末 利 夫人 あ 死に 因りて 佛の說 法を受 く〕 19 
79   〔八十 歲， 佛と 同年〕 11 上 165   〔祖母 死 
す〕 4  259; 12 161 〔ケ— マー 尼に 如来の 死後 
有無 を 問 ふ〕 16 上 99， 100  〔十六 大夢〕 29 
144  〔大食 を 常と す:] 12 139 
〔波斯 匿 王に 關 する 經〕 *2 118*- 171 
〔波斯 の將 軍と 邪惡 裁判官 等〕 34 14 
波沙法 pas&kha  (鉢羅 奢 法， 肢節） 〔胎内 五位 
の 一〕 42 179 

波 沙那迦 Pasanaka  〔塔 廟〕 24  381,  427;  44 

ヽ 

( 


12,  255,  325,  355;  59 下 235 
波 闍波提 ① Paj さ pati  (生 主， 鉢 曠 惹鉢 帝） 〔天 

王〕 12  383;  39  485，  494  (D  Pajapati  (= 摩 

訶波闍 波提， 瞿 曇彌） 〔佛姨 母， 尼〕 60 161 
波須羅 PasQra  〔外〕 24  323;  42  266,  269,  270 
波 須羅經 PasQra- sutta  24  320°,  323 
波 須羅經 の義釋 Pasiirasutta- niddesa  42 

245°,  274 

波 旬 pSpimant  (害惡 者， 惡 しき 者 =惡 魔 ） 11 
下 135; 12 178*,  195*,  321; 14 116*; 15 
149*;  20  362,  367;  21 257*;  23 187*;  24 155， 
317,  320,  344,  345,  359,  366,  367,  369，  374； 
44  310*,  407* 

波純提 Pajjunna  〔天， 雨 神〕 7  290 

波頭 摩 ① paduma  (蓮華， 紅蓮 華） 41 307， 
318 ② Paduma  (蓮華） 〔佛〕 60 152 

波 多羅 pS は la  〔花〕 59 下 198 

波吒 P さ tika  〔地名〕 28 164 

波 吒左嚼 Patacara  (波羅 遮那， 鉢吒 左囉， 反 
行） 〔尼， 持 律 第一〕 17  36 

①波吒 利 弗 ②波吒 梨 子③波 吒釐子 PStaliputta 
(巴 連 弗， 巴羅利 弗， 波羅 利子， 華 子， 華氏 
= 波吒 梨， 波吒 離） 〔城〕 ① 65  (  1  )  47,  67, 
73，  81， 105,  112,  115,  118, 119 ② 25 165， 
401； 60 175,  184,  192,  228,  245 ③ 19  80,81 

①波托 梨 ② 波吒羅 pStali  (波 波羅， 波羅利 
=チ トラ パ一 タリー） 〔花， 樹〕 ① 25  379， 
384；  28  87;  36 124， 140 ② 38 186 

波吒錄 pataliCka) (波吒 梨， 波羅 利） 〔樹， 
花〕 26  29,  21/,  236,  302，  381,  387,487,488; 
27  72,  96, 105,  122;  37 144;  39  391,  405， 
410;  61 303 

波托 煃 プッ ビヤ P お alipupphiya  〔比丘の 譬險 

經〕 26  217,  488 
波 托離子 Pataliput は 〔出家 者〕 58 103 
①波吒 離村 ②波吒 梨 pa は lig さ ma  (巴 連 弗邑， 

巴吒 村） ① 23  225* ② 23  90 
波吒 離村 人品 PStaligSmiya  vagga  〔自 說經〕 

23  217。'  238 
波陀 ① PSrileyya  〔象〕 34  314 ② 

Parileyyaka  〔邑， 林〕 14 153;  23 149, 150 

) 


波陀 聚落 Parileyya  〔經〕 14 152 
波 致 參毗陀 PaUsambhida  (= 無礙解 道） 60  34 
波 底托那 PatiUhSna  〔阿 邏迦の 都〕 24  380; 
44 11 

波 曇 Padum さ 〔爽〕 21 315 

波那據 Panada  〔夜叉 神〕 7  282 

波波羅 patali  (波 吒^， 波 吒羅） 〔毘婆 尸佛の 

菩提樹〕 6  364,  373,  423  . 
波 波 利 菴婆林 Pavarikambavana  (波 婆 離迦蒂 

羅林， 婆 婆 利菴羅 園， 賣衣 者菴羅 園） 7  41, 

44;  8 121; 10 137, 143 
波 婆 Pav さ （波 和） 〔城〕 4  426;  7 103,  154， 

159，  162；  8 149*,  285*;  22 下 208;  23  219； 

24  381; 44 11; 60 169  〔佛舍 利 八 分の ーを受 

く  〕  7 159, 162 
①波 婆の ②波婆 族 Paveyyaka ① 13  274 ② 

41 361 

波婆邑 PSveyyaka  60 171 

波 婆 離 迦菴羅 林 PavSrikambavana  (波 波利菴 

婆 林， 婆 婆 利菴羅 園， 賣衣 者菴羅 園） 16 上 

10, 14,  24 
①波浮 迦旃② 波 浮 陀迦が ^ 延 Pakudha- 

Kaccayana  (波 拘陀迦 旃延， 迦 求陀迦 旃延， 

婆浮陀 旃那） 〔六師 外道の 一〕 ① 7 138 ② 16 

上 130 

波 摩 遮 羅伽脚 masSraka  〔臥床〕 2  63,  267 
波 摩遮羅 伽/ J 、床 mas さ raka  pitha  4  229 
波 摩 遮 羅伽床 masaraka  manca  4  229 
① 波 夜 逝 ② 波 夜伽 Pay^a  〔渡 場〕 ① 1 17 

② 38  300 
波耶伽 PSyaga  〔龍〕 7  283 
波羅 Paraga  〔天〕 7  289 
波羅夷 P お 5jika  (驅擯 罪） 〔罪名〕 1 44°=^ 
72,  77°,  78*,  122°,  123*,  153°,  154*,  276*, 
285*,  318;  2  342*,  343°,  348,  349°,  353°, 
356°；  3  304*；  4 129,  130,  156,  157，  361*； 
5  53*,  55,  60,  68，  79，  81*,  85， 199,  252°, 
253,  364，  369； 11 上 322*; 18  421； 22 上 302; 
58  433;  59 上 345,  346,  400;  59 下 78;  62  45； 
65(  I  ) 19，  24 
波 羅夷ー （不 淨戒） 1 1 


波 羅爽ニ  （不與 取戒） 1 66 
波 羅夷三 （人 體戒 = 殺 人戒） 1 113 
波 羅夷四 （上人 法 戒=大 妄語戒） 1 144 
波羅夷 （尼） 5 121*,  138，  139,  141*,  142, 199 
波羅 (尼） 一 （摩 觸戒） 2  337° 
波羅臾 （尼） 二  （覆 比丘尼 重罪 戒） 2  346° 
波羅夷 （尼） 三 （隨 順被擧 比丘 13 諫戒） 2  349° 
波羅夷 （尼） 四 （八 事 成 重戒） 2  354 
波羅 夷罪聚 parajikapattikkhandha  5  78,80, 
136 

波 羅夷章 P さ rajika- kaij4a  (波 羅夾 品） 65  (I) 
19 

波羅夷 相似 pgrajika  samanta  4 156, 157 
波羅夷 犯戒者 parajika-ajjhapanna  2 14 
波 羅夷品 P さ rajika- kaijcja  (波羅 夷 章） 1 183; 
2  357 

① 波羅延 ② 波 羅延那 P むさ yana  (彼岸 道 = 彼 
岸 道 品） 〔經〕 ① 17  216,217; 18  81; 20 158， 
161,  310，  312 ② 13  67* 

波 羅楗陀 Phalagaij お 〔比〕 12  49, 101 

波羅奢 pa ほ sa  〔樹〕 38  374 

波 羅奢耶 par お ariya  〔婆〕 11 下 433，  434;  30 
341 

波 羅遮那 Pa お C き r さ （波吒 左嘱， 鉢吒 左嘱， 反 

行） 〔尼〕 25  354,  355，  356,  357，  365;  60 124 
波 羅殊提 Paj jota    (燈光 = チャンダ パッ デ ョ 

—タ， 猛光） 〔王〕 3  484*,  490  〔耆 婆に よる 

治 病〕 3  484* 
波羅陀 PaMr さ da  (波 呵羅） 〔阿修羅〕 7  285 
波羅提 提^ 尼 pStidesaniya  (波 逸提沙 尼耶， 

悔過， 提舍 尼） 〔罪名〕 3  303*;  4 129，  130， 

361*;  65(  I  ) 19 
波羅提 提舍尼 犯戒者 patidesaniya  ajjhapanna 

2 14 

波 羅提木 叉 ① pStimokkha  (戒 本， 戒條， 別 
解脱） 1 12*;  2  81， 227,  228*；  3 182，  183°, 
185*, 198*, 204*, 211,  220*, 223*,  228*, 231*, 
240;  4 106,  148,  149，  353,  354,  359，  386；  5 
2，  3,  382;  6  95,  355，  416*;  7  321,  323;  8  95; 
11 上 11, 362； 17 161; 18  24；  21 70*;  22 上 2, 
3, 10， 11， 238,  241,  301，  303,  304,  305，  327; 
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22 下 26,  28, 116,  315,  320;  23 141,142,152, 
167*  367;  27  212,  508;  29  31; 42  345;  43 
210;  46  346,  349;  59 上 3，  69,  332,  396*;  59 
下 229;  60  56，  87;  63  38， 123  〔讀誦 法〕 3 
204*; 17  377,  379,  381， 383  〔讀誦 法 五 種〕 
3 198*  〔讀 誦すべ からざる 場合〕 3  240,  241 
② Patimokkha  〔經〕 16 上 423 
0) 波 羅提木 叉 讀誦法 ②波 羅提木 叉の 讀誦 ③波 
羅提木 叉 を誦む こ と pStimokkhuddesa ① 

5  91 ② 59 上 332,  396* ③ 17 161 

(波 羅提木 叉の 讀誦 ー昆 婆尸佛 （成 道 後 六 年)〕 

6  421° 

〔波 羅提木 叉の 讀誦を 彿は行 ひ 給 はず〕 21 73； 
23 169 

(D 波 羅提木 叉 律 «i ②波 羅提木 叉の 律儀 

patimokkha-samvara  (別 解脱 律儀， 順 解脱 
律儀， 戒本 防護） ① 2  81; 17  97，  401，  404； 
18  25，  41, 71； 19 157,  186,  191,  212,  216, 
364;  20  399;  23  347,  367,  368;  46  346,  349 
② 16 上 424;  21 5,  7,  52 

波羅 提木ス 律儀 戒 pati  mokkhasamvara  -  sila 
(別 解脱 律儀 戒） 59 下 190, 195 

① 波 羅提木 叉 を 5? する ②波羅 提木叉 を 中止す 
. る こと patimokkhatthapana  〔十 項〕 ① 22 
上 302  (2)17 164 

〔波 羅提木 叉 を 他 住 « に學 ばし む〕 3  207 

波羅奈 ① BSr お asi  (波 羅傻， 波羅 捺斯， 婆羅 
奈， 婆 羅捺） 〔城〕 1 17;  2  329;  6  368；  7 132, 
165，  250;  8  92; 11 上 65，  67; 11 下 349; 12 
179，  180; 13 163; 17  461; 20  56, 151，  158; 
25  33，  55,  390;  28  91， 172,  184，  210* 其 他； 
29 1 其 他； 80  2 其 他； 31 2, 5 其 他; 32 1 其 他； 
35  3 其 他； 36  2,  6 其 他； 37  45 其 他； 38  8， 
123，  231，  233,  356 其 他； 41 74，  77,  88,  351， 
356;  57 134;  58  338;  59 上 38;  59 下 13，  235; 
61 471; 63  311 ② 〔王〕 59 上 316 ③ varapa 
〔樹〕 28  430，  431,  43ar 

①波羅 奈衣② 波 羅核衣 Bar 的 aseyyaka 
Cvattha) (婆 羅奈 衣） （D8  340; 11 上 17， 18 
② 22 上 290,  291 

〔波 羅奈 王の 王女と 甥〕 29  385 

( 


① 波羅该 ②波 羅捺斯 Baranasi  (波 羅奈， 婆羅 
奈， 婆羅 すき） 〔城〕 ① 3 14， 16，  21, 26，  42, 
334,  505,  594; 11 上 209; 14  207，  209; 16 下 
319;  27  265,  282,  306，  308,  327,  358,  407， 
420 ② 60  4,  20，  22. 152,  348 

波羅波 babbaja  (婆 婆， 婆羅 婆， 剌蘿， 燈心 
草） 〔草〕 3  335，  336;  7 1; 14  243；  40  211 

〔波 羅波草 を 刈る 譬喩〕 14  243;  20 116 

波羅蜜 ① P お amin  5 146;  26 1,43,44;  27 

107, 278, 475，  499;  28  30，  95， 153， 164，  332, 

340,  411; 34  339,359;  37  350, 352,423;  39 

431， 432， 486, 536;  41 218， 258, 385, 421 其 他； 

59 上 161,162;  60 152;  62  402;  63 148,197 

〔三種〕 28  51 〔三十 種〕 26 1 ② pSrami ほ 

59 下 225;  61 11,104,445,541,554;  〔26 10〕 

(E) labuja  (飽 麵樹， 夠果， パン， 羅 浮闍） 〔樹〕 
30  267 

波羅蜜 戒 parami ほ- sila  62  29 
波羅蜜 憎 加 parami  samgha  59 上 163 
波羅蜜 滿 たせる 者① paramiihga は （彼岸に 達 

したり， 極意に 達せり， 究竟 得たり） 26  49， 

52,  55 ② parami  patta 〜次 項 

① 波羅蜜 滿 たせる 者 ② 波羅蜜に 達せる 
parami  patta  (彼岸に 達した る， 彼岸に 到達 
し， 究竟に 達し）' ① 26  49,54 ② 26  33 

波羅利 P お ali  (波吒 梨， 波 吒羅） 〔樹〕 60 110 

波羅 利子 は lipuua  (巴羅 利 弗， 波托凝 子， 
巴 連 弗， 波托梨 子） 〔城〕 22 ド 323 

波羅牢 （或 可 意） Patali  or  Manapo  〔經〕 16 上 
54 

波 利 ① Bhallika  (婆 利迦， 婆 梨迦） 〔商人， 
塞〕 20  228 ② Patheyya  〔邑〕 4  446 

波 利 「比丘〕 PStheyyaka〔bhikkhu〕  3  444,445; 
4  451,454* 

波利經 Patika  suttanta  8 1。 

① 波 利 質 多羅 ② 波 利 闍多伽 paricchattaka 
(波 利 夜 怛邏， 婆利閣 多迦， 跋里耶 多羅 迦， 晝 
度樹， H 生樹， 珊瑚 樹） 〔樹， 花〕 ① 3  55; 
16 下 70;  41 210,  226,307,318 ② 20  372* 

〔波 利 質 多羅 樹の 譬險〕 16 下 70 

波 利婆閣 paribbajaka  (般利 婆 闍迦， 普 行者， 

) 


波， 爬， 派， .玻， 破一 ハ 


普 行 出家， 遍行 外道， 遍歴 者， 遊行 者， 出家 

行者， 行脚 僧， 梵志） 65(  1  )  57,58,62 
波 利婆羅 Parivara  (附隨 ） 〔律 藏〕 60  34 
波利耶 PStiya  〔園， 塔 園の 古名〕 60 101,114; 

65(  1  )  107,108  ' 
①波利 夜 fO. 嚼 ② 波 利 夜怛邏 p^cchattaka (波 

利 質 多羅， 拔 耶 多羅 迹， 晝 度樹， 圆生樹 ） 

〔樹〕 ① 37 126,127 ② 26  21,412;  36  286 
波 梨 子 Patika  putta  〔裸 形 沙門， 大 言せ る も 佛 

に 立 向 ふこと も 出來 ず〕 8 16* 
波贸尼 VaruQa  (=提 頭賴！ 龍王） 38  230, 

416,  422,  430，  431,  433,  436，  507，  509,  510,  533， 

534,540,546 
波浪 iimi  20 155;  23  308;  24  352 
波浪の 怖畏 iimi- bhaya  (波の 怖， 波の 怖畏， • 

浪の 怖畏， 浪畏） 43 179;  44  403,434 

波 赛沙迦 Pharusaka  (應 溢） 〔園〕 38  453 

波 樓果! t    pharusaka  pana  〔八 湩飮 料の 一〕 3 
431 

波樓多 Pavatta  〔山〕 22 上 270 
波 和 Pava  (波 婆） 〔城〕 11 上 317，  318 
①爬行 類 ②爬蟲 類 siririisapa  (蛇， 頭 葡 者， 
蟲蛇， 毒蛇， 蝎蛇， 匍 行， 匍 行者） ① 43  366; 
44  442;  62  57 ② 24  366 
爬傷 nakhasa   22 1： 355  - 
爬蟲 digha- j お ika   30  243* 
派遣 盗賊 pesanaka  cora   28  496 
派祖 tittha- kara    (外道 師， 一派の 開祖， 祖 

師， 宗祖， 教祖， 救濟 者） 20  357 
玻璃 ① pha!ika  (水晶， 水精） 60  336,  343, 
350;  61 4,  32，  216 ② k^a  (ま :| 石） 38  433, 
438 ③ si ほ （岩， 石， 寶石， 璧石） 2  258 
玻璃の 窟 phalika  guha  30 10* 
破 衣 iQkha- civara  (鷗 衣, 粗服） 2  397 
破寃王 Sattabhii  〔王〕 7  250 
破戒 ① dussila  (破戒 者， 惡戒， 惡戒 者， 邪戒 
者， 污戒 者， 戒 劣れる， 無戒 ） 3  399*; 17 172, 
177,  203; 18  399,  403;  20  204:  22 上 200,201， 
202;    22 下 36，  37,  53，  61， 64,  280,  283，  285;  23 
226;  62 105°； 〔18  409;  22 J:  85,  88, 179, 189； 
22 下 94;  23  55，  315〕 〔五 種 過 患〕 3  399*; 


5  224;  7  46;  8  314;  23  226;  62 105° ② 
dussilya  (惡戒 ） 22 下 43* ③ sila  vipatti  (成 
壞， 戒缺 損， 戒 哀耗， 壞戒） 23  226;  45 13, 
342°;  47  62,  84°,  388° ④ sila- vipanna  (壞 
戒者） 3 111; 4  6,  7;  47  362,  389°  ©  Dussilya 
〔經〕 （一） （二） 16 下 275,282 

破戒 惡法 dussila  papadhamma  (悪 戒惡 法， 
污戒惡 法） 17 114,115； 18  396 

破戒， 壞戒者 dussila,  silavipanna 19  278, 
279 

破戒 者 dussila  (破戒， 惡戒， 惡戒者 ， 邪 戒 

者， 污戒 者， 戒 劣れる） 9  343,  355;  25  229; 

〔18  380;  47  415〕 
破戒 者の 攝受 dussilassa  patiggaho 17  92 
破戒と 破 見 sila- vipatti  ca  ditthi  vipatti  ca 

(戒衰 耗と見 衰耗） 17 154 
破壞 ① ucchadana  (削減） 6 113，  114,  249 ② 

paloka  (滅 壞， 壞， 壞減， 壞 P 、も m) 10  237, 

238  @  parabhava  (敗亡） 20  266 ④ bheda 

(不和 合， 離間 == 無常） 64  30  ®vin お a  (消 

失） 9  257 ⑥ Khaya  〔經〕 15  45 
破壞者 antaka  (惡 者， 惡魔， アン タカ， 死 

神， 死 魔） 12 177* 
破壞 せる 者 bhagavant  62  414 
破 壞の法 ① khaya- dhamma  (盡 滅法， 滅法， 

盡 法;） 15  45 ② bhedana  dhamma 12 123， 

162 

破壞 を 觀ず る ことの 慈 bhanganupassane 

panna  (壊隨 觀慧） 40 1,94°* 
破 行 さ cSra- vipanna  (壞 行， 行 壊） 3 111; 4 

6,7 

破 〔煩 權〕 軍 viseni  〔  bhti  or  - kar〕  24  308 

破群那 Phagguno  〔經〕 13 17 

破 見 ① di は hi- vipatti  (壞 見， 壊 見， 見缺 損， 

見 衰耗， 見の 失壞） 17 154;  45 13,342°;  47 

62,  84°,  388° ② ditth 卜 vipanna  (壞 昆， 見 

壞） 3 111; 4  6,7;  47  362,389° 

〔破 五戒〕 19  238,  283,  284,  285,  290*,  385，  386, 
387 

破殼 （卵殻よ り 出づ） abhinibbhid さ 10 113 
破獄 kSra- bh し daka  3 126 


(717) 


ハー 破， 跛， 葉， 頗， 齒， 壩， 巴， 芭 


破 根 者 sambhinna  (壞根 者） 1 217 

破 城 者 Purindada  (プリン ダダ， 都市の 破擊 
者， 城 を 破る 〔者〕， 壞邑， 富 蘭 陀羅， 因陀羅 
= 帝釋 天） 41 374 

①破僧 ②破 僧伽 sarhgha  bheda  (破 和合 僧， 
僧 破） ① 1 287,  293;  2  59,  202,  243.  349;  3 
269*;  4 134，  303，  311,  312°;  5 193; 18  418， 
419,420;  22 上 305°，  307 ② 23  254  〔破 僧 罪〕 
4  303； 19  89,145.251； 22 上 308;  59 上 242 

破 僧 ① Saiighabheda  〔經〕 22 上 305  (一） 
(二）  22 上 307,  308 ② 〜前項 

① 破 ft 伽 者 ② 破 僧 ftn の 者 ③ 破 僧 者 
samghabhedaka  (破 和合 僧 者） ① 57 131， 
132,  268,  292;  58  218，  389 ② 23  253 ③ 4 
314,  315，  339，  340,341; 5  363,  368;  58  376, 
388，  389    〔劫 住 破 僧 者の 五分〕 5  339，  340 
〔不劫 住 者〕 5  341 

①破僧 業 ②破 僧伽 業 samghabheda  kamma 
① 58 111 ② 50 167,  168;  52  241, 243 

破 僧犍度 Sariighabhedakkhandhaka  (教圑 破 
壊の 章） 4  278° 

〔破 僧 罪に ついて〕 4  303; 19  89, 145,  251; 
22 上 308;  59 上 242 

破 憎— 3    bheda    3  589* 

破 僧 者 品 i)amghabhedaka  vagga  5  311 

〔破 僧に 加擔 せし 比丘の 處分〕 4  307 

破 僧 比丘 samghabhedaka  bhikkhu  5 10,55 

〔破 僧 を 喜ぶ 因〕 18  419 

破損 〔業〕 upagh さは ka  (〜違 害， 損亡） 64  311； 
65(n)  44 

破亂 vagga  (不和 合） 10  4 

破 〔法〕 輪 cakla  bheda 1 287,  293 

破 和合 僧 者 sariigha  bhedaka  ( 破 僧 者， 破 僧 

伽 者） 3 151，  214,  241,  296，  534，  556,  558, 

560;  4  265;  58  217;  59 下 160 

破 和睦 本 生物 語 Sandhibheda  jataka  (三 四 
九) 31 559°  - 

①跛 ②跛足 khaii ja (跛 者， 足痿 者） ① 4 140; 

17 175; 18 149;  47  436 ② 11 下 217; 12 157 
跛 者 ① khafija  (跛， ？ 《足， 足瘦 者） 3  155; 

20 141 ② paiigula  28 108, 161 

ヽ 

( 


③ pithasappin  (臂， 歩行 不能者） 29  308* 
跛 者の 譬喩 pangulopama  63 102 
葉 patta  2  299 

葉 笛 ① paiigacira 1 303;  4 15;  6  8，  96 ② 

pankacira  43 190;  44  412 
頗留沙 pharusa  (三色 花， 囊雜， パール サ， 

パルサ） 〔果〕 61 537 
頗 勒窶那 phaggu    (バル グ〜 巴 迦那， 孟春） 

〔月〕 25 174, 183 
頗 勒具那 Phagguno  〔經〕 15  84 
齒 danta  (牙） 9  424; 12  213;  46  273  〔三十 

二 身分の 一〕 7  339;  23  2;  40 11， 225;  63  43°, 

258° 

齒に 隙間な し avivara 〔三十 二相の 一〕 

8 186,  224 
〔齒 にて 鐵を嚼 む 譬喻〕 12  213 
齒の齊 平 sama- danta    〔三十 二相の 一〕 8 

186,  231 
壩 dapcja  (杖， 棒， 笞） 4 177 
巴迦那 phaggupa  (頗勒 寞那， 孟春） 〔月〕 28 

184 

①巴 連弗邑 ②巴 吒漦村 Pa は li- gama  (〜次 項） 

① 3  397* ② 7  45*，  50 
①巴連 弗 ②巴羅 利 弗 は li- put は （波 吒漦 子, 
波吒利 弗， 波羅 利子， 華 子， 華氏） 〔城〕 ① 
3  401，  522; 16 ヒ 165，  166,  167,  398,  401； 
57  400;  59 上 31*，  263,  264;  60  33,  36,  43, 
56,  98 ② 10 101, 107 
〔巴 連 弗に 對 する 佛の豫 言〕 3  401; 7  50 
〔巴 連 弗 邑の三 障〕 3  401; 7  50;  23  230 
芭蕉 ① kadali  (羊 角 樵） 4  288,  289; 12  261; 
13  354,  355； 14  221； 15  265； 18 126;  27  73， 
97;  34  30;  35  234,  236,  288，  339;  36  33， 133； 
39 193；  43  240;  44  304;  59 上 329;  64  83, 
361 ② pattali  25  379 

〔芭 蕪果， 竹果， 蔵果， 驢の 譬險〕 4  288; 12 
261 

① 芭蕉 樹幹 ② 蒸樹 ③ 蕉の幹 

kadalikkhandha ① 9  404 ② 14  221 ③ 64 
83,  399 

芭蕉^    nioca  pana  〔八 種飮 料の 一〕 3  431 


芭 ，馬， 婆一 バ 


〔芭蕉と' おの- 臂喩〕 13  354; 18 126， 127 

〔tS 蕉に樹 心なき 《 喩〕 9  404;  14  221； 15  265； 

26  44;  39 193;  43  240;  44  304 
芭蕉の 如し kadalCipamS 14  222 
馬陰藏 kosohita  vattha  guyha  (陰 馬藏， 隱 

處は覆 被に 隠さる） 〔三十 二  fPI の 一〕 11 上 

180，  189， 190 
〔馬 有 三相〕 17  400,  402,  404 
馬 王 assa  rajan 11 下 224 
馬 軍 ① assa- '36113  2 166 ② assa  kaya  (馬 軍 

勢， 馬 衆） 12 126 
馬 軍勢 assa-kaya  (馬 軍， 馬 衆） 11 上 94 
馬 護 Assagutta  〔比〕 59 上 14*，  27*;  62 199; 

63  418 

馬祠 assa- medha  (馬の §i ^犧， 獻馬， 獻馬 祭） 
21 3 

馬 耳 Assakawa  (阿沙 干那） 〔山〕 62  406 
馬車 ① ratha  (車， 車駕， 車與， ラタ 車） 23 

51 ② assa  ratha  37  461, 468 
馬 衆 assa-kSya  (馬 軍， 馬 軍勢） 19  219,  222 
馬術 師 ① assadamma -sSrathi  (調馬師， 調 御 

者） 15  277 ② yoggacariya  (調 御者， 御者， 

馭者， 騎師） 9  227 
馬聲 assa- sadda  7 133,  166;  20 156 
馬丁    (T)  assa-gopaka  37  219  (2)  assa  bandha 

30 159， 160 
馬鬪 assa- yuddha  43 173,350,  390;  44  468 
馬肉 assa  mamsa  3  385 
馬 背 assa  pitthi 12 157,  158, 159 
〔馬麥 を 食し 給 ふ〕 1 10 

馬 尾 欽婆羅 衣 vSla-kambala  (馬 毛の 布， 馬 毛 
編 衣， 馬 毛 を 編める 衣， 毛 欽婆羅 衣， 尾 毛褐） 
3  531 

馬 兵 assa  (馬） 35  222,  223 

馬 兵隊 assanika  2 170 

馬寶 assa- ratana  (柑 馬寶） 〔七寶 の  一〕 6 
133，  379；  7 17°; 11 上 155,  179; 11 下 224°; 
12 162; 16 上 295; 19  234,  235;  24  207;  33 
63,  413；  34 162;  38 187,  444;  59 下 182 

馬務 assa- vata  42 136;  43  88 

馬務者 assa-vatika  42 131; 44  61 


①馬 毛の 布 ②馬毛 編 衣 ③馬毛 を 編める 衣 
vala  kambala  (馬/き 欽婆羅 衣， 毛 欽婆羅 衣， 
尾 毛褐） ① 8  53 ② 6  238 ③ 9 129; 10  35,  92 
馬 邑大經 Mahaassapura  sutta  9  469° 
馬 邑小經 Culaassapura  sutta  9  486° 
馬勒 anukkama  (調 歩） 24  235 
婆夷羅 Vajim  (婆 耆羅， 金剛） 〔1 山 57  91 
婆 夷 利 Vajiri  「波斯 匿 王女〕 11 ヒ 148 
婆 伽 ① Bhagga  (婆 祇， 拔伽， 跋祇） 〔固， 

城〕 4 194,  197; 11 上 122, 130 ②〜 次 項 
①婆伽 ②婆 Baka  〔梵天〕 ① 10  62，  63;  31 

551; 34  64 ② 32  335*;  39 1 
婆伽梵 Bhaggavant  〔佛の 前生〕 32  370 
婆 伽 梵天 Baka  Brahma  〔經〕 12  243 
婆迦 Baka ① 〔王〕 37  210,  217,  218 ② 〔梵 
天〕 〜婆 伽 

婆 逝 梵天 Baka  brahman  (比〕 12  243,  244, 
245 

婆迹 梵天 本 生物 語 Bakabrahma-  jStaka  (四 〇 
五） 32  335° 

婆迦利 Vakkalin  (薄 逝 利， 跋 梨） 〔比， 信 解 
第一〕 17  34 

婆耆沙 Vaiigisa ① （鵬 誓 沙） 〔比， 尼 恨律陀 
劫 波の 弟子， 詩人〕 12  320*;  60  25,  32;  62 
70  〔僑 陳如を 讚 歎〕 12  334  〔舎利 弗 を 讚 歎〕 
12  328  〔目 犍連を 讚 歎〕 12  335  〔成 阿羅漢〕 
12  337  〔譬喩 經〕 27  329  〔傳 記〕 27  332* ② 
〔經〕 12  337 

婆耆沙 長老 相應 Vangisathera-samyutta 12 

320° 

婆耆羅 ① Vajira  (婆 夷羅， 金剛） 〔尼〕 43  289 

② Badarika  (践陀 利） 〔園〕 2  26  . 
婆祇 Bhagga  (婆 伽， 跋伽） 〔國， 城， 族〕 2 
182,  320,  321； 5  34,  49; 14 1; 18 107;  20 
25*,  336；  21 109,  110,  113，  182;  27  91 〔戒 
法 三種の 制定〕 5  249 
婆擬囉 BhSgirasi  (=恒 河） 26  42,  94;  27  69 
婆 擬嘱他 Bharata  (明 愛） 〔王〕 60 19 
①婆求 末 ②婆裘 ③婆裘 摩 Vaggumuda  〔河〕 
① 23 123,  124, 125 ② 1 144;  2  37;  4  430; 
5  6,  23 ③ 1 114 
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バー^ 


婆咎 Bhagu ①！：婆^&，僕虞哥） 〔古 仙〕 3  429, 
607;  6 155，  338，  339，  342,  344  (D( 跋咎， gj^ 
窶） 〔釋 氏， 比〕 4  281; 11 下 196;  25 172;  28 
278  〔出家〕 4  281 
婆醯 B^hiya  (婆 蘊迦， 著 樹皮 衣） 〔比〕 23  93* 
婆酶迦 ① Bahiya  (婆 醯， 著 樹皮 衣） 〔比〕 16 
上 389,  391; 18  418;  23  93*  〔佛の 說法を 聞 
き 牛に 殺されて 般 S 樂〕 23  93*  〔阿那 律の 門 
人， 諍 を 起す〕 18  418  〔四 念 處の說 法に て 成 
阿羅漢〕 16 上 389，  390，  391 〔譬喩 經〕 27  295 
〔傳 記〕 27  296 ② Bahuna  〔比， 十 法 出 離の 
說 法を受 く〕  22 下 52 ③ Bahiya  or  Bahika 
〔經〕 15 103; 16 上 389 ④ Bahuna  〔經〕 22 
下 52 

婆 喉羅祇 Bahuraggi  〔比〕 12  49， 101 
婆睦 ① Maccha  〔國〕 7  205*  〔十六 大國の 一〕 
17  345;  21 146,  153,  160， 169 ② Vaccha 

(= 婆 ££衢 多， 婆蹬 種， 婆蹉 姓） 〔外， 塞， 比〕 
10  309*,  312*，  321*；  58  259,  261 
婆£^  (盤 縛） Vaccho  or  Bandham  〔經〕 16 上 
125 

①婆 蹉衢多 ②婆跬 種 ③婆蹉 姓 Vacchagot は 
(= 婆 ?iO  〔外， 塞， 比〕 ① 10  331 〔成 阿羅 
漢〕 ② 14  418*; 17  260；  57  343 ③ 10  308, 
312，  320,321； 16 上 120,  123，  125,  127，  129, 
132，  133, 134  〔十 無 記 見の 發生を 佛に問 ふ〕 14 
418*  〔布施に 關 する 說 法を受 く〕 17  260  〔三 
明， 在家， 出家に 關 する 說 法を受 く〕 10  308 
〔十 無 記 等の 說法 を受 く〕 10  312; 14  418* 
〔目犍 連に 十 無 記 を 問 ふ〕 16 上 120， 127  〔如 
來 死後 有無 を— 铣陀迦 旃延と 問答〕 16 上 134 
〔我の 有無 を佛 問 ふ〕 16 上 132, 133  〔生の 
因に 就きて 佛の說 法を受 く〕 16 上 129  〔善不 
善の 說法 を受 く〕 10  320，  321 

婆 £g 衢多火 〔喩〕 經 Agg ト vacchagot は- 
suttanta 10  312° 

婆 衢多三 fj/j 經 Tevijja  vacchagotta- 
sut ね n は 10  308° 

婆お 衢 多大 經 Mahavacchagotta-suttanta 10 
320° 

婆躇 種相應 Vacchagotta  samyutta 14  418°, 

ヽ 
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婆磋 姓〜 婆 蹈衢多 

婆 三 婆 V お ava  (〜婆 沙婆， 婆娑: 婆） 〔阿修羅〕 

7  285 

婆私吒 V お eUha ① （婆 悉咤， 婆 摩咤） 〔古 仙〕 
11 上 225 ② （婆 私 多） 〔塞， 八 齋戒の 説法 を 
受く〕  21 157* ③ 〔婆， 施羅の 父〕 27  27  © 

〔婆， 塞， 沸 伽羅 裟: 帝の 門人， 佛に 婆羅門の 
眞義を 問 ふ〕 24  226* ⑤ 〔經〕 21 157 
婆 私吒經 Vasettha-sutta 11 上 256°;  24  226°, 
245 

婆 私 多 vase は ha  (婆 私吒） 〔塞〕 20  228 
①婆師 ② 婆尸迦 vassik5( 夏 生花, 素馨） 〔花， 

香〕 ① 4  382;  21 201 ② 11 上 356 
婆 師華髮 vassika  mala  4  382;  21 201 
婆斯陀 Vasettha  (婆 私吒， 婆 悉吒） 〔比〕 5» 

上 330，  331 

婆斯搋 V お e は hi ① 〔婆羅門 婦， 尼〕 25  359， 

387 ② 〔婆羅門 女〕 35  201 
婆悉吒 Vasettha  (婆 私吒， 婆 斯陀） 〔婆， 比〕 

8  97*    〔£i; 羅陀 皤閣と 論議して 佛の 判決 を 仰 
く'〕  6  333* 

婆悉咤 V お ettha ① 〔姓〕 32  403 ② （婆 私吒， 
婆 摩咤） 〔古 仙〕 3  429;  6  338,339,  342,344； 
19  312,319;  20  308,309 
婆悉陀 V お ettha  〔ナーラ ダ佛の 侍者〕 28  77 
婆沙波 Vappa  (婆 破， 婆頗） 〔五 比丘の 一〕 28 
174;  60  4 

婆沙婆 V お ava  (婆' 姿 婆， 天 王， 因 陀羅， 帝 

釋） 12  387，  390 
婆沙藍 Vasabhagamika   (婆 《伽 眉， 婆娑伽 

摩迦） 〔第二 結染 比丘〕 4  455 
婆 舍拔提 Vasavattin  (自在 天， 自在 者， 化自 

在， 支配者， 全能者， 指令 者， 世の 統治者） 

〔天子〕 15  425 
婆 舍拔提 天 Vasavatti  〔經〕 15  425 
①婆' ク 伽寧迦 ② 婆娑: 伽 眉 Vasabhagamika, 

Vasabhagamin  (婆沙 藍） 〔第二 結集 比丘〕 （D 

60 172 ② 60  30, 33;  65(  I )  46 
婆 娑婆 ① Vasabha  〔山〕 26  286  ©Vasava 

(婆沙 婆， 天 王， 因 陀羅， 帝釋） 7  287; 12 


婆ーバ 


400°,  407*;  34 180,247,391; 37 125,127, 
132, 148;  38  74,  75, 135,  309,  310，  439,  470; 

39  269,  290;  60  74,  78 ③ 〔村〕 3  544* 
婆 娑婆 村誦品 Vasabhagama  bhanavara  3 

560  . 
婆 藪 Vasu  〔天〕 7  287 
婆陀先 Bhaddasena  〔王子〕 38 154 
婆檀提 Vaiiganta  〔塞〕 25  224 
婆頭樓 Bhadda  (跋 陀羅） 〔塞〕 7  56，  57 
婆^ 迹単 Bh^mkaccha  (婆 慮迦 車） 〔城〕 27 

296 

婆宽 iSS 車 比丘 Bharukacchaka  bhikkhu 1 61 
婆那 ① Vana  〔地名〕 24  380;  44 11 ② varaija 

〔樹〕 29 112,114 
婆 那樹本 生物 語 Varai:ia- お taka  (七 一） 29 

109° 

婆 那樹品 Varaija  vagga  29 109° 

婆 那婆私 VanavSsi  (= ヴ ナ ブーサ） 〔地名〕 

65(  I  )  81,84 
①婆破 ②婆頗 Vappa  (婆沙 波） 〔五 比丘の 一〕 

① 25 124 ② 3  22 
婆 婆 babbaja  (婆羅 婆， 波羅 波， 剌蘿， 燈心 草） 

〔草〕 1 149,244 
婆 婆 利 菴羅園 PSvSrikambavana  (波 波 利菴婆 

林， 波 婆 離 迦菴羅 林， 賣衣 者. 菴羅 園） 6  301 
婆浮陀 迦旃那 Pakudha- Kacc^yana (迦 求陀迦 

旃延， 迦羅 鳩陀迦 旃延， 迦 據陀迦 旃延， 波拘 

陀迦 旃延， 波 浮陀迦 旃延） 〔六師 外道の 一〕 6 

74，  85; 11 上 3，  5；  29  500;  36  218    〔學說 一 

七 身 說；） 6  85° 
婆 富提低 Bahudhiti  〔經〕 12  291 
婆 摩 VSmaka  (婆 莫迦） 〔古 仙〕 3  429;  6 155, 

338,339,342,344; 11 上 225 
婆摩咤 V お e は ha  (婆 私吒， 婆悉 ifS) 〔古 i 山〕 6 

155 

婆 摩提婆 Vamadeva  〔古 仙〕 3  429;  6 155, 
338,339,342,344; 11 上 225,261; 19  312, 
319;  20  308,309 

婆 莫迦 Vamaka  (婆 摩） 〔古 仙〕 19  312,  319; 
20  308,309 

婆 由 Vayu  (風神） 33 173, 175,176 


婆羅 ① Parileyyaka  〔村〕 3  610* ② Vara  〔榜 
伽 島の 古名〕 60  8,61, 101, 113*.  250,  251; 65 
(I) 108 

婆羅訶 ① Vamha ② Va ほ haka  〔馬 王〕 ① 11 

下 224 ② 14  227,228 
婆羅逝 粲耶那 Varakaiy 的 a  〔王〕 60 19 
婆羅多 Bharata  〔王， 七 人〕 7  250 
婆 羅陀闍 BhSradvaja ① （婆 羅豆婆 遮 == 賓頭羅 

婆羅 陀闍） 〔比〕 15 181* ② 〔經〕 15 180 
婆羅墮 Bh お advija  (婆羅 堕闍， 婆羅特 縛惹， 

跋羅陀 皤闍） 〔多 梨 車の 門人， 婆， 比〕 8  97* 
婆 羅墮闍 Bh さ radv^a . ① （婆 羅豆婆 遮） 〔姓〕 

59 上 349 ② (婆羅 婆） 〔迦 葉佛の 第二 弟子〕 28 

91 ③ (婆羅 堕， 婆羅特 縛惹， 拔羅陀 皤闍） 〔婆， 

比， 多 梨 車の 門人， 佛に 婆羅門の 眞義を 問 ふ〕 

24  226* 

①婆羅 堕婆闍 ②婆羅 堕 婆闍姓 BhSradv り a - 
gotta  〔婆， 比〕 ① 12  309,310 ② 12  274*, 
276,279,  280,291 〔出家， 成 阿羅漢〕 12  276， 
294 

婆 羅豆婆 遮 BhSradvaja ① （婆 羅陀闍 = 賓頭羅 
婆 羅豆婆 遮） 〔比〕 35  2 ② （= デュー デャカ 
婆羅門） 39  396,502 ③ （婆羅 堕闍） 〔姓〕 34 
119 

婆羅塔 S お andada- cetiya  (娑羅 塔， サ一 ラン 

ダダ 塔） 16 下 107,108 
婆羅 特縛惹 Bharadvaja  (婆羅 堕， 婆羅 堕闍） 

〔比〕 25 153 
① 婆羅奈 ②婆 羅;: 奈 Baranasi  (波 羅奈， 波羅 わき） 

〔城〕 ① 15  259；  24  458 ② 3  482 
婆 羅奈衣 B お tijaseyyaka- vauha  (波 羅奈 衣） 

7  80,81 

婆羅婆 ① pabbaja  (婆 婆， 波羅 波， 剠蘿， 燈 

心 草） 〔草〕 15  253,254；  25 114, 165 ② 

Bh&radvaja (婆羅 墮闍） 〔迦 葉佛の 第二 弟子〕 
6  365 

婆羅門 ① brShmaija  (梵 志， 婆羅門 種， 婆羅 
門 族） 1 224,347;  3 1*,  4,  21; 4  240,357; 
6 136, 144*, 351； 8 114°；  9  370,485°； 11 上 
112*,  191,197*,  234*; 12  2;  21 305,  306;  23 
63, 77°*, 86*, 89°, 90°*; 24  49，  51， 106°*, 132, 


(721) 


バー 婆 


191°, 226°*  307, 309，  312, 348,  349，  360,  524; 
34  294*  401*;  42  3， 5， 128°,  148， 296， 376。；  43 
10， 13， 17°, 106°, 115，  218，  234, 273;  44  61, 63, 
67, 123°, 138， 180, 184, 187,  285;  47 141*, 324; 
57  49,50,  79,80;  59 上 12,256;  59 下 291: 五 
特色〕 6 179°  〔五 種〕 19  313°    ： 十 種〕 34 
401°  〔最高なる こと〕 11 上 195*  〔眞の 意義〕 
6 184°*;  20  405°；  23  78;  24  235；  59 下 54°* 
〔佛陀 時代の 彼等の 生活〕 6 156° ② 
bamhana,  bramhana,  bambhana,  babhana, 
bramana,  bamana  65(111)  5,  8，  9， 12, 19,  22, 
26,  30，  31， 63，  64 ③ Br^hmaija: 經〕 16 上 144， 
403; 16 下 122， 247， 405;  22 上 127;  22 下 262 
婆羅門 位 br^hmafifia  (婆羅門 性， 婆羅門 道， 

婆羅門 法） 6  237* 
婆羅門 會 brahmai:ia  parisa  (婆羅門 衆） 9 118 
婆羅門 果 brahmafifia- phala 16 上 181 
① 婆羅門 義 ② 婆羅門の 義 brahmaMattha ① 
16 上 182 ② 23  357;  〔6 184=*;  20  405=; 
23  78;  24  235;  59 下 54。*〕 
婆羅門 行 brahma- cariya  (梵 行） 19 102 
婆羅門 家 br^hmaija  kula  (婆羅門 種， 婆羅門 
族） 2  289 

〔婆羅門 子 夫婦 出家して 妻の 死 を 悲しまず： 31 
461 

〔婆羅門 師の 死と 餳古 I の 代理〕 33 189 

婆羅門 種 ① br§hmai?a  (婆羅門， 婆羅門 族 ） 8 

98°,  99, 100  (Dbrahmana  kula  (婆羅門 家. 

婆羅門 族） 4  246  (Dbrahmana  jati  2  9,20 

@  brahmana  jatika  4  337 
婆羅門 衆 brihmaija  parisa  (婆羅門 會） 〔八 衆 

の 一〕 7  78,79;»8  339;  21 250,251 
婆羅門 聚落 br^hmaija- gSma  7  297* 
婆羅門 書 chandas  (詩 學， 聖偈， 雅語， 韻） 3 

431 

婆羅門 性 ① brahmafifia  (婆羅門 位， 婆羅門 道， 
婆羅門 法） 17  429 ② brahraaija- dhamma  (婆 
羅門 法） 19  309 ③ brahmaMatta  40  325， 
326 

婆羅門 眞諦' brahmana- sacca  〔四 種〕 18  309 
婆羅門 相應 BrShmapa- samyutta 12  27>r 

ヽ 

( 


婆羅門 族 ① br§hmai?a  (婆羅門， 婆羅門 種） 
6  276; 10  7  (Dbrahmana  kula  (婆羅門 家, 
婆羅門 種） 9  492 

〔婆羅門と 金貨と 國王〕 34 147 

〔婆羅門と 樹 神への 供養〕 31 342 

〔婆羅門と 刹 帝 利との 關係〕 6 144 

婆羅門 と 作る 法 brShmapakarapa- dhamma 
9  470° 

婆羅門 道 brahmafifia  (婆羅門 位， 婆羅門 性， 

婆羅門 法） 23 154,155 
① 婆羅門 尼② 婆羅門 女 br 私 mam ① 12  240* 

② 11 上 41,53 
〔婆羅門の 學習 期〕 19  313* 
〔婆羅門の 子 は 酒の 味を覺 えて 勘當 せら るる も 

放棄せ ずして 繁死〕 37  271 
〔婆羅門の 祭式 —— 捨法〕 22 下 162， 190 
〔婆羅門の 猿に 對 する 忘恩〕 35  339 
〔婆羅門の 淨行〕 22 下 208 
婆羅門の 眞言 brShma ひき narii  manto 17  466 
〔婆羅門 （在家 ）0 務め， 11 上 246 
〔婆羅門の 妻の 譬喻〕 7  379 
〔婆羅門の 布施と 帝釋 34 174 
〔婆羅門の 欲求 等〕 20 113 
f 婆羅門 は 開墾せ る 田の 稻の 全滅 を 悲しむ〕 34 

41 

〔婆羅門 は 子の 死 を 信ぜず〕 33  275 
〔婆羅門 は 梵天の 口よ り 生る: 8  9S.99; 11 上 
112,196 

〔婆羅門 夫婦 出家し， 常に 淸淨 にして 王の 尊敬 
を受 く  〕  33  229 

〔婆羅門 婦と 情人〕 30  283 

婆羅門 法 ① brahmafifia   (婆羅門 位， 婆羅門 
性， 婆羅門 道） 16 上 181,182  (D  brahmana- 
dhamma  (婆羅門 ケ ii)  24 106,107 ③ 
Brahmafifia  〔經〕 （一） （二） 16 上 181 

婆羅門 法經 Brihmapadhammika- sut は 24 
106°, 116 

婆羅門 品 Brihmaija- vagga 11 上 178°; 17 

251； 19  309  〔法 句經〕 23  77° 
〔婆羅門 名〕 6  333,336; 11 上 263 
婆羅葉 palasa-patta 16 下 366 


婆， 場， 罵， 灰， 肺， 拜， 背， 俳， 配， 徘， お ト:一 ハイ 


婆 羅盧遮 Vararoja  (跌 蘭樓 夷） 〔王〕 60 19 

婆 羅樓羅 BSIakaloijak さ ra  〔村〕 3  607; 11 下 
196 

① 婆利迦 ② 婆梨迦 Bhailika  (波 利） 〔塞〕 ① 

17  36 ② 3  6  ' 
婆利迦 ① VSiika ② Va}uka  〔園〕 ① 4  456; 

60 172,173,183 ② 65(  1  )45 ③ BliaUika〜 

M 項  , 
婆 利 闍多迦 P さ ricchattaka  (波 利 質 多羅， 波 利 

闍多 伽， 跋里耶 多羅 迦， 晝度樹 ，圏 生樹） 〔樹， 

花〕 28  85  . 
婆利托 Uparittha  〔辟〕 11 下 68，  69 
婆 留迦車 Bharukacch" (婆 慮迦 車， 婆宽迦 単） 

〔國， 港〕 42  234;  43  248  , 
婆 留迦車 人 Bh さ rukacchaka  59 下 188 
婆留那 Varuija ① （婆 樓那， ^ 嚕拏， 水 天） 

〔神， 天〕 6  347;  26  256;  38  306;  59 上 44; 

59 下 211 ② （婆 樓那） 〔ァ ノーマ ダッ シー佛 

の 侍者〕 26  40 ③ （婆 樓那） 〔傳 。 轉輪 王〕 26 

101，  108, 178，  206，  214,279,309  @ (婆留 尼 = 

提 頭賴吒 龍王） 26  60 
婆 慮迹車 Bl:g.iukacd:a (婆 留迦 車， 婆^ 迦車 

〔港〕 60  62 

婆樓那 Variuja ① （婆 留那， に. 嚕拏， 水 天） 
〔天 王〕 12  383 ② 〔レーブ タ f 寧の 第一 弟子〕 
28  73 ③ （婆 留那） 〔ァ ノーマ ダッシ 一佛の 
侍者〕 28  75 ④ 〔パヅ ゥ マ佛の 侍者〕 28  76 
©  (婆 留那） 〔王〕 35  275 

婆 和 利 B5varin  (拔 婆挈） 〔婆〕 24  372,  373, 
375,379,380,382*;  44  2*, 198,  325,  348* 

婆 想 Bhagu  (婆 咎， 僕 虞哥） 〔古 仙〕 11 上 
225,261 

場所 ok お a  (空地） 63  40* 

罵 akkosa  (惡 罵， 讒謗， 呵罵， 怒 罵） 2  6* 

罵倒 paribh お a  (惡 口）  8  98 

罵詈 ① garaha  (譴責， 呵責， 非難） 9  208 
(D  durutta  9 14 

<D 罵詈 語 ② 駕詈言 omasa-vSda ① 5  21, 60 
② 2  9 

罵詈す ① akkosati  4  21,24* ② upavadati  6 
231,232 

- ( 


罵詈 品 ① Akkosa  vagga  22 上 311,330 ② 

Akkosaka  vagga 19  349 
灰 ① aiigara  (炭火， 炭 灰， 炭， 石炭， 黑炭, 

炎 炭） 7 161 ② ch さ rika  (炭） 3  364; 17  340; 

23  236,  237 ③ bhasmani 12  290 
肺 ① papph お a  (肺 險） 〔三十 二 身分の 一〕 7 

339；  23  2;  40 11,225；  63  55°, 62, 264° ② 

kiloma  31 387 
肺 患者 sosika  =  sosiya  (肺病 者， 乾 瘠 者） 2 13 
肺 K    papphasa  (MO  24  72;  46  273;  63  55°, 

62, 264° 

肺 贜の五 種 papph お a  paficaka  63  29 

肺病 sosa  (乾 街） 42 17，  24，  67,  381; 43 165, 

178， 237， 336, 340; 44  23, 95, 372, 416; 63  243 
肺病 〔者〕 sosiya  =  sosika  (肺 患者， 乾 痛 者） 

57  50 

拜火 Aggika  〔經〕 12  284 

拜 火供犧 aggi-hutta  (火 神の 祭， 火祀， 事 火 

法） 12  285,  286,  287 
拜 火婆羅 墮婆闍 Aggika  Bharadvaja  (事 火 婆 

羅墮 闇） 〔婆， 比〕 12  285,  286 
拜 領地 rSja-daya  6 131,165, 189,193,317;  7 

365 

背教者 本 生物 語 Dubbaca- j^aka  ( —— 六 ） 29 

334。 

背信者 lapaka  (虛談 者） 8 131 
背面 章 Pitthicakka  〔章〕 1 194 
俳' 優 nataka  (演劇 家， 輕 業師， 役者〜 舞踊 者， 

歌舞伎 者， 樂師） 2  461; 59 下 188 
配 食 者 bhattuddesaka  (請 食 差遣 者） 18  34 
配 食堂 bhojana- ほ （籌 食堂， 食堂） 60  88 
配分 (D  pativisa  =  pativimsa  3  498  (2)  bhaiiga 

2  460 ③ vibhanga  5 105  (3)  bhaga  2  428; 

3  493*,  522* 

配 兵 sena  byuha  (兵 團） 2 169*;  6  8，  98 

徘徊 者 caraka  (偵察 者） 23 192 

排出す る處 yena  nikkhamati  (肛門） 11 下 339 

排除 vanta  (吐瀉物） 9  57 

排水溝 udaka- niddhamana  4 185，  188，  215， 
236,  237 

排泄物 ① karisa  (糞， 屎， 大便） 〔三十 二 身 


ハイー 敗， 貝， 陪， 媒， 買， 煤， 賣， 蠅， 墓， 种， 履， 踹， 白 


分の 一〕 7  339;  23  2;  46  273 ② gQtha (糞， 

屎） 25 10，  23,  64 
敗壞想 vicchiddaka- safifiS  (斷壞 想， 壞想， 穿 

孔想， 斬斫 離散 想） 8  305 
①敗壞 の 法 ②敗壞 法 vaya- dhamma  (衰滅 法， 

滅法， 壞法， 消 亡の 法） ① 7 19; 13  37,38 

② 13  87,88 
敗 根 upahatindriya 1 58 
敗亡 經 Para)hava- sut は 24  35°,  42;  59 下 235 
敗亡 者 pSrabhava   (破 壞） 24  35* 
敗北 parajaya  8  26 

貝 玉 saiikha  (螺， 螺貝， 碑磲， 螺鈿， 劫 貝， 

珂貝， 青貝） 2  258 
貝充刑 saAkha-mupdika  9 144, 154 
貝 白 seta- saAkha 11 下 102 
貝 葉 paiwa  (葉， 手紙） 29  379,382 
陪席 者 dutiya  (伴侶， 隨伴， 助 伴 者， 同伴者， 

第二 者） 2 153 

〔媒 嫁戒〕 （= 第五 僧殘） 1 227 

媒嫁等 起 sancaritta-samutthana  5 150 

媒介 saiicaritta  (媒 嫁） 1 231*;  5  9,55,356； 

59 下 91 
媒鳥 vitarhsa  25 145 
買得 婦 dhanakki ほ 1 235* 
煤烟 kapalla  〔塗 藥〕 3  359 
賣衣者 菴羅園 P さ varikamba- vana  (波 波 利菴婆 

林, 波 婆 離 迦菴羅 林， 婆 婆 利菴羅 園） 16 上 380 
賣國奴 vipakkhasevin  30 159, 165 
賣女 vasali  (賤 女） 12  274 
賣買 ① kaya-vikkaya  (交易） 6  7，  97;  9  323, 

466； 11 下 15; 16 下 412; 18  365;  22 下 124; 

24  354;  47  44? ② vohSra  (商 買， 俗事） 24 

233 ③ samvohara  (對談 ） 1 405  @ 

Kayavikkaya  〔經〕 16 下 412 
賈品 vikkayika  bhanda 1 414 
蠅 ① makkhika  (rO  2  423; 11 下 184; 17 

426,463;  25  5,7;  28  485,486 ② makasa 

(蚊） 36  372 
〔蠅の 暨險〕 11 下 184 
〔蟪を 殺さん として 人 を 殺す〕 28  485 
墓 thiipa  (ig,  i き 婆） 25  9 

ヽ 


墓場 ① katasi  (墓所） 23  203 ② sivathika 
(墓地， 墓處， 墓 田， 塚， 塚 間， 野 墓） 62  359 
③ susSna  (塚 墓， 墓地， 墓， 墓所， 墓 間， 冢 
間， 塚 間， 祠堂） 24  73;  29  220*;  39  68 

墓場に 投棄され たる 身體 sarirarfi 
sivathikayaih  chadditam 11 下 101. 102 

〔墓場の 不 淨を氣 にす る 婆羅門〕 30  85 

n   tula  (枰 器， 重量， 枰稱， 槓杆） 17 142; 
18  287;  21 207,214,281 

〔种 の衡の 譬險〕 38  476,477 

秤 を 欺き tu ほ- kQta  (僞 秤， 重量 を僞 り， 秤稱 
を詐 り） 6  7,97 

履物 ① up 北 an さ （複， 草鞋， 上靴， 革 履, 屣) 
33  218* ② paduk§  (革 覆， 草履 ） 33  400 

〔履物の 政治〕 33  400 

〔履物の 譬喻〕 30  376 

〔履物の 布施〕 33  218 

臑は 伊泥延 鹿の 如し epi- お Agha  (顥 鹿の: 専， 

鹿の 如き 脛） 〔三十 二相の 一〕 8 185,203 
白 odSta  (白色） 21 248,318,322;  22 上 291 
白， 白衣， 白敏， 白 錫 磨， 白 潔， 白 月， 白毫， 白 業， 

白 四， 白淨， 白 象, 白檀, 白 道， 白 二， 白 分， 白遍， 

白 法， 白 飯， 白蓮 等〜 ビヤ ク 
〔白 花の 蔽の 譬喩〕 43  240;  44  304 
白 牙 seta- danta  20' 90 
白 驚 hariisa  (鵝, 鶴 鳥， 白鵠， 鶴， 水鳥） 39  41 ふ 
白 蓋 seta- chatta  (白 傘， 白 布 蓋， 白 布 傘） 11 

下 147 

白旗 ① pa;iQlara  ketu  25 124 ② Setaketu 

〔婆〕 32 134* 
白旗 婆羅門 本 生物 語 Setaketu- j お aka    (三 七 

七:） 32 134° 
白銀 山 Raja は- pabbata  30 10， 11， 12 
白銀の 粉 rtpiya- cuppa 13  342 
白梗米 s^li  (米， サーリ 米， 稻） 11 上 71 
白鵠 haihsa  (白鳥， 鵝， 鶴 鳥， 白鵝， g!)， スね 

鳥） 30 175,176 
〔白鎮 の 雛と 樹 神と 豺〕 30 175 
白骨 ① kapotaka  atthi  (鸽の 如き 骨） 23  40 

(2)  seta  atthika  7  343 
白 傘 ① seta- chatta  (白 盖， 白 布 蓋， 白 布 傘） 


白， 伯， お' I,  M, 博， 縛，. 薄 一 ハク 


6  377,383;  26  97;  59 下 186 ② pa ひ (Jara- 
chatta  27 167,168 
白色 ① od 針 a  (白） 1 384;  5 16,57 ② odata- 

vanna  lit 18  (E)  seta-vanna  4 185 
白色の 牛 odata  balivadda 15  260,  263,  429 
〔白色の 譬喻〕 7  80;  8  341; 11 上 18;  22 上 291 
白 生類 sukkabhij お ika  8  330;  20 140 
白 精 od お a  fsukkaj 1 189  - 
白 K    patika  (白き 羊毛 布） 21 112 
白 善 山 Paij4ava  pabbata  (般荼 婆 山， 樂荼婆 

山） 11 下 66 
白鳥 haihsa  (白 鶴， 白鹅， 鵠， 鶴， 鶴 鳥， 水 
鳥） 2  419; 12  252;  24  488;  25  63,  328;  28 
398*;  29  306,  307;  35  93*, 168， 243， 388; 
39  223,464,477 
〔白鳥と 獵師と 王妃〕 35  94 
白鳥 本 生物 語 Hamsa- j& ね ka  (五 C 二）  35  93° 
白內障 patala  64  278 
白馬 seta- assa  25  75 
白徽 setatthika  4  382;  21 202 
白髮 ① palita  4  205 ② phalita 11 上 100*; 

36 105;  38  69* 
〔白髮 を 見て 出家す〕 11 上 100;  36 105 
白 布 ① 0 お ta  vattha  (白衣， 白淨 衣， 白き 
衣） 11 下 105; 19  35 ② dussa- pat は 4  396 
①白布 蓋 ②白布 傘 seta- chatta  (白 蓋， 白 傘） 

① 2  544 ② 92  323 
白布褶 dussa-vatti  4  396 
白布條 dussa  veni  4  396 
白米 飯 salinarii  odano  21 112 
〔白米 飯の 譬喩〕 21 112 
白 羊 e}aka  (羊， 山羊， 牡羊） 3  284 
白癩 ki ほ sa  (皮膚病， -/r 病， 疱瘡， 胎毒） 3 

120；  4  403;  22 上 355 
白癩 〔者〕 ki ほ sika  (だ: 病 者） 3 159 
伯樂 ① assa  V 站 ija  (馬 商人） 31 27 ② assa- 

vanijaka  28  248,  249,  255,  256 
拍手す appo か eti  4 15 
剝奪 刑に 處す j さ peti 11 上 119 
博慧 ① puthu  pafifiS  42 139，  270 ② puthu - 
pannata 17  68 


博慧者 puthu  pafiiia  43 159,312;  44  234, 
291,369 

博學 pai?4ita  (賢者， 學者， 贤智， 賢明， 賢 

人） 6  36, 139,140 
①博突 ②博戲 akkha  (睹 博， 賽， 骰子, 球戲， 

球 抛げ） ① 12  255 ② 38  442,443,526,533 
①博突 を爲す ②博戲 をな す akkhena  dibbati 

① 11 上 143 ② 7  399 
①博戲 者 ② 博徒 akkha- dhutta  (賭博 者, 賭博 

漢， 睹 博に 惑溺） ① 11 下 218,230 ② 7  398， 

399;  29  236,237 
〔博戲 者の 譬險〕 7  398; 11 下 218,230 
博識 ① bahussuta  (博聞， 多 聞） 26  20 ② 

bahusacca  (多 智， 多 聞， 多 聞なる 事） 64 11 
博聞 ① suta  (聞， 所 聞， 聖智） 10  282 ② 

bahussuta  (多 聞， 博識） 6 139,140;  25  288 
縛 ① bandhana  (繩 縛， 繁縛， 結 縛， 拘束， 

收縛， 緩 縛， 接 目） 10  257*; 16 下 413;  30 

234*;  40  212;  43  230;  44  396°  〔七 種〕 40 

212 ② sariiyoga  (繁， 繁縛， 結 縛， 具 縛 ） 10 

334 ③ Bandhana  〔經〕 12  57， 132; 14  257 
縛 刑 bandha  (束縛， 捕縛） 9  208 
縛 著 visattika  (愛 著， 執著， 染著， 纏綿 ）44  404 
縛す bandhati 1 76 
縛 法 gantha  dhamma  (^1  ミ法） 47  238，  258 
縛軛 yoga  (軛， 繁縛， 束縛） 12  371 

縛 を 解き し 者 visariiyutta  (離繁 せり） 9  255, 

256 

薄伽梵 Bhagavarfi (世 尊） 65(ni)  76,90 

薄迦利 Vakkalin  (婆逾 利， 拔迦 梨） 〔比〕 24 
434;  44  374 

① 薄拘羅 ②薄 俱羅 Bakkula,  Bakula  〔比〕 ① 
11 下 149*;  25 164;  41 159;  59 上 402*;  59 
下 30*;  62 160;  63  311,312  〔神變 をな す〕 
63  311,312  〔說 法して 阿 支 羅迪葉 を 出家せ し 
む〕 11]^  149*  〔般 涅槃：] 11 下 153 ② 〔無病 
第一〕 17  35 

薄 拘羅經 Bakkula- sutta 11 下 149° 

薄弱 衣 dubbala-civara  2  464 

薄皮 papatika  (外皮， 皮 苔） 9  343,351,354, 
355 


(  725  ) 


ハク 一 囀， 麥， 駁， 兀， 劇， 函， 箱， 鉄， 橋， 梯， 初， 柱， 旗， 幡， 機， 膚， 裸， 畑， 八 


稱嗜拏 Vamija  (婆 留那， 婆 樓那， 水 天） 〔天， 

神〕 7  288 
麥， 麥粉， 麥飯， 麥餅等 〜ムギ 
〔麥 田の 污麥 等の 譬喩〕 21 25 
麥冬 ativisa  〔植〕 3  35。 
麥把 ① yava- ka ほ pin 15  312,313 ② 

Yavakalapi  〔經〕 15  312  - 
〔麥把 を連咖 もて 打つ 譬瑜〕 15  312 
駭論 お ajja  9  436,  437 
兀魔 ① gijjha  (鷲， 鷹） 11 下 101; 13  378*； 

32 166*; 35  204;  36  267,  274, 326; 37 176，  226， 

232,  245,  246;  38  393 ② kulala  (魔， 鳶） 9  94 
〔兀 魔と 獵師〕 32  291 
〔兀 魔の 子と 毘藍婆 風〕 32 167;  33  99 
兀縻本 生物 語 Gijjha- jataka  (三 九九） 32  291° 
劇しき 精勤 tippa  padhana 11 上 285,  286 
劇しき 精進 tippa  upakkama 11 上 285,  286 
劇しき 染著 tibba  saraga 18  56,57 
〔函と 蓋の 合する 譬喷〕 42  272；  43 160,313；  44 

292 

箱 本 生物 語 Samugga  ja は ka (四 三 六 ）33 172° 
鉄 satthaka  2 158;  4  270 
橋 setu  3  404;  7  53;  23  232;  25  76; 27  69, 
173 

梯 nissepi  (揩梯 ） 6  345,346 
梯子 sop れ a  (階段， 段） 25  48，  252 
①初も 美しく 屮も 美しく 終 も 美しく ②初も 善 
く 中 も 善く 終 も 善き ③初も 善く 中 も 善く 後 
も 善く  @ 初 善く 中 善く 後 善く  © 初めに 善 
く 中に 善く 終りに 善き ⑥ 初めよ く屮 ごろよ 
く 終末よ く ⑦ 初め 善く 中 ごろに 於て 善く 終 
り 善く ⑧初善 X 中 善 く 終 亦 善 く  adi- kaly 站 a 
majjhe  kalyana  pariyosana-kalyana  (初 善 
屮 善後 善） ① 6  217; 12 180 ② 1 2;  6  94, 
132, 190,318,416*;  8  93；  23  362 ③ 2  81; 
6 166; 11 下 404 ④ 44 107, 200, 314， 361, 
365,457,  490 ⑤ 23  330， お 1 ⑥ 15 194,196 
⑦ 16 上 15,16 ⑧ 9  321, 373, 377， 378， 464; 
10 1， 10，  94, 184; 11 上 73,178,364 
柱 ① esika  (石 注） 10  364;  20  360,362 ② 

thambha 1 318;  2  436;  4 162;  24  78 ③ 

\ 


thuna  (祭壇の 柱） 23 198 
〔柱と 四 風の 譬 輪〕 16 下 373,375 
旗 ketu  (旗 幡） 25 124 
旗の 先 ① dhajagga  (幢 群， 幢頂） 12  383 ② 

Dhajagga  〔經〕 12  382 
①幡 ②幡旗 dhaja  (幢， 幢幡， 幢旗， 旗 職） 

① 7 185*; 12  60;  25 151; 26 131*,  194, 

195；  37  459*, 466* ② 11 下 225 
〔幡の 布施の 報〕 26 132 

幡を 倒せり pannaddhaja  (幢 を收 めし 者） 19 

115, 116, 118 
①機織 業者 ②機織 人 pesakSra  (織 師） ① 23 

90 ② 23 130 
機 織女 1;antav おさ 25  37 
機 女 鬼 事 Mahapesakara  petavatthu  25  9 
膚 camma         皮革， 獸皮） 3 140 
裸 nagga  (S 體， 裸 形） 29  92 
畑の 番人 khetta  paia  2  418 
〔畑 を燒く 火の- S 瑜〕 59 上 95 
八 因 a は ha  paccaya  〔地震の〕 59 上 251*; 

(7  77°；  21 261; 60  85〕 
〔八 因緣 (家の 損亡）〕 16 上 27 
八會 attha  parisa  (八 衆） 9 118 
八緣章 Attha  paccaya  vara  5  88 
八應 供人 attha  puggala  dakkhineyya  (四 向 

四 果= 四雙八 輩） 8  333 
八 王 章 Attharajaka  61 34 
八戒 atthaAga  uposatha  (八 支 布^  = 八 齋戒ソ 

12  364 

八 〔齋〕 戒 atthaAga  38 111,116,118,121, 
124， 127 

r 八〕 寒 地獄 Ska- naraka  64 122 
八觀智 attha  vipassana  nanani  C  =  A^)  64 
421 

八 願 attha  varani  3  509 

八 希有 未曾有 法 a は ha  acchariya  abbhuta- 

dhamma  (八 種の 希有 未曾有 法） 59 下 212 
八 行 a は ha  cariya  (八 所行） 〔威儀， 念， 

定， 智， 道， 行 道， 世間 利益〕 44  392°,  393 
八 解脱 attha  vimokkha  7  82°;  8  308,341， 

376; 11 ト 16; 18 152,159,321; 21 248°, 


. 八 一ハチ 


319,323;  26  57，  62,  65，  67，  69,  88*;  27  24*; 

40  57;  42  216,320;  43 131, 142,360,406; 

44  21; 47  56°, 374， 378， 379， 399， 469， 471; 
〔7  24; 11 下 307; 17  60〕 

〔八 解脱 と 諸禪〕 45  73  ' 

八渴集 Attha  nipata  〔長老 偈經〕 25  209°  〔長 

老尼 偈經〕 25  368° 
八 懈怠 事 a は ha  kusita  vatthuni  8  333,375； 

21 293°;  47  64, 128° 
八見處 a は ha  ditthitthanani  40  226,  227 
八 解 attha  dona  〔舍 利〕 7 162 
八齋戒 ① uposatha  (布 薩， 布 薩會， 齋戒， 說 

戒) 60  337    @  uposaihanga  (布薩 支， 布薩 

支 分） 28 106 
〔八 齋戒〕 17  342°，  347;  21 141，  144，  151, 158， 

166;  22 上 319;  24 144  〔慈心との 關係〕 22 上 

54  〔功 德〕 12  363 
八士 夫人 attha  purisa.  pugga'ia  (八 輩 者 = 八 

輩） 18  63 

八 支 ① atthafigika  (= 八支聖 道） 23  59 ② 
Atthaka  〔經〕 （一） （二） 15  342,  344 ③ 
Atthafigiko  〔經〕 13  246 

八支戒 a は haiiga-sna(  = 八 齋戒， 八戒） 59 下 190 

八 支 賢聖道 ariya  atthangika  magga  (八 支 
聖道， 八 正道） 15  304  . 

八 支聖道 ariya  atthangika  magga  (聖八 支 

道， 八 支賢聖 道， 八 支の 道， 八聖 道， 八 正 
道） 6  224;  9  22,23, 77,215； 10  23,25°; 11 
上 110; 12 148; 16 上 141*, 152°; 16 下 129, 
144, 146,  340； 18  63；  20 174*;  22 上 285;  22 
下 85;  23  3；  40  46,  66°,  444;  42 19,80,  126, 
128,  197，  216,  320,  330,  352;  43  61, 108,  110, 
123，  131,  139，  143，  166,  171, 186,  220 其 他； 
44  21， 50， 107，  200,231,234,334,448 其 他； 
59 下 186,193，  217,247;  64 149,  415,  441 
八 支 成就 att ト' aAga- samannSgata ① （= 八 支 

音， 八 種の 聲， 八 支 を 具備せ る 音聲） 〔音 聲〕 
11 上 185 ② 〔食〕 11 上 184 
①八支 道 ②八 支の 道 ③八 支の 聖道 a は haiigika 
magga ① 58  397,  399 ② 23  46;  25  304,  326， 
362，  363 ③ 46 138*, 336* 


八 支 道 ① atthaAga  vara  25  85,  86,  93 ② 

atthangika  magga 〜前項 
八 支の 音 atthaiiga(  = 八 支 成就の 音聲） 28  20& 
八 支の 道 ®  ariya  atthangika  magga ぐ や 八 

支 道， 八支聖 道） 25 117 ② a は haiigika 

magga 〜八 支 道 
八 支 布随す 丁    atthanga  uposathakiriya  (八 齋 

戒） 50  472 

八 支 分の 語 atthanga  vacana  (八 種 言說） 41 
341 

八 支 を 具備せ る 音聲 atthanga-samannagata 
ghosa  (= 八 支 音， 八 支 成就の 音聲， 八 種の 
聲） 43  304° 

八 事 罪 atthavatthuka  5  354 

八 邪 attha  micchattani  (八 邪 性） 〔邪見， 邪 

思, 邪 語， 邪 業， 邪 命， 邪 精進, 邪念， 邪定〕 8 
333,  375 

〔八 邪， 八 邪道〕 7  403,404; 11 下 171; 18  387, 
398,402;  21 122;  47 105；  57  57;  59 下 193 

〔生起の 順序〕 16 上 139 
八 邪' 性 attha  micchattani  (八 邪-八 邪道） 40 
43,  214；  47  64, 131; 62  414 

八 牙 P 道 atthangika  micchamagga  (  =  Af P)  9 
215 

〔八 種 言說〕 （八 支 分の 語） 21 249,  250；  41 341 
八 種色藏 atthavidhena  rupakkhandho  46  21 
八 種色聚 atthavidhena  rupa  sangaho  45 185, 
258 

①八 種眞珠 ②八 種の 眞珠 attha  mutta ① 65 

( I  )  94° ② 60  68,  69,  227,  228 
〔八 種 施〕 21 120 

八 種の 希有 未曾有 法 attha  acchariya  abbhuta 
dhamma  (八 希有 未曾有 法） 〔大海の〕 4  354° 
〔法と 律〕 4  356° 

/\ 種の 疑; S    atthavidha  kankha  64  316 

八 種 〔の 聲〕 atthanga-samannagata  ( = 八 支 成 
就の 音， 八 支 音, 八の 聲） 〔玲 瑞， 淸徹， 美妙， 
和雅， 充滿， 不亂， 甚深， 廣博〕 7  219,240 

八 種の 人 ま 也 attha  purisa  bhumiyo  (八 人 地) 
〔外道 說〕 6  82 

八 種の 人 attha  pugga ほ （八 輩 = 八 輩 者） 23  6 
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① 八 種飮物 ②八 種の 飮物 ③八 種の 飮料 attha 

panani ① 58  329 ② 43 180 ③ 3  431 
八 衆 a は ha  parisa  (八 會） 〔刹 帝 利， 婆羅門， 

居士， 沙門， 四 王 天， 仞利 天， 魔， 梵天〕 7 

78;  8  339;  21 250 
八 集 Atthaka  NipSta  21 1°,  333 
〔八十 九 心〕 64  33=,  92;  65Cn)l 〔十四 心 作用〕 

64  41° 

〔八十 九 心と 緣起〕 46 195-270 

〔八十 九 心と 四 無 凝 解〕 46  424 

八十 四大劫 cullasiti- mahakappa  38  354 

<I) 八十 種隨相 ② 八十 種の 隨好相 ③ 八十 種の 特 

徵 @ 八十 隨形好 ® 八 十隨好 ® 八十隨 相好 
asiti  anubyanjana ① 28  22 ② 28 191 ③ 
65(  I  )  57 ④ 59 上 156*;  59 下 225;  63 11 
©  26  267;  60 181 ⑥ 29  364 
八十 大義 務 asiti  maha-vattani  33  97 
八十;^ g 聞 asiti  maha  savaka  62 198 
八十 〔種〕 の蟲聚 asiti  kimi-kulani  63 12 
八重 法 attha  garu-dhamma  2  83°,  88,  507; 

4  380°;  21 199。，  200 
〔八 順 退 法〕 21 292 
〔八 順 不退 法〕 21 292 

八 所行 a は hacariya  (八 行） 40  347*;  41 177* 
八 正 attha  sammattani  (= 八 正道) 8  333 
八 正道 ariya  atthangika  magga  (八 支聖 道， 

八 支賢聖 道， 聖八支 道， 八 ま; 支 道， 八聖 道） 
1 154*；  〔3 18；  7  404,405； 11 下 175; 17  58; 
18  388,  398,  402,  413；  21 53， 123，  317,321, 
327;  57  57;  64  444°] 〔相互の 關係〕 11 下 73° 
一 82  〔解 釋〕 64 139  〔定義〕 46 135°,  334° 
〔定義一 有 漏， 無 M〕 11 下 73°  〔義 解〕 40  28, 
34,  39, 114,  117,  121，  149,  291,  438°,  441， 
446,  448;  41 3,  68,  72, 165；  46 135°,  334°; 
64 139  〔諸 門 分別〕. 46  342  〔生起の 順序〕 7 
225; 16 上 140,  141, 143  〔修 習〕 16 上 141°, 
143,155,  189，  191*，  197,  1*93,  202,  204,208, 
211,214,  218*，  232*  〔涅樂 趣 入〕 16 上 207* 
222  〔梵 乘〕 16 上 145 
〔八 正道と 惡 不善 法〕 16 上 223，  225.  226 
(八 IF 道と 戒〕 16上 219,  220.  221； 41 170 

\ 

( 


〔八 正道と 戒 定慧〕 64 149 

〔八 正道と 行〕 44  393 

〔八 正道と 苦の 滅盡〕 16 上 178 

〔八 正道と 現觀〕 41 165 

〔八 正道と 五 欲〕 16 上 175,  242 

〔八 正道と 三受〕 16 上 175，  237 

〔八 正道と 三十 七 菩提 分〕 64 144 

〔八 正道と 三 毒の 滅〕 16 上 145， 193，  195,  199， 

200,  205,  206,  211，  215，  233*,  239,  244 
〔八 正道と 慈心 解脱〕 41 59 
〔八 正道と 諸 煩惱〕 16 上 232* 
〔八 正道と 他の 菩提 分〕 16 上 225 
〔八 正道と 八 行〕 40  349;  41 179 
〔八 正道と 離 欲〕 41 65 

八悚懼 事 attha  samvega  vatthuni 62  264 

八勝處 attha  abhibhayatanani  7  80°;  8  340, 
376; 11 上 16;  21 246%  317,  321; 22 ヒ 289; 
40  9;  42  216,  320；  43 131，  142,  360,  406;  44 
21； [17  58〕 〔諸禪 との 關係〕 45  59 

①八聖 道 ②八聖 道 支 ③八聖 道 分 ariya 

atthangika  magga  (八 支聖 道， 八 正道， 八 
支賢聖 道， 聖八支 道） ① 2  41*;  3 18;  4  358； 
6  236;  7 138，  139，  268; 11 上 15;  21 102;  47 
213，  228* ② 8  375；  41 65，  67,  73,  96, 170， 
171 ③ 7  95；  28  209 

八 精進 事 attha  arabbha-vatthuni  8  335,  375； 
21 295° 

八聲本 生物 語 A は hasadda- j§ は ka (四 一八） 33 
11。 

八 成就 法 artha  samapattiyo  28  279.  280 
八 城 AtthakanSgara  (アツ タカ 城 人） 〔居士〕 
22 下 323 

八條盤 1^  atthapada  (八 目 碁） 43 190;  44  412 
①八 世間 法 ②八世 法 a は ha  loka  dhamma  〔利， 
衰， 稱， 譏， 毁， 譽， 樂， 苦〕 ① 21 10;  33 
391; 44  346;  62  404 ② 8  339，  375; 18  330; 
22 上 279;  40  38,  203,  213，  370;  47  64， 131； 
59 下 241; 〔31 469；  42 117，  171,  255；  43  83, 
155,  236，  243,  293,  325；  44  57,  243,  371; 64 
447〕 

八 施 ま attha  dana  vatthuni  8  337;  21 121〕 


八— ハチ 


八 施 生 attha  danuppattiyo  8  338 
〔八 善士 施〕 21 132 

八大 51 熟 〔心〕 attha  mahavipaka-cittani  (= 

欲界有 因異熟 心） 65(n)  23 
八大觀 察 attha  maha-vilokanani  〔菩薩の〕. 59 

下 4 

八 大地 獄 attha  maha  niraya  (= 八 地獄） 28 

337;  29  456;  30  365;  63 144;  〔58  435〕 
八 大人 覺 attha  mahapurisa  vitakka  (大人の 

八 念） 8  375;  〔21 110〕 
八 地獄 attha  niraya  (= 八 大 地獄） 36  260 
八智 attha  nanani  (= 八 觀智） 64  374,  422 
〔八智 及び 隨順 智〕 64  374° 
八 提舍尼 法 attha  patidesaniya  dhamma  2 

5G0,  564;  5 120, 135  〔尼〕 2  557° 
八 頭陀支 attha  dhutangani  42  98，  286;  43 

353;  〔43 14〕 
八轉 attha- parivatta  21 246 
八 等 至 attha  samapattiyo  42 159，  161; 59 上 

3;  63  296,  297,  301，  336；  64  286，  445,  457, 

483，  491 

八 等至智 attha  samapatti  nana   43 116;  44 

176,  177,  212，  214 

八道 支 attha  maggangani  (= 八 正道） 65(11) 
65  • 

八德 attha  guna  59 上 211 

八 難 attha  akkhana  (八 不時） 21 103 

八日 祭 atthaka  3  57，  502,  503 

八 人 過 aUha  purisa  dosa   40  214;  47  64, 

132° 

八 人 地 attha  purisa-bhumiyo  (八 種の 人 地) 

〔外道 說〕 10  365; 14  336 
八の 聲 attha-sadda  (= 八 支 成就の 音， 八 支 

音， 八 種の 聲） 33 12 
八 波羅夷 a は ha  parajika  〔尼〕 2  348,  357， 

564;  5  93 

八 輩 ① attha  pugga ほ （八 種の 人 = 八 輩 者） 

24  83，  499,  515 ② Attha  pugga ほ 〔經〕 （一） 

(二;）  21 225,  226 

八 輩四雙 attha  pugga ほ cattari  yugani  (四 
雙八 輩） 24  499 


八 輩 者 at は a  purisa- pugga ほ （八 士 夫人 = 八 

輩， 八 種の 人） 23  340 
八 W の璧人 attha  ariya  puggala  47  377,  378 
八 八 品 Atthakavaggika  (八 部品， 義品) 23 

180 

八 非 有 想 非 無想 論 attha  neva  sanni  nasanni- 

vada  47  64, 134° 
八 非 事 attha  akaraniyani  (八 不應 作） 4  408, 

414 

八 非聖言 attha  anariya  vohara  47  64, 131 
八 非 法 attha  asaddhamma  〔禾 'J，  • ぶに， 稱， 識， 

敬， 不敬， 惡欲， 惡友〕 4  309;  21 15，  20 
八 不時 不節 atth'  akkhana  asamaya      八 難) 

8  375 

〔八 不善 業 一身 三， 語 四， 飮酒〕 21 139 

八 部 法 atthaka  (八 法） 5  364 

八 部品 Atthakavaggika  (義 品， 八 八 品） 3  347 

八遍 attha  kasinani  49  59;  〔40  80，  233;  57 

261,  395〕 〔諸禪 との 關係〕 45  45 
八 法 ① atthaka  (八 部 法） 5  232 ② a^ha 

dhamma 10 117* 
八法聚 atthadhamma  kalapa  63  277 
八 頃 fi 事 a は ha  kilesa-vatihuni  〔貪， 瞋， 癡， 

慢， 見， 疑， 憎 沈， 掉擧〕 47  64, 128° 
八 萬 四千の 精舍 caturasiti  vihara  sahassani 

65  (I)  62* 

〔八 萬 四千の 塔〕 60  50, 189 

八 萬 四千の 婆羅門 童女 比& 尼 Catur お iti 

brahmana  kanna  bhikkhuni  sahassani  〔の 

譬喩 經〕 27  489 
八 萬 四千の 法疆 caturasitisahassani 

dhammakkhandha  (八 萬 四千 法 衆:） 60  49, 

181,371; 61 197,  423 
八 萬 四千の 法 P き caturasiti  sahassani  dhamma 

25  287 

八 萬 四千 〔法 門〕 caturasiti  sahassa  65(1)  38° 
八 萬 四千 法聚  caturasitisahassa-vidha 

dhammakkhandha  (八 萬 四千の 法蘊） 65(1) 

39,  63 

八 無想 論 attha  asaiini  vada  47  64, 134° 
八え ifl 等 法 attha  yathabhucca-vanna  7  233°, 
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241 

八 明 a は ha  vijja  62  400 

八 目 碁 atthapada  (八條 盤 碁） 1 303;  4 15; 
6  8，  98 

八 要具 attha  parikkhara  32 144 

〔八 欲界 善心〕 65  (II)  3 

八 力 anha  balani  21 99, 100 

烽 bhamara  (蜜 锋） 8  250;  25 102 

① 蜂蜜 ②烽の 蜜 madhu  (蜜） ① 8 104, 106; 

11 上 6 ② 26 158 
蜂蜜 ① makkhikS  madhu 1 415;  2 140 ② 

madhu 〜前項 
烽 蜜の 酒 madhuka  33  378 
〔烽 蜜の 譬喩〕 11 上 6 

般湼樂 ① parinibbSna  6  291,  427;  7  75,  95， 
133*  144  =  ,  165;  9  270; 18 138;  21 103*， 
257*;  22 上 170;  29  258;  36  25；  42 104;  44 
43， 166;  58  418;  59 上 4;  60 164,204;  62  348 

②  Parinibb さ na  i: 經〕 12  266 

〔般 涅槃 時の 禪定〕 7 145; 12  267;  27  398 
① 般湼樂 者 ② 般 S 槃 せる 者 ③ 般; 呈槃 〔者〕 
parinibbuta ① 9  408；  59 下 158* ② 9  71 

③  4  240，  426,  439;  6  368* 

般' 涅樂 者の 塔廟に 於け る 神 變の問 
ParinibDutanam  cetiye  patinira-panho  59 下 
158 

般 S 槃に 入る ① parinibteti    7  72*,  83 ② 

parinibbayati  7 123 
般 涅槃の 智 parinibbane  nanam  40  3， 166° 
般; 呈槃の 法 門 parinibbana  pariyaya  9  73 
般;！ 檠法 parinibbana  dhamma  20 171 
〔般 涅樂 論〕 58  418,  419,  421 
發汗 Sedamocaka  gatha  〔章〕 5  368,374 
發汗法 seda  kamma  3  363 
發起， 發勤， 發心， 發 微笑 唯 作 等〜 ホッ 
①發狂 〔者〕 ②發 狂者 ummattaka  (狂人， 

狂者， 頤 狂者， 顚 狂人, 狂者） ① 4 125*; 

11 上 146， 147 ② 3  533*,  558;  4  265 
發 狂せ り ummatta  (狂者， 狂人） 16 下 377 
發生 pabhava  (出生， 生 出， 起， 根源） 43 

2,  5;  48  h  8,  21 

ヽ 


鉢 ① patta  (器） 1 410*,  412°,  414*;  2 194% 
308*,  393°*;  3  79*,  88， 153,  154;  4 172* 
399，  400,  450,  451; 5 18,  35,  67,  200,  239; 
11 下 328  〔比丘 七道 具の 一〕 4  450，  451 〔二 
種； 鐵， 土〕  5  200  〔施と 報〕 27  2, 11 ② 
Patta  〔經〕 12 190;  21 311 ③ PSti  〔經〕 （一） 
(二） 13  341， 342 

鉢 衣 patta  civara  4  32 

鉢 籠 patta  kandoiika  4 175 

鉢 供 th さ lipska  (上 顔， 祭 食， 祭祀の 飯 食， m 

宴， 乳 粥） 17  269 

鉢 乞食 者 pattapip^n  (  鉢 食 者） 25  263 

鉢 似 patta- lesa 1 283* 

鉢 食 ① pip4a-pS は （飮 食， 食物， 飯 食， 食， 

施 食， 搏食， 圑食， 團飯, 托鉢 食， 乞食） 13 
173,  285,  286 ② patta- pipcja  62 121 

鉢 商 patta  vai:iijja 1 411; 2  393 

鉢 吒左嘱 Patacara  (波吒 左囉， 波羅 遮那， 反 
行） 〔尼〕 27  408，  421,  428，  434,  440,  445； 
39  265  〔譬 Pi 經〕 27  426  〔傳 記〕 27  427* 

鉢多樹 assattha  (阿 說他， 阿 輸陀） 〔釋 迦佛の 
菩提樹〕 6  364.  424 

鉢多那 patth さ na  (發 趣） 50  335°* 

鉢臺 patta  mandala  4 丄" 

鉢 頭 摩 ① paduma  (鉢 曇擎， 紅蓮 華， 赤 蓮， 

赤 蓮華， 蓮， 蓮華） 26  32，  51， 52, 154,155, 

230,  279,  280,  309,  419，  483;  27 106;  37 

144;  39  392,  404，  474,  478 ② Paduma 

(蓮華） 〔佛〕 26  310,  340,  483 ③ 〔傳。 轉輪 

王〕 26  94  @  (蓮華） 〔王子〕 27 1 ©  〔比， 

五歲 にて 成 阿羅漢〕 26 197;  60 130  〔譬喩 經〕 
26 196 

鉢 頭 寧 バーサ Padumabhasa   〔傳。 轉輪 王〕 
26  231 

鉢 頭 摩プ一 デャカ PadumapQjaka  〔比丘の 譬 

喩經〕 26  279 
鉢 頭 摩プッ ピャ Padumapupphiya  〔比丘の 譬 

險 經〕 26  230 
鉢 頭 摩 葉 paduma  patta 16 下 366 
〔鉢 頭 摩 葉 等の 器の 譬喻〕 16 下 366 
鉢 暴 摩 paduma  (鉢 頭 寧， 紅蓮 華， 赤 蓮， 赤 


鉢, 髮， 伐， 拔， 跋一 バッ 


蓮華， 蓮， 蓮華） 1 181; 11 上 201,  242,243； 

14  205,  219；  22 下 52 
〔鉢に 塗れる 油の 譬喩〕 63  226 
〔鉢の 規定〕 4 173* 
鉢囊 pattatthavikS  O^^JO 1 434 
鉢 婆 多 Pabba は 〔神〕 24 199 
鉢践多 Pabbata  Cflll]  39  485，  494 
鉢 袋 patta  thavika  (鉢 囊） 2  269;  4 175 
0 本屏 patta  malaka  4 175 
鉢 品 Patta- vagga 1 450;  5 18，  58 
鉢 瑜伽者 patta  yogin  62 139  • 
鉢よ り 手 を 放つ onita- patta- paiji 1 17 
鉢 羅奢法 pas^kha  (肢 節， 波沙 怯） 〔胎内 五位 

の 一〕 58  246 
鉢羅婆 〔國〕 人 Pallavaka  27  91 
鉢 »惹 鉢 帝 PajSpati  (波闍 波提， 生 主） 〔天〕 

37 152 

鉢 P 歳拏那 Panada  (= 摩訶婆 羅那） 〔王〕 31 

100;  60 19 

鉢 を 哉む patta- nillehaka  2  320 

髮 ① kesa  (毛 髮） 46  273  〔三十 二 身分の 一〕 

7  339;  40 11， 225;  63  40°,  257° ② ve^ii 1 
203 

髮褐 kesa- kambala  (髮 毛の 布， 髮 欽婆羅 衣， 
人 髮褐， 人髮を 編める 衣， 入髮編 衣， 人髮欽 
婆羅 衣） 17  473 

〔髮褐 の 譬喩〕 17  473 

髮欽 婆羅衣 kesa-kambala  (髮 褐， 髮 毛の 布， 

人 髮褐, 人髮 欽婆羅 衣， 人髮を 編める 衣） 1 54 

髮結女 天' Kesakariya  vimana  24  457 

髮索 vSIa- rajju  20  386,  387 

〔髮索 もて 脛 を 擦る 譬喩〕 20  386;  62 107 

①髮髭 ②髮鬚 ③髮髯 kesa- massu  (鬚 髮） 
① 6 171 ② 23  327 ③ 1 18, 19 

髮舍利 kesa- dh さ tu  (髮の 記念物） 61 32,  54， 
142,  156，  237,  247,  257*,  260,  267,  335 

髮 舍利史 Kesadhatu- vaihsa  61 32,  33 

髮 毛の 布 kesa- kambala  (髮 褐， 髮 欽婆羅 衣， 

人 髮褐， 人髮を 編める 衣） 8  53 
伐 地 Vajji ① （跋 耆， 跋祇） 〔國， 族〕 は 96， 
178,  402 ② 〔經〕 15 178 


伐 地 子 Vajjiputtaka  (跋耆 子， 跋闍 子） 〔族， 

人〕 60 168 
拔憂箭 sokasalla- harapa 19  83 
拔沙 Variisa  (跋踪 ） 〔國〕 7  205* 

①拔 鬚髮者 ② 拔鬚髮 行者 ③拔 髭髮者 

kesamassu  locaka ① 43  251 ② 8  53;  9 

129; 10  35,  92 ③ 6  238 
拔陀 迦比羅 Bhad お- KSpi ほ ni  (跋 提迦 比羅） 

〔尼〕 〔譬喩 經〕 27  461 
拔陀君 荼羅繁 頭 Bhadcm- Kuij4alakesa  (拔 陀 

軍 陀羅拘 夷國） 〔尼〕 〔譬喩 經〕 27  432  〔傳 記〕 

27  433* 

①拔 陀娑羅 ②拔 陀沙羅 Bhaddasaia  〔比〕 ① 
60  73,  76 ② 65  (1)  79,  81 

拔提 Bhaddiya ① （跋 陀， 跋提， 拔提梨 迦= 
力 リ ゴ— ダ―ャ 子） 〔釋氏 王， 比〕 26 174;  63 
345 ② （跋提 耶= 侏儒 拔提， 侏儒， ラ クン タ 
力 拔提， 羅婆那 跋提） 〔比〕 13  413  〔傳 記〕 
27  318 ③ (拔提 ） 〔城〕 1 59 ④ 〔經〕 13  413； 
16 下 313 

拔提 カリ ゴ一 ダ一ャ プッタ Bhaddiya- 
Kaligodhaya  putta  〔比丘の 譬喩 經〕 26 172 

拔提品 Bhaddiya- vagga  27  318 

〔拔 刀せ る 殺人者の 譬喩〕 20  298,  299 

拔髮 pavala - nipphotana 15  457 

跋迦梨 Vakkalin ① （婆迦 利， 薄迦 利） 〔比， 
信 解 第一〕 25 185；  27  276°*  〔重病に て佛の 
說法を 受け 後に 自殺〕 14 188*  〔譬 險經〕 27 
275. ②. 〔經〕 14 188 

跋伽 Bhagga  (婆 祗， 婆 伽， 跋祇） 〔國， 城〕 
15 187 

跋伽婆 Bhaggava  〔陶 師〕 12  50， 103 

跋祇 ① Bhagga  (跋 伽， 婆祇， 婆 伽） 〔國， 城〕 
32  9 ② Vajji  (拔 耆， 跋闍， 拔奢, 伐 地） 〔國， 
族〕 3  400;  7  27,  49； 16 上 387; 17 103 

跌祇王 Vajji 19 103 

〔跌祇 人の 七不衰 法〕 7  29 

跋祇廟 Vajji- cetiya  7  31 ' 

跌耆 ① Vajji  (跋 祇， 跋奢， 跋闍， 伐 地） 〔族， 
國〕 1 22，  36， 144;  2  37;  7  205*;  8  6,  7, 12， 
13； 11 下 379; 12  345； 16 下 230，  231,  354; 
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17  345； 18 1； 20  252*，  255*；  21 85， 146， 
153,  160,  169;  25  271,  353;  38  379;  43  382; 
44  246  〔十六 大國 の一〕 17  345;  21 146,153, 
160， 169  ©Vajji  〔經〕 （一） （二） 16 下 354， 
356 

践耆子 Vajji- putta  (伐 地 子） 〔族， 人〕 17  377; 

25 124, 139;  60  29,  32,  34 
拔耆子 （昆舍 離） Vajjiputta  or  Vesali  〔經〕 

12  349 

拔耆子 比丘 Vajjiputtaka  bhikkhu  (gt 闍子比 

丘） 1 35，  36；  59 上 4 
拔耆品 Vajji- vagga  20  252 
拔拘草 衣 v^a- cira  (樹安 衣， 樹皮の 衣， 結 

樹皮 衣， 木皮 衣） 3  531 
践咎 Bhagu  (婆 咎， 拔窶） 〔比〕 59 上 241 
①践差 ②拔搓 Vamsa  〔拔沙 ） 〔國〕 ① 35 1; 

38  376 ② 10  321*;  21 146,  153,  160， 169 

〔十六 大國の 一〕 21 146,  153，  160, 169 

① 跋闍② 奢 Vajji  am, 拔耆， 伐 地） 

〔國， 族〕 ① 4  439;  23 123,  228,229;  65(1) 
44,  45 ② 25  73 

拔闍子 比丘 Vajjipu ひ aka  bhikkhu  (？ t 耆子比 

丘） 1 53;  4  439,  440 
拔闇摩 Va が hamSna  〔城〕 60 101，  113，  114， 

250;  65  (I) 108 
拔陀 ① Bhadda  (践 陀羅） 〔比， 七歲 にして 受 

戒通三 明〕 25  205，  206 ② Bhaddiya  (gt 提， 

践提 梨迦， 拔提） 〔釋氏 王， 比〕 59 上 241 @ 

Bhadda  〔天女〕 7  299*  (D 〔犍闘 婆 女〕 7  304， 

305,  333 ⑤ 〔文荼 王妃， 命 終〕 19  80 
践陀越 Bhaddavatik さ 〔邑〕 2 171*;  29  195,196 
拔陀 迦比羅 Bhi^dda - kapi ほ ni  (跌 提迦 比羅， 

拔陀迦 比羅） 〔尼， 宿命 智 第一〕 17  36;  35 

214;  38  65  〔傳 記〕 27  468° 
践陀軍 陀羅拘 夷 園 Bhadd さ Kundalakesa  (拔 

陀君 荼羅繁 頭） 〔尼， 速 神 足 第一〕 17  36 
①践陀 き羅② 践陀沙 羅③跋 姿羅 bhaddasS ほ 

(賢 姿羅） 〔樹〕 ① 14 153 ② 23 149, 150 

③ 34  21, 24,  25 
拔 陀沙羅 ① Bhaddasala  〔將 軍の 子〕 59 下 131 

② bhaddasala 〜前項 


拔陀姿 羅樹神 本 生物 語 Bhaddasala- jStaka 
(四 六 五） 34 1° 

践陀羅 ① Bhadda  (gt 陀） 〔比〕 〔阿難と 共な 
り〕 16 上 165，  166, 167  〔正 法久 住の 因 を 阿 
難に 問 ふ〕 16 上 400  〔正 法 損 減の 因 を 阿難に 
問 ふ〕 16 上 401 〔善戒 にっきて 阿難と 問答〕 
16 上 398 ② 〔塞〕 16 下 244 ③ Bhaddaji  〔比〕 
25 151; 31 95;  34  334;  38  406  〔化導せ ら る〕 
31 95 

拔陀羅 群 Bhaddavaggiya  (賢 部， 賢 衆） 〔靑 

年圑〕 60 152，  348 
拔陀 羅婆提 Bhaddavati お 〔象〕 3  485* 
拔陀 羅浮陀 Bhadrtvudha  〔婆 和 利の 弟子， 

婆， 比〕 24  379,  417，  418,  428,  434；  44 10, 

242*,  374，  501 
拔陀羅 浮 陀學童 所 問 BhadrSvudha-m5i?ava - 

puccha  (= 找陀羅 浮陀所 問） 〔經〕 24  417°, 

419 

拔陀羅 浮 陀學童 所 問の 義釋 BhadrSvudha- 
manavakapanha-niddesa  44  242°,  zo^ 

践陀羅 浮 陀所問 Bhadrivudha- pafih さ （=拔 
陀羅浮 陀學童 所 問） 〔經〕 44  326 

①跌陀 利②? t 陀梨 Badarika  (婆 耆羅） 〔園〕 

①  28  315;  31 410 ② 14  200 

拔陀利 ®  Bhaddalin  (賢） 〔比, 學習成 滿の說 
法を受 く〕 10  240*  〔譬 喻經〕 27 102 ② 
Badarika  〔園〕 〜前項 
践 陀利經 Bhaddaii- suttanta 10  239° 
践陀利 品 Bhad お 1 卜 vagga  27 102 
拔提 ① Bhadda  〔尼 乾の 徒， 尼〕 25  353，  354 

②  Bhaddiya  (拔 提， ？ t 陀， 拔提梨 迦= 力 リ 
ゴー ダーャ 子） 〔釋氏 王， 比〕 28  278，  281 
〔出家〕 4  280*  〔四證 淨の說 法を受 く〕 16 下 
313 ③ （跋 提耶） 〔五 比丘の一〕 3  22  @  〔離 
車 人〕 18  333* ⑤ 〔長者〕 38 156 ⑥ （拔 
〔城， 邑〕 3  335  336;  4  420*;  31 95,  97 

跋提 25 比羅 Bhadda  Kapilani  (£t 陀迦 比羅， 
拔陀迦 比羅） 〔尼〕 25  346 

拔提耶 Bhaddiya ① (^^) 〔五 比丘の 一〕 28 
174;  60  4 ② 〔比〕 12  49, 101 ③ （拔 提-侏 
儒 拔提， 侏儒， ラ クン タカ， 羅婆那 跌提） 
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〔比〕 25  204 
跋提梨 逝 Bhaddiya  (拔 提， 跋提， 跋陀） 〔釋 

氏 王， 比〕 23 113 
跋達羅 badara  (棗， 玛子） 〔樹〕 39  389 
跋難陀 Upananda ① 〔將 軍〕 111：  366 ② 〔龍 

王〕 36  27 

跋難 陀釋子 Upananda  Sakyaputta  〔比〕 2 
48;  3 133,  144,  274,  376,  522*;  4  252,  256, 
257;  5  41 〔波 逸提四 二, 驅出戒 を 犯す〕 2 147 
〔波 逸提四 三， 食事 家戒を 犯す〕 2 149  〔波 
逸提四 四， 屏與女 坐戒を 犯す〕 2 152  〔 波 逸 
提四 五， 獨與女 坐戒を 犯す〕 2 154  〔波 逸提 
四 六， 往詣戒 を 犯す〕 2 155  〔波 逸提五 九， 
淨施戒 を 犯す〕 2 191 〔麕罪 戒に關 係〕 2  200 
〔波 逸提八 七， 臥床 戒を 犯す〕 2  266  〔金銀 
を受 くる を 禁ぜら る〕 4  445 

跋婆攀 Bavarin  (婆 和 利） 〔婆， 苦行者〕 27  58， 
66,  89,  315 

跋羅 陀蟠闍 BhSradvaja ① （拔羅 墮闍） 〔古 
仙〕 3  429;  6 155，  338，  339，  342,  344; 11 上 
225,261 ② （婆 羅墮， 婆羅 墮闍， 婆羅特 縛惹） 

〔婆， 比， 婆 悉托と 論議して 佛に 判決 を 仰ぐ〕 
6  333* ③ （= 力一 パティ 力） 11 上 223* ④ 
(= 傷 歌邏） 11 上 276  ©(= 須婆 童子） 11 上 
272 

跋 羅墮闍 BMradvSja  (跋 羅陀 皤闍） 〔古 仙〕 

19  312,  319;  20  308,  309 
跋蘭迦 梨耶那 Varakalyapa  (婆 羅迦梨 耶那） 

〔王〕 31 64 
跋蘭那 Varai?§  〔地名〕 17 100 
跋蘭樓 夷 Vararoja  (婆 羅盧 遮） 〔王〕 31 64 
跋利迦 ① Bhalliya  〔比〕 25 109 ② Bhalluka 

=  Bhallika  (波 利， 婆 利迦， 婆 梨迹） 〔商人， 

塞〕 28 170 

跋里耶 多羅 迦 pSricchattaka  (波 利 質 多羅， 婆 
利闍 多迦， 晝度， 圓生， 珊瑚 樹） 〔樹〕 60 
109， 110 

跋離族 Buli  〔佛舍 利 八 分の ーを受 く〕  7 159, 
162 

跋黎 Bali  〔阿修羅〕 7  285 

跌窶 Bhagu  (婆 咎， 跋咎） 〔比〕 33 110 


跋， 筏， 鈸， 罰， 鳩， m, 花 一 ハナ 

筏 喩の法 kullupama  9  247,  248 

紱聲 samma  sadda  ( 鐃聲） 7 133 

罰 daucja  (刑罰， 科料， 罰 杖， 杖， 棒， 笞杖） 

〔三種〕 10 137 
罰金 kahapana  danda  59 上 346,  401 
罰 護 女 saparidai;! づ S  (杖 罰に て 護ら れ たる 女， 

主 ある 女） 1 235* 
罰 事 dandakamma  vatthu  3 143 
罰 杖 dai?(Ja  (罰， 杖， 笞杖， 害心， 刑罰， 科 

料） 24  514 

鳩 ① kapota  32 120*,  266;  34  336,  341 ② 
kapotaka  28  471 (S)  parapata  =  parevata 
({^, 鳩 色， 播羅縛 多） 28  471*;  31 149*, 
182* 

鳩 （足） 色 P おさ pata  (鳩， 鴿） 36 162 
〔鳩と 貪欲なる 烏〕 28  472；  31 149,  154;  32 

120，  266 
〔鳩と 偽 仙人〕 31 182 
〔鳩の 夫婦と 縻〕 34  336 
〔鳩， 蛇， 豺， 熊， 苦行者の 布薩〕 34  336 
鳩 本 生物 語 Kapota- jataka ① （四 二 ）  28  471° 

② （三 七 五） 32 120° 
合 I   ®  parepata  (D  parevata  =  parapata  (鳩, 

播羅縛 多） ① 39  416 ② 27  74，  98 
鴿色 kapotaka 14  329 
花 ① puppha  2  299  〔種種〕 35 125 ② 

kokasika  〔晝 度樹の 花〕 20  373,  374 

花が 滿開 sabba- phSliphulla  20  373,  375 

花 籠 cangofaka  26  210,  398 

花 商人 pupphapanika  59 下 209 

①花棄 て 人 ②花 掃除 夫 puppha- cha (Jaka 

(汚穢 屋， 不淨 物の 淸除 者） ① 62  384 ② 
59 下 188 

花束 mala-gula 1 235 

〔花と 香の 譬喩〕 14  205;  40  235 

〔花と 花 鬉師の 譬喩〕 10 161 

〔花の 芳香の 有無の 譬喩〕 23  25;  25 180 

花祭 本 生物 語 Puppharatta- j§taka  (—四 七） 
29  478°；  31 289 

花 店 （佛 の） pupphSpapa  59 下 189 

花嫁 vadhQ  (：〜 vadhukS, . 嫁， 養女） 8 108 
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(D 花環 ②華環 mila  (髮， 華髮， 花髮） ① 7 

374; 11 下 217，  229 ② 23  2 
花環 ① ma ほ〜 前項 ② vidhutika  (華 箭） 1 302 
華箭 vidhutika  (花環） 4 14 
鼻 截られ し 者 nasacchinna  3 155 
鼻汁 smgh^ika  (演， 粘液， 鼻 液） 46  274 
話 vaci-bheda  (語發 表） 2  2 
湊 singhanika  (鼻汁， 鼻 液， 粘液） 〔三十 二 

身分の 一〕 24  72;  40 11,225；  63  66°,  272° 
離れた る 坐臥處 vivitta  sen お ana  (遠 離せる 

臥 坐處， 遠 離の 住處， 遠 離處， 獨 居の 坐 臥 

處， 獨 離せる 座處， 離 世 閑居） 47  462 
母 ① amma  25 119 ② mStar  3  264; 13  261; 

18  6,  7;  20  343，  345 ③ Ma ほ 〔經〕 13  277 

@  Matari  〔經〕 13  357  ©  Matteyy さ 〔經〕 

16 下 404 

〔母が一 子 を 守護す る 譬喩〕 23 14; 24  54; 25 116 
母と 父と よ り 生じ mStapettika- sambhava 

(父母より 生じ， 父母 所 生， 父母の 生む 所） 

6  297 

母 (愛欲） と 父 (我慢） と を 殺す mStararii 

pitaram  hanti  23  63 
母なる 妻 ma ほ bhariya  (阿 母 夫人） 20  344 
〔母' に 孝養した 優 婆 塞と 嫁〕 33 1 
① 母に 護ら れ 〔たる 女〕 ② 母の 護る 女 m お U - 

rakkhita  (母 護 女） ① 10  3,  5 ② 11 下 34， 

35 

〔母の 眞僞を 判定す るに 二 婦人 をして 子の 手 を 

引 張らし む〕 39 16 
母の ©    matu  mata 13  261 
母 や 父 ma ほ- pitaro  (父母） 24  97 
母 を 敬 ふ こ と nfetteyya ほ 23  69 

① {5 を 殺す ②母を 殺害す ③ 母の 命 を 奪 ふ 
mataram  jivita  voropeti ① 18  410 ② 17 

38 ③ 11 下 61 
①母を 殺す ②母 を弑す m§ ほ jivita  voropita 

hoti ① 19  205 ② 20  207 て 212 
〔母 を 養へ る 象 は 王に 捕 はる も 放た る〕 33  338 
林 arafifia  (阿 蘭 若， 阿 練 若， 林野， 森林， 

林 中:） 17  396 

林に 住し araiifiaka  (阿 練 若 住 者， 阿 蘭 若 住 

\ 


者， 林 住 者， 住 林 者， 森林 住 者， 閑 林 住 者） 
20 149, 150 

〔林の 五 支〕 59 下 330 

林の 守護 者 dSya- p51a  (守 林 人） 11 下 196, 
197 

腹 ① udariya  (胃 物， 胃） 〔三十 二 身分の 一〕 
40 11， 225 ② vatthi  (榜胱 ） 3  389 

孕める 牛 go- dharam  24 10 

針 ① suci  (貫） 2 158；  4 178,  270;  24  519， 
520;  26  216 ② sucika  4 184，  185,215,228, 
236 

〔針 賣と锻 冶屋の 娘〕 32  211 

針模 sGci- ghatika  (閂） 15  441; 21 72 

針師 suci-kara 13  316 

針 商人 suci-vanijaka 13  316 

〔針 商人と 針師の 譬喩〕 13  316 

①針筒 ② 針箱 siici- ghara ① 2 195，  264*; 

4  450，  451; 5  35,  40,  41， 67，  71; 28  330  〔比 

丘 七道 具の 一〕 4  450，  451 ② 27  2， 14 
針天宮 Suci  vimana  24  519 
〔針と 絲 通との 譬喩〕 63 108 
ま 十の 〔クロき〕 毛の 人 suciloma  purisa 13  381 
針の 調師 Siici  sarathi  〔經〕 13  381 
春 phaggu  (〜パ ッ グナ） 9  60 
腫物 gaiiuja  (腫， 癱， 癰病， 瘡， 癌， 膿 腫) 

15 106,  109;  63  61, 268 
腫物に 覆 はれた る ① gulSgupthika  7 1 ② 

guligandhika 13 134 
反 詰 記 問 patipuccha- vy れ arapiya  -  paiiha 

(應反 詰 記 問， 反問に よ りて 解答 せらるべき 

問） 〔四 記 問の 一〕 8  308 
反抗 心 paccuttliapana  24  91 
反！ "爻す paccaropeti  9 161  に 
反問 patipuccha  (反 詰） 5  280 
反問に よ り て 解答せ ら るべき 問 patipucchS- 

byakaraniya  panha   (反 詰 記 問, 應反詰 記 

問） 59 上 301， 302 
反論 ① V お anupata  (〜說 隨說, 難詰の 語） 

57，  58 ② vigh5 は （切 勞， 損壞， 困惑） 10 

335,  336，  337 
半 Upa4(Jha  〔經〕 16 上 140 


半， 犯， 伴， 判， 板， 叛ー ハン' 


半菴 寧羅果 addhSmalaka  63  7 

半迹尸 A<l4hakasi，  Addhakasika  〔々ま-女, ， 

尼〕 4  412  〔？！ 喩經〕 27  507 
半跏 趺'、 h    addhapallanka  〔比丘尼の〕 4  417 
4^ 座 upaddhasana  4  306 
半莎衣 masSija  (麻莎 衣， 麻衣， 麻の 混 織， 

雜衣） 6  238* 
半闍羅 Pafic^li  〔女〕 18  90，  91 ' 
半 杖 addha  dap<laka 1 76;  9 143， 154 
半身の 舞踊 upa (？ {JharaAga  34  333 
<!) 半身 不隨 ② 半身 不隨者 pakkha  hata  (壁， 

蹵足， 片身 痲痺 者） ① 4 140； 12 157;  20 141 

② 3 155 
半 水の 甕 acjcjha  kumbha  24  270 
半錢 ① addha  kahapana 17  412,  413 ② 

addha-masaka  25  66, 100 ③ MSsaka  〔王〕 

33  44 

半託迹 Panthaka  (樂 待， 道路， 路の者 = 周 

羅半 託迦， 朱 利 槃特） 〔比〕 25  220 
半擇迹 pandaka  (黃 門） 19 177;  64  42,  218 
半 擇迦に 親近 pandaka  gocara 19 177 
半 豆 Pap^ka  (盤 那） 〔六 群 比丘の 一人〕 31 
191 

半 頭 婆 修提婆 Paijcjuv お adeva  〔王〕 65  (I)  91 
〔半月 坐 禪ー佛 の〕 1 113; 16 上 158; 16 下 193 
半月 食 ① pakkhika  2 120，  125,  295 ② 

pakkhika  bhatta  (十五 日食， 月 分 食 ）30  356 
半月 別 住 pakkha -parivasa  4  76 
半月 孽那埵 pakkha  manatta   4  381; 5  201; 

21 199 

半特陀 Pai:iduka  (= パン ドウ 力一 バヤ） 〔王 

子， 王〕 60  66 
①半那 '娑： ②半 娜?^ ：    panasa  (波羅蜜， パン） 

〔樹， 果〕 ① 27  73 ② 26  501; 30  269;  31 

530；  37 144,  269；  39  389,  442,  449，  475  - 
半 品 Addha -、 agga  32  97° 
半路 upa44ha_patha  8 16* 
①犯 ②犯過 ③犯戒 Spatti  (罪， 罪過， 犯罪， 

右 罪） ① 3 114,  115;  4  429; 17  29，  30,133， 

- 136;  20  399* ② 2 10 ③ 11 上 314 
①犯 ②犯戒 apanna ① 3  545 ② U 上. 323 


犯畏品 Apatti  vagga 18  418 

犯行 Atic^ri  〔經〕 15  373 

犯罪 さ patti  (犯， 罪， 罪過， 犯 過， 犯戒， 有 

罪） 4 144;  5  259,  283,  284°,  290;  [5  204〕 〔原 

因〕 5  327° 

犯罪 事 apattadhikarana  (犯罪 諍 事） 1 282* 
犯罪者 お ucSrin  (惡漢 ） 11 下 208，  209,211°, 

219，  220,  235； 18  420 
〔犯罪者 を 死刑に 處 する 譬喩〕 18  420 
犯罪 諍 事 Spat ほ dhikara ひ a  (犯罪 事） 〔四 種 諍 

事の 一〕 4 137°,  141,  144，  157;  5  3，  79， 137， 

257*  〔三 性； 善， 不善， 無 記〕 4 141 〔滅〕 4 

157 

犯罪 諍 事の 根本 apattadhikaranassa  mularh 
4 140 

犯罪と 犯罪 諍稱 apatti  apattadhikaranarh  4 
144 

犯罪 等 起 apatti  samutthana  5 1*,  3,12,  78, 

80,  87， 136，  137,  138,157°  〔六 種〕 5 1*, 157° 

〔罪過との 關係〕 5 159°* 
犯罪 等 起 論 apattisamutthana  katha  5 166 
犯 善 巧 と 出 犯 善 巧 apatti- kusala ほ ca  apatti- 

vutthana  kusalata  ca (入 ft^ 善 巧と 出 罪 善 巧） 

17 131 

伴 Dutiya  〔經〕 12  54 

伴屬 parivara  (眷 屬， 從者， 圍繞 者， 附隨 物） 
40  26,  80;  41 36 

伴黨 ① sakkhi  (同輩, 友人， 朋友 ） 22 上 271, 
272 ② sahaya  (僚友， 朋友， 親友） 16 上 140* 

伴 友 dutiyika  2  438，  526 

伴侶 ① dutiya  (隨 伴， 助 伴 者， 同伴者， 陪席 
者， 第二 者） 11 下 386    (D  saiiganika  (衆に 
雜る， 衆 中に 交る， 衆 居， 聚會， 雜處） 20 
22,  23,  24,  43,  44,  68;  21 292;  22 下 68 

判官 ① akkha  dassa  (司法 宫, 裁判官， 法官） 
27  5，  6 ② gSnia- kQ は （村の 噓 つき） 13  382 

判定 nihata  (裁決） 5  258 

判別 santiraija  (推 度） 5  280 

〔板 上の 花の 譬喩〕 1 12， 13  ' 

板榻 mi(Jha  4 174 

叛逆 境猴本 生物 語 Dubhiyamakkata-jataka 


(  735  ) 


ハン ー蚌， 般， 販， 斑， 煩， 鈑， 槃， 播， 盤 


(一七 四） 30 114° 
畔 mariySda  (境界） 1 82;  2  432 
畔郎具 paijcjaraiiga  (塗 灰） 〔外道〕 65  (I) 

57,  58 

般遮翼 Paficasikha  (般闍 尸呵， 五髻， 五 頂， 乾 

闥婆 子） 〔樂 神〕 7  298,  299;  37 107,  113， 

119,  120,  122, 154  〔三 寶を讚 歎す〕 7  299 
般遮羅 Pafic^a  (般 闍羅， 槃闍 梨） 〔國〕 7 

205*；  32  366,  369;  38  207，  457;  44  246  〔十 

六 大國の 一〕 17  345 
般 闍尸呵 Paficasikha  (般遮 翼， 五髻， 五 頂， 

乾闥婆 子） 〔樂 神〕 7  283 
般闍羅 Pafic^la ① （般 遮羅， 槃闍 梨） 〔國〕 

35 109  〔十六 大國の 一〕 21 146,  153，  160， 

169 ② 〔王〕 35  33,  41*，  107,  112,  264,393 
般闍羅 健 ©Pafic^acaijc^a  (般闍羅旃陀） 〔天 

子〕 22 上 157 ② Paficma  〔經〕 22 上 157 
般闍羅 健 品 Pafic^la- vagga  22 上 157, 173 
般闍 羅旃陀 Pafic^aca ひ (Ja ① （般 闍羅 健） 〔天 

子〕 12  82 ② 〔經〕 12  81 
般荼婆 Pai?(?ava  (樂荼 婆， 白 善） 〔山〕 28 

141 

①般豆 時 婆 ②般豆 時婆迦 bandhujiva, 

bandhujivaka  (槃豆 時 縛迦， 盤 豆 時 縛迦） 

〔華〕 ① 27  74 ② 7  81; 22 上 291 
般那薆 闍寺林 P さ cinavaihsa  daya  (東 竹 山林） 

〔園〕 3  608; 11 下 196 
般若の is    panna  sattha  62  394 
般若 波羅蜜 pafiM- pSrami  (智惹 波羅蜜， 最 

上の 智惹） 30 124;  32  86,  211，  311; 33  412; 

35  316;  36 184 
般利 婆闍迦 parib&Sjaka  (波 利 婆闍， 普 行者， 

遊行 者， 遍行 外道， 遍歴 者， 出家 行者， 行脚 

ft. 梵志） 19  387 
販賣 vaijijjS  (商業， 商賣， 商賈） 〔五 種〕 19 

290 

斑疹 tilaka  (痣） 59 下 142  , 
斑點 sabala  62 102， 103 
傾 苦， ぬ 悩〜 ボン 

な i 勞 ① upayasa  (惱， 愁， 絕望， 悶， 失望） 
11 下 32ド ② vighata  (困惑， 損壞， 反論） 

ヽ 


11 下 316* 

鈑， 鈑泡， 飯 粥， 鈑汁， 飯粒， 鈑乳 等〜 メ シ 

鈑塊 kaba!a  (飯 球） 4  328 

飯 球 ① kaba!a  (鈑 塊） 2  314*;  4  328;  5  48* 

② odana  (ig)  5  75，  76 
飯 球 品 Kaba!a-vagga  2  319;  5  48，  75 
飯 食 piij apS は （食， 食物， 鉢 食， 施 食， 搏 

食， 團食， 飮食， 托鉢 食） 1 408,  449 
槃遮梨 Paficmi  〔王妃〕 35  205 
槃闍梨 Paficaia  (般 遮羅， 般 闍羅） 〔國〕 13 

414,  415 

槃荼婆 Pa ひ (Java  (般荼 婆， 白 善） 〔山〕 24 

150,  151； 25 118,  312 
槃達 Bhiiridatta  (= ダッタ 龍） 〔龍王〕 38 

238,  242,  245,  249,  251*,  264*,  277*,  331 
槃達龍 本 生物 語 Bhiiridatta- jataka  (五 四 三） 

38  217。 

槃豆 時縛迦 bandhujivaka  (般豆 時 婆迦， 盤 豆 

時 縛迦） 〔花〕 8  340 
槃頭 Bandhumant  (盤 頭 摩） 〔王， 昆婆 尸佛の 

父〕 6  367,  373,  378，  383,  386*,  423 
樂 頭婆提 Bandhumati ① （盤 頭 摩 帝） 〔傳 。 

王妃， fii 婆 尸佛の 母〕 6  367,  373,  423 ② （樂 

頭 寧 帝， 盤 頭 寧: 帝， 有 親 者， 度滿） 〔都〕 

6  367,  373,  409*,  423;  39  263 
槃頭摩 Bandhumant  〔王〕 39  263 
槃頭摩 帝 Bandhumati  (有 親 者， 度滿， 槃頭 

婆提， 盤 頭 摩 帝） 〔都〕 26 146 
槃特 Panthaka  (半 ftii, 道路， 路の 者） 〔比〕 

28  235,  243;  63  324，  326 
播羅縛 多 ① parevata  =  parepata,  parapata 

(鳩， 鴻） 26  30 ② P む evata  〔樹〕 39  389 
盤 豆 時縛迹 bandhujivaka  (般豆 時 婆迹， 槃豆 

時 縛迦） 〔花〕 11 上 17 
盤 頭 i§g    Bhanduka  〔塞， 比〕 60  74,  76,  78; 

65  (I)  86,  87 
盤 頭 摩 Bandhumant  (槃 頭） 〔王， 昆 婆尸彿 

の 父〕 63  423 
盤 頭 摩 帝 Bandhumati ① （槧頭 婆提） 〔昆婆 

尸佛の 母〕 63  423 ② （槃 頭攀 帝， 槃頭 婆提， 

度滿， 有 親 者） 〔都〕 26  317，  326,  372,455, 


盤， 磐， 繁， 礬， 番， 晚， 萬， 蠻一 バン 


488，  496;  27 112,  113，  115，  147,  175,  243， 
258,  326，  362,370,  372，  375,  463，  504 

盤那 Paij^uka  (半 豆） 〔六 群 比丘の 一人， 諍 
事 をな す〕 4 1, 8， 10 

磐石 sela  (岩山， 山） 23 149;  25 156 

〔磐石の 譬喩〕 25 156 

繁榮 vuddhi  (增 長， 增大， 增事） 7  29*; 19 

104*;  20  252*,  255*,  260* 
繁榮の 町 phi は C  nagara]  37  454* 
繁耆 迦精舍 Giftjakavasatha ① （煉瓦 堂， 煉 
瓦の 家， 博 瓦 堂， 甎堂， 犍 椎處， 徤祁 精舍） 
16 下 240 ② 〔經〕 （一） （二） （三） 16 下 


240,  242,  243  ' 
礬塗藥 rasafijana  3  359 
番伽 VaAga  (鵬 伽） 〔十六 大國の 一〕 17  345 
番士 の;^ 穢 rakkhato  malaih  21 59，  60 
晚帝那 Avanti  (阿 般提， 阿 槃提） 〔國〕 7  249 
晚年 addha-gata  4  289 
萬 物 bhQta  (生物， 生類， 有 者， 有 類， 所 生） 

8 104 

蠻族 savara  (サ ブラ， 賤民の 町） 3 199，  297 

蠻賊 safikopa 17  288,  289 

蠻民 milakkha  (夷狄， ミ ラッカ 人） 】7  52 
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ビー マー ヒ 


ビザ bhisa  (蓮根， 藕） 33  340 
ビサ サン マタ Bhisa- sammata  〔傳。 轉輪 王〕 
26  214 

ビサダ —ャカ BhisadSyaka  〔比丘の 譬喩 經〕 

26  204;  27 195  ' 
ビザ. デャ— タカ Bhisa  jataka  (蓮根 本 生物 

語） （四 八 八） 34  300° 
ビザの 所行 Bhisa  cariya  〔經〕 41 407° 
ビサ プッパ • デャ一 タカ Bhisapuppha  jataka 

(蓮華 本 生物 語） （三 九 二）  32  253° 
ビ サム ラ 一ラタ"一 ャカ Bhisamu}aladayaka 

〔比丘の 譬喩 經〕 26  482 
ビ サール ヴ ダ 一ャカ Bhisaiuvadayaka  〔比丘 

の 譬喩 經〕 26  213 
ピシ一 ラ pisHa  〔飮水 器〕 11 下 328 
ビ タカ pi は ka  (藏， ゃ藏） 65(  I  )  21 
ビータ. デャ— タカ Pifha-jaaka  (座席 本 生 

物語） （三 三 七） 31 504° 
ビ 一ヂャ Bija  〔村〕 60  398 
ビー デャカ Bijaka  〔僕〕 38  356,  357,  360， 

367，  368，  372，  407 
ビチュ picu  〔猿〕 39  412 
ビチ ユマ ンダ picumranda  〔樹〕 25  74 
ピツカ ダ一 イカ一 Bhikkhadayika  〔王女， 君 

荼羅の 前生〕 27  408,  42-1,  428,  434,  440,445 
ビ ッカダ ーャカ Bhikkhadayaka  〔比丘の 譬喩 

經〕 26  242 

ピツカ ダ一 ヰ 一品 Bhikkhadayi  vagga  26  241 
ビッ 力一 パラ ン バラ • デャ一 タカ 

Bhikkhaparampara- jataka  (次第 供養 本 生物 

語） （四 九 六） 34  418° 
■ ビック. サム ユッタ Bhikkhu- samyutta  (比 

丘 相應） 13  404° 
ビ ッ ク ダ一 シカ— Bhikkhudasika  〔王女〕 39 

265 

ビック 二—  Bhikkhuni  〔王女， 鉢 吒左羅 の 前 
： 生〕 27  408 

ビ 、"クニ 一  • サム ユッタ Bhikkhuni - 
samyutta  (比丘尼 相應） 12  219°  、 

ビック. ブッ ガ Bhikkhu  - vagga  (比丘 品） 10 
204。 


ビッティ ガ一 マ Pi は hig さ ma  〔精 舍〕 61 54 
ビッティ ヴンサ piUhivaihsa  〔家の 中の 横木〕 
2 151 

ビッ パラー ャナ Pippha ほ yana  〔拔陀 迦比羅 尼 

の 夫〕 27  467 
ピッパ リ pipphali  (畢 波羅， 畢鉢， 辜 撥） 〔植〕 

27  2;  41 249 
ビッ パリ ブナ Pipphalivana (畢 鉢） 〔村〕 7 161 
ビ ッ ャ Bhiyya  〔傳。 比〕 13  280 
ビッョ 一サ Bhiyyosa  (訂' 梁那， 漸多， ビ一ョ 

—サ） 〔拘那 含 牟尼佛 の 第一 弟子〕 6  365;  41 

345 

ビ ッ ラ Billa ① 〔渡〕 61 277 ② 〔山〕 61 427 
ビッ ラガー マ Billagama  〔渡〕 61 271 
ビッ ラセ一 ラ Billasela ① 〔山〕 61 423 ② 〔精 
舍〕 61 445 

ヒッラ パッ タカ カン ダ Hillapattakakhanda 
① 〔地名〕 61 271 ② 〔池〕 61 407 

ビ ッラノ  ？ リ ャ Billaphaliya  〔比丘の 譬喩 經〕 
27 154 

ビッ ラヰッ ティ Pillavitthi  〔地名〕 61 281 

ビッ リ ブーナ Bhillivana  〔精 舍〕 61 22 

ビテ ィ 二 力 Petemka,  Pitinik,"  Pitenika  (= ビ 

ティ 二 キヤ） 〔國〕 65(m) 12 
ビ ティ 二 キヤ Pitinikya,  Pitinika  (= ピ ティ 二 

力） 〔國〕 65(in)  32 
ピーティ ャ Pithiya  〔ダ ミ ラ人， 王〕 61 21 
ビ ティ ラ 一デャ Piti ほ ja  (父 王 = ブ ッタガ 一マ 

二—） 〔王〕 60  373 
ピ パーシー Pip お i  〔河〕 59 上 252 
ビ ハビハ vihaviha  〔鳥 聲〕 25 120 
ヒ ホーブ Hihobu  〔地名〕 61 319 
ビ 一マ ① Bhima   (怖 畏） 〔國〕 41 313 ② 

bhima  〔樂 器〕 24  460,  509 
ビ 一マ セーナ Bhimasena ① 〔王〕 37 177, 

181 ② 〔力士〕  63  9 ③ （殘忍 軍） 〔織 師〕 29 

187* 

ビー マセー ナ 職人 本 生物 語， ビー マ セ一ナ • チ- 
ヤ一  タカ  Bhimasena- は ka  (八 〇） 29 186° 

ビー マティ ッタ Bhimatittha  〔精 舍〕 61 447, 
452，  454 


(、7 ふ 9) 


ヒ—— ビー マ 


ビ一 マテ イツ タカ Bhimatitthaka  〔港〕 61 453 
ビー マラタ Bhimaratha  〔傳 。王〕 26  348;  36 
41, 43,  57 

ビ一 マラ一 デャ BhimarSja  〔王子〕 61 167 
① ヒマラヤ ② ヒマヮ 'ンタ Himavant  (雪山） 

〔山〕 ① 23  64；  28  261,  422,  477；  35  6,  33, 

34;  38 10， 16*，  22,  254,  255,  283，  284,  329 

② 38  309,  321 
ヒ ミ ヤー ナカ HimiySnaka  〔ヴン 二一 人〕 61 

481 

ビ一ャ Bhiyya  〔バ ド ゥ マ佛の 信士〕  41 282 
ピャ 力 ① Piyaka  〔文荼 王の 理財 官〕 19  80* 

② piyaka  〔樹〕 37 170;  38  435 
ピャ ケ一タ Piyake は 〔殿〕 38  470 
ピャ ダッ シ— Piyadassin ① （喜 見） 〔佛〕 26 

118，  119,  294,  362,  425;  27  41,42,44,80；  28 

81°,  92;  41 302°*,  359;  60 152 ② 〔比〕 60 

130，  338,  340 
ピャ ダッシン Piyadassin  〔辟〕 11 下 68，  69 
ピャ デャ— ティカ • スッタ PiyajStika- sut は 

(愛生 經） 11 上 142° 
ビ ャ ッガパ ッデャ Byagghapaj ja  (虎路 子 = 拘 

利 人:） 21 205 
ピャ ーラ piy お a    〔果， 樹〕 26  31， 291，  375; 

27  72,  231; 35 113;  36  373;  37 144;  38  38， 

59, 120；  39  398,  424,  489 
ビヤ一 ラノ 《ラタ" ーャカ Piy さ laphaladSyaka 

〔比丘の？ T 喩經〕 27  231 
ピャ一 ラプッ ピャ PiySlapupphiya  〔比丘の 譬 

喷經〕 26  375 
ビヤン ガッラ 力 Piyaiigallaka  (ビヤ ガッラ 力） 

〔精 舍〕 60  344,  343* 

ビヤン カラ Piyamkara ① 〔夜叉 童子〕 12  365 
② 〔經〕 12  365 

ピ ヤンカ ラマー ター Piyaiikara  m5tar  (畢陵 
伽 母） 〔夜叉 女〕 63  316 

① ピ ヤング ②ビ ヤング 力 piyaiigu,  piyafiguka 
(辰 子） 〔樹， 花〕 ① 24  515;  27  45;  28  81； 
37 170;  39 12， 13, 14;  60 110 ② 39  411 

ピ ヤング ① Piya/igu  〔岛〕 60  310,  322,  323, 
366;  64  488 ② piyaAgu 〜前項 

ヽ （ 740 ) 


ビヤン デャハ Piyafijaha  〔比〕 25 128 

ビー ョ一サ Bhiyyosa ひチ 槃那， 漸多， ビクョ 

ーサ） 〔拘那 含 牟尼佛 の 第一 弟子〕 28  90  - 
ビョ一 サ = ビッョ 一サ 6  365 
ビーラ一 Vira  (昆羅 ） 〔尼〕 12  371 
①ピ ラッカ ②ビ ラック pilakkha,  pilakkhu 

(畢洛 叉， 無花果） 〔樹〕 ① 2  54; 15  257； 16 

上 291; 17  461,  462;  27  73;  32  397 ② 27 

176;  31 344 
ピ ラッカ' m    Pilakkha  guha 10  358 
ピ ラッカ ノ 《ラダ'一 ャカ PilakkhaphaladSyaka 

〔比丘の 譬喩 經〕 26  498 
ピ ラック パ ラダー ャカ Pilakkhuphala お yaka 

〔比丘の 譬 瑜經〕 27 176 
ビ 一ラナ birapa  (fiL 羅那， 香草） 〔草〕 14  215; 

23  69;  25 193 
ビ一 ラナ 裘 biranatthambhaka  8  9* 
ビーラ 二一    Biram  〔女神〕 38 107, 108 
ビーラ ビッティ Pilapitthi  〔精 舍〕 60  401 
ビラ ャマ一 ラ Pilayam さ la  (= パラ ャマ一 ラ） 

〔將 軍， 王〕 60  375 
ビラ一 ラタ Bi!5ratha  〔王〕 60  22 
ビラ一 ラ 'ヂャ 一タカ Bijara- お taka  (猫 本 生 

物語） （一二 八） 29  393° 
ビラ一 リ  一 bi!Sli  〔樹， 草根〕 26  32,  249,  250, 

393;  27  73;  33  267;  39  511 
ビラ一 リ • コ一 シャ Bi}ari- kosiya  〔長者〕 33 

302,  305 

ビラ 一 リ • コ ーシャ • デャ一 タカ Bi!5rikosiya - 
jataka   (布施 比 li 本 生物 語） （四 五 〇） 33 

295° 

ビ ラー リダ一 ャカ Bi}aiid5yaka    〔比丘の 譬喩 

經〕 26  249,  393 
ピ ラヴ ス Pilavasu  〔堡 曼〕 61 243 
ビラ ヰッ ティカ PilaviUhika ① 〔地方〕 61 

233 ② 〔堡 ■!〕  61 241 

ヒ ラン ニヤ マラ ャ Hiraftfiamalaya  〔地名〕 61 
156 

ヒ ラン ニヤ ブ ティ一 Hirafifiavati ① ('照 連禪 

河） 〔河〕 7 120 ② 〔1^;' 殿〕 38  434 
ヒ リ Hiri  〔夜叉〕 8  280 


t, 曰ーヒ 


ヒリ一 Hiri    〔天女〕 37 125,  127,  134,  141*, 
149,  151* 

ヒリ サーラ HirisSra  〔傳 。 轉輪 王〕 26  274 
ヒリ 'デ ヤー タカ Hiri-jataka  (慚本 生物 語） 

(三 六 三） 32  72°  ■ 
ピ リ ャ Piliya  〔長者〕 29  406* 
ピリヤ ッカ Piliyakkha  〔王〕 38 16,  20,  33, 

37;  59 下 10， 11  ' 
ヒ リ ヹ一ラ hirivera  〔植〕 2  54;  39  412 
ど リンダ ヴッ チヤ Pilindavaccha    (畢 隣陀婆 

蹉， 畢陵伽 婆搓， 畢蘭陀 筏槎） 〔比〕 1 110， 

420;  3  361; 17  35;  25 110  〔？ f 喩經〕 26 107 
ピ リ ンヴ ッ ッ Pilirhvatthu  〔村〕 61 201 
ビル ブ bduva  (木瓜， 橡， ベール ブ） 〔果， 植〕 

24  248；  27 154;  39  378,  424,  473,  488 
ピロ一 ティカ Pilotika    (=>/ ッ チヤ一 ャナ) 

〔出家 行者， 塞〕 9  314;  39  260 
ヒ ンガ Hmga  〔辟〕 11 下 69 
ピン ガラ Piiigala ① 〔王〕 25  87 ② （賓 伽羅） 

〔屠 牛 者〕 38  356 
ピン ガラ一 Phiga ほ 〔婢〕 31 472,  473 
ビン 力一 ラ bhimkara  〔鳥〕 37 167 
ヒ ンガラ コ一ッ チヤ Pmgalakoccha  〔婆, 』0 /ヽ材 

喩小 經の說 法を受 く〕  9  350,  351, 361 
ピン ギヤ Pmgiya ① （頻 祇耶， 賓 祇耶） 〔婆 和 

利の 弟子， 婆， 比〕 12  49;  24  379 ② 〔司祭〕 

32 11, 13， 14 
ビン ギヤ一 二一    Pmgiyani ① 〔婆， カー ラナ パ 

—リーに 對 して 佛を讃 歎す〕 19  328* ② 〔王 

妃〕 37  219,  220 
①ヒン グ②ヒ ング 樹脂 hmgu  (興 渠） 〔藥脂 

樹， 草〕 ① 3  357;  39  408 ② 3  356 

ヒ ング一 Hiiigii  〔辟〕 11 下 69 

ヒ ングシ パー テ ィ 力 hmgu- sip^ika  〔藥 脂樹〕 
3  357 

ピン グッ タラ Piiiguttara  〔靑 年〕 39  40,  41， 42 
ヒ ングラ Hmgula  〔山〕 37 165 

ピン グラ一 piiigu ほ 〔鳥〕 39  414 
ヒング ラー デャ hmgurSja  〔鳥〕 39  416 
ピン ダ パー タパ一 リス ッ ディ • スッタ 
Pindapataparisuddhi-sutta  (乞食 淸 淨經) 11 


下 426° 

ピン ダ パーティ 力 Piij(Jap5tika    〔比丘の 譬喻 
經〕 26  480 

ヒン ター ラ hin ほ la  (漢 陀羅 草） 〔樹〕 61305 
ヒン ター ラガー マ Hin ほ lagama  〔地名〕 61 334' 
ヒン ター ラヴ ナガ一 マ Hintalavanagama  〔本、 丄〕 

61 324，  333,  334 
ピン デャ 口一 ダカ pifljarodaka  〔植〕 39  473 
ビンド クサ ーラ Bindusira    (賓頭 沙羅， 頻頭 

娑羅） 〔王〕 60  43, 175 
ビン ドウ マティ一 Bindumati   〔娃 女〕 59 上 

264 

ビンド一 ラ PiQdola  〔辟〕 11 下 68，  69 
ピン ド 一ラバ一 ラ ドブ一 ヂャ 

Pindolabharadvaja  (賓 頭盧頗 羅墮， 賓頭羅 

跋羅 惰闍） 〔比〕 4 171; 25 143 
ビン ナ一 ラヴ ナ Bhinnaavana  〔村〕 61 341 
ビン ノ一 ル ディ一 ノ 、°    Bhinnorudipa  〔精 舍〕 61 

46 

ピンバ bimba  (頻 婆） 〔果， 樹〕 27  296,  455; 

39  224;  59 上 162 
ビン パ' スン ダ リ 一 Bimbasundari  ( = ビン ノヾ一 

デー ヰ—， 耶輸 陀羅） 〔羅 a 侯羅の 母〕 39  259 
ビン バデャ 一ラ bimba j さ la  〔花， 樹〕 39  305; 

41 312;  60 110 
ビ ンハ '一テ "一ヰ-— Bimbadevi  ( = ビン 八'一 ス 

ン ダリ一， 耶輸 陀羅） 〔尼〕 31 200,  203,  268 
ビン ビ一 Bimbi  〔夷〕 21 316 
ビン ビザ一 ラ BimbisSra   (頻 昆^ 羅， 頻婆娑 

羅） 〔王〕 9 157 
ビ ン ビデ ャ一ラ bimbi  jSla  ( = ビン ビデ ヤー ラ 

力） 〔樹〕 26  29 
① ビ ン ビデ ャ一ラ 力 ② ビン ビデ ヤー リカ 

bimbijalaka,   bimbi jalika   (金網 = ビン ビデ 

ヤー ラ） 〔植〕 ① 27  72,  96, 105;  61 303 ② 

26  382 

ビ ン ビデ ヤー リャ Bimbi  jaiiya    〔比丘の 譬喩 

經〕 26  382 
日-蔭 chaya 11 上 306 
〔日蔭と 陽光の 譬喩〕 11 上 306,  307,  308 
日傘 chatta  (傘， 蓋， 傘 蓋， 蓋 傘） 2  323°;  5 


(741) 


ヒー 日， 火， 皮， 妃， 庇 


50,  76；  33  220 

〔日の 大空 を 照す 譬喩〕 3  3;  23  88 

① 日の 親 ② 日の 親族 ③ 日の 族 adicca  bandhu 
(日 種， 日 種族， 日種ケ 10 ① 7  332 ② 25  287 
③ 8  264,  266,  276；  25 149,  319，  323,  326 

日の 昇る 處と沒 する 處        yato  ca  verocano 
abbhudeti  yattha  ca  attham  eti 18  89;  〔58 
38  (極 遠）〕 

〔日の 昇る 譬喩〕 23  337 

日の 光 suriyabha 18  244 

火 ① aggi  (火 神， 火 天， 祭 火， 壇 火） 8  296； 
11 下 174,  178； 12 119，  120；  20  285,  288, 
290;  23  344  〔三種〕 8  296;  20  288,  290；  23 
344  〔七 種〕 20  285 ② joti  (火 天， 明） 2 
182*  (Dtejo  (火 天， 威力， 威光 ） 6  85;  9  2*; 
63  252，  276° ④ Aggi  〔經〕 16 上 312 

火壺 aggi  kapalla  37  365 

〔火と 燃 素の 譬 |^《〕 16 上 131 

〔火と 焰 との?! 喩〕 22 上 210 

〔火に 入る 蟲の 3 喩〕 38  369 

〔火に よる 世界的 破壞〕 63  386 

火の 畏 aggi  bhaya  (火の 佈畏） 18  215 

〔火の 五 支〕 59 下 268 

〔火の 五 失〕 19  355 

① 火の 護 寧 ② 火の 獻供 aggi  homa ① 6 11， 

101 ② 62  55 
火の 如き 修行 tejosama  bhavana 10  218 
〔火の 生ずる f? 喩〕 59 上 111 
火の 障礙 agyantar^ya  〔十 障礙の 一〕 3  200， 

299；  4  364 
〔火の? F 不淨等 を燒く 齊喩〕 22 上 35 
〔火の S 喻〕 11 上 23!> 
火の 光 agg さ bha 18  244 
火の 佈畏 aggi  bhaya  (火の 畏， 火畏， 火 怖） 

43 179；  44  403,  434;  59 下 8 

〔火の 戻らざる S 喩〕 24  21; 26  21 
火花 jataveda  23  238  、 

① 火への f«i 養 ② 火への SD^ 供 aggi- hut は ① 24 
•     92, 164 ② 24  215 

〔火 を 抱く^ 喩〕 25  400 

〔火 を 吹き 起す^ 喩〕 28  250 


火 を IE る aggim  juhati  24 164 
火 を 燃す jotirh  samadahati   3  34,  67 
皮 Onaca  (外皮， 皮膚， 深 皮， 樹皮， 皮材） 
'.、. 〔三十 二 身分の 一〕 2  299；  7  339；  23  2;  40 
11, 225;  46  273;  63  44°,  258° ② chavi  (皮 
膚， 表皮， 外被） 3 140 ③ Chavi  〔經〕 13 
349 

皮衣 ajina  (玲羊 皮， 鹿皮， 鹿皮 衣， 鹿の 皮 

衣， 黑^ 羊 皮， 羊 皮， 羊 皮衣） 23  78 
皮衣 刑 ciraka-v お ika  9 144， 154 
皮衣 普 行者 本 生物 語 Cammasa は ka つ' Staka 

(三 二 四） 31 442° 
皮革 camma  (皮， 獸皮， 饔） 5 192 
皮革 技 cammakara  sippa  2 10* 
皮革 犍度 Cammakkhandhaka  3  317° 
皮 五業處 taca  pancaka  kammatthana  28 

237 〜皮の 五 法 
皮材 taca  (樹皮， 皮） 10  236 
①皮 闍延多 ②皮 禪延多 Vejayanta  (最 勝, 

昆闍延 a 多， K 闍耶 他， 最搏， お 勝， 勝利， 樂 

聲） 〔宮〕 ① 37 112,  149；  59 上 14;  63  9  © 

38  82，  83, 149,  238,  248,  453 
皮聚 camma  kaya 11 下 ^95,  395 
皮 苔 papatika  (外皮， 薄皮） 9 129 
皮 布 camma  patta  4  396 
皮膚 ① は ca    (皮， 外皮， 深 皮） 6  381 ② 

chavi  (皮， 表皮， 外被） 13  349,  350 
皮膚な き 牛の 譬喩      niccammagavupama  63 

235 

皮膚な き 屠 羊 者 Nicchavorabbhi  〔經〕 13  380 
皮 庸は細 滑 sukkumacchavi  〔三十 二相の 一〕 
8 185,  205 

皮 腐 病 (D  chavidosabadha  3  364 ② kilasa 

(白 痛， も」 病， 胎毒， 瘤瘡） 63  243 
皮膚病 〔者〕 gapcjiya  (權病 者， 膨病 者） 57  50 
皮 庸を剌 がれし 女 nicchavi  itthi 13  383 
皮 离を剝 がれし 女一 姦婦  Nicchavitthi— 

aticarini  〔經〕 13  383 
皮膜 camma  (皮， 皮革） 13  349,  350 
妃妾 itthSg 且 ra  (n 女, 女官， 後 宵） 12  99 
① 庇護 ② 庇護 處 ほひ a  (避難所， 護， 救護所） 


lit, 彼， 肥， 非ーヒ 


①  9    401； 16 上 15， 16，  96 ② 12  3,  92 
庇護 ① Tapaih  〔經〕 16 上 95 ② t^ija 〜前項 
庇護 所 dipa  (洲， 洲'? g-, 島， 休息所） 25 14, 

23，  32,  66, 100,  101, 103 
庇護に 達 する の 道 ほり agami - magga 16 上 96 
庇護の 處 leija  (避難所， 窟， 窟宅， 山窟， 洞 

穴， 洞 房， 住， 住 房， 房舍） 25 177 
彼岸 ① pSra 12  6，  80; 161： 90, 178,  413; 
16 下 99;  20  245,  247;  22 上 200;  22 下 280; 
23  72,  77;  24  8，  268,  429  ；  25  252,  309；  39 
432，  433；  42  28，  29, 170，  241； 44 126°,  257, 
328,336,337:57  124;  59 上 176，  364  (= 涅槃） 

23  30 ② parima- tira 15  273,  274;  22 下 

158，  159，  194，  195， 196  (3)  parayana  24 138 

(4)tha!a ひも 地） 29 14 ⑤ P さ rarh  「經〕 16 上 
90 

彼岸 道 Parayana  (波 羅延） 24  428,  430;  44 

327,  328,  379,  383 
彼岸 道 品 ®  Parayana  vagga   (2)  Parayana- 

samagama  〔經 集〕 ① 24  370。，  435;  44 1° 

②  59 下 235 

彼岸に 到る 者 paragSmin  (彼岸に 達する） 16 
上 179 

彼岸に 到り， 彼岸に 達し ① p&a- gat'a 〜次 項 
② paragQ 〜次次 項 . 

,0) 彼岸に 到れり ② 彼岸に 到り ③ 彼岸に 到 n 
る @ 彼岸に 達し ⑤ 彼岸に 達せる 者 ⑥彼 
岸に 渡 力し 者 ⑦ 彼岸に 渡り 著き ⑧ 彼岸に 

行ける pSra-gata  (到 彼岸 者） ① 22 上 95* 
② 15  252; 18  9;  24  239 ③ 12  47,  93,  94; 13 
409  @23  81; 24  77, 133;  25  240,  250,  314 
©23  347  ©23  300 ⑦ 19  93 ⑧ 23  281 
① 彼岸に 到れる ② 彼岸に 到り ③ 彼岸に 到り 
たる @ 彼岸に 達し ® 彼岸に 達する ⑥彼 
岸に 達した る ⑦ 彼岸に 度り ⑧ 彼岸の 達人 
paragu  (到 ^、岸 者， 悟 達者） ① 23  354 ② 24 
198 ③ 25 117 ④ 24 12, 136；  25 125,  241, 
325,  388；  44  5，  255,  256,  355  ©31 334 ⑥ 

24  419 ⑦ 25  245 ⑧ 24  422 

彼岸に 達したり paramim  gata  (極意に 達せ 
り， 波羅蜜 滿 たせる 者， 究竟 得たり） 28  32， 


,59；  41 230,  247，  285 

彼岸に 達した る ① paragQ 〜前前 項 ② 
pSrami- patta 〜次 項 

① 彼岸に 達した る ② 彼岸に 到達し parami - 
. pat は （究竟に 達し， 波羅蜜 滿 たせる 者， 波 

羅 蜜に 達せる） ① 60  32 ② 25  327 
彼岸に 達す るの 道 paragami  magga 16  J 二  90 
彼岸 を 求む る もの pSra-  gavesin 11 上 284;  25 

254 

彼 作 性 tammaya ほ （=渴 愛） 11 下 28* 
彼所緣 tadarammana  50  368,  369,  474，  479*; 

51 432，  433,  437;  52  92,  388;  64  37,38,  41， 

45°,  209,  210,  213*,  249,  334,  335;  65  (II) 

23，  24,  31*,  34,  36 
彼 所 緣有分 tadarammana  bhavanga  51 440 
彼所緣 〔時分〕 tadarammaija 〔- vara〕  65  (11)32 
彼 所緣性 tadaramniaija ほ 50 145,  147,  474; 

51 80,  83,  94,  95， 132,  134,  146，  147,  163, 

165,  183,  437;  53  47,  60,  61, 87,  88,  92;  54 

217,  222 
〔彼 所緣の 決定〕 65  (II)  34 
彼 勝 解 tad- adhimutta ほ 62  231 
彼 彼處正 加行緣 成神變 tattha  tattha 

samapayogapaccaya  ijjhanatthena  iddhi (gf 

處の正 加 行に 緣る 通の 義の神 通 ）63  310,317° 
〔彼 分解 脱 tadaiiga- vimutti〕  57  383;  63  377 
彼 分拾斷 tadaiigappaMna  〔決定 斷） 44 168， 

276;  62 10；  64  464，  465°,  467,  468 
彼 分 寂 tadanga-santi  42 109° 
彼 分離 tadaAga- viveka  (決定 離） 62  281 
彼 類 を 有せず atammaya  20  217 
肥悅 mada  ('| 喬， 懾慢， 驟榮， 慢心） 9 13 
非 愛染 niramisa  (無 食樂， 無染， 無 染污， 無 

味， 非 物質的， 精神的， 離 財） 40  21*,  68 
非 愛染 解說 niramisa  vimokkha  40  379 
① 非 巳 取 所 取 法 ② 非 已取順 取 法 

anupadinnupadaniya  dhamma  (ぎ坻 執受有 IJl 

法） ① 51 109* ② 56 179,  351 

①非已 取 非 所 取 法 ②非已 取 非 順 取 法 
anupadinna-anupadaniya  dhamma  (無 執受 
無 取 法） ① 51 110* ② 5.6 179,  351 
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ヒー 非 

非 已取法 anupSdiiwa  dhamma  (非 執受 法， 

無執受 法） 54  205* 
非 已生法 anuppanna  dhamma  C 未 生 法!）  47 

233 

① 非已染 能染法 ②非已 染順染 法 asariikilittha- 
sariikilesika  dhamma ① 51 178* ② 56 181, 
351 

非 已染非 能染法      asamkilittha  asamkilesika 
dhamma  51 179* 

非 已染法 asaiikilittha  dhamma  54  307* 

非 威儀 apatiriipa 1 347,  356 

非 異熟非 異熟法 法 neva-vipaka-na- 

vipakadhamma-dhamma  45 1, 264°,  650°； 

46  24,  40，  54，  65，  69 其 他； 47  230；  51 45*； 
56 176*,  350 

非異門 nippariy§ya  (阿毘 達磨 說， 論說， 钝 

理論） 64  73 
非 異門說 nippariySya- desita  60  32,  34 
非違 逆 想 appatikkQla-safifiS  (不厭 逆 想， 不厭 

忌， 想 無 厭 想， 無 厭 逆 想） 16 下 157，  158,190 
多き 違 逆 想 〔者〕 appatikkma- safifiin  (無 厭 想， 

無 厭 逆 想， 快の 想 〔者〕） 16 上 321* 
非ー界 aneka-dh お U  (種種 界， 多界） 9 113 
非 因 anayatana 18 117 
非 因 有 因 二 法 Nahetu-sahetuka  duka  53  81°; 

56 198 

非 因 有 因 二 法 因 二 法 nahetusahetukaduka  - 

hetuduka  56  49 
非 因 有 因 二 法 善 三 法 nahetusahetukaduka - 

kusalattika  55 141 
非 因 有 因 法 na  hetu  sahetuka  dhamma  (非 

因 法に して 有 因なる） 47  235,  256;  53  81*; 

56 198,  359 
〔非 因 有 因 法 等の 緣關 係〕 53  81 
非 因 法 na  hetu  dhamma  45  3,  279°，  361°; 

47  235;  53 1*;  56 194，  357 
非 因 法に して 有 因なる no  hetu  dhamma 

sahetuka  (非 因 有 因 法） 45  3，  281°,  363° 
-非因 法に して 無 因なる no  hetu  dhamma 
ahetuka  (非 因 無 因 法） 45  3,  281°,  363° 
非 因 無 因 法 na  hetu  ahetuka  dhamma  (非 
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因 法に して 無 因なる） 47  235；  53  81* 
非 有 ① asanta  3  417;  21 51； 22  J-  294;  43 

283  (D  vibhava  (無 有， 死滅， 有の 滅） 9  257; 

28  9;  41 220;  42  75,  370;  44  41.158,195,305 
①非有 愛 ②非 有の 渴愛 vibhava  tanha  (無 

有 愛， 無 有の 渴愛） ① 7 11; 14  40,  51 ② 23 136 
非有緣 natthi- paccaya  (無 有緣） 〔二十 四緣 

の 一〕 64 100，  180，  192°,  194;  65  (II)  71 
非有學 非無學 neva  sekha  nasekha  ( 非學非 

無學） 46  24,  30,  42,  70 其 他； 47  5*,  29 
非 有學非 無學法 neva  sekha  nasekha 

dhamma  (非學 非無學 法） 45  2,  270°,  355°； 

52 113*；  56 188 
非 有 見 vibhava  ditthi  (無 有 見， 無 見） 14 

150;  47  52 
非 有色 蘊 ariipin  khandha  50  7， 10* 
非 有色^き 無色 Neva  rupi  narupi  〔經〕 14  351 
非 有色 法 arupin  dhamma (無色 法） 50  6, 11; 

53 140* 

〔非 有色 法が 無色 界な り 〕 58  80 

非 有 想 非 無想 neva  sanni  nasanni  (非 想 非 非 

想， 無想 非 無想 者） 11 上 297,  300 
非 有 想 非 無想 論  n'eva-safini-nasanni-vada 

(非 想 非 非想說 者） 〔八 種〕 6  47,  61*;  40  253; 

47 158 

非 有 非 無 Neva  hoti  na  na  hoti  〔經〕 14  349 
非運の 相 dubbhaga  lakkhana  25 180 
非圓成 aparinipphanna  58  274,  439,  440 
非 圓成論 Aparinipphanna- katha  58  439° 
非應 t 每罪 adesanagamini  apatti  4  4 
非 可愛 appiya  (愛せざる， 怨敵， 怨僧） 19 

152*, 188 
非 可愛 相 anittha  rupa 16 下 382 
非 可 意 aman さ pa  (不可 意， 不愛 語） 18  210*; 

19 152*, 188 
非 可 意 相 amanapa  rupa 16 下 382 
非 可 崇敬 abhavaniya 19 152*, 188 
非 可 尊重 agaru 19 152*， 188 
非 樂可相 akanta- rflpa 16 下 382 
非 我 ① anattan  (無我） 11 下 407*;  24  289 ② 

nirattan  24  332;  42 121°,  374;  43 153 


弗 我 を 我と 謂 ふ anattani  at ほ ti 18  92 

非 蓋 法 no  nivarana  dhamma   45  6，  301°, 

372°;  53  338* 

非學 非無學 nevasekha  nasekha  (非 有 學非無 
學） 47  360,  378°;  62  30 

非學非 無學人 neva  sekha  nasekha  puggala 

〔三人の 一〕 8  297 
多き 學 まき 無 學の想 neva  sekha  nasekha  panna 

〔三 慈の 一〕 8  298 
非學非 無學法 neva- -sekha - nasekha  dhamma 

(非 有學 非無學 法） 47  232 
非喜倶 trr 法 na  piti-sahagata  dhamma  45 

10,  327°,  389° 
非 器 apatta 18 117 

非義 ana は ha   (非理， 無益， 無義， 不饒 益） 

22 下 146*,  174,  197,  205，  206,  224 
多き |{{ 誠 罪 adesanagamini  apatti  5 196 
非行 anScara    (非 法， 非 法 行， 不正 行， 不淨 

行) 4 14, 19 
非行 處 agocara  (不行 境:） 16 上 364，  365,  367, 

368；  43  349。；  62  36° 
非 苦行 法 atapaniya  dhamma  45 11， 331° 
非 苦非樂 Adukkhamasukhi  〔經〕 14  352,  356， 

359 

多き 苦 非樂受 adukkhaTin-asukha  vedana  (不 
苦 不樂受 = 捨受） 〔三受 の 一〕 8  296; 15 185*, 
318  〔無明との 關係〕 15  319，  323,  324,  328 
非 苦 を 苦と 謂 ふ adukkhe  dukkhan  ti 18  91 
非 家 anagariya  8 184* 
芗 家の 友 anagarika  mitta  44  401 
多き 家牟尼 anagSra- muni   42  82;  43 128;  44 
105 

非繁法 no  gantha  dhamma  45  5，  296°,  370°; 
53  283* 

非 決定 aniyata  (不定， 不決定， 不定 者， 不決 

定人） 52  223* 
非 決定 法 aniya1;a- dhamma  (不定法） 52 

223*；  54    511*;  56 191, 209 
非 結 法 no  sannojana  dhamma  45  4,  289°, 

367°;  53  236* 
非 昆所斷 因 法 na  dassanena  pahatabba- 


hetuka  dhamma  45 10,  325°,  386°;  54  355* 
非 見所 斷法 na  dassanena  pahatabba 

dhamma  45  9,  323°,  385°;  54  333* 
非 見 非 修所斷 neva  dassanena  na  bhavanaya 

pahatabba  46  24,  29，  37,  41, 51， 63，  70 其 

他 

非 見 非 修所斷 因 neva  dassanena  na 

bhavanaya  pahatabba  hetuka    46  24,  29, 

37,  41, 51, 63,  70 其 他 
非 見 非 修所斷 因 法 neva  dassanena  na 

bhavanaya  pahatabba  hetuka  dhamma 

45  2,  269°,  354°;  47  232;  52 1* 
非 見 非 修所斷 法 neva  dassanena  na 

bhavanaya  pahatabba  dhamma  4o  2,  268  , 

353。；  47  232;  51 381*；  56 185，  353 
非 交遊 者 asaihsattha  (他 と 雜處せ ざ る 者） 25 

263 

非 廣大心 amahaggata  citta  49  20 

非業 akiriya  (非 作業， 無 作用， 無 作， 無 所作， 

作者な し） 6  81 
非 黑非白 akapha- asukka  8  330 
①非黑 非 白に して 非 黑非白 果なり， その 業 は 業 

盡に 導く ②非黑 非 白に して 黑 白の 異熟 無く 

能く 諸 業 を 盡す業 akaxiha-asukka- 

akanhasukkavipaka -kammam 

kammakkhayaya  samvattati ① 10 164 ② 

18  404, 406°, 408°,  410°,  411,  413,  414° 
非黑非 白に し て 非黑非 白の 報 akapha  asukka 

akanha- asukka  vipaka  8  308 
非黑非 白の ナ呈樂 akanha  asukka  nibbana  20 

141* 

非 根 縛 anindriya-baddha  〔苦〕 58  319 

非 作業 論者 akiriya- vSda  (無 作用 論者， 無 所 

作 論者， 無 作說） 1 3;  3  409*,  424;  21 32,33, 

40*,  42,  43,  44 
①非罪 ②非 罪過 anSpatti  (無罪， 無 犯， 不犯） 

① 3  545 ② 5  260* 
非殘食 anatiritta- bhojana    〔波 逸提〕 4  457, 

458；  58  328 

非 自所應 Anattaniya  〔經〕 14 124 

非 事 akarapiya  (不應 作） . 3  372,  380  〔比丘 
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尼の 八 種〕 4  408 

非 時 ① akSla  4  371*; 16 上 312*; 18  220*; 
22 上 315;  30  353，  354 ② akmaka  (不時， 無 
時 的， 卽 時に 〔果〕 ある） 59 上 252,  253 ③ 
asamaya  =  akkhana  〔八 種 = 八 難〕 21 103* 
④ asamayika  (非 時 不動） 〔心 解脱〕 11 下 129 
©  vikala  2 136°,  263,  444;  3  355;  4 118；  24 
141; 59^  92， 146  ©  Vikala  〔經〕 16 下 408 

非 時 雲 akaia- megha 16 上 225 

〔非 時 雲 雨と 墜 埃の 譬喻〕 1 116； 16 上 225; 16 
下 195 

非 時 衣 a お la  civara 1 341*,  343°;  2  397*, 

398°,  459；  5 14,  56，  97 
非 時 叫喚 者 本 生物 語 Akaiaravi-jataka  ( —— 

九） 29  347° 
非 時 行者 akaia ほ rin  24 141 
非 時解说 asamaya  vimutta  (不時 解 5^ 〜一 時 

的なら ざる 解脱） 22 下 313 
非 時 語 者 akSla-vadin  (非 時說 者） 18  40 
非 時 死 akaia-marana  (非 時の 死） 63 1°，  2 

〔例〕 59 下 147°* 
非 時 食 vikala- bhojana  (非 時に 食す） 2  515; 

4  457;  6  6，  97；  9  322,  465; 10  96,  255,  256; 

11 卞 15; 16 下 408; 17  343; 18  365; 19  302, 

303，  361; 21 143，  145，  152，  159，  168;  22 上 

56;  22 下 124;  23  2;  24 145;  47  446;  59 下 93 

〔五 失〕 19  361 
非 時說者 akaia- vSdin  (非 時 語 者） 17  329 
非 時節 akkhaija= asamaya   (不時， 難） 21 

103 

〔非 時に 叫ぶ 比丘〕 29  347 

非 時に 食す vikala- bljojana  (非 時 食） 3 142 

〔非 時に 鳴 く 鳥〕 29  348 

非 時の 死 ① akaia- marapa   (非 時 死） 59 下 

146*  ©akala-maccu  58  314 
非 時 不動 〔心 解脱〕 asamayika C  -cetovimutti] 

(非 時:） 44  446 
非時藥 yamakaiika  2 132,  135, 1 も 6, 138,  287, 

294,  299,  502 
非 色 界ぉ法 na  rupavacara  dhamma  54  461* 
非 色相 靖 arupa-santati  63  420 


非 色 1% 法 na  rupavacara  ahamma  4o 10, 
328°,  391° 

非 色の 業處 arupa  kammatthana  64  352，  354 
〔非 色の 思惟 法〕 64  334 

非 色 析の問 Arupavavatthabhava-panho 
59 上 199 

非 色 命根 arQpa- jivitindriya  47  328;  50  390; 

58 105*;  64 108；  65Cn)  74 
非 食 abhoga 1 418 

非實 abhiUa  (不 實， 無實， 不眞， 僞， 虚誕， 

虚言 ）3  417;  21 51; 22 上 294,315;  39  88.89 
非實有 natthi- bhava  57  212* 
非 沙門 assamana  24 105 
^き 捨俱行 法 na  upekkha-sahagata  dhammo 

45 10，  327°,  390°;  54  430* 
① 非 積 集 非 損 行 法 ② 非 積 集 趣 非 減 滅趣法 

neva  acayagami  napacayagami  dhammo 

(非 流 轉非還 滅法， 無 積 集 非 損 行 法） ① 47  232 

② 52  69* 
非釋子 asakyaputtiya 1 38* 
非寂靜 anupasama 18  231 
①非取 著 法 ②非取 見 法 no  paramasa  dhamma 

① 45  7，  304°,  374° ② 47  238,  258 
非 取 法 no  upadana  dhamma  4a  8，  311°, 

380°;  54  232* 
非 修所斷 因 法 na  bhavanaya  pahatabba- 

hetuka  dhamma  45 10,325°,  387°;  54  376* 
非修所 斷法 na  bhavanaya  pahatabba 

dhamma  45 10，  323°,  386°；  54  348* 
非執受 ① anupSJiijpa  (無 執受， 非 巳 取） 64 

28,  409 ② apalibodha  (無 P 章礙） 3  466 
非 執受色 anupadinna  rupa  65(n)  54 
非 執 法 no  paramasa  dhamma  53  383* 
非 住 ① anmaya  (無 執著， 非 所 執處， 不 執藏） 

16 上 95 ② An お ayo  〔經〕 16 上 95 
非 住に 達する の 道 analayagamimiagga 16 上 

95 

^き 出 離 法 na  niyyanika  dhamma  54  498* 
非 所緣法 anarammana  dhamma  (無 所緣 法） 

45  7，  306°,  376° 
非 所 言 abh お ita  5  276 


非ーヒ 


非 所識法 ① na  vinneyya  dhamma  45  4, 
286°,  j64° ② kena ひ na  vinneyya  dhamma 
53 172* 

非 所執處 analaya  (非 住， 無 執著， 不 執藏） 18 
231 

非 所攝 apariyapanna  (不 繁， 非攝， 無 所屬， 
無驗屬 = 出世間） 40  46， 141°,  167,174,218; 
41 183;  45 174,  263*;  48 下 43*,  116*,  185*; 
50  361* 

非 所 攝異熟 apariyapanna  vipaka  (= 出世間 

異熟） 50  364 
ぎき 所 攝異熟 因 apariyapanna- vipakahetu  50 

361 

非 所攝菩 apariyapanna  kusala  (= 出世間 著） 
50  363 

非 所 攝善因 apariyapanna  kusalahetu  50  361 
W^l>^Mi-^    apariyapanna  bhumi  (不繁 よ iii)  40 
139 

ぎ 所攝法 apariyapanna  dhamma  (不 M 法) 

45 10,  329°,  391°;  56  209,  371 
非 所 制 apannatta  5  276 
〔非 所 造 色〕 45  206° 

① 非 所 造 法 ② 非 所 造 性 法 no  upada  dhamma 

① 45  8，  309°,  379°；  54 179* ② 47  241 
^き 所 知 法 avinneyya  dhamma  47  237 
非處 atthSna  (無 處） 17  322; 18 117;  20 182; 

22」：  252,  256;  47 13,  44°* ② adesa 1 418 
非 處善巧 atthSna  kusala ほ 45 12,  337° 
非處本 生物 語 AttMna  jataka  (四 二 五） 33 
83° 

非 正 行 〔者〕 visama- c5rin 11 上 246* 
非 正道 行 visama- cariya   (不平等 行） 10  3*， 
10 

非 正 法 asaddhamma  (非 法， 邪法， 惡法， 不 
正 法， 不 道德） 17  48,  49  〔七 種〕 8  330  〔八 
種〕 21 15,  20  〔十 種〕 22 下 48,  49 

① ぎき 聖求 ②^! ^聖尋 求 anariya  pariyesana  [；  A 
種， 四 種〕 ① 9  292° ② 18  432 

非聖語 anariya- voh む a  (非聖 言， 非 聖者 言說， 
非 聖者の 言說〕 5  213 

①非聖 言 ②非 聖者 言說 anariya  - voMm  (非 


聖語， 非 聖者の 言說） 〔四 種〕 ① 8  310  (2)18 
429，  430 

非聖 〔者〕 anariya  (不聖 ） 47  360,  378° 

非 聖者の 言說 anariya- vohara  (非!?;:: 語， 非聖 

言， 非 聖者 言說） 〔八 種〕 21 249  ■ 

非 聖衆會 anariya  parisa 17 110 

非聖道 anariya- magga  22 下 180,  230 

非 や 法 anariya- dhamma  22 下 172, 173,  223; 
24  305;  42  217 

(D  ^^WM ② #1? の^   anariya  sukha 

樂） ① 17 126 ② 10  264 
非攝 apariyapanna  (不 § ま， 非 所攝， 無 所展， 

無緊屬 = 出世間） 47  245,  261* 
非攝 〔なる ものの〕 所攝 asaiigahitena 

sangahita  47  247° 
非攝 〔な る も のの〕 非攝 asangahitena 

asaiigahita  47  252° 
非定 asamadhi  20 186 
非定樂 asamadhi  sukha 17 127 
非淨行 ① akappiya (不淨 ）2  513 ② apasadika 

(不善 業， 不 端正 者） 1 347 ③ asanta  (不正， 

不眞， 不實， 愚惡） 1 356 
非淨 行者 abrahmacarin  (非梵 行者） 47  396， 

411 

^f^^t'S^    anacinna    5  276 

さ[^常'を常と謂ふ anicce  niccan  ti 18  91 

① 非 心 俱在法 ② 非 心 倶有法 no  citta  sahabhu 

dhamma ① 45  8，  308°,  378° ② 54 111* 
非 心 所 acetasika  45 174,  187;  46 19，  77,  95 

其 他； 54  42* 
非 jCi 、所 法 acetasika  dhamma   45  7,  307°, 

377°；  54  42* 
多き JlL ヽ隨轉 法 no  cittanuparivattin  dhamma  45 

8，  308°,  378° 
非 心 相 雜等起 俱在法 no  citta  samsattha- 

samutthana  sahabhu  dhamma  45  8,  308°, 

379°  ― 
非 心 相 雜等起 隨轉法 no  citta-samsattha- 

samutthananuparivattm  dhamma   45  8, 
' 309°,  379° 

非 心 相 雜等起 法 no  citta  samsattha- 
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samutthana  dhamma  45  8,  308°,  378°;  54 
129* 

非 'Ci 、等 起 法 no  citta  samutthana  dhamma 

45  8,  307°,  377°;  54  84* 
非' C 、法 no  citta  dhamma  45  7,  306°,  377°; 

47  239,  258;  54 19*；  56  204，  363 
非 親里 ① aiifi さ tika 1 347*,  348°,  353;  2  96， 

98,  286°；  5 14， 15, 17,  27,  44，  56*，  63 ② 

annataka 1 158，  361，  364,  369,  437 
非 Si 恚者 abs-apanna  citta 10  7 
非精髓 asSra  (不 堅實， 實， 無 堅實） 23 19 
非染法 no  kilesa  dhamma  (非' 頃 悩 法） 54 

288* 

非善士   asappurisa  (^善 士， 不正の 士， 惡^ 

識） 11 下 20* 
非 善士施 asappurisa  d さ na  〔五 種〕 19  239 
非 善士法 asappurisa- dhamma    (不善 士法） 

11 下 19* 

① 非鼴惡 ② 非 巔惡語 ③ 非廛語 adut 力 ulla 

① 2  210 ② 2  35 ③ 2 154 
① 非鏖罪 ②非襲 重犯 adutthul ほ Spatti  (不齒 

罪） ① 4 137；  5  276 ② 17  29,  30, 141 
非 相似の 相 visabhaga  nimitta  59 上 170， 172 
非 想 者 asafimn  (無想， 無想 者 ） 24  337;  43  41 
非 想說者 asafim- vada  (無想 論） 65(  I  )  77 
® 非 想 非 非 想 ② 非 想 非 非 想 者 nevasaiim- 

nasannin  (非 有 想 非 無想， 無想 非 無想 者） ① 

8 137; 16 上 136; 18  62; 19  46;  22 上 235;  23 

340 ② 42  55, 119，  120，  143.  167，  206,  322, 

376;  43  98;  44 169, 172 
多 想 非 非 想 有 nevasanni  nasaniii  bhava  42 

12，  72，  76, 199,  288,  307,  342;  43 177,  325; 

44 109,  146,  211，  221,  319,  323.  405,  406;  46 

182；  47  227,  254* 

想 非 非想處 nevasanna  nasannayatana  8 
303,  344；  9  2； 11 上 343，  344，  345; 11 下 117; 
14  384; 15  413; 18  280,  281; 19  281; 21 249， 
319,323;  22  h  78;  45  80， 140. 173;  46  376°； 

. 47 194；  57  337*;  65(n)  6  〔キッ ダカ 仙の〕 
9  298,  419  〔外道 說〕 6  52 

非 想 非 非 想 處異熟 nevasannanasannayatana- 


vipaka  51 82, 134 

〔非 想 非 非 想 處が無 所有 處を 所綠 とする 理由〕 
63  233 

〔非 想 非 非想處 我〕 47 127 

非 想 非 非 想處界 nevasannanasannayatana- 

dhatu  〔七界 の 一〕 13  222* 
非 想 非 非 想 處業處 nevasannanasan nayatana 一 

kammatthana  63  222°*    〔修習 法〕 63  222 

〔聖典の 句義〕 63  223 
〔非 想 非 非 想 處定と 想 受滅定 とに よ つ て は漏盡 

なし〕 22 上 124 
非 想 非^き 想處善 nevasannanasannayatana- 

kusala  50 144*，  151，  153,370;  51 81; 52  92 
非 想 非 非 想處想 〔者〕 nevasafiiia - 

nasannayatana  sannin 11 下 124;    22 上 

206*;  22 下 288*，  289* 

非 想 非 非 想處天 

n2 vasannanasannayatanupaga  deva 10  8； 

11 下 117; 19  281 
非 想 非 非 想 It に 心 を 傾く    nevasafifi さ- 

nasafinayatanadhimutta  ll_h  332 
〔非 想 非 非 想 慮に 想 あ り と 言 ふべ からず〕 57  337 
非 想 非 非 想 唯 作 nevasannanasannayatana- 

kiriya  50 147*,  170;  51 82,83;  52  93;  53 11 
非 想 非 非 想 It 利益 行 遣 

nevasafinanasannayatana  sappaya 

patipada 11 上 343,  345 
さき 想 ま 10 き 想, 論 Ne  vasafinanasannayatana - 

katha  57  337。 
非 想 非 非想說 者 nevasanninasanni  vada  (非 

有 想 非 無想 論） 65(  I  )  77 
非 存在 natthaUha  57  212* 
非 存在 施設 avijjamana  pannatti  65(n  )  76 
非 存在 非 存在 施設 avijjamanena  avijjamana 

pannatti  65Cn)  76 
非癡者 asammulha  9  436° 
非擇滅 appatisankha  nirodha  57  294* 
非 調伏 語^   avinaya  vadin  (非 律說 者） 18  40 
非 同 分 visabh さ ga  (異 分， 不同 分， 不同 類， 

非 相似， 性） 50  410,  496,  497.  500 
非 同 分 相 ま visabhaga  santati  58  409 
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非道 ① uppatha  (邪道） 12  54,  61， 62 ② 

Uppatha  〔經〕 12  54 
(D 非 男 ②非 男女 napurfisaka  (巾 性） ① 64 

220 ② 64  211 
非難 ① garah§  (呵責， 譴责， 罵 f^)  8 112, 

114 ② nin お （毁， 毁呰， 誹謗， 難? i') 14 115 
(D 非難， ② 非難 諍 事 anuvadSdhikaraija  (教 

誡諍 事， 敎, 1' 《事） 〔四淨 事の 一〕 ① 1 275 ② 

2 199,  385,  487;  5 159,  172°,  178; 11上 321 

〔犯罪との 關係〕 5 169 
非難す ① apas§deti   (〜貶 稱す） 9 161 ② 

upakkosati  6  231, 232 
非難の 不: U    anuvada  mula  〔六 種〕 5 158 
非難 Mi 畏 asiloka  bhaya  (污 名の 佈畏， 不名聲 

怖 畏:） 47 115 
非 如法 adhammika  (非 法， 不 如法） 3  545 
非 如 Ayoniso  〔經〕 16 ヒ 275 
非 如 理作怠 ayoniso  manasikara  (非理 作意， 

不如 ITH 乍 意， 不如理 思惟， 不正 思惟） 22 上 

323;  22  F  2,3,6，  7,  42*,  102，  103;  59 上 383 
非 汝所應 法 NatumhSka  〔經〕 （一） （二） 14 

53,54 

非 汝所應 法 品 Natumhaka  vagga 14  53,  65 
非 汝等有 Natumhaka し (—） （二） 15 130, 
132 

. 非人 amanussa  (超人， 怪鬼， 獄卒） 1 140; 

7  275,  394;  8 126,  127; 12  221*; 17  274;  21 

2;  25  397;  43 135;  44  64，  87 
非人 男 amanussa  purisa 1 44* 
① 非人 難 f<S ②- /!•: 人^ 路 amanvissa  kan ほ ra 

① 28  212° ② 29  264 
非人 女 amanussitthi 1 44* 
|tf! 人の 障礙 amanussantaraya  〔十 障礙の 一〕 

3  200,  299;  4  364 
ぎき 人） amanussil  abadha  3  359 
非 非 想 Nevasafifii  〔經〕 15  413 
非毘 尼翔齊 avinaya  kamma   (非 律 凝 磨， 非 

律 業） 3  565* 
非不應 行而行 nagati-gamana  5  217 
W 非 福 ② 非 福 行 apufifia  (非 福 業， 惡， 不德） 

① 8 152*; 17  26,  27,  29, 143*; 18  4*,  441; 


59  I-. 191,  192，  245*,  336 ② 5  221 
非 Jlik 丁 ① apufifia 〜前項 (Dapunna  sani  hara 
13 121, 123  (g)  apunnabhisamkhara  (^t  ilMlM 
行） 〔三 行の 一〕 8  297;  41 115;  42  287,  311; 
43 126,  274,  276,  296;  44 114，  269,  346;  47 
52；  64 177°,  179,  193，  208,  227,  229,  258 

〔非 福 行と 結 生, 轉起〕 64  227 

非 福 現行 apunnabhisani-  hara  (非 福 f  j)  40 

206；  46 181°, 182 
非 福 業 apuiifia ひ f-: 福， 惡， 不德） 58  311 
非 覆 藏別住 apaticchanna 'parivasa  (不— f な藏 

別 住） 5  201 
非 物質的 niramisa  (無味， 無 樂， 無染， 無 

染汚， 非 愛染， 精神的， 離 財） 9  95 
非 物質的 苦受 niramisa  dukkhavedana  (精神 

的 苦受） 9  95 
非 物質的 不苦 不樂受 nimmisa- 

adukkhamasukha  vedana  (精神的 不 苦不樂 

受= 無食樂 の捨） 9  95 
非 物質的 樂受 niramisa  sukhavedana (精神的 

樂受 = 無染污 の樂， 無 染樂） 9  95 
非 變異法 aviparinama  dhamma  (不變 易 法) 
9  249* 

非 法 ① adhamma  (不法， 邪法） 3  613;  4 
312； 17  26,  27， 134,  137;  22  1：  306*;  22  f 
86*，  146*,  175,  197,  205,  206,  224,  225;  23 
196,  201； 30 137；  31 357,  492；  35  228,  317, 
400*；  36 170,  174，  212,214,216,228,259；  37 
93，  94,  310，  320,  373*;  38  79,  317,  514;  65 
(1) 10 ② adhammika  (非 如法， 不 如法） 4 
110*,  127; 18 129， 131 ③ anSc お a  (非行， 
非 法 行， 不正 行， 不淨 行） 2  223  @ 
asaddhamma    (非 正 法， 邪法， 惡法， 不正 
法， 不道徳） 〔八 種〕 21 15，  20  ©Adhamma 
〔天子〕 33  355* ⑥ 〔經〕 22 下 205  (—）一 (三） 
22 下 146-148 

①非法 呵責 ②非法 呵貴者 adhamma  codaka 
(非 法難 詰 比丘） ① 5 196 ② 5  270,  279 

①非 法褐磨 ②非 法の 竭磨 adhamma  kamma 
(非 法 業） ① 1 29:;,  297°;  2  58,  61, 84,  93, 
200,  216,  230,  241,  353,  476;  3  565*;  4  3*, 
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133;  5  377*  〔六 種竭 磨の 一〕 3  552。*  諸 例〕 

3  561°* ② 3  203 

非 法瑪磨 十二 事 adhammakamma  dvadasaka 

4  5 

非 法 行 ®  adhamma  cariya 10  3*, 10; 17 

84;  20  223;  22 上 324;  22 下 262*;  47  63，  98 

② an^c^ra  (非 法, 非行， 不正 行， 不淨 行） 

2 149, 179 
非 法 行 〔者〕 adhammacarin 11 上 246* 
非 法語 者 adhammavadin  (非 法說 者） 18  40 
非 法 業 adhamma- kamma   (非 法竭 磨， 非 法 

の H 磨） 17 115， 116 
非 法 者 adhammaka  36  212 
非 法 遮說戒 adhammika  pat imokkha 

thapana  4  360* 
非 法衆會 adhamma  parisa 17 116 
非 法 住 者 adhammattha  35  349,350 
^き 法說 adhammika  vada    22 下 156 
① 非法說 ② 非 法說者 adhammavSdin  (非 法 

語 者） 4 115* ② 4  427,  451,  452; 10  4; 17 

329  〔十八 事〕 3  613 
非 法 等 品 Adhammadi  vagga 17  23,  27 
非 法 貪 adhamma  laga  (非 法 欲） 17  259,  260 
非 法難 詰 比丘 adhamma  codaka   (非 法3 巧責 

者:） 4  371， 372 
①非 法被 呵責 ②非 法被 呵責 者 adhamma 

cuditaka  (非 法被 難詰） ① 5 197 ② 5  279 
非 法被 難詰 比丘 adhammacuditaka  bhikkhu 

(非 法被 呵責 者） 4  372 
非 法 別 衆 親 磨 adhammena  vaggakammam 

〔四 種竭 磨の 一〕 3  548* 
非 法 欲 adhamma  raga  (非 法 fi)  8  87,88,91 
非 法 和合 顆!？  adhammena  samaggakammarii 

〔四 種 濁 磨の 一〕 3  548* 
非 暴 流 法 no  ogha  dhamma  45  5 
非梵行 abrahmacariya    C 不梵 行） 2  515;  3 

142;  6  5，  95;  9  321,465; 10  95; 11 下 14; 16 

上 165，  166; 17  343; 18  364;  22 下 123;  23 
. 2;  24 143  ^ 

さ!^ 梵行^    abrahmacarin  (不梵 行者》 9  65. 
69,  71; 17  438;  20  93.  94:  22 下 34，  35 

( 


非 梵行住 abrahmacariya  vasa    〔四 種〕 10 
360* 

非 煩 苦 atapaniya  22 下 177,  226,  227 

非 頃惱法 no  kilesa  dhamma  (非染 法） 45  9, 

316°,  383° 
非望 an お S  5  295,  296 
非望 十二 事 anasa  dolasaka  3  458 
①非 無色 a 法 ②非 無色 界繁法 na  arupavacara 

dhamma ① 45 10,  328°'  391° ② 54  481* 
非 16 法 no  yoga  dhamma  45  6 
〔非 友の 持 相， 十六 種〕 34  94= 
① 非 欲廛法 ② 非 欲 界繁法 na  kamavacara 

dhamma ① 45 10,  328°,  390° ② 54  442* 
まき 樂俱 a 法 na  sukha  sahagata  dhamma  45 

10,  327°,  389°；  54  422* 
非理 anattha  (非 義， 無義， 無益） 23 196,  200 
非理 作意 ayoniso  manasikara  (非 如理 作意， 

不如理 作意， 不如理 思惟， 不正 思惟） 17 18, 

20,  22,  24,  25,  46. 140.  326；  40  226,  227 

〔定義〕 47 105 
〔非理 作意一 無明〕 17  326 
非理 貪 visama  lobha (邪 貪， 惡欲） 8  87,  88,91 
非 律 avinaya  3  613;  4 137,  312;  5  276; 17 

26,  28, 134，  135,  137, 138;  22 上 306*;  65(1) 

10 

非 律竭磨 avinaya  kamma  (非 律 業， 非]^ さ尼羯 

磨） 4  3*. 133 
非 律儀 asariivara (不 律儀 =不 護 根 門） 47  63， 

103;  57  331*;  58 198* 
〔非 律儀 は 菜な り〕 58 199 
非 律 業 avinaya  kamma  (非 律竭 磨， 非昆尼 

難〕 17 115， 116 
非 律說者 avinaya  vSdin  (非 調伏 語 者） 4  427; 

10  4； 17  329 
？き 流轉^ き 法 neva  acayagami  na 

apacayagami  dhammo 

無 も 集 非 損 行 法） 44  2,  270=,  354° 
非^法 no  asava  dhamma  45  4.  286°,  365°; 

47  237;  53 176*;  56  201, 361 
牟技 hina  sippa  2 10° 
牟行 ®  nihina  kamma  (牢劣 業） 23 156 ② 


^, 柄， 砒， 飛， 疲， 祕， 波， 枇， 婢， 梭， 脾一ヒ 


gama  dhamma  (^業， 村人の 法， 粗野の こ 
と） 1 43 
卑近 ora  6  4 

卑語 〔者〕 tiracchanakathika   (無/ U 論お 1 

268;  4 118 
卑業 ① hina  kamma  2 10° ② gama 

dhamma  (f- 行， 村人の 法， 粗野の こと） 1 32 
率 種 hina  jati  2  9°, 19 
卑少 hina  (审 俗， 卑陋， 劣， 下劣， 下 者） 2  6* 
卑姓 hina  gotta  2  9° 
卑賤 〔族〕 nica- kula 11 下 217 
卑賤 族 nihina  kula  25  57° 
〔卑賤 族 名〕 11 上 201,  202,242,  243； 12 156; 

17 175; 18 149;  20 141; 38 174;  47  436 
卑俗 ① ibbha  (賤 奴， 醜 奴， 毘舍） 6 135 ② 

hina  (劣， 下劣， 卑陋， 卑少， 下 者） 8  7 
卑俗の, 倫 gama  katha  24  353;  43 175 
卑族 nica  kulin 11 下 275* 
'① 卑提寫 ② 卑地寫 Vedisa  〔城〕 ① 60  43， 

73，  76,  236;  65(1)  88 ② 24  380；  44 11 
卑提寫 山 Vedisagiri  〔精 舍〕 65  (I)  88，  90 
卑罵 hina  akkosa  2 10，  20 
卑卑' I、 曼 atinipata  20 198，  199,  219 
卑' I' 曼 omana  20 198, 199,  219;  25 197;  42 117, 

118,  297;  43  266;  44  343;  47  75° 
卑名 hina-nSma  2  9° 
卑劣 業 nihina  kamma  (卑 行） 24  251 
卑陋 hina  (^^1少， 卑俗， 劣， 下劣， 下 者） 8 

130 

danda-kathalika  3  499 
① 砒石② 砒 石の 平 岩 manosi ほ （赤 砒， 赤砒 

石， 赤砒の 岩， マノ 一シラー， 悅意 石） ① 64 

96 ② 38  428 
飛脚 padhavin 11 上 131, 132 
(飛行 神變〕 63  340 
飛躍の 行 vagguli- vata  32 137 
疲 す Icilamati  8  334,  335;  21 293,  294 
秘典 manta  (聖典， 眞言， 聖經， 聖書， 神 典， 

I* 呪， 密? £， 呪文， 呪 語， 吠陀， 吠 陀の聖 言） 
6 155,  193,  202,  207;  59 上 357;  59 下 69 
# 必密 ① antara  36  298 ② guyha  20  273;  35 

( 


360,  363,  364;  59 ヒ 215* ③ gQ!haka  「行篱 
の 一〕 4 153;  5  205 ④ channa(W- 處） 39  69 

⑤ raho  (閑 靜處） 2 110,  153;  5 12，  31, 65; 

31 333;  62  398  ©  rahassa  (隱處 法 ） 39  90*, 

102*;  59 上 300 
祕密義 rahassaka  59  |：  212 
祕 密行 籌 gulhaka  salakagaha  4 153° 
秘密 事 ① guyha- attha  (隠密の 義， 密義） ② 

39  91* ③ guyha  manta  (密事） 22 上 317 
〔祕密 道 問答〕 39  66 
〔祕密 を 守ら ざ る 九 人〕 59 上 215 
〔秘密 を 洩らすべからず〕 35  359 
被 呵責 者 ① cuditaka  (被呵 資人） 5  274*,  279 

② codita  5  269 
被 呵責 人 cuditaka  (被 呵責 者） 5 196 
被擧人 ukkhittaka  (被 擅^)  4  95*；  5 197 
被擧 比丘 ukkhitta  bhikkhu  3  616* 
被 供養 者 dakkhi ひ eyya  (應施 者， 應施， 應供 

者， 應浜養 者， 應供 施， 受施 者， 奉 施せら る 

べき， 供養すべき もの ） 9  409 

被 難詰 比丘 cudita  bhikkhu  4  373 

被擯者 ① ukkhittaka  (被擧 者， 被擧 人） 5 

360,  368 ② n お itaka  (擯滅 者， 擯滅 人） 5 
356 

被覆 衣 物 vattha  paticchadi  4 186 

被覆 物 ① paticchanna  (覆 藏， 覆蔽， 屏 覆處， 

屏處， 隱覆） 5  206 ② paticchSdi  (覆藏 す） 

4 186 

被覆 を 著く  ogupthi は （頭 を裹 む） 4  318,  319 
① 被庸者 ② 被傭者 kamma- k^a  (雜 仕） ① 

17  235 ② 2  362 
粃糠 pa ほ pa  (俘） 21 26 
婢 ① d お i  (下婢， 女中， 賤女， 侍女， 奴婢， 

婢 取婦） 4 14， 15 ② D さ si  〔經〕 16 下 410 
婢事 dSsi- bhoga 1 229* 
婢取婦 dSsi. (婢， 下婢， 奴婢） 1 236* 
①婢 なる 妻 ② 婢女 夫人 d お i  bhariya ① 20 

345 ② 31 128, 129 
梭 ① tasala  23 130 ② tasara  24  78, 168, 181 
〔梭の 譬喩〕 24  78, 168, 181 
①脾 ②脾贜 pihaka  〔三十 二 身分の 一〕 ① 23 


ヒー 費， 悲， 鄞， M,       誹， 臂， 避， 髀， 羅， 譬 


2;  40 11, 225 ② 7  339;  24  72;  46  273;  63 
54°,  263° 
費消 欲 vissaj jana  chanda  43 13° 
悲 ① kanma  (悲心 =不 害） 8  62； 16 上 339; 
46  394°,  395，  401*;  62  221,  396;  63 183°, 
189,  190;  64  59;  65(n) 11. 13,14,79  〔悲一 
害〕 10  219    〔定義〕 46 108，  394,  401* ② 
karunna 19  264 ③ parideva  (悲泣 ） 7  353°; 
11 上 143* ④ Karmia  〔紛 （一) 一 （六） 16 上 
339 

悲觀者 pativiruddha  9 105 
〔悲喜の 超越〕 12  92 

悲泣 parideva  (悲） 11 下 351:; 13  2  ";  40 17*, 
63°， 110;  42 192°,  201:; 43  2。， 178; 44 103。， 
117。；  46 126°,  184°;  64 127°,  129,  132, 173 

悲 泣す paridevayati  42  54,  68 

悲 {H- 行 karuna  sahagata  45  lo 

① 悲俱 行の 心 ② 悲俱行 心 karuna-sahagata 
ceto  (悲 と俱 なる 心） ① 16 上 317*;  46  391， 
394，  395 ② 22 下 326 

悲心 ① kamija  (悲） 6  356 ② k5rufifia  (悲） 
39  463 

悲' [> 解脱 karuna  ceto  vimutti  8  328；  20 18, 

19;  21 236;  40 13;  46 108°,  394°,  395,  401*; 

63 185， 194  〔一虛 空 無 邊處〕 16 上 322 
悲, 想 karuna  sanna  591^ 189 
〔悲歎の 定型 句〕 7 123.  134,  147* 
〔悲歎の 無益〕 24  222;  32  27 
悲と なる 心 karun お ahaga は- ceto  (悲俱 行 

の 心） 9  4^; 10  20, 134 
悲の修 習 karuna  bhavana  63 175°* 
悲 の禪定 karuija  jhana  7  251*,  256,  257° 
〔悲は 貪な り〕 58  341 
悲法 parideva  dhamma  41 193* 
悲梵住 karuna  brahmavihara  18o 
① 悲愁 ② 悲愁 心 anukamp さ （同情， 愁， 哀愁 

心， 哀憐， 慈悲， 憐愁） ① 18  309 ② 10 174, 

175 

悲愁 者 kSru ひ ika  25  231  、 
悲論 Karuija  katha  58  341= 
SPA   vasala  (賤民） 23 128, 129 


蓖麻 ① era ひ (Ja  (伊 蘭， 伊 蘭 擅， エー ランダ） 

〔植〕 29  316,  317,  318;  31 282,  283 ② amap4a 
26 175 

莲麻子 油 ① eraij(Ja-tela  (エー ランダ 油） 1 
424  @  erandaka-tela  2  560 

'輝 連禪河 Hirannavati  〔河〕 7 120 

誹謗 ®  ativakya  23  66  (2)  appasada  (不信） 
16 下 249  (3)  abbhakkhana  2  214  (3)  avanna 
(不稱 讚， 不 名譽， 不德） 9 111 ©upani は 
9  436,  437  ®  duragata  9 14 ⑦ ninda  (非 
難， 毁， 毁呰， 難責） 〔八 世 法の 一〕 8  339 

排 誇す (D  anuddhamsati 1 275  (D  vivanneti 
2  226 

誹謗 本 生物 語 Garahka  j きね ka  (ニー 九） 30 
312° 

臂帖 bahanta  3  501 

① 避 ②避脱 parivajjana  (回避） ① 9  8， 14% 
16 ② 20 147 

避難所 lei?a  cm, 窟せ， 山窟， 洞穴， 洞 房， 
住， 住 房， 房舍， 庇護の 處） 9  401; 42  29， 
124， 137, 194，  241, 307,  309; 43 11， 15，  85, 241, 
242，  274;  44  76,  77,  89, 185，  188,204,221*, 
236,  257 其 他； 59 下 222，  241，  243;  63 131 

避難の 處 お aya   (阿 賴耶， 所 執處， 愛 著， 執 
著） 25 177 

避妊 藥 bhesajjam  vena  na  vijayati 1 139 
If    uru  3  382 

牌の 麻痺 Qrukkhambha  9  410,  411 

釕 鹿の 縛 ① eiji-jaiigha   (喘 は 伊泥延 鹿の 如 

し， 鹿の 如き 脛） 12  23 ② Epijaiigha  〔酌 

12  23 

譽 Dfe ① apadMa  (訓諭） 26 1, 11， 408 ② 
udaharana  34  209 ③ upama  Clt°k,  fT,'^) 
7  372,  379,  384,  386，  389，  397,  400,  403;  9 
215； 11 下 159,178,179,396; 14 179; 15  274, 
303.  429;  21 19;  22 下 80, 111; 23  364;  25 
243;  28 14;  29  371*;  32  271*;  34  297;  35 
203;  36 176,  233,  236;  38  369,  370;  59  |：  4， 
5,  9,  65 其 他； 63 16,  34*,  95,  204,  226,  227, 
230,  233,  358,  412;  64  25,  82, 121,145,149, 
279,  292,  298,  301，  345,  383,393,  411*,  431*, 
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譽， 比ービ 


458*,  491 ④ opamma  (比喩， 喩） 8  31* 
〔譬喩〕 黄葉 離' れ pandupalaso  bandhana 

pamutto 1 77；  2  349;  3 165 
〔譬喩〕 截首 sisacchinna 1 44;  2  343;  3 164 
〔譬喩〕 多羅 樹 ほ la 1 153；  2  356;  3 166 
〔譬喩〕 大石 二分 puthusila  dvedha 1 122;  2 

353;  3 165 

〔譬喩 一 苦痛〕 9  425*; 11 上 252*; 15  92;  20 
135* 

〔譬喩 一十 種， 無常 想の 修習」 14  242 
譬喩 經 Apadana  〔小 部經の 一〕 26 1°;  65(1)24 
譬喩 結合 opamma  -  samsandana  57  23 
譬喩 説 問 Opammakatha  panho  59 上 7 
譬喩 相應 Opamma  samyutta 13  389° 
譬喻に 巧み opamma  kusala  41 216 
髻喻法 品 Opammadhamma-vagga  9  223° 
譬喩 品 Opamma-vagga  〔 = 法 句 經雙要 品 〕 64 
11 

譬喩 問 Upam&- pafiho  59 下 253° 
譬類 upanisa  (基， 因， 所 依， 緣， 方便） 16 下 
393* 

比丘 bhikkhu  (ZgfD 1 37°；  3  249*,  304；  7 
73,  83; 12 119，  121,311; 17  33°*； 18 14;  20 
405°;  23  58°,  73°;  24 189,190。；  25  282;  42 
104°,  196;  43 17。，  140，  336,  355，  364,  402; 
44  42°,  52, 116,250;  46  348";  62  7°,  33, 35°, 
163;  65(ni)  69,71,72,91 〔種種〕 1 37; 11 下 
85  〔意義〕 20  405°  〔五 法 成就〕 19  212,  214, 
216,  218,  221,  227;  22 上 224  〔記 別〕 10  281 
② Bhikkhu,  Bhikkhu  [fS] 13  62,  351,384； 
15  82,  358; 16 上 257，  359; 16 下 103,  128, 
311 ( —） （二） 14  55,  58; 16 下 140,  145,211， 
212    (B)  Bhikkhuna  〔經〕 15  352,  361 

〔比丘が 出家 後 自己の 財產 によって 贅 澤に暮 す〕 
28  258,  397 

比丘 戒 bhikkhu- sHa  62  33 
比丘 相應 Bhikkhu- sariiyutta 13  404° 
比丘 僧伽 bhikkhu  sarhgha  (比丘 衆） 11 下 
360; 12  411; 19 170,  183,  184；  65(ni)  72 

比丘 退去の 問 Bhikkhupanama  panho  59 上 
385  ' 


比丘 地 bhikkhu- bhiimi  59 1： 333，  397，  399 

〔比丘と 信者の 相互 關係〕 23  362 

〔比丘の 七道 具； 鉢， 衣， リ t 具， 針 筒， 帶， 漉 水 

囊， 水瓶〕 4  450 
〔比丘の 種種〕 1 37; 11 下 85 
〔比丘の 日常生活 關係〕 9  40° 
〔比丘， 蛇に 咬まれて 死す〕 30  242 
比丘 品 Bhikkhu  vagga 10  204°  〔法 句經 1 23 

73° 

〔比丘 名〕 2 105；  60  338 
〔比丘 等と 家への 執著〕 29  473 
〔比丘 を 返せし むる 三 法〕 20  42 
比丘尼 ① bhikkhuni 1 348°,  393,  398；  2  79*， 
82,  88，  91， 96,  98, 104,  107，  192,  286。，  289, 
342°,  348，  370;  3 117,  119,  240,  249,  258*, 
295,  304,  380；  4  26；  5  62，  63；  7  73,  84；  9 
223*; 17  36。； 18 14; 19 151，  192*,  386；  21 
258;  23 188;  29  330*,  423;  35  286;  59 上 242， 
268；  62  33， 163,  164;  65(in)  69,  71, 72,  91 
〔種類〕 2  342°   〔五 'I '堅と 五不' I' 堅〕 19 192  〔八 
重 法に よる 出家〕 4  380;  21 199   〔記 別〕 10 
283 ② Bhikkhuni  〔經〕 13  385； 16  f  347 
比丘尼 戒 bhikkhuni- siia  62  33 
比丘尼 敎誡 bhikkhunovada  21 3H 
① 比丘尼 敎誡 〔者〕 ② 比丘尼 敎誡師 ③ 比丘尼 
敎誡人 bhikkhunovSdaka  (敎誠 比丘尼 人） 
① 4  7，  32，  48, 134. ② 〔八條 件〕 21 203°;  [5 
232〕 ③ 5  232 
比丘尼 敎誡者 bhildchuni  ovadant  27  337 
比丘尼 敎誡品 Bhikkhuniovada  vagga  5  331， 
357 

〔比丘尼 敎團〕 60 123 

比丘尼 犍度 Bhikkhunikkhandhaka  4  378。； 
5 193 

比丘尼 寺 bhikkhunupassaya  (比丘尼の 住 房） 
16 上 374 

比丘尼 相應 Bhikkhuni  samyutta 12  219。 
比丘尼 僧伽 bhikkhuni-sariigha  2  337； 11 下 

360;  21 203;  65(ni)  72 
〔比丘尼と 宿命 智〕 35  286 
比丘尼に 親近 bhikkhuni- gocara 19 177 
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ビー 比， 尾， 美 


比丘 ほの 住 房 bhikkhunupassaya  (比 fiifg 守) 

11 下 151 
比丘' 八重 法 bhikkhuninaria 

atthagarudhammo  4  383 
① 比丘尼 分別 ② 比丘尼 分別 篇 Bhikkhuni- 

vibhanga ① 2  337°,  565;  5  91， 145 ② 65 

(I) 19 

〔比丘 r さへの 敎誠〕 11 下 386 
〔比丘^よ り 禮を受 く る 要な き 比&〕  5  328 
〔比丘尼 を敎 誠すべからざる 比丘〕 5  330 
① 比丘尼 を 汚す 者② 比丘尼 を 汚せり ③ 比丘 
尼 をミ亏 せる 者 bhikkhuni-dusaka  (汚 比 
者） ① 59 下 160 ② 3  534;  4  265 ③ 3 151， 
152,  214，  241,  296,  556,  558，  560 
比 豆 梨 Vidhura    〔賢者， 佛の 前生〕 38  413, 
414,  416,  419,  423*,  438,  461,  463,  466,  469, 
470,  475,  494,  495,  536,  538，  541, 546 

比 豆 梨 賢者 本 生物 語 ① Vidhurapai?4i は 

jataka ② Vidhura  jataka  (五 四 五） ① 38 

413° ② 61 509 
比 豆 梨 • 不那奇 本 生物 語 Vidhura  punnaka- 

jataka  (五 四 五） 59 下 268 
比喩 ① upam さ （譬喩， 譬， 喩） 35 104；  38  403 

② opamma  (S 喩， 喩） 26 166 
比 量 anumSna  59 上 7;  59 下 186，  211,  215* 
比 量の 問 AnumSna- pafiho  59 上 7;  59 下 184 
尾 施 縛 多羅 Vessantara ひさ 輸安 咀囉， 毘 安 

多羅） 〔王〕 60  22 
尾 施 縛 多羅 本生經 Vessaruara- j さは ka  (毘 

安 咀"！ 王子 本 生物 語， べッ サン タラ 本 生經） 
(五 四 七） 2?«*545 

① 尾提 <0 ② 尾陀訶 Videha  (毘 提訶， 韋 提訶） 

〔國， 域〕 ① 7  249 ② 27  307 
尾布羅 Vipula  =  Vepulla し E| 富羅， 昆 補羅， 普 

廣， 廣蒈） 〔山〕 12 112 
尾毛褐 vma-kambala  (馬 尾 欽婆羅 衣， 馬 毛の 

布， 馬 毛 編 衣， 馬 毛 を 編める 衣， 毛 欽婆羅 衣） 

17  395,  489; 18  361; 47  443 
尾毛牀 pallaAka  (Sg-S. 牀座， 子， 長椅子， 

肇） 2  484；  5 108, 130 
尾 聞 骨 Snisadatthi  63  49 


美屋 P おお a  (臺 觀， 殿堂， 殿樓， 樓閣， 樓觀， 

樓臺， 高殿， 高堂， 高樓， 重閣， 宮殿） 46  357 
美音 mafiju  (美妙） '： 八 音の 一〕 7  240 
美音 精舍 Ghosi ほ r§ma  (瞿 師羅 園， 瞿私多 園， 

瞿史羅 精舍， ゴ一 シタ 園） 6  229 
美 字 cittakkhara 19 148 
美 色 vappa  (美貌， 美點， 稱讚， 德） 17  475*; 

20  6;  22 上 68* 
美 沙羅齒 sala  kalyanika  59 下 275,  276 
〔美 沙羅樹 の 一 支〕 59 下 275 
美稱僑 yasa- mada  (名稱 僑） 47  61 
美女 kalyam  (美人） 6  343; 11 上 41， 53; 16 

上 397 

美女 ス ラサ一 本 生物 語 SulasS  jStaka    (四 一 

九） 33  22。 
美食 ① manunna  bhojana 11 上 332 

(D sayaniya  (味 はふべき もの， 味 食） 12  277 
美食 王 Bhojanasuddhika  rajan  31 75 
美人 ① kaly お i  (美女） 6  276; 13  344，  345 

② Kal 海 〔經〕 13  345 
〔美人の 形容〕 36  68 

〔美人の 身 香 身 觸に對 する 譬瑜〕 16 下 232 
〔美人の 譬喩〕 11 上 41, 52; 16 上 397  〔一死後 

の 世界の 不 存在〕 6  276; 11 上 41 〔一 梵天の 

不 存在〕 6  343 
美人 村 Kalyana  gama  64  456 
美聲 kalyana  vakkarana  6 139,140 
美點 vap^ia  (美 色， 美貌， 稱讚， 德） 10 160 
第の 據 vannassa  malam  21 59 
莘文 citta  vyanjana 19 148 
美貌 ®va^nia  (美 色， 美點） 8 188; 12  44; 

22 r  31 ® vannavant  (端 嚴， 容麗， 美しき） 

7  254 

美味 ass お a〜assSda  (快味〜 味， 愛 味， 樂味， 
甘味） 4  36 

美味の 食 paiji は- bhojana  (勝 妙の 食） 2 140° 
美妙 ① pam は （勝， 妙， 勝 妙， 極 妙， 殊妙， 

優勝， 妙 善） 3  8 ② mafiju  (美音） 〔八 音の 

一〕 7  219; 11 上 185 
美妙 端麗 subha  vannanibha  9 145,  146, 147 
美麗 本 生物 語 Rucira  jataka  (二 七 五） 31 154° 
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毘' （毗） - ゼ 


毘竭吒 Vikata  〔山〕 26  385 

毘醯勒 vibhitaka  (i' も 稗 f; ま迦， i\i 勒得， 川 練） 
〔植〕 26  31; 27 106， 149 

毘沙浮 VessabhQ  (晃舍 浮， 毘舍 婆， 隨葉） 〔七 
佛の 一〕 28  87,  88°,  92,  202;  44  347 

毘沙蜜 多 VessSmitta  (毘 奢密 羅， 1^ も 婆 審咤， 
鼻沙密 多） 「古 仙〕 3  429 

毘 沙門 Vessavapa  (多 聞 天 = クヴェ 一ラ X 四 
天 王の 一〕 7  213;  8  259,  261,  273,  275;  9 
440, 441; 20  310,  311, 312;  21 17, 18;  24 139, 
477,553;  28  261; 29 132;  30  28;  31 208*;  32 
283;  34  333;  35  218;  38  428,  433,  434,  436, 
437,  541; 39  485，  494;  58  393;  59 上 44;  60 
225,  329;  61 5 

昆 沙門 伊灑 V お avanesi  〔天〕 7  288 

〔毘沙門天 王の 譬喩〕 24  553 

昆? 少 P き 天后 Vessavanassa  paricarika  7  307 

昆沙羅 Visaia  〔城〕 60 102,  113,  114;  65(1) 
108 

毘舍， 毗舍 ① vessa  (吠 舍， 庶民 族， 農業 者） 
〔族〕 11 上 113*，  198*,  234*；  24 116,524;  25 
306;  27  489;  28 105；  42  3,  5  ] な 他； 43 10, 
13，  218,  234，  277.  278,  304,  306,  334,  380, 
393;  44  63,  64,  87,  99, 120,  143,  175;  59 下 
187,212；  60  47；  63  7 ② ibha  =  ibbha  (賤 奴， 
醜 奴， 卑俗） 65(ni〕 12 

<D 毘舍 技巧 神 ②昆舍 〔掲 fg〕  Vissakamma(I-S 
首 翔 磨） 65(1) 15, 115 

显舍伕 ®  Visakha  (  =  Pancaliputta)  fit  J 13 
414,  415; 18  90,  91； 25 160;  63 167 ② 〔法 
授 尼の 夫， 塞〕 64 149，  172，  492  〔法 授! よ り 
阿毘 達磨 的說 法を受 く〕 10  22* ③ Visakha 
(善 枝） 〔拘留 孫佛の 母〕 28  89  (D  〔尼〕 25 
335;  60 124 ⑤ （= 昆舍怯 鹿 ®, 毘舍 怯彌伽 
羅母， 鹿 母） 〔夷〕 17  333*;  21 151*;  27  408, 
421,  428,  434,  440,  445;  28  202,  292；  31 265; 
33 160,  230；  34 1,2,79,155，  156,  315* 其 他； 
35  248,  249;  39  265;  62  449；  64 119  ® 
visakha  C^j  28 145;  61 54， 121 ⑦ vesakha 
〔祭〕 61 54 ⑧ Visakho  〔經〕 13  414  ® 

' Visakha  〔經〕 21 150, 179  ' 


毘 舍怯誦 m    Visakha  bhanavara  3  513 

昆 舍怯彌 伽羅 母 Visakha  Mig さ ramStar  (JS 舍 

怯 鹿 子 ®  =  舍怯， 鹿 は) 1、 夷， 布施 第一; 1 17 
37 

① IS 舍怯鹿 母 ② i も 舍怯鹿 子 母 Vis お: ha- 
Migaramatar  (Bi 舍法彌 組羅母 = ]： も舍 法， 鹿 
母， 鹿 子 母） 〔； i« ① 3  274,  506*,  515,  615； 
4 197,  259；  21 151*,  179*,  184*，  316; ② 1 
316,  323;  2  258  〔可 意 衆 天に 生るべき 八 因の 
說 法を佛 より 受く〕  21 179,180  〔此世 他 世 を 
護る 八 因の 說法 を受 く〕  21 184*  〔八 齋戒の 
說 法を受 く 」 17  333*;  21 151*  〔八 願〕 3  509; 
34  315 

毘舍闍 pis^a  (吸血鬼， 畢舍 遮， 食 人 鬼， 食肉 
鬼， 惡鬼， 鬼， 餓鬼） 31 554;  35  380 

昆舍女 vessi 11 上 41, 53 

毘舍婆 Vessabhii  (昆舍 浮， 昆沙 浮， 隨葉） 〔七 
佛の  一〕 6  312* 

毘舍浮 Vessabhii ① （1?| 沙浮， 昆舍 婆， 隨葉） 
〔七佛 の 一〕 8  261； 13 12;  25  207；  26  204, 
287，  314，  326,  356,  370,  381,  427,  444，  474, 
483;  27 157,  173，  501,  509;  41 333°*，  360; 
60 152 ② し 經〕 13 12 

毘舍 浮苣薩 Vessabhii  bodhisatta  41 85 

毘舍離 ① VesaU  ("^^舍離， 廣嚴） 〔城， 國〕 1 
17, 113,  144;  2  37， 120，  141,  144;  3  472；  4 
378,  379,  439，  440;  5  2;  6  217;  7  32,  60*, 
158,  162;  9 110,  394,  395,  409,  410; 10 101; 
11 h 135; 16 上 357,358,371; 16 トー 193,195; 
20  252,  258;  21 254;  22  ]：  323;  22 下 323;  24 
381; 29  254,  311,  489;  30  8，  438,  442；  31 
200,  303,  304;  34 10;  41 360;  44 11; 58  338; 
60  29,  30,  32,33, 168*,  183,  338;  61 3,  471; 
65(1)  44,45  〔戒法 十 種の 制定〕 5  248  〔佛舍 
利 八 分の ーを受 く〕  7 158， 162 ② 〔經〕 15 
176; 16 下 193 ③ Vesma  (龍〕 7  283 

毘舍離 出 Vesmika 15 177 

昆奢浮 VessabhQ  〔天 _]  58  393 

昆奢 密移羅 Vessamitta  (提沙 蜜 多， 毘婆 審咤， 
鼻沙密 多） 〔古 仙〕 11 上 225,  261 

昆奢 蜜移邏 Vessamitta  〔王〕 38  401 


(  755  ) 


ビー 昆 


昆闍延 移 Vejayanta  (昆 闍耶 他， i も闍耶 難提， 
皮闍延 多， 禪延 多， 最勝， 超 勝， 勝利， 樂 
聲） 〔宮殿〕 25  57,316  〔足 指 もて 震 はす〕 25 
316 

昆闍耶 ① Vijaya  〔比〕 25 132 ② 〔長者〕 20 
228 ③ 〔王〕 60  22，  27，  38，  60°*,  67， 119,  203*; 
65(1)  91 ④ 〔大臣〕 38  340,  341,  344，  406 
(B  Vijaya  〔尼〕 12  223;  25  364 ⑥ 〔王妃〕 38 
155 ⑦ 〔經〕 12  223 

昆闍耶 他 Vejayanta      闍延 n 多， ぱき  1 耶 難提， 

皮闍延 多， 最勝， 超 勝， 勝利， 樂聲） 〔宫〕 36 
27 

昆闍耶 難提車 Vejayanta- ratha 14  227,  229 
〔昆闍 耶の卽 位〕 60  204 
〔昆 闍耶の 到來〕 60  60 

毘闍耶 の來島 VijaySgamana    60  203;  [60 
199] 

昆首羯 磨 Vissakamma  (IS 舍 技巧 神， ェ藝 天， 
妙 匠） 〔ェ 神〕 7 177,178;  26 110,169;  27  65, 
160,  161,  185，  203,  401; 28 127;  29 106；  34 
23,  231.  331; 35 146,  210，  211,  229;  36  35， 
126,127;  37  372,394,415;  38 10;  39  6,  362; 
60  271,  331，  343,  354,  358;  63  329，  331 

①昆 '輸安 咀嚼 ②毘輸 安 多羅 Vessantara  (尾 
施 縛 多羅） 〔王〕 ① 39  274,  277，  278,  283,  285*, 
306*  317*,  371,  376*,  401，  402,  418* 其 他 
② 61 341 

毘輸 安咀囉 王子 本 生物 語 Vessantara- j お aka 
(尾 施 縛 多羅 本 生經， べッ サン タラ 本 生 經） 
(五 四 七） 39  261°;  61 509 

〔毘輸 安咀囉 i は 迦陵伽 國に白 象 を與へ た 爲に 

國を 追放 せらる〕 39  278 
〔昆 安咀囉 は國を 追放 せら れて 雪山に 行き 一 

切の 所有物 及び 妻子 を 施す〕 39  341 
〔昆 輸安咀 嚷 は 二子 を 施す〕 39  434 
昆孫伽 VesuAga  〔國〕 42  234;  43  248 
昆陀山 Vediyaka  pabbata  7  297* 
II 陀羅 vedalla  (お 解， 智解， 有 明， 方廣， 方 
- 等經， 吠陀羅 X 九分 敎の 一〕 42^217，  286，  352; 

44  377，  458；  60  26;  64  9 
毘提訶 Videha ① （韋 提訶， 尾提 晒， 尾 陀訶） 


〔國， 城， 族〕 11 上 105,  107，  178，  181，  193; 

30  59*;  31 99;  32  342，  343，  365,  369;  36  86, 

88,  89；  37  421，  446，  455，  456，  492;  38  69,  73， 

80,  81, 83*,  135,  139，  230，  339，  340，  345，  347， 

349,  356,  357,  358，  361，  363*,  377*；  39  232， 

235 ② 〔王〕 32  342*;  33  344;  34  324,  328， 

388*;  35  378;  39  2，  7，  39,  53， 113*,  120, 138* 

159*,  164*,  176*,  195,  200*,  207*，  214*，  26 ひ 
③ 〔湖〕 10  83;  38  452 

〔毘 提訶 王と 大藥 賢者〕 39  2 

毘紐 ① Ve ひ 4u  =  Vei:ihu  (稗 背） 〔天子〕 12  88 

② Veij(Ju  〔經〕 12  88 
毘紐 迦旃延 婆羅門 'eS  Verahaccani  〔經〕 15 194 
昆 那多迦 Vinataka  〔山〕 38 130 
毘那怛 venateyya   41 139 
毘奈耶 vinaya  (毘 尼， 律） 26  81,88;  34 136; 

58  77 

昆奈耶 に 於け る最勝 〔法 說〕 Vinaya- samukasa 

65(ni)  90 
昆 vinaya  (毘 奈耶， 律 ） 5  2,  3 
昆尼謁 磨 vinaya- kamma  (律 業， 如律掲 磨） 

3  565* 

毘尼章 vinaya-vara  5 177 
昆尼母 mStikS  (本 母， 智母， 摩 夷， 本 典 要目） 
3 168 

毘波密 の 夜叉 VessSmitta  yakkha  7  278 
毘婆尸 Vipassin ① 〔七 f 弗の 一〕 1 12*;  6  362*， 
372°,  423;  8  261,  281; 25  207;  26 143，  145, 
146,  160，  177,  202,  213,  214，  227°,  229,  234, 
236,  240 其 他； 27 115，  122,  143，  147，  173, 
186，  220,  256,  258，  288，  325,  326,  374,  406, 
420,  463,  501，  504，  509；  28  86°,  92，  202；  29 
288;  39  263，  266;  41 324°*,  359；  44  347;  59 
上 404;  59 下 32;  60 152;  63  423  〔成 道， 十 
ニ緣 起の 觀察〕 13  6*  〔佛 名の 由來〕 6  384 
② 〔經〕 13  6 
毘婆尸 菩薩 Vipassin  bodhisatta  41 85 
昆 婆審咤 VessSmitta  (I 虽沙蜜 多， J1 奢密 0^ 羅， 
鼻沙密 多） 〔古 仙〕 6 155,  338，  339,  342，  344 
毘婆羅 VebhSra ① （負 重） 〔山〕 1 269;  4 
119；  7  89，  90；  25 118'  312;  28  78;  60 165 


Pli，  s …ビ 


② 〔都〕 28  84 
毘 鉢舍那 vipassanS  (觀， 觀行， 觀法， 正觀， 

內觀） 17  93, 153,  164;  59 下 282,350;  62  5， 

6,  66,  67,  86；  63  93,  96, 112,  184,  296 
毘 鉢舍那 （觀） 行者 vipassaM- ySnika  64  287, 

288 

毘 鉢舍那 〔行〕 者 vipassaka  64  311 

、き迦 vibhitaka  (川 鍊， 毘醯勒 ，昆勒 得 逝） 
〔植〕 27  72, 106, 149 

① 毘富羅 ② I も補羅 Vepulla,  Vipula  (尾 布 
羅， 普廣， 廣普） 〔山〕 ① 7  278； 13  271,272, 
279*；  25  415;  29  365;  34 162；  38  439,  541； 
39  358，  362;  59 上 207 ② 23  262,  263 

毘富羅 山 Vepulla- pabbataih  〔經〕 13  279 

〔毘 富羅 山の 譬〕 25  415 

昆崩伽 VibhaAga  (分別 =經 分別） 62  25 

昆 崩伽師 VibhaAga- kovida  3  621; 5 165, 166, 
363 

① 摩 質 多 ②毘摩 質 多羅 Vepacitti,  Vepaciti 
〔阿修羅 王〕 ① 7  285;  25  250;  58  64 ② 15 
313，  314 

昆摩質 怛羅衆 Vepacitti- parisS  〔阿修羅 王〕 
58  64 

昆 摩羅 Vimala ① 〔比〕 25 121, 170 ② 〔傳。 轉 
輪 王〕 26  .110，  351 ③ Vima ほ 〔龍 王妃〕 38 
424,  527 

昆 摩羅 嬌陳如 Vimala-  koi3(Jafiiia  〔比〕 25 125 
毘羅 Vira ① 〔比〕 25 109,110 ② VirS  〔尼〕 

12  371 ③ 〔經〕 12  371 
昆羅 吒迦旃 Belattha- Kaccana  〔塞， 比丘 衆に 

砂糖 を施與 す〕 3  393* 
昆羅 吒師子 Bdatthasisa  〔比， 阿難の 和尙〕 

3  358，  514 
昆羅那 birai:ia  (香草） 〔草〕 25 193 
昆羅 婆若樹 veluvalatthi ほ 14 146 
昆羅摩 Ve ほ ma ① 〔婆〕 22 上 62* ② 「經〕 22 

上 61 

毘嵐風 ① veramba  V お a  (毘蘭 婆 風， 吠 嵐 婆 
M,  風， 季節風） 13  339;  44 167，  442,493 
② Veramba  〔經〕 13  339 

昆藍婆 veramba  (毘 嵐， 吠 嵐 婆， 8^ 風， 季節 


風） 〔風〕 17  221; 32 166， 168 
〔毘藍 婆 風と 應〕 32 167;  33  99 
昆 蘭耆迦 Bilaiigika  〔經〕 12  280 
昆蘭耆 迦婆羅 堕婆闍 Bilaiigika  Bharadvaja 

〔婆， 比〕 12  280  〔出家， 成 阿羅漢〕 12  281 
昆蘭若 ① Verafija  ('牌 蘭 若） 〔婆， 佛に 衣食の 

供養 をな す〕 1 16， 17 ② Verafija  Gfll 若)' 

〔村， 邑〕 1 1; 18 101; 33 118;  59 上 368 
〔昆蘭 若に 於け る 佛の雨 安居 —— 馬麥を 食し 給 

ふ〕 33 118 
毘蘭若 品 Verafija- kaij(^a  33 118 
毘 留奢那 Verocana  =  Veroca  (見盧 遮） 〔阿修 

羅王〕 12  394，  395 
毘 留奢那 阿須 羅王 Virocana- asurinda  〔經〕 12 

394 

毘留提 Vethadipaka  〔村， 佛舍利 八 分の 一 を 

受く〕  7 159,  162;  41 361 
毘 琉璃 Vi お glabha  (琉璃， 瑠璃， 稗 留羅） 〔王〕 

26  506;  34  6* 
毘盧遮 Veroca=Verocana  (昆留 奢那） 〔阿修 

羅〕 7  285 

毘樓 Vidhiira ① 〔拘樓 孫佛の 第一 弟子〕 6  365 

② 〔大臣〕 34  400* 
①毘樓 博 叉 ②毘樓 羅阿叉 VirQpakkha  (廣目 

天） 〔四天王の 一， 龍の 主神〕 ① 7  280,  282; 

8  268; 18 125; 30  243；  38  237;  60 109 ② 

4 168 

毘樓勒 Virii!ha  (增長 天） 〔四天王の 一， 鳩槃 
荼の 王〕 7  279,  282;  8  266;  60 109 

毘 勒得迦 vibhitaka  (毘 醯勒， 卑 得迦， 川 
鍊） 〔植」 39  389 

琵琶 ① vma  (變 篌， 琴， 笛） 3  27; 15  306, 
307；  24 160,  487;  26  6；  30  379*；  31 457； 
32  58,  59;  33 139;  35 177;  36  286,  302, 
303;  37  473;  38  414,  423;  39  239，  519; 
64  293,  357. ② Vii^a  〔經〕 15  304 

琵琶 竿 本 生物 語 Viij お hQpa-ptaka  (二三 二） 
30  377° 

琵琶 師 vin5- vadaka  61 215 

琵琶 聲 viija- sadda  (箜模 聲：） 7 133， 166 

〔琵琶と 音との 譬喩〕 64  357 


(757) 


ビー 琵， 微， 稗， 鼻， 麋， 革き 


'〔琵琶の 譬喩〕 15  306;  30  379;  59 上 110 
微 {R- 行 目眞患 anusahagata  byapada  57 114*, 

145,  282，  355,  376,  380；  58  345，  346 
①微 m 行 欲 貪 ②微傲 行 貪欲 aijusahaga は 

kamaraga ① 57 114*，  145,  282,  355,  376, 

380 ② 58  345,  346 
微細 智 sokhumma し 四 種〕 18  31 
微細の 學處 khuddanukhuddaka  sikkhapada 

(小 小戒， 小 小 學處， 小隨 小の 學處， 細隨細 

の 學處） 62  25 
① 微細の 罪 ② 微罪 ③ 微小の 罪 apumatta 

vajja  (微量の 罪， 小 罪， 少罪， 少少 罪， 少量の 

罪， 細 罪） ① 17  401; 18  25,41,71:42  56,98, 

224,  348;  44  35 ② 11 ヒ 348，  364; 11 下 

162 ③ 16 上 424;  21 5，  7,  52；    22 上 238， 

241,  303,  327;  22 下 315，  320 
微笑 sita 11 上 59, 100 
微妙な る 哉 abhikkantarfi (偉な る 哉， 妙な る 

哉， 奇哉， 最勝 なり， 殊勝なる かな， 希有な 

り， 秀 妙なる 哉， 甚奇 なり） 6  331 
微妙の 義 nipuijattha  24  63， 138 
微量の 罪 apumaUa  vajja  (微細の 罪， 微罪， 

微小の 罪， 小 罪， 少罪， 少少 罪， 少量の 罪， 

細 罪） 43  24，.  146,  216,  352,  364；  63  34, 

39，  440 
微力 appesakkha  7  265 
微 盧者那 Virocana  〔傳 ° 轉輪 王〕 26  290 
稗 ① kaAgu  (稷） 2  428 ② kudriisa  (〜草 

#)  59 下 91 
稗 子 s^maka  (稷， 粟粒， サ一 マ—， サーマ 

—力 ） 8  52i* 
鼻 ghana  2  3;  3  62,  63,  326;  6 105,  348; 

7  323,  324;  64 16°*, 19%  88°;  65(n)  53 
鼻 液 siriighSijika  (湊， 鼻汁， 粘液） 〔三十 二 

身分の 一〕 23  2 
鼻 可 識の香 ghanavinney\'a  gandha 11 下 47, 

49 

界 ghSna  dhatu 11 下 58;  46 109°;   48 上 
*   296*  、、 
鼻孔 nasacchidda 11 下 339 
鼻 I は. nasa  kupa  63  50 


鼻腔 治療 natthu 1 136 

鼻骨 nSsika は hi  (鼻腔） 63  48 

鼻根 ghanindriya  8  318;  49 139*  〔定義〕 45 

191； 46 109 
鼻識 ghana  vififiaija  8  322;  40 131; 45 126， 

165;  46  247，  254,  264,  268，  429,  434；  64 

16. 19,  20，  37,  39,43;  65(n)  2 
鼻識界 ghanavinnana  dhatu 11 下 58;  46 

110 つ 48 上 296* 
鼻 沙密多 VessSmit は （昆沙 蜜 多， S 奢密 B 多羅， 

昆婆 審咤） 〔古 仙〕 19  312,  319;  20  308,  309 
鼻 十 法 ghSna  dasaka  65011)  56,  58 
鼻處 ghanaya1:ana  8  322;    45 187,  191°*； 

48 上 93* 

鼻觸 ghana  samphassa  7 11; 8  322 
鼻觸所 生の 受 ghana  samphassa ja  vedana 

〔六 受身の 一〕 7  6;  8  322 
鼻 豚 本 生物 語 Tui:ujila  jataka  (三 八 八） 32 

219° 

鼻 病 ghana  roga  22  |：  ^55 
鼻 門 ghana  dvara  65(11)  24 
麋汁 piiifi さ ka  (胡麻 粉， 胡麻 滓， 權 胡麻） 8 
53 

裨 訶提衣 bShitikS  n 上 156， 157 

稗 訶提經 BShitika  sutta 11 ヒ 150° 

If 紐 多羅 ① Ve}udvara  〔村〕 16 ド 234,  235, 

236 ② Vejudvareyya  〔經〕 16 下 234 
f 卑紐 多羅 品 Ve}udvSra  vagga 16 下 220，  245 
① 革卑提 訶の聖 * ② 《？提 訶牟! Videha  muni 

阿難） ① 13  316,  320 ② 26 12 
鞞弩 Ve:?hu  =  Veij4u  (毘 紐） 〔天〕 7  286 
華荦波 羅微那 Vicakkhaija  〔天〕 7  290 
鞞婆陵 富- Vebhalinga  〔村〕 11 上 59* 
稗 摩那修 Vekhanassa  (=迦^1?延） 〔普 a 者〕 

11 上 51* 

華卑摩 那修經 Vekhanassa  sutta 11 1  51° 

碑 摩 尼^    Veghanasa し 天〕 7  289 

稗 蘭 若 ① Verafija  (I も 蘭 若） 〔婆， 佛の說 法 
にて 歸 (弗〕 21 31 ② VerafijS  (1% 蘭 若） 〔村， 
邑〕 10  9*;  21 31， 63 ③ 〔經〕 21 31 

稗 蘭 若 村 婆羅門 經 Verafijaka  sutta 10  9° 


(758) 


'W, 東' 光' 引， 拙， 挽， 低， 罷， g， 膝， M，  ^, 畢， 逼， 蓽， 跛， 羊， 一， 人ーヒ 卜 


鞞留羅 VkjCicjabha  (見 琉璃， 琉璃， 瑶璃） 〔將 
軍， 王， 波斯 匿の 子〕 11 上 149，  169,  173* 

W 盧闍那 Verocana  〔寶 珠〕 36  344,  345,348 

東 ① pacinal6 上 207*,  345,  350,  429; 16 下 
73,  82，  89,  94, 150, 175 ② PScina  〔經〕 
(一） 一 （六） 16 上 207-209,  211, 212 

光の 作者 pajjotakara  (燈明 となる 人 ）12  333 

光より 光 (こ 赴 くもの joti  joti  -  parayana  (明 （こ 
して 明に 赴く） 12 156,  158°, 161 

光よ り 闇に 赴 くもの joti  tama  parayana  (明 
にして 闇に 赴く） 12 156，  158。， 161 

引 張 samsarana  kitika  4  235 

Mil    avesana-vitthaka  4 179 

挽 nisada  3  356 

低 き 座 nica  asana  2  330 

罷 taraccha  (gj 佝） 27  64,  74,  98,  252 

髯 dSthikS  4  204 

膝 jSnu  mandaia  (膝 輪） 2  343*,  355 
！] kappara  2  355 

；!、 芻 bhikkhu  (比丘） 40  286;  41 153 
畢竟 安穩者 accanta- yogakkhemin  9  438* 
畢竟 究竟 者 accanta  nittha  9  438* 
畢竟 決定 accanta - niyama  58  376* 
畢竟 決定論 Accantaniyama - katha  58  376° 
畢竟 盡者 accanta-pariyosana  9  438* 
畢竟 梵 行者 accanta- brahmacarin  9  438* 
畢舍遮 pisSca  (毘 舍闍， 吸血鬼， 食 人 鬼， 食 

肉 鬼， 惡鬼， 鬼， 餓鬼） 3  266;  4 176;  60  3, 

5,  9,  59, 109 
畢舍遮 宗徒 pisacillika  4 177,  204 
畢波羅 pippali  (畢 鉢， 畢 鉢羅， 蓽撥） 〔植〕 

28  60 

畢鉢 Pipphalivana  〔村， 舍利 灰を受 く  〕  7 161, 
162 

畢鉢羅 pipphala  (畢 波羅， 蓽撥） 〔樹〕 32  243 
畢 鉢羅窟 Pipphali  guha 16 上 268;  23  90， 129 
畢洛叉 pilakkha  (無花果） 〔樹〕 15  257,  258 
畢蘭 陀筏蹈 Pilindavaccha  (畢 隣陀婆 接， 畢 

陵 伽 婆蹉） 〔比〕 25 110 
畢陵伽 母 PiyaAkaram き tar  〔夜叉 女〕 63  316 
畢陵 伽婆蹉 Pilindavaccha  (畢隣 陀婆蹉 ，畢蘭 

-  ( 


陀筏 f 差） 〔比〕 〔神 通 を 現ず， 彼に 因み て 第二 

十三 捨墮， 藥成 制定 せらる〕 1 420*  〔比丘 等 

を鄞 人と 呼ぶ〕 23 128 
畢陵迦 村 Pilinda  gama  ( 畢 隣陀 村） 1 421 
畢隣陀 村 Pilinda  g さ ma  (畢 陵迦村 = 守 園 人 村） 

3  360* 

畢隣陀 婆 嗟 Pilindavaccha  (畢 蘭陀: ^M， 畢 
陵 伽 婆蹉） 〔比〕 1 110;  3  365*;  27  9;  32 
341; 58  409,  411， 438  〔神 通 を 現 はす〕 1 
420*;  3  367;  32  341 〔頭 熱 あ り 〕 3  361* 「天 
愛 第一〕 17  35  〔比丘 等を鄞 人と 呼ぶ〕 23 128 
〔譬喩 經〕 26 107;  27 1 

畢隣陀 品 Pilinda  vagga  27 1,59 

逼切界 upakkama  dhatu  20  79 

①逼 if ② 逼迫 pi!ana ① 62  415;  64111,  459, 
460。 ② 64  460 

蓽撥 pippali  (畢 波羅， 畢 鉢羅） 〔藥 果〕 3  357; 
27  2,  73 

跛 khafija  (跛 者， 跛 足， 足 凄 者） 4 140; 17 

175; 18 149;  47  436 
跛す khafijati  3  330 

羊 ① aja  (牡羊） 38  97，  98 ② £je!aka  (Ui 
羊 羊） 8  89 ③ e}aka  (山羊， 牡羊， 白 羊） 
16 下 410; 18  77;  23  284;  31 300* ④ 
urabbha  (牡羊， 牡 山羊， 猪） 17  414.  415 
©  menda  (牡羊） 2 10*，  20;  37  462,  469 
〔羊の 爭と ク リ ンガ 鳥〕 34  202 
〔羊の 盗 者と その 處 罰の 譬喩〕 17  414 
〔羊 は 騒ぎた るた めに 殺さる〕 34  204 
一組の 衣 布 dussa  yuga 1 17 
一握 豌豆 本 生物 語 Kalayamutthi  jataka  (一 
七 六） 30 120° 

一握 胡麻 本 生物 語 Tilamu は hi  jStaka  (二 五 

二:）  31 11° 
一尋 vyama  (尋） 8 186 
一尋 量 byama  matta 18  87,  89 
人 ① jana  25 148 ② nara  44 128 ③ puggala 

(補 待 伽羅） 13  227 
人 食 ひ porisSda  (食 人 者， 食 人 鬼， 兜 人 ） 37 

280* 

人の 網 manussa  khipa 17  50,  474 

) , 


ヒ 卜-一人， 獨， 雛， 姬， 紐， 百， 白 

人の 過 purisa- dosa  〔八 種〕 21 53，  56° 

人の 供犧 purisa  medha  (獻 人， 獻人 祭） 12 
131； 23  266 

人の 精勤 purisa -parakkama  (人の 勇健， 丈 
夫の 勤 勇， 丈夫の 勇決， 人間の 努力） 13  41 

人の 精進 purisa- viriya  (丈夫の 精進， 人間の 
精進:） 13  41; 21 53 

人の 障礙 manussantaraya    〔十 障礙の 一〕 3 
200，  299；  4  364 

人の 勢 用 purisa  thama  (人の 勇猛， 丈夫の S 

耐， 丈夫の 勢， 丈夫の 勢力, 人 問の 力） 2153 
人の 二種 duvidha- pugga';a  22  |：  22,  311, 344 
人の 身 manussa-bhuta  20  89 
人の 15    manusaka  yoga  24  240 
人の 勇健 purisa- parakkama   (人の 精勤， 丈 

夫の 勤 勇， 丈夫の 勇決， 人 問の 努力） 21 53 
人の 勇猛 purisa- thama  (人の 勢 用， 丈夫の 忍 

耐， 丈夫の 勢， 人間の 力） 13  41 
〔人の 欲樂と 天の 欲樂 との 11 喩〕 10  345 
人人の 調 御者 purisadamma- S お athi  (調 御 丈 

夫， 丈夫 調 御者） 〔如 來十號 の 一〕 6  217 
獨り 行ぜる eko  caritvana  42  218，  232 
①獨り 行く ②獨り 遊行す ③獨り 行ず eko 

carati ① 23  68 ② 24 14* ③ 26 14* 

It ① kukku は cchapaka 10 113 ② potaka  4 
24 

雛鳥 本 生物 語 Ku ほ vaka  j さ taka (三 一 ）28  381° 
雛鳥 品 Ku ほ vaka- vagga  28  381° 
姬 Dhi ほ 〔經〕 12 144 

紐 ① Syoga (幣紐 ）1 434;  2  269 ② avifichana- 
rajju  4 184>, 185，  215,  228，  236  (§)  ganthika 
4  207 ④ nandhi  ('お 紐） 23  79  ®  Rajju  〔經〕 
13  350 

紐孔 avifichanacchidda    4 184,  185,  215. 

228,  236 
紐 板 ganthika  phalaka  4  208 
〔百 王子と 末弟の 卽位〕 33  403 
百货店 （佛 の） sabb5paija  59 ド 202 
« 百戲論 papanca  sata  402 14  、* 
<S) 百 五十 學處 (D 白' 五十 餘の學 diyaddha- 
sikkhapada  sata ① 59  J:  300;  59 下 63, 102, 


103 ② 17  377,  379，  381， 383 
百歲 vassa  sata  24  313 
百 歲の壽 vassasata- jiva  23  34 
百 手 ① SarakSm  〔塞， 命 終 後 預流を 記 別 せら 

る〕 16 下 267,  268,  270* ② Sara ，： Siji  or 

Saranani  「經〕 （一） （二） 16 下 266,  270 
百 手品 SarapSni- vagga 16 下 258,  291 
百姓 kassaka  (農夫， 農業 者， 農家， 耕作者， 

耕耘 者） 35  402 
百 千 世界 satasahassi  lokadhatu 11 下 116 
百錢 ヒ ah ま papa  sa ね 17  412,  413 
百 槍 SatU-sata  〔經〕 16 下 338 
〔百 二十 一心〕 64  92;  65  (II)  7 
百年の 祭祀 vassasata  huta  23  33 
百年 非 福 をな すの 問 Vassasata  panho  59 上 

174 

百 八 Atthasata  〔經〕 15  356 

百 八 愛 a は hasata- tapha  (h 八の 渴愛， 百 八 

耽 染= 百 八 愛行） 43  324 
百 八 愛行 atthasata  tanha  vicarita  (  =  g" 八 愛) 

18  371; 47  64, 158;  62  414 
① 百八受 (D 百 八種受 atthasata  vedana ① 

10 179;  59 上 93 ② 15  347,  352，  358 
百 八十の 關節 asitisa ね- sandhi    62  365,  385; 

63  67，  272 

① 百 八 耽 染 ② 百 八の 渴愛 atthasata  tanha 
(百 八 愛-百 八 愛行） ① 40  214 ② 42  70, 
168;  44  53，  395;  64  250,  255 

百八理 品 Atthasatapariyaya  vagga 15  354, 
367 

百 福相 sata  punna  ialckhana  41 208 

百菱 sata  vallika  4  208 

百 由 旬 yojana-sata   9  333 

百 菜蓮铜 satapatta  37 170 

白 ① 0ぉ は （白色） 21 248.  318,  322;  22 上 
291 ② iiatti  (表白） 1 253*，  295,  312,387, 
403,  416;  2  56,  215,  230,  291,  382，  476, 
514;  5  55,  315，  377  〔羯もぉとの！^；^係」 5  378 
③ Sukko  〔經〕 13  353 

白 牙， 白 驚， 白 蓋， 白5^^, 白銀， 白み (；， 白骨， 
白 傘， 白色， 白 精， 白, 白馬， 白^， 白 布， 
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白-— ビヤ ク 


白米， 白 羊， 白癩等 〜ハク 

白衣 ① odSta  (白） 25  279,  280 ② odata - 
dusa  65  (no  69，  71, 72 ③ od お a  vattha 
(白淨 衣， 白 布， 白き 衣 ） 3  406;  6  9，  99;  9 
481; 10  352,  354,  355; 11 上 20 ④ oc^ta- 
vasana 〜次 項 

'① 白衣 ② 白衣 者 0 お ta- vasana  (= 在家 者） 
① 3  331； 8  48， 149，  289; 10  87;  21 92, 
93 ② 10  323* 

白衣 女 gihini  (在家 女） 2  551 

'① 白衣の 在俗 者 ② 白衣 在家 gihin  odatavasana 
(在家 白衣， 在家 白衣 者） ① 6  301. 302 ② 
20  27* 

'白 蛾 upacika 1 254 

白 箱 磨 fiatti- l:amnia  (單白 親 磨） 17 162 
白 潔 pariyodata  (淨 白， 咬 潔） 11 下 339 
白 月 juuM  (白 分， 滿月， 明月， 月夜 ） 5  205; 

28  322,  323 
白毫 ① UQpa  (毫） 6  383;   8  223;   24  383; 

44 14 ② unna-Ioma  41 361 
白 業 sukka- kamma  (= 善業） 40 132*,  434 
白 四 ftatti- catuttha  3  98 
白 四羯磨 fiatticatuttha- kamma 1 37;  2  82， 

241,342;  3  552*;  4 137,  142,  145;  5 198, 

377*，  381°; 17 162;  46  348  〔如法 箱 磨の 一〕 

2  241 ■ 

白淨 SukkS  (叔 迦羅， 守迦） 〔尼〕 25  343, 

344 

白淨衣 odSta- vattha  (白衣， 白 布， 白き 衣） 
6 112 

(白淨 衣の 譬喩 一 第 四禪」 6 112;  9  481; 11 上 

20; 11 下 105; 19  35 
S 睡蓮 地獄 Kumuda-niraya  (水 蓮 地獄） 22 下 

80;  24  250 
白 象 se ね- hatthi  25 12, 13 
a 象寶 hatthi  ratana  (象 寶） 〔七寶 の 一〕 8 

74,  92 

白 擅 candana  (栴 擅， 婉檀， 婉檀 香） 25  70; 

35 166;  60 110， 139 
白 道 sukka- magga  22 下 180，  181, 231 

O) 白に して 白の 異熟 ある 業 ②白 にし' て 白 報 あ 


る 業 sukka  sukkavipaka  kamma ① 18  404, 

405°,  408,  409。，  410*,    412,  413 ② 43  92 
①ほ にして 白報② 白に して 白 甲く  sukka- sukka - 

vipaka  (白白 異熟） ① 8  308 ② 10 165 
白 二 箱 磨 fiattidutiya  kamma 1 255，    264;  2 

241,  291,  293,  517，  522;  3  552*;  4 137, 

142,  145;  5 198,  377*,  381°; 17 162;  65(1) 

12  〔如法 箱 磨の 一」 2  241 
白の 乍 nattiya  karanarri  5  361 
白 分 ① juijhS  (白 月， 滿月， 明月， 月夜 ）40 

50;  64  342,  346 ② jupha  pakkha  22 上 235; 

22 卜 16， 18，   20,   21 ③ sukka- pakWia  5 

288; 18  33;  25 175;  37  340 
白 分 九ず' sukkapakl  ha  naval,  a  4 117 
白 分の 月 sukkapakkha  candima  25 175 
〔白 分の 月の 譬喩〕 25 175 
白遍 od お a〜kasi ひ a  〔十 遍處の 一〕 8  349; 11 上 

18; 17  61; 22 上 269，  271,  289；  40 11, 80, 

156，  224,  233;  49  59;  62  221,  345°,  349; 

63  301,  303,  411;  65(11)  78 
白遍定 odatakasinajjhana  34  53 
白 法 suki— a  dhamma(  = 善 法〕 8  329;  20 141*; 

23  30,  284;  45 11， 331° 
白鈑 Sukkodana  〔王〕 60  22, 161 
白 無罪 法 sukka  anavajja  dhamma  20 170, 
171 

白蓮 ① kumuda  (拘物 頭， 拘勿 頭， 白 睡蓮， 
水 蓮， 黃蓮， 黄 蓮華） 63  53 ② pmi(?arika〜 

次 項 

① 白蓮 ② 白蓮 華 pim お rika  (芬陀 利， 蓮華， 
蓮根） ① 3 12;  6 112,  383;  7 176;  9  303, 
439； 17  234; 18 10; 19  34;  20  91; 24  515, 
544,  552;  25  49,  242 ② 1 79;  6  407,  408; 
12  237; 19  287，  288;  25  314;  27  45，  73 

白蓮 華 ① paduma  (紅蓮， 赤 蓮 >  鉢 頭 摩， 鉢 
ft^)  37  458  (Dpundarika-ffflM 

① 白蓮 華 沙門 ② 白蓮 沙門 samaija- pup お rika 
① 8  311; 47  370,  455° ② 18 152°,  156°, 
157。，  159° 

(D 白蓮 池 ② 白蓮 華 池 ③ 白蓮 華の 池 林 
pundarikini ① 3 12;  6 112;  9  303,  480; 11 
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上 19; 19  34 1)11 下 104 ③ 6  407 

白蓮 地 Pundarika  niraya 12  259;  22 下 80; 
24  250 

辟支佛 paccekabuddha  (緣 覺， 獨覺， 獨覺 者） 
5  200;  7 127; 11 下 359，  360; 12 154;  26 
4，  5, 12, 13,  25，  26,  27,  504;    27  282, 
333，  422,  423,  464*，    488;    28 104,  441, 
449*;  29  263,  264,  414;  30 134,  326,  334; 
32 145*,  171.  239,  248,    251，    252,  363, 
366*,  413*;  33  219,  220,  273;  34  321，  339， 
340,  345，  359,  360,    361,  416，    421,  427; 
35  22,  287，  291.  298,  311; 36  223,  229, 
232,  233,247,300;  37  210，  443，  444，  449，  452， 
475;  38  351; 39  363;  42  83,  239;  43 110， 
128,  150;  44 105,  138,  378,    387*,  414*； 
59 上 3，  247,  394;  59 下 91; 60 156,  178; 
62  231,  249,  261; 63 10,    81， 107,  240, 
305,  380,  382,  406；  64  480 

① 辟 支佛智 ② 辟 支 佛の智 ③ 辟 支佛の 智慧 
paccekabodhi  nana  (辟 支 菩提 智:) ① 34  359， 
360 ② 33  372* ③ 32  362*;  34  339 

〔辟 支 沸と な れ る 五 人〕 33  373 

① 辟 支佛の 境地 ② 辟 支 沸の 位 pacceka  bodhi 
(辟 支 菩提， 獨覺， 緣覺） ① 32 144 ② 36  211 

辟 支佛の 譬喩 'Paccekab'jddh§pacmna  〔經〕 26 
12;  27  355 

〔辟 支佛 への 複物 布施〕 33  220 

〔辟 支 沸 名〕 11 下 68* 

辟 支 菩薩 pacceka  bodhisatta  34  359 

辟 支- 宮提 pacceka  bodhi  (辟 支佛の 境地， 辟 

支佛の 位， 翁覺， 濁 覺智， 緣覺） 44  388,  390, 

391; 62  423;  63 10, 147 
辟 支 菩提 智 paccekabodhi  fi&pa      支 沸智， 

辟 支佛の 智慧） 44  391 
① 辟 支 梵天 ② 辟支梵 pacceka  brahma ① 12 

250* ② 22 下 77 

辟支牟 /t^   pacceka  muni  26  485;  42  83;  43 
128;  44 105 

. 謬見 ① ditthiga は （成 見， 悪ぬ 9 10 ② 

miccha  dassana   miccha  ditthi  (矛 P 見) 

謬見 者 duggahi は （,]</ 《解） 17  90 


謬 想 mata 12  21 

表 ① vifiiiatti  (表示， 語告） 58 167,  168; 
59 上 364 ② liAga 〜次 項 ③ pafifiatti  (施設） 
46  424* 

①表② 表示 liiiga  (相， 標， 標相） ① 4  363, 
365,  366* ② 1 42 

表戒論 Vifiiiatti  silan  ti  katha  58 167° 

表示 vifiiiatti  (表， 語告） 5  214 

表 色 vifiiiatti  rupa  46  20;  65(11)  53;  〔45 
209,  224} 

〔表 は戒 なり〕 58 168 

表皮 chavi  (皮， 皮膚， 外被） 24  71 

表白 fiatti  〔白） 3  98， 100，  117,  163,  188, 
193，  194，  195,  196,  419,  446,  495*,  529, 
530，  618;  4  3, 10， 19，  26,  31， 60, 118, 
124,  126,  135,  149,  192,  255,  290,  407 

表白 gi]]    anussavaka  3 124 

表標 uddesa  (總 說， 說示， 說明， 敎示， 敎說） 
3  236,  237 

拜器 turn  (秤， 重量， 秤稱， 槓杆） 7  383.  384 

秤 稱を詐 り tu ほ- kiita  (僞 评， 秤 を 欺き， 重 
量 を 憶り） 9  323，  466; 10  96 

豹 dipin  (f^) 1 95,  254;  3  386; 19 140,168; 
25  303;  26  31, 456;  33  91*;   35  226;  37 
149,  167,  459*，  466,    467,    490；    38  22, 
324;  39  325,  326，  377,  413，  456*,  472,  512 

〔豹 は牝 山羊 を 殺し 喰 ふ〕 33  92 

豹 皮 dipi  camma  (彪 皮） 3  329,  340，  341 

豹 本 生物 語 Dipi-j お aka  (四 二 六） 33  91° 

彪 dipin  (!^)  7 186*;  27  74,  98 

彪皮 dipi  camma  (豹 皮） 22  !:  62 

評價官 aggha- karal- a  28  254* 

評 贋 鑑定 aggh き paniya  33  413 

①剽奪 ②剽掠 viparimosa  (埋 伏） ① 6  7, 
97 ② 8  231 

漂白 者 rajaka  (洗濯 者， 洗濯 人， ；完衣 者， 染 

ェ， 染絲 者） 6  78,  79 
①標 ②標桕 liiiga  (相， 表， 表示） ① 25 135 

② 5  291° 
標杭 khila  (柱， 代， 橫柱） 1 82 
標識 ① nimitta  (相， 因 相， 相貌， 兆 相， 徵， 


標， 瓢， 飄， 平， W -，  ffl, . 病ービ ヨウ 


徵相， 特相， 現 相， 界標） 64  23 ② lakkhaija 
相， 特相， 特徵， 相好 ）17 166 ② pafifi お a 
(標 相） 39  334;  44  356,  360,  363 ④ safiiiapa 
63  33 

標相 pafifi さ ひ a  (標識） 〔四 種〕 12  60 

標榜 者 niketa  sarin  (居 家 者） 42  300 

瓢箪 ① kumbhaijcTi (夕顔〜 冬瓜， 葫蘆） 26 

103,  292 ②ほ buka  (〜葫 蘆， 瓠果） 35  288 
瓢簞絵 論 amarS-vikkhepa  (跪 辯 論， 不死 矯 

亂論） 40  252 
飄風鬼 pariisu  pisacaka  (泥 鬼） 11 上 40 

平安， 平 覆屋， 平和〜 ヘイ 

平等 ① tula  (等） 23 190 ② sama  (等， 等 者） 

17  484，  486;  20 10*;  24  361 
① 平等 行 ② 平等の 行 sama-cariya  (等 行， 

正 行， 正業， 正道 行， 寂靜 行） ① 16 下 390; 

22 上 324;  22 下 263* ② 38  358 
平等 心經 Samacitta- sutta  ( = 平等 心 法 門） 60 

241;  65(1)  98 
平等 心 法 門 Samacitta- pariySya  (= 平等 心經） 

59 下 235 
〔平等の 慈の 修習〕 63 157 
平等の 精進 viriya- sama ほ （精進 平等） 20 

129, 130 

屏處 ① channa  (祕密 ） 2  356 ② paticchanna 
〜次 項. 

① 屏處② 屏覆處 paticchanna  (覆 藏， 覆蔽， 
隱覆， 被覆） ① 1 316*，  318°,  323*;  2 153°; 
5 12,  31， 65， 102, 126 ② 2  436 

屏聽 upassuti  2  238 

苗 芽 kittha  (稻 田， 穀物） 20 152, 153 

〔苗 芽 を 食 ふ 牛の 譬喩〕 20 152 

病 ① miSdha  (病 氣， 疾， 悩） 2  6*, 10;  3  23, 
24; 10  237,  238,  337,  353,  356; 14  262*; 
25 115  〔三種〕 8  92;  22 下 140， 141 ② roga 
(疾， 疾病， 疫病， 病苦） 7  326;  9  479； 
11 下 346; 13 161*; 14  262*,  297,  298; 18 
251; 20  44，  45;  21 219,  220;  22 上 113*； 
24 18；  41 193*;  44  40, 158,  195,  439; 
59 下 347;  64  326,  392,  400  〔二種〕 18  251 
(E)  vyadhi  3 19;  6  389*; 18  226;'  40 17*, 


110  @  Gilana  〔經〕 16 上 371 (一） （二） 15 
73,  77  ( —） 一 （二 ） 16 上 268 — 269 ⑤ Vyadhi 
〔經〕 15  44 

病畏 vyadhi  bhaya  (病の 怖畏， 病の 畏， 疾 
病の 畏怖） 47 111 

病 緣藥資 具 gilanapaccaya  bhesajja 
parikkhara    (病 藥資 具， 病資 具た る藥 湯， 
病 者の 資具 たる 薬品， 病に 必要なる 藥資 具， 
醫藥， 疾病の 資具藥 品 資糧， 疾病の 爲の 醫藥） 
17  406,408； 18  97; 19  72;  20 146  〔受 用の 
心得〕 19 13,  45， 186;  20 146 

〔病氣 恢復 後， 出家 成 阿羅漢〕 31 275 

病氣 〔障碍〕 Sbadha  (病， 疾， 惱） 62 191 

〔病氣 とその 原因〕 18 153°,  154; 19 140,  181°, 
182；  59 上 284,  289 

病苦 roga  (疾， 病） 26 18 

① 病資 具た る 藥湯 ② 病資 具た る 藥資具 
gilanapaccaya— bhesajja— parikkhara  (J 丙藥資 

具， 病 緣藥資 具， 病 者の 資具 たる 藥品， 病に 
必要なる 藥資 具， 醫藥） ① 1 148，  408，  449 
② 2  79，  93 

病 時 gi ほ na- samaya  2 119，  124,  186* 

病 色 roga-rupa  64  26 

①病者 ②病 〔者〕 gi ほ na  (病人， 有 病 者） ① 
2  68， 130*，  141,  149，  254;  3  257,  261, 
262，  263,  311,  527; 19  200;  22 上 304，  305 
② 2 183,  294,  323*;  〔17  225。〕 〔看護の 難 
易， 五分 具足〕 3  527; 19  200 

病 者 ① gi ほ na 〜前項 ② vyadhita  (病人 ） 17 
235 

病 者 食 gi ほ na- bhatta  (病人の 食物） 62 131 

病 者 室 gilana- sala 15  326,  330 

病 者の 資 具た る 藥品 gi ほ napaccaya- 

bhesajja- parikkh お a (病 藥資 具， 病 緣藥資 具， 

病資 具た る藥 湯， 病に 必要なる 藥資 具， 疾病 

の爲の 醫藥， 醫藥） 62  64 
〔病 者の 譬喩〕 6 107;  9  477; 17 195;  28 10， 

11; 41 221 
病' [>   atura  citta l4  4,  5 

病身に して 病' ひ aturakayo   ceva  aturacitto 
ca 14  4° 


(763) 


ビョ ウー 病， 廟， 平， 晝， 蛭， 廣， 貧 


病身に して 無 俩汜ヽ aturakayo  pi  no  ca  atura - 

citto 14  5° 
病 衰亡 vyadhi  parijunna 11 上 86,  87 
病 素 dosa  62  206,  207 
病巢 roga- n^a  23  285 
病觸 roga-phassa  43 178 
①病 損失 ② 病損减 roga- vyasana  (病の 厄 

難， 病の 不幸， 疾病の 喪失） 〔五 損失の 一〕 

① 8  313 ② 40  62，  63 

① 病に 必要なる 藥資具 ② 病に 因み ての 藥 たる 
諸 資料 giianapaccaya-bhesajja-parikkhara 

(病 者の 資具 たる 薬品， 病藥資 具， 病 緣藥資 
具， 病資 具た る 薬湯， 疾病の 爲の 醫藥， 醫藥） 

①  13 173，  286,  287 ② 11 下 22 

病人 ① abadhika  6  388* ② gi ほ na  (病 者， 
病 比丘， 有 病 者） 1 242;  3  257; 17 195,  196； 
19  54，  200,  201; 〔17  225。〕 〔看護し 難し〕 
3  527; 19  200  〔看護し 易し〕 3  527; 19  200 
③ vyadhita  purisa  28 125 

病人の 藥 gi ほ na- bhesajja  (病 藥， 醫藥） 34 
316 

病人の 食物 gi ほ na- bhatta  (病 者 食） 34  316 

〔病の 三種〕 8  92;  22 下 140, 141 

① 病の 不幸 （D 病の 厄難 roga- vyasana  (病 損 

失， 病 損 減， 疾病の 喪失） ① 46 126,  127, 

183, 184 ② 18  330 
① 病の 怖 畏 ② 病の 畏 bySdhi- bhaya  (病 畏， 

疾病の 畏怖） ① 17  290;  43 179;  44  403,  434 

②  18  215 

自 はきな り vyadhi  dukkha 16 下 340 

病 比丘 ① gifena  (病 者， 病人） 3  509*,  513 

② gi ほ na  bhikkhu  〔自恣 との 關係〕 3  287 
① 病法② 病の 法 byadhi- dhamma ① 9  292*; 

11 下 234; 12 148;  41 193* ② 15  44 
病 品 Gi ほ na- vagga 15  73，   85; 16 上 265, 

272; 19 198 
〔病名〕 22 上 355°;  27 122,  261; 42 17°,  24， 

66,  381; 43 165°,  178,  237,  336,  340;  44 
' 23，  95,  372,  416  ^ 
病藥 gi ほ na  bhesajja  (病人の 藥， 醫藥） 3 

509*,  513 


病 藥資具 gilanapaccaya  bhesajja- 
parikkhSra  (病 緣藥資 具， 病資 具た る 薬湯， 
病 者の 資具 たる 藥品， 病に 必要なる 藥資 具， 
疾病の 資具藥 品 資糧， 疾病の 爲の 醫藥， 醫藥） 
4  25,  244; 13  41 

？ 瑜人 gilanupama  puggala  〔三種〕 47  364, 
397° 

廟塔 cetiya  (支 提， 制 多， 靈祠， 塔廟， 塔， 

墓所， 祠堂， 記念 塔） 27  320,  321 
廟の 巡禮者 cetiya- cSrika  7 125 
平屋 hammiya  (樓 房， 別 房） 42  99，  341： 

43 184,  187,  338,  354,  380;  44  452,  470, 

486;  62  49 
晝 divasa  (日時 ） 8  263 
晝 眠る 者 diva-supita  9  435 
①晝の 休息 ②晝の 憩 divS-vihSra  (晝 住， 晝 

日 住， 日 住， 日中の 休息， 日中の 安息， 午後 

の 休息） ① 7 109 ② 20  87 
蛭 jaliika  59 下 324 
〔蛭の 一 支〕 59 下 324 

廣 き 智慧 〔者〕 puthu- paflfia  (廣慧 〔者〕， 廣智 

〔者〕） 8  205 
①貧穢 行 ②貧穩 行者 l^jkha ① 9 129° ② 9 127 
貧窮 ① appabhoga 11 下 275* ② dalidda  (貧 

困） 16 上 297;  22 上 266 ③ dSliddiya  20  98 

④ Dalidda  〔經〕 16 上 297 
貧窮 者 kapaniddhika  (貧民） 7  405 
〔貧窮 者が 富者な り と 云 ふ 譬瑜〕 22 上 266 
〔貪窮 者の 負債の 苦の 譬喩〕 20  98 
貧困 dalidda  (貧窮） 18  355* 
貧困 者 ① adhana  (窮者 ）8  81, 85* ② kapaija 

24  318 

〔貧困 者に 肉 を押賣 する 譬喩〕 11 上 235,  239； 
20 140 

貧 沙門 samaijaka  (似而非 沙門， 小 沙門） 10 
76,  77 

貧者 dalidda  (貧窮， 貧困） 1 121 
〔貧者の 伏藏を 得た る 譬喩〕 25  302 
貧 人 ① duggata 1 422 ② Dalidda  〔經〕 12 
402 

〔貧 人の 譬喩〕 10  259 


(764) 


貧， 賓， 頻， 擯， 核， m, 敏ー ビン 


貧民 kapapiddhika  (貧窮 者） 23  317 

賓 伽羅 Pmgala  〔屠 牛 者〕 38  356 

賓祇耶 Pmgiya  〔婆 和 利の 弟子， 婆， 比〕 24 

379,  425,  426,  427,  428,  430，    432,  434; 

44 10,  314*,  325,  338*,  377,  501 
賓祇耶 學童所 問 PiAgiya- mSpava- puccha  (= 

賓祇耶 所 問） 〔經〕 24  425°,  427 
賓祇耶 學童所 問の 義釋 Pmgiyamaijavaka- 

panha-niddesa  44  314°,  324 
賓祇耶 所 問 Pmgiya-pafiha  (-賓 祇耶學 童 所 

問） 〔經〕 44  326,  335 
賓客 atithi 11 上 246* 

賓洲 曼陀羅 樹 pucimanda  (= '絍 婆樹） 21 31， 
63 

賓陀林 Vifijha  atavi  〔山〕 60 105,  109,275, 
338 

賓 頭沙羅 Bindusara  (頻頭 娑羅） 〔王〕 60  40, 
43;  65(1)  55，  57,  58，  92 

① 賓頭羅 婆 羅墮闍 ② 賓頭羅 婆 羅陀闍 ③ 賓頭 
羅婆羅 豆 婆 遮 ④賓 頭羅跋 嘱惰闍 ⑤ 賓頭盧 
頗羅墮 ⑥ 賓頭盧 頗羅墮 誓 ⑦ 賓 度羅跋 嘱墮闍 
Pindolabharadvaja  (= 婆羅 陀闍， 婆 羅豆婆 
遮） 〔比〕 ① 59 下 312,  322 ② 15 180;  34 
1 ③ 35 1 ④ 25 143;  34  226 ⑤ 4 171, 172 

- ⑥ 16 下 51; 23 152;  26  92 ⑦ 17  34  〔師子 
吼 第一〕 17  34  〔神變 を 禁ぜら る〕 4 171 〔自 
ら漏盡 を 記 別す〕 16 下 51 〔譬喩 經〕 26  92 

賓頭盧 Pm^ola  〔經〕 16 下 50 

〔賓 頭盧 尊者と 優塡 王〕 15 180;  34 1 . 

頻祇耶 Piiigiya  (賓 祇耶） 〔比〕 12  49, 101 

頻申 tandi  (瞢 憒， 怠慢， 倦怠， 懶惰） 17  5; 
47  61,68 

頻 頭娑羅 BindusSra  (賓頭 沙羅） 〔王〕 60 175， 
177 

頻頭城 Nagaravinda 11 下 420,  421 

頻 頭城經 Nagaravindeyya- sut ね 11 下 420° 


頻婆 bimba  〔果 -, 樹〕 26 151; 37  238;  38 
329;  39  542 

頻婆^ 羅 Bimbis 社 a ① （頻毘 娑羅） 〔王〕 27 
343，  409;  30  400;  31 218，  509;  34  362  〔歸 
佛〕 28 176 ② （= 闍尼沙 夜叉） 7  213 

頻 昆娑羅 BimbisSra  (頻 婆^ 羅） 〔王〕 24 148; 
30  400;  31 218，  509;  34  227,  362；  38 144； 
58  411; 60  23,  24, 162,  348;  62  398  〔離 
車 族との 戰爭〕 1 181 〔五 願〕 60  23 

擯出 ① niss さ raija  (驅 出） 5  380，  381 ② 
nissaraniya  (應返 去， 去 り て 懺悔す ベ し） 5 
382 

擯 出す papameti  3  94 
擯 出の 刑 pabbajaniya- kamma    (驅出 親 磨， 
應驅擯 所作） 39 107 

〔擯 出の 條件〕 3  95° 

擯せ ら る ukkhitta  (擧 罪せ られ たる） 2  374; 
3  351 

① 擯滅者 ② 擯滅人 nSsitaka  (被擯 者） ① 2 

222 ② 5 197 
擯滅す n お eti  (滅擯 す） 1 62，  63;  2  219 
擯滅せ ら る n お ita  2  348 
檳榔 ① naga- la ほ （ナ— ガ蔓， ^§ 醬） 〔樹〕 28 

449 ② pQga  〔樹， 果〕 35  288;  36  373;  60  42 
檳郷子 tambQla  (擔 歩羅， 药醬） 〔樹， 果〕 31 

50,  76 

颦蹙 ®  bhakuti  (ffiM)  24 174  (2)  bhakutiya 

36  313;  62  48* 
敏捷 鵞本 生物 語 Javanahaihsa- jStaka    (四 七 

六:） 34 122° 
① 敏捷な 智慧 ②敏智 javana- pafifia  (速 慧， 

速智） ① 30  294 ② 31 42 
敏捷な 智慧 〔者〕 javana- pafifia  (速慧 者， 迅 

慧 〔者〕， 捷慧 〔者〕， 捷智 〔者〕， 聴き 智慧 〔者〕） 
38  413 
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プ―ガ piiga  (檳榔 子） 〔樹〕 61 327,404,475 

ブー 力 カツ ラ Biikakalla  〔村〕 61 73 

プ 一 ガ ダ ン ダカ ァーヴ 一タ Piigadaijcjaka - 

avata  〔地名〕 61 340,341,345 
ブサ 一ガーラ BhusSgSra  (坊殼 の 家） 7 111 
プサ ティ一 Phusati  〔王女〕 39  263,266,268, 

270*, 305, 326, 525, 531, 540, 550  , 
ブータ ① bhQta  (鬼神， 部 多， 鬼 類， 惡靈， 

物 精， 怪鬼） 38  207 ② BhQta  〔比〕 25  214 

③ 〔王 臣〕 61 284,  317,  320,  322,346,350 ④ 

〔房 舍〕 61 101 
ブータ 園 Bhu ほ rama  〔)^- 舍〕 60  401 
ブータ ガナ Bhtitagaija  〔山〕 26  306,  469 
フタ一 サナ hu ほ Sana  (火） 62  341 
プタ ドゥーサ 力 • デャ一 タカ Putadiisaka- 

jataka  (毁籠 本 生物 語） （二八 〇） 31 197° 
プタ バッタ Putabhatta   〔山〕 61 438 
プ タノ ヾッタ • デャ一 タカ Pufabhatta  -  jStaka 

(囊食 本 生物 語） （ニニ 三） 30  344° 
ブー タパ一 ラ BhCitapaia  (部 多 波羅） 〔比〕 41 

159  〔神 變〕 63  311,312 
ブ ダラ ヰ ッ テ ィ Budalavitthi  〔地名〕 61 173 
プチ マン ダ pucimanda  (賓洲 曼陀羅 =絍 婆樹） 

〔樹〕 1 1; 30 172,  173;  31 361; 34 108;  38 

436 

プチ マン ダ樹本 生物 語， プチ マン ダ' デャ一 タ 

力 Pucimanda -jStaka  (三 一一) 31 359° 
プチ マン ダ樹品 Pucimanda  vagga  31 359° 
ブー デャ bhiija  〔樹〕 36 133;  37 170 
ブー デャ一 PQja  〔僧院〕 60  352 
ブ デャガ bhujaga  (曲 行者， 蛇） 42 11 
ブデ ャ ラッティ bhujala は hi  〔樹〕 39  224 
プ ッガラ puggala  (人， 補特 伽羅） 63 163 
プッ ガラパン ニヤ ッ ティ Puggala- pafiiiatti 

(人 施設 論） 〔七 論の 一〕 47  357° 
プック サ ① pukkusa  (補 羯^， 弗 拘沙, 屠 家， 
屠殺 者， 屠殺 業， 下水 掃除人， 掃除 夫， 除 糞 
者， 塵芥 淨除） 20 141 ② Pukkusa  (福 貴） 
(末羅 人〕 7 108* ③ 〔大臣〕 32  305* ④ 〔賢 
者〕 39  2,  32,  51, 73,  74,  76,  93，  97， 103, 181, 
191,260 


プック サ一 ティ PukkusSti  (沸 久左 底， 弗 a 
羅娑: 黎） 〔比〕 11 下 332*，  348; 12  49;  27  290 
〔界 分別 經の說 法を佛 より 受く〕 11 下 332* 
〔牛に 突かれて 死し， 佛の授 記 あり〕 11 下 348 

プ ッサ① Phussa    (弗 沙〕 tm  26  228,  229, 
230,  315，  328*  ,339,  482,  489，  506;  27  306, 
319,  512;  41 320°*,  359;  60 152 ② 〔比〕 25 
277,  281 ③ phussa  (弗 沙， 報沙） 〔月〕 60 
153;  61 31,40 ④ （鬼 宿） 〔M〕  24  515 

プ ッサ一 Phussa  (觸） 〔ティ ッサ佛 の 第一 比 
丘 尼〕 28  85;  41 319  . 

プッサ ティ一 Phussati  〔王妃〕 41 373* 

プッサ デーヴ Phussadeva ① （觸 天） 〔 ダ ン マ 
ダッシ —佛の 第二 弟子〕 28  83;  41 312 ② 
〔相承 比丘〕 5  5;  65(1)  80 ③ 〔カタ カン ダカ 
—ラ住 比丘〕 35  213;  37  416;  62  450 ④ （= 
ゥンマ —ダ. プッ サデ— ヴ） 〔戦士〕  60  299, 

305,319,321,322  • 
プ ッサミ ッタ一 Phussamit ほ （補沙 蜜 多） 〔夜 

叉 女〕 63  316 
プ ッシタ Phussita  〔傳。 轉輪 王〕 26  452 
プッ シタ カン ミヤ Phussitak?mmiya  〔比 £ の 

譬喩 經〕 26  451 
プッタ Putta  〔傳。 比〕 26  413 
ブ ッ ダ Buddha ① 〔比〕 60 130 ② 〔大臣〕 61 

148 ③ 〔將 軍〕 61 260  (D  〔髮舍 利宫〕 61 268 

®  〔村〕 61 162 
ブ ッダ— BuddM  〔王女〕 61 154 
ブッ ダガー マ Buddhagama  〔精 舍〕 61 120 
ブ ッ ダガー マ 〔力〕 Buddhagama〔ka〕 〔地方〕 

61 206*,  233,  261,282 
ブ ッ ダガー マ 力 二 ッ デャラ 

Buddhagamakanijjhara  〔池〕 61 230 
ブッダ ゴーサ Buddhaghosa    (佛 音， 釁音） 

〔比〕 61 15 

ブッダ サン ニヤ 力 Biiddhasafifiaka  〔比丘の 譬 

喩經〕 26  260,  425；  27 194 
ブッダ ダ一サ Buddhad お a   (佛 使） 〔王〕 61 

5°, 9， 11,23 

ブッダ ダッタ Buddhadatta  (佛陀 達 多） 〔王〕 
60  21 
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プッタ デ一ブ puttajiva  〔樹〕 39  391 
プッ タティ ッサ Puttatissa  〔占師〕 60  69 
ブッ ダナ ータ Buddhanatha    〔將 軍〕 61 282, 
289 

プッタ バーガ PuttabhSga  (兒 分） 〔精舎〕 60 
403;  61 6 

ブッダ ベ一 ラ Buddhabhela  〔村〕 61 74 

ブ ッダミ ッタ Buddhamitta  (覺 友） 〔比〕 28  2 

ブ ッ ダラ一 デャ Buddharaja  (佛 王) 〔口一 力 

將 軍の 反賊〕 61 155 
ブッ ダラ ツキ タ Buddharakkhi は （佛 護） 〔相 

承 比丘〕 5  4 
ブ ッダ. ブンサ Buddha- variisa  (佛種 姓 經） 

〔小 部經の 一〕 41 207° 
プッチ ャ 一ラーマ Puccharama  (問答 園） 〔精 

舍〕 61 100 

ブ ッ デ ィ デ ャ Buddhija  (覺 生， 善覺） 〔拘留 

孫佛の 侍者〕 28  89;  41 341 
ブッ ドウ一 ノ 《ッ タ一 力 Buddhiipatth5ka  〔比 

丘の 譬喩 經〕 26  240 
ブッ ドウ一 パッ ター ャカ BuddhQpa は hayaka 

〔比丘の 譬喩 經〕 26  409 
プッパ Puppha ① 〔相承 比丘〜 プッパ ナーマ〕 

5  5 ② 〔園〕' 61 542,546 
プッパ 力 Pupphaka ① （花） 〔鸚鵡〕 35 107, 

113,115 ② 〔宮殿〕 36 119,120 
プッ ノヽ' 力 ツチ ヤー ャナ Pubbakacctyana  〔醫〕 

59 下 102 

プッ ノヽ' カンマ ビロ  — テ ィ Pubbakammapiloti 

〔比丘の 譬喩 經〕 26  503 
プ ツバ ~3 クタ 力一 Pubbako は haka  (東 浴室） 

〔河〕 9  290,291; 20  88 
プッパ —サ ニヤ Pupph お aniya    〔比丘の 譬喻 

經〕 26  429 

プッパ ダーラ 力 Pupphadh 社 aka  〔比丘の 譬喻 
經〕 26  412 

プッパ チヤ ダ ニヤ Pupphachadaniya   〔傳 。轉 
, 輪 王〕 26  324 

プッノ  、。チヤ タ" ニー  ャ Pupphachadaniya  〔比丘 

の！! 喩經〕 26  284 
プッノ 《チヤ ン ゴーテ ィ ャ Pupphacangotiya 


〔比丘の 譬喩 經〕 26  210 
プッノ 《ツチ ャッ ティ ャ Pupphacchattiya  〔比 

丘の 譬喩 經〕 26  445 
プ ツバ デラ Pubbajira  〔村〕 11 下 379 
プッノ 《トウ一 ピャ Pupphathiipiya  〔比丘の 譬 

喩經〕 26  266 
プッパ ナーマ Pupphanama  〔相承 比丘〜 プッ 

パ〕 5  5;  65(1)  80 
プッ パプ ラ Pupphapura    ( 華氏 城 = パ 一タリ 

プッタ ） 60 170,  264,338 
ブッ ノ;" ^ラ ッ タ*デ ヤー タカ Puppharatta  -  jataka 

(花祭 本 生物 語） （一四 七） 29  478° 
プ ツバ —ラーマ Pubb 社 ima   (東 園， 淸信園 林 

〜鹿 母 講堂） 〔精 舍〕 31 295;  61 112 
プッノ ズ一ラ 一マミ 力"一 ラマ一 卜 ゥパ一 サ一 タ" . 

Pubbarama  M igaramatu -pasada  (東 園 鹿 g 

講堂） 4  353 
プッ パブ ティ一 Pupphavati  〔都〕 33  384;  38 

148， 156， 182*,  189；  41 370 
プ ッ ハ' ギ ッ デャナ Pubbavijjhana  〔本 オ〕 15  96 
プッノ マン ガ 'マ ニヤ Pubbafigamaniya  〔比丘の 

譬喩 經〕 26  410 
プ ッピタ Pupphita  〔傳 。轉輪 王〕 26  328 
ブッ ブラ Bubbula  (村〕 61 243 
プッ ラナ一 ャカ Phullanayaka  〔傳。 轉輪 王〕 

26  306 

プ一 ティ マン サ Patimariisa  (腐肉） 〔豺〕 33 
181* 

プ一 ティ マン サ •： 产 ヤー タカ Piitimariisa- 

jataka  (腐肉 豺本 生物 語） （四 三 七） 33 180° 
プーテ ィ 蔓草 pQti  lata  62  67 
プ トウ ッ デャナ Puthujjana  〔王〕 38  77 
ブー ナガ— マ Piinagama  〔渡〕 61 268 
①プナ ッ バス ②プ ナツ ノ、' スカ Punabbasu, 
Punabbasuka  (分那 婆 藪， 弗那 婆須， 富那婆 
娑） 〔無恥 比丘， 六 群 比丘の 一人〕 ① 4 14; 
31 191 ② 1 302;  5 11； 10  296* 
プ ナツ バス Punabbasu ① （富那 婆蔽） 〔夜叉 

童子〕 12  366 ② 〜前項 
プナ -、' バス ミッタ Punabbasumitta ① 〔昆婆 
尸佛の 信士〕  41 328 ② 〔傳。 長者〕 28  202 
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ブナ ビッティ 力 Punapitthika  〔精 舍〕 61 88 
プナ一 ヴス曰 punavasuna  65(m)  57，  58 
プーノ 《ノ？ ッ カタ" ーャカ Pupapakkadayaka 〔]： 匕 

丘の 譬喩 經〕 27  258 
ブ— ミ bhiimi  (地， 土地， 大地） 5  291; 62  249 
ブ— ミ デャ BhQmija  (浮 彌） 〔比〕 11 下 168 
ブー ミ デャ' スッタ Bhiimi ja-sutta  (浮 彌經） 

11 下 168° 

ブー 〔 ミ 〕 マ ン ダ bhu[mi]manda  (ァラ ビヤ 素 
馨） 〔花〕 61 304 

ブ— ミヤ Bhiimiya  〔傳。 轉輪 王〕 26  212 

ブム Bhumu  〔國〕 8  7 

フャラ Huyala  〔村〕 61 334,346 

ブラッチ ヱ リ Pulacceri  〔園〕 61 405 

プ ラッチ ヱ一 リ Puracceri  〔渡 場〕 61 433 

プラッティ Pulatthi  〔都〕 61 60,  75,  89，  94, 
98，  99， 107，  110,  112,114,  128,  144,  147，  148， 
157,  158,  160,  162,  164,  165,  169*,  177*,  191, 
215,  249,  251,  254*,  259*,  265,  277,  280,  285, 
300, 309, 315*, 321, 324, 325, 326,  331，  350, 
361,394,412,414,416,461,  462，  464,  465, 
469, 471*,  482,  523 

ブラ ッテ ィ城を 建設せ しむる こ と 
Pulatthipurakarapana  〔章〕 61 462 

プラッティ ブラ 修理 次第 Pulatthipura- 
patisamkharana  niddesa  〔章〕 61 296 

ブラーナ ① Purapa  (富 蘭那） 〔比〕 4  433 ② 
(富 蘭那） 〔鹿 住の 父〕 20  93;  22 下 34 ③ （宿 
舊） 〔大工〕 11 上 164 ④ 〔村〕 61 485 ⑤ 
purana  (古 傅， 古 話） 61 216 

プ一 ラナ PQrapa  (富 蘭那） 〔長者〕 20  228 

ブラーナ 'カツ サパ =プ 一ラナ • 力 ッサパ 9 
350; 14 104 

プーラ ナ • カツ サハ Purana  Kassapa   (富 蘭 

那迦 葉， 富 樓那迦 葉， 不蘭迦 葉） 〔六師 外道の 

一〕 4 171; 6  74;  7 138;  9  350,  437; 11 上 

3; 14 107;  20 139 
ブラ ハ一 チヤ ッタ • チ "ヤー タカ BrahSchatta - 

jataka  (大傘 蓋 本 生物 語） （三 三 六） 31 498° 
プラノ ヽッタ Pulahattha    (= プール ハッタ） 

〔王〕 60 134 


ブラフ マ一 brahma  (梵， 梵天， 梵摩） 38  64 

ブラフ マ一 • サノ ヽンパ ""ティ Brahm き 
Sahampati  (索訶 主 梵天， 梵天 サ ハン パテ ィ ， 
娑' 婆 主 梵天， 裟 婆の 長た る 梵天） 3  49 

ブラフ マ • サム ユッタ Brahma  sarhyutta (梵 
天 相應） 12  234° 

ブラフ マ ダ ッ タ Brahmadatta ① （梵 施， 梵 
與， 梵摩達 多） 〔傳。 王〕 3  594;  25  51,52;  28 
210* 其 他； 60  20 ② （梵與 ） 〔王子〕 28  508; 
30  2， 141 ③ （梵 施） 〔迦 葉佛の 父〕 28  91; 41 
351 ④ （= チュー ラニー. ブラフ マダ ッタ） 
39 113*,  176，  177，  182,  190*,  203 ⑤ （梵摩 達） 
〔ス ッ ピャ 異學の 弟子〕 4  430;  65(1)  21 

ブラフ マ ダッタ • デャ一 タカ Brahmadatta- 
jataka  (梵與 王 本 生物 語） （三 二三） 31 436° 

フ ラフ マチ "ヤー ラ' スッタ Brahma  j^a-sutta 
(梵 網經〕 6 1° 

ブラフ マ チヤ リャ Brahmacariya  〔婆〕 6  336 

ブラフ マ デ ― ヴ Brahmade/a ① （梵天） 〔 テ ィ 
ッ サ佛の 第一 比丘〕 28  85;  41 319 ② （梵天） 
〔レー ヅタ佛 の 第二 弟子〕 28  73;  41 268 

ブラ一 フ マナ • サム ユッタ Brahmapa - 
samyutta  (婆羅門 相應） 12  274° 

ブラー フ マナ ッガ一 マ Brahmapaggama  〔池〕 
61 407 

ブラ一 フ マナ • ヴッガ Brahmapa- vagga  (婆 

羅門 品） 11 上 178° 
ブラフ マ 二 マンタ 二 力 • スッ タ Brahma- 

nimantanika-sutta  (梵天 請經） 10  62° 
ブラフ マ一 ュ Brahmayu  (梵 摩） 〔婆〕 11 上 

178 

ブラフ マ一 ュ《 スッタ Brahmayu- sutta  (梵 

摩經） 11 上 178° 
ブラフ マ一 リ Brahmmi  〔比〕 25 159 

ブラフ マ ブ ッ ダナ Brahmavaddhana  〔者 |3〕  33 

384;  36  350,  352,  354,356;  41 408 
ブラフ マヴ ティ一. Brahmavati    (梵摩 婆 帝） 

〔彌 勒佛の 母〕 63  425 
ブ リ Buli  (跋 離） 〔族〕 7 159 
プ リサ ツル Purisallu  〔夜叉〕 37 167 
プ リ サール Purisaiu  〔獸〕 39  412 
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ブー リ ダ ッ タ Bhiiridat ね （槃 達， 宏大な ダ ッ 

タ= ダッタ 龍） 〔龍王， 佛の 前生〕 28  96;  35 

152;  38  238;  41 388；  63 151 
ブ— リダ ッタ • デャ— タカ Bhiiridatta- jStaka 

(樂達 龍 本 生物 語） （五 四 三） 34  67;  38  217° 
ブ 一リダ ッタの 所行 Bhuridatta-cariya  〔經〕 

41 388° 

プリ ナチ ヤンカ ミヤ Pu}inacankamiya  〔比丘 

の譬 喻經〕 27 191 
プリ ナトウ一 ビヤ Pu!inathOpiya    〔比丘の 譬 

喩經〕 27  226 
プリ ナブ一 デャカ Pu}inapiijaka  〔比丘の 譬喩 

經〕 26 143,436 
プリ ナプッ ピャ Pu}inapupphiya  〔傳 。轉輪 王〕 

26  278 

プリ ヌ： ゾパ一 ダカ Pu}inuppadaka  〔比 fi: の譬 

喩經〕 27  205 
ブー リ バン ニヤ Bhadpafifia  〔溥 。 轉輪 王〕 26 

263 

ブー リ パン ハ本 生物 語， ブー リ パン ハ • デ ヤー 
タカ BhQripafiha-jataka  (四 五 二）  33  311° 

プリ ン々" ① Purinda  〔王〕 60  21 ② Pulinda 
〔族〕. 60  210 

ブリ ンダダ Purindada ① （富 蘭 陀羅， 因陀 
羅， 都市の 破擊 者， 破 域 者， 城 を 破る 者， 壞 
邑-帝 釋天） 7  287; 12  400°;  21 521，  522, 
526;  24  490,  549；  36  46,  48,  245；  37 129；  38 
74;  61 309 ② 〔王〕 60  20 

ブルダ ッ タリ一 Burudatthali  〔± 也 名〕 61 270 

プール ハッタ P6}uhattha  (= ブラ ハッタ） 〔ダ 
ミ ラ人〕 10  375 

フー ヴ HQva  〔地方〕 61 174 

プーブ pQva  (菓子， 画 子， 餅） 61 53,  56,81 

ブヴ ネー カブ デャ Bh'jvanel:abhu ja ① 〔 = ブ 
ブネ 一力へ' 一 フー 世 王） 61 420.  457，  464, 
468,  478，  480°,  483 ② （= ブヮ' ネー カバ一 フニ 

. 世 王） 61 483。 ③ （-ブ ブネ一 カバー フ四世 
王） 61 486°  @  (= ブヴ ネー カバ一 フ 五世 王） 
'61 489°  (g) (= ブヴネ 一カバー フ T^it 王） 
61 492° ⑥ （= ブヴネ 一カバー フ七 世 王） 61 
492° ⑦ 〔ヸ デャャ バー フ 三世 王の 子〕 61 


425,427,439 ⑧ 〔殿 樓〕 61 445,466 
フワ-'— ヮ' Huvava  〔地方〕 60  387 
プンカ Puiikha  〔村〕 61 179, 185,  409 
プン コンダ Puiikop()a   〔ダ ミラ 人〕 61 363, 

372,375*.  388,391 
プン ダリー 力 ① pu;i4arika  (分陀 利， 白蓮， 
白蓮 華） 〔植〕 6  364;  28  88;  41 332 ② 
Pundarika  (白蓮） 〔地 ji〕  24  250 
プ ン ダ リー 力一 Pu]3(3arik さ 〔女〕 24  460,  509 
フン ダリ一 ヴ一ピ HundarivSpi  〔村〕 60  302 
ブ ンヂャ ティー Bhufijati  〔毘沙門天 后〕 7  307 
ブン ディ カー ノ、' ッ ダ bimdikabaddha  (文 蹄 m) 

〔臥床〕 2  63,  267;  4  229 
プンナ Puiji;ia ① （富 樓那） 〔比〕 〔沸の 敎誠を 
受けて 西方に 行く〕 11 下 380; 15  98°  〔西方 
象?^ 那國 人な 化導して 般 g 槃す〕 15 102  ®(= 
プンナ マンタ 一二 ブ：' タ） 9  273 ③ 〔牛 行者〕 
10 162*  @ 子の 持 者〕 11 上 208  ©  〔僕〕 
59 上 254 

プンナ 一 Pimij さ ① （成 滿） 〔尼〕 25  333 ② 
(滿） 〔婢〕 28 146,147;  31 258,259;  59 上 254 

プン ナカ Puppaka ① （富 那迦， 富 蘭 那迦， 富 
憐 尼迦） 〔婆 和 利の 弟子， 婆， 比〕 18  81; 24 
379  (D  (不 那奇， 布嘱拏 怯） 〔王〕 26 199;  34 
67 ③ （富 蘭 那迦） 〔長者〕 59 下 130;  63  8 ④ 
(不 那奇） 〔夜叉〕 8  279；  38  414  ®  (富 蘭那 
迦:） 〔馬〕 38 158 

プン ナーガ punn^a    (芬那 伽） 〔樹， 花〕 26 
29，  308;  27  72,97;  28  24;  29  323;  37 170;  39 
391; 41 226;  60 110;  61 303,  305,  475,  536; 
63  49,  52 

プン ナカ • チ "ヤー タカ PupQaka- jataka  ( = ギ 

ド クラ パンディ タ • デ ヤー タカ） （五 四 五） 33 
217;  34  67 

プン ナカ ナラカ pupijakanaraka  〔頭 熱病〕 60 
100,115 

ブ ンナ一 ガプッ ビヤ PunnSgapupphiya  〔比 

丘の 譬喻 經〕 26  308 
プ ンナヂ Puiwaji  (滿 勝） 〔耶舍 の 友人， 比〕 

3  33 

プン ナナ テ" ィ  一 • デャ一 タカ Punnanadi- 
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jataka  (河水 滿本 生物 語） （ニー 四） 30  294° 
プンナ バッダ Pupijabhadda  (滿 〔夜叉〕 

42 131， 136 
プン ナノ 《一ティ 'チ "ヤー タカ PuppapSti- 

jataka  (滿瓶 本 生物 語） （五三） 29 15° 
プンナ マーサ Pinjiiiam お a  〔比〕 25 110, 152 
プンナ 'マンタ一 二 プッタ Pupna- Man ほ ni - 

putta  (分 薄 文陀尼 子， 滿嚴飾 女子） 〔比， 七 

淸 淨に關 して 舍利 弗と 問答〕 9  267*  • 
プン ナム 力 ① Puijijamukha  〔長者〕 38 156 

(D  punnamukha  (= 拘嘗羅 鳥） 37 170*,  245 
プ ンナラ ッ カナ テ" ーギ一 Punnalakkhana- 

devi  〔給 孤獨の 妻〜 プン ニヤラ ッ カナ一〕 33 

22 

プン ナブ一 ダ • スッ タ Punnavada  sutta  (敎 

富樓 那經） 11 下 380° 
プン ナブ ッ ダナ Punnavaddhana  〔園〕 61 405 
プン ナブ ッ ダナ一 Puij ひ avaddhana ① 〔地名〕 

61 408 ② 〔池〕 61 408 
プン ナブ ッ リ 力 Pupijavallika  〔精舎〕 62  286 
プンニ カー PuQijika ① 〔尼〕 25  375,377;  27 

510°  〔譬喩 經〕 27  509 ② （不 尼） 〔婢〕 11 上 

262 

プン ニヤ Pupmya ① 〔比， 如来の 說法 をす る 

時 を 問 ふ〕 21 301*;  22 下 55* ② 〔經〕 21 

301; 22 下 55 
プン ニヤ ラ ッ カナ一 Puftfialakkhapa  (善ネ 目 = 

プンナ ラッカ ナデ一 ヰ一） 〔給 孤 濁の 第一 夫 

人〕 31 229 

プン ニヤ ブッ ダナ Pufifiava(J(Jhana  (善業 增） 

〔ダン マ ダッシ 一佛の 子〕 41 311 
プンネ 一リ Puppeli  〔衬〕 61 66 
ブンマ デ ャ Bhummaja  (浮 摩， 地 比丘〜 次 項） 

〔六 群 比丘の 一人〕 31 191 
ブン マチ" ャカ ビ ゾ ク Bhummajaka- bhikkhu 

(地 比丘， 浮 摩 〜前項） 5 10 
不啞 anela-muga  (不 羊啞〜 無 i§£ 羊 ）16 上 297 
① 不愛 ② 不愛者 appiya  (怨 僧） ① 24 162； 

43  376 ② 42  200 

不愛語 aman ゆ a  (不可 意， 非 可 意） 2  8 
不惡趣 法 avinipata- dhamma  (不堕 法， 不墮 


惡趣 者， 不退 轉法） 11 下 399 
不安 ① anass お ika (安 息 を與 へざる ） 20  353, 

354 ② aphasu  (惑 惱） 2  236 ③ daratha  (患 

If)  64  56,482 
不安 住 aphasu  vihSra 12 122, 163 
不已取 著 法 aparamattha  dhamma  45  7, 

305。， 375° 

不 tL 取/ ii 取 法 anup§dipi:iup§daniya  dhamma 

44 1,265°,  350° 
不 已取不 j 頃 取 法 anupadinna  anupadaniya 

dhamma  44 1, 265°,  351。 
不已取 法 anupadinna  dhamma   45  8,  309°, 

380° 

不已生 法 anuppanna  dhamma   45  2,  273°, 
357° 

不已 雜染順 雜染法 asaiikili は ha- saAkilesika 
dhamma  (不 染污 法） 44 1， 265°，  351° 

不 已雜染 不順 雜染法 asai'ikilittha- asaiikilesika 
dhamma  (不 染不污 法） 44 1,265°,  351。 

不已 雑染法 asankilittha  dhamma  45  9, 
317°'  383° 

① 不異 ② 不異如 anaMatha  (眞實 ） ① 41 18* 

② 16 下 353,361; 58 11 
不異如 性 anafifiatha ほ （不他 性） 13  37;  58  6 
不違逆 想 appatikkiila- safifia  (不厭 忌 想， 無 厭 

想， 無 厭 逆 想， 非違 逆 想， 快の 想） 19  236* 
不違如 avi ね thS  ( 不虛， 不離 如） 64 111，  114， 

151 

不違如 性 avitatha ほ 〔不 虚妄 性， 不離 如 性） 
64 156, 157 

不因相 animitta  (無 相， 無 因 相） 40 17*, 100 
〔不 淫〕 17  343 

① 不飮者 ② 不飮水 行者 SpSnaka ① 6  239 
② 8  53 

〔不飮 酒〕 17  343 

不隱覆 業 apaticchanna-kamma 17  92 

不運 alakkhi  (〜無 祥） 36  8, 150 

不運 者 kmakai? ひ in  (黑 耳， 黑耳 者， 惡運， 不 

吉， 不吉 者） 39  40,41,43 
不運 者 本 生物 語 KaiakawHStaka  (八 三） 29 

204° 
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不依止 〔戒〕 anissita  (無 依， 無 執^)  62  26° 

〔不〕 依 止 品 Anissi は- vagga  5  309 

不會合 論 asariisagga-katha  (不 衆會 論， 不雜 
處論， 不雜 論， 無雑 論， 他と 雜處 せざる 話， 
世間に 染まざる の 稱說） 〔十 論 事の 一〕 42 
332;  43  348;  59 下 210 

不壞の 信 aveccappas^a  (證 淨， 正 信， 絶對 

淨信， 確乎たる 信心， 動きな き 信心） 〔四 種〕 
13 101。 

不壞法 apabhaiigu  (= 五 蘊の滅 ） 14  51,52 
不圓 熟異熟 avipakka  vipSka  57  201* 
不厭忌 想 appatikaia- safifia  (不違 逆 想， 非違 

逆 想， 無 厭 想， 無 厭 逆 想， 快の 想） 11 下 437, 

438 

不紐 〔者〕 asstha  (不諂 者， 不奸， 不 幻僞， 無 

誑） 47  363,391° 
不誕と 不言!^    amaya  ca  asathey>'an  ca 17 155, 

156， 157 

不應行 agati  (不 趣， 不 行處， 非道） 64  447, 

450 

不應 行而行 agati  gamana  (不 行處 行） 5  217 

〔四 種〕 18  32,33 
不應 近事 anagamaniya  vatthu  20  211 
不睡理 atthan^aha  3  545;  4 110* 
不遠離 論 Avivilla- katha  58  406° 
不可 意 ① aman さ pa  (不愛 語， 非 可 意〜 不快な 

る） 11 下 434* ② asata (不快， 嫌惡 ）24  335, 

336 

不可 共 語 avacaniya 1 299 
不可 見 anidassana (無 見， 無譬） 45 188*,  208° 
〔不可 見 色〕 （|| 見 色） 25  208,  222,  245 
不可思議 ① acintiya  59 下 2 ② acinteyya  (不 
思議） 〔四 種〕 65(1)  35 ③ acchariya  (希 
有， 不思議） 6  368,  370;  7  76, 108, 109,  130, 
131, 132,  227;  23 108, 169*,  222 
不可 捨物 avissajjiya  〔五 種〕 4  260;  5  368 
不可侵 avajjha  24 108 
不可 征者 anabhibhuta  8  37 
, 不可說 na  -vattabba  64  211，  212, ぶ 14,  216 
不可 說所緣 navattabbarammapa  63  423,  425 
不可 說法 anakkhata      涅槃） 23  51 


不可 測 asaiiikha  (阿僧祇， 無數） 60 160 

不可 測 劫 aparimeyya  kappa  41 357 

〔不可能 不 存在 事， 十 種〕 33  87 

不可 悲本 生物 語 Ananusociya-jataka  (三 二 
八） 31 460° 

不可分 物 avebhangiya  5  368 

不可 樂 Anabhirati  〔經〕 （一） 一 （六 ）16 上 341 

不呵 §k ぃ簡 anavannatti-mada  47  61 

不苛 akharika 16 上 369，  370 

不快 ① arati  (不 樂， 不 欣喜） 12  342 ② asata 
不可 意， 嫌惡） 44  41,158,195 ③ Arati  〔魔 
女〕 12  209* ④ Arati  〔經〕 12  321 

〔不快 貪 あり〕 58  233 

不快 貪 論 As お arSga  katha  58  232° 

不快なる sman^pika  (〜不可 意） 1 127,128 

不快の 想 〔者〕 patikl:Qla-safifiin  (厭 逆 想 者， 
違 逆 想 者） 8 139 

不害 ① avihiriis さ （不 殺生， 無害， 安全 = 悲） 

9  71; 20  90;  24 109;  63 184  〔定義〕 46 108, 

394 ② ahimsa  (無害） 20 125;  33 155;  59 上 

381* ③ ahimsaka  (不害 者） 12  282;  25  266 

④ Ahimsaka  〔經： ） 12  281 

不害覺 avihimsa- vitakka  (無害 尋=不 害の 思 

惟） 13  225  • 

不害者 ahimsaka  (不 害） 11 上 141 

不 害と 折伏の 問 Ahims さ- niggaha- pafiho 
59 上 381 

不 害と 淸淨 avihimsa  ca  soceyyafl  ca 17 153 

不 害の 思惟 avihimsS  saihkappa  (無害 思， 無 

害の 思， 無害 思惟， 無害 念 = 不害覺） 11 下 
353 

不 害婆羅 堕婆闍 Ahiihsaka- BharadvSja  〔婆， 

比〕 12  281,282 
不 確信の も の lo!a  (動 貪， 確信な し） 47  370, 

457 

不覺樂 者 asSdiyanta 1 52 

不奸 〔者〕 asatha  (不諂 者， 不幻 偽， 無 諂， 無 

誑， 不誑） 11 上 128，  171， 172 
不完 〔色〕 aniphanna  64  27,  291 
不堪 忍 akkhanti  (嫌 惡， 不忍） 47  62,  82° 
不堪 忍 行 akkhama  pafipada  〔四 行の 一〕 8 
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307; 18  267°,  269° 
不' 款待 appatisanthara  47  62,  82°  • 
不感恩 akatavedi ほ 18  397,401 
不 寛仁 性 avadafifiu ほ （不 親愛） 47  63, 102 
不簡別 色 avinibbhoga  rupa  65(11)  55,  56 
不 il^    alonika 16 上 369,  370 
不觀察 appaccavekkhana  20  298,  299 
不氣嫌 khila-jata  2  232 
不喜 appasSda  (不信） 21 312 
不喜心 anattamana  8  317 
不喜足 ① asantutthi  (不知 足， 不滿 足， 足る 

を 知らず） 20  201 ② asantutthi ほ （不知 足， 

不知 足 性， 足る を 知らず） 17 17,  22，  23,25; 

20  224 

不喜足 者 asantuttha  (無 厭 者） 8  376 
不喜本 生物 語 Anabhirati-jataka    (一八 五） 
30 162° 

不毁壞 akhaQcJa  (無 壞， 無缺） 62 105,439° 
不詭 〔者〕 amSy さ vin    (不 il 者， 無 gl, 無 諂） 

11 上 128， 171， 172 
不機嫌 appaccaya  (不興， 不欣， 不忍， 不滿， 

無緣， 憂 悩） 24 186, 187 
不義 者 parad^rika  (姦夫） 13  382 
不吉 ① amafigeila  (凶兆） 42 129°* ② kaia- 

kapijin  (惡 運， 黑耳， 黑耳 者， 不吉 者， 不運 

者:） 36 156 

不吉 者 k5!a- ka ひ ijin    (不吉， 不運 者， 惡運， 

黑耳， 黑耳 者） 33  270,  271 
不去緣 avigata-  paccaya  (不離 去緣） 〔二十 四 

緣の 一〕 50 1， 11°,  18*,  190，  352°,  402°；  51 

3*,  33,  51, 171，  338;  52  8* 其 他； 53  3*,  24, 

77， 120 其 他； 54 108 
不去 緣廣說 avigatapaccaya-niddesa  50  402 
不 恐懼 aparitassana 14  24,  25,  28 

① 不 S 賤相 應の尋 ② 不輕 賤に關 係せ る尋 
anavannatti-patisamyutta  vitakka  (不陵 蔑 

尋， 不被輕 相 應尋， 無 蔑 相 應の尋 思） ① 47 
62,77° ② 43  201,393;  44 199,  265,351 

. 不興 appaccaya  (不機嫌， 不欣， 不忍， 不滿， 
無緣， 憂 悩） 17  301,302,322 
不行境 agocara  (非行 處） 46  350° 


不打處^7    agati- gamana  (不應 'nfftn' 行） 〔四 種〕 
8  307 

不 凝乳 認容 amathita- kappa    (不攪 乳淨） 65 
(I)  44 

不 苦不樂 adukkhamasukha  (非 苦 非 樂= 捨） 

3  62,63;  62  331 〔定義〕 62  331° 
不 苦不樂 〔者〕 adukkhamasukhin  6  44 
不苦 不樂受 adukkhamasukha  vedana  (非 苦 
非樂受 = 捨受） 5  205;  7 18, 19，  343;  9  95; 
10  28, 177,  299*,  337; 11 上 307*; 14 199;  43 
31; 57  85,86 
不苦 不樂受 相應思 adukkhamasukhaya 
vedanaya  sampayutta  cetana  51 6,  6l 
不苦 不樂受 相應法 adukkhamasukhaya 
vedanaya  sampayutto  dhammo  45 1, 264° 
349°;  47  229,  255 其 他； 51 2*;  56 174*,  350 
不苦 不樂心 解脱 adukkhamasukha 

cetovimutti 62  330 
不苦 不樂な る 心 解脱の 入 adukkhamasukha- 

cetovimutti  samapatti 10 18 
不 恭敬 ① ag さ rava  (不敬， 不 尊重， 無 敬） 〔六 
種〕 8  323 ② anadariya  (輕 侮， 輕 侮す） 2 
302,561; 3  311; 5  45*,  73*，  201; 22 下 43* 
不 恭敬 作 asakkacca- kata  22 上 62 
不具者 ko お ha  30 195* 
① 不具者 眞似 ② 不具者の 模倣 yathSvajja  (傷 

占 ひ） ① 43 190；  44  412 ② 4 15 
不空 ① amogha 16 下 281,  316; 18 101; 19 

75 ② asufifia ほ 11 下 120* 
不共 ave ひ i  22 上 306，  309 
不共住 asambhoga  4  31, 38 
不共住 者 asamvasa  5  368 
不共 住人 asamana  samvasaka  5 197 
〔不 共智， 六 種〕 40  219 

不 共通 制 asadharana  pannatti    5 1*,  7,  91, 
196,205 

不 共の 錫 磨 aveiji- kamma  22 上 306,  307,  309 

不 共の 自' 咨、 aveni  pavarana  4  313 

不 共の 僧 仂[] 報 磨 aveni  samgha-kamma  4  313 

不 共の 布薩 aveni-uposatha  4  313 

不繁 apariyapanna  (無 繁屬， 無繁， 非 所攝） 
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57  324,327 

^Sf 定 apariyapanna-samadhi  C= 出世間 定) 
62 180 

不悔 avippatis^ra    (無 悔恨， 無 追悔） 22 上 

196*；  22 下 276* 
不解 〔掲 磨〕 品 Xappatippasambhana- vagga  5 

312 

不 解脱 'に、 avimutta  citta  9  95, 112 

不敬 ① agSrava  (不 尊重， 不 恭敬， 無 敬）： 六 

種〕 5 157= ② asakk ま ra  4  309，  310;  21 15, 

16,17,21,22 
不敬 塔 鬼 事 Dhatuvi vanna  pe::avatthu  25  71 
不決定 aniyata  (非 決定， 不決定 人， 不定， 不 

定者） 46  24，  26，  30，  43，  52,  56,63,  70，  81 其 他； 

47  359,377°;  58 1, 224 
不決定 記 anekarhsika  6  273* 
不決定 罪 aniya ほ apatti  (不定 罪） 5 196 
① 不決定 〔者〕 ② 不決定 人 aniyata  (不決定， 

不定， 不定 者， 非 決定） ① 47  359，  377° ② 

5 197 

不結生 appatisandhi  40 17*,  100;  43  289;  44 

308;  57 150* 
不堅 pheggu  (樹 霄， 膚材， 纖支） 18 194;  47 

438；  439 

不 堅固 addhuva  (不恒 ） 11 上 89,  90,  91; 20 

353，  354;  41 193* 
不堅實 asara  (不 實， 無 堅實， 非 精髓） 42  75; 

43  37;  44  41， 158，  195;  59 下 347;  64  324, 

327,  392.  400 
不 fg ① amacchariya 17 155,  156, 157 ② 

amaccharin  不悝 者， 歷 なき） 47  363， 

390° 

不 捏 者 amaccharin  (無 fg， 不 {f  ， 惶 な き ） 9 
165， 175 

不幻偽 asatha  (不 諂， 不奸， 無 諂） 15  454,455 
不現觀 ① anabhisamaya 14  423 ② 

Anabhisamaya  〔經〕 （一） 一 （五） 14  423 
不現見 ① apacxakkha-kamma 14  426,  427 

② Apaccakkha- kammam  〔經〕 (一 ) 一 (五) 
• 14  426—427  、- 
不還 ① an さ gSmin  (阿那 含， 不還 者， 不還來 

者） 8  333; 17 194,  195; 18  280,  281； 22 下 


77;  23  346,347;  26  49;  30  47 其 他； 47  361, 
381°,  404,  413,  454,  470;  50  473；  57  81,102*, 
137*, 145, 146， 150, 177*,  312,  352*,  373*；  59 
上 235; [18  417〕 〔五 種〕 8  316 ② 
anagamita  (不還 位， 不 還果， 不還 性） 7 
362*;  22 上 352;  24  272* ③ anavattin 不退 
還， 不退 轉, 還らざる） 16 下 226,  318;  22 下 
325* ④ opapatika  (化生 者） 8 132, 133 

不還位 an お ami ほ （不 還， 不還 性， 不 還果） 
9 100，  101; 10  307 

不還果 ① an お ami- phala  (河那 含果） 1 154*; 
2  41*;  3  511; 4  380;  6  324,  325;  8  306; 11 
下 359，  360； 16 上 409,  410；  20 187;  22 下 
261,262;  28 175, 193, 19S;  29  96』 ぶ 他； 30  76 
其 他； 31 9， 17 其 他； 32 123;  33 166，  236 其 
他； 34  64,232;  35  246;  40 107, 124,  195,324； 
41 71,130,191*;  47  43,361; 50  370.  476;  57 
102*,  144,145, 150*,  280,282,283,312,  352*, 
373*;  58  56， 110,  346;  59 下 235  〔障礙 六法〕 
20 187 ② snagami ほ （不 還， 不還 位.- 不還 
性） 16 上 336,  415; 16 下 68， 141，  185;  23 
241*， 287， 288， 289 

①不還 果應證 位 成就 〔人〕 ②不還 果作證 向 ③ 

不還果 能 作 證向人 （D 不還 果を證 すべ く 修行 

する 者 anagamiphala  sacchikiriyaya- 
patipanna  (向不 還 果現證 者， 阿那含 向） 〔八 
應 供人の 一〕 ① 8  333 ② 57  282,322,323, 
372*，  384*,  388,  400 ③ 47  360，  383=,  470 
@  57 145，  151* 

不還 果現證 anagamiphala  sacchikiriya  (不 

， 還果 應證) 16 下 324 

① 不還果 得 ② 不還果 等 至 anSgSmiphala- 
samapatti  (阿那 含 果定） ① 40  33， 136. 164， 
336 ② 50  476 

不還 決定 anagami  niyama  58  2.  209 

①不還 者 ②不 還來者 an おさ min  (不 還， 阿那 
含） ① 4  246,  358; 11 下 359，  360； 12  255； 16 
下 13*; 17  98;  22 上 63,  321,  322;  48 下 2*, 
73*,  289*,  367,368;  58  335 ② 20  309 

不還性 anSg さ mi ほ （不 還， 不還 位， 不 還果） 
19 112,  113，  199,200 
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不還道 anagami  magga  (阿 那含 道） 40  33， 
42, 54， 75， 77， 115， 118， 120,  124,  155,  276;  41 
5,7,67;  47  43；  57 150,  154, 155,280 
不還 道具 足 者 anagamimagga-samangin  48 

下 176*, 244*;  49  475*, 491* 
不 還の 比 ii    anagamin  bhikkhu 14  263 
不 還の 法 anSvatti-dhamma  (不退 還 法， 不返 

轉 なる 法， 還らざる もの） 22 上 113* 
〔不故 思に 母 を 殺す も 堕 無 間者 となる〕 58  386 
不故思 論 Asaficicca- katha  58  386° 
不虛 avitath さ （不違 如， 不離 如） 41 18* 
不 虚妄 am さ ySvin  (不 誑， 不誑 者， 無誕， 誑な 

く  ， 無 諂） 15  454,455 
不 虚妄 性 avitatha ほ （不違 如 性， 不離 如 性） 
13  37 

不虛妄 法 amosa- dhamma 11 下 344;  24  289 

① 不後食 行者 ② 不後食 者 

khalupacchabhattika  (時 後不食 者， 不重受 
食 者） ① 19  307 ② 〔五 種〕 47  371,464 

不護 お akkheyya  〔三種〕 8  296  〔四 種〕 20  332 

不護根 門 indriyesu  aguttadvarata  (根 門 を 護 
らぬ こと， 根に 於け る不護 門， 不 守護 根 門） 
45 13，  338°;  〔9  463; 15  289,  296,  308;  46 
352°;  47  82,387〕 

不護根 門 〔者〕 indriyesu  aguttadvSro  (根 門 を 
護らざる 者） 47  362,387° 

不護根 門と 食 不知 量 indriyesu  aguttadvarata 
ca  bhojane  amattannuta  ca  (根 門 を 護ら ざ 
る と 食の 量 を 計らざる と） 17 153 

不欺証 avisamvadanata  (〜信義) 8  253 

不 好所緣 anittha  alambana  65(n)  34 
不幸 ① vyasana  (損失， 喪失， 厄難） 6  353 

② vipatti  (壞） 〔七 種〕 20  266  〔十 種〕 23  38 
不恒 adhuva  (不 堅固） 42  75;  43  37;  44  41， 

158, 195;  59 下 347;  64  326,392,400 
不 攪乳淨 amathita- kappa  (不 凝乳 認容） 〔十 

事の 一〕 4  439，  449。，  458° 
① 不告 ② 不 告示 anarocana  〔夜 斷〕 ① 4  51, 

55 ② 5  207 
不恨 anupanSha 17 155, 156，  157， 158 
不恨 〔者〕 anupanShin  (恨な き， 無 恨 者 ） 47 


362,390° 

不 te 昧 淸淨戒 aparamattha- parisuddhi  sila 

(無 執取遍 遍戒） 40  70° 
不近觀 ① apaccupalakkhana 14  425 ② 

Apaccupalakkhana  〔經〕 （一） 一 （五） 14  425. 
不近察 ®  apaccupekkhana 14  425 ② 

Apaccupekkhana  〔經〕 （一） 一 （五） 14  425 
不欣 appaccaya  (不機嫌， 不興， 不忍， 不滿， 

無緣， 憂權） 21 25，  57 
不 欣喜 ① anabhirati  (不可 樂） 3  254,  258, 

261,  262，  263 ② arati  (不 樂， 不快） 16 上 248， 

302 

不欣樂 ヽ apasanna  citta 11 下 363 
不 勤行 ananuyoga  20  298,299 
不作 爲の理 avyapSra- naya  (營務 なき 理） 64 
282 

不作 意 amanasikara  (無 作意） 11 下 201* 
不作 業 所 起 罪 akiriyato  samutthita  apatti  5 
196 

不作 者 akSraka  42  92 

① 不作法 ② 不作法 者 mut ほ cSra ① 11 上 214 
② 9 127,411; 10  34,91 

不散亂 avikkhepa  (無 散 ，専念 =定） 45 13, 
25°,  97, 111,342°；  62  257 

不死 ① amata  (甘露， 不滅， 不死の 甘露， 無 
滅= 涅槃） 3 16; 12  44,208; 16 上 151°,  215， 
415,  416,  419； 16 下 44*,  62*; 17  68*;  22 上 
174;  23  6,  75；  24  457,  517;  25  69, 117,  372； 
37  8，  245，  286,  300;  38  413；  40 17*;  42  28, 
29, 109,  124， 137， 170, 194， 213， 241， 307， 310; 
43  85, 138，  273, 274, 346; 44  89， 111， 119， 126, 
143, 145， 150, 205, 225, 226, 231, 232, 236, 257, 
381,484 其 他； 58 115*;  59 上 329，  330;  59 下 
173,  175,  176,  184，  192;  62  415；  63  20,  25, 
131,246,288;  64 102, 109, 111 ② amara  (不 
老 不死） 12 177;  39  67 ③ accuta  (無死） 24 
412 ④ Amata  〔經〕 16 丄： 419;  22 上 174 

(D 不死 界 ② 不死の 界 amata- dh^u  (甘露 界） 

① 17  465;  22 上 113 ② 23  295 
不死 僑亂 amaravikkhepa     (詭辯， 不死 不散. 

亂， 鰻の 捕へ 難 き が 如 く  ）  42  217 
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不死 句 amata-pada  (不死の 道， 不死なる 道， 
不死なる 法， 不死の 域， 無滅の 道， 甘露の 道， 
甘露の 道 足） 64 147 
不死 究竟 Amatogadha  〔章〕 16 上 212,215 
不死 鼓 〔經〕 Amatadundubhi   (= 多 界經） 11 
下 65 

不死 皇后 問 〔本 生物 語〕 Amaradevi-pamia  (— 

一二）  29  321 
不死？^   amara-gana  32  418 
不死' ぉ緣論 Amatarammana  katha  58 115° 
不死 尋 amara  vitakka  43  201,  393;  44 199, 

265,351; 47  62,  77° 
不死. 逮得者 ① am は appatta  22 上 174 ② 

Amatappatta  〔經〕 22 上 174 
① 不死な る道② 不死な る 法 ama ね- pada  (不 

死 句， 不死の 道， 不死の 域， 不死の 處， 無滅 

の 道， 甘露の 道） ① 26  44，  46,  283;  37  344 

② 26  281 

不死に 赴く 道 ama ね gami- magga  (甘露に 達 

する の 道） 16 上 151 

不死の 液 amata  pSna  (甘露） 34  234 

不死の 甘露 amata  (不死， 甘露， 不滅， 無滅） 
37  8,286 

不死の 境 accuta  thana  23  52 

不死の 國土    amata  disa  62  400 

① 不死の 施 與者② 不死 を與 ふる 者 amatassa 

data  (甘露 味 を 施し） ① 9 198 ② 11 下 261, 
311 

不死の 大 涅槃 amata  mahanibbana  32  320 
① 不死の 鼓 ② 不死の 法 鼓 amata- bheri  (甘露 
の 鼓） ① 26 137 ② 26  92 

① 不死の 戶 ② 不死の 扉 amata- dvara  (不死 
の 門， 不死への 門， 甘露の 門） ① 23  332 ② 
13  62,64,84,86,118 

不死の 梵界 amata- brahmaloka  7  256 

① 不死の 道 ② 不死の 域 ③ 不死の 處 amata - 
pada  (不死 句， 不死なる 道， 不死なる 法， 無 
滅の 道， 涅槃 道， 甘露の 道， 甘露の 道 足） ① 
13  415;  23  34;  24  457;  25 107;  27  38;  35 
S95 ② 25  93 ③ 18  91  ゝ 

① 不死の 門 ② 不死への 門 amata- dvara  (不 


死の 戶， 不死の 扉， 甘露の 門） ① 24  529 ② 
7  226 

① 不死の 藥 ② 不死の 靈藥 amatosadha ① 

35  7,20,22 ② 59 下 67 
不死 妃 AmarS- devi  39  66 
不死 不散 亂說者 amar5vikkhepika  (跪 辯 論） 

65(1)  77 

不死 品 Ama ね- vagga 16 上 419,  428 

不死 を 究竟と 爲す Amatagadha  (不死 究竟） 

〔章〕 22 上 50,51,351 
〔不死 を所緣 とする は 結な り〕 58 115 
不思議 ① acinteyya  (不可思議） 〔四 種〕 18 

140 ② acchariya  (不可思議， 希有） 16 上 93 

③ Acchariya  〔經〕 16 上 93 
不思議に 達す るの 道 acchariyagami- magga 

16 上 93 

不 自在の 正 察 avassiyapavatta- sallakkhana 
44  301 

不時 akaiika  (非 時， 無 時， 卽 時に 〔果〕 ある） 
17  254* 

不時 解脱 asamaya-vimokkha  (一時的な ら ざ 
る 解脱〜 非 時 解脱） 40  379;  57 120* 

不時 解脱 阿羅漢 asamaya- vimutta  arahant 
57 120* 

不時 解脱 〔者〕 asamaya  vimutta  (非 時 解脱） 

47  358,374° 
〔不時の 出陣 を 止む〕 30 121,353 
不時 不節 akkhaJja  asamaya  (〜非 時節， 難） 

〔九 種〕 8  344 
不 識者 ajSnant  (不知 者， 無知 者） 1 130 
〔不失 衣〕 3 193 

不失衣 認可 avippavasa  sammuti 1 335 
①不嫉 者 ② 不嫉 anissukin  (嫉 なき） ① 9 

165, 175 ② 47  363,390  = 
不 嫉と不 anissa  ca  amaccbariyan  ca 17 

155,156,157 
不質 直 ① anajjava  47  62,81° ② anujuka 15 

455 

不實 ① abhiita  (非 實， 虛言， 虚誕， 不眞， 無 
實， 僞 ）4  371*;  8  315; 11 上 169;  23  64 ② asat, 
asanta  (不 眞， 不正， 虛妄， 非淨 行， 愚惡， 無 
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所有） 24  47 ③ as5ra  (不 堅實， 無 堅實， 非 

精髓） 41 193*{i)saciyoga  (欺瞞， 不誠， 邪 

行， 邪曲） 11 下 15 
① 不實說 者 ② 不實語 者 abhiUa- vSdin ① 17 

329 ② 18  40 
不闍宗 Khujjasobhita  〔第二 結集 比丘〕 4  455 
不寂靜 AsamShita  〔經〕 13  243 
不寂靜 者 asam さ hita  (不定 者， 亂意 者， 無定， 

安靜 ならず） 13  243 
不 守護 根 門 indriyesu  aguttadvarata  (不護 根 

P!, 根 門 を 護らぬ こと） 20 199;  〔9  463; 15 

289,296,308;  46  352°;  47  82,387〕 
不 守護 〔諸 根〕 門 agutta  dvara 15 191 
不取境 色 agocaraggahika-rupa  65(n)  54 
不取著 anupada  (無 取 著， 執 取な く） 14  24, 

25,28 

不趣 agati  (不應 行， 不 行處， 非道） 40 17* 
不受諫 dovacassa ほ （惡 言， 惡言性 ） 22 下 43* 
不受の 業 avedaniya  kamma  22 上 46* 
不受樂 者 asadiyant 1 210 
不衆會 論 asaihsagga- katha  (不會 合 論， 不雜 

處論， 不雜 論， 無雑 論） 〔十 論 事の 一〕 11 下 

132, 135 
不 執著 Agayha  〔經〕 は 202 
不執藏 anaiaya  (無 執著， 非 所 執處, 非 住） 11 

下 353 

不愁 asoka  (無 憂） 40 17* 
不住法 a は hita- dhamma  8 169 
不従順 appatissa  (無 崇） 4 137, 138 

〔不従順なる 比 £〕    29  202;  30  63;  32  90；  33 

97。 

〔不從 順の ために 破滅〕 32 167;  33  99, 197 
不重受 食 者 khalupacchabhattin     (時 後不食 

者， 不後食 行者） 25  263 
不出法 amyyanika   dhamma,  aniyanika 

dhamma  (不出 離 法） 45 10，  329°,  391°;  46 

26，  51， 81 其 他； 47  245 
不順 蓋 法 anivaraniya  dhamma  45  6,  301°, 

373° 

不順 繁法 aganthaniya  dhamma  45  5,297°, 
370°  . 


不一 フ 

不順 結 法 asannojaniya  dhamma  45  4,292°, 
368° 

TMlUfl;    anupadaniya  dhamma  45  8，  311°, 
380° 

不順 雜染法 asaAkilesika  dhamma  45  9, 

317°,  383° 
不順 暴 流 法 anoghaniya  dhamma  45  5 
不膽 JS 法 ayoganiya  dhamma  45  6 
不正 ① asanta  (不 眞， 不實， 虚妄， 非淨 行， 

愚惡， 無 所有） 2  286 ② visama 〜次 項 
① 不正 ② 不正 者 visama  (不等， 不等 者， 不 

平等， 險， 除 難） ① 24  302 ② 24  90 
不正 行 anSc5ra   (不淨 行， 非行， 非 法， 非 法 

行） 5  308;  62  36° 
① 不正 思惟 ② 不正の 思惟 ayoniso- 

manasikara   (非理 作意， 非如理 作意， 不如 

理 作意， 不如理 思惟） ① 12  351 ② 8  358 
不正 思惟 （思惟） Ayoniso  or  Vitakka  〔經〕 12 

351 

不正 知 ① asampaj さ na  (不知， 亂意） 4  306; 

12 103； 16 下 207; 17 107; 18  278;  47  362, 

388° ② asampajafifia 〜次 項 
① 不正 知 ② 不正 智 asampr' jafifla  ( = 無明） 

① 8  292； 17 18,22,24,25, 154;  20  224;  22 下 

42*;  45 13，  340。；  47  62,  63，  84°,  100,  105， 

388° ② 20 199 
不正なる 生活 micchajiva  (邪 命） 8  231° 
不正 念 不正 知 asatasampajanna  22 下 2,  3,  6, 

7,8 

不正の 士    asappurisa  (不善 士， 惡 知識， 非 善 

士） 11 上 378* 
不正の 梵行 ayoniso-brahmacariya 11 下 169 
不正 法 asaddhamma  (不 妙法， 不 道德， 染法， 
非 法， 非 正 法， 邪法， 惡法） 5  231; 18  84； 
22 下 181，  182，  231 〔四 種〕 18  84  〔七 種； 不 

信， 無慚， 無愧， 少聞， 懈怠， 多 忘， 無慧〕 
5  231 

不生 anuppSda  (無 生） 40 17*, 100 
不 生起 anupapatti  40 17* 
不 生成 anibbatti  40 17* 
不 生地 ajata  pathavi  2  52 
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不生 和合 anabhiniDbatti-samaggi  42 197° 
不消化 aparipakka  63  241,246 
不淸淨 ① asuddha  (不淨 ） 1 278* ② 

avisuddha  〔； C  62  30 
不淸淨 の 見 asuddha  ditthi 1 279* 
不淸 淨言說 aparisuddha  vohara 18  329 
不聖 anariya  (非 聖） 11 下 320* 
不聖樂 anariya- sukha   (非 聖樂， 非聖 の樂） 

11 下 325,330 
不障罪 anantarayika  apatti  5 196 
〔不 障礙 神變〕 63  335 

不稱讃 avaiwa  (不 名譽, 誹謗， 不德） 47  431* 

不稱順 asahi は 18  242* 

不精 進 ① anutthana 12  62 ② hina-viriya 

(懈怠 者） 9  29 
不攝護 asarhvara  (不 律儀） 15 127,295,296， 

308,310 
不成 種子 abija 10  32,  33 
不定 aniya は （不決定， 不定 者， 不決定 人， 非 

決定） 50  367;  64  52,  59，  60,  63,  64,  67  (ニ不 

定= 不定法 ）1 322,  326;  5  253°，  365;  65(1) 19 
不定 散 亂'1>    asamahita  vibhanta  citta  9  30 
不定 者 ① aniyata  (不定， 不決定， 不決定 人， 

非 决定） 57  392* ② asamShi は （亂意 者， 無 

定， 不寂靜 者， 安靜 ならず， 不 得定） 8  376 
不定 聚 aniyata- rasi    〔三聚 の 一〕 8  296;  58 

414,416 

不定 心 asam さ hi は citta  (未 得定 心） 9  96,112 
不定法 aniyata  dhamma  (非 決定 法 = 不定） 
1 318;  45  2， 11, 272°,  329°,  357°,  392°;  47 
233,245  、 
不淨 ① asubha 1 113; 10  219; 11 下 87; 16 
下 132， 193， 194; 18  273;  20  220;  22 上 4， 11； 
23 143；  24 126;  25  321,  337,  349;  40  435* 
〔不 I 貪欲〕 10  219; 17  327;  22 上 4， 11; 23 
143, 332 ② asuci  (不淨 物， 良 W 1 185*, 
348;  3  513，  514;  5  7,  54; 11 下 216; 17  485， 

486; 19  348;  22 上 35，  36，  52;  24  72,  74;  25 
200,  411; 28  289，  290 ③ asuddhi  24  346  @ 

aparisuddha  3  302 ⑤ akappiya" (不淨 事, 不 

淨物， 不淨 食） 2  520  ©  appatirupa  (不適 


當） 2  286 ⑦ sukka  (精液， 精） 〔十 種〕 1 

188° ⑧ raja  (塵） 28  241* ⑨ Asubha  〔經〕 

(一) 一 （六） 16 上 341 
〔不 淨戒〕 （第一 波羅 夷） 1 1°  〔學 處〕 1 36， 188 

〔犯 不犯〕 1 44-63，  191-199 
不淨界 asubha  dhatu  20  83 
不淨觀 ① asubha- bhavanS 1 113;  30  251 (D 

asubhanupassin  (不淨 の觀） 23  332 
〔不 淨觀〕 9  93; 11 下 87, 101; 20  220;  23 143; 

24  72;  46  273 
〔不淨 觀と厭 身 自殺〕 1 113 
〔不淨 觀ー貪 心〕 10  219;  23  332 
不淨行 ① ajjhacara  (增上 行， 小 罪， アツ デャ 

—チヤ一 ラ） 5  290  ®  anacara  (不正 行， 非 

行， 非 法， 非 法 行） 46  349° ③ methuna - 

dhamma  (淫 法， 淫法， 淫欲 法， 娃事， 不淨 

法， 交會， 交會の 法， 邪娃） 1 319;  34  401* 
不 淨業處 asubha  kammatthana  28  351,352; 

63  69,  78  〔雜 論〕 62  381 〔修習 法〕 62  355 
不 淨業處 の解釋 Asubhakammatthana- 

niddesa  62  3oj° 
不淨 三昧 asubha- samapatti  (不 淨定) 1 113， 

115 

① 不淨事 ② 不淨食 akappiya  (不 淨， 不淨 物） 

①  2  530 ② 2 131； 5  317 
不淨者 asuci  (不淨 ） 15  283 

不 淨臭處 vasal a  duggandha 1 222 
不淨處 ① ukkSra  bhQmi  28 12, 13 

②  uccaratthana  41 222 

〔不 淨處に 入れる 者の 譬險〕 28 12， 13;  41 222 
〔不淨 慮の 小屋と 四 人の 譬喩〕 63  231 
不淨性 asucka 19  374 
不淨定 asubha- samapatti  (不淨 三昧） 42 

216,320;  43 131,143,  360,406;  44  21 
不淨說 asubha- katha  43 163,316;  44  294 
不淨說 法 aparisuddha  dhammadesana 13 

292° 

不淨相 asubha-nimit は 16 上 304; 17  5,  327; 

19  41; 22 下 30;  25  321; 62 153,  355，  357* 
〔不淨 相 一 無 貪〕 17  327 
〔不淨 相の 把握に 行 く 規定〕 62  356 
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不一 フ 


不淨想 ① asubha- safms  7  38;  8  331,  380; 12 
325; 16 上 341; 17  61; 19 108，  114, 115,388; 
20  263,  292°,  409，  410;  22 上 53,  349,  353, 
354°;  22 下 274;  23  344;  24 126;  25  225,337, 
349;  59 下 189;  62  42， 197;  〔20  61〕 〔六 種〕 
18  29  (D  Asubhasanna  〔經〕 22 下 274 
〔不淨 肉， 三種〕 3  317; 10 132 
不淨 の解釋 asubha-niddesa  63  26 
不 淨の觀 〔者〕 asubhSnupassin  (不 淨觀） 10 
79,80 

不淨法 ① asuddha-dhamma  3  9  (2) 
methuna- dhamma (淫 法， 娃法， 淫欲 法， 淫 

事， 交會， 交會 事， 交會の 法， 邪淫， 不淨 行） 

1 28,  33，  43°，  110，  273，  283;  4  429,  441，  442; 

5  2,53,  77*,  81,372;  7  256;  8 12 
不淨法 を 行 ふ dGseti  3 145 
不淨梵 行 aparisuddha-brahmacariya  20  301, 

302;  62 103 
不淨物 ① asuci  (不淨 ） 7  338; 15 181 ② 

akappiya  (不 淨， 不淨 事， 不淨 食） 5  221 
不淨 物の 淸除者 pupphacha4 お ka  (花棄 て 人， 

花 掃除 夫， 汚 稳屋) 25  230 
不淨樂 mi!ha- sukha  (稼 樂， 穢 汚の 樂） 19 

40,41; 20  84,85;  21 308 
不淨漏 精 asuci- sukka-visatthi  57  221* 
不淨論 asubha-kathS 16 下 193, 194 

①不淨 を淨な り とする 顧 倒 ②不淨 を 淨と謂 ふ 
顚倒 asubhe  subhan  ti  vipallaso ① 64 
83 ② 18  92 

不淨を 出す sukka- visatthi 4  59* 

不信 ① asaddha  (不信者， 無 信， 信 無く  ）  8 
330 ② assaddha 11 上 126; 19  4*, 155；  20 
203，  204;  40  207 ③ assaddhiya  20 187, 188; 
22 下 2,  3,  6,  7，  43*;  47  63, 102°;  63  308, 
321; 64  57，  441 〔定義〕 47 102  @  assaddhi 
41 99    (g)  asaddahanata  59 上 317  ® 
appas お a (排 誇） 16 下 277,284 ⑦ dobha  = 
dubbha  7  257 ⑧ visamvadana  22 下 32 
®  Asaddha  〔經〕 13  234 

① 不信者 ② 不信 〔者〕 asaddha,  assaddha  (不 
信， 無 信， 信 無く） ① 9  67,70,73; 13  234*; 


19  56,253 ② 3 111; 11 h 172; 13  303,304, 
305; 18  382,  399,  403 
不信の 板 本 五 Asaddhamulaka  panca  〔經〕 
13  236 

不眞 ① abhQ ね （不 實， 非實， 無實， 虚誕， 
僞， 虚言） 24 144,  251 ② asat  (不 實， 不正， 
虚妄， 非淨 行， 愚 悪， 無 所有） 8  43 

不寝番 本 生物 語 JSgara- jataka  (四 一四） 32 
406° 

不瞋恚 ① avySpSda  (無 無 瞬恚， 無恚， 離 
iM)  62  90 ② avyapajjha,  abyapajjha~ 
abyabajjha  (無 瞋， 無 瞋恚， 無瞋 害， 無恚， 
無害， 無 損害， 害心な く  ）  3  324,  325，  326； 
25  233 

不瞋恚 者 avy さ panna-citta 11 下 287* 
不瞋覺 avyapSda- vitakka  (無 恚尋， 無 瞋の考 

想） 13  225 
不 親愛 avadafifiu ほ （不 寛仁 性） 22 下 43* 
不 衰退 法の 人 aparihanadhamma  puggala 

22 上 345,346 
不衰法 aparihaniya  dhamma  (不退 法， 不損 

法） 〔七 種〕 20  252,  258*,  269* 
不隨觀 ®  anupalakkhana i4  425 ② 

Anupalakkhana  〔經〕 （一）一 （五） 14  425 
不隨犯 制 anuppanna— pafinatti  5 1*,  7，  91， 

196，  205 

不 制御 根 （多 比&)   Pakatindriya  or 
Sambahula  bhikkhu  〔經〕 12  352 

不誠 saciyoga  (不 實， 欺瞞， 邪 行， 邪曲） 8 
231 

不切斷 acchidda  (無 斷， 無 瑕， 無 穿， 無 隙） 

62 105,439° 
不殺 mSghSta  3  381 

不 殺生 ① avihiihsS    (不 害， 無害， 安全 ） 6 
394* ② panatipata  veramani   (離 殺生, 離 

斷 生命， 殺生の 離， 殺生 を 離る る こと， 斷人 
命よ り 遠 離） 3  342; 〔17  342;  23 101; 65 
(no 1， 5,  9，  26，  32,  57°，  64〕 〔報果 一相好〕 8 
194; 11 下 277 

不節制 &1113«36&(1(量を知らず，不知量）31 37 
不攝生 asappgya-kiriyS  22 下 32 


(779) 
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不全 形 nimitta- mat ほ （少相 女） 1 217 
不染汚 法 asankilittha-sankilesika  dhamma 

(不 已雜染 順雜染 法） 47  230 
不染 不污法 asankilittha-asankilesika 

dhamma  (不 已雜染 不順 雜染 法） 47  230，  255 
不善 akusala    (惡） 2  29;  4 140*;  6  33*; 17 

159,483,485;  22 下 173,174,223,224;  40  74, 

108,113,  140,  141,  167,  174，  218；  41 24,25, 

183;  42  74,  335;  43  52,  67;  44  65,  88;  47 

201*  228*;  49  47*; 〔18 105〕 
不善 異熟 akusala- vipaka  45  350*;  50  477*; 

〔64  39。〕 

不善 異 熟意界 akusalavipaka-manodhatu  50 

480;  〔45 166;  46  255,435〕 
〔不善 異熟 意識 界〕 45 167;  46  255，  435 
〔不善 異熟 眼識〕 45 164;  46  253,  434 
不害異 熟五識 akusalavipaka-pancavinnana 

50  480 

不害異 熟 ,[>    akusala -vipaka  citta  65(n)  2; 

〔45 164;  46  253,434〕 
〔不善 異 熟耳識 乃至 身識〕 45 165；  46  253,  434 
不善 異熟無 因 意識 界 akusalavipaka- ahetuka- 

manovinnana-dhacu  50  480 
不善 因 akusala- hetu  (= 不善 根） 〔三種〕 40 

425*；  45  277;  50  360 
不善 戒 akusala- sila 11 上 31,32°;  40  74;  62 

30 

不善 界 akusala- dhatu  〔三種〕 8  295 
不善 口 業 akusala- vacikamma 11 上 32 
不善 業 ① akusala- kamma  40 132*,  433°;  65 

(11)  44，  45 ② UpasSdika   (非淨 行， 不 端正） 

〔五 種 過 患〕 5  224; 〔19  354,355〕 
不善 業 道 akusala- kammapatha    〔十 種〕 8 

349;  64  448,  450 
不善 根 akusala-mQla  (不善の 根本 = 不善 因） 

〔三種〕 4 137;  5  210；  8  294； 17  328,  330；  23 

294;  45  263;  46  268,269,295,  297;  48 上 3*, 

11*;  56  425;  58  241* 

不善 根倶 生の 法 akusalamula-sahaiata 
dhamma  48 上 12* 

〔不善 根と 不善 法との 關係〕 48 上 3,11 


〔不善 根 は 善根に 結續 す〕 58  241 

不善 士 ① asappurisa  (非 善士， 惡 知識， 不正 

の士） 16 上 171,  172; 18 133*,  314*,  380*;  47 

366,415° ② Asappurisa  〔經〕 （一） （二） 16 

上 171,172 
不善士 地 asappurisa-bhumi 17  93,  94 
不善 士法 asappurisa-dhamma  (非 善士 法） 22 

下 182,232 

不善 思 ① akusala- cetana  (〜不善の 思惟 ） 50 

96，  386 ② akusala- cinta 16 下 335 ③ 

akusala-sankappa  (不善 念） 〔三種〕 8  294 
不善 色 akusala-rupa  58  95-~ 
不善 聚 akusala- rasi 16 上 364; 19  87 
不善 心 akusala- citta   5  205,  349；  45 106;  49 

20；  (64  35°； 
〔不善 4> 所と 相 應 する 心〕 65(11) 12 
不善 心 所有者 akusalacitta-samangin  50 146 
〔不善 心と 相應 する 心 所〕 65(11) 17 
不善 心 等 起の 口 業 akusalacittena  samutthita 

vacikamma  d8  96* 
不善 心 等 起の 身 業 akusalacittena  samutthita 

kayakamma  58  95，  96 
不善 身 業 akusala- kayakamma 11 上 32 
① 不善 尋思 ② 不善尋 akusala-vitakka  (=不 

善 思， 不善 想） 〔三種〕 ① 23  324,  333 ② 8 

294; 16 下 334 
不善 想 akusala- saM さ 〔三種〕 8  294 
不善 等 起の 色 akusala-samutthana  rupa  48 

上 12* 

不善 人との 同 住 asanta - sannivSsa 17 121, 122 
不善 念 akusala-samkappa レ 不善, §0 11 上 
32,34° 

不善の 根本 akusala- miila  (不善 根） 9  75 
不善の Sl'lt   akusala-sancetana  (〜不善 思) 

22 下 250*, 257,258 
不善 不相應 の 心 akusala-vippayutta  citta  49 

54*， 83。，  112* 
不善 法 ① akusala- dhamma  7  222; 16 上 169; 

20 164*;  22 上 23*;  44 113，  152,  248;  45 1, 

106-122，  263°,  349°；  46  366;  47  228,  255*; 

48 上 3*, 11*;  49  47*;  50  4*, 14* 其 他； 56 
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169*，  346*；  58  53,  54;  59 上 25 ② akusala- 

bhagiya  dhamma 17 15* ③ Akusala- 

dhamma  〔經〕 16 上 169 
〔不善 法と 不善 根の 關係〕 48 上 3,11 
不善-法の 捨離 akusalanam    dhammanam  . 

pahanam 11 h  281 
不麁罪 adu は hul ほ apatti  (非齒 罪， 非麁 重犯） 

5 196 

不 相應緣 vippayutta-paccaya  〔二十 四緣の 一〕 
40  426;  50 1, 11°,  18*,  183,  350°,  395°;  51 
3*,  51, 100,  160,  217,  326;  52  8*,  58*,  105*, 
142* 其 他； 53  20*,  58,  95， 117 よ!^ 他； 54 15, 
37，  60，  79 其 他； 64 100，  180,  190°,  238,  242, 
243,247 其 他； 65(11)  71 

不相應 緣廣說 vippayuttapaccaya  niddesa  50 
395 

不相應 〔なる ものとの〕 相應 Vippayuttena 

sampayutta  47  278° 
不相應 〔な る もの の〕 所攝 と 非攝 Vippayuttena 

sangahita  asangahita  47  307° 
不相應 〔なる ものの〕 不相應 Vippayuttena 

vippayutta  47  284° 
不 聰明 avyatta  (無能， 未熟者） 3 104,  108， 

160 

不雜 amissi- kata  3  326 
不雜色 akammasa  (不 穢， 無 汚, 無 瑕） 62 
105,439° 

① 不雜論 ② 不雜處 論 asarhsagga- katha  (不 
衆會 論， 不會合 論， 無雑 論， 他と 雜處 せざる 
話， 世間に 染まざる の 稱說） ① 22 上 3, 10 
② 19 162, 163;  22 上 297 

不存續 anayiihana  40 17*, 100 

不損 Aparihani  〔經〕 16 上 276 

不損減 asallekha ほ 5  205 

不損法 aparihaniya  dhamma  (不退 法， 不衰 
法） 〔七 種〕 16 上 277 

不 尊重 agSrava  (不敬， 不 恭敬， 無 敬） 4 137， 
138 

不 尊敬 anSdariya  (不 恭敬） 47  63， 101 
不適 〔者〕 unnala  (高慢， 高慢なる， 懦傲， 僑 
慢， 傲慢， 尊大， 虚誇， 心 騒がしぐ） 11 上 

'  ( 


355 

不他性 anafifiatha ほ （不異 如 性） 64 156, 157 
① 不墮法 ② 不墮惡 趣 ③ 不墮惡 趣 者 avinipSta 

dhamma  (不退 轉法， 不惡趣 法） ① 14  323*; 

16 下 2,22,26 ② 7  327; 13 100,  103, 105 ③ 

6  223 

不怠 asallinatta  40  3， 172 

不退 appativ5pi  (不 返轉） 16 下 368;  20  40, 

41; 21 276,277;  22 上 332,  333，  334，  335，  338， 

339,  340， 341， 347， 348 
不退 還 法 anSvatti- dhamma  (？^ 還の 法， 不退 

轉 なる 法， 還らざる もの） 47  455 
〔不退 失の 六 因〕 20  69,70, 190 
不退 轉 ®  anivatti  41 275  (|)  aparihana  (~ 

不衰， 不損） 13  304,  305 ③ appativam  (不 

退） 13 193  @  avinipata  (不 墮， 不墮惡 趣， 

不惡 趣） 7  58,59 ⑤ Appativapi  〔經〕 13 193 
不返轉 者 anivattin 19 102 
不退 轉 なる 法 anavatti  dhamma  (不退 還 法， 

不 還の 法， 還らざる もの） 22 上 72，  73 
不退 轉法 avinipa は- dhamma  (不 墮惡趣 者， 

不墮 法， 不惡趣 法） 7 144 
不 返の 精進 asallina  viriya  (不動の 精進） lo 

下 208 

不退 法 ① aparihana  dhamma 15 122,  12o, 
124;  20 165, 170, 171 @  aparihani-dhamma 
47  358,375°;  57 100 ③ aparihaniya 
dhamma  (不衰 法， 不損 法） 〔六 種〕 7  39 〔七 
種〕 7  32 

不 端正 者 ap お adika  (不善 業， 非淨 行） 〔五 失〕 

19  354,355;  〔5  224〕 
不 誕生 aj お i  40 17* 

ス斷鬼 事 Abhijjamana-petavatthu  25  55 

不斷經 Anupada  sutta 11 下 1° 

不斷の 三昧 anantarika  samadhi  (無 間定， 無 

間 三 摩 地） 23  6 
不斷 の法觀 anupada  dhamma-vipassana li 

下 1 

不斷品 Anupada  vagga 11 下 1° 

不知 asampajSna  (不正 知， 亂意） 3  513,514 

不知 惡行非 福の 問 AjSnantassa  papakarana- 


フー 不 

apunna  panho  59 上 336 
不知 恩 akatafifiu ほ 18  397,  401 
不知 者 ① ajSnant    (不 識者， 無知 者） 1 52， 

210 ② お aiicicca  (無意 者， 無 識者〜 不故 思） 

1 130 

不知 足 ① asantutthi  (不喜 足， 不滿 足， 足る 
を 知らず ） 3  81; 4  2; 〔19  203〕  ©  asantuttha 
(無 厭 者） 22 下 53 ③ asantutthi ほ〜 次 項 

① 不知 足 ② 不知 足 性 asantutthi ほ （不 喜定， 
足る を 知らず） ① 5  205;  62  213 ② 47  63， 
100" 

不知 量 amattafifiu ほ （〜量 を 知らず， 不節制） 
5  205 

① 不癡 毘奈耶 ② 不癡 1^ 尼 aniQ!ha- vinaya 
〔七 止 諍の 一〕 ① 8  333; 11 上 321,323°; 17 
162;  20  404 ② 2  335,  564;  3  565*;  4 125°, 
127,128,154*;  5 159, 178，  207,  243,  264*,  383 
〔因緣 と 作法〕 4 125°   〔如法と 非 法〕 4 127, 
128 

不癡呆 aja!a 18  440 
不注意 pamada  (放逸， 镧惰） 10 174 
〔不偷 盗〕 （離 不與 取） 17  342 
不 超越 anativattana  40  26;  41 9*,  37 
不調 御の 死 adanta-marana 11 下 166， 167 
不聽- 等; 起 ananunnata  samutthana  5 154 
不通 達 ① appativedha 14  424 ② 

Appativedha  〔經〕 （一） 一 （五） 14  424 
不適 能 罪人 abhabbSpattika  5 197 
不 asatheyya 17 155, 156, 157 
不諂 〔者〕 amSySvin  (不誑 者， 無 K, 誕な く  ， 

不 虚妄， 無 諂: 363,  391° 
不轉 appavatta  40 17*, 100 
不轉生 anabhinibbatti  22 下 12 
不轉生 法 anavatti  dhamma 17  403 
不顒倒 avipallattha 11 下 120* 
不唐措 avanjha 16 下 15* 

不等 visama  (不等 者， 不平等， 險， 險難， 不 

正， 不正 者） 24  327 
不等 觀 ① asallakkhapS 14  425 ② 

Asallakkhana  〔經〕 （一）一 （五） 14  424 
不等 察 ① asamapekkhaija 14  425 ② 

( 7l2 ) 


Asamapekkhana  〔經〕 （一） 一 （五） 14  425 
不等 姿勢 所 生 病 visamaparihara-ja  abadha 

(不平等 姿勢 所 生の 諸 病） 42 18,24,  67，  381; 

43 165, 178，  237，  336，  340;  44  23,95,372,  416 
不等 姿勢 〔病〕 visama- parihara  (不平等の 姿 

勢， 險 難の 襲來） 59 下 148，  149，  151， 157 
不等 者 visama  (不等， 不平等， 不正， 不正 者， 

險， 險難） 24 169 
不等 衆會 visama  parisa 17 115 
不同 住 地 nanasamvasaka-bhumi  〔二種〕 3^ 

592 

不同 分 visabh さ ga   (非 同 分， 異分， 非 相似)' 
47  324 

不同 類活命 〔者〕 asabhSga- vuttika 19  20,21 
不動 ① akuppa  3  21; 9  310; 11 下 129; 19 
165*,  276;  57 137, 138, 150* ② acala 18 152 
③ aneja  (不動の 性， 無 動 著） 24  361; 43 
155，  293,  295;  44  57;  58 12, 13,  421, 422 
anejja  3  326; 11 下 161,162;  22 上 83,84  (B> 
ananja 11 上 341*  ©  anenja  63  209,308°, 
321, 322 ⑦ anifijana  40  26,  80;  41 36  ® 
thita  (住 立） 6 16， 17, 19，  86 ⑨ linat は （昧 
劣， 退 縮） 20  275,276 
不動 果等至 anenjaphala-samapatti  59 下 19L 
不動 行 ① Snefija  sankhara 13 121， 123 ② 
anenjabhisamkhara  (不動 現行) 〔三 行の^〕 
8  297;  41 115;  42 132,133,287,311; 43 126, 
274,  276,  296;  44 114，  269，  346;  47  52;  58 
311,  419;  64 177°, 179, 194, 208, 228, 229, 25 & 
〔不動 行と 結 生， 轉起〕 64  228 
不動 解脱 akuppa  vimokkha  40  378 
不動 現行 anenjabhisankhara    (不動 行) 40 
206;  46 181°, 182 

不動 三昧 Snefija  samadhi    (安闍 三昧） 23 
125， 126 

不動 沙門 samapa  m  acala  8  311; 18 152% 

156°,  157°,  158°;  47  370,454° 
不動 aneja  (不動） 44  243 
〔不動 住〕 18  323 
不動 衔 ananja  karana  29  300 
不動 處 acalatthana  24  511 


不動心 解脱 akuppa  ceto- vimutti  8  359; 13 

351; 15  452,453;  40  57 
不動 f 言 acala  saddha  =  aveccappasada 18 

100; 19  75 

不動 信 〔者〕 aveccappasanna (證淨 者） 17  36, 
37 

不動 想 ananja  sanna 11 上 343,  345 
不動に 心 を 傾く    apafijadhimutta 11 上 331 
不動の 性 aneja  (不動， 無 動 著） 14 132 
不動の 精進 asallina  viriya  (不退の 精進） 1 6 
不動の 智 akuppa- fiaija  8  359 
不動 法 akuppa  dhamma 19 177;    47  358, 
374° 

不動 品 Macala- vagga 18 145 
不動 利益 經 Apafijasapp さ ya  sutta 11 上 340° 
不動 利益 行 道 Spafijasapp き patipada 11 上 
341* 

不動 論 Anefija- katha  58  420° 
不動 を 作意す ananjam  manasikaroti 11 下 
130， 131 

不道德 asaddhamma  (不正 法， 不 妙法， 染法， 
非 法， 非 正 法， 邪法， 惡法） 8 108 

不得 a ほ bha  (不利， 不利 得， 衰） 〔八 I 让 法の 
一〕 8  339 

不德 ① apufifia  (非 福， 非 福 業， 惡） 12 194 
② avawa  (不稱 讚， 不 名譽， 誹 誇） 18 133* 

不 貪欲 者 anabhijjhsm  (無 貪欲 者） 11 下 287* 

不 敦厚 asoracca  47  62,82° 

不那奇 Pmmaka ① （布 漏拏 法） 〔溥。 轉輪 王〕 
26 199 ② 〔夜叉〕 38  414,428*,  437*,  496* 

不難 khapa  21 105 

不尼 Puijpika  〔婢〕 11 上 262 

不 柔和 amaddava  47  62,  82° 

不如意 by さ ruddha  (違和） 43  244 

不 如法 adhammika  (非 法， 非 如法） 2  329* 

(D 不如理 作意 ② 不如理 思惟 ayoniso - 

manasikara  (非理 作意， 非如理 作意， 不正 
思惟） ① 43 141，  142,  374,  375°;  47  63， 
105°;  58  242,243;  64  63,66,195 ② 17  5 

不饒益 anattha    (不利， 無義， 無益， 無 利， 
非 義:） 22 上 90,  91  ' 


不一 フ 

不忍 ① akkhanti  (不堪 忍， 嫌惡） 〔五 失〕 19 
352,353 ② appaccaya  (不機嫌， 不欣， 不興， 
不滿， 無緣， 憂惱） 18  356* 
不^ 女 vafijha  itthi  (〜石 女， 無兒 女） 1 225, 
226 

不熱心 anS ほ pin 13  288。 
不能 Abhabba  〔經〕 22 下 41, 129 
不能 行 〔者〕 abhabbS- gamana  47  359，  377° 
不能 處 abhabbattMna  〔五 種〕 8  313 
不 Q  anupayasa    40 17*    (2)  apalasa 17 

155， 156， 157 
不權 〔者〕 apa! お in  47  363,390° 
不拔 ① sStacca   (恒常， 堪忍， 堅忍） 13 193 

② S さ taccam  〔經〕 13 193 
不斑點 asabala  (無雑） 62 105,439° 
①不彼 作 性 ②不彼 所 成 性 atammaya ほ （無 彼 

作 性， 無渴 愛） ① 11 下 304 ② 64  423 
不被輕 相應尋 anavannatti-patisamyutta- 
vitakka   (不陵 蔑尋， 不輕 晓相應 の尋， 不輕 
賤に關 係せ る尋， 無 蔑 相 應の尋 思） 17  418 
不悲 aparideva  40 17* 
不平等 ① atula  (無 等） 23 190 ② visama  (不 
等， 不等 者， 險難， 險， 不正， 不正 者） 17 
484,486;  23 166 
不平等 行 visama- cariya   (非 正道 行） 17  84; 
22 上 324;  22 下 262* 

不平等 姿勢 所 生の 諸 病 visama- pariMra-j'a 

abadha  (不等 姿勢 所 生 病） 22 上 355 
不平等の 姿勢 visama-parihara  (不等の 姿勢， 

險 難の 襲来） 18 153,154 
不平等 部 Vetulla  (方 等 部） 〔部 派〕 60  403 
不病 avyadhi  40 17* 

不貧 ① adalidda 16 上 298 ② Adalidda  〔經〕 

16 上 298 
不擯滅 人 anasitaka  5 197 
不怖畏 抑制 〔者〕 sbhayiiparata  47  359,  377° 
不覆 〔者〕 amakkhin  (無 覆 〔者〕） 47  363,390° 
不覆藏 別 住 apaticchanna- pariv お a    (非 覆藏 
別 住） 5  207 

不覆藏 摩那埵 apaticchanna  manatta  5  201 
不 覆と 不 f 繮 amakkho  ca  apalaso  ca 17  ； 55^ 
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156,157 

不覆蔽 〔膜〕 apaticchanna  〔- kiIomaka〕  63 
54,263 

不忿 〔者〕 akkodhana   (無忿 〔者〕， 無瞋， 忿な 

き ） 47  362,390° 
不忿 と不' [艮 akkodho  ca  anupanaho  ca 17 

155， 156， 157, 158 
不平 khiya- dhamma  2  240*;  5  39,  70 
〔不平 比丘〕 33  238 

不變易 法 aviparinama-  dhamma  (非 變異 法) 
11 下 392*; 14 157，  158;  57 163*;  64  398, 
399 

不變の 法 acavana- dhamma 12  243,  244 

不法 ① adhamma  (非 法， 邪法） 24 162;  31 
350 ② anesana  〔二十 一種〕 30 133 

〔不法 十 事〕 34  68 

〔不法なる 生活 を 離れよ〕 30 133 

〔不法の跋鳳と帝釋の^^；嚇〕 34  65 

不 放逸 ① appamada  (精勤） 3  399;  6 16*;  7 
95,144;  8 128,  133,3  23,  358; 10  300,  301; 
11 上 142; 12  36, 146，  149,  373; 13 194; 16 上 
214,216,  218.  284,  346; 16 下 61; 17 16,  22, 
23,25,454; 18  212,213;  20  69, 116, 117,225, 
376*;  22 上 235，  236,  237;  22 下 19*;  23  20*, 
227,  261,  262;  24  67, 123;  25 193，  266;  43 
186°,  187,  221,  224;  44  59;  60  46  〔定義〕 42 
85°;  43 186,187,222;  44 116  〔阿羅漢 は 自然 
に 具足〕 15 199  〔有學 は 得ん と 努力すべし〕 
15  200 ② appamatta  (不 放逸 者， 精勤） 3 
610;  9  364,  365,  433，  434; 11 上 245; 11 下 
154，  155,  156; 12  240; 13  396;  20  38;  21 
274;  42  85°;  44  71,115°;  59 下 261，  279，  280, 
292,  329,  330 ③ Appamada  〔經〕 13 193; 
16 上 191; 22 上 235  (—）  （二） 12 145-146; 
16 上 191 194, 198-200,203- 206 
不 放逸 具足 appamada  sampada 16 上 191, 

194, 198， 200， 203， 206 
不 放逸 appamatta    (不 放逸， 精勤） 9  67， 

•  70,  73; 18  58  、 
不 放逸 0-:    appamada  vihara 16 下 304 
不放浼 住 者 appamada  viharin 15 125, 126 


〔不 放逸と 放逸〕 23  20 
〔不 放逸 なれ〕 33  9，  21 

不 放逸 （こ 行ず appamadena  sampadeti 13  42 
①不 放逸に よりて 精進せ よ ②不 放逸に 勤めよ 

appamadena  sampadetha ① 7  95, 144 ② 

12  267 

不放 逸の 尊敬 appamada  garavata  20  269 
不放 逸品 ① AppamSda-vagga 16 上 213， 
218,  430; 16 下 83, 151,  177;  60 179;  65(1) 
61 〔遠 離 依 止〕 16 上 346; 16 下 74,  90  〔欲 貪 
調伏〕 16 上 352; 16 下 79，  95  〔法 句經〕 23 
20°  〔經〕 16 下 176 ② Appamattaka-vagga 
17  52 

不放 逸 を 以て 作 さるべし appam5dena 
karaniyam 10  300,301 

不犯 ① anapatti  (無罪， 無 犯， 非 罪， 非 罪過） 
1 46*,  52,90, 123*  130,  167,  195*,  210,  225， 
242,333,341; 2  6,287,302*，  346，  363,  396*， 
420,  559*，  561; 3 114,  115;  4  429;  20  399*; 
59 上 336,337 ② anapanna  3  545 ③ 
avitikkama  40  73*;  62 14， 15,  90* 

不滿 ① appaccaya  (不機嫌， 不興， 不欣， 不 
忍， 無緣， 憂 悩） 8 13, 14,  207;  9 161,  164, 
168，  173，  437; 11 下 278;  31 11 ② appatita 
9  40* 

不滿足 asantutthi  (不喜 足， 不知 足， 足る を 

知らず） 4  385,386;  21 204,205 
不滿の 思 ujjhSna  safiiiin  (嫌 責） 2  314 
不明 智者 avedagn 15 133, 135 
不眠 jagara  〔經〕 12  4 
不名 聲怖畏 asiloka  bhaya  (汚名の 怖畏， 非難 

怖畏） 221: 21 

不名譽 avaiwa  (不稱 讚， 誹 誇， 不德） 2  346 

不明瞭 所緣 avibhuta  alambana  65(11)  32 

不滅 amata  (不死， 甘露， 不死の 甘露， 無滅） 
25  301,303,304,324 

不滅の 池 amatanta}a  (甘露の 池） 28 11 
不滅の 語 amata  vaca  25  322 
不滅の 道 accuta  pada  25 160,351 
〔不 妄語〕 17  343 

不忘念 upa は hita  sati  (住 念， 念 現前， 持 念， 
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專念， 具 念， 存念， 確立せ る 念， 正 念 者， 正 

念 あり， 正 念 樹立 者） 3 111 
不與 Adinna  〔經〕 16 下 406 
不與取 ① adinnSdana    (偷 盗， 窃盗， 與 へら 
-れ ざる を 取る） 1 283;  2  515;  3 165;  4  429; 

5  356，  357;  6  5，  95;  7  360;  8  84，  238,  239, 

260,349;  9  71; 11 上 115; 16 下 406; 17  342, 

492; 18  364,  443;  22 下 123,191* ② adinna- 

adiyana  5  81 
〔不與 取戒〕 （第二 波羅す 0 1 66°  〔學 處〕 1 74 

〔犯 不犯〕 1 77-111 
不與取 者 adinn さ dayin   (偷盜 者， 與 へられ ざ 

る を 取る 者） 11 下 33°，  45; 13 100, 104,  244*; 

18  380，  384;  47  415* 
不與 义 より 遠 離の 學處 adinnadana  veramani 

sikkhapada  (不偷 盗戒） 46  411,413 

①不與 取 を 離る る こと ②不與 取の 離 

adinnadana  veramani  (不偷 IS) ① 18  443 
② 16 下 237; 〔17  342〕 

不與本 生物 語 Asampadana- jataka  (一三 一) 
29  405。 

不與品 Asampadana-vagga  29  405° 
不與物 adinna  5  53 

不羊 lis    anelamQga  (不啞 〜無啞 羊） 18  440 

不抑制 asarhyama 12  62 

不樂 arati  (不快， 不 欣喜） 10  219,279; 11 下 
110; 17  5;  20  223;  24 157;  42  23, 141; 43 
124,244,379°；  44 178,  420；  47  61,62,68°, 
98；  59 下 127;  63  70, 184*  189，  287;  64  63 ② 
Arati  (不快） 〔魔女〕 24  324;  42  276 

不亂 avisarin  (分 了， 短音） 〔八 音の 一〕 7  219 

不亂相 avyagga- nimitta 16 上 250，  304;  62 
263 

不蘭迦 葉 Piirapa- Kassapa  (富 蘭那迦 葉， 富 
樓那迦 葉） 〔六師 外道の 一〕 6  73,  79*;  7 138; 
11 上 3，  4;  24 186;  29  500  〔主張 一 無 作用 論〕 
6  80° 

不利 ① a ほ bha 〜次 項 ② ahita 12 122, 163 
① 不利 ② 不利 得 a ほ bha  (不 得， 衰） ① 2  347 
② 42  359 

不利 玉 kali  (惡 運， 骰子） 7  398,  399 


〔不利と なる 六 事〕 37 195 

不離 戒 avirati- sila  62  26 

不離 間 語 apismia  vSca  (不兩 舌） 18  247,400 

① 不離 去 緣 ② 不離 緣 avigata- paccaya  (不去 
緣） 〔二十 四緣の 一〕 ① 64 100,  101,  180， 
192°,  194,238,  241*,  247 其 他； 65(11)  71 ② 
63  285, 286 

不離 如 avitathS  (不違 如， 不虛） 16 下 353, 
361; 58 11 

不離 如 性 avitatha ほ （不違 如 性， 不虛妄 性） 
58  6 

不 律儀 ① asariivara  (不攝 護 ） 5  3;  20  225; 

22 下 43*;  43  212 ② asariivuta 〜次 項 
①不 律儀者 ②不 律儀 asariivuta  (無 底） ① 20 

339 ② 62  42,  43 
不了悟 (D  ananubodha 14  424 ② 

Ananubodha  〔經〕 （一） 一 （五） 14  423 
不 了知 Appatividi ほ 〔經〕 12  5 
不良 asadhu  22 下 172，  222 
不恪惜 施 anapaviddha-dana  7  407,408 
不 漏泄 anavassuta  (無 流 漏） 15  291,  292,  293 
不 漏泄の 敎法 anavassuta  pariyaya    (無 流 漏 

の 敎說） 15  289，  293 
不老 ① ajara  40 17* ② ajajjara 16 上 91 ③ 

Na  jirati  〔經〕 12  61 g)  Ajajjaram  〔經〕 16 

上 90 

不老不死 ① ajaramara  24  523,  524 ② amara 

(不死） 39  540 
不老不死の 道 ajaramarana-pada  25  417 
不老に 達する の 道 ajajjaragSmi  magga 16 上 

91 

不老に 依りて Ajarasa  〔經〕 12  51 

不和 kalaha   (諠 譁， 爭鬪， 鬪， 鬪爭， 鬪諍， 

諍， 諍爭， 諍訟， 諍 論， 異論） 2  238,  243;  5 

39,70 

不和 合 ① bheda  (破 壞， 離間） 3  233 ② 
samgha-raji  (僧 不和 合， 僧 諍） 2  243 

① 不和 合 衆 ② 不和 合衆會 vagga  parisa ① 
17  398,399° ② 17 108 

不和 順 asSkhalya  47  62,82° 

〔不和に よる 破滅〕 29 131; 34 120 
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フー 不， 夫， 父， 布 

不和 を 願 ふ 十五 事 bhedapurekkhara- 

pannarasaka  3  234 
夫 主 sSmika  (主人， 夫， 主 夫） 2  539 
夫人 pajapati  (宮 女） 7  379;  21 83,  87,  88 
夫婦 ① jayampatika 13 142 ② jayS  (婦） 1 

234 

〔夫婦の 關係〕 8  253 

父 王 Pitir5jan(= ヴ ッ タガ一 マニー 王 ）60  373 
父 護 女 pitu- rakkhita  (父の 護る 女' 父に 護ら 

れ たる 〔女〕） 1 235* 
〔父子の 關係〕 8  251 

父祖 境界 欣樂者 pettika  gocare  rato  59 下 207 

〔父祖の 境界〕 （父祖の 地， 父母 境界' 父親の 里） 
8  74,94; 16 上 364,365,366,368;  30  92,  402 

父祖の 地 pettika-visaya   (父祖の 境界' 父母 

境界， 父親の 里） 8  74,94 
父母 ma ほ- pitaro  (母 や 父） 2  539;  8  251,  255; 

11 上 246*; 17  214，  215; 18 121; 19 104;  21 

133;  23  4,315,361,362;  24 145 
〔父母 恩 難 報〕 17  94 

父母 境界 pettika  visaya   (父祖の 地， 父祖の 
境界， 父親の 里） 16 上 364,365,366,368 

① 父母 護 女 ② 父母に 護ら れ たる 〔女〕 
matapitu-rakkhita ① 1 235* ② 10  3,5 

<S) 父母 所 生 ② 父母の 生ずる 所 ③ 父母の 生む 

所 @ 父母よ り 生れ matapettika  sambhava 
(母と 父と より 生じ） ① 16 下 259;  22 上 52 
② 10  337; 11 上 20 ③ 6 113,249 ④ 6  ，9 

父母に 供堇 する こと ma ほ pitunnam 
upatthanam 17  245 

〔父母に 順〕 65(ni»)  5，  9,  26,  31, 64,  87 

〔父母への 孝養〕 17  214，  245; 18 121; 19 104; 
23  361,362;  24  538,  556 

1： 父母への 不孝〕 24  37,45 

〔父-;?^ を 養へ る 鶴^が 捕 へられて 王に 敎訓〕 34 
250 

〔父 f5 を 養へ る 比丘-〕 30  77;  32 191，  282，  291; 

33  337;  34  249;  35  264;  36  350;  38 1° 
布臥搏 cola  bhisi  2  63 
布敎師 dhamma  kathika  (說 法師，》 £師 ，說 

法 者， 說 敎師， 法說 者, 宣法 者， 論師） 28  420 


布薩 ① uposatha  (齋 戒， 布 薩會， 布薩 日， 說 
戒， 齋日， 八齋戒 ）1 176;  2  218,  508;  3 182,  205, 
206, 211，  217, 218*, 223*,  227*,  231*,  238*, 
589*;  4  8,  9,  32,  47,  48,  304,  313,  359,  381,  410, 
411; 5 111，  132，  192, 198,  210,  275°,  326;  6  73; 
7 168*，  214;  8 188，  189,220;  9  60; 11 上 44， 
45, 100,  105,107，  362，  370,  378; 11 下 83,84, 
221,  222.  397,  399; 12 103,  329，  364; 14 159; 
17  333*; 18  321; 20  398;  21 70,  73, 141*, 
144*，  151*，  158*，  166*,  199;  22 上 54,55,  319; 
22 下 14， 18， 161,  190;  23 167, 169;  24  55,145, 
272,454,  461,  466*,  476,  477,  480,  490,  514, 
529;  25  339;  27  229,  372,  373;  28  206;  31 
391,441; 32 16,24,48,  314,  342;  33  37*,  78, 
105,198;  34  33,57,162,321,  326,  335*.  387*; 
35  67， 157，  231*;  36  82,  84,98,  99， 103,  352; 
37  256,  351,  415,  430;  38  72，  82, 111, 116, 119, 
122, 124, 127，  217*,  238,  249,  268，  269,  273, 
357,  359,367,  376,  416;  39  277;  41 375,382, 
390;  43 157,  204,  310;  44  290,403,480,487;  57 
278;  59 下 18,  83, 130, 134，  139,  202;  60  8，  55, 
189,194,  197,  257,  264，  365;  62  449;  63 123, 
151,  152;  65(ni)  73; 〔17  232〕  〔二種； 十四 
曰， 十五 日〕 5 198  〔三種〕 5  210; 17  334 
〔八 齋戒〕 21 141*,  144*,  151*.  158*,  166*  〔九 
分 成就〕 22 上 54,  551； —  切の 比丘 出席すべし〕 
3 186*  〔病 比丘の 場合〕 3  213,  214  〔行 ふべ 
き 人數〕 3  219  ®  Uposatha  (布 薩陀） 〔象 王〕 
14  227,228;  59 下 118 ③ し經〕 21 70( —）一 
(四） 14  390-392 
布薩會 uposatha  (布 薩， 齋戒， 八 齋戒， 說戒） 
7  231; 31 214,391; 35 148，  150*;  65(1)  45. 
68,69,72,  76,78,89,104 

ぶ 布 薩會に 入った 五 百 優 婆 塞；） 34  335,  387;  35 

148;  36  82;  38  217 
〔布 薩戒 行の 功德〕 33  37;  35  232 
〔布 薩界〕 3 188° 

布 薩掲磨 uposatha  kamma  (布 薩 儀式， 布薩 
行， 布薩 業） 3 182%  186,  205,  206,  211; 5 
243;  32  311; 35  231; 47 189;  54 10*,  30*, 
74* 其 他 〔四 種〕 3 198° 
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布ーフ 


布薩 儀式 uposatha- kamma  (布 薩揭 磨， 布薩 
行， 布薩 業） 33  37，  39 

布薩經 Uposatha- sutta  62  449 

布薩行 uposatha- kamma  (布 薩掲 磨， 布薩儀 
式， 布薩 業） 28  449;  32 170,  422;  33  37*, 
49, 197,275,  354;  38  71 

布 薩犍度 Uposathakkhandhaka  3 180° 

布蹉 犍度誦 品 Uposathakkhandhaka- 
bhanavara  3  241 

(D 布! 1 業 ②布薩 の 業 uposatha -kamma  (布 
薩褐 磨， 布薩 儀式. 布薩 行） ① 43  262;  50 
144*,  162*,  472,482,  489;  51 14*,  81*,  133*, 
183*，  255*，  353*,  408*;  52  91*，  131*,  174*, 
208* 其 他； 53 10*,  47*,  70*,  87*  )な 他； 64 
185,187 ② 38  238,239,  243*,  274,  331 

①布薩 支 ②布薩 支 分 uposathaAga  (八 齋戒） 

①  62  33 ② 5  360 

布薩食 uposathika  2 120,  125,  295;  3 102, 

163;  4  268;  62 131 
布薩室 uposathSgSra  (布薩 堂） 29  374 
布薩者 uposathika 17  334 
布薩種 Uposatha- kula  34 162， 168 
〔布 薩初中 後 解答 章〕 5  243 
〔布き 場〕 3 191 
〔布薩 制定〕 3 181 

布 薩相應 uposatha- samyutta  4  458 
布薩陀 Uposatha  (布 薩） 〔象 王〕 7 170,185*; 
11 下 223 

布薩堂 ① uposathagga 1 108;  3  333;  4  266 

②  uposatha- ghara  60  87， 135, 139, 142, 143, 
169,  246,  327,  382，  383 ③ uposathagSra  (布 
薩室） 3 189*,  209*;  62 149,  340,  370,  437; 
65(1) 124  〔莊 嚴〕 3  209* 

布薩堂 前庭 uDosatha- pamukha  3 191, 192 
〔布薩 の 起原〕 3 180 
〔布薩 の 告示〕 3  208 
〔布薩 の 世俗的 說明〕 17  230° 
〔布 薩の爲 に 貧者よ り國 王に 生る〕 33  38 
布薩日 ① uposatha  (布 薩， 齋日） 2  83;  3 
185°,  197°;  4  353;  39  38,39,97,463;  65(ffl) 
57  〔月に 六 回〕 3 185°  (D  uposatha  divasa 


31 86,393,  525,538 
〔布薩 日の 決定〕 3  234 
〔布薩 日の?? 喩〕 11 下 397,399 
布薩品 Uposatha- vagga  21 141, 193 
〔布薩 をな せる 鳴， 蛇， 豺， 熊， 苦行者〕 34  336 
〔布薩 をな せる 龍と 獵師 婆羅門〕 38  238 
布沙羅 PosSla    〔婆 和 利の 弟子， 婆， 比〕 24 

379,  422,428;  44 10,  271*,  501 
布沙、 羅學童 所 問 PosSla puccha  ( = 

布 沙羅所 問） 〔經〕 24  422°,  423 
布 沙羅學 童 所 問の 義釋 Posaiam^avakapafiha- 

niddesa  44  271°, 286 
布 沙羅所 問 Posma  paiiM     (= 布 沙羅學 童 所 

問） 〔經〕 44  326 
布施 ① dana  (施， 施與， 布施 行） 1 190*;  3 
297,  298;  7 176, 183;  8 188，  189，  198, 199,  220, 
253,  310; 10 189,  190,  362; 11 上 381,384; 12 
26°*,  29°*,  43; 14  332; 16 下 233°; 17  245; 
18  60,  433;  21 94;  22 上 19°;  23  261,264;  38 
73*,  160*,  292,  293,  353；  65(m)  5， 12, 18, 19， 
26,  27,  50，  54,  63，  64  〔四攝 事の 一〕 8 198，  199, 
253，  310 ② cSga  (捨， 施捨， 施與， 寄捨， 
棄捨） 22 上 336,337 ③！) さ na  〔經〕 （一） （二) 
21 120 

布施 行 ① dSna  (施， 布施） 41 235 ② d さ na- 

paramita  (布施 波羅蜜， 施 波羅蜜） 28  39 
布施 事 ① dSna- vatthu    〔八 種〕 21 121 ② 

Vatthum  〔經〕 21 121 
布施 受生 DanQpapatti  〔經〕 21 124 
布施 所 成 dana-maya  (施 所 成） 64  77 
布施と 受生 d さ nQpapattiyo  〔八 種〕 21 124 
布施 堂 ① danagga  33  78，  219，  304 ② d§na - 
sa ほ一次 項 

① 布施 堂 ② 布施 所 dSna- sma  (慈善 堂， 救恤 
院） ① 31 158,  160,  161,  522,  523;  32  241, 
242,  422；  34  57,  387,  389;  37 107,  113,  345, 
446;  38  72；  39  272,  277 ② 35  48，  49，  50 

布施な し natthi  dinnam  (施な し， 施與 なし） 
6  84; 10 185*, 360 

布施の 果 dakkhinaya  phalarii 25 11, 18 

布施の 果報 dSna- phala  (施 報） 38  77 
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フー 布， 巫， 扶， 怖 

① 布施の 說② 布施の 說話 お na- katha  (施 
論， 布施の 話, 施の 說） 〔三論の 一〕 ① 6  411, 
413,415 ② 6 162 

布施の 話 d さ na- katha  (施 論， 布施の 說話， 施 
の說） 〔三論の 一〕 23 163;  38  403 

〔布施の 報 一 相好〕 8 188.191 

〔布施の 無果〕 38  353 

布施 波羅蜜 c^na- pSrami  (施 波羅蜜） 28  38, 

39,93,  95, 166;  39  420;  41 235 
布施 〔波羅蜜〕 dSna  26 10 
布施 比丘 本 生物 語 BUSrikosiy^H お aka  (四 五 

0  )  33  295  = 
布施 物 opojana  4  47 
布施 品 Dana- vagga  21 120, 140 
布施 利益 Danupakara    〔經〕 （一） 一 （四） 14 

396,402,408-409,412-413 
布吒 Puto  〔經〕 16 上 3 
① 布 吒婆樓 ② 布 吒波陀 Po は hapada  〔外， 塞〕 

① 〔十 無 記 等の 說法を 受けて 歸佛〕 6  245 ② 

64  423 

① 布吒 婆樓經 ②布吒 波陀經 Po は hap^da- sutta 

① 6  255。 ② 64  423 
布 鉢 sataka-patta 1 284 
布片 varatta  khap4a  (革 紐） 15  92 
布喩經 Vatthupama-sutta  9  55° 
布 〔喩〕 經 Vattha-sutta  〔= 前項〕 63  309 
布 囉拏怯 Punnaka  (不 那奇） 〔王〕 34  67 
巫祝 官 dovarika  8  80,  81 
扶遊 So^ia  〔]： も 舍婆佛 の 第一 弟子〕 6  365 
扶養し 難く    dubbhara ほ （難 養， 難滿） 1 32; 

2  341  、 
扶養し 易く    subhara ほ （易 養， 易滿） 1 32;  2 

341 

怖 ① bhaya  (怖 畏， 畏怖， 畏， 危難） 1 308*, 
403;  2  61, 246,  384;  4 130,  255,  268;  5 11, 
287°; 10  273; 17 165，  166;  20  44，  45 ② 
utrasta  (驚愕， 恐怖， 怖懼） 12  91 

怖畏 ① bhaya  (怖， 畏怖， 危難） 3  495*; 11 
下 56，  57; 13 161*； 17  287*； 18  214，  215, 
216,  218； 19 139*;  21 219,  221； 22 上 20;  23 
136;  24 18;  40 19*,  97*;  41 193*;  42  20*, 


75;  43  24,37,146,  168，  169,  179°,  216,  229， 
343,  352，  364;  44  35，  41， 158,  195,  419;  44 
403°,  434°;  59 上 303*;  59 下 7,  26*，  347;  64 
326,392，  400  〔定義〕 44  403,  434  〔二種〕 43 
229°  〔三種； 刀， 疾， き；1〕 17  287*；  30  206 
〔四 種〕 10  273; 18  214,  215,216,218  〔五 種〕 
22 上 20  〔種種〕 18  215°*;  59 下 1 〔譬喩〕 59 
上 45 ② bhita  (畏怖 ）3  602;  4  283 ③ bhiru 
24 157  (D  Bhaya  〔經〕 16 下 289;  21 219 

怖 畏怨讎 bhaya  vera  (怖と 怨） 〔五 種〕 22 上 
85,87；  22 下 94 

怖畏近 住の 慧 bhayatupatthane  panna  ('| 布畏 
現 起の 慈） 40  2,  97°*,  413  (-過 患 智= 厭惡） 
40  413 

怖畏 現起智 bhayatupatthana- nana  (= 怖畏 
近 住の 慧） 64  374,383*,  391,  394，  413，  414； 
〔64  382。〕 

怖畏現 起の 慧 bhayatupatthane  panna  (怖 畏 

近 住の 惹） 64  386*,  391 
怖畏趣 bhaySgati   (怖 畏不應 行， 佈道， 怖不 

行處， 恐怖の 非道） 22 上 29 
怖畏處 patibhaya  (恐怖， 恐怖 ある） 2 102 
①怖畏 想 ② 怖 畏の想 bhaya- safiM ① 20 

298,  299 ② 18  421* 
佈畏智 bhaya- fiSija  65(n)  82 
怖 畏不應 行 bhay さ gati   (怖畏 趣， 怖 道， 怖不 

行處， 恐怖の 非道） 18  32，  33,  34 
怖畏本 生物 語 Lomahamsa-jataka  (九 四） 29 

254° 

怖畏 抑制 〔者〕 bhayuparata  47  359,  376° 
怖 畏林 bhimsanaka  vanasanda 1 13 
怖畏論 bhaya-kathS' (畏怖 論， 恐怖の 話） 〔無 

用 論の 一〕 2  260;  3  333;  6  255；  8  47; 10 

358; 11 下 132; 16 下 337;  22 下 22;  43 175, 

184,343;  44  433 
怖駭經 Bhayabherava  sutta  9  23°;  62  400 
怖懼 ut ほ sa  =  utras は， uttasta  (驚愕， 恐怖， 

怖） 11 下 316* 
怖と 怨 bhaya  vera  (怖畏 怨讎） 〔五 種〕 19 

285 

怖 動 者 tasa  (動け る もの-凡夫） 24  53 
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怖， 附， 負， 浮， 婦， 符，. 富ーフ 


怖 道 bhay お ati   (佈畏 趣， 怖 畏不應 行， 怖不 

行處， 恐佈の 非道） 8 170 
怖 不行處 行 bhayagatim  gacchati  〔四 不行處 

行の 一〕 8  307 
① 附隨 ② 附隨篇 ③ 附隨部 ParivSra  (波 利 婆 

羅， 附錄） ① 5 1°, 146，  304，  386 ② 3 168 ③ 

65(1)  19,37 
附隨物 parivara  (眷 属， 伴屬， 圍繞 者） 2  298 
附屬分 vyafijana  (文， 文' uj)  20  400,402 
附錄 Parivara  (波 利 婆羅， 附隨， 附 隨篇） 60 

56 

負債 ① ipa  (債， 債務， 借金， 借財） 6 107, 
109；  9  479；  20  98；  23  342;  24  44；  34  255* 
② uddhara  31 415, 416, 483 

① 負債者 ② 負債 人 iijayaka ① 42  241 ② 3 
127 

〔負債者 等の 譬喩〕 6 107;  9  477 

〔負債者の 譬喩〕 42  241 

負債 無 き anaija  3 159 

負處 niggaha  (墮 負， 論破， 折伏） 3  621 

負 處に墮 す niggahita  6 10, 100;  8 149; 11 上 

4,317; 14 17 
負傷者 sasalla 12 188 

負 重 山 Vebhara- pabba は （^婆 羅山 ） 11 下 66 
負彌 Bhoga  (菩 伽） 〔城〕 7  99， 102， 103 
浮言 ほ pana  (〜虛 談， 饒說) 11 上 340 
浮說 adhivutti  pada  6 15*,  42,  43,  57*; 11 上 
297 

浮動 capala  (浮薄， 動搖， 虚飾， 輕薄， 輕驟， 

輕躁 なる） 9  48,49 
浮動 性 samudirapa- bhSva  63  254 
浮薄 ① capala  (浮動， 動搖， 虚飾， 輕薄， 輕 

騒， 輕躁 なる） 23 144 ② capalya  47  61,68 
浮 摩 Bhummaja  (地 比丘） 〔六 群 比丘の 一人〕 

31 191 

浮彌 BhOmija ① 〔比〕 11 下 168*; 13  54,  56 

② 〔經〕 13  54 
浮彌經 Bhiimija- sutta 11 下 168° 
浮浪者 vaijibbaka  (乞食 者， 旅人） 7  405 
婦 ① itthi  (婦女， 婦人， 女， 女人， 女性） 4 

14, 15 ② jayS  (夫婦） 4  386*  ' 


婦女 ① iUhi  (女， 女人， 婦， 婦人， 女性） 2 
548;  4  329; 16— ド 410 ② MStugSma  〔經〕 22 

下 243 

婦女子 matug さ ma  (婦人， 女人， /^： 邑） 10 

276,  277 
婦女 性 itthatta  20  303,  304 
婦女に 惑溺 itthi- dhutta  21 208,  209，  215,  216 
婦女の 垢穢 itthiya  malam  21 59，  60 
婦女の 孔穴 itthi  sota  25  249 
婦女の 姿 itthi- rQpa  (婦人の 色， 女色） 13 147 
婦女 法 gSma- dhamma  (荦猥 法， 機 法， 凡 鄙， 

在俗 法） 11 下 14 
婦女 品 Itthi- vagga  29  49° 
① 婦女 論 ② 婦女の 話 itthi  katha  (婦人 論， 

女人 論， 女 論） 〔無用 論の 一〕 ① 2  260; 10 

358 ② 6 10, 100 
婦人 ① itthi  (婦， 女， 女人） 1 202;  6  6,  97； 

7  261; 17  2* ② matugSma  (婦女， 婦女子， 

女人， ® 邑） 18  355* 
婦人 像 matugama-potthaka  rupaka  39 173 
〔婦人と 十 子の 死の？ き喩〕 64  383 
〔婦人の 三人の 受刑の 譬喻〕 64  383 
婦人の 色 itthi- rQpa  (女色， 婦女の 姿） 17  2 
婦人 論 itthi- katha  (婦女 論， 婦女の 話， 女人 

論， 女 論） 〔無用 論の 一〕 6  255； 11 上 1，28， 
36 

符牒 paijijatti-pafiflatti  (施設， 槪念， 假法， 

記述 法） 29  272* 
富 Vit ね 〔經〕 12  60 

富豪 ① u}ara - bhogata 11 上 237 ② bhogin 
8 191* 

富 財 dhana  (財， 財產， 財寶） 8  212 
富者 ① a4<lha  (富裕） 1 121 ② bhogavant 
20  347 

〔富者の 譬喻〕 10  261； 22 上 268 

富那迦 PuiHiaka  (富 蘭 那迦， 富憐 尼迦） 〔婆 和 

利の 弟子， 婆， 比〕 24  379,  394*,  428；  44 10, 

57*, 500 

富 那迦學 童 所 問 Puijijaka-m さ pava- puccha 

(= 富 那迦所 問， 富 憐尼迦 所 問） 〔經〕 24 
394°, 396 
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フー 富， 普， 桴， 腐 


富 那细學 童 所 問の 義釋 PappakamSpavaka- 

pafiha-niddesa  44  57°,  84 
富 那迦所 問 Puwaka- pafiM  (富 憐尼迦 所 問 = 

富 那迦學 童 所 問） 〔經〕 44  326 
富那 婆^   Punabbasuka  (弗那 婆須, 分那 婆蔽） 

〔六 群 比丘の 一人〕 1 302*  〔第 十三 僧 殘の初 

犯 者〕 5 11 

富 那婆藪 Punabbasu ① 〔夜叉 童子〕 12  366 

② 〔經〕 12  366 
富裕 a44ha  (富者） 10  261; 18  355*;  22 上 

266,268 

①富 蘭迦葉 ②富蘭 那迦葉 PQraija-Kassapa 
(不 蘭迦 葉， 富 樓那迦 葉） 〔六師 外道の 一〕 ① 
59 下 225 ② 12 118； 16 上 130;  36  218;  59 上 
10, 11 〔主張 一 無 因無緣 論〕 12 111； 14 107; 
16 上 332;  20 139°;  22 上 127 

富 蘭陀羅 Purindada  (因 陀羅， 都市の 破 撃 者， 
破 城 者， 城 を 破る 者， 壞邑 = 帝釋 天） 36  245, 
358;  37 129,151,374,375;  38  74;  39  268 

富蘭那 ① PurSija  〔比， 第一 結集に 賛成せ ず〕 
4  433 ② 〔鹿 住 優 婆 夷の 父〕 20  93,94,97;  22 
下 34，  40 ③ 〔大工， 佛ょ り 四證 淨の說 法を受 
く〕 16 下 229，  230 ④ （= 富 蘭那迦 葉） 36 
251 <g)  Parana  〔長者〕 20  228 

富 蘭那迦 Pmujaka ① （富 那迦， 富憐 ft^ 迦） 
〔比〕 〔まお I 經〕 27  64 ② 〔長者〕 63  8，  314 ③ 
〔馬〕 38 158 

富憐 hi 迦所問 Pup ひ akapafiha  (富 那迦所 問） 
〔經〕 17  216; 18  81 

富樓那 Puppa ① （二 Pun^ia  man ほ niputta' 

富 樓那彌 多羅 lEi 子 1* 滿 慈の 子， 滿願 子， 彌 多羅 

尼 子） 「比， 說法 第一〕 25 108;  26  71; 31 

180;  34  314; 41 216;  58  261, 284, 285; 60  25, 

32 ② 〔比〕 〔佛の 敎誡を 受けて 西方 教化に 行 

く; )11 下 380*;  25 126  〔西方 輸那國 人 を 化導 

し 般&樂 す〕 11 下 384 ③ 〔文荼 長者の 下男〕 
63  317  @  〔經 J 15  97 

富 樓那迦 葉 Purana  Kassapa  (富 蘭那 SB 葉， 不 

jW 迦葉） f 六師外 の一〕 4 171 
(D 窝樓 那彌^ 羅 ftl 子 ② 富 贸那彌 多羅 子 

Punna-Mantaniputta  (分 稀 文陀尼 子- 滿慈 


の 子， 滿願 子， 富 樓那， 彌 多羅 尼 子） 〔比〕 
〔譬喩 經〕 ① 26  68 ② 〔阿難へ 敎誡〕 14 167 
普 觀察者 aiifiadatthu- dasa  (普 見者， 全 見者， 
一切 見者， 透 見者， 何物 にても あれ 見る 者） 
20  340,  358 

普 行者 園 paribbajakarama  (異學 園） 11 上 36 
〔普 行者 邪說を 破し 國王 を敎 誠す〕 36  201 
〔普 行者 と 五 大臣 と國 王〕 36 186 
普 行者 品 Paribbajaka-vagga 10  308° 
〔普 行者， 山羊に 殺さる〕 31 442 
① 普 行 出家 ② 普 行 外道 ③ 普 行者 ® 普行沙 
F!  © 蒈行梵 志 paribbSjaka  (遍行 外道， 遍 
歷者， 梵志， 遊行 者， 遊行 僧， 行脚 佾， 出家 
行者， 波 利 婆闍， 般利婆 闍迦） ① 23 193, 194， 
196, 198,200,205,206 ② 6  255,256;  23 102, 
103, 153, 154 ③ 10  85, 308，  312, 320，  321,  333， 
340，  358*; 11 1. 1， 28*,  36*,  51*;  24 186*, 
196，  197;  31 442*;  44  61; 59 下 212 ④ 15 
82,  83,  352,  353,  354,389,402; 16 上 16， 17, 
106*,  120*;  23 104，  105，  190，  191; 28 181; 
36 184, 187* ⑤ 4 199,430 
①普眼 ②普眼 者 samanta  cakl-hu  (—切 眼' 
全 眼 者-一切 知 智） ① 6  408;  40  219 た 221， 
366°*;  42  65;  43 164°,  317°;  44 139,  156, 
166,  213,  295°,  334，  345 ② 3 10;  9  303;  24 
128，  129, 139，  402,  404，  406，  413，  430;  25  327; 
43 163，  164，  317;  44 139,140,  156,  157，  166， 
213,  295,  296，  345;  59 上 246;  62  3 
雜棘 剌林經 Kannakatthala  sutta 11 上 166° 
普 棘 刺 林鹿苑 Kannakatthala  migadaya 11 J 二 
166 

普請 nava- kamma  (修 治， 新 業， 造營， 營事， 

新しき 業） 43 181,  384;  44  430;  59 下 40，  42; 

62 148, 189, 239 
普 端 嚴 samanta  pasadika  (端 嚴） 21 267, 

269；  22 上 214, 218，  223 
桴圑 thusa  piij4a  4  232,  233 
腐肉 豺本 生物 語 Piitimariisa- j お aka  (四 三 七） 

33 180。 

① 腐尿② 腐 尿 水 piiti- mutta    (陳 棄' 牛搜' 家 
畜の 尿） ① 42  338;  43  331； 44  451 ② 10  47 


腐， 敷， 膚， 麩， 武， 奉， 侮， 部， W, 舞， 燕， 鞴， 風 ーフゥ 


〔腐 尿 水の 譬喩〕 10  47 

腐敗せ る 判官 Apcjabhari- G§makiitako  〔經〕 
13  381 

腐 卵 puccapc^a ほ 10 112,113 

腐爛 身 〔者〕 pakka- gatta 15  308 

敷牀座 〔者〕 senasana-pannapaka   (牀座 設置 

者， 坐 臥 具 分配者， 分 坐臥處 人， 分房舍 人） 
17  35 

膚 camma  (皮， 皮革， 獸皮） 3 140 

膚材 pheggu  (樹 膚， 繊皮， 不堅） 9  346,  353， 

358,404; 10  236 
鉄 酒 thusodaka  (粥 汁， 酸 粥） 6  237 
① 武器 ② 武具 Svudha  (兇器） ① 2  325;  5 

50;  20  360,  361; 21 100;  36  28,29 ② 25  264 
武士    yodhajiva  (戰士 ）  24  234,  243 
武術 issattha  (弓術， 射 技） 24  234 
奉獻， 奉 施〜 ホウ 

奉 事 pgricariya  〔四 種〕 11 上 234* 

奉 事 者 upa«Mka  (侍者， 看護 者， 看護人， 

侍 僕， 常隨 弟子， 常 侍） 11 上 67,68 
奉 事す mSneti  (尊敬す） 4  380 
侮蔑 vambhana  62  53 
部 多 bhCita   (鬼， 鬼神， 鬼 類， 物 精， 惡靈， 

怪鬼） 38  207;  60  3， 109* 
部 多波羅 BhCitapaia  〔比〕 41 159 
部 派 nikaya  (宗派） 62  435 
〔部 派の 分裂〕 60  34, 174 
部分 AAga  〔經〕 15  381 
部門 pariySya  (異 門， 法 門， 敎說， 方便， 理 

趣， 因由， 經說， 經の說 き 方） 9  446,448,449 
部落 論 gSma-katha  (村 論， 村落の 話， 村里 

論， 聚落 論） 〔無用 論の 一〕 6  255 
葡萄 muddika  (蔑 栗墜） 〔果， 樹〕 17  48;  22 

下 135;  43 180 
^萄 汁 muddika  pana  58  329 
舞樂 vSdita  (音 樂） 6  6,8,97,98 
舞 女 ① naccaki  4 15 ② nattaki  25 171 
① 舞踏 ② 舞踊 nacca  (歌舞， 演劇） ① 4 166, 
397; 11 下 15;  43 173,  350,  390;  44  468 ② 2 
433；  5 101，  126；  7 150*； 16 下 409; 17  344, 
430；  21 143，  145, 146，  152，  153，  159, 160，  168; 


22 上 56;  23  2 
舞 堂戲場 raAga 16 上 4，  5 
舞踊 ① nacca 〜前前 項 ② Nacca  「 經〕 16 下 4 
舞踊 者 ① na は （歌舞伎 者， 樂師， 輕 業師〜 俳 

優， 演劇 家， 役者） 2  461; 33 139 ② 

naccaka  59 下 188 
〔舞踊 者の 水に 溺れつつ あると その 妻〕 33 139 
舞踊 本 生物 語 Nacca- jStaka  (三 二）  28  397。 
蕪 心 khila  (栽， 礙， 頑固， 荒野） 8  317 
鞴 ① gaggari  9  425 ② ukka  (锻冶 場， 爐， 

釜， 炬火） 38  327，  328 
〔輔の 譬喩〕 9  425 

風 ① vSta  2  205,  518;  3  5, 132,  389;  4  227， 
251; 9 13， 14; 14  320,  321,  348,  349, 355， 356， 
358; 15  338，  339,  355; 16 上 224; 18 153，  154;, 
19 181,  182;  24  23,  77, 129,  224;  26  23;  44 
167°,  441°,  493°；  62  57  〔種種〕 15  338,  339; 
16 上 224;  46 104 ② vSyo  6  85;  9  2*;  63 
252,  276° ③ Vayo  〔天〕 7  285 ④ V お a  〔經〕 
14  320,347,  355,358,415 

風雨 時 vatavutthi  samaya  2 188* 

風雲 天 vatavalahaka  deva li 411* 

風壞 vayo-sariivatta  63  ^86 

風界 ① vayo- dhatu  6  307*;  7  340;  8  306;  9 
93,  335°; 10  216°; 11 下 11， 58,  338°； 13 
248*; 18  289; 19  336;  40 11, 224;  45 185, 
257°;  46  21， 103°;  58  21， 91*;  63  67, 155， 
248，  250°*, 254°, 274, 275, 277, 278°, 284, 286, 
287;  64 15，  22,  26,  98，  344;  65( n)  53 〔定義〕 45. 
257;  46 103 ② vSyo- kSya  (風 身） 10  364 

〔風 界は有 見な り〕 58  21 

〔風界 六部 分の 作意〕 63  273 

風 散 〔衣〕 v5 ほ hata  62 124, 125 

風疾 v5ta- roga  25 184, 198 

風疾 〔者〕 vatika  59 下 141 

風 質 所 起の 病 vatasamutthana  abadha  (風 等- 

起 病） 22 下 140, 141 
風車 ciAgulaka  (風車 戲， 風車 遊び） 9  462; 

43 190;  44  412 
① 風車 遊び ② 風車 戲 cmgulaka  (風 車） ① 1 

303;  6  8,98;  59 上 363 ② 4 15;  22 下 121 
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フゥ 一風， 諷， 笛， 深， 吹， 伏， MiJ， 復， 腹 


風 性 vayo- gata  (風 態） 46 104 
風 身 v§yo-kSya  (風 界） 〔七 身の 一〕 6  86; 14 
336 

風神 maruta 12  213 

風說 anussava    (傳聞 〜傳 承） 17  304,  307, 

310， 313， 315, 316,  319; 18  334,  336,  338 
風船 玉 vatthi  62  287 

風癬 kacchu  (疥， 疥疹， 疥癬） 42 17,24,67, 
381; 43 165，  178,  237，  336，  340;  44  23,  95, 
372,416;  63  243 

風 想 〔者〕 V き yo- safifiin  22 1 二  206*;  22 下 228*， 
339* 

風 態 vayo- gata  (風 性） 63  250,  252 

風 鳥 vSta-sakima  42 129 

① 風 等 起 病 ② 風 等 起の 諸 病 vSta- samutthSnS 

abSdh さ （風 質 所 起の 病） ① 42 17,24,67,  381; 

43 165, 178，  237, 336，  340;  44  23, 95，  372, 416; 

59 下 148,151,157 ② 22 上 355 
風の 女 口き 修行 vayosama-bhavana 10  219 
〔風の 種種〕 15  338,  339; 16 上 224;  46 104 
〔風の 譬喩〕 12  213 〜カゼ 
①風 評論 ② 風評の 話 visikM- katM  (街路 論， 

街道 論， 道 論， 道路 論， 市街 論， 巷 中 論） 

〔無用 論の 一〕 ① 11 上 1,28,36 ② 6 10,100 
風 病 V お §b§dha  (痛風， 腹痛） 27  46, 130;  59 

上 284 

風遍 vSyo-kasina  〔十 遍處の 一〕 8  349; 11 上 
18; 17  60;  22 上 269,  271,  289;  40 11， 80， 
156，  224,  233;  45  59;  62  221,  226,  227,  342°, 
349;  63  303,  354,  387;  65(n)  78 

風呂場 jan ほ ghara  室， 溫 浴室， 浴室， 浴 
房， 暖房， 事 火 室， 火舍） 62  37 

諷頌 gSth§  (偈， 偈頌， 伽陀） 〔九分 敎の 一〕 
9  244*; 18 11, 181; 19 119;  46  424;  47  423， 
453 

諷誦 ① uddesa  (誦 經， 說， 說戒， 讀誦， 讀誦 
法〕 8  70,71 ② geyya  (祇 夜, 應頌） 〔九分 敎 
の 一〕 11 下 135 

諷 >lf^ 者 ajjMyaka   (讀誦 者， 聖典 を讀 誦す， 
學習 者） 6 168  ゝ 

笛 v'mS  (琵琶， 琴， 箜篌） 29  63, 64, 65 


深き 池の 底 rahada  nivata  23  344 
〔深 き 池の 譬喩〕 23  344 

深、 して 淺く見 ゆる 人 puggala  gambhira 

uttanobhasa  47  427 
深く して 深く 見 ゆる 人 puggala  gambhira 

gambhirobhasa  47  428 
深し gambhira  (深， 甚深） 18 185* 
吹出物 pi!aka  (瘡， 疹子， 膿 腫， 膿瘡， 場 腫） 

24  248;  42 17,  24，  67，  381; 43 165,  178,  237, 

336,  340；  44   23，  95，  372,  416 
伏 解脱 vikkhambhana- vimutti  (鎭伏 解脱） 

57  311 

伏藏 nidhi  (寶藏 ） 38  497  〔十六 種〕 37  435, 

436,437,438,443* 
伏藏經 Nidhikap(?a- sutta 〔小 誦經〕 23 11° 
〔伏 藏を告 ぐる 人の 譬喻〕 23  25,  28,  283 
伏 敵 Jayaddisa  〔王〕 35  265,  267,  268,  277 

伏 敵 本 生物 語 Jayaddisa-j'a ね ka  (五一 三） 35 
264° 

副 王 r さ ja  8 191* 

副 王位 uparajja 19  215,  216 

副裙 patinivasana  3  82,  83,  90 

副 菜 byaiijana  (添 味， 調味， 美 菜， 加味 物， 

助 味， 藥味） 23 130 
副食物 uttari-bhaAga  (添 味， 珍味） 2  314* 
復歸 vosaraniya 17 162 
①復歸 を 許す ②復權 せし む abbheti ① 1 

314;  2  392 ② 1 188;  2  362 
復權 せる osarita  2  217,351 
復註 (複 註） 61 491 
① 腹中に 在る 風 ②腹外 風 kucchisaya  vata 

(胃 住 風） ① 11 下 338 ② 63  250,  252°,  274 
腹脹 alasaka  8  9, 10 

腹痛 ① udaravatabadha  4  213 ② udara-vata 
3  370,371 ③ v5 ほ bSdha  (風 病， 痛風） 3  362 
@  sQ ほ （疼痛） 42 17,  24,  66，  381； 43 165, 
178,  237,  336,  340;  44  23,  95,372,416 

腹內風 kotth お aya  V お a  (下腹 住 風， 腔 處に在 
る 風） 63  250,  252°,  274 

； ig 皮 udaracchavi  9  429 

腹 病 ① kucchi  roga  22 上 355;  42 17,  24,  66, 
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腹， 福， 複， 幅， 覆 一 フク 


381； 43 165,  178,  237,  336，  340;  44  23，  95， 

372,  416 ② kucchi- vikSra  3  525 
腹 風 kucchi  vata  63  407 
福 (D  punfia  (福 業， 福德， 善， 善業， 功德） 

8 154*; 17  27,  28，  30,  31， 143*; 18  4*；  23 

260°;  24 168*,  178*;  59 上 191， 192 ② ass^da 

(味， 樂味， 愛 味， 快味， 甘味） 7  23* 

福 威力 punna-teja  40 171 

福 貴 Pukkusa  〔末羅 人〕 7 108*  〔佛に 金色の 
絹 衣を獻 ず〕 7 113 

福 行 ① pufifia-kiriyS  (福 業， 功德 業） 11 下 
217 ② pufifia  sankhara 13 120， 121 ③ 

： pufinabhisamkhara  (福 現行) 〔三 行の 一〕 8 
297;  41 115;  42  287，  311; 43 126,  274，  276， 
296;  44 114,  269,  346;  47  52;  58  311,419;  64 
177°,  179，  193,  207,  208,  226,  227,  258 

〔福 行と 結 生〕 64  226 

〔福 行と 轉起〕 64  227 

福 現行 punnabhisankhara  (福 行） 40  206;  46 

180°, 182 
福廣大 punfia  vepuUa  62  416 
福 業 ① pufifia  (福， 福德， 善， 善業， 功德） 

4  226;  6  394*; 17  230，  231; 22 下 86*;  23 

12, 13;  24  437*;  25 10,  57,  58;  58  311*，  409 

② pufifia- kiriy さ （福 行， 功德 業） 16 下 390 
福 業 事 ① punna-kiriya-vatthu  〔三種〕 21 

129;  23  256,  266,  302;  62  359  〔報 果〕 21 129 

② punna-vatthu  8  297 ③ Pufinakiriya- 

vatthu  〔經〕 21 129 
福 業 （初） の 積 集 pufifiiipacaya  58  311* 
福 業の 果 punfia- kammanam  vipako  38 108， 

110, 112，  115, 117, 120, 123, 126, 128, 131，  133， 

524,531 
〔福 業 は 最上の 財寶〕 23 12,13 
福 生 品 Punnabhisanda-vagga 18  97 
① 福盡死 ② 福盡に よる 死 pufifiakkhaya - 

mar  an  a ① 64 126 ② 63 1 
福 水流 pufiflassa  dhara  (福德 の 流） 18  99; 

19  73 

福 田 puftfiakkhetta  (福の 田地） 7  59;  8  7; 
11 下 85， 166; 13 102; 15  417,  424,'  462; 17 


338; 18 185，  186,  202,  322; 19  47,  220*;  20 
2*, 144,  149，  244*,  406*;  21 222*;  22 上 31， 
237,  297;  22 下 116，  119;  23  341; 24  510;  25 
383;  58  324,  326,  330,  334;  59 1： 2;  62  433, 
436°;  64  493 
福 田 鬼 事 Khettupama  petavatthu  25 1 
福德 pufifia  (福， 福 業， 善， 善業， 功德） 1 

190*; 11 上 83 
福德舍 さ vasathagSra  (休息所， 休息 堂， 休息 
の 家） 2  28 

福 德潤澤 pufiMbhisanda  (福の 等 流） 16 下 
292*,  305* 

福 德潤澤 品 Pufifi&bhisanda- vagga 16 下 292, 
304 

福 德の流 pufifiassa  dhara   (福 水流） 16 下 
307, 309 

福の 偉大 pufifia- mahatta  63  8 
福の 助成 upakara  pufifia 19  44 
福の 田地 puftfiakkhetta  (福 田） 18  64 
福の 等 流 pufiMbhisanda  (福 德潤澤 ） 21 135， 
139 

福 分 punna  bhagiya 11 下 73* 

福利 ① Snisamsa  (功 德， 勝利， 利益） 14 11, 
12 ② vara  (惠與 ） 33  211* 

複合 章 missaka-cakka 1 193 

Is    ara 17 182;  23  211； 62  394* 

覆 ① makkha  7  392,  393；  9  23，  56,  487*; 12 
324； 17 164,495； 18  83,  84, 148,447; 19  246, 
389;  20  230，  410;  21 324;  22 上 178，  194， 
262*；  22 下 59，  69，  72， 129，  275，  351; 23  244°, 
251°;  25  321; 40 170;  41 140，  145，  146;  42 
18，  35, 103，  105, 114 其 他； 43  83, 124,  140， 
152， 165 其 他； 44  40,52，  81， 147,  177,  344°, 
453° 其 他； 47  62,  78。，  384°,  390;  59 下 127, 
281； 62 104,  213,  413  〔定義〕 44  344，  453; 
47  78，  384 ② Makkha  〔章〕 21 324 

覆 （僞 善） ある 惡人 pSpa- makkhin  24  43 

① 覆惡者 ② 覆僞者 makkhin  (覆 者， 覆 あり， 
虚僞 者） ① 9 162, 164,  168, 173 ② 9  67,  70， 
72 

覆慧人 avakujjapanna   puggala 17  210°, 


クー 覆， 袋， 梟， 相， 節， 臥， 蓋， 雙， 豕， 隊， 再， 淵， 緣， 弗， 沸 


212；  47  364,403° 
覆肩玄 samkacchika  fff^ 支 衣） 4  404 
覆 護 品 Santhara  vagga 17 150 
覆 罪 波羅夷 vajja- paticchadika  2  348 
覆 罪 比丘尼 vajjapaticchadika  bhikkhuni  5 

121 

① 覆 者②覆 〔者〕 ③覆 あり makkhin  (覆惡 
者， 覆僞 者， 虛 信者） ① 9  487* ② 4  138;  8 
326; 11 上 320; 19 153,  154;  20  75;  21 28; 
47  362,384° ③ 22 下 69 

覆 障 chadda  8 184* 

覆 障 法 5varajjiya  dhamma  (障 法， 障礙 法） 
18  73 

覆瘡衣 kai?4u- paticch§di    2  272";    3  515, 

516;  5  41,72 
覆藏 ① paticchanna  (  jf 蔽， 屏處， 屏 覆處， 

被覆 物， 隱覆， 隱密） 4  59* ② chSdana  5 

206 

覆藏者 ch§dent  5  354 
覆藏す paticchSdeti  (被覆す） 2  201; 5  36 
覆 藏別住 paticchanna-parivasa  5  201, 207 
覆藏 摩那埕 paticchanna - manatta  5  201 
覆と 權 makkho  ca  palaso  ca 17 155,157 
覆 鉢 pattarii  nikkujjati  〔因緣 と 作法〕 4 191° 

〔八條 件〕 21 311 
覆 鉢 を 解く    pattarii  ukkujjati  〔因緣 と 作法〕 

4 193°  〔八條 件〕 21 311 
覆蔽 〔膜〕 paticchanna  '-kilomakaj   63  54, 

263° 

覆面せ る ogmifhka- sisa  2  328 
袋 ① kottha}i  (ジミ 物） 1 318 ② thavikS  (囊） 
3  361 

feKt    putabandha - upahana  63  45 
〔袋の 穀物の 譬 —念 身觀〕 7  339 
袋物 kottha}i  (袋） 2  436 

梟 ① uliika  (ftir:) 10  76;  22 下 247，  248;  31 
133*;  36  3;  38  320;  39  303，  313,  333，  414, 
477;  59 下 213,  320,  321 (gj  kosika  27  74 ③ 
kosiya  30  353,  354 
〔梟， 九官鳥， 鶴 鶴 は 王に 敎訓 をな す〕、 36  3 
〔梟と 烏との 仇敵， 戰爭] 30  353;  31 133;  59 下 


321 

梟の 皮 uluka-camma  3  330 

〔梟の 二 支〕 59 下 320 

〔梟の 譬喩〕 （賴 の 譬喩） 10  76;  42  226 

梟 本 生物 語 ① Kosiya- jStaka   (ニニ 六） 30 

353°  (D  Uluka  jataka  (二 七 〇） 31 133° 
相應 しき Patiriipa  (相 稱） 〔經〕 12 189 
① 節の 種子 ② 節よ り 生ずる 種子 phalu- bija 

(節 種， 節 種子） ① 14  85 ② 6  7,  97 
臥して 醒めた る sayana- j さ gara  23  366，  369 
蓋 apidhana  3  360 

雙 つの 奇蹟 yamaka-patihariya  (雙 神變， 雙の 

奇遣， 雙示 導, 對偶示 導， 二重の 神變） 39  262 
豕 siikara  (隊， 猪， 野猪） 8  89; 16 下 410 

豚 siikara  (豕， 野猪， 猪） 11 下 214; 13  276; 

18  77;  25  2;  28  379;  31 245,  246;  37 146; 

38  356,450 
膝 鬼 事 Sukara- petavatthu  25  2 
隊肉 sukara- mamsa 19  68 

〔隊の 兄弟と 老婆と 博徒と 說法〕 32  220 
再 ひ' 結 生の 問 Puna  patisandhigahana  panho 
59 上 99 

淵 naraka  (地獄， 奈落， 那落） 1 127 
緣 dasS  (袖） 2  270 

弗 羅さ黎 PukkustU  (沸久 左 底） 〔比〕 27  290 
弗拘沙 pukkusa  (補 竭娑， 屠 家， 屠殺 者， 屠 

殺 業， 下水 掃除人， 掃除 夫， 除 糞 者， 塵芥 淨 
除） 32  70 

弗沙 ① Phussa  〔佛〕 28  84,  85%  92;  60 152 

② phussa  (報 沙） 〔月〕 28 184;  61 31 
弗 那婆須 Punabbasu  (富那 婆娑， 分那婆 蒙） 

〔六 群 比丘の 一人〕 31 191 
①弗婆 提②弗 婆毘提 Pubbavideha   (東 弗 婆 

提， 東 勝 身） 〔洲〕 ① 25  317;  27  75 ② 26  34 
①沸 伽羅' 姿 帝②沸 伽羅お: 羅 ① PokkharasSti 

② PokkharasSdi  〔婆， 塞〕 ① 24  226,  227; 

62  408 ② 6 131*，  158*,  169，  173,  174,  193， 

196,  333*; 11 上 220,  263  〔沸の 說法 にて 歸佛〕 

6 131* 

沸 加 羅娑羅 鳴 呼衩奴 Pokkharastti-Opamafifia 
〔婆〕 11 上 262*  ' 
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沸 久左底 Pukkusati  (弗 迦羅: 姿: 黎） 〔比〕 12 
49,101 

沸騰す ciccit き yati  citici ゆ yati  (シュ ッシュ 
ッと 種種の 音 を 立つ， チッ チタ， チ ティ チタ 
と 音を發 す， チチ チチ） 3  396 

〔沸騰せ ざる 水に て 面相 を 見る 譬喩〕 16 上 329; 
19  325 

〔沸騰せ る 水に て 面相 を 見る 譬喩〕 16 上 325; 19 
322，  325 

佛 ① buddha  (佛 陀， 覺者） 2  9,  380;  5  200; 
7  58°;  8  6°,  306°;  9  56°; 13 101°; 15  417°, 
462; 16 下 220°; 19  295°;  20 10°;  22 上 86°;  22 
下 96°,  304°;  23 1; 24 189, 190°,  207;  27  31; 
28  21, 23， 169;  40  281°*;  41 212,  224;  43 
323°;  44  329° 〔如 來十號 の 一〕 3  64;  62  411° 
〔一 世界 ニ佛不 出現〕 8 142; 11 下 62; 17  40； 
47  45 ② Buddha  〔經〕 16 下 104 

佛 一切 知者の 問 Buddhasabbannu-panho  59 
上 387 

〔佛 一代の 語 は 皆 如な り〕 18  43;  23  370 
佛衣 sugata  civara  2  274 
佛衣量 sugatacivarappamana  d  42,  72 
佛音 Buddhaghosa  (覺 音） 〔比〕 61 15;  64 
498 

沸戒 buddha  sila  22 上 296 

佛敎 buddhana  sasanarh  (佛 の敎， 諸佛 の敎) 

19  75 
〔佛敎 革新〕 58  404 

佛敎 僧伽 samgha   (僧， 僧伽， 僧團， 僧 衆， 

衆， 和合 僧， 敎團） 65(m)  63 
〔佛敎 の 五大 功德〕 59 下 70 
〔佛敎 迫害〕 61 181，  418,  496,  500,  530 
佛 境界 buddha- visaya 18 140 
佛 供養 buddha- pQja  26  299* 
佛眼 buddha- cakkhu  3 11,12;  6  407,  408;  9 

303,  304; 12  236,237;  40  368;  42  65;  43 162°, 

315°;  44  294°,  334;  58  384;  65(1)  107, 108 
佛語 buddha  vacana  4  211; 59 上 4，  20,  26, 

31*,  184,  335 
〔佛 語と 梵語〕 4  211 

佛護 Buddharakkhita ① 〔人〕 1 284 ② 〔比〕 


62  307 ③ 〔錫 蘭 比丘〕 65(1)  79 
佛國土   buddha- khet は （佛刹 土）  26  9 
佛座 buddhasana  34  335 
〔佛 在世の 大都市〕 7 132,165 
〔佛齒 祭〕 61 4 
〔佛齒 到來〕 61 4;  65(1) 104 
〔佛齒 の 存在 所〕 7 163 
〔佛齒 を パン ド ゥ 國に持 去る〕 61 482 
佛舍利 dh お u-sarira  (〜遺 身 舎利， 遺骨） 65 

(I) 111 

佛 〔舍禾 lj〕 供養の 問 Buddhapujanunnata- 

panho  59 上 355 
〔佛舍 利の 分配〕 7 158 

佛手尺 suga は- vidatthi (佛傑 手 )2  270,  272,  451 
佛 種姓經 Buddha- variisa  〔小 部經の 一〕 28  6， 

7，  57;  41 207°;  59 下 235;  65(1)  24 
〔佛 出現の 好 時機〕 28 103 
佛所緣 の喜樂 buddharammana-piti  32  411 
佛所說 buddha- bhasita  2  23,  35，  323 
佛性 buddha ほ 27  207 
佛證淨 buddhe  aveccappasado 17  3d^; 18 

99°;  20  227,228 
〔佛成 道 前の 止 息禪〕 9  424 
〔佛成 道 前の 絶食〕 9  428 
① 〔佛 身より〕 血 を 出せり ②血を 出せる 者 

lohituppadaka ① 3  534;  4  265 ② 3 151， 

214,241,296,  556，  558,  560 
佛隨念 buddhSnussati  (念 佛） 20 10°，  46，  49; 

26 125,126,127;  27  269;  42 10， 13;  43 145, 

378;  44  42,  367;  62  221,  261,  391°,  393°*,  416; 

65(11)  78; 〔17  336°) 〔威力〕 30183  〔果報〕 

26 125;  62  416 
佛隨 念の 解釋 Buddhanussati-niddesa  63  280 
〔佛隨 念の 修習 法と 功德〕 62  416 
〔佛世 尊に 悲 なし〕 58  341 
〔「佛 世 尊に 依りて 法は說 かれたり」 と 言 ふべ か 

らず〕 58  339 

〔佛世 尊の 言說は 出世間な り 〕 57  289 
〔佛世 尊の 大小便 は 甚だ し く 他の 香氣に 勝る 〕 
58  343 

〔「佛 世 尊 は 人界に 住した まへ り」 と 言 ふべ から 
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ず〕 58  337 

佛刹土    Buddhakkhetta    (沸國 土） 〔三種〕 63 
386° 

〔佛 說〕 （四 諦） 8 173 

佛 前生 譚 buddhapadaniya  41 422 

佛想 buddha  safifi さ 26  261,439 

佛像 ① buddha- patima  60  348 ② buddha - 

bimba  61 23,29 ③ jina  bimba  61 302 
佛陀 ① buddha  (沸, 覺者） 4  238;  6 1*; 11 

上 191; 13  422,  423; 18  30,  70;  23  45*;  60 

2;  65(ni)  76，  85,  90  〔如 來十號 の 一〕 6  75; 

7  58 ② Buddha  H 專。 轉輪 王〕 26  270 
佛陀達 多 Buddhadat は 〔王〕 60  21 
佛 p 它の敎 buddha  sasana  (佛敎 ） 12  265,267 
佛陀の buddha -gatha 12  85,  87 
佛陀の 譬喩 Buddhapadana  〔經〕 26 1; 27  355 
〔沸陀 の 夜叉 調伏〕 60 1 
〔佛陀 の 龍 調伏と 懸記〕 60 11 
佛陀品 Buddha  vagga 13 1; 26 1， 241; 28 

169  〔法 句經〕 23  44° 
佛陀論 Buddha- katha  58  411°;  〔57  289,297, 

359;  58  332, 337， 339， 341, 343， 344, 411,  412; 

59 上 144, 145, 146，  152, 155, 156, 158, 159,  232, 

283,  290,  325,  337,  340,  345，  368,  378，  387, 

402;  59 下 53，  58〕 
① 佛傑手 ② 佛磔手 suga は vidatthi  (佛手 尺） 

① 1 251; 5 17,58  ©1 392 
佛智 buddha  nana   40  368;    41 138*;  42 

271°*;  43 160°*  313°*;  44  292°*;  〔10175°; 

39 1; 41 137°〕 〔十四 種〕 40  219,  366 
佛地 buddha  bhu^i  23 13;  59 上 237 
〔佛 弟子と 特徵〕 13  229 

〔佛 弟子の 列擧〕 3  614;  4  23;  9  372; 10  277; 
11 下 83; 13  228; 17  33°;  22 下 28;  23  89; 
41 215 

佛典 buddha  manta  65(1)  53 
〔佛 典の 書寫〕 60 133 

〔佛 f#〕  28 101 203  〔略 說〕 34  63;  60  4， 152 
〔降誕 前後〕 11 下 141; 28 106, 111 〔阿 私陀 
仙の 占 相 等〕 24  258  〔在家 時の 五 ，三時 殿〕 
10  344; 17  234  〔觀 農耕 時の 坐禪〕 9  430;  28 


122  〔出家 一二 十九 歲〕 7 139  〔出家， 修行， 
成 道, 轉法 輪〕 9  294  〔出家 後一 頻昆 娑羅 王と 
の會 見〕 24  US  〔成 道 直前〕 9  431 〔降魔〕 24 
154  〔成 道 前後〕 9  294,300,  414;  28 159  〔成 
道 時の^ 觀〕 3 1; 13 13,151; 23  85  〔梵天 
勸請〕 3  9*;  9  301; 12  234;  28 171 〔成 道 直 
後〕 23  85,99,135  〔成 道よ り 舎利 弗 目 連の 出 
家 迄〕 3 1°- 79°  〔轉法 輪〕 3 18;  9  307; 16 下 
339;  28 1  72  ;  41 74,88  〔優 樓頻羅 迦葉を 化導〕 
3  43  59;  38  337  〔錫 蘭 島 訪問〕 60  5, 12,63, 
153,155,  157;  65(1) 110  〔迦毘 羅衞城 訪問〕 
3 138-140;  39  261 〔三十 三 天上 昇〕 34  230;  63 
330 〔三十 三 天に て 阿毘達 說法〕 63  330  〔南山 
に 遊行〕 3 134  〔馬麥 を 食し 給 ふ〕 1 10  〔年 
壽 八十 歲〕 7  68;  9 136; 11 上 165; 16 上 373 
〔入滅 三 ヶ月 前〕 7  75，  86,  93,  95; 16 下 106; 
21 260;  23 190  〔入滅〕 7 145; 12  267; 18 
138  〔入滅 後〕 11 上 215  〔佛 博の 一部〕 11 上 
276;  59 上 374  〔昆 婆尸佛 の傳〕 6  372° -422 

〔佛 と聲 聞との 差違〕 14 103 

〔佛と 提婆達 多〕 〜提婆 達 多 

〔佛と 提婆達 多との 前生〕 59 下 13 

〔佛 と佛 弟子との 偉大〕 11 上 160* 

佛統 buddha  vamsa  28 192 

佛塔 ① tMpa    (塔， 塔婆， 墓） 25  72 ② 
buddha  thupa  58  2iz 

佛塔 供養 thQpa  puja  25  72,  73 

佛德隨 念 Buddhagunanussati  (= 佛隨 念） 62 
416 

佛に 施して 大果ぁ り と 言 ふべ からず の 論 

Na  vattabbaiii  buddhassa  ainnam 

mahapphalan  ti  katha  58  J32° 
佛念, ty    buddhagata  sanna  25 161 
〔佛 の阿昆 達磨 說法〕 63  330 
〔佛の 威儀〕 11 上 182°- 186° 
〔佛の 偉大〕 7  42 
〔佛の 遺物の 所在〕 41 361 
佛の 一切 )31 性の 問 Buddhassa  bhagavato 

sabbannubhava  panho  59 ヒ 232 
佛の敎 buddhana  sasanarh  (佛 敎， 諸佛 の敎） 

12  404;  25 169,211 
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〔沸の 記念) €0 17 174 

佛の記 別 buddhassa  vyakaranam  39  30;  〔7 

205; 16 ヒ 131; 16 下 42，  226,  266,  270,  301; 

17  373;  20  93，  94;  22 下 34;  23 165,  215;  24 

455,462,469〕 〔四 衆に 對 して〕 7  57  〔諸聲 

に對 して〕 16 下 ね 1°,  243，  244 
〔佛の 化導 方便〕 34 146;  38  337 
〔佛の 五師〕 59 上 374  ' 
〔佛の 五大 遺 勅〕 65(1) 114 
〔佛 のん h 禪〕 （三 ヶ月） 1 389; 16 上 160; 16 下 

201; 31 299;  59  h  291 (半月） 1 113; 16 上 

158; 16 下 193 
〔佛の 三十 三 天上 昇〕 34  230;  63  330 
佛の gfli の 問 Buddhassa  acariyanacariya- 

panho  59 上 372 
佛の i'] 續者 buddhassa  dayado  25 112 
〔佛の 資具受 用〕 59 下 53 

. 〔佛の 齒牙 一切 利 天， 健陀羅 城， 迦陵迹 王， 龍王 

各 一 牙 を 供養〕 7 163 
〔佛の 侍者 達〕 33  346° 

〔佛の 質問の 二 因緣〕 1 10， 147;  2  39;  3 103, 
283,  371 

〔佛の 種種なる 美德〕 6 170*,  194* 

〔佛の 住所 一遊 行 地〕 7  89  92; 16 下 230° 

〔佛の 出家〕 33  383;  35 185，  216;  36 104,  219; 

37  350,421 〔二十 九歲の 時〕 7 139 

佛の出 tft (よ 難し kiccho  buddhanam  uppado 
23  45 

佛の 所在 指示の 問 Buddhanidassana  panho 
59 1： 152 

佛の聲 Iffl    buddhassa  savako  (佛 弟子） 24 132 
〔佛の 神變〕 （優 樓《 螺迦 葉の 化導） 3  43-59  ( 鴦 
掘 摩の 調伏） 37  253  (旱魃 時に 雨 を 降らす） 
29 135  (外道との 競爭） 34  227  (ii 釋族 訪問 
時） 39  262 

'〔佛 の 錫 蘭 島 訪問〕 60  5， 12,  63, 153，  155,157; 

65(1) 110 
'〔佛 の說 法〕 44  279 
(佛の 前 業〕 26  504  507 
〔佛の 前生と しての 王〕 14  226 
(佛の 大名 稱の 定型 句〕 1 165,  189,' 217,  317， 


334;  3  64;  6  75, 131, 165, 190,217,318,334; 
10 183,  343; 11 (： 72, 178; 11 下 333; 16 下 
234; 17  291，  303; 19  39;  20  83;  21 307;  24 
204 

〔佛 の智 楚〕 30 124,  294;  31 42;  32  211,  311; 

33  412;  34 146;  35  316;  38  413 
〔佛の 人 根智〕 20 164° 

〔佛の 年齢-一 八十 歲〕 7  68;  9 136; 11 上 165; 
16 上 373 

〔佛の 八 特徴〕 7  232°,  241 

〔佛の 皮膚 光 耀のニ 時〕 7 lis 

〔佛の 微笑〕 11 上 59, 100; 19  300;  33  206;  38  69 

〔佛の 病氣〕 7  66, 105; 16 上 372  (下 銜， ifn 病） 
3  487;  23  221 (背 痛-) 8  288; 15  288; 16 下 
38;  22 上 13;  22 下 14, 18  (風邪） 12  299  (摩 
訶均 頭の 七覺 支の 說 にて 癒 ゆ） 16 上 269 

〔佛の 病 癒 後〕 17  358 

〔佛の 無 障礙， 四 種〕 59 上 323 

〔佛の 遊 行路〕 16 下 230° 

〔佛の 容貌 を 見て 逃亡せ る 議論 者〕 30  370 

〔佛の 老衰〕 16 下 38 

〔佛は 一 世界に 二人 出で ず〕 8 142; 11 下 62; 17 
40;  47  45 

佛は 具足 戒 を 受け たり やの 問 Upasampanna - 

panho  59 上 159 
佛は實 在す るゃ實 在せ ざる やの 問 Buddha - 

atthinatthibhava  panho  59  J . 144 
〔佛は 正覺前 多く 安般 念に 住し 給 ふ〕 16 下 189 
〔佛は 婆羅門の 悲しみに 敎訓〕 34  43 
佛は梵 行者な り やの 問 Brahmacari  panho  59 

上 158 

佛 (よ to ヒ 者な り やの 問 Buddhanuttarabhava- 
panho  59 上 145 

佛は 無上 者なる を 知る やの 問 
Buddhanuttarabhavajanana  panho  59 ヒ 146 

〔佛 への 供養の 最大の も の〕 23  224 

〔佛 への 施 一 菓子 を獻 じて 福 を 得〕 29  314 

〔佛 への 施の 增大と 外道〕 30  70,  287;  31 237, 

517;  34  76 
佛寶 Buddha  ratana  34  418 
〔佛滅 三 ヶ月 前〕 7  75,86,93,  95; 16 下 10(3;  21 


(797) 


ブッ ー佛， 物， 筆， 舟， 船， 文， 踏， 冬， 鞦， 觸， 古， 篩， 分 


260;  23 190 

〔佛滅 後の 經〕 6  291; 7  365; 11 上 111，  209， 

357; 19  80 
〔佛滅 後の 堕落〕 25  271*,  277* 
沸 @    buddha  matar  27  400 
〔佛を 記念すべき 四處； 降誕， 成 道， 轉法 輪， 

般湼樂 の 地;） 18  214 
佛を 謗す buddharii  paccakkhati  22 上 30 
物質的 sSmisa  (有 味， 有 食樂， 有 染污， 愛染） 

9  95 

物質 fl3 苦受 samisa  dukkha  vedana    9  95 
物質的 不苦 不樂受 samisa  adukkhamasukha - 

vedana  (= 有食樂 の捨） 9  95 
物質的 樂受 samisa- sukha- vedana  (有 染樂 

受） 9  95 

物質 欲 vatthu  kama  (物欲， 事 欲） 30  361 
物 精 bhuta  (部 多， 鬼， 鬼神， 鬼 類， 惡靈） 
7  4 

物 名 m    nighandu  (語 棄， 字棄， u 人 ^ 它 名義 集） 
65(1)  52 

物欲 vatthu  kama  (物質 欲， 事 欲） 34  300 
筆 手遊び sa ほ ka  hattha  (手痕 占 ひ， 手 型戲） 

43 190;  44  412 
①舟 （|) 船 nav さ （船舶， 丸木船） ① 7  52,  53; 

18  352,  353;  23  232;  24  296 ② 1 79;  2 102， 

178;  3  272，  403;  5  28,  29，  63;  20  384;  24 

118,443;  25  219,253 

〔船が 河 を 渡る 四 作用の 塑喩〕 64  459 

船 終 Nava  sutta  24 117°, 119 

舟師 nSvika  (渡 守） 2  368 

船 天' A'    Nava  vimana  24  442,444,445 

〔船と 荷の 臂喩〕 38  370 

〔舟に 水の 漏る？ ぉ喻〕 24  296;  42  24 

舟 〔の 水:) （身中の 邪念） を 汲み 出 す sificati 
navarii 23  74 

〔舟の 水 を 汲 出す 齊喩〕 24  297;  42  27 
〔船の 三 支〕 59 下 276 
〔船の 荷が 沈まざる？ T: 喩〕 59 上 175 
船乘 りの 經典 Niyy^naka  sutta  33  416 
〔船 もて 渡る， 喻〕 25  219  V 
〔船 を 自由に 操る ものの??: 喩〕 24 118 


文 机 adhSraka  27  2,14 
踏 石 pada- si ほ 4  215,236 
冬 hemanta  (冬期， 冬季， 冬 時） 40  50 
① 鞦隨② 鞦韁戲 do ほ （搖ら ぎ） ① 63 102 ② 
39  27 

觸 るる Phusati  〔經〕 12 19 
觸 るる こと phusana  (觸 接〜 觸） 64  52 
古 井 jariidapana 13  290;  31 38，  40 
〔古 井 等を眺 むる S 喩〕 13  290 
古井戸 本 生物 語 Jarudapana  jataka  (二 五六） 
31 38。 

古き 苦痛- purana  vedana  62  60 

古き 業 purana  kamma 15  211 

古 著 類 gi4a  vaiaka  7  405,  406 

歸 calani  3  359 

分 Aiigam  〔經〕 22 上 225 

分 衣 人 civara  bhSjaka  3  497,  498;  4  269;  5 

343; 19  383 
分果人 phala  bhajaka   2  60;  4  269;  5  343; 

19  383 

分 臥 坐 #1- 人 senasana  gahapaka  4  255 

分 瞰食人 khajja  bhSjaka  (分嚼 食 人） 2  60 

分 坐臥處 Asenasana  pannapaka  (坐 臥 具 分配 

者， 牀座 設置 者， 敷 牀座者 • ，分 房 舍人） 5  343 
分 座 堂 patikkamanai  2 128 
分散 viddhamsana  (壊滅） 10  337; 11 上 20， 

21 

分 嚼食人 ① khajja  bhajaka    (分瞰 食 人） 5 
343 ② khajjaka  bMjaka  (分 餅 人） 4  269 
分 住の 智 padesa  v ihare  nanarh  40  4, 178° 
分 粥 人 y お U  bhajaka  2  60;  4  269;  5  343; 19 
383 

分 雜細物 人 appamattaka  vissajjaka  (雑 細 物 

の 分配者） 2  60 
分 陀利 ① pupdarika 〜次 項 (2)  Pundarika 

〔象〕 11 上 151 
①分 陀利迦 ②分陀 利 puijcjarika  (白蓮） 〔華， 

樹〕 ① 26  32,  276,  309,  340,  402 ② 14  205 お 

219;  22 下 52  〔尸 棄佛 の, ま 捉樹〕 6  364 
分斷 vocchijja ほ 14  84,  86,  91 
分斷章 khanda  cakka 1 192*, 193 


(798) 


分， 扮， 忿ー フン 


分斷論 Odhiso  kathS  57 142°， 149 

①分那 婆 藪 ②分那 婆' ぶ Punabbasu  (富那 婆 

娑:， 弗那 婆須） 〔六 群 比丘の 一人〕 ① 4 14, 

16* ② 4  261,262 
分 轉文陀 尼 子 Pup ひ a  Man ほ ni  putta  (富 樓那 

彌 多羅 尼 子， 滿嚴飾 女子） 「比， 説法 第一〕 

17  34 

分派 bhinna-vada  60  34 

分 鉢 人 patta  gahSpaka 1 416;  4  270;  5  343 

分泌物 お ay  a  63  241 

分 分に ffi'f 甾を斷 ず odhisodhiso  kilese  jahati 
57 142 

分 餅 人 khajjaka- bh§jaka  (分嚼 食 人） 19  383 
分別 ① kappa  (計 度） 24 190;  42 143,  144， 
166, 168°,  379;  43 115,130 ② vinicchaya 
(決定， 決斷， 裁判， ffl)  8  377 ③ vibhaiiga 
11 下 246， 250， 251， 252， 256*， 270*  © 
vibhajana 11 下 349，  350,  355; 16 下 372 ⑤ 
Vibhanga  〔經〕 13  2; 16 上 151,  417; 16 下 129 
(一） （二） 16 下 6，  8 

0) 分別 記 問 ② 分別して 後に 解答 せらるべき 問 
vibhajja  vyakaraniya  panha  (應 分別 記 問） 
〔四 記 問の 一〕 ① 8  308 ② 59 上 301,302 
分別 者 vibhavin  24 118 
分別せ る 者 vibhattavant  62  415 
分別 說者 ① vibhajja- vSda   (分別 論者） 60 
123,127,128,197 ② Vibhajjavadin  (分別 論 
者， 分別 說部） 〔部 派〕 60 197;  65(1)  77 
分別 說部 Vibhajjavadin    (分別 說者， 分別 論 

者） 〔部 派〕 4 114;  56  522;  64  497 
分別 篇 Vibhaiiga  (  =       別） 65(1) 19，  24 
分別 品 Vibhaiiga  vagga 11 下 246° 
分別 論 Vibhaiiga  〔七 論の 一〕 46  1°;  47  323; 
59 上 24,25;  62 182,281,282,  285,  288,  289, 
291,310,  311，  313，  323,  331; 63 137, 176,  179, 
208,210,212,  216,  220,  224;  64  74，  78，  240; 
65(1)  24 

分別 論者 vibhajja -V さ da    (分別 說者） 11 上 
257,258;  22 下 106 ② Vibhajjavadin  (分別 
說者， 分別 說部） 〔部 派〕 64 164 

分 房舍人 senasana  pannapaka  (あ 臥 具 分配 


者， 牀座 設置 者， 敷牀座 者， 分リ ^ 臥處 人） 1 
267;  2  60 

分 浴衣 人 satiya  gah-apaka  4  270 
分 了    avisSrin  (不 亂， 短音） 〔八 音の 一〕 ii 上 
185 

分量 pamSpa  (量） 59 下 168* 

分裂 vivadana  6 13,103 

扮飾 map(Jana  (装飾） 9  322,  465 

忿 ① kodha  (忿怒， 瞋ま 0  9  23,  55,  56; 12 
60，  78，  275,  290,412; 13  418; 15 189;  17164, 
495; 18  83,84，  148，  447; 19  389;  20  96,  97， 
230,410;  21 324;  22  [： 178,194,  262*;  22 下 
59,  69,  72， 129,  275，  351; 23  243°,  250°;  24 1， 
91， 134,  197;  25 199;  40 170;  41 140,  145, 
146;  42 18,35,103,  114，  325° 其 他； 43 17°, 
21, 22, 140, 152，  165, 198°,  259°,  374;  44  40, 
52,  81°*,  147， 177 其 他； 47  62,  78°,  384°,  390; 
59 下 127;  62 104，  105，  213,  413，  439 〔害 惡〕 20 
346*  〔原因〕 43  22°  〔定義〕 42  325°;  43 17, 
198;  44  82;  47  78,384 ② kopa  (忿 恨， 忿怒， 
憤， 憤怒， 怒， 怒氣， 瞋恚） 7  392,  397* ③ 
vera  (怨， 忿怨， 怨恚， 怨恨， 怨心， 怨僧， 
怨讎， 敵意， 怒， 魔怨） 18 197 ④ Kodha 
〔章〕 21 324 

①忿 あり ②忿 ある ③忿 〔者〕 kodhana  (忿 
怒 者， 忿怒し 易く， 有忿） ① 22 下 69 ② 15 
372;  24  43 ③ 4 137;  8  325; 11 上 314，  315, 
319; 13  303,  304,  305; 18  356*;  20  74;  21 
28;  22 上 332,  334,  335,  338,  347;  47  362,  384; 
63 141,142 

忿惠 dosa  (瞋， 瞋恚， 恚， 憎， 僧惡， 嫌惡） 
15  304 

忿恚相 kodhupay お a  (忿 躁， 忿權） 9  264 
忿怨 vera  (怨， 忿， 怨恚， 怨恨， 怨心， 怨僧， 

怨讎， 魔怨， 敵意， 怒） 23 17， 18 
忿恨 kopa. (忿， 忿怒， 憤， 憤怒， 怒， 怒氣， 

瞋恚） 9 161，  164，  168, 173 
忿躁 kodhupSy お a  (忿恚 相， 忿權） 10  274 
忿と恨 kodho  ca  upanaho  ca 17 147,  154， 

155，  156， 158 
忿な き akodhana  (無 忿， 無瞋） 15  376* 


フン ー忿， 芬， 粉， 紛， 憤， 糞 


忿怒 ① kodha  (忿， 瞋惠） 7  257;  9 160,161, 
163, 166，  167，  170，  171,  487*; 10  4;  23  51*;  33 
233;  36  48 ② kopa    (忿， 忿恨， 憤， 'ま 怒， 
怒， 怒氣， 瞋恚） 4  283;  8  207;  9  437；  31 11 ③ 
anabhiraddhi 11 上 315; 17 123,124  @ 
byarosa 11 下 82 

忿怒 阿育 Caijc^asoka  60 190 

① 忿怒 者 ② 忿怒し 易く  kodhana  (忿 あ る ， 
忿 〔者〕， 有忿） 9  66，  70，  72,  487* ② 11 下 278 

忿怒 品 Kodha  vagga  〔法 句經〕 23  51= 

〔忿の 害〕 20  346* 

忿の 殺害 vadha  (殺， 殺戮， 殺害） 12  60,  78, 

79,  275,412 
〔忿の 生 因〕 43  22° 

忿惱 kodhupSy お a    (忿恚 相， 忿躁） 10 118， 
122° 

忿悩者 kodhupay お in 10 122 

忿品 Kodha  vagga 17 154 

芬那 咖 punnaga  〔華〕 59 下 198,229 

粉碎 parimaddana  (磨滅） 6 113, 114,  249 

粉飾 mandana-vibhusana  6  9 つ 99。 

粉末 pittha  (粉） 3  356 

粉末 石餘 nahaniya  cunna    (洗 粉， 浴 粉， 順 

浴 散） 9  479  . 
粉抹 cuTOa  (粉， 細 末， 粉藥， 洗 粉， 細麵） 

17  337 

粉薬 ① cuiwa  (粉， 粉抹， 細 末） 1 311; 2 
188,222  (D  cunna  bhesajja  3  358 

粉藥塊 cuiwa  piijcja  2  245,  248 

紛議 vivSda  (諍， 諍 論， 異論， 爭論， 口論， 
論爭， 論 諍， 論， 鱧， 鬪諍） 11 下 191， 192 

①紛爭 ②紛亂 kalaha   (諍， 諍爭， 諍 論， 諍 

訟， 異論， 諠譁， 爭鬪， 鬪， 鬪爭， 鬪諍， 不 

和:） ① 2  59 ② 2  202,349 
紛亂者 kaiaha  karika   (諍亂 者， 鬪爭 す， 闘 

諍す） 2  372 
①憤② 憤怒 kopa  (忿， 忿恨， 忿怒， 怒， 怒 

氣， K 恚） ① 17  301,302,322 ② 21 25,57 
憤激 ① kupita  (恚 心， B 員り ） 9  40*-® 

sarambha  (愤 發， 激情， 瞋恚， 怒， 性急， 

爭， 有難 處， 橋 憎） 18  335,  339;  20  230,  410 


憤發 ① sarambha  (激情， 憤激） 17 164,  495; 

18  447;  21 326;  22 上 194;  22 下 275,  351 ② 

Sarambha  〔章〕 21 326 
糞 ① karisa  (尿， 大便， 排泄物） 〔三十 二 身 

分の 一〕 63  58°,  266° ② gQtha  (乘， 大便， 

排泄物） 2  430; 13  232; 17  51 
①糞語 人 ②糞語 〔者〕 giitha-bh^in   ® 17 

206° ② 47  364,400° 
糞坑 ① gQtha- kOpa  (糞 壺， 厠） 7  373,  374; 

13  258,259; 17  204;  20 164;  24 104;  25  221; 

47  412 ② gQtha は ha  25  310 
糞坑に 頭の 〔沒 する まで〕 沈める 人 giithakQpe 

sasisakam  nimuggo  puriso に (こ 頭 も 共 

に 沈める 人） 13  282 
〔糞坑 に 落ちた る 者の 譬喩〕 20 164 
〔糞坑 の 譬喩〕 7  373;  9 122;  24 104 
〔糞坑 を攪亂 する 譬喩〕 17  204;  47  412 
糞 食 gQtha  bhakkha 11 下 214 
糞 食 鬼 事 Guthakhadaka  petavatthu  25  98, 

100 

糞喰蟲 giitha  khadaka  panaka  30  358，  360 
〔糞 喰蟲と 象〕 30  358 

糞 噴蟲本 生物 語 Guthapana  jataka  (ニニ 七） 
30  356° 

糞 掃 衣 ① parhsukQla  (弊衣， 塵堆 衣， 塵 衣） 
1 94;  3  51*,  102, 163,  490,  492*;  4 176,  177; 
5  200,  237;  6  238;  8  53;  9 128; 10  35,  92; 
13  297,  323，  324，  416,  417; 17  395,489; 18 
48,361; 19 150;  21 111; 23  79,355;  25 143， 
294,297;  26  213,  357,  437，  469;  27  42, 193, 
221; 31 285，  299，  300;  32  295;  33  373;  37 
472;  43  251; 47  443;  62 119。；  65(1)  9  〔五 
種〕 5  220  ©  pariisukulikatta    (箕掃 衣 を 被 
る こと ） 9  374,380 

糞 掃 衣 支 pamsukulikanga   (糞 掎衣者 分） 42 
98,  286;  43 14,  353;  44  282;  59 下 248;  62 
118, 120°, 124°* 

① 糞 掃 衣 者 ② 糞 掃 衣 行者 ③ 糞 掃 衣 部 @ 糞 
掃 衣 を 著 くる もの parhsukQlika  (著 糞 掃 衣 
者, 持 糞 掃 衣の もの， 著襤樓 者） ① 1 22,284, 
288,390*;  3  444;  4  302，  446;  5  223,  325;  9 
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45,  46; 11 上 9°, 137;  23 152;  42 101，  102, 
223,  328，  346，  358;  43 149，  211,  216;  47  371, 
464;  59 下 250;  62 120,  126，  145,  242  〔五 種〕 
47  371, 464 ② 19  261, 307 ③ 61 82*,  89， 
104, 112, 113， 119， 128, 129, 136, 138, 140, 141, 
182  (3)  13  274,275,297,298,306,307 
〔糞 掃 衣 者の 譬喩〕 19  261 
糞 掃 衣 者 分 parhsukmikaiiga  (糞 掃 衣 支） 5 17 
糞 掃 衣 を 被る こと paihsukmikatta  (糞 掃 衣） 
17  56 

糞 掃 物 想 pamsukiila-saiifiin 1 89 
糞堆 ① gQtha  r お i  28 10 ② vacca  (大便） 3 
370 

〔糞 中に 陷れる 人の U 喩〕 28 10,11; 41 221 
糞 中の 蛇 gQthagata  ahi 17  204 
〔糞 中の 蛇の 譬喩〕 17  204;  47  411 
糞蟲 ① ini!haka 13  336 ② Mi!haka  〔經〕 13 
335 

〔糞蟲 の 譬喩〕 13  336 

糞壺 giitha- kiipa  (糞 坑， 厠〕 25  98 

糞 壺に頭 も 共に 沈める 人 guthakupe  sasisako 

nimuggo  (糞坑 に 頭の 沈める 人） 1 178 
棄尿 mutta-karisa   24  324;  38  98，  99， 164 

196，  194;  42  276 


糞尿 坑 candanika  (ドブ 池， どぶ 池， 泥沼， 

汚水 溜， 诏澤） 17  261 
糞尿 地獄 ① Giitha  niraya 11 下 240，  241 

(D  GQtha  naraka  64 124 
〔糞， 尿， 痰, 膿， 血の 譬喩〕 13  232; 17  51 
糞無畏 Mi!habhaya  〔比〕 62 157 
糞 を 喰 ふ 邪悪の 婆羅門 GOthakhadi - 

Dutthabrahmano  〔經〕 13  382 
①糞を 喷ふ人 ②糞を 食せ る 人 giitharfi 

khadanto  puriso ① 13  383 ② 1 178 
文， 文句， 文字, 文 邪， 文 若, 文 眞隣陀 ，文祁 子， 

文荼， 文隣陀 等〜 モン 
文 蹄 脚 bundikabaddha  〔臥 f 未〕 2  63,267 
文 蹄 小 床 bundikabaddha  pitha  4  229 
文 蹄 床 bundikabaddha  manca  4  229 
文典 ① ketubha  (fS 軌， 儀式 書， 式典， 楷畫） 

65(1)  52 ② veyySkaraija   (文法， 語法 論） 

61 540 ③ sadda  sattha  64 157 
文典 家 akkhara  cintaka  63 163 
文法 ① veyyakarana,  vyakarana  (文典, 語 

法論） 11 上 178,  187,  195,  219,223,  274; 17 

264; 19  312;  59 上 21, 357,  374;  61 439 ② 

saddattha  61 195 
揮襠 samvelliya  4  403 
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ぺーゲ Pegu  〔ビルマの 地ノ J リ 61 518 

ぺ一 クニヤ Pekhupiya  〔塞〕 17  313 

ベー サ カラー Bhesaka!a,  Bhesakala  (恐怖） 

〔林〕 2 182;  9 159； 11 上 122,  130; 15 187; 

18 107;  21 109;  25 112，  317;  32  9 
ベ一 サ カラ一 ヴ ナミ ガダー ャ， ベ一 サ カラ— 林 

鹿 園 Bhesakalavana  migadaya  (恐怖 林 鹿 

野^)  4 194; 14 1 
ベー サ ツチ" ヤマン チ 'ユーザ一 ガン タ Bhesajja - 

manjusa  gantha  (藥 箱の 句） 〔書名〕 61 510 
ぺ一シ pesi  (閉 尸， 穴 肉） 〔胎內 五位の 一〕 

42 179;  63 14 
ベー シカ Bhesika  〔理 髮師〕 6  318 
ペータ 力 Petaka  〔書名〕 62  282 
ペータ • ヴ ッ トウ pe は vatthu    (餓鬼 事經） 

〔小 部經の 一〕 25  r 
ぺッグ ノ、。 ッノ、 'ター Pheggupabbata    〔尼〕 60 

124 

ぺ一 ッサ Pessa  〔象 御者〕 10  85* 
べッ サン タラ 本生經 Vessantara-  jataka  (ヹッ 
サン タラ. デャ一 タカ， IS 輸安 ngil 王子 本 生物 
語， 尾 施 縛 多羅 本 生經） （五 四 七） 27  345 
ぺッ タン ガブ 一 リカ PettaAgavaiika  〔精舎〕 
60  370 

ページ チヤ peccha  〔乘 物〕 27  256 
ぺ一 ツチ ャタ" 一ャカ Pecchadayaka    〔I； 匕 丘の 
譬喩 經〕 27  256 

ベッラ bella    〔果， 樹〕 26  31， 249,  404;  27 

72, 106, 149 
へッ ローリ Helloli  〔村〕 61 8 

へ— ディ ッ ラカン ダガー マ Hedillakhaijqia - 

gama  〔村〕 61 271 
ぺ一 ナ一ヒ カー pepahika  〔馬〕 59 下 318,  319 
〔ぺー ナーヒ カー 鳥の 二 支〕 59 下 318 
へ— マ Hema  (黃 金） 〔殿〕 61 301 
へ 一 マ一 HeinS  〔尼〕 60 104, 124 
へ 一 マ 力 Hemaka  (醯 摩迦） 〔婆 和 利の 弟子， 

婆， 比〕 24  379 
へ一 マーサー Hem おさ 〔尼〕 60 126 
へ— マサ— リ— Hemas さ li  〔精 舍〕 61 94 
①へ一 ママ ーリ 「力〕 ②へ一 ママ一 リカ 


Hemamali[kaj,  Hemamaiika    〔塔 廟〕 
① 60  256,  267,  372 ② 61 132，  142, 143 
へ 一 マヴタ Hemavata ひ ij' 山） 「夜叉〕 8  279; 
24  55 

へ一 マヴ ティ一 Hemavati し 水路〕 61 408 
へ一 マヴ一 ルカ Hemavaiuka  〔塔 廟〕 61 121 
ぺー ラガー マ Pelagama  〔精舎〕 60  38 3 
へ 一 ラッタ カツ チヤ一 ナ      Belattha  Kaccana 

(昆 羅托 迦栴） 〔塞， 僧伽に 砂糖 を 施し， 佛の 

說法 にて 歸佛〕 3  393 
ベ一 ラッ タカ一 二    BelatthakSni  〔比〕 25 134 
ベ一 ラッタ シーサ Belatthasisa  (毘 羅吒師 子） 

〔比〕 2 137;  3  358,  514;  5  30;  25 112 
ぺ一ラ 一ドーニー    PerSdom  〔都〕 61 488 
ぺーラ ハーラ Peiahaia  〔村〕 61 73 

へ 一 フン ニヤ カー 二     Herafiflakani   「上' 匕〕 25 
147 

ベ一 リ一 Bheri  〔尼〕 39  242*,  259 

へ 一 リガ一 マ He!ig5ma  〔村〕 60  395 

へ 一 リガ 一 マ 力 Heligamaka  〔住 院〕 61 84 

ベー リ ヮ"一 ダ * ヂ ヤー タカ Bheriv き da づぉ aka 

(打 鼓 本 生物 語） （五 九） 29  45° 
ぺ一 リ ヴービ 力 Pe!iv さ pika し 村〕 60  334 
ペル シャ人 Padasika  50  487 
ベー ノレ ヮ ① beluva,  beluva  (木瓜， 橡， ビル 
ブ） 〔樹， 果〕 7  298,  299,  304;  9 192,  193; 
11 上 8;  24  248;  27  45,  96， 154;  31 430,432, 
434;  34 193,  407;  35  351; 39  378，  424,  473, 
488;  63  332 ② Bheruva  〔町〕 25  37 
ベ 一 ル ヴガ 一 マ 力 Beluvag さ maka  (竹林 邑） 

10 101; 22 下 323 
ペール ン パャラ Perumpayala  〔地名〕 61 376 
ペンナ カタ Peijpakata  〔町〕 24  500，  501 
ベン ナー カタ Bhe^ujakata  〔地名〕 38  377 
平安 sotthi  (安 穩） 12  91 

平等， 平等 行， 平等 心〜 ビ ョ ゥ 

平覆屋 a^cjhayoga  (片 屋根 家， 金翅鳥 家） 3 

102,  164,  189,  249,  250,  419,496;  4  226,  263 

〔五 種 房 舎の 一〕 4  226 
平和 住 者 samacarin  23 154 
兵學 yuddha  (戰， 戦-や） 59 上 10 
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ヘイ 一兵， 胼， 瓶， 閉， 群， 弊， 米， 吠 


兵車 聲 ratha-sadda  (車 聲） 7 133 
兵隊 anika  (軍勢， 軍隊， 扈從） 2 170° 
兵團 sens- byQha  (配 兵） 43 173，  350，  390;  44 
468 

兵 列 balagga  (列 兵） 43 173，  350,  390;  44 
468 

兵 論 seM-kath5  (軍 論， 軍隊 論， 軍兵 論） 

〔無用 論の 一〕 11 上 1， 28，  36 
胼胝 p5da- khila  3  332 
瓶 〜カメ 

瓶喻人 kumbhupama  puggala    (瓶に 瑜 ふべ 

き 補 持 flW 羅） 〔四 種〕 47  366,425 
閉尸 pesi  (宍 肉， 肉片） 〔胎內 五位の 一〕 42 

179;  58  246;  59 上 81; 63 14 
m   kudda  (壁， 墻） 1 134 
塀橫斷 TirokiK? お （戶 外） 〔經〕 59 下 236 
① 弊惡女 ② 弊 女 bandhaki ① 2  444 ② 2 

429 

弊惡人 dhima  (惡 人， 暴惡 人， 狡 猿 者） 4 
412 

弊衣 ① chava-dussa  (屍 衣， 塚 間 衣） 10  35， 
92 ② duccola  (：惡 服） 2  397 ③ dubbala- 
civara 1 430;  4  "5 

弊壞衣 ① nan は ka 16 下 220 ② nantika  22 
上 36 

弊 稼 生活 liikh り iva  (〜難 港 生活 者） 6  231, 
232 

弊屋 ag さ raka 10  260 

弊 宿 P§yasi  〔王族， 塞， 業と 報に 關 して 鳩 寧 
羅迦 葉の 說法を 受けて 歸衣〕 7  365* 

弊宿經 pay お i  sutt あ ta  7  365° 

米 酒 odana-sura  2 174 

米 粥 saiinarh  odano  (米飯） 9  47 

米鈑 ① odana  (飯， 粥， 乳糜， 飯 球） 11 上 
69   ®  bhatta  (食， 食物， 飯， 食事， 請 食， 
瞰食） 39  70  (H)  sal i- anna  24  89,  90  @ 
salinam  odano  (米 粥） 2  330; 19  69 

吠舍 ① vessa  (昆 舍， 庶民 族， 農業 者） 〔種 
族〕 1 224;  2  289;  4  357;  6 136,  27 も 8  99， 
100，  115°;  34 108,  296,  297,  408;  38 18, 
306,  315，  316,  495,  500,  501，  545;  39 153, 


273,  274,  283,  288,  290,  291,  324,  546;  47 
142*,  324;  57  49，  50，  79,  80;  59 上 12,  265, 
357;  60 163,  282    ©  vesiyana  37  380，  396 
吠 舎 家 vessa- kula  (庶民 族） 2  289 
吠舍法 ① visSkhS    (毘舍 法） 〔月〕 60  70, 
139,  152,  158，  163,  229,  335,  365;  65(1)  8, 
95   (2) vesakha  〔月〕 60  335 
吠 舎 法 〔祭〕 vesSkha  (毘舍 法） 6G 146,  365， 

385，  396,  403,  409，  411 
吠舍山 Vessa-giri  〔精舎〕 60  282,  283,  374 
吠舍離 VesSli  (昆舍 離， 廣嚴） 〔城〕 8 12, 

16;  28  419;  65(1) 18 
吠 奢 女 vesiyS  (M 女， 淫賣， 淫 賣婦， 遊女， 

倡婦〜 娼家， 妓女） 46  350 
吠陀 ① veda   (園 K  = 智） 24 194,  308;  25 
312;  30  440;  32  70, 138，  139;  34  69,  289， 
292,  293,  308;  35 19, 193，  245;  36  351; 37 
233，  289;  38  303,  305，  306,  310*，  315,  320, 
322*;  41 257;  42 137°,  138，  309;  44  89,  90 
123，  128;  60 186,  219;  65  (1)  51, 52 ② 
manta  (吠 陀の聖 言， 聖典， 聖經， 聖書， 神 
呪， 神 典， 祕典， 文， 眞言） 29  273  〔六 
支〕 24  524 ③ japa  (讀 誦， 讃歎） 24  227 
①吠陀 達人 ②吠陀 の 達人 ③吠陀 に 達し （D 
吠陀通 ⑤吠陀 通達 者 ⑥呋陀 に 通じ ⑦吠 
陀に 通ず ⑧吠陀 に 通曉し ⑨吠陀 に 通ぜる 
vedagu  (明 智者， 極 智者， 識者， 明覺 者， 
明 者） ① 24 194° ② 24 166,  170,  172,  182, 
284，  328,  342，  360.  397，  400;  42 138，  309。， 
310;  43  72,  275;  44  89。，  90°, 123 ③ 24  277 
④ 11 上 191 ©42 137 ⑥ 25 110;  27 179, 
274,  292，  322  ® 12  245 ⑧ 24 119 ⑨ 23 
105;  25 163;  〔20  405。〕 
吠陀に 通ぜる man は- paragQ  (眞言に 通曉せ 

る ） 26 153，  187,  307 
①吠陀 の 極に 達し ②吠陀 に 通じ vedantaga 

① 24 168 ② 3  4;  23  88 
吠 陀の聖 言 manta  (吠 陀， 聖典， 聖經， 眞 

言， 呪文， D 兄 語， 神 呪， 『^^^典） 25  29 
吠 陀の六 支 chalanga  (六 支， 六 支 吠陀， 六 
分） 59 上 357 
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僻， 壁， 璧， 1!， 別 一^^ 'つ 


吠陀 名義 集 nighaijcju  (語 窠， 物 名 集， 字棄） 

6 132,  168,  179*,  192,  202，  207 
吠 陀羅. vedalla  (毘 陀羅， 方廣， 方 等經， 有 

明， 知 解， 智解） 〔九分 教の 一〕 20 111; 47 

423,  453;  59 下 40 
吠 坦婆利 Vetambarin    〔外， 天子〕 12 110, 

111, 112 

吠 波 質 底 Vepacitti   〔阿修羅 王〕 12  85，  86, 

386,  387,  389* 
吠 波 質 底 （忍 辱） Vepacitti  or  Khanti  〔經〕 

12  386 

吠 嵐 婆 風 verambha- vSta  (毘嵐 婆 風， 毘藍婆 

風， '季節風， 酷 風） 46 104 
吠 瑠璃 ve!uriya  (毘 瑠璃， 瑠璃， 琉璃） 〔寶 

珠〕 17  348;  60 14 
吠 瑠璃 珠 maiji- ve}uriya 12 109 
僻遠の 地 arafifia  (阿 蘭 若， 阿 練 若， 林野， 

森林， 林， 閑 林） 17  247; 19  59 
① 僻陬の 獨居 ② 僻陬 獨住者 panta 

sen お ana  (邊陬 の 坐 臥， 邊 地の 臥 坐 所） ① 
9  24* ② 9  45，  46 
壁樓 pak さ ra- toraija 16 上 382;  22 下 112 
①璧石 ②璧玉 si ほ （石， 寶石） ① 23 171, 

174 ② 4  355,357;  21 65,  69，  75，  78 
臍 n さ bhi  2  555; 19  334;  28  464 
別異事 nSnS- vatthu  5  358 
別 異の理 nSnatta- naya   64  281， 360 
別 解脱 patimokkha  (波 羅提木 叉， 戒本， 戒 

條） 24 125,  352;  43 172 
別 解脱 律儀 patimokkha- sariivara  (波 羅提木 
叉 律儀， 戒本 防護， 順 解脱 律儀） 11 上 348, 
364; 11 下 162;  42  56,  98,  224,  286,  348;  43 
24, 146,  216,  352,  364;  44  35;  47  27;  62 14, 
24,  34*,  35°,  40,  65。 
別 解脱 律儀 成 patimokkhasarfivara - sila  62 

34，  35°*,  65°,  80;  65(11)  82 
〔別 解脱 律儀 戒の 成就〕 62  65 
〔別 刻 法 勅〕 65(111)  37 

別 衆 ① gaija  (伽 那， 衆， 會衆） 1 336;  2 
351; 4  22,  23;  5  206,  207,  301 ② vagga  3 
198,  214*,  228,  231，  289，  293,  294;  4  4 


別 衆稱磨 vagga- kamma  〔六 種; 磨の 一〕 3 
552*,  553° 

別 衆自恣 gane  pavarana   5  210 

①別衆 食 ②別 衆食戒 gaija  bhojana  (衆 食) 
① 2 118°;  5  28，  64,  201 ② 5  229 

別 衆布薩 gape  uposatho  5  210 

別 衆 を 別 衆 と 思 う 十五 事 vaggavaggasannino- 
pannarasaka  3  232 

別 住 padvSsa 1 188，  313;  2  48，  200,  362;  3 
87,  92， 116,  117,  120,  255,  557，  558,  566*;  4 
11， 94，  97*;  5 193，  275°; 13  30; 17 161 〔二 
種； 覆藏， 不 稷藏〕 5  201 〔三種； 二種と 淸 
淨邊〕 5  206  〔四 種〕 5  215  〔與 ふべき 場合〕 
4  94  〔還俗 乃至 擧 罪との 關係〕 4  94  〔別 住 中 
の 種種なる 場合の 判決〕 4  97 113 

別 住 行 法 parivasika-vatta  4  52 

別 住犍度 Parivasikakkhandhaka  4  47° 
別 住 者 parivSsika  2  540;  3  296;  4  248;  5 
116,  368 

別 住 比丘 parivasika-bhikkhu  4  47* 

別 住 it 丘の 行 i' 去 parivasika -bhikkhunam 

vattam  4  48° 
別 住 〔比丘〕 の 行 法 九十 四 事 catunavuti - 

parivasika  vatta  4  51 
別處 paccekatthana  21 315 
別 性 puthu  40 170 

別 性 • 異性 • 一 性 • 威力 • 永 盡の慧 puthu - 

nanattekatta-teja-pariyadane  panna  40 
3， 170° 

別 請 食 uddesa- bhatta  (指定 食） 3 102,  163; 

4  268;  58  328 

別 相 anuvyafijana  (隨 相， 細 相， 隨 相好， 隨 
味， 隨好， 隨形 好） 6 105，  247; 15  276 

別 相 を 執らず nanuvyanjanaggahin  (隨 相に 
執せ ず） 15 168 

別の 伽陀集 Aparam  gathasamganikam  〔章〕 

5  269，  271 

別の 時 p^tihariya- -pakkha  (神 變月， 神變 分' 

神變を 得る 分） 17  232 
別別の 諦 pacceka- sacca  (獨 ー諦 = 偏見） 

74 
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ベ ツー 別， 蔑， 宽， 片， 返， 備， 貶， 遍 G 扁） 


別別の 缔を除 遣す panunna  paccekasacca  22 
上 249 

別 房 hammiya  (樓 房， 平屋） 1 339 

別 問 Visesa-pafiho  59 上 204° 

別 立 vavatthita  4 107* 

別 論 visesa  42  250,  251,  253,  264，  268 

蔑視 paribhava  2  389 

蔑栗墜 muddika  (葡萄） 〔樹〕 39  389 

度筐 salakodhaniya  3  361 

片曲手 〔者〕 ku^ii  hatthaka  57  50 

片鼓 eka- pokkhara  35  395;  39  519 

片身 麻痺 者 pakkha  ha は （半身 不隨 者， 蹵， 
蹵足） 42 129, 130 

返 論 patikamma  (反駁， 救 論） 57  3* 

偏見 ① adhitthSna  (攝 持， 攝受， 受持， 住 
著， 取 著， 處， 依處） 9  251 ② anta- manta 
8  49,  66 ③ vidha  (= 慢） 20  300 ④ 
vipphandita  (爭 論， 紛爭） 6  59* 

后き 日 右 肩す ekarhsarii  uttarasangam  karoti 
(衣 を 一 肩に す， 上衣 を 一 肩に し， 上衣 を 偏 
袒 にし， 一 肩に 上衣 を 被て） 1 252,  253 

①偏目 ②婦盲 kSija  (眇， 眇目， 隻眼 者' 
片目， 瞎目， 瞎子） ① 47  436 ② 17 175; 
18 149 

^5 稱者 apasadetar  5  311 

遍 kasina  (遍 處， 遍! g 定， 遍處觀 法， 一切， 

迦 師那） 62  215，  217,  222,  225   〔八 種〕 57 

261, 395  〔四 過失〕 62  247,  339 
遍求淨 pariyetthi  suddhi  62  80° 
遍求欲 pariyesana  chanda  43 12° 
(D 遍行 外道 ② mf^'  paribbajaka  (遍歷 者， 

普 行者， 普 行 沙門， 梵志， 出家 行者， 遊行 

僧， 行脚 ft", 波 利 婆闍， 般 利婆闍 iS3) ① 2 
189,  461,  488;  5  30,  65, 105, 109 ② 15 
219,  220 

遍行 外道 女 paribbijikS  (出家 尼） 2 144*, 

461，  488;  5  30，  65, 105， 109 
① 遍行道 ② 遍行趣 sabbatthagamini 

patipada ① 16 下 171 ② 22 上 253,  257 
遍行の 智 paricce  nanam  47 10，  34  、 
遍計 pakappana  24  359;  42 107。，  116;  43 


97,  272 

遍 計の 見 pakappita  ditthi  24  305 
遍 〔業〕 處 kasiiiia  (遍， 遍 It)  33 159, 171 
遍業處 者 kasipa  kammatthanika  62  372 
遍作 parikamma  (準備， 豫備嶽 行） 62 174， 

248,  270;  63  35，  36,  39，  79，  206,  219,  304， 

318,  322,  323,  327*,  333,  336，  338*，  350, 

357，  370,  371,  375，  383,  384，  385，  387,  402, 

405,  406,  411,  413;  64  421;  65(11)  33,  81* 
遍作 （^準備) 作意 parikamma  manasikara 

63  206,  219 
遍作修 習 parikamma  bhavana  (豫備 修行) 

65(11)  78* 
遍作定 parikamma  samadhi  65(11)  80 
遍作相 parikamma  nimitta  65(11)  78,80° 
遍捨捨 遣 pariccSga  patinissagga  (永 捨 定棄） 

63 120;  64  379 
遍取 pariggaha  (執 持， 執著， 愛 著， 著， 攝 

受） 42  81, 183，  194;  43  33,  35 
〔徧趣 行 智力， 遍趣行 智力〕 9 113; 16 下 171; 

22 上 253,  257;  41 110;  47 13，  50° 
遍趣 行如實 智力 sabbatthagamini-patipadam 

yathabhuta  nana  bala  57  299 
遍庄者 paribbasana  24  344 
遍熟性 paripacana- bhava  (成熟 性） 63  254 
遍熟 tU    paripacana  lakkhana    (= 火界) 63 

253,  274 

①漏處 ②遍處 ③遍 處觀法 kasma  (遍， 遍 乾- 
定， 一切， 迦 師那） ① 33 159，  171; 34  303, 
340 ② 35  212 ③ 36  82, 130,  354 

遍處 ① kasipa 〜前項 ② kasm お a は na  〔十 
種〕 8  349;  22 上 269,  288 ③ KasmSyatana 
〔經〕 22 上 269 

遍 ft 定 ① kasma  (遍， 遍處， 遍處觀 法， 一 
切， 迦 師那） 28  68 ② kasma- parikamma 

(編處 の豫備 修行， 遍處觀 法の 豫婦 修行， 観 
念の 豫備 修行） 29  304;  31 94,  296,  538;  35 
45;  37 184，  504 
遍處壇 kasiija  mapc^ala  (遍 曼陀羅， 遍の 輪） 
36  356 

① 處 の豫備 修行 ② 遍 I. ゼ t 觀 法の 豫備 修行 
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遍 （徧 ）， 編， 邊一 ヘン 


kasina  parikamma  (遍の 準備 定， 觀 念の 豫 
備 修行， 觀法， 一切 入豫 修法） ① 34  303 ② 
36  82,  83 

遍除虛 空 kasinugghatimakasa  58 16 
遍淨 pSrisuddhi  (淸 fff)  63  97, 112°, 113 
遍淨起 parisuddhuppada  62  74 
遍淨光 parisuddhabha 11 下 183,  188， 189 
遍淨光 天 ParisuddhSbha  deva 11 下 183, 189 
遍淨捨 parisuddhupekkha  62  317*,  319° 
遍淨 天， S 淨天 Subhakinha  deva, 
Siibhakinna  deva  8  298,  ； 332,    343;    9  2; 
10  8,67*,  166; 11 下 117; 17 198; 18  225, 
228; 19  281; 20  284;  22 上 77;  32  335;  41 
210;  44  278;  47 193°;  57  272;  63  386,  393*; 
65(11)  41， 43，  46  〔壽 量〕 18  225,  228  〔樂 
の 最上〕 19  281 
徧淨 天性 Subhakinnatta 10  69 
遍尋 pariyesana  (遍 求， 尋求， 求） 7  321* 
遍盡 ®  parikkhaya  21 329   @  Parikkhaya 

〔經〕 21 319,  329 
遍知 ① pariiiflS  (遍 智， 知悉， 智， 會 得智， 
曉了） 14  302;  21 329;  23  276   〔三種〕 42 
74°;  43  267;  44 191。，  195°;  64  462。*;  〔22 下 
351〕 @  Parinna  〔經〕 16 下 67;  21 319 ③ 
Parinnaya  〔經〕 16 上 "6;  22 下 275 
遍 知現觀 parinfiabhisamaya  64  458 
遍 知す parijanati 11 下 418*; 16 上 41(3 
①遍 知すべき 法 ②遍知 せらるべき 法 

parinneyya  dhamma  (1) 16 228 ② 18 
431 

遍 知せ ら るべき parififieyya   (知悉せ ら るべ 

き ） 8  358* 
遍 知人 pariftfla ほ vin 14  249,  301, 302 
遍知分 ParififiS  V お a  48 上 90,  292,  306,  395， 

477;  48 下 219;  49  473 
遍智 ① parifma  (遍 知， 智， 知悉， 會 得智， 
曉了  = 三 毒の 滅盡） 14  42°,  249,  301; 47  413, 
414    (2)  Parinna  〔經〕 14  41 ③ Padjanaih 
or  Abhijanam  (證 知） 〔經〕 14  42 
遍智 通達 pariiina-pativedha  40  43,  47 
遍 智の慧 parinna  panna  40  2, 145° 


遍智 の義の S    parinnatthe  panna  40  5, 198 
遍通制 sabbattha  pafifiatti  5 1*,  7，  91, 196, 
205 

遍 の解禪 kasina  niddesa  63  412 

遍の逆 kasina  patiloma  63  301 

〔遍の 四 過失〕 62  247,  339 

遍 のぶ 屑 kasinanuloma   63  301 

遍の 順逆 kasinanuloma  patiloma  63  301 

〔遍 の〕 準備 定 kasma- parikamma  (徧, 處 の豫 

備 修行， 觀 念の 豫備 修行， 一切 入豫 修法） 33 

379 

遍の相 kasipa  nimitta  65(11)  75 
遍の跳 過 kasinukkantika  63  302 
遍の輪 kasma- maijcjala  (遍 曼陀羅， 遍處 壇） 
33 128 

遍 曼陀羅 kasma -ma ひ (Jala  (遍處 壇， 遍の 輪） 

62  343;  63  206 
遍滿喜 pharaijS  piti  62  285，  287;  64  367 
遍問 ① paripucchS    (質問， 問 義= 義疏） 42 

352;  43 163,  204,   316;  44  294,  377,  403, 

422，  458，  480;  63  97;  64 11 ② 

paripucchakata  62  261 
遍 問に 對 する 應辯具 者 par:pucch お U 

patibhanava  44  377,  458 
遍歷者 ① paribbSjaka  (遍行 外道， 出家 行者， 

普 行者， 普 行 沙門， 遊行 者， 遊行 ft， 行脚 

僧， 梵志， 波 利 婆闍， 般利婆 闍迦） 17  255, 

260,  298*,  324,  325，  352,  395，  396,  480;  • 18 

54*,  174,  308*;  20 105,  277,  278,  279,  280, 

281,282    (D  addhagu  23  63 
編髮者 jatUaka  9  488,  489 
編 髮梵志 jatila  (結 髮， 結髮 外道， 結髮 行者， 

髻髮 外道， 縫 髪 者） 2 171 
編髮者 ma ほ- k お a  (華 髮ェ， 花 髮師） 6  78，  79 
邊 ① anta  (極端， 極邊， 終邊， 終極， 有邊） 

14  211,  212;  42  73, 163;  44  52 ② Ante 

〔經〕 14  24'6 
邊 '境の 臥所 panta  say  ana  24  367 
邊 境の 城 paccanta  nagara  (邊 地に あ る 都 城， 

國 境の 町） 23  66 
〔邊 境の 城 を 護る 譬喩〕 23  66;  25  236,  285 


(807  ) 


ヘン ー邊， 騙， 變， 便， 勉， 辯 


邊疆人 am は 65(111)  44,  46,  48 

邊見 antaggShika- ditthi  (邊取 見， 邊執 見） 

〔十 事〕 42  70, 168;  43  247,  324;  44  53，  395 
邊國 paccantima  janapada  (邊 §1：； 地方， 邊 

地， 邊 の 地方） 21 104 
邊際 panta  (邊 境， 邊 僻陬） 18  241 
① 邊執見 ② 邊取見 antaggShika  ditthi  (邊 

見） 〔十 種〕 ① 3  303;  5  235; 17  250; 18 

419; 19 179;  40  214,  227,  245。 ② 8  57 
邊!！    panta  (SIS,    ifl 境， 僻 IJ, 邊地） 18 

440，  441 

邊陬の 坐 臥 panta  sen お ana  (邊 地の 臥 坐 所， 

僻陬の 獨居） 19 187 
邊陬の 地方 paccantima  janapada  (邊^ 地 

方， 邊地， a 國） 19 180 
邊地 ① paccanta  (邊 境， 國境） 16 下 403 ② 

paccantima  janapada  (^邊 國， 邊 55： の 地方， 

邊 if; 地方） 3  348°;  8  345 ③ Paccantam 

〔經〕 16 下 403 
邊地 〔語〕 人 milakkhuka 1 43 
邊 地に あ る 都 城 paccan ね nagara  (邊 境の 城， 

國 境の 町） 25  236,  285 
邊 地の 臥 坐 所 panta  say  an お ana  (邊; 3S の 坐 

臥， 僻陬の 獨居） 24 125 
<D 邊鄞 地方 ②邊 鄙の 地 paccantima 

janapada   (^地， 邊國， 陬の 地方） ① 

28 104 ② 17  52 
邊品 Anta  vagga 14  245,  253 
邊無邊 論 an ほ nantika  (有 邊無邊 論， 有邊無 

邊説 者） 〔四 種〕 6  28°*,  60*;  47 158 
騙詐 ① nikati  (奸 詐， 詐欺， 詐術， 虛僞， 僞 

瞞） 11 下 15; 16 下 412    (2)  nippesikata  (激 

磨） 11 下 78 
騙詐 商人 本 生物 語 KQtavanija  jataka  (ニー 

八） 30  307° 
變異 ① afifiathatta  (異心） 16 下 254 ② 

vipakka  5  291° 
樊 異性 afifiatha  bhava 11 F  316* 
變壊 ① bhedana  (破 壞， 斷絶） 10  337; 11 上 

20,  21 (D  viparinama  (變 易， 壞， 轉》變 性） 

3  25 


變壞觀 viparmam き nupassana  (變^ 隨觀） 40 
33,  41， 53,  75,  77, 136,  275，  335,  337 

變壊法 viparinama  dhamma  (；變 易 法） 41 
193* 

變壞 を 觀ず る こと の慧 vipari ひ amSrmpassane 

panna  (變 易隨 觀慧） 40 1， 90°* 
變化 ① afifiath き 13  405,  406 

② abhinimmita  〔身〕 58  339,340 

(H)  Nimmana  〔天〕 26 180，  215，  257,  444 
變化色 vik さ ra  riipa  64  29;  65ai)  53 
變 化神變 vikubbana  iddhi    (神變 神 通） 63 

310,  311°,  357  = 
變事發 生 uppadagamana   27  39 
變心 ① viparipama  (變 易， 變壞） 10  270, 

271 (2)  viparinata 1 203，  215 
變易 viparm ま ma  (變 壊， 變心， 壊， 轉變 性） 

11 下 299*，  316*; 13  405，  406;  62  415;  64 

111,  460,  461 
① 變易觀 ②變 易隨觀 viparinamanupassana 

(變 壞觀） ① 62  91 ② 64  355,  465,  466° 
變易法 viparinama  dhamma  (變壞 法) 11 上 

376; 11 下 388*,  401*;  21 11*;  42  75;  43  37; 

44  41， 158,  195;  46  83;  57  53,  85, 163*;  58 

113,  366,  439;  64  327,  392,  400 
變易 性 viparinama  dhammata   9  330 
便器 ka お ha  0 お， 瓮， 盤） 2  429 
便秘 dhuttha  gahanika  3  364 
勉勵 ussSha  (勇健， 勇， 勇猛， 敢行） 16 下 

368;  21 276,  277 
辯 ① patibhana  (辯 才， 應辯， 頓才， 奇智， 

妙 辯） 3  389; 15  55，  56  ©  samkasana 16 下 

352,353   (H)  Sankasana  〔經〕 16 下 352 
辯才 ① patibhana  (辯， 應辯， 顿才， ！ r'm, 

奇智） 16 上 399,  400; 17  35;  20  368;  22 上 

336,  337;  27  265,  269,  316,  317;  59 上 8,  9; 

60  25,  32 ② veyyattiya 11 上 273 
辯才僑 patibhSna  mada  (應辯 僑） 47  61 
辯才者 patibh§navant  (應 辯 具 者） 27  334 
辯才に 上る patibhSti 16 上 324* 
辯才峰 Patibhana  kuta 16 下 379 
辯 詩人 patibhana  kavi 18  403 
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辯 一^^ C ン 


措の 種種 ネ 目の 慧 patibhana  nanatte  panna 
40  3, 146°*,  200 

縫 無礙解 patibMna- patisambhidS  (應 辯無礙 
解） 〔四 無礙 解の 一〕 5  331; 18  282; 19 157， 
166;  41 79*;  46    422*;  50 164,  166,  458, 


465,  469;  51 93， 145;  52 100，  137,  187; 
54  455，  507;  59 下 200,  201; 64  8°* 
辯 無礙解 patibhana  patisambhide  nanam 
40  3，  5， 146°*,  200°*,  219 〜前な ズ 
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ホ ム                     ホ リ  ホ ン 
 828    828 


ホ ン 


828  PP 


829  ^ 


ホ ン 


829 


ボ ン                         ボ ン  ボ ン 

ji@   829 梵  830 煩 


832 


® サン @ モト （§) オヨ ソ @ ハン 


ボ ― デ —— ホ 


ボ— bho  (友よ， 卿よ） 23  79 

ボー ガ Bhoga  (負 彌， 菩伽） 〔城〕 7  99; 18 

293;  24  381 
ボー ガブ テ ィ ― Bhogavati  〔宮殿〕 38  434 
ボ 一クサ ラ Bokusala  〔村〕 61 324 
ポー サタ Posatha  〔園〕 61 553 
ポ一 サ一ラ Posaia  (布 沙羅） 〔婆 和 利の 弟子， 

婆， 比〕 24  379  ' 
ボー シャ Posiya  〔比〕 25 116 
ポ一 ソ一ナ Posona  〔城〕 60  318 
ポ一タ キラ potakila  〔草〕 25 114，  165;  27 

346;  39  331 
ポ一 タナ Po ね na  (褒 惶那） 〔城〕 7  249 
ポー タ リ Potali  〔都〕 31 306，  307 
ポー タリ プッタ Potaliputta    〔外， 業に つき 

て 三 彌提と 問答〕 11 下 282* 
ポー タリ ャ Potaliya  (哺多 利， 晡多 利） 〔遊 

行者， 塞〕 10 116; 18 174 
ポー タリ ャ* スッ タンタ Potaliyasuttanta 

(哺多 利經） 10 115° 
ボーデ ャ Bhoja ① 〔五 比丘の 一人〕 28 118 

② 〔仙〕 12 105; 18  86 ③ 〔醫〕 35  227 ④ 

〔國， 族〕 41 400;  65(111)  32 

ボーデ ャ一 チ" ャ一 ニー  ャ • デ ヤー タカ 

Bhojajaniya-jataka  (駿馬 本 生物 語） （二三） 
28  344° 

ボ 一 デャナ ダーャ 力 Bho janadayaka  〔比丘の 

譬喩 經〕 26  427 
ボーデ ャ プッタ Bhojaputta  〔人〕 28  96 
ポッ カラ pokkhara ① 〔樂 器〕 24  460,  509 

② Pokkhala  〔地名〕 60  5 
ポッカ ラサ一 タカ pokkharas さ taka    (鶴) 8 

275;  26  30;  39  415 

①ポッ 力 ラサ一 ティ ②ポッ 力 ラサ 一 ディ 
Pokkharasati,  Pokkharasadi  (沸 ftu 羅 g 、羅, ■ 
沸 伽羅 姿 帝） 〔婆〕 ① 6  333; 11 上 220,263; 
24  226;  62  408 ② 6 131 

ホ 。ッカ ラサ 一 ティ ォ一ノ 《マン ニヤ 
Pokkharasati -Opamanna  ( 沸 伽 羅 娑 羅 鳴 呼 
扠奴） 〔婆〕 11 上 262 

ポッ カラ ツキ一 Pokkharakkhi  〔妃〕 38 191 


ポッ カラ ニヤ一 Pokkharaijiya  (補 迦羅 尼耶） 

〔地名〕 20  42 
ポッ カラ パー サャ Pokkharap お aya  〔池〕 61 12 
ポッ タク ッタ 〔力〕 PotthakuUha〔ka〕 〔ァ ッ 

ガボ一 ディ 四 世 王の 侍 僕〕 61 73，  75,  81 
ポッ タザ一 タ Potthas お a  〔將 軍〕 61 74 
① ポッタ シーサ ② ポッタ シーシ 力 

potthasisa,   potthasisika  ① 26  31 

(D27  74 

ポ ッタダ 一ャカ PotthadSyaka  〔比丘 の 譬喩 
經〕 26  400 

ポク タパ一 ダ PoUhapada ① 〔比〕 25  58 ② 

(布 波陀， 布 婆樓） 〔外〕 6  255;  64  423 ③ 

〔鸚鵡〕 29  469*;  30  221*;  31 468*;  39  260 
ポ ッ タパ ーダ. スッタ Po は hapada- sutta  (布 

吒婆 樓經） 6  255° 
ボッ デャ— BojjhS ① 〔夷， 八 齋戒の 說法を 

受く〕  21 166*,  315 ② 〔經〕 21 166 
ボッデ ヤン ガ • サン ユッタ Bo  j  jhanga- 

samyutta  (覺支 相應） 16 上 246° 
①ポッ ティカ ②ポッ ティ ャ Pottika, 

Pottiya  〔貧乏人〕 ① 33  253* ② 33  256* 
ポッテ イラ Potthila  25  313 
ボ— ディ Bodhi ① 〔辟〕 11 下 71 ② 〔普 行 

沙門， 佛の 前生〕 28  97 ③ （菩提） 〔王子〕 

4 194 ④ 〔セィ ロンの 王子〕 61 154 ⑤ 〔將 

軍〕 61 260,  261 
ボー ディー Bodhi ① （菩提） 〔尼〕 25  401 

② （菩提） 〔王女〕 61 29 
ボーデ ィァー ブ一 タ 〔力〕 Bodhi-Sva^〔ka〕 

〔村〕 61 341, 345 

ボ ーテ" ィ ウノ 《ッ ター ャカ  BodhiupafthSyaka 

〔比丘の 譬喩 經〕 26  332 
ボ 一 デ ィガ一 マ ブラ BodhigSmavara  〔村〕 61 

211，  233，  242  - 

ボーデ ィ ガ リ ャ Bodhighariya    〔比丘の 譬喩 
經〕 27 160  -.. . 

ボーデ ィサ Bodhisa ① 〔比〕 61 57 ② 〔王〕 
60  23  に'' 

ボ 一 ディ サン マ ッデャ 力      Bodhisammaj jaka 

〔比丘の 譬喩 經〕 27  260  〜せ 
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ホー ボーデ， 歩， 保， 匍， 哺， 捕， 哺， 堡， 補 


ボー ァ ィ セ一 ナノ？ ッノヽ 'タ  Bodhisenapabbata 

〔村〕 61 179 
ボ 一ディ タラ Bodhitala  〔村〕 61 452 
ボーデ ィテ イツ サ Bodhitissa ① 〔王〕 61 74 

② 〔精舎〕 61 74 
ボ— ディマ ンダ Bodhimaij4a  〔精 舍〕 60  339 
ボー ァ ィ ラー チ'' ャ クマ ーラ • スッタ 

Bodhirajakumara  sutta  (菩提 王子 經） 11 上 

122° 

ポ 一ティ リャ Potiriya  〔人〕 25 156 

ボ一 ディ ブ一ラ Bodhivma  〔村〕 61 156 

ボ 一 デ イヴ ン ダ 力 Bodhi  vandaka    〔比丘の 璧 

喩經〕 26  487 
ホ"" ーァ ィ ヮ' ン タ" 77 品 Bodhivandaka-vagga 

26  487 

ボー ナ popa  (飮 器） 11 下 328 

ホ っーナ アマラ一 ヮテ ィ ― Popa-amarSvati  〔地 

名〕 61 385,  391 
ボーラ Bola  〔村〕 61 333 
ポーラ デャ ナカ Polajanaka  〔王子〕 37  421*, 

426，  428,  429,  430，  435 

〔ポル 卜 ガル 人の 佛敎破 壌〕 61 500 
ポー 口一 ガー ハ リ 力 ン ダカ 

Porogahalikhandaka  〔地名〕 61 213 
ポー ローン ナル タラ Polonnaru は la  〔池〕 61 
231 

歩 脚 vicSrapa  (計量） 12  56,  57 

歩 軍 ① patti- ほ ya  (歩兵 衆， 歩 軍勢） 12 126 

② patti  sena  2 166 
歩 軍勢 patt 卜 kSya  (歩 軍， 歩兵 衆） 11 上 94 
歩行せ る carita  23  365,  366,  368 
歩行 不能者 pitha- sappin  (跛 者， 蹵） 64  301 
歩聲 patti- sadda  20 156 
歩 杖 kattara-danda  (杖） 62  250 
歩 宣傳者 jaiigha-pesanika  (g 口， 使 ひ 走り） 

46  349,  350 

歩兵 ① patti 19  226;  35  222, 223 ② pattika 

18  207;  39  234 
歩兵 衆 patti- kSya  (歩 軍， 歩 軍勢） W  219, 

222 

步 兵隊 pat ほ nika  2 170 


保護 ① Srakkha  (護） 7  31， 32 ② gutti  (支 

持） 8  260,  282 
保持 sandhSra^ia  (地） 64 19 
保證 patibhoga  (證 者， 成就 者） 23 120， 121 
保養 yapana  9  474 

①匍行 ②匍 行者 sirimsapa  (坨， 爬行 類， 

爬蟲 類， 頭 匐 者， 蟲蛇， 竭蛇， 毒蛇） ① 18 

126 ② 4 170 
哺多利 Potaliya  (哺多 利） 〔罟 士， 佛 より 種 

種の 說法 を受 く〕 10 116 
哺 多利經 Potaliya- S じひ anta 10 115° 
哺乳 〔者〕 P さ yamSna  (授乳 女） 11 上 197 
哺乳 母 khirassa  dayika  (乳哺 母， 授乳 者） 4 

433 

捕 魚 者 ① maccha- ghataka  (漁夫） 18  361; 

20 139;  47  443 ② macchika  (漁夫） 25  376 
捕禽者 sikuntika  (鳥 師） 10  92 
捕獸者 m5gavika  (獵 師， 獵獸 者， 捕 鹿 者， 

屠 鹿 者） 10  92;  20 139 
捕象師 nSgavanika  9  315,  319,  320; 11 下 160 
捕捉 者 gaha  (夜叉） 27  387 
捕 鳥 者 ① s^omika  (〜鳥 師， 捕禽 者） 1 177; 

13  379; 18  361; 20  34, 139;  47  443 ② 

nesada  (獵 師， 獵夫， 獸獵 人） 19 169 
捕縛 bandha  (縛 刑， 束縛） 6 198; 16 上 31* 
捕雾 karamara  (t) 1 236;  31 556 
捕 鹿 者 mSgavika  (捕獸 者， 屠 鹿 者， 獵師， 

獵獸 者） 1 177 
晡時 sayanha-samaya  (夕刻) 11 下 119 
晡多利 Potaliya   (哺多 利） 〔居士， 四 種 人に 

關 する 說 法を受 く〕 18 174 
堡 S   (X)  upakarin  9 143， 154 ② pakSra  (壘， 

城皇， 城壁， 墻， 離） 59 下 187 
補 逝 羅尼耶 Pokkharai:iiyS  〔地名〕 20  42 
補竭娑 pukkusa  (弗 拘沙， 屠 家， 屠殺 者， 屠 

殺 業， 掃除 夫， 除 糞 者， 塵芥 淨除， 下水 掃除 
人） 〔P ま 族〕 11 上 201，  202,  242;  20 141; 24 
524;  34  64, 108，  296,  297;  59 上 12 
補 羯裟女 pukkusi 19  315* 
補佐役 upakSra  (援助 者） 31 213 
補 沙蜜多 Phussamit ほ 〔夜叉 女〕 63  316 
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補 多勒迦 Potalin§ga  〔町〕 30  260,  261 
補 線 bhatti  kamma  4  232 
補 線 布 agga!a  2 191 

補特 伽羅 ① puggala  (人， 個人， 士夫） 42 
4，  6,  295，  297 】1 ^他； 43  43,  45，  79;  44 128, 
249;  57 1* ② Puggala  〔經〕 22 上 31 

補 特加羅 施設 puggala- paflfiatti  (人 施設） 57 
403 

〔補 持 伽羅と 蕴*處'界* 根 等との 關係〕 57 17* 
補特 伽 羅 の 勝 劣 を 知る puggala  -  paroparannu 
20  367，  370° 

補特 伽羅 は諦義 • 勝 翁に 依 り て 得 ら る 

puggalo  upalabbhati  saccikattha- 

paramatthena  57 1 
補 待 伽羅 品 Puggala- vagga 18  235 
補特 伽羅 論 Puggala  katM  57 1°,  95 
補特 伽羅 論者 puggala- vSdin  57 1 
蒲 桃果獎 muddika  pana  (；' lijTJ 水） 〔八 種飮料 

の一〕 3  431 
輔師 anusasaka  (顧問 官， 敎誡 者-大臣） 32 

271*,  282,  304,  311 
輔相 kattar  (吏 司） 38  461,  462,  464,  497,  506， 

507,511,517*,  535* 
褒惶那 Potana  〔城〕 7  249 
鋪道 setu  26  402,  403 
母音 sara  59 下 201 
母 牛 g§vi  (牝牛） 10  60 
〔母 牛と 犢の 譬喩〕 10  60 
母系 matti- sambhava  23  79 
母 護 女 matu-rakkhi ほ （母に 護ら れ たる， 母 

の 護る 女） 1 234* 
母子 無 き 怖畏 am5 ほ puttaka  bhaya  〔三種〕 

17  287*  ，  290,  291 
〔母子 比丘尼 比丘の 不梵 行〕 19  91 
母啷， 母 啣鱗陀 〜モ 

母胎 ① gabbha  (胎， 胞胎， 胎兒） 23 15;  24 
55;  25 112 ② gabbha- seyya  (胎兒 ） 24 196 
③ matu- kucchi  7 13,  77;  8  309; 11 下 142; 
21 262;  58  245*,  423，  435,  436;  59 上 189, 
190;  59 下 147;  64 122* 

母胎 結 生の 問 MStukucchi- patisandhi- pafiho 


59 上 189 

母乳 mStu- thafifia  9  462; 】3  265;  20  398 
母邑 matugama  (婦人， 婦女， 婦女子， 女 

人） 19  50 
拇指 aiiguttha  26  62;  59 上 267 
菩伽 Bhoga  (負 彌） 〔城〕 18  293;  24  381; 44 11 
菩薩 bodhi  satta  6  373*;  7  77,  78;  9  206, 
294,  414; 11 上 276; 11 下 141*; 13  6*, 13, 
151,  248; 14  44; 15 12, 14， 158，  359; 16 下 
112,  137，  189; 17  426; 18  229; 19 113,  332*; 
21 241,  262;  22 上 143;  24  259;  25  216;  28 
30,  32，  36*,  65*,  101*，  210*;  29 1 其 他； 30 
2 其 他； 31 2 其 他； 32 1 其 他； 33  6 其 他； 35  6 
其 他； 37  22 其 他； 38 12 其 他； 39  2* 其 他； 41 
25,  230;  57  363*, 366*; 58  224, 225， 435; 59 上 
277,  335，  374;  59 下 3*， 13*,  37，  38，  46,  47, 
49, 105*,  121*;  60  23;  61 5, 121,  198,  413, 
528;  62  33,  230,  231; 63 148,  392;  64 120 
〔菩薩 相互の 差別〕 59 下 122 
〔菩薩の 苦行〕 28 143 

菩薩の 十德 bodhisattanam  dasa-guna  59 下 
108 

〔菩薩の 禪定 一観 農耕 時〕 9  430;  28 122 
〔菩薩の 八大觀 察〕 59 下 4 
菩薩の 母 bodhisatta-matar   6  374*; 11 下 
143*;  23 162;  28 109° 

〔菩薩の 母の 持戒〕 6  374 

菩薩の 法 性の 問 Bodhisattassa  dhammata- 

panho  59 下 3 
〔菩薩 は 自在 欲 行に 因りて 墮處に 行く〕    58  435 
〔菩薩 論〕 57  363,  366;  58  224,  435;  59 下 122 
菩提 ① bodhi  (覺， 自覺） 12 176;  57  359°*; 
59 上 257;  59 下 37, 127 ② (菩提樹） 3 1; 6 
410;  9  306;  23  85*,  135;  26  90, 190,  193，  195， 
197，  198,  229,  230,  236,  237,  256,  257,  296, 
302,  324,  332,  369,  374,  391，  392,  488;  27 
122,  143,  159,  212,  367，  378;  28  28,  29,  62, 
71*，  150*,  165*,  509;  31 79,  80;  41 228, 
255,  259,  277,  282,  286,  291 其 他； 57 134， 
367;  58  338;  59 上 160*，  221,  291,  292;  59 下 
3,  56;  60 1， 16, 109*，  120,  135,  138,  145, 
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146,  158,  245,  246,  249*,  264*,  269*,  347, 
348;  62  238 ③ Bodhi  〔王子〕 4 194*; 11 上 
122*;  32  9;  33  229  @  〔普 行者， 佛の 前生〕 
36 184,  187，  189*    ©Bcdhi  〔尼〕 25  401 

菩提 王子 經 Bodhirajakumara-sutta 11 上 122° 

菩提 サン ニヤ 力 Bcdhisafifiaka  〔比丘の 譬喩 
經〕 26  229 

菩提 支 bojjhafiga  (菩提 分， 覺支） 26  25 

菩提樹 ① assattha  (アツ サ ッタ， 阿濕波 他） 
2  54;  62  361 ©  bodhirukkha  =  bodhi  (菩 
提） 〔樹〕 3 1,4;  23  85*, 135 ③ Bodhi  〔園〕 
61 3，  21， 104，  119， 173 

〔菩提樹 移植〕 65  (  I  ) 112 

菩提 〔樹 下〕 緣 bodhi-katha  3  3 

菩提樹 處 bodhi- tala  33 125 

〔菩提樹の 威力と 象寶〕 34 163 

〔菩提樹 來島〕 60  274 

菩提 生の 智 bodhija- fiSpa  8 170 

菩提心 anna  citta  (解慧 心， 知 解 心， 智心） 
6  325* 

菩提 智 bodhi  Mpa  (正 覺智） 39 1 

菩提 道場 bodhi- mapcja  28  3,  28,  29, 114， 
149,  150,  152,  158,  159,  164,  172;  31 2;  34 
156;  41 228，  326,  349;  59 下 82;  60  349;  61 14 

菩提 道場 精舍 Bodhimapda- vihara  61 32 

〔菩提に よ りて 覺者 なり〕 57  359 

菩提の 家 bodhi  ghara  27 160 

菩提の 支 分 ① sambodhiyafiga  (菩 |i^， 覺 
支， 覺分 = 七资 支, 七 もお 提分） 23  30 ② 
bodhi  pakkhiya  = '-  bodhi  pakkhika  (^^^ 
= 三 十七, た: 捉分） 25r268 

菩提の 資 お:； bodhi  sambhara  28  2 

菩提 分 ① bojjhaiiga  (覺 支， 菩提 支） 12  91; 
27  366  (2)  bodhi  pakkhika,  bodhi  pakkhiya 
(菩提の 支 分 = 三 十七 菩 iS^)  27  21; 64  440° 
③ sambodhiyaAga  (^支，  <1 分， 菩提の 支 
分 = 七 ^支） 16 上 179;  22 下 159，  161, 197 
提分法 bodhipakkhika  dhamma 

•  bodhipakkhiya  dhamma  (：^ 分 法 ，三十 七 
菩捉 分） 1 35; 19  95,  96;  20  32;  46  346,354°; 
59 下 144 


菩提 品 Bodhi- vagga  〔自 說經〕 23  85°,  97 
墓所 ① ka は si  (墓場） 13  262* ② cetiya  (支 

提， 制 多， 塔廟， 祠堂， 靈祠， 塔， 廟塔） 》 

dl ③ susSna 〜次 項 
① 墓所 ②墓處 ③ 墓地 ④墓間 susSna 

(墓， 墓場， 塚 墓， 塚 間， 冢間， 祠堂） ① 1 

254;  8  9, 10, 11; 25  372 ② 1 94;  2 141 ③ 

7  256; 11 上 350   @11 下 17， 136，  137， 164 
墓處 ① sivathika 〜次] g ② susana~ 前;！^ 
① 墓處 ② 墓地 ③ 墓 田 sivathikS  (墓場， 

塚 間， 塚， 野 墓） ① 1 57; 12  298 ② 9  93， 

94, 146; 12  368 ③ 25 179， 191 
墓地 ① ajahana 10  360 ② sivathika 〜前項 

③ sus§na 〜墓所 
方位 diss  32 135*;  63  40* 
方角 disabhaga  4  331， 332 
方角 を 知らせる 鸦 disa-kaka   (案内 鴉） 31 

518;  32 186 

方廣 vedalla  (度 陀羅， 吠 陀羅， 方 等經， 有 

明， 知 解， 智解） 〔九分 敎の 一〕 46  424 
方 廣說の 〔三〕 藏 Vetulla- pi は ka  61 395 
方廣部 Vetulyaka  (〜ヹ 一 卜 ウッラ， ヱ'一 トク 

ッ ラ 說者） 〔部 派〕 58  324，  329，  337，  339,  433. 
方途 知見 淸@  patipada-nanadassana- 

visuddhi  (行 道智見 淸淨） 〔七 淸淨の 一〕 9 

269* 

方等經 vedalla  (方 廣， 毘 陀羅， 吠 陀羅， 有 
明， 知 解， 智解） 〔九分 敎の 一〕 1 12* 

方便 ① upanisS  ^ 因， 基， 緣， 所 依， 譬類） 
11 下 72,  73 ② upSya  (近， 近 倚， 封滯， 封 
滞 者） 13  24 ③ pariyaya  (法 門， 異門， 理 
趣， 因由， 敎說， 部門） 1 122; 10 178, 179 

方便 研 求 者 nippesika  (激 磨〜 騙詐） 19 154 

方便 章 pariyaya  vara  5 174 

方便 攝 取の 智慧 upaya- pariggaha  fiapa  34  360 

方便 善 巧 ① upaya-kosalla  〔三 善 巧の 一〕 8 
299;  47  5，  28;  64  7  (2)  upaya-kusalata  33 
92,  415 

方便 善巧智 upaya-kosalla-nana  32  317 
方便 智 upgya  pafifia  30  294;  33  412 
方便に 巧 upaya-kusala  20  201 
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方法 觀 naya- vipassanS  64  319，  328 
方 房 sivika-gabbha  4  234 
方務 disa  vata  42 136;  43  88 
方務者 disa-vatika  42 131; 44  62 
彷徨 p5da- lola  43 183,  391; 44  469 
抱 abhinigganhana 1 204* 
抱捉 abhinippi!ana 1 204* 
泡 bubbu!aka  (泡沫） 59 上 258 
泡 環 phepa- maiin  (泡の 華髮） 59 上 258 
泡團 phepa- pii;! お （聚 沫， 泡沫） 64  83 
泡の 華髮 phena  malin  (泡 環） 59 下 87 
泡沫 ① phepa  23  24;  25  416;  64  361, 399 ② 
phena-pinda  (泡 團， 聚沫） 43  240;  44  304 
(E)  bubbulaka  (泡） 23  43   @  Phenarh  〔經〕 
14  219 

〔泡沫， 幻影の 譬喩〕 23  24 

(泡沫の 譬喩〕 14  219;  25  416;  43  240;  44  304 

t 泡沫， 陽炎の 譬喩〕 23  43 

法 ① dhamma  (正義， 教法， 本文） 1 218; 

2  9，  23°,  35°,  81, 199,  241,  323°,  351,  448; 

3  8*，  37,  62，  63,  64,  298, 326,  612;  4  312;  5 
315;  6 105;  7  59°,  226°,  234°,  241,  324,  346°; 
8  6°, 101,  115，  154°,    156°,  290°,  306°, 
347°,  374。；  9  56°,  97。，  244°*,  301°,  461°; 
12 13°, 15, 199，  384°; 13 101°,  293°; 14  73， 
154°; 15  66°,  67,  68,  417°,  462; 16 下 221°; 
17  26,  27, 134，  137，  210°,  240°,  254°; 18 
294,  295; 19  296°;  20 10°,  105°,  107,  367°, 
377*;  22 上 86，  306*;  22 下 31, 96°,  146*, 
175,  197,  205，  206,  224,  225,  304°;  23 1， 
196,  201; 24 162,  432°,  515°;  28   66;  43 
220°;  44 107°,  108,  200°,  314°,  361°,  365°; 
€2  422°*;  63  282°;  64  9°,  89°;  65(1)  22°; 
€5(111)  50°; 〔16 上 53。〕 〔五 蓋， 五 取蘊， 六 
内外 處， 七覺 支， 四聖 諦〕 7  346°  〔最上な 
り〕 8101， 115  〔甚 深〕 64  03°* ② Dhamma 
(天子〕 33  354* ③ 〔經〕 13  353;    22 上 
324;  22 下 175，  224 

法 阿育 Dhamm お oka  (正 法 阿育 = 阿育 王 ）60 
3，  40，  43,  47,  48,  53*，  69，  70，  72, 120,  176, 
■ 190,  192,  194,  275,  353;  61 21, 24;  62  223 


法 阿育 王の 卽位 DhammSsokmihiseka  60 176 

法 哀愁 dhammanukampa 17 150 

法 愛 ① dhamma  taphS  (法渴 愛） 7  5;  8  323 

② dhamma  r さ ga  22 上 113* 
法 威力 ① dhamma  te jo  40 171 ② 

dhammoja 16 上 385 
①法雨 ②法雲 ③ 法の 雲 dhamma- megha 

① 59 下 227 ② 26  78;  59 下 221 ③ 26 10 
法衣 civara  (衣， 衣服， 上衣） 30  40 
法會 dhamma- samaya  (法の 集^)  7  272 
法王 ① dhamma- rajan  6 127,  128;  7 128, 

201; 11 上 100，  104; 11 下 372; 12  46，  93,  94; 

19  208*;  20  340,  358;  23  260;  24  211，  457， 

494;  25 191,259,267;  26  81; 27  31; 33  286; 

36 120;  41 137,  346;  59 上 210，  263,  378*; 

60  57,  98;  65  (1)  59，  91, 95, 105, 106 ② 

dhamma-samin  (法主) 1 68 
法界 dhamma- dhStu  6  369,  371,  427; 10 

176; 11 下 58;  45  27°,  35;  46 111。； 48 上 

296*;  64 102;  65(11)  66 
法 核 dhamma- s5ra 16 下 310 
法渴愛 dhamma- tapha  (法 愛） 58  234*,  237* 
〔法 渴愛は 苦 集なら ず〕 58  237 
〔法 渴愛は 無 記な り〕 58  235 
法 渴愛非 苦 集 論 Dhammatanha  na  dukkha - 

samudayo  ti  katha  58  237° 
法' 渴愛 無き 己 論 Dhammatanha    abyakata  ti 

katha  58  234° 
法 箱 磨 dhamma- kamma  (正 法獨 磨） 1 292, 

297;  2  353 

法官 ① akkha- dassa  (司法官， 裁判官， 判官） 
1 75;  59 上 253 ② rQpa- dakkha  (色 見者） 
26  79,  82 

法 款待 dhammStitheyya 17 151 

法 祈願 dhamma- mamgala,  dhamma- 
magala,  dhrama-mamgala,  dhrama- 
magala  65  (ffl)  21, 22 

法 喜 dhamma- nandi  22 上 113* 

法 喜 部 Dhammarucika  (= 無 畏山ま 派） 〔部 

派〕 60 175;  61 24,  29,  31， 83, 128 

法敎 ① dhamma - pariySya  (法の 次第， 法 門， 
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法理） 11 下 65; 15 137, 146, 148 ② brahma - 

cariya  =  dhamma  desana  (梵 h"， 淨 It, 淸 

淨行） 12  262 
法敎示 dhamma- pafifiatti  (法 施設） 19 119 
法 鏡 ®  dhammadasa    (法の 鏡） 7  58,  59; 

16 下 241，  242，  245;  25 192 ② DhammSdasa 

(= 多 界經） 〔經〕 11 下 65 
法 鏡 法 門 Dhammadasa  dhammapariyaya(, = 

四 證淨） 16 下 242，  243,  245;   〔7  58，  59〕 
法 行 dhamma- cariya 10  5*, 10; 11 上 249, 

250; 11 下 217; 12 168,  169,  170; 16 下 390; 

17  84;  20  224;  24 103 
法行經 Dhammacariya-sutta  24 103°, 105 
法 行 il dhammacariya-gatha  (正 行の 偈） 35 

83,  87;  36  22 
法 行者 dhamma- cSrin  (正 法實修 者） 1 68, 

71， 119,  201,  222;  23 154;  25 176 
① 法 均 布 ② 法の 均分 dhamma- sarhvibhaga 

(法の 分與） ① 17 149 ② 23  349,  354 
法 句 dhamma  pada  (法迹 ，法 足） 12  31， 350， 

351，  365; 18  324,  325,  326;  23  24;  24  33; 

33  82 
〔法〕 句 pada 12  88 

法 句經' Dhammapada  〔小 部經の 一〕 23 17°; 

28 169，  447;  29 174;  31 286,  426;  32  297; 

59 下 279，  330;  65(1)  23，  38，  61 
法 供養 ① dhamma  puja 17 151 ② 

dhamma  yaga~ 次 頃 
①法 (li 養 ② 法の 供養 dhamma  yaga  (法 施） 

① 17 148 ② 23  354 
法 共 事 dhamma  saihtfhoga (法 等受 用） 2  217 
法 @{每 dhammanadariya  2 179 
法 繼承者 dhamma  dayada  (法 嗣， 法の 後繼 

者， 法の 相續 者） 27  79 
法 決定 ① dhamma  vavatthana  (法 差別） 40 

33,  40，  51， 156,  166*,  179*,  265*;  41 43, 

101*,  117*,  182* ② dhamma  vinicchaya  24 

121 

法 決定 性 dhamma  niySma ほ （法と し "^定ま 

り） 17  472;  58  6,  7;  64 156 
法 結集 ① dhamma -sahgiti ② dhamma- 


sangaha  (法 合誦） ① 59 上 300;  65(1) 15  (2) 
60  27,  31, 33，  34,  56,  57, 173 
法 結集の 諸 長老 dhammasangahaka-thera 
59 下 263 

法 見 ① dhamma- dassanS 16 下 281， 317 ② 
Dhammadassin  〔佛〕 60 152 

①法 見者 ②法 見の 人 dhammaddasa ① 12 
333 ② 25  321， 324 

法 研 鏡の 覺意 dhammavicaya-sambojjhanga 
(擇 法覺 支， 擇 法等覺 支） 7  37 

法徑 dhamma  macchariya  〔五悝 の 一〕 8  313; 
19  370*;  42  53， 192,  201,  342,  378;  43  3;  44 
22;  45  291; 47  79, 113，  385，  390;  64  447 

① 法現觀 ② 法の 現觀 dhammabhisamaya 
(法 洞察） ① 13  201*;  27  8,  391; 34  64;  47 
419;  58  423*;  59 上 283;  59 下 78*,  160*, 
240;  62  411; 63  330 ② 26  221; 64  452,  453 

法 現 觀の問 Dh  ammabh  isam  ay  a  -  panho  59 下 
160 

〔法 現觀 不能者〕 59 下 160° 

法 現觀論 Dh  ammabh  isamaya  katha  58  423° 

法 現前 dhamma  sammukhata  4 146°,  150, 

151，  154,  155,  158*;  5  266 
法眼 ① dhamma  cakkhu  3  21, 22,  23,  28, 
29,  33，  34,  36,  43，  66,  73,  75,  320，  396;  4 
240，  295,  307;  6 128,  162，  215,  411，  414;  7 
334; 10 150,  338; 11 上 192; 11 下 404; 13 
201*; 15  77, 174; 16 下 342; 17  398;  21 49， 
83，  87;  23 164;  24  546;  27  413，  437,442;  41 
77;  44  44，  55,  324;  57 149,  240,  248,  257, 
288;  59 上 30,  33;  59 下 214;  65(1)  84 ② 
dhamma  netti  (法の 規矩） 59 下 184 
法炬 dhammukka  59 下 188 
法 鼓 dhamma  bheri  27 177;  59 上 41 

法語 者 ① dhamma  vSdin  (法說 者， 法を說 
く 者 ） 1 294*;  8 171; 14  216; 15  391°; 18 
40;  27  258 ② Dhammav§di  〔經〕 15  391 

法 護 ① Dhammarakkhi は 〔人〕 1 284 ② 
〔比〕 59 上 31, 33，  34  ®(= 大法 護） 〔臾那 
人， 比〕 65(1)  81, 84  (D  Dhammapala 
= 比 豆 梨 賢者） 38  519   ©  Dhammagutta, 
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Dhammaguttika  (法 藏） 〔部 派〕 60  35 
法 護持 者 dhamma  dhara    (持 法， 持 法 者， 

法 を 持し， 法 を 持つ， 法 を 持す る 者） 26  82 
決 護 女 dhamma  -  rakkhita 1 235* 
法 高堂 Dhamma- pasSda (達 摩 殿） 7 178*,  185* 
法廣大 dhamma-vepulla 17 152 
法合誦 dhamma- saAgiti  (法 結集） 59 上 4， 

351,352;  65(1) 10, 11 
法 業 dhamma- kamma (如法 謁磨） 17 115， 116 
法 差別 ®  dhamma  vavatthana  (法 決定） 62 

90 ② dhamma  visesa  26  25 
法 g^;    dhamma  sabha  (法 堂， 說法 堂） 65(1) 

18,  20 

法 財 dhamma - dhana  59 下 113 
法 察 忍 dhamma- nisanti  (法の 察 忍） 20  250, 
279 

法 三昧 dhamma- samSdhi 16 上 69*，  70° 
法 思 dhamma- saficetanS  〔六 思 身の 一〕 8  323 
法思擇 dhamma- takka  (法の 尋思） 24  420 
法師 ① dhamma- kathika  (說法 者， 法說 者， 
說 法師， 論師， 宣法 者， 說 敎師， 布 教師） 13 
166， 167    (D  dhammika    (持 法 者， 正 法 者） 
59 下 211 

法師 語 thera-vSda  (上座 部） 65(1)  67 

法嗣 ① dhamma- (My さ da  (法繼 承 者， 法の 後 

繼者， 法の 相續 者） 11 下 7 ② d さ yada  (相 

續者， 後繼 者） 12  335 
法嗣經 DhammadaySda- sutta    (= 法 嗣の法 

門） 9 17°;  62  80 
法 嗣の法 門 Dhammadayada- 

dhammapariyaya  〔經 = 法 嗣經〕 59 上 207 
法 持 現 dhammupahara 1 129 
法式 ① ketubha  (儀 軌） 11 上 178,  179,  187， 

195,  219,  223,  274; 17  264; 19  312;  27 194, 

341 ② saAgiti  3 163;  4  408,  414 
法 幟 dhamma- ketu  (法相， 法 を 旗と し） 8  76 
法實行 dhamma -vuta,  dhamma  vata, 

dhramma-vuta,    dhrama-vuta,  dhrama- 

vuta  65(111)  24,  33 
法舍利 dhamma  dhatu  61 37 
法捨 dhamma- caga 17 148  ' 


法迹 dhamma- pada  (法 足， 法 句） 〔四 種〕 

18  53,  55,  57 
法 積 集 dhamma  sannicaya 17 152 
法主 ① dhammappati  25  252;  34  419 ② 
dhamma  samin  (法王） 9 198; 11 下 261, 
311; 15 154;  22 下 151，  200,  201; 43 159, 
312;  44  291; 57  298,  403;  58  340;  59 上 388 
法 守護 者 dhamma- rakkha  59 下 209 
法受 ① dhamma  veda    (法の 信受） 62  447 
② dhamma  samadana  (得 法） 〔四 種〕 8  307 
法受用 dhamma  bhoga 16 上 385; 17 148 
法授 ① Dhammadinna  〔タラン ガラ 住 比丘〕 
63  332 ② DhammadinnS  (法 施， 法樂， 曇 

摩 提那） 〔尼， 前夫 1£ 舍 法に 阿毘 達磨 的說法 

をな す〕 10  22 
法衆會 dhamma  parisa 17 116 
法 集 論 Dhamma- saiigam  (法聚 論） 〔七 論の 

一〕 45 1°;50  336;  59 上 24，  25;  61 15, 131, 

170;  65(1)  24 
法 集 論 堂 Dhammasamgani  geha  61 142 
法聚論 Dhamma- saiigaiji  (法 集 論） 〔七 論の 

一〕 47  323,  324 
法聚 論の i 命 母     Dhammasangani  matika  47 

324 

①法住 ②法住 者 dhamma は ha  (法に 住す 
る 者） ① 21 188， 193 ② 15  320,  322,  338; 
23  56°,  249，  250 

法 住 者 ① dhammanha 〜前項 ② dhamma- 
viharin 19 119,  120,  121， 122 

法 住 性 dhammatthi は ほ （法と して 確立し） 

17  472;  58  4，  6,  7, 193,  194;  64 156 
法 住 性 論 Dhamma は hita ほ katha  58 193° 
法住智 dhammatthid  ft さ pa    (法 所 依智） 13 
87，  88， 180;  47  42,  43;  62  396,  397;  64  316, 
423  〔湼 槃智 との 關係〕 13 180 
法 住 品 Dhammattha- vagga  〔法 句經〕 23  56° 
法 柔カ頂 dhamma-susrumsS,  dhamma-sususa, 

dhrama  susrasa,  dhamma  sususa  65(111) 
24 

法 巡行 dhamma-yata,     dhramma  yatra, 
dhrama-yada  65(111) 19 


(817) 


ホウ 一法 


法 所依智 dhammatthiti-fi^a   (法 住智） 40 
1， 82°* 

法所緣 dhammarammana  65(11)  25° 
法 所 成 dhamma- maya  6  408;  43 163,  316; 
44  295 

法處 dhammayatana  8  322;  45  26°,  35;  46 

85°;  48 上 93*;  64  92;  65(11)  66 
① 法 處所攝 ② 法 處所屬 dhammSyatana- 

pariyapanna ① 45 186,  260 ② 46  85,  86, 

111, 112 

法 處所攝 の 色      dhammayatana  pariyapanna 
rupa  46  22;  〔45  260;  46  86〕 

法 性 dhamma ほ （常 法） 10  59，  60;  27  206; 
59 上 221,  259,  371; 59 下 3;  63  33;  64  93 

法性戒 dhamma ほ sila  63  33 

法 性 色 dhamma ほ- rQpa  64  349°,  351， 352 

法 性 法 門 dhammata-dhammapariyaya  59 下 3 

法 商人 dhammapanika  59— ド 210 

①法將 ②法將 軍 Dhamma- senapati  (=舍 
利 弗） ① 23 111; 26  54,  56,  81; 28  223， 
316,  317，  351,  457*;  29  98，  281,  286,  419; 
30 15, 151，  271，  332;  31 26,  201,  268;  32 
29,  50;  34 15,  226,  233,  419;  59 上 93，  208, 
221,  345,  346;  62 161,  412;  63  255，  319, 
331; 64 19,419 ② 25  297;  27  229;  50  429; 
59 下 208,257,  260,  264,  269,  270,  272,  281, 
306，  309,  311，  326,  332,  334,  342，  348,  349 

法! fi: 嚴 dhamma-cetiya 11 上 166 

法 莊嚴經 Dhammacetiya- sutta 11 上 157° 

法證淨 dhamme  aveccappasado  (〜法-に 1.ナ す 

る淨 信） 17  363; 18»100°；  20  227,  228 
法攝受 ① dhamma  sangaha 17 149 ② 

dhammanuggaha 〜('欠 項 
① 法攝受 ②法攝 益 ③ 法の 攝益 

dhammanuggaha ① 16 上 385 ② 17 149 

(D23  349,  354 

法 上 Dhammuttarika,  Dhammuttariya  〔部 
派〕 60  35, 174 

法成滿 dhamma  iddhi 17 152 

法 城 dhamma  nagara  (法の 都） 591^ 188 

法乘 dhamma  yana 16 上 145， 146 


法 心 分別 Dhammahadaya  vibhanga  47 161° 
法身 ① dhamma  k き ya  8 103;  60  27;  62 

414;  63 11 ② dhamma- tanu  27  385 
法甚深 dhamma  gambhira ほ 64    280;  〔6 

403。*〕 

法尋 ®  dhammesana 17 150 ② dhamma - 

vitakka 〜次 項 
①法尋 ②法尋 思 dhamma- vitakka ① 17 

418 ② 19 120 

〔法 隨觀〕 7  346°;  9  97°;  46  282 

法 隨觀, 急處 dhammanupassana  satipatthana 
64  442 

法隨 順法 ① dhammassa  anudhammo  (法隨 
法， 法の 隨法， 法に 對 する 順法） 13  47*,  55*, 
59*  (2)  dhammanudhamma  (法隨 法， 法と 
隨法， 大小の 法） 13  25，  26, 167 

法隨念 dhamm き niiscati  (念 法） 20 10°,  47, 
50;  42 10， 13;  43 145,  378;  44  42;  62  221, 
261,  391。，  422。*,  430;  65(11)  78; 〔17  337。〕 
〔修習 法 及び 功德〕 62  429 

①法隨 法 ② 法の 隨法 dhammassa 

anudhammo  (法 隨) 頃 法， 法に 對 する 順法） 
11 下 170,  171; 14  9 

法隨法 ®  dhammassa  anudhammo 〜前項 
② dhammanudhamma  (法隨 順法， 法と 隨 
法， 大小の 法） 7  235,  243;  8 151,  152; 11 上 
194; 11 下 20*; 14  63,  64,  65,  255,  256; 15 
225,  400,  403; 17   53; 18 11, 12， 14， 170， 
171,  312,  334; 19  247，  332;  20  372;  21 257*; 
22 上 60;  23  333;  24 117,  427;  42 18，  46, 
217;  43 166,  171，  220,341，  359,  362;  47  454 

① 法 • 隨法行 ② 法隨 法の 行 道 
dhammanudhamma  patipatti  〔四 預流向 方 
の 一〕 ① 8  305，  361; 16 下 109，  110，  227, 
275,  314,  324; 18  428;  22 下 19*  40  341*; 
41 130, 131 ② 44 121,  142,  235,  327,  336, 
379,  417，  488° 

法隨法^1"〔者〕 dhammanudhamma-patipanna 
(法隨 法 履修） 21 231*,  288*，  303;  22 下 56， 
57 

法隨 法の Jii    dhammanudhamma-patipada  62 


(818) 


法ーホ ゥ 


433 

法隨法 履修の 比丘 dhammanudhamma 
patipanna  bhikkhu 15  225 

法 施 ① dhamma  dSna  (法の 布施） 17 148; 
22 上 19;  23  72,  349,  354;  59 上 329;  62  414 
(D  dhamma  yaga  (法 供養) 8  201; 35  316, 
333,334   (3)  Dhammadinna  (法 授， 法樂， 

曇 摩 提那） 〔尼〕 25  355 
法說 ① dhammi  katha  (說 法， 法談， 法話） 
11 下 371; 14  2,  3;  20  314;  24 120 ② 
dhammika  vada  22 下 156 ③ Desan§  「經〕 
13 1 

法 說示論 Dhammadesana  katha  58  339° 

法說者 ① dhamma- kathika  (說 法師， 法師， 
說法 者， 論師， 宣法 者， 說 教師， 布 教師） 21 
264*;  22 上 210*;  59 上 44 ② dhamma- vSdin 
(法語 者， 法 を說く 者） 11 上 195,  196; 17 
331,  332;  44  280 

法相 dhamma- ketu (法 幟， 法 を 旗と し） 17 178* 

法相 應者 dhamma- yoga  20 103* 

法相 續の問 Dhammasantati- pafiho  59 上 80 

〔法相 續の 論〕 59 上 80*，  94* 

法 想 dhamma  safifiS  〔六 想 身の 一〕 8  323; 
15 159* 

法雙論 Dhamma- yamaka  49  46,  47° 
法增上 dhammadhipateyya  (法 を 主と し） 〔三 

增 上の 一〕 8  299; 17 178*,  238,  240°;  62  29 
法增長 dhamma  vud4hi  (法の 增長） 17 152 
法藏 Dhammaguttika  (法 護） 〔部 派〕 60 174 
法 足 dhamma- pada  (法 迹， 法 句） 〔四 種〕 8 

307 

① 法たり ②法 たる 者 dhamma- bhQta  (法 
體） ① 15 154;  22 下 151, 200 ② 11 下 261, 
310，  311 

法. 大官 dhamma  mahamata,  dnramma 
mahamatra,  dhrama-mahamatra  65(111) 
12,28，  62,  63 

法體 dhamma-bhQ は （法たり， 法た る 者 ） 8 
103 

法談 ① dhamma  s^accha  (法 を談 る） 18 
246;  23  4;  24  99 ② dhamm レ kathS 〜次 項 


① 法談 ② 法の 談話 dhammi-katha  (法 說， 

法話， 說法） ① 9  290*,  316,  317,  318，  375, 

381 ② 23 101,  133， 134 
〔法談と 聖默〕 9  292;  22 上 13;  23 101, 133, 134 
法 知 忍、 dhammanijjhana  khanti  (法の 歡受) 

47  26,  27,  32 
法智 ① dhamma- fiSpa  59 下 329 ② 

dhamme  ftapam (法に 於け る智） 〔四智 の 一〕 

8  305; 13  83 
法 柱 dharhma- tharhbha  65(111)  62 
法 長老 dhamma  thera  〔三 長老の 一〕 8  297 
法 勅 dhamma  lipi    dhamma  lipi    dhrama  - 

dipi  65  (III)  i, 12, 16,  33,  36,  48，  50,  59, 

60,  65 

法 通達 dhamma  pariyatti 19 119,  120,  121, 
122 

法廷 ① raja- kula  (王宮， 王家） 17  20(5;  42 
230;  43  213,  265;  44  341; 47  400 ② 
vinicchaya    (裁判所） 27  5;  28  340,  385 
③ vinicchayatthana  (裁判所） 38 148, 149 

法 庭 sabha  (集 會， 集會 所， 集會 堂， 會堂， 
公會） 18 144 

〔法 天子 と 非 法 天子 と の爭〕 33  354 

法 天子の 所ト J  Dhammadevaputta-cariya 
〔經〕 41 396° 

法 天子 本 生物 語 Dhamma- j5taka  (四 五 七） 
33  354° 

法典 dhammappatti  60  27 

法と 義 dhamma  attha 19  28*;  [44  326;  46 
422*] 

法と して 確立し dhamma は hi は ほ （法 住 性） 13 
36,  37 

法と して 定ま り dhamma- niySma ほ （法 決定 
性） 13  36,  37 

法と 隨法 dhammanudhamma  (法隨 法， 法隨 
順法， 大小の 法） 7  73*,  83*， 121 

法と 非 法 dhamma  adhamma  (法 非 法) 25 
176，  237,  238;   〔33  356〕 

法と 律 dhamma- vinaya  (法律， 經律） 1 29*; 
3  34,  35, 101,  116，  117，  331，  433;  4  243, 
248,  356,  378*,  427,  428,  433;  6 10, 100, 
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253，  324,  325;  7  96, 142;  8  7， 12, 16,  35, 
288,  289; 11 上 240，  241,  312*; 11 下 152; 12 
13,15，  201,  202,  380，  382,  388,  402,  403; 13 
30; 14 17，  93*，  146，  147，  148;  20  404°;  23 
329,  347,  348，  363;  24  201; 33 106;  42  58， 
187,  236,  263,  295,  303;  43  52, 195,  212;  44 
37, 136;  57  267;  59 上 3，  9*,  S96;  60  25*, 
32,  38,  46;  65(1)  5,  9*， 14, 17*,  21， 22,  45， 
78 

法 等受用 dhamma- sambhoga  (法 共 事） 17 
149 

〔法燈 明 一四 念處〕 16 上 373 

法 洞察 dhamm き bhisamaya  (法 現觀， 法の 現 

觀） 65(1)  84， 102, 108 
法 堂 dhamma- sabhS  (法 座， 說法 堂） 28  244， 

245 其 他； 29  33 其 他； 30  21, 71 其 他； 31 11, 

34 其 他； 32  9,  30 其 他； 33  77,  78 其 他； 34 

19 其 他； 35  28 其 他； 36  28 其 他； 37  9, 105 

其 他； 39 1 
法 道 dhamma  magga  24  263 
法幢 ① Dhammaddhaja  〔人〕 30  316* ② 

dhammaddhaja  (法 を幢と し） 8  76; 17 178*; 

43 139;  44 111，  297;  59 上 41; 59 下 184 ③ 

dhaja  (幢） 24  529 ④ pataka  8 143， 144 
法幢本 生物 語 Dhammaddhaja  jataka ① (二 

二 〇） 30  316°;  61 509 ② （三 八 四） 32  186° 
法 德隨念 dhammagunanussati  60  430 
法に 於け る 智 dhamme  nanarii (法 智） 47 10, 

33 

法に 住す る 者 dhammattha  (法 住 者） 34  294* 

〔法に すら 執す ベから ザ 9  247 

ffil こ對 する g 慕 dhariima— kamata,  dhrama- 

kamata  65(111)  30，  48 
法に 對 する 希求 dhamm ゆ ekha  65(111)  48 
法に 對 する 頃 法 dhammassa  anudhammo  (法 

隨法， 法隨 順法） 8 142， 143 
法に 對 する 淨信 dhamme  pasado  (〜法 證淨） 

9 103,  107, 108 
法に よ る 結緣 dhamma  sambadha,  dharhma- 

sambadha,  dhrama  sambamdha  65(IIT)  26 
法に よ る 勝禾 dharhma-vijaya,  dhrama -vijaya 


65(111)  32,  33 
法に よる 親善 dhamma-sarhstava,  dhrama - 

samstava,  dhrama  samthava  65(111)  26 
法に 善き 者 kaly き ija  dhamma    (善 法， 善 法 

者， 善 法 行者， 善行 者， 持 善 法 者， 具 善 法 

者） 23  347,  348 
法 耳 dhamma  sota  22 下 304*;  26 181 
法 乳 dhamma- khira   27  385 
〔法 念處〕 7  346°;  9  97°;  46  282 
法の 鏡 dhamma  5d お a  (法! き） 25 152,  372 
法の 敢行 dhammapadana  65(111)  63,  64 
法の 歡受 dhammanijjhana-khanti  (法 知 忍) 

10  306; 11 上 231 
法の 規矩 dhamma- netti  (法眼） 11 上 321,322 
法の 規正 dhamma  niyama  65(111)  64 
法の 喜 dhamma-piti  24  95 
法の 義を觀 察す dhammanam  attham 

upaparikkhati  22 下 56,  57 
法の f^/IS  dharhmanusasana,  dhramanusasana 

65(111)  9 
法の 敎師 dhammanusasaka  39  2 
法の 敎勒 dhammanusast],  dhammanusathi, 

dhrammanusasti,  dhramanusasti  65(111)  5, 

9, 19，  30，  32,  33，  61， 62 
法の ひ亇味 dhamma  -  samannesana 10  54 
法の 化生 dhamma  nimmita 13  323,  324 
法の 護 者 dhamma-  pala  36 175 
法の 後繼者 dhamma  dayada  (法 嗣， 法饈承 

者， 法の 相續 者） 8 103;  23  354 
法の 察 悟 者 samkhata  dhamma  (法 を 究めた 

る もの ） 24  390;  44  34 
法の 察 忍 dhamma  nisanti  (法 察 忍） 22 下 70, 

73 

法の 次第 ① dhammanvaya  (法の 類句， 法の 

分齊） 7  43 ② dhamma -pariyiya  (法 敎， 法 

P!. 法の 分別） 7  58,  59 
法の 試問 dhama  paripuccha,  dhama- 

palipuccha,  dhrama  paripuccha  65  (III)  20 
法の 種種相の 慧 dhamma  nanatte  panna  40 

3, 146°*,  200 
法の 種種相の 智 dhamma  nanatte  nanam  40 
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2, 140。* 

法の 受持 dhamma  dharana 11 上 232 

法の 樹立 dhamadhistana,  dhammadhithana, 

dhrammadhithana,  dhramadhithana  65(111) 

12 

法の 集會 dhamma  samaya  (法 12  37 
法の 遵行 dhammanupatipati  65(111)  62* 
決の 遵奉 dhammavaya,  dhrama  silana, 

dhrama-vaya  65(111)  30 
法の 所 依 dhamma  patisarana 11 上 361 
法の 尋思 dhamma-takka  (法 思擇） 17  217 
法の 信受 dhamma- vrda  (法 受） 11 上 269 
法の 隨法 行者 dhammassa  anudhammacari 

25 188 

法の 施 者 dhamma  y^in  (〜法 施， 法 供養） 
8  200 

法の 官行 dharhma  carana,  dhamma  calana, 
dhrama  carana  65(111)  8，  54 

① 法の 善性 ② 法の 善 法 性 ③ 法の 善き 性 

dhammassa  sudhammata ① 12  374 ② 27 

117 ③ 25  289 
法の 相續 dhamma  san は ti  (法相 續） 59 上 82 
法の 相續者 dhamma- c^ySda  (法嗣 ， 法繼承 

者， 法の 後繼 者） 9 17*; 13  323 
法の 增長 dhamma  vadhi,    dhrama— vadhi, 

dhrama  vadhri   (法增 長） 65(111) 12，  59, 

61, 64 

法 ©藏 Dhamma  bhandagarika  (法の 寶庫， 

法寶の 管理者， 法寶の 保持者 = 阿難） 30  42 
法の 尊敬 dhamma- gSrava ほ 20  269,  270,  271 
法の 戰 dhamma- yuddha  39 127* 
法の 聽聞 dhamma  savana  (法 を聽 く， 聞 法， 

聽法） 65(111)  61 
法の 鼓 dhamma-ghosa,     dhrama- gho さ a, 

dhama  ghosa  65(111)  8 
法の 盗人 dhammatthenaka 13 186, 187 
法の 布施 dharhma-dana,  dhrama -dana  (法 

施） 65(111)  26 

法の 分齊 dhammanvaya  (法の 次第， 法の 類 
句） 16 上 382 

法の 分別 dhamma- pariy§ya  (法 門， 法敎， 


法の次^|!)  8 144 
〔法の 分別 dhamma  vibhaiiga〕 （舍利 弗） 8 
123° 

法の 分與 dhamma  samvibhaga,  dhama - 
savibhaga,  dhrama - samvibhaga  (法 均 布， 
法の 均分） 65(111)  26 

法の 寶庫 Dhamma- bhapdSgSriya  (法の 藏， 

法寶の 管理者， 法寶の 保持者 = 阿難） 29  240， 
243，  483 

法の 都 dhamma  nagara  (法 城 ） 59 下 203* 

法の 藥 dhammagadha  26  76 

法の 類句 dhammanvaya  (法の 次第， 法の 分 

齊） 9 111*; 11 上 160* 
法 は 死せ り dhammo  mato  33  7,  8 
法布薩 dhamma -uposatha 17  338 
法 覆 護 dhamma-santhara 17 150 
法 分總說 Dhammavara  uddesa  49  7 
法遍捨 dhamma  pariccaga 17 148 
法遍尋 dhamma  pariyesana 17 151 
法 遍尋性 dhamma  pariyetthi 17 151 
法 遍覆護 dhamma  -  patisanthara 17 150 
法 辯 dhamma  -  patibhana  59 上 41 
法寶 dhamma -ratana 17 152;  34  418 
①法寶 の 管理者 ②法寶 の 持 者 ③法寶 の 保 

持 者 Dhamma- bhapd さ gSrika  (法の 藏, 法 

の寶庫 = 阿難） ① 30 151 ② 32  228 ③ 34 

418，  419 

〔法寶 への 供養， 阿難 —舎利 弗— 佛〕 34  418 
法 品 Dhamma  vagga 17 130 
法 味 dhamma  rasa 17  54;  23  72;  25 135; 
48 上 98,  299,  301; 59 上 396;  59 下 210 

①法 無礙解 ②法 無礙辯 dhamma- 
patisambhida  〔四 無礙 解の 一〕 ① 5  331; 
18  282; 19 157,  166;  41 79*;  46  422*;  50 
164,  166;  52 100,  137,  187;  54  455,  507; 
59 下 199，  200;  64  8°*,  280 ② 65(1)  31 

法 無 礙解智 dhamma-  patisambhide  nanam 
40  3,  5, 146。*，  200°*，  219 

法網 Dhamma- jSla  (= 梵' 辋經） 〔經〕 6  68 

法 門 ① dhamma  pariyaya ② dhamma- 
paliyaya  (法 敎， 法の 次第， 法理） ① 6  68; 
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8 182; 13 111; 16 下 241,    242,    245;  20 
171,182,  303,  305,  310，  312;  21 22;  22 上 12 
② 65(111)  90，  91 ③ pariySya  (異 門， 敎， 
敎說， 理趣， 方便， 因由， 經說， 經の說 き 
方， 部門） 13  74,  78 

法藥 dhammosadha  59 下 194 

法 欲 dhamma  kama  8  348 

法螺 ① dhamma  saiikha  41 261; 59 上 41 ② 
S3nkh& 〜次 項 

(D 法螺貝 ② 法螺 sarhkha  (螺， 螺貝， 碑磲， 
海螺， 珂貝， 青貝， 貝 玉， 劫 貝） ① 34  374， 
375;  35  37，  220;  37  363;  39 119，  239,  495 
② 6  356,  357 

法螺貝 吹 saiikha-dhama  (吹螺 者， 吹 貝 者） 
" 16 上 23 

〔法螺の 名手の 譬喩〕 6  356 

法樂 ① dhamma- rati  23  72;   25 149 ② 

dhammarama  (法 を樂 Sl とす） 24 121 
法樂者 dhamma  rata 12  324 

法理 dhamma- pariy さ ya  (法 門， 法敎） 15  356, 

358 

法 • 律 dhamma  vinaya  (法 と 律， 經律) 1 
148;  5  206;  6  413;  7 138,  139;  8 149*;  9 
107,  108，  110,  111,  178,  181，  184，  227,  242, 
384*，  449，  492; 10  61, 168,  270,  271,  306, 
327,  356,  374; 11 上 348; 13  72， 175，  186, 
187，  301,  302; 15  69,  70,  71; 16 上 362; 17 
196,  197,  298,  396,  466; 18  3，  48,  208,  218, 
222,  325,  326; 19 190,  192,  227,  235，  236, 
332,  335;  20  28,  209，  279,  282;  21 66,  76, 
194*;  22 上 141， 142»  226;  22 下 13,  41， 53*， 
59*，  330,  334，  338;  23 157，  166,  172*;  46 
348;  47  398,  399;  57  287;  58  399  〔八 種 未 曾 
有 法〕 21 66，  76;  23 172* 

法律 feff の 問 Dhammavinayapaticchanna- 
pafiho  59 上 396 

〔法律 を增 長せ しむる 十 法〕 22 下 53 
①法輪 ② 法の 輪 dhamma  cakka  (正 法 輪） 
'① 3 15,  21; 7  78;  9  307; 11 下 7,  349,  350, 
355; 12  45，  330; 16 下 342,  343; 18 16?  214, 
230; 19  207,  211; 21 262;  24  211,  262;  25 


260;  26  43,  56， 162,  163,  196;  27  7,  36;  28 

18， 19,  20,  56, 172;  31 200;  32  420;  33  354; 

34  63;  38  337;  39  261; 41 77，  89°*,  244, 

251,  270，  273,  279,  284 其 他； 57 134,  370; 

58  338;  59 上 38;  59 下 208，  252;  60  4,  74, 

152,  181,  348,  349 ② 14 137 
法 輪 論 Dhammacakka - katha  41 88° 
① 法流② 法の 流 dhamma- sota ① 20 10*， 

95，  97    (D 13  62,  64,  84,  86, 118 
法 蓮 池 Dhamma  pokkharani  7 181* 
法論 Dhamma  katha  58  413" 
法 和合 dhamma  samaggi  42 197° 
法話 ① dhammakkhana  7  227 ② dhamma- 

desana  (說 法） 37  21, 26*,  45 其 他 ③ 

dhammi  katha  (法談， 法說， 說法） 1 16， 

17，  32;  2  30,  341; 6 188,  216,  412,  414;  7 

40，  44,  54,  60,  61*; 10  359; 11 上 64，  65, 

163,  185; 12  331; 13  407,  414，  415; 19  201, 

239;  23  207，  208;  38  5 
①法 を依處 とし ②法を 依と す dhamma- 

sarana  (法 を歸依 it とす） ① 16 上 373,  374, 

386，  388 ② 14  66 
法 を談る dhamma  sakaccha  (法談） 22 上 15* 
法 を 歸依處 とす dhamma  sarapa   (法 を依處 

と し， 法 を 依と す） 8  73,  94 
法 を聽く    dhamma -savana  (法の 聽聞， 聽法， 

聞 法） 22 上 15* 
法 を 究めた る もの saAkha は dhamma  (法の 

察 化 者） 13  67* 
法 を 短 聽す dhammam  sunati  21 302;  22 下 

56,  57 

法 を 知る dhammannu  20  367° 

①法を 持し ②法を 持す ③ 法 を 持す る 者 
dhamma  dhara  (持 法 者， 持 法， 法 を 持つ， 
法 を 持ち， 法 護持 者） ① 3  211,  226,  587, 
591; 4 12,86,  152，  447，  448;  7  73, 101，  102; 
9  385,  388;  22 下 332，  336;  24  20;   26  20 
② 22 上 225 ③ 59 下 209 

①法を 鳥と す ② 法を洲 とす ③ 法を洲 とし 
dhamma  dipa ① 8  73,  94 ② 59 下 83 ③ 
14  66; 16 上 373,  374,  386,  388 
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法 を 主と し dhammadhipateyya  (法增 上） 19 

209,  210,  211 

法を受 持す dhammarii  dhareti  21 302;  22 下 
56,  57 

法 を 尊び 法 を 重んず dhammagaru  dhamma- 

garava 15 196 
①法を 持つ ②法を 持ち dhamma- dhara  (持 

法， 持 法 者， 法 を 持し， 法 を 持す る 者， 法 護 

持 者） ① 19  250,  252;  20 111， 112 ② 17 

190; 18  259,  260,  296,  297 
法 を說く    dhammarii  deseti  2  323*;  9  41 
法 を說く こと dhamn.akathikatta 17  56 
法 を 說く者 dhamma- vadin  (法說 者， 法語 者） 

10  6 

法を幢 とし dhammaddhaja  (法 幢） 19  209， 

210,  211 

法 を 旗と し dhamma- ketu  (法 幟， 法相） 19 
209,  210,  211 

法を詳 誇す dhammarii  paccakkhati  22 上 30 
法 を 見ざる 者 は 我 を 見ず dhammam 
apassanto  na  mam  passati  23  343 

法 を 見たり やの 問 Dhammadittha-panho 
59 上 147 

法 を 見る 者 は 彼 は 緣生を 見る yo  dhammam 
passati  so  paticcasamuppadam  passati  9 
339 

〔法 を 見る 者 は佛を 見る〕 14 190;  23  343;  27 
278 

法 を 見る 者 は 我 を 見る dhammarii  passarito 

mam  passati 14 190;  23  343 
法を樂 園と す dhammSrama  (法 樂） 23  74 
法 を 領解す 〔る 者〕 dhamma - patisamvedin 17 

244 

放逸 ① pam^a  (不注意， 懶惰） 3  399;  9  23， 
56,341*; 11 下 232*; 12  26,  28,  36,  62,  378， 
379，  380; 17 16,  22,  23,  25, 164,  453,  495; 
18  447; 19  389;  20 188,  225,  230，  298,  299, 
410;  21 59，  60,  228，  229,  230,  285,  286，  287, 
327*;  22 上 194, 195;  22 下 44*，  275,  351; 23  20*, 
43,  227;  24  56,  57,  79, 123;  25 193,  264;  40  27， 
170,    322* 其 他； 41 68,  73, 100,  140,  145, 


146 其 他； 42 18,  35, 104,  105, 117 は 他； 
43  83， 124,  140,  152,  165,  186，   221,  261° 
其 他； 44  22°,  40°,  52，  81， 147,  177，  318°, 
456° 其 他； 47  61， 63,  66°,  99°,  101; 59 下 
127;  62 104;  63  308,  322;  64  441 〔定義〕 43 
261; 44  22°，  318,  456;  47  66,  99 ② pamatta 
(放逸 者， 放逸 人， 懶惰） 11 上 245 ③ 
kosajja  (懈; 1 32;  2  341 ④ PamSda 
〔經〕 12  250 ⑤ 〔章〕 21 326;  22 上 194 
放逸 者 pamatta  (放逸， 放逸 人， 懶惰） 9  67， 
70,  73 

放逸 住 pamSda- vihara 12  251; 16 下 303 
放逸 住 者 ① pamSda- vihSrin 15 125, 126  (D 

Pamada-vihari  〔經〕 は 125 
放逸 處 pamadatthana  6  8,  9，  99 
放逸 等 品 Pamadadi- vagga 17  21 
放逸な り pamajjati 11 上 140，  142; 11 下 244 
放逸 人 pamat は （放逸， 放逸 者， 懶惰） 3  284 
放逸 人怨家 dhutta-paccatthika 1 51 
〔放逸の 過失と 不 放逸の 功德〕 23  20 
放逸の 親族 pamatta- bandhu  (放逸の 縛 =惡 

魔， 放逸 者の 親族， 放逸の 親類） 12  207, 

220;  24 155;  25 194 
放逸の 縛 pamatta- bandhu  (放逸 者の 親族 = 

惡魔） 25 175 
放烟 せず na  dhumaiii  katta  (烟を 起さず） 

22 下 332 

放烟す dhijmam  katta  (烟を 起す） 22 下 336' 
放棄 cha44ita  5  357 

①放牛 者 ②放牛 人 go- paiaka  (牧牛 者， 牧 

牛士， 牧者， 牛 飼） ① 22 下 329,  330，  334， 

335，  348 ② 3  273,  426,  427 
放 牛 者 ① go- paiaka 〜前項 ② Gopaiaka(  = 

牧牛 者 大經） 〔經〕 22 下 329 
放光 者 ① aioka-kara  〔三種〕 26  432 ② 

angirasa  (鴦 耆羅， 央祁羅 'まゥ 19  332 
放捨 者- mutta-caga  62  442 
放 象 人 hatthi  bhanda  3 145 
放置 旗 dhajahata  62 124, 125 
放逐 Nasenti  〔經 J 15  382 
放 馬 人 assa-bhanda  3 145 
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放牧 go- rakkha  (牧畜， 牧牛） 19  313* 

放慢 sathalika  9  20*，  48,  49 

朋輩 ① sabhS  gata 16 下 297,298 ② 

Sabhagata  〔經〕 16 下 297 
朋友 ① mitta  (友， 友人） 7  370*;  8  209;  29 

207 ② mit ほ macca  8  253,  255; 11 上 246*; 

21 133 ③ sahaya  (僚友， 拌黨〜 俗 友） 12 

52   @  Mittenamacca  〔經〕 （一） （二） 16 下 

252，  253 

〔朋友 知己への 禮儀〕 65(111)  5,  26 
〔朋友の 關係〕 8  253 

朋友 夫人 sakhi  bhariya  (友人な る 妻） 31 127 

芳香 sala}a  〔樹 〕 35  243 

奉獻せ ら るべき ihavaniya  62  435 

奉 事 〜ブ 

奉 施せ ら るべき dakkhiQeyya  (應 施， 應施 者， 
應供 者， 應 供養 者， 受^者， 惠施， 供養す ベ 
きもの， 被 供養 者） 62  436 

封 侯 ratthika  20  31 

封滯 （JpSya  〔經〕 14  83 

封滯者 upSya  (近， 近 倚， 方便） 14  83 

封滯品 UpSya- vagga 14  83， 115 

胞胎 gabbha  (咍， 母胎， 胎兒） 23  68 

胞胎布 sotthiya  62 124 

苞苴 ukkotana  (贈賄， 賄賠， 詐欺） 11 下 15 

俸給 bhata-patha  2  429 

俸祿 bhoga  (財， 財產， 財 富， 財物， 貨財， 
收入， 富） 19  338 

疱瘡 ki ほ sa  (白 瘛， ニ '^病， 胎毒， 皮膚病） 42 

17，  24,  67,  381; 43 165,  178,  237,  336，  340; 
44  23,  95,  372,  416  »• 

崩伽闍 Paiikadh さ 〔村〕 17  387,  388,  389 

跑走 khura- kSsa 10  253 

報恩 katarhnata,  kitanata,  kitanata,  kitranata 

=  katannuta  (知 s)  65(111) 18 
報沙 phussa  (弗 沙） 〔月〕 60 153 
飽食 ®  odarikatta 10  275 ② bhatta - 

sammada  (食 不調） 16 上 248,  302 
〔飽食せ る 人の 譬喻〕 11 上 332 
縫脹 Uddhum さ taka  〔®  (—） 一 （六 ） 16 上 339 
縫 張 想 uddhum 社 aka - saiifia   (膨脹 想， 脹]^ 


想） 16 上 339; 17  62;  22 上 349;  22 下 274; 

40  80， 156 
膨脹 Upayanti  〔經〕 13 172 
膨脹 相 uddhum さは ka  62  221,353°,  355,356, 

366,382,  383;  63  26;  65(11)  78 
膨脹 想 uddhumStaka- safifla  (II 脹想， 脹膨 

想） 18  29;  45  77;  59 下 189 
膨病者 gai? が ka  (痛 者〜 皮寶病 者） 2 13 
飽麵樹 labuja  (夠 果， パン， 羅 浮闍， 波羅蜜） 

〔樹， 果〕 6  81 
繃帶 ① pilotika   63  263 ② vana-bandhana- 

cola  3  363 

豐年 subhikkha  (多量の 收穫） 19  90, 144 

鹏伽 VaAga  〔國〕 42  234;  43  248 

① 鵰耆舍 ② 鹧耆沙 Vaiigisa  〔比〕 ① 24 
127,  128,  162;  25  324，  330  〔辯ォ 第一〕 17 
35  〔和尙 たる 尼 拘盧陀 劫 波が 般 涅槃せ しゃ 否 
や を 佛に問 ふ〕 24 127, 128 ② 59 下 297 

鹂 耆舍經 VaAgisa  sutta  24 127°, 132 

〔鹛 誉舍 の偈〕 25  319* 

賨 ratana    (寶 石， 寶物） 2  255*,  258°;  4 

355°,  357;  21 65°,  69，  75,  78;  22 上 317;  23 

171。，  174;  24  539 
寶冠 cQ!§- mam  (髻 寳珠） 37  213,  214 
寶宮 ratana-vimana  63  389 
寶經 Ratana- sutta ① 24  81°,  87；  59 下 236; 

63  386;  65(  I)  37 ② （= ガン ガ一 ロー  ハナ 

經） 61 12 

寶玉 maiji  (寶 珠， 摩 尼， 摩 尼珠， 珠， 寶石） 
12 133 

寶劍 khagga  cm, 刃， 剪刀） 11 上 159 
寶庫 ① uddanda  62  49 ② uttanda  43 184, 

354;  44  453,  470,  486  @  uddhanha  42 100, 

341 

寶守 DhanapSlin  〔人〕 29  274,  275 

寶珠 ① maiji  (擎 尼， 擎 尼珠， 珠， 寶玉， 寶 
石） 1 364,  369;  2  258;  6  9，  99;  7 186*;  29 
241*;  38  259* ② maiji- ra ね na  (珠 寶， 摩 尼 
寶） 11 下 146 

寶珠宫 mani-vimana  63  389 

賈珠經 行處品 Ratanacankama-  kanda  41 
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寶， 亡， 坊， 妨， 防， 忘， 房， 茅 一 ボウ 


207°,  219 
寶珠頸 Mapikaijtha  〔龍王〕 31 20 
寶珠頸 龍王 本 生物 語 Mai:iikainha  jataka  (二 

五三） 31 19°,  436;  32  325 
寶 珠莊嚴 mapi- kmujala    (珠 墙， 摩 尼 耳環） 

11 上 212,  213 
寶珠竊 盗 本 生物 語 Mamcora- jStaka  (—九 四） 

30  202° 
〔寶 珠と篋 との 譬喩〕 40  235 
〔寶珠 名〕 59 上 259 

寶珠 野猪 本 生物 語 Mapisiikara  jataka  (二八 

五） 31 237° 
寶聚 ratana- gaija 16 下 306; 18  99; 19  73 
寶石 ① maiji  (寶 珠， 摩 尼， 摩 尼珠， 珠， 寶 

玉） 1 101; 23  42 ② ratana  (寶， 寶物 ） 59 下 

195 ③ si ほ （石， 璧石， 璧玉） 64  349 
寶石製 sankha  sila-maya  25  28 
寶石店 （佛 の） ratanSpapa  59 下 195* 
寶藏 ① nidhi  (伏 藏） 43  396 ② nidhi- mukha 

11 下 202 

〔寶藏 を 得た る 者の 譬喩〕 11 下 202 

寶藏を 司る 者 bhaijcjagSrika   (守 庫 人， 守藏 

官， 大蔵大臣， 出納 官， 藏 器物 人, 有 財 家長， 

理財 官） 37  438 
寶塔 ratanuccaya  24  547 
寶品 ① Ratana - vagga  2  275 ② Raja-vagga 

(王 品） 5  40,  71 
寶物 ratana  (寶， 寶石） 2  252;  5  40,  71, 237 
亡靈論 pubbapeta- kathS  (先 亡 論， 先靈 論， 

祖先 論， 死者の 話， 靈魂 論） 〔無用 論の 一〕 2 

260;  3  333;  6  255; 10  358; 16 下 337;  22 下 22 
坊主 muij4aka  (禿 頭 者， 充頭， 園 頂） 24  43， 

165;  59 下 49，  50 
妨 onaha  6  350 

妨害 〔業〕 upapi!aka〔kamma〕  64  311;  65(11) 
44 

妨難 antar さ ya  (障 礙， 障 道， 障 難， 凶 難） 2 
459 

防禦 ① Svarapa  (障， 禁斷） 7  31, 32 ② 

patighata  20  360* 
防護 sariivara  (律儀， 制御， 制禁， 攝護， 守 


護） 9  8， 12°, 16;  62  43 
防護 勤 samvarappadMna  (律儀 勤） 18 128° 
防護 童子 本 生物 語 Sariivara- jataka  (四 六 二） 

33  402° 

防箭 D 兄 sara  parittana  6 11, 101 
防壁 paghana  4  235 

① 忘恩 者 ② 忘恩 〔漢〕 akatafifm  (恩 を 知ら 
ざる 者） ① 29  75, 116,  408 ② 29 116， 121 

〔忘恩の 長者〕 29  405;  34  212 

忘恩 本 生物 語 Akatafifm  jataka  (九 〇） 29 
231° 

忘 念, 忘 念 者〜 モウ 

房 ① kut'i (小屋， 茅舍， 房舍） 5  9，  55 ② 
gabbha  (內 室， 幽室） 4  234 ③ parivena 
(房 舍， 僧房） 1 114 

房 室 kutikS  (小 舍， 茅屋， 草菴， 小 房， 屋舍） 
26  388 

房舍 ① Svasatha  (住所， 住處， 居 宅， 内室， 
施 食處） 8  338,339;  21 124* ② kufi (房， 
小屋， 茅舍） 1 251* ③ pariveija  (僧房， 房） 
2  82,412;  3  86， 189,  236,  243,  249*;  4  321, 
335, 336   @Iena  (住 房， 住， 洞 房， 窟， 窟 

宅， 洞穴， 山窟， 避難所， 庇護の 處） 〔五 種〕 
4  225°  ©vihara  〔精舎， 寺， 僧房， 住處， 
住院） 1 202  ©  senasana  (臥 坐 所， 臥 坐處， 
臥 具， 住處， 住家， 坐 臥 具， 坐 臥處， 床 座， 
牀座， 宿舎， 居住） 1 148,  408,  449;  2  59; 
8  304 

房舍似 senasana-lesa 1 283 不 
房舍 巡行 senasana-carika 1 33 
房の 建立 kuti- kara  59 下 91 
茅屋 ① kutikS  (小 舍， 房 室， 草菴， 小 房， 屋 
舍） 12 11 (D  panna-kuti  (木の葉の 家， 木 

の 葉の 小屋， 木の葉 葺 き の 小屋） 7  389; 11 上 

205   (E)  Kutika  〔經〕 12 11 
茅舍 kuti  (小屋， 房， 房舍） 25 143 
茅 草 ① kusa  (草, 吉祥 草， 萱， 拘舍， 拘賒， 

姑 尸， 矩奢） 23  65 ② th:ia  (草， 青草， 雜 

草， 禾本， 様稻） 11 上 70,  71; 47  444 
茅 草 田 tipa- khetta 1 105 
〔茅 草の 手を切る 譬喩〕 23  65 
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ボウ 一 紡， 望， ，， 帽， 棒， 貿 ，膀， 暴 （瀑 )， 誇， 頻， 箒， 北 


紡錘の 連鎖 vattana-vali  9 132,  134，  429 

紡績工 sutta  k お a  59 下 187 

望 衣 paccasa-civara 1 344* 

望 十二 事 asa-dolasaka  3  460 

傍 生 ① tiracchana- gata  (畜生， 畜生 趣） 16 下 
55,  56 ② tiracchana- yoni  (畜生， 畜生 界， 
畜生 趣） 17  54*,  92，  364,  440,  441; 18  200， 
223，  224,  228; 19  295,  297;  20  80,  81， 178， 
179;  23  344 

傍 生 縛 tiracchanayoni  bandhana  20 100 

帽子 nali  patta  39  77 

棒 ① daucja  (杖， 笞杖， 刀 杖， 榻， 笞罰， 罰， 
刑罰） 11 上 139;  39  22° ② addha- dap お （半 
杖） 11 下 208 ③ le4(Ju  (土塊， 瓏） 11 下 383 
(D  vetta  (鞭， 杖， 籐） 1 76  ©vySbhaiigi 
(連 枷） 19  7 

棒 打ち ghatik さ （逆立 遊び， 小 棒, 模） 1 303; 
4 15;  6  8，  98;  43 190;  44  412 

棒擊 dap a- yuddha  (杖 闘） 6  8，  98 

〔棒の 上下 を 判定す〕 39  22 

貿易 場 pa れ ana  62  242,  243 

膀胱 vatthi  (股） 1 197;  24  72;  63  67,  68,  242, 
273 

暴惡 ① ca^K^a  (亂 暴， 怒り 易き， 惡， 險惡） 
16 上 1,2   ©Ca^uja  〔村長， 暴惡 柔和の 原因 
を 佛に問 ふ〕 16 上 1,3 ③ Cap か 〔經〕 16 上 1 

暴惡行 sahasa-cariya  43  268 

暴惡 なる 非人 vala  amanussa 19 141 

暴惡人 dhutta  (惡 人， 惡人， 狡繪者 )3  217 

暴言 kakkassa  24 121 

暴力 S 私 asa  (暴 惡， fe 暴， 無道） I6 上 3?* 

① 暴流② 港 流 ogha  (流） ① 12  2，  4,  90; 
18  350*;  23  208;  24  62,  63，  67;  64  448,  450 
〔四 種〕 15  397; 16 上 240,  349,  354; 16 下 
178;  42  27,80;  44  102,  124,144,  155,  188， 
192，  196,  220，  244,  373 ② 23  21， 24,  61 
〔四 種〕 8  308 

暴 流 ① Ogha  〔經〕 12 1; 15  397; 16 上 240; 

' 16 下 153 ②〜 前項  . 

①^ 流聚 ②潘流 群 ogha-gocchaka ① 45 
6 ② 55 186 


暴 流相應 ogha-sampayutta  46  31， 43,  49 

其 他 

暴 流 相應法 ogha  sampayutta  dhamma  45  5 
暴 流相應 法に して 非 順 暴 流な る ogha- 
sampayutta  c'eva  dhamma  no  ca  oghaniya 
45  6 

〔ミ i 流と 堤の 譬喩〕 24  2 
〔ミき 流と 眠れる 村落の 譬喩〕 23  24,  61 
暴 流 〔二 法〕 Ogha [； -duka〕  53  337° 
暴 流の. 度 脱 oghassa  nittharana 11 上 345 
暴 流 不相應 法 ogha-vippayutta  dhamma  45 
5 

暴 流 不相應 法に して 順 暴 流な る ogha- 
vippayutta  dhamma  oghaniya  45  6 

暴 流 不相應 法に して 不順 暴 流な る ogha- 
vippayutta  dhamma  anoghaniya  45  o 

暴 流 法 ogha  dhamma  45  5，  298,  372;  47 
238,  258;  53  337;  56  203,  363 

暴 流 法に して 順 暴 流なる ogha  c'eva  dhamma 
oghaniya  ca  4a  d 

暴 流 法に して 暴 流 相應な る ogha  c'eva 
dhamma  ogha-sampayutta  ca  45  6 

暴 流 品 Ogha- vagga 16 上 239,  245,  356，  432， 
433; 16 下 86, 153，  178， 180  (遠 離 依 止 viveka) 
16 上 349; 16 下 76，  92  (貪欲 調伏 r^ga - 
vinaya) 16 上 354; 16 下 79，  97 

〔誇 聖者の 五 失〕 19  349 

頼 を 腹ら す avaganda-kara  2  317 

箒 ① rajoharap" (雜 巾） 22 上 36 ② 
sammajjani  23 198 

〔幕の 淨不淨 等 を 掃く  fT: 喩〕 22 上 36 

① 北俱盧 ② 北拘盧 Uttara- kum  (紫單 越） 
〔洲〕 ① 17  371; 22 上 67,  68,  288;  27  75;  36 
357;  57 130,  136;  60 152，  347;  61 118;  62 
,406;  63  33,  330 ② 8  270 

〔北俱 it, 三十 三 天， 閣浮提 の 人人の 長短 優劣〕 
22 上 67.  ； 

〔北惧 it 人に 關 して〕 22 上 67 

北 道 派 Uttarapathaka  〔部 派〕 57  342,  344, 
347,  351，  359，  363,  386,  391; 58 14, 16,  63, 
119,  121,  127,  J30,  191,  207,  213,  220，  ？ 21,； 


(826) 


北， 卜， 木， 牧， 僕， 矛， 星， -枘 ，螢， 扣， 拂， 發 ーホッ 


226,  233,  247,  251，  259,  298,  341,  343,  362, 
372,  376,  386,  404,  415,  421,  423,  425,  434, 
439 

；! 匕 方 は 朋友 uttaradisa  mittamacca  8  251,253 

北路 UttarSpatha  〔地名；） 1 10 

'①ト 占 ②卜相 nimitta  (相， 兆 相， 前兆， 
徵相， 占 相， 占 術， 徵， 徵相） ① 6 11， 101 
② 5  293 

卜占 女 ikkhanika 13  384 

卜占 明 afiga  vijja  (支 節 明， 手足 判 斷學， 手 
足 占 ひ， 人相 術） 14  387 

〔木 人の 譬喩〕 64  297 

木履 kattha  paduka  3  333,  334 

牧牛 go- rakkM  (牧畜， 放牧） 2 10*;  9 141, 
152;  21 206,  213,  279 

牧牛 士 ① gopaiaka  (牧牛 者， 牧者， 牛 飼， 
牧牛 者） 23 145, 146 ② P お U- paia  (牧畜 者） 
35  407 ③ vaccha  palaka  (牧牛 者） 24  511 

牧牛 者 ®  gamandaIa  =  gomandaIa  (牧童) 
11 上 206 ② gopa 11 上 238;  24  7* ③ go - 
palaka  (牧牛 士， 牧者， 放 牛 者， 放 牛 人， 牛 
飼） 1 136;  2 171; 9 130，  208,  211，  383*, 
390*; 10  75; 11 上 131，  132;  63  99，  313 ④ 
vaccha  palaka  (牧牛 士）  62  410,  411 

牧牛 者小經 Culagopalaka  sutta  9  390° 

牧牛 者陀 尼耶經 Dhaniyagopalaka  sutta  (= 
陀尼 者經） 59 下 262 

牧牛 者大經 Mahagopalaka  sutta  (= 放 牛 者 
經） 9  383° 

〔牧牛 者と 牛の 譬喩〕 9  208,  211 
牧牛 者難陀 Nanda  gopalaka 15  284 
〔牧牛 者の 牛 を驅る 醇喩〕 23  37 
〔牧牛 者の 十一 支 具足の 譬喩〕 9  383，  387;  22 下 
329,  334，  348 

牧牛 者 布 薩- gopaiakuposatha 17  334° 
牧牛 天宮 Gopaia-vimana  24  542 
牧牛 女 go- paiikS 1 59 
牧舍 go は ha 11 上 245 

牧者 ① go- paiaka  (牧牛 者， 牧牛 士， 放 牛 者， 

牛 飼） 17  334 ② go-pma  23  37 
牧場 gocara  (餌 所） 8  30 


〔牧場の 牛の 譬喩〕 29  68 
牧畜 go- rakkha  (牧牛， 放牧） 6 199;  23 10; 
25  4 

牧畜 者 pasu- pmaka  2 171; 9 130; 10  75; 

11 上 131, 132 
牧童 gomandala  =  gopala-daraka  (牧牛 者) 

9 131 

牧羊 女 aja  palika 1 60 

僕 ① dasa    〔奴 僕， 下男， 奴隸） 9  478; 17 

235 ② dasabya  (奴隸 の 境遇） 9  479 
僕虞哥 Bhagu  (婆 咎） 〔古 仙〕 19  312,  319; 

20  308 

矛 satti  cm, 搶， 鎗， 投搶， 鐵鎗， 刃物， 刃） 

13 145, 146 
星 ① nakkhatta  (星辰， 星宿， 星座， 星 祭， 

星宿の 祭， 祭日， 星宿 運行， 星 まわり， 占 星， 
祭） 20  337;  28  506 ②ほ rakS  (星宿， 恒星） 

24  515 ③ sukka  (白 = 白 分の 月） 23  96 
星 占 ひ nakkhatta- vijjS    (星 占 明， 占 星學） 

59 下 264 
〔星が 空に 充てる 臂喩〕 24  515 
星の 牛 王 tarasabha  24  2 6 し 
① 星の 光明 ② 星の 光 ほ raka- rQpa ① 16 上 

217 ② 23  265 
① 星の 光明 ② 星の 光 tarakarupanam  pabha 

(星辰の 光明） ① 14  244 ② 20 117 
星 まわり nakkhatta  (星宿 運行， 星宿の 運行， 

星） 39 177 

星 祭 ① nakkhatta  (星宿の 祭， 祭日， 星， 祭） 
64 149, 150 ② nakkhatta- kilana  63  352 
枘 uttara- P お aka  4 184,  185,  215，  228,  236 
螢 khajjota  39  78 
〔螢の 譬喩〕 23  205 

螢本 生物 語 Khajjopanaka- jataka  (三 六 四） 

32  74 
扣子 vidha  4  207 

拂子 ① va'ia- vijani  6  9，  99;  26 152;  38  327; 
59 下 186   (D  vijani  (扇） 4 198 ③ c さ mara 
24  260,  261 

發汗， 發狂， 發生 等〜 ハツ 
發起 ukko は 5  257* 


ホ ツー 發， 沒， 郭， 杜， 時， 骨， 嬙， 譽， 讃， 濠， 本 


發起界 お ambha- dhatu  (發 勤界） 20  79 
發勤 ① Sraddha- viriya 〜次 項 ② arambha- 

dh 巨 tu 〜次次 項 ③ viriy さ rambha  (發勤 精進， 

勤 精進， 精進， 精勵， 精進 發勤） 3  81, 531; 

4  2，  302,  385,  386;  21 204，  205 
①發勤 ②發勤 者 araddha-viriya    (發勤 精 

進， 勤 精進， 勤 精進 者, 精勤 者, 精進 を 起せる， 

努力 精進 者） ① 3 111; 18  383,  399.  403; 

22 下 16， 18 ② 21 109,  110,  114, 116 
① 發勤界 ②發勤 arambha- dh§tu  (勤 界， 

發 起界） （D 16 上 249,  303,  305,  306;  62  260 

② 17  6 

發勤 精進 ① araddha- viriya  (發 勤， 發勤 者， 
勤 精進， 精勤 者， 努力 精進 者） 10 111， 292 
®  viriyarambha   (發 勤， 勤 精進， 精進， 精 
進發 勤， 精勵） 9  375,  380; 17 17,  22,  23, 
25;  20  250，  279 
發勤 精進 性 肚 addha  viriya ほ 9  29 
發勤 精進 等 品 ViriyarambMdi- vagga 17 17 
發 勤の 智 viriytrambhe  nanarii (勤 精進の 智） 
40  3, 172° 

①發勤 論 ②發勤 精進 論 viriySrambha-katha 

(勤 精進 論， 精進の 話， 精進 發 起の 稱說） 〔十 

論 事の 一〕 ① 22 上 3, 10，  297;  22 下 23,  24 

② 19 162， 163 
發心 clttuppada  20  312 
發' [> の 法 cittuppada-pariyaya  9  73 
發 微笑 唯 作 hasituppSda  kiriya  (笑 起 唯 作） 

50  480 

沒收 jani  (强 奪， 壓制） 6 198; 16 上 

郭公 ① kimSlaka  〔銷 37 145,  167；  38  446 

②  kokila 〜次 項 

① 杜鵑 ② 時鳥 ③ 郭公 kokHa  (おき 羅， 
瞿 枳羅， 鵠鴣） ① 35 168 ② 31 475*;  43  397 

③  24  449,  488;  27  53;  59 下 213 

杜鵑 ① kokila 〜前項 ② vak さ koka  (追? ）27 
105 

骨 ① a は hi  (ft 《骨） 3 140,  360;  4 177,  205*; 

， 13  349,  350;  24  71; 25  414;  46  273  〔三十 二 
身分の 一〕 7  339;  23  2;  40 11， 225;  63  48°, 
260° ② auhika  (肢 骨相） 11 下 102 ③ 


Atthika  〔經〕 16 上 335 
骨 製 atthi-maya  2  265;  5  40,  71 
骨の 積聚 atthi-rasi  (骨 聚） 13  271; 23  262 
骨の 積累 atthi  pufija 13  271 
骨の 集聚 atthi- saiigha は （骨 鎖） 62  42 
骨の 堆積 auhi- kaAkala  (骨 鎗） 13  271 
〔骨の 譬〕 25  414 
〔墙の 一 支〕 59 下 278 

譽 pasaihsS  (賞 讚， 稱譽， 名譽） 18  330;  21 
10* 

①讃 むべき 人 ②讃 めら るべき もの 
vannaraha ① 18  4,  5，  7 ② 18 174* 

讃 むべ 力 、ら ざる 人 avannaraha 18  4,  5, 147 

濠 parikha  (ft 壌） 4  236;  20  360,  363 

本 nimitta  (相, 因 相， 兆 相， 徵， 徵相） 17 129 

本 衣 mula  civara 1 344* 

本營 sariigama-sisa 19 123,  127.  130，  138; 
47  459* 

本 際 pubba- koti 13  261* 

本 事 itivuttaka  (如是 語， 如是 說， 伊 帝 曰 多 
伽， 因 緣經） 〔九分 敎の 一〕 46  424 

本質 upadhi  (依， 依 身， 依 著， 有 依， 有 質， 
億 波提， 生の 素質， 煩 依） 23 103,  136， 
180，  215;  25  320,  .325;  41 296 

本日 治 Q  mulaya  patikassanam  (根本に 引 
き戾 さるる こと） 3  87，  92,  255,  256,  259, 
557，  558,  566*;  4 11， 50*,  52°,  76°*,  95, 
97*,  107*,  248;  5  243,  275°,  382  〔因 緣と作 
法〕 4  67°,  69°  〔六 夜 摩那埵 との 關係〕 4  72° 
(2)  mulaya  patikassati  3  557，  558;  4 11 

①本生 ② 本生經 おは ka  (闍多 as, 本 生物 
語， 本 生 話， 本 生譚） 〔九分 敎の 一〕 ① 9 
244*; 18 11， 181; 19 119;  42  217,  286，  352; 
44  377，  458;  46  424;  47  423,  453;  59 下 40 
(D1 12*;  65(1)  24,  85 

〔本 生經〕 おは ka ① 第一 篇 ②ー集 Eka - 
nipata ① 28  205°;  39  34,  68 ② 39 14 

〔本 生經〕 第二 篇 Duka- nipata  30 1 

〔本 生經〕 第三 篇 Tika  nipSta  31 1° 

〔本 生經〕 ①第四 篇②四 集 Catukka  nipSta 
① 31 303° ② 37 188;  39  77 
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〔本 生經' 1 ① 第五 篇 ② 五 集 Pafica  nipata 

① 32 1° ② 39  78 
〔本 生經〕 第六篇 Cha  nipata  32 125° 
〔本 生 經:） 第七篇 Satta  nip お a  32  271° 
〔本 生經〕 第八篇 A«ha- nipata  33 1° 
〔本 生 經:） 第九篇 Nava  nipS ね 33  97° 
〔本 生經〕 ① 第十篇 ② 十 集 Dasa  nipata 

① 33 197。 ② 39  81 
〔本 生經〕 第 十一 篇 Ekadasa  nipata  33  337 
〔本 生經〕 第 十二 篇 Dvadasa-nipata  34 1°; 

39  91 

〔本 生經〕 十二 集 Vis.iti- nipata  (第 十五 篇） 
39  91 

〔本 生經〕 第 十三 篇 Terasa  nipSta  34  99° 
〔本 生經〕 第 十四 篇 Pakip.naka  nipa は 34 
249° 

〔本 生經〕 第 十五 篇 Visati- nipSta  (十二 集） 
35 1° 

〔本 生經〕 第 十六 篇 Timsa- nip お a  35  231° 
〔本 生經〕 第 十七 篇 Cat ほ nsa- nipSta  36 1° 
〔本 生經〕 第 十八 篇 Pannasa- nipata  36 129° 
〔本 生經〕 第 十九 篇 ChaUhi- nipata  36  219° 
〔本 生經〕 第二 十篇 Sattati- nip お a  36  280° 
〔本 生經〕 第二 十一 篇 Asiti- nipata  37 1° 
〔本 生經〕 第二 十二 篇 Maha- nipata  37  350° 
本生誦 者 jataka- bhapaka  59 下 203 
本生譚 j さは ka  (本 生物 語， 本 生 話， 本 生經， 

闍 多迦） 61 301 
本 生物 語 j お aka  (本 生 話， 本 生經， 闍 多迦， 
本生譚） 28  2,  3， 133，  221*;  29 1 其 他； 30 
1 其 他； 31 1 其 他； 32 1 其 他； 33 1 其 他； 
34 1 其 他； 35 1 其 他； 36 1 其 他； 37 1， 
160,  162, 163 其 他； 38 1 其 他； 39 1 其 他； 
60  329;  61 484，  509,  554 

〔本 生物 語 をセィ 口 ン 語に 飜譯〕 61 484 

〔本 生 話 一黄 金の 白鳥〕 2  419 

〔本 生 話ー歡 喜滿〕 2  7 

〔本 生 話〕 （鷓鵠 本 生物 語） 4  246 

〔本 生 話 一 旃陀羅 と 婆羅門〕 2  329 

〔本 生 話 一大 善 見 王物 語〕 7 165 — 260 

〔本 生 話 一大 天 王物 語〕 11 上 100 


〔本 生 話 一大 典 尊 物語;] 7  244 — 268 

〔本 生 話ーヂ ョ一 ティ パーラ〕 11 上 59 

〔本 生 話〕 （パ チヱ一 タナ 王と' |':PT:) 17 180 

〔本 生 話の種 種〕 59 下 13 

〔本 生 話の先 驅〕 6  210;  8  29  (象と 藕根 )4  308 

(長壽 王物 語） 3  594 
本 生 を 記憶す る 智慧 j お issarafiMpa       生 追 

憶の 智慧） 37 176 
本性 bhSva 14  334 
本性 淸淨 pakati  parisuddha  40 133 
本性 親 依 止 pakatupanissaya  50 162°*,  345°, 

408,  494，   506* 其 他； 51 25*,  91*,  142*, 

296*,  365*，   415*  434;  52  46*,  98*,  136*, 

185*,  212 其 他； 53 15, 16,  52,   91， 115 其 

他； 54 12,  34，  57,  76 其 他； 55  3* 
本 典 要目 mStika  (摩 夷， 本 母， 論 母， 智母， 

毘尼 母） 28  221; 29 110 
本文 ① dhamma  (法， 教法） 19  280 ② pSlj 

(聖典， 聖文， 經典， 巴 利） 61 15 
本 母 mati お （論 母， 摩 夷， 本 典 要目， 智母， 

毘尼 母） 63 167 
品 所 不攝經 Vaggasangahita  suttanta  20  226, 

405 

品 類 ① Suddhikam ② Suddhakarh  〔經〕 

① 14  389,  399 ② 14  405 
奔放 vissa は hiya  20  298,  299 
凡愚 上座 b§la  thera 18  40 
凡俗 puthujja  24  349;  43  85, 116 
凡俗 者 的 pothujjanika  (異生 位， 凡夫の 所行） 

11 下 320* 

凡夫 puthujjana  (異 生, 無智 者） 6  4; 10 170， 
173; 11 下 359,  360;  24  390;  42  221°,  375; 
47  359,  376°;  57 150*,  177*,  222*,  232*, 
241*,  250*;  58 124,  173，  175,  176,  179，  253, 
262,  263,  376*,  390,  391,  406,  407;  65(11) 
33，  36 

凡夫 地 puthujjanarbhQmi  (異 生地） 14  362* 
〔凡夫に 智 なし〕 58  391 
〔凡夫に 畢竟 決定 あり〕 58  376 
凡夫の 所行 pothujjanika  (凡俗 者 的， 異生 位） 
3 18; 16 下 339 
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凡 天の な 主 puthujjananam  gotto  24 165 

〔凡夫 は 三界の 法よ り 遠 離せず〕 58  406 

0) 凡夫 樂 ② 凡夫の 樂 puthujjana- sukha ① 

11 下 325，  330 ② 10  264 
凡庸 者 sama-jana 11 下 192 
凡庸なる 者 anSjaniya 10 130 
梵 ① brahman  (梵 者， 梵摩） 5  387;  23  212; 

24 107,  184,  244,  248，  249   @  Brahma  (= 

如来） 24 172 
梵威 〔者〕 brahma-vaccasin    (優れたる 威嚴を 

有し ） 6 194,  201 
梵王 BrahmS  (梵天） 25 167 
梵王權 brahma-adhipateyya  20  325 
梵音 brahmassara  〔三十 二相の 一〕 6  382;  8 

186,  227 

梵界 brahma  loka  (梵天 界， 梵世） 7 197, 
267; 12  247,  248,  249;  57 155, 156  (= 色界） 
62  226,  396 

梵觀 brahma- vihara  (梵 住， 梵堂） 30  220 

梵宮 Brahma  vimana  6  21 

梵行 ① brahma  cariya  (宗敎 的 義務， 淨行， 
淸淨 行， 法敎） 1 18， 19， 185，  275;  2  447; 
3  4, 17,  344;  4  247,  382;  6  83，  223*;  7  75， 
85，  86，  228;  8 157*,  318;  9 181，  184; 11 下 
168*; 15  219,  220; 16 上 166，  167，  182,  183， 
184*; 16 下 122; 17  367,  368; 18  41， 47,  424; 
19 124*,  132*;  20  278*;  22 下 31; 23 118*, 
275,  276,  330,  331; 24 103,  109,  143,  154, 
268;  37  382,  386,  406，  407;  38  73,  75*,  522, 
523，  530，  531; 44  50°,  334°;  47  460*  (= 八 
正道） 16 上 150， 166  \ 婆羅門 五 法の 一〕 11 上 
260 ② Brahmacariya  〔經〕 （一） （二） 16 上 
182, 183 

梵行愛 brahmacariyesana  (梵 求， I 梵 尋， 

梵行尋 見） 18  75，  76 
梵行果 brahmacariya  phala  (梵 行の 果報） 

16 上 182 

梵行期 終了 者 naha は ka  7  250，  252,  264,  266 
錄行義 brahmacariyattha 16 上 183 
梵行久 住 brahmacariya  cira は hitika 1 11; 
「4  382;  21 201〕 


梵行求 brahmacariyesana  (梵^7愛， 梵 "尋， 
梵行 尋覓） 〔三 求の 一〕 8  295,  351; 23  297, 
298 

梵 行者 brahma- carin  (淨 行者， 淸淨 行者） 1 
68,71,  119,  201，  222，  224;  7  35,  325，  326;  8 
12,158*; 10  323*; 11 上 120，  136; 16 上 167; 
17  438; 18  78;  20  92*;  22 下 30,  34，  35;  23 
154,  290;  59 上 158， 159 

梵行 夫；" しての 苦 brahmacariyupaddava 
11 下 137 

梵 行者の-懸崖 brahmacariyassa  papato  34 
143 

梵 行者の 泥濘 brahmacariyassa  pamko  34 
143 

梵 行者の 毒液 brahmacariyassa  visarh  34 142 
梵 行者の 蛇 brahmacariyassa  asiviso  34 144 
〔梵 行者 を 誹謗〕 1 148 

① 梵行住 ② 梵行住 者 brahmacariya- v^a 
① 8  344，  375; 13  88*,  93*; 14  231，  232;  21 
103*;  57 130*,  276,  277  〔二種〕 57 130 ② 
13  36 

〔梵行 住 は 諸 天に なし〕 57 130 

① 梵行尋 ② 梵 行尋覓 brahmacariyesana 
(梵行 求， 梵行 愛)' ① 16 上 232*; 16 下 85， 
178;  47  93° ② 22 上 249 

①梵行 巳に 立ち ②梵行 巳に 立し ③ 梵行已 
に 立す @梵 行 已に果 され ⑤梵行 巳に 成り 
vusitam  brahmacariyam  (梵 a "は修 せられ， 
梵行は 成就し） ① 3  324;  6  288;  7  21; 14 
32*，  57; 16 上 361，  390,  425，  426 ② 3  26, 
63;  4  436 ③ 21 39;  22 下 58，  59,  65,  66  @ 
15  3*   ©11 上 328 

梵行已 に 立せ る 者 vusi ほ vin  8 101 

梵行酷 醐 brahmacariya  manda  40  444 

梵行難 brahmacariyantamya  (梵 行の 障礙） 
2  202，  349 

〔梵 行の 因緣〕 15 180 

梵 行の 永續 brahmacariya- addhaniya  8  289* 
梵 行の 果報 brahmacariya- phala    (梵 行果） 
38  77 

梵 行の 基礎 §di  brahmacariyaka  (初梵 行， 梵 
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行の 初） 10  231 
〔梵 行の 久住〕 4  382;  21 201 
梵 行のお brah macar iyassa  malarii 12  54,  62 
梵 行の 究盡 brahmacariya  pariyosana 16 上 

150，  166, 167 
梵行の 障礙 brahmacariyantaraya  C 梵行 難） 

3  200,  299  〔十 障礙の 一〕 4  364 
梵 行の 初 adi  brahmacariyaka  (梵 行の 基礎, 

初梵 行） 13 111 
〔梵 行の 報と 布施の 報〕 38  77 
〔梵 行の 目的〕 6  223°*; 15  82,  220,  393; 16 上 

148，  184* 

①梵 行は修 せられ ②梵行 は 修了せ り ③梵 

行 は 成就し @ 梵行は 確立し （§) 梵 行は濟 

まされたり ⑥梵行 は 巳に 行 じ ⑦梵行 は 

巳に 住せられたり ⑧梵行 は 巳に 成り 

vusitarh  brahmacariyaiii (梵 行已に 立ち， 

梵行 已に果 され） ① 18;  6 125, 126 ② 6 

254 ③ 13  31,73* ④ 7 141 ©6  298  ® 

11 下 18 ⑦ 17  320  ®9  35,  59,  62，  328, 
484; 11 上 50 

梵行論 Brahmacariya  katha  57 130°, 141 

〔梵語と 佛語〕 4  211 

梵志 paribbajaka    (普 行者， 遍行 外道， 遊行 
者， 出家 行者， 行脚 儈， 遍歴 者， 波 利 婆闍， 
般利婆 闍迦） 3 180 

梵色 〔者〕 brahma  vannin    (優れたる 姿 を 有 
し） 6 194,  201; 20  325 

梵者 brahman  (梵） 24 109,  402,  430;  44  3 

梵授 Brahmadatta  (梵 與， 梵施， 梵摩達 多） 
〔傳。 王〕 7  250;  27  467 

梵呪 brahma- manta  30  53,  54 

梵衆天 ① Brahmakayika  deva    (梵身 天） 1 

28;  6  310;  8  297,  332,  339;  9  369; 10  8; 17 

340; 18  223,  227;  20 13,  48,  283,  309，  325, 

375;  22 上 77;  22 下 307;  42  63， 178;  44  69， 

138,  278,  378;  62  445;  64  234  〔壽 量〕 18  223， 

227  (2)  Brahma  parisajja  deva 12  249,  250, 

263*;  41 78;  47 191°;  50  382;  57  272;  65(11) 
41, 43，  46 

梵住 brahma- vihara  (梵 觀， 梵堂） 8  299; 


16 下 202; 17  399,  400;  24  54;  33  21， 159; 

35  212;  62  415; 〔18  323〕 
梵 {3 ョ觀 brahmavihara  bhavana  36 152 
梵住捨 brahmaviharupekkha  62  317*,  318。 
梵 住の 解釋 Brahmavihara  niddesa  63 134。； 

64  59 

梵乘 brahma  yana 16 上 144,145,146，  147°; 

39  495  (= 八 正道） 16 上 145 
梵身 brahma- kaya  8 103 
梵身天 Brahmakayika  deva  (梵衆 天） 3  21; 

16 下 343;  21 128;  41 208 
梵親 brahma  bandhu  (梵天の 親類） 25 163 
梵世 brahma  loka  (梵 界， 梵天 界） 16 下 114, 

126, 127,  323,  343; 17  371; 22 上 288;  45  328 
梵施 Brahmadatta ① （梵 授， 梵與， 梵摩達 

多） 〔傳。 王〕 3  594* ② 〔婆， 迦葉佛 の 父〕 

6  368 

梵施 童子 Brahmadatta  manava  (〜梵 寧 達〉 
6 1, 2 

①梵 たり ②梵 たる 者 ③ 梵體 brahma- 
bhuta ① 15 154;  22 下 151, 200 ② 11 下 
261,  310，  311 ③ 8 103 

①梵增 ②梵壇 罰 brahma  dap<Ja  (梵 罰） ① 
4  434，  436，  437;  5  380 ② 7 142;  59 上 28 

梵天 ① Brahma  (梵， 梵摩） 3  9*,  21; 6  21, 
22,303,  304,311,  312,  350,  381; 7 146,  216, 
217,  251*，  293;  8  37,  98,  99;  9  2,  257; 10 
62*,  64°,  133,  135; 11 上 112,  175，  176; 
11 下 63; 12  247*,  263*; 14 145; 17  214;  IS 
13，  52， 121; 19  281,  312;  20  375;  23  33， 
260，  361; 24  384,  458，  474,  505;  25  231; 
38  309,  314,  315,  316，  317;  43 135;  59 上 
26，  36;  59 下 50，  53  〔見の 最上〕 19  281 〔有 
無〕 11 上 175， 176 ② Brahmadeva  〔比〕 
12  240,  241 〔成 阿羅漢〕 12  240 ③ 〔王〕 
60  21 (3)  Brahma  〔經〕 16 下 61 (5) 
Brahmadeva  〔經〕 12  240 

梵天 會 Brahma  parisa  9 118 

梵天王 Brahma  〔經〕 16 上 393 

梵天 界 ① Brahma-loka  (梵 界， 梵世） 3  9;  6 
116;  9  302,  370; 10  83; 11 上 22, 102,  104， 
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109,  254,  255; 12  263*; 16 上 393，  421; 24 

50, 184;  25  53，  54;  59 上 180* ② brahmat は 

(梵天 性） 42 109， 155 
梵天 界と迦 濕彌羅 の 問 Brahmaloke 

Kasmiranagara  panho  59 上 181 
梵天 界に 達す niyyati  6  336* 
梵天 界 への 距離の 問 Diirabrahmaioka- 

panho  59 上 180 
〔梵天 勸請〕 3  9*;  6  407;  9  301; 12  235; 18 

37;  28 171 

^ 天勸請 ① Brahmuna  ayacito  59 上 371 ② 
Brahmayacana  60  348; し 3  9*;  9  301; 28 
171] 〔毘婆 尸 佛に對 する〕 6  405 
梵天 勸請緣 Brahmayacana  katha  3 13 

サノヽ ンノ、 J ティ BrahmS— sahampati  (^-g 
主 梵天， 索訶主 梵天， 娑婆 世界 主 梵天） 12 
235*，  239*,  257,  258,  260,  261，  268,  405 
梵天 衆 Brahma- parisS  〔八 衆の 一」 7  78,  79; 

8  339; 10  65,  69,  70;  21 250,  253 
梵天 所 造 Brahma  kutta  8  36 
梵天 性 brahmatta  (梵天 界） 10  69 
梵天 1^ 經 Brahmanimantanika  sutta 10  62°, 

72;  63  334 
梵天 ffi 應 Brahma- samyutta 12  234° 
梵天との 共 住 Brahma  sahavya ほ 6  333* 
梵天との 共 住に 至る 道 Brahmanam 
sahavyataya  maggo 11 上 255,  271° 

① 梵天の 趾 より 生ぜる 者 ② 梵天の 足 部より 
生れた る Bandhupadapacca  (下劣） ® 10 
76 ② 15 188 

〔梵天の 有無〕 6  337*;  \1 上 175， 176 

〔梵天の 輝く 譬喩〕 24  474 

梵天の 勸請 Brahmuno  ajjhesana  6  407; 12 
236; 18  38 

梵天の 嗣子 brahma- お ySda 11 上 112,  115, 
196* 

〔梵天の 常 見〕 32  335 

梵天の 親類 brahma  bandhu    (梵 親） 24  90, 
116 

〔梵天 は 王の 邪見 を 調伏す〕 38  389 
梵天 挤 brahma  vata  42 136;  43  88 


梵天 務者 brahma  vatika  42 131; 44  62 
梵の經 行 brahma  cankama 17  295 
梵の高 床大床 brahma  uccasayana 

mahasayana 17  293,  294°,  295 
梵唄 sara  bhaiifia  (唱誦 ） 30 180  〔禁止 せら 

る〕 4 166 

梵罰 brahma- dai:i4a  (梵 檀， 梵擅 罰） 6 144 
梵布薩 brahma  uposatha 17  337 
梵福 brahma  punna  4  303,  313;  22 上 309 
梵輔 Brahmapurohita  〔天〕 7  309,  316;  25 

314;  47 191°;  57  272;  65(11)  41, 43，  46 
梵輔天 Brahma  parisa  (梵天 衆） 12  263* 
梵摩 ① brahman  (梵） 38  64 ② Brahmayu 

〔婆〕 11 上 178 
梵摩經 Brahmayu  -  sutta 11 上 178° 
梵摩達 Brahmadatta  (〜梵 施 童子） 〔靑 年〕 

4  430 

梵摩達 多 Brahmadat は ① （梵 施， 梵與， 梵 
授） 〔王〕 60  20    (D  〔比〕 25 199 

梵摩婆 帝 Brahmavati  〔彌勒 沸の 母〕 63  425 

梵名聲 brahma- yasa  20  325 

梵網 〔經〕 Brahma- jaia  4  430;  6  68; 15  434, 
435,  436;  47  65， 158;  60  234;  62  55;  65(1) 
20,  21, 23,  35,  87  . 

梵網經 Bralimajala  sutta  6 1° 

梵與 Brahmadatta ① （梵 施， 梵授， 梵摩達 
多） 〔王〕 29 1 其 他； 30  2 其 他； 31 2，  5， 
439 其 他； 32  4, 146  K 他； 35  3，  399* 其 
他； 36  2 其 他； 37 106,  219 其 他； 38  295, 
295;  59 下 13, 17 ② 〔王子〕 31 12;  32 10, 
11, 141,  387,  414;  33  83, 152;  34  317;  36 
253;  37  254* 

梵與王 本 生物 語 Brahmadatta -j さ taka    (三 二 
三） 31 436° 

梵樂 brahma  sukha  20  325 

梵輪 brahma-cakka  9 113*; 13  39; 18 15， 
16,  44;  20 182*;  22 上 252*,  256*;  23  371; 
27  266;  41 109*;  47 13* 

煩 苦 ① tapaniya22 下 177,  226,  227 ② 
Tapaniya  〔經〕 22 下 177,  226 

煩 熱 daha  (熱 懂） 22 h  355 


(832) 


短ーボ ン 


煩悩 ① kilesa  (染） 36 154，  280，  281; 37  484; 
50 146;  58  55，  228,  362*,  368;  59 上 66,  78, 
79,  87*，  233*,  347*;  59  F  6,  93, 193,  196, 
197,  331， 342  〔三種； 齒， 中， 細〕 43  201° 
〔十 種〕 45  313;  47  53,  64;  64  446°,  449; 〔過 
患〕 30  312;  31 2;  32  93 ② aiigapa  (據） 6 
113*,  249 ③ Kilesa  〔經〕 （一） （二） 16 上 
285,  287 

煩惱依 upadhi  (依， 依 身， 依 著， 所 依， 本質， 
有 質， 生の 素質， 億 波捉） 27  35，  58，  363 

煩悩 事 kilesa- vatthu  〔十 種〕 45  313;  47  53, 
64 

煩 fi 種 kilesa- jSta  64  454* 

煩條聚 kilesa  gocchaka  (染 群） 45  9 

煩 惱重擔 kilesa- bhara  43 126 

煩權障 ① kiiesSvaraija  40  207;  47  54，  377; 

57 131; 59 上 317;  62  351° ② kilesSvarapa ほ 

20  207 

规 惱相應 Kilesa  samyutta 14  374°,  378 

お 悩 相應、 法 kilesa  sampayutta  dhamma  (染 

相應 法） 45  9,  317°,  383° 
短 相應 法に して 非' 惱な る kilesa - 

sampayutta  c'eva  dhamma  no  ca  kilesa 

45  9,  321°,  384° 
〔煩 惱に對 する 諸 譬喩〕 29  484 
煩 懂の依 を盡し upadhi  sankhaya  (依 滅盡， 

依 身の 滅） 12  210,  211 

權の摧 破 kilesa  viddhaihsana  64  476° 
煩 權の捨 kilesappahana  (斷' ほ 惱， 離惡） 58 

55 

〔ffi 機の 捨斷〕 64  446° 

〔'ほ 條の 捨斷と 四聖 道〕 64  449 

〔'頃 悩の 制 伏〕 31 331; 32  360，  395;  33  372 

煩惱不 相應法 kilesa- vippayutta  dhamma 


(染 不相應 法） 45  9,  317°,  383° 
烦惱 不相應 法に して 順 雜染な る kilesa 

vippayutta  dhamma  sankilesika  (染不 相 應 

順染 法） 45  9，  321°,  385° 
煩惱 不相應 法に して 不順 雜染 なる kilesa- 

vippayutta  dhamma  asaiikilesika   45  9, 

322°,  385。 

煩 fi 法 kilesa  dhamma  (染 法） 45  9，  313°, 

382°;  47  242 
煩 fi 法に して 已雜染 なる kilesa  c'eva 

dhamma  sankilittha  ca  (染 已染 法) 45  9, 

318。，  384° 

煩悩 法に して 順 雜染な る kilesa  c'eva 
dhamma  sankilesika  ca  (染 順染 法) 45  9， 
317°,  383° 

煩條 法に して 煩 條相應 な る kilesa  c'eva 
dhamma  Kilesa- sampayutta  ca    (染染 ホ目應 
法） 45  9，  318°，  384° 

〔煩惱 名〕 9  22,  55,66,  70,  72， 162,  168,  173, 
487; 15  304,  372*; 17 163,  495; 18  447;  21 
28;  22 下 275;  40 133,  170;  41 140;  42 18。， 
35， 103,  105,  114，  171,  172,  204，  240,  265, 
281，  288,  336,  347;  43  83, 124,  140，  152, 
165,  326,  329,  340,  373;  44  40,  52,  81， 147, 
177，  381,  417;  54  288;  59 下 127，  193，  196, 
197;  62 104,  213,  413;  64  83,  84，  446* 

煩惱欲 kilesa- kama  30  361; 34  300;  41 241; 
42  2°;  43  257,  278;  44  39°,  124,  159,  230; 
58  71, 76;  62  281, 282 

煩惱 輪轉 kilesa- vatta  64  269,  275;  65(71) 
70 

〔煩惱 を 離るべし〕 29  484 

煩勞〜 ハ ン 

鈑食， 鈑球 等〜 ハン 
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マータ —— マ 


マ イナ sSliy5  =  saiika  (舎利， 舍羅， 九官鳥， 

百舌， サ一 リ カー， 賴） 〔鳥〕 35  243 
マ エッティ Mayetti  〔池〕 60  396;  61 125 
マ一 エッティ Mayetti  〔地名〕 61 58 
マ エッティ カツ サパ Mayettikassapa   〔住 院〕 
61 59,60 

マ ガ Magha ① （摩 怯） 〔學 童， 帝釋の 前身〕 

12  400 ② 〔童子， 佛の 前生〕 28  383* 
マ カー Maga，  Maka,  Maka  〔王〕 65(ni)  32 
マー ガ MSgha ① （摩 怯） 〔天子〕 12  78 ② 
〔仙〕 38  78 ③ 〔王〕 61 417,  419°,  421,  429, 
433，  435 

マ 力一 カン サ Makakariisa  〔王〕 33  320 

マ 力 サ • ヂ ヤー タカ Makasa- j き taka  (蚊 本 生 

物語） （四 四） 28  481° 
マ ガ シ ラ magasira  (末 伽 尸 羅， マツ ガシラ ） 

〔月〕 65(  I  ) 119, 120 
マガ ダ Magadha  (摩 揭陀， 摩竭， 摩 竭陀， 

摩 訶陀） 〔國〕 1 69;  2  420；  3  9,50,64; 11 上 

2;  38  337;  41 413  〔十六 大國の 一〕 21 146 
マー ガダ M さ gadha ① （摩 揭陀） 〔天子〕 12 

79 ② 〔族〕 32  307* 
マガ ダ語 Magadhi  61 16,413 
マガ ダ 人の 語法 Magadhana  nirutti  61 15 
マカチ makaci  〔樹〕 63  41 
マカチ 繊維 織 potthaka  (樹皮 衣） 27  20 
マ カー デーヴ MakhSdeva ① （大 天， 摩 調， 

摩怯提 婆） 〔王〕 11 上 100;  38  69;  60  22, 160 

② 〔王， 佛の 前生〕 28  274* 
マ カー デーヴ • スッタ MakhSdeva- sutta  (大 

天 《奈林 經） 11 上 99°  ■ 
マ カー テ" 一 ヴ • ヂ ヤー タカ Makhadeva- 

jataka  (摩 迦王本 生物 語） （九） 28  274° 
マ 力一 テ"一 ヮ' ンノ ズヮ' ナ Makh§devambavana 

(大天 核 林） 11 上 99 
マ カラ ① makara  (摩 迦羅， 摩竭 魚， 大魚） 

31 287  ；    38  451 ； 59 下 212  ；     61 303 ② 

Makara  〔水門〕 61 407 
マ カラジ ダデャ Makaraddhaja    〔欲 神〕 61 

132 

マ ガブ maghava  〔花〕 26  407 


① マ ガワ'一 ② マ ガワ' ン 

Maghavant  (摩 伽 婆， 摩 怯 婆 = 帝釋） ① 12 
400  ；  31 313;  35  52;  36  44,46,48,74 ② 23 
21; 24  504 

マガ ヴフ ッ ビヤ Nlaghavapupphiya  〔]; 匕 丘の 

譬喩 經〕 26  406 
① マー ガン ディ 力 ② マ一 ガン ディ ャ 

Magandika,  Magandiya  (摩 建 倆迦， 摩 犍提， 

摩 健 地耶） 〔外， 比〕 ① 19  387 ② 10  340*; 

24  325;  42  278;  53  314  〔成 阿羅漢〕 10  357 
マ一 ガン デ ィ ャ 經 Magandiya- sutta  (摩 健 地 

耶經〜 次 項） 62  210 
マーカ" ン ディ ャ • ス ッ タ ンタ Magandiya- 

suttanta  (摩 犍提經 〜前項） 10  339° 
マ キラ一 ① Makhi ほ 〔尸 棄佛の 第一 比丘尼〕 

28  88 ② Maki ほ 〔アツ タダッ シー佛 の 信女〕 

41 308 

マ クタ バンダナ Makuta  bandhana  (天 冠 寺） 
7 152 

マーサ masa  (蠶 豆， 豆顆， 豆〜 マ一 サカ） 3» 
54 

マーサ 力 m お aka ① （摩沙 加， 摩 沙迦， 磨 沙迦， 
錢， 貨幣 = 五分一 パー ダ， 二十 分 一力 ハ一パ 
ナ） 1 72;  5  53;  29 156,  176；  31 252,  253， 
523,  524  ；  32  285  ；  33  40  ；  39  38，  39  ；  65(  I  ) 
45 ② （豆〜 マーサ） 61 2 

マ一 サガッ ラー M お agal ほ 〔尼〕 60 104 

マサ ッカサ 一ラ Masakkas&ra  〔天宮 = 三十 三 
天〕 24  557;  37 137;  38  439,470 

マーサ 豆 汁 masa  supa  2  309,311 

マサ ーラカ masiraka  (波 摩遮羅 伽） 〔臥床〕 
2  63,  267;  4  229 

マーシー ヰャラ Masiviyala  〔地名〕 61 260 

マタ カノ S' ッ タカ 'ヂ' ヤー タカ Matakabhatta - 
jataka  (死者 供物 本 生物 語） （一八） 28  324° 

マ ダグ Madagu  〔池〕 61 407 

マ タデャ ma は ja (武器 ）9  487 

〔マ タデャ （武器） の 譬喩〕 9  487 

マー タラ MSthara  〔鸚鵡〕 39 151,152,158， 
160,163 

マ一 タリ Matali  (摩 頭羅， 摩 多 利， 摩 多 梨， 


(835) 


マ 一 マ タ 口 


摩 ％ 麗） 〔天の 御者〕 7  282,304;  8  279; 11 上 
106, 107  ； 12  387;  24  504  ；  28  390,  391, 396  ； 
30  427;  32 116;  33  296,  297,  300,  304;  38  82* 
マタロ ータ" ナ • ヂャ一 タカ Matarodana - 

j5 ね ka  (死者 哀悼 本 生物 語) （三 一七） 31 398° 
マー ダヮ' Madhava  〔ダミ ラ人〕 61 390 
マ一 タン ガ ① MataAga    〔辟〕 11 下 70 ② 
(摩 登 伽） 〔佛の 前生〕 41 395 ③ （摩 騰） 〔街 
陀羅の 子〕 24  49  (D  〔森〕 10 147  ；  59 上 276 
⑤ matanga  〔植〕 27  72 
マ一 タン ガ兒 MataAga  putta  〔比〕 25 165 
マータ ンガ' デ ヤー タカ Ma ね figa- jataka  (摩 

登 伽 本 生物 語） （四 九 七 ） 35  r;  32  373 
マー タン 力'、 の 行 Matanga  cariya  ffS]  41 
395 

マー タン ビヤ Ma お mbiya  〔精勤 堂〕 61 73 
マチャラ Macala  〔村〕 28  383 

マツ カク ドゥル ーサ Makkhakudriisa  〔地名〕 
61 147， 151， 156 

マ ッ ガサ ン ニヤ 力 Maggasaiifiaka  〔比丘の « 
喩經〕 26  261 

マツ ガ • サン ユッタ Magga- sarhyutta  (道 相 

應） 16 上 139° 
マ ッ ガシ ラ maggasir a  (末 伽 尸 羅 = マ ガ シラ） 

〔月〕 60  229,275,276 
マツ カタ makka は （猿， 鼸猴， 猿猴， 猨猴) 

39  412 

マツ カタ • デャ一 タカ Makkata-jataka  (猿 

猴本 生物 語） （一七 三） 30 110° 
マツ ガダッ ティカ Maggadattika    〔比丘の 譬 

喩經〕 26  297 

マ ッ ガ ダ一ャ 力 Maggad^ylka    〔比丘の 譬喩 
經〕 26  323 

マッカラ カタ Makkarakata  〔城〕 15 188， 193 
マッカリ Makkhalin  「痕 人〕 17  49 
マッカ リゴー サ一ラ Makkhali  Gosala  (寧咖 
梨低賒 子， 末 伽 梨瞿舎 梨， 末 伽 舍利， 末 
' 伽 喬舍 利） 〔六師 外道の 一〕 4 171; 6  74;  7 
138;  9  350,411,437; 10  374; 11 上 3,  5  ；  20 
140  Z 
マッグ ラ maggura  〔魚〕 26  30 


マッタ Matta ① 〔王子〕 60  65 ② 〔ラ ビー 

ャヴサ バ戰士 の 父〕 60  306 
マ ッ ダ Madda ① （摩 達） 〔國〕 27  408  ；  34 

159；  36  291; 38  457 ② 〔王〕 35  291; 37  351; 

60  211 

マッター Mat ほ ① 〔尼〕 60 124 ② 〔女， 餓 

鬼と なる〕 25  21,25 
マッタ カラー Mattaka ほ （= チッ ター） 〔王女〕 

60  65 

マ ッ タ 一鬼 事 Mat ほ petivatthu  25  21 
マツ ダク ツチ Maddakucchi  (曼 直， マツ ダク 
ツチ 鹿野苑 = 鹿野苑， 鹿 園） 〔林〕 1 269;  3 186； 

7  90； 12  38, 187;  35 106 
マッタ クンダリ一 Mattakuijdaiin  〔天子〕 59 

下 236 

マッタ クンダリ 'デ ヤー タカ MaUakuQ(Jali - 
jataka  (煌 輝 耳環 本 生物 語） （四 四 九） 33 
289°, 320 

マッタ 山 Mattapabbata  〔精 舍〕 61 48 
マ ッ ダ住 〔者〕 Maddav お in  37  417 
マツ タタ一 ラ Alattatma   〔マーナ一 バラ ナ王 
臣〕 61 268 

マ ッ ター バヤ Mat ほ bhaya  〔王子〕 60  67,119 
マツ タラ Matthaia  〔人〕 27  92 
マツ ダーラ 力 maddalaka    〔鳥〕 39  414 
マ ッダヴ Maddava し 王〕 32  303,  304 
① マッチ カーサ ンダ ② マッチ 力一 山 
Macchikasanda  (摩 叉 止陀） 〔地名〕 ① 4  22 
② 15  427,430,433,438,  439,  442，  450,  453, 
456,457 

マ ツチ カー サン ディ 力 ]Vlacchikasap4ika  (摩 

師山） 〔塞〕 17  36;  20  228 
マツ デマ Majjhima   (末 示 摩） 〔比〕 60  59, 

230,233 

マ ッデ マガ' 一 マ 力 Majjhimagamaka  (中 村) 

CW  61 318 
マ ッヂ' マ •  二 カーヤ Majjhima -nikSya  (中部 

經典） 9 1° 

マ ツチ" マ •  ノ？ ン ナーサ Majjhima  pannasa 

(中分 五十 經篇） 10  85° 
マジ デマ ブッガ 〔力〕 Majjhimavagga〔ka〕 〔地 


(836) 


方〕 61 237 

マツ チヤ Maccha  (婆 蹉） 〔國〕 7  205;  38  457 

〔十六 大國の 一〕 17  345;  21 146 
マツ デャ ① majja    (末 陀， 酒） 2  171 ② 

Majjha  〔長者；] 25  361 
マ ツチ ャダ— ャカ Macchadayaka  〔上 七 丘の 譬 

喩經〕 26  393 
マツ チヤ • デャ一 タカ Maccha  -jStaka ① （;(ft 

本 生物 語） （三 四） 28  405° ② （魚族 本 生物 

語） （七 五） 29 135° ③ （魚 本 生物 語） （ニー 

六） 30  301° 

マツ チヤ ティ ッタ Macchatittha   〔村〕 61 84 

マツ ヂャ パッリ MajjhapaUi  〔精 舍〕 61 553 

(D マツ チヤ リコ一 シ ② マツ チヤ リコ一 シャ 

Maccharikosi,    Maccharikosiya     (强愁 富 

豪） 〔長者， 司 財宫〕 ① 29 166 ② 37 107*, 
125 

マ ツチ" ャ 一ル majjhSru  〔敷 具〕 3  346,349 
マツ デャヹ 一ラ Majjhavela  〔精 舍〕 61 553 
マッチ" ヤン タ Maj  jhanta  (= マ ッデャ ンテ ィ 

力） （末 闡提， 末 田地） 〔比〕 60  54 
マツ デ ヤン ティカ Majjhantika  ( = マ ッデャ 

ンタ） （末 闡提， 末 田地） 〔比〕 60  58,230 
マ ツチ ュ ッタ一 ナ* チ'' ャ 一タカ Macchudd さ na— 

jataka  (魚群 本 生物 語） （二八 八） 31 251° 
マッチ ユッタ ラ Maccuttala  〔地名〕 61 161 
マツ ディー Maddi  (曼坻 ） 〔王妃〕 28 163;  39 

276;  41 377*;  59 上 257;  59 下 116 

マッティ カー ヮ" 一 タティ ッタ MattikSvata- 
tittha  〔港〕 61 171 

マッティ カーヴ一 ビ一 Mattikavapi  〔地名〕 
61 249 

マツ ラ Malla  (マルラ， 末羅， 摩羅， 力士） 

〔國， 族〕 7  205;  8 1; 22 上 141; 61 429;  65 

(1)8  〔十六 大國の 一〕 21 146 
マツ ラ一 Mai ほ 〔尼〕 60 104, 124 
マツ ラカ ① Maliaka  〔比〕 62  247;  63  70 ② 

mallaka  〔背 を搔く 道具〕 4 163 
マツ ラ ギリ Mallagiri  〔山〕 35 123 
マツ ラプ ッタダ ッノマ Mallaputta  Dabba  (摩 

羅子 陀驃， 沓婆 摩羅 子 = ダ. ッ バ， 陀驃， 沓婆） 

(837) 


-  マ ドク 一 マ 

〔比〕 3  432;  4 117 

マツ ラヮ" 一 タカ Mallav お aka  〔精舎〕 61 88, 
101 

マツ ラ ブ一 ラ一ナ Mallava!ana  〔村〕 61 240, 
243 

マツリ  一 Malii  (摩羅 女） 4  399 
マツリ 力 Mallika  (勝 髮） 〔王〕 30  4 
マツリ 力— ① MallikS  (摩 利， 摩 利迦， 末 利， 
勝髮） 〔波斯 匿 王妃〕 2 177，  251 ； 11 上 144; 
18  355;  21 316;  29 145;  31 336,378;  35 120, 
130，  374;  59 上 254;  59 下 130 ② （末 利， 末 
梨） 〔園〕 6  255 ③ maUika  (次第 花， 末 利 

迹） 〔香木〕 26 154, 180,  192;  28 133;  61 304; 
63  44 

マツリ 力一 女天宮 Maliika  vimana  24  489 
マ一 ティカ一 mStik さ （戒 本， 摩 夷， 論 母， 

本き， 智母） 5 146;  7 101; 19  250;  20 112 
マ一 ティカ ビッティ 力 Matikapi は hika  〔精 舍〕 

61 47 

マー ティボー サカ • スッタ Matiposaka- sutta 

(扶養 母經〜 次 項） 38  5 
マー ティポ一 サカ • デャ— タカ M お iposaka - 

jataka   (養母 象 太 生物 語、 前項） （四 五 五） 

33  337° 
マディ ラ一？ 酉 madira  35  259 
マ ドウ 力 madhuka  (末 頭迦， 末 度迦， 蜜果， 

甘草） （樹， 花， 果〕 27  72;  29  335;  35 113; 

38  38;  59 上 327 

マ ドウ一 力 Madhiika  〔象〕 61 52 

マー トウ ガ一 マ • サン ユッタ Matugama- 

samyutta  (女人 相應） 15  369° 
マ ド ク カ汕 madhuka  - tda  (蜜樹 油， 蜜 油） 

60  384;  63  59 

マ 卜' クカワ ナ ガン ティ Madhukavanaganthi 
〔地名〕 61 262 

マ ドウ カン ナブ Madhukannavant  〔王子〕 
61 167 

マ ドク ダーャ 力 Madhudayaka    〔比丘の 鐾 u|j 
經〕 27  39 

マ ドク ッ タラ Madhutthala ① 〔精舎〕 61 173 
② 〔堡 10  61 345 


マー マ ド ゥ 


マ ドウ パー ダバ Madhupadapa  〔渡 J  61 433 
マ ドク ピン ディ 力 Madhupiijcjika   〔比丘の 譬 

喩經〕 26  237 
マ 卜' ゥ ピン ディ 力 • スッタ Madhupindika- 

sutta  (蜜 丸經） 9 192° 
マ ドク マン サタ" ーャカ Madhumamsadayaka 

〔比丘の 譬喩 經〕 27 111 
マ ドウ メーハ madhu— meha  (蜜 便） 〔病〕 2 

10* 

マ ドゥラー Madhur さ （摩 偷羅， 摩 頭羅， 抹蒐 
羅） 〔國， 城〕 11 上 111; 17 103; 18 101; 60 
20,208;  61 117,  357,  358，  368，  370，  383*，  389， 
390, 505， 506， 508, 512 

マ —トゥラー M さ turn  (摩 偷羅） 〔地名〕 8  73; 
65  501,502,516 

マ ド ゥラ人 Madhuraka  (摩 頭羅 人） 27  92 

マ ドウ ラ • スッタ Madhura- sutta  (摩偷 羅經） 
11 上 111° 

マー トウ ランガ ナカ Matulafiganaka  〔村〕 61 
58 

マ ドウ ラン マ一 ナ ギーラ Madhuramm5ijavira 

〔地名〕 61 378 
① マート ウノ レン 力" ②マ— トウ ノレ ンギー 

matulunga  (拘 木緣, 摩獨龍 伽） 〔果, 樹〕 ① 

27  45,  240;  32  273 ② 26  30 
マー ト ウル ンガパ ラダ一 ャカ MatuluAga - 

phaladayaka  〔比丘の 譬喩 經〕 27  240 
マ一 卜 ゥェ' 一ランガ MStuvelafiga  〔地名〕 60 

374 

マーナ ① mana  (量） 29  409 ② Mina  〔ァ 
ッガ ボー ディ 三世 王の 弟〕 61 57，  61 ③ 〔力 
ッサパ 二世の 甥〕 61 65,66,71 ④ 〔マーナ ヮ' 
ン マの 弟〕 61 151,152  ©〔 ムーラ ポッ タキ 
ン官〕 61 345 ⑥〜 マーナ 力 

マーナ 〔力〕 Mina〔ka〕 （= マーナ ヴンマ 王） 
〔カツ サパ 二世の 子〕 61 65,66,78,81 

マーナ 力 ビッティ Minakapiuhi  〔村〕 61 337 

マ ナサ一 カタ Manas^ka は 〔村〕 6  333,  334, 
353, 354 

マーナ ヂンナ M さ nadinna  (摩 那 提那） 〔居士〕 
16 上 409 


マ一 ナツ ガボ一 デ ィ 力 Managgabodhika  〔精 
舍〕 61 88 

マ一 ナッタ mSnatta  (摩 那埵） 〔讀 罪の 儀式〕 

1 188,313;  2  83,  392;  5  201 
マ一 ナッタ ッダ IVmnatthaddha  〔辟〕 11 下 72 
マーナ一 パ' ラナ MtSbhara^ia ① 〔パラ ッカ 

マバ一 フー 世 王の 父， 王子〕 61 167,  177*, 

184， 186 ② 〔戰 士〕  61 419 ③〜 次 項 
マーナ 一パラナ 〔力〕 M5nSbharapa〔ka〕 〔王〕 

61 183, 196, 226, 250, 256*. 260*,  264*,  272*, 

280*,  290*.  312,  313,335 
マーナ ーノヾ ラナ マ ハーラ 一 デャ 

Manabharanamaharaja  〔ダミ ラ人〕 61 363 
マーナ ブーサ ナ IVI&nabhQsana    ( = マーナ 一 

バラ ナ王） 61 260，  273，  274,  284，  288，  289 
マーナ一 マッタ M§namatta  〔地名〕 61 433 
マナ メ ッ クン ディ Maijamekkupdi  〔地名〕 61 

391 

マーナ ヴ ① Mapava  (摩 那囉） 〔比〕 25 
127 ② mSpava  (寧 納， 學童， 儒 童） 39  473 

① マーナ ヴ ガー ミヤ ② マーナ ヮ' ガー ミカ 
Manava-gamiya,    Manava-gamika  (摩納 

婆 伽 彌耶） 〔外， 天子〕 ① 12 110 ② 59 上 
207,208 

マーナ ヴンマ M お avamma  〔王〕 61 69,  76°*, 

82°, 151, 153 
マーナ ヰ'一 ラマ ドク ラー IV 丄 anaviramadhurS 

〔地名〕 61 369 
マ 二    Mam ① 〔夜； 0  8  280 ② 〔山〕 37 165 

③ 〔宮殿〕 60  385 
マニア ツキ 力 Mapi- akkhika ① 〔ダ ップラ 

王の 弟〕 61 68 ② （挈尼 眼） 〔龍〕 60 15， 16, 

157,256 

マ 二 力一 mapikS  (？^ ： 尼柯） 〔呪〕 6  305 

マ 二 力 園 Manikarama  (= マ 二 カー ラガー マ 

池） 60 140 
マ 二 カー ラ MapikSra  〔村〕 60  392 
マ 二 カン タ Mapikaptha  (摩 尼 犍大， 寳珠 頸） 

〔龍王〕 1 246;  31 20 
マ 二 カン タ • ヂ ヤー タカ Maijikai;itha- j さ t:aka 

(寶珠 頸 龍王 本 生物 語) （二 五三） 31 19° 


(838) 


マ ノヽ  "マ 


マ 二 クン ダラ • デ ヤー タカ Mapikuncjala- 

jataka  (挈尼 耳環 本 生物 語） （三 五一） 32 1° 
マニス 一 カラ • デャ一 タカ Ma^iisiikara- 

jataka  (寶珠 野猪 本 生物 語） （二八 五） 31 237° 
マ 二 ソーマ Maijisoma  〔精 舍〕 60  401,407 
マー 二 チヤ ラ MSnicara  〔夜叉〕 8  280 
マニチ ユーラ 力 Mapicii!aka  (摩 尼 珠髻） 〔村 

長， 金銀の 淨不淨 を 論ず〕 4  443; 16 上 28 
マ 二 チヨ一 ラ • デャ一 タカ Mapicora- jataka 

(寶珠 竊盗本 生物 語） （一九 四） 30  202° 
マニッ パバ Manippabha    〔傳 。 轉輪 王つ 26 

294 

マ ニナ一 ガ山 Maijinagapabbata  〔精 舍〕 60 
387 

マ 二 バッダ Maijibhadda  (摩 尼 跋陀， 珠賢） 

〔夜叉〕 12  362;  42 131， 136 
マ 二 ヒーラ 〔力〕 Mai?ihira〔ka〕 ① 〔池〕 60 

416;  61 46, 120, 173,407,409 ② 〔地名〕 61 

53,98 

マ 二 ヒーラ 力 Mamhiraka ① 〔精舎〕 60  415 
②〜 前項 

マ 二 プ一デ ャ 力 MaijipQjaka  〔比丘の 譬喩 經〕 

26  325;  27 181 
マ 二 マ一 ラカ Mammmaka  (摩 尼 摩羅 迦） 〔塔 

廟〕 12  362 
マ ニメ一 カラ Mammekhala ① 〔地方〕 61 

420 ② 〔池〕 61 46, 120 ③ 〔殿〕 61 121 
マ ニメ一 カラ一 Mapimekha ほ 〔女神」 33  221; 

37  430 

マ ニヤ  一 ManyS  〔村〕 61 246 
マニラ mamla  〔樹〕 63 168 
マヌ Manu  (摩 奴） 〔律法〕 61 413，  417，  432, 
437,504 

マー ヌサ MSnusa  (麼 宽沙） 〔天〕 7  288 

マ一 ヌシャ Manusiya  〔蓮 池〕 37 10 

マ一 ヌス ッ タマ Manusuttama  (摩 ミ鬼疏 多, 摩) 

〔天〕 7  288 
マヌ デャ一 ManujS  〔夷〕 21 315 
マ ヌラ一 ャ Manuraya  〔地名〕 61 255 
マノ 一  シラー Manosi ほ （雄 黄， 悦意 石， 赤砒の 

岩， 砒 石の 平 岩） 〔山〕 28  22,106,  206,449  ； 


30 106，  149，  370;  32  366;  35 10;  37 125, 126; 
39 121; 60  249, 252, 255, 272, 336, 383, 384 
マ ノーデ ャ Manoja ① 〔王〕 36  350,  354,  356, 
362，  364，  367，  370，  371,  375，  391 ② （意 生） 〔獅 
子〕 32  276 

マノ一 チ "ャ • ヂ' ャ一 タカ Manoja- jataka  (意 

生 5 師子本 生物 語） （三 九 七） 32  276° 
マノ一 デャヴ Manojava  〔仙〕 38  78 
マノ ーパ ドウ一 シカ Manopadiisika  (寧 劣 波 

頭 濯） 〔天〕 7  289 
マノ 一 ハラ ① manohara   〔寶 珠〕 59 上 259; 

59 下 240,247 ② Manohara  I： 園〕 61 405 
マノ一 マヤ Manoma'/a  〔辟〕 11 下 70 
マノ ヽ— • アツ サプラ • スッタ MahSassapura— 

sutta  (馬邑 大經） 9  469° 
マノ ヽーァ ッサ 一口 ーノヽ Mahaassaroha  (大. 騎 

手） 〔王〕 31 316 
マノ ヽーァ ッサ 一口 ーノヽ • デ ヤー タカ 

Mahaassaroha  jataka  (大 騎手 本 生物 語 X 三 

〇 二）  31 315° 
マ ハー アツ タカ ター Maha— afthakathS  (大 

義疏） 65(  I  )  4 
マハ一 ァヌラ MahS- Anu!a  〔比〕 63  353 
マノ、一 ァノ マヤ Mahabhaya  (= 無畏 山寺） 60 

378 

マハ一 ゥッ クサ 'デ ヤー タカ Mahaukkusa— 

jataka  (大鶚 本 生物 語） （四 八 六） 34  274° 
マ ハー ゥン マツ ガ • デ ヤー タカ 

Mahaummagga  jataka  (大隨 道 本 生物 語 = 

ゥン マツ ガデャ 一タカ） （五 四 六） 30  100， 

191； 32  74;  35  70, 185， 316， 354;  39 1° 

マノ、一 ゥン マ一 ラ Mahaumm^a  〔i 也 名〕 61 
95 

マ ハカ Mahaka  (摩 訶迦， 磨竭） 〔沙 彌， 比〕 

3 133；  63  334,  335; [15  440*〕 
マ ハカ 經 Mahaka -sutta  (摩訶 迦經） 63  334 
マ ハーカ ッサパ Mahakassapa ① （摩 訶迎 p， 

大逝葉 =迹 葉） 〔比〕 3 158,193 ② 〔セィ 口 

ンの 比丘〕 61 394,395.398 
① マハ一 カツ チヤ一 ナ ② マハ— カツ チヤ— 

ャ ナ MahSkaccana,  Mahakaccavana  (大 


(  839  ) 


逝 旃延， 摩訶 jSO 旃延 =迦 旃延） 〔比〕 ① 2 
105;  3  343;  4  23; 11 上 111 ② 15 188 

'マノ ヽ 一 力 ッ チヤ ― ナ •  ノヽ' ツアー カフ ッタ *スッ 
タ MahakaccSnabhaddekaratta- sutta  (大 
逝婉延 一夜 賢者 經） 11 下 255°  ■ 

マノ 、一力 ッ ピナ Mah き kappina ① (摩き 可劫賓 
那， 大劫賓 那= 劫 賓那） 〔比〕 2 105;  3 186， 
614;  4  23; 11 下 83;  25  219 ② （大劫 賓那） 
〔王〕 63  333 

マ ハー ガッラ MahSgalla  〔村〕 61 51, 66, 162 

マハ一 ガッラ ：: 力〕 MahSgalla  fka] 〔池〕 60 
416;  61 229,410 

マノ ヽ一 カビ 'チ "ヤー タカ MahSkapi- jStaka ① 
(大猿 本 生物 語） （四 〇 七） 32  351° ② （=ェ' 
ーヴ ティ ャカビ • デ ヤー タカ） （五一 六） 35 
338° 

マノ ヽ 一力" 一 マ MahagSma  (大本、 J0   〔ロー ノヽナ 
の 首都〕 60  291,295,296,  308,  311,312,  314， 
389,  395,  396;  61 68,70,  124,  173,  323,  344, 
345;  62  72 

マハ 一ガー マナ一 ガ MahSgamanaga  〔精 舍〕 
60  403 

マ ハー ガ一 マ 二 力 MahSgSmaijika  (= ガ一 マ 

二） 〔池〕 60  400 
マ ハーカー ラ ① MahSkaia  (摩訶 迹羅） 〔龍 

王〕 60 181 ② mah き kS!a         26  31; 59 下 

213 

マ ハーカ ランデ ャ Mahakarafijiya  〔精 舍〕 63 
123 

マ ハーカ" ブッチ ャ XlahSgavaccha  〔1： ヒ〕 25 
111 

マ ハーカ" ンカ" 一 Mahaganga  〔セィ ロンの 河〕 
60  222,  300 

マ ハーカ ンダ Mah5kanda  〔ダ ミラ 人〕 61 74 
マハ一 カン ダラ Mahm^andara  〔河〕 60  212 
マ ハーカ ンチ ヤナク マー ラ Mahakaficana- 

kumara  (金 太 苦行者 童子） 34  300 
マハ— カン ハ MahSka ひ ha  (大黑 ） 〔犬〕 34  65 
マい一 カン' ヽ • ヂ ヤー タカ Mahakapha- 

jataka  (大黑 犬 本 生物 語） （四 六 九） 28^08; 

31 552;  34  63。 


マ ハ 一 力 ン マ ブ ンガ • ス ッ タ 
Mahakammavibhanga-sutta  (大業 分別 經） 
11 下 282° 

マハ— キラ— ラ Mahakira!a ひ 也〕 61 230 
マ ハー クサ Mah^oisa  (摩訶 矩舍） 〔王〕 60 
22 

マ ハーケ ッタ Mahakhetta  〔地名〕 61 337 
マノ ヽ一ゴ 一シン ガ • ス ッ タ       Mahagosinga - 

sutta  (牛角 林 大經） 9  371° 
マハ一 コッタ MahSkottha   〔ダ ミラ 人〕 60 

315 

マハ一 コッテ イタ Mah5kott:hita  =  Maha - 
koUhika  (寧 訶倶 稀羅， 摩訶拘 稀羅， 摩訶拘 
瑟 他迦， 大俱豨 羅=俱 铺羅， 拘 稀羅） 〔比〕 
2 105;  3  614;  4  23; 11 下 83; 17  35， 191*; 
18  283;  22 上 44  〔舎利 弗と 問答〕 17 191* 

マ ハー • ゴ —ノ f ーラカ • スッタ MahSgopSlaka- 
sutta  (牧牛 者 大經） 9  383° 

マ ハー ゴ— ギン ダ Mah き govinda ① 〔王， 彿 
の 前生〕 28  95 ② 〔賢者， 佛の 前生〕 28  97; 
41 369 

マノ ヽ一ゴ 一キン ダ《ス ッ タンタ Mahagovinda— 

suttanta  (大典 尊經） 7  231° 
マ ハ一ゴ 一ギン ダの 所行 Mahagovinda  cariya 

〔經っ 41 369° 
マ ハー サ— 力" ラ Mahas さ gara ① 〔王〕 33  321 

② （=サ 一 ガラ） 〔|>81〕 60  253* 
マ ハー サク ノレ ダーヰ .ス ッ タ MahSsakukidayi - 

sutta  (善 生 優 婆 夷 大經） 11 上 1° 
マノ ヽー サッ チヤ 力 • スッタ        ivlah^saccaka - 

sutta  (薩 遮迦 大經） 9  409° 
マノ ヽ一サ テ イノ？ ッ ターナ • スッ： タンタ 

Mahasatipatthana-suttanta   (大念 處經） 7 

335° 

マハ一 サ マーナ MahSsamSna    (寧 n 可 除 寧) 

〔天〕 7  288 
マ ハ一サ マヤ • スッ タンタ MahSsamaya - 

suttanta  (大 ほ經） 7  271°;  37  246 
マ ハ―サ 一 ミ mah お Smin  (大 主) 〔職〕 61 477 
マハ— サ— ミ ン Mah お 5min ① (=ダ ップラ 

王） 61 68 ② （犬 主 =モ ッガッ ラー ナ） 〔王〕 


マノ ヽ ■  マ 


61 153， 155 
マ ハー サ— ラ— Mahasa ほ 〔地名〕 3  348  . 
マ ハー サ―ラ • ギヤ一 タカ Mahasara- jStaka 

(大精 本 生物 語） （九 二）  29  238° 
マ ハー サラ— ャ々 二 力 • スッタ Mah&- 

salayatanika  sutta  (犬 六 經） 11 下 415° 
マノ ヽ―サ —口  — バマ. ス ッ タ MahSsiropama— 

sutta  (心材 ni 大經） 9  340° 
マノ ヽ一 サン 力" ラ ッキタ Mahasarhgharakkhita 

〔ゥ パリ マン ダラ 力. マラ ャ住 比丘〕 35  213 
マノ ヽ一 サン マタ MahSsammata  (摩 言 可 三 摩 多, 

大 選出） 〔王〕 8 113;  28 192;  31 64;  60 19； 

61 76;  63  392 
マ ハーシ カー Mah お ikha  〔傳 c 轉輪 王； 26  225 
マノ ヽ一シ 一ハナー ダ • ス ッ タ Mahasihanada- 

sutta  (師 子吼 大經） 9 110° 
マ ハーシ一 ラヷ' • チ'' ャ 一タカ  Mahasiiava- 

jataka  (大具 成 王 本 生物 語） （五一） 29 1° 
マノ ヽ一シ 一ラヴ • ラ一チ "ャ MahSsilavarSjan 

(大 具戒王 = シ 一ラヴ. クマ一 ラ） 29  2* 
マ ハーシ リーサ mah§sirisa  〔樹〕 28  89  〔鳩 

留孫沸の：^^提樹〕 65(1) 121 
マハ一 シブ Mahasiva ① 〔バー テ ィ ヮ" ンカ住 

比丘〕 60  346 ② 〔比〕 61 44,45 ③ （大 安泰 

者） 〔王〕 60  375 
マ ハーシ— ヴ Mahasiva ① 〔相承 比丘〕 5  5 

② 〔ヴ一 マンタ パッ バーラ 住 比丘〕 35  213;  37 

417 ③ （= 私 婆， シ一 ブ） 〔王〕 60  287 
マハ一 シン ドウ Mah お indhu  〔河〕 26  401 
マノ ヽ一ス 力 • チ "ヤー タカ MahSsuka  jataka 

(大 鸚鵡 本 生物 語） （四 二 九） 33 111° 
マノ、一 スタソ 一 マ • デャ一 タカ 

Mahasutasoma- jataka    (大 須陀 須挈本 生物 

語〜 スタソ 一マ 本 生物 語） （五三 七） 28  98; 

37  253° 

マ ハース ダッサ ナ Mahasudassana  (大善 見) 

〔王， 佛の 前生〕 28  95;  41 367 
マノ、 一 スタ" ッサナ • ス ッ タ ンタ 

Mahasudassana  suttanta   (大善 見 王經、 7 

165° 

マハ一 スダ ッサナ • デャ一 タ 力- Mahasudassana- 

-  ( 


jataka  (大善 見 王 本 生物 語） （九 五） 29  258° 
マ ハース ダッサ ナの 所行 Mahasudassana- 

cariya  〔 經〕 41 367° 
マハ一 スバ ッダ一 Mah お ubhadd5  ( 大善 賢) 

〔給 孤 濁の 女〕 28 199 

マノ ヽ一 スビナ • デ ヤー タカ Mahasupina- 
jataka  (大夢 本 生物 語） （七 七） 29 144° 

マノ ヽ一 スン ニヤ タ • スッタ Mahasufifiata- 
sutta  (空 大經） 11 下 127° 

マ/、 一 スンマ Mahtsumma ① (= マノ ヽース 
マナ） 〔拘那 含 牟尼佛 の 弟子〕 60  253 ② 〔ド 
ゥ ッタガ 一マ 二王 時代の 比丘〕 60  303 ③ 〔ブ 
ッタ ガー マ 二王 時代の 比丘〕 60  380 

マハ— セーナ Mah お ena ① （摩訶 斯那） 〔王〕 
60  410,412*;  61 1,24,83,  395 ② 〔マガ ダ國 
王〕 61 494 ③ （寧訶 先） 〔天子〕 59 上 14 ④' 
〔魔〕 7  293  ®  〔村〕 61 173,342  ©  〔精舎〕 
61 120 

〔マハ —セ— ナ〕 （章） 60  412 

マハ— ソ―ナ ① Mah お oija  〔戦士〕  60  299, 

302,  316，  317，  318 ② mah お oija  〔樹〕 28  77; 

41 282，  283，  286 ③ 〔鳥〕 30  49 
マ ハー ソ— ナ— MahasoQS  〔尼〕 60 126 
マ ハー タ ッカ— リ • チ "ャ —タカ MahatakkSri- 

jataka       タツ カーリ ャ靑年 本 生物 語） （四 八 

— ) 30  297 

マハ— ダッタ Mahadatta ① （挈訶 達 多） 〔比〕 

64  365 ② 〔池〕 61 22,  407 
マ ハー ダ ッ ダ ラ Mahadaddara 〔龍〕 31 328,  330 
マ ハー ダッ ティカ MahSdattika  〔池〕 61 172 
マノ ヽ一ダ '—ティ— Mahadathin  〔王〕 = 次 項 
マノ ヽ— タ、' —テ ィ 力 MahSdafhika  ( = マノ ヽ一 タ" 

—ティ一） 〔王〕 60 139,  383，  385，  388 
マハ— ダナ Mahadhana ① 〔傳。 轉輪 王〕 26 

338 ②〜 次 項 
マハ一 ダナ 〔力） Mahadhanafkaj  (大 富） 〔長 

者 子〕 33  83;  34  212 
マハ一 タラ Mah お hala  〔村〕 61 83 

マ ハ一ダ ーラ ガ ッラ 〔力〕 JVIahad さ ragaila し' ka〕 

〔池〕 60  416;  61 172,407 
マ ハー ダーラ ギリ Mahad さ ragiri  〔村〕 61 58. 


マ —— マハ 一 


マ ハーター リ タ MahS ほ lita  〔村〕 61 108 
マノ、一 タン ノヽ一 サン カャ， スッタ Maha - 

tanhasankhaya- sutta  (愛 ^；：^ 經） 9  445° 
マノ ヽーダ 'ン マカテ ィ  一 MahSdhammakathin 

〔比〕 61 11 

マ ハー ダン マサ マーダー ナ • ス ヅ タ  MahS- 
dhammasamadana  sutta  Cf#fe^g) 10  37° 

マノ、一 ゲン マノ、: 一 ラ • チ'' ャ一 タカ 
Mah き dhammapala- jataka (大 護法 本 生物 語) 
(四 四 七） 28 198;  33  274=;  34  261 

マノ ヽー ダン マラ ツキ タ Mah§dhammarakkhita 

①  （摩訶 曇 無勒棄 多， 攀訶達 擎勒棄 多） 〔比〕 
60 188,230 ② 〔ドウ ッタガ 一マニー 王 時代 
の 比丘〕 60  338 

マ ハー チヤ ッタ— リーサ 力 • スッタ Maha- 

cattarisaka-sutta は 四十 經） 11 下 72° 
マノ ヽーチ 'ャ ナカ Mahajanaka ① 〔王〕 37  421 

②  〔王子， マ ハー デャ ナカ 王の 孫〕 37  427， 
431，  441，  446，  483,  503,  504 

マ ハー ヂ ャ ナカ 本 生物 語 Mahajanaka  jataka 
(五三九 ） 28  97;  29 14;  32 142;  33  255;  37 
421°;  61 509 

マノ ヽー チヤ ンタ" 一 Mahacanda  〔河〕 27  283 
マハ 一チュー- リ 〔力〕 MahacQ}i〔ka〕(= マ ハー 

チューリ • マ ハーティ ッサ 王） 60 135,  373, 

374,  381， 382 

マハ一 チューリ • マ ハーティ ッサ IVIah5cii}i.- 
Mahatissa 〜前項 〔王〕 60 135,380 

マハ一 チュン ダ Mah さ cunda ① （擎訶 周那， 
摩訶 周陀， 大純 にビ， 摩訶均 頭-周 都， 純 [： 它） 
〔比〕 2 105;  3  614;  4  23;  41 下 83; 16 上 269; 
20 103;  22 上 264；  22 下 60 ② 〔博。 轉輪 王〕 
26  256 

マ ハジ ラナ一 ガ Mahallanaga (老ナ 一力'、 「モ〕 
60 143，  144,  398 

マ ハツ ララ ーデャ MahallarSjan  〔精勤 堂〕 61 60 
マ ハーディ一 AlahSdi  〔河〕 61 488 
マ ハーティ ッサ Mahatissa ① 〔バッ ガ リ 住 比 
'丘〕 37  416 ② （= ハン ブガ クラ 力 マ ハー テ 
ィ ッサ） 〔比〕 60  377,  378 ③ 〔ァヌ ラ圃住 比 
丘〕 60  403 ④ 〔ダ ッ ブラ 王の 父〕 61 67 


マ ハーティ ッタ Mahitittha ① （大 渡海 場， 
大津） 〔港〕 27  467;  60  209,  320，  373,  390;  61 
89， 117，  118，  132, 135，  159，  162，  171,  180，  351， 
358,433,467 ② 〔園〕 60 114,  117,248* 
マノ、一 ディ パー ダ mahadipada  〔識： 61 62 
マノ ヽーデ ィ パリ ヱ *  — ナ Mahadiparivena   〔 殿 

樓〕 61 112 
マ ハー テ ィ ラ Mah さ tiia  〔地方〕 61 210 
マハ— テーラ mah き thera  (大 長老 リ ； 5^'  61 
477 

マ ハー デーヴ Mahadeva ① 、八 ソギ リ 住 比 

丘〕 35  213 ② 〔ダ一 マガ ッラカ 住 比 £〕  60 

406 ③ 〔人〕 61 113 
マノ ヽー テーヴ ラ ッ 々クラ ヮ 

Mahadevarattakurava  〔精 舍〕 61 42 
マ ハ―デ —ヰ— Mahadevi  〔尼〕 60 126 
マ ハー ドウ ッカ カン タ" • スッタ MahS- 

dukkhakhandha  sutta  (苦蘊 大經） 9 138° 
マノ ヽー 卜 ゥ一バ Mahathupa  (大ナ ン 60  247; 

61 400 

マ ハー 卜 ク ンデ ィ ラ Mahatupdila  (大 鼻） 〔豚〕 
32  220 

マハ一 ドーナ Mahadoija し 龍王— 41 284 

マ ハーナー 勺' Mahanaga ① 〔比〕 25 191 ② 
〔力一 ラヴ ッ リマン ダパ住 比丘〕 35  213 ③ 
〔マツ ダ住 比丘〕 37  417  ®  〔ブータ 園庄比 
丘〕 60  401 ©  (摩 訶那 fin) 〔ウッチ ャ プーリ 
力 住 比 £〕  64  365 ⑥ 〔王〕 61 40,  41:, 44，  45 
⑦ 〔副 王〕 60  242,  257,  291 ⑧ 〔ゴー タイン 
バラ 戰士の 父〕 60  303  ®(= チヨ一 ラナ 一 
ガ） 〔王子， 王， 賊〕 60  374  ®  (= マ ハー ダ 
—ティカ 王） 60  385  ®  〔精勤 堂〕 61 5S 

マノ ヽーナ 一力" クラ MahSnSgakula  ( = マノ ヽー 
ナーガ ブラ） 〔都〕 61 343*，  347 

マ ハーナー ガ山 Mah き n§ga- pabbata  「精 舍〕 
61 46 

マ ハー 十一 ガス ラ MahanSgasula 61 179 
マノ ヽ一ナ 一力 "ブラ Mahanagapura  (= マノ ヽー 
ナーガ クラ） 〔都〕 61 161, 176, 190,334,339 
マハ一 ナディ一 MahSnadi  (大河） 61 124 
マ ハ―ナ —マ ① AlahanSma   〔辟〕 11 下 71 


(842) 


マノ ヽー ― マ 


② （摩 訶那 摩， 摩訶 男） 〔五 比& の一」 3  23; 
60  4 ③ 〔ディ 一ガー サナ住 比&〕  61 32 ④ 
〔王〕 61 13°， 17， 18 ⑤ （摩訶 男， 摩訶那 摩， 
大名） 〔釋 氏， 塞〕 2 160;  4  278;  5  32;  9 149; 
10 109;  20  228;  30 128 ⑥ （-マ ハー ノーマ） 
〔園〕 60  250,  252 ⑦ mahaMma  〔樹〕 27  45, 
72;  39  406 

マノ ヽ―ナ —ママ ッ タカ Mahanamamatthaka 

〔池〕 61 407 
マ ハーナー ラダ カツ サパ. デャ一 タカ Mah5- 

naradakassapa  jataka    (大那 羅陀迦 葉 梵天 

本 生物 語， 摩 訶那羅 陀避葉 本 生） （五 四 四） 
28 178;  38  337。 
マハ一 ニー カヴッ ティ MahSnikhavatfi  〔池」 
60  896 

マハ一 ニダ一 ナ MahanidSna   〔傳 。 轉輪 王〕 
26  354 

マノ ヽ一 二 タ"一 ナ • ス ッ タ ンタ      Mahania5na - 

suttanta  (大 緣經） 7 1° 
マノ ヽー ニツカ ッデ イカ Mahanikka(?(jhika 
〔村〕 61 73 

マノ、一  二  'ゾ  カヴッ ティ Mahamkkhava は 1 〔池〕 
60 142 

マハ一 二 ッゴ一 サ MahSnigghosa  〔傳 ° 轉輪 
王〕 26  240 

マ ハー ニッティ ラ Mahanitthila  〔村〕 61 63 
マ ハー 二 ッデ— サ Maha- Niddesa  (大義 釋） 

〔小 部經の 一〕 42 1°;  43 1。 
マノ ヽ一 二 ツヤ一 マ Mahaniyyama  〔地方」 61 

272 

マノ、 一二一 ノ？    mahanipa  〔樹〕 28  79 
マノ、 一二 ンノヽ    mahanimba  (大苦 棟） 〔樹〕 41 
295 

マノ、 一 ス ッ  ガラ MahSnuggala  〔塔 廟〕 60  309 
マハ— ネッタ MahSnetta  〔山〕 61 113 

マノ ヽーネ ッ タ~テ -' ノ 《― 7" ィ 力 

Mahanettadipadika  〔精 舍〕 61 83 
マ ハ―ネ ッ タノ 《一 サーダ Mahanettappasada 

〔住 院〕 61 465 
マハ— ネー ラ Mahanela  〔傳。 轉輪 王〕 26  330 
マノ ヽ一ノ  一マ Mahanoma  (= マノ ヽ一ナ —マ) 


〔園〕 60 114 
マハ— パダ一 ナ Mahapadhana  (大 精勤） 〔住 

院〕 61 15 

マノ、 ーノ？ ダ- ーナ. スッ タンタ Mahapadana- 

suttanta  (大本 經） 6  361° 
マ ハ―パ ターパ Mahapatapa  (大 光輝， 大照 

曜， 大 威勢） 〔傅 。 轉輪 王〕 26  350,  368;  32 

41; 59 下 17;  60 160;  63 150 
マ ハー パデ ヤー ノ 《テ ィ  一 • ゴ一タ ミ  一 Maha— 

pajapati  Gotami  (摩訶 波 闍波提 Bft 彌， 大 
愛 道 =瞿 曇彌， '瞎 答彌， 摩訶瞿 暴彌） 「佛の 
姨母， 尼〕 1 397;  2  90,  424;  4  378; 11 下 356; 
32  47 

マハ— ノ？ ッタ一 ナツ パカ ラナ • アツ タカ ター 
Mahapatthanappakarana  attnakatha  (大論 

義疏， 發趣論 註釋） 50  332° 
マノ ヽーノ 《クチャ リー Mahapaccari し g£ 書〕 6 ひ 

(I)  4 

マノ、 一 •  ノヽ ッ テ ィ ノ 《 ド _ ノ 《マ • ス ッ タ Maha 

hatthipadopama-sutta  (象 跡 喩大經 ） 9  329° 
マ ハー パッノ ベ- タ MahSpabbata ① （大山） 

〔山〕 61 346 ② 〔象〕 60  318 
マノ ヽーノ 《ドウ マ Mahapaduma ① 〔比〕 60 

391 ② 〔王子〕 59 下 17 ③ 〔象〕 60  91 
マノ ヽ―ノ 《ドウ マ • デ ヤー タカ Mahapaduma— 

jataka  (大 蓮華 王子 本 生物 語） （四 七 二）  29 
350;  34  76° 
マノ ヽーノ ？ナ ータ" Mahapanada  (大波 那， 摩 fSJ 

鉢螺 拏那， 摩訶 波羅那 〔陀〕 ） 〔王〕 8  93;  31 
98;  59 上 277;  60 19，  352;  61 2 
マノ ヽ— ノ？ ナーダ . チ" ヤー タカ MahSpanSda— 

jataka  (摩 訶波羅 那王本 生物 語） （二 六 四） 
31 95。 

マノ ヽーノ 《ーナ ーテ ィテ ィ  ーノ 《力 

Mahapanadidipaka  〔精舍 J  61 60 
マノ ヽーノ 《ナーラ Mahapanala  m'}  61 337 
マ ハーパー ラガ MahapSraga  (摩訶 波羅） 〔天〕 
7  289 

「マ ハー〕 バー ラタ Bharata  〔大 史詩〕 61 198 
マハ— パーリ MahSpaii ① 〔精舎〕 60  402; 
61 68 ②〜 次 項 


(  843) 


マ 一 マ ノヽ 一 


マ ハー パーリ 〔力〕 MahapaU〔ka〕 〔食堂〕 60 

283;  61 11， 13， 14,  21, 46,  49,  51, 56,  61, 64，  66, 

72，  85, 104，  125， 142 
マ ハー パリ 二 ツバ一 ナ • スッ タンタ MahS— 

parinibbana- suttanta  (大般 涅槃 經） 7  27° 
マハ一 ノ？ リブー ラ MahaparivSra    〔比 fii の譬 

喩經〕 26  252 
マノ、  —  ノ？ リ > /—ラ Mahaparivara-vagga 26 

252 

マノ ヽ一ノ 《リヱ •一 ナ MahSparive^ia  〔房 舍〕 64 
46,88 

マ ハー ノ、 °  口  一ノヽ 'ナ • デ ヤー タカ 

Mahapalobhana  jataka は 誘惑 本 生物 語） 

(五 〇 七） 35 174° 
マノ ヽーノ ヽンサ • デ ヤー タカ MahShaihsa- 

jataka  (大鵞 本 生物 語） （五三 四） 37  45° 
マ ハー ビュー ノヽ MahabyQha  (摩訶 由 言可) 〔殿 

堂〕 14  226 

マ ハー ピン ガラ MahSpiiigala   (大黄） 〔王〕 
30  404 

マノ ヽ一 ピン ガラ • デャ一 タカ Mahapmgala- 
jataka      黄 王 本 生物 語） （二 四 〇） 30  403° 

マ ハープ リナ MaMpu!ipa  〔傳 。 轉輪 王〕 26 
143 

マノ ヽ一 プンナ マ • スッタ MahapuQiiiama- 

sutta  (滿月 大經） 11 上 370° 
マ ハーへ ーリ MaMheli  〔池〕 61 172 
マノ ヽーホ 'ーテ "ィ • デャ一 タカ Mah^bodhi - 

jataka  (大 菩提 普 行 沙門 本 生物 語） （五 二八） 

30 124;  36 184° 
マハ一 マガ Mahamaga  〔村〕 61 99 
マノ、 一 マ ッ タ 一    MahamStta  「王妃〕 60  398 

、 》ヽ  一 •<  >ゾ  ラ 力 Mahamallaka  〔尼 房〕 61 
143 

マノ ヽ一 マツ ラー デャナ MahamaUajana  〔溥。 

轉輪 王〕 26  335 
マハ一 マ 二    Mahamaiji  〔池〕 60  416 
マノ、一 マ 二 力 MahSmapika  〔村〕 61 60 
マノ ヽーマ ヒ ンダノ ヽ'一 フ Mahamahindab さ hu 

〔房 舍〕 61 445 
マ ハー マー ヤー Mahamay さ （摩 訶摩耶 = 摩耶） 


〔王妃〕 28 105， 106 
マ ハー マ— ラデー ブ Mahamaladeva  〔將 軍〕 
61 282 

マノ、一 マ リ ャ デーヴ Mahamaliyadeva  〔カー 

ラヹ ーラ住 比丘〕 37  417 
マノ ヽ一 マ一 ノ レンク ャ • ス ッ タンタ  MahS— 

malunkya-suttanta  (擎 羅迦 大經） 10  232° 
マ ハーマン 力" ラ MahamaAgala   〔精 舍〕 60 
397 

マハ一 マン ガラ 'デャ 一タカ Mahamangala- 

jataka  (大吉 兆 本 生物 語） （四 五三） 33  312° 
マ ハー ミ ッタ ヰ' ンダ • デャ一 タカ 

Mahamittavinda - jataka  〔= 四 門 本 生物 語） 

(四 三 九） 29  202;  32  90 
マノ ヽ一ム 力 mahamukha  〔太鼓〕 60 109 
マ ハ一ム チヤ ラ Mahamucala ① （摩訶 母 n^) 

〔王〕 60 19, 160 ② 〔道場〕 60  246 
マ ハー メ―ガ MahSmegha  0^ 雲， 摩 眉 伽) 

〔林〕 61 30，  31, 131，  135，  404,  407 
マハ一 メッタ Mahametta  (大 慈） 〔菩提樹〕 

61 58 

マノ ヽーモ ッガッ ラ一ナ Mahimoggall ね a  kJk 
目键 連-目 犍連， 目 連） 〔比〕 1 175;  2 105; 
4  23， 171 

マノ ヽー モーラ • デ ヤー タカ Mahamora- jataka 

(大 孔雀 王 本 生物 語） （四 九 一） 34  347° 
マノ ヽ— ャマカ • ヴッガ MahSyamaka- vagga 

(雙大 品） 9  362。 
マ ハーラー デャ IVlahar さ jan    (大王) 〔堂 J  61 
74 

マ ハーラ ツキ タ Maharakkhita ① （摩 訶勒棄 

多） 〔比， 阿育 王 時代の 博 道師〕 60  230 ② 

〔ゥ パリ マン ダカ マ一 ラ住 比丘〕 37   416 ③ 

〔苦行者〕 35 132, 133 
マ ハーラ ッタ MahSrattha   (摩訶 勒吒， 摩訶 

勒1^) 〔國， 人〕 28  78;  60  59,  230,  233;  61 

279,  281，  283, 284 
マハ— ラッ タカ MahSrattaka  〔將 軍〕 60 134, 

372,  373 

マ ハー モー ナキッ ティ IVIaha ほ nakitti 〔王〕 
61 149 


(844) 


マ ヒ サーマ 


マ ハーラ ハ Maharaha  〔傳。 轉輪 王〕 26  413 
マノ ヽーラ ブチ" ャカ" ッ チヤ Mahalabujagaccha 

① 〔村〕 61 454 ② 〔森〕 61 454 
マ ハーラ一 フロ一 ヴ一 ダ* スッ タンタ 

MaMr き hulovSda  suttaiUa (敎誡 羅喉羅 大經） 

10  214° 

マ ハーラ— マ Maha ほ ma  〔傳 。轉輪 王〕 26  359 
マノ、— ラ―メ ッ ティ MahSrSmetti リ也〕 60 
142 

マ ハー リ Mahmi  (摩訶 梨， 摩訶 利， 摩訶離 = 
兎唇） 〔離 単 人， 塞， 尸 婆羅の 父〕 6  218; 12 
401; 14 107;  22 上 323;  27  327 

マ ハー リ . スッタ Mahaii  sutta  (摩訶 梨經） 
6  217。 

マハリ一 ブラ Maharivara  〔堡 ik〕  61 321 
マ ハール チ Maharuci    (摩 訶嚕啷 =ス ルチ） 

〔傳。 轉輪 王〕 26  233;  60 19 
%^  ノヽ  一 ノレ ッ  力 Maharukkha  〔渡〕 61 268 
マ ハール ハー Mah 社 uhS  〔尼〕 60 126 
マ ハーレ— 力 ① mahaiekha  〔官職〕 61 

129，  267,  281 其 他 ② 〜次 項 
マ ハーレ— 力 〔力〕 MahSlekha〔ka〕 〔住 院〕 

61 94,129 

マハ— レーヌ MahareQu  〔傳。 轉輪 王〕 26  242 
マハ 一口一ハナ グッ タ Mahirohaijagutta  〔比」 

62  307;  63  305 
マハ— 口  — ヒタ ① Maharohita  〔傳 。 轉輪 王〕 

26  365 ② Mahaiohita  (大 赤） 〔牛〕 28  378, 

380;  31 244 

マノ ヽ一 口一 マノ ヽンサ の 所行 Mahalomahamsa- 

cariya  〔經〕 41 420。 
マ ハー. ヅッガ MahSvagga ① （大 品） 〔律 藏〕 

3 1° ② （大篇 ） 〔相應 部〕 16 上 139° 
マノ ヽ一 ブッ タニ    Mah さ vattani  〔森〕 62  66 
マ ハーヴ ッ タラ MahSvatthala  〔村〕 61 463 
マノ ヽーヴ ツチ ヤコ"一 ッタ • スッ タンタ 

Mahavacchagotta-suttanta  (婆 蹉衢 多大 經） 

10  320° 

マ ハーブ ッ リ ゴ ッ タ Mahavalligotta  〔精 舍〕 
60  395 

マ ハー ブナ Mahavana  (摩呵 槃那， 大林〜 大 


林重閣 講堂） 2 120;  3  408 
マノ ヽ―ヴ —二 デャ • デャ— タカ MahSvSijija- 

jataka  (大 商人 本 生物 語） （四 九 三） 34  376° 
マ ハーブ一 ノレ 力 Mahavaluka に =ヴ 一ノレ 力) 

〔村〕 61 336 
マ ハーヴ— ルカ 〔ガン ガー〕 Mahavaluka 

〔gaiiga〕 〔河〕 61 265,  291,  408，  461，  486，  493， 

498,  542,  550 
マ ハーヴ ルナ MahSvaruija  (摩訶 婆 樓那， 摩訶 

婆 留那） 〔比〕 60 177,192 
マハ一 ヴンサ Mahavariisa    (大王 統史） 60 

151° 

マノ ヽーヴ ンサカ MahSvamsaka し マン 力" ナ住 

比丘〕 37  416 
マ ハー ヰデタ MahSvijita  〔王〕 6 197*  〔八 法 

成就〕 6  201 
マノ ヽ— 半デャ ヤノ、'一 フ Mahivijayabahu  (= 

ヰデャ ャバ一 フー 世 王） 61 485 
マ ハー ギ ッタ— リカ MahSvitth さ rika  〔殿〕 
26  220 

マハ— ヰ 'ハーラ Mahavihara  (大 寺， 大 精舍) 

〔セ イロ ンのァ ヌラ一 ダプラに ある 精舍〕 28 

181; 61 445 
マ ノ ヽーャ ャ ッ  ガ MahSvyaggha  〔比〕 60  366 
マノ ヽーヹ —ダ -,, ラ • ス ッ タ  MahSvedalla— 

sutta  (有 明大 經） 10 11°;  65(1)  38 
マハ— ヹ―ル mahave}u  (大 竹） 〔樹〕 28  80; 

41 300 

マハン タ Mahanta  〔石造 佛〕 61 68 

マ ハンナ Mahaijna  〔池〕 61 407 

マヒー ① Mahi  〔王 臣〕 61 269 ② （摩 企， 

摩随， 撵企） 〔五 河の 一〕 4  355; 13  202;  20 

354;  62  21 ③ mahi  (地） 62  249 
マ ヒサ Mahisa   (摩 醯沙 = マ ヒサ マン ダラ， 

マ ヒ ンサカ マン ダラ） 〔國〕 60  58 
マ ヒサ • デャ一 タカ Mahisa- jStaka  (水牛 本 

生物 語） （二 七 八） 31 187° 
マヒ サド一 二 力 Mahisado^iika  〔村〕 60  305 
マ ヒサ マンタ Mahisamanta    〔傳 。 轉輪 王〕 

26  331 

ヒ マサ マン ダラ Mahisamapdala  (摩 醯沙' 1' 曼陀 
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マー マ ヒ サ 


羅= マ ヒサ， マ ヒンサ 力 マン ダラ） 〔國〕 60 
230，  232 

マ ヒサ ヴッ トウ Mahisavatthu  〔地名〕 21 17, 18 
マ一 ヒッサ ティー Mahissati    (摩 醯》 少底， 摩 

哂沙 摩） 〔城〕 7  249;  24  380 
マヒッ ディ Mahiddhi  (摩 醯提） 〔神〕 6  347 
マヒー パーラ Mahip さ la  〔地方〕 61 233 
マヒャ Mahiya  〔地名〕 60  5 
マヒ ヤン ガナ MahiyaAgar-a ① 〔地名〕 60 

314,405 ② 〔塔〕 60 153, 155 ③ 〔精舎〕〜 

次 項 

①マヒ ヤン ガナ ②マヒ ヤン ガ Mahiyaiigaija, 
Mahiyanga  〔精舎〕 ① 61 120,128, 162, 173, 
491，  493,  500，  508,  518，  523,  545,  554 ② 60  403 

マヒャ ンカ" ナ來降 Mahiyanganagamana  60 
155 

マ ヒラー Mahi ほ 〔尼〕 60 125, 127 
マヒ ラーム 力 Mahi ほ mukha  (女 顔） 〔象〕 28 
360* 

マヒ ラーム 力 .チ "ヤー タカ Mahi ほ mukha- 
jataka  (女 顔 象 本 生物 語） （二 六） 28  358° 
マ ヒラー ラ ッタ Mahilara は ha  〔島〕 60  61 
マ ヒンサ 力 Mahiriisaka  (彌沙 塞） 〔國〕 29 
187;  37  9 

マ ヒンサ 力 マンタ" ラ Mahiriisakamapcjala  (摩 
隨姿 末陀羅 = マ ヒサ， マ ヒサ マ ン ダラ） 〔地名〕 
65(  I  )  80,  84 

マ ヒンサ 一サ Mahiriis お a  (化 地） 〔王子， 佛 
の 前生〕 28  260,  265 

マ ヒ ンダ Mahinda ① （摩 哂陀） 〔比〕 5  4;  59 上 
4;  60  3;  63  334 ② (大帝 釋天） 〔天〕 61 123 ③ 
〔一世 王〕 61 85°,  88        二世 王〕 61 88,89, 
94°  ©  (= ダン ミカ シラ一 メ一 ガ） 〔三世 王〕 
61 101° ⑥ 〔四 世 王〕 61 139° ⑦ 〔五世 王〕 
61 146°, 153 ⑧ 〔六 世 王〕 61 413° ⑨ 〔セ一 
ナ 一世 王 弟〕 61 107,108,  115，  119, 122 ⑩ 
〔キッ タツ ガ ボーデ ィ の 子〕 61 111 ®  〔口一 
ハナ 領主〕 61 98,103,104,107  @  〔カツ サパ 
五世 王の 子， ロー ハナ 領主〕 61 123.124,127 
@  〔王子〕 61 154    ®  〔ヰ ッカマ バー ヌ 王の 
子〕 61 188,  271,  274,  277,  278,  282*  ©  〔戰 
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士〕  61 233，  243,  248，  249,  253  ®  〔大臣〕 61 

210  ®  〔マーナ ーバ ラナ 王臣〕 61 267,  281 

m  〔窟〕 62  218 
マ ヒンダ セ一ナ Mahindasena ① 〔住 院〕 61 

113, 119  (D  〔殿 樓〕 61 402 
マ ヒンダ タタ Mahinda はは ① 〔池〕 61 46 

®  〔精 舍〕 61 86 
マ ヒンダ タラー 力 Mahindatajaka  〔池〕 61 406 
マ ヒンダ ディ一 パカ Mahindadipaka  (大 因陀 

羅島） 60  203 
マ フン マー ラ MahummSra  〔村〕 61 92，  99 
マへ— デャ— Mahejj さ びえ 叉〕 60  265 
マヘーラ Mahera  〔城〕 60  318 
マホ一 サダ Mahosadha  (大藥 ） 〔賢者， 佛の 

前生〕 28  97, 112, 113;  59 下 20* 
〔マ ホー サダ 賢者の 二十 八德〕 59 下 22 
マホ— ダラ Mahodara は 腹） 〔龍〕 60 11*, 

155;  62  408 
マー ヤー Maya ① （摩 野） 〔夜叉 神〕 7  282 

② 〔地方〕 61 421,425,457 
マー ャ— ゲ―ハ A ほ y お eha  〔將 軍〕 61 242， 

248,  249，  251*,  258，  268 
マー ャ— ダヌ Mayadhanu ① 〔王〕 61 495 

② 〔地名〕 61 486,551 
マ— ャ—々 -ヌ 等 二王 Mayadhanavharajadi- 

dvirajadipaka  〔章〕 61 495 
マ— ャ一 チヤ一 ラ m5yScSra  〔植〕 27  9d 
マ— ャ— ヰン MSy お in  〔| ォ〕 32  297,  302 
マ ヤン ティ Mayanti  〔池〕 60 142 
マユ一 ラ MayCira ① （孔雀） 〔殿〕 38  470; 41 

248 ② （-モ 一ラ） 〔房 舍〕 61 22,42 
マユ 一ラパー サ一ナ MayiirapSsa^ia  (孑し 雀 岩〉 

〔地名〕 61 273 
マ一 ラ ① mara  (魔， 惡魔） 15  314 ② MSra 

〔山〕 61 93 
マ— ラ— ① MS ほ 〔尼〕 60 126 ② ma ほ 

〔樹〕 41 403 
マー ラガ ッラカ Maragallaka  〔地名〕 61 14 & 
マーラー 力 "—マ Malagama  〔渡〕 61 271 
マ— ラ— 力 "—マサ マ MSlagamasama  〔村) 

61 553 


マ ネ ノヽ 一マ 


マー ラ ギリ mSragiri  〔官職〕 61 268,  281, 282 
マ一 ラ一 ギリ M おさ giri  〔山〕 38  309,  321 
マー ラ • サム ユッタ Mara- samyutta  (惡 魔卞目 

應） 12 176° 
マラタ Malata  〔國， 人〕 16 上 30 
マー ラタ ッデャ ニヤ • スッタ Maratajjaniya - 

sutta  (魔 訶廣 -經） 10  72° 
マ一 ラ ティ一 mmati  〔樹〕 61 304 
マ— ラ ティー プッパ Malatipuppha    〔7j< 門〕 

61 408 

マ ラナ 一 パーラ Marai;iap&ra  (死 彼岸） 〔國〕 
42  234 

マラ一 ノりヽ ラニー  Maiapaharapi  〔水路〕 61 
409 

マー ラノ 《一ピ マ一 mSra— pSpimant  (魔羅 波卑 
面， 惡魔波 旬） 3  37; 15  314; 18  30 

マ一 ラビ Mmabhi  〔傳。 轉輪 王〕 26  291 

マラ ャ Malaya ① (摩羅 耶：） 〔セ イロ ン 中部 
地方〕 60  68,  210,  308,  314,  333,  390,  391,  404, 
413,414;  61 35*,44,  53*,  57,76,  87,91,108, 
115，  116, 124, 132，  137,  155，  156, 159，  165,  234, 
236,  238;  62 192;  63  28 ② 〔南 印度の 地名〕 
61 368 ③ 〔ビルマ 方面の 地方， マライ 地方〕 
61 353 ④ 〔戰 士〕  61 240,  248 

マラ ャッ ノ、。   Malayappa  〔ダ ミラ 人〕 61 384, 
388,391 

マラ ャ一ラ 人 Malayalaka  27  91 

マラ ャラ一 デャ Malayarajan  〔將 軍〕 61233 

マー ラヴ Malava  〔ダミ ラ人〕 61 362,  369, 

374,375,385 
マー ラヴ チヤ ッ カブ ジ ティ ン 

Malavacakkavattin  〔ダミ ラ人〕 61 362, 

371, 374*, 385 
マ一 ラブ ッ トク 力 M§lavatthuka  〔村:] 61 69, 

333 

マ一 ラヴ ッ リ Maiavalli  〔池〕 61 230 
マ一 ラブ ッリャ M さ lavalliya  〔地名〕 61 241 
マラ ブラ Maravara ① 〔ダ ミラ 人〕 61 362 ② 
〔軍〕 61 372,  373 

マーラー ヴラッ タリー M さほ varatthaH  〔村〕 
61 338,  339,  343,  346 


マー リカ mSIika  〔博 戲〕 38  458 
マ リタ ブンバ Malitavambha  〔比〕 25 135 
マリ チヤ marica  (胡椒） 〔植〕 35  250 
〔マリ チヤ リャヮ "ッ ティ 精舎の 祭〕 60  324 
マリ チヤ ブジ ティ 〔力〕 Maricavatti  〔ka〕 〔精 

舍〕 60  325,  330,364,403,409;  61 63, 128, 130, 

132, 134, 142,402 

マリ チヤ ヴッ ティカ Maricavattika ① 〔塔〕 

60  398 ② 〔精舎〕 〜前項 
マ リツ ティ ャ Malitthiya  〔城〕 60  21 
マ リ マ ハ一テ "一ブ Malimah き deva ① 〔ウノ？ 

リマン ダラ 力. マラ ャ住 比丘〕 35  213 ② 

〔比〕 60  366 
マリヤ マノ、一 デ一 ヴ Mai iya  mahadeva  〔マ 

ッ ダ住 比丘〕 37  417 
マルカン ター ラ Marukan ほ ra   (沙漠 難所） 

〔國〕 42  234 

マール クャ子 Malukyaputta    (摩 路枳耶 子， 
マ— ルン クャ 子, 摩羅 迦子， 髮 童子） 〔比〕 18 
433 

マール タ ① Mmu は 〔傳。 轉輪 王〕 26  248 ② 

maluta  (風） 62  342 
マ一 ルタ • デャ一 タカ MSluta- jataka  (風 本 

生物 語） （一七） 28  322° 
マル トウ ッ コッタ Maruthukkotta  〔地名〕 61 

366 

マル ト ゥ―パ Maruthupa  〔村〕 61 362 

マルラ Malla  (マツ ラ， 末羅） 〔族〕 9  400 

マル ヴ一 maruva  (麻） 10  227 

マ— ルヴー maluva  (摩 樓迦， 葛） 〔蔓草〕 26 
401; 37 120 

① マール ンクャ プッタ ②マ一 ルン クャ子 
Maiuiikyaputta  (髮 童子， マ一 ルクャ 子， 摩 
路卞 只耶 子， 摩羅 迦子） 〔比;] ① 25 193,  259;  59 上 
301 ② 10  222; 15 117*， 122  〔諸 法への 無 執著 
にっき 說 法を受 く〕 15 117*  〔成 阿羅漢〕 15 
122 

マ ルンバ marumba  (#)  60  336 
マ ヰ ハカ Mayhaka  〔鳥〕 32  243 
マ ヰ ハカ. デャ一 タカ Mayhaka- jataka  (我 

有 鳥 本 生物 語） （三 九 〇） 32  237° 


(847) 


マー マ ンガ 


マンガナ Maiigapa  〔精 舍〕 60  366;  61 22 
マンガナ 住 〔者〕 Manganavasin  37  416 
マン ガラ ① maiigala  (吉兆， 吉祥， 吉瑞 ） 33 
312 ② Mangala  (吉祥， 曼 伽羅） 〔佛〕 28 
63°,  71°,  92;  41 256°*,  358;  60 152 ③ （吉样 ） 
〔苦行者， 沸の 前生〕 28  84;  41 314  @  〔辟〕 
11 下 71 ®  〔比〕 60 130 ⑥ 〔山〕 27  340 ⑦ 
〔水門〕 61 408  ®  〔池〕 61 304 ⑨ 〔園〕 60 
142  ®  〔宮殿〕 27 161 ®  (吉祥） 〔塔 廟〕 61 
11 

マン ガ ラガン ガー Mangalaganga  61 
408 

マン ガラ 〔コ ッタ〕 Mai'igala し kotta〕 〔地方〕 
61 369, 386 

マン ガラ 'デ ヤー タカ MaAgala     は ka (吉凶 

本 生物 語） （八 七） 29  220° 
マン ガラ一 ナ Maiiga ほ na  〔童子〕 61 210 
マン ガ ラベ一 Maiigalabe  〔村〕 61 222,  250, 

259,  260,281,285 
マン ガ ラマ Mai'igalama  〔地名〕 61 377,  386 
マン クラ Maiikura  〔人〕 59 上 59，  60 
マンゴー amba  (菴 羅， 菴婆， 様果） 29  376; 

63  52,  57 

マン サ クン ハ' ンタ" mamsa  kumbhanda  (肉 

瓜） 〔果〕 60  389 
マン サ • チ 'ヤー タカ Maiiisa- は ka  (肉 本 生 

物語） （三 一 五） 31 385° 
マン シ marhsi  〔樹〕 39  407 
マン ダ MaiKia  (慢陀 ） 〔島〕 60  S 
マン ダガ ッラカ Mai? づ agallaka  〔村〕 61 162 
マン ダガー マ Mai-idaifima  〔村〕 61 68 
マン ダ —キニー    MandSkini  (曼 陀抵 尼， 曼那 

吉尼） 〔七大 湖の 一〕 3  377;  20  355 
マン ダ劫 mapcja  kappa  (精 好 劫） 28  81， 82, 

83.86,89;  41 288,  299,  306,  309,  320 
マ ンダー 々  一 Mandhatar  (曼陀 多， 頂お 〔王〕 

18  30;  31 64*;  33  52;  59 上 254;  59 下 130;  60 

19, 160;  61 1.422 

マング' 一 卜- • ギヤ 一 々力 Mandhatu  jataka 

(曼陀 多 王 本 生 杓 語） （二 五八） 31 63= 
マンタ  一 ニーブ ッ タ Man ほが- pu«a ① f 暴 多 


耶尼 子- 鴦掘 摩） 〔賊， 比〕 11 上 137 ② (滿 
願 子， 滿慈子 = プンナ マンタ  一二 プッタ ） 
〔比〕 9  273 

マン ダパダ 一 イカ  一 Maij(^apadayikS  〔比丘 

尼の 譬喩 經〕 27  360 
マン ダブ ャ Maijcjabya ① 〔仙， 道士〕 41 416 

② 〔童子〕〜 次 項 
① マン ダブ ャ ② マン ダヴャ Maijt^abya, 

Mandavya  〔童子〕 ① 59 上 267，  270 ② 35  9* 
マン ダーラ 力 mandaiaka  〔花〕 26  32,51; 37 

458;  39  478 

マン ダラ 山 Mapcjalagiri  (= マン ダリー ギリ） 

〔精 舍〕 60  402;  61 74， 120， 173 

マン ダラ バ ッ ダ 〔作〕 mai? お la-baddha  2  323, 
544 

マンタ" 一 ラプッ ビヤ 品 Mandarapupphiya- 
vagga  26  481 

マン ダー ラヴ mand^rava  (曼陀羅） 〔花〕 7 

121; 28  24,82 
マ ン ダーラ ヴブ一 デャ 力 IVIandaravapQ jaka 

〔比丘の 譬 喻經〕 26  304 
マ ン ダ リ 一 ギ リ Mapglaligiri     (二 マン ダラ 

山） 〔精舎〕 61 264 
マン ダブ 一タカ' Mandavataka    〔池〕 61 172 
マンタ一 ヴ ティー Man ほ vati  〔城〕 25  408 
マン ダヴー ビ Maijdav さ pi  〔精舎〕 60  381 
マ ン ダ ヴ ャ Ma^i^lavya  (= マン ダブ ャ） ① 〔道 

士， 仙〕 33  239*  (D  〔童子〕 〜マン ゲブャ 
マン ギ-  — リカ Mafljedka  〔龍， 龍宮〕 28 

152;  60  354 

マン チャゲ ーャカ Maficadiyaka    〔比丘の 譬 
喻經〕 27 120 

マン チヤ ッ クン デ"^    Mancakkundi  〔地名〕 
61 391 

マ ンヂ ャ リカ mafijarika ① 〔鳥〕 27  74 ② 

〔花〕 26  387 
マ ンデャ リ プ ーデャ 力 MafijaripOjaka  〔比丘 

の饕 2^ 經〕 26  387 
マン ヂュ Mafiju  〔王 臣〕 61 321,322.324,346, 

349 

マ ンデ ィ Mandi  〔王 臣〕 61 281 


(848) 


マ， 眞， 麻， 麼， 摩 一 マ 


マン ティ一 Manti  〔婆〕 28 118;  59 上 374 
マンディ 力 Mapdika  〔池〕 61 230 
マンディ 力— Mapcjika  (文 祁） 〔女〕 18  318 
マン ティ ダッタ IViantidatta  〔比〕 34  362 
マンディ デ一 ヰ' タ プッテ ィ キン Mandijivita- 

putthikin  〔將 軍〕 61 262 
マンディ ッサ Maij4issa  (滿提 左） 〔遊行 者〕 

6  224, 229 
マンディヤ Mandiya  〔夜叉〕 8  280 
マン ドウ mapdu  (荆 〜マ ン ド ク 一力 刺） 30 

170;  60  282 
マン ドク一 力 Map<mka  、蛙） 〔天子〕 59 下 

235;  62  410 

マン 卜-ウー 力 刺 man  d  u  ka  kan  taka  (〜マン 

ドウ） 〔魚の 剌〕 64  456 
マン トラ mantra  =  manta  (眞言， ujj 文， 神 

呪） 60  36 

マン ナヤ MaiMiaya  〔ダ ミラ 人〕 61 363，  383, 
386 

マンナ ーャ MannSya  〔ダ ミラ 人〕 61 370 
マン ナーラ Mannara  〔村〕 61 180,  433 
眞直 ujuka  (端 直， 質 直） 12  45 
眞中本 生物 語 Abbhantara- ja は ka  (二八 一） 

31 200°, 268 
眞晝 （鳴動） Majjhantika  or  Sanika  〔經〕 12 

352 

麻莎衣 masaija   (麻衣， 麻の 混 織， 雜衣， 半 

莎衣） 8  53 
麻醉劑 visannikarana-  bhesajja  29 15,17 
麻痺 amsa  22 上 355 

麻布 衣 者 參浮多 Sambhiita- :5aijav お in  (沙那 
三 浮 多， 三 浮 陀舍那 婆斯〜 姿那三 浮 多， 參浮 
多） 〔比〕 60 169, 172 

麼筅沙 Manusa  〔天〕 7  288 

® 摩 夷 を 持す ② 摩 夷 を 持つ ③ 摩 夷 を 持せ 
る @ 摩 夷 を 持し m お ik^dhara  (論 母 を 
持す る 者， 持論 母 者， 智母を 持せ る） ① 22 
上 225;  22 下 332，  336 ② 17 190; 18  259, 
260,  296,  297; 19  250,  252;  20 112 ③ 7 101， 
102 ④ 3  226,  261，  587,  591; 4 12，  86， 152,  447， 
448 


摩 伽 婆 Maghavant  (摩 怯 婆 = 帝釋） 23  21; 39 
270, 499 

摩 伽梨俱 除 子 Makkhali- Gosma  (末 伽 梨瞿舍 

利， 末 逝 梨瞿舍 梨） 〔六師 外道の 一〕 4 171 
摩 呵除摩 MahasamSna  〔天〕 7  288 
摩 呵樂那 MahSvana  (大 林） 37 163，  248 
摩 逝 Magha  〔學 童， 應施者 を 佛に問 ふ〕 24 
177* 

摩迦經 Magha  sutta  24 177°, 185 
摩迦本 生物 語 Makhadeva- jataka  (九 ）28  274° 
摩迎羅 makara  (摩竭 魚， 大魚） 31 287 
摩訶 阿栗吒 Maha- arittha  (= ァリ ッ タ） 〔將 

軍〕 60  69,  228 
摩訶迦 ① Mahaka  〔比〕 「二 神 通 を 現 はす〕 
15  440,441 〔マッチ カー 山 を 去る〕 15  442 
② Mahako  〔經〕 15  439 
摩 訶迦葉 Mahakassapa  (大迦 葉 =迦 葉） 〔比〕 
3 158，  517,  614;  20  30;  25  298;  31 422,  425; 
34  63;  35  28;  57 123, 124;  60 163, 166, 174, 
198,358  〔頭陀 第一〕 17  34  〔重病に 際し 七覺 
支の 說法 にて 治 病〕 16 上 268,269  〔法律に 於 
ける 損 減の 十 因を說 く〕  22 下 65    〔不失 衣 制 
定の 因緣〕 3 193  〔第一 結集〕 4  426*  〔偈〕 
25  293*  〔譬喩 經〕 26  63 
〔摩 訶迦 葉と 二 年少 比丘〕 31 422;  35  28 
摩訶 迦旃延 Mahakaccana    (大 迦旃延 = 迦游 
延） 〔比〕 3  343*,  348,614;  4  23; 14 13, 19; 
17  34;  20  30，  49，  58;  22 上 270;  22 下 199*;  25 
210;  57 123, 124  〔廣說 第一〕 17  34  〔首 樓那 
億 耳 を 出家せ しむ〕 3  343*  〔訶梨 居士の 爲に 
說法〕 14 13,19    〔迦梨 優 婆 夷に 說法〕 22 上 
270    〔敎誡 を 受けに 行くべき 六 時を說 く〕  20 
58  〔非 法と 法， 非 義と義 と を 廣說〕 22 下 199* 
〔六隨 念を說 く〕  20  49  〔譬喩 經〕 26 152;  27 
272 

摩 訶迦羅 Mahak^a ① 〔比〕 25 148 ② （= 

力一 ラ） 〔龍王〕 28 152;  60 181,358 
摩 訶迦利 Mahakan  〔尼〕 60 127 
摩 訶均頭 Maha-cunda  (摩訶 周那， 摩訶 周陀， 
大 周那， 大純陀 = 周那， 純陀） 〔比， 佛に七 
覺 支を說 き， 佛の 重病 癒 ゆ〕 16 上 269，  270 


( 849) 


摩訶 拘铺羅 MahSkotthi は （摩 訶俱 稀羅， 挈訶 
拘瑟 他迦， 大惧 羅， 大拘 綺羅， 大拘致 羅= 
倶 铺羅， 拘 締羅） 〔比〕 3  614;  4  23;  20  30; 
25 108  〔無 凝 解 第一〕 17  35  〔舍利 弗と 問答〕 
14  262*,  269*  〔舍利 弗より 緣起說 を 聞く〕 13 
163*  〔六觸 處の滅 にっき 舎利 弗と 語る〕 18 
283,  285  〔譬： t 經〕 27  301 

摩訶 拘薩羅 MahSk つ sala  (-拘 薩羅， 僑 薩羅） 
〔王〕 31 218;  34  362 

摩 言可拘 瑟他迦 Maha  kotthika  =  Maha 
kotthita  (摩 訶拘 稀羅， 摩訶 1ft 稀羅） 〔比， 
一切の 無常 苦， 無我 觀， 欲の 捨〕 15  231* 

摩 訶矩舍 MahSkusa  〔王〕 60  22 

摩訶 俱稀羅 MahSkoUhita  (挈 訶拘 稀羅， 寧訶 
拘瑟他 iS3， 大俱稀 羅） 〔比〕 2 105;  57 123, 
124 

摩訶 翟曇彌 MahSgo は mi  (=瞿暑 彌， 摩訶波 
闍 波提） 〔尼〕 27  382 

摩訶 劫賓那 Mah さ kappina  0 ^劫 賓那， 大歸 
賓那） 〔比〕 2 105;  3  614;  4  23;  20  30;  25 
219;  34  64  〔敎 投比& 第一〕 17  35    〔布薩 に 
出席すべく 沸の 命を受 く〕  3 186    〔譬 瑜經〕 
27  230 

摩訶； ！•    maha  satta  (大 士， 大薩埵 = 蔷薩） 31 
88, 139, 277, 413， 461, 554;  32  311, 314*， 326， 
334;  33  365,  370,  382,  387,  388,  405,  416*;  34 
50,54,62,  84,89 其 他 ； 35  3*,  29* 其 他 ； 37 
11, 19,21* 其 他 ； 38 13 其 他 

摩 訶三挈 多 iMah お amma は （大 選出） 〔王〕 8 
113。；  31 64,  278;  33  52;  60 19, 160;  61 526; 
63  8  〔王統 系 -〕  31 64;  33  ^2;  60 18, 159 

摩 訶三摩 多 王統 Mahasamma は vamsa  60 
161, 162 

摩 訶私婆 Mahasiva  〔比〕 65(  I  )  80 

摩 訶斯那 Mah5sena  〔王〕 60 147，  148，  410 

摩 I 可 須摩那 Mahasumana   (= マ ハース ンマ) 

〔比， 拘那含 沸の 上. 足お 子〕 60 101,253;  65 

( I  ) 108 

① ，摩轲 周 K ② 摩 軻周那 Mah お unda  (大钝 

陀， 大 ほ陀， m^mm-^mm, 純? io  〔iw 

OD  4  23;  20  30, 103;  25 146;  22  h  264;  22 下 


60 ② 2 105;  3  614   〔諸 頃懂 にっきて 說法〕 
22 上 264  〔法律の 損 减の因 十 種を說 く〕  22 下 
60 

摩訶先 Mah§se:m  〔天子〕 59 上 14* 

摩訶陀 Magadha  (享 揭陀， 擎揭） 〔國〕 47  325 

摩 訶提婆 MahSdeva ① 〔比， 拘留 孫佛の 上足 

弟子〕 60 100,101, 115;  65(  1  ) 107 ② 〔比〕 

60 130;  65(  1  )  66,80,84 ③ 〔阿育 王の 大臣〕 

60  270;  65(1  ) 114 
摩 訶提婆 菴婆羅 Makhadevamba  〔林〕 38  69 
摩 訶達多 MahSdat は 〔比〕 64  365 
摩 1可 〔達 寧〕 勒棄多 Mah^Tdhamma''  rakkhita 

(摩訶 曇 無勒棄 多） 〔比〕 60  59,  230,  233 
摩 訶帝須 ① MahStissa   (= 河 婆耶， ドク ク 

タ ガー マ 二王） 60 131 '%  Mahatissa  〔尼〕 

60 127 

縻訶曇 無 勒棄多 Mahadhammarakkhita  (擎 
訶達 孽勒棄 多） 〔比〕 60 188 

摩 訶那伽 MahSnSga ① 〔比〕 64  365,  366, 
488 ② （大 龍） 〔園 林〕 65(1)  104, 106 

① 摩 訶那華 ② 挈訶男 MahanSma  〔五 比丘 
の 一〕 ① 25 138;  28 174;  60  4  J)  3  23 

① 摩 訶那摩 ②寧訶 男 Mahanama  (大名） 
〔塞， 釋氏， 河 那 律の 兄〕 ① 9 149*;  20 
288;  28  267;  34  3,  4，  5;  64  436 ② 4  278; 16 
下 203,  258*， 261, 262*，  267,  271,  298*,  313， 
321; 21 95;  22 下 303*，  308*;  62  442,445,447, 
449  〔施 上 味 第一〕 17  36  OJ 難よ り 有 學霾を 
聞く〕 10 109  〔河 難よ り 三 學の說 法 を 聞 く  〕 
17  358*  〔優 婆 塞に, IS する 說法 を受 く〕 16 下 
298*;  21 95    〔五 法修 習の 說法 を受 く〕 16 下 
258*    〔四 澄 淨の說 法を受 く〕 16 下 261,313 
〔沙陀 と 問答して 四證 淨を說 く〕 16 下 262* 
〔證淨 の 功 德に關 する 說法 を受 く〕 16 下 267, 
271 〔六隨 念の 說法 を受 く〕  20  9;  22 下 303*, 
308*  〔重病 者への 說法を 佛に問 ふ〕 16 下 321 
〔佛と バラ ン ド ゥ カーラー マとの 間に 問答〕 
17    456*    〔ja 貞强 宵に 如 來住を 問 ふ〕 16 下 
203 

縻轲那 寧 Mahanama  ®  〔離 単 人〕 19 103* 

② ③〜 前 二 項 


(850) 


摩 一 マ 


摩訶那 羅陀迦 葉农生 Mahanaradakassapa  - 

jataka  (大那 羅陀迦 菜 梵天 本 生物 語） （五 四 

四） 65(  I  )  85 
摩訶男 MahSnama ①〜 摩 訶那摩 ② 〔經〕 16 

下 298,  313;  21 95;  62  448  (一）  （二） 16 下 

258,  261; 22 下 303，  308 
摩訶波 闍波提 MahSpajSpati    (大愛 道 = ^摩講 

波闍 波提權 暴彌， 摩轲 SS 彌 =fl 曇彌， 'I 喬曇 

彌） 〔佛 の姨 母:， 尼〕 11 下 356，  357，  385,  386; 

59  h  204,  205;  60 124  〔沸に 新 衣 を奉獻 す〕 

11 下 356,357 

① 摩 訶波闍 波提? I 曇彌 ② 摩 訶波闍 波 提橋曇 
彌 MahSpaj き pati  Gotami    (-瞿 曇彌， 橋 

曇彌， 摩 訶波闍 波提， 摩訶瞿 曇彌， 大愛 道） 
〔尼〕 ① 1 397;  2  90,424;  3  614;  4  378,380, 
433; 17  36;  21 194*,  204;  25  362;  30  342 ② 
31 200  〔久 出家 第一〕 17  36  〔女人の 出家 を 
佛に請 ふ〕 4  378*;  21 194*  〔八重 法〕 4  380 
〔病氣 にて 比丘尼 住 處戒の 補正 あ り 〕 2  90 〔尼 
波逸提 五に 關 係す〕 2  424 

摩 訶波羅 Mahaparaga  〔天〕 7  289 

① 摩訶 波羅那 ② 摩訶波 羅那陀 
Mahapanada  (寧 訶鉢嘱 拏那， 大波 那） 
〔王， 王子〕 ① 31 98*;  34  331* ② 61 2 

摩 訶波羅 那王本 生物 語 Mahapanada- j お aka 
(二 六 四） 31 95°;  34  334 

① 摩訶 婆樓那 ② 摩 訶婆留 邪 Mahavaruna 
〔比〕 ① 60 177, 192 ② 65(1  )  59 

摩訶鉢 囉拏那 MahSpanSda  (摩訶 波 羅那， 大 
波那） 〔王〕 60 19 

① 摩 訶槃特 ② 摩 訶槃毒 ③ 摩訶半ぎ^；迹 
Mahapanthaka  (大路， 大半 託迦） 〔比〕 ① 
28  236,  237,  239,  242,  244,  246;  63  324 ② 17 
34  ；  57 123, 124 ③ 25  212  〔慧 解悦 第一〕 17 
34 

摩 訶摩耶 MaMmSya   (大 淸淨妙 = 摩耶） 〔王 
妃， 釋迦佛 の 母〕 29  96;  30  38，  76,  236;  33 
345;  35  214;  38  214;  39  259,  265,  550;  62  412 

摩 訶眉伽 林 Mahameghavana  (大雲 林） 〔園〕 
60 158,226°，  227，  244，  245,  248,  257*,  266, 
277,281,327,355,401 • 


摩訶 0： 啷 Mahamucala  〔王〕 60 19 
摩 訶自犍 連 MaM- moggal ほ na (大 目犍連 = 目 
犍連， 目 連） 〔比〕 3  377,  378,  614;  4  23,171, 
213，  285，  353，  354; 16 上 269; 18  271,  272;  20 
30,71,310,324,327,336;  21 71, 72;  22 下 58; 
25  317;  57 123,124   〔；^ 利 弗の 腹痛の 時 看病 
す〕 4  213  〔舎利 弗の 熱病 を 蓮根に て 癒す〕 
3  377,  378  〔舎利 弗と 四 通行 を 語る〕 18  271, 
272    〔居睡 りせ る時佛 より 斷 睡眠の 說 法を受 
く  〕  20  336  〔重病〕 16 上 269  〔法律 增 減の 十 
因を說 く〕  22 下 58    〔神 通 もて 破戒 者 を 看破 
除 遣す〕 21 71， 72  〔譬喩 經〕 26  59 
摩訶 由訶閣 MahSbyQha- kiitSgSra 14  226, 
228 

摩 訶羅陀 MahSratha  〔傳 。 轉輪 王〕 26  307 
①摩訶 利 ②摩訶 梨 MahSli  (摩訶 離 = 兎唇） 

〔離 車 人〕 ① 14 107*;  34 11 ； 60  66 ② 6 

218*; 12  401,402  〔衆生の 雜染 淸淨の 因の 說 

法 を受く  〕 14 107*;  22 ヒ 323 
① 摩訶利 ② 摩訶梨 Mahaii  〔經〕 ① 14 107 

② 22 上 323 
摩 訶梨經 Mahali  sutta  6  217° 
摩訶離 Mah お i  (摩訶 利， 摩訶 梨） 〔離 車 人〕 

〔善惡 業 等の 起因 を 佛に問 ふ〕 14 107*;  22 上 

323 

摩 訶嗜唧 Maharuci  〔王〕 60 19 

摩 訶勒棄 多 Maharakkhita    〔比， 阿育 王 時代 

の傳 道師〕 60  59,  230;  65(1)  81,85 
① 摩訶勒 吒 ② 摩 訶勒咤 MahSrattha  〔國〕 

60  59;  65(  I  )  81,85 

〔摩 崖 法 勅〕 65(in)  r 

摩揭陀 ① Magadha (攀 竭， 摩 竭陀， 摩 訶陀） 
〔國， 族〕 1 69;  6  73*,  165, 189;  7  27*,  207*, 
297;  8  73;  9  299,390,391,400,420; 11 上 2; 
11 下 332; 12  236,  345; 17  344;  23 100,  228*; 
24  551; 25 159,  206,  353;  28 186;  29  223,365, 
405 其 他； 30  87,  358，  359;  33  92;  34  335;  35 
148,149;    38  337,375,377;  39  239;  58  411; 
60  4,31;  65(111)  90  〔十六 大國の 一〕 17  344 
② Magadha  (摩 竭陀） 〔王〕 1 420*;  7 
27*;  8  278; 13  396;  20  254,  255;  28 178,283, 
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303,  319，  408，  481; 34  249 ③ MSgadha  〔天 

子〕 12  79    (3)  Magadhaka  〔人〕 13  282; 

®  Magadha  〔經〕 12  79 
摩竭 Magadha   (挈 揭陀， 摩 竭陀， 摩 訶陀） 

〔國〕 3    9,  50,  51, 64*,  77,  78, 120*.  180,  181, 

247, 317, 365*,  400*，  501; 4  293 
摩竭魚 makara  (擎 iJi 羅， 大魚） 2  76;  26  28; 

32  58, 60;  36  235;  37  238;  38  451; 39 17， 

411; 59 上 278;  59 下 212,277 
摩 竭魚牙 makaradan は ka   4 173, 180, 185, 

215,  233,235 
摩竭陀 ① Magadha  (摩 竭， 摩 揭陀， 摩 訶陀: ) 

〔國〕 16 上 384; 16 下 231; 21 146,153,169; 

22 下 12,13;  24  26,148,381,427;  36  82,96， 

219,357,360;  44 11, 246, 325;  57 135;  64 152 

② Magadha  (攀 揭陀） 〔王〕 2 117,185 ③ 

Magadhaka  (摩 揭陀） 〔人〕 59 下 188 
摩 竭陀語 MSgadhika  64 10, 11 
摩 企 Mahi  (享 醯， 擰企） 〔五 河の 一〕 3  338; 

4  355,  356,  411; 16 上 209,210;  21 64,68,74, 

77;  22 上 237;    24  7;  26  50;    59 上 145,  200， 

252;  59 下 282,283 
〔摩 企 河 東 流の 譬喩」 16 上 209 
〔摩 企 河の 海に 趣 く 譬喩〕 16 上 210 
摩 怯 ① Magha  〔學 童〕 12  400 ② M さ gha 

〔天子〕 12  78 ③ 〔經〕 12  78 
摩 怯提婆 MakMdeva ① （大 天， 摩 調） 〔王〕 

60  22, 160 ② 〔夜 又〕 32  283,287 
摩 怯 婆 Maghavant  (摩 伽 婆 = 帝釋） 12  387， 

400°, 407, 409, 411,  415;  31 313,554;  35  52; 

38  74,80,321 
摩 酷 Mahi  (摩 企， 擰企） 〔五 河の 一〕 13  202, 

203; 16 下 308，  397;  20  354 
摩醯沙 〔慢 陀羅〕 Mahisa い mai34ala〕 （； 莩醯裟 

末 陀羅） 〔國〕 60  58,  230,  232 
摩 醯沙底 Mahissati  (挈 i=H 沙摩） 〔城〕 24  380; 

44 11 

摩 酸^ 末陀羅 Mahisakamaijqlala   (摩 |® 沙慢 
陀羅 = マ ヒサ マン ダラ） 〔地名〕 65(  1  )  80,84 
摩醯提 Mahiddhi  〔神〕 6  347 
① 摩 建彌迦 ② ？徤提 M お aijcjika, 


Magandiya  (摩 健 地耶） 〔外， 比〕 ① 19 

387 ② 10  340;  59 下 165;  63  314 
摩 健 地 邪 Magandiya = Magandika  (摩 犍提， 

摩 建 懦迦） 〔婆， 比〕 24  325*;  24  278* 
摩 健 地耶經 Magandiya -SU ひ a  (摩犍 提經） 24 

324°,  328 

摩 健 地耶經 の義釋 Magandiyasutta  niddesa 

42  276°, 315 
① 摩 健 地耶問 ② 摩 健 提所問 Magandiya- 

panha  〔經〕 ① 42  299,  303 ② 14 13, 18 
摩犍提 M お andiya  (擎瞎 地耶， 摩建僳 逝） 〔外， 

比〕 10  340;  59 下 1(35;  63  314 
摩 犍提經 M お andiya  suttanta  (摩 健 地 耶經） 

10  339。 

摩 喉羅伽 mahoraga  (大蛇） 37 171; 59 下 91, 
120,216 

摩擦 具 kataka  〔樹 果核〕 4 197, 198,  216 
摩師山 Macchikisaijcjika  〔塞〕 20  228 
摩 t 四沙摩 MShissati  (享 醯沙 底） 〔城〕 7  249 
摩哂陀 Mahinda ① （=大 摩 晒陀） 〔阿育 王 
子， 比〕 59 上 4;  60  3,  38*,  43，  54*.  70,  72*, 
83*,  103，  105, 115,  191，  194，  236,  245*,  284;  61 
2, 15;  63  334;  65(  I  )  65,  66,  68,  79,  81, 87*, 
105*,  111* ② 〔王 3  60  21 
摩 晒陀窟 Mahinda  guha  60  283 
〔摩 晒陀の 出家〕 60  43,  54， 191; 65(  I  )  65 
〔摩哂 おの 來島〕 60  72,  235;  65C  I  )  87 
〔摩 晒陀の 入寂〕 60 113 

摩 叉止陀 Macch:k お aijcja  (〜摩 師山） 〔地名〕 
4  22* 

① 寧沙迦 ② 摩沙迦 mSsaka  (磨 沙迦， 錢， 
貨幣-五分一 パ— ダ， 二十 分 ー迹利 沙樂） ① 
4 172,439,440 ② 35 139 

摩せし む parimaddapeti  2  550 

摩觸 samphassa  2  422 

〔摩 觸戒〕 （第一 尼 波羅' お） 2  338 

摩觸す paramasati 1 201 

® 摩 多 利 ②摩 多^  Matali  (摩 頭羅， 摩究 
麗） 〔天の 御者〕 ① 12  387,397,406* ② 37 
107,  118, 119, 120, 121, 122, 130*,  148*,  154;  38 
82* 
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〔摩 多 梨と 尼彌 王〕 38  83 

摩 達 Madda ① 〔國〕 27  408,467;  34 159;  36 
291,  299,309,313,341; 38  457;  39  263,  271, 
276 ② 〔王〕 34 159;  36  291*,  323，  328，  329, 
334,342,  343,346,347;  37  351 

摩偷羅 ① Madhura  (摩 頭羅， 抹 蒐羅） 〔國， 
城〕 11 上 111; 17 103; 18 101 〔五 失 あり〕 
19  356 ② Matula  〔地名〕 8  73 

摩 偷羅經 Madhura- sutta 11 上 111° 

摩 調 Makhadeva  (摩 法提 婆， 大天） 〔王〕 38 
69，  71 

摩 登 伽 MataAga ① 〔"陀 羅， 仙， 佛の 前生〕 
35  3*;  59 上 267 ② （寧 騰） 〔賢者〕 36  263 

〔摩 登 伽と マン ダヴ ャ〕 35  3 

摩 登 伽 本 生物 語 Mataiiga  jStaka    (四 九 七） 
35 1。 

摩兜麗 MS は ii  (摩 多 利， 寧 多 梨， 摩 頭羅） 〔天 

の 御者〕 7  304;  24  504;  30  427,  428,  432;  32 

116;  34  65,  72,  388* 
摩 頭 婆私吒 Madhuvasettha  〔比〕 34  314 
摩頭羅 ① M お aU  (摩 多 利， 摩 多 梨， 摩 究麗） 

〔天の 御者〕 7  282 ② Madhura  (摩 偷羅， 秣 

蒐羅） 〔城〕 60  20 
摩頭羅 〔國〕 人 ① Madhuraka  27  92 ② 

Madhuraka   59 下 188 
摩騰 Mataiiga  (摩 登 伽） 〔旃 陀羅の 子， 賢者〕 

24  49 

摩 獨龍伽 matuIuAga  〔果〕 32  273,  274 

〔摩獨 龍 伽果を 食す る 譬喩〕 32  273 

摩那埵 manatta   〔贖罪の 儀式〕 1 188,313;  2 

83,  392;  3  87,  92,  256,  259,  557,  558,  566*;  4 

11， 50*,  53°,  87,  92,  96，  98*,  107*,  248,  415；  5 

275°； 17 162    〔二種〕 5  201 〔三種〕 5  207 

〔四 種〕 5  215 
摩那埵 百事 manatta - sata  4 102 
摩 那提那 MSnadinna ① 〔居士， 重病に 際し 

阿難よ り 四 念 處の說 法 を 受けて， 不還果 を 得〕 

16 上 409 ② 〔經〕 16 上 409 
摩那 n  Manava  〔比〕 25 127 
摩 尼 ① maiji  (摩 尼珠， 珠， 寶珠， 寶玉， 寶 

石） 1 246*;  4  239; 12  368;  23 171，  174;  24 


475, 489, 525, 526, 527；  26  3;  31 21*; 35  297; 
63  27，  53;  65(  I  )  94 ② dQbhaka  29  202; 
32  91 

摩 尼 黄金 maiji- suvaijija 16 上 28,29,30 
摩尼柯 ma ひ ikS  「u 兄〕 6  305 
摩 尼 眼 Ma^ii- akkhika  〔龍王〕 60 157,  256 
摩 尼犍大 Mapi  ka^tha  (寶珠 頸） 〔龍王〕 1 
246* 

〔摩 尼犍 大本 生 話〕 （寶珠 頸 龍王 本 生物 語） （二 
五三） 1 246 

摩尼珠 ① map.i  (摩 尼， 珠， 寶珠， 寶玉， 寳 
石） 4  355,357; 11 上 68,84; 14  227;  21 65， 
69,  75,  78， 150,  157,  164,  172;  22 下 256;  25  253, 
378;  27 182;  30  321,322;  38  250,  254,  258*, 
299,  443,  509,  541,  543;  39  25°,  36,  62,  73*,  98， 
104, 129*,  256;  59 上 70，  259 ② Mapi  〔經〕 
22 下 250 

摩 尼珠髻 Maniculaka  〔村長〕 4  443,444 
〔摩 尼 珠と蓮 池〕 39  36 
〔摩 尼 珠の絲 通し〕 39  25 
摩 尼珠の 宮殿 maiji- vimana  (摩 尼 寶宮） 38 
113 

① 摩 尼珠の 耳環 ② 摩 尼の 耳環 ma^ii- 

kundala ① 25 155,389;  32  2 ② 26  41 
〔摩 尼珠を 空中に 擲っ 譬喩〕 22 下 256 
① 摩 尼 所 成 ② 摩 尼 製 map.i- maya ① 3  337; 

4 173;  24  548 ② 25  28 
摩 尼 柱天宮 Manithuna  vimana  24  538 
摩 尼 殿 MaQi- P おさ da  60 147 
摩 尼 耳環 品 Mapikupc^ala- vagga  32 1° 
摩 尼 耳環 本 生物 語 Mauikim^ala- jataka  (三 

五一） 32 1° 
摩 尼の 柱 manithCiija  24  518,  532,  534,  538, 

541 

摩 尼跋陀 Mai:iibhadda ① （珠 賢） 〔夜叉〕 12 

362,  363 ② 〔經〕 12  362 
摩尼邊 Ma^ipassa  〔山〕 35  289 
① 摩尼寶 ② 摩 尼寶珠 maiji- ratana  (珠 寳， 

神 珠寶， 如意 寶） 〔七寶 の 一〕 ① 6 133,  379; 

16 上 295; 17  348; 19  234, 235;    38  443，  444， 

456,  457,  536，  542;  39  36，  292;  59 下 6，  34,  74, 
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111, 117, 172, 175, 182,  334,  335 ② 6  377 
摩尼寶 ① majji- sSra  〔寶 珠〕 33  413  © 

mani-ratana~|[iJg 
摩 尼寶宮 maiji- vimana  (摩 尼珠の 宮殿） 33 

200 

〔摩 尼 寶珠の 譬喻〕 6  377; 11 下 146 

〔摩 尼 寶の三 支〕 59 下 334 

摩尼寶 の三德 maniratanassa  tayo  guna  59 

r 175 

摩 尼 孽羅迦 制 底 Maijimaiaka  cetiya 12  362 
摩 奴 所 生者 manuja  27  61; 42  4,6 其 他； 43 

43,  45,  80;  44 128,  249 
摩 奴の 子 mSijava   42  4，  6 其 他； 43  43,  45, 

79;  44 128,  249,365;  64  400 
摩 多 寧 Manusuttama  〔天〕 7  288 
摩宽 波頭 灑 ManopadQsika  〔天〕 7  289 
摩納 mSpava  (學 童， 儒 童， 孺童， 青年） 39 

473 

摩納婆 (加 彌耶 M 站 ava- g§miya    〔外， 天子〕 
12 110, 112 

摩耶 May さ ① 〔夜叉〕 7  282 ② 摩訶 摩耶） 
〔王妃， 佛の 生母〕 25  216,362;  27  211; 28  27 
29, 105,  270;  31 181; 33 110；  35 146;  39  264; 
41 228,  252,  327,  349，  355;  60 124, 161 

〔摩耶 夫人の 短命な り しこと〕 23 162 

摩 浴 所 at は na  4 163 

摩羅 Malla  (末 羅， 力士） 〔國， 人〕 4  278; 

16 下 230,231 
摩羅^9子 Mmuiikyaputta  (髮 童子， マール ク 

ャ子， 摩 路枳耶 子） 〔比〕 〔箭 喩の說 法を受 

く〕 10  222*    〔五分 結と そ C?^ 断との 說 法を受 

く  〕 10  232,  233 
摩羅き J 、經 Cujamalunkya  suttanta 10  222" 
BB.M:kW   Mahamalurikya  suttanta 

10  232° 

摩羅 子 Malla  put は （末羅 子） 3  432*,  516 
摩羅 子陀驃 Dabba-Maliaputta  (杏 婆孽羅 子， 

陀 驃寧羅 子） 〔比， 憶念 斑 尼に 關係〕 〔1 273〕； 

4 117*， 190* 
摩羅 女 Mam  4  399 

摩羅の 縛 m^a-bandhana   (魔 縛， 魔の 縛， 


惡 魔の 縛） 15  314 
摩羅 耶 Malaya ① 〔人〕 27  92 ② 〔地方〕 60 
68 

① 摩 利 ② 摩利迪 Mallika  (末 利， 勝 雲） 〔波 
斯匿 王妃〕 ① 2 177,  251 ② 17  370; 19  79 

摩利迦 ① mallika  (次第 花， 末 利迦， 香木） 
26 154, 155, 180, 192;  37 171 ② Mallik さ〜 

前項 

摩 路枳耶 子 MaiukyapuUia  (擎 羅迦 子， 鬉童 
子， マール クャ 子） 〔比， 渴 愛の 生 因の 說法 
を 聞き， 後に 成 阿羅漢〕 18  433,434,435 

摩摟^^   maluva  (葛) 〔蔓草〕 16 下 366 

磨竭 Mahaka  〔沙 彌， 比〕 3 133 

磨沙迦 m お aka  (摩沙 逝， 錢， 貨幣） 28  230 

磨石 nisada-pota  (小 5g 石） 3  356 

磨 足 物 pada  ghamsaniya  5  211 

磨滅 parimaddana  (粉 碎） 10  337; 11 上 20， 
21 

擰企 Mahi  (挈 企， 摩醯） 〔河〕 23 170， 173 
魔 ① mSra  (悪魔， 魔羅， 黑魔， 魔王， 寧羅） 3 
21; 4  433;  7  71*; 11 下 106*; 14 116*,  297, 
298,  307,  313,  314，  317; 15 149*; 16 下 107;  20 
362,367;  21 255,  256;  22 上 135*;  23  288,  299, 
300，  304，  327;  24  415,418;  25  319,  30  94;  42 
54,  68;  44  227°.  249° ② M お o  〔經〕 14  297， 
306,313,316; 16 上 296 
魔會 mSra- parish  (魔 衆， 魔 天 衆） 9 118 
魔怨 vera  (怨， 怨恚， 怨心， 怨恨， 怨僧， 敵 

意， 怒， 忿怨） 〔 五 種〕 5  327 
魔緣 MSra-katha  3  39 

魔王 ① mSra  (魔， 惡魔， 魔羅， 黑魔） 11 下 
63; 15  290,  292;  23 18,22,  23,  24,25,  33,44, 
60,  70,  71; 25 153,  300, 333, 334, 344, 346, 374, 
393;  28 135, 152*,  167, 168;  41 329;  59 下 300 
(D  maccu  (死， 死 王， 死神， 魔神， 惡魔） 25 
313,315,317 
魔王の 軍 maccuno  sena  (惡 魔の 軍， 魔 軍， 

死の 軍， 死 魔の 軍） 25  309 
魔王の 軍勢 maccurajassa  sena  25 109 
魔 (王) の 所有物 mara-pakkha  25 172 
魔が 化 f 乍せ る 沸 marena  nimmita-buddha- 
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ruparii 62  450 
ま M 貴經 Maratajjaniya-sutta 10  72° 
魔界 mSra- dheyya  (魔の 領域， 魔の 域， 魔の 

支配） 9  391,392,  393 
魔 鬼 ① danava    (陀那 婆， ダヌの 孫） 〔阿修 

羅， 鬼〕 35  376*,  381,385,  386 ② rakkhasa 

(羅 刹， 鬼神， 惡鬼） 39  247 
魔 魚 vohSra  36  244 

魔境 m^ra- visaya  (魔の 領域， 魔の 境界， 魔 
羅の 世界） 43  373;  44  227 

魔 軍 ① mSra-senS  (惡 魔の 軍） 3  3;  7  294; 
12 191; 25  260,  261; 42 140，  265;  43 124;  44 
177;  57  248; し 24 157;  42 141，  266;  43 124; 
44 178〕 ② maccu  sena  (惡 魔の 軍， 魔王の 
軍， 死の 軍， 死 魔の 軍） 25 169 ③ namuci- 
bala 18  27 

魔 軍を摧 伏す る 道  marasena-pamaddana 

magga 16 上 296 
魔 眼 m^a- cakkhu  22 上 136, 137;   44  310*, 

407* 

魔 財 mSramisa  (魔 食） 41 193* 

魔 索 ① mara- P お a    (魔の 羅索， 魔の 罠， 魔 

羅 の羅） 15 149* ② Marap お a   〔經〕 （一） 

(二） 15149， 150 
魔 衆 mSra- parisS  (魔 會， 魔 天 衆） 〔八 衆の 

一〕 7  78，  79;  8  339 
魔 衆 天 marakayika  devata  (魔神) 57  221* 
魔術師 ① athabbaijika  43 192 ② vijja - 

dhara 〜次 項 ③ siddha 〜次次 項 
① 魔術師 ② 魔術 者 vijja- dhara  (魔法 使， 

持 明 者， 持 明 呪 者， 呪術 師， 呪術 を 具へ た 

者） ① 33 173* ② 35  386 
① 魔術師 ② 魔術 ある 者 siddha ① 59 上 261, 

262;  59 下 91 ② 7 171 
魔性の 者 parajana  9  278 
魔 食 marSmisa  (魔 財） 42  75;  43  37;  44  41， 

158, 195;  64  327,  392,  400 
魔神 ① marakayika  devata  (魔 衆 天） 1 114 

② maccu  (死， 死 王， 死神， 魔王， 惡魔） 

37  433,449 

魔 天 衆 mSra- parisS  (魔 衆， 魔會） 21 250， 


253 

魔女 mara- dhitar 12  209,  210;  29  412,413 
〔魔女の 誘惑〕 28 167 

魔の 域 mara- dheyya  (魔の 領域， 魔界， 魔の 
支配， 魔羅の 世界， 惡 魔の 領） 23  300,301 

魔の！？ 食 marassa  nivapo 11 上 341 

魔の 境界 marassa  visayo  (魔境， 魔の 領域， 
魔羅の 世界） 11 上 341 

魔の 10 索 m^a- P お a  (魔 索， 魔の 罠， 魔羅の 
羅） 27  398 

魔の 支配 mara-dheyya  (魔の 領域， 魔の 域， 

魔界） 24  292 
魔の 住屋 marassa  avaso 15 149* 
魔の 食 marassa  gocaro 11 上 341 
魔の 征 勝者 mSrabhibhii  24 199,  216 
① 魔の 力 ② 魔の 權カ mara-vasa  (魔の 領） 

①  24  415 ② 15 149* 

. 魔の 釣 marassa  balisam 15  255,  25d 

① 魔の 縛 ② 魔 縛 mara- bandhana  (惡 魔の 

縛， 摩羅の 縛） ① 23  344;  25  240 ② 15 149* 
魔の 普遍 羅 索 marassa  samanta  paso 19  92 
魔の 領 mSra- vasa  (魔の 力， 魔の 權カ） 12 

227 

魔の 領域 ① mara-dheyya  (魔界， 魔の 域， 魔 
の 支配， 魔羅の 世界， 惡 魔の 領） 11 上 341; 
12  210,  211; 15  204; 18  27 ② mara-visaya 
(魔境， 魔の 境界， 魔羅の 世界） 25 168 

魔の 罠 mSra- p5sa  (魔 索， 魔の 羅索， 魔羅の 
羅） 23  308 

魔 波 旬 mara- papimant  (悪魔 波 旬， 惡 しき 
者 魔， 魔羅 波 旬， 魔羅 波卑 面， 惡魔） 3  37， 
41; 14 195; 15  279,  280; 16 下 108;  22 上 135*; 
57  91; 59 上 319* 

魔法 ① athabbapa  (魔術） 24  354;  43 192° 

②  mara  dhamma 14  307,314,317 ③ vijjS 
(魔術， 陀羅尼， 明， 明 呪， 文， 智， 學術） 
35  227 ④ Mara- dhamma  〔經〕 14  307,  314, 
317 

魔法 使 ① vijja- dhara  (魔術師， 魔術 者， 持 

明 者， 持 明 呪 者， 術師， 呪術 を 具へ た 者） 
32  246,  252 ② ve ほ lika  (呪術 師） 27  90 
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マー 魔， 枚, 埋, 舞， 邁， 前， 檐， 曲， 幕， 膜, 楣， 枕, 孫， 敏, 交， 升 (拼 ）， 斑， 町, 街， 衝， 末 


魔法の 賽 pasa- ghatika  30  425 

魔法の|?^2文 dibba-manta  35 152 

魔羅 ① m5ra  (魔， 惡魔， 魔王， 黑魔， 摩羅） 

15  62°*;  25  262,309;  26 113;  28 151*，  166;  60 

348,  358 ② maratta 17  41 
魔羅の 世界 ① mara-dheyya  (魔の 領域， 魔 

界， 魔の 域， 惡 魔の 領） 21 108 ② marassa 

visayo  (魔境， 魔の 境界， 魔の 領域） 25  267 
魔羅の 名義 mara-pannatti 15  62,  63 
魔羅の 羅 mara  pasa  (魔 索， 魔の 羅索， 魔の 

属） 25  267 

① 魔羅 波 旬 ② 魔羅 波卑而 mara-papimant 
(惡魔 波甸， 魔 波 旬， 惡 しき 者 魔） ① 15  314 
② 18  30 

魔藥 ① osadha  (魔藥 の 草， 藥草， 藥， 醫藥， 

良藥） 28  385 ② ghara  3  364 
魔 藥の草 osadha  (藥 草， 魔藥, 藥， 醫藥） 35  227 
魔 を 盲と 作す andham  karoti  maram  9  288*， 

312,313 
枚擧 api ほ pana  59 上 73* 
埋伏 viparamosa  (剽 奪， 剽 掠） 16 下 413 
舞 女 ① naccaki  4 15 ② nattaki  25 171 
舞姬 nataka  36  282,  283 

邁 年の 童女に 親近 thulla- kumari-gocara 19 
177 

前腕の 骨 aggabahatthi  (橈骨と 尺骨 ） 63  48， 
50 

前の 妻 pur お a- dutiyik さ （故 二， 故の 妻， 舊 

妻， 先妻， 前 妻， 昔の 妻） 28  405 
き」 を 期待す pure  apekkharh  karoti  42  48 
檐 ucchanga  3  395 

① 曲り 臂② 曲 手 kupi  (手 不具， 手殘， 手 

凄 者， 瘤 手） (D 11 下 217  (D*12 157 
曲れ る 杖 vanka  danda 15 189 
幕 ① sani-pakara  (圍 幕， 天幕） 1 382,385, 

389，  394;  2  271, 452 ② samsarapa 1 254 
膜 kilomaka  (肋 膜） 46  273 
梅 ① pi は ha  3  85；  4  228,  236,  320，  333, 334 

② pittha-sarhghata  4 184, 185,215 
枕 ① bimbohana 1 149,  269，  382,  385,  389, 

394;  2  269,  271,  452;  3  85,  86,  236;  4 119,230, 


231,261,320,333;  26  397 ② upadh さ na  3 

340  ；  6  9  ;13  396 
枕 板 apassena-phalaka  (凭 板） 3  85,86 
枕の 皮 bhisicchavi 1 357 
孫 nattar  2  337；  23  233,  234 
鉞 kuthari  (斧） 4  261 
交 は り samsagga  (接 觸， 相 交， 雜鬧） 24 14; 

44  394° 

① 升 遊び ② 树戲 ③ 种 遊び pat ほ! haka  (玩 
具拼） ① 1 303;  6  8，  98 ② 4 15;  22 下 121 
③ 59 上 363 

升 を 欺き kamsa- kOta   (偽 貨， 僞函， 貨幣 を 

詐り） 6  7,97 
〔斑 龜のー 支〕 59 下 329 
斑 鹿 ① pasata  (パ サタ達 ） 59 下 227 ② 

pasada  -  miga 〜次 項 
① 斑 鹿 ② 斑の 鹿 pasada- miga  (パ サダ 鹿） 

① 35  267,268 ② 13  413 
町 nigama  (聚落） 11 下 52，  53,  55 
町の 資具 nagara- parikkh さ ra  20  359* 
街 rathiya   (街路， 道路， 路巷， 車道） 18 

421; 22 上 37 
衝 smghS は ka  (街 衝， 四衝， 四衝 道， 十字路， 

四大街 衝路， 四 辻） 22 上 37 
末 伽尸羅 maggasira  (〜マガ シラ） 〔月〕 60 

229,275 

① 末 伽 利 罾舍梨 ② 末 伽 梨 瞿舍利 ③ 末仂 D 梨 
瞿舍羅 @ 末 伽 梨 僑舍利 Makkhali- GosSla 
(末 ® 利 瞿 舍羅， 摩 伽 梨俱除 子） 〔六師 外道の 
一〕 ① 59 上 11*;  59 下 225 ② 6  74 ③ 4 
82°; 12 111 @  7 138  〔挙說 一 無 因 論〕 4 
82°; 12 111 

末 伽 梨 品 Makkhali- vagga 17  48 

末 伽 梨 論 Makkhali- vSda 17  473 

① 末 迦利瞿 舍羅② 末 迪利瞿 舍羅③ 末 逝利瞿 
舍利 @ 末迦利 瞿舍梨 © 末迹梨 瞿舍利 ⑥ 
末迦梨 瞿舍梨 Makkhali -Gosala  (末 伽梨瞿 
舍羅， 摩 伽 梨俱除 子） 〔六師 外道の 一〕 ① 
16 上 130 ② 12 118 ③ 11 上 3，5  @  20 140 
⑤ 29  500  ®  36  218 

末 ftn 梨癡人 Makkhali  moghapurisa 17  49, 


(856) 


末， 秣， 眼， 完， 祭， 窓， 幻， 豆 (苣 ）， 迷， 丸， 曼ー マン 


50，  473，  474 

末 後 有 分 pi«hi- bhavaAga  (有 分 頂） 51 432 
末 示 摩 Majjhima  〔比〕 60  59;  65(  I  )  81， 85 
末 水 法 odakantika 1 32,  43 
末闡提 ① Majjhan は ② Majjhantika  (末 田 

地） 〔比， 摩 哂陀の 戒師， 阿育 王 時代の 開敎 

師〕 ① 60  54,  58 ② 65(  1  )  66,80,81,83 
末 多婆耶 Mat ほ bhaya ① 〔天 愛 帝須王 弟， 

比〕 65(  I) 126 ② 〔聞 荼私婆 王の 子〕 60 

119，  267 
末陀 majja  (酒） 46  411,413* 
末 田地 Majjhantika  (末 闡提） 〔比〕 60 192, 

230,231 

① 末 度 逝 ② 末頭迦 madhuka  (蜜 果， 甘草） 
〔樹〕 ① 26  31; 36  373;  37 144;  38  38，  59; 
39  389, 398， 424， 489 ② 27  72 
末 魔 mamma  (死 穴） 64 126 
末羅① Malla    (摩羅， 力士） 〔國， 族〕 7  120, 
123, 133*,  149*,  159, 162, 165,  205*  ；  8 1,284; 
12  267; 18 138;  22 上 141; 23 143,213,  219; 
28  252;  30 155,389;  34 11; 36  281; 41 361; 
44  246;  59 上 3;  60 103    〔十六 大國の 一〕 17 
345;  21 146, 153，  160, 169    〔佛舍 利 八 分の 一 
を受 く〕  7 159,162 ② 〔村〕 34  338，  344 ③ 
Mallika  〔經〕 16 下 56 
末羅國 〔人〕 Mallika  (摩羅 國人） 16 下 56 
末羅子 Malla- puna  (摩羅 子） 7 108 
末 利 Mamk§ ① （摩 利， 摩 利迹） 〔華 雲師の 
女， 波斯匿 王妃〕 11 上 144*;  32  411 〔佛に 酸 
粥 を 施して 王妃と なる〕 32  411; 35  374  〔王 
女 を 生む〕 12 145  〔自己が 最も 愛し〕 12 129 
〔佛に 婦人の 美醜 禍福の 因 を 問 ふ〕 18  355 ② 
〔波斯 匿 王の 將 軍の 妻〕 34  9,11,13 ③ 〔經〕 
12 129 

① 末 利 園 ② 末 梨園 Mallika- さ r さ ma ① 11 

上 28 ② 6  255 
末利迦 mallika  (次第 花， 香木， 摩 利迦） 23 

25;  59 下 190，  198，  247 
抹菟羅 Madhura  (摩 偷羅， 摩 頭羅） 〔城〕 61 

471 

眼 睫 は 牝牛の 如し go_pakhuma  〔三十 二相の 


一〕 8 186,218 
完き人 Anomiya  「經〕 12  45 
祭 nakkhatta  (星 祭， 星宿の 祭， 祭日， 星） 

17  487 

祭の 遊 chaija- ki!a  39 122 

窓 vatapana  3  86;  4  228 

窓 覆 vatapana  cakkalika  4  228 

窓戶 vatapana - kavataka  4  228 

窓 袋 vatapana— bhisika  4  228 

幻 mSya  (班） 14  221; 16 上 55,57;  25  400 

〔幻の 譬喩〕 43  240;  44  304 

豆 ① mSsa  (蠶 豆） 3  428;  20  362,366 ② 

mugga 〜次 項 ③ varaka 〜次次 項 
①豆② 豆粒 mugga  (ム ッ ガ豆， 綠豆， 綠 

m 小豆， 菽） ① 3  370, 371; 13  208;  20 

362,366 ② 12  257; 16 下 392，  393;  22 下 76 
① 豆②莖 varaka ① 2  428;  39  418 ② 59 

下 91 

① 迷 ふべき 法 ② 迷 ふべき 物 mohaniya 

dhamma ① 19  238 ② 18  213 
丸木 kaliAgara  (丸太， 木片， 藁） 25 160 
丸木舟 ① dopi  35  301 ② nava  (舟， 船， 船 

舶） 38  223,224 
丸太 ① kaliiigara  (丸木， 木片， 藁） 10  257* 

② khap お khapcjika 13 129, 130, 131, 135 
曼 伽羅 MaAgala  (吉祥） 〔佛〕 60 152 
曼珠沙 mafljussaka    〔華〕 24  492, 493，  497， 

507 

曼多耶 尼 Man ほが 〔鴦掘 摩の 母〕 11 上 137 
曼多耶 尼 子 Man ほ m- putta  (= 鴦掘 摩） 11 上 
137 

曼陀祇 尼 Mandakim  (曼 那吉 尼） 〔七大 湖の 

一〕 3  377,378 
曼陀多 Mandha は r  (頂 生） 〔王〕 18  30;  25 

414;  27  386;  31 64*;  60 19;  61 1; 63  8 
曼陀多 王 本 生物 語 MandhStu- j'a ね ka    (二 五 

八） 31 63。 

曼陀婆 ma ひ (Japa  (假 屋， 假堂， 廷堂， 天幕， 
集會 堂） 26  70，  72, 160, 188,  459;  36  225;  37 
185,188 

曼陀羅 ① ma^ujala  (圓 相， 壇） 62  248，  249, 
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マン一 曼， 萬， 慢， 滿 


295,  343,  345,346;  63  206 ② mai?4alu  44 
44,56,324 ③ mand§laka  (曼陀羅 逆） 〔華〕 
26  32,51; 27  73, 106;  34  395;  37 170 ④ 
mandarava  〔華〕 4  426;  7 121, 152, 154, 155; 
24  465;  26  305，  355，  481; 28  82,85;  41 210, 
212, 226,  307,  318;  59 上 26,36,  162;  60 110 
Mandara  〔山〕 27  392 
曼陀羅 迦 man お laka  (曼陀羅） 〔華〕 27  53, 
97 

曼荼羅 Mai?(^ala  〔殿〕 61 301 
曼直鹿 園 Maddakucchi-migadaya 1 269;  3 
186;  4 119 

曼坻 Maddi  〔王妃〕 39  276,  277,  294*,  305, 
311，  324，  326*,  339*,  363*,  419，  420,  454，  456, 
458,  471*, 522* 

曼那吉 尼 Man お kini  (曼 陀祇 尼） 〔七大 湖の 
―〕 20  355 

萬歲師 sokajjhSyika  (道化師） 2  461 

萬 字 vaddhamana  41 212 

慢 ① mSna  (1 ま 心， 11慢=慢 結， 慢隨 眠， 慢 
箭） 8  313;  9  23,56; 12  6,290,304,324; 13 
418; 17 164,495; 18  231,  447; 19  389;  20  96， 
97, 198，  199,  219，  230,  410;  21 326;  22 上 194; 
22 下 129,275,351; 23  244°,  245,  246°;  24  2， 
121,170,197,  306,322,334;  25 197;  40 116， 
119, 120, 170,  319,  441; 41 5,  67,  72;  42 18,35, 
104, 105, 114,  259，  297 其 他； 43  3°,  7,  83, 124, 
140, 151, 165，  247°,  266°  ；  44  40,52,81,  147， 
177，  343°: は 他; 45  315°;  47  62，  74。，  79°，  385°， 
390;  54  288*;  58 174;  59 下 127;  6 104,213, 
413;  64  64°,  352,  353;  65(n)  11,12,63  〔定 
義〕 42 117。，  118;  44  344°;  45  289,315;  47 
70*，  74°  〔種種〕 42 117°;  4 ま 266;  44  343° 
〔六 種〕 20 198  〔九 種〕 5  234 ② vidha  〔三 
種〕 8  295;  20  219 ③ Mana         21 326 

慢過慢 manatimana  42 117;  43  266;  44  343； 
47  62, 75° 

慢結 mana  samyojana(='tf )  8  332；  20  240, 

241; 45  289。，  367;  53  236*,  276* 
① t§ 現觀 ② 慢 の現觀 mSnabhisamaya ① 

12  325 ② 20  218,219  - 


慢使 mSnanusaya  (慢隨 眠， 儒 慢心， 筒慢愛 

執） 13  373,374,406 
慢 〔者〕 thambhin  G 虽情 者） 21  28 
慢執 mana  gaha  64  370 
慢障礙 mana  papanca  43  42 
慢心 ① mada  (橋， '瞎 慢， 竊榮， 肥悦） お 

395 ② mana  (慢， 撟慢） 23  51,201 
tl'O し 者〕 manin 11 上 335 
〔慢心の 破碎〕 30  437 

慢隨眠 m さ nanusaya  (•'! 爱使， 橋 憎 心， 備 1嘎 愛 
執 = 慢） 〔七隨 眠の一〕 8  332;  9  76*,  195*;  U 
上 375; 11 下 13， 19; 12  325; 14 127,128,164, 
213,214,265,  381*; 17  215,217;  20  242,317*； 
24 126;  40 116, 119，  120,  320，  441; 41 5,67, 
72;  42  39, 147,213;  43 138,403;  48 下 1*;57 
127;  58 123, 174*,  253;  65(n)  63 

慢性的 疾病 anusayika- Sbadha 11 上 92 

慢節 mana- salla  (  =  t5)  43  247°,  249 

慢陀 Map4a  〔榜伽 S の 古名〕 60  8,  61, 102, 
113*,  253;  65 (  I  ) 108 

ft 調伏の 法 manavinaya  dhamma 18  231 

ft の 欲 Manakama  〔'經 J 12  5 

慢の 論議 mana  vada  6 149, 150 

慢ょ り 此の 身 は 生ず mana  sambhQto  ayarh 
kayo 18  255,256,257 

滿願子 Puppa  Mantaniputta  (滿 慈の 子 = ^富 
樓那） 〔比， 說法 者〕 13  228, 230 

滿月 ① jimha  (白 分， 白 月， 明月， 月夜 ）42 
100;  43 145,354;  44  51,206,486,488 ② 
Punnama    〔經〕 14 159 

滿 月小經 CQjapuppama  sutta 11 上 378° 

滿 月大經 MahapupQama- sutta 11 上 370°; 
65(1  )  38 

〔滿 月の 輝く 眷喩〕 28  56;  41 245 

〔滿 月の 譬 Di〕 12  405;  25 177,333 

滿月 の 夜 komudi    (コ ーム ディ 一の 滿月 ， 迦 
剌底 月の 滿月） 6  73 

〔滿月 を禮拜 する 臂喩〕 24  228 

滿賢 Puiwa  bhadda  〔夜叉〕 44  61 

滿賢 〔夜叉〕 務 Punnabhadda  vata  42 136; 
43  88 
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滿， 蔓， 瞞， 縵， 饅， 髮， Ft — マン ジ 


滿賢 〔夜叉〕 務者 Puppabhadda  vatika  42 
131; 44  61 

滿慈 〔母〕 の 子 Man ほ ni-putta  (滿願 子 = 富樓 

那） 〔比〕 25 108 
滿勝 Puupaji  〔耶舍 の 友人， 比〕 3  33 
滿水の 湖 pura-rahada  24  270 
滿增衣 punnavaddhana-vattha  60  301, 302 
滿足 ① santutthi  (知 足， 喜 足） 4  385，  386; 

6 106;  21 204,205 ② Santuttharh  〔經〕 13 

285 

滿 足させ 難き 人 puggala  dutappaya  47  363, 
395° 

滿 足させ 易き 人 puggala  sutappaya  47  363, 
395° 

滿 足し 已る pavarita  (受請 者） 2 131 
滿提左 Maijcjissa  〔遊行 者〕 6  224,229 
滿度摩 Bandhuma = Bandhumati   (有 親 者， 

盤 頭 摩 帝， 槃頭摩 帝， 槃頭婆 ii) 〔城〕 26 
234,252 

滿瓶本 生物 語 Puwapati-jStaka  (五三） 29 


15° 

蔓果 gavipphala  24  89 

蔓樹 ① takkari  25  384 ② la ほ （蔓， 葛） 23 

211; 25 195 
〔薆樹 の 風に 撓 めら るる 譬喩〕 25 195 
薆綿 la ほ- tma  2  268 

瞞著 vaficana    (欺瞞， 譎詐， 虚僞） 9  323, 

466; 10  96 
縵網 jaia  (網） 6  380 
饅頭 kapalla- piiva  29 166* 
髮 ma ほ （華 §1, 花髮， 華 環， 花髮） 7 150* 
鬉香塗 飾 malagandhaviiepanadharana- 

mandana-viDhusanatthana  3 丄 42;  「23  2〕 
髮 童子 MSIuiikyaputta     (摩羅 迦子， 摩路枳 

耶子， マール クャ 子） 〔比〕 25 193 
鬉論 ma ほ- katha  (華 52 論） 〔無用 論の  一〕 6 

255 

① Ft! 字② 卍字紋 sovatthika ① 62  319  (2) 
39  24 


(859) 


ミ， 未ーミ 


ミガガ 一マ MigagSma  〔精 舍」 60  415 
ミ ガケー ト ゥ Migaketu  〔傳 。轉輪 王〕 26  218 
ミ ガサ 一 ラー Migasa ほ （鹿 住） 〔夾〕 22 下 34* 
ミ ガサ ンマタ Migasammata   〔(専 。 轉輪 王〕 
26  215 

ミカ" サン マタ一 Migasamma ほ 〔河〕 38 10, 

15， 16, 24, 25, 33， 34， 42 
ミ ガシラ Migasila  〔比〕 25 154 
ミ ガダー ャ MigadSya  (鹿野苑， 鹿 園， 施 鹿 林） 

3 14;  41 311,315 
ミ ガー デナ Migajina 〔苦行者〕 37  486*，503,504 
ミ ガデ ャ一ラ Migajma  〔比〕 15  57*,  60*; 

25 196  〔成 阿羅漢〕 15  62 
ミ ガー チラ Mig^cira  〔園〕 38  415 
ミガパ タカ Migapathaka  〔地名〕 15  427 
ミ ガボ一 タカ • ヂ ヤー タカ Migapotaka- 

jataka  (鹿兒 本 生物 語） （三 七 二）  32 101° 
ミ ガーラ Mig お a ① （彌 迦羅） 〔塞， 長者〕 

2  337*,  346 ② 〔軍師〕 61 28,31 
ミカ"一 ラ •  口一  ノヽネ ツヤ Migara  Rohaneyya 

〔長者〕 20  239 
ミガ一 口一 パ Migalopa  〔兀鷹の 子〕 32 166* 
ミ ガ— 口— パ 兀鷹 本 生物 語， ミ ガー 口 ーパ 'ヂャ 

一 タカ Migalopa- jStaka  (三 八 一） 32 166° 
ミ タ Mita  〔城 寨〕 61 246 
ミタ チン ティー Mitacinti  (中 思） 〔魚〕 29  327* 
ミタ チン ティ • デャ一 タカ Mitacinti- jataka 

(中 思 魚 本 生物 語） （ 一一 四） 29  326° 
ミツ サカ Missaka ① （彌沙 ） 〔天〕 7  290 ② 

(雜 合， 眉沙） 〔園 林〕 38  453;  63  405 ③ （眉 

沙迦） 〔山〕 65  (I)  89 
ミ ッサケ ーシ一 Missakesi  〔女〕 24  460,509 
ミ ッ タ Mitta ① 〔王子〕 60  67, 119 ② 〔將 

軍〕 60  299;  61 478* 
ミッタ一 Mit ほ ① （友） 〔尼〕 25  334，  339 

② 〔ヰ デャ ャバ一 フー 世 王の 妹〕 61 154,167, 

177,183 ③ 〔王女〕 61 184,190,196 
ミ ッ タカ一 リ一 MiUakmi  〔尼〕 25  351 
ミ ッタセ 一ナ Mittasena  (友軍） 0：^ 臣， 王〕 

61 19° 

ミ ッ タ バン ダカ Mittabandhaka  (友 結） 〔塞つ 


34  274  • 

ミ ッタ一 ミ クタ • ヂ ヤー タカ Mittamitta- 
jataka ① （怨親 本 生物 語） （一九 七） 30  218° 
② (眞友 非 友 本 生物 語） （四 七三） 34  93° 
ミ ッ タ ヰンダ Mittavinda 〔人〕 29  202,203,298 
ミッタ ヰン ダカ Mittavindaka ① （知友 者） 
〔ローサ 力' ティ ッサの 前生〕 28  464*;  32 
90* ② 〔長者 子〕 33 197* 
ミ ッ タキ' ンダ. チ" ャ一 タカ Mittavinda- 
jataka    (知友 本 生物 語） ① （八 二）  29  202° 
② （一 〇 四） 29  297° ③ （三 六 九） 32  90° 
ミッタ ンナ Mittanna  〔比〕 60 130 
ミツ ティン ナ Mittiijpa  〔比〕 60  338 
ミテ イラ一 MitMa ① （彌 稀羅， 彌體羅 ，彌 
薩羅， 彌 提羅） 〔城〕 7  249； 11 上 99， 107; 
41 362,  369；  61 434 ② 〔園 林〕 41 291 
ミ ヒ ラナ ビッ ビラ Mihiraijabibbila  〔村〕 61 
287，  290 

ミ ラッカ 人 milakkha  (夷狄， 蠻民） 50  487 
ミラ一 ナ Mi ほ na  〔平原〕 61 250 
ミ リ ンダ Milinda  (彌 蘭） 〔王〕 59 上 4 
ミ リ ンダ' •  ノ？ ン ノヽ一 Milindapanha  ('j 爾蘭王 問 
經） 59 上 1 

ミ ンガラ mmgala  (〜ティ ミ ン ガラ） 〔大 魚〕 
37  264 

ミ ンデャ ヴタ ンサ キヤ Mifijavatamsakiya 

〔比丘の 譬喩 經〕 26  368 
未 具足 戒 anupasampanna  sila   62  33 
未 具足 者 anupasampanna   (未 受具戒 者, 未 

受具戒 人） 62  83,  84 
未 解脱 '1>   avimutta  citta   49  20 
未 現觀者 anabhisameliavin   48 上 321*,  359* 
未 根絶 asamuhatuppanna   64  457 
未 產の女 avijS ほ （未だ 子 を 生まざる 女 ） 28 

168 

①未受 具戒者 ②未受 具戒人 anupasampanna 
(未 具足 者） ① 2  23;  5  22，  23 ② 2  49;  5 
60，  61 

未熟者 avyatta   (不 聰明， 無能） 6 175* 
未熟 受の業 aparipakka-vedaniya  kamma 
22 上 45* 


(861) 


一未 


未熟 所受 aparipal- ka- vedaniya  (未熟 受;） 11 
上 287 

未 生 ①誦 ppa 匪 （ 不已 生） 46  24,  31， 43， 

57,  70 其 他 （DAnuppanna  〔經〕 （一） （二） 

22 下 167， 169 
未 生の 道 を 生ぜし む る も のの 問 Anuppannassa 

maggassa  uppada-panho   59 下 33 
未 生 法 anuppanna  dhamma  (^非 已生 法) 52 

281* 

未 織の 絲 dasika- sutta 1 408,  449;  2  245, 
248 

未信者 appasanna 1 30,  32;  2  341; 3  81, 

104； 17 160,  163；  22 上 301 
未 制 立 appanfiatta 17 162 
未 曾 者 abbhuta   (希有， 稀 有） 6  2,  67,  368, 

370;  7  76;  8 143; 10  70; 11 上 132; 11 下 97， 

140; 12  98,105,264，  305;  21 63*,  73*,  81*； 

23 108,222;  24 189;  35  326 
未曾有 經 abbhu は- dhamma   (未曾有 法， 希 

法） 〔九分 敎の 一〕 1 12* 
未曾有な り abbhu は rh    6  294* 
未曾有の 法 abbhuta  dhamma   (未曾有 法） 

〔七 種〕 21 91 
未曾有 法 ① abbhu は dhamma  (未曾有の 法） 

16 下 139; 19  329， 330;  20  312*;  44  377,458 

〔八 種〕 23 169  〔七 種〕 〔21 91〕 ② abbhuta- 

dhamma  (未曾有 經， 希 法） 〔九分 敎の 一〕 9 

244*; 18 11， 181; 19 119;  42  217,  286,  352; 

47  423,  453；  59 下 40 
未知 當知根 anannatannassamitindriya 

8  298; 16 下 20;  23  304;  49 12, 194*,  364*; 

45  89°;  46 164°;  47 161*,  ^23*,  358;  49 139*; 

57  21; 64 105,  108,  109;  65(11)  64  〔定義〕 

45  89;  46 164 
未 調 人 purisa-khaluiika  〔三種〕 17  474,475; 

22 上 68,  69,  70  〔八 種〕 21 53,  56" 
未 調馬 ① assa- khaluAka  22 下 71, 294* 

〔三種〕 17  474,  475;  22 上 68  〔八 種〕 21 53, 

54° ② Kha!uiikena  〔經〕 21 53 ③ 

Khalunka  〔經〕 22 上 68 
未 調馬の 靜 58    khalunkajjhayita  22 下 2^4 


〔未 調馬の 譬喩〕 21 56；  22 下 71， 294 

未鎭 伏; £S    avikkhambhituppanna  64  457 

① 未到の 域 ② 未到の 境 aga ほ disa ① 43 

346 ② 23  67 
未 得定心 asamahita - citta    (不定 心） 49  20 
未 得 返 apatta-parihani   57 100 
未聞 Ananussuta    〔經〕 16 上 410 
未聞の 法 ananussuta  dhamma  (未だ 聞かれ 

ざり し 法） 3 19; 11 上 276; 16 下 341,342, 

344,345;  47  387; [13  9, 12, 15〕 
未聞の 凡夫 assutava  puthujjano  (無 聞の 異 

生， 無 聞の 凡夫） 9  248°; 10  23,  38° 
未聞 品 Ananussuta-vagga 16 上 410，  418 
未來 ① an お ata  (未來 時） 3  25; 11 下 246*, 

251,  257*,  271*; 15  242*;  46  24,  31， 43,  57， 

71 其 他； 57 157,  192*,  212*;  58 138, 139 

② aparanta  (〜後; 祭) 6  43,  57; 11 上 297 

〔未来に 關 する 諸 惡見〕 6  43°*; 11 上 297 
未來時 ① anSgata  addhan  (未來 世） 〔三時の 

一〕 8  296;  59 上 101, 103 ② anSga は （未 

來:） 23  305 
未 來所緣 anagatarammana    46  25,  31, 

57,  71 其 他； 47  5*,  31, 234，  256*;  63  417* 
未來所 緣汔ヽ anagatarammana  citta  58 128， 

129  " 
〔未 來所緣 心 は 無 所緣な り 〕 58 128 
未 來所綠 法 anagatarammana  dhamma  45 

2，  274°,  358°;  47  233,  234,  256；  52  297*; 

56  355 

未 來所緣 論 Anagatarammana  katha  58 128° 

未 來所受 samparaya  vedaniya 11 上 288 

未來性 anagata  bhava   57 164* 

未來心 anSgata  citta   49  31* 

未來' 0 刹那 anagata  cittakkhana  63 18 

未來世 anagata  addhan  (未來 時） 58  271=^ 

未 來智論 Anigatafiaija- katha  57  399。 

〔未来に 於け る智 あり〕 57  399 

〔未 來に關 する 四十 四種惡 見〕 6  43°* 

〔未来に 關 する 諸 惡見〕 11 上 297 

未來の 運命 abhisamparaya 10 162 

未來の 生の 功德 opadhika  punna 12  405 


未來 の佈畏 an お ata-bhaya  (當來 怖畏） 
〔五 種〕 19 139,  142，  146， 149 

〔未来の ぬ' 悩を斷 ず〕 58  363 

未 來の問 Anagata-pafiho  59 上 176 

未来の 利 sampa ほ yika  attha  (當來 の 利） 
12 145，  146, 150 

〔未 來は存 せず〕 58  363 

未 來分智 anSgatariisa- fiSpa  50 144*,  163, 
164，  482;  51 16, 17, 18,  81*,  133*,  256*, 
307*，  355*，  407*;  52  39,  40,  92*,  131*，  174*, 
206* 其 他； 53 11， 47,  48,  70,  87 其 他； 54 
10*,  31, 54,  74 其 他； 63 106,  416,  423* 

(未 來分智 の 所緣〕 63  424 

未來法 anagata  dhamma  45  2,  274°;  47  234; 
52  290* 

〔未 來を觀 察する 者 八 人〕 59 下 4 
〔未來 を 具足す〕 58 138 
未 離 欲 avitarSga  47  364，  404 
<D 未了 義 ② 未了の 義 neyyattha 

① 60  32,  34 ② 42  271; 43 160，  313;  44  292 
未了 義, 經 neyyattha- sut ね nta 17  91， 92 
身代 金 suAka   (稅， 稅物， 結納金） 25  338, 

404 

見世物 ① visQka  (演 藝， ^樂 物） 11 下 15 
@  pekkha  (觀せ 物） 43 173,  350,  390;  44  468 

(D 見張 臺 ② 見張 塔 ① a は aka 1 135 ② 
atta  (塔， 樓房） 1 338 

味 ① rasa  (好 味， 味覺） 2 181; 3  62,63,253, 
326, 327; 6 105, 348; 7  324; 16 下 2*， 22*， 26*; 
42  360°；  43 175°;  44  476°;  64  20。，  88°, 
215;  65  (II)  53  〔定義〕 45  202;  46 110  〔種 
種〕 16 上 369;  45  202;  46 110;  58  86;  59 
上 115, 130 ② （作用 ）62 16, 17°, 18, 123, 
173,  283,285,  287；  64  4,  15*,  49,  50,  52*, 
113;  65  (II)  82 ③ assSda  (味 著， 樂味， 

嘗味， 味 著 物， 愛 味， 快味， 甘味， 美味， 福） 
9 140*,  151*； 11 上 309; 13  248*,  348 ④ 
Assado  〔經〕 14 129  ( —）  （二） 14  271 (—）- 
(三） 14  44 - 47 

味 愛 rasa- tapha  (味 覺愁， 味渴 愛） 7  5;  8 
323  . 


• 未， 身， 見， 味， 眉， 微， 箕ーミ 

味界 rasa- dh§tu 11 下 58;  46 110°;  48 上 296* 

味覺 rasa  (味， 好 味） 28  310 

① 味覺處 ②味 覺神經 rasa-haram 

① 4  209 ② 39  70 
味覺 知の 問 Rasa  patisamvedi-panho  59 上 

165 

味覺愁 rasa- taijha  (味 愛， 味渴 愛） 28  307 

味渴愛 rasa は!: ihS  (味 愛， 味覺 慾） 20  295 

味觀 assadanupassana 13 124*, 134 

味 結 assada- saihyo jana 11 下 312* 

味見 assSda- ditthi  (味 著 見， 樂 味見， 常 見） 

40  227*,  228° 
味 思 rasa- saficetana  〔六 思 身の 一〕 8  323 
味 地 rasa  pathavi  63  390，  391 
味 持 現 rasupahara 1 128 
味 食 sayaniya  (味 はふべき もの， 美食） 1146; 

3  79*;  9  412 
①味著 ②味著 物 assSda  (味， 樂味， 快味， 

美味， 嘗味， 愛 味， 甘味， 福） ① 6  20*,  42， 

66 ② 17  426* 
味 著 見 assSda- ditthi  (味見， 樂 味見， 常 見） 

47  62,  97 

味處 ras さ yatana  8  322;  45 187，  202;  48 上 93* 

味 想 rasa  sanna  8  323 

味 中の 美味 sadutara  rasa  24  67 

〔味に して 味界に 非ざる もの〕 48 上 299 

〔味に して 味處に 非ざる もの〕 48 上 98 

〔味の 定義〕 45  202;  46 110 

味 味 rasa  rasa 1 3;  21 32 

味樂 rasa-bhoga 1 3 

眉 伽 Megha  (雲 =大 眉 伽， 大雲） 〔園 林〕 65 

(I) 101, 111 
眉間の 毫 upna  bhamukantare  (白毫 相) 〔三 

十二 相の 一〕 8 187,  222,  223 
眉間の 白毫 bhamuka- loma  35  249 
眉沙 Missaka  (雜 合） 〔園〕 38  453 
眉沙迦 Missaka  〔山〕 60  74,  76,  77,  93,  236*, 

265；  65(1)  89,  92, 100， 101 
微 aiju  64 137,  138，  147, 199 
微法 anu-dhamma  24 115 
箕 suppa  23 197 


(863) 


ミ 一彌， 彌， 觀， 幹， 巫， 鶴， 水 

彌迦羅 MigSra  '塞〕 17  313 

彌迪羅 母 MigSra- matar  (鹿 母， 鹿 子 母 = 昆舍 

m. 鹿 母昆舍 怯） 〔夷〕 17  333,  334;  34  315 
①彌! Si 羅 母の 講堂 ② 彌迦羅 母の 殿 

Migaramatu-pasada   (鹿 子 母 講堂， 鹿母講 

堂， 鹿 母 殿， 鹿 母樓閣 = 東 園 鹿 母 講堂） ① 17 

97,  98,  99 ② 17  313,  333 
彌喜 Meghiya  (彌 醯， 彌 企哥） 〔比〕 25 125 
彌企哥 Meghiya  (攝 醯， 彌喜） 〔佛の 侍者〕 

33  346 

彌稀羅 Mithi ほ （彌 薩羅， 彌 體羅， 彌 提羅） 
〔城〕 25  358，  387,  388;  28  274,  276:  30  59*； 
31 99;  34  317，  318.  324,  387，  396*;  36  86; 
37  421,  422,  426,  428,  430，  435,  453*,  478, 
480，  492,  504;  38  69,  71, 80,  82，  84，  85, 
121,  135，  138,  139,  339,  393;  39  2,  3，  39*, 
112*,  120,  138，  140,  153,  162, 166,203,  211, 
216,  227,  234;  60 19,  21， 22, 160;  61 471 

彌薩羅 Mithi ほ （彌 綠羅， 彌 體羅， 提 彌羅） 
〔城〕 11 上 99， 107，  178，  181，  186, 187 

彌沙 Missaka  〔天〕 7  290 

彌沙塞 Mahimsaia  (〜マ ヒサ， 摩醯 裟末陀 

羅） 〔國〕 29 187;  36  83 
彌多求 Mettagii  〔婆 和 利の 弟子， 婆， 比〕 

24  379,  397*  428;  44 10,  86*,  500      〔譬 ni 

經〕 27  65 

彌多求 學童所 問 Me ひ agQ- manava-puccha 

(=彌 多 求 所 問） 〔經〕 24  397°,  400 
彌多求 學童所 問の 義釋 MettagQm さ pavaka- 

pafiha  niddesa  44  86°, 131 
彌多求 所 問 Met は ga-pafihS(  =  彌 多 求 學童所 

問） 〔經〕 44  326  » 
彌 多羅 Mettiya  (慈 = 慈 地） 〔六 群 比丘の 一人〕 

31 191 

彌 多羅 iti    Mantani  〔人〕 26  71 

① 彌體羅 © 彌提羅 Mithi ほ （彌 稀羅， 彌薩 

羅） 〔城〕 ① 7  249 ② 32  343,365 
彌德勒 所 問 Metteyya- pafiha  (= 帝須 彌勒學 

童 所 問） 〔經〕 20 158, 161 
mm   Meghiya ① （彌 企哥） 〔比， 佛の 侍者， 

善 友に よる 五 法と 四 對治法 との 說法を 受飞〕 


22 上 6*;  23 138* ② 〔經〕 22 上 6;  62  228 
彌隨品 Meghiya- vagga  〔自 說經〕 23 138°, 
158 

彌蘭 Milinda  〔王〕 59 上 4,  7， 10*,  27,  36* 
48*,  201*,  209*;  59 下 184,  231,  232,  349， 
350  〔出家す〕 59 下 350  〔前生 物語〕 59 上 7 
彌蘭 王の 問 Milinda- pafiha  59 上 7;  59 下 349 
彌蘭 王問經 Milinda- pa6ha  59 上 1， 2 
彌婁離 Meda!umpa    〔村〕 11 上 157,  158, 
159 

彌勒 Metteyya ① 〔未 來佛〕 8  93，  94;  41 360; 

59 上 337,  338;  60  368,  369;  62  86;  63  425; 

64  499   ®(= 帝須 彌勒） 〔比〕 24  316，  393; 

42  211,  215*; 44  47* 
獲 猴 ① kapi  (遠） 26  208 ② makka は （遠， 

猿猴， 援猴） 4  246,  247; 13 137;  42 135;  63 

34,  36 ③ vSnara  (猿） 27  74  @ 

suplavamgama  =  makkata  39  330 
獲猴子 makkatacchapaka 10 156* 
〔獲猴 子と 染色の 譬喩〕 10 156 
SI 猴 〔女〕 makkati 1 33,  53 
SI 猴の事 makkati- vatthu 1 35 
〔種?^ の 譬喩〕 13 137;  57  270;  62  73 
稱猴本 生 話 Kapj-ja は ka  (猿 y 《本 生物 語） （二 

五 〇） （四 〇 四） 60 140 
観せ 物 pekkha  (見世物） 6  8，  98 
觀世物 samajja  (觀 覽處， 祭會） 38  449 
幹より 生ずる 種子 khandha  bija  (^の 種子， 

31 種， 樹 種子） 6  7.  97 
巫女 atiyakkhS  39  319 
鶚 ① ukkusa  27  74;  34  276*;  35  32.40;  59 下 

213 ② kukkuha  (鶸 魔） 37 145， 167 ③ 

kurara  26  31; 39  314,  315，  414，  416 
水 udaka 1 83;  2 142* 〜スィ 
水油 udaka  telaka  4 164 
水稱 udda  pota  (〜獺 ） 41 382 
〔水が 何人に も 寒冷なる- ^翁〕 28  48，  49；  41 
241 

[水鏡の &喩, 十 種〕 16 上 325; 19  321 
水瓮 udaka- mamka  (水瓶， 水 SO  8  286 
水瓶 ① udaka  maijikS  (水 瓮， 水 3  398; 


(864) 


水， 湖， 自ー ミズ カラ 


7  46; 10 108; 11 下 107，  108,  109; 16 上 16, 
17,  66； 19  36;  23  226 ② uda-kumbha  23 
35,  36;  25 15;  28  38，  39 ③ kaman<lalu(5f ) 
12  287 ④ ku は 24  507 ⑤ kumbha  (瓶， 
S, 水 整， 瓦 器） 41 235,  236 ⑥ dhamma- 
karaka  (水 楚， 水瓶 漉 水 器） 4 181，  182;  60 
250 ⑦ pSniya - gha は 3  281; 4  331 ⑧ 
paniya  thalaka  (水 +宛） 2  321;  4  328;  5  49, 
50，  76 ⑨ mai;iika 11 上 51 

〔水瓶 三 筒の S 喩〕 16 上 16 

水瓶 處論 kumbhatthana- katha  (井戶 論， 井 

戶端 論， 井 戶端噂 論， 池邊 論, 渠溝 論） 〔無用 

論の 一〕 11 下 132 
〔水瓶と 水の S 喩〕 11下107, 108，  109;  28  38， 

39;  41 235 
〔水瓶 の 釣瓶 となる 譬喩 〕 11 上 5 1 
〔水瓶の 滿水 せる を 傾く る 譬喩〕 19  36 
〔水瓶の 破れて 合せざる 譬喩〕 25 15;  32  23 
水瓶 漉 水 器 dhamma- karaka  (水瓶， 水 甕） 

4 181， 182 

水 S ① udaka- mapikS  (水瓶， 水瓮） 15  287; 
24  206 ② kumbha  (瓶， 蹇， 水瓶， 瓦 器） 
23  23 ③ dhamma- karaka  (水瓶， 水瓶 漉 
水 器） 〔比丘の 七道 具の 一〕 4  270,450， 
451 

〔水 甕の 響喩〕 59 上 87 
水 烏 udaka-kaka  ($$)  30  247 
水濾 parissSvana  (濾水 器） 28  381, 382 
水 溜 o!igalla  (下 水路， 沼澤， 汚物 溝） 11 下 
216 

水 と 乳との 〔如 き 〕 性 khirodaki-bhGta  (乳 水の 

如 く  ， 乳 水 〔和合〕 し， 水 乳の 如 く， 乳と 水と 

の 如 く  ） 11 下 197, 198 
水鳥 ① pilava  (鴨） 24  488 ② hariisa  (鶊, 

鶴 鳥， 白鳥， 鵠， 白 鶴， 白鵠） 24  449 
〔水な き 井戸の 譬喩〕 36  194 
水に 書く 喻 udakalekhupama  (水 刻 喩:） 17 

466 

〔水に 書け る 字の 譬喩〕 17  467;  47  405 
〔水に て惡 業は淨 まらず〕 9  59;  23  93;  25 
375,  376 


〔水に て 淨不淨 等 を 洗 ふ 譬喩〕 22 上 35 

〔水に よる 世界の 破壞〕 63  393 

水に よる 制限 者 udaka- pariyantika  62 137 

水 荷 udaka- bhara 11 下 107, 108 

水?? i   udaka- rahada  (湖水， 湖 泉， 湖， 池， 

水 池） 13  332,  333 
水の 泡 udaka  bubbula  (水泡:） 20  396 
水の 畏 udaka- bhaya  (水の 怖畏， 水畏） 

18  215 
〔水の 五 支〕 59 下 286 

水の 如き 修行 aposama-bhavana 10  218 

水の 積 集 udaka- r お i 15  252,  253 

水の 障礙 udakantarSya  3  200,  299  〔十 障礙 

の 一〕 4  364 
水の 流れ udakannava  (水流） 15  252,  253 
水の ニ德 udakassa  dve  guna  59 下 172 
〔水の 低き に 流る る 譬喩〕 42  61, 176;  58  44 
水の 怖畏 udaka- bhaya  (水の 畏， 水畏） 

43 179;  44  403,  434;  59 下 8 
水の 命 • 靈 の 問 Udakassa  sattajiva-panho 

59 下 85 

水飮器 apSniya- karhsa  (靑 銅の 杯） 13 159， 
160, 162 

〔水 飮 器の 水の 譬喩〕 10  47; 11 上 339; 13 159 

水 鉢 ① udaka- pat は （水盤） 4 165; 16 上 

325* ② uda- patta  〔水盤） 19  321* 

水 本 生物 語 Paniya- ね ka  (四 五 九） 33  372° 

水 祭 jala- ki}a  60  318 

水 百合 ① vari- kifijakkha  25 19 ② 
sogandhi  (靑 睡蓮） 25  48 

水 百合根 汁 sa}uka- P お a  (舍樓 伽漿） 58  329 

〔水よ り酥を 求む る 譬喩〕 11 下 173  ■ 

水 椀 paniya- th お aka  (水瓶） 2  426 

水 を 淨 化す る 摩尼珠 udakappasadaka  mani 

(〜如意 寶） 59 上 70 
水 を 持てる 女 udakassa  dhara 11 下 147 
湖 ① udaka-rahada  (池， 湖水， 湖 泉， 水 沼， 
水 池） 9  480, 484; 11 上 26 ② rahada  (湖 
水） 12  290,  314 ③ jatassara  3 196 
自 ら呵 すべき こ と atta- garahin  42  76 
自ら 見るべき もの sanditthika  (現 見， 現に^ 


(  865) 


ズ カラー 自， 店， 亂， 路， 道， 盈， 導， 三， 密， 蜜 


ら るる） 62  426 

① 自ら を 歸依處 とす ②自 を依處 とす ③自 
を 依と す atta-sarana ① 8  73,  94 ② 7 
68,69; 16 上 373，  374,  386，  388 ③ 14  66 

① 自ら を 島と す ② 自を洲 とす attadipa 
(自 洲， 自己の 依听） ① 8  73,94 ② 7  68, 
69； 14  66; 16 上 373， 374, 386， 388; 〔25 194〕 

自を 依と す， 自 を依處 とす〜 自ら を 歸依處 とす 

① 自を 苦しむ ② 自を 苦しめ at ね ntapa  (自 
苦） ① 11 上 210* ② 10  88*，  200 

自を洲 とす〜 自ら を 島と す 

自を 護ら ば 他 を 護る at ほ naih  rakkhanto 
param  rakkhati lo 上 39 り 

店 ゆ a ひ a  (市肆） 3  251 

① 店先 ② 店先の 〔布〕 P さ pa ひ ika ① 11 上 
9 ② 62 124 

亂れ がまし き 姿勢 pallatthika  2  307,327 

〔路 も) 3i 蛛のー 支〕 59 下 328 

道 f'f 論 visikh さ- katha    (道路 論， 街路 論， 街 
道 論， 市街 論， 巷 中 論， 風評 論， 風評の 話） 
〔無用 論の 一〕 43 175,184,348;  44  433 

盈ちて 閉ぢ たる 人 puggala  pura  pihita  47 
426 

盈ちて 開きた る 人 puggala  pura  vivafa  47 
426 

導かる る もの Upaneyya  〔經〕 12  3 
三つの nfe    tisso  upama  9  421; 11 上 125 
三つの 吠陀 tayo  veda    (三 吠陀， 三部 吠陀） 
26  275 

密 意に よりて sandhSya 17  345，  346,  347 
密雲 thulla  phusitaka  (雨〜 雨天） 19  40;  20 
84;  21 308 

密義 guyha-attha    (隠密の 義， 秘密 事） 35 

359*, 363. 364 
密語す manteti  2  239 
密事 guyha-manta  2  252 
密呪 manta  (眞言， 呪， 呪 語， 呪文， 典， 

聖書， 吠陀， 神况， 神 典， 秘典） 31 229;  35 

359,364,365 
密處 sambadha  (隱 所， 陰部） 3  380;  4  204 
密 (1   cara  (間諜） 12 135  ^ 


密夫 gamiya  (隱 夫） 27  494 

密林 ① gahana    (稷 林， 藪， 淵叢） 9 130; 
10  87,  88 ② vana-sap4a  (林 叢， 叢林， 深 
, 林， 森の 繁み） 3  42,47* 

蜜 madhu  (烽 蜜， 烽の 蜜） 1  11,78,127,403， 
424°;  2 140,559;  3 102,164,353,369,374*; 
4  270；  5 120;  6  208,  209； 10  48; 13  233； 
20  362,366;  21 113;  25  37,38;  26  26,237, 
238;  27  40;  32  79*;  35  255,263  〔施と 報〕 
27  40 

蜜 花 汁 madhuka- puppha-rasa  3  431 

蜜果 madhuka  (甘草， 末 頭迦， 末 度迦） 〔樹〕 

63  258;  64  411,412 
蜜 tfi"   naranga  61 537 

蜜 丸 ① madhu  pip が ka    3  6;    9    205 ② 

madhu-golaka  (蜜 團:） 3  387* 
蜜丸經 Madhupipcjika- - sutta  9 192° 
〔蜜 丸の 譬喩〕 9  205 

蜜 丸 法 門 Madhupindika  pariyaya  9  205 
① 蜜 語 者 ② 蜜 語 人 madhu- bhaijin ① 47 

364,401° ② 17  206,207° 
蜜 香 madhu  gandhika  〔華〕 59 下 229 
蜜 酒 madhvasava  2 174 
蜜樹油 madhuka- tela  (マ ド ク 力 油， 蜜 油） 1 

424;  2  560；  63  241 

① 蜜^ ② 蜜 汁 madhu  pSna ① 〔八 種飮 

料の 一〕 3  431 ② 58  329 
蜜 多先那 Mittasena  〔比〕 6C 130 
蜜荼哥 Me ひ (Jaka  (文 荼） 〔長者〕 20  228 
蜜圑 madhu  golaka  (蜜 丸) 1 108 
蜜 糖 madhu- phapita  28  71 
蜜の 如き madhura  (お） 12  328 
〔蜜の 滴の 譬喩〕 26  26 

蜜蜂 ① bhamara  (?|)  23  24;  25  378;  29 
174;  39  393,  405,  409  (2)  madhu-kara  62 
267,269 

〔蜜蜂と 花 蜜の 譬喩〕 23  24;  29 174 
f 蜜 峰の 譬喩〕 62  267 

蜜 便 病 madhumedha  abadna  =  madhumeha 

(糖尿病） 2 10* 
蜜 油 madhuka  tela  (蜜樹 油， マ ドク 力 油 ） 2 


(866) 


蜜， 南， 耳， 挑， 蚯， 脈， 覓， 名 ーミ ヨウ 


,140 

蜜 蝦 madhu  sitthaka  4 178,205 
蜜螺油 sittha- telaka  (蠟 油） 4  232 
〔蜜 を 塗りた る 剃刀の 譬喻〕 25  249 
南 麥中村 Dakkinayava - ma j jhaka  39  3,  75, 
80,82 

耳 sota  2  3;  3  62,  63,  326;  6 105，  348;  7 

323,324;  64 15。， 17, 19°，  88°;  65(11)  53 
耳界， 耳孔， 耳 骨， 耳 根， 耳 識， 耳處， 耳觸， 

耳 門 等〜 二 
耳語， 耳朶， 耳 病〜 ジ 
耳 飾 vatariisaka  (耳環， 頭 飾） 4 14 
耳截ら れし者 kannacchinna  3 155 
耳と 鼻と 截られ し 者 kanna-nasacchinna  3 

155 

耳環 ① kundala   (耳 璃， 珠環） 4  239;  6 
120; 11 上 84; 11 下 341; 12  368; 16 上 59*; 
22 上 62;  24  463,  497;  25  27,  253;  37 137 
② kupcjali  36  42,68, 134, 163, 164,242;  38 
179,180,204,205,206,328,461 ③ kai^ik^  6 
120 ④ vatamsaka  (4' 飾， 頭 飾） 1 302 ⑤ 
vallika  4 164 
耳環 天宮 Kundali-vimana  24  535 
耳環 女 鬼 事 Mattakundali  petavatthu  25  27 
耳瓖 ① kuij4ala    (耳環， 珠環） 8 185; 17 

417,  423; 19  22 ② pamanga  4 164 
耳輪 kundala-vatta  6  381 

耳 を 傾ける こと so ほ vadMna    (傾 聽， 聽聞） 

11 上 232 
耳 を 用意す so は m  odahati  9  308 
挑 耳 kannamala-harani  4  205,  206 
te4 引 ganduppada  pana  36 154 
蚯虫引 糞土    gai:ida- mattika  4  233 
① 脈管 ② 脈 結 dhamani  (靜 脈， 血管） ① 

1 29, 146, 185;  2  39; 11 上 161; 36 153,280 

② 3  97,353,  354,483 
覚罪相 ね ssapapiyyasika  (求 彼 罪， 實覓， 求 

其 罪處） 〔七滅 諍の 一〕 2  335,564;  4 154*; 

5 159, 178, 243,  264*,  383 
見 罪 相揭磨 tassapapiyyasika-kamma  (實覓 

竭磨） 〔因緣 と 作法〕 4 132°  〔罰則〕 4 134; 


21 314,315  〔如法と 非 法〕 4 133 
名 ① nSma 1 36;  2  6*,  9°,  342;  5  299,  384; 
6 16,369,370;  9  85°; 12  55,56; 13  5°;  42 
191°；  43  32,282°;  44  30°,  32,  239;  45 11， 
332。；  46 181°,  200*;  64  92, 173, 174,233°, 
240*,  286,287,289* ② Nama  〔經〕 12  55 

名義， 名辭， 名稱， 名數， 名 姓， 名聲， 名目， 

名譽〜 メイ 
名 根 nama  muia  48 上 6* 
名 根 (！も 生の' S ミ namamula  sahajata  dhamma 

48 上 18* 

名 差別 S    nama-vavatthapana  panna  64  5 
名字 gotta  (姓， 種 姓， 家系， 氏 姓） 6 16 
名 似 nama  lesa 1 283* 
名 色 ① nSma-rQpa  (名と 色） 6  398*;  7  3*; 

9  85*;' 13  2*,  5°,  34,  60;  22 上 49，  51; 23  74， 

283;  24 195，  197;    40  86,  426*;    46 181°, 

200*;  59 上 93*, 100°;  62  364,  395,  404;  63 
'■■  93， 112，  113,  235,  383;  64  92, 148, 170, 175, 

233°,  240,  244,  281,  287,  289*,  306 ② N5ma - 

rupa  〔經〕 13 132 
名 色 結 生の 問 Namarupapatisandhigahana- 

panho   59 上 93 
名 色 差別 na marupa  vavatthana  64  303,  371 
〔名 色 差別の 經說と 喩說〕 64  295 
名 色 識別 論議 namarupapariccheda-  katha 

(= 論藏） '65(1)  30 
〔名 色一 心〕 16 上 420 
〔名 色一 觸〕 24  337 
〔名 色と 結 生〕 59 上 93* 
〔名 色の 緣〕 64  244° 
〔名 色の 緣の 把握〕 64  306,308* 
〔名 色の 緣ょ り 六處 あり〕 64  240° 
〔名 色の 關係〕 59 上 101 
〔名 色の 觀察〕 64  286° 
名 色の 問 Namarupa-paiiho  59 上 100 
名 色容有 namarupokasa  50  359 
名 身 nSma- kaya  7 12;  24  406;  40  297°;  44 

168;  62  322 
〔名 身の 緣の 把握〕 64  307 
名と 色 ① nSma  mpa  (名 色） 23  2;  24  289, 


(867) 


ウー 名， 妙， 命 


337,  ^61,  390,  417 ② naman  ca  rupan  ca 

6  314;  8  291,  360; 17 131; 22 上 276, 282; 

40  38，  203, 370 
名 等 起の 色 nama  samutthana  rupa  48± 18* 
〔名の 綠〕 64  241° 
名の 問 Nama  panho  59 ヒ 48 
名 法 nama  dhamma  48 上 6 タ 
名聞 ① garu- kara  (尊重） 2  93 ② salr.kSra 

(尊敬， 恭敬， 敬， 敬 重， 供養） 2 113 ③ 

siloka    (名 聲， 名譽， 名利， 敬禮， 世評） 7 

235,243; 18 126,127 
名容有 namokasa  50  359 
名利 yasa- ほ bha  2  330 
妙 pam は （妙 善， 勝， 極 妙， 殊妙， 優勝， 美 

妙） 3  25 
妙愨者 iiaija  bhQta 1 176, 180 
妙 音 者 manjussara 17  34 
妙界 pa が ほ dhatu  (勝 界） 17  366 
妙 行 sucarita  (善行） 〔三種〕 19  372,  373；  23 

306  〔五 德〕 19  372，  373 
妙 行者 supatipanna  (善 者) 17  355 
妙 行 品 Sucarita- vagga 18  400 
妙 化 天子 Sunimmita  devaputta     (〜善 化樂 

天， 善 化 作） 6  310 
妙 Sunetta  〔傳 。外道 祖〕 20 123,125,357, 

393；  57 156 
妙 語 ある vaggu  vada  24  363;  43  304 
妙 高山 MaM-neru  (= 須彌 山） 10  83 
妙 高殿 pasada-vara 11 下 221,222 
妙翅, |；4    garula  (迦 樓羅， 金翅 鳥） 41 139, 158 
妙 色 ulara  vannata 11 上 236,237 
妙 色 金 suvappa  (金， 黄金， き货） 3  268 
妙 勝 Papi はは ram  〔經〕 14  389 
妙 勝 解の panitadhimuttata  pafina  40  3, 

159° 

妙說者 citta- kathika  (〜巧 說者） 17  35 

妙 善 pam は （妙， 勝， 勝 妙， 極 妙， 殊妙， 優 

勝， 美妙） 40  26;  41 9,11,36 
妙なる 哉 abhikkantarh    (偉なる 哉， 奇なる 

哉， 殊勝なる かな， 最勝 なり， 希有な り， 秀 
なり， 秀 妙なる 哉， 甚奇 なり， 微妙な る 


哉， 善き 哉， 超 勝な り， いと も 優れたる 哉， 
勝れた る， 感歎に 堪 へたり） 3  30,  33，  67, 
320;  4  240,295; 15  356; 16 上 261 

妙軟 沙門 samapa  sukhumala  (柔軟 沙門， 無 
苦 沙門） 8  311 

妙 辯 patibhana    (應 辯， 辯ォ， 頓ォ， 辯， 奇 
智:） 12  328 

妙法 ① papita  dhamma  (勝 法） 47  256 ② 

saddhamma   (正 法） 19  244*;  47 104°  〔忘 

失の 五 因〕 19  247，  248，  250  〔不 忘失の 五 因〕 

19  247,249,251 
妙法 性 kalyapa  dhamma ほ 18  65,  66,67 
〔妙法 不 忘失の 五 因〕 19  247,249,251 
〔妙法 忘失の 五 因〕 19  247,248,250 
妙法 品 Saddhamma  vagga 19  244 
妙寶 nidhi- mukha  (財 寶） 10 106 
〔妙 寶の 譬喩〕 10 106;  22 下 328 
妙 欲 Kama  gupa  〔經〕 16 上 242;  22 上 180 
妙 欲 を 伴へ る 意 mano 

kamagunupasamhitam 11 下 143 
命 ① jiva  (靈， 靈魂， 命 者） 10  364;  59 上 

113*,  198;  59 下 85*  〔七 身の 一〕 14  336 ② 

jivita    (生命， 活命） 40  71*;  42  60°,  175; 

64  53° ③ り iva  (活 命， 生活， 生計） 3  302 

④ Jivita  〔經〕 1'6 下 20 
命 壊 Sjiva- vipatti  (i^ 命） 〔四 失 壊の 一〕 5 

157,250°  〔命壞 と 犯罪〕 5 167 
命懾 jivita  mada    (命の 懾， 活 命懾， 活 命の 

僑 逸） 47  61 
命 行 jivita  sankhara  40  426* 
命 九 法 jivi は navaka    64  219,234,235,288； 

65(11)  19,56,59 

根 jivitindriya 1 121; 2 197; 16 下 20;  40 
12, 195*，  225;  42 185,319;  45 18°,  29, 89, 
109,  125，  128,  130,  133,  136,  187,  203°,  216, 
236;  46  22, 162°;  47 161*,  223*,  358;  49 
139*；  52  369,  370,  372,  380；  53 130*,  147; 
57  20，  320;  58 104*;  63 1， 2， 267, 277， 409; 
64  21°,  107*;  65(11)  10,53,64  〔色 命根〕 45 
187,  203°,  216，  236;  46  22  〔定義〕 46 162° 
(色 法） 45  203,216,236;  46 162( 心 所 法） 45 


命 


(868) 


18,  89， 109;  46 162 
命 〔根〕 jivita  64  53° 
命根 論 Jivitindriya  katha  58 104° 
命 色 jivita-rupa  65(11)  53 
命 者 jiva  (命， 靈） 57 1,42*,  89;  64  400 
命 終佈畏 marapa- bhaya  (死の 怖畏， 死の 畏， 

死畏） 22 上 20 
命淸淨 ① ajiva  parisuddhi  (活命 遍淨） 11 上 

33 ② parisuddh り iva   (生活 淸淨， 活命淸 

淨） 4  286,  287 
命身異 ① annam  jivarh  aiinam  sariram  (命 

と 身と は 異な り ） 59 下 338 ② Afifiam  jivam 

annam  sarirarii 〔經〕 14  343 
命 身一 tarn  jivam  tarn  sarirarii (命と 身と 

は 一な り ， 命卽 身） 59 下 338 
命數， 命名， 命令 等〜 メイ 
命卽身 Tarn  jivam  sariram  〔經〕 14  342 
〔命と 身との ー異〕 6  225,  226,  229,  268； 13 

88*. 93*; 14  342,  343,  418*; 16 上 121*;  22 

下 100*, 110, 114, 115;  59 下 338 
① 命と 身と は 異なり ② 命と 身と は 別別な り 

annam  jivam  annam  sariram  (命 身異， 靈 

と 身と 各 別な り） ① 6  269; 13  88*,  93*; 14 

343，  418*;  22 下 100*, 110, 114， 115;  40  249 
② 16 上 121* 

(D 命と 身と は 一な り ② 命と 身と は 同な り 
tarn  jivam  tarn  sariram  (命 身 一， 命卽 身， 
命 は卽ち 身な り ， 卽命卽 身な り ， 靈卽 身なり） 
① 6  268 ② 13  88*, 93* 

命 難 jivitan は rSya  (命の 障礙） 2  202°,  349 

命の 僑 jivita- mada  (命 懾， 活命 僑， 活 命の 
撟逸） 19  99 

命の 障礙 jivitantaraya  (命 難） 3  200,  299;  4 
364 

命の 分齊 jiva- pariyanta 13 122 

①命 は卽ち 身なり ②命は 卽ち此 身なり ③ 
命 はこれ 身なり tam  jivarh  tarn  sariram 
(命卽 身， 命 身 一， 命と 身と は 一な り， 卽命 
卽 身な り ， 靈卽 身な り） ① 14  343,  418* ② 
22 下 100*， 110, 114, 115 ③ 40  249 

① 命 を 際限と せる 受 ② 命を邊 際と する 受 


jivita  pariyantika  vedana ① 15  329,  332 
② 14 199; 16 下 192; 18  348 
明 ① vijja   (智， 呪， 明 呪， 陀羅尼， 學術， 
魔法， 魔術， 世學） 3 19*; 13  9， 12, 14, 15， 
152, 154; 14  254,  271*,  276; 15  49,  50,  80； 
16 上 411; 16 下 105， 106, 341*， 352°; 17 11， 
12; 18  285,  286；  45 14,  344°;  62  400° ② 
aloka  (光明） 〔四 種〕 18  245 ③ VijjS  〔經〕 
16 下 352;   22 上 218;   22 下 135  (—） 一 （三） 
16 下 172 

明 （比丘） Vijja  or  Bhikkhu  〔經〕 14  254 
明 愛 Bharata  (婆擬 難 他） 〔王〕 7  250 
明確， 明月， 明白， 明瞭 等 〜メイ 
明覺者 vedagQ  (明 智者， 吠陀 達人， 吠陀 通， 

吠陀 に通ぜ る， 極 智者， 識者， 明 者） 21 305， 
306 

明 行 vijja  carana 18  286,  287;  22 下 300 
① 明 行 具足 ② 明 行 具足 者 ③ 明 行 具足せ る 
者 vijjacarana-sampanna  (明 行 足, 明 行 
足 者， 明と 行と を 具足す る もの， 智德 成就の 
人） ① 10 114  〔如 來十號 の 一〕 3  64 ② 12 
260,  280，  285;  22 下 301 〔如 來十號 の 一〕 1 
2;  6 165,166;  7  58; 11 下 137;  62  400 ③ 
59 上 1 

① 明 行 足 ② 明 行 足 者 vijjScaraija 
sampanna  (明 行 具足， 明 行 具足 者， 明と 行 
と を 具足す る もの， 智德 成就の 人） 〔如來 十 
號の 一〕 ① 6  75;  9  321,464; 11 上 49 ② 6 
217 

明 具足 vijja- sampanna 10 114 

明解 脱 ① vijj ふ vimutti  (明と 解脱， 明智と 
解脱） 16 上 258，  287,  289，  290; 16 下 209; 17 
32，  66;  22 下 3，  5,  8，  9, 10;  41 200 ② VijjS- 
vimutti  〔經〕 16 上 187 

明解 脱果を 現證す vijjSvimuttiphala- 
sacchikiriya 16 上 187 

〔明解 脱 一七覺 支 —四 念處— 三 善行— 護 根 門— 
—念 正 知一 如理 作意— 信— 聽聞正 法一 親近 善 
知識〕 22 下 3 

〔明解 脱の 原因〕 22 下 3，  8 

明 眼 者 viva は- cakkhu  24  352;  43 156°* 


ミヨ ウー 明， 鳴， 民， 眠， 愁 

明 眼の 士   vicakkhaija  25 135 
〔明— 慚愧〕 23  282 

明 者 vedagii  (明 智者， 明覺 者， 吹陀 達人， 吠 

陀通， 極 智者， 識者） 9  485° 
明 呪 vijja  (明， n 兄， 陀羅尼， 魔法， 魔術， 世 

學， 學術， 智） 6  304,  305;  41 162;  59 下 13 
明 所 成 神 通 vijj さ mayS  iddhi  (呪術 所 成 神變） 

41 109， 150， 162° 
明 S    vijjatthana  (學 術） 47  26,  70* 
明星 ① osadhi    24  447,  448,  452,  453,  454， 

459, 461, 466*, 478, 495*；  25 18;  41 240 ② 

osadhi-taraka  (太白 星， 曉の 明星， 藥王 星， 

烏沙 〔那〕 斯星） 12 109;  23  266;  43 157;  44 

289 

〔明星の 譬喩〕 12 109;  23  266;  24  447,  448， 
452，  453，  454，  459,  461，  466*，  478,495*；  25 
18；  28  46；  41 240 

明淨心 pasanna- dt は （澄淨 心） 3  28,  29,32, 
320,396;  4  240;  21 49,82,87;  22 上 64 

明 相 ① ampa 1 336,  412; 16 上 189*,  266, 
267,  298; 16 下 371; 22 下 165 ② Aruna 
(= アル ナヴン ト） 〔尸棄 沸の 父， 王〕 6  367 
③ Arupavati  (有 日 =ァ ルナ） 〔城〕 6  367 

明達 慧 nibbedhika  panna    (決 擇慧， 擇慧， 
透徹せ る 智慧， 達智， 鋭智） 13  62,  64，  84, 
86， 118 

明智 ① hasa- panna ② hasu- panna  (疾 慧， 

機智， 捷慧， 聰慧） ① 30  294 ② 33  412 
明智 〔者〕 h お U- pafifia  (速慧 〔者〕， 疾慧 者， 

速智 〔者〕， 敏き 智慧 〔者〕） 38  413 
明 智者 vedagQ    (吠陀 達人， 吠陀 通， 吠陀に 

通ぜ る， 極 智者， 識者， 明 覺考， 明 者） 15 

132*, 133° 


明智と 解脱 vijja- vimutti     (明と 解脱， 明解 

脱） 25 123 
明と 行と を 具足す る もの vi j jacarapa- 

sampanna    (明 行 具足 者， 明 行 足， 智德 成就 

の 人） 13  421 
明と 解脱 ① vijjS- vimutti    (明解 脱， 明智と 

解脱） 11 下 88，9S，431'432;  63 121, 122 ② 

vijja  ca  vimutti  ca    8  293,361; 16 上 229; 

17 131; 40  57 
明に して 闇に 赴く  〔もの〕 joti  tama  parayano 

(光より 闇に 赴く もの） 8  311; 18 150-；  47 

368,437° 

明に して 明に 赴く  〔もの〕 joti  joti-parayano 
(光より 光に 赴く もの ） 8  311; 18 150C;  47 
368,437° 

明 人 vijja  gata 14  254,  271*,  276 
明 分 法 vijj さ bhSgi- dhamma  45 11, 329  = 
明遍滿 aloka  pharanata  47  41 
明了智 pabhinna  f-aija  43 159,312;  44  291, 
349 

鳴 鉢 ve ほ' ia  (鐃 鈸樂） 6  8，  98 
民衆 parisS  (衆， 衆 貪， 集會， 會， 會^) 17 
206 

民團 piiga    (組合， 組合員， 衆 社， 圑體， 同 

業 組合） 19 104, 106 
眠 middha  (睡眠） 43  261°  〔定義〕 43  261; 

45  300;  46  361 
眠愛樂 middharSma ほ 20  226,  227 
眠 色 middha-rupa  64  26 
眠樂 middha- sukha   (睡眠 樂， 睡眠の 樂） 8 

318 

愍 anukampS  (同情， 悲愁， 悲愍 心， 慈悲， 
哀憐， 哀愁 心， 憐愍） 19  264 
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厶一 ガセ一 ナ 一パテ ィ Miigasenapati    (155 將 

軍） 〔精 舍〕 61 45 
ムーカ ナ一ガ MiikanSga  〔軍師〕 60  403 
ムーガ パッカ Miigapakkha ① （^跛 者） 

〔仙〕 35  213;  41 420 ② （牟犁 破 群那） 〔外〕 

20 123 

ム一 ガノ？ ッカ • デャ一 タカ Miigapakkha- 
jataka  (啞蹵 本 生物 語） （五三 八） 28  99;  37 
350°, 417;  38 11 
ムカ プッラ mukhaphulla  〔寶 珠〕 39  541 
ムケ一 ル林 Mukhelu- vana 11 下 433 
ム一シ カー Miisika  (鼠） 〔婢〕 32 108，  109， 
110 

厶一シ 力 • デ ヤー タカ Miisika- jStaka  (鼠 本 

生物 語） （三 七三） 32 106° 
ムシ一 ラ MusUa  (茂 師羅） 〔比〕 13 167 
ム ーシラ MQsila  〔樂 師〕 30  419* 
ムタ シーブ Mu は Siva  (聞荼 私 婆， 聞 多 私 婆） 

〔王〕 60  67,  226°*,  235; 61 428; 65(1)  88 
ム ダヤン ティ一 mudayanti  〔樹〕 39  410 
ムチ ユーラ ① mucda  〔樹〕 60  405 ② Mucela 

〔港〕 60  403 ③ 〔宮殿〕 60  385 ④ 〔精舎〕 

60 142,395 
ム チヤ ラ Mucala  (0；,) 〔王〕 60 19, 160 
ム チヤ リンダ Mucalinda ① （母, 鱗陀） 〔王〕 

38  77;  60 19， 160 ② （目 支 隣陀， 文眞 隣陀， 

文 隣陀） 〔龍王〕 3  5 ③ 〔夜叉〕 8  280 ④ （目 

支 隣陀， 目眞 隣陀） 〔樹〕 3  5;  60  4 
ムデャ リ ンダ Mujalinda  (目眞 隣陀） 〔王〕 38 

307 

ムッカ 力 mukkhaka  〔樹〕 29  360，  361 

ムッガ ティ ャ muggatiya  〔樹〕 39  407 

ム ッ ガ豆 mugga    (綠 豆， 綠莖， 豆， 小豆， 

菽) 1 105;  39  54 
厶 ッ ガ豆汁 mugga- siipa  2  309,  311 
ムッター Mut ほ ① （解脱） 〔尼〕 25  332 ② 

(眞珠 ） 〔夷〕 21 316 
ムッター カラ Mut ほ kara  〔地名〕 61 240 
ムッター ノ、。 ッ ノマタ Muttapabbata  〔村〕 61 539 
ムッ ティカ Mutthika  〔力士〕  33  324，  325,  334 
ムッ ティブ一 デャカ Mutthipajaka  〔比丘の 


譬喩 經〕 26  343 
ムッ ティ プッ ピャ Muttipupphiya  〔比丘の 譬 

喩經〕 26  245 
ムッ 卜 一ランパ Mutto!amba    〔殿 樓〕 61 69 
厶 ディ タ Mudita  〔比〕 25 178 
ム ディ ター Mudi ほ 〔王女〕 38 155 
厶テ ィ ヤンカ" ナ Mutiyangapa(〜 マヒ ヤンカ'、 

ナ） 〔廟〕 65(1)111 
ム ディ ンガ mudmga  (小 鼓， 杖 鼓） 61 328 
ム ド ゥ カーブ ディ一 Muduk さ vadi  〔女〕 24 

460,509 

ム ドウ シ一 タラ Mudusita'ia  〔傳 。轉輪 王〕 26 
424 

厶 ド ウノ; J  —  二  • デャ一 タカ Mudupam- j お aka 

(柔軟 手本 生物 語） （二 六 二）  31 83° 
ム ドク ラ ッ カナ • デ ャ 一タカ Mudulakkhapa - 

jataka  (優 相 本 生物 語） （六 六） 29  83° 
ム ナヤ ダ Mupayada  〔ダミ ラ人〕 61 363,  386 
ムナーリ Munali  〔人〕 26  504 
ムナル Munaru  〔池〕 61 231 
ムニ 力 Mumka  〔豚〕 28  379，  380 
ムニ 力 啄本 生物 語， ムニ 力 'デ ヤー タカ 

Munika-jataka  (三 〇） 28  378° 
ム フッタ muhutta  (須 リ; ！） 1 152,  275 
ム フン ナノ レ Muhunnaru  [pjj  61 161 
ムーラ ① MQla  〔戰 士〕  60 131, 377 ② 

mula  (根本） 〔職〕 61 477 
ムーラ 力 デーヴ Mmakadeva  〔比〕 60  59 
ムーラ一 サャ MQla- asaya  (= ムーラ ヲ "一力' 

—サ） 〔精 舍〕 60 131 
ム一 ラサ一 ラ一 Mmasa'ia  〔地名〕 61 155 
ムラ デャ Muraja  〔人〕 26  332 
ムーラ一 ナ MiUana  〔村〕 61 334 
ム一 ラノ？ リャ一 ャ《 スッタ  MuIapariySya— 

sutta  (根本 法 門經） 9 1° 
ムーラ ノ？ リ ャ一ャ • デ ヤー タカ 

Mulapariyay a-  jataka  (根本 方便 本 生物 語） 
, (二 四 五） 30  437° 

ムーラ パリ ャ一ャ • ヴッガ  Miilapariyaya— 

vagga  (根本 法 門 品） 9  r 
ムーラ ノ 《ンナ 一サ MiMapa^ipSsa    (根本 五十- 
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ムームー ラ， む， 牟， 無 


經篇） 9 1° 

ムーラ ポッ タ キン miilapotthakin  〔宫 職〕 61 
345 

ムーラ ヮ一 リカ MQlavSrika  〔池〕 61 231 
ム一 ラヲ" 一カーサ Mulavokasa  ( = 厶 一ラー 

サャ） 〔精舎：！  60  377 
ム ルツ タ Mulutta  〔村〕 61 333 
ムブ 〔ラ 一ャ〕 Muva〔rSya〕 〔ダ ミラ 人〕 61 

363, 370 

ム ンダ MuiiKja  (文 荼， 聞荼， 閔蹰） 〔王〕 19 

80;  60 167；  65(1)  92 
ムン ダカ mundaka  〔果〕 61 537 
ム ンダ人 Mupc^aka  27  91 
厶 ン ダンナー ナ ン コッタ 

Mundannanaihkotta  〔地名〕 61 369 
厶 ンデャ mufija ① 〔魚〕 26  28，  30;  27  71， 

96，  97, 106，  346；  33  308;  38  451 ② （文 若， 

文 邪， 文 者， 們叉， 鉤藤） 〔草〕 1 149，  244; 

2  63;  6 114;  7 1; 15  253;  27 106;  36 144; 

37  502;  58 166;  60  75;  63  358 
〔厶 ンデャ 草の 拔 取られた る 譬喻〕 6 114; 11 上 

21; 37  502;  41 158 
ムン ディ カープ ッタ MupcJikSputta  (文 荼子） 

〔沙門〕 42 130 
ムン ディ ッカ一 ラ MuQcJikkara     〔地名〕 61 

369,  374，  375 

ムン ドラン ナツ ダーナ Mundrannaddhana 
〔地名〕 61 377 

むら 雲 abbha  ghana  23  316 

牟那 mona  (牟尼 ）42  81; 43 118,  127°,  273, 
297;  44 103,  168, 170 

牟尼 ① muni  (寂 默， 寂默 者， 賢人， 默者） 
7  76; 11 上 191; 11 下 70,  3^5; 12  323; 14 
13；  21 261; 23  58。，  83, 190，  212  281,297,313, 
332,  351; 24  33,  59,  60，  76*,  133,  150,  167， 
174,  184,  194,  198,  199,  216,  263*,  303,  304, 
314,  315,  318，  319，  327，  328,  360,362,406*; 
25 145，  320;  29  257;  33  51; 35 193；  42  81°， 
83，  92， 194，  199;  43  46,118,  127°*,  129，  260, 
273,  297;  44 103°,  105,  168，  170，  175;  59 上 
390*  394;  59 下 26*,  290,  333,  334 ② m^na 

( 872 ) 


(牟那 ） 10 159 ③ moneyya  (牟尼 位， 牟尼 
性， 牟尼 行， 寂默） 〔三種〕 42  81, 194;  43 
127;  44 103 

① 牟尼位 ② 牟尼行 ③ 牟尼性 moneyya  (牟 
尼， 寂默） ① 60  45 ② 24  263,  264,  268* ③ 
24 174 

牟尼經 Muni- sutta  24  76°,  80 
牟尼偈 Muni  gStha  65(ni)  90 
牟尼道 mona-patha  24 198 
牟 尼の 見 muni- dassana  59 上 390*;  59 下 26*, 
290 

牟尼牟 尼 muni-muni  42  83;  43 128;  44 105 
牟擎 破群那 ① Moliya- phagguna  〔比〕 〔四 食 
を 佛に問 ふ〕 13 18  〔還俗す〕 13  72 ② 
Mugapakkha  〔傳 。外〕 20 123,  125,  394 
無 Natthi  〔經〕 14  328 
無啞羊 ane!amQga ほ （〜不 啞， 不羊啞 ）20  214 
無愛樂 anabhinandana 10  200 
無安處 alei:ia  (無 避難所） 41 193* 
無畏 ① abhaya  (無 怖畏） 9 117,  118; 10  51， 
52; 19  52,  53;  21 136*;  22 上 175;  34  223， 
224,  355,  356,  369;  37    65，  258,  392;  39 
229;  41 353;  42  29, 124,  137,  194,  241,307, 
309;  43  85,  274;  44  89, 126,  204，  236,  257; 
58  30，  33 ② viga は- bhaya  4  284 ③ 
vis^rada (無畏 者， 無所畏 ）3  399； 12 187,310; 
18 14;  20  330，  331,  332;  21 257*,  265*；  22 
上 211*，  256;  22 下 245,246  〔三種〕 20  333 
〔五 因〕 19  83,  256  @  vesaraj ja  (無 所畏） 3 
22，  23,  30，  33, 320,  396; 19 176;  20  28，  29；  21 
50,  83,  87;  43  306，  334 ⑤ Abhaya  〔比〕 25 
114, 133 ⑥ 〔長 部師 比丘〕 62  67;  63  70 ⑦ 
(= 三藏小 無畏） 〔比〕 62 193 ⑧ 〔耆 婆の 養 
父， 王子〕 3  473,  478,  479  〔佛と 問答して 歸 
佛〕 10 169*  〔無智 見， 智 見の 因 緣と しての 五 
蘊， 七覺 支の 說法 を受 く〕 16 上 331 ⑨ 〔經 J 
16 上 331; 22 上 175 ⑩ AbhayS  〔尼〕 25 
339,  340 

無畏 王子 經 Abhayarajakumara-suttanta 10 
169° 

無畏山 Abhaya- giri  (=ァ バヤ） 〔寺〕 6013】' 


無ーム 


61 1 〔無畏 山寺の 建立〕 60 131, 377 
無畏者 ① visarada  (無 畏） 8 157*  〔五 因〕 19 

83,  256 ② vi は- sSrada 18  44;  23  371 
無 畏誦品 Abhayuvara-bhanavara  3 138 
無畏處 abhayatthana  59 下 179 
無畏施 ®  abhaya  dakkhina 12  397;  37  65; 

〔21 136*;  58  33〕  (D  abhaya  dana  33 159 
無 畏逮得 者 ① abhayappatta    22 上 175 ② 

Abhayappatta  〔經〕 22 上 175 
無恚 ① avera   (無 怨， 無 悩 害， 恚 心なく， 

德） 9  491; 10  20 ② abyarajjha 〜次 項 
①無恚 ② 無恚界 aby ゆ ajjha   (無 瞋， 無瞋 

恚， 無害， 無 損， 無 悩 害， 不 瞋恚， 害心な く 
= 慈） ① 16 下 296  〔定義〕 46 108,  392 ② 10 
166 

無恚界 ① avyapada  dhatu    〔三 善界の 一〕 8 
295； 11 下 58;  46 108° ② aby さ pajjha 〜前項 

①無恚 思 ②無恚 の 思 ③無恚 の 思惟 
avyapada-samkappa    C 無恚 念， 無瞋 思惟） 
〔三 善 思の 一〕 ① 8  294 ② 7  360 ③ 11 下 353 

無恚尋 avySpada- vitakka    (無 瞋の考 想， 不 
瞋覺） 〔三 善尋の 一〕 8  294; 11 下 133 

無恚想 avy お Sda- safifia  〔三 善 想の 一〕 8  294; 
11 上 35 

無恚念 abyapada  samkappa  (無 恚思， 無恚の 
思惟， 無瞋 思惟 = 無 恚尋） 11 上 35 

無 恚法足 avySpMa- dhammapada (無瞋 法迹) 
〔四 法 足の 一〕 8  307 

無異熟 avipSka  58  57，  201* 

無爲 ① asamkhata  (作爲 されざる もの ） 10 
25; 16 上 77°,  78，  81°; 17  246; 18  63; 19 
46;  23  285,340;  24  456,  457;  25  247;  40  216, 
218;  41 24;  57  39,83,84;  58 1*,  4*,  8*, 12* 
14*, 17, 18，  368,  369*,  372*;  59 下 97,161; 
62  415;  63 129*;  64 111，  113,  151,152,460, 
461;  65(n)74 ② akata  (= 涅槃） 23  31 ③ 
appossukkata  9  301 ④ Asankhatam  〔經〕 
16 上 82 

無爲界 asariikha ほ dhatu  8  360; 11 下 59; 
45 174,  263*；  46  85，  86°,  111，  112°;  47 188； 
64  98, 100, 102， 148 


無爲相 a'sankhata  lakkhana 17  246;  57  84 
無 爲相應 Asaihkhata  samyutta 16 上 77°,  98 
無爲に 達す る の 道 asamkhatagami  magga 

16 上 77°*,  81* 
MP^ii^^^    asankhata  nibbanadhatu  59T 

161,  162,  164,  227 
無 爲の城 asankhata  pura  27  469 
①無爲 法 ②無爲 の 法 asankhata  dhamma  ® 

45  3，  282°,  363°；  47  236,  257 ② 27  268 
〔無爲 論〕 58 1, 4,  8， 12， 14， 16,  368,  369,  372 
無意 者 asaficicca  (無 識者， 不知 者） 1 210 
無一物 aldficana  (無 所有） 23  79,  82;  24 165， 

182,  235，  241； 25 117；  〔23 104,  105〕 
無 因 ① ak§raija  3  203,  301 ② adhicca  (自 

然） 6  40，  41 ③ ahetuka  (無 因 者） 46  22, 

24，  26*,  35*,  48*,  61* 其 他； 49 185*,  211*; 

53  27*；  58 121,  173,  175,  176;  65(11)  22,46 
無 因異熟 ahetuka  vipaka  50  39,  46,  77,  94， 

120,  125,  449 
無 因異熟 意識 界 ahetuka- vipaka- 

manovinnana- dhatu  50  368 
無 因: 意識 界 ahetuka  manovinnana- dhatu  45 

361* 

無 因 結 生 ahetuka  patisandhi  50  39,  47,  77, 
94, 120,  125;  51 53*,  75, 114,  124,  180， 
228*,  349;  52  8,  27,72,81,  117，  124, 153 其 
他； 53  4， 108，  110, 144 其 他； 54  3,  21， 27, 
28，  45*,  68 其 他 
無 因 見 ahetuka- ditthi  64  282 
無 因 者 ahetuka  (無 因） 65(n)  35 
無 因 生 adhicca- samuppanna  (自然 生) 8  42， 
43; 13  28,  29,  32，  33，  47*,  54*,  59*,  164*; 
57  75 

①無因 生 論 ②無因 生起 說者 adhicca - 
samuppannika    (無 因 論） ① 40  252 ② 65 
(I)  77 

無 因 心 ahetuka  citta  45  360*;  50  339,  349， 

393;  65(n)  3, 18 
〔無 因 心と 相應 する 心 所〕 65(n) 18 
無因說 ahetuka- vSda  (無 因 論者） 57 188 
無 因 相 animitta  (無 相， 不因 相， 無形） 40 
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ムー無 


26，  80;  41 9， 13,  36 
無 因相觀 animittanupassana  (無 相觀， 無 相 
隨觀） 40  33,  41, 53,  75,  77, 136,  275,  335, 
337，  381* 

無 因 相 解脱 animitta  vimokkha  (無 相 解脱） 

40  372°,  405*,  419= 
無 因 相 住 animit は- viih お a  (無 相 住） 40 151* 
無 因 相 等 至 animit は- sam^patti  (無 相 正受） 

40 151 氺 

無 因 療 ahetuka-moha  50  456，  464,  467 

無 因の 名 ahetuka  nam  a  48 上 18* 

無 因の 無 記 ahetuka  avyakata  48 上 15* 

無 因 法 ahetuka  dhamma  45  3,280°,  361°;  4 

235;  53  27*;  56 195,  357 
無 因無緣 ahetu- apaccaya  6  82,  257，  258; 10 

193,  363； 17  280,  283 
〔無 因 無 緣說〕 （外道 說） 14 107; 16 上 332; 17 

280;  47  95 

無 因 唯 作 ahetuka- kiriya  51 431; 〔64  40。〕 
無 因 唯 作 思 ahetuka- kiriya  cetana  50  467, 
468 

無 因 唯 作' にヽ ahetuka  kiriya  citta  65(11)  3 
無 因 論 adh icca  samuppannika  (無 因 生 論, 

無 因 生起 說者） 〔二種〕 6  40°,  60*;  47 158; 

〔6  82°; 10 193°,  363°; 14  334。〕 〔論破〕 36 

201， 210 

無 因 論者 ① ahetu- vada  (無 因說） 10 195; 11 
下 82; 14 115; 18  58 ② ahetu- v^din  34  357 
(S)  ahetuka  vadin  36 185，  186,  201,  202,  208 

無 有 vibhava  (非 有， 死滅， 有の 滅） 24  336; 
41 193*;  43 19，  29,  36 

①無有 愛②無 有の 渴愛 vibhava  taijha  (非 

有 愛， 非 有の 渴愛） 〔三 愛の 丄〕 ① 3 19;  7 

354;  8  295; 11 下 353; 16 下 340,  346,  347; 

40  65;  47  91。； 58  9， 10;  59 下 173;  64 133, 

148,  249，  250° ② 9  78; 10  23 
無有緣 natthi- paccaya  (非 有緣） 〔二十 四緣 

の 一〕 50 1， 12°,  18*,  189，  352°,  401°;  51 

3*.  33,  51, 171,  338;  52  8* 其 他； 53  24,77, 

120 其 他； 54 108 
無 有 緣廣說 natthipaccaya  niddesa  50  401 


無 有 見 vibhava- ditthi  (無 見， 非 有 見） 40 
205,  227,  256*;  42  370;  43  31; 45 12,  332°; 
47  62,80° 

無 有 上の 衆會 anaggavati  parisa 17 109 

無有說 natthi- vada  57 189 

無 有 想 者 vibhdta- safifiin  24  337;  41 41 

無 有 論者 natthika-vada 14 115; 18  58 

無 衣 外道 acda   (裸 形 外道， 裸 形 道士， 裸 行 

者， 脱衣 派） 23 190,191 
無 依 ① anissi は （無 執著， 無 依 者， 不依 止） 

11 下 378 ② anupadhi  3  348; 11 上 339; 17 

237; 19 102 ③ anupadhika  8 138，  139;  2i 

399,  410 

無 依 止 nirupadhi (生 質な き ， 依 著な く  ）17  223 
無 依 者- ① asita 19  53 ② anissita  (無 依， 無 

執著， 不依 止） 23  287 
無 依 住の 樂 serivihSra-sukha  62 132 
無 依澄槃 anupSda  parinibbana  (無 取 梁, 

無取般 g 槃， 無 取 著 般^ 槃， 無餘般 g 槃） 20 

317,  322,  323 
無依樂 nirupadhi  sukha 17 125 
無慧 ① duppafifia  (惡 慧， 無慧 者， 惡慧 者， 

愚竊， 愚鈍， 劣慧） 8  330; 10 11; 11 上 127， 

172; 18  382,  399，  403;  20  203，  204 ② 

duppafifia ほ 20 187 

無慧者 duppafifia  (無 慧， 惡慧， 惡慧 者， 智 

劣れる， 智慧な き 者， 劣慧， 愚癡 若， 愚鈍， 
愚人） 8  376; 18  328*; 19  253,  254 
無機 ① akamm お a    (無 汚， 無 瑕， 不雜 色） 

11 上 327  (D  anangana  9  33,  34，  212,  213, 
325*  432,  433，  434，  481,  482,  483； 10  98， 
99,  371, 372 
無樣經 Anaiigaija  SU ひ a  9  36°;  63  309 
無 壊 akhai?Qla  (不毁 壊， 無缺） 8  325 
無益 語^    anattha  vadin  (無 義說 者） 18  40 
無益 徒 勞の話 tiracch^na- katha  (畜生 論， 無 

駄 議論， 無用 論， 雑談， 遮 道の 論議， 俗語） 

6  9°,  99°; 11 上 1， 28,  36 
無益 徒 勞の明 tiracchSna- vijja   (畜生 明， 畜 

生 呪， 賤 劣學） 6 11*.  101° 
① 無煙 〔忿〕 ② 無煙 者 vidhama   (瞋恚 の 煙 絶 


(874) 


無一 ム 


え） ① 24  396 ② 24 167 
無 厭 apatikkQia  (無 厭 逆， 非違 逆） 41 160* 
無厭^^   asantuttha  (不喜 足 者， 不知 足） 21 

109,  110,  114， 115 
無 厭 想 apatikkQia- safimn  (無 厭 逆 想， 非違 

逆 想， 不違逆 想， 快の 想） 41 160* 
無緣 appaccaya     (不機嫌， 不興， 不忍， 不 

滿） 57  39 

無 緣座具 adasaka  nisidana  C 無 樓邊坐 具） 65 
(I)  44 

無緣法 appaccaya  dhamma  45  3,  282°,  363°; 

47  236,  257;  56 199 
無 汚 akammasa  (無 據， 無 瑕， 不雜 色） 10  57 
無^ ① amaySvin  (不 ；^, 不 f 狂者， 誑な く， 

無言 6, 不 虚妄） 19  214 ② asatha  (無 諮 者， 

不諂 者， 不奸， 不 幻僞， 不誑） 22 上 96*, 

224；  22 下 72 
無怨 avera  (無 惠， 無 t 经害， 恚 心なく， 德） 

11 上 199,  200,  241,  269,  271； 21 136* 
無 呵責 業 anavajja- kamma  (無罪 業） 40 

132*,  433 

無 呵責 力 anavajja  bala  (無罪 力） 41 102 
無 瑕 ① akamm お a  (無 樣， 無 汚， 不雜 色） 8 

325 ② acchidda  (無 斷， 無 隙， 無 穿， 不切 

斷） 10  57 

無 瑕の 食 anavajja- ahara 10 133，  135， 136 
無 過 ① akuppa  (不動） 3  545;  4 107* ② 
appatimamsa  4  370;  22 上 314 ③ anavajja 
(無罪， 無 瑕， PI 責 なき もの） 22 下 176, 
177,226 ④ Anavajja  〔經〕 22 下 176，  226 
無過慢 anatimana  22 下 131 
無價相 agghapada-lakkhana 1? 兄 文〕 37  284 
無我 ① anattan  3  23*;  5 146; 10  237,  238,  337; 
13 161*; 14  262*; 15  46，  264*; 17  473； 18 
226;  20  215，  408,  409;  22 上 113*；  23  60,218; 
25  240;  40  8,  88,  435*;  41 2,  5，  7*, 193*; 
42  75；  43  37;  44  41， 158,  195,  301,  305; 

46  83;  47 110;  64  324，  327,  339*, 354, 393 
〔觀 法〕 23  60;  25  240 ② Anat ほ 〔經〕 14 
33, 123; 15  4,6,8, 11, 46  (—）  （二 ） 14  309, 
310,314,318  (一）- （六） 16 上 342 ③ 

( 


Anattena  〔經〕 14  280 
無我 觀 anat ほ nupassanS  (無我 隨觀） 40 16， 

33,  41, 52,  75,  77,  >136, 159，  162*,  275,335， 

337，  380*,  413；  41 106,  107,  125*，  159，  198; 

62  91; 63 118  (= 空觀） 40  413 
無我 所 No  ca  me  siya  〔經〕 14  288,  327 
無我 隨觀 anat ほ nupassana  (無我 觀） 64  328， 

354，  405，  419,  420,  465，  484;  65(n)  82,84 
無我 相 ① anatta- lakkhapa  58  365;  64  360, 

375;  65(n)  82 ② anat ほ k^ra  43 163,  316； 

44  295 

無我 相經 Anattalakkhana  suttanta  28 174; 
60  4;  〔3  23;  9  253; 11 上 376; 11 下 387，  401; 
13 180,  361，  370; 14  77， 104°，  142,  151，  165， 
168,  172,  176,  186，  190,  198，  216,  233,  238， 
283,  285*; 15  40,  71, 75,  88， 138，  142,  164， 
170; 16 上 108;  44  301〕 

無我 想 anatta- safifiS  7  38;  8  331; 17  62; 19 
109;  20  217,  223,  263,  409;  22 上 349，  351°, 
354°;  22 下 274;  25  225;  42  293;  59 下 189; 
63 19 

〔無我の 譬喩〕 64  295 

無我 を 我な りと する 顚倒 anattani   at ほ ti 

vipallaso  64  84 
無戒 dussila  (惡 戒， 破戒， 無戒 者） 11 上 204; 

18 103，  104,  195，  328° 
無 戒惡法 dussila  papadhamma 18 161 
無戒， 壊戒者 dussila,    silavipanna 19  26， 

350 

〔無戒 沙門の 十德〕 59 下 82 
無戒者 dussila 19  26,  253,  350  〔五 過 患， 7 
46; 19  350 

無戒の 沙門 と 無戒の 在家の 問 Samai:iadussila- 
gihidussila-panho  59 下 82 

無害 ① avihimsS  (不 害， 不 殺生， 安全） 16 上 
396;  20  224 ② ahimsS  (不 害） 17  245 ③ 
abyabajjha  (無 瞋恚） 9  491; 10  20 ④ 
avyapajjha~abyabajjha  (無 目眞， MMM, 無 
瞋害. 無 損， 無 損害， 無 悩 害） 21 133，  136* 

無害 界 ① avihims さ- dhatu ② avihesa- dhatu 
〔三 善界の 一〕 ① 8  295;  46 108° ② 11 下 58 


① 無害 思 ② 無害 思惟 ③ 無害の 思 

avihimsa  samkappa  (不 害の 思惟， 無害 念 
= 無 害尋） 〔三 善 思の 一〕 ① 8  294 ② 11 下 
75 ③ 7  360 

無害 者 avihesavant 11 下 40,  41 

無害 尋 avihiihsa-vitakka  (無害の 考想， 圭 

覺= 無害 思） 〔三 善尋の 一〕 8  294; 11 下 133 
無害 想 avihimsa-sanna  r  =  &^^, 無 宝 思) 

〔三 善 想の 一〕 8  294; 11 上 35 
無害と 淸淨 avihimsa  ca  soceyyan  ca  8  292 
無害 念 avihimsa- samkappa  (無害 思， 無害 思 

惟， 不 害の 思惟 = 無 害尋） 11 上 35 
無害の 考想 avihiriisa- vitakka  (無害 尋， 不室 

覺=不 害の 思惟） 9  206* 

無害の 自體得 avy さ pajjha- a«abh§va- 
patilabha 11 下 44 

無害の 受 aby^Dajjha - vedana  9 148 

無 涯の智 見 atiraka- fiMadassana  8 170 

無蓋 agha  (痛， 罪， 禍） 16 下 387 

無蓋 心 vinivarana- citta  (離 障 心） 10 150 

無 角 kiHa  2  7 

無隔 asanthata 1 48* 

無 覺無觀 avitakka- avicSra  (無 尋辨 句） 13 
404，  405 

無挙 ① asekha 1 37;  2  342;  3 109,115; 16 上 
405°; 16 下 57*，  163; 17  96；  22 下 144;  34 
233;  46  24,  30，  42，  70 其 他； 47  5*,  29，  232, 
256,  360,  378°;  52 113*;  57  386*;  62  29;  64 
12;  65(n)  36  〔十 種〕 8  351 ② Asekha  〔經〕 
(一） （二）  22 下 144 

無學果 asekha-phala  52 131* 

無學 〔戒〕 asekha  62  30  » 

無 學增上 asekh5dhipati  52 133 

無學地 asekha-bhami 16 下 57*;  59 上 331; 
64 10 

無 學智論 AsekhafiSija- kathS  57  386 
無學人 asekha  puggala  〔三人の一〕 8  297 
無 學の慈 asekha  panna  〔三慧 の-^〕  g  298； 
17  359,  360 

無學 の慧蘊 asekha  pannakkhandha 12 166; 
17  481; 19 186;  22 上 226;  22 下 299;  23、  301 


無 學の戒 asekha- sHa 17  359,  360;  〔62  30〕 
無學 の戒蕴 asekha  silakkhandha 12 166; 

17  481; 19 186;  22 上 226;  22 下 299;  23  301 
無學の 解脱 蕴 asekha  vimuttikkhandha 12 

166; 19 186;  22 上 226 
無學の 解脱 知見 蕴 asekha  vimutti - 

nanakkhandha 12 166; 19 186;   22 上 226 
〔無學 の 五蘊ー 五分 法身〕 12 166 
〔無 學の十 法〕 （十 無學 法） 8  351,  381; 10  254； 

11 上 35;  22 下 144;  40  57;  42 115,  204;  43  358 
無學の 正解 脱 asekha  sammavimutti  〔十 無學 

法の一〕 8  352 
無 學の正 見 asekha  sammaditthi  〔十 無學法 

の 一〕 8  351 
無 學の正 語 asekha  sammavaca  〔十 無學 法の 

一〕 8  351 

無學の 正業 asekha  sammakammanta  〔十 無 

學 法の一〕 8  351 
無 學の正 思 asekha  sammasamkappa   〔十 無 

學 法の 一〕 8  351 
無 學の正 精進 asekha  sammavayama  〔十 無 

學 法の 一〕 8  352 
無學の 正定 asekha  sammasamadhi  〔十 無學 

法の 一〕 8  352 
無學 の正智 asekha  sammanana  〔十 無學 法の 

一〕 8  352 

無 學の正 念 asekha  sammasati  〔十 無學 法の 
一〕 8  352 

無 學の正 命 asekha  sammaajiva    〔十 無學法 

の 一〕 8  351 
無 學の定 asekha-samadhi 17  359,  360 
無學 の定蕴 asekha  samadhikkhandha 12 

166; 17  481； 19 186;  22 上 226;  22 下 299； 

23  301 

無 學の智 asekha- fiSija 14 133 

〔無學 の無學 たる 所以〕 16 下 57 

無學法 ① asekha  dhamma  45  2,  270°,  354°; 

52 113*,  387;  56 187，  353 ② asekhiya 

dhamma  〔十 種〕 22 下 144 
無 學牟尼 asekha- muni  42  83;  44 105;  49 128 
無堪任 akammaniya 17  6,  7 
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無 堪任品 Akammaniya-vagga 17  6 
無關心 ① majjhatta  59 下 320,  323 ② 

majjhattata  62  319，  320 ③ udasina  64 

401, 402 

無觀念 anSbhoga  (無 功 用， 不 思惟） 58 147, 
151 

無 願 appamhita  40  26,  80;  41 9， 13，  36;  45 

101*,  142*;  57  302*;  58  365 
無 願 果等至 appanihitaphala  samapatti  59 下 

191 

無願界 appanihita  dhatu  64  403 

無願觀 ① appanihita  vipassana  64  420 ② 
appapihi ほ mipassana  (無 願隨觀 ：） 40  33，  41, 
53，  75，  77, 136,  275,  336,  338，  381*;  62  91 

無 願 解脱 appanihita  vimokkha  〔三 解脱の 
一〕 1 154*；  2  40*；  40  372°,  405*,  421°；  64 
404,405,  411,  419；  65(11)  82,  85 

①無願 三昧 ②無願 三 摩 地 appanihita  samadhi 
(無 願定） 〔三 三昧の 一〕 0)1 154*;  2  41* ② 
17  495 

無 願 住 appanihita  vihara  40 151*, 159 
無 願正受 appa ひ ihi ほ samapatti  (無 願 等 至） 

1 154*；  2  41* 
無願定 appamhita  samSdhi  (無 願 三昧， 無 願 

三 摩 地） 〔三定 の 一〕 8  298;  59 下 196 
無 願隨觀 appanihitanupassana  (無 願 觀:） 64 

355,  465,  466°;  65(n)  82,  84 
無願禪 appai:iihita  jhana  (= 無 願定， 無 願 等 

至） 43 183；  44  254 

無願觸 appanihita-phassa 10  27; 15  449;  58 
15 

無 願 等 至 appapihi ほ samapatti  (無 願 正 受= 

無 願定） 40 151* 
無 希望 〔者〕 nir お a  (無 求， 欲な し） 47  364,  396° 
無 希望の 人 nirasa  puggala 17 175,  176， 177 
無 記 avyakata,  abyakata  4 140*;  5 178;  6 
268°*；  40  74, 104,  108，  113,  140，  141，  167, 
174,218；  41 24,  25, 183；  42  74，  335;  44  65, 
68;  47  201*,  229*；  49  47*;  58 121,  173*;  63 
257*  〔四 種〕 58  259  〔十 種〕 6  268°*;  9  285, 
287; 10  222,  312*； 14  339  345,  418*； 16 上 


120°； 16 下 335; 18  74;  22 上 249;  22 下 100， 
109，  113;  23 194;  40  205,  245;  42  94, 111, 
127,  245，  280;  43  58;  47  51, 106;  58  261; 59 
上 302  〔如来の 死後に 關 する もの〕 8 172;  20 
316,  317 

無 記 因 avySka は- hetu  (= 無 記 浪） 40  426*; 
45  278 

無 記 因 等 起 色 avyakatahetu  samutthana- 

rupa  50  472 
無記戒 avySkata- sila  40  74;  62  30 
無 記 根 avyakata- mula  (= 無 記 因） 45 137, 

171,  173；  48 上 5*， 15* 
無 記 根 f  R- 生の 法 avyakatamula-sanajata 

dhamma  48 上 15* 
〔無 記 根と 無 記法の 關係〕 48 上 5, 15 
無 記事 avyakata- vatthu  20  315，  316,  317 
無 記 色 avyakata- rupa  58  91* 
無 [I 己受 avyakata- vedana  57  55 
無 記 心 abySkata  citta  5  205,  349;  45 123; 

49  20;  〔64  36°] 
〔無 記 說が佛 に 排斥せられ たる 理由〕 13  326 
無 記 說相應 Avyakata - sarhyutta 16 上 99°, 

136 

無 記 答 avyakata  vissa j jana  50  467 
無 記法 avyakata  dhamma  43 148;  44 1, 113, 
123-174°,  248,  263°,  349°；  47  229；  48 上 
5*, 15*;  49  47*；  50  3*, 14* 其 他； 56 169*, 
346*;  59 上 25 〔如來 死後 有無 等〕 20  316,  317 
〔無 記法と 無 記 根との 關係〕 48 上 5， 15 
無 記 品 Avyakata- vagga  20  314 
無 記 論 Abyaka は- katha  58  259°,  425° 
無 喜 nippitika  21 236* 
無喜慧 appitika  panna  47  4，  24 
無 喜緣樂 nippitikarammana  sukha 17 128 
無喜定 nippitika  samadhi 11 下 206，  207;  62 
174 

無喜禪 nippitika  jhana  43 183;  44  253 

無 喜 法 appitika  dhamma  45 10,  326°,  388°; 

54  404；  56  207 
無喜樂 nippitika- sukha 17 127 
無 歸依者 asarani- bhiita  59 下 347 
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① 無 歸依所 ② 無 歸依處 asaraija ① 42  75;  43 
37;  44  24,  95, 158,  195;  59 下 3~17；  64  327, 
392，  400  d:  41 193* 

無 義說者 anattha-v^din  (無益 語 者） 17  329 

無愧 ① anottappa 16 上 139;  17  76,155,156, 
157;  20 187；  22 下 44*,  135;  43 141,  142, 
375;  45 12, 111°,  316，  334°;  47  52，  62,  63, 
81°,  101，  386=;  54  288*,  322,  331; 57 112*, 
119*,  176*,  208,  226,  271; 58  95*,  120,  192， 
300;  59 下 193;  62  413；  64  61°,  446,  449；  65 
(n) 11， 12,  63  〔定義〕 45 110，  111，  316; 47 
81， 386  (D  Anottapi  〔經〕 13  287 

①無愧 者 （D 無愧 〔者〕 anottapin,  anottappin 
(愧 無く） ① 9  68，  70,  73； 13  234*;  24  48 ② 
3 111; 8  330; 13  288°,  303,  304,  305; 15 
372*; 18  382,  399，  403; 19  4*， 155;  20  203, 
231,  232.  233;  21 9;  22 下 15， 17;  23  274;  47 
362，  386° 

無愧馘 amankubhuta  20  330,  331, 332 
無愧の 根本 三 Anottappamulaka-tini  〔經〕 13 
240 

無愧カ anot は ppa  bala  45 110' 
無 求 niras5  (無 希望， 欲な し） 44  83, 129， 
179 

無 救護所 ampa  (無 護） 42  75;  43  37;  44  24, 
95， 158,  195;  59 下 347;  64  326,  392，  400 

無窮の 輪廻 anamataggiya  63 153 

無 行 (D  asahkhara  64  33,  35,  36,  77 ② 
asarikharika  65(11) 1*,  46 

無 行 g    aparikkhamana 1 251*,  254°,  263*; 
5  369 

① 無行般 涅槃 ②無行 般涅樂 者 asariikh さ ra- 
parinibbayin  〔五不 還の一〕 8  316; 16 上 
253,  254; 16 下 69， 142，  185，  272; 17  382, 
384; 18  273，  274；  20  248，  250，  407;  22 下 11; 
40  261，  262;  47  361,382°,  473；  57 145,146, 
282，  283,  312，  352,  373;  58  70;  64  494 ② 16 
下 15*,  21; 20  320;  22 上 41 
無 功 用 an5bhoga  (無觀 念， 不 思惟） 47  2, 19 
無; S ① vigatQpakkilesa  9  33,  34，  212,  213, 
お 5*,  432，  433，  434.  481,  482,  483; 10  58, 


99,  371, 372 ② Vima ほ 〔尼〕 25  348 
無騎 vimala  (離 培） 21 305，  306 
無垢 白 石 pa^idukambala- Sim  (紅毛 石， 黃色 

石， 赤 黄の 毛氈 色 をした 石） 59 下 235;  60  45 
無 iStl 石 座 pandukambala-silasana  (黃 色の 

毛布に 包まれた る 石の 座， 黃 布に 覆 はれた 座 

石， 赤黃の 毛氈 色 をした 石 座） 34 177,  230 
無 苦 anigha  44  83， 129, 179 
無 苦沙、 門 samana  sukhumala  (柔軟 沙、 P ョ， 妙 

软 沙門） 19 180° 

無 家 無 屋の問 Aniketanalaya-panho  59 上 
389 

無數論 ① apawaka  (純 眞） 28  205,  210，  218, 
219 ② appapanca 18  284 ③ nippapancaCil 
障礙， 戲論滅 せる， 離 敷 論） 16 上 91; 20 
200;  21 110,  114，  115，  118,  292;  63 131 ④ 
Nippapanca  〔經〕 16 上 91 

無 數論經 Apapijaka- suttanta  (純 眞經） 10 
183° 

無 敖論道 ① apaiiiijaka- magga 18 132， 133 
(D  apannaka  patipada  (〜次次 項） 28  219 

無戲 論に 達する の 道 nippapancagami  magga 
16 上 91 

無数 論の 道 apannakata  -  patipada  (〜前前 項) 

17 184, 185  ' 
無戲 論法 apannaka- dhamma 10 184* 

①無數 論 本 生物 語 ②無戲 論 本 生 〔經〕 

Apannaka- jataka  (― ) ① 28  2，  205 つ 34 

261 ② 65(  I  )  38 
無 戲論品 Apai:!;iaka-vagga 18 132;  28  205。 
無 繁 念修習 apapidh さ ya  bhavana 16 上 377° 
無繁羼 apariySpanna  (不 繁， 非 所攝， 無所愿 

= 出世間） 58  202,  262,  263，  365 
無 繁屬論 Apariyapanna-katha  58  262°,  26ふ 
無 悔恨 avippatisSra  (不 悔， 無 追悔） 5  280 
①無悔 除 犯 ②無悔 除 罪 appatikamm ゆ atti (無 

傲 罪， 無 傲 除 罪） ① 17  30,  31 ② 22 上 312 
無礙 ① bhujissa  (自由） 11 上 327 ② 

vinnuppasattha 10  57 
無礙解 patisambhida  (無礙 辯， 解說） 17  35， 

67; 19 157,  166;  23 13;  27  304;  41 246;  44 
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291,  349；  57  394，  395;  59 上 35,  41,52, 160, 
236;  59 下 208，  213,  217;  60  25,  32;  63  96, 
305，  312,  314,  324;  64 167,  495 
無礙解 Patisambhida  magga  (無 礙解 〔道〕， 
無礙辯 道經） 〔小 部經の 一〕 40 1°;  41 1°;  64 
405,  423 

無礙解 〔道〕 Patisambhida  〔- magga〕 （〜前項） 
62 14，  24，  27,  30，  83，  90,  411； 63  84,85,86, 
87,  94, 102,  115,  116,  137,  161,  165,  315， 
322,  323，  328,  343 
無 礙解ズ />別 Patisambhida  vibhaiiga  46  422° 
無礙解 ®    patisambhida  ratana  59 下 199 
無 礙解論 Patisambhida  katha  41 74°;  57 
394° 

〔無 礙解を 得る 人〕 41 146* 

無礙智 ① anavarana-nana  (無 障智） 28 166 

(D  appatihata-nana  41 138 
無礙辯 ① patibhSna  (應 辯， 辯， 辯ォ） 25 

322 ② patisambhida  (無礙 解， 解說） 28 

354;  34 146;  65(  I  )  3， 10,  45，  66 
無礙 辯道經 PatisambhidS-magga (無礙 解 道） 

〔小 部經の 一〕 65(  I)  24 
無形 ① animitta    (無 相， 無 因 相） 1217® 

arupa  (無色） 6  279* ③ ariipin  (無色， 無色 

者， 非 有色） 6  267 
無 計量 appameyya  (無限 者） 47  365，  409° 
無 敬 agSrava  (不 恭敬， 不敬， 不 尊重） 19 

10*，  20,  21 

無 隙 acchidda  (無 斷， 無 瑕， 無 穿， 不 切斷） 
11 上 327 

(D 無 1& 者 ② 無月 水 女 alohi ほ ① 1 217 ② 4 
403 

無缺 akha ひづ a  (無 壞， 不 毁壞） 10  57; 11 上 327 
無 見 ① anidassana    (不可 見， 無譬） 46 19， 

72,  84    (2)  adassana 14  422  (H)  Adassana 

〔經〕 （一) 一 （五） 14  422 
無 見有對 anidassana-sappatigha  46  89， 109, 

110；  47  235,  246,  256*;  52  352*;  64  28 
無 見 有對色 anidassana-sappatigha  rupa  〔三 

色聚の 一〕 8  297 
無 見 有對法 anidassana-sappatigha  dhamma 


45  3,  275°；  359°;  47  256;  52  352*;  56 193， 
356 

無 見 色 anidassana  rupa  C 不可 見 色) 57  54; 
65(n)  54 

無 見 法 anidassana  dhamma   45  3,  282°, 

364°;  47  236;  53 106*;  56 199,  359 
無 見無對 anidassana  appatigha  46  85,  86, 

89， 111,  112;  47  235;  52  352*;  64  28 
無 見無對 色 anidassana  appatigha  rupa  〔三 

色聚の 一〕 8  297 
無 見 無對法 anidassana  appatigha  dhamma 

44  3,  276°,  360°;  52  352*;  56 193，  356 
無堅實 asSra  (不 堅實， 不實， 非 精髓） 44  305 
無 間 anantara  5  371 

無間緣 anantara  paccaya    〔二十 四緣の 一〕 
5  294*;  50 1， 3°, 18*,  151，  341°,  368°;  51 
2*,  21, 49，  86， 136,  268;  52  6*,  43*,  97*, 
134* 其 他； 53  3*, 14,50,73,  89 其 他； 54 12, 
33,  57,  76 其 他； 55  3*;  57  399;  58  264,267; 
64 100,  180，  183°,  194;  65(n)  71 
無 間 緣廣說 anantarapaccaya  niddesa  50  368 
無 間緣論 Anantarapaccaya  katha  58  247° 
無 間 業 anantarika  kamma,  anantariya- 
kamma    (= 逆 罪） 4  297;  20  211; 50  488, 
489;  58  221，  224;  62  351 〔五 種〕 5  219;  45 
271, 329 

無 間 〔業〕 SnaiUariya  (無 間 罪， 障 罪） 27  213; 

28  94;  63  409; 〔17  38;  20  207,  212;  47  45〕 

〔六 種〕 〔11 下 61〕 
無 間 〔業〕 計 畫者論 Anantara- payutta- katha 

58  221° 

無 間 罪 anan は rika  (無 間 業， 障 罪） 3  559 
無 間 三 f 拿: 地の 智 anantarika  samadhismim 

nanam  40  6, 154° 
① 無間地獄 ②無間 〔地獄〕 Avici- niraya,  Avici 
(阿 鼻 地獄） ① 4  311; 27 110;  29  208;  31 
209,  374，  423;  33  52,  62,  63，  354,  357，  421; 
40 138;  45  328;  46 107;  47 187;  59 上 11， 
162；  59 下 195，  225,  245;  64  98 ② 17  259； 
28  94, 150，  151; 32  46;  35  353;  36  52;  39 
52;  41 270；  58  435 
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無 間 省略 Anantara-peyyala  5 156, 171 
無間定 SnaiUarika- samadhi  (無 間 三 摩 地， 不 

斷の 三昧） 24  82 
① 無 間 親 依 止 ② 無 間 親 依 anan は riipanissaya 
① 50 162°*,  344°,  377*,  408,494,  506* 其 他； 
51 25*,  91*,  142*,  295*，  365*,  415*,  434; 
52  46*，  93*，  136*  185*,  212* 其 他； 53 15， 
16，  52,  91， 115 其 他； 54 12,  34，  57,  76 其 他； 
55  3* ② 64 185，  186°,  194;  65(n)  72,  73 
無 間心定 anantarika  ceto-samadhi  8  358 
無 間 斷の老 avici-jara  64  26 
無 [13  〔道 定〕 anantariyaC-magga-samadhi) 18 

263，  264 
無' i' 堅 Amacchari  〔經〕 15  377 
無限 者 appameyya  (無 計量） 11 下 72 
無限 勝者 ananta-jina  9  307 
無限の 慈 |g 'ひ aparimana-metta  23 15 
①無眼 ②無眼 子 acakkhuka  (〜無 目） ① 10 

353 ② 6  273 
無 護 at ほ na  (無 救護所） 11 上 89，  93;  41 193* 
無幸處 apaya  (惡 趣， 惡處， 惡生， 惡道， 墮 
地獄， 離 去處， 苦界， 苦處） 8  314; 11 下 64, 
65，  210，  218，  231,  276,  277,  286； 17 12,  42*, 
46,  72,  84*,  438,  442，  443,464； 18 149,150, 
217,  369,  371; 19  295,  297,  349*；  23  256, 
290，  311，  325，  326;  47  47,  48，  58， 115，  436， 
437,  450 

無 傲慢 者 appagabbha  (謙虚） 20  203 

無 恨 Anupanahi  〔經〕 15  376 

無 恨 〔者〕 anupanahin  (恨な き， 不恨 〔者〕） 8 

60; 13  304,  305;  22 下 16， 18 

無根 ① amiila  3  305 ② amQlaka 1 275;  2 
234* 

無根 ft 殘 amiilaka  sariighadisesa  〔第 八 僧殘〕 

1 280；  5  38,  70 
〔無根の jf- 謗〕 29  350 

M't-ii'i&MMUi   amulaka  parajika  dhamma 
1 274;  5 10，  55 

無 作 見 akiriya  di は hi  64  282,  360 

無 作 >^   akiriya  vada  (無 作用 論者， 無 所作 論 

者， 非 作業 論者） 57 189  ^ 


〔無 作用 論 = 因果 撥 無〕 6  80°; 10 188°,  361°; 

14  331; 16 上 67° 
①無 作用 論者 ②無作 論者 akiriya-vSda  (無 作 

說， 無 所作 論者， 非 作業 論者） ① 10 191 ② 

11 下 82 

無鎖鑰 niraggala  (無 遮會, 無 障礙， 問） 18  77 
無災 ① anitika 16 上 93 ② Anitika  (無 抂） 

〔經〕 16 上 93 
無災に 達する の 道 anitikagami -magga 16 上 

93 

無災法 ① anitika- dhamma 16 上 94 ② 
Anitika  dhamma  〔經〕 16 上 93 

無災 法に 達す る の 道 anitikadhammagami- 
magga 16 上 94 

無 債 ananya  6 109 

無 債 者 ana]:ia  (債な き 人） 9  303 

無 債の 樂 anana-sukha 18 120° 

無罪 ① anavajja  (無 過， 無 瑕， 訶 貴な きも 
の） 11 上 154，  155; 17 159，  484,486; 18  48, 
49,238,239,  415，  441; 47  366,419°;  58  374; 
59 上 364,  365 ② anavajja ほ 62  61， 62 ③ 
anupavajja  20  333  @  anapatti  (無 犯, 不 
犯， 非 罪， 非 罪過） 3  202;  4 137,  313;  5 196, 
276; 17 136;  22 上 312 ⑤ anapattika  3  301 

無罪 語 表 vacivinnatti  anavajja  59 上 367 

無罪 業 anavajja- kamma  (無 呵責 業） 43  92 

無罪 受用者 anavajja-bhogin  44  430° 

① 無罪 十五 事 ② 無罪 十五 事 品 AnSpatti- 
pannarasaka ① 3  230 ② 3  295 

無罪 身 表 kayavinfiatti  anavajja  59 上 365 

無罪 制 anavajja-pannatti  5 196 

〔無罪の 條件〕 1 52,  89， 130,  167,  195,  210, 
218,  225,  242,  261,  266,  279，  286，  293,  298, 
302,  313,  333,  341，  346,  350，  354,  359,  362， 
366,  370,  377，  382 其 他 

無罪の 樂 anavajja- sukha 18 120° 

無罪 力 anavajja- bala   (無呵 貴 力） 18  249, 
250;  22 上 19° 

無 散逸 avisSra  40  26,  80;  41 36 

無散亂 avikkhepa  (不 散亂, 専念- 定） 40  26, 
33,  40,51, 80, 156,  166*,  179*,  265*;  41 36, 
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43， 101*,  117*，  182* 

無 散 亂淸淨 (D  avikkhepa-parisuddha   40  3, 
154°  (2)  avikkhepa  -parisuddhi  40  76,  78 

①無殘 罪 ②無殘 犯 anavasesa  apatti ① 5 
196，  250，  276;  22 上 312 ② 17  30,  31 

無漸 ahirika  (無惭 者， 慚 無く）  3 111; 8  330； 
13  303,  304,  305; 15  372*; 16 上 139; 17  76; 
18  382,  399，  403; 19  4*, 155;  20 187,  203, 
231，  232,  233;  21 9;  22 下 15， 17,  44*，  135; 
43 141,  142，  375;  45 12， 111°,  316,  333°; 47 
53，  62，  63，  81°,  100,  362,  386°；  54  288*, 
321,  322;  57 112,  119,  176，  208,  226,  271； 
58  95*，  120，  300;  59 下 193;  62  413;  64  61°, 
446,  449；  65  (11) 11, 12,  63  〔定義〕 45 110, 
111,  136;  47  81, 386 

無慚者 ① ahirika  (無 慚， 慚 無く）  9  68，  70， 
73； 13  234*;  24  48 ② alajjin  (無恥 者， 無恥 
漢:） 2  447，  474 
無慚 と無愧 ahirikan  ca  anottappan  ca  8 

291； 17 131,  155,  156,  157,  23  282 
無慚の 根本 四 AhirikamQlaka-cat ほ ro  〔經〕 
13  239 

無慚力 ahirika-bala  45 110° 

①無傲 罪 ②無徵 除 罪 appatikamma- さ patti 

(無悔 除 罪， 無悔除 犯） ① 5  355 ② 5 196 
無 子 者 aputtaka 1 27* 
無死 accuta  (不死 ）42  29, 124,137,194,  241, 

307,309;  43  85,274;  44  89， 126,  204，  236，  257 
無死の 句 accuta  pada  (= 涅槃） 65  (II)  50 
無 伺 avic§ra   46  26,  37,  51， 63，  80 其 他 
無 {^-] 慧 avicara  panna  47  4,  24 
無 伺 法 avicara  dhamma  45 10,  326°,  388°; 

47  244;  56  207 
無私 心 Alinacitta  〔王子〕 30  35,  37，  38 
無私 心 本 生物 語 Alinacitta- jStaka  (— 五六） 

30  30° 

無剌箭 vita- salla 15 106, 109 
無始 anamatagga 13  261*,  373*; 14  234， 
236 

無始 〔終〕 Anamataggiya,  Anamatagga 
〔經〕 60  59,  92，  232,  258 


無始 相應 Anamatagga-samyutta 13  261° 
jig 始の 輪廻 anamatagga  samsara  44  33;  64 

89，  256,  461 
無始 流 轉の敎 Anamatagga-pariyaya  65  (  I  ) 
. 84, 102 

無 思 acetana  63  257* 
無 師範 anScariyaka 15  216,  218,  219 
無 自在 avasavattana  44  305 
無兒女 vafijha  (不妊 女， 石 女） 1 138 
無事 avatthu  3  203，  301 
無 時 的 ak^ika  (不時， 非 時， 卽 時に 〔果〕 あ 
る ） 62  427 

無 慈 pharusa  (麁， 麕惡， 鱷跑， 鹿 暴， 粗暴） 
2  349 

無色 arQpin  (無色 者， 非 有色， 無形） 6  43, 
45，  47;  7 15*;  8 137,  179，  180; 11 上 298*; 
16 上 136，  214,  346; 18  62; 19  46;  22 上 235; 
23  340 

無色 愛 arQpa- taphS  〔三 愛の 一〕 8  295;  47 
92° 

無色 有 arQpa- bhava  (無色 界， 無色の 存在） 
〔三 有の 一〕 7  4;  8  295; 17  365,367;  22 上 
79,  82;  42 12，  67，  68,  72,  76, 199，  288,307, 
342;  43  48，  96, 177，  178,  325;  44 109,  128， 
146，  153,  211,  221,  319,  323,  405,  406;  46 
182;  47  227,  254*;  49  53*,  82*,  113*,  198*， 
238*,  293*，  441* 其 他； 50  359;  58  65,68,81， 
87,  88;  59 下 68;  63 122;  64  218,  228,  229, 
259, 322 

無色 〔有〕 arQpa  (無形 ） 48 上 36*，  56*,  107*， 
199*，  315*,  351*，  381* 

〔無色 有の 結 生の 場合〕 64  241 

〔無色 有の 轉 起の 場合〕 64  241 

無色 緣樂 aruparammana  sukha 17  28 

無色 我 ArQpi  at ほ 〔經〕 14  351 

無色 界 ① arQpa- dhStu  〔三界の 一〕 8  295; 11 
下 59; 17  365,  367;  23  295;  40 12，  226;  43 
177,  325;  47 166°;  48 下 1*,  80*,  157*,  224* 
296*，  368*;  57  41， 42;  58  80，  81， 256，  258, 
259，  306*,  407;  64  322    〔定義〕 45  328;  47 
188 ② arap5vacara  (無色 廛， 無色 界繁） 42 


(881) 


ム 一 無 


2, 12，  41， 72,  76, 163，  199,  288,  307,  342; 
44  38,  80， 109,  113,  146,  152,  166，  211，  221, 
248,  319,  323 其 他； 47  245,  261*，  414;  57 
324,  327;  58  57，  220;  62 176，  395,  396;  63 
206,  375,  377,  419，  422,  424,  425;  64  7,  34， 
61， 77, 144，  208  (S)  arupa  bhava  (無色 有， 
無色の 存在） 28 116  @  aruppa 10 197,198; 
29  282 

〔無色 界異 熟〕 （無色 界繁異 熟） 64  39° 

無色 界異 熟' Ci ヽ arQpavacara- vipaka- citta  65 

(II)  6;  [45 138;  46  252,  433〕 
無色 界 有色 論 Aruppe  rupa  katha  58  87° 
無色 界繁 arQpavacara  ( 無色 界， 無色' :1) 50 

360*；  54  481*;  58  202,  306* 
無色 界繁異 熟 arQpavacara  vipaka  (無色 界異 

熟） 50  363,  364,  370，  373*，  477* 其 他 
無色 界嚴異 熟 因 arQpavacara  vipakahetu  50 

361 

無色 界繁善 ariipSvacara- kusala  (無色 界善， 
無色 廛善） 50  363,  364，  370,  477* 其 他 

無色 界繁善 因 arQpavacara  kusalahetu  50 
361 

無色 界懇ニ 法 ArCipavacara-duka  54  481°, 

517，  521*;  56  208 
無色 界 II 二 法 善 三 法 arupavacaraduka 

kusalattika  55  261 
無色 界！ 法 arQpavacara  dhamma    (無色 臺 

法） 54  481*;  56  209，  371 
〔無色 界!！ 8 法 等の 緣關 係〕 54  481 
無色 界 1!^ ま 唯 作 arQpavacara  kiriya   50  363, 

364,  371,  374*,  478 其 他 
無色 界結生 arQpavacara- patisandhi  65(11) 

41, 42  » 
無色 界定 ®  arQpavacara  samadhi  62 180  © 

arQpavacara -samapatti  (無色 界の等 至〜 無 

色定) 42 148 
無色 〔界 定〕 さ ruppa  24  287 
無色 界善 arQpavacara  kusala  (無色 界繁 善， 

無色 lii 善） 58  57,  58  〔業〕 65(11)  44，  45 
無色 界善心 arQpavacara  kusala  citta  65(11) 

6;  .〔45  79  80;  46  242,  426;  64  34°) 


無色 界地 arOpavacara- bhami  (無色 廛地） 65 

(II)  36,  40，  41 
無色 界天 ariipino  deva  (〜無色 天） 41 233 

〔壽 量〕 17  440 
〔無色 界と諸 法〕 47 166°,  171° 
〔無色 界に色 あ り〕 58  87 
〔無色 界の 定義〕 45  328;  47 188 
無色 界の等 至 arQpavacara- samapatti  (無色 

界定） 47  414 
無色 界唯作 ヽ arupavacara-kiriya-citta  65 

(11)  6;  〔45 172;  46  251,  437〕 
〔無色 界ょ り の 結 生〕 64  216 
無色 界論 Arupadhatu-katha  58  80° 
無色 者 arQpin  (無色， 非 有色， 無形） 15  314, 

315;  42  55, 119,  120,  143, 167，  206,  322,  376; 

44 169, 172 
無色 生の 道 arupupapattiya  maggo  45  79*, 

138;  46  242,  252,  262,  266,  379*,  426,  433 
無色 定 arupa  samapatti  (〜無色 界定) 43 

43，  45  〔下 三〕 22 下 327，  351 〔次第 勝 妙〕 63 

230  〔所緣 の 超越〕 63  229 
無色 身 天 arupakayika  deva  59 下 170, 171 
無色 想 arQpa  safifiin  8  340,  341 
無色 天 arQpa  (無色〜 無色 界天） 12  224,  226 
無色 廛 arQpavacara  (無色 界， 無色 界整） 40 

141°,  167,  174,  218,  425*;  41 164,  183;  45 

174,  263*,  350*;  46 19,22,32*,  44*,  58*,  61*, 

66* 其 他； 47  4， 188°;  48 上 108,  115*,  200*, 

405*;  49 199*,  240*，  295*,  343*,  445* 其 他 
M^BM   arQpavacara  panna  OM&WM)  47 

4, 10,25,33 

無色 塵 善 ariipavacara -kusala  (無色 界善， 無 

色界盤 善） 45  79 
無色 廛善法 arQpavacara  kusala  dhamma 

(無色 界善 法） 40  46,  80 
無色 藤 地 arQpavacara.  bhumi  (無色 界地 ) 40 

138° 

無色に i4 法 arQpavacara  dhamma  (無色 界法) 

45 10,  328°,  391° 
無色 貪 arQpa- rSga  8  313;  40 116,  119，  120, 

319,  441; 41 5，  67,  72;  42  39， 147，  213;  43 
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138，  403;  57 146,283,  381; 58  256，  258,  259, 
307* 

〔無色 貪 は 無色 界繁屬 なり〕 58  309 
〔無色 貪 は 無色 界に 附隨し 無色 界緊屬 なり〕 58 
258 

無色の 解釋 Aruppa  niddesa  63  203° 
無色の 存在 ariipa  bhava  (無色 有， 無色 界） 
10 15 

無色の 命根 arupa-jivitindriya  46 162° 
無色 法 arQpin  dhamma  (非 有色 法） 45  4, 

283°,  364°;  47  236,  257 
無色 無病の 我 あ り artipi  at ほ hoti  arogo 14 

351 

無色 論 Aruppa- katha  58 12° 

① 無識 ② 無 識者 asaficicca  (不知 者'， 無意 

者） ① 2  346,  561 ② 2 197,  302* 
無食樂 niramisa  (無味， 無 染污， 非 物質的， 

精神的， 離 財） 15  363 
無 食 樂の喜 niramis5  piti  (離 財の 喜） 15  364, 

365 

無食樂 〔の 解脱〕 nirSmisa  [vimokkha) 15  366 
無 食 樂の捨 niramisa  upekkha  (= 非 物質的 不 

苦不 樂受） 15  366 
無疾 appStaAka ほ （少 悩， 少疾， 健康， 息災） 

10  296*; 11 上 123 
無嫉 (D  anissayana  63 184 ② Anissuki  〔經〕 

15  377 

無實 abhiita  (非 實， 不實， 不眞， 虚誕， 僞， 

虛言） 13  47*,  55*,  59* 
無遮會 ① niragga!a ② niraggala  (無 障礙， 

無 鎖鑰， 閂） ① 21 3 ② 24 112,  530 
無 積 集 行 apacaya  gamin  (損 減， 損 行， 減滅 

趣， 非 積 集 行， 能 趣 分散， 還滅） 47  232 
無 主 ① anabhissara 11— ヒ 89,  93 ② assamika 

1 251; 3  269 
無 取 ① anup^ お a  (無 取 著， 無 執著） 10  200; 

59 上 62，  64,  99, 100  (DAnupadaya  〔經〕 16 

上 187 

無 取 著 ① anupada  (執 取な く  ， 不取 著） 9  270 

② anup 狙 ana  (無 取， 無 執著） 11 上 345 
無 取 著 解脱 anupada-vimutta 13  375 


①無取 著般? 呈槃 ②無 取涅樂 ③無 取般? 呈紫 
anupada  parinibbana  CM^'l^^, 無 餘般ぇ 毛 
樂） ① 5  280;  9  270; 15  77;  62  28 ② 57  66, 
68*;  58  59， 194,  195;  59 上 62 ③ 16 上 188; 
17  67;  22 上 294 

無 取 i 圼槃 ① anupadisesa「nibbana〕 （無 餘' ；呈 
槃） 60 103 ②〜 前項 

無種蕉 moca  (バナナ） 43 180 

無 受用者 nibbhoga  (快 樂を缺 く もの） 21 32 

無 執著 ① anajjhosana 10  200 ② anissita 
(無 依， 無 依 者， 不依 止） 13  414，  415 ③ 
anupadana  (無 取， 無 取 著） 1 30;  〔23  92, 
96, 104，  105〕 

〔無 執著の 教訓〕 23  95° 

無 執 取 〔戒〕 aparSmattha  (無傷 觸， 不 '|' 昏昧） 
62  29 

無 執 取 遍淨戒 aparamattha-parisuddhi  sila 

(不' I' 昏昧淸 淨戒） 62  84，  88° 
無執受 anupSdinna  (非已 取， 非 執受， 無 生 

物) 63  279*,  343，  348;  64  289,  333 
^！執受有取法 anupaainnupadaniya  dhamma 

(非 已取所 取 法， 非 已取順 取 法） 47  230 
無 執受法 anupadinna  dhamma  (I 一已 取 法， 

非執受 法） 47  242 其 他 
M^'^M^' &  anupadinnanupadaniya 
- dhamma  (非 已取非 所 取 法, 非 已取非 順 取 法） 

47  230 

無 執' [：、 viratta- citta 15 120, 121 

無 十の 事 niddasa- vatthu     (無 過失 事 〜殊妙 

事） 20  250,  280,  282 
無 十の 比丘 niddasa  bhikkhu    20  278,  279, 

281 

無所畏 ① visarada  (無 畏， 無畏 者） 6  251, 
252 ② vesarajja  (無 畏） 9 117，  118，  406; 10 
150,  323，  324,  338;  20  333,  334;  59 下 208， 
217 ③ Visaracm  〔經〕 15  380,  386 

無 所有 ① akmcana  (無一物， 無 所有者） 24 
63;  44 138，  214  ©  akincanna  24  404,  405, 
423;  44 1， 158*，284  @asanU  (不 眞， 不實， 
不正， 虚妄） 24  333 ④ Aldficafifia  〔經〕 15 
•  412 
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無 所有者 aldficana  (無 所有， 無一物） 44 124 
無 序 予有處 ① akincannayatana   8  303,  332, 
344;  9  2; 11 上 299，  342,  343; 11 下 117; 14 
384; 15  412; 19  281; 20  284;  21 248，  249, 
319,  323;  22 上 78，  292;  45  79， 139，  173;  46 
375°;  47 191;  65(11)  5,  6  〔想の 最上〕 19 
281 〔外道 說〕 6  51 〔ァ一 ラー ラ （ill の〕 9  295, 
416  〔心 心 所〕 11 下 5 ② Akificafifia  〔|2〕 14 
384 

〔無 所有 處我〕 47 126 

無 所有 處界 Skificafifiayatana  dhatu  〔七界 の 

一〕 13  222* 
無 所有 處業處 akincannayatana- 

kammatthana  63  218°*  〔修習 法〕 63  218 

〔聖典の 句義〕 63  219 
無 所有 處定 akincannayatana  samapatti  29 

282 

無 所有 處善 akincannayatana  kusala  50 

144*;  51 81， 82, 134;  52  92 
MPfi^^W.    akincannayatana  sanna  111： 

343，  345; 11 下 123* 
無 所有 it.t! 〔者〕 akincannayatana-sannin  22 

上 206*;  22 下 288*，  339* 
無 所有 處天 akincaiinayatanupaga  deva 10 

8  '〔裔 量〕 17  441 
無 所有 處 と 恨 行す る 想， 作意 Skificafifi さ ya1:ana - 

sahagata  sanna  manasikara  22 上 104，  105, 

15.1 

無 所有 處 （こ, l> を IS  く    akificaiifiadhimutta 11 

上 331 

〔無 所有 處の心 心 所〕 11 下 5 

無 所有 處 llfi 作 akincannayatana  kiriya  50 

147;  51 83;  52  93;  53 11 » 
無所有6^し禾(]^^行12  akincannayatana- 

sappaya  patipada 11 上 342,  345 
無 所有 心 解脱 akificafifia  cetovimutti 10  20°; 

15  450,  451°,  452 
無 序? 有の 行 akincanfia  patipada 18  310 
無 所緣法 anarammana  dhamma  (^き 所緣 法） 

47  239,  258;  54 1*;  56  204,  363 
無 戸 万作 論者 akiriya  vada  (無 作用, 倫 者， 無 作 


論者， 無 作說， 非 作業 論者） 14 115; 18  58 
無所屬 apariy お anna  (不 繁， 無 繁屬， 非 所 

攝= 出世間） 46 19，  22,  32*,  44*,  58*,  61*, 

66* 其 他； 47  4, 168°,  188° 
MP)fM*M    apariyapanna  panna  (= 出世間 慧:） 

47  4， 10，  25，  33 
無 所得 nikkarana  24  24 
無處生 na  kutoci  jatam  64  29 
無處品 Atthana  vagga 17  38 
無生智 anuppade  nanarh  8  293,  360;  40  35, 

123,  295;  41 45，  91， 166;  45 14，  344° 
無样 alakkhika  (〜不運） 11 上 6 
無傷 觸 aparamattha  (無 執 取， 不' | 昏昧） 10  57 
無障礙 ① nippapafica  (無戲 論， 戲論滅 せる， 

離戲 論） 59 下 40* ② mragga!a  (無 遮會， 無 

鎖綸， 問） 12 131 
無 障 礙の問 Nippapafica  panho  59 下 39 
無障智 anavarana  nana  (無 礙智: ） 40  5， 

216。*;  41 87;  44  273 
無上 ① anuttara  7  345;  46  26,  37，  52,  63，  81 

其 他 ② anuttariya  〔三種〕 8  293  〔六 種〕 8 

329;  20  8，  62°,  229 
① 無上 安穩② 無上の 安穩 anuttara 

yogakkhema ① 9 185*,  294*,  310; 10 

101*，  112;  22 下 324* ② 16 下 64;  25 116 
無上 醫師の 問 Anuttara  bhisakka  panho  59 

上 402 

無上 士   anuuara  (無上 者， 最上 者） 〔如 來十號 

の 一〕 1 2;  3  64;  6  75;  9  321,  464; 11 上 49 
無上 士調御 丈夫 anuttara 

purisadammasarathi  62  409 
無上 者 anut は ra  (無上 士， 最上 者） 59 上 145， 

146  〔如 來十號 の 一〕 6  217;  7  58; 11 下 137; 

62  407° 

無上 寂靜 i5 上 道 anuttara  santivara-pada  9 
420 

① 無上 正 等^ ② 無上 正 等正覺 anuttara 
sammasambodhi  (無上 等 正覺， 無上の 等覺） 
① 8 171; 21 246,  262;  43  321,  323;  44  280, 
329，  354 ② 1 6 

無上 心 anuttara- citta  9  96， 112;  49  20 


'(884) 
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無上 戰勝 Anuttara- sariigama- vijaya  〔經〕 
① （=梵 網經） 6  68 ② （= 多 界經） 11 下 65 

① 無上 等正覺 ② 無上の 等覺 ③ 無上の 等正覺 
anuttara  sammasambodhi  (無上 正 等覺， 無 
上 正 等 正覺） ① 7  78,115， 118 ② 23  224 ③ 
38  413 

無上 〔の 心〕 anut は ra  63  377 

無上 福 田 anuttara  punnakkhetta 10  254; 19 

185，  186;  24 174 
無上 法 anuttara  dhamma  45 11, 329°,  392°; 

47  245;  56  210,  372 
無上 法 輪 anuttara  dhaaima-cakka    7 124, 

125; 17  33 
無上 品 Anuttariya-vagga  20  42 
無上 梵行 anuttara  brahmacariya  8  69; 11 上 

139;  23  211 

無定 asamahita  (不定， 不定 者， 亂意 者， 不 
寂靜 者， 安靜 ならず， 未 得定） 7  345 

無常 ① anicca  3  24,  25;  5 146;  6  20*，  113, 
114,  249;  7 19;  8 175*; 10  221,  237,  238, 
337，  338; 11 上 20，  21, 340,  376; 11 下 387*, 
401*; 13  37，  38, 161*; 14  38,39, 155*,  262*； 
15  46, 111*,  207,  209; 17  472; 18  226;  20 
214,  406*;  22 上 113*，  321; 25  225;  40  8,61, 
88,  435*;  41 2，  5,  7*, 193*;  43  37;  46  83; 
47 110;  57  83,  85, 163*;  64 155，  156,  323*, 
338*,  353.  354，  392 ② asassata  57  39 ③ 
ittara  (暫時） 25 14    g)  Aniccam  〔經〕 14 
32， 120; 15 1, 4，  7,  9，  46,  333    ©  Anicca 
〔經〕 （一） （二） 14  308,314,317  (一) 一 (六） 
16 上 341 ⑥ Aniccena  〔經〕 （一） 一 （三） 14 
278-279 ⑦ Anicca ほ 〔經〕 （一） （二） 14  70， 
71 

無常 觀 ① aniccSnupassana  (無常 隨觀） 40 
16,33，  40,  52,  75,  77, 135,  159，  162*,  275, 
335,337,  380*;  41 106,  107,  125*,  159,  198; 
62  91; 63 118，   119,  311 ② anicca- safifia 
(無常 想） 23 143;  25  413 

無常 〔觀〕 anicca  23  60;  25  240;  28  352 

〔無常観 一 無明〕 23  332 

無常 觀 〔者〕 aniccSnupassin    (無常の 觀者） 23 


332  - 

無常 苦 想 anicce    dukkha  safifia    (無常 者 苦 
想， 無常に 於て 苦 想， 無常 卽苦 想） 8  322， 
330; 16 上 342; 19 117,388;  20  74,229,292, 
298°,  410;  22 上 53,  349;  22 下 274 
〔無常 • 苦 • 無我と 三 解脱 門〕 40  405,  414* 
〔無常 • 苦 • 無我の 諸 譬喩〕 64  83,  361,  381, 
385，  399 

〔無常 fg〕  7 146,  201; 12  268; 13  283;  26 116， 

462;  27 133;  29  260 
無常 者 苦 想 anicce    dukkha-sanna    (無常 苦 

想， 無常に 於て 苦 想， 無常 卽苦 想） 〔十 想の 
一〕 8  380 

無常 性 anicca ほ 9  330; 11 下 299*; 14  81, 82; 

58 195,  196;  63 119 
無常 性 （想） Anicca ほ or  Sanna  〔經〕 14  242 
無常 性 論 Anicca ほ- katha  58 195° 
無常 隨觀 anicc さ mipassanS  (無常 觀） 64  328°, 

354,  404，  405,  419,  420,  445,  465,  484;  65 

(II)  82,  84 

無常 相 ① anicca- lakkhaija  64  360,  375;  65 
(II)  82 ② aniccm(5ra  43 163，  316;  44  295 

無常 想 anicca- safifiS  (無常 觀） 7  38;  8  322, 
330，  331,  380; 10  219; 11 下 87; 14  242*; 16 
上 342; 17  61, 62, 18  273; 19 109, 114, 115, 
117,  388;  20  74,  216,  223,  229,  263,  292,  297, 
409,  410；  22 上 4， 12,  53，  65,  349，  351，  352, 
353°;  22 下 274;  26 116;  27 132;  28  242; 

42  293;  59 下 189;  62  228;  63 19  〔修 習〕 14 
242 

〔無常 想 一 我慢〕 10  219;  22 上 4， 12;  23 143 

無常 卽苦想 〔者〕 anicce    dukkhasannin 16 下 
225 

〔無常なる こと〕 33  369，  397;  35 194,  208, 
221; 36 102,  118;  37  409,  413;  42  60, 175; 

43  284;  58 112 

無常なる もの Yad  aniccam  〔經〕 （一） （二） 

(三） 14  33,  34,  35 
無常に 於て 苦 想 anicce  dukkha-sanna  (無常 

苦 想， 無常 者 苦 想， 無常 卽苦 想） 17  61 
無常の 觀 〔者〕 aniccamipassin    (無常 觀者） 10 
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80 

(無常の 苦， 無我 觀と五 根〕 40  392 
〔無常の 諸 譬喻〕 43  239;  44  303 
[無常 法〕 58 112 

無常 品 Anicca- vagga 14  32,  39; 15 1, 12， 
46,  48 

無常 を 常な り とする 顚倒 anicce  niccan  ti 
vipallaso  64  84 

無 諍 ① araiiia 11 下 329°*; 12  65;  26 126;  46 
26,  37，  52,  64,  65,  81 其 他； 47  245,  261*; 
49  47;  〔24  348〕 ② avivSda  5 158;  8  324, 
325; 10  56，  57;  22 上 327* ③ avivadamana 
9  363,  364 ④ Arana  〔經〕 12  65 

(無 諍 三昧〕 14  216 

無諍庄 arana  vihara  40 160° 

無 諍 住 〔者〕 arai:ia-vih き rin 17  34 

無靜 住の 智 araija- vihare  nanam  40  3, 159° 

無靜心 arana-citta  49  20 

無 諍 道 arapa  patipada 11 下 331， 332 

無 諍な り avivadeti  2  336 

無靜 分別 arana  vibhaiiga 11 下 319 

無 諍 分別 經 Aranavibhanga-sutta 11 下 319° 

無 諍 法 arai:ia  dhamma 11 下 331; 45 11, 
329°,  392°;  54  521*;  56  210*,  373 

無 濁 . anavila  40  26,  80;  41 36 

無心 〔者〕 acittaka  5  349 

無 信 assaddha  (不信， 不信者， 信 無く） 15 
372*;  20  328*;  22 下 15， 17.  53.  61, 64 

無瞋 ① adosa  45  21%  33，  93，  276°,  279;  46 
239°;  53 1*，  6*;  64  55°;  65(11) 11 〔定義〕 
45  21， 23，  276;  46  239 ② adiUtha  21 2 ③ 
avyapada  (無 B 眞き， 離 目眞， 無恚） 18  445;  40 
33,  39,  51， 156,  166*,  179*,  26B*,  353*;  41 
5，  43, 101*,  117*,  182*;  62  14 ④ avy さ pajjha, 
abyapajjha 〜次 項 

① 無瞋 ② 無瞋恚 ③ 無瞋害 avySpajjha, 
abyapajjha  (無害， 無 害， 無 損， 無 損害， 
無恚， 無 恚界， 不膦 患， 害心な く） ① 11 上 

. 199,200,  241, 269 ② 58  33 ③ 11 上 154,155 

無 W 惠 ① avy さ pSda  (無瞋 ，離 眼） 45  21°,  94 
② -avyapajjha 〜前項  、 


無 瞋意樂 adosajjhSsaya  62  230 
無瞋因 adosa- hetu  58  298，  300 
無瞋 思惟 avyapada- sariikappa  (無恚 思， 無 

素の 思惟， 無恚 念） 11 下 75 
無瞋 〔者〕 akodhana   (無 忿， 'まなき， 不忿） 

8  60，  207 
無瞋者 avyapadavant 11 下 40，  41 
無瞋 善根 adosa- kusalamula  〔三 善根の 一〕 

8  294; 17  331° 
無 S 眞の考 想 abyapada- vitakka  (無 患尋， 不 

瞋覺） 9  206* 
無 瞻法迹 avyapada- dhammapada     (無恚 法 

足） 18  53,  55* 
無瞋 . 無 記 根 adosa - av>'akata mul a  45 137, 

171， 173 

無尋 ① avi は kka  25  236,  284;  46  26，  37,  51， 
63,  80 其 他 ② Avitakkarii 〔經〕 14  381; 15 
406 

無尋慧 avitakka  panna  47  4.  24 

無尋定 avitakka  samadhi  23  202 

無尋法 avi は kka  dhamma  45 10，  326°,  387°; 
47  244;  54  381*;  56  206,  368 

無尋無 (S)    avitakka  avicara  (尋 伺な きもの) 
6  55，  248;  21 236*;  41 181; 46  24,  29，  40, 
69 其 他； 47  5,  7，  29,  208*,  231，  268* 

①無尋 無 同 三 摩 地 ②無尋 無 伺 三昧 avi は kka- 
avicara  samadhi  (無尋無(^5定=無尋無伺禪） 
① 17  274,276,  277;  58  353 ② 8 127; 15  454 

① 無尋 無伺定 ② 無尋無 同の 定 avitakka - 
avicara  samadhi     (無 尋無同 三昧， 無尋無 
伺 三 摩 地 = 無尋無 间禪） ① 8  298; 11 下 206， 
207;  40  79;  45  335;  58 131; 59 下 196;  62 
175 ② 16 上 311 

無尋無 伺' 禪 avitakka— avicara  jhana  (= 無尋 
無 伺定） 43 183;  44  253 

無尋, 撫 同地 avitakkavicara  bhumi  48 上 432, 
435,  458，  461 

無尋無 伺の 喜 avitakka  avicara  piti lo 上 .511 

無尋無 伺の 最後, (>  avitakkavicara  pacchima- 
citta  48 上 413*，  427*,  441*,  465* 

無 尋無间 の 'C、     avitakkavicara  citta   48 上 


(886) 
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406*,  437* 

無 尋無伺 法 avitakka  avicara  dhamma  44 1， 

266°,  352°;  47  231; 51 206*;  56 183,  352 
無 尋唯伺 avitakka- vicSramatta   6 110;  21 

236;  46  24,  29,  40,  69 其 他； 47  5,  7,  29, 

208*,  231,  255* 
①無尋 唯 伺 三 摩 地 ②無尋 唯伺定 avitakka - 

vicaramatta  samadhi  〔三定 の 一〕 ① 58  352* 

② 8  298; 11 下 206，  207;  40  79;  45  335;  58 

130,  131; 59 下 196;  62 175 
無尋唯 伺'] i 單 avitakka- vicaramatta  jhana  (= 

無尋唯 伺定） 43 183;  44  253 
無 尋唯伺 法 avitakka- vicaramatta  dhamma 

44 1， 266°,  351°;  47  231,255 其 他； 51 206; 

56 183，  352 
無崇 appatissa  (不従順） 19 10*,  20，  21 
無數界 種種 界 世間 如實 智力 anekadhStum 

nanadhatum  lokam  yatha-bhuta  nana-baia 

(種種 界 智力） 57  299 
無數劫 kappassa  asankheya  〔四 種〕 18  250 
無水 難處 nirudaka- kan ほ ra   28  212°,  216, 

217;  43  305;  44  380;  62  409 
無隨眠 niranusaya  48 下 109* 
無制限 〔戒〕 apariyanta  〔sila〕 （無 邊戒 ） 62 

27° 

無制限 遍淨戒 apariyanta- pSrisuddhi-sila  (無 

邊淸 淨戒） 62  83，  85° 
無 穿 acchidda  (無 瑕， 無斷， 無 隙， 不 切斷） 

4  370;  22 上 314 
無染污 niramisa  (無 食樂， 無味， 非 愛染， 非 

物質的， 離 財， 精神的） 20 175 
①無染 污の樂 ② 無染樂 niramisa- sukha  (非 

物質的 樂， 精神的 樂） ① 11 上 306* ② 17 126 
無 相 ① animitta  (無 因 相， 不因 相， 無形） 12 

325;  24  219;  25  321，  337,  342,  352;  26  78, 

81; 27 142,  413;  45 141*;  57  39，  302*;  58 

365 ② Animitto  〔經〕 15  414 
無 相 果等至 animit ね phala - samapatti  59 下 

191 

無相界 animitta- dhStu 10 19;  64  403,  404, 
479* 


無相觀 ① animittanupassana  (無 相 隨觀， 無 
因 相觀） 62  91 (D  animitta  vipassana  64  420 

①無相 解脱 ②無 相の 解脱 animitta- vimokkha 
(無 因 相 解脱） 〔三 解脱の 一〕 ① 1 154*;  2 
40*;  25 132;  64  404,  405，  411，  419;  65  (II) 
82,  85 ② 23  31 

①無相 三昧 ②無相 三 摩 地 animitta  samadhi 
(無 相定） 〔三 三昧の 一〕 ① 1 154*;  2  41*; 14 
150;  24 126 ② 17  495;  20  327,  328 

無 相住定 animittavihara-samapatti  64  479 

無 相 住 補特仂 Q 羅 animitta  viharin  puggala  20 
327 

無 相正受 animitta  samapatti  (無 因 相 等 至） 

1 154*;  2  41* 
無相定 animitta  samadhi  (無 相 三昧， 無 相 三 

摩 地 = 無 相禪） 〔三定 の 一〕 8  298;  59 下 196 
無 相 心 解脱 animitta  ceto-vimutti  8  328; 1 ひ 

20°; 15  450,  451°,  452;  20  20,  21; 64  479* 
無ネ目 、解脱 の 住 animitta  cetovimutti - thiti 

10 19 

無 相 'Ci 、解脱の 入 animitta- cetovimutti- 

samapatti 10 19 
無 相 心 解脱よ り の 起 animitta- cetovimutti- 

vutthana 10 19 
①無相 心 三 摩 地 ②無相 心 三昧 ③無 相の 心 三昧 

(D 無 相心定 © 無 相なる 心定 animitta 

cetosamadhi ① 20 156 ② 15  414° ③ 16 上 

373  @ 10  20  © 11 下 124, 125 
無 相隨觀 animittanupassana  (無 相觀， 無 因 

相觀） 64  355，  465,  466°;  65  (II)  82,85 
無相禪 animitta  jhana  (= 無 相定） 43 183; 

44  253 

無相觸 animitta- phassa 10  27; 15  449;  58 15 

無 相 女 animit ほ 4  403 

無 相 〔念〕 animit ね 25  352 

無 相 〔の 法〕 animitta  26  78,  81 

①無草 ②無 草地 appa- harita ① 3  396;  9 
365 ② 9 18， 19  . 

無想 ① asafifia  28  94;  64  211,  212，  235，  237 
② asafifiin  (無想 者， 非 想 者） 6  45，  47，  257, 
258;  8 137,  179，  180; 11 上 297，  299; 16 上 
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136，  214,  346; 18  62; 19  46;  22 上 126,  235, 
340;  29  419 

無想 有 asafifta  bhava  42 12,  72,  76, 199, 
288,  307,  342;  43 177,325;  44 109，  146，  211， 
221，  319,  323,  405,  406;  46 182;  47  227, 
255*;  50  359;  57  334*,  337*;  64  259.260,322 

無想 有情 asaiifia- satta  22 上 77;  43  41; 48 上 
36*  56*,  107*,  201*,  316*,  352*,  380=^,  406*. 
437*,  462*;  49  22*,  54*，  83*,  111*  198*， 
233*,  293*,  364*;  50  29,  30,  32,  33,  40*,  77, 
84* 120,  156*,  443,461 其 他; 51 49*,  112* 
229*,  281,  384*;  52  7*，  73*,  116*,  153* 其 
他； 53  3*，  30*,  83*, 108 其 他； 54  3*.  21* 
27*，  45*,  68*, 183 其 他； 57 130,  135，  136, 
334*，  338;  58 107，  280,  281; 64  228，  237, 
238;  65(11)  36,  43.  49,  59 

無想 有情 天 asafifia- satta  deva  6  40;  8  43， 
343;  47 184，  193,  194;  57 135,  136;  65(11) 
41, 43,  47 

〔無想 有情に 想 あり や〕 57  334 

無想 者 asafifiin  (無想， 非 想 者） 15  314,315; 
42  55, 119,  120,  143，  167，  206，  322,  376;  43 
98;  44 169， 172 

無 想定 asanna  samapatti  58  280 

無想 想' 者 visanna-sannin  24  337 

無想 非 無想 者 nevasanninasannin  (非 想 非 非 
想， 非 有 想 非 無想） 15  314,  315 

無想 論 ① asafifii- vSda  (非 想說 者） 6  61*;  40 
253;  47 158  〔八 種〕 6  45°;  47  64, 134° ② 
Asanna  katha  57  334 

無雙 asadisa  30 141* 

無雙 王子 本 生物 語 Asadisa- ja は ka  (—八 一） 
30 141°  ' 

無雙品 Asadisa-vagga  30 141° 

無 造 天 Aviha  deva  (無 煩 天） 6  422，  424 

無雑 asabala  (不 斑點） 8  325; 10  57； 11 上 
327 

無雜章 Suddhika  〔章〕 1 158, 191 
無雜論 asariisagga- katha  (不會 合 論， 不衆會 
譫， 不雜 論， 不雜處 論， 他と 雜« せざる 話， 
世間に 染まざる の 稱說） 〔十 論 事の 一〕 22T 


23,  24 

無 足 apada 1 85; 16 上 214，  346; 16 下 151; 

18  62; 19  46;  22 上 235;  23  340;  28  207 
無 足 者 ap5daka  4 169; 18 125;  30  244 
無息禪 appa^iaka  jhana  (止 息 28 143 
①無損 ②無 損害 avySpajjha  (無 疆， 無 M 害， 

無 瞋恚， 無害， 無 害， 害心な く  ， 不 瞋恚） 

①  16 上 94 ② 18  405，  406，  416 
無 損 AvySpajjho  〔經〕 16 上 94 

無 損に 達す るの 道 avyapajjhagami- magga 
16 上 94 

無 存念 asamannahara  (不 存念） 47  2, 18 
無駄 議論 tiracchSna- kathS  (畜生 論， 無用 論， 

無益 徒勞の 話， 雜談， 遮 道の 論 碧， 俗語） 6 

255" 

無駄口    vikmpa- vScS  (〜雜 語 者， 雜 話者） 12 
352 

無對 appatigha  45  209。，  222;  46 19,  72 
無對色 appatigha  rQpa   57  54;  65  (II)  54; 

〔45  209,  222,  243，  245〕 
無對法 appatigha  dhamma  45  3,  282°,  364°; 

47  236;  53 122*;  56 199,  360 
無 滞 著 行 patilina- cara  64  415,  416 
無斷 acchidda  (無 瑕， 無 隙， 無 穿， 不 切斷） 

8  325 

無知 ① afifiSija  (無智 ）57  231°* ② bSla  (愚， 
愚痕， 愚昧， 愚鈍， 狂 愚） 6 175*  ©Annana 
〔經〕 （一) 一 (五） 14  418-421 

無知 呵責 者 bSla-codaka  5  271 

無知 者 a お nant  (不 識者， 不知 者） 2 197, 
302*,  346,  561 

無知の 罪 を 課す mohaih  aropeti  2  230 

無知 論 Afifijiija- katha  57  231° 

① 無恥 者 ② 無恥 漠 alajjin  (無慚 者） ① 3 156 

②  8 19 

無恥 人 alajji-puggala  5  270 

無智 afifiapa  (無知） 16 上 292,  293;  43  246; 

44  20,  454 
無智 行 annana  cariya  40 133°* 
無智 者 ① avidvant 10  40* ② puthujjana 

(凡夫， 異生） 12  253,  254 


(388) 


無ーム 


無智 人 aviiinu 1 43 

無智の 根本 annana- inula  25 195 

無智の 漏 avijjSsava  (無明 漏） 9  35 

無智 本 生物 語 Dummedha- jataka  (五 〇） 28 

508°;  61 509 
無擬 (!)  ajalata  20  214 ② amoha  (= 慧） 45 

21°,  33，  93，  276°,  279;  46  239°;  53 1*，  6*; 

64  56°   〔定義〕 45  21, 33，  276;  46  239 ③ 

asammoha  3  324,  326;  20 130,  132, 133 
無 癡意樂 amohajjh お aya  62  230 
無瘦因 amoha -hetu  (= 無 凝 根） 58  298,  300 
無 凝 信 解 asammohadhimutta  20 130 
無 II 善根 amoha- kusalamula  〔三 善根の 一〕 

8  294; 17  331° 
無癡法 asammoha  dhamma  9 137 
無 癡無記 根 amoha  -  avyakatamula  45 171, 173 
無蟲 appaijaka  2 19S;  3  396;  9  365 
無蟲水 appanaka-udaka  9 18, 19,  365 
無 調 品 Adanta-vagga 17  9 
無追悔 avippatisSra  (無 悔恨， 不悔） 19  273, 

274，  275 

無 底 asariivuta  (不 律儀， 不 律儀者） 16 下 387 
無 ① asatha  (不諂 者， 不奸， 不 幻僞， 不誑） 

19  214 ② amaySvin  (無 班， 不„ 誑， 不証 者， 

誑な く  , 不 虚妄） 22 上 96*,  224;  22 下 73 
無 等 ① atula  (不平等） 21 260 ② Asamatta 

〔經〕 16 下 32 & 
無等慧 ① asamatta- pafifia 16 下 326 ② 

assamanta- panna  41 125*,  1^6° 
無 頭の （支 asisa-kavandha  (〜次 項） 1 179 
無 頭の 胴 asisaka  kavandha  (〜前項） 13  384 
無鬪 Ayujjha=AyojjM  (阿毘 陀處） 〔城〕 

60  20 

無 動 著 aneja  C 不動， 不動の 性） 15 106, 109 
無道 sShasa  (暴 惡， 暴力， 粗暴） 22 下 86* 
無 貪 ① anabhijjha  (無 貪欲， 離 貪） 18  445; 
62 14 ② alobha   45  21°,  32，  93,  276°, 
279;  46  239。；  53 1*  66*;  64  55°;  65  (11)11 
〔定義〕 45  21， 32,  276;  46  239 
無 貪意樂 alobhajjh お aya  62  230 
無 貪 因 alobha- hetu  58  298，  300 


無 貪 善根 alobha- kusalamiila  〔三 善根の 一〕 

8  294; 17  330° 
①無貪 法 足②無 貪法迹 anabhijjha  dhamma- 

pada  〔四 法 足の 一〕 ① 8  307 ② 18  53,  55* 
無 貪 ♦ 無 記 根 alobha-avyakatamula  45 137, 

171, 173 

無 貪欲 anabhijjha  (無 貪， 離 貪） 45  21°, 93 
無 貪欲 者 ① anabhijjhSlu  (不 貪欲 者） 11 下 

40,  41 ② aluddha  20  203 
無 貪欲 性 anabhijjhSlu ほ 9  26 
無內住 anantev お ika 15  216,  218,  219 
無難 處 anSrambha 1 251*,  255°,  263* 
無 耳 犬 鬼 事 Kannamunda-petavatthu  25  48 
無 耳の 犬 kanna-munda  25  50,  51 
無熱 天 Atappa  deva  6  424;  8  316; 10  8; 11 

下 117;  47 193，  194°,  382;  57  272;  65(11) 

41, 47 

① 無熱 ② 無熱 燈 Anotatta  (阿 縛 達） 〔池〕 ① 

65(1)  55 ② 32 171,  180;  34  416;  59 下 

124;  63  388 
① 無念 ② 無念 者 asati ① 2  346,  561 ② 2 

197,  210,  302* 
無念 無 作意 asati  amanasikara 19  259 
無能 abyatta  (不 聰明， 未熟者） 2  373 
無能 勝 ayojjha 11 上 29* 
無能 勝者 anabhibhQta   6  311,  312;  20  340, 

358 

無惱 anupayasa  8  207 

無權害 ① avera  (無 怨， 無恚， 恚 心なく， 德） 
58  33 ② avySpajjha  (無害， 無瞋， 無 瞋恚， 
無瞋 害， 無 損害， 害心な く  , 不 瞋恚） 17 159， 
160,  170,  198;  20 130,  131,  132，  200 

無 害 信 解 avyapajjhadhimutta  20 130 

無, 縛 asariiyoga 10  200 

無 盤 者 お a  (空處 碁） 6  8，  98;  43 190;  44 

412 

無比 者 appatima  25 118，  312 
無 皮 女 nicchavi  itthi 1 179 
無 皮 人 nicchavi 1 177 
無 彼 作 性 atammaya ほ （不彼 作 性， 不彼所 成 
性 = 無渴 愛） 11 下 28* 
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無 避難所 alena  42  75;  43  37;  44  24,95,158, 

195;  59 下 347;  64  326,  392,  400 
無譬 ① anidassana  (無 見， 不可 見） 16 上 91 

② Anidassanarh  〔經〕 16 上 91 
無 if に 逢す るの 道 anidassanagami  -  magga 

16 上 91 
無 表 avinnatti  58 169 

無 表 惡戒論 Avinnatti  dussilyan  ti  katha  58 
169° 

〔無 表 思想〕 58  36, 165,  282 

〔無 表 は 惡戒な り 〕 58 169 

無病 ① agi ほ na  (無病 者） 2 112,  141，  183， 
294,  313,  544*,  558 ② aroga  8 178* ③ Srogya 
(健康） 6 109; 10  351*; 13 158*; 14  2,  3; 
22 下 31; 24  284 ④ appabSdha  (少 病） 6  318， 
319;  7 174;  8  216; 11 上 123,172; 11 下 275* 
©  appabadhata  9  227; 10  296*  ©  anatura 
14  2，  3 

無病 僑 arogya  mada  (無病の 僑， 無病の 僑 逸） 
〔三懾 の 一〕 8  299; 17  236,  237;  47  61, 65 

無病 者 agi ほ na  (無病） 3  311 

無病 成就 arogya-sampada  (無病の 圓足） 〔五 
成就の 一〕 8  314;  59 下 202 

無病 心 no  atura-citta 14  5 

無病の 圆足 . お ogya- sampada  (無病 成就） 19 
205 

① 無病の 橋 ② 無病の 僑 逸 さ rogya- mada  (無病 

懾） ①： 19  98 ② 17  235 

無病 は 最上-の 利 arogya  parama  labha  23  48 

無病 比丘 agilana  bhikkhu  2 162 

無怖畏 abhaya  (無 畏） 12  45;  20  333，  334 

無 覆 〔者〕 amakkhin  (不? 安 〔者〕） 22 下 72 

無分別 akappa  24  333  ' 

無忿 Akodhano  〔經〕 15  376 

無忿 （無害） Akodha  or  Avihimsa  〔經〕 12 
416 

無忿 〔者〕 akkodhana  (無 鎮， 忿 なき， 不忿 
〔者〕） 13  304,  305;  22 下 16, 18，  72 

無愤激 asSrambha 18  337 

無 別遍滿 anodhiso  pharanam  (制限な き遍 
滿） 41 52,  53 


無 蔑 相 應の尋 思 anavannattipatisamyutta 
vitakka   (不輕 賤相應 の尋， 不被輕 相 應尋） 
23  324 

無邊 ① ananta  (無量） 6  29* ② anantavant 

6  43，  45，  47 ③ AnantavS  〔經〕 14  342 
無邊戒 apariyanta- sila  (無制限 戒） 40  72° 
無邊見 anantavS  ditthi  45 12,  333°;  47  62, 
80。 

無邊 淸淨戒 apariyanta- parisuddhi- sila  (無 制 
限遍 淨戒） 40  70° 

無邊 勝者 ananta づ ina  59 上 238 

無逡 知者 ananta- fiSijia  59 上 238 

無法の 業 ludda- kamma  38  90* 

無 犯 anSpatti  (無罪， 不犯， 非 罪， 非 罪過） 
17  29，  30， 133， 136 

無 犯行 AnaticSri  〔經〕 15  377 

無 犯 等 品 Anapattadi  vagga 17  29 

無' 頃 天 Aviha  deva  (無 造 天） 8  316; 10  8; 
11 下 117; 12  49, 101; 47 193,  194°,  382;  57 
272;  65(11)  41, 47 

無味 nir5misa  (無せ 樂， 無染， 無 染污， 非 愛 
染， 非 物質的， 精神的， 離 財） 46  276* 

無味の 色 arasa-rupa 1 3 

無明 ① avijja  7  223,  224;  8  313;  9  76*,  88°, 
264; 11 上 339; 13 1*,  5°,  261*,  273*; 14 
254，  267,  269*,  276; 15  49， 50， 80， 254， 396°; 
16 下 351°; 17 11， 12; 18  232;  21 59，  60;  22 
下 1*,  6*, 135;  23  54;  24  275,  389;  40  27, 
85， 116,  119,  120,  322* 其 他； 41 5，  9*,  67， 
68,  73, 100;  42  39， 147,  213;  43 138，  141， 
142,  247°,  403;  44  20°,  59,  263;  45 12,110， 
332。；  46 180°,  196,198*;  47  62,  79°;  57 146， 
147，  232°*,  283,381; 58 123°，  175;  62  395°; 
64 169,  171。，  174*,  176°,  192*,  267*,  280 
〔原因〕 22 下 1; 64  268  〔定義〕 43  247;  44 
20°,  454°;  45 110;  47  86  〔無明— 苦〕 24  275 
〔無明— 無 惭愧〕 23  282  〔—漏〕 20 177  〔無 
明— 五 蓋— 三惡 行— 不護根 門— 不正 念 不正 知 
—非理 作意— 不信一 聽聞惡 法一 親近 惡 知識〕 
22 下 1 〔無明— 非理 作意〕 17  326 ② Avijja 
〔經〕 15  49,  396; 16 上 139; 16 下 351; 22 下 
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1 (一） （二） 15  80,  81 
無明 （比丘） AvijjS  or  Bhikkhu  〔經〕 14  253 
無明 藏 avijja-khandha 17  471; 18  300 
無明 緣 AvijjS- paccayS     〔經〕 （一） （二） 13 

88，  92 

無明 界 avijj^dhatu 11 下 58; 13  227; 14  73; 
46 106° 

無明 蓋 avijja- nivarapa  〔五 蓋の 一〕 16 下 
367;  23  251; 45  301°;  53  338,  372,  375*;  57 
47 

無明 結 avijj§- samyojana  8  332;  20  240,  241; 
45  291°,  367;  53  236*,  276* 

無明 隨眠 avijj^usaya  〔七隨 眠の 一〕 8  332; 
9 195*; 10  28,  29; 11 下 413*; 15  319,  323, 
320，  328，  332;  20  242,318*;  40 116，  119，  120, 
320，  441; 41 5,  67,  72;  42  39, 147,  213;  43 
138,403;  48 下 1*;  57 127;  58 123, 175*,  254; 
65(11)  48,  63  〔生起〕 11 下 413 

無明 〔隨 眠〕 avijja  9  76* 

無明 觸 avijja-samphassa 14  73， 155* 

無明 調伏の 法 avijjavinaya  dhamma 18  232 

無明 と 有 愛 avijja  ca  bhava-tanha  ca  8  291, 
360; 16 上 228;  40  42 

① 無明 人 ② 無明に 囚 はれ avijjS-gata ① 14 
254,  267,  269*,  276 ② 12  244 

〔無明の 緣ょ り 行 あり〕 64 166° 

〔無明の 原因〕 22 下 1 〔漏〕 64  268 

無明の 毒害 avijja- visadosa 11 上 333，  335， 
336 

無明の 破壊 avijja- pabheda 18  290，  291, 292 
〔無明 は 根本な り〕 13  389 
〔無明 は 最大の:^ 穢〕 23  54 
無明 分 法 avijjabhagi  dhamma  45 11, 329° 
無明 瀑流 avijja- ogha  (無明 流） 〔四瀑 流の 一〕 
8  308 

無明 品 AvijjS - vagga 14  267,277; 15  49,57; 

16 上 139， 157 
無明 軛 avijja-yoga  〔四 飯の 一〕 8  308; 18 

19°,  20,  21 

無明 流 avijjogha  (無明 瀑流） 42  27，  80,172, 
241 


① 無明 漏 ② 無明の 漏 avijj お ava  (無智の 漏） 
① 1 8;  6 125,  126,  298;  7  40,  41， 44,  54, 
60，  65;  8  295;  9  9*,  59; 10 100,  372; 11 下 
18, 126;  21 39;  45  286°,  365;  47  89°,  107; 
53 176*，  225*,  229* ② 9  328,  484 

無滅 amata  (不死， 不滅， 甘露 = 涅槃） 25 
175， 181 

無 滅の道 amata-pada  (不死 句， 不死の 道， 
不死なる 道， 甘露の 道， 涅槃 道） 25  275 

無 目 acakkhu  (〜無 眼） 16 上 292,  293 

無 問虛談 aiapanS  62  50 

無 問自說 ud§na  (憂 陀那， 優 陀那， 烏 陀那， 
邬 陀那， 自說， 自慶， 自偈， 感興 語， 歡喜 語， 
句經， 頌文） 7  53  〔九分 敎の 一〕 18 11,181; 
19 119;  47  423,  453 

無 聞 Assutavato  〔經〕 （一） （二） 13 136， 138 

①無 聞の 異生 ②無 聞の 凡夫 assutavS 

puthujjano  (未聞の 凡夫） ① 19  76,  77 ② 
9  2。 ,  8°; 10  234°; 11 上 373°; 11 下 249°, 
315°;  144°,  24,  26,  66,  69， 155，  162,  180， 
215,  257;  44  309,  447 

無喩 Anopama  〔城〕 6  367 

無 憂 ① asoka  (不愁 ） 4  284;  23  236 ② （阿 
育， 阿 輸迦） 〔樹, 花〕 24  487,  492;  27  97,106; 
36 122;  60 110;  61 303;  64  349 ③ Asoka 
(阿育） 〔毘婆 尸佛の 侍者〕 6  366,373,  423  ® 
(阿育） 〔王〕 63  7 ⑤ 〔山〕 27  65 

無 憂 園 AsokSrama  (阿育 園 ） 59 上 31,33,  36 

無 憂 性 asoka ほ 25  247 

無 憂 本 生物 語 Asamkiya- ja は ka  (七 六） 29 
140° 

①無餘 依 ②無餘 anup5disesa ① 22 上 41*; 
23  287，  370;  24  338;  64 138, 148 ② 20 
324,  325 

無餘依 涅樂界 anupadisesa-nibbanadhatu  (無 

餘 湼槃， 無餘湼 槃界， 無餘般 湼槃， 無 取 '涅槃） 
23  286。；  40 166;  65  (II)  60 
無餘罪 anavasesa  apatti  (無餘 犯） 3  613;  4 
137,  313 

無餘 知見 aparisesa-nanadassana 11 上 38， 
39 
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① 無餘 §5? ②無餘 g 槃界 anupSdisesa- 
nibbanadhatu  f 無餘依 g 樂界， 無餘般 § 集， 
無 取 涅槃） ① 7 125;  23  224;  28  57， 117, 
459;  41 123,  269 ② 4  357;  7 115，  118;  8 171; 
21 68,  78,  262;  23 174;  42 197;  44  33, 168, 
171，  280;  59 上 3, 152,  153,  221*,  351,  353;  65 
ri)  21 

^'餘 般 ① anupadisesa  nibbanadhatu 
(無 餘依淫 樂界， 無餘 湼樂， 無 3? 涅築） 65(1) 
8, 127 ② anupada-parinibbana  (無 取般淫 
槃， 無 取 程槃， 無 取著般 涅棠， 無 依 g 樂） 60 
3，  63 

無餘犯 anavasesa  apatti  (無餘 罪） 17 141 

無用の 木片 nirattha  kalingara  23  23 

無用 論 tiracchana-katha  (無益 徒勞の 話， 無 

駄 議論， 畜生 論， 畜生 說， 雜談， ^道の 論 
議， 俗語） 42  332;  43 175°,  348;  44 160， 
433。 〔三十 二種〕 62  254;  〔2  260,  333;  3  333; 
€  ^  99;  8  47; 10  358; 11 上 1， 28,  36; 11 下 
132; 16 下 337;  21 5，  8;  22 下 22,  98， 105; 
42  332;  43 175，  348;  44 160，  433;  58  396; 
62  254〕 

無欲 ① asaraga 10  200  %  nicchata  22 上 

294;  41 199 
無欲 者 nikkama  44  340 
無欲 想 nekkhamma  sanna  (出 離 想） 11 上 35 
無欲 念 nekkhamma  samkappa  (無欲の 思， 

出 離 思惟 出 離尋） 11 上 35 
〔無欲に ついて〕 32  387 
無欲の 思 nekkhamma-sarhkappa  (無欲 念, 

出 離 思惟） 7  360 
無欲 樂 nekkhamma  sukha  (出 離樂） 19  40， 

41; 20  84，  85 

無欲 林 nibbSna  (も (お， お滅) 24  508 

無樂處 vinipSta  (Fgi お， 地?！ •:， 墮獄， 惡處， 

惡趣， 惡生， 苦 趣， 苦處， f^m, 險 難處， 極 
堕!^) 13 100,  103.105 

無 利 anattha  (無 義， 無益， 不饒 益， 非義） 
18  210* 

無力 abala  24  296;  42 17 

無 a ① appam さ ija  9  491; 10  20;  46  24,30, 


42,  56,  70 其 他 ② aparimana  (無限） 4 107* 

(H)  ananta  (無 邊） 7 15* 
^量覺 amita  buddhi  36  237 
MMytTZ    Appamanabha  deva 10  8; 11 下 

116，  183,  185,  188;  47 192°;  57  272:  65  (11) 

41, 43,  46 

無量 三享提 appamana  samadhi  (無量 定) 17 
387 

無量 種の 神 通 anekavihita-iddhividha  (多端 

神變， 多種の 神 通， 種種 神通力， 種種の 神 通， 

種種の 神變〜 諸種の 神 通） 6  302; 11 下 110 
無量 所緣 appamanarammana   46  24,  30, 

42,  56，  70 其 他； 47  5*  29,  233,  256*;  63 

419*  〔慧〕 64  7  r 定〕 62 178,  224 
無量 所緣法 appamanarammana  dhamma 

45  2,  271°,  355°;  47  233,  256;  52  200* 
無量 づ、 所- 緣 appamana  parittarammana  (無 

量に して 小 所緣） 45  53* 
無量 定 appamana  samadhi  (無量 三 擎提) 19 

32;  62 176, 178 
無量 淨天 AppamaQasubha  deva 10  8; 11 下 

117;  47 193°;  57  272;  65  (11)  41， 43，  46 
無量 心 appamana-ceto  9  468 
無量 心 解脱 appamana-cetovimutti 10  20°; 

11 下 181°;  15.450。，  452 
無量 〔心 所〕 appamanfia  65  (II) 11, 13 
無量 想 appamaija--safifiin  6  44; 11 上 293* 
無量に して 小所綠 appamana 

parittarammana  (無量 小 所緣） 47  39;  62 

178 

無量に して 無量 所緣 appamapa 
appamanarammana     C 無量 無量 緣) 47 
39;  62 178 

無量の 慈, 意 aparimana  metta-manasa  24  54 
無量 分別 Appamanna-vibhanga  46  391° 
無量 法 appamana  dhamma  45  2,270°,27i, 

355=;  47  232,  256;  52 150*;  56 189 
無量 無 fi 所緣 appamana  appamanarammana 

(無 a にして 無量 所綠） 45  54*  ' 
無 隣: S   asa  -nanta  pannata 17  68 
無 流 湧の 敦說 anavassuta  pariyaya  (不漏 


(892) 


無， 夢， 瞢， 昔， 百， 埃， 麥， 木， 貪， 蟲， 寇， m, 娘， 笞， 鞭， 胸， 棟， 村， n 一 ムラ 


の敎 法） 44  471 

無樓邊 具淨 kappati  adasakam  nisidanam 
〔十 事の 一〕 4  439，  450.  459: 

無 *1 儀 asabhaga-\'utti   47  61, 68 

無樂聲 akujana 12  45 

被 漏 (J)  anasava  7  57.  268;  8 138,  139;  9 
125,  126; 11 下 73*: 16 上 89;  22 て 175，  176， 
225;  40  ：6;  41 9. 12,  36;  44 192.  196,  256, 
346,  373;  46  25，  29,  37.  40,  49.  55，  62.  73 
其 他； 53 195;  57 152,  153，  207.  208.  347*; 
58  273 ② Anasava  〔g〕 16 上 89;  22 下 
175,  225 

無 i§ 慧 anasava  panna  47  3.  21; 64  5 
無 漏に 達す る の 道 anasavagami-magga 16 上 
89 

無 漏 法 anasava  dhamma  45  4.  287 つ 365°; 

47  238,  258;  53 195;  56  201， 361 
無 €樂 anasava  sukha li 125 
無 漏 H   Anasava  katha  57  347" 
夢 境 supinan は （夢 者） 64  361 
夢中 supina  (夢) 1 195 
瞢憒 tandi  (頻 申， 怠慢， 倦怠， 懂惰） 24 

354,  359 
昔の 聖者 pubbal:a  isi  20  308 
昔の 妻 pura&a-dutiyika  (故 二， 舊妻， ft 妻， 

故の 妻， 前の 妻） 28  302 
昔の 人 porSija  (古人， 古聖， 古註 釋家） 60 

151 

百足 sa は padi  (i^fe) 1 85，  254;  4 170; 18 
126; 19 139;  20  39，  40;  21 275,  276;  22 下 
247,  248;  59 下 101，  227;  63 12 

埃 satapadi  (百足） 4  228 

变 yava  2  428; 17 11， 12;  20  361,  366;  32 
107 

麥 菓子 sattu  (麥 粉， 麥餅） 32  313，  316* 
麥^§   satthu.  sattu  (麥 餅， 麥 菓子） 4 178; 
39  374.  395 

麥 B, 麥冬， 麥把 〜パク 

麥の芒 yava- suka 16 上 154,  155，  223 

麥の 番人 vava-oalaka  24  535 


麥细 yava-khetta  2  /4 

麥 番天宮 Yavapalaka-vimana  24  534 

麥飯 yava  bhatta  39  80,  81 

麥 ff^    sattu  (麥 粉， 麥 菓子） 2 126 

〔麥を 刈る 譬喙〕 59 上 65 

木^？子 aritthaka  43 157;  44  289 

① 貪らるべき 法② 貪るべき 物 rajamya 

dhamma  (〜染 ； C、 を 爆る） ① 19  237，  238 ② 

18  213 

蟲 ① pana  (主^)   2  77, 198;  5  35,  68 ② 

panaka  3  481 
筵 tina-santhara  (〜草 敷 具， 草 空， 草 蓮） 2 

65 

蓆 kilafija  (蘭， 敷物） 26  373 

娘 ① kanna  20  385,  386 ② dhitar  (女） 1 

202 ③ Dhita  〔S〕 13  278.  358 
娘 達 Dhitaro  〔經〕 12  209 
笞 daij4a  (棒， 杖， 笞仗， 罰， 刑罰） 24 14 
鞭 ① kas§  (^影， 杖） 1 76;  9 143，  154; 17 

71 ®  pat3da  (剌 計， 剌輪） 11 下 110;  21 55, 

58;  22 下 295 ③ p お ana  (剌 棒） 24  27 ④ 

vet は （棒， ？ t. 藤） 11 下 208 
鞭 影 kas^  cm) 12 10 
胸 ura  2  203:  3 130 
胸 飾 uracchada  4 14, 丄；） 

① 胸を椎 つて 突す （D 胸を椎 つて 號 泣す ③胸を 

敲 いて 哭す urattalim  kandati     3)  20 lol 

② 18  304*，  330; 19  76* ③ 21 228, 229, 230， 

285,  286,  287 
棟 ① kata  (屋 頂， 尖 頂， ニ瞎） 13  389 ② 

Kutaih         13  389 
村 gSma  (村落， 聚落， 村邑， 村里） 2  370; 

11 下 52，  53.  55;  24  264,  266，  267;  62 142° 
村の つ き g^a-kiita  (判官） 34  58 
村の 近邊 gamupacara  (村落 界） 62 142 
村人の ま gama-dhamma    (卑 行， 卑業， 粗 

野の こと ） 17  3.43 
叢き ト り 出つ-る g の譬 1%  valahakagabbhato 

candaniharan  upama  28  302 


(893) 


メ， め， 女， 3 匕， 目， 牝 （雌） ーメ 


メ―ガ Megha  〔傳。 轉輪 王〕 26 195 
メ―ガ ツバ Meghabbha  〔傳。 轉輪 王〕 26  369 
メ一 カラ ① Mekala  〔族， 人〕 27  92 ② 

Mekhala  〔都〕 41 261, 263 ③ 〔林 園〕 41 

264 ④ mekhala  〔寶 珠〕 39  541 
メーカ ラダー イカ 一 MekhaladSyika  〔比丘尼 

の 譬喩 經〕 27  359 
メ一ガ ヴンナ Meghavappa  (ニメ  一ガブ ンナ 

—ァ バヤ 王， ゴ ータァ バヤ 王） 60  146,147 
メ一 力" ヷンナ 一バヤ Meghava^iQabhaya ① 

(=ゴ 一ター バヤ） 〔王〕 60  408,413,414 ② 
〔大臣〕 65(  I  ) 125 ③ 〔精 舍〕 60  409 
メ— ギヤ Meghiya (彌 醯， 彌喜， 彌 企哥） 〔比， 

佛の 侍者〕 22 上 6;  23 138;  25 125 
メ  一ダ Medha  〔園〕 41 296 
メー  ダカ ター リカ Medakathaiika  (迷 勒迦） 

〔人〕 16 上 395 
メー ダル ンパ Meda}umpa  (彌姿 離） 〔村〕 11 

上 157 

メ  一ダン カラ Medhamkara ① （作 想） 〔佛〕 

28  92；  41 357 ② 〔比〕 61 485 
メッ ター Met ほ 〔王妃〕 60  394,395 
メッ タグ 一 Mettagii   (彌多 求） 〔婆 和 利の 弟 

子， 婆， 比〕 24  379;  44 10 
メ ッタデ Met ね; ji  〔比〕 25 132 
メ ッデャ Mejjha ① 〔國〕 35  22,  25,  26 ② 

〔王〕 36  264 ③ 〔園， 林〕 10 147;  32  258, 

260;  36  264；  59 上 276 
メッ ティカ一 Mettika  (慈） 〔尼〕 25  339 
メッ ティ ャ Mettiya  (慈， 彌 多羅 = 慈 地） 〔六 

群 比丘の 一人〕 5 10 
メッ ティヤー Mettiya  (慈） 〔無恥 比丘尼〕 4 

121* 

(D  メッ テツヤ ②メッ テーャ Metteyya  (彌 

德勒， 彌勒 = 帝須 彌勒） 〔婆， 比〕 ① 20 158 

② 24  316 
メ一 ディ ニー    medini  (地） 62  249 
メート ゥラ Methula  〔辟〕 11 下 69 
メ一ラ デナ Me!ajina  〔比〕 25 144 
メーラ • マ一 ター Me!amatar  〔山羊〕 33 

181， 183 


メー ラマン ガラ Melamangala    〔地名〕 61 
369 

メ一 ラャ酒 meraya  (迷 麗耶， 迷 羅耶， 果酒， 

花 酒， 濁酒） 2 174°  ；  5  33; 11 下 143,  219; 

23  55  ；  33  378 
メール カン ダラ 〔力〕 Merukandara〔ka〕 〔地 

方〕 61 35,53,81,166,  259 
メール マ ッデャ Merumajja  〔林〕 61 52 
メ一 レー リャ Mereliya  〔村〕 61 32 
メン ダカ Mei^laka ① （旻 荼， 文荼， 蜜 荼哥， 

面 托迦， メーン ダカ） 〔長者〕 3  420 ② （文 

荼） 〔王〕 63  8 
メーン ダカ Meij づ aka  (蜜 荼哥， 面 托迦， 文 

荼， 曼荼， メ ン ダカ） 〔長者〕 19  48;  20  228; 

41 162 

メーン ダカ • デャ一 タカ Me^i<laka- jStaka 

(牡羊 本 生物 語） （四 七 一） 34  75 
メーン ダシラ MeQc^asira  〔比〕 25 128 
メーン ディ ッサラ Mep が ssara    〔仙〕 33  68, 

69;  36  37,60 
め ぐみ met ほ （慈， 慈悲， 慈悲心） 23  345 
女神 ① deva ほ （神， 天， 天神， 天女） 37  432* 

② devi  (天女） 33  221* 
3 七狗 sunakhi 19  309 

目 を 下方に 注ぐ okkhitta- cakkhu  (眼 を 下に 

投げ） 2  303 
牝牛 ① gSvi  (母 牛） 3  268,337*;  8  271; 10 

93; 11 下 172，  176，  348;  23  96,155;  25  406 

② dhenu  (乳牛） 3  426，  427 
牝牛 鬪 go- yuddha  43 173,  350,  390;  44  468 
牝牛 物語 dhenu- vatthu  63 169 
牝馬 va!ava 11 上 203 

牛 匕 烏 kSki  33 12， 15， 16 

牝犢 vacchatari  (梓 牛， 離乳 牝牛， 若き 牡牛） 

12 130, 131; 20  285,287,288,291 

① 牝猿 ② 雌 猿 makkafi ① 23 120;  25  406 
② 30 149, 150 

〔牝 猿の 譬喩〕 23 120 

牝鹿 ① turi  25  397 ② migi  28  297*,  303*; 
36  63， 162， 163 ③ miga  matuka  29  252, 
253 


(895) 


メ  -- 牝， 瑪,. 眼,. 雌 （牝 )， 名， 命， 明 


〔牝鹿 は 仙人の 精 水を飮 みて 娘娠〕 36  63,130 

牝獸 oka-cSrika  9  214,215 

牝象 ① hatthinika  3  485 ② hatthini  22 上 

137,138:23  150,151 
牝抵羊 ajikS 1 280 
牝羊 aja  6 189;  34  204,205 
〔牝 豹の 一 支〕 59 下 262 
牝 山羊 ① e.lika  25  406;  33  91* ② chakali 

39  465,466 

① 牝驢 ② 牝 驢馬 assa は ri  (驟， 驢） ① 13 

355  (D  59 上 329 
瑪瑙 masaragalla   (號 珀， 猫睛 石， 紅玉， 車 

渠） 4  355，  357;  21 65，  69,  75，  78;  23 171, 174； 

44  462; 59 下 91; 64  349 
眼 ① akkhi  2  203  ；  3 130 ② cakkhu ③ 

netta 〜ゲ' ン 
眼 ある もの cakkhumant  (有 眼 者， 具眼， 具 

眼 者， 焖眼） 23 166 
① 眼藥② 眼の 塗料 afijana  (安 辖那， 安闍 

那， 點 眼藥， 塗 眼膏， 塗 眼藥， 塗藥， 塗料） 

①  4 173;  6 14， 104;  65(  I  )  94 ② 6  9,  99 
眼の 紺 abhinila-netta  〔三十 二相の 一〕 8 

186,218 
〔眼の 治療〕 10  355 

眼 を 下 f こ 投げ okkhitta  cakkhu  (目 を 下方 (こ 

注ぐ） 24  368 
〔眼 を拔き 取る〕 25  400 
〔眼 を拔き 取る 人の 譬喩〕 10 155 
〔眼 を 布施す〕 35  52 
雌鷄 ambaka-maddari 17  302,  303 
① 雌雞 ② 牝鶴 kukkuti ① 4  24; 10 112,113 

②  9 184 

〔雌雞 と 卵の 孵化の S 喩〕 9 184； 10 112 
〔雌 雞の卵 を 守る 替喩〕 26 111 
〔雌鶏の 鳴聲の S 喩〕 17  302 
雌鳥 sakuni  38  279 

名， 名 根， 名 差別， 名字， 名 似， 名 色， 名 法， 

名聞， 名利 等〜 ミ ヨウ 
名義 pafiftatti  (施設， 假設， 假名， 概念， 符 

牒） 15  62* 

名辭 adhivacana   (增 語， 同義語， 名目， 喩 


語） 9  40,45 

名稱 ① kalyana-kittisadda  (名 聲， 善 き 名聲， 
好 名聞） 9  228 ② vohara  (通 稱， 言說， 語 
業， 慣用語） 6  287 ③ sariikhya  (名 數， 數） 
59 上 49，  85 ④ Yasa  〔經〕 21 306 

名稱ぁ り yasassin  (稱譽 あり） 11 下 21 

名數 saAkha  (名 稱， 數， 目算） 14 112* 

名 姓 nSma- gotta  4  355,  357 

名聲 ① kalySija- kittisadda  (名 稱， 善き 名 
聲， 好 名聞） 7  251* ② yasa  (稱， 名譽， 稱 
譽） 8 12*,  188,  339  ；  20  348  ；  42  222 ③ 
siloka  (名 譽， 名聞， 名利， 敬禮， 世評 ）9 
341*, 354*; 20  297, 298;  62  45* 

名聲の 偉大 yasa-mahatta  63  8 

名目 ① adhivacana  (增 語， 增上 語， 同義語， 
名辭， 喩語） 7  21 ② samafifiS  (稱 呼， 通 
名， 通稱， 俗稱， 呼稱） 14 112* 

名目 道 adhivacana- patha  (增 語路） 7 14，  21 

名目の 觸 adhivacana  -  samphassa   (增語 觸= 

； 0 觸) 7 丄/; 
名譽 ① anavaiifiatti  20  231,232,233 ② 
pasamsa  (賞 讚， 稱譽， 譽） 23  319 ③ yasa 
(名 聲， 稱， 稱譽） 6 175*; 12  35* ④ siloka 

(名 聲， 名聞， 名' 利， 敬禮， 世評） 13  331*， 

352* 

命， 命 壊， 命 僑， 命 行， 命根， 命 色， 命 者， 命 

終， 命 淸淨， 命 身， 命 難 等〜 ミ ョ ゥ 
命 數豫言 pakkajjhana  6 11,101 
命名 nSma- kamma  (名 業) 5  299 
命令 aijatti  3 109 
命令 輪 ana-cakka  65(  I  ) 15 

明， 明 愛， 明 行， 明解 脫， 明 眼， 明 呪， 明處， 

明星， 明淨， 明 相， 明達， 明智， 明 人， 明 

分， 明了智 等〜 ミ ョ ゥ 
明確なる 正 念 sati-asammuttha 1 6 
明月 juijha   (月明， 月夜， 白 分， 滿月） 23 

146,147  ■ 
明白 viyatta  (聰明， 有能， 完全 者， 堪能 者） 

21 257* 

明瞭 ① viiifieyya  〔八 音の 一〕 11 上 185 ② 
vissattha  (玲瑜 ） 〔八 音の 一〕 7  240 


明瞭 所緣 vibhuta  alambana  65(11)  32 
冥想 yoga  (瑜 伽， 觀行， 修習， 祈禱） 23  49 
冥想の 對象 arammaija  (所 緣， 緣境） 30  312 
迷 執 papafica  (障 礙， 障害， 戲論， 妄想） 9 
194, 199* 

迷 執の 想 分 papanca  sannasankha  (妄想 念) 
9 194,195 

迷信 mafigala  (吉凶 判斷， 吉祥） 29  224 
迷妄 現 貪 sammohSbhinivesa  (瘦妄 住 著） 40 

53, 75， 77， 338 
迷羅耶 meraya  (迷 麗耶， 果酒， 花 酒， 獨酒） 

11 下 219，  357, 358 
迷亂 ① sammQ!ha  3  399 ② sammoha  (迷 

妄） 21 228,  229,  230,  285,  286,  287 ③ 

Susammuttha  〔經〕 12  5 
迷亂心 vibbhanta- citta  (散亂 心） 18  56,  57 
迷亂 せる vibbhanta  (散 亂） 17 107 
迷 亂變心 mulha-citta  viparinata 1 203,  215 
迷麗耶 meraya  (迷 羅耶， 果酒， 花 酒， J§ 酒） 

11 下 143;  39  518;  46  411,413* 
〔迷路 者の 譬喩〕 6 109;  9  478 
迷勒迦 Medakathmika  〔曲藝 の 弟子〕 16 上 

395 

召使 paricSraka  (侍者） 34  403 

飯 ① odana  (米飯， 飯 球， 粥， 乳糜） 1 95  ； 
2 132, 146, 287, 288, 294, 312*, 376；  3  79*;  4 
327;  5  48;  39  27° ② bhatta  (食， 食物， 米 
飯， 食事， 瞰食， 請 食） 1 438;  2  486 

① 飯 泡 ② 飯の 泡 さ cSma  (飯 汁， 飯の 泡 汁， 
焦鈑） ① 63  271 ② 9  283 

iSfBlfe 者^ Acamadayika-vimana  24  462 

〔鈑 泡の 施と その 果〕 24  462,463 
飯 塊， 飯 球， 飯 食〜 ハン 

飯 粥 odana- kumm お a   (鈑 乳） 15 134,303, 

444; 16 下 259，  260;  22 上 52 
飯 汁 ScSma  (飯 泡， 飯の 泡 汁， 焦鈑） 6  238； 

8  53 

鈑團食 kummSsa  pinda  24  453,  535 
飯粒 sittha  2  318，  322;  4  328 
〔飯と 八條 件〕 39  27 

飯 乳 odana- kummasa  (飯 粥） 10  337; 11 上 20 


明， 冥， 迷， 召， 飯， 滅ーメ ッ 

飯の 泡 汁 ScSma  (飯 泡， 飯の 泡， 飯 汁， 焦鈑） 
24  462,  463 

滅 ① atthagama,  atthangama  (滅 沒， 滅壊， 
滅盡， 絶滅） 6  20*,  42,  66;  7  23*； 11 上 309; 
16 下 2*,  22*,  26* ② nirodha  (滅 盡， 止滅） 
3  28,29,73,75,320;  6  400*;  7  268； 10  221 ； 
11 上 100; 11 下 299*，  396; 12  234； 13  256  , 
348,349; 18  47;  20 148, 172*,  408,  409  ；  24 
287;  64 111， 112°, 134, 135°, 148,  329,  460* 
③ vaya  =  vyaya   (衰滅， 壊， 謝滅， 消 亡， 
消散） 17  246;  21 330 ④ Nijjara  〔經〕 22 下 
136 ⑤ Nirodha  「經〕 14  384; 16 上 278,  343 
⑥ Vaya  〔經〕 21 320 

滅愛 nirodha- tapha  〔三 愛の 一〕 8  295  ；  47 
92° 

滅壞 ① atthagama  (滅， 滅沒， 滅盡， 絶滅） 
16 上 419,  420 ② paloka  (破 壞， 壌， 壊滅， 
壊 敗， 毁） 22 上 113* 

〔滅 が湼樂 なり〕 59 上 141 

滅が g 槃 なり やの 問 Nirodha  nibbana  panho 
59 上 141 

滅界 nirodha- dhatu   〔三界の 一〕 8  295  ；  23 
295 

滅觀 nirodh&nupassana  (滅 隨觀， 盡觀， 盡滅 
隨觀） 40 16,33,41,52,  75,  77, 136,162*,  275, 
335, 337，  381*  ；  41 107, 125*, 159  ；  62  91 ； 63 
118 

滅罪 netthar  (罪 を 免る る 道） 4  8*,21 

滅事 nijjara- vatthu  (盡 事） 〔十 種〕 22 下 136; 
〔8  380〕 

滅受 想定 sannavedayita- nirodha    (想 受滅定 

=滅 盡定） 7 145 
滅定 nirodha- samapatti  (滅 盡定） 64  482°*; 

65(n)  86 

滅定觀 nirodhasamapatti-vipassana  64  487 
滅定に 入定す る 可能性 nirodhasam さ patti- 

samapajjana-samatthata  64  482° 
滅！^ ① adhikarana  samatha  (止 諍， 滅諍 法） 

〔七 種〕 5 159; 11 上 321° ② samatha〜 次 項 
(D 滅諍 ② 滅 〔諍〕 samatha  (滅諍 法， 滅法， 

止 諍 法） ① 5 159, 193,  258,  274，  281, 283 ② 


(897) 


メ ッ一滅 


5  285° 

滅靜徤 度 Samathakkhandhaka  4 115° 
滅靜章 Samatha-vSra  5  79, 88， 137, 144， 188 
滅諍 分解 samatha- bheda  (滅法 分解） 5 172 
滅諍ま ① samatha ② adhikarana  samatha 
(止 等， 止 誇 法， 滅諍， 滅法） ① 5  3, 12 ② 
65(  I  ) 19 
〔滅諍 法相 互の 關係〕 5 178* 
滅靜品 Adhikarapaviipasama- vagga  o  339 
滅盡 ① atthaiigama  (滅， 滅沒， 滅壤， 絶滅） 
22 上 294 ② nijjara  (滅） 〔三種〕 17  362° 
③ nirodha  (滅， 止滅） 14  29*; 16 上 141*, 
189. 191*, 257, 262, 273, 277*, 321*  ； 16 下 73, 
89， 182， 183， 199， 334*, 365， 378;  21 330;  22 上 
175,357;  23  314 ④ Nirodha  〔經〕 15  45；  21 
320；  22 上 175 
滅 盡淸淨 nijjarS-visuddhi  〔三種〕 17  361 
① 滅盡定 ② 滅盡 〔定〕 nirodha  (滅， 滅盡） 
① 37  361， 364;  59 上 17 ② 50 151*, 165， 170, 
358; 51 22, 23, 87， 137， 188, 272,  273,  364,  412; 
52  44， 97, 135, 136, 178,211 其 他； 53  50,73, 
163,  349 

滅盡定 ① nirodha  ~ 前項 ② nirodha- 
samapatti  (滅定 = 滅受 想定， 想受 滅定） 13 
223;  28  76;  44  425; 54  98， 394, 414， 437, 438, 
453，  490, 506  ；  58 14*, 280  ；  62  227,  272  ；  63 
188,297°;  64 183;  65(  I  ) 111， 121 ； 65(n) 
35； 〔16 下 37〕 

① 滅盡定 者 （D 滅盡定 に 入りた る 者 ③ 滅盡 
定に 入れ る 者 nirodha— samapanna ① 43 
41 ② 48 上 318,  320,  331*,  353*,  382*,  406*, 
437*,  462*;  49  22*,  56*.  83*,  112=*  233*,  334*, 
364* ③ 58 106,107,278；  59 下 144;  63 107, 
313 

滅盡 定の智 nirodha -samSpattiya  nanarh 

40  3, 161° 
〔滅 盡定 は無爲 なり〕 58 14 
滅盡 定論 Nirodhasamapatti - katha  58 14° 
滅盡想 nirodha-safiiia  (滅 想） 22 上 349, 352, 

353,  356°；  22 下 274 
IS 盡 i 呈樂界 nirodha-nibbanadhatu    40  356, 


601 

滅盡の 法 ① khaya- dhamma  (盡 滅法， 盡法， 
滅法） 7 19; 13  37,  38 ② nirodha- dhamma 
〜次 項 

(D 滅盡の 法 ②滅盡 法 nirodha- dhamma  (滅 

法， 滅の 法） ① 15  45 ② 10  338 
滅隨觀 nirodhanupassana  (滅 觀， 盡觀， 盡滅 

隨觀） 64  354,465,484 
滅 刹那 vayakkhajja  57  269,  270，  313 
滅相 vaya_lakkhai?a  (袞 滅相， 壞相） 41 116 
滅想 nirodha- safifia  〔七 想， 十 想 等の 一〕 7 

38;  8  830,331,380; 16 上 343*; 17  62;  20  74, 

229,263,409;  59 下 189 
滅想 〔者〕 nirodha  safifiin 16 下 225 
滅諦 nirodha- sacca  48 上 307*  ；  57  294  ；  58 

10,11; 62  400;  64 113%  144°,  359 
① 滅智 ② 滅に 於け る智 nirodhe  nanam  〔四 

智 の一〕 ① 8  305; 13  82*;  40  5, 198；  64 144 

(D 13  42,45,46 
〔滅智 の緣〕 13  42 

滅度 pariyosSna  (究竟， 完了）  7  325, 326 
滅に趣 く 道 nirodhagamini  patipada  20 172* 
滅擯す naseti    (擯滅 す） 3 144 
滅 不滅 章 Sammanti-na-sammanti-vara  5 
185 

滅分 Nirodha-vjira  48 上 56,190,351,435;  49 
82 

滅法 ① khaya- dhamma  (滅盡 の 法， 盡法， 
盡 滅法） 10  33S ② nirodha- dhamma 〜次 
項 ③ vaya- dhamma  (衰滅 法， 消 亡 法， 壊 
法， 敗 壊 法， 敗壞の 法） 7  337*  ； 14  267  ； 16 
上 417,418; 16 下 156*  (3)  samatha  (滅 諍， 
滅諍 法, 止 諍 法） 〔七 種〕 5 1*，  79,  80，  88， 137， 
138,161*  〔口論 諍 事との 關係〕 5 174  〔諍 事 
との 關係〕 5 185 ⑤ Nirodha - dhamma  〔經〕 
14  312,315,318 

① 滅法 ② 滅の法 nirodha-dhamma  (滅盡 
の 法， 滅盡 法） ① 3  21， 22,  23，  28;  4  240； 14 
38，  39,  312，  315,  318;  64 155, 156,  321,  325,  370 
② 7 19 

滅法 結合 章 Samatha  samathassa  sadharana- 


(898) 


滅， 娶， 免， 面， 棉， 綿， 辆， S —メ ン 


varam  5 176 
滅法 現前 毘尼章 Samatha  sammukhavinaya- 

vara  5 177 
滅法 聚 samatha- samgaha  5  383 
滅法 性 vayadhammata  9  330 
滅法 章 Sammati-vara  5 182 
滅法 同 分 章 Samatha  samathassa  tabbhagiya- 

vararh  5 176 
滅法 分解 samatha  bheda  (滅諍 分解） 5 190 
滅沒 atthagama  (滅， 滅盡， 滅壞， 絶滅） 15 

323,324,362 
滅品 Nirodha- vagga 16 上 341,344 
滅漏 apacaya  (損 減， 還滅， 減， 減滅， 非 積 

集， 無 積 集， 衆 中に 交らず） 1 287 
滅論 Nirodha- katha  57  294°;  58 141° 
娶る こと avahana  (〜嫁取り， 嫁 を娶る こと， 

嫁娶） 6 13， 103 
免罪 者 kappa  2  365 

① 面相 ② 面貌 mukha  nimitta  (容姿） ① 

16 上 325* ② 19  321* 
面托迦 Mei?(?aka  (文 荼， 旻荼， 蜜 荼哥） 〔居 

士〕  41 162 
面 瘤 kumbha  4  299 


棉花 tma  (兜羅 綿， 綿） 25 135 

綿 衣 kapp お ika   (綿， 木棉， 木棉 衣， 綿布， 

古 貝， 劫 貝） 3 102， 164  ；  5  297  ；  26 173  ；  27 

373 

綿花 ① kapp お a  (綿， 木棉， 劫 波娑） 16 下 
372,373 ② kapp お a- picu  (輕 綿） 16 下 232 

綿花 葉 tQla-picu  (511 羅綿， 輕綿， 綿） 16 下 
410 

綿絲 ① kappasika  sutta  7  401, 402 ② 

kappasika  (綿， 綿布， 木棉， 古 貝， 劫 貝） 

1 433；  2  485 
綿樹 simbali  (箱 綿， 賧婆 梨， 木綿， 綿の 木） 

〔樹〕 32  395 
綿 樹頂本 生物 語 Kotisimbali  jataka  (四 一二） 

32  395° 

綿布 ① kapp お ika  (綿， 綿絲， 綿 衣， 木棉， 
木棉 衣， 古 貝， 劫 貝） 7 186*  ；  37  457  ；  62 
216 ② kappasiya  25  60 ③ kappasika- 
dussa  7  401, 402  @  pataka 1 364,  369 

〔綿毛 を 風が 吹く 譬喩〕 29  412 

緬祇 Vedhaflfia  〔樓 閣〕 8 149 

夠果 labuja  (飽 麵樹， 羅 浮闍， 波羅蜜， パン） 
〔樹， 果〕 60  44 


(899) 


モ一ガ ラー デャ Mogharajan    (英 伽羅 闍， 謨 
賀 囉惹， 誤賀 王） 〔婆 和 利の 弟子， 婆， 比〕 
12  32;  24  379;  25 159;  26 157, 159;  43  287; 
59 下 336;  64  401 

モー ダカ 菓子 modaka 1 96 

モー ダカ ダ一 イカ一 ModakadSyika  〔比丘尼 

の 譬喩 經〕 27  374 

モー チヤ moca   (バナナ， 無 種蕉） 〔植〕 37 
144 

モ 一チヤ'/ 十 moca— pana  58  ^29 
モッ ガッラ Moggalla  〔人〕 18  315，  316,  317 
モ ッガッ ラー ナ Moggal ほ na ① （目犍 連） 〔姓〕 
1 284;  2  9* ② （目犍 連， 目 連 = マ ハー モ ッガ 
ッラ一 ナ， 大目 犍連） 〔比〕 6  365;  9  372* ③ 
〔セ イロ ンの 比丘〕 61 394  (D  〔一世 王〕 61 
24*,  30°*，  31， 32 ⑤ 〔二世 王〕 61 37,  38°,  41 
⑥ 〔三世 王 J61 51, 54°,  56 ⑦ 〔ヰ デャャ バ一フ 
一世 王の 父〕 61 153, 154 ⑧ 〔精 舍〕 61 54 
モッ 力" ッ ラー ャナ • サン ュッ タ Mogga ほ na— 

samyutta  (目犍 連 相應） 15  405° 
①モッ ガリ プッタ ②モッ ガリ プッタ 'ティ ッ 
サ Moggaliputta,  Moggaliputta  tissa  (目 
犍 連子， 目犍 連子 帝須） 〔比〕 ① 5  4，  81; 61 
3 ② 59 上 4;  61 394 
モ一ナ シーハ Monasiha  〔反逆人〕 61 479 
モーラ Mora ① （孔雀 = マユ一 ラ） 〔房-舎〕 61 
10, 22,  66 ② （孔雀 = モーラ 力） 〔池〕 61 230 
モーラ 力 Moraka  (= モーラ） 〔池〕 60  416 
モー ラグ moragu  〔敷 具〕 3  346,  349 
モーラ 'デ ヤー タカ Mora- jStaka  (孑し 雀 本 生 

物語） （一 五 九） 30  52° 
モーラ ニヴ一 ノ、」 Mora  nivapa  (孑 L 雀 林， 養 孑し 

雀 園， 孔雀 飼育 處） 〔外道 園〕 22 下 299 
モーラ ハツ ティ ャ Morahatthiya  〔比丘の 譬喩 
經；） 27 164 

モ 一ラマン ダパ Mora  mandapa  (孔雀 堂） 
61 305 

モーラ 1 /—ビー Mora- vSpi    〔地方〕 61 233， 

241,252,282,284 
モーラ ヮ" ンカ Mora- vaiika  〔村〕 61 485 
モー リニ 一    Molini  〔都〕 33  219,225,226 


モ>    も， 母， 茂， 莫， 模，. 謨， 亡， 毛 一-モウ 

モー リャ Moriya ① （孔雀） 〔族， 王家〕 41 

361; 60 175  〔舎利 灰を受 く〕  7161 ② （= 阿 

育 王） 25  87 ③ 〔地方〕 61 233 
モ— リャ. シーブ 力 Moliya- Sivaka  (尸 婆） 

〔外， 比〕 15  354,  356;  20 105;  59 上 289 
モー リャ. シ一ヴ 力に 對 する 解答 Moliya- 

sivaka  veyyakarana  59 上 289 
モ— リャパ ッグナ Moliya- phagguna  (牟翠 破 

群那） 〔比〕 13 18，  72  〔比丘尼と 過度に 會合〕 

9  223,224 

もし これなか りせば Yo  no  cedam  〔經〕 13 
251 

母 牛， 母 護 女， 母子， 母胎， 母邑 等〜 ボ 

母啣 Mucala  〔王〕 60 19 

母 啣鱗陀 Mucalinda  〔王〕 60 19 

茂師羅 Musiia  〔比， 殊勝の 爲に說 法〕 13  167* 

莫 伽羅 闇 Moghar さ jan  (謨賀 囉惹， 謨賀 王） 〔婆 

和 利の 弟子, 婆， 比〕 24  379，  424,  425，  428; 

43  287;  44 10,288*,  501; 64  401 
莫 伽羅 闍學童 所 問 Mogharaja- m^ava- 

puccha  (=莫 伽羅 闍所 問） し經〕 24  424°,  425 
莫 伽羅 闍學童 所 問の 義釋 Mogharaja- 

manavaka  panha  niddesa  44  288°,  312 
莫 伽羅 闍所問 Mogha ほ ja- ロ3611さ（=莫 伽羅 闍 

學童所 問） 〔經〕 44  326 
模擬 戰 uyyodhika  (演習， 合戰） 43 173,350， 

390;  44  468 

① 謨 賀羅惹 ② 謨 賀囉惹 ③ 謨賀王 MogharSjan 
(莫 伽羅 闍） 〔婆 和 利の 弟子， 婆， 比〕 ① 17 
35 ② 26 159;  27  315,  316;  59 上 344;  59 下 
336 ③ 57  88  〔翁 衣 第一〕 17  35  〔傳 記〕 27 
315,316  〔譬喩 經〕 26 157;  27  313 

亡者 ① peta  (餓鬼， 餓鬼 類， 鬼） 6  391 ② 
kala  kata  (死者， 死人） 24  224 

亡者 供養 會 saddha  (靈 供） 6 144* 

〔亡者への 廻向〕 22 下 216 

〔亡者への 功德〕 22 下 27 

毛 ① loma  (髦， 身 毛， 體毛） 〔三十 二 身分の 
一〕 40 11, 225;  46  273;  63  43°,  257° ② 
Chiggala  〔經〕 16 下 385 

毛 衣 ① kambala  (欽 婆羅， 毛布， 毛織物， 褐， 


(901) 


モウ 一毛， 妄， 忘， 盲 


褐衣） 2  413;  5  98,99 ② uijpi  4 167 
毛臥褥 unna-bhisi  2  w 
毛 欽婆羅 衣 V さ la- kambala    (馬 尾 欽婆羅 衣， 

馬 毛の 布， 馬 毛 編 衣， 馬 毛 を 編める 衣， 尾 毛 

褐） 1 54 
毛孔 loma  kupa  6  381; 9  428 
毛氈 paccattharajja  (敷 具， 得， 覆 布， 覆 包） 

2  65 

〔毛 IE の 鑑定〕 33  415 

①毛端 を も 射 破す る 如き ②毛髮 を 射る が 如く 
vala-vedhi-rupa  (穿' 缝を 好む） ① 6  36 ② 6 
232 

〔毛 端 を 貫く 譬嗡〕 16 下 386 

毛髮 kesa (髮） 3  59*  〔三十 二 身分の 一〕 23  2 

毛 髮竪立 ① loma- hamsa ② loma-hamsana 

(身 毛 堅 立） ① 12 177,  178，  181， 186 ② 35  85 
毛布 kambala  (毛 衣， 欽 婆羅， 毛絲， 毛織物， 

褐， 褐衣） 5  297;  7 186*;  24  261; 28  90;  41 

343 

毛拂 vSlapcJuka 17  340 

妄語 ① mus さ - v^da  (虛 i2 語， 虛言） 2  515;  3 
142，  275;  5  326,  360;  6  5，  96;  7  7*,  360;  8 
85,86,88,91,  112,  114,260;  9 195*，  321,  465; 
10  6,95，  117,  119°; 11 上 115*; 16 上 65; 16 
下 407;  23  2,44,263;  24  38;  37  84,85，  296; 
42  54，  58,  68,  77，  230°;  43  22,  23,  213°,  264, 
347,371; 59 上 19,  400;  〔47  400〕 〔種種〕 43 
214，  265  〔五 種〕 5  326  〔報 果〕 16 上 65;  33 
56  〔生 因〕 43  22 ② mosavajja  (妄言） 7 
257; 12  290  〔種種〕 44  341° ③ Mus5vSda 
〔經〕 16 下 407 

妄語 輕 重の 問 Musavada  garularfubhava- 
panho  59 ヒ 400 

お § 者 1111155ャ§€^11(虛,151；語者）6  203;7  369*; 
8 19;  9  65,  69,  72; 10  3°,  43, 120; 13 101， 
104,  244*,  245 

①&: 語す ②ぉ語 をな す musS  bhasati ① 4 
132 ② 2 1* 

妄語に關してミ！^伽梵佛陀の說き給ひ し 說羅喉 
羅 •  Laghulovade  musavadam  adhigicya 
bhagavata  budhena  bhasite  [M)  65(111)  90 


〔妄語に よる 波逸提 成立の 條件〕 2  3* 
〔妄語の 過 患〕 33  56 
妄語 品 MusSvada- vagga  5  21， 59,328 
妄言 mosavajja  (妄語） 42  230;  43 17,  21, 22， 
212°, 264 

妄取 paramasa  (取， 取 著， 取 見， 執， 異取） 
14  72 

妄想 ① papaflca  (迷 執， 戲論， 障害， 障礙） 
7  319*;  23  212 ② mafifiita  (幻想） 11 下 
345，  346 

妄想 念 papafica  safifl さ （迷 執の 想） 23  212 
忘恩， 忘恩 者〜 ボウ 

忘 念 ① mutthassad  (失念， 失念 者， 多 忘， 
多 忘 者， 忘 念なる， 忘 念 者， 正 念の 忘失 者） 3 
111; 4  306; 11 上 355,379:12  103; 16 下 207; 
22 下 53,  60,  62，  64,  68 ② mutthasacca  (失念） 
22 下 42* ③ Mutthassati  〔經〕 15  375 

①忘念 者②忘 念なる mutthassati  (忘 念， 失 
念， 失念 者， 多 忘， 多 忘 者， 正 念の 忘失 者） 
① 3 111; 13  234* ② 15  375 

盲 andha  (盲者, 盲人, 盲目） 25  210;  47  364， 
402° 

盲 短 者 andha  muga  3 155 
盲 闇 AndhabhCitarh  〔經〕 15  33 
盲龜 kapa  kacchapa 16 下 390，  391; 25  416; 
59 下 18 

盲龜 〔浮 木〕 の 譬喩 kapakacchapopama  59 下 
18 

〔盲龜 浮 木の 譬喩〕 11 下 216; 16 下 390,391; 25 
416 

① 盲者 ② 盲人 andha   (盲， 盲目） ① 3 155 
11 上 225; 11 下 433;  25 132;  28 108，  161; 47 
364,402。；  64  50,277  (2)  6  340; 17  207°,  208, 
209 

〔盲者が 燈を 持つ 譬喩〕 25  288 
〔盲者 行列の 譬喩〕 6  340; 11 上 225,261 
〔盲者と 覺 との^ 喩〕 64  301 
盲者の 比喩 andhavenupama 11 上 262 
〔盲者 模 象の 臂喩〕 23 196;  64  50 
盲 口    andha  (盲， 盲者， 盲人） 10  353;  23 196, 
198,201 
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盲， 孟， 猛， 蒙， 網， 髦， 輞， 檬， 燃， 木， 目 一 モク 


盲 聾； gf 者 andha  mOga  badhira  3 155 

盲 聾者 andha- badhira  3 155 

孟春 phaggupa  (頗勒 窶那， 巴 迦那） 〔二月 一 

三月〕 63  391 
猛犬 vala  sunakha  2  503 
猛光 Cai34a- Pajjota  (栴陀 鉢殊 多） 〔王〕 27 

274 

猛獸 ① va!a  3  266; 19 140;  25  222 ② vS.la - 
miga  (惡 獸， 肉食 獸） 62  356,370;  63  287, 
312 

① 猛 獸難處 ② 猛獸 の障礙 v&!a- kan ほ ra  (惡 
獸 難處） 〔五 種 難所の 一， 十 障礙の 一〕 ① 28 
212°;  43  305;  44  380;  62  409 ② 3  200,299， 
364° 

猛毒 ① ghora  visa 19  362 ② ha!ahala  (訶羅 

訶羅） 26  86，  87 
猛烈な る 毒 ある 蛇 asivisa  ghoravisa  (毒蛇) 

9  408 

蒙 十 年 momuha  dasaka  64  340 
網 緩 jala  (網） 8 185， 198 
髦 loma  (毛， 身 毛， 體毛） 〔三十 二 身分の 一〕 
7  339 

輞 ① nemi  (車 輞， 輪） 17 182 ② nemika  8 
184, 191 

檬果 amba  (菴 婆， 菴羅， 菴 摩羅， マンゴー） 

59 下 2， 13, 191 
燃えた る火團 jalanta  aggikkhandha  9  408 
燃えつつ Aditta  〔經〕 12  43 
燃 差 chavmata  (火 '這， 火葬に 用 ひたる 薪， 火 

葬 場の 炬火， 塚 間の 火 憎） 26 121 
燃す sam さ dahati  2 184 
木屋 daru-  kutika 1 68 
木瓜 ① be!uva  (橡， ビル ヴ， ベール ヴ） 〔樹， 

果〕 24  248 ② beluva- sa ほ Uika  (橡） 22 下 
76 

木 塊 ① dSrukkhandha  (木 聚） 15  281，  282, 
285 ② mrukkhandha  〔經〕 （一） （二） 15 
281， 285 
木! f 子 aritthaka  43 157;  44  289 
木 具 dSru-bhaijcjla  4  261,323,324 
木工 tacchaka  (木 匠， 大工） 25 112,265 


木工 業 ko は haka  kamma  2 10* 
木材 dSruka 12  349 

木 軸 鬼 事 Akkharukkha  pttavatthu  25 103 
木 权伽摩 尼 Duttha  gamani  〔王〕 60 132 
木 酌 suj5  (祭具お 子） 12  290 
木 酒 ① meraya  (果 酒， 迷 麗耶， 迷 羅耶， 花 

酒） 4  441,  442; 11 上 67，  214; 17  343,  430, 

489; 18  94,95, 102, 103,  360,  380,  381; 47 115, 

415,  416,  442;  57  332,  333;  58 168， 169 ② 

sura  (穀 酒， 窣羅， 淸酒， 酒） 59 下 135 
木聚 darukkhandha  (木 塊） 20  82,83 
〔木 聚と四 犬との 闘 係〕 20  82 
木 匠 ①ね cchaka  (木工， 大工） 11 上 141; 23 

29,  39 ② Navakammika  〔經〕 12  307 
木 匠婆羅 墮婆闍 Navakammika  Bharadva ja 

〔婆〕 12  307 
木燧 uttararapi  (鑽 木） 11 下 106,108 
木製 kattha  maya  2  423 
木像 ka は ha- rQpaka  29  53,  54 
木 女 像 daru  dhitalika 1 56 
木皮 衣 vaka  cira  (樹皮 衣， 樹皮の 衣， 結 樹皮 

衣， 跋拘草 衣） 1 54 
木片 ① k な tha  (薪， 薪 木， 木） 11 下 340 ② 

sakalika  9  450; 13 129, 101,135 
① 木片 衣 ② 木片の 衣 ③ 木 板 衣 phalaka  cira 

(板 衣， 結 木屑 衣） ① 6  238; 10  35,92 ② 8 

53;  9 128 ③ 1 54 
木片 火 sakalikaggi  9  450; 11 上 240 
〔木片 等 を 口にせし 幼兒の 譬喩〕 10 174； 19  7 
〔木片の 合 離よ り 火熱 生滅の 譬喩〕 11 下 340 
木綿 ① kappasika  (綿， 木棉 衣， 古 貝， 劫 貝， 

綿布） 8  207;  25 19;  59 下 91 ② tQla  (兜羅 

綿， 綿， 棉花） 6  383 ③ rukkha  tula  2  268; 

4  230  @  simbali   (綿 樹， 絹綿， 棉の 木， 睃 

婆 梨） L 樹〕 35 107 
木綿 衣 kapp お ika  (綿， 木棉， 古 貝， 劫 貝， 

綿布） 27 11， 136,  235 
木履 daru-paduka  4  216 
目犍連 ① Moggal ほ na  〔姓〕 1 284 ② （目 連 

= 大目 犍連 ，摩 訶目犍 連） 〔比〕 4 18，  20,  261， 

262，  289，  305*,  3G5; 12  254,256,  257,  336; 13 
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モク 一目， i*， 默， 若， 餅， 持， 沒， 最， 本 


282; 15  406*; 16 上 120*; 16 下 317;  20  76; 

24  247;  25  20,314,325;  27  303,327;  29  130, 

174,182;  31 140, 141; 33  76,91,  196,305;  34 
134*.  191,231,314;  36  28,60;  37 154,504; 

38  214,  331,  407,  546;  41 215;  43  212;  50 
491; 59 上 367,385*;  63  331,345*  〔歸 佛〕 3 
71*  〔初期〕 10  268*  〔般 涅槃の 因緣〕 36  25 
〔入滅 後〕 16 上 387  〔第二の 弟子〕 6  365;  26 
61 〔比 & の範〕 17 142; 18  287  〔養 9： の 如し〕 
11 下 350  〔四 神 足に よ りて 大神通 を 得〕 16 下 
146, 147  〔諸 神 通〕 1 175-181; 13  377-386， 
408  〔神 通と 死〕 59 下 1 〔足の 拇指に て最勝 
宮を搖 がす〕 9  441; 10  82  〔龍王 化 度〕 63 
344  〔五 種 師に關 する 說法〕 4  286  〔拘迦 利に 
誹謗 せらる〕 12  256;  22 下 75*;  24  247*;  34 
192  〔說 偈〕 25  309*  〔'盗賊 を 恐る〕 31 359 ③ 
Moggali,  Moggallana  〔婆， 目犍 連子 帝須の 
父〕 60 182, 185;  65(1)  48* ④ Moggal ほ na 
〔經〕 12  335; 16  I： 120; 16 下 119， 146 

〔目犍 連と 長者の 饅頭〕 29 169 

〔目犍 連と 山羊と 豹〕 33  91 

〔目犍 連と 懶惰 なる 比丘 衆〕 31 295;  32  258 

目犍 連子 Mogg?Hputta  (= 目犍 連子 帝須） 
〔比〕 60  36*,  54*,  58, 182, 192, 194,  195,  230， 
270;  61 3 

目犍 連子 帝須 Moggaliputta- tissa  (= 目键連 
子， 帝須） 〔比〕 59 上 4，  9;  60  37,  55, 180, 
190;  65(1)  42,  43.  55,  64*,  68,  72,  78*, 114  〔出 
世〕 60  36,182,187  〔出家〕 65(1)  50 

目 犍 連子 帝須 長老の 出 1!1： Moggaliputtatissa- 
therodaya  60 187 

目犍連 相應 Moggalana  sariiyutta 15  405", 
425  * 

目箕 ① sankhana  9 141, 152  @  sankha 
(數， 名數） 59 ヒ 121 

目 支隣陀 Mucalinda ① （文 S 隣陀， 文 隣陀） 
〔龍王〕 3  5 ② （目 M 隣陀） 〔樹〕 3  5 

目 支隣陀 〔樹 下〕 緣 Mucalinda- katha  3  6 

g 眞隣陀 ① Mujalinda  〔王〕 38  307 
. ② Mucalinda  (^!支隣「它） 樹〕 23  99; 
37 144,170;  38  4?.5:  60  4 ③ 「湖〕 27  392; 


39  360, 362, 404*,  408，  417，  522 
〔目 眞隣陀 湖の 讚說〕 39  404 
目 眞隣陀 品 Mucalinda  vagga    〔； に  1i 經〕 23 

98°, 115 

目的 ruci  (意欲， 欲， 樂， 所樂， 愛好， 好み， 

喜） 8  44,51 
目 連 Moggal ほ na    (目 犍违 = 大目犍 連， 摩訶 

目 犍违） 〔比〕 13  346; 18  419;  24  437*;  30 

7, 174;  47  466   「阿 濕婆， 富那 婆^ 比 &に驅 

出 錫; 釋を行 ふ〕 1 307* 
沐浴 ① nhana ② nahana ③ sinana  (洗 浴， 

水浴） ① 2 188 ② 16 下 291 ③ 12  54，  62 ④ 

nahapana  6  9，  99 
〔沐浴一 比丘 は 半月に 一回〕 2 185* 
沐浴 戒 nhana  (沐浴） 5  228 
沐浴 行者 udakorohaka  9  488,  489 
沐浴 者 nahStaka  (洗 浴 者， 淨 行者） 10 160; 

24 191,192° 
沐浴 場 本 生物 語 Tittha    は ka (二 五 )28  351° 
沐浴す nh5yati  2  450;  5  34,  67 
〔沐浴の 眞義〕 12  312 
沐浴;?^ 】- nahana  cola  62 124, 125 
沐浴 品 Nhana  vagga  5 103 
默者 muni  (牟 尼， 寂默， 寂默 者， 賢人） 9 
131 ■ 

若しな かりせば No  cetena  〔經〕 15 18,  20 
若し 欲せば の 二十 事 akaiikhamana- 

catupancaka  4  27 
餅 pQva  (菜 子， 圑子） 1 95,96,125*;  2 144; 

5  31,64 
餅 酒 puva  sura  2 1/4 

餅屋 puva-ghara 1 96 
持ち運ば るる 〔地 週〕 sarhhSrima  62  248 
沒怛囉 Uttara  (鬱 多羅） に 夷〕 21 316 
最も 微細なる もの を€斷 する の 問 Sukhuma- 
chedana- paftho  59  h 197 

①本を 失へ る ター ラ ②本を 失へ る 多羅 樹の如 
く ③本を 失 ひし ター ラの 如く ④ 本 無き 多 
羅樹の 如く ⑤ 本を拔 かれし タ一ラ 
talavatthukata  (多羅 樹の頭 を 戲 る が 如 く  ' 多 
羅樹の 頂 を 切られた る 如く， 根な 絶 たれた る 
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故 (元）， 求， 揉， 扨， 桴， 桴， 森， 文， 旻， 門 --モン 


タ一ラ 樹の如 く， 切りた る 多羅 樹の 株の 如 く  ） 

① 9  436; 10 133 ② 11 上 333 ③ 10  72; 11 上 
333 ④ 21 32*，  46,  47;  22 上 250 ⑤ 10  21, 280, 
318,322 

(D 故の 妻 ② 元の 妻 purSpa- dutiyikS  (故 二， 
舊妻， 先妻， 昔の 妻， 前の 妻） ① 125*, 
346;  2  426;  5  2; 11 上 82，  83;  32 112,  155; 
33  65*;  37 164, 166 ② 31 402;  36  62, 129 

'① 求む る 所 を 得ざる 苦 ② 求めて 得ざる の 苦 
③ 求めて 得ざる は 苦な り yarii  p'icchaih  na 
labhati  tarn  pi  dukkham  (求 而不得 苦) ① 
11 下 352° ② 7  353° ③ 3 19; 16 下 340 

猱 ましむ ummaddapeti  2  550 

U    bhusika  4  279 

籾 滓 karaijcjava  (赛） 24 105 

粒殼 bhusa  23  56,  213，  214;  25  64;  38  95,  96 

粉 殼鬼事 Bhusa- petavatthu  25  63 

fil 糠 kupcjaka  31 28* 

稃 thusa  cm, 殼， 穀皮） 31 512 

稃本 生物 語 Thusa- j§ は ka  (三 三 八） 31 509°; 
32 106 

桴 pa ほ pa  (粃 糠） 21 25* 

森 ① arafifia  (阿 蘭 若， 阿 練 若， 林野， 森林， 

林 中， 林） 7  336 ② dSya  (園） 20  322 
森相應 Vana- samyutta 12  342° 
森に 住みて Arafifie  〔經〕 12  6 
森の 小屋 arafifia- kutikS 12 103, 196 
森の 護衞人 atavi  arakkhika  31 102 
〔森の 護衞 人と 隊商と 賊〕 31 102 
森の 繁み vana- saij4a  (深 林， 林 叢， 叢林， 密 

林） 12  291,  342* 
森の 聖者 （香） Isayo  arannaka  or  Gandha 

〔經〕 12  395 

〔森の 木材の 譬喩〕 12  349,  350 

文 ① byafijana  (字句， 相， 記標） 5  299; 16 

下 352,  353 ② anuvyafijana  (隨 相， 隨味， 

細 相， 抑 楊） 3 114 
文句 pada  vyafijana 17  89; 18  259,  260 
文句 爲最者 pada- parama 18  237;  47  366， 

419° 

文字 ① akkhara (字） 12  55;  30 146 ② lekha 


(書， 書寫， 書簡， 記號） 2  493 
文字 判じ akkharik さ 1 303;  4 15;  6  8，  98;  43 
190;  44  412 

① 文 邪 ②文者 ③文若 mufija  (們 叉， 鈎 藤） 

〔草〕 ① 15  253,  254;  24 10， 158;  64  283 ② 

39  331 ③ 1 149 
〔文 邪 草と 莖 との 8 喩〕 6 114; 11 上 21; 41 158 
文 眞隣陀 Mucalinda     (目 支 隣陀， 文 隣陀） 

〔龍王〕 23  99 
①文祁 子 ②文荼 子 MapQlik5putta  = 

Mundikaputta  (-優 波迦) 〔外〕 ① 18  318, 

319，  320 ② 42 130 
文荼 ① Mmuja    (聞 荼， 閔蹰） 〔王， 阿闍世の 

孫〕 〔夫人の 死に際し 那羅 陀の說 法を受 く〕 

19  80*  ©  Mendaka  (旻荼 X 長者〕 63  8,316 

〔神 變〕 63  317 
文 荼王品 Mundaraja  vagga 19  61 
文 荼摩尼 Mupcjamaiji  〔山〕 35  289 
文 蹄， 文典， 文法 等〜 ブン 
文隣陀 Mucalinda  (文眞 隣陀， 目 支 隣陀） 〔龍 

王〕 28 169 

旻荼 Meij(?aka  (文 荼） 〔神 通 ある 長者〕 3  420* 

〔歸 佛〕 3  425 
門 dv 'ラ -ra  (門扉， 戶， 門孔） 〔四 種〕 7 166 
① 門衞 ② 門番 dovSrika  (門扉の 番士， 守 門 

者， 守 門人） ① 8 191*; 15  302,  303;  20  361, 

364 ② 8 123 

門衞の 譬喩 dovSrikiipamS  63 102; [15  302; 
59 上 127〕 

門屋 ① kavSta  (戶） 4 185 ② kotthaka  (門 
戶， 庫， 藏庫， 穀倉） 4 120,  121,  215,  236， 
243,  321,  335，  336;  23 190 ③ dvSra  kotthaka 
(樓 門） 21 307;  22 上 12， 13 
門關 gama- dvara  (村の 門） 2  208 
門戶 kcnthaka  (門 屋， 庫， 藏庫） 4  236 
門孔 dvira  (PI 戶， 門扉） 10  23,107 
門 色 dv お a- rQpa  65(n)  54 
門人 antev お ika  (阿闍 梨の 弟子， 弟子， 侍者， 
內住 者） 62 190；：  = 頃惱） 42 19,20;  43  341; 
44  418 

①門拄 ②門閾 indakhila  (帝 柱， 因陀羅 柱， 
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モン 一門， 們， 問， 悶， 閔， 聞 


閾, 柵 門， 市門の 標柱） ① 25  237 ② 23  31 
〔門 注の 四 風に 動ぜざる 譬喩〕 23  6;  24  83 
〔門 注の 譬喩〕 25  237 
門の 攝 dv5ra  saiigaha  65(11)  24 
門扉 dv5ra  (P^, 戶） 7  44 
門扉の 番士    dovSrika  (門 衞， 門番） 7  44 
門 房 dvSra  sala 10 154,155; 11 上 81 
們叉 munja  (文 邪， 文 者， 文 若， 鉤藤） 〔草〕 

1 244;  3  335，  336;  4  261; 6 114,  115;  7 1， 

170; 11 上 21; 11 下 224; 13 134;  25 114, 

165;  30  214;  40  211; 41 158 
〔們叉 草の 譬喩 一意 所 成 身〕 6 114; 11 上 21; 41 

158 

問 puccha  〔質問） 43 134°*；  44  63°*,  86°* 
問義 paripucch き （遍 問， 質問） 2  524 
問義す sajjh5yaih  karoti  (讀 誦す） 2  469 
問 犍度章 Khandhakapuccha  vara  5 192, 193 
問 沙彌文 KumSra- pafiha  〔小 誦經〕 23  2° 
問 訊 abhiv'Sdana  (敬 禮， 讚 仰〜 禮敬） 18  315, 

316,317;  20  386,  387 
問 訊す abhiv さ deti  22 上 58* 
問數章 Katipucch さ vSra  5 159 
問答 niddesa  (細 說， 義释） 47  323 
問 分 ① Paiiha  V き ra  50 143°,  357，  390,  393, 
395,399,414,  471; 51 13,  79, 131，  181,  252, 
253,405;  52  37,  90， 130,  173，  205,  235,262, 
280,289,301,326,343,367;  53  9，  46,  69,  87, 
102, 112, 129 其 他； 54  9,  30,  53，  73,  95, 119 其 
他； 55  3 其 他； 56 1*;  64 189* ② 
Panhapucchaka  46  68,  86， 112, 147，  164,  291， 
304,  319,  330,  342,  385,  407,  419,  438 

問 分の 逆順 「答〕 數 PafihavSr^ssa 
paccaniyanulomo  50  315 

Pf^ 分の 逆 摘出 Panhavarassa  paccaniya 

uddharo  50  214 
Pf9 分の 逆 〔答〕 fe   Panhavarassa  paccaniya - 

ganana  50  216 

問 分の 順逆 L 答] 數 Panhavarassa  anuloma 
paccaniyo  50  236 
- Pq" 分の 順 〔答數 Panhavarassa  anuloma 
ganana  50 190 


問 分の 分別 Panhavarassa  vibhango  50 143 
問 分之釋 Panhavara-vannana  50  471 
悶 up さ yasa  (f^, 愁， 煩勞， 絶望， 失望） 7 
353° 

悶な く    anigha 12  242 
閔親 Munda  (文 荼， 聞荼） 〔王， 阿闍世の 孫〕 
65(1)  92 

聞 ① SU は （所 聞， 聖知， 天啓， 博聞） 2  506; 
3  285,289,291,303*;  4  410;  5  205,273,290; 
11 下 112*; 12  402,403 ② savana  (聽 聞） 65 
(n)  22,23 ③ Tassa  sutarii 〔經〕 （一）- （四） 
14  393  395 

聞經者 sot:thiya=sottiya  (聞 解 者， 聖典に 通 

ぜる 者） 25  377,383 
聞 僑 suta-mada  (博識 者） 47  61 
聞 具足 者 sutavant  (有 聞， 具 聞， 多 聞） 50  484 
聞 解 者 sottiya  (聖典に 通ぜる 者〜 聞經者 ） 24 

196 

聞 交 savana  samsagga  44  394 
聞 財 suta  dhana  8  330; 19  74°;  20  236,  237°, 
239 

聞 詩人 SU は kavi 18  403 
聞 持 者 suta- dhara 11 上 364 
聞 者 sotar  (能 聞 者） 19  225,227 
聞 集 者 suta  sannicaya 11 上 364 
聞 所成慧 sutamay5  panna  8  298;  47  4，  26, 
64  6 

聞 所成智 SLUamaye  nanarh  40 1, 7°*,  38,  42; 
46,  57,61 

〔聞聲 の 譬喩 -天 耳界〕 6 117; 11 上 23 
聞 仗 SU ほ vudha  〔三 (丈 の一〕 8  298 
聞荼 Min?(Ja  (文 荼， 閱親） 〔王， 阿闍世の 孫〕 
60 167, 168 

聞 荼私婆 Mu は Siva  〔王〕 60  38,  67°,  76, 119. 

121,128;  65(1)  88,89.91 
聞 秘密 sotassa  raho 1 318;  2 109, 153 
聞 法 dhamma  savana  (聽 法， 法の 聽聞， 法 

を聽 く） 11 上 232  〔六 利〕 20 136  〔目的〕 24 

272 

聞 無上 savananuttariya 〔六 無上の一〕 8  329; 
20  9,(53。 
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ヤン ニー ャ 


ャガ一 ッ ラ Yagaila  〔地名〕 61 244 
ヤー グダ— ャカ Y お udSyaka  (比丘の 譬喩 經〕 
27 116 

ャサ Yasa  (名 聲） 〔宮殿〕 41 290,351 
ャサ • 力 一カン ダカ プッタ Yasa 
Kakandakaputta  (耶舍 33 乾陀 子， 耶舍迦 蘭 
陀子） 〔第二 結集の 比丘〕 4  439  ；  59 上 4 
ャサス Yasas  (耶 舎） 〔天〕 7  286 
ャサ ダッタ Yasadatta  〔比〕 25 186 
ャ サッシ 力一 YasassikS  〔人〕 39  260 
ャ サッシ ン Yasassin  〔辟〕 11 下 68，  69 
ャ サパー 二    YasapSm  〔王〕 30  316 
ャサラ 一ラ 〔力〕 Yasa ほ la  〔ka〕 〔王〕 60 140， 
392,393 

ャサ ラー ラ カティ ッサ Yasa ほ lakatissa  〔王〕 
60  392 

ャサ ヮ'一 Yasavant ① （有 稱） 〔王， ァ ノーマ 
ダッシ 一佛の 父〕 28  75;  41 277 ② （名稱 家） 
〔スメ 一 ダ佛の 信士〕  41 295 ③ （有名） 〔宫 
殿〕 41 258 

ャサヴ ティー Yasavati ① 〔尼〕 27  489 ② 
(有 稱， 有名 稱， 稱戒） 〔毘沙 浮佛の 母〕 6  367; 
28  88;  41 336 ③ （有名） 〔吉祥 佛 の妃〕 41 
259  dK レー ヮ' タ佛の 信女〕 41 269 ⑤ 〔婆羅 
門 女〕 34 174 ⑥ （有名 聲） 〔都〕 41 319 

ャ サブ ティ 一 を 上 首と する 一 萬 八 千の 刹 帝 利 童 
女 its. 尼 Yasavati-pamukhani  khattiya- 
kanna  bnikkhuniyo  attharasa-sahassani 
〔の 譬喩 經〕 27  488 

ヤス ッ タラ一 YasuttarS  〔帝 釋妃〕 24  495 

ャソ一 ダラ Yasodhara ① 〔傳。 王〕 26 102 

②  〔傳 。轉輪 王， 二十 億 耳の 前生〕 26 169 
ャソー ダラー YasodharS ① 〔妃， ァ ノーマ 

ダッシ ー佛の 母〕 28  75 ② 〔王女〕 60 161 

③  〔ヰ デャ ャバ一 フー 世 王女〕 61 166,175 
ャソ ーデャ Yar、oja  (野 輸那） 〔比〕 3  420; 

23 122; 25 167 
ャダッ ティ ャ Yadatthiya  〔傳 。轉輪 王〕 26 
388 

ヤー ダブ Y5dhava  〔ダミ ラ人〕 61 365,366 
ヤー チタ Yacita  〔村〕 61 270 


ャッカ yakkha  (夜叉， 藥叉， 鬼神） 8  259; 
38  207 

ャッカ • サム ユッタ Yakkha- sarhyut:ta  (—夜叉 

相應） 12  359° 
ャッ カスー カラ YakkhasQkara  〔渡〕 61 269 
ャッ ター ラ ティ ッサ YatthSlatissa  〔王〕 61 

445 

ャッタ 一ラ一 ャ Ya は ha ほ ya  〔精舎〕 60  291 
ャッ ターラー ャ カティ ッサ  Yatthalayaka- 

tissa  〔王〕 60  257,  291 
ャッ ティ yatthi  (杖） 33  225 
ャッ ティカ ンダ 〔力〕 Ya は hikanda〔ka〕 〔地方〕 

61 236 
ャの音 ya-kara  2 11 
ヤー バーラ Y&b お a  〔村〕 61 105 
ャマ Yama  (夜 摩， 閻魔， 閻羅， 缀摩 〜ヤー 

マ） 〔死 王， 地獄 王〕 6  347;  7  286;  25  87，  88; 

34  246;  38  306,398 
ヤー マ YSma  (夜 摩， 耶摩， 焰摩， 炎 魔〜 ス 

ヤー マ） 〔天〕 6  309;  9  369; 11 上 253 
ャマカ Yamaka ① 〔人〕 18  315,316,317 ② 

(雙 論） 〔七 論の 一〕 48 上 r 

ヤマタ ツギ Yamataggi  (耶 婆提 伽， 夜 婆提犍 
尼） 〔古 仙〕 3  429;  6 155; 11 上 225;  20  308 
ヤー マハヌ Yamahanu  〔仙〕 38  77 
ャムナ 一 Yamuna ① （耶 牟那， 閻 牟那， 夜 
摩那， 閻 摩那， 耶 符那） 〔五 河の 一〕 4  355  ； 
7  234  ； 13  202  ；  20  354  ；  62  20 ② 〔水路〕 
61 408 

ャ 一ムナ Yamuna  〔龍〕 7  283 
ヤメ一 ル Yame}u  (夜 婆） 〔比〕 4  211 
ャ ヴ Yava  〔王子〕 32 106,110 
ャヴ カラ一 ピャ Yavaka ほ piya    〔比丘の 譬喩 
經〕 26  476 

ャヴナ Yavana=Yona  (臾 那， 希臘） 〔國， 
人〕 59 下 183 

ャ ブナ 人 Yavana  (ァラ ビヤ 人） 61 374 

ヤン ニヤ Yafifia  〔婆〕 59 上 374 

ヤン ニヤ ダッタ Yafifiadatta ① （祭 施, 大德） 
〔拘那 含 牟尼佛 の 父〕 28  90;  41 344 ② (祭 
施） 〔婆羅門 童子〕 33  243  ；  41 417 


(907) 


ヤー 八， 矢， 冶， 夜 


八 白— 屋 paijuika  (青物屋， 靑物 商） 29  292， 
294 

〔八百屋と 息女〕 29  292;  30  304 

八百屋 本 生物 語 Pa;ujika-j§taka  (—つ 二） 
29  292° 

八つの 望 a は ha  vara  39  496 

矢 （Dusu  (箭） 9 143,154 ② salla  (節， 剌 
箭， 投鎗） 24  548,549 

矢の 〔如き〕 毛の 人 usuloma  purisa 13  380 

矢の 裁き Usu-k さ rapiyo  〔經〕 13  380 

冶工 kamm§ra ひ1^ ェ， 锻 冶工， 鍛冶 職， 锻 
冶屋， ェ師， 彫工） 9  425 

夜陰に 放 たれし 箭 ratti-khit は sara  23  64 

〔夜陰の 矢の 譬喩〕 23  64  ；  43  309 

夜叉 yakkha  (藥 叉， 鬼神， 夜叉 男） 1 126, 
139,140;  7  4,212*  276*  394, 396;  8  259*， 
279，  280; 12 17，  44,  92,  98,  207,  302，  355,  360* 
408,  412,  413  ； 13  386  ； 18  69,  70  ； 19  356  ； 
23 147,  148,  364;  24  64， 102，  115，  160，  511, 
550,  551,  553，  556,  557;  25  317;  27  43;  28 
52,65,  75, 150,  213*,  464;  29  8*.  25*,  251, 
264*,  323,  414;  30  26*，  133,  403；  31 164, 
552*；  32 12,  80,  256,  283*,  316；  33 131,147, 
202,  204，  223,  325,  326,  334,  335，  350,  363*;  34 
23,36,  270;  35 10， 15, 18*，  188,  216*,  225, 
265*,  340；  36 167,  298,375;  37 167，  171，  257， 
259,  284,  285,  367,  389；  38  207,224,242,414, 
428,429,441,  460,  470,  471，  506*,  516，  517, 
541； 39  97,  98， 188,  363，  439,  452，  506;  41 276, 
293, 338,  347, 379，  393,  396,  397;  44  62，  64, 
87;  57  48;  59 上 45,230,  231,  258，  264,  309； 
59 下 16,19,91,101,106,107,111,1^0;  60  3， 
5* 12, 15,  59, 110, 111, 153, 197,  209,  210,  232; 
63 149,280,  287,312,313,  413;  64  382;  65(1) 
82,83,110 

夜ス界 ① yakkhatta  42 108, 155 ② yakkha - 

bhavana  43  309  (g)  yakkha-yoni  20  313 
〔夜叉 神〕 7  282 

〔夜叉， 靑 f}i に 化導 せらる〕 32  286 
夜叉 相應 Yakkha- saihyutta 12  359° 
夜叉 男 yakkha  (夜叉， 藥叉） 2  343 


夜叉 女 ① yakkhi 1 203  ；  2  31 ©  yakkhini 
1 58; 12  365,  366; 30  211*; 33 131*； 35  217*， 
264*;  39 15*;  60  205,  206，  209,  222，  223;  62 
242;  64  411,413,414 

〔夜叉 女と 王子〕 35  217,264 

〔夜ス 女と 足? 亦 を 知る 呪文〕 33 135 

〔夜叉 女の 誘惑 を 脱す〕 29  264,414；  30  212 

〔夜叉 女の S 喩〕 64  413 

夜叉の 死の 問     Yakkhanam  maranabhava- 

panho  59 下 101 
夜叉の^   yakkha- nagara  30  212,213 
夜叉 務 yakkha-vata  42 136;  43  88 
夜叉 務者 yakkha- vatika  42 131; 44  61 
夜 柔^ 陀 Yaju- veda  (耶柔 吠陀） 60  36 
夜食 ratti- bhojana 10  295* 
夜食す rattim  bhunjati  21 149,156,163,172 
夜食 を廢す rattiiparata  (夜不 食 者） 19  302, 

303 

夜吒 Atthaka  (阿 吒挈， 阿 a? 摩） 〔古 仙〕 11 上 
225,261 

夜斷 ratticcheda  5  356  〔二種〕 5  201 〔三種； 
同 住， 獨住， 不告〕 4  51 〔三種； 共 住, 獨住， 
不 告示〕 5  207  〔四 種〕 4  55;  5  215 

夜盜 kumbhatthenaka  4  382; 13  390, 391 

夜 婆 Yame!u  〔比〕 4  211 

夜 婆 提犍尼 Yamataggi  (耶 婆提 伽） 〔古 仙〕 
11 上 225,261 

夜 不食者 rattQparata  (夜食 を廢 す） 19  361 

夜 摩 ① YSma  (^耶 擎， 炎 魔， ヤー マ） 〔六 欲 
天の 一〕 1 28;  6  309,347;  7  220,  267,  290； 
8  338; 17  340,346, 371; 20 13，  48,  73，  357, 
375;  21 126，  130,  147,  154,  161,  170；  22 上 
288;  22 下 307;  25  368;  26  482;  27  358,  406, 
433,452,490;  35 188;  38  454;  41 77,208；  42 
63,178;  44  69,138;  47 189,190°；  57  272; 
58  413;  60 109,118;  65(11)  40,42 ② Yam  a 

(ャ マ， 閻魔， 閻羅， 焰魔， 级摩） 〔死 王， 地 
歡王〕 12  30,  47;  39  485,  494;  58  393 
夜摩那 YamunS  (耶 牟那， 耶 符那， 耶 蒲那） 
〔五 河の一〕 4  355,357  ； 16 上 208,209，  210  ； 
21 64,68,74,77;  22 上 237 


(908) 


夜， 耶， 野， 椰ーャ 


〔夜 摩那 河の 海に 趣く 譬喩〕 16 上 210 

〔夜 摩 那河束 流の?! 喩〕 16 上 208 

夜 摩の 犬 Pmgiya  33 186 

耶舍 Yasa ① 〔比〕 3  26*;  25 138  ；  28 175; 
57  342，  344;  60  4，  348;  63  333  〔歸 f 弗〕 28 
175  〔出家〕 3  26  〔成 阿羅漢〕 3  30  〔友人 四 
人の 出家〕 3  33  〔友人 五十人の 出家〕 3  35 
② （= 耶舍 迦乾陀 子， 迦蘭陀 子 耶舍） 〔第二 
結集 比丘〕 60  29， 168,169,172,198;  65(1) 
44*,  78 ③ 〔天〕 7  286 

①耶舍 迦乾陀 子 ②耶舍 迦蘭陀 子 Yasa- 
Kakandakaputta  (迦蘭 陀子耶 舍= 耶舍） 〔第 
二 結集 比 £〕 ① 4  439*,  455 ② 59 上 4 

耶舍 出家 Yasa-pabbajja  3  32 

〔耶舍 の 友人 四 人出 家す〕 3  33 

〔耶舍 の 友人 五十人 出家す〕 3  35 

耶 柔吠陀 Yajubbeda  (夜柔 吠陀） 59 上 357 

耶婆提 伽 Yamataggi ① （夜 婆提犍 尼） 〔古 
仙〕 3  429;  6 155,  338，  339,  342，  344; 19  312， 
319;  20  308,309 ② 〔王〕 38  401 

(D 耶 符那② 耶蒲那 YamunS  (耶 牟那， 夜 摩 
那） 〔河〕 ① 13  202  〔五 河の 一:） 16 下 308, 
397 ② 26  50;  30  252,253  ；  38  218,225,227, 
239,  240,  243，  244,  258，  299,  300,  304,  326 

耶摩 YSma  (夜 摩， 焰摩， 炎 魔） 〔天〕 11 下 
114  ； 16 下 323  ；  62  445 

耶牟那 YamunS  (耶 符那， 耶 蒲那， 夜 摩那） 
〔河〕 59 下 282,  283  ；  62  426 

耶 輸陀羅 ① Yasodhara  〔傳。 王〕 26 102 ② 
〔傳 。轉輪 王， 二十 億 耳の 前生〕 26 167 ③ 
Yasodhara  〔尼〕 〔譬 喻經〕 27  469  〔傳 記〕 27 
470*  @  〔王妃〕 27  453,  470,  479,  481 ⑤ 〔ァ 
ノーマ ダッシ ー佛の 母〕 41 277 ⑥ 〔スメ 一 
ダ佛の 信女〕 41 295 

耶輸陀 羅を上 首 とする 一 萬 八 千 比丘尼 
Yaso dhar a-  pa mukhani  attharasa- 
bh ikkhuni  sahassani  〔の 譬喩 經〕 27  481 

耶輸陀 羅を上 首と する 一 萬 比丘尼 Yasovati - 
pamukkhani  dasabhikkhuni- sahassani 〔の 
譬喩 經〕 27  479 
耶利 お lin ① 〔王子〕 39  277,  336,  345,  400, 


421,422,432*,  451,458,  462,  465*，  492，  501， 
510，  525，  528，  529，  538，  550 ② 〔王〕 60  22 

野外 abbhokSsa  (露地， 露天， 屋外， 適處， 
喊野， 空處， 空 閑） 7  256 

野干① sigaia  (豺， 財 狼） 〔動〕 9  94; 12 112; 
15  279，  309，  310，  311; 16 下 259,260; 17  302； 
20  61; 24  73，  255  ；  35  256  ；  39  214  ；  59 下 
91； 62  387 ② ko は hu  〔動〕 10  77;  42  227, 
269 

〔野 干が 墓場に 向 ふ 譬喩〕 15  309;  64  20 
〔野 干と キン ス 力の 譬喩〕 39  214 
〔野 千と 御子の 譬喩〕 42  269 
〔野 干の 譬喩〕 10  77  ； 13  338,  401 ； 17  302  ； 
42  227 

野牛 ① gavaja  38  450 ② gavaya  39  303 ③ 
gonasira  39  413 ④ mahisa  (水牛） 29 190, 
191 

野雞 kukkuta  (雞） 39  413 

野犬 sopa  (犬， 狗） 39  413 

野菜 sSka  (菜 茄， 生 菜） 9  283  ；  24  482;  62 

139,240,241 
野蠶衣 koseyya  (懾 奢耶， 僑 除耶， 絹， 絹絲， 

紹織， 絹布） 3 102,164 
野 獸住處 va!avasatha 19  374 
野生の 穀類 nivSra  (生米， 硬 米， 糙米， 糲） 

17  396,489 
野性 arafifiaka- sila 11 下 160, 165 
野 象 arannaka-naga 11 下 160, 166 
〔野 象の 調 御 死の 譬喩〕 11 下 167 
〔野 象の 不調 御 死の 譬喻〕 11 下 166 
野猪 ① varSha  (猪） 25  307;  27  74, 105;  38 

450  ；  59 下 212,227 ② siikara  (猪， 豚， 豕） 

1 102;  23  284;  30 17*,  167, 168;  31 242,243; 

57  48, 50;  63  204 
野猪 本 生物 語 Siikara- せ 1;aka  (— 五三） 30 

15° 

野 墓 sivathi ほ （墓場， 墓地， 墓處， 墓 田， 塚） 
15  309,311 

野轍那 Yasoja  〔比, 五 百の 徒と 共に 佛 より 排 

斥せられ 發 奮して 成 阿羅漢〕 23 122* 
椰子 nSlikera,  nalikera  (那利 薊羅） 〔樹〕 27 
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ヤー 椰， 箭， 刃， 山， 厄， 亦， 役， 約， 軛 


243;  34  30;  37 108;  61 303 

椰子 樹の 液汁 rasodaka  (味 水） 60  336 

椰子油 nS!ikera-tela  63  64 

箭① USU  (矢） 18  207;  38 18*  96,395,396 ② 
kanda  (箭籍 ） 36  32,  33 ③ tejana  23  22 ④ 
saUa  (矢， 剌箭， 刺， 投鐘） 7  326  ； 10  226, 
228°,  237,  238,  337,  353,  356  ； 11 上 282，  283, 
334,334,337,  339  ； 11 下 346; 18  226  ；  23 
60  ；  24  5, 18， 122， 123， 135, 212, 213，  224, 296, 
303,358  ；  25  251,252,343,358  ；  41 193*,  42 
7,  75,  84°;  43  37,  245,  246°;  44  40, 158,  195, 
439;  59 下 347;  64  326,  392,  400  〔七 種〕 42 
84°；  43  245, 246° 

〔箭が 毛 端 を 射る 譬 i«S〕  25 114 

箭赛 kanda  (箭） 10  227 

箭作 り usu-kara  37  499*,  503，  504 

箭網， 箭筒， 箭の 組紐〜 セン 

〔箭の 譬喩〕 10  226 

〔箭 もて 細 毛 を 射る 譬喩〕 25  311 

箭を拔 けり abbQjhesika 19 115, 116, 118 

刃① satti  (槍， 鎗， 投鎗， 鐵鎗， 敏， 3 [物， 矛） 
13  392 ② sikhara  (き B の 先） 15  92 ③ Satti 
〔經〕 13  392 

刃と 串 satti- sQla  (劍 鎗， 劎戟， 鎗矛， 刀 杭， 
槍の 尖， 鐵串） 25  344,359,374 

〔刃と 串 （劍鎗 ） の譬 喷〕 2  212;  4  37;  9  239; 12 
220; 19 134;  25  344,  359,  374,  414;  42  9； 
44  464 

〔31 と 手 拳の 譬 P|S〕 13  392 

31 の 毛の 人 satti-Ioma  purisa 13  380 
の獵師 Satti- mSgavi  〔經〕 13  380 

山羊 ① aja 12 130,  131; 13  276; 16 下 410; 
18  77，  362  ；  23  284 ；  28  466*;  32  402*  ；  36 
209  ；  37  462,469 ② ajaka  4  236  (E)  elaka 
(羊， 牡羊， 白 羊） 29 147, 160, 161,164,444; 
31 442*,  514;  32  331*;  33  91*,  181*;  38  97, 
98  ；-  39  44*,  51*  ；  47  444 ④ pasuka  (畜默 ） 
1 85 

山羊 脚 elakapadaka-pitha  〔椅子〕 4  230 

羊 皮 aja-camma  (羊 皮） 3  346,  349 
山羊 毛 goi:iaka  21 112  ；  22 上 62  ' 


山羊^   ajika-sappi  (山羊 乳 群） 2 140 
〔山羊と 犬との 協同〕 39  44 
〔山羊と 鹿と 牧羊 婆羅門〕 32  402 
〔山羊と 封〕 33 181 

〔山羊に 火が付き 草 小屋， 象 舍を燒 く〕  29  444; 
32  331 

山羊 乳 ajika-khira  2 140 

山羊 乳酥 ajikS- sappi  (山羊 酥） 2  558 

山羊 主 aja- pati  59 下 212 

山羊の 誓 aja- va ね 34  321 

山羊の 角 aja-vis^a  3  329 

〔山羊 は 方便 もて 豹 を 脱る〕 33  91 

山羊 羊 Aje}aka  〔經〕 16 下 410 

〔山羊， 普 行者 を 殺す〕 31 442 

〔山羊 問答〕 39  44 

厄 事 upaddava  (鍋， 害， 困 厄， 災橫） 26 18 
厄難 adinava  (過失， 過 患， 患， 患難， 禍， 災 

患， 惡罪， 危險） 6  411* 
亦 三論 Tisso  pi  katha  58  424° 
役者 nataka  ('非 優， 演劇 家， 〜歌舞伎 者， 舞 

踊 者， 輕 業師， 樂師） 27  90 
約 三十 Tiihsamat ほ 〔經〕 13  274 
約定 所 katika- saijth さ na  (會議 所） 4  319 
m ① dhura  (責任， 忍 持） 22 上 240,244,328, 
329  ；  22 下 317,321 ② yuga  3  406  ；  7  62  ； 
11 下 216,  217  ； 12  295,  296  ； 16 下 390,  391 ； 
24  27  ©yoga  (束縛， 繋縛， 縛軛） 24  240 
〔四 種〕 8  308; 16 上 240 ④ Yoga  〔經〕 16 上 
240 

軛安穩 yogakkhema  (瑜伽 安穩， 安穩） 18 

21, 92, 152， 159  ； 19  92  ；  20  23，  25， 100 
軛牛 ① balivadda  (牛， 牡牛， 犖牛） 47  42 & 

(D  yogga  7  393* 
輒牛喩 人 balivaddupama  puggala  (牛に 喩ふ 

べき 補 持 伽羅） 〔四 種:] 47  367,428 
① 群 ② 轭聚 yoga-gocchaka ① 55 186 

45  6 

IE 相應 yoga-sampayut ね 46  32，  43,  50 其 他 
|IS 相應法 yoga-sampayutta  dhamma  45  6 
軛相應 法に して 非 観なる yoga-sampayutta 
c'eva  dhamma  no  ca  yoga  45  6 
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軛， 藥， 躍, 

fE 二 法 Yoga- duka  53  337° 
'iS 不相應 法 yoga-vippayutta  dhamma  45  6 
軛 不相應 法に して 順 輒 な る yoga- vippayut は 
dhamma  yoganiya  45  6 

軛 不相應 法に して 不順 视 なる yoga- 
vippayutta  dhamma  ayoganiya  45  6 

'軛法 yoga  dhamma  45  6,  299,372  ；  47  238, 
258;  53  337  ；  56  203,363 
法に して 1 頃 fll なる yoga  c'eva  dhamma 
voganiya  ca  4d  d 

IE 法に して $E 相應 なる yoga  c'eva  dhamma 
yoga  -  sampay utta  ca  45  6 

藥王星 osadhi- ほ raka  (太白 星， 明星， 曉の明 
星， 烏沙斯 星， 烏 沙那斯 星） 36  68 

率 健 度 Bhesajjakkhandnaka  3  353° 

藥師 bhisakka  (醫 者， 內科醫 ） 21 305,306 

藥叉 yakkha  (夜叉， 鬼神） 9  439*; 23 12; 25 
35，  37,  65,  74*；  26  252，  254,  255  ；  41 158 

藥草 ① osadha  (藥， 醫藥， 藥草 水， 良藥， 魔 
藥， 魔藥の 草） 10  32，  33;  24 1; 38  257,271, 
295,296;  39  454;  515;  59 下 6, 119，  325，  334 
② osadha,  osadha,  osadhi,  osudha  65  (III) 
4 ③ osadhika  34  402 ④ bhesajja  (藥， 藥 
品， 薬物， 醫藥） 33  331 

藥草水 osadha  (薬草， 藥， 醫藥） 18  85 
〔薬草と 蛇毒の 譬喩〕 24 1 

藥 草林樹 osadhitina-vanaspati 15  460,  461 

藥店 (佛 の) osadhSpaija  59 下 193 

藥湯 bhangodaka  3  363 

藥 童子 osadha- kumar a  39  5 

藥法誦 品 Bhesajja  anunnata-bhanavara  3 
370 

藥品 bhesajja  〔の 施と 報〕 27  2,15 

藥味 byafijana  (調味， 添 味， 助 味， 副 菜， 羹 

菜， 加味 物， 附屬 分） 9  47,58 
薬物 bhesajja  (藥， 薬品， 醫藥， 薬草） 10 

47  ； 15  93 
藥物貯 藏學處 bhesajjasannidhikara- 

sikkhapada  (=捨 堕 二三， 藥戒） 32  341 
躍進 最捨 pakkhandana-vossagga  40  355,  357 
躍進 定棄 pakkhandana-patinissagga  CH^A 


燒， 優， 養， 簇， 安， 蔽， 山， 闇， 槍 (鐘) ーャ リ 

捨遣） 40  316 
躍 入 sampakkhandana  59 上 69* 
燒杭 jhama  khanu 15  301 
燒場人 chava- ^ahaka  (火葬 夫， 隠亡） 63  2 
〔燒 けたる 種子の 臂喩〕 33  260 
優しき 相 MudulakkhapS  〔王妃〕 29  86,  89 
養 ひ 易く    subhara  (〜易 養， 易滿） 19 166， 

167 

族 ほ la  36  32 

安ら 力 > にす るに 巧 kalli ほ- kusala  (身 安善 巧， 

安樂 善， 喜悦 善 巧） 20  46 
藪 gahana  (稠 林， 淵叢， 密林） 13  335 
〔藪の 獸の 譬喩〕 12  88 

山① pabba は （山岳， 山 嵌） 18  366  ； 19 127, 
138  ；  47  448,  462 ② Pabbata  〔經〕 13  266 

山〜 サン を も 見よ 

〔山 影の S 喩〕 11 下 209，  220 

山耩 vayha  (轎， ヴ ヰハ] は） 1 80 

山の 崖 pabbata  visama 13  290 

山の 比喩 PabbatCipama  〔經〕 12 167 

〔山の 譬喩〕 12  416,417 

〔山の 不動なる 譬喩〕 23 126,127 

山猫 bi!Sra  (猫） 〔動〕 38  450 

山山の 洞窟 pabbata  vivara  25  33 

山林 擒① kapi は ha  (D  kapitthaka  (劫 比 他， 迦 
稗 多羅， 林擒） 〔植〕 ① 27  245  ©62  361 

闇 tama  24 104 

闇〜 ァ ンを も參照 

①闇 にして 明に 趣く ②闇 にして 明に 趣く もの 
③ 闇より 光に 赴 くもの tama  joti-parayana 
① 8  311; 18 150° ② 47  368,  436° ③ 12 156， 
157°, 160 

① 闇に して 闇に 趣 く ② 闇に して 闇に 趣 くもの 
③ 闇よ り 闇に 赴く もの tama  tama-parayana 
① 8  311; 18 149° ② 47  368，  436° ③ 12 156°, 
160 

槍 ① tomara 11 下 161,  162;  37  463,  470; 
38  96, 100,  396;  39  320,516 ② aya- siila  24 
253 ③ satti 〜次 項 

① 槍②搶 satti  cm, 投鎗， 鐵逾， 刃物， 矛， 

刃） ① 16 下 369;  29  334,335;  39  368 ② 18 
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ャ リー 槍， 柔 


207  槍の 尖 satti-sma  (鎗 矛， 敦戟， 劍鐘， 刀 杭, 

〔槍に て 一日 三百 回 突かる る 譬喷〕 16 下 369〜  鐵串， 刃と 串） 25  414 

11 下 211  柔 かさ mudu ほ 17 14 
搶の; E   satti-panjara  7 158 
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ュ， 由， 油， 臾， 喩， 愉， 湯， 瑜一ュ 


ュ ガン ダラ Yugandhara ① （持 雙， 由犍陀 
羅） 「山〕 28 136，  245;  29 120;  37  447;  38 
130;  62  406 ② 〔夜叉〕 8  280 

ュ ダン デャャ Yudhafijaya  〔王子， 佛の 前生〕 
41 402,  420 

ュダ ンデ ャ ャ の 所行 Yudhafijaya- cariya 〔經〕 
41 402° 

ュッ ダン ナ ヴ yuddhaiKLava  〔海戰 法〕 61 240 
ユーティカ ydthik さ （素 馨， 瑜底迦 = ョーテ 

ィ 力一） 〔花〕 27  72， 105;  39  410 
ユーティカ プッ ビヤ YQthikapupphiya  〔比丘 

の 譬喩 經〕 26  316,  345 
ュデ イツ ティ ラ ① Yudhittila    (財 勝） 〔童 

子， 王， 力士〕  33  388,  389;  35  320,  323, 

325,  333,  334;  37 177,  181; 63  9 ②〜 次 項 
①ュテ "ィ ッテ イラ ② ユッテ ィ ッテ イラ 

Yudhitthila,  Yuddhitthila  〔族， 王統〕 ① 32 

401, 402 ② 34  400 
ュヴ ンデャ ャ Yuvafijaya  〔王子〕 33  384* 
〔ュ ヴン デャャ 王子の 出家〕 33  384 

ュ ヴ ンデ ャ ャ 王子 本 生物 語， ュ ヴ ンデ ャャ • デ 
ャ 一タカ Yuvanjaya-jataka  (四 六 CO  33 
383° 

由 犍陀羅 Yugandhara  (持 雙） 〔山〕 34 125, 
126,  230;  37  447;  38 130;  59 上 14 

由甸 yojana 1 395*;  2 101,  104,  189,  208, 
478,  480,  526；  3 188,  189，  444,  445；  4  355， 
358;  5 17,58；  6 175； 13  201，  266,  267; 17 
335;  20 121,  354;  21 65,  69,  75,  79;  23  26, 
171,  175;  28  212*;  59 上 180*;  62  237;  64 
365 

由 菩提 覺者論 Bodhiy さ buddho  ti  katha  57 
359° 

油 河 tela- dh む a   25  272 
〔油 河の 譬喩〕 25  272 

①油槨 ② 油槽 tela- dopi ① 7 126,  153， 154 
② 19  80 

油 色 精 tela-vanna  〔sukka〕 1 189 
油燈 tela-padipa  (胡麻油 燈， 胡麻油の 燈火） 
3  398;  7  46;  8  286; 10 108; 11 上 43,  54; 11 
下 183，  184，  188,  189,  344,  392,  393; 13 


126,  127,  128; 14 199; 15  287,  329,  332; 16 

上 66; 16 下 193 
〔油燈 の 異同の 譬喩〕 11 下 183， 184 
〔油 燈の淨 不淨の 譬喩〕 11 下 188 
〔油燈 の 譬喩〕 11 下 344，  392; 13 126,  127; 14 

199; 15  329,  332; 16 下 193;  40  233;  41 47,49 
臾那 ① Yona ② Yavana  (餘 尼， 希臘） 〔國〕 

①  42  234;  43  249;  44  246;  60 101,230,338 

②  59 下 183，  184, 188 

臾那人 ① Yonaka ② Yavanaka  (希臘 人， ョ 
一 ナカ） ① 60  59，  230,  233;  65  (I)  85 ② 
59 上 2,  6, 10, 11， 37*,  49*,  160，  201 

臾那 人達 摩 勒棄多 Yonaka  Dhammarakkhi は 
〔比〕 60  59 

臾那 世界 Yonaka-loka  (希臘 植民地） 60  59， 

230;  65(1)  81, 85 
喻 ① upama  (譬 瑜） 10 156 ② opamma (譬 

喩） 10 147 

喩語 adhivacana  (增 語， 同義語， 名目， 名 

辭） 15  320 
〔喩說 の 種種〕 10 144 -- 147 
愉悅 p§mujja  (悅， 喜樂， 歡悅， 歡喜， 勝 喜， 

欣） 5  280 
偸樂 sukha  (樂， 安樂） 22 下 13, 14 
湯 unha  〔udaka〕  3  84，  91 
湯屋の 浴 僕 nah お aka  (侍 浴 者， 助 浴 者， 助 

浴師） 6  248,  306,  329 
瑜伽 ① yoga  (冥想， 修習， 瑜 伽說， 觀行， 

祈禱） 13 192; 14  23;  23  61; 33  71; 41 396; 

62  266,  308,  315,  326,  335,  336,351; 63  70， 

83，  89，  300;  64  6,  319,  320,  328,  356,  374, 

375,  436* ② Yogo  〔經〕 13 192 
①瑜 伽安穩 ②瑜 伽寂靜 yogakkhema  (軛安 

穩， 安穩） ① 12  296;  24  28, 154;  27  84, 

209，  367;  42  200;  43  6,  349,  351，  375;  44 

413;  58  219,  389;  62  37;  63  25 ② 9  3 
瑜伽行 yogac^ra  (修行者） 62 128 

①瑜伽 行者 ②瑜 伽お yogin  (修行者） ① 27 
410 ② 43  404;  59 下 257*,  272*,  346 其 他； 
62  4，  30, 118,  130,  141,  225,  229,  232,  300* 
其 他； 63  35,  36,  39,  45,  82,  255,300,307;  64 
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ュ 一瑜， 踰， 唯， 結， 夕， 友， . 有， . 邑， 勇， 幽， 雄 


139,320,  340,  345,  346,  370,  383，  390 其 他 
①瑜伽 行？ ② 瑜伽行 〔者〕 yogavacara  (觀行 
者） ① 59 下 257*，  272* 其 他； 62  283;  63  35, 
82, 134,  166,  304;  64  287,  338，  364,  370, 
376，  378，  381, 386 其 他 ② 29  492 
瑜伽師 yogScariya 11 下 296,  306,  307 
瑜伽說 yoga  (瑜 伽， 冥想） 59 上 10 
瑜底迦 yQthika  (素 馨） 〔花〕 59 下 198 
跪 城 abhinikkhamana  6  423,  424 
〔踰城 出家〕 28 132 

唯一 趣向の 道 ekayana  magga  (ー乘 道， 一 

行 道） 7  335,  363 
唯 有 二人 成就 法 dvayariidvaya-sam^patti 

1 32，  43 

唯 作 kiriya  (所作， 所應 作） 62  43;  63  207, 

210，  211; 64  8，  40°* 
唯 作意 界 kiriya  manodhatu  50  369,  456, 

480;  51 21, 86, 137,  362，  364;  62  43;  64  37, 

43,  335;  [45 168;  46  256,  436〕 
唯 fe 意識 界 kiriya  manovinnana  dhatu  51 

21, 86， 137,  362,  364;  54  219,  413,415,424, 

425，  437,  438 
唯 作 因 kiriya  hetu  50  360* 
唯 作 思 kiriya-cetana  50  387 
〔唯 作捨 f 化 無 因 意識 界〕 45 170;  46  256,  436 
唯 作 心 kiriy^citta  (所 應作 心） 65  (II)  3*, 

13， 16;  〔45 168 — 173〕 
唯 作 神 通 〔心〕 kiriyabhififia  65  (II)  26 
唯 作 速 行 kiriya  javana  65  (II)  33* 
唯 f ド- 等 至 kiriya— samapatti  50 165；  51 91, 

93;  52 100 

唯 作 無 因 意識 界 kiriyahetuka  manovinnana- 
dhatu 50  456 

し 唯 作 無 因；^ W 怠 識界〕 45 169;  46  256, 136 

唯 作 無 H 拾 識界 kiriyShcLuka 
manovinnanadhatu  upekkhasahagata  64335 

唯 作 無 記 kiriygvy さ ka は （所 應作無 記， 作 無 
記） 50  9,  26*，  76*,  118*,  140,  144* 其 他； 
56 169,  346,  521; 58 173,  201,  202,  235, 
260,  267，  422 

唯 作 無 kiriyavyakata  cetana  50  96 


〔唯 作 無 記 心〕 64  40° 

結納金 suAka  (稅， 稅物， 身代 金） 59 上 97 

夕顔 kumbhaijcji  (瓢簞 〜冬瓜） 62  362 

友 ① Mit ほ 〔尼〕 25  334 ② Mitta  〔經〕 12 

52; 16 上 426; 16 下 360~ トモ 
友 JI    sammodamana  9  363,  364 
〔友情の 功德〕 34  277 
友人 mitta  (友， 朋友） 24  205 
友人なる 妻 sakhi  bhariya  (朋友 夫人） 20 

345 

有名 nattajjhapanna 10  51 

邑色 NaAgaraka  〔城〕 11 上 157，  158, 159 

邑想 gama-sanna 11 下 120 

①勇 ② 勇健 ussSha  (勇猛， 勉勵， 敢行） ① 

18 163 ② 20  40,  41; 22 上 332,  333,  334, 

335,  338，  339,.  340,  341，  347,  348 
勇勤界 parakkama- dh さ m  (發 勤界， 勤 勇界， 

勇進 界， 勇猛） 62  260 
勇士    sara  (英雄， 勇者， 勇猛） 6  78，  79;  20 

360,  364;  24  322;  42  261 
〔勇士の 譬喩〕 12 165 

(D 勇士 論 ② 勇者 論 s£ira- katha  (英雄 論， 英 
雄の 話， 英傑 論） 〔無用 論の 一〕 ① 2  260; 
3  333;  6  255;  10.358; 16 下 337;  22 下 22 ② 
11 下 132 

勇者 ① vira  (雄 者） 23  82，  83 ② siira  (勇士， 
英雄， 勇猛） 12  30;  29  250;  37  73，  74;  44 
140,  155,  212,  229,  246,  288，  424 

勇進 界 parakkama- dh さ tu  (勤 勇界， 勇 勤界， 
勇猛） 20  79 

勇猛 ① atappa  (熱心， 熱 勤， 娥然） 17  247, 
248 ② USS さ ha  (勇， 勇健， 勉勵， 敢行） 11 上 
231 ③ parakkama  dhatu  (勤 勇界， 勇 勤界， 
勇進 界， 發 勤界） 17  6 ④ sdra  (勇士， 勇者， 
英雄） 16 下 55，  56 

勇猛 精進 viriygranibha  (勤 精進， 發勤 精進） 
1 32;  2  341 

幽室 ① ovaraka  (内室， 內房， 後室） 1 222 

② gabbha  (內 室， 房 ） 1 338 
幽 IS    manussa  pe'ca  28  463 
雄 苗 ① manosilika  4 165，  397 ② haritala  25 
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399;  27  463;  38 13;  64  96 
雄 者 ① nisabha  (牡牛， 牛 王， 人中の 牛 王） 
22 上 157 ② vira  (勇者） 3 10; 12  85,86;  24 
217，  241，  242,  416,  418,  464;  44  229°,  230， 
246,  424 

猶豫 ① kaiikha (疑， 疑 意， 疑惑） 44 127°,  140; 
57  231,  241°*,  281 ② kathamkatha  (疑惑， 
疑 論， 惑） 3  22，  23,  30,  33，  320,  396;  4  240; 
9 193,  194，  406;  20  21 ③ vicikicchS  (疑， 
疑惑， 疑念） 46  237°,  365°;  47  90°;  58 174° 
④ vimati  (疑， 疑 慮） 8 144; 11 下 387,397* 

猶豫隨 眠 vicikicchSnusaya  (疑隨 眠） 58 174, 
176, 178 

猶豫論 Kankha-katha  57  241° 

遊 園 SrSma  (園， 林 園， 園 林， 苑囿， 公園， 

僧 園， 伽藍） 3  472; 15  202,  203,  204 
遊園地 uyyana  (園 地， 庭園， 園 林） 6  385* 
遊戲場 ki!S  maijdala  39  5,  6,  9,  22 
遊行 carika  2  491 

①遊 行者 ② 遊行 僧 paribbajaka  (普 行者， 普 
行 沙門， 遍行 外道， 遍歴 者， 梵志， 出家 行 
者， 行脚 僧， 波 利 婆闍， 般利婆 闍迦） ① 1 
407*;  6 1, 2; 12 134; 13  31,47*, 174 ② 7 
135 

遊女 ① gamka  CM 女, 娼婦） 23  202;  25  348; 
31 403;  34  200,  201,  288,  289;  36  38 ② 
vanna  dasi  CM^)  29  246 ③ vesi  @  vesika 
©vesiya  (娃 女， 淫賣， 淫 賣婦， 倡婦， 娼家， 
妓女， 吠 奢 女） ③ 1 63,  232 ④ 25  203 ⑤ 
24  40;  39  96 

〔遊女と 長者 子と 遊女の 兄 無 賴漢〕 34  200 

〔遊女と 盗賊〕 31 402;  33  23 

遊歩 anucaihkamana  24  206,  226 

踊躍 喜 ubbega  piti  62  285*;  64  367 

誘引の 術 5va は ani  maya 18  333,  334，  340 

誘掖者 anuggahaka 11 下 350 

誘導 ummagga 16 上 399,  400 

優越 者 settha  (最 勝者， 最上 者， 最 尊者， 勝 
者， 殊勝） 6  311， 312 

優者 settha- purisa  9  37 

優勝 pa が ta  (勝， 妙， 殊妙， 勝 妙， 妙 善， 極 


' 妙， 美妙） 8 130 
優生 兒 atijata  putta  23  315 
優 丰目本 生物 語 Mudulakkhana  jataka  On 六） 
29  83° 

優劣 問 〔答〕 Sirimanda- pafiha  39  55 
床板 padara  2  74 
行く    carati 18  23,  24,  25 
指 ① afiguli  2  203;  3 130 ② angula 〜 シ 
ま旨截 ら れ し 者 angulicchinna  3 155 
指 長し digha  angulin   〔三十 二相の 一〕 8 
184, 194 

指に て 操る anguli-patodaka  2 175 
指韜 patiggaha  (容器） 4 179 
ま 旨 環 ① muddika 19  22 ② anguli  muddika 
〜次 項 

① 指環 ② 指輪 aiiguli-muddika ① 4 164 ② 

2  257;  28  268，  269 
指環 製造 人 muddika  6  78,  79 
弓 ① rapa  2  325;  23  41 ② dhanu  4 15,  294; 

10  227; 19 129*;  37  435*,  443,  459*,  466*; 

38  306 

弓 遊び dhanuka  (弓 戲， 玩具 弓， 小 弓） 1 

303;  6  8，  98;  59 上 363 
① 弓師 ②弓 取り dhanuggaha  (弓術 師， 弓 

術 者， 弓 射手， 射手） ① 18  86;  22 上 128 ② 

12 105 

弓手 issSsa  (射 師， 弓術 者， 弓士）  25  319 

〔弓の 一 支〕 59 下 268 

弓の 弦 jiyS  7  383 

与 ©ffig    dhanu-pakara  7 158 

夢 supina  (夢の 判斷， 夢 判斷， 占 夢 ） 1 188， 
195; 10 126; 19 134,  136,  332;  24  314;  25 
414;  29 144,  224;  38  273,  276,537,538,543; 

39  2，  254，  419,  500;  42  9;  43 192，  193;  44 
464;  59 下 141°*   〔十六 種〕 29 144   〔原因 六 
種〕 59 下 141 〔菩薩の 五大 夢〕 19  332;  28 
146  〔佛 母の 夢〕 28 107 

① 夢の 如 く ② 夢の 喻 supinakupama ① 4  37 
② 2  212;  9  239,240°; 〔10 126°; 19 134;  24 
314;  25  414;  42  9， 189;  44  464〕 

① 夢の 判斷 ② 夢判斷 supina  (占 夢） ① 6 
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ュメ 一夢， 搖 

11， 101 ② 24 133;  59 上 357;  62  55 
〔夢の 譬喩〕 10 126°; 19 134;  24  314;  25  414 
42  9, 189;  44  464 


夢の 問 Supina- pafiho  59 下 140 
夢見る 人 supinaka  36 154 

搖らざ do ほ （鞭 韆） 34  263 
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ョー デャナ yojana  (由 旬） 〔里程〕 2 101， 

208,478 
ョ一 ディ yodhi  CffJ  37 171 
ョー ティカ 一 yothika   (素 馨〜 ュ一 ティカ， 

瑜 底迦） 〔花〕 24  487 
ョーナ Yona  (餘 尼， 臾那， 希騰） 〔國〕 11 上 

197;  42  234;  65(111)  3, 12,  31, 32 
ョー ナカ Yavanaka  =  Yonaka  (臾 那， 希臘 

人） 〔國， 人〕 59 上 6 
予は或 物 を 認容す， 或 物 を 認容せ ず ekaccarh 

me  khamati,    ekaccam  me  na  khamati 

10  334 

予は 一切 を 認容す sabbarfi  me  khamati 10 
334 

予は 一切 を 認容せ ず sabbarfi  me  na  khamati 

〔長 爪の 說〕 10  334 
世に 有無の 問 Loke  natthibhava  panho  59 下 

91 

世に 於て 得難き 人 puggalo  duUabho 

lokasmim  47  363,  395° 
世の 統治者 vasavattin  (自在 者， 自在 天， 支 

配 者， 指令 者， 全能者） 12  244 
世の 主 loka-jettha 12  385 
世の 果 lokassa  anto  (世界の 邊， 世界の 終邊， 

世間の 邊） 15 151* 
〔世の 無常〕 11 上 97 

世の 欲 lok5misa  (世間 財， 世間 食， 世間 味， 

世間 的 利得） 12  3,  4,  93, 107 
世 は 有邊な り antava  loko  (世界 は 有限な り ， 

世界 は邊有 り ， 世間 は 有邊な り ） 40  247 
〔世 は圓 成な り 〕 58  270 

世 は; [：ヽ に 導かる cittena  loko  niyyati 18  311 
世 は 常な り sassato  loko  (世界 は 常住な り ， 

世間 は 常な り） 40  246 
世 は 無常な り asassato  loko  (世界 は 無常な 

り， 世間 は 無常な り） 40  247 
世 は 無邊な り anantava  loko   (世界 は 無限な 

り ， Itt 間 は無邊 なり） 40  248 
四つの 光 cat ほ ro  pajjota  (四の '織） 12  21,79 
四 辻 siriighataka  (四 衝， 四衝 街道， 四衢 道， 

四大衢 街路， 十字路， 街衝， 衢） 23  9;  25  3 


ョ， 予， 世， 四， 與， 預ーョ 

〔四 人が 世間の 四邊に 到る 能 は ざ る 譬喻〕 22 上 
128 

〔四 人の 長者 子と 獵 夫の 肉〕 31 386 
與旗婦 dhajShata 1 236* 
與別住 parivasa  dana   5  243，  382; 17 161 
與 摩那埵 mSnatta- dSna   5  243,  382; 17 162 
與樂論 Sukh さ nuppad^na- katha  58  291。 
預流 ① so ほ patti  (預 流果， 預流 犯， 須 陀桓） 
4 144;  7  327;  8 131，  132,  168; 18 139，  416 
② so ほ panna  (須 陀桓， 預流 者， 預流果 に 入 
れる ） 8  333; 13 100,  103,  105; 14  251, 
304,  322*; 16 下 2,  221,  222,  241,  318;  22 上 
85;  22 下 11， 94;  23 165;  24  469;  40  261; 47 
361，  404,  413，  454，  466,  468,  470;  50  473; 
51 440;  57  50,  51, 80，  81， 102*,  138，  142, 
143,  177*,  312,  314,  315,  352*，  373*;  59 上 
233,  234,  330* ③ Ogadha  〔經〕 16 下 221 
④ Sota  〔經〕 16 下 26 ⑤ Sota  or  So ほ pa 囊 
〔經〕 16 下 22    (D  Sotapanno  〔經〕 14  251, 
303; 16 下 1, 2 
預流果 ① so ほ patti  (預 流， 須 陀桓） 26 10， 
49,99;  31 2 其 他； 32  4，  8，  24 其 他； 33 10 
其 他； 34  43,  44 其 他； 35  246 ② so ほ patti- 
phala  (須陀 a 果） 1 154*;  2  41*;  3  511; 4 
282,  380;  6  324, 325; 8  306; 10  62; 11 下 359， 
360; 14  362*;  20  214;  23  44;  28 174*;  29 
56 其 他； 30  20,  42,  76 其 他； 36  80;  37  8; 
38  65, 146，  147;  39  265;  40 107， 123， 194, 
324;  41 69, 130，  191*;  47  43，  361，  377，  378; 
50  476;  57 102*,  139,  142,  280,  281,  312， 
314,  315,  352*,  372*;  58  56, 110,345;  59 上 30 
〔六 功德〕 20  214 
①預流 甲<  應證位 成就 〔人〕 ②預 流果作 證向③ 
預流果 能 作 證向人 （D 預流 果を證 すべ く 修行 
する 者 sotapattiphala  sacchikiriyaya- 
patipanna    (向 預流果 現證者 = 須陀 fi 向） 
〔八應 供人の 一〕 ① 8  333 ② 57  280*,  281， 
284*, 378, 384，  387, 393, 400 ③ 47  361, 377, 
380,  383°,  469,  470,  472    @  57 139, 142 
預流 果現證 so ほ pattiphala- sacchikiriy さ （預 
流果 應證， 預流果 作證） 16 下 324 
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ョ ー預， 豫， 餘， 肇， 用， 幼 

預流果 支 sotapannassa  angam  (=預 流 支， 

四 證淨） 〔四 種〕 8  306 
預流果 得 sotapattiphala  samapatti  (須陀 

果定） 40  33， 136,  164，  336 
預流果 に 入れる so ほ panna  (預 流， 預流 者， 

須陀 E)  6  223 
預流 決定 so ほ patti  niyama  58  2,  3,  209 
預流向 so ほ patti- magga  (預流 道， 須陀 道） 

30  20,  86 其 他； 32  25 
預流向 支 so ほ pattiyaiiga  (預流 分） 〔四 種； 善 

士 親近， 正法聽 聞， 如理 作意, 法隨法 行〕 8  305 
預流支 so ほ pattiyaiiga  (= 四預流 支， 四預流 

果支， 四 證淨） 〔四 種〕 13 100,  101°,  103*; 

16 下 224,  227，  252，  253,  324;  22 上 85,  86,87, 

89;  22 下 94,  96 
預流者 so ほ panna  (預 流， 須陀 S, 預流果 に 

入れる） 2 14;  4  246,  358;  7  205*;  9  260, 

393; 11 下 228°，  359,  360,  399; 16 下 13*; 19 

295,  297;  20  246;  22 上 321,  322;  58  334 
預 流相應 So ほ patti- sarhyutta 16 下 220°，  328 
預流道 so ほ patti- magga  (須陀 匿 道， 預流 向） 

40  33，  42,  53,  75，  77, 105,  107,  114，  117， 

119，  121,  155,  276;  41 5，  7,  65;  47  43;  57 

154,  280;  58  2；  225 
〔預 流の 記 別〕 19  295,  297 
預 流の 比 sotapanna  bhikkhu 14  262 
預流犯 so ほ patti  (预 流， 预 流果） 2 10 
預流分 sotapattiyahga  (fg 流 向 支） 〔四 種〕 

40  339。* 

預流品 So ほ patti- vagga 14  320,  346 
豫言 parikatha  (遠 廻し） 5  293°,  299 
豫告 patisarhvidita  2  254  » 
豫占 uppSda  (天變 地異 判斷， 吉凶の 兆， 兆 

相 占 ひ， 前兆 占， 變事） 26  32 
①豫 修行 ②豫備 的 (^行 pankamma  (遍 

作， 準 満） ① 34  303 ② 65(1)  53 
豫約 samvidahita  2 102, 105 
餘依 upadisesa   (餘 取， 键， 有餘） 16 上 

336,  415; 16 下 68, 141.  185; 19 112;  22 上 

352;  23  287,  288,  289;  64 138 
餘 (^な き nirupadhi  (無 餘， 無 お 12  208； 


336 

餘 甘子 amalaka  (阿 摩羅 果， 阿摩洛 ^0， 阿 末 
羅果） 〔藥 果〕 3  357;  22 下 76;  24  248;  27 
45,96 

餘財 dayajja  (遺 產， 家督） 3 139 
餘財誦 品 dayajja  bhanavara  3 155 
餘師 を說く     sfifiarii  sattharam  uddesati  20 
212 

餘食 bhut ほ vasesa  (殘 食） 4  331 
餘者 具足 論 Apara  pi  samannagata  -  katha 
57  372。 

餘取 upadisesa  (餘 依， 有 依， 有餘） 19 199, 
200 

餘取無 き ？ 呈樂界 anupadisesa  nibbanadhatu 

(無餘 涅槃 界） 18  214 
餘處 Afifiatra  〔經〕 16 下 402 
餘得 atireka- ほ bha  (餘 分の 得） 3 102,  163, 

164 

餘尼 Yona  (臾 那， 希臉） 〔國〕 11 上 197 
餘 分の 得 atireka- ほ bha  (餘 得) 62 131， 132 
餘遍 の解釋 Sesakasina-niddesa    62  338° 
肇 ① pallaAka      子， 牀座， 長椅子， 長 毛 

牀， 寢臺） 12 157,158,159  (D  vilata  6  391, 

393  ' 
用 ① paUsevan§  (受 用） 9  8， 13°, 16 ② 

vinicchaya  (決定， 決斷， 分別， 裁判） 7  6* 
用水 paribhojaniya  (漢 水， 洗淨 水） 1 269; 

2  82,  495;  4 119，  319，  321，  322,  331, 332 
用水 瓶 paribhojaniya-ghata  4  331 
用 房 kappiya- kufi  (食) 封） 3  249* 
幼孩兒 dahara  kum さ ra 11 下 232 
幼兒 dSraka  (子 {^) 1 131 
幼. 兒 ある 婦女 P さ yanti  2  512;  5 112 
〔幼 兒と炎 炭の S 瑜〕 10  59 
〔幼兒 の 質問〕 30  397 
〔幼兒 の 糞尿に よる 遊戲の 譬喩〕 22 ド 121 
幼樹 ① tarupa  3  334,  335 ② tarupa  rukkha 

13 131 ③ TaruQa  〔經〕 13 130 
〔幼樹の6^を伐る3喩〕 41 169 
*t 幼樹 の! ま喩〕 13 131; 25 127 
幼少 Dahara  〔經〕 12 118 
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幼， 羊， 容， 痒， 陽， 慵， 搖， 楊， 葉， 'Jrf?, 榕ー ヨウ 


幼 象 hatthi  kalabha〜hatthi  ka. ほ ra  (若き 象） 

22 上 137, 138 
幼 〔犢〕 喩 tarupiipama 10  272 
幼女 kumariy さ 28 168 
幼 鹿 miga-potaka 1 63 
羊啞 e!a- mCiga  (0S， 啞羊， ロ诞を 流す） 16 上 

297; 18  440;  21 105 
羊; fij    mendaka-visana  3  329 
羊角撫 kadali   (i^ 蕉） 26  44, 147;  27  45, 

106;  38 197;  60  47,  53 
羊 群祠堂 Ajakalapaka-cetiya  23  90 
羊 群 夜叉 Ajakalapaka-yakkha  23  90 
羊趾 形の 杖 ajapada- daijda   9  246 
羊水 semha  (疲， 啖， 粘液） 32 148 
羊 皮 e!aka- camma  3  346，  349 
羊 牧尼拘 律 林 AjapSIa- nigrodha  (阿闍 婆羅棺 

樹） 23  88 

羊毛 ① uiwa  (毫） 4  231; 19  49;  21 177, 
180,  182， 185 ② e}aka- loma 1 382,  384， 
394*,  397*;  5 16， 17,  57，  58 

羊毛 戒 e}akalomaka  5  22,28*,  34， 101,  103， 
106* 

羊毛 等 起 elakaloma-samutthana  5 152 

羊毛 布 patalikS  20  347 

容易に 轉 ずる lohu- parivatta 17 14 

容器 ① caAgavara  9  262,  263,  264 ② 
patiggaha  (指 ％5)  4 177 ③ bhSjana  (器， 
陶器， 土器） 59 上 110   (D  bhajana-vikati 
6 116 

〔容器 發 生の 譬楡〕 59 上 110 

容姿 ① mukha-nimitta  (面相， 面貌） 11 上 

24 ② rQpa  (容色， 姿態， 色， 形相， 像） 

30  251 

〔容姿 を 誇る 二 年少 比丘〕 30  251 

容色 ① rQpa  (容姿， 姿態， 色， 像， 形相） 

15  380* ② vaiwa  (色， 色 光， 顯色， 顔色） 

6 180* 

容色 t 堅 vanna-macchariya  (稱 『|tt 堅， 色 1' 堅， 

德慳） 47  385,  391 
容麗 vaijpavant  (端厳， 美しき， 美貌） 11 下 

275* 


①痒 ②痒 kandu ① 3  358,  515;  22 上. 

355;  27 122 ② 2  272 
① 陽炎 ②陽燄 maricika  (歷 氣樓， 幻影） 

① 23  43;  64  83，  361,  381,  385,  399 ② 14 

220 

陽 3 炎の 如 し maricikupama 14  222 

〔陽 燄の譬 喩〕 14  220 

陽光 atapa  (熱， 溫處） 11 上 306 

储人 ① bhataka ② bhatika  (奴 僕） ① 23 

120;  24  9 ② 12 110 ③ porisa  (寄食 者）. 

42 15 
〔傭人の 譬喻〕 12 110 

榣 ① nigha  (^情） 〔三種〕 16 上 237 ② 
Nigha  〔經〕 （一) 一 （四） 16 上 237 

搖尤那 Yamuna  (耶 牟那， 夜 摩那） 〔河〕 23 
170,  173;  59 上 145,  200,  252 

楊子 ① dan ね- kattha  (楊枝） 1 438;  4  209, 
338  〔五 功德〕 4  209°; 19  347  〔長さの 規定〕 
4  209 ② danta- poija  (稱 枝） 2  376 

楊枝 ① danta- kaWha  (楊子） 1 311，  408， 
449;  2  222,  245,  248;  3  82,  90, 107，  144， 
212; 19  347;  43 181，  383;  44  429,  430;  62 
200,  202  〔五 功德〕 4  209°; 19  347  〔不使用 
の 五 失〕 19  347  〔長さの 規定〕 4  209 ② 
danta-pona  (楊子） 1 83;  2 142*,  146;  25 
273 

葉屋 panna-chadana  4  237 

葉果 pattapphala  24  89 

葉 蓋 pawa- chatta  (葉 傘） 2  544 

葉 香 patta-gandha 14  405* 

葉 座 panna-santhara  2  65 

葉 傘 paiwa- chatta  (葉 蓋） 2  323 

葉 汁 patta- rasa  3  431 

葉 毘尼河 5>appinika  =  Sappini 1 182 

葉藥 panna-bhesajja  3  356° 

葉 林 Pa ほ sa-vana  (パラ一 サ林） 22 下 14， 18 

① 熔鑛爐 ② 培爐 ukka- mukha  (坩堝） ① 
27  28 ② 11 下 341 

榕樹 ① nigrodha ② nigoha  (尼拘 律 〔陀 〕， 
尼 拘留 他， 尼俱 律陀， 尼俱 盧陀， 泥 瞿陀） 
〔樹， 果〕 ① 2  54;  25  88;  27  45，  73, 156;  29' 
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ウー ，瑶， 傷， 養， 癰， 瓔， 良， 善， 抑， 浴， 欲 


308;  31 293,  490,  491; 62  361; 63  375 ② 65 
(III)  62 ③ vata- rukkha  30  290,  291 
格 樹洞院 Nigoha- kubha  65(111)  92 

〔榕樹の 果の 苦味と なる〕 31 490 
榕樹 鹿 本 生物 語 Nigrodhamiga- せ taka  (—二） 
28  287。 

瑶臺祭 if   pasada-mangala  34  332 

瘍腫 pi!aka  (瘡， 膿 腫， 膿瘡， 疹子， 吹出物） 

27  261 
養育 者 posik?- 11 下 357 
養 孔雀 園 Mora-niv さ pa  (孔雀 林， 孔雀 飼育 處） 

〔外道 園〕 8  49，  51 
養蠶家 ®  kosa- karal- a 1 380 ② kosiya- 

karaka  5 16 
養 者 ap§de は r 11 下 350 
養隊者 sukara-posaka  7  397 
養女 vadhuka  (嫁〜 花嫁） 18 135, 136 
養分 oj さ （食 素， 滋楚 素， 榮養） 20 155 
養 jg; ①さ p§dikS  (嫋 母） 11 下 357    (D  posika 

4  380,  433;  21 198 

① 養母 象 本 生物 語 （D 養母 本 生 話 
Matuposaka-jataka  (四 五 五） ① 33  337° 
② 63 153 

癱 ① ganda  (癱 病， 瘡， 腫物， 癌， 膿 腫） 2 
509;  3 120;  4  403;  5 111,  132; 11 下 346; 14 
262*,  297,  298; 18  226;  20  44,  45;  22 上 52; 
24 18;  26 18;  27 122，  261; 42 17，  24，  67, 
75,  381; 43  37， 165,  178,  237,  336,  340;  44 
23,40,95,158,195,372，  416,  439;  59 下 347; 
64  326,  392,  400 ② Gaij4a  〔 經〕 22 上 52 
癱 〔者〕 gaij(Jika  (膨病 者〜 皮廣病 者） 3 159 
〔癱の 醤喩〕 22 上 52  * 
癱病 gai>(Ja  (癱， 瘡， 腫物， 膿 腫） 22 上 355 
理路 ① alariikara  (装身具， 莊嚴） 60 16， 189 
② Sbharaija  (莊身 具， 莊飾 品） 25  360;  28 
137,  138,  229,  437;  36  33,  34,  40, 159;  41 
326，  353;  59 上 55;  59 下 198 ③ kSyiira  (腕 
飾） 39  540,  541 (D  pilandhana  35  297,  319, 
336.  389 
良き 生れ sujS は 6 139, 140 
善い 哉 ① sSdhul2  29* ② S さ dhu  〔經〕 12 


28 

善き 哉 abhikkantarii (偉なる 哉， 奇なる 哉， 
妙なる 哉， 希有な り， 最勝 なり， 甚奇 なり， 
殊勝な る 哉， 秀逸な り ， 微妙な る 哉） 6 163, 
214 

善き 語 kaly お a- (言 善 く  ， 言詞調 善） 12 
63 

善き 語の 勝利 Subh お ita- jaya  〔經〕 12  389 
善 き 仲間 kalyana-sampavanka 12 147* 
善き 人 santa  (賢 善人， 善士， 聖人） 12  24， 
25，  96,  97 

善き 朋友 kalyapa- mitta  (善 友） 23 141, 142 
善き 名聲 kalyapa- kittisadda  (名 稱， 名聲， 

好 名聞） 3  399;  7  47 
抑制 Pasayha  〔經〕 15  380 
抑揚 anubyafijana  (文， 隨相） 59 下 201 
浴衣 udaka- sStikS  (水浴 衣， 浴 水 衣） 34  316 
浴 行 udakorohana-  kamma  34  291 
浴師 nahapaka  (浴 僕， 令 浴 者） 11 下 103 
浴室 ① udaka- kotthaka  3  363 ② 

jantaghara  (浴 房， 溫室， 溫 浴室， 事 火 室， 
火舍， 暖 風呂場） 1 197;  30  242;  60  86， 
246 ③ naMna  ghara  26  72 
浴場 ① tittha  (水浴 場， 渡 場， 渡處， 度處， 
津岸， 淺瀨， 上り 場 ） 28  355，  356 ② 
aggittha  36  68 
浴津布 tittha- co}a  62 124, 125 
浴 水 衣 udaka-s^tika  (水浴 衣， 浴衣） 41 361 
浴槽 rajaka  dopi 11 上 201,  202,  242,  243 
浴 土   mattikS  (石 餘， 粘土， 泥土， 香 泥） 43 

181,  383;  44  429,  430 
浴 粉 nahSniya- cui^a  (洗 粉， 粉末 石餘， 順 

浴 散） 11 下 103 
浴 房 jan ほ ghara  (浴室， 温室， 温浴 室， 暖房， 

事 火 室， 火舍， 風呂場） 11 下 152 
浴 僕 nahSpaka  (浴 師， 令 浴 者） 6  78,  79, 110 
欲 ① iccha  (欲求， 欲望） 8  92 ② kama  (欲 

愛， 欲念， 欲樂， 愛欲， 愛樂， 樂欲） 1 30; 
2  212;  4  36;  9  238; 11 上 340。*; 19 133°, 
134,  136;  20  44,  45， 172,  173°;  21 219;  24 
157,  295*;  30  361; 42 1°,  40,  240;  44  38°, 


欲ーョ ク 


50， 124,  159，  230  〔二種〕 30  361 ③ chanda 

(志 欲， 愛， 欲 貪， 欲望， 欲求， 意欲， 樂欲， 
貪欲） 6  34*;  7 191*,  221,  318; 11 下 2*, 
427*; 13 192; 14 10, 14, 16, 17， 19, 170, 
171，  299; 16 上 115; 17  375*; 18 163,  304; 
20  40,  41; 24  335;  40  35,  58*,  123，  295;  41 
45，  69，  74，  91, 166;  42  6,  73;  46  296°,  300, 
309，  314;  64  58°;  65(11) 10, 12  ©chanda— 
raga  (欲 貪， 欲染） 7  6*  ©ruci  (樂， 樂欲， 
愛好， 意欲， 好み， 喜， 所樂， 目的） 13 168* 
⑥ Iccha  〔經〕 21 228,284    ®  Chando  〔經〕 
13 192; 16 上 414; 16 下 117 ⑧ KSmesu  〔經〕 
16 下 406 

〔欲— 苦〕 11 上 143; 16 上 33,  34;  23  234;  34 
54，  385 

欲 阿賴耶 kamSlaya  24  63 

欲 愛 ① kSma  (欲， 欲念， 愛欲， 樂欲） 12 
136，  137,  138;  34  311 ② kSmesanS  (欲求， 
欲尋， 欲 尋覓） 18  75，  76   @  kama  tanha 
(愛欲の 渴愛） 〔三 愛の 一〕 3 19;  7 11. 354; 

8  295; 10  345*; 11 下 353; 14  40,  51; 16 下 
340,  346,  347; 18 18，  20;  40  65;  47  91°;  58 
9, 10;  59 下 173;  64 133，  148,  249,  250°  © 
kama-sneha  (欲 親） 9  421，  422,  423; 15 
294,  295    (g)  Kama  〔經〕 12  63 

欲 愛の 想 kSma- safifiS  (欲 想） 24  62 

欲 愛本 生物 語 Kama- j§taka  (四 六 七） 34  41° 

欲愛樂 kammSrSma ほ （事業 を樂 しむ こと） 

20  226,  227 
欲爲性 iccha- pakata  (悪性） 19 165 
欲 有 kama- bhava  (欲の 存在， 欲樂の 生起 = 
欲界） 〔三 有の 一〕 7  4;  8  295; 17  365,  366; 
22 上 79，  82;  24  240;  42 12,  67，  68,  72.  76， 
199,  288，  307，  342;  43  47,  95， 177,  178, 
325;  44 109，  128,  146,  153，  211,  221,  319, 
323，  405,  406;  46 182;  47  227,  310;  50  361， 
367;  58  65*,  71， 79，  81; 59 下 68;  62  400;  63 
122;  64  218,  226*,  259，  322 
欲焰熱 kSma- pari!5ha  (欲 熱， 欲 熱 悩， 欲 悩） 

9  421,  422,  423 

欲界 ① kSmSvacara  (欲 廛， 欲 界緊， 欲界に 


屬し） 28 101; 33  354;  38 11, 76;  42  2, 12, 
41， 72，  76, 163,  199,  288,  307,  342;  44  38, 
80, 109，  113,  146，  152,  166,  211,  221,  248, 
319，  323 其 他； 47  245,  306*;  57  324,  327; 
58  57,  220;  62  270,  280,  289,  309,  316,  327, 
593;  63  206,  210,  211,  371,  375,  385,  414, 
419，  421,  425;  64  6,  7,  9,  33,  35，  59,  77^ 
79，  207，  226,  227;  65(11) 1 (D  kama-dhatu 
〔三界の 一〕 8  295; 11 下 58,59; 17  365,  366; 
25 154,  189;  37  244;  40 12，  226;  43 177, 
325;  46 107°;  47  87。，  163°;  48 下 1*.  80*, 
157*,  224*,  297*,  368*;  57  41， 42;  58  71°*, 
79,  81， 256,  259,  306*;  62  9;  64  98°,  322 
〔定義〕 45  285,  289,  299,  310，  328;  47 187 
〔欲 界異 熟〕 64  36° 

欲 界有因 里 熟' ひ sahetuka-  kamavacara 

vipaka  citta  65(11)  4 
欲 界有因 唯 作 jl>  sahetuka- kamavacarakiriya- 

citta  65(11)  4 
欲界繋 kSmSvacara  (欲 界， 欲廛， 欲 界に屬 

し） 50  360*;  54  442*;  58  201,  202,  306* 
欲 界繋異 熟 kamSvacara- vipaka  (欲 界異 熟） 

50  363,  364,  370，  373* 
欲 界繁異 熟 因      kamavacara-vipakahetu  50 

361 

欲 異繁善 kamavacara- kusala  (欲界 善） 50 

363，  364,  369，  370,  477* 其 他 
欲 界繁善 因 kamSvacara- kusalahetu  50  360 
欲界繁 善異熟 kamavacara - kusal av ipa ka  (欲 

界善異 熟） 50  477* 
欲 界繁ニ 法 Kamavacara- duka  54  442°;  56 

208 

欲 界繁ニ 法 善 三 法 kamavacaraduka- 

kusalattika  55  258 
欲 界繁法 kamavacara- dhamma  (欲 塵 法) 54 

442*;  56  208,  370 
〔欲 界繁法 等の 緣關 係〕 54  442 
欲 界繫唯 作 kSmSvacara- kiriyS  (欲界 唯 作） 

50  363，  364,  370,  374*,  478 其 他 
欲 界結生 〔'00    kamavacara-  patisandhi 

C-citta}  65(ID  42,48 
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ョ クー 欲 


欲界定 kamavacar a  samad h i  62 180 

〔欲 界淨 心と 相應 する 心 所〕 65(11) 16 

欲界善 kamavacara-  kusala    (欲 界繁 善) 58 

57，  58,  220 
〔欲 界善異 熟 心〕 45 123 137 
欲界善 〔業〕 kamavacara-  kusala  [  -  kamma] 
. 65(11)  44,  45 

〔欲界 善 趣に て惡業 をな せし 者の 結 生〕 64  212 
〔欲界 業 趣に て 善業 をな せし 者の 結 生〕 64  214 
欲界善 '1>    kamavacara-kusala-citta  65(11) 

3;  〔64  33。〕 
〔欲界 第一 善心〕 45 15;  46  238,  424 
〔欲界 第二 善心〕 45  38 
〔欲界 第二 乃至 第 八 善心〕 46  240,  425 
〔欲界 第三 善心〕 45  38 
〔欲 界第四 善心〕 45  39 
〔欲界 第五 善心〕 45  39 
〔欲 界第六 善心〕 45  40 
〔欲 界第七 善心〕 45  41 
〔欲 界第八 善心〕 45  42;  46  238,  411*,  424 
欲界地 kamavacara- bhiimi  (欲 塵 地） 65(11) 

36，  41 

〔欲 界と諸 法〕 47 163°,  169° 

欲 界に屬 し kamavacara  (欲 界， 欲界 整， 欲 
塵） 6  49 

〔欲 界の意 門 作用〕 65(11)  32 

欲界の 慈悲 kamavacara- metta  38 11 

〔欲界 八 善心〕 45 15-42 

〔欲界 八 大異熟 心〕 45 136;  46  250.  431 

〔欲 界八大 唯 作 心〕 45 171; 46  257,  437 

〔欲 界唯作 心〕 45 168;  64  40° 

欲覺 k さ ma- vitakka  (欲 尋， 欲念 》 欲の 考想， 
愛欲 觀） 1 30; 12  351; 13  223,  224;  23 140 

① 欲渴② 欲渴望 kSma- pip お a  (欲 欲） ① 
18 18,  20 ② 9  421.  422，  423 

欲 喜 kSma- nandi 18 18，  20; 19  340 

欲求 ① icch§  (欲望， 欲） 7  257;  24  301; 42 
43;  43  35,  36 ② kSmesanS  (欲 尋， 欲尋 党， 
欲 愛） 〔三 求の一〕 8  295,  351; 23  297,  298 
③ chanda  (欲， 志 欲， 欲望， 意欲， 貪欲） * 
7  325   @  nikanti  (欣 求:） 64  369  ® 


adhippaya  (意趣， 思量， 興趣） 20 113 
欲經 KSma- sutta  24  295°,  297 
欲經 の義釋 KSmasutta- niddesa  42 1°,  31 
欲 行 methuna  (淫， 娃欲， 行娃， 交會） 11 下 

14 

〔欲 解脱 = 簡擇觀 = 行捨〕 40  413 

欲 結 kilesa  (煩 懐， 染， 欲念， 愛欲） 2 10 

欲 結の 偏見 Kama-samyojananarii 

adhitthanam 11 上 305* 
欲 昏睡 kSma- mucchS  (欲 悶， 欲 迷） 9  421, 

422,  423 

① 欲 三昧 地 勤行 成就 神 足 ② 欲 三 摩 地 勝 行成 就 
神 足 chandasamadhi-padhanasamknara- 
samannagata  iddhipada  (= 欲 神 足) 〔四 神 
足の 一〕 ① 8  301; 16 下 99* ② 46  308 

①欲思 ②欲 思惟 kama-saihkappa  (欲念 = 
欲尋） 〔三 不善 思の 一〕 ① 8  294,351 ② 11 
下 75;  22 上 249 

欲 邪 行 kamesu  micchacaro  (邪欲 行, 邪 

愛慾， 愛欲に 於け る 邪 行， 肉愁に 於け る 邪 行） 
〔十 不善 業 道の 一〕 8  260,  349; 16 下 
406; 17  492; 18  443;  22 下 191* 
欲 邪 行者 k&mesu  micchacari  (恣 境に 於て 邪 

行 ある 者， 愛欲に 對 する 邪 行者， 邪淫 者） 13 

101,  104，  244*; 18  380，  384;  47  415* 
① 欲 邪 行の 離 ② 欲 邪 行 を 離る る こと kamesu 

micchacara  veramani  (離 欲 邪 行) ① 16 下 

237   (D 18  443 
欲 邪 行より 遠 離の 學處 kamesu  micchacara 

veramani  sikkhapadam  (不邪 4i 戒) 46 

411,413 

欲 寂靜 chanda- vupasama  40 178 

欲 著 kamajjhosana 18 18，  20 

欲ぬ kamupadana  (愛 取） 〔四 取の 一〕 7  5; 

8  309;  40  388*;  45  310°,  380;  47 108°;  54 

232*,  276，  277,  280;  62  395，  396;  64  254°*, 

263,  448,  450;  65(11)  63 
欲 種種 chanda- nanatta  (種種 欲） 8  378 
欲 趣 chandSgati  (欲 道， 貪欲の 非道， 貪欲 不 

應行， 貪不 行處） 22 上 28 
欲 生 k き mupapatti  〔三種〕 8  297;  23  345 


(922) 


欲 ーョク 


欲定 chanda-samadhi  62 180 

欲情 rSga  (貪， 貪欲， 欲染， 欲念） 10  276 

欲情 を 起し otiiwa  (貪 愛） 1 203,  215 

欲心 を 持して paijidahati 1 168 

欲祌足 chandiddhip さ da  46  318°;  64  441， 443 

欲 親 kama- sneha  (欲 愛） 18 18，  20 

欲尋 ① k§ma- vitakka  (欲 覺， 欲念， 欲の 考 

想， 愛欲 觀， 愛欲の 心， 貪欲の 念） 〔三 不善 
尋の 一〕 8  294; 11 下 150,  156*;    43  201, 
392;  47  86° ② kamesanS 〜次 項 
① 欲尋 ② 欲尋覓 kSmesanS  (欲求， 欲 愛） 
① 16 上 232*; 16 下 85， 178;  47  93 ② 22 上 
249 

欲染 ① raga  (貪， 貪欲， 貪染， 染心， 染欲， 
欲情， 欲念） 10  219 ② chanda- r お a  (欲 貪， 
欲） 15  238*,  260,  263 
欲 善 趣 結 生 kamasugati-patisandhi  65(11)  41 
欲 善 趣 地 kamasugati- bhQmi  65(11)  40 
欲 想 k さ ma- safifia  (欲 愛の 想） 〔三 不善 想の 
一〕 1 30;  8  294; 11 上 34，  340*; 11 下 149; 
12  90;  47  87° 
欲 叢 vanatha  (欲念， 欲の 住居， 愛林） 23  61 
欲增上 chanda- adhipati  45  81*，  103,  152*; 

46  308，  415*;  50  3，  341,  365;  58  264 
欲 調伏 iccha- vinaya  20  250,  279 
欲 泥 kama- paihka  24  360;  43  272 
欲廛 k さ mSvacara  (欲 界， 欲 界繁， 欲 界に屬 
し） 40 140，  167,  174,  218,  425*;  41 164, 
183;  45 15*,  174,  263,  349;  46 19,  22,  32*, 
44*,  58*,  61*,  66* 其 他； 47  4, 187°;  48 上 
107*,  201*,    404*;    49 197*,  265*,  292*, 
336*,  440* 其 他 
欲廛慧 kamavacara  panna  (欲 界慧) 47  4， 
10,  25,  33 

欲廛地 kamavacara-bhumi  (欲界 地） 40 138° 
欲廛法 kamavacara  dhamma  (欲 界繁 法) 45 

10，  328°,  390° 
欲 纏 jmini  (網の 如き） 25 150 
欲と 俱行 する 想 作意 kSmasahagata  sanna- 

manasikara  22 上 102*, 144 
欲 道 chandSgati  (欲 趣， 貪欲の 非道， 貪欲 不 


應行， 貪不 行處） 8 170 

欲 貪 ① kamacchanda  (欲 欲， 愛欲） 〔五 下 分 
結の 一〕 8  313;    9  421,  422,  423; 15  294, 
295; 16 上 247，  301,  304，  310°，  325  〔定義〕 42 
2,6,41, 73;  43 12,  402;  44  39，  204,  259 ② 
kama-raga  (欲念， 欲の 貪） 10  58; 11 上 368; 
12  325; 17  464; 18 18,  20;  20  53，  58;  57 
113,  115*,  126,  151*,  221,  222,  380;  58 121, 
122,  173*,  256,  259,  307 ③ chanda  (欲， 欲 
求， 意欲， 志 欲， 貪欲， 愛） 15  78    @  chanda- 
raga  (欲， 欲染） 8  377; 11 下 263*; 14  43， 
374;  22 上 76;  44  39,  204°,  259    © tintina 
47  61, 68  © Chandaraga  〔經〕 14  43，  252, 
304,  305  ®  Chandaragi  〔經〕 （一） （二） 14 
252，  304-305 

欲 貪 蓋 kSmacchanda- nivaraija  (欲 欲 蓋) 〔五 
蓋の 一〕 8  313; 11 上 265;  42 18,  27,  28; 
65(11)  63 

欲 貪 結 kamaraga  sannojana  40 115,  116， 
118*,  319，  440;  41 5，  7，  66,  67,  71; 42  39， 
147,  213;  43 138,  403;  45  289°,  367;  53 
236*，  276* 

欲 貪隨眠 kSmar さ ganusaya  L 七隨 眠の 一〕 8 

332;  20  242;  40 115，  116,  118*,  319，  440; 

41 5，  7，  66,  67，  91; 42  39, 147,  213;  43 

138,  403;  48 下 1*;  57 127;  58 121,  122, 

173*,  253;  65(11)  63 
欲 貪の 因なる 法 chandar&gatthaniya 

dhamma 17  434* 
欲 貪の 調伏 chandaraga- vinaya 14  9°* 
欲な し nirSsS  (無 希望， 無 求） 12  242 
〔欲に 關 する 諸 譬喻〕 2  212;  4  36; 9  238，  240*; 

10 124°; 19 134,  136;  25  392,  393，  414°; 

31 472;  36 154;  42  9;  44  464 
欲に jCi 、を 傾く    amisadhimutta  11」： ^30 
欲に 就いての 智. kamanam  parinna  (欲の 遍 

智:） 9 138， 139 
①: 欲 熱 ②' 欲熱權 kama-parilaha  (欲 悩， 欲 

焰熱） ① 1 30; 11 下 156* ② 10  345* 
欲念 ① kama  (欲， 欲 愛， 愛欲， 欲樂， 樂欲） 

11 上 96; 15  98, 127*,  137,  149,  165，  177， 


(923) 


お 々一お， 慾 


178    t-  kama-raga  (欲 貪， 欲の 貪） 36  57. 
58   (H)  kama-vitakka  (欲 尋， 欲覺， 欲の 考 
想， 貪欲の き） 9 15;  22 上 9 ④ kima - 
sankappa  (欲 思. 欲 思' 1= 欲尋） 11 上 34 
©kilesa  C^ff, 欲 結， 染， 愛欲） 2  6*  © 
chanda  (欲， 欲求. 欲 貪， 意欲， 志 欲. 貪欲） 
15 118,  237*.  253*    ^  raga  (貪， 貪欲， 貪 
染， 染欲， 欲 貪， 欲染） 1 190;  36 153 ⑧ 
vanatha  (欲 叢， 欲の 住居， 愛林） 36 168, 
170. 174 

欲念に て Chandena  〔經〕 15  237,  238,  239, 

240,241 (― ) — （一八） 15  237-241 
欲の ®'   kama-kantaka  23 122, 126 
欲の^   kamanam  nibbida 18  309 
欲の 遏患 kSm お am  adinavo  (欲の 患ヽ 44 
436°*.  464°;  〔25  391*.  416*;  29  253:  30 
381; 33  70, 127.  158,  176,  380°;  *4  311〕 
〔欲 Oil 患の 譬! ？!〕  2  212;  4  36;  9  238.  240*; 

10 124°;  42  9：  44  464 
欲^)|?缚 kama-yoga  (欲^)  23  346 
欲の 患 kaminaih  Sdmavo  (欲の 過 患） 9 141， 
152° 

'欲の 考想 k お a-vitakka  (欲 尋， 欲覺， 欲 

■9  206*，  384,  388 
欲の 住罟 vanatha  (欲 叢， 欲念， 愛林、 i2 

322 

① 欲の 出 離 ② 欲よりの 出轎 kamanam 

nissaranam ① 9 144。 ② 8  319 
〔欲の 諸 雷瑜〕 2  212;  4  36;  9  238,  240*: 10 

124" 19 134.  136;  25  392,  393,  414。：  31 

472;  36 154;  42  9;  44  464 
欲 0 存在 kama-bhava  (欲 有） W 15 
欲の 追求 kima- pariyesan§ 11 下 156* 
欲の 貪 kima- rtga  (欲 食， 欲念） 17 101,102 
欲の 遍 kamanam  parinna  (欲に "tt いての 

智） 17  458;  47  413,  414 
欲 G) 味 kamanam  assado  9 140°, 151 
fC の領ぉ iccha\-acara  9  40,  45* 
龍 kama  parilaha  (欲 熟， 欲, 4*fg， 欲 培 熱) 

15  294,  295; 18 18.  20  , 
(欲 は 苦しく， 無欲 CD 三 眛は樂 し〕 31472 


欲望 ① abhijapp き 11 マ 203 ② icch き （欲， 
欲求） 9  40*; 12  58 ③ chanda  (欲， 欲求， 

欲 貪， 意欲， 志 欲， 貪欲） 12  31, 32  @ 
Iccha  〔經〕 12  58 

〔欲望 を 奢つべし ゥ 34  50 
欲瀑流 kama-ogha  (欲 流） 〔四 暴 流の 一〕 8 
308 

① 欲 迷 ② 欲悶 kama-muccha  (欲昏 き） ① 

15  294.  295 ② 18 18,  20 
欲軛 kama-yoga  (欲の 縛） 〔匹 i^! の 一〕 8 

308; 18 18',  20,  21 
欲 欲 ① k ま macchanda  〔欲 貪， 愛欲） 10  232*; 

16 下 186; 17  4,  5; 19  85 ② k§ma-pip§sa 

(欲 渴， 欲渴 望） 1 30 
欲 欲 蓋 kamacchanda-nivarana  (欲 貪 蓋) 45 

299-;  53  338*,  372,  375* 
欲樂 ®kama  (欲， 欲 愛， 欲念， 愛欲， 樂 

欲） 12 127,  128， 129 ② kama-rati 12  219, 

220;  25  344,  359   (B)  kama-sukha  (愛欲の 

樂） 10 180; 11 上 56*;  ll-rr  320,  325,  330; 

17 125;  22 上 101; 23 101; 62  9 

①欲樂 ft 著 ②欲樂 への ft 溺 

kamasukhallikanuyoga  (愛欲 貪 著） ① 16 上 

36 ② 62  9  - 
欲樂の 生起 kama-bhava  (欲 有） 23  82 
欲 林 vana  23  61, 70 

欲 流 kamogha  (欲瀑 流） 42  27,  80, 172,  211 
欲 漏 kSmSsava  (愛欲の 漏） 〔三 漏の 一〕 1 8; 

6 125,  126,  298;  7  40,  41， 44,  54，  60,  65;  8 

295;  9  9*.  59; 10 100,  372; 11 下 18， 126;  21 

39;  45  285。，  365;  47  89\ 106;  53 176*, 

225*,  229* 
'欲 論 K§ina- kathS  58  76° 
①欲を 根本と す ②欲を 根本と 爲す chanda- 

mulaka ① 21 304 ② 22 上 351 
欲 を IS? ず chando  pahiyati 16 上 415 
欲を縱 にす る 者 k§ma- bhogin   (行 欲 人， 愛 

欲 生活 者， 諸 欲 享受者） 8 158* 
慜 〔境〕 に 於て 邪 行 ある 者 kamesu 

micchacari  (欲 邪 行者， 邪 1§ 者， 愛欲に 對す 

る 邪 行者） n 下 34°, お 


翼， 横， 萌， 醉， 嫁， 凭， 夜， 鎧， 喜， 歡一 ヨロ コブ 


翼 patta 1 249;  6 106 

①翼を 有する 鳥 ②翼 ある 鳥 pakkhin  sakuna 

① 6 106 ② 11 下 16 
横木 agga}a  (閂） 2  75 
横町 byQha  (巷 路， 小路） 2  287 
橫柱 khila  ([}-：.  n, 標杭） 12  37 
葭の束 na!a- ka ほ pa  (束 蘆） 28  51 
葭葺の 家 na!agara  (葦の 家， 葦の 舍， 葦の 小 

屋， 葦葺の 家， 蘆 家） 11 下 57 
醉 はすべき 物 madaniya  dhamma 18  213 
嫁 ① ghara- suijha  2  32;  20  343 ② vadhuka 

(養女〜 花嫁） 11 上 82 
嫁入り vivSha  (嫁に 遣る こと， 嫁す る こと） 

24  206 
〔嫁と 慚愧の 譬喩〕 18 135 
〔嫁と 舅との 爭 とその 融和〕 33  264 
〔嫁と 姑との 爭の 融和〕 335 
嫁 取 り Svaha  (嫁 を娶る こと， 嫁娶〜 娶 る こ 

と ） 24  206 

嫁に 遣る こと vivaha  (嫁入り， 嫁す る こと） 


6 149, 150 

〔嫁の 家に 於け る 務め， 四 種〕 21185,189 
〔嫁の 家に 於け る 八務〕 21 177,  180, 182 
〔嫁の 夫に 對 する 五 務〕 19  49 
嫁の 遣 り 取り avaha— vivSha  (嫁娶 婚姻' 嫁 

娶， 結婚， 婚姻） 6 149, 150 
〔嫁 は W を 殺さん として 自ら 調 御 せらる〕 33 

265 

〔嫁 は 姑 を 殺さん として 自ら 滅ぶ〕 33  145 
嫁 を娶る こ と Svaha  (嫁取り， 嫁娶 〜娶る こ 

と ） 6 149, 150 
凭 倚 sattaAga  (七肢 椅子） 4  230 
凭 板 apassena-phalaka  (枕 板ン 4  二 67,  ^20, 

321,  333,  334 
夜 samvari   8  268 

〔夜 少しく 寢ね， 多く 覺 むる 者 五 人〕 19217 
鎧 ① kavaca  7  76; 16 下 111; 21 261; 23 190 

② kaficuka  36  30,  31 
直ば しむ sampahamseti  (歡 isf^ せし む） ' 79 
歡ぶ Nandati  〔經〕 12  8 
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玲禮， 列 縫 


ラガー RagS (染） 〔魔女〕 24  324;  28 167;  29 

412；  42  276 
ラー 力— ほ kha  (ラック， 胭脂， 勒叉） 〔染 

料〕 9  233;  38  329 
ラ クマ— Lakhuma  〔夷， 死後 生 天〕 24  462 
ラ クマ一 女 天宮 Lakhuma-vimana  24  461 
ラ クン タカ LakuQtaka  (侏儒 =拔 提耶， 侏儒 

跋提， 拔提） 〔比〕 13  413;  25  205 
ち クン タカ ノヽ' ッデ' ィ ャ Lakuijtaka- bhaddiya 

(羅 婆那 跋提， 侏儒 跋提 = 拔提， 跋 提耶， 侏 

儒） 〔比， 妙 音 第一〕 13  413； 17  34  〔譬喩 

經〕 27  318 

ラ 一シャ 聚落 主 R お iya- gSmam  〔欲 享受者， 

苦行者に つきて 佛の說 法を受 く〕 16 上 35 
ラス ナダ一 ャカ Lasuijadayaka    〔比丘の 譬喩 

經〕 26 160 
ラダ Lada  〔村〕 61 59 
ラター La ほ 〔毘沙門天 女〕 24  477,478 
ラ一ダ R^ha ① （羅陀 ） 〔比〕 14 126,  297; 

15  78*;  63 163 ② 〔鸚鵡〕 29  470*;  30  221; 

31 468* 

ラーダー Radha  〔パ ドウ マ 佛の 上足 尼〕 41 
282 

ラ 一 ダ 鸚鵡 本 生物 語， ラ一 ダ • デ ヤー タカ 

Radha  jataka ① （一四 五） 29  469° ② （一 

九 八） 30  221° 
ラタ カーラー RathakSra  (造 車） 〔七大 湖の 

一〕 20  355;  37 165;  63  388 
ラー ダ • サ ンュ ッ タ Radha - samyutta  (羅陀 

相應） 14  297° 
ラタ 車 ratha  (車， 車駕， 車 輿， 馬車） 2  326， 

546 

ラ タ 一天女 天宮 Lata-vimana  24  477 
ラタ ナ ① ratana  〔長さの 量〕 23 147, 148;  26 
178;  27  287，  302，  305，  310 其 他； 35  287;  36  27; 
39 124;  59 上 194;  59 下 118，  221 ② Ratana 
〔村〕 61 45 ③ 〔道場〕 60  253 ④ 〔精舎〕 61 48 
ラタ ナ一 カラ RatanSkara  〔地方〕 61 234 
ラタ ナダ一 タ Ratanadatha  〔ダート一 ノ 《ティ 

ッサ 一世 王の 甥〕 61 62 
ラタ ナツ ギ Ratanagghi  〔宮殿〕 41 268 


ラタ ナツ/ 《ッ デャラ Ratanappajjala  〔傳 ° 轉 

輪 王〕 26  273 
ラタ ナドー ニサマ Ratanadoijisama    〔村〕 61 

553 

ラタ ナ一 ヴリ一 Ratan さ vali  〔パラ ッカ マバ一 
フー 世 王の 母， 王女〕 61 166,  167, 184, 190, 
224 

ラタ ナ一 ヴ一リ チヱ一 ティ ャ Ratanavali - 

cetiya ひさ〕 61 410,  414，  418,  461, 468 
ラ タナ ブール 力 Ratanavaiuka (= マノ ヽ一 卜 ゥ 

—パ， 大塔） 〔塔〕 61 360，  402 
ラタ ラッティ *デ ヤー タカ Rathala は hi- せ taka 

(車 鞭 本 生物 語） （三 三 二）  31 479° 
ラタ ヴ ティ一 Rathavati  〔緊 那羅 女〕 39 157 
ラタ 半 ニー  タ行 道 Rathavinita-patipada  = 

傳 車經） 62 188 
ラタ ヰ、 ニー タ. スッタ Rathavinita- sutta  (傳 

車經） 9  266° 
ラ タンブラ Ratambura  〔村〕 61 211 
ラ―デ 力 rSjika  〔重量〕 37  465,478;  39  337 
ラ— デナ  一 RSjina  〔地名〕 61 379，  380，  383 
ラ一 デナ ープラ 攻略 次第 Rajinapuragahaija - 

niddesa  〔章〕 61 351 
ラー デニ    Rajini  〔宮〕 60  225 
ラ 一デニ一    RSjini ① 〔カツ サパ 五世 王妃〕 

61 132 ② （女王） 〔尼 院〕 61 32 ③ 〔瀑布〕 

61 410 

ラ 一デニ一 ディ一 バカ RSjinidipaka  〔精 舍〕 
61 83 

ラ 一デャ R§ja ① 〔大臣〕 8  274 ② 〔精舎〕 

60  401； 61 69 
らデャ カツ タラ Rajakatthala  〔村〕 61 539 
ラ一デ ャガハ Rajagaha  (王舍 城， 羅 閱祇） 

〔城， 都〕 3  63, 180,  245;  38  375 
ラ— デャガ —マ RajagSma  〔城〕 61 485 
ラデャ 力 マ タ サンバ一 ダ 

Rajakamatasambadha  〔地名〕 61 250 
ラー デャ ギリ Rgjagiri  〔象〕 38 157 
ラデャ クラ ヴッ ダ ナ RS  jakulavacjf^hana  〔房 

舍〕 61 416 

ラ— デャ クラ ン タカ Rajakulantaka  〔都〕 61 


(927) 


ラー ラ一デ 


308 

ラー ヂャサ 一 ラー R^asS ほ （王 庵） 〔精 舍〕 
61 101 

ラ一デ ヤシ ーハ RSjasiha ① 〔一世 王〕 61 
495°,  552 ② 〔二世 王〕 61 501，  502°*，  517,  529 
③ （= シ リ "^デ ャャラ ーデ ャ シーハ 王） 61 
512  @  〔王〕 61 502 

ラー デャ シ ーノヽ マノ ヽーラ jasihamahS!a 〔地 

名〕 61 376 
ラ デャタ Rajata  〔精 舍〕 61 523,  553，  556 
ラデャ タケ 一 ダーラ RajatakedSra  〔地名 〕 61 

288, 289 

Rajadatta  〔比〕 25 180 
Rajatalena  〔精 舍〕 60 139, 


Rajamahavihara  61 550 
-ャナ Ra ianarayana  〔 園~1 


Rajamatika  〔精 舍〕 61 


フー チヤ タ" クタ 

ラ デャタ レーナ 
389 

ラ 一デャ 大精舍 
ラーチャ ナーフ 
61 404 

フー チヤ マ一 アイ 力 
83 

ラ一 デャ ミ ッ タカ RSjamittaka  〔村〕 61 56 
ラ一デ ヤー ャタナ RSjSyatana ① （羅 闍耶他 

那', 羅 闍那， 王處） 〔樹〕 3  6  ；  28 170  ；  34 

407  ；  38 120  ；  60 156 ② 〔も: 廟〕 60 157 
ラ一デ ヤー ャタ ナダ一 卜 ゥ Rajayatanadhatu 

〔精 舍〕 61 49 
ラ一 デャラ 一チ "ャ カラ ツバ Rajarajakalappa 

〔ダミ ラ人〕 61 389 
ラー デャ ラッタ R ま jarattha  〔洲〕 61 147, 149, 

159, 163, 179, 181, 240, 250, 254，  257, 264, 265, 

273,  280,  282,  284，  285，  405 
ラ一チ "ヤー ヴ ータサ マ j§vatasama    〔 傅。 

轉輪 王〕 26  273 

ラー デャ • ヮ" ッガ RSja  vagga  (王 品） 11 上 
59° 

ラー チ "ヤー ザ 口一 カナ Rajtvilokana  〔傳 。轉輪 
王〕 26  274 

ラ 一デャ ヹ一シ ブ デ ャ ン ガ RSjavesibhu jaiiga 
®  〔都〕 61 308,  400 ② 〔假殿 J  61 303 

ラ ーデ ャ ェ'一 シブデ ャ ンガシ ラ一 メ一ガ 
Rajavesibhujanga  silamegha    (= ィ ラ ンキ 


ャ） 〔ダミ ラ人〕 61 368 
ラ一 デュッ バラ R さ juppala  (王靑 蓮） 〔池〕 60 

142,  396;  61 11 
ラー ヂ' ョ一 ヮ一ダ • チ "ヤー タ 力 RSjovada - 

jataka  (王訓 本 生物 語） ① （一 五一） 30 1° 

②  （三 三 四） 31 489° 

ラー チ" ンダ ブラフ ママ ハーラ一 デャ 
RajindaDrahmamaharaja    〔ダミ ラスつ 61 
390,391 

ラッカ ① Rakkha  (= ラッカ 力） 〔カン チュ 

キナー ャカ' S"〕  61 334,  336,  337,  343 ② 〔ラ 

ンカ一 ディナ一 タ官〕 61 237,  243，  245，  250, 

254，  259*，  270,  273,  274 ③ 〔ラン カープ ラ官〕 

61 339,  342,  344 ④ 〔セ一 ナー ディナー タ官〕 

61 317,320 ⑤ 〔マ ハーレ 一力 官〕 61 280*， 

284,  285,  287,  289 ⑥ 〔髮舍 利宫〕 61 276 ⑦ 

〔精 舍〕 61 54 ⑧ lakkha  (洛 叉， 十 萬） 25 

92;  26  39 ⑨ Lakkha  (十 萬） 〔園〕 61 404, 
408 

ラッカ 〔力 J    Rakkha [ka] ① 〔ダ ミラー ディ 力 
一 リ 官〕 61 334,  339,  341，  345,  346 ② 〔ダン 

ダー ディナ一 ャ カ官〕 61 236,259,267,314, 
315,322 

ラッカ 力 Rakkhaka ① （= ラッカ） 〔將 軍〕 

61 180 ② 〔サン カナー ャ カ官〕 61 271 

ラッカ 力' イラン ガ Rakkhaka  Ilaiiga  〔將 軍〕 
61 135 

ラッカ サ ① rakkhasa  (羅 刹裟， 羅刹， 惡鬼 
鬼神， 魔 鬼） 3i<  427 ② Rakkhasa  〔大臣〕 
61 113 

ラ ッカ ダン マ一 Lakkhadhamma  〔尼〕 60 127 

ラッカ チヱ一 ティ ャ山 Rakkhacetiya  pabbata 

〔精 舍〕 61 173 

ラ ッカ ディ 一ヴ一 ナ Rakkhadivana    〔  ！は 軍〕 
61 241 

ラッカ ナ Lakkhapa ① （勒 11： 觉， 勒 叉那） 
〔比〕 1 175; 13  377 ② （相） 〔王子〕 33  392* 

③  〔婆〕 28 118;  59 上 374 

ラッカ ナ《 サム ユッタ Lakkha^ia- samyutta 

(勒 叉那 相應） 13  377° 
ラッカ ナ 'スッ タンタ Lakkhapa- suttanta 
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(三十 二相 經） 8 183° 
ラ ッ カナ 'デ ヤー タカ Lakkhaija- jataka  (瑞 

相 鹿 本 生物 詔:） （ 一一 ） 28  282° 

ラッカ パ一 サ一ナ RakkhapasSija に丄也 名〕 61 
157 

ラ ッ 力'、一 サー ナカ ンタ 

Rakkhapasanakan f ha に 地名〕 61 147 
ラ ッカ マーナ Rakkhamana  〔池〕 61 230 
ラ ツカン ガ Rakkhaiiga  〔地方〕 61 498,  507, 

518，  522 

〔ラッカ ンガ より の敎圑 輸入〕 61 498,507 

ラ ツキ タ Rakkhita ① し 辟〕 11 下 72 ② （勒 

棄多） 〔比〕 25 128  ；  60  59 ③ 〔仙〕 33  314, 

315  @  〔王子〕 61 154  ©  (所 護） 〔窟〕 59 上 
14 

ラ ツキ タブ ナサ ンダ Rakkhita  vanasanda 
(護 寺 林） 3  610,611 

ラック ほ kha  (胭 腊， m 叉, 漆） 「染料， 塗料〕 

32  51; 63  61 

ラッタ カラ Rattakara  〔地名〕 61 229,  232 
ラッ タコー ランダ 力 rattakoraijQiaka  「樹〕 62 
345 

ラ ッタ バー 二  Rattapam 1 染 織工〕 10 157,158 
ラッタ パーラ RatthapSla  (羅吒 波羅， 賴吒婆 

羅， 賴吒 想羅， 賴吒 和羅， 護國） 〔比〕 1 250; 

11 上 73;  25  257;  63  345 
ラッ タノ 《一 ラ • スッタ Ratthap お a- sutta  (頼 

想 羅經） 11 上 72° 
ラッタ ベ— ドウ マ Ra«;abeduma  〔地名〕 61 

237 

ラッ タマ ーラ Rattamma  〔山〕 61 128 
ラ クタ マー ラカン ダカ Rattamalakap り aka 
〔池〕 60  416 

ラッデ 力 Lajjika ① 〔村〕 61 45 ② 〔座席 堂〕 
60  372 

ラッデ 〔力〕 ティ ッサ Lajji〔ka〕tissa し 王〕 60 

133, 134,371,372 
ラ ッデ ユマ一 ラー Rajjumma  〔夷， 死後 生 天〕 

24  507, 508 

ラ ツチ'' ユマ一 ラ 一女 天' 呂 Rajjumala-vimana 
24  506 


ラッティ ① Ratti  〔精 舍〕 61 51 ② Latthi 

(杖 =杖 林， ラッティ ブナ） 〔林〕 28 176,178, 
180 

ラッティ 力 rad;ika  〔花〕 26  321 

ラッティ プッ ピャ Rattipupphiya   〔比丘の 譬 

喩經〕 26  321 
ラッティ マ ヅゥカ Latthimadhuka  (fet 蜜) 〔林〕 

28 145 

ラッティ ブナ LaUhivana  (杖 林 = ラッティ) 

3  64;  34  261; 38  337 
ラ ティカ Risfika,    Rat-hika,   Lathika  〔國〕 

65(in)12 

ラテ イワ' ッ ダナ Rativaddhana.       增） 〔宫， 

園〕 33  388;  60 196 
ラト ゥキ 力' デャ一 タカ Latukika-jataka  (舞 

本 生物 語） （三 五 七） 32  34°;  37 162 
ラ トウ キコ ーバマ • スッ タンタ 

Latukikopam a  suttanta  (莉瑜 '經） 10  254° 
ラーべ 力" ラハ • チ" ャ一 タカ Labhagaraha— 

jataka  (利得 輕侮本 生物 語） （二八 七） 31 248° 
ラー パ 'サッカー ラ • サム ユッタ Labhasakkara 

samyutta  (利得と 供養 相應〕 13  331° 

ラ一バ 住 〔者〕 Labhavasin  〔比丘 群〕 61 141, 
174 

ラビ一 ャ ヴサバ Labhiyavasabha  〔戰 士〕  60 
299, 306 

ラ一フ RShu  (羅 喉， 羅喉 鬼， 蝕） 〔鬼」 12  84; 

17  71; 18  93;  24 168, 181 
ラーブ ① ほ bu  (葫 蘆， 瓠果， 南瓜） 62  362 

② Labu  (瓢） 〔村〕 60  223 
ラ ブデ ャ labuja  (飽 麵樹， 夠果， , '<  ン， 羅 浮闍， 

波羅蜜） 〔樹， 果〕 1 9S  ；  6  81 ； 26  497  ；  27 

73, 175;  37 169, 172 
ラブ デャ ガー マ Labujagama  〔精 舍〕 61 498 
ラ ブデ ャダ一 ャカ LabujadSyaka    〔比丘の 譬 

喷 經〕 27 175 
ラ ブ チ" ャ パ ラタ'、 ーャカ Labujaphalad さ yaka 

〔比丘の 譬喩 經〕 26  496 
ラブ デ ヤマン ダカ Labujamaijdaka   〔村〕 61 

485 

ラフ ッラ Lahulla  〔堡壘 つ 61 253 
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ラー フ バッダ R さ hubhadda  (羅 耶跋 究樓） 〔阿 

修羅〕 7  285 
ラー フラ R 此 ula  (羅 喉羅） 〔沸の 實子， 比〕 

2  26, 105  ；  3 139  ；  4  23  ； 11 下 400  ； 18  288 

〔出生〕 28 128 
ラ 一フラ • サム ユッタ Rahula- samyutta  (羅 

喉羅 相應） 13  361° 
ラ一フ ラバ ッダ RShulabhadda   (羅喉 羅改陀 

羅=羅 喉羅） 〔沸 子， 比〕 60  23 
ラへ一 ラ Rahera ① 〔山〕 61 38,51 ② 〔池〕 

61 36, 407 
ラへ一 ラカ Raheraka  〔山〕 60  287 
ラホ一 サン ニヤ 力 Rahosafifiaka  〔比丘の 譬喩 

經〕 26  286 

ラーマ ① Uma  (藍 婆） 〔天〕 7  290 ② お ma 
〔神〕 35  275 ③ （羅 寧） 〔王〕 60  22  ®  (羅 
摩， 邏寧） 〔王子〕 33  392*;  39  462  (§) 〔英 
雄， 將軍〕 61 150, 198°,  228，  246，  268，  307， 
338,435,467 ⑥ 〔婆〕 28 118  ；  59 上 374  '力 
(=ゥ ッ ダカ I' 山） 9  418* ⑧ 〔村〕 60  353,354 
®  (悦樂 ） 〔宵 殿〕 41 355 

ラーマ 一 RSmt  〔スメ 一 ダ佛の 上足 尼〕 41 295 

〔ラーマ 王子の g 明〕 33  392 

ラーマ ガー マ RSmagSma  (羅挈 伽， 羅寧 村） 

〔城， 邑〕 7 159, 163 
ラーマ クラ RSmakula  〔象〕 61 221 
ラーマ ゴー ナカ RSmagoiiiaka  〔精 舍〕 60  40 
ラマナ Ramapa  (= ラーマン ニヤ， ビ ノレ マ) 

〔國〕 61 356 

ラマ 二一 ャギ ノヽ一 リ Ramaijiyaviharin  〔比〕 
25 119 

ラ 一マネ ツヤ 力 Ramaijeyyaka  〔比〕 ^5 120 

ラーマの 子なる ゥッ ダカ Uddaka  Raaiaputta 

(^陀 迦羅寧 子， '鬆 頭 藍 弗， 優 陀羅羅 挈子） 
〔仙〕 15 132* 

ラーマ プッタ Ramaputta  (羅窄 弗 多） 〔沙門〕 
18  315 

ラーマ ーャナ Ramgyaija  〔詩 書〕 61 198 
ラ一 マン ニヤ R さ maiifia  ( = ラマナ, ビ ノレ マ ヽ 

〔國〕 61 159, 169,352.356 
〔ラーマン ニヤ 國ょ り敎 ffl 輪 入〕 61 169 


ラ一ミ ッサラ R さ missara ① 〔地名〕 61 359， 
364 ② 〔園〕 61 405 

ラーム ツチ ュヴッ リカ Ramucchuvallika 〔村〕 
61 236 

ラ ャ laya  (頃刻） 〔時間〕 l 152,  275 

ラー ャラ rSyara  〔官職〕 61 240,  248，  359, 

362,  363,  365*,  370*，  378,  379 其 他 
ラ一ラ L さ! a  (羅羅 ） 〔國〕 60  60,  200,  202,  204 
ララ ッガ一 マ RalaggSma  〔精 舍〕 61 14 
ラール ダーヰ お d さ yin  (迦 留陀 夷， 愚鈍の 

優陀 夷） 〔比〕 28  252，  257;  29  369,  370，  373; 

30  278,  445;  39  260;  62 161 

ラ一 ブナ Ravaija  〔王〕 61 198,338 

ラー ヮ ラーブ 山 L さ varSva- pabbata    〔精 舍〕 
61 104 

ラ ヰ-デーゲ Ravide/a  ：將 軍〕 61 159, 163 
ラヰ ハン サ ravi  ha:iisa  (日 鵝） 〔鳥〕 26  30; 

27  53,74,98;  39  416 
ラン 力 Laiika  〔將 軍〕 61 244 
ラン カー LaAka  (榜 伽） 〔精 舍〕 60  287 
ラン 力一 ギリ ① laAkagiri  〔官職〕 61 269, 

373 ② Laiikagiri  〔地名〕 61 242 

ラン 力一 ディ 力一 リ 〔力〕 Iankadhik§ri〔ka〕 
「官職〕 61 258  • 

ラ ン カー テ" ィ ナ一タ lankadhinatha    (= ラン 

カー ディナ一 ャカ， ラン カー ディ 力一 リカ) 

〔官職〕 61 243,250,252* 
ラ ン カー ァ ィ ナーャ 力 lanicSdhin き yaka  (= 

ラン カー ディナ一 タ） 〔官職〕 61 237,244,245 
ランカーティ ラカ LafikStilaka  (榜 伽の 飾り) 

〔堂， 園， 精舎〕 61 398,399,405,491 
ラ ン カーナー タ laAkSnatha  ( = ラ ンカ一 デ' ィ 

ナ一 タ） 〔'ぼ13^〕  61 237，  245*，  253 
ラン カー パッ バタ Laiik^pabbata    (榜加 山) 

〔地方〕 61 211 
ラン カープ ラ ① laAkSpura  〔]5 "職〕 61 270, 

286,  325,  339,  342，  344,  348，  349 其 他 

(D  Lankapura       デ一 ヴ將 軍） 61 253,258， 

358， 361, 364， 365， 368*,  374*,  380，  383，  384, 

386，  387,  390，  391 
ラ ンカ一 マ ハーラ一 ナ LankamahS ほ na  〔戰 
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ラ， 裸， 螺- 


士〕  61 233 
ラ ンギ一 lariigW  〔鹿〕 39  412 
ラン シ サン 二 力 Ramsisafmika    〔比 & の譬喻 

經〕 26  227 

ラン シ サン ニヤ 力 Ramsisafifiaka   〔比 ft の譬 

喩經〕 26  357 

ランダ カン ダ 力 Randhakandaka 〔 池〕 60 143 

ラン バ一 rambha  (バナナ） 〔樹〕 61 473,474 

ラ ンバカ Lambaka  「傳 。 山〕 26  28,472;  27 
255 

ランパ カンナ LambakapQa  (垂耳） 〔族〕 60 

390*,  405;  61 32,  233,323,385 
ラ ンバチ ユーラ 力 LambacQ!aka  〔村〕 33  68; 

36  37  \ 

ラン ビータ 力 Lambitaka  (藍 鞞） 〔天〕 7  290 
ラン マ Ramma ① 〔パ ド ゥ マ佛の 子〕 41 281 
② 〔ソー ビタ佛 の 信士〕  41 273 ③ （樂） 〔觅 
舍浮佛 の 信士〕  41 337  @  (= ラン マ 力） 〔傳 
。城〕 28 19,  25,  52,  54,  57;  33  384,388,  389 
ラン マー RammS  (所 樂） 〔ス ッ ダッタ 佛の信 
女〕 41 315 

ラン マ 力 ① rammaka  〔月〕 26  51 ② 
Rammaka  〔婆〕 9  290,  291 ③ （喜 樂=ラ ン 
マ） 〔傳。 城〕 26  65;  28 19 ④ （=ラ 一マ 力） 
〔園〕 60 143,398 

ラン マヮ' ティ一 Rammavati  (有 喜樂） 〔城〕 
26  332;  28  60,  62;  41 248,  254 

裸 行 nagga  cariya  23  38 

裸 行 外道 acelaka  (裸 形， 裸 形 者， 裸 形 外道， 
裸 形 行者） 5  30，  65 

裸 行者 acela   (裸 形， 裸 形 行者， 裸 形 外道， 
裸 形 道士， 脱衣 派， 無 衣 外道） 12 133， 134 

〔裸 行者と 龍王と 金翅爲 王〕 35  356 

裸 行 品 ① Aceiaka  vagga  2 171; 5  30,  65 
② Nagga- vagga  2  466 

裸 形 ① nagga  (裸， 裸體， 裸 形 外道） 1 54， 
426;  2  25,420,450;  3 120,  153,  154，  531 ； 4 
186,329;  5 103,127;  9 131 ； 39  333,334 ② 
naggiya  (裸 體） 10  361,366 ③ naggeyya 
15  457 ④ acela  (裸 行者， 裸 形 行者， 裸 形 
外道， 裸 形 道士， 脱衣 派， 無 衣 外道） 10 162; 


38  345，  369,  384,  407 ⑤ acelaka  (裸 形 外 

道， 裸 形 者， 裸 行 外道， 裸 形 行者） 8 12  ；  9 
127,411 ； 10  34,91 ； 11 上 214;  20 140;  60 
43 ⑥ Acela  「經〕 は 456 

裸 形迦葉 Acela-Kassapa  〔婆， 比， 佛の說 法に 
て 出家 得道す〕 6  231 〔成 阿羅漢〕 6  254  〔質 
多 居士と 問答して 出家し 成 阿羅漢〕 15  456* 

裸 形 行者 ① acela  (裸 行， 裸 形， 裸 行者， 裸 
形 道士， 脱衣 派， 無 衣 外道） 35  356,370,371 
② acelaka  (裸 行 外道， 裸 形， 裸 形 者， 裸 形 
外道） 9  488,489 

裸 形 外道 ① acela  (裸 行者， 裸 形， 裸 形 行者， 
裸 形 道士， 裸形梵 志， 脱衣 派） 27  308 ② 
acelaka  (裸 行 外道， 裸 形 沙門， 裸 形 者） 2 
146 ③ nagga  (裸， 裸 ff さ， 裸體） 1 357 

①裸行 沙門 ②裸 行者 accelaka'  acelaka  (裸 
行 外道， 裸 形， 裸 形 行者， 裸 形 外道） ① 35 
358， 361， 370* ② 59 下 212 

〔裸 形 沙門 は 友 を 裏切る〕 35  358 

①裸形 道士 ②裸 形梵士  acela  (裸 行者， 裸 形， 

裸 形 外道， 裸 形 行者， 脱衣 胺， 無 衣 外道） ① 
8  8*, 12* ② 6  231 

裸 形 品 Acelaka- vagga 17  488 

裸 形 論者 acelaka-vada  32 150 

裸體 ① nagga  (裸， 裸 形， 裸 行 外道） 25  5, 

7， 10, 16*,  55 ② naggiya  (裸 形） 24  92 ③ 

appaticchanna  36 137 
螺 saiikha   (螺鈿， 螺貝， 海螺， 法螺， 碑磲， 

青貝， 珂貝， 劫 貝， 貝 玉， 法螺， 法螺貝） 7 

343;  9  94, 146;  35 164 
螺髻 ① おお （結 縛， 結^， 結 1， 縈髻） 23 

38,  78;  35  21,23,91; 37 147,394;  38 11,51, 

291 ② jatila  (螺髻 外道， 螺髻梵 志， 螺髻 仙） 

26  34,  35 ③ jatilaka  (螺 髻梵 志） 19  387 ④ 

jata-missa  3  59* 
螺髻 外道 jatila' (螺 髻， 螺髻梵 志， 螺髻 仙） 

34  63;  38  337 
① 螺髻仙 ② 螺髻 仙人 jatiia  (螺 奮， 螺髻外 

道， 螺髻梵 志） ① 26 120, 122 ② 31 182,186 
螺髻梵 志 ① jatila  (螺 髻， 螺髻 外道， 螺髻仙 

人） 3  44,  77,  429* ② jatilaka  (螺 書） 3 120 
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ラー it 累， 羅 


螺聲 saAkha- sadda 18  326;  20 156 

〔螺聲 を 聞く 譬喷〕 18  326 

① 螺貝 ② 螺鈿 saiikha  (螺， 海螺， 法螺貝， 
青貝， 珂貝， 劫 貝， 貝 玉， 確磲） ① 7  386, 
387,388; 11 下 162; 18  207; 19  219,  223,  226; 

24  544;  29  47,  205;  36  368;  37  97, 132,  395; 
38  326,  329.364,448;  41 212;  44  462;  59 上 
60;  59 下 71,281; 64  349 ② 6  94,355 

螺貝 ① saiikha〜 前項 ② SaiikJia  [fSD 16 上 18 
羅閲祇 Rajagaha  (王 舎 城） 38  375,  439 
羅喉 Rahu  (羅喉 鬼， 蝕） 〔阿修羅 王〕 4  441; 
12  84,85,86; 18  30,93; 19  336;  24 168,181; 

25  332;  28  56,  354;  29  28;  32  342,  344,  363; 
33  88;  34  344;  35  281; 37  240，  298;  39 163, 
195,  445;  40  283;  41 245;  59 上 45;  59 下 104; 
64  392 

羅 「侯 阿修羅 王 R5hu  asurinda  (阿修羅 王羅 喉） 
18  30 

羅喉鬼 RShu  (羅 喉， 蝕） 〔阿修羅 王〕 17  71; 
18  217 

羅猴ロ 刑 Rahumukha  9 144, 154 
〔羅 喉に 捕 へられた る 月の 譬喩〕 25  332 
羅喉羅 RShula   C1) (=羅 喉羅拔 Pt) 〔佛 子， 
比〕. 2  26, 105;  3 139*,  614;  4  23; 13  361*;  25 
176;  26  87, 109, 111; 27  382. 384, 388, 389; 28 
128, 196，  277,  315*;  30 109, 113, 179,  236,  459; 
31 201,  202,  268,  410;  32  24,  372;  33  250;  34  27, 
287;  36 128,247;  37  504;  38  214,  546;  39  550; 
41 356;  59 上 39;  59 下 268,275,289,  294,333, 
337;  60 162,  348;  62  228;  63 122,  345 〔，喩 經〕 
26 109 〔出; 28 128 〔出家〕 3 139;  28 196  〔漏 
盡〕 11 下 404; 15 174 〔好犖 第一〕 17  34" 〔一切 
の 無我 相を敎 へらる〕 11 下 400*; 15 169  〔四 
界 觀の說 法を受 く〕 18  288,  289  〔出入, は 念の 敎 
識を受 く〕 10  214*  〔妄語， 三業に 對 する 敎誡 
を受 く〕 10  204*  〔敎 誡偈〕 24 126    〔'HJ の滅 
にっきて 敎 せらる〕 14  212,213  〔敎誠 を 守 
る〕 31 410  〔第五 波 逸提， 同宿 戒を 犯す〕 2 
26 ② 〔經 :1 15 169  (一） （二） 14  212,213 

羅 『侯, 垂誡 R さ hulovSda  (= 敎誡 羅喉羅 大經） 
〔經〕 60  349;  63  248,  251 


羅 喉羅經 Rahula  sutta ① 24 124°, 126 ② 
(= 敎誡 羅^ 羅 大經） 62  228 

羅喉 羅相應 R 私 ula- saiiiyutta 13  361° 

羅喉羅 の 母 Rahula-matar  (= ビン バス ンダ 
リー， 耶 陀羅， バッ ダカ ツチ ヤー ナ一 ）〔 妃，. 
尼〕 3 139;  28 113，  123, 128, 132, 133, 191，  194, 
286;  29  260;  30  207,  236;  31 181,200,203,、 
269;  32  218,  281,  372,  394,  422;  33  51,82,160, 
236,  371,  382;  34  261,  262;  36 128,  348;  37 172, 
285, 504; 38  214, 546;  39  550 

羅喉 羅跋陀 〔羅〕 Rahulabhadda   (=羅 喉羅） 
〔佛 子， 比〕 25 175;  60  23 

〔羅 【侯 羅© の 病 氣と舍 利 弗〕 31  201,268 

〔羅喉 も 脱せし 滿 月の 譬喩〕 35  281 

① 羅闍 耶他那 ② 羅闍那 r§j さ ya は na  〔樹〕 ①: 
3  6 ② 38 120 

羅闍 耶他那 〔樹 下〕 緣 R§j お a は na- katha  3  7 

①羅 刹②羅 刹' ま： rakkhasa  (惡 鬼， 魔 鬼， 鬼 
神） 〔鬼〕 ① 15  252,254;  23  309;  25  272;  26 
30，  35，  85.320,457;  27  43,  262;  28  259,  330*; 
29128,  196,175;  31 209,  211,  554;  34  30;  35 
380, 381, 385; 37 167, 171; 38  504;  41 208，  210； 
59 上 309;  59 下 91， 120;  60  3，  5,  8， 109;  63  287, 
413  ；  64  382，  386;  65(  I  )  83，  86 ② 38  427 

羅刹女 rakkhasi  60  234;  65(  I  )86 

羅 tF£ 波羅 RatthapSla  (賴吒 婆羅， 賴吒 想羅， 
賴吒 和羅， 護國） 〔比〕 26 115  〔信 出家 第一〕 
17  35  〔，喩 經〕 26 113 

羅陀 RSdha ① 〔比〕 14  307*;  25 145;  42 
34;  63 163  〔辯ォ 第一〕 17  35  〔五 糠に 關 する 
諸說 法を受 く〕 14  297*  〔成 阿羅漢〕 14 127 
〔慢の 滅に關 する 說法 を受 く〕 14 126, 127  〔傳 
記〕 27  311,312  〔^喻 經〕 27  309 ② 〔經〕 14 
126    (一） 一 （三） 15  78  79 

羅 陀相應 R さ dha- saihyutta 14  297°,  306,  319 

羅婆 那跋提 Laku お aka  bhaddiya  (侏 f も' 拔提 
= 拔提， 跋 提耶， 侏儒） 〔比， 舍利 弗の 法話 
にて 斷領 fi〕  23  207,208  〔矮 少， 醜貌 なり〕 
23  210;  30  237,241 

,襬 浮閣 labuja  (飽 麵樹， 麫果， パン， 波羅蜜） 
〔果樹， 植〕 27  73， 175;  35  239 


羅， 驟， 邏， 鑼， 來， ；き， 偷， 賴， 禮， 癩， 洛， 'J>t^， 絡， 落， 酪一 ラク 


羅挈 ① Rama  (邏 寧） 〔王〕 60  22 ② （邏 摩)' 
〔王子〕 60  65 ③ 〔釋 種〕 60  65，  215  @ 
Rama  〔パヅ クマ 沸の 第一 比丘尼〕 28  76 ⑤ 
〔スメ  一ダ佛 の 第一 比丘尼〕 28  79 

①羅寧 ft] ② 羅摩村 RSmagSma  〔村， 佛舍 
利 八 分の ーを受 く〕 ① 7 159,162 ② 7 163; 
41 361 

羅摩弗 多 Ramaputta  〔沙門〕 18  315* 

羅網 jSla  (網， 縵網） 25 145 

羅耶 跋兜樓 Rahubhadda  〔阿修羅〕 7  285 

羅羅 L5!a  〔國〕 60  60 

羅勒 tulasi  〔植〕 35  301 

驟 ① assatara  (騾馬） 11 上 203  ；  23  67 ② 

assatari  (牝 驢， 牝 驢馬， 驢） 18 127 
驟馬 ① assatara  (驟） 25 12, 13  ；  39  33，  34, 

504;  42  366;  44  93 ② va!ava 16 下 411 ③ 

valabhi  38  430 
〔驟 馬と 受胎の 譬 P 兪〕 4  288; 18 127 
邏寧 Rama  (羅 寧） 〔王子〕 39  462 
鑼 ① pai^ava  (銅 鼓， 鐃钹， 細腰 鼓， 小 鼓， 打 

鐶） 18  207; 19  219,  223,  226;  27 138;  35 164 

② ほ la  (小 鐃） 37  489 
來往 agati- gati  (去 來） 15  95 
來觀 ehipassika  (來り 見よ 的） 17  254* 

來 客の 食物 Sgantuka-bhatta  (到來 者 食:） 34 
316 

來詣す upasaiikamati  (往詣 す） 21 301,302， 
303;  22 下 55* 

來世 の功德 samparayika  anisaihsa  42 108, 
155 

來世を 憂 ふること なし pecca  na  socati  25 
210 

來に巧 aya- kusala  (入來 善 巧， 增益善 巧） 20 
201 

搭病 〔者〕 ki ほ siya  (白癩 者） 57  50 

雷光 vijju  (電光） 24  437,  438,  439,  440,  526 

〔雷光の 譬喩〕 17  200;  24  437,438,439,440, 

526;  42  62, 177;  47  401 
雷電 ① mahinda  25  302 ② Asani  〔經〕 13 

337 

雷鳴 る galaga ほ yati  22 下 3，  5,  7,  9 


雷鳴 ① galagalayant 12 181 ② megha  - 

sadda  28  217 
雷鳴 〔風雨〕 asani- vicakka  (落雷） 8  56,  59 

① 賴 吒婆羅 ② 賴 吒和羅 ③ 賴 吒想羅 
Ratthapala   (羅11^波羅， 護國） 〔婆， 比〕 ① 
28  306  〔父の 家に 乞 はず〕 1 250 ② 25  257 
③ 11 上 73*  〔出家〕 11 上 79  〔成 阿羅漢〕 11 
上 80 

賴吒 想羅經 Ra'rthap^a- sut は 11 ヒ 72° 

禮， 禮 すべき， 禮を受 くべき〜 レイ 

禮敬 abhivada  (敬 禮 〜問 訊） 62 108, 109 

禮 拜天宮 Vandana -vimana  24  506 

癩 kuUha  (癩病） 3 120;  4  403;  26  454;  35 

339*,  353,  375, 387, 390;  42 17,  24,  67, 381; 43 

165, 178,  237,  336,  340;  44  23,  95，  372,  416 
癩 患者 ① kutthika  (癩 者） 2 13 ② kutthin 

(瘤 人， 癩病 者， 癩病患者） 23 163 
癩 〔者〕 kutthika  (癩 患者） 3 159 
癩人 ku は hin  (瘤 患者， 癩病 者） 25  293 
瘤 病 ku は ha  cm) 10  347,  348;  22 上 355;  27 

122,261,315;  37 158;  63  243 

① 癩病 者 ② 痛 病患 者 kutthin  (癩 患者， 癩 
人） ① 10  347,348,349;5ir[^  307 ② 38  296 
299 

〔癩病 者の 治癒と 貞節〕 35  387 

〔癩病 者の 譬喻， 三種」 10  347，  348,  349 

〔癩病の 治療〕 10  347 

洛叉 lakkha  (十 萬） 〔數〕 26  39,  43 

；); & 印の 刑 を 受けた る 者 lakkhaijahata  3 127, 
155 

絡囊 sikka  4  200,201 
〔落〕 葉 座 papQa  santh さ ra 17  221 
落葉 色 mah お ama- ratta  3  328,  329;  4  398 
落雷 asani- vicakka  (雷鳴:） 13  337 
酪 ① takka  (酪 漿，. 生酥） 59 上 350，  360 ② 
dadhi  (凝乳） 2  559;  3  428  ；    5 120;  6  286, 
287; 10  48; 11 下 177  ； 14  430*  ； 18 167  ； 19 
306,  308;  22 下 93;  38  312;  47  464;  59 上 82, 
98 ③ navanita  (生 醉， 醉， 熟酥， 牛酪， 乳 
酥） 8  88 
酪器 dadhi- thalaka  25 148 
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ラ クー 酪， 樂 


酷 色 精 dadhivannaC  sukka] 1 189 

酪蔡 takka  (酪， 生酥） 28  342,474;  29 156, 
157;  30  239 

〔酪， 蜜， 熟穌， 糖の 譬喩〕 10  48 

〔酷 や 油の 燃えた る ものに 灰な き 譬喩〕 7 157; 
20  357;  23  236，  237;  25  9，  30 

〔酷より 穌を 求む る 譬喩〕 11 下 177 

樂 ① sukha  (安樂， 安穩 快樂， 愉樂， 受樂) 
3  25,  62，  63，  388，  389;  5  280;  7  222*;  8  339; 
9  57; 10 16°,  364; 11 下 2,3; 13  43,  45，  46, 
158*; 17 124*; 18 119,  330; 19  42,43,  55,56, 
65,  66,  67  ；  21 10*;  22 上 197*;  22 下 12°， 15, 
277*;  24  290,  291; 40 18*,  98*,  305°;  41 15*; 
44  446;  45 17°,  30,  88, 108, 127°,  133; 46  367°, 
368,371,372;  62  287°;  64  49。，  368  〔七 身の 
一 J  6  86; 14  336  〔二種〕 17 124*  〔四 種〕 18 
119;  44  446  〔十 種〕 22 下 12°， 15  〔種種〕 10 
179,264; 11 下 325,326,330; 17 124*; 19  40; 
20  84;  21 307  ；  57  274°  〔段階 的〕 10 179 
〔定義〕 45 17,88,  108,  127;  46 105,  162,247, 
367,  372;  62  287° ② rati  (淫 樂， 淫欲） 11 
下 110;  43  322° ③ ruci  (欲, 意欲, 樂 欲,: き， 
欲樂， 愛好， 好み， 所樂， 目的 ） 5  340  @ 
Sukha  (M)  (一）  （二）  22 下 12 ⑤ Suk 脚 a 
〔經〕 15  318 ⑥ Sukhena  〔經〕 15  407 

樂 果報 sukha- vipSka  (樂 の異 熟， 樂報） 11 上 
154, 155 

樂果樂 報 sukhudra-  sukhavipaka 10  207* 

樂戒 sukha- sila  (樂 天性） 62  30 

樂界 sukha- dhatu 11 下 58;  46 105。 

樂觀者 anuruddha  9 105 

樂 l7 道 速お 1 通 sukhapatipada  khippabtinna 

(樂行 道 速 通违， 樂速 通行） 64  419 
樂行道 速 通達 〔定〕 sukhSpatipada- 

khippabhinnaf  samadhij  62 176 

樂行 道遲通 il 〔定〕 sakhapatipada- 

dandhabhinna[  -bamadhi) (樂遲 通行 〔定〕 ） 
62 176 

樂,' 1? ① sukha -dukkhin  6  44 ② 

Sukhadukkhi  [： 經〕 14  352 
(樂 • 苫 • 捨受 の緣關 係] 50 1 


樂俱 sukha- sahagata  (樂 f 具 行） 65(n)  21 
樂 0^ 行慧 sukhasahaga ほ panna  47  4*，  24,  29 
樂 {14 打身識 sukhasahagata-kayavinnana  51 

6,21,25*,  366* 
① 樂 fft 行定 ② 樂 fic 定 sStasahagatd  samSdhi 

①  11 下 206, 207 ② 62 175, 176 

樂惧行 二 法 Sukhasahagata  duka  54  422°;  56 
207 

樂俱行 二 法 善 三 法 sukhasahagataduka- 

kusalattika  55  257 
樂倶行 法 sukhasahagata  dhamma  44  2,  266°, 

352°;  45 10,  327°,  389°;  47  231,244,255;  51 

346*;  54  422*;  56 184，  352;  56  207,  370 
〔樂惧 行 法 等の 緣關 係」 54  422 
樂 〔ひ  10 推 度し 心〕 sukha  santirana  65(11)  24 
樂 決定 sukha- vinicchaya 11 下 320,  325° 
樂堅實 sukha  sSra  43  239，  240  ；  44  303  ；  64 

398，  399 

樂拫 sukhindriya  8  318  ； 15  357  ； 16 下 26*, 
28°*  ；  40 12, 225  ；  45 127。  ；  46  23, 162°  ；  49 
139*;  54  78, 105, 170, 171 〔生と 滅〕 16 下 36° 

樂根品 Sukhindriya  vagga 16 下 25,37 

樂受 sukha  vedana  5  205  ；  7 18, 19，  343  ；  8 
296;  9  95，  413, 414： 10  27, 177,  298*,  337  ； 14 
198, 199; 15 184*,  318*;  43  30;  57  85,86;  59 
上 91 〔染 欲との 關係〕 15  319,  323,  324,  327 
〔三 性； 善， 不善， 無 記との 關係〕 59 上 91 

樂受 相應思 sukhaya  vedanaya  sampayutta  - 
cetana  51 6,  31 

樂受 ftl 應の 心、 sukhaya  vedanaya  sampayutta— 
cittam  49  20 

樂受 ffl 應法 sukhaya  vedanaya  sanipayutta- 
dhammo  45 1, 263°,  349°;  47  229,  255*;  51 
1*;  56 173*,  350 

樂受の 業 sukhavedaniya  kamma  ('I 隨受 業） 
22 上 44* 

樂受の 問 Sukhavedana-panho  59 上 91 
樂住 ① ph お U  vihSra  (安穩 住， 安穩， 安住） 
安樂 住， 安祥） 16 上 338,343,344;  22 ヒ 301 

②  pasadikata 1 287 

樂住比 £    sukham  viharam  bhikkhu 14  67, 


(934) 


樂， 賂， 卵， 亂， 懶ー ラン 


68 

樂住婦 chandavasini 1 235* 
樂住本 生物 語 SukhavihSri- jataka  (— 〇） 28 
278° 

樂所受 sukha -vedaniya  (樂 受， 順樂受 ） 11 上 
287 

樂生 sukhupapatti  〔三種〕 8  297 

樂靜 sufifiSgare  abhirati 1 151, 154°;  2  41° 

樂想 sukha - safifia 16 下 139, 140;  40  4,  52,  75, 

77, 186*,  337,  381,  382，  436;  41 159;  62  91; 

63 118;  64  320,354,376,465 
樂速 通行 sukha  patipa da  khippabhinfia  (；樂 

行 道 速 通達， 樂行道 速 知 通） 〔四 通行の 一〕 8 

130,  307; 18  262,264°,  266°,  271 ； 22 上 292  ; 

45  52*，  98*,  143*;  47  38° 
樂遲 通行 sukha-patipada  dandhabhinna  (樂 . 

行道遲 通達） 〔四 通行の 一〕 8 130,  307; 18 

262,263°,  266°,  271; 22 上 292;  45  52*,  98* 

142*;  47  38° 
樂天的 sukha- sila  (樂戒 ） 62  207,  208 
樂と苦 〔の斷 常， 自他 作〕 sukha- dukkha  8 

175， 177 

樂に して 苦な る 無病の 我 有 り sukhadukkhi 
atta  hoti  arogo 14  352 

樂 にも 苦に も 一様なる 友 samana- sukha- 

dukkha  8  248 
樂の異 熟 sukha- vipSka  (樂 果報， 樂報） 17 

159; 18  97,98; 19  71, 72;  21 135,139 

〔樂の 次第 勝 妙〕 15  348 

① 樂遍滿 ② 樂遍滿 性 sukha- pharaija ほ 〔五 
正定 支の 一〕 ① 8  365;  47  41 ② 40  79 

樂變化 天 NimmSnarati  deva  (化樂 天） 6 
310;  8  339;  20 13，  48,  73;  41 78;65(n)  40, 
42 

樂報 sukha- vipaka  (樂 果報， 樂の異 熟） 8 
307 

樂報 ある 法 sukhavipaka  dhamma  22 下 179， 
228，  229 

樂 報の 將來者 sukhadhammanarii  upahatta 

10  255* 
樂品 Sukha- vagga 17 124 


樂味 assada  (味， 嘗味， 味 著， 愛 味， 快味， 

甘味， 美味， 福） 42  75,139,353;  43  27，  37， 

111,321,355;  44  29,391; 64  465 
樂眠 sukha- seyya  20  346 
樂欲 ① kSma  (欲， 欲 愛， 愛欲） 12 12*，  199， 

200 ② chanda  (欲， 意欲， 志 欲， 欲望） 3 

215,  216 ③ chandika  20  207 
樂を弓 K 法 ① sukhadhivaha  dhamma 17  8 

②  sukhudraya  dhamma  22 下 179，  228 

駱, 駝 ottha 1 85;  2 10*,  20;  9 132, 134;  37  461, 

468;  42  5，  95，  220;  57  48,  50；  59 下 91,212 
賂駝の 足 ottha- pada  9  429 
卵黄 kalala  (報羅 藍 ，報 刺 藍， 迦 羅邏, 歌 羅邏， 

凝 滑） 59 上 101 
〔卵黄と 卵の 譬喩〕 59 上 101 
卵殼 aij4a- kosa  9 185; 14  239,  240;  20  382, 

383;  21 36,  39 
卵穀を 破る abhinibbhida 10 112, 113 
卵生 ① aij4aja  (卵生 者） 26 165;  31 184;  59 

上 272  *;  59 下 91; 64  217,  218,  234 ② 

andaja-yoni  〔四 生の 一〕 8  309;  9 119° 
卵生 金翅鳥 andaja  supanna 14  399* 
卵生 者 aij aja  (卵生） 30  83;  35  369 
卵生 龍 aij4aja  n お a 14  389* 
亂意 asampajana  (不正 知， 不知） 5  344 
亂意者 asamahita  (不定 者， 不寂靜 者， 無定， 

安靜 ならず） 21 109，  110, 114, 116， 117 
亂 行者 sonda  (泥 醉） 8  242 
亂心 cittakkhepa  9  410,411 
亂心 者- ① khitta- citta  (心 亂者， 心散亂 者， 

心 錯亂， 喪心 者） 3    214;  4  95， 101 ② 

ukkhitta- citta  43  40 
亂暴 cawJa  (暴 惡， 怒り 易き， 暴， 惡， 險惡 )' 

9  230 

〔亂 暴なる 比 SO  29  45,49;  32 166;  33 197 
懶惰 ① alasa 12  379,  381 ； 24  36 ② alassa 

③  aiassa ④ aiasiya  (懈怠） ② 12  62 ③ 
8  242;  20  298,  299 ④ 31 541 ⑤ kusita  ('|^ 
怠， 懈怠 者， 懈怠なる） 11 上 355 ⑥ tandi 
(怠慢， 瞢憒， 倦怠， 頻申） 12 10 ⑦ 
pamatta  (放逸， 放逸 者， 放逸 人） 36  6, 7 


(935) 


ラン一 懶， 藍， 濫， 欄， 蘭 


⑧ pamada  (放逸， 不注意） 35  395 ⑨ 

mandiya 12 188 
〔儸惰 なる 王と 龜と 大臣〕 31 542 
〔懺 惰 なる 比丘〕 31 541 
藍 婆 L§ma  〔天〕 7  290 
藍昆尼 ① Lumbini  (蘭毘 尼） 〔園〕 27  339; 

28 110,113;  58  337, 338 ② Lumbineyya 

〔園〕 24  259 
〔藍 毘尼園 法 勃〕 65(ni)  76 
藍 Lambitaka  〔天〕 7  290 
濫褸衣 ① kappata  25 157 ② ponti  25  404 


お olambanaka  4  21o 
千 mambana-baha  4 183，  184，  233，  235 
干 窓 vedika-vatapana  4  228 
循 ① vedi  26  294, 295, 296，  366，  374, 391； 
27 159, 160 ② vedika  (勾 欄， 欄干） 4 183; 
7 180 

蘭 若に 住む 〔者〕 araMaka  (阿 練 若 住？; -， 阿 
蘭 若 住 者， 林 住-お •， 林に 住し， 住 林 者， 森林 庄 

者， 閑 林 住 者） 7  35 
蘭昆尼 Lumbini  (藍昆 尼） 〔園〕 57 134 


(—936) 


リ， 吏， 利ーリ 


リツ タ. デャ— タカ Litta  jataka  (塗 雍本生 
物;? f';) (九 一） 29  235° 

リッチ ャ ヰ Licchavi  (離 了 [1， 離 Jft 子， 隸車， 
栗 姑毘， 栗 遮^,  mm  〔族， 人〕 162,181; 
2  363;  3  406;  6  218;  7  62;  9 110,111,325; 11 
上 328; 19 103;  22 下 29,30;  61 528 

リーラ一 ヴ ティー LnSvati ① 〔ヰ、 ヂャャ バー 
フー 世 王妃〕 61 165 ② 〔パラ ッ カマ大 王妃〕 
61 415°,  416°,  417° ③ 〔ヰ一 ラブン マラの 
女〕 61 168 ④ 〔シリ ヮ' ッ ラバの 女〕 61 183 

吏 司 kattar  (輔 相） 36 172 

利 ① attha  (義， 義利. 義趣， 義務， 理， 善 
禾 (J, 勝義) 18  210*  ；  42  257° ② ほ bha  (利 
得， 利 養， 獲， 得， 所得） 4  309,  310  ；  7  6*; 
18  330;  21 10* ③ Tikkha  〔經〕 16 下 327 

利 愛 品 Atthakama  vagga  28  455° 

利慧 ① tikkha-pafifia  (利 智， 鋭智， 鋭利な 
智慧） 16 下 328;  41 125*,  145°  ；  42 139,  270 
©  tikkha- pannata 17  68 

① 利慧者 ② 利慧 〔者〕 tikkha- pafifia  (捷慧 
〔者〕， 鋭慧 者， 鋭 智者， 鋭利なる 智慧 者， 鋭 
き 智慧 〔者〕） ① 43 159,312;  44  234,291,369 
② 39 1 

利義 attha- veda  (義 受， 義の 信受） 10  61 
利 行 attha- cariya  〔四攝 事の 一〕 8 198，  199， 

253,  310  ； 18  60,  433  ；  21 94  ；  22 上 19°;  34 

1,63,93,94,  282  ；  36  389 
利 行人 attha - cara 12  32 
利劍 ① tiijha- sikhara  (利刀） 9  425 ② 

potthanika  4  292 

〔利劍 もて 頭 を破碎 する 譬喩〕 9  425;11 上 252; 
20 135 

利己 論者 khattavijja- vadin  36 186,206,207, 
208 

〔利己 論の 破〕 36  206 

利根 ① khippatta  8 130 ② tikkhindriya  (利 
. 根 者） 3 11, 12  ；  6  407,  408  ； 12  237  ；  40  202, 
369  ；  41 139  ；  42  272  ；  43 161*,  314*  ；  44 
293,  294 ；  47  51, 54  ；  58  384  ；  62  404 
利根 者 tikkhindriya  (利根） 64  494 
利息 va44hi  (金融， if 長） 20  98，  99 


利他 ① parattha  (他 利， 他義） 13  42  ； 19  86, 
87 ② para- hita  (他 利） 8  311 ； 11 上 185  ； 
18 166*,  313  ； 19 17*  ；  21 96*  ； 47  368,  440 

禾 Ij 他 「行者〕 para - hi ほ ya  patipanno  8 
〔31 552  ；  32  246  ；  34 1,63] 

〔利他と 出家〕 17  271 

〔利他の ほに 說法〕 11 上 311 

利智 tikkha-pafiM  (利 慧， 鋭智， 鋭利な 智 
慧） 33  412 

利と 不禾 U    atthasamhita,    anatthasamhita  9 
231 

利と 法 attha  dhamma  (義と 法） 35  317* 
利刀 ① tmha- sattha  (鋭き 刃） 8  85; 11 下 

383 ② tiijha- sikhara  (利 劍） 11 上 252 ③ 

sattha    (刀， 刀劍， 劍， 刀 仗， 殺 具） 11 上 

334,  337,  339 
〔利刀 もて 頭 を 抉る 譬喩〕 15  92 
〔利刀 も て 胸 を 刺す 譬喩〕 20  387  ；  62 108 
利得 ほ bha  (利， 利 養， 獲， 得， 所得） 1 449°; 

5  59  ；  6 11， 101 ； 13  331*,  352*  ； 15  201, 

202; 17 138  ；  22 上 76  ；  42  257,  356,  357  ；  62 

188  〔障 礙〕 62 188 
利得 橋 labha  mada  47  61 
利得 恭敬 讚 歎に 關 係せ る 尋 ほ bha- sakkSra - 

siloka-patisamyutta  vitakka  (禾 (J 養 恭敬 名稱 

相 應の尋 ，利 養稱譽 世評 相 應の尋 思） 43  201, 

393;  44 199,265,351 
利得 輕侮本 生物 語 Labhagaraha- jataka  (二 

八 七） 31 248° 
利得 徑 labha  macchariya  (利 養 t 堅， 所得 '1'堅） 

〔五' I '堅の 一〕 8  313  ；  42  53, 192,  201,  342, 

378  ；  43  3  ；  44  22  ；  64  447 

利得 者 ほ bhin 17  34 

利得と 供養 相應 Labhasakkara- sarfiyutta 13 
331° 

利得 無上 ほ bhMuttariya  (利 無上） 〔六 無上 

の 一〕 8  329 
〔利得 を輕 侮す る 比丘〕 31 248 
'- 利に よりて 利 を 貪る 者 ほ bhena  labham 

nijigimsita  (假利 求 利 者〜 以利成 利， 利を以 

て 熱 求す） 8 131 


(937) 


リー 利， 哩， 梨， 理， 梨， 車 


利 斧 thjha  kuthari  21 27 

利 無上 ほ bhanuttariya  (利得 無上） 20  9,64° 

利益 ① attha- sarhhi は （義 と相應 せる， 利 を 

引く） 19  273* ② anisariisa  (功 德， 勝利， 

福利） 7  47;  8 168 ③ hi は （利） 3  6，  37  ； 

8  289*  ； 12 189 
利益 者 hitesin 11 下 138, 139 
利益 智 upakSre  nanaih  〔八 種〕 40  265 
利益の 將來者 atthassa  ninneta  (利益 を齋す 

者， 義を窗 す 者） 9 198 
利益の 門 atthassa  dvaro  30  397 
利益 名聞 ほ bha- sakkara- siloka  (利得 恭敬 名 

稱， 利得 恭敬 讚 歎， 利 養稱譽 世評） 9  29 
禾 益 門 本 生物 語 Atthassadvara  -  jataka  (八 

四） 29  208° 
利益 を齋す 〔者〕 atthassa  ninneta  (利益の 將 

來者， 義を齋 す 者） 15 154 
利 養 ① amisa  (財， 食， 飮食， 餌， 食樂， 味） 

2  92*  (2) labha  (利， 利得， 獲， 得， 所得） 

2 113;  3  50,  51 ； 7  235,   243  ；   9  341*, 

354*; 11 上 326,  327; 18  83,  84, 126,  127, 

148，  420;  20  231,232,233,297,298;  21 228*, 

284*  ；  40  71*; 47  79, 113 
利 養 恭敬 名稱相 應の尋 ほ bha  sakkara  siloka- 

patisaihyutta  vitakka  (利得 恭敬 讚 歎に 關係 

せる 尋， 利 養稱譽 世評 相 應の尋 思） 47  62,77° 
利養恭 敬 名 聞樂 ほ bhasakkarasiloka- sukha 

19  40,41 ； 20  84,85  ；  21 308 
利 養 樫 labha- macchariya  (利得 樫， 所得 徑） 

45  291 

利 養稱眷 世評 相 應の尋 思 ほ bha  sakkara- 
siloka  patisaihyutta  vitakka  (禾 Ij 得 恭敬 ife 欽 
に關 係せ る尋， 利 養 恭敬 名 稱相應 の尋） 23  324 

利 を 引く 語 atthasamhita  bhasita 19  337 

利 を 以て 熱 求す ほ bhena  labham 
nijigimsanata    (以利 成 利〜 利に よりて 利 を 
貪る 者， 假利求 利 者） 11 下 78 

哩ぉ 帝怯彌 囉嚼俩 Revata  Khadiravaniya 
(隸婆 多 劫 地羅林 住） 〔比， 阿 若 住 第一〕 17 
34 

梨 俱吠陀 ① Irubbeda  59 上 357 ② Iruveda 


60  36 

梨 師達多 Isidatta ① 〔鹿 住の 叔父， 長者， 
塞〕 20  93，  94，  97,  228  ；  22 下 34，  40 ② 
〔大工， 四預流 支の 說法 を受 く〕 16 下 229, 

230 

理 ① attha  (義， 利， 利益） 23 196,200 ② 

thana  (處） 11 上 277,278 
理財 官 ① kosarakkha 19  80* ② 

bhandagarika  (守 藏宫， 守 庫 人， 大藏 大臣， 

藏 器物 人， 出納 官， 有 財 家長, 寶藏を 司る 者） 

59 上 74 
〔理財 官の 譬喩〕 59 上 74 
理趣 ① naya  (方法） 17  304，  307,  310，  313, 

316,319  ； 18  334,336,338 ② fiSya  (正 理， 

眞理） 8 153,155 ③ pariyaya  (異 門， 法 門， 

敎， 方便， 敎說， 因由， 經說， 部門） 16 上 
309,  310; 16 下 42*,  57* ④ PariySya  〔經〕 16 
上 307,312 
理趣經 Pariyaya  sutta 16 上 312 
理 趣に 依る 作意 nayato  manasikaro  58  293 
理想に 逮達 し anuppatta  sadattha  (己 利を逮 

得 し:） 10  373,  374 
理髮技 nahapita  sippa  2 10* 
理髮 業者 nahamin  25  57 
理髮師 ① kappaka  (理 人， 剃 髮師） 6  78, 
79; 11 上 100;  24  556,557  ；  25  40;  26  83； 
27  26,  90  ；  28  275，  277;  29 180， 182  ；  36 
120  ；  59 上 241,389 ② nahapka  (剃 頭師） 
30  8, 14, 184*,  316,  324  ；  33  47*  ；  34  415; 
36 105 

理髮師 ガン ガマ ーラ本 生物 語 GaiigamSla- 

jataka  (四 ニー）  33  37。 
〔理 5^ 師の 子と 王女〕 30  8 
理髮者 kesoharaka  63  384 
理髮人 kappaka  (理' ；さ 師， 剃髪 師） 59 下 187 
〔理髮 人と 信者〕 30 184 

理論 ね kka  (思 擇， 論理 學， 推論， 尋思） 10 
369 

理論家 は kkin  (推論 家） 10  369  ； 11 上 276 

舉 nangala  3  421 

車 牛 balivadda  (牡牛， 輕牛） 36  89 


(938) 


m,  %. 犛， 履， 離ーリ 


mm    phala  (鋤 先） 12  295,  296 

① ^牛 ② 药、 牛 ③ びり 牛 camara ① 37 

167;  39  338  (2)27  74  ；  62  66 ③ 24  526 
① 筚牛 ② 牛 camari ① 26 111 ； 28  39, 

40,295  ；  34  213 ② 41 236 
は 牛が 尾 を 護る 譬喩〕 26 111 ； 28  39;  41 236 
履 ① up さ hana  (履物， 草鞋， 上靴， 革 履， 

屣） 3  237,327*,  343,  346  ；  4  267,  270,  318， 

319;  24  482 ② p&duka  (履物， 草履， 革 履） 

5  211,239 

離 ① nissarai:La  (出 離， 出 要， 失 去） 41 201 
② viveka  (遠 離， 獨處: ） 21 101, 115  ；  22 下 
83  ；  62  285 ③ paviveka  (遠 離， 獨居， 閑 
寂， 閑靜， 間 居， 孤獨， 寂靜） 3 184,185  @ 
virati  58  30  ；  62 14，  26,  92  ；  64  68  ；  65 
(n) 11 ©  viraga  (離 貪， 離 欲） 12  234  ® 
veramani  〔五 種〕 5  328 ⑦ Vivekarii 〔經〕 
14  380 

離 愛 vita- pema  22 上 185，  186，  229，  230，  233 
離惡 kilesa- pahMa  (斷だ i 悩， 煩惱 の捨） 1 

151,154;  2  41 
離 衣 vippavuttha 1 340 
離 越 Revata  (離日， 離 婆 多， 隸婆 多） 〔比〕 

3  536,  614  ；  4  23  ；  23  89 
離戒 virati - sila  62  26 

離渴 vita- pip お a  22 上 185，  186,  229,  230,  233 
離渴愛 vita- tapha  22 上 185,  186,  229，  230, 
233 

離 希望 〔者〕 viga ほ sa 17 176, 177  ；  47  364， 
397° 

離 希望の 人 vigatasa  puggala 17 176, 177 
離去緣 vigata- paccaya  (去 緣） 〔二十 四緣の 

一〕 64 100, 180, 192°, 194  ；  65  (n)  71 
離去處 apSya  (無 幸處， 惡處， 惡生， 惡道， 

惡趣， 墮 地獄， 苦界， 苦處） 15  253，  254, 

371*  ； 16 上 57 
離 去 善 巧 apgya- kosalla  (まに 巧， 損 減 善 巧） 

64  7 

離 is ① vita- mala  3  21,22,  23,  28,  29,  320; 
6 162,  215  ； 11 上 192 ② Vimala  〔耶舍 の 友 
人， 比〕 3  33 


離お 者 nimmala  21 305,  306 
離駕 して 遍薰 せず vidhupeti  na  sandhupeti 
14 143* 

離戲論 nippapaiica  (無戲 論， 戲論滅 せる， 無 

障礙） 8  376 
離 繋 ① Nigaijtha  (離繁 派， 尼 乾， 尼犍） 19 

387  (D  visannoga,  visarhyoga  (離 縛， 離 輒） 

4  385, 386  ；  20  304, 305, 306  ；  21, 204 
離 繋せ り visariiyutta    (縛 を 解きし 者） 19 

115, 116， 118 
離 繋 若提子 Nigantha  Nathaputta  (尼 乾 子， 

尼犍 親子， 尼 乾若提 子） 〔六師 外道の 一〕 17 

361 

離繫派 ① Nigaijtha  (尼 乾， 尼 乾 子， 尼 乾提， 
尼犍， 尼 犍陀， 離 繫= 尼 乾 親子） 9 155*,  437; 
10 137, 169*;  59 下 212 ② Nigapfha- putta 
(尼 乾 子， 尼犍 子） 9  394*,  410* 

離間 ① bhinna  (離 者） 10  4 ② bheda  (破 
壞， 不和 合） 6  5,96 

離間 語 ① pesufifia=  pisuna  vaca  (兩 舌， 離 
間せ しむ， 讒誇） 2 19*;  5  60,201 ； 8  378； 
9 195*  ；  22 上 76;  31 559,562 ② pisup さ- 
vaca  =  pesunna  (兩 舌） 8  224°,  310,  349  ； 11 
下 14°  ； 16 下 407  ； 17  493  ； 18  364，  444  ； 
22 下 123,191* ③ Pesupani  〔經〕 16 下 407 

離間 語 者 pisupa- vSca  (兩舌 者） 11 下 36°， 
286*  ； 13  245  ； 18  384  ；  47  416,  417 

〔離間 語の 敎誡〕 31 559 

① 離間 語の 離 ② 離間 語 を 離る る こと pisu9 肛 
vacaya  veramani  (離 離間 語） ① 16 下 238 
② 18  444 

離間せ しむ pesuflfia  (離間 語， 兩舌） 5  22 

離 虛誑語 musavada  veramani  (虛 IE 語の 離， 

虛誑語 を 離る， 虛 妄語） 8  310，  313，  349; 〔17 
343〕 

離 虛誑語 者 musavad5  pativirato 11 下 287* 
離婚せられ たる alariivacaniya 1 242 
離 財の 喜 niramisS  piti  (無 食樂の 喜） 16 下 
208 

離散 想 vikkhittaka-  sanna  (散亂 想， 棄擲 想） 
45  77 


(939) 


リ "^離 


離 車 ① Licchavi  (隸 車， 栗 遮昆， 栗 姑毘， 麗 
掣， 離 車 子， 離 車 族） 〔族， 人〕 1 62， 181 ； 2 
263  ；  6  218*  ；  7  62*,  158, 162  ；  8 19*  ； 111： 
328  ； 12  401 ； 13  396  ； 14 107  ； 16 下 386  ； 
17  361 ； 18  333,  350  ；  20  252*  ；  22 上 323  ； 
25  73  ；  27  327  ；  29  311， 489  ；  31 303,  304  ； 
34 11 〔阿闍世に 敗れざる 理由〕 13  396  〔佛 
舍利八 分の ーを受 く〕  7 158,162 ② 〔王〕 11 
上 135  ；  25  74,  79* ③ Licchavi  or  Nandaka 
〔經〕 16 下 289 

〔離 車惡 太子の 化導〕 29  489 

〔離 車 王と 醜妃〕 29  311 

離 車 子 ① Licchavi  (離 車， 栗 遮 II， 麗掣） 〔族， 

人〕 4 190 ② Licchavi- putta  8  2 
離 車 族靑年 Licchavi- kumSraka 1 62 
離 者 bhinna  (離間） 10  6 
離 障 心 vinivarapa  citta  (無蓋 心） 3  28,  29, 

32,320,396  ；  4  240  ；  21 49,  82,87 
離 ftt    pavivekavudha  〔三 仗の 一〕 8  298 
離 情 想 vir ま ga- safifiS  (離 貪 想） 7  38 
離 f'C 、所〕 viratiTcetasika}  65(n) 11 
離 身惡行 kayaduccarita-virati  (= 正業） 64 

59。 

離目眞 ① avyapSda  (無 瞋惠， 無瞋， 無恚， 不 ■ 眞 
〔十 善業 道の 一〕 8  349 ② vi ね- dosa 〜次 

項 

① 離 瞬 ② 離 瞬 者 vi は- dosa ① 11 下 424，  425 
② 2 13 

離 眼 ,(>   vitadosa  citta  49  20 

離 塵 viraja  (遠 塵） 11 上 192;  23  236 

離 塵 離 垢 viraja- vitamala  (遠 塵 離 垢） 59 上 

30，  33;  59 下 214 
離 tft 閑居 vivitta  sen お ana  (遠 離せる 臥 坐 所， 

遠 離の 住處， 遠 離處， 獨 居の 坐 臥處， 獨 離せ 

る 座 It, 離れた る 坐 臥處） 6 106 
離 殺生 pSnatipS ほ veramani  (不 殺生， 殺生 

の 離， 殺生 を 離る る こと， 斷 人命より 遠 離， 

離斷 生命） 8  313 
離 殺生 者 pSpatipa ほ pativirato 11 下 287* 
〔離 殺生 者と その 報〕 8 194; 11 下 277 
離 a 悪 語 pharusaya  vacaya  veramani  (麁惡 


語の 離， 鹿 惡語を 離る る こと） 8  310,349 
離 鹿 惡語者 pharusavaca  pativirato 11 下 287* 
離 雜椽語 samphappa ほ pa  veramani  (雜穢 語 
「'の 離， 雜稱語 を 離る る こと） 8  310,  349 
離雜 It 語 者 samphappalapa  pativirato 11 下 

287* 

離 窣羅迷 S 耶末陀 等 諸 放逸 surameraya- 
majja-pamadatthana  veramani  8 

離胎者 apagabbha 1 5;  3  411,413,414;  21 
35,44,46 

離脱 patinissattha  9  57 

離斷 生命 p^atipS ほ veramani  (離 殺生, 不殺 
生， 殺生の 離， 殺生 を 離る る こと， 斷 人命よ 
り 遠 離） 8  349 

(D 離 II ②離痕 者 vita-moha ① 11 下 424, 
425 ② 2 13 

離療' Ci ヽ vitamoha  citta  49  20 

離 偷盜者 adinnadana  pativirato 11 下 287* 

離 貪 ① anabhijjha  (無 貪， 無 貪欲） 〔十 善業 
道の 一〕 8  349 ② vi ほ ga  (離 欲， 離， 離 貪 者） 
4  385,386; 11 上 110; 13  37，  38,  43，  45,  46, 
87,88; 16 上 141*，  189，  191*，  257,  262，  273, 
277*,  321*； 16 下 73，  89, 182,  183,  199,  334, 
365,378; 18  47;  20  408,409；  21 204,330;  22 
上 357;  22 下 277*;  23  340;  40  59*；  42 148； 
63 119°，  129° ③ vita-rSga  (離 欲， 離 貪 者， 
離 欲 者） 11 下 424，  425；  22 上 185,  186,  229, 
230,233;  47  35* ④ VirSga  〔經〕 16 上 411; 
21 320  (一） 一 〔六） 16 上 342 

離貪觀 vir^ganupassana  (離 貪 隨觀） 40 16, 
33,  41, 52，  75，  77, 136,  162*,  275,  335,337， 
380*;  41 107，  125*,  159;  62  91; 63 118,119 

離 貪 者 ① virSga  (離 貪） 40 102*  360* ② 
vita-raga  (離 欲 者， 離 貪） 2 13; 11 下 364 

離 貪 心 vitar§ga  citta  49  20；  57  308,  397 

離 貪す virajjati  3  26 

離 貪隨觀 virSgSnupassanS  (離 貪觀） 64  354, 
465,484,485 

離: ft 想 vir§ga- saiifi き （離 情 想） 8  322,  330， 
331',  380; 16 上 342; 17  61; 19 117,  388;  20 
74,  229,  263,  409;  22 上 53,  349,  352,  353,  355°; 


(940) 


離， カーリ キ 


22 下 274;  59 下 189 
離 貪 想 〔者〕 viraga- safifiin 16 下 225 
離 貪 法 viraga-dhamma    (5 《法， 離 法， 離 欲 

の 法） 64 155,156,321,325,370 
離 (こ 依る 捨- nekkhammasita  upekkha  (出 離 

に 依る 捨） 15  358 
離乳 牡牛 vacchatara  (犢， 犢子， 牡犢， 若き 

牡牛） 9  391， 392 
離乳 牝牛 vacchatari  (牝 犢， 梓 牛， 若き 牝牛） 

9  391,392 

離 悩 vita- pari!aha  22 上 185，  186，  229,  230,  233 
離 波 多 Revata  (離 婆 多） 〔第二 結集 比丘〕 65 

(I)  45,46 

離 婆 多 Revata ① 〔佛〕 60 152 ② （離 越， 離 

曰， 諫 婆哆） 〔比〕 2 105; 11 下 83 ③ ぐ 離 波 

多） 〔第二 結集 比 £〕  4  447*,  455,  456;  60  29， 
33， 169* 

離 縛 visamyoga  (離 繫， 離軛） 1 30 
離 伐 多 Revata  (=頡 離 伐 多， 疑 離 越） 〔の 傳〕 
27  323, 324 

離 不與取 adinnadana  veramarii  8  313,  349 
離 法 virSga-dhamma  (離 欲の 法， 離 貪 法， 衰 
法） 14  38,  39 

離 妄語 musavada  veramani  (離虛 誑 語） 3 
275 

離 門 dvara-vimutta  65(11)  25 
離轭 visariiyoga  (離 縛， 離繁） 〔四 種〕 8  308 
離 欲 ① virSga  (離 貪， 離， 離 貪 者） 1 30;  5 
280;  6  270；  7  268; 10  221; 11 下 299*，  396; 
14  29*，  298; 16 上 94; 18  63; 19  26,  27,  46; 
20 148;  41 65°* ② vitacchanda  22 上 185, 
186,  229,  230,  233 ③ vita- rSga  (離 貪， 離 貪 
君， 離 欲 者） 47  364,  404 ④ Virago  〔經〕 16 
上 94 

離 欲 者 vita-rSga   (離 貪 者， 離 貪， 離 欲） 65 

(II)  33 

離 欲 邪 行 kamesu  micchacara  veramani  (欲 
邪 行の 離， 欲 邪 行 を 離る る こと） 8  313,349 
〔離 欲と 解脱〕 41 65 

離 欲に 達する の 道 viragagami  magga 16 上 
94 


離 欲の 考想 nekkhamma-vitakka    (出 離尋， 

出 離覺） 9  206* 
M 會 欲の ttt 界 vitaraga  visaya  37  244 
離 欲の 法 viraga  dhamma  (離 法， 離禽 法， 衰 

法） 7 19 

離 欲 本 生物 語 Viticcha-jS ね ka  (二 四 四） 30 
434° 

離 欲 論 Viraga- kathS  41 65。 

離 離間 語 pisunaya  vacaya  veramani  〔四聖 

言， 十 善業 道の 一〕 8  310,349 
離 離間 語 者 pisunavaca  pativirato 11 下 287* 
離 輪廻 鬼 事 Sarhsaramocaka-petavatthu  25 

16 

離路 vithi- mutta  65(11)  30,  40 

離 論 Viveka- katha  41 170° 

離 曰 Revata ① （離 婆 多， 離 越， 隸 婆哆） 〔比〕 

25  236 ② 〔シ ッダッ タ佛の 侍者〕 28  84 
力 ① bala  (威力） 3  389;  8  308,  331; 12  44; 

17  78*,  400*; 18  249，  436*, 440;  20  233,  234; 
21 99, 100;  22 上 18;  22 下 82;  64  491。 〔四 
種〕 8  308; 18  249,440;  22 上 18  〔五 種〕〜 五 
力 〔七 種〕 8  331; 20  233,234  〔八 種〕 21 99， 
100  〔十 種〕 22 下 82 ② thama  (勢力， 確立， 
剛毅） 23 192 ③ Bala  〔經〕 16 上 80，  219;  22 
上 18;  22 下 82  (—）  （二）  21 99, 100 

カ飮 samm5- pSsa  (擲棒 祭， 擲 棒祠， 釘 座） 

18  77 

力士 ① malla  (角 闘士）  59 下 188 ② malla - 
mutthika  4 162 ③ balavant  (有力者， 有大 
力 者， 强盛， 權勢） 3  9;  6  405,  410,  416  © 
balava  puriso  (壯士 ）  3 187，  322,  377,  403, 
508;  7  53,271,298 

〔力士 屈伸の 譬喩〕 3  9, 187,322,323,  377,  403， 
508；  6  313,405,  410,416;  7  53, 178,254,271, 
298;  9  302,  439,  443; 10  63,  270; 11 上 105, 
106; 11 下 436; 12  36,  235,  239,  241，  247，  263, 
397, 398; 14 147; 15  415; 16 上 393，  421; 16 
下 62， 156,  159，  254,  256； 17  99;  20  71,73, 
128,  129,  324,  327，  336;  21 18, 109,  113;  23 
119, 120， 125， 232;  32  335 

力 色 bala-riipa  64  26 


(941) 


リキ 一力， II, 立， 律 


力 十 年 bala-dasaka  &4  340 
力 所作 品 Balakaramya  vagga 16 上 219,231, 
353,431; 16 下 84,152,177  (遠 離 viveka) 16 
上 347  (遠 離 依 止） 16 下 75，  91 (欲 貪 調伏 
raga-vinaya) 16 上 353; 16 下 75，  95 
カ相應 Bala  sariiyutta 16 下 89。，  98 
力 天 Baladeva  〔力士〕  44  61 
カ天務 Baladeva- vata  42 136;  43  88 
力 天 〔力士〕 務者 Baladeva- vatika  42 131 ； 44 
61 

力の 不動の 義 balanarii  akampiyattho  40  28; 
41 38 

力 論 Bala  katha  41 99:;  59  297° 
陸 thala  (陸地， 乾 地， 高地） 20  245，  247 
陸 舟の 艟蛇 piyarittarii  dhammani 12 177 
陸生 thala- ja 16 下 404; 17  52 
陸生の 有情 thalaja  satta 17  52 
〔陸上に 上げられ たる 魚の 譬喩〕 23  22 
陸地 thala  (陸， 乾 地， 高地） 24  360;  43  273 
陸地 を 捜む る 鳥 tira- dassi  saku^io  (視岸 鳥） 
6  314 

〔陸に 於け る 水の 譬喻〕 37  340 

陸に 住する thaie  titthati 18  9 

陸の 案內者 thala- niyamaka  28  224 

立禮 utthSna  (起） 8  252 

律 vinaya  (昆 奈耶， 昆尼， 調伏， 戒律） 1 32; 
2 199, 226,  228,  241,  341,  351,  554;  3168,169, 
200*,  298，  613;  4 118,  257,  312;  5  69, 146,269, 
276,280,315;  7 100; 17  26,28,134,135,137, 
138  ； 18  294,295,296;  22 上 306*;  26 167;  31 
299,  349;  33 103;  42  358;  43 14;  44  282; 
59 下 188， 209°， 283;  60  25, 28*, 32, 37*, 124*, 
166  ；  61 142，  297,534;  65(1)  3,  7，  22°，  24°， 
29,  39 〔語義〕 65(1)  24 

律儀 sariivara  (防護， 守護， 制御， 制禁， 攝 
護） 2  81; 4 148;  5  3，  280;  6  6;  7  321,  323; 
11 上 324; 11 下 16; 13 187; 18  47;  20 144, 
145,225;  22 上 2,  3,10,11,238,241,303,  327; 
22 下 26,28,116,315,  320;  23  275;  40 1, 35, 
70*,  73*,  123,  295,  301,  442,  450;  41 45,  69,  73, 
91,116;  42  56,98，  131,  224;  43  24,  87, 146, 


172,  349，  353，  364;  62 14  〔五 種〕 62 14 
律儀 業 論 。amvaro  kamman  ti  katha  58 
198° 

律儀 勤 sariivara- padhSna  (防護 勤） 8  304°; 

18  28°  ' 
律儀 淸淨 sariivara— parisuddhi  40  76,  78 
律儀 淨 sariivara- suddhi  62  80° 
〔律儀 は 業な り 〕 58 198 
律儀の 慧 saihvare  panna  40 1, 70°* 
律儀 論 Sariivara- katha  57  330° 
律 結集 vinaya-sariigiti  (律 合誦） 4  437,  460； 

65(1)  20 

律 現前 vinaya- sammukhata  4 146°,  150, 151， 

154, 155， 158*；  5  266 
律語 者 vinaya- V さ din  (律說 者， 律 を說く 者， 

如律說 者） 1 294*;  8 171 
律合誦 vinaya- safigiti  (律 結集） 65(1)  45 
律 業 vinaya- kamma  (昆 尼竭 磨， 如律掲 磨） 

17 115, 116 

律師 vinaya- dhara  (律 を 持し， 律 を 持す， 持 

律， 持 律 者， 持戒 者， 律 比丘） 2 107;  28  421 
律說者 vinaya- v-adin  (律語 者， 律 を說く 者， 

如律說 者） 17  331，  332;  44  280 
律藏 ① Vinaya- pitaka 1 1=; 2 1=； 3  V；  4 

1°;  5  r,4;  59 上 396*;  60 125*;  62  84;  6» 

(I)  7， 19°,  22，  23°,  29°,  30,  39，  55,  79, 125* ②- 

vinaya  (律， 昆 奈耶） 28 104 
① 律註釋 ② 律の 註釋 ① Vinaya- varoan さ (D 

Vinayassa  atthavannana   (〜律の 義疏) (2> 

65(1) 129 ② 65(1)  8 
〔律に 關係 ある 經典〕 10  239*,  255*,  268*,  288*, 

295*; 11 上 317; 16 上 28; 17  29,30,81,  141， 

160; 18  420; 19  378,381*；  20  399*;  21 194, 

311,313,314;  22 上 301 318 
律に 通達す る vinaya- pariyatti  (解 律） 〔功 德〕 

5  312 

律の 解說 vinaya- vySkaraija  〔の 正否〕 5  342 
① 律の 義疏 ② 律の 諸義琉 Vinayatthakatha 

(〜律 註釋） ① 63  85 ② 62 143 
律の 敎說 vinaya- pariyaya  62 143 
律の 外 序 Bahira-nidana  65(1) 129 
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律， 栗， 掠， 略， 留， 流， 隆， 龍 一 リュウ 


律の 根 vinayassa  mulam  5  j54 
律の 攝受 vinayanuggaha 17 161,  163;  22 上 
301 

律の 上 首 vinaya- pamokkha  60  29,  37,  39,  40 
律の 制定 vinaya  pafifiatti  59 上 298,299,336 
〔律の 相承〕 5  4*;  60  28，  38，  40;  65(1)  79 
律 比丘 vinaya  dhara  (律師， 持 律 者） 33 103, 
104 

律 品 Vinaya-vagga  20  399 
律 論 vinaya  katha  4  257 

(D 律 を 持し ②律を 持す ③ 律 を 持す る もの 
vinaya- dhara  (律師， 持 律， 持 律 者， 持 律師， 
律 比丘） ① 3  211,  226，  587，  591； 4 12，  86, 
152,447，  448；  7 101，  102;  9  385，  388;  22 下 
331,336 ② 22 上 225 ③ 32  296;  59 下 209 

〔律 を談 ずべ からざる 人〕 5  319 

律 を 說く者 vinaya- vSdin  (律語 者， 律說 者， 
如律說 者） 10  6 

律を排 誇す vinayarh  vivanneti  5  38 

(D 栗 遮毘② 栗姑昆 Licchavi  (離 車， 離 車 族， 
隸車， 麗掣） 〔族， 人〕 ① 19 103,  234，  235, 
328,331 ② 38  407 

栗鼠 ① kalandaka  27  74;  59 下 261 ② 
pamna-sasa  65(111)  57 

① 栗鼠 飼養 處② 栗鼠 養飼處 Kalandaka- 
nivapa  (迦腕 陀迦尼 婆 波， 迦蘭陀 園 = 竹林 精 
舍， 迦蘭陀 竹林 園） ① 18  64,302,314; 19  45 
② 8  237 

〔栗鼠の 一 支〕 59 下 261 

栗鼠の 皮 kalaka-camma  3  329 

掠奪 ① mopa  (奪取， 竊盗） 16 下 413 ② 
duhana  6 198 

掠奪 强盗 Vadha  alopa  sahasakara  〔經〕 16 
下 413 

略 Samkhitta  〔經〕 22 下 197 

略 開 知者 ugghatitafifiii 18  237;  47  366，  419° 

略 心 samkhitta- citta  (收了 心， 攝心， 沈變の 

心， 凝湛 せる 心 〜顚倒 心） 20  275,  276 
略說 SaAkhitta  〔經〕 21 204,  235( —） 一 （三） 

16 下 13 14 
略說 分之釋 Uddesavara-vannana  50  338 


略布薩 SaAkhitte  〔uposatho〕 〔經〕 21 141 
留意す vijSnSti  (了知す） 2  428 
流產 apagata  gabbha  4 197 
流出 sSra 14 15 
流水 sota  (流れ， 流） 23  69 
〔流水と 葦の 譬喩〕 23  69;  25 193 
〔流水に 流されつつ ある 人の， 喩〕 24 118 
流水の 触 dhara  samphassa  4  417 
流星 ① ukk§  59 上 357  (2)  ukka-pata  6 13, 
102 

流動性 drava-bhSva  63  254 

流動 膽 abaddha  pitta  63  59，  267，  269 

流 漏の 敎說 avassuta- pariyaya  (漏泄の 教法） 

44  471 
隆滿 ussada  8 196 

龍 ① nSga  (龍 蛇， 龍王， 龍神， 龍 象， 那伽， 
象） 2 172;  3 147, 148,378,  386,  611; 4  355, 
358  ；  7  306,317;  9  262,  263,  265; 14  389°*； 
16 上 221，  246;  21 65,  69,75,79;  23 12， 171， 
175  ；  25  323，  376  ；  29 195，  196;  30  22*;  38 
17, 218*,  226*,  242,  268*,  330,  331,  507*； 
41 210;  43 135 ② Naga  L カー ラリャ 山 住 比 
丘〕 62 192 ③ 〔島〕 32  56* ④ 〔經〕 16 上 221 

龍 淵 pa ほ la  (險 睚， 大';^^潮） 25  302 

龍王 ① n お a  rajan 1 246*;  3  44*;  7 163;  24 
139；  28  72,86;  30 184,  242;  31 20*,  40,  328; 
32  201，  202;  34  88， 183*;  35 148*,  356*;  36 
83*；  37  38；  38  226, 234, 317*, 416, 417,  420*； 
63 151,305，  344*,  410 ② ahi- rajan  (蛇 王） 
30  242 ③ naga  (龍） 12  246 

〔龍王と 王女と 結婚して 四 子 を 生む〕 38  236 

〔龍王と 行者〕 31 20 

〔龍王と 金翅 鳥との 和解〕 35  366 

〔龍王に 對 する 慈 行〕 30  243 

〔龍 王妃 は 賢者の 心 1 藏の肉 を 求む〕 38  423 

〔龍王， 龍 王妃と 賢者との 問答〕 38  521 

〔龍王 を 十六 人の 童子 苦しめ， 商人 これ を 救 ふ〕 
36  85 

龍が-島 來降 Nagadipagamana  60 157 
龍界 ① nagatta  42 108, 155 ② naga-bhavana 
(龍 宮， 龍の 世界） 43  309 
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リュウ一 龍， 旅， 膂， 了， 令， 良 

龍 蓋 ① phapa  (鎌首， 頭 被） 38 17,272,504  ， 

(D  sondi  38  233 
龍宮 ① naga- bhavana  (龍 界， 龍の 世界） 31 

20，  23,  40,  328;  34  383 ② n§gadhipati- 

vimana  38  516，  521*，  529* 
龍 山 N お apabbata  〔稱 舍〕 62  253 
①龍蛇 ② 龍神 n さ ga  (龍， 龍 象） ① 8 192* 

② 29  475 

龍 相應、 Naga-samyutta 14  389°,  397 

龍 象 ① n^ga  (龍， 象， 那伽） 3  345;  4  299, 
300; 12  38，  40，  332；  23 148,  178；    24 191， 
192°， 199， 217, 327, 400, 419;  25  329,  330;  37 
7；    42  304°*；    44 121°*,  245,  340,  443 ② 
hatthi  naga  (象， 貴き 象， 大象） 39  281* 

〔龍と 金翅 鳥〕 30  22 

〔龍と 雪山 王の 譬喩〕 16 上 221 

〔龍に 生る る 諸 業〕 14  390-397 

龍 女 ① n^ga  kafifia  27  418;  35 156;  38  218*, 
237,  244,  258，  259,  426*,  503,  507,515,517, 
529* ② naga-manavika  32  201 ③ nagi 1 
58 

〔龍の 兄弟と 不淨 場〕 31 328 
〔龍の 出家〕 3 147,148 
〔龍の 勝 劣〕 14  389 

龍の 世界 n お a- bhavana  (龍 界， 龍宮） 36  84， 
86, 101; 38  218*,  225*,  235*,  243*,  258, 331, 
415,416,503 

〔龍の 布薩と 獵師〕 38  238 

龍腦香 kappQra  (樟腦 ） 31 238;  63  27 

龍 本 生物 語 Uraga- jataka  (— 五 四） 30  20° 

龍務 naga  vata  42 136;  43  88 

龍務者 naga- vatika  42 131； 44  61 

旅行 〔障碍〕 addhana  (行路） 62 190 

旅行 時 addhanagamana  samaya  2 187* 

旅行者 pathavin  (旅人） 10  75 

旅資 sambala  (糧食） 25  229 

旅 者 〔衣〕 panthika  62 124, 125 

〔旅 者の 恐佈 の! 'i: 喩〕 11 下 201 

旅 商 sattha  (隊商， 商賈， 商 主） 3  272 

旅人 ① patMvin  (旅行者） 2 171 
② vanibbaka  (乞食 者， 浮浪者） 23  317,318 
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膂カ 〔者〕 bShu-balin 11 上 90，  91 

了義 nitattha  (已 了の 義） 17  91， 92;  60  32, 

34 

了義經 ni は ttha- suttanta 17  91,92 
了解 解脱 afifiS- vimokkha  (了知 解脱） 17  217 
了解 せらるべき abhiiifieyya    (勝 知 せらる ベ 
き） 15  46 

了 悟 ① aflfia  (了解， 了知， 已知， 完全 知， 完 

全智， 正智， 究竟 智， 開悟， 解慧， 知 解） 22 
上 352 ② pariy さ d^na 15  53,  54,  55 ③ 
Pariyadinnam  〔經〕 （一） （二） 15  53,  54 
了知 Pajanarii 〔經〕 （一） （二） 15 145, 146 
了知 解脱 afiM- vimokkha   (了解 解脱） 24 

419,420;  44  263 
了知す vipnati  (留意す） 14 140° 
了 別 vijanana  (識 知） 59 上 126, 127, 198 
令爲 無想 有情 論 Asannasattupika  katha  58 
280° 

令 解脱 pamokkha 12  2，  3 

令 生， 令名， 令 浴 者〜 レイ 
良醫 kusala  bhisakka 19  329 
〔良醫 の 譬喩〕 19  329 

良家 kula  (家， 善 家， 貴家， 族 姓） 4 14; 13 
397  ' 

良家の 子 kula-putta  (善 男子， 族 姓の 子） 6 
139,140 

良種 子 subija 16 下 275 

良種の 馬 ass さ jSiiiya  (駿馬， 良馬） 10  252 

良種 馬の 喩の法 n  ajaniyassupama 

dhammapariyaya 10  252 
良駿 さ jSniya  (驟 馬， 良馬） 12  39，  40 
良 象 hatthajaniya 17 120 
良田 sukhetta 16 下 274,275;  20 165, 167 
〔良田と 種子の？ f 喩〕 16 下 274;  33  260 
良馬 ① ajafifia,  ajaniya    (良 駭， 駿馬） 15 
277; 19  37;  24 111,  113;  25  81; 22 下 71， 74 
(D  assajaniya 17 120; 18  202,  203，  436,438; 
19  343;  21 52;  22 下 295*  〔四 支 成就〕 18 
202,203,436,438  〔八 支 成就〕 21 52 ③ assa - 
sadassa  〔三種〕 17  477,  478;  22 上 68,  71 
④ bhadda  assajaniva  〔五 支 成就〕 19  343 ⑤ 


良， 兩， 料， 量 ーリ、 ヨウ 


bhadra  assa  (駿馬） 23  76  ©Ajafifiam  〔經〕 
21 51 

〔良馬 調練の 譬喩〕 10  252 

〔良馬と K 者の S 喩〕 19  37 

良馬の 靜慮 a せ niyajjh^ita  22 下 294,295 

〔良馬の 倒れて 立 上る -ff 喩〕 25 119,152 

〔良馬の 譬喩〕 18  436,  438;  20  6,  7,  8;  21 52; 

22 下 74，  295 
良馬 本 生物 語 Ajafifia- jStaka  (二 四） 28  349。 
良藥 osadha  (藥， 藥草， 醫藥， 魔藥） 26  86. 

87 

良友 kalyaija- mitta  (善 友， 善知識） 25  371 
良邑 gSma-vara 11 上 155 
〔兩腕 を火坑 にて 燒く 譬喩〕 9  427; 11 上 253; 
20 135 

兩肩は 等しく して 圓し samavatta- khandha 

〔三十 二相の 一〕 8 186,214 

兩 肩の 間 充實 citantaramsa  〔三十 二相の 一〕 
8 186,214 

① 兩眼人 ② 兩眼 「者〕 dve  cakkhu ① 17  207, 
208°, 209 ② 47  364,402° 

〔兩眼 もて 見る 譬喩〕 37  500 

兩 極端 ubho  an ほ （兩 端， 兩邊） 24  393 

兩指淨 dvaAgula- kappa  (二 指 認容） 〔十 事の 
一〕 4  439,  449°,  457° 

兩 者の 利 ubhaya- hita 18  313 

〔兩親 を 養へ る 鹿と 獵師〕 35  75 

〔兩親 を 養へ る 兀鷹と 獵師〕 32  291 

兩刃 性の 窮問 ubhatokotika- pafiha    (兩刀 論 
法， 兩端を 有する 問） 59 下 1，4,6,10 其 他 

兩性者 ubhato  vyafijanaka  (半陰陽） 62  351 

兩舌 ① pisuij え V さ ca  (離間 語） 6  5°,  96;  7 
360；  8  262;  9  322,  465; 10  6,95,  117,  120°; 
11 上 115*;  42  54,58,68,77,  348°;  43  3°，  8， 
198°,  259,  347°  〔原因 二種〕 42  349;  43  4,  8， 
198 ② pesupa  24 134, 142,  334 ③ pesupeyya 
=  pesunna  (離間 語， 讒誇） 24  252,331 

兩舌惡 口 者 sQcaka  (間諜） 1 178 

兩舌者 pisui:ia- vaca    (離間 語 者） 6  203;  7 
369*；  9  65,69,72; 10  4°,  43,  44, 120 

兩僧仂 n    ubhato- samgha 11 下 360 


兩足 dipada  (二足， 二足 者， 人間） 58  332, 
333 

兩足尊 dvipada  settha  25  405 
兩足 中の 最 勝者 dipadSnam  aggo 17  32 
兩端 ubho  an ほ （兩 極端， 兩^)  24  221 
兩端を 有 する 問 ubhatokotika  panha  (兩刃 性 

の窮 問， 兩刀 論法） 10 171， 173 
〔兩手 を 打つ 譬喩〕 59 上 123 
〔兩涕 泣 者の〕 問 59 上 164 
兩刀 論法 ubhatokotika- paiiha    (兩刃 性の 窮 

問， 兩端を 有する 問） 59 上 220,  252,  260,  267， 

278， 284， 291, 295， 298 其 他 
兩の利 ubhayattha  (俱 利， 俱義） 20  393 
兩波羅 提木叉 ubhaya  patimokkha  (兩 部の 波 

羅提木 叉） 3 114;  20  400,  402;  33  402;  59 上 

3;  65(1)  23 

兩昆崩 伽 Ubhato-vibhaiiga  (兩 部の 毘崩 伽， 
兩 分別 〔篇 J)  3  621; 60  56;  62  25 

兩部衆 制 ubhato- pafifiatd  5 1*,  8,  91, 196, 
205 

兩 部の 波 羅提木 叉 ubhaySni  patimokkhani 
(兩波 羅提木 叉） 5  323;  n  203;  22 上 303， 
315;  22 下 119 

兩 部の S 崩 伽 Ubhato- vibhaiiga  (兩昆 崩 伽， 
兩 分別 〔篇〕 ） 5 146,147 

兩 部の 律 ubhato  vinaya  4  430 

① 兩 分別 ② 兩 分別 篇 Ubhato- vibhaAga  (兩 
昆崩 伽， 兩 部の 毘崩 伽） ① 2  565;  59 上 3 ② 
65(1) 19,  23,37 

兩邊 ubho  an ほ （兩 極端， 兩端） 20 158，  161; 
24  302,311; 42  73, 163;  44  52 

料理人 ① 5} お ika  (厨 人） 6  78,  79 ② bhatta - 
karaka  28  297;  31 149* ③ sCida  (司 厨， 厨 
士）  25  40,  42;  27  90,  92;  36  307,  337;  37 
256*,  280,  281; 59 下 85, 187;  62  300* 

〔料理人の 譬喩〕 62  301 

量 pam さ pa  (分量） 17 142; 18  287 

量 因 pamana-karana 10  21 

量 を 知らず amattafifiti  (不節制〜 不知 量） 21 
9 

量 を 知る ① mattaih  janati  43  384  . ② 
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リ ョ ウー 量， 榜， 僚， 領， 獵， 療， 糧， 靈， 蠶， 綠， 吝 


mattannu 〜(- X 項 
①量を 知る ②量を 知り mattafifiii  (〜知 量） 

① 20  367,368° ② 21 10 
拐 an  Lanka  〔城〕 60  209 
楞お國 語 Laiika-bh お a   (= セィ ロン 語） 61 

510,514 

榜伽島 Laiika-dipa  (=師 子洲， 飼^ 洲， セィ 
ロン 島） 60  3，  5,  7,  8， 12, 15,  59*.  73*,  113, 
120*,  153,  175，  203*,  235* 其 他； 61 2,  5;  65 
(I)  89, 100, 116 

楞伽島 劫掠 Laiik さ vilopa  〔章〕 61 145 

〔楞 ({ID 島 最初の 精舍〕 60  85 

僚友 ① sahSyaka  (朋友， 俗 友〜 伴黨， 親友） 
13  422  (g)  Sahaya  〔經〕 13  422 

領域 ① aphtha  (視野， 視路， 識域） 9  339  ® 
bhaga  8 111 

〔法」 領會 abhisamaya  (現 觀， 聖諦 現觀， 解） 
41 246 

領受 ① patiggaha  (捉受 ） 5  200 ② 
sampaticchana  62  43;  64  37,  39,  41， 44°, 
100,209,213,249；  65(11)  22*,  34 

領受心 sampaticchana  citta  65(11)  2,3,12, 
18,22,  24,27,31 

領受す vediyati 14 139 

領納 anubhavana  59 上 124 

獵師 ① cheta  (獵 夫） 12  344 ② ludda  (獵 夫， 
凶 者， 殘忍） 9  311，  312; 10  92; 13  333， 
334; 16 上 369;  35  94*,  123*，  287，  293；  36  3, 
4;  37  48*;  39  382,383;  63  34，  35 ③ luddaka 
(獵 夫） 26  218;  28  303,  313,  320,  336*;  34 
359,  361，  412;  63 150, 169 ④ nevapika  9 
275*  (5)  nesada  (獵 夫， 獣獵， 默獵 人， 捕 鳥 
者） 11 上 201,  202,  242; 11 下 217;  20 141; 
35  72*;  36  273;  37  9*;  38  8,9， 10,  21 ⑥ 
magavika    (獵猷 者， 屠 鹿 者， 捕獸 者， 捕 鹿 
者） 8  89; 13  380  ®  vana  caraka  (森林 官， 
林 務官） 38  221,222 

猶師種 nei^da- jiti  2  9*, 19 

〔獵師 と， と 國王〕 37 10,50 

〔獵 師と玲 羊〕 28  336 

〔據師 と 鹿 群の 臂喩〕 9  275 


獵師女 nesSdi 19  315* 

〔獵師 の 譬喩〕 8  89;  25  348 

獵者 miga  baidhaka,  miga  luddaka  (獵 
夫， 獵鹿 者） 25  254 

獵獸者 m さ gavika  (獵師 者， 屠 鹿 者， 捕獸 者, 
捕 鹿 者） 18  361; 47  443 

獵夫 ① cheta  (徽師 ） 12  344 ② nesSda  (獵 
師， 獸獵， 獸獵 人， 捕 鳥 者） 12 156. 157;  30 
55，  56,256*；  37 15*，  17*，  59,  62*;  38  44 ③ 
ludda  (獵 師， 凶暴 者） 25  348;  32  53*;  35 
293*;  39 149  © luddaka  (獵師 ） 3  386;  26 
31 ©  migava 11 上 85;  25  254 ⑥ miga- 
luddaka  (邋 者， 狩纖 夫） 3  272;  31 386* 

〔獵 夫の 四 支〕 59 下 335 

〔鐵 夫の 肉と 四 人の 長者 子〕 31 386 

猶鹿鬼 事 Migaludda  pe は vatthu  25  68,69 

獵鹿者 miga-bandhaka  (獵 者） 25  376 

療院 cikisaka,  cikisa,  cikicha  65(01)  4 

糧食 ① pStheyya  (路銀， 路用の 資， 旅路の 糧， 
道路 糧， 行路の 糧食） 12  63,  64 ② sambala 
(旅 資） 13 142 ③ Patheyya  〔經〕 12  63 

糧料 さ hara  (食， 食物） 11 下 344 

靈驚山 GijjhakQta. (鷲 峰， 耆 闍崛） 6  253;  7 
27，  28,  40,  89,  231; 8  259; 11 下 67,  375; 12 
186，  260,  360; 15  91， 164,  166;  23  263;  24 
177,  486;  25  342,  352;  27  279;  30  85,  87;  33 
99, 188;  41 213 

戴佝 は raccha  (罷） 1 95,  254;  3  386; 19 140; 
26  31,456;  37 146,  167;  38  450;  39  472;  59 
下 91; 64  382 

鬚狗 肉 taraccha  mainsa  3  386 

綠— な mugga  (ム ッガ 豆， 豆， 綠莖， 小豆， 菽） 
7  339;  9  92, 133; 11 上 68; 11 下 100 

綠莖 汗 mugga  yusa  9  428 

綠莖汁 性 muggasQpa ほ （出罎 目 語， 出任せの 
語， 豆 スープ） 46  349,350 

綠母本 生物 語 HaritamSta  jataka  (二三 九） 
30  400° 

吝 kadariya  (吝嗇 者， 恪， 貪婪 者） 24 134 
吝裔 ®  adana-sila  24  91 ② avadaniya  42 
53° 


(946) 


吝嗇家 maccharin  ('|' 堅 者， t 堅恪 者， t 堅 貪 者） 

37 108， 119, 154 
吝嗇 者 kadariya  (吝， 恪， 貪婪 者） 24  48 
林 araftfia  (阿 蘭 若， 阿 練 若， 林野， 森林， 林 

中， 閑 林， 空 閑， 喷野， 僻遠の 地） 17  396 
林 園 SrSma  (園， 園 林， 遊 園， 公園， 苑囿， 

僧 園， 伽藍） 11 下 158， 159 
林 火 davacjaha 10  32，  33 
林間 vana-pattha  (林 藪， 山林， 森林， 高原） 

8  61 

林 行者 vana-carana  59 下 14 
林擒 kapittha  (劫 比 他， 山林 擒） 59 下 2,221 
林 住 Srafifiakatta  (林 中に 住 ふこと） 9  374, 
380 

①林住 者 ②林住 〔者〕 araMaka  (阿 練 若 住 者， 
阿 蘭 若 住 者， 森林 住 者， 住 林 者， 閑 林 住 者， 
林に 住し， 蘭 若に 住む） ① 1 287;  5  325; 11 
下 24，  25;  61 534  〔五 種〕 5  223,  325 ② 4 
302; 10  288* 
林 住 種族 atavi  (森林 住 者） 65(in)  31 
林 住比&    arannaka  bhikkhu   (阿 蘭 若 比 £， 
阿 練 若 比&， 住 林 比 £) 10  288*  〔規定〕 10 
288° 

林 住 法 araftfiakaAga  (阿 練 若 住 支， 阿 蘭 若者 
分:） 4  48 

林 神 vana  devata 10  32，  33 

林 藪 vana- pattha    (林間， 森林， 森 地， 林 
叢， 山林， 藪 林， 高原） 7  256;  9 185*; 18 
366,440,441; 47  448;  59 下 263,266 

林藪經 Vanapattha-sutta  9 185° 

林 藪 法 門 Vanapattha-pariyaya  9 185 

〔林 藪 を燒く 譬喩〕 43 176,365 

林 棲の 鹿 Srafiftaka- miga  (林野の 鹿 ）59 下 29 

林キ目 vana-nimitta  3 188 

林 想 aranna  sanna 11 下 120* 

林 叢 ① vana- pattha  (林 藪， 森林， 森 地， 林 
間， 山林， 藪 林， 高原） 9  324,  467,476; 10 
97,  244,  245; 11 上 350 ② vana- saijcja  (深 
林， 叢林， 密林， 森の 繁み） 10 116 

林 中 araiifta  (阿 練 若， 阿 蘭 若， 林野， 森林， 

叢林， 園 林， 林， 閑 林， 空 閑， 曠野， 僻遠の 


吝， 林， 恪， 淋， 輪 一 リ ン 

地） 11 下 17， 136, 137， 164 
林 中に 於け る 象 aranne  nago  23  68 
林 中に 住 ふこ と arafifiakatta  (林 住） 17  56 
〔林 中の 猿の 譬喩〕 23  69;  25 192 
林 中の 象 matangaranna  3  607 
〔林 中の 象の 譬喩〕 23  68 
林 藤 badS-la ほ （蔓草） 63  391 
林務宫 vanacaraka  (森林 宫， 獵師） 33  338， 

339 

林野 vana  (森， 森林， 林） 7  382 
林野の 鹿 arafifiaka  miga  (林 棲の 鹿） 44  310, 
407 

〔林野の 鹿の S 喩〕 44  310,  407 
恪 〔者〕 kadariya    (吝， 吝嗇 者， 貪婪 者） 20 
328* 

恪惜拖 apaviddha- dSna  7  406,  407,  408 
淋巴液 vasS  (血清， 血獎， 漿， 膏， 脂， 脂肪） 
7  339 

輪 ① cakka  (車輪， 金輪， 輪鐵， 轆轤） 3  406; 
7  62; 19  206*;  24  211,  259;  25  259，  260 ② 
nemi  (輞， 車輞） 6  380 

輪圍 Cakkava!a  (鐵圍 ，大 せ界） 〔山〕 27  67, 
81, 125, 178,417,  470,  471，  482;  62  304,405, 
407  ；  63 188, 205, 281, 330, 332, 336, 372,  386, 
389，  391,  393，  395，  413 

輪圍 山脈 Cakkava}asiluccaya  62  407 

輪廻 ① sarhsSra  (輪 迴界， 流轉， 輪廻 轉生） 
7 1; 12  53,  54, 178; 13  261*,  273*; 14  234, 
236; 15  353,  354; 16 下 369; 18  2,  63，  369, 
371; 19 116,  118;  21 107;  23  81， 157,  158， 
201,  252，  300,  347，  348，  360;  24 190,191,  239, 
275,  281,  283,  286;  25  53, 161,  208,  256,  270, 
313，  363，  412,  415;  26  48;  27  269,  290;  28 
25，  26;  33  20;  36  67;  38  354.  360,  369;  41 
219,  227,355;  42  30,86, 128,  146,315;  43  86， 
95, 109，  139，  263,  270,  299,  319,  328,  329;  44 
33*, 70, 111, 123, 126, 139, 160, 172,  216*,  248 
其 他； 57  47,140;  59 上 166,167;  59 下 9, 18, 
19；  64  89， 198， 199 ② vat は〜 次 項 

① 輪廻 ②輪 〔廻〕 va は a  (輪 轉） ① 15  84,  85; 
23  208;  57  66,68*,  189;  58  59, 194,195 ② 6 


(947) 


リ ン 一輪， 臨， 麟 


368*, 427 

輪廻 界 saihs^ra  (輪廻， 流轉） 9 135;  25  415; 

28 161,163;  41 287 
輪廻 淨化 samsara-suddhi  6  83 
輪廻 轉生 ① sariis お a  (輪廻， 輪廻 界） 36 186 

② samsara-vatta  64  415,  434 ③ punabbhava 

(再 有， 轉生） 14 134 
〔輪廻 轉 生の {g〕  23  40;  25 154;  28 161 
輪廻 { こ 依り て 淸淨ぁ り saihsSrena  suddhi  9 135 
輪廻の 海 samsara  sagara  59 上 364 
〔輪廻の 久遠なる こと〕 25  415,416 
輪廻の 苦 vatta-dukkha  63 1 
輪廻の 車輪 samsara-cakka  62  394,  397,  399 
輪廻の 斷絶 vattupaccheda  57  66,  68*;  58  59 
輪廻の 流 samsara  sota  59 下 9,18,19 
輪廻の 佈畏 samsare  bhayam  62  7,  35 
〔輪廻の 無始〕 13  261*；  44  216 
輪廻の 問 Sariisara-panho  59 上 166 
輪廻 路 sariisara- patha    43  326;   44  76,  77, 

185, 188, 192, 196,  244 
輪 王 cakkavattin  (轉輪 王, 轉輪聖 王） 26  64， 

81; 41 296，  298 
〔輪 王 七寶〕 （= 七寶） 34 162;  57  210,365 
輪癬 daddu  (m  42 17,24,  67,  381; 43 165, 


178,  237,  336,  340;  44  23,  95，  372,  416;  59 下 
142;  63  243 

輪 相 cakka  lakkhaija  41 212,215 

輪鐵 cakka  〔武器〕 33  325,  327 

輪轉 ① vatta  (輪廻， 輪） 42  30，  86， 146,  315; 
43  86, 109, 139,  263，  270，  299,  328;  44  34,  35， 
70, 111，  126, 160, 172,  216*,  248 其 他； 64 169, 
170,  207，  269,  272,  275,  454*;  65(n)  67,  71 
② pavatta  (轉， 轉起， 流轉） 59 下 9 

輪轉說 va は a- katha  64 169, 170,  207 

輪 盤 cakkavudha  28 155， 156 

輪 法 省略 cakka-peyyaia  5 179 

輪寶 ① cakka- ratana  (金輪 寶， 金輪） 〔七寶 
の 一〕 6 133,  379;  7 168°;  8  74*; 11 上 179; 
11 下 222°*; 16 上 295;  24  207;  28  61, 135； 
31 64,  65;  34 162;  41 250;  59 上 241; 59 下 
121, 124, 182  (2)  cakkalankara  28  352 

輪 品 Cakka  vagga 18  59 

臨月 upavijanna 10 156 

臨終 kmakiriyS  (命 終） 17  431,  432，  433 

〔臨終 時の 讀經〕 60  363,367 

〔臨終 念佛〕 59 上 174 

麟角 喩獨存 Khaggavisanakappa-sayambhu 
63 10 


(948) 


ルチ Ruci ① （確。 IP) 〔傳 。轉輪 王〕 26  -233; 

60 19, 160 ② （喜） 〔宮殿〕 41 254,336,340 
ルチー Ruci  〔パ ド ゥ マ佛の 信女〕 41 282 
ルチガ ッタ一 Rucigat ほ （喜 肢） 〔拘那 含牟尼 

佛 の妃〕 41 344 
ルチデ 一ヰ' 一 Rucidevi        妃） 〔懾陳 如佛の 

妃〕 41 254 
ル チヤ ruca  (幸） 〔樹〕 29  360,363 
ル デャ— RujS  〔王女〕 27  308;  38  339,  363*, 

384,385,387,407 
ノレ チヤ 一 ナン タ"— RucSnanda  (  =  ノレ一 ハ 。ーナ 

ンダ一 尼） 60 114,1 丄 7 
ル チラ ，デャ 一タカ Rucira- jataka    (美麗 本 

生物 語） （二 七 五） 31 154° 
ノ レツ カタ" ンマ • デャ一 タカ Rukkhadhamma- 

jataka  (樹法 本 生物 語） （七 四） 29 131°;  37 

163 

ル ハカ Ruhaka  〔司祭〕 30 188*  ' 
ル ハカ 婆羅門 本 生物 語， ル ハカ *デ ヤー タカ 

Ruhaka-jataka  (一九 五） 30 187° 
ノレ ノヽカ 品 Ruhaka-vagga  30 187° 
ノレ 一八。— ソ―ビ 二—    Riipasobhipi   〔尼〕 60 

126 

ノレ 一八 。一ナ ン タ"一 Rupananda    f  =  / レ チヤ一 

ナ ンダ一 ） 〔尼〕 60  249 
ルーバー ラン マ RQparamma  〔精 舍〕 60  416 
ルー バヴ ティ一 RQpavati ① 〔パラ ッ カマバ 

一 フー 世 王妃〕 61 307 ② 〔王女〕 61 166 

(E) 〔塔 廟〕 61 398 
ルーピ一 RQpi  〔夷〕 21 316 
ルル ① ruru  (鹿） 34  213，  220，  222,  224;  37 

146, 167;  38  450;  59 下 15,212,227 ② Ruru 

〔鹿 王〕 34  213,220,222,224:41  394;  59 下 15 
ルル 鹿 王の 所行 Rururaja- cariyS    〔經〕 41 

394° 

ルル 鹿 本 生物 語， ルル. デャ一 タカ Ruru - 

jataka  (四 八 二）  34  211° 
ルン ビニー    Lumbini  〔園〕 61 115 
ノ レン ミニ    Lummini  〔村〕 65(111)  76 
〔留壽 行〕 16 上 372 
留守 者 ohiyyaka  2 149 


ノレ， 留， 流， 琉， 溜， 樓， 壘， 赢， 類一 ルイ 

流罪 pabbajana  (追放;） 8 114 
流通 說示 vohSra- desanS  (= 經藏） 65(1)  29 
流轉 ① pavatta    (轉 起， 轉， 輪轉） 40 166 
② saihsara  (輪廻， 輪廻 界， 輪廻 轉生） 23 
40 

流轉 まく 盡の慧 pavatta-pariyadane  panna  40 
3, 166° 

流 H 法 acayagami  dhamma    CMMMfid  44 

2, 269°, 354° 
〔流轉 法 等の 緣關 係〕 52  69 
流轉 輪廻 sandhavita  sarhsarita  7  97,  98 
琉璃 ve}uriya    (瑶 璃， 吠 溜 璃， 瑶 璃珠） 2 
258;  7  259;  23 171, 174;  24  489,  525,  527, 
539,  540，  544;  26  2;  34  381; 37  479;  38 
113, 122, 133,  134,  203,  247;  39  212,  292,  295; 
59 下 91， 281 
① 琉璃 所 成 ② 琉璃 造 ve!uriya- maya  (瑠 

璃所 成） ① 4 173 ② 24  438,440 
琉璃の 宮殿 veluriya  vimana  38 124 
① 琉璃の 柱 ② 琉璃 柱 ve.Iuriya  thambha 
① 24  451， 458， 552， 558 ② 24  518,532, 534, 
538, 541 

琉璃 寶珠 maiji- ve!uriya  6 113,  249; 11 上 21， 

42,54; 11 下 144,224 
瑶璃 ve}uriya    (琉璃， 吠 瑠璃， 瑠璃 珠） 4 
355,357;  21 65,  69，  75，  78， 150, 157，  164,  172; 
31 38，  40;  33  420;  35  54,  297;  36  42,  92, 
93;  44  462;  63  27;  64  349;  65(1)  94 
〔瑠璃 王 Vi(J(i4abha の釋迦 國攻擊 と佛〕 34 17 
〔瑠璃 王の 出生 乃至 登 位の 因緣〕 34  6 
瑠璃 珠 ve!uriya  (瑠璃， 琉璃） 11 下 115 
〔瑠璃 珠の 譬喩〕 6 113，  249,  374; 11 上 21,42, 

54; 11 下 115, 144; 12 109 
瑠璃 所 成 ve}uriya- maya  ( 琉璃 造， 琉璃 所 成） 
3  337 

縷丸 sutta- gu!a  (絲 球， 絲趣， 絲毬） 14  337 
S    Pakara  (墙， 籬， 城壁， 城壘， 堡壘） ？  44; 
8 123 

羸瘦 kisa  (形體 枯瘦） 11 上 161 
類句 anvaya  (推 比， 隨行， 總相） ii 上 iso* 
類似 lesa  (似） 1 283 

(j£!49) 


ルイ一 類 


類似の 文の 經 vyanjana  patirupaka  suttanta  ①類智 ② 類に 於け る智 anvaye  nanarh  〔四 

17 105, 106  智の 一〕 （D  8  305; 13  84* ② 47 10,33 


(950) 


レ， 令， 冷， 怜， 玲， n, 零， 黎， 隸ー レイ 


レーヌ Repu ① （黎努 ） 〔王子〕 7  244 ② 

(黎努 ） 〔王〕 35 132, 136;  60  22 

レ 一ヌブー デャカ ReQupiijaka    〔比丘の 譬喻 
經〕 26  251 

レーヌ ブテ ィ ― Reijuvati  〔傳 。城〕 26 110 

レ一 ムナセ 一ラ Rernunasela  〔地名〕 61 156 

レール パッ リカ Rerupallika  〔地方〕 61 237 

レ一ヴ Reva  〔比〕 62 192 

レーブ タ Revata ① （離 曰， 離 婆 多， 諂 曲） 

〔佛〕 28  63,  73°,  92;  41 266°*,  358;  60 152 

② 〔シ ッダッ タ佛の 侍者〕 28  84;  41 315 ③ 

(離 婆 多， 離 越， 離 曰， 隸 婆哆） 〔比〕 2 
105;  3  536;   4  23;    9  372*; 10  277; 11 下 
83;  24  485; 〔主張， 禪觀 第一〕 9  373，  378 
④ （離 伐 多 =頡 離 伐 多， 疑 離 越） 〔比〕 27 
323   ©  (離 婆 多， 離 波 多） 〔第二 結集 比丘〕 
4  447;  60  29, 169*;  65(1)  45,46 ⑥ 〔佛音 
時代の 比丘〕 61 14,15 

レー ヴタ一 Reva ほ 〔尼〕 60 126 

レ一ヴ タカ テ" ィ ラヴ ニヤ Revata 
Khadiravaniya  (哩囀 帝 怯 彌餐囀 倆 = 隸 婆!)^) 
〔比〕 17  34 

レー ヴ ティ一 Revati ① 〔ナンディ ャ一 の 妻， 
死後 堕獄〕 24  511,513 ② （=シ 一 プリ ー妃） 
60 140 

レーブ ティ 一鬼 事 Revati- petavatthu  25  94 
レー ヴテ ィ 一女 天宮 Revati-vimana  24  511 

令爲 無想 有情 論， 令 解脱〜 リ ョ ゥ 

令 生 〔業〕 janaka 〔- kamma〕  64  311;  65(11)  44 

令名 あ り fi お a 11 下 21 

令 浴 者 nahSpaka  (浴 師， 浴 僕） 59 下 187 

冷 sita  (寒， 寒冷， 寒氣） 22 上 326 

冷雨 sisira- vuUhi  4  227,  251 

冷季 sisira  64  342 

冷笑 ukkhepana  62  53 

冷水 sita〔udaka〕  3  84,  91 

怜利 medhavin  (智者， 智 慧敏， 有慧， 怜俐） 
2  338 

怜钢 ① nipuija  (聰慧 者， 聰敏， 能 察， 精智， 

巧妙， 微妙， 完成 者） 9  315* ② paMavant 
(慧 有る 者， 慧 あり， 慧を 具へ， 有慧， 有智 


f{, 智者， 智慧 ある 者， 智慧 を 具す， 持慧 
者） 11 下 275* ③ medhavin  (怜 利， 智者， 
智慧 者， 有慧） 3 13 
玲瓏 vissaUha  (明瞭） 〔八 音の 一〕 7  219; 11 
上 185 

玲羊 ① eiji  (伊 尼， 伊 泥延， 鹿， 翳 鹿） 〔鹿〕 
11 下 209;  27 105;  32  282;  44  407 ② 
eneyya  (伊 泥延， エー ナ鹿） 25  307 ③ 
kadali-miga  (力 ダリ 鹿） 21 112;  22 上 62 
④ kurunga  miga  30  255,  258，  259 ⑤ ね- 
miga  (ブー タミ ガ， ヴ一タ 鹿） 28  309*,  336* 
羊 刑 eijeyyaka  9 144, 154 

〔玲 羊と 啄木鳥と 龜〕 30  255 

① 羚羊 皮 ② 玲 羊の 皮 ajina    (黑玲 羊 皮， 
黑玲 羊の 皮， 羊 皮， 羊 皮衣， 麁皮， 鹿皮 衣， 
鹿の 皮衣， 皮衣） ① 17  293;  24  380,384; 
38 11, 18,386;  39  291; 44 11,15,44 ② 12 
198,199;  28  22,309 

① 玲羊皮 ② 矜 羊の 皮 ajina- camma ① 

36  356 ② 3  329 
玲羊 皮の 覆 ajinappaveni  3  339 
矜羊品 Kuruiiga- vagga  28  335° 
玲羊本 生物 語 Kurungamiga- jataka ① （二 

一） 28  335° ② （二 〇 六） 30  255° 
〔玲羊 を味覺 もて 捕獲〕 28  309 
① 零 凌 香 ② 零 陵 香 tagara  (多 伽羅， 多揭 

羅， 多 竭羅， 多 劫羅， 格 香， 達 子 香） 〔香, 樹〕 

① 3  359 ② 59 下 217 
黎努 Reuu ① 〔傳。 輪 王〕 7  250;  26  251; 

60  22 ② 〔王子〕 7  244 
隸犀達 多 Isidatta ① 〔阿 槃提國 人， 比〕 15 

437  〔マッチ 力一 山 を 去る〕 15  438    〔質 多 居 

居士に 界 種種 を 說く〕 15  431,432  〔質 多 居士 

に 己 身 見の 生滅 を說 く〕 15  435* ② 〔經〕 

(一） （二） 15  430,433 
隸車人 Licchavi  (離 車， 離 車 人， 栗 遮昆， 栗 

姑毘， 麗掣） 〔人， 族〕 3  406*;  21 40,41 
諫車 人誦品 Licchavi-bhanavara  3  409 
隸 婆!^   Revata ① （離 婆 多， 離 越， 離日） 

〔比〕 20  30,31 ② 〔比， 劫 地 羅林住 =哩ビ> 

帝 怯彌曜 檷〕 26  96 


(951) 


レイ ー禮， 麗， 糲， 靈， 劣， 列， 連， 煉， 蓮' 


禮 vandana  〔三種〕 17  486 

禮敬， 禮拝 天宮〜 ライ 

〔禮 すべき 人， 禮 すべから ざる 者〕 4  248 

禮を受 くべ からざる 人 avandiya  5  345* 

禮を受 くべき 者 vandiya  5  346° 

麗色 無し dubbappa    (醜悪， 醜陋， 惡色， 顏 

貌 憔悴） 18  355* 
麗掣人 Licchavi  (離 車， 離 車 人， 隸車 人， 栗 

遮毘， 栗 姑毘） 〔人， 族〕 22 下 29,30 
糠 nivSra  (野生の 穀類， 糕米， 硬 米， 生米） 

6  238* 

靈 ① vedagii  59 上 113， 148 ② satta  (有情， 

衆生） 59 下 85* 
靈供 saddha  (亡者 供養 會） 17  269 
靈供處 密林 Baliharana  vanasanda  〔林〕 17 

452;  22 上 313 
靈魂 jiva  (命） 〔七 身の 一〕 6  86 
靈魂論 pubbapeta-katha  (先 亡 論， 先靈 論， 

亡靈 論， 祖先 論， 死者の 話） 〔無用 論の 一〕 8 
48 

靈祠 cetiya ひ 5 廟， 支提， 制 多， 祠堂， 塔， 

墓所） 60 158, 189 
靈自 n 身なり taih  jivam  tarn  sariram  (命と 

身と は 一な り， 身と は 同な り， 命 身 一， 命卽 

身， 命 は卽ち 身なり， 命 はこれ 身なり， 卽命 

卽 身な り ） 10  222*,  313* 
靈と 身と 各 別な り afifiam   jivam  annam 

sariram   (命と 身と は 異なり， 命と 身と は 別 

別な り ， 命 身與） 10  222*,  313* 
靈の問 Vedagii  pafiho  59 上 113， 148 
劣 hina  (下行， 下劣， 卑， 卑陋， 卑少， 卑 

俗） 3  25;  24  347;  42 154,158,221; 43  52， 

58,  67，  68，  99* 
劣 意向 〔お'〕 hinadhimutta    (劣 勝 解;? 1ゥ 47 

363, 395° 

劣 意志 ① hinSdhimuttika 13  227* ② 

Hinadhimutti  〔經〕 13  227 
劣惹 〔き〕 duppanna  (惡, 巷 者， も "劣れる， 智 

!i なき 者， 愚鈍， 愚擬， 愚人, 無^， 無慧 者〉 
3 104，  108,  111; 22 ド 62,64 

劣 〔戒〕 hina〔sila〕  62  28 


劣戒 Dussilaih  〔經〕 15  374 
劣界 hin§  dhatu  (下劣 界） 8  295; 13  227 
劣 三 法 Hinattika  52  221°,  388;  56 190 
劣 三 法 因 二 法 hinattika- hetuduka  55  340 
劣 三 法^ 諍 二 法 hinattika-saranaduka  55  438 
劣 三 法 善 三 法 hinattika  kusalattika  56  28 
劣者 hina-purisa  9  37 
劣生兒 avajata  putta  23  315 
劣 勝 法 hina- pamta  dhamma 16 上 249,303, 
305 

劣 〔定〕 hina〔samadhi〕  62 175 

劣 法 hina- dhamma  45  2,  271°,  356°;  47  233, 

256;  52  221*;  56 190 
〔劣 法 等の 緣關 係〕 52  221 
劣 凡夫 hina-puthujjana  24  317 
劣 論者 hina- vSda  24  321; 42  254 
列 兵 balagga  (兵 列） 2 169*;  6  8,98 
連 枷 vySbhaAgi  (棒） 15  312,313 
連聲 sandhi  59 下 201, 283 
連瘡 vitacchika  cm, 济癬） 22 上 355 
煉瓦 ① itthakS ② i は hikS  (瓦， 甎） ① 1 

134 ② 39 173 
① 煉瓦 堂 ② 煉瓦 造屋 GifijakSvasatha  (甎 

堂， 埠瓦 堂， 煉瓦の 家， 徤祁 精舍， 犍 椎處， 

繁耆迦 精 舍=ナ 一テ ィ 力の 甎堂） 〔精舎〕 ① 7 

56,  59 ② 7  205,211 
煉瓦の 家 GifijakSvasatha ① （煉瓦 造屋， 煉 

瓦 堂， 甎堂， 博 3!： 堂， 犍 椎處， 健 祁精舍 ，繁耆 

迦精舍 =ナ 一テ ， 力の 額 堂） 〔精 舍〕 13 109, 

226; 16 上 134 ② 〔經〕 13  226 
煉金師 Suva ひ ija- kSra  (金工， 金 細工 人， 金 匠， 

黄金 匠， 鍛冶 師） 11 下 341 
〔煉 金師の 譬喩〕 6 116; 11 上 23; 11 下 341; 

17  422;  63  37 
煉粉 kakka 17  336 

蓮 ① ambuja  (水に 生ぜる もの） 42  306 ② 
paduma  (鉢 暴 寧， 鉢 頭 寧， 赤 蓮， 赤 蓮華， 
紅蓮 華， 白蓮 華， 蓮華） 24  315;  26 177 ③ 
pokkhara  (蓮 槊， 荷 |g)  23  336 
蓮 雨 pokkhara- vassa  39  2(31,263,  533° 
蓮藕 bhisa   (蓮根， 藕， 藕絲 ，藕 根〉 3' 377， 
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蓮 一 レン 


378 

蓮 ffi 色 Uppalavai? ひ5     (蓮華 色， 優鉢羅 色） 
〔尼〕 31 180,306 

蓮華 ① uppala  (靑 蓮， 靑 蓮華， 黄 蓮華， 睡 
蓮， 優 鉢羅， 需 波羅） 26 176 ② puduma 
(蓮， 赤 蓮， 赤 蓮華， 紅蓮 華， 鉢 曇 摩， 鉢 頭 
摩， 白蓮 華） 23  26;  24  441*;  26  23;  28  24， 
85;  31 80*;  41 226 ③ pupcjarika  (白蓮， 
白蓮 華， 芬陀 利， 蓮根） 24  200  (D  kinjakka 
24  465 ⑤ bhisa  puppha  24 1 ⑥ Paduma 
(鉢 頭 摩） 〔王子， 王〕 30 193,  197,  198， 
201; 34  81* ⑦ （紅蓮） 〔地獄〕 34 194 

蓮華 街 Uppala- vithi  31 79,80 

蓮華 軍 ① paduma-vyuha ② paduma-byuha 
① 31 219，  222 ② 34  364,367 

蓮華 色 ① Uppalavapija  (= ヰ シュヌ 神 ）60 
204;  61 486,  523,  555 ② UppalavappS  (蓮 
花色， 優鉢羅 色） 〔尼〕 1 54;  4  389; 12  224, 
225;  25  375，  394,  395;  29  90;  32  24, 180, 
257,  280,  372,  410 其 他； 33  226;  34  314;  35 
246，  285;  36  24， 183;  39  259;  60 124;  64 
454  〔渴〕 25  373  〔比丘尼 中の 第一人者〕 13 
347  〔優陀 夷に 安陀 衣を强 要せら る， 取 衣戒〕 
1 350* ③ 〔經〕 12  224 

蓮華 上 Padumuttara  (最勝 白蓮， 上 蓮華 =最 
勝 水草） 〔佛〕 60 152 

〔蓮華と 塵埃の 譬喩〕 23  26 

〔蓮華と 水滴の 譬喩〕 23  69,80;  24 142;  25 193 

〔蓮華と 蓮 池の 譬喩〕 3 12;  6  407 

蓮華の ー德 padumassa  ekaguno  59 下 172 

蓮華の 傘 padumacchatta  26 105 

蓮華の 華髮 uppala- ma ほ （靑 蓮華 鬉， 優鉢羅 
華鬉） 24  474,  477 

〔蓮華の 香の 譬喩〕 12 138; 19  332 

〔蓮華の 香 を も 貪るべからず〕 32  253 

〔蓮華の 三 支〕 59 下 273 

〔蓮華の 十 功德〕 59 下 250 

〔蓮華の 譬喩〕 6  383; 12  237 

〔蓮華の 水に 著せざる 譬喩〕 14  219; 18  70; 
20  91; 22 下 52;  24  23，  78,  200,  236,  315， 
327:  25  237;  26  23,  51: 27  43:  29  485:  32 


274;  42  201, 202 
蓮苹本 生物 語 ① Paduma- jataka   (二 六 一） 
31 79° ② Bhisapuppha  jataka  (三 九 二） 
32  253° 

〔蓮華 を 得る と 得ざる と〕 31 79 

〔蓮華 を 折る 譬喩〕 24 1 

〔蓮 至に て 山 を碎く 譬喩〕 12  213 

〔蓮 香 を 喚ぎ て 女神に 脅かされた 比丘〕 32  253 

蓮根 ① bhisa  (蓮 藕， 藕， 藕絲， 藕根） 12 
354;  26  204,  205,  482, 483;  27 196, 197;  34 
303*;  39  353 ② bhisa- mQla 13  397，  398 
③ pim<?arika  (蓮華， 白蓮 華） 32  255 ④ 
mulalika  3  377，  378 ⑤ sSliika  (水 蓮， 舍 
樓伽， 水 百合） 43 180 

〔蓮根の 紛失と 苦行者と 帝釋〕 34  303 

蓮根 本 生物 語 Bhisa- j き taka  (四 八 八） 34  300° 

蓮 池 ① pokkharam  (池 水， 湖 池， 池， 泉 池， 
小 池） 2  482;  3  472;  4 188;  5 108, 129;  7 
175, 181; 9 125,  126,  396,  405，  491,492; 10 
126; 12 152,  354,  404; 13 154,201; 19  36， 
262,  265;  24  443，  444，  446,  495,  544,552;  25 
31, 61， 63， 102;  28  330*;  30  320*;  36 125 
② padumi  (〜紅蓮 池， 赤 蓮 池） 24  520 ③ 
Pokkharani  〔經〕 13  201 

〔蓮 池と 疲渴 者の 譬喩 一四 無量 心〕 9  491 

〔蓮 池の 淸水を 飲む 譬喻〕 19  265,  330 

〔蓮 池の 堤 を 崩す 譬喩〕 19  36 

〔蓮 池の 譬喩〕 9 125,303  〔第三 禪〕 6 112;  9 
480; 11 上 19; 11 下 104; 19  34 

〔蓮 池の 水と 水滴の 譬喩〕 13  201; 16 下 396 

〔蓮 池より 水草 等を搔 分けて， 水 を飮む 譬喩〕 
19  262 

〔蓮の 種種〕 35  288 

〔蓮の 生長と 水との 譬喩〕 43 162,315;  44  294 
〔蓮の 露の 譬喩〕 23  336 
蓮の 葉 pokkhara- patta  (蓮 葉） 24  236 
蓮 〔葉〕 paduma〔patta〕 （蓮華） 24  23,  78 
蓮 葉 ① padma- patta  (蓮の 葉） 24  441 ② 

pokkhara  (蓮， 荷葉） 23  69，  80 
〔蓮 葉の 水に 著せざる 譬喩〕 11 下 435;  24  23, 

78:  25  237;  27  43;  29  485;  62  82 
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レン ー憐， 鐽， 戀 


m    anudaya  (哀愍， 愛憐） 19  264 
憐愍 者 anukampaka  (慈憨 者， 慈愛 深 く  ） 11 
下 305 

憐愁心 〔者〕 hiunukampin   (哀愍 者） 9  225， 


226, 232* 

縫髮者 jatila  (結髮 者， 結髮 外道， 髻髮 外道, 

編髮梵 志） 41 395,  404 
戀情 ukkaijtha  31 83,  89 


(954) 


a 一  マ • ~ ■  n 


口一 力 Loka ① （= ロー キッサ ラー 世 王 ） 61 

151,  155。， 156 ② 〔王子〕 61 153 ③ 〔王 臣〕 

61 272, 339， 373， 375, 380 
ロー  力 ガッラ ① lokagalla  〔官職〕 61 286 ② 

Lokagalla  〔地名〕 61 317,318,324 
口一 力 デトヴ 一ナ LokajitvS^ia    〔戰 士〕  61 

237 

ロー カナ一 タ一 Lokanatha    〔王女〕 61 166, 
.167 

① 口一 カブ ユー ハ ② 口— カヴ ユー ハ ① 

Lokabyuha ② Lokavyuha  (： 欲界 天， 世界 群 

集） ① 63  387 ② 28 101 
ロー  カン タリ 力 Lokantarika  (世界中 間， 世 

界の涯 の， 世 中間， 中間， 中間 世界） 〔地獄〕 

37  453 

口一 キタ一 Loki ほ ① 〔カツ サノん 卽 ちヰッ 

力 マ バ一フ 王の 妃〕 61 153 ② 〔ヰデ ャャバ 

—フー 世 王の 母〕 61 154 
口一 キ ッサラ Lokissara  〔二世 王〕 61 416。 
ローサ 力 長老 本 生物 語， ローサ 力 • デャ一 タカ 

Losaka-jataka  (四  一） 28  455° 
ローサ 力 • ティ ッサ L つ saka- tissa  〔比丘の 傳〕 

28  455* 

ローデ ャ Roja ① （樓 夷， 盧遮） 〔王〕 31 64; 

33  52;  60 19, 160 ② （檐耶 ） 〔天〕 7  287 ③ 

(盧 夷） 〔末羅 人〕 3  432，  516 
口— デャ— ナ RojSna  〔城〕 60  21 
口 ッ ダ lodda  〔樹〕 37 144 
口一 ハ クンバ Lohakumbha  (銅 壺） 〔地獄〕 

60 171 〜次 項 
口— ハク ンビ Lohakumbhi  (鐵 鼎） 〔地獄〕 35 

220 〜前項 

口一  ノヽ クン ビ • デャ一 タカ Lohakumbhi- 
jataka  (鐡鼎 本 生物 語） （三 一四） 31 376° 
ロー  ノヽ ドヴ一 ラ Lohadv^ra  〔精 舍〕 61 14 
ロー ハナ Rohapa ① 〔人〕 27  92 ② （樓漢 ） 
〔比〕 59 上 17 ③ 〔釋 種〕 60  63,  215 ④ 〔塞〕 17 
313  ®  〔村， 村長〕 60  215,303 ⑥ （樓隨 那） 
〔錫 蘭 島 南部 地方〕 5  4;  60 126, 127,143,291, 
299,  390，  391，  394' 398,  413;  61 19, 21， 22,  41， 
51， 53，  55，  62，  65*,  71， 87,  88,  91*,  98,  99， 103， 


111, 122, 124*, 135*, 144, 146, 147,  149*,  156, 
157, 159，  160, 165，  177, 178, 182,  217,  225,  257， 
259, 261, 265,  285，  312,  321,  347,  348，  350，  351， 
394,410,  420,  476;  62 186,  187,  193;  65(1  ) 
79, 123 

ロー ハナ 州 征服 Rohaija- vijaya  〔章〕 61 333 
口一 ハナ ナ クラ Rohapanakula  〔都〕 60  373 
ロー ハナの 敵征 Jig   Rohanarativijaya  〔章〕 61 
151 

口一 ハピ ッタ lohapi は ha  〔,C|〕  39  414 
ロー ハン タ Rohanta ① 〔湖〕 35  72 ② 〔鹿〕 
35  72, 75*, 84 

ロー ハン タ鹿本 生物 語， ロー ハン タミ ガ' デャ 
—タカ Rohantamiga— jataka  (五 〇 一) 3^ 
71° 

口一 ヒタ ① Lohita  〔天〕 7  289 ② rohita 
〔魚〕 26  28，  30;  27  71,96,97,106;  33  308;  37 
145;  38  451 ③ （〜ロー  ヒッ チヤ X 鹿〕 37 
146;  39  412;  59 下 227 

口一 ヒ タカ Lohitaka  (盧 醯， 盧 n 四 得迦） 〔比， 
六 群 比丘の 一人〕 4 1; 31 191 

ロー  ヒタ鹿 rohita -miga  (〜ロー ヒ ッ チヤ) 39 
412 

口一 ヒタヴ 一ノヽ カン ダ' Lohitavahakhanda  (ifi 

車團） 〔戰 場〕 60  221 
口一 ヒッチ ャ ① rohicca  (〜ロー  ヒタ） 〔鹿〕 

26  31 ② 〔鳥〕 59 下 213 ③ Lohicca  (露 遮， 

魯醜 遮） 〔婆〕 6  317 
口一 ヒッチ ャ • スッタ Lohicca- sutta    (露 遮 

經） 6  317° 

口一 ヒ ニー    ① Rohi が 〔傳 。 轉輪 王〕 26  284 

② （赤 牛） 〔給 孤獨 長者の 婢〕 28  485,  486 ③ 

〔尼〕 25  381,383 ④ （盧奚 多） 〔河〕 25  215; 

29 131; 34 113;  37 157 ⑤ rohi が 〔星宿〕 60 
278 

口一 ヒニ一  • デャ一 タカ Rohi^ii- jStaka  (赤 

牛 女 本 生物 語） （四 五） 28  485° 
口一 ヒネ一 ャ Rohipeyya ① 〔大臣〕 33  328 

② （= ガタ） 〔惡 魔〕 25  28 
ローマ Roma  〔傳。 轉輪 王〕 26 189 
口一 マカ暨 romaka-lona  5  201 
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ロー 口— マ， 路， 漏 


ローマ 力 *デ ヤー タカ Romaka— jataka ぐ 羽毛 

本 生物 語） （二 七 七） 31 182° 
口一 マサ Romasa ① 〔佛〕 26  402,474;  27 

148 ② 〔傳 。 轉輪 王〕 26  367 ③ 〔人〕 26  417 

@  〔山〕 26  393,471; 27  253 
口一 マサカ ッ サノ？   Lomasakassapa     (多毛 itS 

葉） 〔仙〕 33 153*;  59 下 45* 
ロー マサカ ッサ ノ、 °仙 の 問 Lomasakassapa- 

panho  59 下 45 
口一 マサ • 力 ッサノ 《*チ "ヤー タカ 

Lomasakassapa - jataka  (多毛 ® 葉 本 生物 語) 

(四 三 三） 33 152° 
口一 マサカ ンギ ャ Lomasakaiigiya     (盧 夷强 

誉， 路摩尙 祇迹） 〔比〕 11 下 269;  25 115 
口一 マサ カン ギヤ •  ノヽ' ッテ" 一 カラ づタ • スッタ 

Lomasakangiyabhaddekaratta-sutta  (盧夷 

强嘗 一夜 賢者 經） 11 下 269° 
口一 マサ プンギ一 サ Lomasavaiigisa  (盧 夷强 

耆） 〔比〕 16 下 202 
ローマ パ ドウ マ 力 loma-padumaka  〔花〕 39 

305 

ローマ ハン サ Lomaharhsa  〔辟〕 11 下 70 
ロー マノ ヽンサ • チ "ャ 一タカ Lomahamsa— 

jataka  (怖畏 本 生物 語） （九 四） 28  99;  29 

254° 

ローラ— Lo ほ （動轉 又は 愛 著） 〔尼 乾 子， 尼〕 
31 304 

ローラ 'デ ヤー タカ Lola  -  j さは ka    (貪欲 本 生 

物語） （二 七 四） 31 149° 
口一 ルカ Roruka  (勞嗜 逝〜 ロール ヴ） 〔城〕 

7  249 

ロール パー lolupa  〔植〕 39  411 

ロール ヴ Roruva ① （叫喚， 號叫， 魯羅 婆） 

〔地獄〕 32  237;  38  377 ② （〜ロール 力） 〔城〕 

33  77 

路銀 pStheyya  (ffi^t, 路 川の 資， 5^ 路 の糧， 

道路 fe!, 行路の 糧食） 25  229 
路巷 rathiya  (道路， 街， 街路 ） 11 下 208, 219 
路上 布 rathiya-co!a  62 124 
路心 vithi  citta  62  43,  44;  64  213;  65(0)31, 

32,36,40,48* 


路' し ヽ轉起 法 vithicitta-pavatti-naya  65  (n) 
32,33 

路 〔心〕 に 赴か しむ る 〔作意〕 vithi-patip き daka 
64  59 

〔路 心の 別〕 （人に よる もの） 65(n)  35  〔地に 
よる もの） 65(n)  36 

路の攝 vithi-sangaha  65(n)  30 

路 摩尙祇 353   Lomasakangiya  (盧夷 强耆） 〔比〕 
25 115  〔譬喩 經〕 27  344 

路用の 資 P お heyya  (路銀， 糧食， 旅路の 糧， 
道路 糧， 行路の 糧食） 3  475,  476 

漏 ①さ sava 1 8;  8  295;  9  8*,  89°; 10  279°, 
280; 15  395; 16 上 235;  20 144*,  172,  177°; 
23  298,  299;  64  447，  450  〔三種〕 8  295; 16 上 
235;  23  298,299  〔四 種〕 44  239;  45  285 ② 
Asava  〔經〕 15  395; 16 上 235，  428;  22 下 165 

漏 有 漏 二 法 Asava  ceva  sasava-duka  53 
225°;  56  202 

漏 有 漏 二 法 善 三 法 asavasasavaduka 
kusalattika  55 161 

漏 有 漏 法 asava  ceva  sasava  dhamma  (漏 法 
にして 有 漏なる） 47  237,257;  53  225*;  56 
202,362 

〔漏 有 漏 法 等の 緣關 係〕 53  225 

漏 群 二 法 因 二 法 asavagocchakaduka- 
hetuduka  56  51 

漏聚 asava- gocchaka  (漏 群） 45  4 

漏出 者 paggharanti  (漏水 女） 1 217 

漏盡 ① お avanarii  khayo  (漏の 盡， 漏の 滅 
盡， 諸 漏の 滅盡， 諸 is を 滅盡す ）18  81, 321; 22 
下 165,166;  57  78,  238,  239,  246,  246，  256, 
370; 〔19  282〕 ②ぉ avakkhaya  (漏の 盡） 16 下 
360 ③ khii? お ava  (漏 盡せ， li— き漏盡 き， 諸 漏 
已に盡 き， 諸盡 き， 諸 漏を滅 せる 者） 7  235， 
242;  8  369;  35  22 ④ Asavakhaya  〔經〕 16 
上. 186; 16 下 67,218,360 ⑤ Asavanarh 
khayo  〔經〕 16 下 18 

〔漏盡 一三 毒 を 離る〕 3  324* 

漏盡者 khip お ava  (漏 盡， 漏盡 き， 諸漏盡 き， 
諸 漏 巳に 盡き， まき 漏 を滅 せる 者-阿羅漢 ） 9 
117;  62  80,  84, 123, 159, 198, 231，  317;  65(n) 
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'漏 一-口 


36,85 

漏 盡者は 無 怖畏な り やの 問 Khip お avSnaih 
abhaya - pafiho  59 下 23 

漏盡智 ①ぉ avakkhaya-fiaija  57  302,313 ② 
asavanam  khaya  nanain 1 8;   6 125°,  297; 
9  35,  213°,  327, 434,  483°; 10 100,  202,  247, 
372; 11 上 50; 17  267;  21 38° ③ぉ av れ am 
khaye  nanam  40  5,194°,  364;  47  42,  450° 

〔漏 盡智〕 9  54,115; 10  331; 11 ヒ 26°，  366; 11 
下 18, 111; 13  314,  318; 16 下 115°,  172; 17 
421; 18  367,373; 19  25,38,127,138;  20  4， 
184;  22 上 112,225,258,299;  22 下 118,132， 
319;  23  351; 47 15,  58°,  463 

漏 盡智明 asavanam  khaye  nana  vijja  45  ^44 

〔漏盡 智力〕 9 115; 16 下 172;  20 184;  22 上 255， 
258;  41 111; 47 15,58° 

〔漏 盡と四 神 足〕 16 下 103，  128， 140 

漏 盡如實 智力 asavanam  khaye  yathabhuta 
nana-balarh  57  300,301,306,307 

漏 盡の因 yoni  asavanam  khayaya  〔六 種〕 
20  200 

① 漏盡 比丘 ② 漏盡の 比丘 khinasava 

bhikkhu ① 16 上 363;  21 100;  22 下 82 ② 
17 120  〔八 力〕 21 100  〔十 力〕 22 下 82 

漏水 女 paggharanti  (漏出 者 ） 4  403 

漏 精 sukka- visatthi  57  221* 

漏泄 ① avassuta  (流 漏， 染心） 15  289,  290，  291 
② Avassuta  〔經〕 15  286 

漏泄の 敎法 avassuta- par iyaya  (流 漏の 敎說） 
15  289,293 

漏相應 お ava  sampayutta  46  25,29,  37，  41, 

49,  55,62,73 他 
漏 相 應ニ法 Asavasampayutta-duka  53 

196°;  56  202 
漏 相 應ニ法 善 三 法 asavasampay  ut  tad  uka  - 

kusalattika  55 159 
漏 相應非 漏 法 asavasampayutta  ceva  no  ca 

asava  dhamma  (漏 相應、 法に して 非 漏なる） 

47  238,258;  53  229*;  56  203 
漏 相應法 asava-sampayutta  dhamma  45  4, 

287°,  363°;  47  238,258;  53:193*;  56  202,362 


〔漏 相應法 等の 緣 係〕 53 196 

漏相應 法に して 非 漏な る asava- sampayutta 

c'eva  dhamma  no  ca  asava      相應非 漏 法) 

45  4, 288°, 366° 
漏瘡喩 ,[>   arukupama  citta 17 199,200;  47 

364, 401 

漏 瘡喩心 人 arukupama  citta   puggala  47 
364,401° 

漏盡き khip. お ava  〔漏 盡， 漏盡 者， 諸漏盡 き， 

諸 漏を滅 せる 者） 11 下 9* 
漏度經 Oghatarapa- sutta  65 (  I  )  23,  36 
漏 二 法 Asava- duka  53 176°,  226,  228;  56  201 
漏 二 法 善 三 法 asavaduka- kusalattika  55 156 
〔漏の 四諦〕 23  299 
漏の 集 asava  samudaya 1 8 
漏の 盡 ①ぉ av 幻 aril  khayo  (漏盡 ，漏の 滅盡， 

諸 漏の 滅盡， 諸 漏 を滅盡 す） 8  308;  9  8 ② 

お ava- khaya  (漏 盡） 23  356    〔漏の 斷〕 20 

144* 

漏の 增 さざる 人 puggalassa  asava  na 

vaddhanti  47  363，  395° 
漏の 增す人 puggalassa  asava  vaddhanti  47 

363,395° 
漏の 滅 asava  nirodha 1 8 
漏の 滅盡 asavanam  khayo  (漏 盡， if の盡， 

諸 漏の 滅盡， 諸 漏 を滅盡 す） 11 下 400; 13 

42; 15 169 
漏の 滅に 導く 道 asavanirodhagamini 

patipada 1 8 
漏不 相! S 有 漏 二 法 Asavavippayutta- 

sasavaduka  53  235°;  56  203 
漏 不相應 有 漏 二 法 善 三 法 asavavippayutta- 

sasavaduka- kusalattika  55 164 
漏 不相應 有 漏 法 asavavippayutta  -  sasava 

dhamma  (漏 不相應 法に して 有 漏なる） 47 

237;  53  235;  56  203,362 

〔漏 不相提 有 漏 法 等の 緣關 係〕 53  235 
漏不 相應法 asava-vippayutta  dhamma  45 
4,  287°,  365°;  47  237;  53 195*;  56  202 

漏 不相應 法に して 有 漏なる asava-vippayutta 
dhamma  sasava    (漏 不相應 有 漏 法;） 45  4， 
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ロー 漏， 漉， 魯， 盧， 嗜， 濾， 攄， 蘆， 露 


288°, 366。 

漏 不相應 法に して 無 漏な る お ava  vippayutta 
dhamma  anasava  (漏 不相應 無 漏 法） 45  4, 
288°, 367° 

漏 不相應 法 無 漏 法 asavavippayutta  -  anasava 

dhamma  (； 1- 不相應 法に して 無 漏なる） 47 

238,258;  53  235;  56  203 
漏 法 asava  dhamma  45  4，  285°,  365°;  47 

237,257;  53 176*;  56  201,361 
漏 法 (こして 有 漏なる asava  c'eva  dhamma 

sasava  ca  (漏 有 漏 法） 45  4, 287°,  366° 
漏 法に して 漏相應 なる asava  c'eva  dhamma 

asava  sampayutta  ca  (漏 漏相應 法） 45  4， 

288°, 366° 
〔漏 法 • 非 漏 法の 緣關 係〕 53 176 
漏 漏 相 應ニ法 Asava  ceva  asava -sampayutta - 

duka  53  229°;  56  203 
漏 漏 相 應 二 法 善 三 法 asavasava - sampayutta - 

duka  kusalattiKa  5a 163 
漏 漏相應 法 Ssava  ceva  asava  sampayutta 

dhamma  (漏 法に して 漏相應 なる） 47  237, 

257;  53  229*;  56  203,362 
〔漏 相應法 等の 係〕 53  229 
漏 論 Asava  katha  58  273° 
漏 を 斷ず る ことの, 镜 asava-samucchede 

patina  40  3, 154° 
漉 酒 人 so ひ 4ika  dhutta  9  396; 10 141 
〔滴 酒 人の 暨喩〕 9  396; 10 101 
① 舰 水 器 ② 舰水鹿 ③ 渡 水 布 parissavana 
水 器） 〔比丘 七道 具の 一〕 ① 1 424,434;  3 

369,394 ② 2  269;  4 181, 182, 270，  450,  451 

③ 3  516;  41 362 
魯隨遮 ① Lohicca      遮） 〔婆, 大 旃延と 問 

答〕 15 188* ② Lohicco  〔經〕 15 188 

魯羅婆 Roruva  (叫喚， 號叫） 〔地獄〕 38  377 

盧爽 Roja  〔阿難の 幼 友， 末羅 人〕 3  432*. 
516;  30  389,390 

ま 夷强普 ① Lomasakaiigiya  (路 摩尙 祇迦） 

〔比〕 11 ド 269,270,272,273  (D  Lomasa- 

vangisa    ！: 比， 摩, 河 男に 如 來{3£ を 說く〕 16 下 

202 ③ Kai'ikheyya  〔經〕 16 下 202 


盧 夷强耆 一夜 賢者 經 Lomasakafigiya - 

bhaddekaratta-sutta 11 下 269° 
盧奚多 Rohim  〔河〕 34 113;  37 157 
盧遮 Roja  (樓 夷） 〔王〕 60 19 
① 盧醜 © 盧 P 四得迦 Lohi ね ka  〔比， 六 群 比丘 

の 一人〕 ① 〔諍 事 をな す〕 4 1， 8， 10; ② 31 

191 

嗜卿 Ruci  〔王〕 60 19 

爐水器 parissSvana  (漉 水 器， 液 水囊， 漉 水 
布） 27  2, 13;  42  340;  43  332;  44  422,  452; 
62  49  〔施と 報〕 27  2,13 

濾水本 生物 語 Valodaka     は ka  (—八 三） 30 

155° 

攄耶 Roja  〔天〕 7  287 
蘆 葦 na!a  (蘆， 葦， 葦 草， 葭） 8  92 
蘆飮本 生物 語 Na!apana- jStaka  (二 〇） 28 
330° 

露地 ① ajjhok お a  (露 處） 1 340;  2  61*,  437; 
3  272,331; 4 183,225,239;  5 162; 12 177, 
178,181,182,186 ② abbhokSsa  (露天， 露天 
處， 屋外， 野外， 適處， 曠野， 空處， 空 閑， 
自由） 11 上 350; 11 下 17,136,137,164;  22 上 
139;  22 下 125;  24  272;  42  38, 212;  43 137; 
59 下 266 

露地 臥 thai?4ilasayika  (地上の 横臥〜 地 臥 者， 

臥 地:^) 15 189 
露地 住 支 abbhokasikariga  44  283;  59 下 248; 

62 119,122, 149°* 
露地 住 者 abbhok お ika  (露天 坐 行者， 露天 住 

者， 迪處坐 者， 過處せ 行者） 5  223; 11 下 27; 

25  263;  43  330;  44  450;  50  484;  63  48, 149 
露 遮 Lohicca  (^醯 遮） 〔婆， 塞， 三 學四諦 等 

の 說法を 受けて At? 佛〕 6  317* 

遮經 Lohicca  sutta  6  317° 

處 ajjhokasa      地） 3  347;  5 126;  22 下 

13, 14 

露滴 USS さ va  bindu  (露の 玉） 20  395;  33  384; 

64  361,380 
〔1S 滴の？？ 瑜〕 20  395;  33  387;  63  6 
〔露滴 を 見て 無常 を 感ず〕 33  384 
① 露天 ② 露天 處 abbhokasa  0^§地， 迪處， 
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露， 驢， 老ー ロウ 


屋外， 野外， 喊野， 空處， 空 閑， 自由） ① 9 
324,467,476; 10  97,244,245 ② 6 106 

(!) 露天 坐 行者 ② 露天に 坐す ③ 露天 住 者 
abbhokasika   (露地 住 者， 迪處坐 者， 迪處坐 
行者） ① 9  488,489;  59 上 39 ② 11 上 10 ③ 
33  208;  59 下 204 

〔露命の 譬喩〕 25  74 

驢 ① gadrabha  (驢馬） 3  355; 10  77; 17  375 
② assatari  (牝 驢， 牝 驢馬， 驟） 4  288,289; 
12  261 

驢姓 Bhadra  〔經〕 16 上 30 

〔驢と 牛の 譬喩〕 17  375 

〔驢と 子馬の 譬喩〕 13  355 

〔驢の 孕みて 死す る 譬喩〕 4  288; 18 127 

〔驢の 譬喩〕 10  77; 12  261 

驢馬 ① gadrabha  (驢） 1 85  ；  2 10*，  20;  7 

393,394; 11 上 203;  30 156*,  180*;  32 110; 

33  326,327;  37  242;  39  32*;  57  48,50;  59 下 

91,212 ② khara  42  5,95,129,  220 
驢馬 子 本 生物 語 Kharaputta- j さ taka  (三 八 六） 

32  200° 
〔驢馬と 獅皮〕 30 180 
〔驢馬と 驟馬〕 39  30 
〔驢馬の 一 支〕 59 下 257 

〔驢馬の 奸邪 にして， 惡路に 落ちた る 譬喩〕 37 
242 

〔驢馬の 辛 度 馬に 對 する 戀慕〕 31 108 

驢馬 品 uhorassara  vagga  59 下 257 

驢馬 問 〔答〕 Gadrabha- pafiha  〔本 生物 語〕 （一 

—— ） 29  321°;  39  35;  〔39  30〕 

老 ① jarS  (老袞 ） 3 19;  6  386*;  7  352°  ；  8 

92;  9  79°; 11 下 351°; 13  30°,  60°,  63°,  83°; 

40 17*,  62°,  110;  42 180°;  44  83°,  103°,  117， 

130;  46 125°,  183°,  197,222*;  64 125°,  132, 

173; 〔11 下 233。〕 〔定義〕 44  83, 103，  130;  46 

125°,  183, 197°，  222* ② Jara  〔經〕 12  51; 15 

44; 16 下 38 ③ JipQam  〔經〕 13  297 

老畏 jara- bhaya  (老の 怖畏， 老 の畏） 47  94， 
111 

老羸 vu(J4ha  (長老） 4  289 

老朽の 車 jajjara-rathaka 12 151,154 


老經 Jarasutta  24  313°,315；  29  96 
老經 の義釋 Jamsutta  niddesa  42 175°, 207 
老苦 jara  dukkha  (老は 苦な り） 40  62 
老財 jara-sigala  8  30 

老死 jarS - marapa  6  66,  397*,  7 1*; 12 123, 
. 169,170; 13  2*,  3°,  60°,  63°,  83°;  58  52,274, 
275 

老死 異熟論 Jaramaranam  vipako  ti  katha 
58  52。 

老死の 彼岸 jara-maranassa  param  24  427 

〔老死の 不可避〕 24  523，  524;  35  221 

〔老死 は異 熟な り〕 58  52 

老死 論 Jaramarana  katha  58  274° 

老弱 者 jara- dubbala  3 155 

老壽 ciram  jiva  4  212 

老人 ① jiiwa  (老衰 者） 6  386, 387 ② jiijija 

purisa   28 124; 〔17  224。〕 
〔老人 を 苦しめる 惡 王と 帝 釋天〕 30  238 
老衰 ① jara  (老） 11 上 97 ② jii^a  (老衰 者， 

老人） 4  289 
老衰 者 jmija  (老人， 老衰） 17  235 
老衰 亡 jara-parijuiina 11 上 86° 
老ナ一 ガ Mahallaka- N5ga  (マ ハツ ラ ナ一 ガ） 

〔王〕 60  398* 
老女 mahitthi  (年增 の 女） 28 168 
老年に 出家せ る 人 vuddha  pabbaji ね 19 107 
® 老 の怖畏 ② 老の畏 jarS- bhaya  (老畏 ） ① 

17  290;  43 179;  44  403,434 ② 18  215 
老の法 jara-dhamma  (老 法） 15  44 
老は 苦な り jara  dukkha  (老 苦） 16 下 340 
〔老婆と 駒と 伯樂〕 31 27 
〔老婆の 施 食と 報果〕 31 26 
老 婆羅門 jippa  brahmana 12 198, 199 
〔老 婆羅門と 若 妻と その 愛人と 賢者〕 32  312 
〔老 婆羅門 夫婦と 佛〕 29  95 
〔老 比丘と 菴羅果 と 四 長者 女〕 31 536 
〔老 比丘と 舍利 弗〕 30 15,174 
〔老 比丘の 頑固〕 31 364 
〔老， 病， 死， 業異 熟の 絶對 不可避〕 18  301 
〔老， 病， 死， 盡， 滅 の絶對 不可避〕 19  75，  79， 

83 
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ロウ 一老， 牢， 浪， 勞， 樓， 瓏， 櫳， 壟， 蠟， 籠， 聾， 六 


〔老， 病， 死 等に 對 する 態度〕 19  76 

老法 jarS- dhamma  (老の 法） 9  292*; 11 下 

233; 12 148;  22 下 138, 140，  142;  41 193* 
老品 Jara- vagga 12  5V; 16 下 38  〔法 句經〕 

23  39° 

老邁 mahallaka  4  289  , 

〔老野 干の 二 支〕 59 下 306 

牢獄 ① andu-ghara  41 237 ② bandhanagara 

(獄， 獄舍， 監獄） 6 108,  109;  28  40,  41; 37 

258;  39 103*, 165 
〔牢獄 を 厭 ふ 譬喻〕 28  40;  41 237 
浪畏 ami-bhaya  (浪の 怖畏， 波の 怖， 波の 怖 

畏， 波浪の 怖畏） 47 112 
努力 samarambha 11 上 258 
勞嗜迦 Roruka  〔城〕 7  249 
樓夷 Roja  (盧 遮） 〔王〕 31 64 
樓閣 ① kiit さ gSra  (重 閣， 尖 頂閣， 宮殿， 家 

屋） 7 179, 185*; 13  389    〔四 種〕 7 179 ② 

kutagara  sala  (重閣 堂， 重閣 講堂， 尖頂閣 

堂， 高 樓閣） 13 149 ③ P お Sda  (樓 觀， 樓臺， 

臺觀， 重閣， 殿堂， 殿樓， 高殿， 高堂, 高樓， 

宮殿， 美屋） 26  2,6,7 
〔樓 閣の閉 された る 譬喩〕 21 112 
〔樓閣 の 窓よ り眺 むる 譬喩〕 59 上 113 
樓漢 Rohapa  〔比〕 59 上 17,18 
①樓觀 ②樓臺 pasada  (樓 閣， 臺觀， 殿堂， 

殿樓， 重閣， 高殿， 高堂， 高樓， 宮殿， 美屋） 

① 9 124,125 ② 3  600 
〔樓觀 の 3 喩〕 9 124 

mmm   Rohana  L 錫 蘭 島 南部 地な〕 65(  I  )123 

樓房 ① a は a ひ あ 見張 塔） 42 100,  341; 43 
184,354;  44  453,470,486;  46  357;  62  49 ② 
hammiya  (別 巧-, 平屋） 3 102, 164, 189, 249*, 
419,496  〔五 種 房舍の 一〕 4  226  (D  hammiya- 
gabbha  4  234 

樓門 ① torapa  (城門， ig)  4  236 ② dvara- 
kotthaka  (門 屋） 19  39,40;  20  84 

聰 lecWu  (土塊） 16 上 365 

慌 仮の 性 dovacassa  karapa   (說 諭し 難から 
しむる） 19  250 

51   si ほ （畔） 3  421 


蠟油 sittha- telaka  (蜜蠟 油） 4 164 

籠 技 nalakara-sippa  2 10° 

籠 筏 kulla  (筏， 桴） 7  53 

聾 ① badhira  (聾者） 25  210  ；  37  356,  358, 

363,  366,  367,373, 383 ② e!a 11 上 355 
龔瘂 e!a-mQga  (羊 啞,^ 羊， 啞， ロ诞を 流す） 

8  345;  24  23 
聾瘂者 muga-badhira  3 155 
聾者 badhira  (龔） 3 155; 11 下 433,434;  28 

108,161 

〔六 愛〕 （六渴 愛） 7  5，  356,  358; 13  367,  373;  40 
10,224;  42  360,370;  43  95;  44  51, 129, 153, 
160, 191, 195, 201, 203, 210,  242, 265 其 他； 46 
131,134,182 

六 愛 身 cha  tanha-kaya  〔色， 聲， 香， 味， 
觸， 法への 愛〕 8  323,367; 11 下 406°; 13  4; 
40  43,213;  62  395,400;  64 148 

〔六 愛の 生滅と 苦の 生滅〕 14  372 

〔六 愛の 隨' ほ 悩の 斷〕 14  377 

〔六 愛の 無常〕 14  366 

六意樂 cha  ajjhasaya  62  230 

六 違 逆 事 cha  virodha-vatthuni  (六 境への 瞋 
怒) 47  63, 119° 

六 因 cha  hetu  65(n)  64 

① 六 憂 行 ② 六 憂 近 行 ③ 六 憂 近 伺 cha 
domanassupavicara ① 11 下 298，  336 ② 47 
63,120 ③ 8  324; 15  357 

六 王 章 Char^jaka  61 1,50,80,149；  〔60  287〕 

六 可 念、 法 cha  saraniya  dhamma  (六 種の 可 
念 法， 六 和 敬 法） 〔慈 身， 慈 語, 慈 意， 利得の 
頒與， 戒， 見〕 11 上 326;  20 15 

六界 cha  dhatuyo ① 〔地， 水， 火， 風， 空， 識〕 
8  327; 11 下 11,58,  334,335,336°; 17  284;  46 
101°;  64  322; 〔11 下 369;  40 11,224〕 ② 〔樂， 
苦， 喜， 憂， 捨， 無明〕 11 下 58;  46 105° ③ 
〔欲， 恚， 害， 無欲， 無 a!:;, 無害〕 11 下 58; 
46 106° 

〔六界 の 生滅と 苦の 生滅〕 14  372 
〔六 界の隨 ぬ 悩の 斷〕 14  378 
〔六界 の 無常〕 14  366 
〔六界 の 無常 苦 無我〕 13  368 


(960) 


六界 分別 chadhatu-vibhanga 11 下 335 

六 階級 cha.labhijatiyo  (六 種の 階級， 六 種族， 

六 生類， 六 種 姓） 〔外道 說〕 10  365 
六 外處 cha  baliirani  ayatanani  (六 境) 〔色, 

聲， 香， 味， 觸， 法〕 8  322; 11 下 296,297°, 

405°;  41 119,120;  42  86,163;  44  53;  64  386; 

〔13  363,  372; 15  4,5,6;  40 128〕 
〔六 外處及 因緣の 苦〕 15  209 
〔六 外處及 因緣の 無我〕 15  210 
〔六 外處及 因緣の 無常〕 15  209 
〔六 外處と 海〕 15  253 
〔六 外 處の歡 喜と 解脱〕 i5  23 
〔六 外處の 苦觀〕 15 10,244,250 
〔六 外處の 生起， 敵, 味， 過 患， 出 離〕 15  202 
〔六 外處の 生滅と 苦の 生滅〕 14  370 
〔六 外 處の隨 '顷懷 の斷〕 14  374 
〔六 外處の 味， 過 患， 出 離〕 15 14,20 
〔六 外處の 味， 過 患， 出 離の 尋求， 證得， 善 見〕 

15 17 

〔六 外處の 無我 觀〕 15 11,244,251 
( 六 外處の 無常 觀〕 14  363; 15  9，  227，  228，  244， 
250 

〔六 外處の 無常， 苦， 無我 觀〕 11 下 389; 15  5， 
248,249,250;  40 129 

〔六 外處の 了知〕 15 146 

六 蓋 cha  nivaranani  45  299°;  65(11)  63 

六學處 cha  sikkhapadani  62  34,  44° 

六渴愛 cha  tanha  (六 愛） 64  322 

① 六 渴愛身 ② 六 渴愛聚 cha  tanha  kaya ① 

(六 愛 身， 六 境への 渴愛） ① 47  63,119° ② 9 

82 

① 六 喜 行 ② 六 喜 近 行 ③ 六 喜 近 伺 cha 

somanassupavicara ① 11 下 298, 336 ② 47 

68,120 ③ 8  323; 15  357 
六 逆 罪 cha  abhithanani  (六 重罪 = 六 無 間 業） 

23  7;  57 149,239,247,257;  〔20  212;  47  45; 

50 167;  54  514〕 

〔六 求〕 13  215* 

〔六 境〕 （六 外處） 7  355,  357; 11 下 367;  13  214*, 

40 10,233;  44  203;  46 129,132 
〔六 境に 勝た る〕 15  291 

( 


〔六 境に 勝つ〕 15  293 

〔六 境に St する 喜と その 滅〕 11 下 380; 15  98 
〔六 境に 對す る 執著と 無 執〕 15  66, 122, 127, 149， 

150,165,177 
〔六 境に 對 する 不動〕 22 上 83 
〔六 境の 愛と 苦〕 25  257 
〔六 境の 過 患〕 15  266 
〔六 行者と 四十 業處の 適否〕 65(n)  79 
六 行 相 cha  akara  〔空觀 の〕 44  305 
六 恭敬 cha  garava  (六 種の 敬） 8  323,368 
六 群 chabbaggiya  29 196 
六 群 二 法 chagocchaka  duka  56  203 
六 群 二 法 因 二 法 chagocchakaduka-hetuduka 

56  52 

六 群 比丘 chabbaggiya  bhikkhu 1 73,  90, 
118*,  139;  2  507;  3 143, 144, 155,  223;  5 13*, 
21*,  44*;  28  368,371; [31 191°，  349〕 〔捨堕 一 
を 犯す〕 1  329  〔捨堕 七, 過量 戒を 犯す〕 1360 
〔捨堕 一一 を 犯す〕 1 380  〔捨墮 一二 を 犯す〕 
1 382  〔捨墮 一三 を 犯す〕 1 383  〔捨堕 一七 を 
犯す〕 1 397  〔捨堕 一九, 金銀 賣買戒 を 犯す〕 
1 404  〔捨墮 ニー， 鉢戒を 犯す〕 1 410  〔捨墮 
ニニ， 減 五 綴戒を 犯す〕 1 415    〔捨墮 二 四， 
雨季 衣戒を 犯す〕 1 426    〔捨墮 二 六， 乞絲戒 
を 犯す〕 1 432  〔捨堕 三 〇， 廻 入戒を 犯す〕 1 
448  〔波 逸提 二， 罵戒を 犯す〕 2  6  〔波 逸提 三， 
離間 語戒を 犯す〕 2 18  〔波 逸提 四， 隨句戒 を 
犯す〕 2  22  〔波 逸提 七， 與 女人 說法戒 を 犯 
す〕 2  34  〔波 逸提 九， 說麁 罪戒を 犯す〕 2  48 
〔波 逸提 一六， 强入戒 を 犯す〕 2  67    〔波 逸提 
一七， 牽出戒 を 犯す〕 2  69  〔波 逸提 ニー， 敎 
誡戒を 犯す〕 2  79*    〔波 逸提 二三， 比丘尼 住 
處戒を 犯す〕 2  89  〔波 逸提ニ 四， 利 養 戒を犯 
す〕 2  92  〔波 逸提ニ 七， 豫約戒 を 犯す〕 2  99 
〔波 逸提 二八， 乘船戒 を 犯す〕 2 102  〔波 逸提 
三 一， 施 食 處食戒 を 犯す〕 2 111 〔非 時食戒 

に關 係す〕 2 135  〔波 逸提三 九， 美味 食戒 
を 犯す〕 2 139  〔波 逸提四 七， マ ハーナー 
マ戒を 犯す〕 2 161 〔波 逸提四 八， 出征軍 戒 
を 犯す〕 2 165  〔波 逸提四 九， 宿 軍 中 戒を犯 
す〕 2 167    〔波 逸提五 〇， 合 戰戒を 犯す〕 2 

) ■ 
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169  〔飮酒 戒に關 係す〕 2 173  〔波 逸提五 二， 
指 操戒を 犯す〕 2 175  〔波 逸提五 五， 恐怖 戒 
を 犯す〕 2 180  〔波 逸提六 〇， 隱匿衣 戒を犯 
す〕 2 194  〔波 逸提六 二， 飮蟲 水戒を 犯す〕 2 
197  〔波 逸提六 三， 發諍成 を 犯す〕 2 199  〔波 
逸提六 九， 隨擯戒 を 犯す〕 2  216  〔波 逸提七 
〇， カン ダカ 戒を 犯す〕 2  219  〔波 逸提七 二， 
疑惑 戒を 犯す〕 2  226  〔波 逸提 七三， 無知 戒 
を 犯す〕 2  228 〔波 逸提七 四， 打 比丘 戒を 犯す〕 
2  231 〔波 逸提七 五， 擧手戒 を 犯す〕 2  232 
〔波 逸提七 六， 無根 戒を 犯す〕 2  234  〔波 逸 
提七 七， 故意 戒を 犯す〕 2  235  〔波 逸提七 八， 
屛聽戒 を 犯す〕 2  237  〔波 逸提七 九' 掲磨不 
平戒を 犯す〕 2  240  〔波 逸提八 〇， 不與欲 出 
去戒を 犯す〕 2  242  〔波 逸提八 一， ダ ツバ 戒 
を 犯す〕 2  244  〔波 逸提八 二， 廻 施戒を 犯す〕 

2  246  〔波 逸提八 五， 非 時人 聚落 戒を 犯す〕 2 
260  〔波 逸提八 八， 入綿 戒を 犯す〕 2  268  〔波 
逸提八 九， 尼 師壇戒 を 犯す〕 2  269  〔波 逸提 
九 〇， 稷瘡 衣戒を 犯す〕 2  272  〔波 逸提九 一， 
雨 浴衣 戒を 犯す〕 2  273  〔提舍 尼 二 を 犯す〕 2 
288  〔諸 衆 學法を 犯す〕 2  301*  〔過大の 布薩 
境界 を定 む〕 3 188  〔布薩 境界 を雜 ふ〕 3 197 
〔波 羅提木 叉 を 略 謡す〕 3 199*  〔雨 安居 中に 
遊行す〕 3  246,247  〔自恣 時に 著 席す〕 3  285, 
286  〔有罪に して 自恣を 行 ふ〕 3  300  〔種種 色 
の 履 を 著く〕  3  328*  〔牝牛に 對 する 不行跡〕 

3  337  〔種種の 藥具を 使用す〕 3  360*  〔灌腸 
をな す〕 3  380  〔長 衣を蓄 ふ〕 3  504  〔種種の 
衣 を 著く〕  3  533  〔種種の 港 磨 をな す〕 3  550 
〔滅諍 健 度に 關係〕 4 115  〔自 言な きに 諸賴磨 
を 行 ふ〕 4 128    〔洗 浴 等に 於て 種種の 不 威儀 
をな す〕 4 162*    〔種種の 鉢 を 持す〕 4 173 
〔禁止せられ たる 種種の 道具 を 持す〕 4 177* 
〔傘 蓋 を 持す〕 4 199  〔種種の 不行儀 をな す〕 
3  201*;  4 188*.  203*,  230*,  245,  253,  254, 268, 
325, 326, 332, 333, 335，  338    〔非 法 遮說戒 をな 
す〕 4  359,360  〔比丘尼に 不;^ をな す〕 4 
389,390 

六 群 比丘 chabbaggiya  bhikkhuni  5  93,  97 
〔尼波羅；^^四を犯す〕 2  354  〔)ti 捨墮 一 を 犯 


す〕 2  393  〔尼 波 逸 提ニを 犯す〕 2  420  〔尼 波 
逸提ー 〇 を 犯す〕 2  433  〔尼 波逸提 ニニ を 犯 
す〕 2  451 〔尼 波 逸 提四ー を 犯す〕 2  482  〔尼 
波 逸 提四三 を 犯す〕 2  484  〔尼 波 逸 提四九 を 
犯す〕 2  492  〔尼 波 逸 提五ニ を 犯す〕 2  497 
〔尼 波逸提 五八 を 犯す〕 2  507  〔ほ 波 逸 提八四 
を 犯す〕 2  543  〔尼 波 逸 提八五 を 犯す〕 2  545 
〔尼 波 逸 提八七 を 犯す〕 2  547  〔尼 波 逸 提八八 
を 犯す〕 2  548  〔尼 波 逸 提八九 を 犯す〕 2  549 
〔尼 提舍尼 一 を 犯す〕 2  557  〔尼 提舍尼 二〜 八 
を 犯す〕 2  559  〔尼 衆 學法を 犯す〕 2  561 〔比 
丘に 對 して 不 威儀 をな す〕 4  390,391 〔墮胎 
す〕 4  417  〔不 威儀 をな す〕 4  397,  398,  400， 
403， 411 

六 牙 Chaddan は （六 色 牙， 六齒） 〔象〕 25  280; 

59 下 14，  48*,  216;  60  296;  63 150;  64  390 
六 牙 池 Chaddanta- daha  (六 色 牙 湖） 〔雪山の 

池， 七大 湖の 一〕 60  42, 176;  63  388;  64  391 
六 牙 象 • 光 護 の 問 Chaddanta  -  jotipala-panho 

59 下 48 

六 牙の 象 王 Chaddanta  nagarajan  64  390 
六 f 曷集 Cha- nip さ ta ① 〔長老 偈經〕 25 189° 

② 〔長老 尼 渴經〕 25  357° 
六 決擇分 想 cha  nibbedhabhagiya - sanna  〔無 

常， 無常 苦， 苦 非 我， 斷， 離 貪， 滅〕 8  330 
六 見 cha  ditthiyo  9 10;  47  63， 122 
六 見處 cha  ditthitthanani  9  248° 

六恒住 cha  satata-vihara8  329,368; 18  348， 
349 

六 根 cha  indriyani  (眼 等 = 六 內處） 16 下 21*; 

〔7  354,357; 11 下 367; 13  211*;  40 10,  223; 

44  203;  46 129,132〕 
〔六 根の 棄捨〕 15 137 
〔六 根の 防護と 不 防護〕 15 114,125 
六 根 品 Chalindriya-vagga 16 下 19,25 
六 根 門 cha  dvara  (六 門） 59 下 328 
〔六 根， 六 境， 六識， 六觸， 六受， 六 想， 六 思， 

六 愛， 六尋， 六 伺〕 22 下 348 
〔六 根， 六識， 六 境の 我〕 11 下 376; 15  94 
〔六 根， 六識， 六 境の 無我〕 11 下 377; 15  95 
六 在家 憂 cha    gehasitani  domanassani  47 


(962) 


63,121 

六 在家 喜 cha  gehasitani  somanassani  47  63, 
- 121 

六 在家 捨 cha  gehasita  upekha  47  63, 122 
六 在家 欲 貪 法 cha  chandaraga  gehasita 

dhamma  (六 境への 貪） 47  63, 118° 
六 支 dia!aiigS   (六 分， 吠 陀の六 支， 六 支 吠 

陀） 〔吠 陀〕 27  27,  39，  67， 107， 179 
六支县 足の 施物 chalangasamannagata 

dakkhina  20  76 
六支捨 chalaiigupekkha  (六 分捨） 44  90°;  62 

317。* 

六 支の 吠陀 cha.laiiga  manta  24  524 

六 支吠陀 chalanga  (吠陀 の 六 支， 六 支， 六 

分） 59 上 374 
六 伺 cha  vicara  62  400;  64  322;  [7  356,  359; 

40 11,224;  44  203;  46 131,135〕 
六 思 cha  cetan さ 〔〜次 項） 62  400;  64  322;  〔7 

356,358; 13  367,372;  40 10,224;  44  203;  46 

11， 47， 130，  134〕 
六 思 身 cha  sancetana  kaya  〔色， 聲， 香， 

味， 觸， 法の 思〕 8  323; 14  94,99;  41 120 
〔六 思の 生滅と 苦の 生滅〕 14  371 
〔六 思の 隨煩惱 の斷〕 14  377 
〔六 思の 無常〕 14  365 
(六 思惟 = 六 尋〕 13  215* 
六師 cha  sattharo  59 上 10 
〔六師 外道〕 6  73,171; 7 138;  9  350,  437; 11 上 

3; 12 118; 16 上 130;  24 186;  29  500;  36  218- 

59 上 10;  59 下 225  〔主張 學說〕 6  80° 
六齒 本生經 Chaddanta  jStaka    (六 牙 象 本 生 

經， 六 色 牙 象 本 生物 語） （五一 四） 58  435 
六 色 牙 Chaddanta  (六 牙 池） 〔湖〕 35  287* 
六 色 牙 象 chaddanta  varana,  chaddan'ca- gaja, 

chabbisana  kunjara   35  286,287,295,297, 

330 

六 色 牙 象 本 生物 語 Chaddanta  j お aka  (六 牙 
象 本 生物 語， 六齒本 生經） （五一 四） 35  286°; 
61 509 

六 色 塵 因 cha  rupavacara  hetu  45  278 
六識 cha  vinnanani  (= 六識 身） 64  322;  65 

( 


(n)  30;  〔7  355,  357; 11 下 3S7; 13  364,372; 
40 10,223;  44  203;  46 15,  61, 105,  129,  132, 
181〕 

〔六識 生起の 條件〕 64 101 

六識 身 cha  vinnana  kaya  C  = 六識；） 〔眼識， 

耳識， 1;^ 識， 舌識， 身識， 意識〕 8  322; 11 下 

295,  297°,  405°; 13  5; 14  95, 100;  41 119,120； 

44  93, 100;  62  400;  64  91 
〔六識の 生滅と 苦の 生滅〕 14  370 
〔六識の 隨' ！：ほ 惱 の斷〕 14  375 
〔六識の 無常〕 14  364 
〔六識の 無常 苦 無我〕 11 下 390 
六捨 cha  upekkha  (= 六 支捨， 六 分捨） 57  358 
① 六捨行 ② 六 捨近行 ③ 六 捨近伺 cha 

upekhupavicara ① 11 下 298,  336 ② 47  63, 

120 ③ 8  324; 15  357 
六 種 衣 cha  civarani  〔亞 麻， 綿， 絹， 毛， 麻， 

苧の 衣〕 1 331; 2 192;  43 180,383 
六 種 色 M    chabbidhena  rupakkhandho  46  21 
六 種色聚 chabbidhena  rupa  saiigaho  45 185， 

258 

六種受 cha  vedana  (六 受） 15  347,  352,  357。 
六 種 姓 cha  abhijati  (六 生類， 六 種族， 六 階 

級， 六 種の 階級） 14  334 
〔六 種 信 解〕 （出 離， 遠 離， 無權 害， 愛盡， 取盡， 

無療） 20 130 
六 種族 cha}§bhij さ tiyo  (六 階級， 六 種の 階級， 

六 生類， 六 種 姓） 〔外道 說〕 14  336 
六 種の 糸 cha  suttani    〔麻， 綿， 絹， 毛， 大 

麻， 粗 麻の 糸〕 1 433 

六 種の 可 念 法 cha  saraniya  dhamma   (六 可 

念 法， 六 和 敬 法） 〔慈 身， 慈 語， 慈 意， 施， 捨 
戒， 見〕 5 158° 

六 種の 階級 cha  abhijatiyo  (六 階級， 六 生類， 
六 種族， 六 種 姓） 〔外道 說〕 6  82; 10 193,363 
〔六 種の 義〕 63  279°* 

六 種の 敬 cha  garava  (六 恭敬） 〔佛， 法， 僧， 

戒， 不 放逸， 和 順の 敬〕 5 157 
六 種の 境轉起 chadha  visaya-pavatci  65(n) 

30 

六 種の 行者 chabbidha  carita  (性格 者:） 65 


cn)  78 

六 種の 口論 〔諍 事〕 の 根 cha  vivada-mulani 

(六 諍 根） 5 157 
六 種 0 修習事 cha  vinita-vatthuni  5 157 
六 種の 術 cha  kala  28  320 
六 種の 觸處 cha  phassayatanani  (六 觸處) 15 

69,70,71 

六 種の 犯罪 等 起 cha  apatti  samutthana  5 
157  = 

六 種の さき 難 〔靜 事〕 の 根 cha  anuvada  mulani 
5 158 

六 種の 不敬 chaag さ rava  (六不 恭敬） 〔佛， 法， 
ft, 戒， 不 放逸， 和 順の 不敬〕 5 157° 

六 種 犯罪 等 起 罪數章 Cha  apatti- 
samutthananarh  katapatti-varam  a 165 

六 g3E 罪 等 ®g  Cha  apattisam utthana  vara 
5 160 

六 趣 cha  gatiyo  58  63,  64 

〔六 趣 あ り〕 58  63 

六 集 Chakka- nipata  20 1°,230 

六受 cha  vedana  (六 種受） 10 179;  62  395, 
400;  64  248,  322;  〔7  6，  355,  358; 11 下 368; 13 
213*.  366, 372;  40 10,  223;  44  203;  46  23,130, 
133,182] 

六受聚 cha  vedana  kaya  (六 受身） 9  83 
六 受身 cha  vedana  kaya  (六 受聚 = 六受） 〔眼 

觸所 生の 受 乃至 意觸所 生の 受〕 8  322; 11 下 

406°; 13  4; 14  93,98;  41 120 
〔六受 の 生滅と 苦の 生滅〕 14  371 
〔六 受の隨 煩悩の 斷〕 14  376 
〔六受 の 無常〕 14  364 

六十 偈集 Satthika  nip お a  〔長老 f 曷經〕 25  309° 
六十 四 行 相 catu-satthi  akSrS  40  5,194,364 
〔六十 四轉 劫〕 63  396 

六十と 三の 異端 說 tipi  sa は hi  osarapani  24 
198 

六十 乃至 廣說 〔品〕 Satthi  peyyalamCvaggo) 
15  237,251 

六十 ニ惡見 dv お a は hi  ditthigatani  (六十 二見， 
六十 二 成 見） 43  50,54*,  67*,  78*，  121,  247， 
325;  64  316 


六十 二見 ① dv お atthi  ditthiyo  64  313;  65 
CI)  30；  〔6 15°〕 ② dvasatthi  ditthigatani 
(六十 ニ惡 見， 六十 二 成 見） 15  434,  435,  436; 
42  70， 107, 110，  111，  122，  152,  162，  164,  169， 
262,266,279,282,283 其 他； 44  53,309,395, 
448；  62  414 

六十 二 成 見 dv お a は hi  ditthigatani (六十 二見， 

六十 ニ惡 見） 40  214,261; 47  65,158 
六十 八 解脱 attha- satthi  vimokkha  40  371 
六十 八 力 attha -satthi  balani  41 99 
六十 本の 大犍 satthi  maha-naharu  63  47 
六 重罪 cha  abhithanani  (六 逆 罪） 24  85 
六 出離界 cha  nissaraniya.  dhatuyo  8  327, 

368;  20 18；  22 上 284 
六 順 明 分 法 cha  dhamma  vijjabhagiya  〔無常, 

無常 苦， 苦 無我， 斷， 離 貪， m 16 下 225; 

20  74 

六處 salayatana,  cha  ayatanani  6  398*  ；  9 
85； 13  2*,4。，60；  46 181%  202;  58  205,207, 
245；  62  395,400;  64 174°,  176, 177，  240,  245, 
281 

六處^ Ifl   Salayatanuppatti  katha  58  245° 
六 處相應 Sa!Syatana- sariiyutta 15 1°,  48  ； [15 

136〕  - 
〔六 處は非 前非 後に 母胎に 成立す〕 58  245 
〔六 處の緣 よ り觸 あり〕 64  245° 
六處 の滅盡 salayatana-nirodha 15 162 
六處 分別 salayatana  vibhanga 11 下 296 
六處 分別 經 Salayatanavibhaiiga  sutta 11 下 

296°;  64  423 
六處篇 Salayatana  vagga 15 1° 
六處 篇相應 Salayatanavagga  -saihyutta 16 上 

137 

六處品 Salayatana  vagga 11 下 365° 

六處論 Salayatana  katha  58  205° 

〔六 章 法 勅〕 65(111)  48 

六勝處 cha  abhibhayatanani 15 122, 124 

六 成 見 cha  ditthigatani  40  213 

六 城 ChandSgarika  l 部 派〕 60  35,174 

六淨經 Chabbisodhana-sutta 11 下 8° 

六 諍 根 cha  vivada- ma ほ ni  (六 種の 口論の 根） 


(964) 


〔忿 恨， 覆權， 嫉樫， 証 fs, 惡欲 邪見， 自 見取 

著 堅固 執〕 8  325; 11 上 319;  20  74;  40  213; 
47  63, 118°;  62  414 

六 神 通 cha  abhinna,  chalabhinna  16 
下 122，  149; 17  424;  25  374;  28  58，  60;  29 
255；  40  57;  41 12,  42,246,247,  253;  42  216, 
320;  43 131, 143,  309，  360,  406;  44  21, 377， 
459;  59 上 344,395;  60  53,73,124,  126，  187, 
192, 198;  62  400;  63  71, 326;  65  (  I  )  34，  89； 
〔6 116。*;9  52, 111,114; 10  328°; 11 上 22。， 
364°; 11 下 110; 13  311°; 16 下 113°; 17  418°; 
19  23°,  37;  20  3°, 192;  22 上 110;  22 下 117。； 
25 190,347,373;  57  78〕 

六 神 通 者 cha!abhififia  (六 通 者） 4  246;  42 
173;  43  329;  64  495 

六祌通 〔性〕 cha}abhmfia ほ 62  9 

六尋 cha  vitakka  (= 六 思惟） 62  400;  64  322; 
〔7  356,  359;  40 10,224;  43  201,  392;  44  203; 
46 131,134;  47  62〕 

六隨念 cha  anussatiyo  (= 六隨 念處， 六 念） 
62 174，  448;  63 132 

六 隨念處 cha  anussatitthanani  〔念 佛， 念 法， 
念 僧， 念戒， 念 施， 念 天〕 （= 六隨 念， 六 念） 
8  329,  397;  27  9， 10°，  46，  49，  229;  40  46;  「22 下 
304°,  309;  40  79] 

六隨 念の 解釋 Cha- anussati- niddesa  62  391° 

〔六隨 念の 雜論〕 62  447 

六 施設 cha  pannattiyo  〔蘊， 處， 界， 諦， 根， 人 

の 施設〕 47  357;  57  403 
六 生物 Cha-papa  〔經〕 15  308 
〔六 生物 を繩に 縛る 譬喩〕 15  309 
六 生類 cha!m)hijatiyo  (六 階級， 六 種の 階級， 

六 種族， 六 種 姓） 〔黑， 靑， 赤， 黃， 白， 極 白〕 

〔外道 說〕 20 139  〔沸敎 的〕 8  329;  20 140 — 

143 

〔六 善 巧〕 20  46,195,193 

六 想 cha  sanna  (= 六 想 身） 20 176;  62  400; 

64  322;  [7  355,358; 13  215*,  366.  372;  40 10, 

224;  44  203;  46  7*，  35， 130，  133〕 
六 想 身 cha- saSM- kaya(  = 六 想） 〔色， 聲， 香， 

味， 觸， 法の 想〕 8  323; 14  94,99,  41 120 


〔六 想の 生滅と 苦の 生滅〕 14  371 
〔六 想の 隨煩惱 の斷〕 14  376 
〔六 想の 無常〕 14  365 

六觸 cha  phassS(  = 六觸 身， 六 觸處） 62  395， 
400;  64  322;  〔7 11， 355，  358; 11 下 368; 13 
211*,  365, 372;  40 10,223;  44  203;  46 129, 
133,182) 

六觸聚 cha  phassa  kaya  (六觸 身） 9  84 
六觸處 ① cha  phass か a ね nSni  (六 種の 觸處 
= 六觸） 6  66*; 11 上 309,  339，  340; 11 下 334, 
335°; 12 191; 13  34; 15 199,200; 18 19,21, 
283,284,285; 19  41; 22 上 294;  23 127;  25 
138,  251; 30  448;  42 139,  353;  43  27,321,355; 
44  29,391; 57  276,277 ② Cha - 
phassayatanika  〔經〕 （一） （二） （三） 15  69,  70， 
71 

① 六 觸處所 馬の 地獄 ②六 觸處 地獄 cha 

phassayatanika  niraya ① 15  201 ② 10  80 

六 觸處所 屬の天 cha  phassayatanika  deva 15 
201 

〔六觸 處に對 する 不 放逸〕 15 199,200 

〔六 觸處の 生, 滅， 味， 過 患， 出 離〕 15  69,70,71 

六觸身 cha  phassa- kSya  (六觸 衆-六 觸， 六 

觸處） 〔眼， 耳， 鼻， 舌， 身， 意〕 8  322  ； 11 

下 296，  297°，  405°; 13  4;  41 120 
〔六觸 の 生滅と 苦の 生滅〕 14  370 
〔六 觸の隨 煩 ti の斷〕 14  375 
〔六觸 の 無常〕 14  364 

六 退還 法 cha  parihaniya  dhamma  〔事業, 

談說， 睡眠， 伴侶， 雜鬧 （惡 言）, 戲論 (惡 友）〕 
47  63,119。 

六 通 cha  abhinna  (六 神 通） 8  369; 13  318， 
324;  27  24*;  59 下 42,  94， 159,  245，  247，  263, 
338 

① 六 通 者 ② 六 通 〔者〕 cha!abhififta  (六 神 通 
者） ① 12  230;  59 下 204,207,217,335 ② 26 
49,52;  47  360,378° 

六通智 cha  abhinna  nanani  41 1^1, 145 

〔六 得〕 13  218* 

六內 外處 cha  ajjhattika-bahira  ayatanani 
7  349;  9  98; 11 下 12,  59 


(965  ) 


六內處 cha  ajjhattikani  ayatanani  (= 六 根) 
〔眼， 耳， 鼻， 舌， 身， 意〕 8  322, 367; 11 上 
278,338; 11 下 296,  297°,  405°;  32  2;  40  38， 
203,370;  41 119,120;  42  86,163;  44  53,  98, 
346;  62  404;  64  386; 〔15  2，  3，  4;  40 126〕 

〔六 内 處及其 因緣の 苦〕 15  207 

〔六 內處及 其 因緣の 無我〕 15  208 

〔六 內處及 其 因緣の 無常〕 15  207 

〔六 內處と 海〕 15  252 

〔六內 處と樂 苦〕 15  270 

〔六內 處の歡 喜と 解脱〕 15  22 

〔六 內處の 苦觀〕 15  8,243,250 

〔六 內處の 生滅と 苦の 生滅〕 14  369 

〔六 內處 の隨: 頃 悩の 斷〕 14  374 

〔六 內處の 譬喩〕 64  93 

〔六 內處の 味， 過 患， 出 離〕 15 12,18 

〔六 內處の 味， 過 患， 出 離の 尋求， 證得， 善 見〕 
15 15 

〔六 內處の 無我 觀〕 15  8,243,250;  22 上 354 
〔六 內處の 無我 相經 にて 法眼 淨を 得〕 15  77 
〔六 內處の 無我 相經 にて 漏盡 解脱〕 15  77 
〔六 內處の 無常 觀〕 14  362; 15  7,226,227，  242， 
249 

〔六 內處の 無常 苦 無我〕 11 下 387; 13  361,370; 

15  2,71,75, 138,142,245,246;  40 126 
〔六 內處の 了知〕 15 145 
六 如來カ cha  tathagata  balani  20 182 
〔六 熱〕 13  215* 

〔六 念 = 六隨 念〕 22 下 304°，  3C 9;  40  79 

六の 天界 cha  devaloka  (= 六 欲 天） 36  27 

六の/ IM 不 法 cha  aparihaniya  dhamma  (六 

不退 法） 20  44 

六 非 所攝し g    cha  apariyapanna  hetu  45  279 

六不 恭敬 cha  ag さ rav§( 六 種の 不敬） 〔佛， 法， 

僧， 戒, 不 放逸， 親醒 への 不 恭敬〕 8  323,368; 
47  63， 119 つ 

六 不共智 cha  asadharana  nanani  59 下 32， 

122;  63 197;  〔40  219〕 
六 不返法 cha  aparihaniya  dhamma  (六の 順 

不退 法） 7  39 
六佛法 cha  buddha  dhamma  41 87;  42  216, 


320;  43 131,  143，  309.  360,  406;  44  21; 〔41 

138;  42  271; 43 160,  313;  44  292〕 
六 分 cha}aiigavant    (〜六 支， 吠 陀の六 支， 

六 支 吠陀） 〔吠 陀〕 28 118 
六分捨 cha!aiigupekkha  (六 支捨） 42  363;  43 

119;  63  315;  [20  2, 132, 133;  22 上 248〕 
六補特 伽羅 cha  puggala  20  94 
六方 chaddis さ 8  238，  251 
六法 cha  dhamma  〔 正學 女の〕 4  381; 5  228; 

21 199;  〔2  514〕 
〔六法 學戒 一式 叉摩那 の〕 2  514 
六發趣 cha  patthanani  50  335，  336 
〔六 慢〕 20 198 

六 萬 lil 鬼 事 SatthikQtasahassa  pe'cavatthu 
25 104 

六牟尼 cha  munayo  42  82°;  43 128;  44 105 
〔六 無 間 業〕 （六 逆 罪， 六 重罪） 20  212;  47  45; 

50 167;  54  514 
六 無色 廛因 cha  arupavacara  hetu  (六 無色 

界因） 45  279 
① 六 無上 ② 六 無上 支 cha  anuttariyani  〔見， 

聞， 利得， 學， 行， 憶念〕 ① 8  329, 368;  20 

8，  62。，  229;  40  9 ② 8  368 
六 門 ① cha  dvara  (六 浪門） 50  368 ② cha- 

dvarika  65(n)  24,25,30,36,48 
六 夜 寧那埵 charattam  manatta  4  70°,  78°* 

〔因緣 と 作法〕 4  59°,  64° 
〔六 欲〕 13  215* 

六 欲 天 ① cha  karna-sagga  (= 六の 天界） 28 
219;  32 171; 34  322;  35  213;  37  416;  39 173, 
532;  〔7  220,267) ② cha  kamavacara  deva 
37 176,318;  63  332,  395;  65(1)  47,48 

六 欲の 焰 cha- kamaggi  7  307 

六路 cha  vithiyo  65 (  n)  30 

六 六 cha  chakkani 11 下 404° 

六六經 Chachakka  sutta 11 下 404°;  〔7  354, 
357°] 

〔六 六 等〕 14  362,  369,  374 
〔六 六法〕 65(n)  30 

六 和 敬 法 cha  saraniya  dhamma  (六 念 法， 
六 種の 可 念 法） 8  324,367 


(966) 


肋， 鹿， 勒， 轆， 論 一 ロン 


肋骨 ① phSsukatthi  63  48，  50 ② phasu!i  9 
132,429 

肋 膜 kilomaka  (膜） 〔三十 二 身分の 一〕 7 
339;  23  2;  40 11,225;  63  54°,  263° 

〔鹿 王と 懷 ffi せる 牝鹿〕 28  295 

〔鹿 王と 父母と 國王〕 32 191 

鹿苑 ① miga-dSya  (鹿 苑， 鹿野苑， 鹿 林， 施 鹿 
林） 11 上 122，  130; 16 上 112; 18 107;  20  56; 
28 172;  38  345,  346 ② migScira 11 上 80，  85 

鹿 園 miga- dSya ① (鹿 苑， 鹿野苑， 鹿 林， 
施 鹿 林） 1 269; 14  262,269;  20  25*;  21 109, 
110, 113;  39  263,  264 ② （鹿野苑 = マ ッダク 
ツチ 鹿野苑） 7  90 

鹿 角 miga  visana 18  362;  47  444 

鹿 群 miga  jata  9  275* 

〔鹿 群の 譬喩〕 9  214 

① 鹿 子 母 講堂 ② 鹿 子; 5 殿 Migaramatu  - 
pasada  (鹿 母 講堂， 鹿 母 殿， 鹿 母 樓閣， 彌迦 
羅 母の 講堂 = 東 園 鹿 母 講堂） 〔精 舍〕 ① 18 
321; 20  87,  88 ② 16 下 119， 120 

鹿兒本 生物 語 Migapotaka  jataka  (三 七 二） 
32 101° 

鹿 住 Migasa ほ ① 〔夷， 富 蘭那の 女， 阿難と 梵 
行者に つきて 問答〕 20  92*;  22 下 34* ② 〔經〕 
22 下 34* 

鹿 杖 沙門 Migalandika  samaijakuttaka  〔多く 
の 人命 を斷 ず， 第三 波羅 夷の 初犯 者〕 1 113* 
鹿 心 migabhuta-ceto  4  283 
鹿皮 ① ajina  (玲羊 皮， 黑玲羊 皮， 羊 皮， 羊 

皮衣， 鹿皮 衣， 鹿の 皮衣， 皮衣） 17  395,489 

② miga- camma  3  346,  349 
鹿皮 衣 ① ajina  (玲羊 皮， 黑玲羊 皮， 羊 皮， 

羊 皮衣， 鹿皮， 鹿の 皮衣， 皮衣） 18  361,  362; 

26 165;  27  36;  36 192;  47  443 ② 

ajinakkhipa 1 54;  3  531,532 
① 鹿 母 講堂 ② 鹿 母 殿 ③ 鹿 母樓閣 

Migaramatu  p おき da  (鹿 子 母 講堂， 鹿 子 母 殿， 

彌迦羅 母の 講堂-東 園 鹿 母 講堂） 〔精舎〕 ① 8 

97;  9  290; 11 上 151; 23 112,  117，  190,  233; 

24  272 ② 21 70,150,179, 184 ③ 25  312,315 
〔鹿 母〕 殿 震動 品 P お adakampana- vagga 16 


下 112， 136 

鹿 母 毘舍怯 Visakha  Migaramatar  (= 愿舍 
怯 彌迦羅 母） 〔夷〕 〔裁判 を受 く〕  23 112  〔孫 
の 死に 因み て佛の 説法 あ り〕 23  233,234 

鹿 網 Migajaiena  〔經〕 （一 ）（ 二） 15  57,  60 

鹿 網 品 Migajaia  vagga 15  57,  73 

鹿野苑 miga-dSya ① （鹿 苑， 鹿 園， 鹿 林， 施 鹿 
林） 〔波 羅奈 にあり〕 3 14,16,21,27,28;  6 
410;  9 160,  306,  307; 10  73; 12  38,  91, 187; 
14  207;  22 上 126;  28 172;  41 311,315,  323, 
332,  340，  345，  351; 59 上 38;  59 下 235 ② （鹿 
園 = マツ ダクッ チ 鹿野苑） 〔王舍 城に あ り 〕 
12  38, 187;  35 106 ③ 〔沙計 多に あ り〕 12  91 

鹿 林 ① miga- daya  (鹿 苑， 鹿野苑， 鹿 園， 施 
鹿 林） 15  259 ② migarafifia  26  92 

勒棄多 Rakkhita  〔比〕 60  59,  230, 232;  65(  I  ) 
81,84 

① 勒怯筅 ② 勒叉那 Lakkhaija  〔比〕 ① 〔目 
連と 共に 托鉢し， 彼に 微笑の 因 緣を問 ふ〕 1 
175 ② 13  377 

勒叉 ほ kha  (胭 脂， 漆， ラック） 〔染料, 塗料〕 

38  329,436 
勒叉 那相應 Lakkhaija- samyutta 13  377° 
勒沙婆 usabha  (ゥ サバ） 〔里程〕 39  517 
轆轤 cakka  (輪） 36  303;  62  284 
① 轆轤 ェ ② 轆轤 匠 bhama  kSra ① 9  91 ② 

7  336 

〔轆轤 匠の 譬喩 一 出入 息觀〕 7  336;  9  91 

論 ① abhidhamma  (阿毘 達磨， 阿毘 曇， 阿毘 

曇 摩， 論藏， 阿毘 法， 增上 法， 最上 法， 勝 法， 
勝 論） 2  228,  554;  3 169;  5 146;  42  357,  358; 
43 14;  44  282;  60 187;  64  97;  65  (  I  )  27°, 
29,  39  〔語義〕 65(  1  )  27 ② pakarapa  〔七 部 
= 七 論〕 41 343 ③ katM  (正論， 談話， 言） 
5  280; 11 下 132°， 135 ④ vivada  (論 諍， 爭 

論， 論爭， 口論， 異論， 諍， 諍 論， 鬪諍， 競， 
紛議， 紛諍） 3  302; 10  335,  336,  337 ⑤ 
Katha  〔經〕 16 下 337 
論 學の衆 a)hidhammika  gapa  (論師 衆） 62 
189 

論議 ① viggaha  (論難， 諍， 諍爭， 爭論， 喧 

) - 


口 ンー論 


嘩， 異執， 鬪諍， 爭） 22 上 311 @  sakaccha 
(會 話） 18  328,330; 19  27 
論議 家 bhassappavadin  (〜論 を 挑む 者） 59 上 
209 

論議 者 bhassak さ rika  (論爭 者， 談論す） 2 
474,499 

論議 堂 ① kutiihala  S お a 16 上 130 ② 

Kutuhala  sa!a  ：經〕 16 上 129 
〔論議の 定型 句〕 6 11,36,100,232;  8 149,  288; 

11 上 4，  317; 14 17;  42  263,295,303,314;  43 

52 

論詰 upSrambha  (難詰， 攻擊） 9  244* 

論師 ①^ hidhammika  (阿!^ 達 窘師， 論學 者） 
28  421; 42  357 ② kathika,  kathin  (說 者， 
演說 者， 說法 者） 59 上 47，  210 ③ dhamma- 
kathika   (說法 者， 說 法師， 法師， 法說 者， 
宣法 者， 設 敎師， 布 教師） 2 107  ©v^in 
(論者， 說者） 59 上 15,61,93,116  〔四 種〕 18 
243  ©  Vadino  ：經〕 16 下 374 

論 事 ① adhikarajja  (諍， 諍 論） 13  58 ② 
katha-vatthu  (言 依） 〔三種〕 8  299;  27  415; 
〔17  320〕  (3)  Katha-vatthu  (論 事 論， 迦陀跌 
偷） 〔七 論の 一〕 57 1°;  58  441; 59 上 24，  25; 
60  57,198;  64  462;  65(  1  )  24 ④ 
vivadadhikarana  (論 諍 事， 爭論諍 事， 諍 論 
諍 事， 口論 諍 事， 言 事） 1 275 ⑤ Katha- 
vatthu  〔經〕 （一） （二）  22 下 21,23 

論 事の 淸淨 kathavatthu  visuddhi  26  68 

論 事 論 KathSvatthuppakarapa  (論 事） 〔七 論 
の 一〕 58  441 

論者 ① akkh さ yin 11 下 169, 170 ② vadin  (論 
師， 說者） 7  368* 

論 諍 vivada  (論， 論爭， 爭論， 諍， 靜論， 異 

論， 口論， 鬪靜， 競， 紛議， 紛諍 ） 11 上 317, 

318,  325;  22 上 76 
論^ 事 vivSdSdhikara^^a  (論 事. 爭論， 諍 事， 

口論 靜事， 諍 論 諍 事， 言 事） 11 上 321 
論^ 論 vSdinuvSda  (說 隨說， 說隨 順說， 隨 

順說， 難詰の 語， 順 正說） 14  9; 16 上 148 
論 |£   nippariyaya  (非 異門， 阿昆 達磨 說， 純 

理論） 62  314,323 


論爭 ① parappav さ da   (爭 論， 異論， 外道， 
外道の 邪說， 議論） 6  232 ② vivSda  (論， 爭 

晒， B#,    WfM,    PilRH, 異 a7B>  競， 

紛議， ^靜） 9 195*; 10  54, 179 
論爭者 bhassak さ rika  (論議 者, 談論す） 2  372 
〔論爭 の 不利〕 32  301 
論爭を 事と する vida- sila  24 140 
論 蔵 Abhidhamma-pitaka  (阿 昆 達磨 藏= 阿 

昆曇 論） 59 上 24，  25;  65(  1  )  23,  24.  29°,  30, 

38，  39 

①論 〔藏： ②論藏 abhidhamma ぐ 論, 呵毘達 
磨， 阿毘 曇， 阿昆 法， 增上 法， 最上 法， 勝 法， 
勝 論） ① 61 15,59,60,63,297 ② 61 94,121, 
130,131 

論難 viggaha  (論議， 諍， 諍爭， ず も输， 喧嘩， 

異執， 鬪靜， 爭） 11 下 191,192 
論に 巧なる 者 papdita-vada  9  394 
論の 敎說 abhidhamma- pariy§ya    (呵 昆 達磨 

の 敎說） 64  420 
〔論の 語義〕 65(1)  27 

論の 論 母 abhidhamma  matik§  (阿毘 暴論 母） 
44 1M74 

論破 niggaha  (墮 負， 折伏， 負! t)    42  250. 

251,253,264,268  . 
論 母 mStikS  (f^m, 智母， 本 母， 本 典 要目） 

40 1; 45 1°, 174;  46 185,  346;  47 1,61,214, 

323°,  357;  50  351; 53  356;  64 186,191,350, 

353，  408 

論 母 句 mStika  pada  52  335,  336 

論 母 設置 M さ tika  nikkhepa-vara    ( = 綠略 

說 Paccayuddesa)  50 1°,  337，  414 
論 母の lists   matika  nikkhepa  64 186 
論 母 論 Matik さ- katha  41 199  = 
論 母 を 持す る 者 m お ikS  dhara  (持論/ 3： 者， 摩 

夷 を 持し， 摩 夷 を 持す， 智ほを 持せ る ） 59 下 

209 

論 勇 v5di-sQra  27  331 
論理 學 takka  (理論， 思擇， 推論） 61 439 
論 を 挑む 者 bhassappavSdika  (〜論議 家） 9 
394 
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ュ、  981 

刁、、  984 


ヴ 力. チ" ヤー タカ Vaka  -  ptaka  (狼 本 生物 語） 

(三 〇〇） 31 299° 
ヴーギ ッサラ VSgissara  〔比〕 61 353 
ヴ クラ vakula  〔樹〕 26  29;  37 170;  39  406; 

61 303 

ヴサバ Vasabha ① 〔比〕 25 146 ② 〔ナ一 
ラ ダ佛の 信士〕  41 286 ③ 〔王〕 60 142， 
393，  394,  396,  397 ④ （= ラビ ーャ ヴサバ 
戰士）  60  306 ⑤ 〔居士〕  60  304 ⑥ （婆 姿 
婆） 〔山〕 26  286 ⑦ 〔村〕. 61 42 

ブーサべ Vasabha  (婆: 姿 婆） 〔村〕 3  544;  25 
55 

ヴ— サバ— V お abha  (雨 日 蓋， 行 雨， 禹翅 =禹 
翅刹 利， ヴ一 サバ カツ ティヤー） 〔摩 訶那摩 
の 女， 瑠璃 王の 母〕 11 上 149;  28  267;  34  3* 

ヮ' 一 サノく カツ ティヤー Vasabhakhattiya  (禹 

翅刹 利-行 雨， ヴ一 サパー） 34  3* 
<J) ブーサ バガ一 ミカ ②ヮ' 一 サバガ —ミ 

Vasabhagamika,  Vasabhagamin  (婆沙 藍, 

婆' 娑伽 眉， 婆 =  ま， D 摩迹） 〔第二 結集 比丘〕 ① 

4  455    (2)60  30, 172 
プーサ ヴ V お ava ① （婆沙 婆， 婆裟 婆， 因陀 

羅， 天 王， 帝釋） 〔天， 神〕 7  287; 12  387, 

390;  24 140，  526,  557;  28 138;  31 526;  32 

104;  34  313;  36  46,79,  91; 60  74;  61 9，  289 

② （婆 三 婆） 〔阿修羅〕 7  285 
ヮ' サヴッ テ ィ Vasavattin  〔王〕 38 148, 161 
ヴサ ヴッ ティ一 Vasavatti  〔^?^びだ1 41 290 
ブーサ ヴ ネー シ V お avanesi  (ffi 沙門 伊灑） 

〔天〕 7  288 
ヴ サン タ Vasanta  〔|3 院〕 61 304 
ヴ一 サン ティ V お and  〔植〕 39  410 
ヷ一 シダ ーャカ V お idSyaka  〔比丘の 譬 喻經〕 

26  376 

'① ヴシ； ^タカ ②プ シッタ Vasitthaka, 
Vasittha  〔靑 年〕 ① 33  265* ② 33  269 

ブーシ ッタ姓 Vasittha -gotta  2  9* 

ヴ ーシッ ティ一 Vaskthi,  Vasetthi  (婆 斯搋） 
〔婆羅門 婦， 尼〕 25  359,  387 

ヴ シン vasin  〔能力 者 =大 梵天） 38  306,  315 

ヴ スダ一 vasudha  (地） 62  249 


ヴスダ ッタ一 Vasudat ほ 〔蓮華 上佛 の妃〕 41 
290 

ブース デ 一ヮ" V お udeva  (批 天） 〔力士， 王〕 
33  323,  325,  327,  328,  332,  334*;  39 157;  42 
131，  136;  63  9 
ブース ラ V お ula  〔王孫〕 38 175，  176,  214 
ヴ一ス ラダ ッ タ V お uladat は fffilJ  60  356 
ゲス ン ダラー vasimdhara  (地） 62  249 
ブー セッタ V お e は ha ① （婆 悉咤） 〔姓〕 7 133, 
134，  149*;  8  287 ② （婆 悉， n 宅 婆 私托， 婆 摩 
咤） 〔古 仙〕 3  429;  6 155; 11 上 225;  20  308 
(D  (婆, 悉陀） 〔ナーラ ダ佛の f き 者〕 41 286 ④ 
(婆 私托， 婆 斯陀， 婆. S 托） 〔婆， 比〕 8  97; 
59 上 330  (B  (婆 私 多， 婆 私 FE) 〔塞〕 20  228; 
21 157 ⑥ （婆 悉吒， 婆 私吒） '〔學 童〕 6  333; 
27  27 

ヴ一セ ッタ' スッタ Vise  aha -sutla  (婆 私 D 乇 

經） 11 上 256° 
ヴ一 セッ ティ一 V お etthi ① （婆 斯擴） 〔婆羅 

門 女〕 35  201 ② 〜ブーシ ッ ティ一 
ヴ一 タ v5ta  (風） 62  342 
ヴ一 タガ一 タ vataghata  (防 aO  〔^^！」 34  289 
ヴタガ 一マ 力 Vatagamaka  〔精舎、 I  61 54 
ヷダガ 一マカパ一 サ一ナ Vadhagamakapasana 

〔村〕 61 333 
ブータ ギリ Vatagiri  〔山〕 61 161，  171°,  465 
ブダ コング Va お kofigu  〔地名〕 61 376,  387 
ブータ ータハ °  ニヮ' ーリ ャ VStatapanivSriya 

〔比丘の 譬喩 經〕 26  353 
ブータ ッガ • シン ダ ブ Vataggasindhav'a  (疾 

風 辛 頭 馬） 31 108 

ヴ一 タ ッ ガ シ ンダ ヴ • デャ一 タカ 

Vataggasindhava  -  jataka    (疾風 辛 頭 馬 本 生 

物語） （二 六 六） 31 106° 
ヅ ダテ ィ 力一 洞院 Vadatika  guha  65(111)  94 
ヴタ" マ ナメ ッ クン テ" ィ Vac^amapameKkuijcJi 

〔地名〕 61 391 
ブータ マンガナ VSthamaAgapa  〔池〕 60  396 
①ヴ一 タミ ガ ② ヴ一タ 鹿 vSta- miga  (玲 

羊） 〔鹿〕 ① 27 191 ② 37 167 
ヴ一タ ミカ" • デ ャ 一々力 Vatamiga  iataka 


(969) 


ワープ タラ 


(風 鹿 本 生物 語） （一四） 28  306° 
ヴタ ラッカ ッ タリー Vatarakkhatthali  〔地 

名〕 61 317 
ヴダ リ Va4ali  〔村〕 61 362,  365 
ヮタヮ 'ラッティ ルッカ一 ティ 

Vadavalattirukkadi  〔ダミ ラ人〕 61 359 
ブタン サ Vatamsa  〔宮殿〕 41 264 
ヴ タン サカ vatamsaka  (頭 飾， 耳 飾） 61 304 
ブタン サ キヤ Vatariisakiya  〔比丘の 譬喩 經〕 

26  299 

ヮ' タン シカ一 Va は riisika  〔ス マナ 佛の 妃〕 41 
264 

ヴーチ ッサラ V さ cissara  〔比〕 61 421, 422 
ヷチ ャ vaca  〔植〕 2  54 
ヴ チヤ ッタ vacattha  〔植〕 2  54 
ブ チヤ一 ヅ一 タカ VacSvataka  〔村〕 61 259, 
260 

ヴデュ ラ vaju!a  〔樹〕 37 170 

ヮ' デラ Vajira  〔將 軍〕 61 104, 113 

ヴ デラー Vajir さ ① （婆 夷羅， 婆 耆羅， 金剛） 

〔尼〕 43  289 ② 〔力 ッサパ 五世 王妃〕 61 131 
ヴ デラ. クマ一 リ一 Vajira- .kumSri  (金剛 孃 

= ヴデ —リー， 婆夾 利） 〔波斯 匿の 女， 阿闍 

世妃〕 31 220;  34  364 
ヮ' デ ラサ マ Vajirasama    〔傳 。轉輪 王〕 26  235 
ヴヂ ラセ 一 ナカ Vajirasenaka  〔住 院〕 61 113 
ヴデラ ッ ガ Vajiragga  〔將 軍〕 61 123* 
ヴヂ ラヴ 一ビー Vajiravapi  〔地名〕 61 241 
ヴデ ― リ ― Vajiri  (婆 夷 利 = ヴヂラ クマ 一 リ 

一， 金剛 孃） 〔婆斯 匿 王女〕 11 上 148 
ヴ— デリ ャ VSjiriya  (金剛） 〔部 派〕 60 175 
ヴッ カリ Vakkalin  (婆迦 利， 薄迦 利， 跋迦 梨） 

〔比〕 17  34;  24  434;  25 185;  62  257 
ヴッグ ムダ一 Vaggumu お （婆 求 末， 婆裘， 

婆裘 寧） 「河〕 1 114，  144;  2  37;  4  430;  5  6,23 
ブ ッ グ ラ vaggu!a  〔樹〕 26  28 
ヴッサ Vassa  「外〕 11 下 82; 14 115; 18  5 
ヴッサ カー ラ Vassakara  (禹 舍， 雨 行， j: ほ 勢） 

〔婆， 大臣〕 3  400;  7  27; 11 上 358; 18  64, 

302,  314;  20  254 
ヴッシ 力— vassik き （婆 尸迦， 婆師， 素馨， 夏 


生花 =ブ ッシキ — ） 〔花， 香〕 11 上 356;  23 
76;  27  7,  88;  31 545;  59 上 377;  62  345 

〔ヴ ッシ 力一 草と 花の 譬喩〕 23  76 

ヅッ シキ一 vassiki  (夏 生 華 = ヴッシ カー ） 23 
25;  59 下 190 

ヴッタ Vatta  (圓） 〔浴 院〕 61 397 

ヴ ッ ダ Vaddha ① 〔比〕 25 183,  370 ② 〔離 
車 人， 僧咖 よ り 覆 鉢 せらる〕 4 190* ③ 〔長 
者〕 38 156 ④ 〔宮殿〕 41 277，  299 ⑤ （增） 
〔精 舍〕 61 22 

ブッ タカ一 力一 ラ ビッティ 
Vattakakarapitthi  〔地方〕 61 46 

ヴッ タカ • デャ一 タカ Va は aka- j§taka  (義 本 
生物 語） ① （三 五) 28  408° ② （ 一一 八） 29 
340° ③ （三 九 四） 32  262° ④ （= サン モ一ダ 
マーナ • デャ一 タカ， 和合 本 生物 語） （三 三） 
37 163 

ヴッタ ガー マ 二    Vattagamam  〔王〕 60  134, 

372,  378,  379,  381; 61 297,  429,  553 
ヮ' ッ タカ一 ラカ Vattakalaka  〔村〕 62  286 
ブッダ キス一 カラ • ヂ ヤー タカ 

Va4(3hakisiikara- jStaka (工匠 養 猪 本 生物 語） 
(二八 三） 31 218° 
ヴッタ ダ一ャ 力 Vattha お yaka    〔比丘の 譬喩 
經〕 26  206 

ブッ ダナ Vaqlcjhana ① （增） 〔宮殿〕 41 336, 

340 ② 〔池〕 61 407 
ブッタ ニヤ Vattaniya  〔地名〕 59 上 21, 24, 

27，  33;  63  418 
ヴッ ダマ— ナ Va が ham さ na ① 〔比〕 25 118 

② （践闍 寧） 〔城〕 60 101,  250;  65(1) 108 
フ' ッダ マーナ 〔力〕 Vaddhamana[ka]  〔 

樹〕 61 83,  99 
ヴッ タラ Vat は la  〔村〕 61 425 
① ヴッヂ ②ヴ ッデ— Vajji  (跋 耆， 跋祇， 
闍， 跋奢， 伐 地） 〔國， 族〕 ① 1 22, 144; 

2  37;  7  27*,  205*;  8  6;  9  369,  390,  400;  IS 

96;  20  252 ② 〔十六 大圏の 一〕 21 146  〔王〕 

19 103 

ヴ ッデタ Vajji は 〔比〕 25 161 
ヴッデ ハーラ VajjihSra  〔人〕 27  92 


(970) 


ヴヒ ヤー- ヮ 


ブッチ ャ Vaccha ① （婆踪 = ブッチ ャゴ ッタ， 

婆蹉 H:， 婆? ぶ 種） 〔外， 比〕 10  308;  27  349 

② 〔人〕 39 157 
ヴ ッヂャ Vajjiya  〔經〕 22 下 104 
ヴ ッデャ Vajjha  〔人〕 31 334 
①ヴッ チヤ ゴッタ ② ブッチ ャケ t  Vacchagotta 

(婆蹉 種， 婆蹉 姓， 婆蹉衝 多-ブッチ ャ， 婆 

蹉） 〔外， 比〕 ① 25 137 ② 17  292 
ヮ' ツチ ャゴ ッタ • サン ユッタ Vacchagotta- 

samyutta  (婆蹉 種 相應） 14  418。 
ヴソ チヤ ナカ Vacchanaka  〔沙門〕 30  390* 
ヴッ チヤ ナカ 遊行 者 本^物 語， ブッチ ャ ナカ. 

デャ一 タカ Vacchanaka  jataka  (二三 五) 

30  389° 

ヴッ チヤ パーラ VacchapSla  〔比〕 25 126 
ヴ ッデャ マー ヒタ Vajjiyam&hita    〔居士， り \ 

道と 論ず〕 20  228;  22 下 104, 105 
ヴッ チヤ一 ャナ Vacch さ yana    (ピロ一 テ ィ 力 

出家） 〔婆， 塞〕 9  314 
ヴッ トウ ウノ、。 マ • スッタ VatthQpama  sutta 

(布 喩經） 9  55° 
ヴッパ Vappa ① （婆颇 ， 婆沙 波， 婆 破） 

〔五 比丘の 一〕 3  22;  25 124;  60  4 ② （想 破） 

〔尼 乾 子， 塞〕 18  345 
ブッ ラック クタ一 ラ Vallakkut ほ ra  〔軍〕 61 

372,  374 

ヴッ ラノマ Vallabha  〔族〕 61 78,  79, 140 
ヴ ッ ラバ一 vallabha  (寵愛 ある 者） 34  6 
ヴ ッ リ Valli ① 〔渡〕 61 274 ② 〔村〕 61 416 
ヴ ツリー ① vain  (藺） 〔草〕 9  338;  24  481 

② Valii  (-ヰ ッラ） 〔精 舍〕 60  393 
ヴッ リヱ一 ラ Valliyera  〔精 舍〕 60  395 
ヴッ リ ガー マ Valligama  〔精 舍〕 61 485 
ブッ リカ一 ラ vallikara  〔植〕 27  73 
ブッ リ カラ ハラ ダ一ャ 力 

Vallikaraphaladayaka    〔比丘の 譬喩 經〕 27 

188 

ブ ッ リ バ valiibha  〔樹〕 39  410 

ヴ ッ リ ' 々 ラダ一 ャカ Valliphaladayaka  〔比丘 

の譬 喻經〕 26  499 
ヴ 、.， リ ャ Vailiya  〔比〕 25 122,  143, 151 


ヴー ディ カャ vSdikaya         39  414 
ヮーテ ィ 一ヤマン ダパ Vatiyamandapa  〔村〕 
61 270 

ブ トゥカ VaUika  〔王〕 60 135,  381， 382 
ヴ 卜 ラ Vatra  〔阿修羅〕 36  64，  216,  370 
ヴ 卜 ラ を 破れる Vatrabhii  (= 帝釋） 36  64 
ブナ Vana ① （婆 那） 〔地名〕 24  380; 44 11 

② 〔村〕 61 348 ③ 〔河〕 61 346 
ヴナコ 一ラ ン ディ ャ Vanakorap4iya  〔比 &の 

譬 瑜經〕 27 166 
ヴナ • サム ユッタ Vana- sariiyutta  (森: 相應） 

12  342° 

ヮ， ナ ッガ一 マノ、。 一 サ一ダ Vanaggama - pasada 

〔精 舍〕 61 466 
ヴ ナティ ミラ vanatimira  (森 闇 草） 34  267 
ヴ ナパ ッタ. スッタ Vanapattha- sutta  (林 藪 

經） 9 185。 
ヴ一 ナラ Vanara  〔村〕 61 333 
ブーナ ラー カラ VSnarSkara  〔園〕 61 405 
ブーナ ラ • デャ一 タカ Vanara  jataka  (猿 本 

生物 語） （三 四 二）  31 529° 
ヴーナ リ ンダ • チ "ャ一 タカ Vlnarinda -; jStaka 

(猿 王 本 生物 語） 〔五 七） 29  36° 
ヴナヴ 一サ Vanavasa  (婆那 婆 私） 〔國〕 60 

230,  232,  339 
ヴナヮ 'ッ チヤ Vanavaccha  〔比〕 25 111, 137 

〔譬喩 經〕 27  347 
ヴニ ッデ ャガ一 マ Vapijjagama  〔精 舍〕 61 84 
ヴ一ネ ッ ャ Vaneyya  〔香草〕 25  213 
ヴハ Vaha  〔池〕 60 142，  396 
ヴ 一ハタ vaha は 〔池〕 60  416 
ヴ— ハディ— バカ Vahadipaka  〔精 舍〕 61 88， 

100， 104 

ヴ ハナ Vahana  (運 載） 〔宮殿〕 41 331 
ヴ— ハナ vahana  〔傳 。 轉輪 王〕 26  253 
ブー ハーラ 二    Vaparani  〔精 舍〕 61 88 
ブービー VSpi  〔地名〕 61 322 
ヅ ヒッタ Vahittha ① 〔ダ ミラ 人〕 60  315 

② 〔地名:） 60  315 
ヷ一ビ ナガ ラ Vapinagara  〔村〕 61 162 
ヴヒャ 力 一洞院 Vahiyaka  guha  65(111)  94 
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ヴ一 ピヴ一 タカ VapivS は ka  〔地名〕 61 237 
ヴ— マ 力 VSmaka  (婆 摩， 婆 莫迦） 〔古 仙〕 3 

429;  6 155; 11 上 225;  20  308，  309 
ブ 一マツ タパ ツバ一 ラ住 〔者〕 Vamatta- 

pabbhara-vasin  (〜 ヴ一 マ ン タノ、。 ッノヽ '一ラ ) 
〔比〕 37  417 
ヴーマ デ一ヴ Vamadeva  (婆 摩提 婆） 〔古 仙〕 

3  429;  6 155; 11 上 225;  20  308 
ヴーマ ン タノ、。 ッノヽ '一ラ Vamantapabbhara 

(〜ブー マツ タパ ッ バーラ） 〔地名〕 35  213 
ヴーュ Vayu  (婆 由） 〔風神〕 33 173 
ヴ一 ョ一 vSyo  (風） 62  342 
ヴラ Vara ① （婆羅 島） 60  8    @(= ガヴラ 

ティ ッサ） 〔園〕 60 143 
ヴラカ Varaka  〔地〕 29  258 
ヴー ラガー マ VS!agama  〔精舎〕 60  381 
ヴ ラカル ヤー ナ Varakalyma    (？^ 蘭 i55 梨耶 

那， 婆 羅迦梨 耶那） 〔王〕 31 64;  33  52;  60 19 
ヴ— ラコ ッ タ Vmakkotta  〔地名〕 61 367 
ヴ ラダ ッサナ Varadassana  〔傳。 轉褕 王〕 26 

276 

ヴラ ダラ Varadhara  〔遊行 者〕 11 上 1 
ヴ— ラデャ vSIaja  〔魚〕 33  308;  38  451 
プーラ ドヮ' —ヂャ Bharadvaja  (ノ、 '一ラ ドヴー 

デャ， 跋羅陀 皤闍） 〔古 f 山〕 6 155 
ヴ ラナ varapa  〔樹〕 39  407 
ヴ ラナ一 Varapa  (跌 蘭那） 〔地名〕 17 100 
ヴー ラナ ®  Varana  〔比〕 25 166   (2)  varana 

〔鳥〕 39  416 
ヴ 一ラナ一 varapa  〔樹〕 39  406 
ヴ ラナ' デャ一 タカ Varapa- j&aka  (婆 那樹 

本 生物 語） （七 一） 29 109° 
ヴ一 ラナ ヴ ティー V む apavati  〔城〕 25  410 
ヴラ ニヤ 一ナム 二    Varafianamuni  〔ァョ ッデ 

ャ 一（タイ） よ り 來れる 比 R0  61 546,  548 
① ブラー ハ ②ヴラ —ハカ Vaiaha,  Valahaka 

(婆 羅訶） 〔馬 王〕 ① 11 下 224 ② 14  227 
"'ラー, ヽ • サン ュッ タ Va ほ ha- samyutta  (雲 

相應） 14  411° 
ヴ ラー ハツ サ Va ほ hassa  (雲 馬） 〔池〕 61 12, 

49, 172,  407 


ヮ， ラー ハツ サ • デャ一 タカ "Valahassa つ ataka 

(雲 馬 本 生物 語） （一九 六） 30  211° 
ヴラ一 ノ ヽッサ ラー デャ クラ Va ほ hassa- 

raja  kula  (雲 馬 王 種） 34 162 
ヴ ラバ一 ムカ Va!abhamukha  〔海〕 33  420 
ヴラ マンタ"一 トウ Varamandh5tu  ( = マ ンダ 

一 トウ） 〔王〕 33  53 
ブラ ローデ ャ Vararoja    (拔 蘭樓 夷， 婆羅盧 

遮） 〔王〕 31 64;  33  52;  60 19, 160 
ブリー ① vari  〔植〕 27  97 ②〜 ヴ ッ リ 一 

vain 

ブー リ vari  (水） 62  339 

ヴ一 リカ Vaiika ① （婆 利; 50= ヴ一 ルカ） 

〔園〕 4  456 ② 〔村〕 61 433 
ヴ一 リカー ケッタ VSlikakhetta  〔堡 壘〕 61 240 
プーリ 力 ニン ナカ"一 Vaiikaninnaga  (マノ ヽー 

プール カガン ガー） 〔河〕 61 477 
ヮ' リャ一 Va!iya  〔ダン マ ダ ッ シ 一沸の 信女〕 

41 312 

ヴ —リブー サラ V お iv お ara  〔村〕 61 325 
ヴ一 ルカ ① Va}uka  =  Valika  (婆 利迦園 = ブ 
—リカ） 65(1)  45 ② Vaiuka  (= マ ハーヴ 
一 ルカ） 〔村〕 61 334,  336，  337 
ヴ一 ルカ パッタ Valukapa«a  〔村〕 61 262 
ブール ガー マ Va!ugama  〔地名〕 61 376 
ヴ ルツ ティ Vajutthi  〔ダ ミラ 人〕 61 372 
ヴ ルナ Varupa ① （婆 留那， Hiif 嚕拏， 婆樓 
那， 水 天） 〔天， 神〕 6  347;  7  288;  8  279; 12 
383;  38  306 ② （婆留 ffl く， 婆 樓那） 〔傳。 轉 
輪 王〕 26 108,  178，  206,  214，  279，  309 ③ 
(婆 樓那） 〔レ一 ヴタ佛 の 第一 弟子〕 41268 
(D  (婆 留那， 婆 樓那） 〔ァノ 一マ ダッシ 一佛 
の 侍者〕 41 277 ⑤ 〔ピャ ダッシ 一沸の 弟子〕 
27  215 ⑥ （婆 樓那） 〔パ ド ゥ マ佛の 侍者〕 
41 281 ⑦ 〔レ 一ヮ' タ佛の 子〕 41 268 ⑧ 
〔ス マナ 佛の 信士〕  41 264 ⑨ 〔苦行者〕 35 
251 ®  〔人〕 27  250    ®  (婆留 尼， 婆 留那） 
〔提 頭賴吒 龍王〕 38  230 
ブル ナ園 Varunarama  41 268 
ヴ ルナ ダン タ Varunadanta  〔象〕 38 157 
ヴ ルナ デーヴ Varunadeva  〔力士〕  33  323 
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ブ， わ， 和一 ヮ 


ヮ'— ル ニー    varu が （酒） 35  251 

プール 二  • ヂ 'ヤー タカ Varupi- jataka  (酒 太 

生物 語） （四 七） 28  492° 
ヴ 一口一 ダカ • デ ヤー タカ V さ lodaka-  jataka 

(滤水 本 生物 語） （一八 三） 30 155° 
ブヰガ Vayiga  〔河〕 61 378 
ヴヰハ iji   vayha  (轎， 山轎 ） 2  326,  546 
ヴンカ Vaiiika ① 〔王〕 32  26* ② （= ブン 

力 力） 〔山〕 28  65;  39  287，  324,  330,  340, 

345,  346,  352,353，  357,  362,  363,  371,  376*, 

383，  517,  520*,  545;  41 376* 
ヴンガ VaAga ① （CI 伽， 番伽） 〔國〕 42 

234;  59 下 248;  60 199  〔十六 大 固の 一〕 17 

345 ② 〔王〕 60  60, 199，  201, 202 

ヴンカ 力 Vaiikaka  (= ヴン 力） 〔山〕 13  280, 
282 

ヴン カナ一 シ カティ ッサ Vaiikanasika - tissa 

〔王〕 60 144,  397,  398 
ヴン 力一 ブッ タカ ガッラ Vaiik^va は akagalla 

〔精 舍〕 60  381 
ヴン ガン タ VaAganta  (婆 檀提） 〔婆， 塞， 舍 

利 弗 や 純陀の 父〕 25  224;  26 184 
ヴン ギーザ VaAgisa  (婆 耆沙， 鵬 耆沙） 〔比〕 

12  320;  59 下 297;  60  25 
ヮ ン ギーザ • テーラ 'サム ユッタ Vaiigisa- 

thera-samyutta  (婆 耆沙 長老 相應） 12  320° 
ヴ ングッ タラ Vaiiguttara  〔山〕 60  287 
ヴンサ Vaiiisa  (拔 沙， 跋蹉， 跋差） 〔國〕 7 

205;  33  238  〔十六 大國の 一〕 21 146 

ヴンタ デ一ヴ 力 Vantajivaka  〔比丘 群〕 61 174 

ヴンナ vapija  (階級， 四姓） 37  398 

ブン ナカ Vapuaka  〔溝〕 60 136,  383 

ヴン ナカ一 ラカ Va^niakiiraka  〔比丘の 譬 喻經〕 
26  374 

ヴンナ 一口一 ハ • デャ一 タカ Vaijijaroha— 
jataka  (色 高 本 生物 語） （三 六 一） 32  62° 

ヴン ニー  Vaftfti  (= ブン ニヤ 族） 61 421,  432, 
457,  459，  469,  476,  481 

ヴ ンニブ ブネ 一力 パ' ーフ Vaijpibhuvanekabahu 
(= ブヴ ネー カバ一 フ 三世 王） 61 486° 

ワン ヌハ。 タ*デ ヤー タカ Vai:ipupatha  jataka 


(砂 道 本 生物 語） （二）  28  221° 
ブン ミー 力 • スッタ .Vammika- sutta  (s^ig 
經） 9  261° 

われ は 劣る との 慢 hino  'ham  asmi  ti  vidha 

(我 は 劣れり とい ふ 次第 = 我 劣慢） 〔三慢 の 一〕 
8  295 

われ は 勝る との 慢 seyyo  'ham  asmi  ti  vidha 

(我 は 勝れたり とい ふ 次第 = 我 勝' I' 曼） 〔三慢 の 
一〕 8  295 

われ は 等しとの 十曼 sadiso  'ham  asmi  ti  vidha 

(我 は 等しと いふ 次第 = 我 等慢） 〔三' ほの 一〕 
8  295 

和 迦羅那 veyySkaraija  (記 說， 記 別， 授 記經， 

解說） 〔九分 敎の 一〕 60  26 
和雅 savaniya  (快音） 〔八 音の 一〕 7  219； 

11 上 185 
和解 者 sandh お ar 10  6 
①和敬 ②和敬 業 sSmici- kamma  (恭敬， 恭 

敬 業〜 如法 行） ① 4  248 ② 18  315,316,317 
和 敬 行 samici  patipanna  (行跡 方正， 行 和 敬， 

正しく 修し） 16 下 275 

和 敬 法 saramya  dhamma  (可 念 法） 〔六 種〕 
8  324 

和合 ① samagga  (順 和） 1 290;  2  244，  351, 
374;  3 186,198,  228,  293,  294; 10  4;  22 上 
306* ② sSmaggi  (和合 集） 3 167,  168,  235, 
236;  4  314;  5 158;  8  324,  325; 10  56,  57; 
22 上 306*，  327*  〔三種〕 42 197。 ③ 
samaggiya  (  =  i 呈樂) 24  315 ④ sannipatika 
18 153,  154; 19 181, 182 

和合 衣 saiighSti  (僧伽 梨， 僧伽 胝， 重 衣） 23 
343 

和合 揭磨 samagga  kamma  「六 種領 磨の 一〕 

3  552*,  553。 
和合 自恣 samaggi  pavarana  5  210 
① 和合 衆 ② 和合 衆 會 'samagg さ parisa ① 

17  398，  399° ② 17 108 
和合 集 S さ maggi  (和合） 5  243 
和合 生の 諸 病 sannipatika  abadha  (集合 病;） 

22 上 355 

和合 僧 ① sariigha  Cft, 僧伽， 僧團， 僧 衆， 
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ヮー 和， 想， 輪， 歪， 矮， 賄， 若， 脇， 惑， 禍， 累， 鷲， 綿， 渡 


衆， 敎圑， 佛敎 僧伽） 3  535,  536;  59 上 242, 
247,248   (Dsamagga  sarhgha 1 37;  2  342; 
5  39,  70 ③ samgha  stmaggi  (僧伽の 和 
合， 僧 和合， 僧伽 和合） 22 上 305°,  308,  309 
@  Samgha-samaggi  〔經〕 22 上 306 
〔和合の 利と 不和の 不利〕 28  401 
和合 布薩 sSmaggi- uposatha  5  210 
和合 本 生物 語 Sammodamana-  jataka    三 三) 

28  401° 
和 順 s5khalya  45 13,  338° 
和 順と 供養 stkhalyafi  ca  patisantharo  ca  8 
292; 17 153 

和 上 ① upajjhaya   @  upajjha   (和 尙， 親敎 

師， 戒師） ① 31 201 ② 26  360 
〔和 ft の 福〕 22 上 309;  28  401 
和睦 ① nijjhatti  (處 置 ）10  54*  (2)  sariivadana 

6 13, 103 

恕破 Vappa  〔尼 乾の 弟子， 佛の說 法に て 歸佛〕 
18  345* 

想拔單 Upavattana ① 〔林〕 7 115，  120, 123, 
150,165;  23 143 ② 〔地名〕 59 上 3;  60 103 

^&跋單沙羅林 Upavattana  salavana  7 150 

輪 ① cakka  (車輪， 金輪） 3  406;  7  62; 19 
206*;  24  211,  259;  25  259,260 ② nemi  (輞， 
車輞） 6  380 

〔輪の 廻る 譬喩〕 12 185 

歪 vaAka  (曲） 9  48 

歪曲 ① jimheyya 10  88;  21 52,53;  22 下 71， 

74 ② visevita  (奸計） 13  91， 92,  94 
矮小 〔象〕 vSmanika  (侏儒） 9  320 
矮少 okotimaka  (駝 背） 4 139; 12  412,  413; 

13  413; 18 149;  47  436 
陏赂 ① ukkcHana  (贈賄， 苞 1t， 詐欺） 6  7, 
97; 16 下 412 ② lafica  28  255,  387;  29 151, 
154;  30  288*,  316*;  35  232,  234，  245;  36 1, 
186,  187;  38 148;  39 134* 170 
〔賄赂 と 身の 破滅:！    30  288,  316 
若き 牡牛 vaccha は ra  rf-j,      牛， 抬子， 牡槽， 

離乳 牡牛） 6 189 
〔若き 種子の 薺喩〕 10  270,  271 
若き 象 hatthi  kalara~hatthi  kalabha (幼 象） 


23 150, 151 
〔若き 男女が 死 蛇 等 を 愧づる 譬喩〕 22 上 137 
若き 牝牛 vacchatari  (櫝 子， 牝犢， 特牛， 離 

乳 牝牛） 6 189 
若 妻 m さ pavikS  (淨行 女） 10 156 
〔若人の 死せ ざる 理由〕 33  278 
脇の 樂 passa-sukha  (倚 樂， 轉 臥の 樂， 横臥 

の樂〜 觸樂） 20  338 
惑 kathamkatha  (疑惑， 猶豫， 疑 論） 6 163; 

10 150 

惑 疑 kankhin  vecikicchin  9  27 
惑 をな す aph お uih  karoti  (〜不安） 2  469 
〔禍轉 じて 福と なる〕 31213,323 
累 せられ upadduta 15  47 
鷲 gijjha  (兀 應， 鷹） 1 175;  7  341; 9  94; 10 
124,227; 16 下 259,260;  20  61; 24  73;  38  89 
〔鷲と 長者〕 30  78 

鷲 本 生物 語 Gijjha せ taka  (—六 四） 30  77° 
綿 ① kappSsa  (木綿， 木棉， 劫 波' 娑, 綿花） 
1 364,369; 19  49;  21 177,  180,  182，  185;  39 
14 ② kapp お ika  (木 棉， 木棉 衣， 綿布， 古 
貝， 劫 貝） 7  401, 402 ③ tiila  (棉花， 911 羅， 
木棉） 2  268°;  3  329;  5  41, 71 (3)  tula  picu 
(兜羅 綿， 輕綿， 綿花 葉） 16 下 232，  372 
綿絲 kapp お ika〔sutta〕 1 433;  2  485;  7  401， 
402 

〔綿の 風に 吹かる る S 喻〕 16 下 180，  372;  25 
135 

綿の 木 simbali ひ; 樹， 絹綿， 木綿， 賧婆 梨） 

〔樹〕 39 194 
〔綿の 木の 芯な き 譬喩〕 39  194 
渡 場 ① tittha  (渡 處， 度處， 水浴 場， 浴場， 

淺瀨， 上り 場， 津岸， 渡り 場） 9  390，  391， 

392 ② patittha 1 17,  84; 12  27,45,99, 101, 

125,  155， 163 
渡; nava  santarani  9  247 
渡 守 ®n§vika  (舟 師） 26  94 ② tittha - 

navika  32 125 
〔渡 守の 殘忍〕 32 125, 128 
渡り 場 tittha  (渡 場， 龍, 度處， 上り 場， 

淺瀨， 浴場） 28  31 


(974  ) 


係， 罠， 鰐， 鱷， 薬， 笑， 惡， ：rt 腕， f 宛， 1^ --ワン 


係 蹄 ① kQ は 12 128 ② P お a  (罠， 羅索， 

羅， 桎） 11 上 85; 12  49,64,  102,  179*,  190; 

34  252*;  35  74*,  94 
m ① pasa  (係 蹄， 羅索， 羅， 桂） 34  352* ② 

pasa-rasi  9  311 
鰐 ① kumbhila  (^魚， 鱷魚， 宮]: も羅， 蚊 龍） 38 

451; 39 134,  135;  59  h  258 ② sumsumara 

(鱷， 鰐 魚） 11 下 215;  26  28,  30, 144;  30 

266*,  382,  383;  31 529*;  41 412 ③ susuka  = 

sumsumara  (g; 魚， 鱷魚） 3  355 
〔鍔が 水に 向 ふ S 喻〕 15  309;  64  20 
〔鰐と 猿の 心臓 肉〕 2S  37;  30  266;  31 529 
'① 鰐 の 怖 ② m の 怖畏 kumbhila  bhaya  (鱷 

魚の 難， 蛟龍 畏， 蛟龍の 怖畏） ① 10  273, 

274° ② 59 下 8 
鰐 本 生物 語 SumsumSra- j さ taka  (二 〇 八） 30 

266° 

鱷 sumsumara  (鰐， 鰐 魚） 25  376;  32 115 
鱷本 生物 語 Kumbhila- jStaka  (ニニ 四） 30 
350° 

藁 ① pa ほ la  4  279 ② kaliiigara   (木片， 丸 
木， 丸太） 13  396 ③ Kaliiigaro  〔經〕 13 
395 

①藁積 ②藁堆 pa ほ la- puflja  (穰 積處， 藁 
を 積める 處， 藁 場， 稻桿 積， 桿堆） ① 42 
38,212;  43 137 ② 4  225;  6 106; 11 上 350; 
11 下 17， 136,  137,  164; 17  396;  22 上 139; 
22 下 125;  59 下 263 
藁 積 ① pa ほ la-pufija 〜前項 ② pa ほ la- 

pitthi  karana  palala-pifhaka  〔罰〕 36  27 
藁の 炬火 tmukkS   (草 炬， 草の 炬火， 乾草の 

炬） 42  9;  44  464,  472,  474 
〔藁の 炬火の 譬喩〕 10 125°; 19 134;  42  9;  44  464 
藁の 踏臺 pa ほ la  pithaka  〔罰〕 9 144, 154 
藁 葺の家 tmSg む a  (草葺 の 家） 44  472 


① Si を 招 める 處 ② 薬 場 pa ほ la  punja  (藁 
堆， 藁 積， 積 積處， 稻稗 積， 桿堆） ① 9  324, 
467,  476; 10  97，  244,  245 ② 7  256 

笑 h お a  (戲 笑） 43 189 

惡 き名聲 pSpaka  kittisadda  (惡 しき 名 聲， 
惡 名聞， 悪評） 3  399 

〔我〕 行ぜり Acarirh  〔經〕 13  250 

我 は 劣れり とい ふ 次第 hino  'ham  asmi  ti 
vidha  (われ は 劣る との' |'曼= 我劣慢 ）16 上 234 

① 我 は 劣れ り と の慢 ② 我 は 劣な り と の慢 
hino  'ham  asmi  ti  mana  (我 劣'!' §  = 我 は 劣 
れり とい ふ 次第） ① 42 117;  43  266;  44  343 

②  45  289，  315;  47  61, 71°,  94 

我 は 勝れた り とい ふ 次第 seyyo  'ham  asmi  ti 
vidha  (われ は 勝る との 慢= 我 勝' I' 曼 ） 16 上 234 
① 我 は 勝れた り と の' I' 曼 ② 我 は 勝な り と の慢 

③  我は 善 妙な り との 慢 seyyo  'ham  asmi  ti 
mana    (我 勝 慢-我 は 勝れた り とい ふ 次第） 
① 42 117;  43  266;  44  343 ② 45  289,  315 
③ 47  61, 70°,  94 

我 は 世間と 諍 はず naham  lokena  vivadami 
14  216 

我 は 等しと いふ 次第 sadiso  'ham  asmi  ti 
vidha  (われ は 等しとの 慢= 我等 慢） 16 上 234 

①我は 等しと の慢 ②我は 等な り と の慢 ③ 
我 は 如 等な り との 慢 sadiso  'ham  asmi  ti 
mana  (我等 慢 = 我 は 等しと いふ 次第） ① 42 
117;  43  266;  44  343 ② 45  289,  315 ③ 47 
61, 70°,  94 

我 を 見る 者 は 法 を 見る mam  passanto 
dhammam  passati 14 190 

腕 骨 bahatthi  (上膊 骨） 63  48,  50 

婉 vittha 11 下 328 

彎曲 Vinataka      那 多迦） 〔山〕 62  406 


(975) 


ギデ ヤー 半 


ヰ ガー サ一ダ vigh お ada  〔動〕 39  413 

ヰ ガー サ • デャ一 タカ Vigh お a  jataka  (殘滓 

本 生物 語） （三 九 三） 32  258° 
ヰ 力 タ Vikata  (ふ' ii;^ ぉ吒） 〔山〕 26  385 
ヰガ ターナ ンダ Viga ほ nanda  〔傳 。轉輪 王〕 

26  370 

■T カンナ 力 • チ "ヤー タカ Vikapijaka  jataka 
(il 箭本 生物 語） （二三 三） 30  381° 

①ヰ サイ ハ ②ヰ サヰハ Visayha  I： 長 き ， 佛 
の 前生〕 ① 28  95;  61 509 ② 31 522* 

ヰ' サ一 力 Vis さ kha ① a せ舍 法） 〔比〕 18  90; 
63 167 ② （显舍 怯） 〔塞〕 47  324,  325 ③ 
〔吉祥 佛の 信士〕    41  259 ④ 〔プッ サ佛の 信 
士〕  41 323 

ヰ ガー 力一 ① visSkhS  (氐） 〔星〕 28  34;  41 
232 ② Vis さ kM  (於 舍怯） 〔尼〕 25  335 ③ 
(善 枝， S 舍怯） 〔俱留 孫佛の 母〕 41 340  @ 
〔アツ タダッ シ一佛 の妃〕 41 308 ⑤ 〔ピャ 
ダッシ 一 沸の 信女〕 41 305 ⑥ （昆舍 法 = ヰ 
サ一 カー. ミガ一 ラマ一 ター， 鹿 子 母） 〔夷〕 
17  333;  27  408;  31 26, 123,  504 

①ヰサ 一力一 ミガ一 ラマ一 タ一 ②ヰサ —力 
― ミカ"一 ラ母 v^isakha  Migaramata  (昆舍 
法彌 伽羅 母， F ヒ舍法 鹿 子 母 = 鹿 子 母， S 舍怯） 
〔夷〕 ① 1 316;  2  256;  3  274,  506;  4 197;  21 
316 ② 17  37 

ヰ サーナ  一 Vis さ ija  〔都〕 8  273 

ヰ サーラ Visaia ひも 沙羅 = 毘舍 離） 〔市〕 60 
102,  113;  61 528 

ヰ サ一ラ ムッタ VisSlamutta  〔ダ ミラ 人〕 61 
390,  391 

キサ ワン タ，チ "ヤー タカ Visavanta-  jataka 

(吐 毒 本 生物 語） （六 九） 29  98° 
①ヰ サヰハ 長者 本 生物 語 ②ヰサ ヰハ. ヂャ 

一 タカ Visayha-jStaka  (三 四 〇） ① 31 

522° ② 31 522°;  61 509 
ヰ シラ一 ッ タラ VisirStthala  〔池〕 61 231 
ヰ' スッダ 一チヤ リャ "V isuddhacariya  「ァ ョッ 

デャ一 （タイ） より 來れ る 比丘〕 61 546,  548 
ヰスッ ディ マツ ガ Visuddhi- magga  (淸淨 道 

論） 62 1。 


ヰダー VidhS  〔河〕 59 上 252 
ヰダ 小箱 vidha  2  266 
ヰ一 タソ一 力 Vitasoka  〔比〕 25 152 
ヰダ一 タ一 VidhStar  〔神〕 38  306 
ヰ タツ 力 サン ターナ • スッタ 

Vitakkasanthana  sutta  (考想 息 止經） 9  216。 
ヰ タパ vitapa  〔植〕 27  73 
ヰ一 タマラ Vitamala  〔傅。 轉輪 王〕 26  352 
ヰ一 タラ一 ガ VitarSga  〔辟〕 11 下 72 
ヰ ダヴー Vidhava  〔河 |  33  73 
ヰデタ Vijita ① 〔王子〕 60  62,  215 ② 

〔巿〕 27  298;  60  62,208,215,  315，  316，  318， 

320;  61 308，  401 
ヰ デタ一 Viji ほ 〔宮殿〕 41 285 
ヰ デタセ 一ナ Vijitasena ① I 比〕 25 186  (2) 

〔王〕 60  22 ③ （能 勝 軍） 〔僑 陳如佛 の 子〕 

41 254  @  (能 勝 軍） 〔^葉 佛の 子〕 41 351 
ヰ デタセ ーナ一 Vijitasena  (能 勝 軍） 〔迦 葉佛 

の 信女〕 41 352 
① ヰデ ター ヰ一 ②ヰ デタ一 ヰン Vi ji ほ vin 

(已 勝者， 甚 勝者） 〔王， 佛の 前生〕 ① 28  62, 

85;  41 251， 321 ② 59 上 7 
ヰチッ ター Vkit ほ 〔蓮華 上佛の 信女〕 41 291 
ヰチ 卜一 リ一 Vidto}i    〔ダン マ ダ ッ シ一佛 の 

妃〕 41 311 

ヰ チヤ ッ カナ Vicakkhaija  Q 卑波羅 微那） 〔天〕 
7  290 

ヰ一 デャ 二  — 品 Vi jani - vagga  26 186 

キ'一 デャ マー ナサ Vijamanasa  〔傳。 轉輪 王〕 
26 187 

ヰデ ャ ャ Vijaya ① （提 闍耶 = ギデ ャ ャ 王子） 
〔王〕 60  22，  60;  61 188， 191 ② （= ヰデャ 
ャバ一 フ四 王） 61 478 ③ （IS 闍耶） 〔長 
者〕 20  228 

ヰデャ ャ— Vijaya  (毘 闍耶） 〔尼〕 12  223;  25 
364 

①ヰ デャャ 王子 ②ヰヂ 'ャャ クマ一 ラ 

V ijayakumaraka,  Vijayakumara  (= ヰ' デャ 
ャ王） 〔王〕 ① 60  405 ② 60 146 

ヰデャ ヤス ン ダラ Vijayasundara  〔精 舍〕 61 
424 


(977) 


ヰ 一 ヰデャ 

ギデ ャャバ 一フ Vijayabahu ① （ = シリ サン 
ガボ一 ディ， ヰデ ャャブ デャ） 「一世 王〕 61 
158°* ② （= パンディ タヰデ ャャバ 一フ） 
〔二世 王〕 61 412° ③ 〔三世 王〕 61 421°,  426 
④ 〔四 世 王〕 61 457,  459*,  462°,  464,467, 
470,  473,  476,  478,  482 ⑤ 〔五世 王〕 61 
486° ⑥ 〔七 世 王〕 61 492° ⑦ 〔精舎〕 61 
425,  485 

ヰ デャャ バ―フ 以下 八 王 
Vijayabahuadiattharajadipaka  〔章〕 61 478 

^9"' ャャパ 一ラ Vijayap さ la  〔セ一 ナラ タナ王 
の 子〕 61 501  - 

ギデ ャャ ブデャ Vijayabhuja  ( = ヰデ ャ ャ ノヽ' 
― フ 一世 王） 61 176 

ヰデ ャ ユッタ ラ vijayuttara  (勝 上） 〔螺 貝〕 
28 152,  153;  60  348 

ヰデャ ンブ堂 Vijambu- vatthu  59 上 24 

① ヰヅ ウー ラ ②ヰ ドウ一 ラ ③ヰド クラ 
Vidura,  Vidhura,  Vidhura  (比 豆 梨） 〔賢者， 
佛の 前生〕 ① 28  97 ② 32  401, 402 ③ 35 
318*;  59 下 15 ④〜 ヰヅ一 ラ ⑤〜 ヰ' ド ゥ ラ 

ヰ ッカマ Vikkama ① 〔王 臣〕 61 345 ② 
〔都〕 61 279,  289 

牛 ッカマ チヨ 一ラッペ一 ラ V iKkama- 
colappera  〔堡 壘〕 61 366 

ヰ ッカマ バー フ Vikkamabahu ① 〔一世 王〕 
61 166*,  175,  177,  179*,  184,  187,  188, 191 
② 〔二世 王〕 61 415° ③ 〔三世 王〕 61 488° 
④ 〔王， マヒ ンダ' 五世の 子 力 ッ サパ〕 61 149° 

ギッカ マ パン ドク Vikkamapaij づ U  〔王〕 61 
150° 

ギッカ マ ブチ" ャ Vikkamabhuja に = ヰ * ッカマ 

バ 一フー 世 王） 61 177, 180 
ギ ツカン タ チヤ ム一 ナツ 力 

Vikkantacamunakka  〔將 軍〕 61 416 
ギ ツカン タバ一 フカ VikkantabShuka  〔王子〕 

61 255 

ヰッサ カンマ Vissakamma  (|1 首揭 磨） 〔ェ 

神〕 7 177;  41 379;  61 381 
ヰ ッサー サボ一 デャナ • デャ一 タカ 

Vissasabhojana  jataka  (信 食 本 生物 語） (九 


三） 29  251° 
ヰッサ セーナ Vissasena  〔王〕 31 120, 122 
ヰッタ vittha  (椅） 11 下 328 
ヰ ッタ一 Vittha  〔河〕 27  246 
ヰ ッタ一 ラ VittSra  〔ダ ミラ 人〕 61 363 
ヰ ッデ ヤー 々-' ラ VijjSdhara  (呪術 師） 〔窟〕 

61 399，  400 
j|i 、ッ ドク マガ' 一 マ Viddumagama   〔村」 61 

486 

ヰッラ Villa  (= ヴ ッ リ 一 ） 〔精 舍〕 60 140 
① ヰ ヅーラ ②ヰ ドウ一 ラ ③ヰ ドウ ラ 
Vidura,  Vidhura,  Vidhura  (甚 遠， 無類 者， 
昆樓） 〔拘留 孫 沸の 第一 弟子〕 ① 28  89 ② 

6  365 ③ 10  74,  75; 13  280;  41 341 

ヰッ ラヴ Villava  〔ゲ ミラ 人〕 61 359，  365* 
ヰッ リ カーバ一 Villikaba  〔地方〕 61 160 
ギ 一テ ィ サン マ ッデャ 力 Vithisammajjaka 

〔比丘の 譬 瑜經〕 26  303 
ギー ティ ッ チヤ • デャ一 タカ Viticcha- jataka 

(離 欲 本 生物 語） （二 四 四） 30  434° 
ヰ ティ ンナ Vithjpa  〔蓮華 上佛の 信士〕  41291 
ヰ デーハ Videha ① 〔長者〕 27  461 ② （毘 

提訶， 韋提 i 可， 尾提 晒， 尾陀 詞） 〔國， 族〕 

7  249; 11 上 105,  178;  27  307;  41 362 ③ 

提訶） 〔湖〕 10  83 
ヰ ドク一 ダバ Vi(jCi4abha  G 率 留羅， 昆 琉璃， 

瑠璃 王， 增長 する 者） 〔將 軍， 王〕 11 上 149， 
169;  28  267;  34  6* 

ヰ トゥッチ ャ Vitucca  〔夜叉 神〕 7  282 

ヰ' ド ゥ  ーノ、 リナ ダ' ーャカ VidhOpanadayaka  〔比 

丘の 譬喩 經〕 26 186 
ヰ ド ゥ ラ Vidhura ① 〔比〕 25  315 ②③〜 

ヰヅ一 ラ ， ヰ' ヅ ゥ一ラ 
ヰ ドゥラー Vidura  〔 ゥ ダャ 三世 王妃〕 61 138 
ギ ドウ一 ラ， ヰ ドウ ラ 〜ヰ ヅ 一ラ， ヰ ヅ ゥ一ラ 
ヰ ド ゥ ラッガ Viduragga  〔將 軍〕 61 138 
ヰ ドウ ラ パンディ 々 • デ ヤー タカ 

Vidhurapandita  jataka  (比 豆 梨 賢者 本 生物 

語） （五 四 五） 38  413° 
ヰ ドウ ラブン ナカ 本生經 Vidhurapunnaka- 

jataka(  =  -f ド ゥ ラ パン デ イタ' ヂャ一 タカ） 


(978) 


ヰ一 ラー ヰ 


(五 四 五） 59 下 268 
ヰ— ナー v-pa  (琵琶， 琴， 絃， 笛） 61 328 
ヰナ ター Vina ほ ① 〔金翅 鳥 女〕 38  421 ② 

「河〕 26  497 
ヰナ タカ Vina ね ka  (！' 丄那 多迦， 彎曲 山） 〔山〕 

38 130;  62  406 
斗、一 ナ一 卜 ウーナ • デャ一 タカ Vii:iiithiipa- 

jataka  (琵琶 竿 本 生物 語） （二三 二）  30  377° 
ヰ ナヤ vinaya  CWil, 毘 奈耶， 律） 5  2 
ヰ ニー  ラカ Vinilaka  (ネ, 甘靑） 〔鶴〕 30  60 
ギニー  ラカ 'デャ 一タカ Vinilaka- jStaka  (柑 

靑鴇本 生物 語） （一六 〇） 30  59° 
ヰ ネ一ラ vinela  〔花〕 26  347 
ヰ ネー ラプッ ビヤ Vine;apupphiya し 比丘の 譬 

喩經〕 26  347 
ヰ バー タ Vibh さ ta  〔王子〕 60  65 
ヰ ハタ— バ Viha ほ bha  〔傳。 轉輪 王〕 26  287 
ヰバッ サナ— vipassana  (！是 鉢 舍那， 觀， 正 

觀） 17  93 

ヰパ ッシ一 Vipassin  (毘婆 尸， 觀察 者） 〔佛〕 
1 12;  6  362,  384;  26 143, 145,  160,  177,  202， 
213，  214,  227,  229，  234，  236,  239,  240,  251, 
252,  257，  260,  263,  269*,  275,  278,  318,  321, 
322，  326,  334,348,350,  352,  365*,  374,  383， 
394，  396,  406,  408,  412,  415*，  422,  434,  436, 
451,  467,  479，  481,  484，  486,  488，  501 

ヰハ 一ラデー ヰ 一 Vih さ radevi  〔王妃〕 60  291, 
293,  312 

ヰ ハー ラビ一 デャ Viharabija  〔村〕 60  268 
ヰハ一 ラブ一 ビ Viharavapi  〔村〕 60  306 
斗 'ハーラ： £： ツチ" ャ サ一ラ VihSravejjasaia  〔渡〕 
61 269 

ヰ バンガ Vibhaiiga ① （分別 =經 分別） 5 
146 ② （分別 論） 〔七 論の 一〕 46 1° 

ヰ バンガ • ヴ ッ ガ Vibhaiiga  vagga  (分別 品） 
11 下 246° 

① ヰ一 ヒ ②ヰ一 ヒ米 vihi  (稻， 米， 粳） ① 

25 190 ② 59 上 239 
ヰビ一 タカ vibhitaka,  vibhifaka  (昆稗 得迹， 

毘 醯勒， 川鍊） 〔果， 樹〕 26  31; 27  72;  30 

272;  34  407 


半 ビータ 力 ミ ンデャ VibliUaka  mmjiya  〔比 

丘の 譬喻 經〕 27 153 
ヰ ビータ キ品 Vibhi は Id  vagga  27 153 
ヰ ブラ ① Vipula  (廣大 ） 〔王， レーブ タ 佛の 

父〕 28  73;  41 268 ② Vipuia- Vepuila  (尾 

布羅， S 富羅， 昆 補羅， 普廣， 廣普） . 山」 12 
112 

ヰ ブラー Vipu ほ 「妃， レー ヴ タ佛の 母〕 28 
73;  41 268 

ヰべ一 ディ 力 vibhedika  〔樹〕 39  390,  412 
牛 マーナ • ヴッ トウ Vimana-vatthu  (天宮 事 

經） 〔小 部經の 一〕 24  437 ^  30  429 
ヰ マラ Vimala ① 〔お";〕 11 下 70 ② （離 垢） 

〔耶舍 の 友人， 比:] 3  33;  25 121 ③ 〔傳。 轉 

輪 王〕 26 110,  351 @  (離^) 〔宮殿〕 41 

304 

ヰ マラ一 Vima ほ ① （無垢） 〔尼〕 25  348 ② 
〔ビヤ ダッ シ一佛 の妃〕 41 304 ③ 〔龍 王妃〕 
27  418;  38  423*,  431，  436,  503,  509，  510， 
525,  527,  541， 542 

キ、 マラ コーン ダン ニヤ VimaIakop-4afiiia  (毘 
摩羅 僑陳 如） 〔比〕 25 125 

年 マラ ダ' ンマ ス リ ャ \^imaladhammasunya 
① 〔一世 王〕 61 497°,  538 ② 〔二世 王〕 61 
506° 

ヰ マ ラ ダン マ 等 二王 

VimaladhammadidvirajadipaKa  〔章:] 61 506 
ギー マン サカ • スッタ Vimamsaka  sutta  (思 

察經） 10  49° 

ヰャ— デ ィ デ ― ヴ Vyadhideva  (獵 天） 〔天〕 
60  225 

ヰ一 ラ Vira ① （= パラ ッカマ バー フ八世 王） 

61 492 ② 〔池〕 61 407 
ヰ一 ラカ Viraka  〔鵜， 水鳥〕 30  247* 
ヰ一 ラカ 烏 本 生物 語， ヰ一 ラカ • ヂャ一 タカ 

Viraka- jataka  (二 〇 四） 30  247° 
ヰ 一ラガン ガ ViragaAga  〔地方〕 61 362 
ヰ一 ラ ガ ンガ 〔ラ〕 ViragaAga  fraj    〔ダ ミラ 

人〕 61 363，  366,  367 
ヰラ一 サャ vi ほ saya  (穴. 居 者， 蛇） 42 11 
ヰ一 ラセ一 ナ Virasena  (雄 軍） 〔人〕 59 上 49 


(979) 


ギ——ギ ラ ― 


ヰ ラー タ Vi ほ ta  (縫 組） 〔國， 族〕 59 下 183 
ヰ ラデャ Viraja  (離 塵） 〔宮殿〕 41 311 
ヰラッ ター カン ダ Vilat ほ khap(3a  〔池〕 61 410 
キ一ラ ッへ一 ラャ 〔ラ〕 Virapperaya〔ra〕 〔 ダ ミ 

ラ人〕 61 362,  379，  383 
ヰ一 ラデー ヴ Viradeva  〔王〕 61 180, 181 
ヰ 一 ラヌッ カラ Viranukkara  〔軍〕 61 383 
ヰ一 ラバ一 フ Virabahu ① 〔一世 王〕 61 414° 
② 〔二世 王〕 61  489° ③ 〔ヰ デャャ バ一フ 
—世 王の 弟〕 61 164，  167， 172    @(= マーナ 
一 パラナ 王子） 61 179,184,  188 ⑤ 〔パラク 
力 マ バー フニ 世 王の 甥〕 61 435,  436,  457， 
462,  464,  466，  467,  469,  473,  476 
ヰ ーラ パン ドウ Virapapcju  〔王子〕 61 368, 

383,  385，  392 
ヰラ ヴ virava  〔花〕 26  379 
ヰ ラヴ プッ ビヤ Viravapupphiya  〔比丘の 譬喩 
經〕 26  379 

ギ一ラ ブンマ Viravamma    〔ギデ ャ ヤノ ヽ * ーフ 
一世 王の 婿〕 61 166 


ヰ一 ラ牛ッ 力 マ Viravikkama  〔王〕 61 492。 

ヰラ ンガ vilafiga  〔藥， 果實〕 3  357 

ギノ レツ 力 Virukkha=Viriipakkha  (廣目 天， 

毘樓博 叉 = ヰ ルー パッカ） 38  237 
ヰ ルー パッカ Viriipakkha  =  Virukkha  (廣目 

天， 毘樓博 叉， 昆樓羅 阿 叉 = ヰ ルッカ） 〔四 

天 王の 一， 龍の 主神， 四 蛇 王族の 一〕 4 168;  7 

280;  8  268; 18 125;  30  243;  32 171; 41 388 
ギ ノレ一 ノ 《ッ 力 大王 Virupakkha  mah ara j an 

(廣目 天） 32 171 
ヰ ルー ラ Virii!ha  (增長 天， 毘 樓勒） 〔四天王 

の 一， 鳩槃 茶の 王〕 7  279;  8  266;  32 172 
ギロ一 チヤ ナ • デャ一 タカ Virocana- jStaka 

(威光 本 生物 語） （一四 三） 29  458° 
ギロ一 チヤ マーナ 一 Virocamana   (能遍 照) 

〔俱 留孫佛 の妃〕 41 340 
ヸン ダカ Vindaka  〔馬〕 38 158 
ヰ ンデャ Vifljha  〔山〕 60 105,  275 
ギン デャ一 タヰー Vinjhatavi  (賓陀 林） 〔森〕 

65(1) 119 


(980) 


ヴャッ 一ヴ ヹ一 デ一ェ 


ヴ エーデ一 ヒープ ッタ Vedehiput ね （ヹ ーデ 
—ヒプ ッタ， 韋提希 子 = 阿闍世） 〔王〕 9  400 

ヴヱ 一ラーマ Ve ほ ma  (ヱ'一 ラーマ， 毘羅 摩） 
〔婆〕 22 上 62 

ヴヱ一 ラ一 ヴ人 Velavaka  27  92 

ヴ ャッガ 'デ ヤー タカ Vyaggha- jStaka  (虎 
本 生物 語） （二 七 二）  31 140° 


ヹ―ガ ナサ Veghanasa    ((卑 摩 尼裟） 〔天〕 7 
289 

ヱ • 一力 ナツ サ Vekhanassa  (ま 摩 那修） 〔遊行 

者〕 11 上 51 
ヹ 一力 ナツ サ* スツタ Vekhanassa-sutta  (f 率 

摩那 修經） 11 上 51° 
ヱ' 一 サーラ Vesma  (Bi 舍離） 〔龍〕 7  283 
ヹ— サ―リ VesSli    (斑舍 離， 吠舍 離， 廣嚴） 

〔城〕 1 17， 113，  144;  2  37,120;  3  472;  5  2; 

6  217;  7  32;  8 12;  9  409;  20  252 
ヹース ンガ VesuAga  (昆孫 伽） 〔國〕 42  234； 

43  248 

ヹ一ダ veda  (吠 陀， 圍陀） 61 186, 187, 196 
ヹー ダグ一 vedaga  (靈） 59 上 113,148 
ヹ一 タサ vetasa  〔樹〕 36  90 
ヹーダ ツバ Vedabbha  (智 雲） 〔呪〕 28  495 
ヹ ― ダ ッ バ U 兄 文 本 生物 語， ヹ―ダ ツバ • デ ヤー 

タカ Vedabbha -jataka  (HA)  28  495° 
ヹー ダッラ vedalla  (吠 陀羅， 11 陀羅， 知 解， 

智解， 有 明， 方廣， 方 等, ®  〔九分 敎の 一〕 20 

111;  65(1)  33,37,38° 
①ヹ一 タディ一 パ ②ヹ— タディ ーパカ 

Vethadipa,  Vethadipaka    (毘 留提） 〔村〕 

(D  7 159 ② 41 361 
ヱ *  — タ" ナー • サン ュッ タ Vedana- samyutta 

(受 相應） 15  318° 
ヹ一 タラ 二一    Vetaram ① （灰 河） 〔地獄の 

河〕 12 130;  24  255;  33  81; 36  270,  271; 38 

87*,  399,400 ② 〔醫〕 35  227 
ヹ 一 ダヹ一 ャカ 魚 vedaveyaka  65 (III)  57 
ヹー ダン ガ vedaiiga  (吠陀 支） 61 186 
ヱ • 一 ダン ニヤ Vedhafifia    (辆祇 ） 〔樓 閣〕 8 

149 

ヹー タ ンバ リ  一 Vetambarin  (吠坦 婆 利） 〔外， 

天子〕 12 110;  26  409 
ヱ * ーデャ ヤン タ Vejayanta ① （樂 聲， 最勝 

講堂， 超 勝， 毘闍耶 難提， 勝利 殿， 皮闍延 
多， 皮禪延 多， 毘闍延 d 多, 昆闍耶 他） 〔天 宫, 天 
車〕 7 186*; 10  82; 14  227;  28  390,  392; 
34  388,  392;  61 94， 120, 129 ② 〔パラ ッカマ 
大王の 宮殿〕 61 301 
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ヱーヹ ッ サ 

ヹッサ vessa  (毘 舍， 吠 舎， 庶民 族） 〔族〕 41 

375;  61 374 
ヹッサ ギリ Vessagiri    (吠舍 山） 〔精舎〕 60 

120, 282, 283 
ヹッ サブ一 VessabhQ   (昆舍 浮， 毘舍 婆， 毘 

沙浮， 隨葉） 〔佛〕 1 12;  6  362;  26  204,  287， 

314,  326，  356, 370, 381, 427, 444， 474, 483;  28 

87 

①ヹ ッサ— ミッタ ② ヹッサ ミッタ 
Vessamitta,  Vessamitta  (昆沙 、蜜 多， 昆婆 
審!1^, 毘 波密， 毘奢密 多羅， 昆奢蜜 n 多邏， 鼻 
沙蜜 多） 〔古 仙〕 ① 3  429;  6 155;  7  278 
② 11 上 225;  20  308;  38  401 

ヹッサ 一ミ ッタ Vessamitta ① 〔古 fih〕 〜前 
項 ② 〔夜叉〕 8  280 

ヹ ッサラ Vessara  〔林， 吉样佛 の 入滅 地〕 41 
260 

ヹッ サヴナ Vessavapa    (毘 沙門， 多 聞） 〔四 
天 王の 一〕 8  273;  9  440，  441; 25  39;  32 
172;  61 420 

ヹッ サン タラ Vessantara ① （一切 度， 昆輸 
安 uii 嗎， 尾 施 縛 多羅） 〔王， 菩薩〕 28  3，  65, 
93,  95, 100,  112,  113,  157,  158;  39  274;  41 
375,378;  59 上 39,  251*,  277;  59 下 105,106， 
110*;  60  22, 160;  61 44 ② 〔梟〕 36  3,5， 
6,10,24 

ゴッ サン タラ 王の ほ— 3  Vessantara- pafiho  59— ド 
105 

ゴッ サン タラ ，デ ヤー タカ Vessantara  -  jataka 

(^輸 安口！ i 囉 王子 本 生物 語， べッ サン タラ 本 
生經） （五 四 七） 28 190;  34  261; 39  261°; 
60  349 

ヹッ サン タラ の fjff 行 Vessantara  -  cariya  〔經〕 
41 373° 

ヱ • ッ サン タラ の 法 Vessantai  a  pariyaya 

〔經〕 59 上 39 
ヹッタ ヴ一サ VettavSsa  〔精 含 刁 61 48 
ヱ' ッタヴ ティ一 Vettavati ① 〔河〕 35  23 ② 

〔水路， 水門〕 61 408 ② 〔町〕 35  23 
ヹ ツヤ 一力 ラナ veyySkaraija  (記 說， 記 別， 

授 記經， 懸記， 和 羅那） 〔九分 敎の 一〕 65 


(I)  37,38。 

ヹ ツヤ— ヴッ チヤ 力 Veyyavaccaka  〔比丘の 

譬喩 經〕 26  239 
ヹッ リ vem〜vi ほ ka  〔蔓 樹， 細暖 の〕 39  224 
ヹッ リナ ーバ VellinSba  〔堡 《^〕  61 386 
ヹー ディ 力一 ラカ Vedikaraka    〔比丘の 譬喩 

經〕 26  294;  27 159 
ヹー ディ サ ① vedisa  〔樹〕 37 144;  39  442, 

449,475 ② Vedisa 〜次 項 
① ヱ' 一 ディ サ ② ヹー ディ ッサ Vedisa, 

Vedissa    (卑 地寫， 卑 提寫） 〔地名〕 ① 24 

380;  65(1)  88 ② 60  43 
ヹ一 ディ ャカ Vediyaka  〔山〕 7  297 
ヹ 一 ディ ャダ ーャカ Ve diyadSyaka  〔比丘の 

譬喩 經〕 26  374 
ヹ一 デ一 ハム 二    Vedehamuni  (稗 提訶牟 尼 = 

阿難） 〔比〕 26 12 
ヹ一デ 一 ヒー Vedehi  〔阿闍世の 母， 妃〕 11 

上 357 

ヹー デーヒ 力一 VedehikS  〔居士 婦〕 9  228* 
ヱ •一 デ一 ヒプッ タ Vedehi- putta  (ヴヱ 一デ一 

ヒープ ッタ， 韋提希 子 = 阿闍世 王） 11 上 156 
ズ一 テーン ドウ Veteijcju  〔夜叉 神〕 7  282 
ヱ' 一 トウ ッラ Vetulla    (方 等 部， 不平等 部〜 

次 項， 方廣 部） 〔部 派〕 60  404,409;  61 47, 

395 

ヹー トウ ッ ラ說者 Vetulla- vSdin    (方 等 部〜 

前項） 〔部 派〕 61 47 
ヹ一 トウ ッラピ タカ Vetulla  pitaka  (方 廣說 

の 〔三〕 藏） 61 395 
ヱ' 一 ナーガ ブラ VenSgapura    〔村〕 17  291, 

292 

① ヹ 一ナテー ャ ② ヹーナ テツヤ Venateyya 

しび ii 那 HO  〔王〕 ① 41 139 ② 37 177 

ヱ' 一二—    Vem  〔牝 豺〕 33 181* 

ヹ一ヌ vepu  (管） 61 328 

ヹーヌ ティ ン ドウ 力 ve^iu- tinduka   〔植〕 37 
144 

ヹ一ヌ マテ ィ 一 Vepumati  〔水路〕 61 408 
① ヹ一 パチ ッ ティ ② ヹ ーパチ ッ ティ ャ 
Vepacitti,  Vepacittiya    (毘摩 質 多， 吠 波 質 
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ヹ一 ン——ヱ 


底） 〔阿修羅 王〕 ① 7  285; 12  85，  386;  25 

250 ② 28  394 
ヹ —バーラ Vebhara ① （昆 婆羅， 負 重） 

〔山〕 1 269;   7  89; 11 下 66;  25 118;  41 

289;  60 165;  65(1) 15 ② 〔城〕 27  203; 

41 313,314 
① ヹ ーハリ ンガ ② ヹ一 バリ ンガ 

Vehalinga,  Vebhalinga  (毘婆 陵耆） 〔町〕 

① 12  50, 102, 103 ② 11 上 59 
ヹー プッラ Vepulla  =  Vipula  (毘 富羅， 昆補 

羅， 普廣， 廣普， 尾 布羅） 〔山〕 7  278; 11 下 

66 

ズ' 一 ラ Ve!a  〔村人〕 60  304 
ヱ '一ラガー マ VelagSma  〔精 舍〕 61 173 
ヹー ラッカ一 ラ Velakkara  〔部隊〕 61171， 
192,314 

ェ'— ラー バタ Verapatha    (怨敵 路） 〔國〕 42 

234;  43  248 
ヹーラ ハツ チヤ一 二 族 Verahaccanigotta 15 

194* 

ヹーラ 一マ Ve ほ ma  〔族〕 7  200 

ヹ一 ラーマ 力' 經 Velamaka-sutta  28  442 

ヹ一ラ ミ 力一 女 VelamikS 14  229 

ヹ一 ラー ラ ve!5ra  〔宫 職〕 61 386,387,389 

ヹ一ラ ンガヰ ッ ティカ Velaiigavitthika ひ 也〕 

60  416 ② 〔精 舍〕 60  370 
ヹー ラン クン ディ Velaiikim(Ji  〔村〕 61 391 
ヱ' 一 ランデ ヤー Veraftja  (毘蘭 若， ；卑蘭 若） 

〔村〕 1 1; 10  9; 18 101; 21 31; 33 118; 

65(1)  8,40,41 
ヱ ° 一 ランデ ャカ • スッタ Verafljaka-sutta 

(ま 卑蘭若 村 婆羅門 經） 10  9° 
ヹ 一ランパ veramba  (毘 嵐， 毘藍 婆， 呋嵐 婆， 

季節風， 風:） 〔風〕 32 166;  33  98*;  61 436 
ヹーリ • ヂャ一 タカ Veri- jataka   (仇敵 本 生 

物語） （一 〇 三） 29  295° 
ヹ一 ルカ ve!uka  〔植〕 37 144 
ヹ一 ルカ • デャ一 タカ Ve!uka- j き taka  (竹 蛇 

本 生物 語） （四 三） 28  477° 
① ヹ 一ルカン タカ ② ヹ一 ルカン ダカ 

Velukantaka,  Velukandaka  〔地名〕 ① 20 


310,311,312 ② 20  76 
① ヹ一 ルカン タキ一 難陀 ② ヹー ルカン ダ 

キヤ 一 ゾ e!ukaptakiy5  Nandamatar, 

Velukandakiya  〔優 婆 リミの 範:） ① 17 142; 

18  288;  20  310 ② 13  347  〔四禪 を 得， 不還 

果を 得〕 20  310 
ヹー ルス マナ Ve!usumana    〔英雄〕 60  295， 

299,304,305,316 
ヹー ルツ パ Veluppa  〔ダ ミラ 人〕 61 59 
ゴール リ ャ vduriya  (毘 琉璃， 琉璃， 瑠璃） 

〔寶 珠〕 6  375;  26 100, 110;  38  451,454 
ヹ一 ルヮ' ① ve!uva  =  beluva    〔樹〕 12  206;. 

42 129 ② Ve!uva  〔村〕 25  271 
ヱ'— ルヴナ Ve!uvana ① （竹林 園） 〔精 舍〕 

3  70,245,472;  4 162;  28 180，  181，  182,  306， 

335,358;  61 47,  53,  59 ② （竹林） 〔精舎， 

セィ 口 ン にあ り 〕 61 308,401 
ゴーノ レワ' ナ • カラン ダカ ニヮ'  一 ノ、"  Veluvana- 

Kalandakanivapa  (竹林 逝 蘭 陀迦 園， 竹林 栗 

鼠 養 餌 所， 逝蘭陀 竹林 園 = 竹林 園， 栗 a 養 餌 

所） 〔精 舍〕 3  472;  4 162 
① ヹ  一口一 チヤ ② ヹ一 口-チヤ ナ Veroca, 

Verocana  (昆盧 遮， 毘留 奢那） 〔阿修羅 王〕 

① 7  285 ② 12  394;  41 284 
ヹ— ローチ ャナ Verocana ① 盧 闍那） 

〔寶 珠〕 36  344 ② 〔阿修羅 王〕 〜ヱ' 一口 一 

チ ャ 

ヹ ーブテ ィ ャカビ • チ" ヤー タカ Vevatiyakapi- 
jataka  =  Mahakapi-jataka  (大猿 本 生物 語） 
(五一 六） 32  40 

①ヹ一 ン ドウ ②ヹ一 ンフ Vepcju,  Venhu 
(毘 紐， 稗弩） 〔天， 神〕 ① 12  88 ② 7  286 


(983) 


ヲ—— ヲ'' 一 ノヽ 


ヲ'— ハーラ 力， ティ ッサ VohSrakatissa  (裁 

判 帝須） 〔王〕 60  402 
ヲ ーャラ ッ ガム Voyalaggamu  〔地名〕 61 321 


(984) 


南傳大 藏經總 目次 


南傳 大藏經 總 目 次 


凡 


例 


, この 目次 は 大体 的に 南傳 大蔵経 65 巻 70 冊の 各冊に 附 せられて いる 目次に 従った。 但し， それ 以外 
に， 各^^.;典にはパ一 リ原語を附し， 原典の 頁数 を も 南傳の 頁数の 前に （ ） によって 示した。 また 
その 聖典の 組織 内容 等 を 知らせる ために， 章節 等の 項目の 後に 〔 〕 を もって 説明 を 加えたり， 偈 
頌 から 成る 聖典に は， 偈の数 や 番号 を （ ） の 中に 示したり した。 

聖典の パーリ 原語に 対して は， 別に 次に 掲げる 略字 を も 用いた。 これ は， 水野弘 元， 「パーリ 語 文 
法 （ 附録 （n)  PD.  221〜227 に 掲げた 略字に よる。 MNd  =  Maha  niddesa  (大義 釋） 42〜42 


A  =  Aiiguttara  nikaya (增 支部 經典 ）17~22 下 

Ap  =  Apadana  (霄 喻經） 26〜27 

Bv  =  Buddha  vamsa  (佛種 姓經） 41 

CNd  =  Culla  Niddesa  (小 義釋） 44 

Cp  =  Cariya  pitaka  (所行 藏經） 41 

Cv  =  Cula  vamsa  (zj 、王統 史) 61 

D  =  Digha  nikaya  (長 部經 典） 6〜8 

Dhk  =  Dhatu  katha  (界 論） 47 

DhkA  =  Dhatukatha  atthakatha 

Dhp  =  Dhamma  pada  (法 句經） 23 

Dhs  =  Dhamma  sangani  (法 集 論) 45 

Duka  =  Duka  patthana  (二 法發 趣） 53〜54 

Dv  =  Dipa-vamsa  (島 王統 史） 60 

It  =  Itivuttaka  (如是 語經） 23 

J  =  Jataka  (本 生經） 28~39 

Khp  =  Khuddaka  patha  (小 誦經） 23 

KV  =  Katha  vatthu  (論 事） 57〜58 

M  =  Majjhima  nikaya  (中部 經典） 9〜11 下 


= Maha  vamsa  (大王 統史） 60 
= Niddesa  (義釋 ） 42〜44 
Pa^-thana  (發趣 論） 5 ；)〜 56 
= Pa:;:Mna  atthakatha  (發趣 論 註 ）50〜56 
= Puggala  pannatti  (人 施設 論） 47 


Mv 
Nd 
P  = 
PA 
Pp 

Pts  =  Pa^Jsambhida  magga 〔無 礙解道 ）40〜41 
Pv  =  Peta  vatthu  (餓鬼 事經） 25 
S  =  Sariiyutta  nikaya (相 應部經 典 ）12〜 16 下 
Sn  =  Sutta  nipata  (經 集） 24 
Thag  =  Thera  gatha  (長老 f 曷經） 25 
Thig  =  Theri  gatha  (長老 尼 偈經） 25 
Tika  =  Tika  patthana  (三 法發 趣） 50〜52 
Ud  =  Udana  (自 說經） 23 

V  =  Vinaya  pitaka  (律 藏） 1〜5 

VA  =  Samanta  pasadika (—  切 善 見 律 註 序) 65(1) 
Vibh  =  Vibhanga  (分別 論） 46〜47 
VM  =  Visuddhi  magga  (淸淨 道 論 ）62〜64 
Vv  ==  Vimana  vatthu  (天宮 事, 經） 24 

Y  =  Yamaka  (雙 論） 48 上〜 49 


Mil = Milinda- paflha (彌蘭 王問經 ）59 上〜 59 下 

その他， この 目次 中に 用いて いる 略字と して 次の 如き ものが ある。 
JPTS  =  Journal  of  the  Pali  Text  Society      PTS  =  Pali  Text  Society 


w 


verses 


1. 原典の 頁数 は 南傳各 巻の 上欄に 掲げて ある ものに 従った。 但し Mv  (60 大王 島史） のみ は， 下攔 
にある PTS 本の 頁数に よる。 パーリ 原典 は 主として PTS 本 又は 普通に 依 用され る ローマ字 本 一 

一例えば Vinaya- pitaka  5  vols,  Jataka  6  vols,  Dipa-vamsa 等  であるが， 次の 諸 書 は シャム 

版に よって あるた め， その 頁数 も シャム 版の ものである。 

CNd  (44 小 義釋） Y  (48 上〜 49 雙論） P,  PA  (50〜56 發趣 論及び その 註） Mil (59 上， 59 下 

彌蘭王 問經） 

1. ( ) によって 聖典 中の 揭頌の 数 又は 番号 を 示した ものに は 次の 如き ものが ある。 
Dhp  (23 法 句經）  Sn,  Vv  (24 經集， 天宮 事） 


Pv,  Thag,  Thig  (25 餓鬼 事， 長老 偈， 長老 尼 Bv,  Cp  (41 佛種 姓經， 所行 藏經） 
偈）  Dv，  Mv  (60 島 王 铳史， 大王 統史） 

Ap  (26,  27 譬 ufe 經）  Cv  (61 小 王統 史） 

1- 総 目次に 対する 目次の 意味で， 南傳 大蔵経 65 卷 70 册を 列挙 すれば 次の 如し。 各 巻の 最後に ある ァ 

ラビア 数字 は， 総 目次の 頁数 を 示す。 


第 1 卷 

律藏ー （經 分別一）              1 〜 

1 

-150) 

74' 

-75 

第 2 卷 

律萤ニ  （經 分別 二）              1 〜 

6 

第 30 卷 

小 部 經典八 （本 生經 三； 151 

第 3 卷 

律藏三 （犍度 一； 大品） 6 〜 

9 

〜250) 

75〜77 

第 4 卷 

律藏四 （犍度 二； 小品） 9 〜 

12 

第 31 卷 

小 部 經典九 （本 生經 四； 251 

第 5 卷 

律藏五 （附隨 ）  12〜 

13 

〜350) 

77〜78 

第 6 卷 

長 部 經典ー （ 1 〜14) 13〜 

13 

第 32 卷 

小 部 經典十 （本 生經 五； 351 

第 7 卷 

長 部 經典ニ  （15〜23) 13- 

14 

〜416) 

78〜79^ 

第 8 卷 

長 部 經典三 （24〜34) 14〜 

14 

第 33 卷 

小 部經典 十一 （本 生經 六； 

第 9 卷 

中部 經典ー （ 1 〜40) 14- 

14 

417〜463) 

79- 

-80 

第 10 卷 

中部 經典ニ  （41〜76) 14〜 

15 

第 34 卷 

小 部經典 十二  （本 生經 七； 

第 11 卷上 中部 經典三 （77〜110) 15- 

15 

464〜496) 

80- 

-80 

第 11 卷下 中部 經典四 （111〜152) 15- 

16 

第 35 卷 

小 部經典 十三 （本 生經 八； 

第 12 卷 

相 應部輕 典 一 （有 偈篇； 1〜11)16- 

-20 

497〜520) 

80〜81 

第 13 卷 

相 應部經 典 二  (因 緣篇； 12〜21)20~24 

第 36 卷 

小 部經典 十四 （本 生經 九； 

第 14 卷 

相 應部經 典 三 (徤 度篇; 22〜34)24- 

-29 

521〜532) 

81- 

-81 

第 15 卷 

相 應部經 典 四 （六 處篇; 35〜41) 29〜34 

第 37 卷 

小 部經典 十五 （本 生經 十； 

第 16 卷上相 應部經 典 五 (42〜45, 大篇； 

533〜539) 

81 

、81 

45-47)  34 ~ 

-40 

第 38 卷 

小 部經典 十六 （本 生經 十一 

第 16 卷下相 應部經 典 六 （48〜56)  40- 

-45 

- ； 540-545) 

81 

-81 

第 17 卷 

增 支部 經典ー （一 集〜 三 集） 45 へ 

'46 

第 39 卷 

小 部經典 十七 （本 生經 十二 

第 18 卷 

增 支部 經典ニ  （四 集） 46 へ 

-47 

； 546〜547) 

81 

〜81 

第 19 卷 

增 支部 經典三 （五 集） 47 へ 

•47 

第 40 卷 

小 部經典 十八 （無 礙解道 一） 

第 20 卷 

增 支部 經典四 （六 集， 七 集） 47 へ 

-4  / 

81' 

-82 

第 21 卷 

增 支部 經典五 （八 集） 47 へ 

■49 

第 41 卷 

小 部經典 十九 （無 礙解道 二， 

第 22 卷上增 支部 經典六 （九 集， 十 集） 49 へ 

'51 

沸 種 姓經， 所行 藏經） 

82. 

-84 

第 22 卷下增 支部 經典七 （十 集， 十一 集 ）51 へ 

■53 

第 42 卷 

小 部經典 二十 （大義 釋ー） 

84' 

-84 

第 23 卷 

小 部 經典ー （小 誦經, 法 句經， 

第 43 卷 

小 部經典 二十 一 (大義 釋ニ） 

84 

-84 

自 說經， 如是 語經） 53 へ 

-55 

第 44 卷 

小 部經典 二十 二  （小 義釋） 

84' 

-85 

第 24 卷 

小 部 經典ニ (經 集， 天 宫事經 ）55〜57 

第 45 卷 

法集删 

85 

-86 

第 25 卷 

小 部 經典三 （餓鬼 事經， 長老 

第 46 卷 

分別 論 一 

86 

-87 

偈經， 長老 fSf 曷經） 57 へ 

'59 

第 47 卷 

分別 論 二, 界論, 人 施設 論 

87. 

-88 

第 26 卷 

小 部 經典四 （甓 喩經 一） 59〜68 

第 48 卷上雙 論 一 (根， 蘊， 處， 界， fj) 

88 

〜88 

第 27 卷 

小 部 經典五 （臂 喰經 二）  68〜73 

第 48 卷下雙 論 二  （隨 眠） 

88 

-88 

第 28 卷 

小 部 經典六 （本 生經 一； 因 

第 49 卷 

雙論三 （心， 法， 根） 

88' 

-89 

緣 物語， 1〜50)  73〜74 

第 50 卷 

發趣論 一 （三 法； 1， 註） 

89 

-90 

第 29 卷 

小 部 經典七 （本 生經 二；  51 

第 51 卷 

發趣論 二  （三 法; 2〜8 ，註） 

90 

-91 

錄蹄論 二  f: 

二 法； 9~22,  Pf') 

91〜94 

繁 59 お 下 ffi 蘭不 ffl 柯ー 

1 1 丄〜 1 1 c: 

發趣論 四 ( 

一法； 1〜54) 

~ •       ，丄        リ. I  ノ 

94〜98 

6^" リせ ZxLlmtTK.i 八ェ TO え 

丄 丄 へ" ■ 丄丄 U 

第 54 薛 

發趣論 五 （一 

tI-<.  Mill:  HntJ       、 — 

'法； 55~100, 註） 

98 〜： 104 

^615$ バヽ干^^ホ 

X  L\J         上上 J 

讀 55 お 

/tx;  Pftn  ノヽ、 一 

-ゅニ ゆ 二 

-                I-iA  ， —— •  f ム 

^625'^ 滞绍 港 ^ —— 
リム 4^     /円 te  口 冊 

1 1 7 ^ 1 1 Q 

丄丄 J        丄丄 *7 

一ぬ 

104-^107 

第 63 錄 滞 滞 港！^ 一 

110^191 
丄上 ひ— ー丄 z> 丄 

第 56 卷 

發趣論 七 （： 

二 法 二? £， ほ ジ 

1 07« 1 no 
丄 U 1 〜 丄り y 

弟 わ 4 卷 f 円 # 追 劇 二 

1 り 1          1 OC 

丄^ 丄〜 丄 

第 57 卷 

論 事 一 （ 1 ' 

〜 5  ) 

109〜110 

第 65 卷 （I) 一切 善 見 律 註 序 

125〜125 

第 58 卷 

論 事 二  （  6  ■ 

〜23) 

110〜112 

第 65 卷 （n) 攝阿 II 達磨 義論 

125〜126 

第 59 卷上彌 蘭 王 問 經- 

112〜114 

第 65 卷 （m) 阿育 王 刻 文 

126〜127 

1. なお 余白が あるので， 目次に 対する 凡例で はない が， 参考の ために， 南傳 大蔵経お よび 巴 利 

佛教 に関する こと を 記して おきたい。 先ず 南傳 大蔵経 70 冊の 出版 年月 を 表示 すれば， 次の 如く 
である。 


第 1 卷 

昭和 11 年 1 月 

第 26 卷 

昭和 12 年 9 月 

第 2 卷 

" 13 年 4 月 

第 27 卷 

ひ 15 年 7 月 

第 3 卷 

ひ 13 年 2 月 

第 28 卷 

" 10 年 4 月 

第 4 卷 

" 14 年 2 月 

第 29 卷 

ひ 10 年 5 月 

第 5 卷 

ひ 15 年 1 月 

第 30 卷 

ひ 10 年 9 月 

第 6 卷 

ひ 10 年 6 月 

第 31 卷 

ひ 10 年 10 月 

第 7 卷 

" 10 年 7 月 

第 32 卷 

" 11 年 6 月 

第 8 卷 

ひ 11 年 3 月 

第 33 卷 

" 13 年 10 月 

第 9 卷 

ひ 10 年 12 月 

第 34 卷 

ひ 11 年 7 月 

第 10 卷 

" 11 年 11 月 

第 35 卷 

ひ 13 年 8 月 

第 11 卷上 

ひ 13 年 6 月 

第 36 卷 

ひ 12 年 3 月 

第 11 卷下 

" 11 年 4 月 

第 37 卷 

ひ 12 年 12 月 

第 12 卷 

ひ 12 年 1 月 

第 38 卷 

ひ 13 年 3 月 

第 13 卷 

" 11 年 2 月 

第 39 卷 

ひ 14 年 1 月 

第 14 卷 

ひ 14 年 7 月 

第 40 卷 

ひ 10 年 8 月 

第 15 卷 

ひ 15 年 2 月 . 

第 41 卷 

" 11 年 9 月 

第 16 巻 上 

ひ 15 年 6 月 

第 42 卷 

ひ 14 年 8 月 

第 16 卷下 

ひ 15 年 12 月 

第 43 卷 

14 年 11 月 

第 17 卷 

ひ 10 年 11 月 

第 44 卷 

ひ 15 年 4 月 

第 18 卷 

ひ 11 年 8 月 

第 45 卷 

ひ 13 年 12 月 

第 19 卷 

" 12 年 5 月 

第 46 卷 

ひ 12 年 4 月 

第 20 卷 

ひ 12 年 11 月 

第 47 卷 

ひ 15 年 3 月 

第 21 卷 

ひ 14 年 12 月 

第 48 卷 上- 

" 11 年 12 月 

第 22 卷上 

ひ 15 年 5 月 

第 48 卷下 

ひ 12 年 7 月 

第 22 卷下 

ひ 15 年 8 月 

第 49 卷 

け 13 年 9 月 

第 23 卷 

" 12 年 8 月 

第 50 卷 

ひ 11 年 5 月 

第 24 卷 

ひ 14 年 3 月 

第 51 卷 

" 12 年 2 月 

第 25 卷 

ひ 11 年 10 月 

第 52 卷 

" 12 年 6 月 

第 53 卷 
第 54 卷 
第 55 卷 
第 56 卷 
第 57 卷 
第 58 卷 
第 59 卷上 


昭和 13 年 1 月 
ひ 13 年 5 月 
" 13 年 11 月 
ひ 14 年 4 月 
ひ 14 年 9 月 
" 14 年 10 月 
ひ 14 年 6 月 


第 59 卷下 
第 60 卷 
第 61 卷 
第 62 卷 
第 63 卷 
第 64 卷 
第 65 卷 


昭和 15 年 12 月 
ひ 14 年 5 月 
" 15 年 11 月 
ひ 12 年 10 月 
ひ 13 年 7 月 
ひ 15 年 9 月 
" 16 年 2 月 


南傳 大蔵経の 各 巻に は， 目次と して 掲げた 本文の 他に， 凡例， 目次， 解題， 索引 等が あり， 
また ある 巻に は， 次の 述べる ように， 揷図， 解説， 参考 表な どが あって， 極めて 有益で ある。 
その 中， 重要な ものに は 次の 如き ものが ある。 

第 5 巻末に は， 南 1' 專律蔵 及び 律 蔵 一般に 関する 全体 的 解説が ある。 I 比丘 波 羅提木 叉， n 比丘 
尼 波 羅提木 叉， ni 諸 部 戒本条 数 対照 表 1. 現存 巴梵漢 蔵の 戒 本の 全体 的 対照， 2. 比丘 戒本 
十 種の 逐条 対照， 3. 比丘尼 戒本を 南傳， 四 分に よって 逐条 対照， IV 南傳 律と 三 漢訳 律との 犍 

度 部 対照。 

第 6 巻 初に 過去 七佛 に関する 古代 彫刻 類の 写真 挿図。 
第 7 巻 初に 釈尊 傳 に関する 古代 彫刻 絵画の 写真 挿図。 

第 24 巻末に， I 經集 72 經中， 梵巴漢 の 経典と 類同 相応す る ものの 比較 表， n 經集 1149 (曷 中， 梵 

巴漢 中に 類同 相応す る 倡の 指摘 表示。 
第 28〜39 巻 の 各 巻 初に， 本 生物 語に 関する 古代の 彫刻 絵画の 写真 を 多数 挿図。 
第 39 巻末に， 本 生 経に 関する 総説 を掲 ぐ。 それ は， 本 生 経の 意義， 南 溥本生 経， 同 註釈， 南溥 

と 他 薄との 本 生 経 比較， 本 生 話と 世界 寓話 文学との 関係 等を述 ぶ。 
第 61 卷 末に， セ イロ ンの 上下 2 千 余 年に 及ぶ 歴代 諸 王の 詳細な 年表 を掲 ぐ。 
その他， 第 23 巻の 法句經 解題， 第 24 巻の 經集 解題， 第 65 巻の 阿育 王 刻 交の 解説 も 有益。 

パーリ 語 及び パーリ 沸教の 西洋 及び 曰 本に おける 研究， 翻訳， 出版 等に 関して は， 次の よう 

な 参考書が ある。 

南溥の パー リ ま.; 典 を 全体 的に 取扱った ものと して は 
M.  Winternitz  ：  Geschichte  der  Indischen  Literatur  Bd.  2  Leipzig  1913 
英訳 it5 補 History  of  the  Indian  Literature  Vol. 2  tr.  by  Mrs.  S    Ketkar  and  Miss  H. 

Kohn,  Calcutta  1933 
日本 訳 中野義 照， 大佛衛 共訳 日」' 度佛教 文学史 大正 12 年 

パーリ 語に ついて， その 起源， 発達 設階 等。 パーリ 語， パーリ 佛教の 東西に おける 研究の 歴史。 

パー リ 関係の 重要な 参考文献 等 を 全体 的に 編め 説いた ものと して は 

水 野弘元 パーリ 語 文法 昭 fn30 年 山 喜 房 
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V 丄ジ u ソ 

Q  AO 

OUO 

衆 學ハ八 

〔人 座 牀己坐 地上 説 

衆學 二八 

〔注視 鉢戒〕 

に丄 》7U ソ 

Q  AO 

法戒〕 

(203)  32. 

衆 學ニ九 

〔羹食 適量 戒〕 

に丄 w  ノ 

OUo 

rfrl    f~S^     J  、—し 

衆 學六九 

〔人 在 高座 説法 戒〕 

(203)  328 

衆學三 〇 

〔平 鉢受 食戒〕 

に u ひン 

QaQ 

ouy 

衆學七 〇 

〔人 坐 己 立 説法 戒〕 

(204)  331 

衆 學三一 

〔注意 取 食戒〕 

(V. 

iv iQn 

IV 丄 丄ノ 

衆 學七ー 

〔人 在 前行 説法 戒〕 

(205)  331 

衆 學三ニ 

〔注意 鉢 食戒〕 

に ソ 

*j 丄 U 

衆 學七ー 

〔人 在 善道 説法 戒〕 

(205)  331 

衆 學三三 

〔以次 食戒〕 

に丄 y 丄ジ 

Q 1 A 

d 丄 U 

衆學 七三 

〔立 小便 戒〕 

(205)  332 

衆 學三四 

〔羹飯 適量 戒〕 

(191) 

311 

衆 學七四 

〔青草 上 大小便 戒〕 

(205)  332 

衆 學三五 

〔壓中 取 食戒〕 

(192) 

311 

衆 學七五 

〔水上 大小便 疲 唾戒〕 （205)  333 

衆 學三六 

〔飯 覆 羹戒〕 

(192) 

311 

8 滅諍法 〔V 1 a  8〕  (V. 

iv  207)  335 

衆 學三七 

〔爲 己乞羹 飯戒〕 

(193) 

312 

b 比丘尼 分別 

〔比丘尼 戒〕 〔V 1 

b 1〜7〕 

2 律藏經 分別 〔Vlbl〜4〕 


1 波 羅夷法 〔V 1 b 1〕 (V.  iv  211) 337 
波 羅夷ー 〔摩 觸戒〕  （211) 337 

波 羅夷ニ  〔覆 比丘尼 重罪 戒〕 （216)  346 
波 羅夷三 〔隨 順被擧 比丘 違諫 

戒〕  （218)  349 

波 羅夷四 〔八 事 成 重戒〕 （220)  354 

2 僧殘法 〔V 1 b  2〕         (V.  iv  223)  359 
僧殘ー 〔訴訟 戒〕  （223)  359 

僧殘ニ  〔度賊 女戒〕  （225)  363 

僧殘三 〔四 獨戒〕  （227)  367 

僧殘四 〔界外 解 擧戒〕  （230)  372 

僧殘五 〔受染 心 男子 食戒〕 （232)  37 
僧殘六 〔勸 受染心 男子 食戒〕 （234)  37^ 


僧殘七 〔瞋心 捨三寶 違 諌戒〕 （235)  380 
僧殘八 〔發起 四 諍 謗 僧 違 諫戒〕 （237)  383 
僧殘九 〔親近 住 違 諫戒〕 （239)  386 
僧殘ー 〇 〔謗 僧勸 親近 住違諫 

戒〕  （240)  388 

3 捨墮法 〔V 1 b  3〕         (V.  iv  243)  393 
捨墮ー 〔長 鉢戒〕  （243)  393 

捨墮ニ  〔非 時 衣戒〕  （245)  397 

捨墮三 〔貿 衣後强 奪戒〕 （246)  399 
捨墮四 〔乞 是後乞 彼戒〕 （248)  402 
捨墮五 〔購 是後購 彼戒〕 （249)  404 
捨墮六 〔他 用 僧伽 財戒〕 （250)  406 
捨墮七 〔他 用自乞 僧伽 財戒〕 （251) 408 
捨墮八 〔他 用 別 衆 財戒〕 （252)  409 
捨墮九 〔他 用 自乞別 衆 財戒〕 （253)  411 
捨墮ー 〇 〔他 用自乞 別人 財戒〕 （254)  411 
捨墮 一一 〔乞 重 衣戒〕  （255)  413 

捨墮 一二  〔乞輕 衣戒〕  （256)  415 

4 波 逸提法 〔V 1 b  4〕      (V.  iv  258)  418 
波 逸提一 〔食 蒜戒〕  （258)  4l8 

波 逸提ニ  〔剃 隱處 毛戒〕 （259)  420 
波 逸提三 〔相 拍戒〕  （260)  421 

波 逸提四 〔樹膠 生 支戒〕 （261) 422 
波 逸提五 〔洗淨 過 限戒〕 （262)  424 
波 逸提六 〔W: 給水 扇戒〕 （263)  426 
波 逸提七 〔乞 生 殺戒〕  （264)  428 

波 逸提八 〔墻 外棄不 淨戒〕 （265)  429 
波 逸提九 〔靑草 上棄不 淨戒〕 （266)  431 


波 逸提ー 〇 〔歌舞 觀 聽戒〕 （267)  432 
波逸提 一一 〔共 男子 夜中 獨共 

語戒〕 （V.  iv  268)  434 
波逸提 一二  〔共 男子 屏履 處獨 

共 語戒〕  （269)  436 

波逸提 一三 〔共 男子 露地 獨共 

語戒〕  （270)  437 

波逸提 一四 〔遣 去 伴 比丘尼 戒〕 （270)  437 
波 逸 提ー五 〔食前 入 他家 不語 

主人 去戒〕 （271) 439 
波逸提 一六 〔食後 入 不語 主人 

去戒〕  （273)  442 

波逸提 一七 〔不語 主人 著 座戒〕 （274)  443 
波逸提 一八 〔不審 受師 語戒〕 （275)  445 
波逸提 一九 〔瞋心 呪 詛戒〕 （276)  447 
波 逸提ニ 〇 〔打 己啼 泣戒〕 （277)  448 
波逸提 ニー 〔裸身 沐浴 戒〕 

(V.  iv  278)  450 
波逸提 ニニ  〔過量 水浴 衣戒〕 （278)  451 
波逸提 二三 〔縫 衣 過 五日 戒〕 （279)  45S 
波 逸 堤 二 四 〔不著 僧伽 梨 過 五 

曰戒〕  （281) 455 

波 逸 提ニ五 〔著 他 衣戒〕 （282)  456 
波 逸 提ニ六 〔僧衣 作妨 難戒〕 （283)  458 
波 逸 提ニ七 〔遮 分 衣戒〕 （284)  459 
波逸提 二八 〔與 白衣 外道 衣戒〕 （285)  461 
波 逸 提ニ九 〔薄 望 得 衣戒〕 （286)  462 
波 逸提三 〇 〔遮 出切 德衣 戒〕 （287)  464 
波 逸 提三ー 〔無 衣同牀 臥戒〕 （288)  466 
波 逸 提三ニ  〔同 彼 得戒〕 （V.  iv  289)  467 
波 逸 提三三 〔故意 惑 惱戒〕 （290)  468 
波 逸 提三四 〔不著 同活尼 病戒〕 （291) 470 
波 逸 提三五 〔牽 他出 房戒〕 （292)  471 
波 逸 提三六 〔親近 居士 子違諫 

戒 _]  (293)  474 

波 逸 提三七 〔國內 恐怖 處 遊行 

戒〕  （295)  477 

波 逸 提三八 〔國外 恐佈處 遊行 . 

戒〕  （296)  478 

波 逸 提三九 〔雨期 遊行 戒〕 （296)  479 

波 逸提四 〇 〔安居 竟不 去戒〕 （297)  480 


2 律藏經 分別 〔V1b4〜6〕 


波 逸 提四ー 〔觀 王宮 園 林戒〕 （298)  481 

波 逸 提四ニ  〔高 床 尾 毛 牀戒〕 （299)  483 

波 逸 提四三 〔紡績 戒〕 （V.  iv  299)  484 

波 逸 提四四 「與 白衣 作 事戒〕 （300)  485 
波 逸 提四五 〔不 與他滅 諍戒〕 （301) 486 

波 逸 提四六 〔與 白衣 外道 食戒〕 （302)  488 

波 逸 提四七 〔月 華 衣戒〕 （303)  489 

波 逸 提四八 〔不捨 住處出 遊戒〕 （304)  490 


/反; iSteEHy し 

〔自作 呪術 戒〕 

(305)  492 

〔敎人 呪術 戒〕 

(305)  493 

vtf?  i£&  -tS 

〔有 比丘 僧 園 不問 

入戒っ 

(306)  494 

&iSig±L 一 

〔罵 比丘 戒〕 

(308)  497 

汲 遡 俊 ii 二 

〔罵 尼 衆戒〕 

(309)  499 

iff?  ife  -ts  "T"*  rm 

汲逸提 i 四 

〔背 請戒〕 （V.iv310)  501 

〔t 堅嫉俗 家戒〕 

CO 

'T+T      +a  ~TT  -J— 
？反逸 提五ハ 

〔無比 丘住處 安居 

戒〕 

(313)  504 

〔二部 僧 中 不自恣 

戒〕 

(313)  505 

奴 逃 促: tL  ノ、 

〔不 往聽 誡戒〕 

(314)  507 

逃 J^ii 几 

〔半月 不請敎 授戒〕 （315)  508 

-•rh-  ：£&  +B  >-J— 

汲 逸 ハ CJ 

〔使 男子 破 癰戒〕 

(316)  509 

； Tfr ミ免; ナ ~ - 

〔度赃 婦戒〕 

(317)  511 

が 殆搏六 一 

〔度 乳兒 婦女 戒〕 

(318)  512 

ま锒; fr き 六 二 
汉 3^1^, ヽ 一 

〔度 不學 六法 沙彌 

尼戒 J 

(318)  513 

/反 逸 Jl/ 、四 

〔不乞 僧 度 學法沙 

彌 尼戒〕 

(320)  516 

波 逸 提六五 

し 度未滿 十二 曾 嫁 

女戒〕 （V.iv  321) 518 

ノヽ/ ヽ 

〔度 不與 六法 曾 嫁 

女戒〕 

(322)  519 

波 逸 提六七 

〔不乞 ft 度 學法曾 

嫁 女戒〕 

(323)  521 

波 逸 提六八 

〔不二 歲敎護 弟子 

戒〕 

CO 
CO 

波 逸 提六九 

〔不二 歲隨和 尙戒〕 （325)  524 

波 逸提七 〇 

〔度 淫女不 令 遠 去 

戒〕  （326)  525 

波 逸 提七ー 〔度 減 年 童女 戒〕 （327)  526 


波 逸 提七ニ  〔度 不學 六法 童女 

戒〕  （327)  527 

波逸提 七三 〔不乞 僧 度 學法女 

戒〕  （328)  52S 

波 逸 提七四 〔未滿 十二 夏 度 人 

戒〕  （329)  530 

波 逸 提七五 〔滿 十二 夏 不乞僧 

度 人戒〕  （330)  531 

波 逸 提七六 〔不聽 度 人 謗 僧戒〕 （331) 532 
波 逸 提七七 〔取 他 衣 不爲授 具 

戒〕  （V.  iv  332)  534 

波 逸 提七八 〔令 ニ年隨 學不爲 

授 具戒〕  （333)  536 

波 逸 提七九 〔度與 男子 交友 學 

法 女戒〕  (333)  537 

波 逸提八 〇 〔父母 夫 主 不聽度 

人戒〕  （334)  538 

波 逸 提八ー 〔別 住者與 欲度學 

法 女戒〕  （335)  539 

波 逸 提八ニ  〔各 年度 人戒〕 （336)  541 
波 逸 提八三 〔ー歲 度 二人 戒〕 （336)  542 
波 逸 提八四 〔持 著 蓋 履戒〕 （337)  543 
波 逸 提八五 〔乘 乘戒〕  （338)  545 

波 逸 提八六 〔著 袴 衣戒〕 （339)  546 
波 逸 提八七 〔著 婦女 飾 身 具戒〕 （340)  547 
波 逸 提八八 〔香 粉 塗 身戒〕 （341) 548 
波 逸 提八九 〔胡麻油 塗 身戒〕 （341) 549 
波 逸提九 〇 〔使 比丘尼 摩 身戒〕 （342)  550 
波 逸 提九ー 〔使 學法女 摩 身戒〕 （342)  551 
波 逸 提九ニ  〔使 沙彌尼 摩 身戒〕 （342)  551 
波 逸 提九三 〔使 白衣 女 摩 身戒〕 （342)  551 
波 逸 提九四 〔比丘 前著 座戒〕 （343)  552 
波 逸 提九五 「不 聽問義 比丘 戒〕 （344)  553 
波 逸 提九六 〔不 著僧祇 支戒〕 （344)  554 
5 提舍尼 法 〔V 1 b  5〕 
提舍尼 一 〔乞 穌戒〕 （V.  iv  346)  557 
提舍尼 二〜 八 〔乞 油 *蜜， 砂糖 • 

魚' 肉 '乳' 酷戒〕 （347)  559 
6 衆學法 〔V 1 b  6〕         (V.  iv  349)  561 

衆學ー 〔齊整 著涅架 僧戒〕 （349)  561 
衆 學七五 〔水上 大小便 痰 唾戒〕 （350)  562 


3 律 藏大品 〔V2al〕 


7 滅諍法 

3  卷 

律藏三 大品 〔V  2  a 1-10] 
第一 大犍度 〔V  2  a 1〕 
初誦品 （一〜 六） 


(V.  iv  351) 563 

渡邊 照宏譯 
(V.i 1) 1 


一 菩提樹 下緣 

(1) 

1 

二 阿 闍波羅 11^ 樹下緣 

(2) 

4 

三 目 支隣陀 樹下緣 

(3) 

5 

四 羅闍 耶他那 樹下緣 

(3) 

6 

五 梵天 勸請緣 

(4) 

7 

六 〔初轉 法 輪〕 

(7) 

13 

第二 誦品 （七^ ""一 四） 

七 耶舎 出家 緣 

(15) 

26 

八 〔耶 舎の 母と 舊婦の 歸佛〕 

(18) 

32 

九 四 在家 出家 緣 

(18； 

33 

一 〇 〔五十人 出家〕 

(20) 

35 

一一 魔緣 

(20) 

37 

一二 三歸依 具足 戒緣 

(21) 

39 

一三 〔魔 緣〕 

(22) 

40 

一四 賢 衆 友人 事 

(23) 

42 

第三 誦品 優樓 S 螺神變 （一 五へ 

'二—) 

一 五 初神變  （V. 

i  24) 

44 

一六 第二 神變 

(26) 

47 

一七 第三 神變 

(26) 

48 

一八 第 四祌變 

(27) 

49 

一九 第五 神變 

(27) 

50 

二 〇 〔其 他の 諸 神變及 三迦葉 

のお hJ 依〕 

(28) 

51 

ニー  織 燃緣 

(34) 

61 

第四誦 品 （ニニ〜 二 四） 

ニニ  〔摩 竭國洗 尼瓶沙 王の 歸 

佛〕 

(35) 

63 

二三， 二 四 舍利 弗目犍 iiS 出 

家緣 

(39) 

71 

第五 翻 品 和 尙承事 （二 五〜 三 〇） 

二 五 和『>"^}に對する承事 

(44) 

79 

二 六 弟子に 對 する 承 事 

(50) 

89 

二 七 〔弟子の 規定〕 

(53； 

94 

二八， 二 九 〔白 四竭 磨に よる 

授戒〕 

(55) 

97 

三 〇 〔出家の 四 依〕 

(57) 

101 

第 六 H 'ま 品 （三 一〜 三 三） 

三 一 〔法 臘十歲 其 他〕 （V.  i  58) 102 
三 二 阿闍 梨に 對 する 承 事 （60) 106 
三 三 侍者に 對 する 承 事 （61) 107 

第 七誦品 （三 四〜 三 八） 

三 四 〔侍者の 規定〕  （61) 108 

三 五 〔愚 瘦不 聰明の 阿闍 梨〕 (61) 108 
三 六 具足 戒を授 く る 五分 十 

六 事  （62) 109 

三 七 具足 戒を授 く る 六 分 十 

四 事  （65) 115 

三 八 舊 外道 緣  （66) 115 

第 八誦品 無畏 （三 九〜 五三） 
三 九〜 五 〇 〔出家せ しむべ か 

ら ざる 者〕  （71) 120 

五一 〔前項の 例外〕  （79) 133 

五 二    〔ニ沙 彌を蓄 ふべ からず〕 （79：) 133 

五三 〔依 止 を 要する 比丘と 要 

せざる 比丘〕  （79) 134 

第九誦 品 餘財 （五 四〜 七 一） 

五 四 〔餘 財〕  （82) 138 

五 五 〔五一の 例外〕  (83) 141 

五六 〔沙彌 の 十戒〕  （83) 141 
五 七， 五八 〔沙彌 の〕 罰 事 （84) 142 
五 九 〔餘 人の 會衆を 連れ去る 

ベから ず〕  （85) 144 

六 〇 〔沙彌 の 滅擯〕  （85) 144 

六 一 ~ ^七 〇 〔戒 を授 くべ から 

ざる 者り  （85) 144 

七 一 出家せ しむべからざる 

三十 二人  （91) 155 

第 十誦品 （七 二〜 七 九） 

七 二    〔無恥 者〕  （V.  i  91) 155 

七三 〔依 止 無く して Oi する こ 

と〕  （92) 156 

七 四 〔二三 人に 戒を授 くる こ 

と〕  （92) 158 

七 五 〔入胎 より 二十歳に して 

具足 戒を受 く る こと〕 （93) 159 

七 六 具足 成^ 磨  （93) 159 

七 七 四 依  （95) 163 


3 律 藏大品 「V2a2〜4〕 


七 八 四 非 事 

(96) 

164 

三 三 〔以上の 詳說〕 

(132)  234 

七 九 〔擧 せられて 還俗せ る 者〕 （97) 

166 

三 四 〔舊比 £ と 客 比 £〕 

(132)  234 

攝頌 

(98) 

168 

三 五 〔布薩 日の 移 居〕 

C134)  238 

: 布 薩键度 〔V  2  a  2〕  (V. 

i 101) 

180 

三 六 〔波 羅提木 叉を讀 誦すべ 

】誦 品 外道 ( 一^ ^一六） 

からざる 事〕 

(135)  240 

一 〔布薩 の 起源〕 

(101) 

180 

攝頌 

(136)  241 

二  〔布 薩說 法〕 

(101) 

181 

第三 入 雨 安居 犍度 〔V  2  a  3'！  (V. 

i 137)  245 

二  〔布 薩# 易 磨〕 

(102) 

182 

初誦品 雨 安居 誦品 （ 一〜 八〕 

四 〔布薩 曰〕 

(104) 

185 

一 〔雨 安居の 起源〕 

(137)  245 

五 し fb 随界〕 

,1 A  < (-ヽ 

C104) 

186 

二    〔入 雨 安居の 時期〕 

(137)  246 

ハ， 七 〔布!; 産の 選定〕 

(106) 

188 

三 〔安居 中 遊行すべからず：] 

C138)  246 

八 〔布 降: 堂〕 

(106) 

189 

四 〔安居に 入らざる ベから 

九 〔布薩 場 J 

(107) 

191 

ず〕 

(138)  247 

一 〇 〔長老 比丘と 新參 比丘〕 

(108) 

192 

五〜 八 〔三の 例外〕 

ri39)  248 

—— 〔布薩 の 住處〕 

(108) 

192 

第二 誦品 （九^ ^一 四） 

一二      〔不失 衣〕 

(109) 

193 

九^  〔三の 例外 續〕 

(148)  266 

一三 〔二の 布 薩界〕 

(111) 

197 

一二    〔安居の 處〕 

(152)  271 

一四 〔布薩 の 種類〕 

(111) 

197 

一三 〔安居 中の 出家〕 

(153)  274 

一 五， 一六 〔波 羅提木 叉の 讀 

一四 〔安居の 約〕 

(153)  274 

誦〕 

(112) 

198 

攝頌 

(155)  278 

—ニ誦 品 チョー ダナ一 ブッ 卜 

ゥ （一 

第 四 自恣犍 度 〔V  2  a  4〕  (V. 

i 157)  281 

七〜 二 七） 

初誦品 （一〜 六） 

一七 〔波 羅提木 叉の 讀誦 續〕 

(115) 

205 

一 〔自恣 の 起源〕 

(157)  281 

一八 〔日 敷と 比丘 數〕 

(117) 

207 

二    〔自恣 の 時簿罟 すべし〕 

(160)  285 

ーナ L     〔布薩 の 告示〕 

(117) 

208 

三 〔自恣 日〕 

(160)  286 

二 〇 〔布 驢 堂の 莊嚴〕 

〔118) 

209 

四 〔自恣 日に 捕 へられた る 比 

ニー 〔愚 瘦不 聰明の 比丘〕 

(119) 

211 

丘〕 

(161) 288 

ニニ    〔與 淸淨〕 

(120) 

213 

五 〔五 人 乃至 一人の 比丘〕 

(162)  289 

二三 〔與樂 欲〕 

(121) 

215 

六 〔罪〕 

(164)  292 

二 四 〔布 薩 日に 捕 へられた る 

第二 誦品 （七" ^一 八） 

比丘〕 

(122) 

217 

七 無罪 十五 事 

(164)  293 

二 五 〔狂 比丘〕 

(123) 

218 

八 別 衆 を 別 衆と 思 ふ 十五 事 

(165)  295 

二 六 〔四 人 乃至 一人の 比丘〕 

(124) 

219 

九 疑惑 十五 事 

(166)  295 

二 七 〔罪〕 

(125) 

222 

一 〇 惡作性 十五 事 

(166)  295 

三誦品 （二八〜 三 六） 

一一 不利 を 願 ふ 十五 事 

(166)  295 

二八 無罪 十五 事  （V. 

i 128) 

227 

一二    〔以上の 詳說〕 

(167)  295 

二 九 別 衆 を 別 衆と 思 ふ 十五 

一三 〔舊 比丘と 客 比丘〕 

(167)  295 

事 

(130) 

231 

一四 〔自恣 を 行 ふべ からざる 

三 〇 疑惑 十五 事 

(131) 

232 

事〕 

ひ 67)  295 

三 一 惡作性 十五 事 

(131) 

232 

一 五 〔自恣 の 障害〕 

(168)  297 

三 二 不和 を 願 ふ 十五 事 

(131) 

233 

一六 〔自恣 を 禁ずる 事〕 

(170)  300 

3 律 藏大品 〔V2a5〜8〕 


一七 

〔爭諍 比丘〕 

(175) 

308 

一八 

〔相 和 比丘〕 

(177) 

312 

攝頌 

(178) 

314 

第五 皮革 犍度 〔V  2  a  5；)  (V. 

i 179) 

317 

一 

〔首 樓那 二十 億の 出家と 履 

の 許可〕 

(179) 

317 

 • 

〔種種の 覆の 禁〕 

(185) 

328 

― 

〔古き 覆の 許可〕 

(186) 

330 

四 

〔複 の禁〕 

(187) 

331 

五 

〔足 を 傷めた る 比丘〕 

(187) 

332 

' - 
/ ヽ 

〔木 覆の 禁〕 

(188) 

333 

七， 

八 〔種種の 履の 禁〕 

(189) 

334 

九 

〔牛に 戲る 及び 車の 禁〕 

(190) 

337 

一 〇 

〔車乘 及び 床具默 皮〕 

(190) 

338 

〔皮革の 使用〕 

(194) 

342 

〔履 を 著け て 村に 入る〕 

(194) 

343 

〔首 樓那億 耳〕 

(194) 

343 

攝頌 

(198) 

351 

第 六 藥犍度 〔V  2  a  6〕  (V. 

i 199) 

353 

W  一口 口 

藥法 に 一- ^一 五） 

〔五 種藥〕 

(199) 

353 

八 〔種種の 藥〕 

(200) 

355 

九 

〔粉薬〕 

(202) 

358 

一 〇 

〔粉薬 及 生肉 生血〕 

(202) 

358 

〔塗藥 香料〕 

(203) 

359 

〔塗 藥筐〕 

(203) 

360 

〜一 五 〔畢 隣陀 婆蹉〕 

(204) 

361 

— 

品 諌車人 （一六〜 三 〇） 

-I— 
~ V ヽ 

〔疑 離 越〕 

(210) 

370 

一七 

〔屋内に 藏 する 等〕 

(210) 

371 

一八 

〔新しき 胡麻と 蜜〕 

(212) 

374 

一九 

〔拔 難陀〕 

(213) 

376 

二  0 

〔蓮根〕 

(214) 

377 

〔侍者〕 

(215) 

379 

〔刀 法〕 

(215) 

379 

〔蘇卑 の 供養 及 肉食〕 

(216) 

381 

二 四 

〔粥と 蜜 丸〕 

(220) 

387 

二 五 

〔粥 食〕 

(222) 

390 

― ' - 

― ハ 

〔昆 羅吒迦 旃延の 砂糖 供 

養〕 

(224) 

393 

二 七 

〔砂糖〕 

r226) 

397 

二八 〔巴 連 弗邑の 居士 及摩竭 

國のニ 大臣〕  （226)  397 

二 九 〔拘利 村〕  （230)  404 

三 〇 〔娃女 菴婆婆 梨と 隸車 

人〕  （231) 405 

第三 誦品 二十 四 事 （三 一〜 三 三） 

三 三 〔私 呵將 軍〕 （V.  i  233)  409 
三 二  〔一七〜 二 〇 の廢 止〕 （238)  417 
三 三 〔相應 地〕  （238)  419 

第 四誦品 （三 四〜 四 〇） 

三 四 〔旻荼 居士〕  （240)  420 

三 五 〔翅 5fe〕  (245)  429 

三 六 〔盧 夷〕  (247)  432 

三 七 〔老 出家〕  （249)  436 

三 八 〔果 實〕  （250)  438 

三 九 〔種子〕  （250)  438 

四 〇 〔許可 不 許可 及 時分 藥 

等〕  （250：)  438 

攝頌  （251) 440 

第 七 迦綠那 衣犍度 〔V  2  a  7〕  （V.  i  253)  444 

初誦品 所持 （ 一〜 七） 

一 〔波 利邑 比丘と 迹铺那 衣の 

制定〕  （253)  444 

二 持す る 七 事  （255)  449 

三 受持 する 七 事  （256)  450 

四 持す る 六 事  （257)  452 

五 受持 する 六 事  (257)  452 

六， 七 〔迦 稀那 衣の 捨棄〕 

(258, 259)  452 

第二 誦品 （八^ ^一 三） 

八 非望 十二 事  （260)  456 

九 望 十二 事  （261) 458 

一 〇 所用 十二 事  （262)  460 

一一 蓄 ふる 九 事  （263)  462 

一二 安樂 住 處五事  （264)  464 

一三 〔迦 豨那 衣の 執受〕 （265)  466 
攝頌  (266)  467 

第 八 衣犍度 〔V  2  a  8〕  （V.  i  268)  472 

初誦品 （一） 

一 〔衣 を受 く〕  （268)  472 

第二 誦品 毘舍怯 （二 〜一 五） 


3 律 藏大品 〔V2a8〜10〕4 律藏 小品 〔V2bl〕 


三 〔衣 を受 く〕 

(281) 

491 

第三 誦品 （七） 

四 

〔糞 掃 衣〕 

(282) 

492 

七 〔非 法 別 衆 等の 揭 磨の 種種 

五 

〔衣の 受納 人〕 

(283) 

495 

の 場合〕 

(328)  570 

— I  - 

/ ヽ 

〔衣の 收藏 人〕 

(284) 

495 

攝頌 

(333)  57 ひ 

七 

〔衣の 庫〕 

(284) 

496 

第 十拘ぽ 彌键度 〔V  2  a 10〕 

(V.  i  337)  587 

八 

〔守 庫 人〕 

(285) 

497 

初誦品 長生 王子 （ 一〜 二) 

九 

〔衣の 配分〕 

(285) 

497 

一， 二    〔拘 胺彌 比丘の 分裂〕 （337)  587 

一 〇 

〔染料〕 

(286) 

499 

第二 誦品 （三〜 六） 



〔染 むる こと〕 

(287) 

500 

三 〔佛の f 易〕 

(349)  606 

一 二 

〔三 法の 製法〕 

(287) 

501 

四 〔婆咎 等〕 

(350)  607 

〔三 衣の 制定〕 

(287) 

502 

五 〔拘 i 淡彌 比丘の 和合〕 

(353)  612 

一四 

〔補帖 〕 

(290) 

505 

六 〔優 波 離 所 問〕 

(358)  61& 

一 五 

〔昆舍 怯 鹿 母の 供養〕 

(290) 

506 

攝頌 

(360)  621 

第三 誦 

品 （一六〜 三 二） 

第 4 卷 

ーハ 

一七 

〔夢〕  （V. 

〔覆瘡 衣〕 

i  294) 
(295) 

513 
514 

律藏四 小品 〔V  2  b 1〜12〕 

宫本正 尊 謹 
渡邊照 宏^ 

一八 

〔拭 面 巾〕 

(296) 

515 

第一 掲磨犍 度 〔V  2  b 1〕 

(V.ii 1) 1 

一九 

〔委 托〕 

(296) 

516 

初誦品 苦 切揭磨 （ 一〜 八) 

二 〇 

〔個人の 所有と 僧伽の 所 

一 〔因 緣〕 

(1) 1 

有〕 

(296) 

516 

二 非 法揭磨 十二 事 

(3)  3 

一一 

〔三 衣の 製法に 就て〕 

(297) 

517 

三 如法 揭 磨 十二 事 

(3)  5 



〔父 flj: に與 ふ〕 

(297) 

518 

四 「若し 欲せば」 六 事 

(4)  6 

一二 

〔三 衣 を 脱ぐ に 就て〕 

(298) 

518 

五 苦 切掲磨 十八 事 

(5)  7 

二 四 

〔僧伽に 施す〕 

(298) 

520 

六 解くべからざる 十八 事 （5)  8 

二 五 

〔跋 難陀〕 

(300) 

522 

七 解くべき 十八 事 

(6)  9 

~ ■ ユー 

~_ •/、 

〔病 比丘と 看病 比丘〕 

(301) 

525 

八 〔解除〕 

(6) 10 

二 七 

〔死せ る 比丘の 衣鉢〕 

(303) 

528 

第二 誦品 依 止揭磨 （九〜 - 

-二） 

二八 

〔裸 形 及 種種の 衣〕 

(305) 

531 

九 〔因 緣〕 

(7) 10 

二 九 

〔種種の 衣〕 

(306) 

533 

一 〇 依 止竭磨 十八 事 

(8) 12 

三 〇 

〔衣の 配分に 就て〕 

(307) 

533 

—— 解くべき 十八 事 

(8) 12 

〔親 厚意〕 

(308) 

536 

一二  〔解除〕 

(9) 13 

〔衣の 施與〕 

(309) 

538 

第三 誦品 驅出獨 磨 (一三 - 

― 七） 

攝頌 

(310〕 

539 

一三 〔因 緣〕 

(9) 14 

'九 瞻波犍 度 〔V  2  a  9〕  （V. 

i  312) 

544 

一四 〔非 法褐磨 乃至 若し 欲せ 

初誦品 

婆 娑婆 村 （ 一〜 四） 

ば〕 

(13) 19 

〔迦葉 姓 比丘〕 

(312) 

544 

一 五 ― 驅出獨 磨 十八 事 

(14)  20 

三 〔非 法 別 衆 等の 揭磨〕 （315) 

548 

一六 解くべき 十八 事 

(14)  20 

四 

〔五 種 僧' 加の 掲磨〕 

(319) 

555 

一七 〔解除〕 

(15)  22 

― 

品 優 波 離 所 問 （五〜 六 

) 

第 四誦品 下意 蹋 磨 （一八〜 二 四） 

五 

〔不見 罪 等の 揭磨〕 

(322) 

560 

一八 〔因 緣〕 

(V.ii 15)  22 

-.1  - 
ハ 

〔優 波 離の 所 問〕 

ぼ 5) 

565 

一九 〔非 法獨磨 乃至 若し 欲せ 

4 律藏 小品 〔V2bl~5〕 


は〕 

ん 1 Q ヽ 

XL し出菲 J 

に 4  ニゾ 

0 ひ 

二 〇 

1 若し 欲せ は」 一十 事 

ん 1 0 ヽ 
いり 

ZD 

六 〔別 住〕 

(43) 

D  1 

下意 掲磨 十八 事 

(19) 

zl 

七， 八 〔本日 治〕 

(43) 

DI 

〔同伴 比丘〕 

(19) 

28 

九 〔摩 那埵〕 

(45) 

70 

解くべき 十八 事 

(20) 

29 

一 〇， 一一 〔本日 治と 摩 那埵〕 （46) 

71 

二 四 

〔解除〕 

(21) 

30 

一二  〔出 罪〕 

(47) 

73 

第五 誦品 罪 を 見ざる による 擧罪竭 磨 
(二 五 〜三 〇） 

〔因 緣〕  （21) 30 

「非 法 親 磨 乃至 若し 欲せ 
ば」 六 事  （22)  31 

擧罪箱 磨 四十 三 事 （22)  32 
解くべからざる 四十 三 
事  （23)  33 

解くべき 四十 三 事 （24)  35 
〔解除〕  （24)  35 

罪 を 懺悔せ ざるに よる 擧罪 
羯磨 （三 一）  （25)  35 

惡見を 捨てざる による 擧罪 
竭磨 （三 二 〜三 五） 


： 五 


二 七 
二八 


二 九 
三 〇 

き/ ヽ ^ 南口  口 


第七誦 f 


三 二  〔因 緣〕 

(25) 

36 

三 三 十八 事 

(27) 

39 

三 四 解くべき 十八 事 

(27) 

39 

三 五 〔解除〕 

(28) 

40 

攝頌 

(28) 

40 

二 別 住犍度 〔V  2  b  2〕 

(V.  ii  31) 

47 

一， 二， 三 別 住 行 法 

(31) 

47 

四 〔本日 治を受 くべき 

比丘の 

行 法〕 

(34) 

52 

五 〔摩那 速を受 くべき 

比&の 

行 法〕 

(35) 

53 

六， 七， 八 〔摩那 遠 を受く る 

比丘の 行 法〕 

(35) 

53 

九 〔出 罪を受 くべ 
法〕 

攝 {^ 

第三 集犍度 〔V  2  b  3〕 
一 〔摩 那递〕 
二    〔出 罪〕 
三 〔別 住〕 
四 〔摩 那递〕 


：比& のに 

(36)  55 

(37)  56 
(V.  ii  38)  59 

(38)  59 

(39)  60 

(40)  62 

(41)  63 


一四， 


-七， 

-九 
:〇， 


〔半月 覆藏〕 

一 五 〔本日 治と 合一 別 
住〕 

〔摩 那埵〕 

一八 〔本日 治と 同一 別 
住と 摩 那埵〕 
〔出 罪〕 

ニー 〔合一 別 住〕 
ニニ，  二三 〔二月 別 住〕 
二 四， 二 五 〔第二 月別 庄〕 
二 六 〔淸 淨邊別 住〕 
四十 事 
三十 六 事 

三 〇 摩那埵 百事 
三 三 〔中間の 還俗 等〕 
〔二 比丘〕 
根本 未 淸淨九 事 
〔未 淸淨と 淸淨〕 


(48)  75 


(48) 
(49) 


二 七 
二八 
二 九, 

三 四 
三 五 


(50) 
(51) 
(51) 
(53) 
(56) 
(58) 
(60) 
(62) 


75 
78 

78 
80 
80 
83 
87 
92 
94 
97 


攝頌 


(62)  98 
(65) 102 

(67)  104 

(68)  107 
(70) 110 
(72) 113 


ぎ 四 滅諍犍 度 〔V  2  b  4〕       （V.ii  73) 115 

一 〔六 群 比丘の 非 法なる 掲磨〕 （73) 115 
二 黑分九 事 
三 白 分 九 事 
四 〔憶念 毘尼〕 
五， 六 〔不 癡毘 尼〕 
七， 八 〔自 言〕 
九 〔多 覓毘 尼〕 
一 0    〔行 清の 非 法と 如法〕 
一一 ，  一二    〔覓 罪相掲 磨〕 
一三 〔如 草 覆 地 法〕 
一四 〔諍 事の 種種なる 場合〕 
旨 五 小事 犍度 〔V  2  b  5〕 
初誦品 及第 ニ誦品 （ 


(73)  115 
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(160)  245 

ノ、    IWffi 木の-」 

(110) 

1/0 

七 〔故 作の 廷堂〕 

(162)  249 

(112) 

176 

八 〔高 床大 床〕 

(163)  249 
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二 七 〔雜 法〕 

(279)  416 

一二     〔和 尙〕 

パ o ゥ八ヽ 
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385 
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三 失壞章 
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問〕 
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(46)  78 
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(47)  79 
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一三 〔鉢 中の 胎兒〕 
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(52)  88 
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(54)  91 
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一 問數章 
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二 犯罪 等 起 罪數章 
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165 

五 矢 壊緣軍 
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166 
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168 
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(101) 
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八 結合 章 

(103) 
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(103) 

175 
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(104) 
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— 滅法 同 分 章 
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176 
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(105) 
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178 

—ハ 時 拿 

〔106) 

179 
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no7) 

180 
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(108) 
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二 〇 滅諍章 

(109) 
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(111) 
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—— 〔隨伴 章〕 

ぐ 112) 

189 
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V 115) 
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(128) 
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七 七 法 

(134) 
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八 八 法 
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九 九 法 
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一 〇 十 法 
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235 
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(V. 

V 142) 
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(144) 
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初 品 根本 法 門 品 

二  n 
ニノ、 

、丄 VI. 1 

一 根本 法門經 

(M.i 

1) 

1 

二  +. 
二 几 

"^巴 入徵 

(M.i 

271) 469 

二 一切 漏經 

(M.i 

6) 

1771 

审ぼ, K 么ス 
^3 巴 小. 松 

(M.i 

281) 486 

三 法嗣經 

(M.i 

12) 

17 

第 10 

卷 

四 怖駭經 

(M.i 

16) 

23 

干潟 龍祥譯 

五 無據經 

(M.i 

24) 

36 

雙小 ロロ 

六 願 あ 

(M.i 

33) 

50 

薩羅村 婆羅門 經 （M.  i 

285) 1 

七 布喩經 

(M.i 

36) 

55 

rrn 一 

― 

稗 蘭 若 村 婆羅門 經 

八 削减經 

(M.i 

40) 

62 

(M.i 

290)  9 

九 正見經 

(M.i 

46) 

74 

四 二 

有 明大 經 

(M.i 

292J 11 

一 〇 念處經 

(M.i 

55) 

90 

rrn  rm 

有 明小經 

(M.i 

299)  22 

efe ― ロは 師子吼 ロ1】 

四 五 

得 法小經 

(M.i 

305)  31 

一一 師子 吼小經 

(M.i 

63) 102 

四 六 

得 法大經 

(M.i 

309)  37 

一二 師子 吼大經 

(M.i 

68) 110 

四 七 

思察經 

(M.i 

317)  49 

一三 苦 鑼大經 

(M.i 

83) 138 

四 八 

懦 赏彌經 

(M.i 

320)  54 

一四 苦 蘊小經 

(M.i 

91) 

149 

四 九 

梵天 請經 

(M.i 

326)  62 
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五 〇 

魔 訶貴經 

(M.i 

332)  72 

八 二 

賴卩千 fR 羅經 

(M  ii 

5 わ 79 

Aft"  ~ - 

第一 扁 

中分 五十 經篇 

八 二 

ナ モネ や; 經 

CM  ii 

74 ヽ QQ 

初口  口 

居士  ロロ 

ノ  X  t— 3 

麼 倫羅将 

f M  ii 

8*^ ヽ Ql 

五一 

力 ン ダラ カ經 

(M.i 

339)  85 

八 7f 

f    N.    1 に 

棍 =p 罕鄉 

CM  ii 

Ql ^ 1 99 

五 二 

ァ ッ タカ 城人經 （M.i 

349) 100 

八 六 

z  、  / ヽ 

害お リ麼 ネ遂 
mi  '手 Jint 

CM  ii 

Z7  1  J 丄 1) ひ 

五三 

有學經 

(M.i 

353) 107 

八 4^ 

メ乂  Li 

、丄 Vl, 11 

丄リ U ソ 丄 4 ム 

五 四 

哺 多利經 

(M.i 

359) 115 

八 A 
ノ  乂ノ  乂 

平 干 口  41 l/£/lal 

、丄 Vl«  11 

丄 丄厶ソ 丄 ijl/ 

五 五 

デーヮ "カ經 

(M.i 

368) 131 

八 "h 
ノ、 ノし 

、丄 Vl* 11 

11 ハ 1 ^7 

丄 1 0 ン 丄 *J  ' 

五六 

優 波離經 

(M.i 

371) 136 

ノ し 

B  4 小 リっ, i、？rni 

(M  ii 
\ 丄 VI • 11 

!•  Li\J  J     A  U  v 

五 七 

狗 行者 經 

(M.i 

387) 162 

づ 口 

婆羅門 品 

五八 

無畏 王子 經 

(M.i 

392) 169 

+[ 一 
ノ し 

凡/手 tot 

1 で'、 17« 

五 九 

多受經 

(M.i 

396) 177 

力 一 

ノ し — - 

(M.  ii 

146) 194 

六 〇 

無 戲論經 

(M.i 

400) 183 

ft  二 
ノ し ~ . 

CM  ii 

丄サ 1  J 丄 i7 

笛  一 口 
^ ~ "ロロ 

比丘 品 

ノしビ _y 

m  "夕 千 柳？ B2i 

rM  ii 

丄ひ 1 J    Z.  U*/ 

' - 

ノヽ ~ ' 

敎誡羅 喉 羅菴婆 蘗林經 

ノし XL 

い Vl« 11 

IfU ヽ 91 7 

丄 乙丄 1 

(M.i 

414)  204 

-ft ナ 
ノ しゾヽ 

影 1  又 fUA 地 

rlU  ii 

丄 1 リ 

_ 1— — - 

ハ • 

敎誡羅 喉 羅大經 （M.  i 

420)  214 

ノし L_i 

CM  ii 
、丄 vi« 11 

丄 J  4 

_|  .  — • 

ハニ 

摩羅 迦小經 

(M.i 

426)  222 

九 八 

婆 私吒經 

(M  ii 

丄 vj_, 11 

丄 i7U ソ LtOKj 

六 四 

摩羅 迦大經 

(M.i 

432)  232 

九九 

須婆經 

\^ 丄 V 丄, 11 

丄 i7 リノ 厶 k)  i 

践 陀利經 

(M.i 

43?)  239 

一 〇〇 

傷 歌邏經 

CM  ii 

丄 V 丄 》  ii 

9C\()\  971 

ムリ； 7  ノ ム 1  i 

. I  1  . 

ノヽ/ ヽ 

賴喩經 

(M.i 

447)  254 

第三 篇 後 分 五十 經篇 

六 七 

車 頭 聚落 經 

(M.i 

456)  268 

初 品 天臂品 

六 八 

那羅伽 波 寧村經 

(M.i 

462)  277 

一 〇 一 

天臂經 

CM  ii 

ム丄 オノ  " i  o 

六 九 

瞿 尼師經 

(M.i 

469)  288 

一 〇 二 

五三 經 

CM  ii 

、丄 VI, 量 1 

99ftA  907 

七 〇 

枳吒 山邑經 

(M.i 

473)  295 

一 〇 三 

如何 經 

(M  ii 

i/0(J  J     »J 丄リ 

笛 二  口 

m3 ~ -PR 

普 行者 品 

一 〇 四 

舍 彌村經 

(M.ii 

243)  317 

七 一 

婆 搓衢多 三明經 

(M.i 

481) 308 

一 〇 五 

善 S [經 

(M.ii 

252)  328 

七 二 

婆 蹉衢多 火 〔喩〕 經 

一 〇 六 

不動 利益 經 

(M.  ii 

261) 340 

(M.i 

483)  312 

渡邊 楳雄譯 

七三 

婆槎衢 多大 經 

(M.i 

489)  320 

一 〇 七 

算數家 目 犍連經 

七 四 

長爪經 

(M.i 

497)  333 

(M.  iii 

1) 347 

七 五 

摩 犍提經 

(M.i 

501) 339 

一 〇 八 

種默目 犍連經 （M.iii 

7)  356 

七 六 

サ ン ダカ 經 

(M.i 

513)  358 

一 〇 九 

滿 月大經 

(M.  iii 

15)  370 

第 11 卷. 

上 

一一 〇 

滿 月小經 

(M.  iii 

20)  378 

$經 典 三 

靑原 慶哉譯 

第 11 卷 

下 

七 七 

善 生優陀 夷大經 （M.  ii 

1) 1 

中部 經典四 

渡邊 楳雄譯 

七 八 

沙門 文 祁子經 

(M.  ii 

22)  27 

第二 品 不斷品 

七 九 

善 生優陀 夷小經 （M.  ii 

29)  36 

不斷經 

(M.  iii 

25) 1 

八 〇 

轉摩 那修經 

(M.ii 

40)  51 

六淨經 

(M.  iii 

29)  8 

第 四 品 

口 

1 ロロ 

善士經 

(M.  iii 

37) 19 

八 一 

陶師經 

(M.ii 

45)  59 

—— 四 

應習不 應習經 

(M.  iii 

45)  31 
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タ介/ ife 

nVI  iii 

V^l'X >  ill 

fin 
u り 

56 
\j  \j 

ノし 

人 ノヽ! ^fe 

y 丄 V 上. 

111 LtO  1  )   4 丄 tJ 

V^iVX.  Ill 

リ u  ノ 

\j リ 

1 丄 V 丄 • 

III    L クリ ) 

 .4- 

し 

入 lia  r  ®i 

丄"， ill 

71、 
' リ 

79 

一 irr _ . 
XL 

乞食 淸淨經 

(M. 

111      LiUO  J  'i^U 

—— 八 

入 出 息念經 

nVT  iii 

丄 111 

78、 
•  o ソ 

OO 

XL _ . 

根 修習經 

(M. 

iii  2Q8^  AS'? 

ill      l^sJkj  ノ  ^\J\J 

— "九 

身 行念經 

、丄 VI. Ill 

5^ 只ヽ 

1/0 

第 12 卷 

一二 〇 

行生經 

い V 丄. Ill 

UU  J 

1 1 9 

相 應部經 典 一 

Samyutta-nikaya 

キ； s 敏第毫 

亦？ a 哲吾靜 

^ ~ -PR     k  ロロ 

有偈扁 

空小經 

(M.  iii 

1 n  <i ヽ 

丄丄 y 

第一 諸 天相應 〔S 1 1-81) 

； 1 
に 1 丄ソ  丄 

空大經 

(M.  iii 

丄り y ジ 

1 07 

丄ビ / 

笛 一 

甚 口 

年 PO 

、丄ゾ 丄 

希有 未曾有 法經 

33^  (TIL 

n ヽ 1 
V 丄ソ 丄 

CM.  iii 

1 1 

丄 A  0 ソ 

丄 

解膨 

ジ ム 

—二 四 

薄 拘羅經 

(M.  iii 

丄 1^  4  ノ 

丄4 ひ 

三 

導かる る も の 

ぃノ  ひ 

—二 五 

調 御地經 

(M.  iii 

198^ 
丄ム <j  ノ 

丄リ i 

rrn 

時 は 過ぎ行く 

~ -  —1— 

一一/、 

浮彌經 

CM.  iii 

"HS ヽ 

丄 vJ«J  ノ 

丄リ o 

-T- 

XL 

幾何 を斷 ぜん 

一二 七 

阿 那律經 

(M.  iii 

1 A  A  \ 
丄^ 4^  J 

丄 i  y 

_i  * 

/ ヽ 

不眠 

に 0 ノ  ^ 

一二 八 

隨 煩悩 經 

(M.  iii 

1 c:o\ 
丄 J 

丄 3U 

七 

不 了知 

んバヽ S 
に 4 ノ ひ 

一二 九 

賢愚 經 

(M.  iii 

0f\7 

八 

に 4 ソ 0 

一三 〇 

天使 經 

(M.  iii 

丄 /  5 ジ 

九 

慢の欲 

ひヽ 5 
に" ^ 

第 四 品 分別 品 

— 〇 

森に 住みて 

、リソ 0 

一夜 賢者 經 

CM.  iii 

丄 0 ' ソ 

第一 

歡喜園 品 

(S.i  5)  7 

阿難 一夜 賢者 經 

歡喜園 

(5)  7 

CM.  iii 

丄 （ji7  J 

丄 

 . 

歡ぶ 

(6)  8 

大 迦旃延 一夜 賢者 經 

 * 

子に 等しき ものな し （6)  8 

(M.  iii 

1 ヽ 

丄 y ビ ； 

ZOO 

—四 

刹 帝' 利 

(6)  9 

一三 四 

盧 夷强耆 一夜 賢者 經 

一 ii 

大林鳴 りつつ 

(7)  9 

(M.  iii 

丄 づ1?  J 

一 フヽ 

睡眠， 懶惰 

(7)  9 

一三 五 

小 業 分別 經 

(M.  iii 

97c: 

一七 

作し 難し 

(7) 10 

一 ニハ 

大業 分別 經 

(M.  iii 

ム 

一八 

惭 

(7) 10 

—三 七 

六處 分別 經 

(M.  iii 

丄！^  ノ 

一九 

茅屋 

(8) 11 

一三 八 

總說 分別 經 

(M.  iii 

99 れ 

二 〇 

三彌提 

(8) 11 

一三 九 

無 諍 分別 經 

(M.  iii 

230、） 

C*\J\J  ノ 

319 

第三 

劍品 

(S.i 13) 18 

一四 〇 

界 分別 經 

(M.  iii 

^0  t  J 

QQO 

OOl, 

劍に 依りて 

(13) 18 

—四 一 

諦 分別 經 

(M.  iii 

Z4o  ) 

胃る る 

(13) 19 

一四 二 

施 分別 經 

(M.  iii 

Zoo  ) 

OOD 

纏 縫 

(13) 19 

ロロ  ―, 

'ヽ 口 

二 四 

心の 制止 

(14)  20 

一四 三 

敎給 孤獨經 

(M.  iii 

^OO  ) 

ODD 

二 五 

阿羅漢 

(14)  20 

一四 四 

敎 閥陀經 

CM.  iii 

263) 

374 

― —し 
― ハ 

光明 

(15)  21 

—四 五 

敎富 樓那經 

(M.  iii 

267) 

380 

二 七 

流れ 

(15)  22 

一四 六 

教難 陀迦經 

(M.  iii 

270) 

385 

二八 

大富 

(15)  22 

一四 七 

敎羅 羅小經 （M.  iii 

277) 

400 

二 九 

四 輪 

(16)  23 

一四 八 

六六經 

(M.  iii 

280) 

404 

三 〇 

蓮 鹿の 轉 

ri6)  23 
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第 四 

サ トウ ッラパ 天 群 品 

六 七 繼 がる 

(40) 

57 

(S. 

i 16) 

24 

六 八 閉ぢ 込めら る 

(40) 

58 

善人と 共に 

(16) 

24 

六 九 欲望 

(40) 

58 

ニー 

IKTT  _ 

徑貪 

(18) 

26 

七 〇 世間 

(41) 

58 

ニニ 

善い 哉 

(20) 

28 

第 八 斷品 

CS. 

i  41) 

59 

三 四 

あらす 

(22) 

31 

七 一 殺して 

(41) 

59 

三 五 

嫌 M 犬 

(23) 

33 

七 二 車 

(41) 

60 

— •    1  - 

f 一- 

fa 

(25) 

35 

七三 富 

(42) 

60 

三 七 

會 

(26) 

36 

七 四 雨 

(42) 

60 

三 八 

岩の 破片 

(27) 

37 

七 五 恐 1 布 

(42) 

61 

三 九 

雲 天の 姬 （其 一） 

(29) 

40 

七 六 不老 

(43； 

61 

四 〇 

雲 天の 姫 し 其 二） 

(30) 

41 

七 七 主 

(43) 

62 

第五 燃燒品 

(s. 

i  31) 

42 

七 八 欲 愛 

(44) 

63 

四 一 

燃えつつ 

(31) 

43 

七 九 食 

(44) 

63 

四 二 

1 口 j を與 へて 

(32) 

44 

八 〇 光炎 

(44) 

64 

四 三 

食 

(32) 

44 

八 一 無 諍 

(44) 

65 

四 四 

一 根 

(32) 

45 

第二 天子 相應 〔S2 1〜 

30)CS. 

i  46) 

77 

四 五 

兀さ人 

(33) 

45 

OK  _ .      ^  一  口 

(46) 

77 

四 六 

天女 

(33) 

45 

一 迦葉 （其 一） 

(46) 

77 

四 七 

植林 

(33) 

46 

二 迪葉 （其 二） 

(46) 

78 

四 八 

祇園 

(33) 

46 

三 摩 怯 

(47) 

78 

四 九 

徑貪 

(34) 

47 

四 摩揭陀 

(47) 

79 

五 〇 

陶師 

(35) 

49 

五 陀摩利 

(47) 

79 

ギ 口 

先 Z ヽ 七 口 R 

(s. 

i  36) 

51 

六 迦摩陀 

(48) 

80 

五一 

老 

(36) 

51 

七 般闍 羅旃陀 

(48) 

81 

五 二 

不老に 依りて 

(36) 

51 

八 多耶那 

(49) 

82 

五三 

友 

(37) 

52 

九 月 天子 

(50) 

84 

五 四 

支持 

(37) 

52 

一 〇 日 天子 

(51) 

85 

五 五 

生 因 （其 一） 

(37) 

53 

第二 給 孤獨品 

(S. 

i  51) 

87 

J1/ ヽ 

生 因 （其 二） 

(37) 

53 

一一 月 自在 

(51) 

87 

五 七 

生 因 （其 三） 

(38) 

53 

一二 昆紐 

(52) 

88 

五八 

非道 

(38) 

54 

一三 提 伽羅 低 

(52) 

88 

五 九 

伴 

(38) 

54 

一四 難陀那 天子 

(52) 

89 

六 〇 

詩人 

(38) 

54 

一 五 栴檀 

(53) 

89 

第 七 勝 品 

(S.i  39) 

55 

一六 須達多 

(53) 

90 

„■ !_ 

名 

(39) 

55 

一七 須梵 

(53) 

90 

t  -  ~ - 
ノヽ _ - 

心 

(39) 

56 

一八 覺陀 

(54) 

91 

■  -  ~ - 
ハニ 

渴愛 

(39) 

56 

一九 優 多羅 

(54) 

92 

六 四 

(39) 

56 

二 〇 給孤獨 

(55) 

93 

六： i 

縛 

(39) 

57 

第三 種種 外道 品 

(S.i  56) 

95 

' - ' - 
ノ ヽノヽ 

窘迫 

(40) 

57 

ニー  濕婆 

(56) 

95 
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ニニ 差 摩 

な 7ヽ 
ゆり 

Q7 

第 四 

惡 魔相應 0  4 1〜 

0  r  ^ 

25J 

一二 世埋 

な 7、 
ゆり 

1 \\)6) 1/0 

― rrn  n^infZ 
― 四 陶師 

な n ヽ 

丄 上 

Aft- 
第一 

/lA-  口 
«  一  口口 

/"I  n ゥヽ 1 *7C 
(^丄 Utj ク 丄 

— i. チャン トウ 

Col) 

古 菜 

(^丄 U«3 ジ 丄 fO' 

—ハ 赤 4 

(61) 

104 

 * 

家 

に丄 U3 ジ 丄// 

一七 難 

(62) 

淨 

(^丄 U4 ジ 丄 /8 

一 J\ 難提 昆舍羅 

パ/?  ヽ 

(63) 

107 

rrn 
四 

trr  rbv    r  -+4-  ヽ 

係 蹄 （其 一） 

一九 須尸摩 

/^^； ゥヽ 

(63) 

107 

五 

係 蹄 （其—） 

,1 八に ヽ 1 0 八 

( 丄 iii) リ 

二。 種種の 外； llg 巾 

Coo; 

丄丄ひ 

」— 
ノ ヽ 

蛇 

( 上 lib  ) 丄 ^5 丄 

二    TRjf^if /mtHB し。 d 丄 

1 

し 
七 

睡眠 

(丄 り/) 丄 

ゆ. 

1 DCS  J 

丄丄？ 5 

八 

歡"^ 

し丄 り/ ) 丄 oO- 
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— •    1 - 

二/、 

(175)  256 

一二 死後 

(222)  324 

三 七 

沙門 婆羅門 （其 

— ) (175)  256 

一三 像 法 

(223)  326 

三 八 

沙門 婆羅門 （其. 

二） （176)  257 

第 六 利得と 供養 相應 

〔S 17 1〜43〕 

三 九 

沙門 婆羅門 （其. 

三） （176)  258 

(S.  ii  225)  331 

： 四 無始 相應 〔S 15 1 〜： 

20〕 

楚— - P 
»  PO 

(225)  331 

(S.ii  178)  261 

一 恐ろし 

(225)  331 

笛 一 口 

(178)  261 

二 鉤針 

(226)  331 

一 薪 草 

(178)  261 

二 

(226)  333 

二 地 

(179)  262 

四 長 毛 

(228)  334 

三 淚 

(179)  263 

五 糞蟲 

(228)  335 

四 乳 

(180)  265 

/ヽ @1 電 

(229)  337 

五 山 

(181) 266 

七 毒 を 含める 

(229)  337 

六 芥子 

(182)  267 

八 財 

(230)  338 

七 聲聞 

(182)  268 

九 昆嵐風 

(231) 339 

八 恒河 

(183)  269 

一 〇 渴頌 ある 經 

(231) 340 

九 杖 

(184)  270 

笛— 口 

(S.ii  233)  341 

( 22  ) 


iot0PilPl> しさ】 パ丄 上〜 4 ん bliU 〜ピ i^,  biyi〜i^i，  bAJlJ 

鉢 （其 一） 

(233) 

341 

—二  m 

tic) 上ソ O  1  Li 

鉢 （其 二） 

(233) 

342 

"四 脚 

にム J    Ot  6 

一三〜 二 〇 金琼' 

〜地方の 

― ix ズ 

i^oci X  070 
ジ 0  /  Z 

美人 

(233) 

343 

一/、 想 

/"O  C 1 ヽ Q70 
に ■iiblj  O/Z 

第二  口  口 

(S. 

ii  234) 

344 

一七 s 

,0  c 1 \  070 

に 2t)JJ  oiZ 

― ~ - 

女 

(234) 

344 

—八 變 

(^i) 丄ジ o/o 



美人 

(235) 

345 

4-,  m 

一九 界 

ET 1 ヽ *5 マ *3 

(zolj  0/0 

― 二 

子 

(235) 

345 

一 ◦  M 

(252)  o7o 

二 四 

一女 

(236) 

347 

~ ■  /お 

一一 使 

(252)  676 

二 五 

沙門 婆羅門 

(其 一） 

(236) 

348 

 . ;iS 離 

(zoo}  o74 

~ •    ■ - 

一 ハ 

沙門 婆羅門 

(其 二） 

(237) 

348 

m ノ、  ^^jj^^fsts し；^ ly 

丄〜 丄」 

二 七 

沙門 婆羅門 

(其 三） 

(237) 

349 

Co. 11 Zoi)  617 

二八 

皮 

(237) 

349 

口 

弟— ロロ 

(254}  611 

二 九 

紐 

(238) 

350 

一 骨 鎖 

/"ex に/ (ヽ oil 

リ 61 1 

三 〇 

比丘 

(238) 

351 

― 居屮有 

第 四 品 

(S. 

ii  239) 

352 

一  + 由し -i^ 白 ^=h^ 

二  一瑰と 烏 者 

截れり 

(239) 

352 

四 ゾ胃" き %ギ 有 

,0 に ヽ ゥ on 

K^lDK) )  OOU 

根 

(240) 

352 

±L      ノ  J の 居 猪 者 

/"O に 7 ヽ ゥ OA 

Q^o/ )  ooU 

法 

(240) 

353 

ハ 力の 獵師 

三 四 

白 

(240) 

353 

七 天の 裁き 

三 五 

去りて 

(241) 

354 

八 針の isg 帥 

y^lOi )  ool 

— *  一  J  - 

二/、 

車 

(242) 

356 

7L  果 

三 七 

母 

(242) 

357 

— 〇 腐敗せ る 判官 

(258)  381 

三 八〜 四 三 父 • 兄 弟* 姉妹 

资一 口 

お —— OP 

(S.ii  259)  382 

子 • 娘* 妻 

(243) 

358 

—一 坑に 沈める 不義 者 （259)  382 

第 七 羅喉 羅相應 〔S 18 1〜22〕  一二 糞 を 喰 ふ 邪悪の 婆羅 


(S.  ii  244) 

361 

門 

(259)  382 

•  口 

(244) 

361 

一三 皮膚 を剝 がれし 女 一 

一 眼 

(244) 

361 

姦婦 

(259)  383 

二 色 

(245) 

363 

一四 醜女 卜占 女 

(260)  383 

三 識 

(246) 

364 

一 五 炙らる る 女， 仲間の 

四 觸 

(246) 

365 

一人に 炭火 を投ぐ 

(260)  384 

五 受 

(247) 

365 

一六 斷頭， 司獄 

(260)  384 

六 想 

(247) 

366 

一七 比丘 

(260)  384 

七 思 

(247) 

367 

一八 比丘尼 

(261) 385 

八 愛 

(248) 

367 

一九 式 叉摩那 

(261) 385 

九 界 

(248) 

368 

二 〇 沙彌 

(261) 385 

一 〇 蘊 

(249) 

368 

ニー  沙彌尼 

(261) 386 

一 m 

(S.  ii  249) 

369 

第 九 譬喩 相應 〔S  20 1〜12〕 

一一 眼 

(249) 

370 

(S. 

ii  262)  389 

一二 色 

(250) 

371 

一 棟 

r262)  389 

( 23  ) 
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一 

爪 頭 

(263) 

389 

一 〇 

過去 • 未 來* 現在 （二 

.) (19) 

30 

二 

家 

(263) 

390 

過去 • 未 來《 現在 （三 

.) (20) 

31 

四 

釜 

(264) 

391 

第二 無常 品 

(S. 

iii  21) 

32 

五 

刃 

(265) 

392 

一 —— 

無常 

(21) 

32 

ノ ヽ 

弓術 師 

(265) 

393 

~ ■ ― 

苦 

(21) 

33 

七 

鼓輻 

(266) 

394 

一四 

無我 

(21) 

33 

八 

藁 

(267) 

395 

一 五 

無常なる もの （ 

— ) 

(22) 

33 

九 

象 

(268) 

397 

無常なる もの （ 

二） 

(22) 

34 

一 〇 猫 

(270) 

399 

一七 

無常なる もの （ 

三） 

(22) 

35 

一 豺 （其 一） 

(271) 

400 

一八 

因 （一） 

(23) 

35 

二 豺 （其 二） 

(272) 

401 

一九 

因 （二） 

(23) 

36 

第 十 比丘 相應 〔S  21 1〜 

12〕 

二 〇 

因 （三） 

(24) 

37 

(S 

ii  273) 

404 

阿難 

(24) 

38 

拘離多 

(273) 

404 

第三 重擔品 

(S. 

iii  25) 

39 

優 波低沙 

(274) 

405 

重擔 

(25) 

40 

瓮 

(275) 

406 

遍智 

(26) 

41 

四 

年少 

(277) 

409 

二 四 

遍智 （證 知） 

(26) 

42 

五 

善 生 

(278) 

411 

二 五 

欲 貪 

(27) 

43 

-1- 
ハ 

拔提 

(279) 

413 

~~ ■  — J  . 
― ハ 

味 （一） 

(27) 

44 

七 

毘舍怯 

(280) 

414 

二 七 

味 （二） 

(29) 

45 

八 

難陀 

(281) 

416 

二八 

味 （三） 

(29) 

47 

九 

低沙 

(281) 

417 

二 九 

歡喜 

(31) 

49 

一 〇 長老と 名づ くる 

(282) 

418 

三 〇 

生 

(31) 

50 

一 劫賓那 

(284) 

420 

痛 根 . 

(32) 

50 

二 僚友 

(285) 

422 

壞法 

(32) 

51 

第 14 卷 

第 四 非 汝所應 法 品 

(S. 

iii  33) 

53 

相 應部經 典 

渡邊 照宏譯 

非 汝所應 法 （一 

) 

(33) 

53 

撻度篇 

三 四 

非 汝所應 法 （二 

) 

(34) 

54 

第一 

蘊相應 〔S  22 1〜158〕 

三 五 

比丘 （一） 

(34) 

55 

(S.1 

ii 1) 

— - 1  - 
ニハ 

比丘 （二） 

(36) 

58 

第一 ' 

S 本 五十 經 

(1) 

三 七 

阿難 （一） 

(37) 

60 

第一 

那拘羅 父 品 

(1) 

三 八 

阿難 （二） 

(38) 

61 

那拘羅 父 

(1) 

三 九 

隨法 （一） 

(40) 

63 

天 現 

(5) 

四 〇 

隨法 （二） 

(41) 

64 

訶梨 （一） 

(9) 

13 

四 一 

隨法 （三） 

(41) 

64 

四 

訶梨 （二） 

(12) 

19 

四 二 

隨法 （四） 

(41) 

65 

五 

ニ昧 

(13) 

20 

第五 

自洲品 

(S. 

iii  42) 

66 

六 

宴默 

(15) 

23 

四 三 

自洲 

(42) 

66 

七 

取 著 恐懼 （一） 

(15) 

24 

四 四 

道 

(43) 

68 

八 

取 著 恐懼 （二） 

(18) 

27 

四 五 

無常 （一） 

(44) 

70 

九 

過去 • 未 來《 現在 （ 

一） 

(19) 

29 

四 六 

無常 （二） 

(45) 

71 

( 24  ) 
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(― I し 

、せ U  ノ 

72 

八 二     [M 雜 

no い 167 

上 \J リノ  XVI 

uu 八 

根 

CAT) 

74 

八 cm  全 

riOfi^ 169 
J 丄リ */ 

M  ノ し 

種 >W-  /JIJ  V 

ン 

"8、 

い 0 ノ 

75 

riOQ^ 173 

、丄リ */ ノ       X.  %  KJ 

五 〇 

輸屢那 （二 

ヽ 
ノ 

、ひ V ノ 

79 

八 六 IM 效羅 RS" 

183 

に 丄丄リ ノ 丄リ *j 

五一 

喜盡 （一） 

乂  丄ノ 

80 

/  \  i-i           MM  j>K 

niQ") 188 

五 二 

喜盡 （二） 

V ひ 1 ノ 

81 

ノ乂  /  乂      h'nj  ififiuX,  m 

ri24') 196 

第二 中 五十 經 

(S  iii  53^ 

83 

nfl 芸麼 

ノゝノ し  ZH, 

C126)  200 

第一 封滯品 

乂リ ノ 

83 

力 O 閽 R 它 

ノ し 1^  ru. 

(132)  207 

五三 

封 滞 

ノ 

83 

f[ 一  羅喉雜 (―) 

(135)  212 

五 四 

種子 

84 

力 一 羅 [候羅 r-) 

ノし — •  ？ PBi PIA  '|>^    、 — >ノ 

(136)  213 

五 五 

優陀那 

V ひひ ノ 

87 

CS 

乂" 

に 

五六 

取轉 

f  58、 

V リ u ノ 

99 

力 二 河流 

ノ し  InJ  i/f L 

(137)  215 

五 七 

七處 

丄ノ 

96 

力 四 華 f ±»移） 

ノし [_n      -4-   乂  ノ 

(138)  216 

五八 

等覺者 

V^Ud ソ 

Iflo 

丄 

ノ し -L-L       I  Ca  <-4** 

(140)  219 

五 九 

五 群 比丘 

に VJU ソ 

104 

チ 半毫 
ノ し/ ヽ  一 

(143)  224 

六 〇 

摩訶利 

に 00 ソ 

ノし u      ノ IVJ^R 

(147)  230 

」 一 

熾然 

广 71ヽ 
に ' 丄ソ 

1 1 1 
1 丄丄 

九 八 淸淨 （海） 

(149)  233 

言路 

V  , 丄ソ 

1 1 1 
丄丄丄 

九九 繁繩 （一） 

(149)  234 

第二 阿羅漢 品 

rs  iii IV) 

\  0,  ill     1 リノ 

丄丄 》■/ 

一 〇〇 繁繩 （二） 

(151) 236 

' - — * 
ハニ 

取 

に， 0 ン 

1 1 c; 

丄 丄 

一 〇 一 手斧の 柄 （船舶) 

(152)  238 

六 四 

\  *  4  ノ 

丄丄 （J 

一 〇 二 無常 性 （想） 

(155)  242 

六 五 

歡喜 

V  '  0 ソ 

1 1Q 
丄上 》> 

第三 後 五十 經 

(S. 

iii  157)  245 

t  - ュ- 
/ ヽ/ ヽ 

無常 

い、 リ 

120 
丄" リ 

第一 邊品 

(157)  245 

六 七 

苦 

い 1  ノ 

121 

一 〇 三 邊 

(157)  246 

六 八 

無我 

(11 ヽ 

V  1  1 ソ 

123 

一 〇 四 苦 

(158)  247 

六 九 

非 自所應 

V  '  U  ノ 

124 
丄ム 1 

一 〇 五 有 身 

(159)  247 

七 〇 

所 染止住 

V  ' つ 

125 

一 〇 六 所遍知 

(159)  248 

七 一 

羅陀 

126 

一 〇 七 沙門 （一） 

(160)  249 

七 二 

修羅 陀 

\^ou ソ 

197 

■L ム 1 

一 〇 八 沙門 （二） 

(160)  250 

第三 所 食品 

(S  iii  81、 

129 

一 〇 九 預流 

(160)  251 

七三 

味 

V^U 丄ノ 

120 

一一 〇 阿羅漢 

(161) 251 

七 四 

集 （一） 

ムソ 

no 

 欲 貪 （一） 

(161) 252 

七 五 

集 （二） 

に o ムソ 

1 '^0 

丄リ V/ 

一一 二 欲 貪 （二） 

(161) 252 

七 六 

阿羅漢 （一 

-、 

ノ 

乂  u ムノ 

131 

第二 說法品 

(S. 

CM 

CM 

七 七 

阿羅漢 （二 

- ノ 

(84) 

乂  ノ 

135 

一一 三 無明 （比丘） 

(162)  253 

七 八 

師子 （一） 

乂  Ot:  ノ 

丄リリ 

一" "四 明 

(163)  254 

七 九 

師子 （二） 

丄 》j6 

一一 五 說法者 （一） 

(163)  255 

八 〇 

乞食 

ん A 1 ヽ 

(91) 

丄 4t) 

一一 六 說法者 （二） 

(164)  256 

八 一 

波陀 聚落 

(94) 

152 

一一 七 縛 

(164)  257 

八 二 

滿月 

(100) 

159 

一一 八 解脱 （一） 

(165)  258 

第 四 - 

Be セロロ 

(S.  iii  105) 

167 

一一 九 解脱 （二） 

ひ 66)  259 

( 25  ) 
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一二 〇 

(166) 

260 

一 五八 阿難 

(187)  294 

 .  ―  . 

取 

(167) 

261 

第二 羅 陀相應 〔S  23 1 

-46] 

戒 

(167) 

262 

(S. 

iii  188)  297 

有 聞 

(169) 

264 

(188)  297 

一二 四 

劫 波 （一） 

(169) 

264 

一 魔 

(188)  297 

一二 五 

劫 波 （二） 

(170) 

265 

二 衆生 

(189)  299 

第三 無明 品  （S. 

iii 170) 

267 

三 有 綱 （有 辋） 

(190)  300 

~ •   .1  - 

― _ ヽ、 

集 法 （一） 

(170) 

267 

四 所遍知 

(191) 301 

一二 七 

集 法 （二） 

(172) 

269 

五 沙門 （一） 

(191) 302 

一二 八 

集 法 （三） 

(173) 

270 

六 沙門 （二） 

(192)  303 

一二 九 

味 （一） 

(173) 

271 

七 預流 

(192)  303 

一三 〇 

味 （二） 

(173) 

271 

八 阿羅漢 

(193)  304 

集 （一） 

(174) 

272 

九 欲 貪 （一） 

(193)  304 

集 （二） 

(174) 

272 

一 〇 欲 貪 （二） 

(194)  305 

拘稀羅 （一） 

(175) 

273 

• ^—口 

~ "ロロ 

CS. 

iii  195)  306 

一三 四 

拘締羅 （二） 

(175) 

274 

 魔 

(195)  306 

一三 五 

拘稀羅 （三） 

(176) 

275 

一二 魔法 

(195)  307 

第 四 煻煨品  （S. 

iii  177) 

277 

一三 無常 （一） 

(195)  308 

— *  _|  - 

^ '二/ ヽ 

チ5 煨 

(177) 

277 

一四 無常 （二） 

(195)  308 

一三 七 

無常 （一） 

(177) 

278 

一 五 苦 （一） 

(196)  308 

一三 八 

無常 （二） 

(178) 

278 

一六 苦 （二） 

(196)  309 

一三 九 

無常 （三） 

(178) 

279 

一七 無我 （一） 

(196)  309 

一四 〇 

苦 （一） 

(178) 

279 

一八 無我 （二） 

(196)  310 

一四 一 

苦 （二） 

(178) 

279 

一九 盡法 - 

(197)  310 

一四 二 

苦 （三） 

(178) 

279 

二 〇 壊 法 

(197)  311 

一四 三 

無我 （一） 

(178) 

280 

ニー  集 

(197)  311 

一四 四 

無我 （二） 

(178) 

280 

ニニ 滅法 

(197)  312 

一四 五 

無我 （三） 

(178) 

280 

第三 所 問 品 

(S. 

iii  198)  313 

一四 六 

善 男子 *苦 （一) 

(179) 

280 

二三 魔 

(198)  313 

一四 七 

善 男子 *苦 （二) 

(179) 

281 

二 四 魔法 

(198)  314 

一四 八 

善 男子 *苦 （三) 

(180) 

281 

二 五 無常 （一） 

(199)  314 

第五 見 品  （S. 

iii  180) 

282 

二 六 無常 （二） 

(199)  314 

一四 九 

內 

(180) 

283 

二 七 苦 （一） 

(199)  314 

一 五 〇 

我 所 

(181) 

284 

二八 苦 （二） 

(199)  314 

—五一 

我 

(182) 

286 

二 九 無我 （一） 

(199)  314 

一 五 二 

無我 所 

(183) 

288 

二 〇 無我 に） 

 >  V メ         ,  、"！ ヌ J  Aj     V  *  ノ 

(199)  314 

—五三 

邪 

に 10 サノ 

289 

1Z.  . 

 •  Trtt. 

r^QQ^  315 

一 五 四 

有 身 

(185) 

291 

ニー  m 

( lyy )  oio 

一 五 五 

我 

(185) 

292 

三 三 集 

(199)  315 

一： /く 

現 貪 （一 ） 

(186) 

293 

三 四 滅法 

(199)  315 

一 五 七 

現 貪 （二） 

(187) 

294 

第 四 待 坐 品 

(S. 

iii  200)  316 
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三 五 

魔 

(200)  316 

• ~~ • 」— 

魔法 

(200)  317 

三 七 

無常 （- 

-) 

(200)  317 

三 八 

無常 （二 

：) 

(200)  317 

三 九 

苦 （一） 

(201) 317 

四 〇 

苦 （二） 

(201) 317 

四 一 

無我 （一 

-) 

(201) 318 

四 二 

無我 （二 

0 

(201) 318 

四 三 

盡 

(201) 318 

四 四 

壞 

(201) 318 

四 五 

集 

(201) 318 

四 六 

滅法 

(201) 318 

第三 見相應 〔S  24 1〜96〕 


(S.iii  202)  320 

5^ 一  ロロ 

(202)  320 

一 風 

(202)  320 

二 我 所 

(203)  323 

二  J3c 

(204)  325 

四 無我 所 

(205)  327 

五 無 

(206)  328 

六 作 

(208)  331 

七 因 

(21(n  334 

八 （大） 1 

'ゝ          、ノ ゝノ      ノ  LJ 

r21D  336 

V   ^ 丄丄ノ        リ v  V 

九 世間 常 

(213)  339 

一 〇 ttf" 間： feE 党 

r2l4")  340 

—— 有邊 

(214)  342 

一二 無邊 

(215)  342 

一三 命卽身 

(215)  342 

一四 命身異 

(215)  343 

一 五 如來有 

(215)  343 

一六 如來無 

(215)  344 

一七 如來 有無 

(215)  344 

一八 如 來非有 非 無 

(216)  345 

第二 重說品 

(S.iii  217)  347 

5^ — 早 

(217)  347 

一九 風 

(217)  347 

二 〇 〜三五 

(218)  349 

三 六 非 有 非 無 

(218)  349 

第二 章 

(218)  350 

三 七 有色 我 

(218)  350 

三 八 無色 我 

(219.)  351 

( 27  ) 


三 九 

有色 無色 

1 リ 1      1 ハ、、 に ,J 

(219)  351 

四 〇 

非 有色 非 無色 

^    i        1  V 1 ' ノ 1 ハ、、 1  * 

(219)  351 

四 一 

一向 樂 

(219)  352 

四 二 

一向 苦 

(220)  352 

四 三 

樂苦 

(220)  352 

四 四 

非 苦非樂 

(220)  352 

5^  二 早 

(221 ^  355 

四 五 

〔風〕 

、'一-、 ン 

(221) 355 

四 六へ 

-六九 

(221) 356 

七 〇 

〔非 苦 非樂〕 

^  ノ  J     1—1 ゾ 1 ^、ン 

(222)  356 

第 四 章 

七 一 

〔風〕 

(222)  358 

七 二〜 

'九 五 

(223)  359 

九 六 

〔非 苦 非樂〕 

(223)  359 

第 四 入相 應 〔S  25 1~10〕 


(S.iii  225)  362 

一 眼 

(225)  362 

二 色 

(225)  363 

二     U ま 

(226)  364 

四 觸 

(226)  364 

C226^  3fi4 

に" リ ノ リ リ *± 

ナ 木目 

_し /CA 

(227)  365 

八 愛 

(227)  365 

九 界 

(227)  366 

一 〇 蘊 

(227)  366 

第五 生相應 〔S  26 1 

〜10〕 

(S.iii  228)  369 

一 眼 

(228)  369 

二 色 

(229)  369 

三 識 

(229)  370 

四 觸 

(230)  370 

五 受 

(230)  371 

六 想 

(230)  371 

七 思 

(230)  371 

八 愛 

(230)  372 

九 界 

(231) 372 

一 〇 蘊 

(231) 372 

第 六 煩悩 相應 〔S  27 

1-10] 

(S.iii  232)  374 

一 眼 

(232)  374 
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二 色 

(232)  374 

四〜 六 善惡業 （二〜 四） 

(247)  401 

三 識 

(232)  375 

七 〜一 六 布施 利益 （一） 

(248)  402 

(233)  375 

一七〜 四 六 布施 利益 （二 

五 受 

(233)  376 

〜四） 

(248)  402 

六 想 

(233)  376 

第 十 乾 達 婆相應 〔S  31 1〜112〕 

七 思 

(233)  377 

(S.iii  249)  405 

八 愛 

(234)  377 

一 品 類 

(249)  405 

九 界 

(234)  377 

二 善行 

(250)  405 

一 〇 蘊 

(234)  378 

三 施 者 （一） 

(250)  406 

• 舎利 弗相應 〔S  28 1 〜； 10〕 

四  二 施 者 （二  〇） 

(251) 407 

(S.iii  235)  380 

一三〜 ニニ 布施 利益 （一） 

(252)  408 

一 離 

(235)  380 

二三〜 一一 二 布施 利益 

二 無尋 

(236)  381 

(二〜 一 〇） 

(253)  409 

(236)  382 

第 十一 雲相應 〔S  32 1〜57〕 

四 捨 

(237)  383 

(S.iii  254)  411 

五 虚空 

(237)  383 

一 說示 

(254) "1 

ノヽ 識 

(237)  383 

二 善行 

(254)  411 

七 無 所有 處 

(237)  384 

三〜 ニニ 布施 利益 （一） 

(254)  412 

八 有 想 

(238)  384 

二三〜 五 二 布施 利益 （二 

九 滅 

(238)  384 

〜五） 

(255)  413 

一 〇 淨ロ 

(238)  385 

五三 寒 

(256)  414 

、 龍相應 〔S  29 1 

-50} 

五 四 熱 

(256)  414 

(S. 

iii  240)  389 

五 五 闇 

(256)  415 

一 品 類 

(240)  389 

五六 風 ' 

(256)  415 

二 妙 勝 

(240)  389 

五 七 雨 

(257)  416 

三 布薩 （一） 

(241) 390 

第 十二 婆搓 種相應 〔S  33 1~ 

55〕 

四 布薩 （二） 

(242)  391 

(S.iii  257)  418 

五 布薩 （三） 

(242)  391 

一 無知 （一） 

(257)  418 

六 布! if  (四） 

(242)  392 

二 無知 （二） 

(258)  419 

七 聞 （一） 

(243)  393 

三 無知 （三） 

(258)  420 

八 聞 （二） 

(243)  394 

四 無知 （四） 

(259)  420 

九 聞 （三） 

(244)  394 

五 無知 （五） 

(259)  421 

一 〇 聞 （四） 

(244)  395 

卞ヾ ^一 〇 不見 （ 一〜 五） 

(260)  422 

一一 〜二 〇 布施 利益 （一 

) (244)  396 

一一 ' ^一 五 不現觀 （ 一^ - 

ニー〜 五 〇 布施 利益 (： 

五） 

(260)  423 

〜四） 

(245)  396 

一六〜 二 〇 不了悟 （一〜 

1 金翅 鳥相應 〔s 

30 1〜46〕 

五） 

(261) 423 

(S 

iii  246)  399 

二  二 五 不通 達 （一〜 

一 品 類 

(246)  399 

五） 

(261) 424 

二 取 

(247)  399 

二 六〜 三 〇 不等 觀 （ 一 ~ - 

三 善惡業 （一） 

(247)  400 

五） 

(261) 424 
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ニー〜 二  77     :7Zl^M に一 〜 
. 〜 _ .XL      个 Rjfi 舰 、 

TO 六 frio —— 12^ 
kia ハ 1 J  '-^     つ 1  SSt 

r276)  452 

XL ソ 

(^261^  425 

Un +"〜 l7U"h  ； Fffe ― 

K-a  T_i          ノし 1 J  'xj 

r276)  453 

ニナ^ ^ era 门 7t;frffl  r ^ •〜 

五 〇 引發ー 〔恭敬〕 

(21^^  453 

1 リノ         *1 リリ 

(2^V)  425 

五 一〜 五 二      〔引發 一 

] 

r277)  454 

rrn 一 ^  rrn  ^     "TT^^  r _ •〜 
kiy         kiy  XL 个 守:^  、 

五三 恭敬 作 一 常 作 

('277)  454 

C26D  425 

、レリ 丄 ノ          «  w  »_/ 

五 四 恭敬 作 一 隨應作 

(277)  454 

[jTi 六〜 Trr~^ スミ F? 孩 ( ~ *〜 

五 五 常 作 一 隨應作 

(211 ヽ 454 

V  ，'ノ 

XL  ノ 

("262、  425 

第 15 卷 

^262")  4'^6 

K         \J  Lj  ノ        I  Vy 

相 應部經 典 四 

立 花 俊道譯 

五 二〜 五 四 不現見 （二〜 

/、も 扁 

四） 

(262)  426 

第一 六 處相應 〔S  35 1〜207〕 

五 五 不現見 （五） 

(262)  427 

CS  iv 1) 1 

乂  V_/， 1 V 丄ノ  丄 

十三 禪 定相應 〔S  34 1~55〕 

ぐお 今 ュ 1  口口 

(V) 1 

、丄ノ  丄 

(S.  iii  263)  429 

n ヽ 1 
に丄ソ 丄 

—— 二 te— 实革 

(263)  429 

一 4rf ゆ （^一 ヽ 

燕 吊、 J  r  3 

V 丄ノ 丄 

― f 卜 伴 

C264^  430 

一 r ー飞 內 
-    S に ソド 3 

に <^ノ  " 

二       1屮, 紀 

(265)  431 

_ -       ii^TX に ソ ド^ 

、ムノ ォ 

四 安樂 

(265)  432 

四 無常 （二） 外 

、ムノ 1 

五 所緣 

(266)  433 

五 苦 （二） 外 

(X\  5 
に リン リ 

六 行睹 

(266)  434 

六 無我 （二） 外 

に 0 ソ  U 

し コ 1  qX. 

C267^  435 

七 無常 （三） 內 

/乂 っ]^^^し丁广」 

\     *  ノ オリ リ 

八 苦 （三） 內 

兀 吊 ひ 

UO ソ flO  i 

九 無我 （三） 内 

一 u 隨應 

(^ZDOJ  400 

一 〇 無常 （四） 外 

rs^  9 
、リソ ひ 

一一 等 至 一止 住 

(269)  439 

一一 苦 （四） 外 

に o ソ 丄 V/ 

一二 等 至 一 出 起 

(269)  440 

一二 無我 （四） 外 

に ii 

一三 等 至 一 安樂 

(270)  441 

第二 雙雙品 

(S. IV  6) 12 

一四 等 至 一所 緣 

(270)  442 

一三 正覺 によりて 

(- 

り （6) 12 

一 五 等 至 一行 境 

(270)  443 

一四 正覺 によりて 

(二 

：) (8) 14 

一六 等 至 ー引發 

(271) 443 

—五 甘味に よりて 

(- 

- ) (8) 15 

一七 等 至 一恭 敬 

(271) 444 

一六 甘味に よりて 

C  二 

二）       （9) 16 

一八 等 至 一 常 作 

(271) 444 

一七 若しな かりせば （ 

-) (10) 18 

一九 等 至 ー隨應 

(271) 445 

一八 若しな かりせば （ 

二） （12)  20 

二 〇 止 住 一 出 起 

(272)  446 

一九 歡悦 によりて 

(- 

-) (13)  22 

二 一〜 二 七 止 住 一 安樂 一 

(273)  447 

二 〇 歡悦 によりて 

(- 

：) (13)  23 

二八 出 起 一 安樂 一 

(273)  448 

ニー    生起に よ り て 

C- 

-） （14)  23 

二 九〜 三 四 出 起 一 

(274)  449 

ニニ 生起に よりて 

C: 

二） ひ 4)  24 

三 五 安樂 一所 緣 

(275)  450 

第三 一切 品 

(S.iv 15)  25 

三 六 〜四 〇 安樂 一 

(275)  451 

二三 一切 

(15)  25 

四 一 所緣 一行 境 

(275)  451 

二 四 捨棄 （一） 

(15)  26 

四 二〜 四 五 所緣ー 

(276)  452 

二 五 捨棄 （二） 

(16)  27 
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― 1  - 

― ハ 

曉了  （一） 

(17) 

28 

六 四 

鹿 網 （二） 

(37)  60 

二 七 

曉了  （二） 

(18) 

30 

六 五 

三 彌離提 （一） 

(38)  62 

二八 

燃燒 

(19) 

32 

_J  L_ 

ノヽハ 

三 彌離提 （二） 

(39)  63 

二 九 

盲 闇 

(20) 

33 

六 七 

三 彌離提 （三） 

(39)  63 

三 〇 

適宜 

(21) 

35 

六 八 

三 彌離提 （四） 

(39)  64 

有驗 （一） 

(23) 

37 

六 九 

優 波先那 

(40)  64 

有驗 （二） 

(24) 

39 

七 〇 

優 波婆那 

(41) 66 

第 四 生 法 品 

(S. 

iv  26) 

43 

七 一 

六觸處 （一） 

(43)  69 

生 

(26) 

43 

七 二 

六觸處 （二） 

(44)  70 

三 四 

老 

(27) 

44 

七三 

六觸處 （三） 

(44)  71 

三 五 

病 

(27) 

44 

第三 

(S, 

iv  46)  73 

死 

(27) 

44 

七 四 

病 （一） 

(46)  73 

三 七 

(27) 

44 

七 五 

病 （二） 

(47)  77 

三 八 

污穢 

(27) 

45 

七 六 

羅陀 （一） 

(48)  78 

三 九 

破壞 

(28) 

45 

七 七 

羅陀 （二） 

(49)  79 

四 〇 

消 亡 

(28) 

45 

七 八 

羅陀 （三） 

(49)  79 

四 一 

生起 

(28) 

45 

七 九 

無明 （一） 

(49)  80 

四 二 

滅盡 

(28) 

45 

八 〇 

無明 （二） 

(50)  81 

第五 無常 品 

(S. 

iv  28) 

46 

八 一 

比丘 

(50)  82 

四 三 

無常 

(28) 

46 

八 二 

世間 

(52)  83 

四 四 

苦 

(28) 

46 

八 三 

頗 勒具那 

(52)  84 

四 五 

無我 

(28) 

46 

第 四 闡陀品 

(S. 

iv  53)  86 

四 六 

可 所 了解 

(29) 

46 

八 四 

壞敗 

(53)  86 

四 七 

可 所 知悉 

(29) 

46 

八 五 

空 - 

(54)  87 

四 八 

可 所捨棄 

(29) 

47 

八 六 

簡約 

(54)  88 

四 九 

可 所實證 

(29) 

47 

八 七 

闡陀 

(55)  91 

五 〇 

知 解而可 所曉了 

(29) 

47 

八 八 

富樓那 

(60)  97 

五一 

所累 

(29) 

47 

八 九 

婆醯迦 

(63) 103 

五 二 

所壓 

(29) 

47 

九 〇 

『力 著 （一） 

(64) 106 

.     _Zl 十 ロロ 

(S. 

iv  30) 

49 

九 一 

動 著 （二） 

(66) 108 

第一 無明 品 

(30) 

49 

九 二 

二 法 （一） 

(67) 110 

五三 

無明 

(30) 

49 

九 三 

二 法 （二） 

(67)  111 

五 四 

磐 縛 （一） 

(31) 

50 

第五 棄捨品 

CS. 

iv  70) 114 

五 五 

紫 縛 （二） 

(31) 

51 

九 四 

所攝取 （一） 

(70) 114 

i ハ, 

五 七 諸 漏 （一， 

二） 

(32) 

51 

九 五 

所攝取 （二） 

(72)  117 

五八， 

五 九 隨眠 （一， 

二） 

(32) 

52 

九 六 

退 

(76) 122 

六 〇 

曉了 

('32') 
v> ^ニノ 

52 

九 七 

不 放逸 住 者 

C781 125 

、攀 リノ       X  u 

ハ ― 

了 悟 

ん 33 ヽ 
(^cJ ひノ 

CO 

Oo 

九 八 

攝 nfe 

yi^J 丄 ^0 

— .1  一 ~ - 
ハ _ . 

了 悟 

(34) 

54 

九九 

三昧 

(80) 128 

第二 鹿 網 品 

(S. 

iv  35) 

57 

一 〇〇 獨想 

(80) 129 

_1— ~ * 
ハニ 

鹿 網 （一） 

(35) 

57 

一 〇— 

-  > き 汝等有 （一) 

(81) 130 
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- 〇 二 

非 汝等有 （二 

二） 

(82) 

132 

- 〇 三 

優陀羅 

(83) 

133 

二 

(S.iv  85) 

136 

第- 

一 女个, 3  ^BO 

(85) 

136 

- 〇 四 

安穩者 

(85) 

136 

- 〇 五 

執 取 

z  o  「ヽ 

(85) 

138 

- 〇 六 

苦 

(86) 

139 

- 〇 七 

世間 

(87) 

141 

一 〇 八 

勝 

(88) 

142 

- 〇 九 

繁縛 

(89) 

144 

—一 〇 

執 取 

(89) 

145 

了知 （一） 

(89) 

145 

了知 し 二） 

(90) 

146 

侍 聞 

(90) 

146 

二 世間 欲 類 品 

(S.  iv  91) 

149 

 ■ 四 

魔 索 (一 ) 

(91) 

149 

一 ~ •  -n. 

魔 索 (ニソ 

(92) 

150 

 ハ 

世間 欲 類 （- 

一） 

(93) 

151 

一一 七 

世間 欲 類 （」 

二） 

(97) 

158 

—— 八 

帝釋 

(101) 

164 

一一 九 

五 結 乾 闥婆子 

(103) 

166 

一二 〇 

舍利弗 

(103) 

167 

羅喉羅 

(105) 

169 

繁縛 

(107) 

174 

取 執 

(108) 

175 

第 

三 居士 品 

(S.iv  109) 

176 

一二 四 

昆舍離 

(109) 

176 

一二 五 

伐 地 

(110) 

178 

一 _ ■  ノヽ 

那爛陀 

(110) 

179 

一二 七 

婆 羅陀闍 

(110) 

180 

一二 八 

須那 

(113) 

183 

一二 九 

瞿史羅 

(113) 

184 

一三 〇 

訶梨 提迦尼 

(115) 

185 

ナク ラビ タ 

(116) 

187 

—  * 

魯醯遮 

(116) 

188 

毘紐 迦麻延 婆羅門 

尼 

ひ 21) 

194 

第 四 提婆 陀訶品 

(S.iv  124) 

199 

一三 四 

提 婆陀訶 

(124) 

199 

一三 五 

執著 

(126) 

201 

~~ *   _t  . 
—ニノ、 

不 執著 

(126) 

202 

一三 七 

悪意 者 （一） 

パ 1O0 ヽ one 
、丄 28 ク ZUD 

一三 八 

惡意者 、一） 

に丄 ジ <iUo 

一三 九 

內の因 （一） 

( i^y )  zu/ 

一四 〇 

內の因 レー） 

〔丄 ジ ZU/ 

一四 一 

內の因 （二） 

に丄 ビ UO 

一四 二 

外の 因 （一） 

( loi ) zuy 

一四 三 

外の 因 （二） 

(131) 209 

一四 四 

外の 因 （三） 

(131) 210 

第五 新 古 品 

(S.iv  132)  211 

一四 五 

業 

(132)  211 

一四 六 

有驗 （一） 

(133)  213 

一四 七 

有驗 （二） 

(1.14)  213 

—四 八 

有驗 （三） 

(134)  214 

一四 九 

有驗 （四） 

(135)  214 

一 五 〇 

内住 

(136)  216 

一 五一 

何功德 

(138)  219 

一 五 二 

因由 あ り や 

(138)  221 

一 五三 

諸 根 

(140)  223 

一 五 四 

說法者 

(141) 224 

第 四 五十 品 

(S.iv  142)  226 

第一 悦喜 消盡品 

(142)  226 

一 五 五 

悦 喜消盡 （- 

-) 

(142)  226 

一 五六 

悦 喜消盡 r; 二 

二） 

(142)  227 

一 五 七 

悦 喜消盡 （三 

三） 

(143)  227 

一 五八 

悦 喜消盡 （四） 

(143)  228 

一 五 九 

耆婆 菴羅林 （一） 

(144)  229 

一六 〇 

耆婆 菴羅林 （二） 

(144)  230 

t  - 

― ノヽ ~ * 

拘 瑟他迦 （- 

-） 

(145)  231 

」 - ~ - 

拘 瑟他迦 （二 

二） 

(146)  232 

一 1 一  — - 
—/、二 

拘 瑟他迦 （ョ 

三） 

(146)  233 

一六 四 

邪見 

(147)  234 

― ノヽ： tL 

己 身 見 

(147)  235 

_ し , 1 - 
ノヽ /ヽ 

我 

(148)  235 

第二 六十 乃至 廣說 〔品 

3 (S.iv  148)  237 

一六 七 

欲念に て （- 

-） 

(148)  237 

欲念に て （二 

二） 

(149)  237 

欲念に て （ョ 

三） 

(149)  238 

—六 八 

欲念に て （四， 五， 

六） 

(149)  238 

一六 九 

欲念に て （七， 八, 

九） 

(150)  239 
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し 

^？^今にて ( 一 C\ 
tj\'c!、ti し レ に  ^> 

—八 八 

y-* 广―ヽ 

(158)  253 

， 一 ) 

し丄 0 りジ 

—八 九 

漁夫 

(^丄 38)  254 

匚 

—九 U 

乳樹 にて 

ClSy)  256 

― rjn     一 Tjip ヽ 

、丄 ジ 

—九 一 

拘稀羅 

に io2)  259 

n  

2、 （こ c に —— ノヽ, 

一九 一 

>in  r-T?  VT^ 

^摩 浮 

(165)  262 

xr»    "ゾ、 ゾ 

に丄 0 丄ジ 

ウイ 1 

_L,   • 

—几 二 

tet  Titr 

優 トヒ劳 

(166)  263 

 t-zr 

 L  二 

土  iTT    ( -ヽ 
3l3lit^ に に ジ 

に 上 ひ丄ジ 

一 7L 四 

燃 境に て 

QlDO )  Zoo 

に丄 i)l ソ 

—九 五 

キ足喻 c— 

過去 （こて C_ 二 J 

ひ t)" 

0  AO 

—九ハ 

手足 喻 （一 

レ rm 

過去に て C 四〜 ハ>) 

第 四 毒蛇 

口 

Co. IV  nZ)  271 

 し ±L 

に にに 〜： nj 

f-K  C; ゥヽ 
(^15 ムソ 

—九 七 

毒蛇 

パ 1 ヽ 071 

 L ハ 

JlSlS*^  C に 一 LJ〜 

一 ノ L 八 

昔桨 

ん 17Ci ヽ ゥ 7fi 

(^丄 /i) ゾ z/o 

一 一 ) 

丄 3 ビジ 

几 几 

、丄/  /ゾ z / y 

 U-_I-- 



； t@l 云 (し し に 一 二〜 

—りり 

士袖 C ヽ 

(^丄 /y ゾ ^8 丄 

1 でヽ 

(^丄 0 ビジ 

一 

— U  — 

( 18 丄 ） 28。 

~ "il ノ、 

'IB,  ~H  2  7-  "7"    f  — »— 、 
に に ^ '  / ヽ〜 

― 0 —— 

泄 

(^丄 8Z ジ /oD 

n ヽ 
一八； 

に丄 3 ムソ 

0 1 

244 

― f~\  ~ ■ 
― U— 

苦 ffi 

(^丄 zy4 

レ 4t 
 1 九 

凡そ 無 吊な る もの 

— U 四 

EX  _fcr7  ^Im 

緊': 

(^丄 ゾ zyy 

f ヽ 

(ーン 

(152) 

245 

— 〇 五 

SES 

凡そ 無常な る もの 

一 し ハ 

ノヽ 王^ 

1^ 上 yo J  o\jo 

ひ 5 り 

0  4  R 

一 

决 itn 

に^ U 丄 ジ *3 丄 Z 

凡で 無常な る もの 

第一 S:tHtS 

l^o  00 丄〜 

/  ヽ 

に ：：>) 

厂 1 ヽ 

0 1 c 

^0. IV  ^ W4 )  0 丄 0 

― 八 U 

几*^：無帛な る もの 

第一 有 倡 

口  O 

U** ソ O 丄 O 

に 四 ^^-^ ハ) 

ひ m; 

Z4d 

一 三昧 

ハ 91 ft 

― 八 ― 

凡て 無常な る もの 

二 樂 

に ZIK )   »3 丄 

r レ もヽ 
(^七 〜九； 

三 捨棄 

(^ZUO )  «D 丄 y 

一八 二 

凡セ 無常な る もの 

四 幅 

、ビ ジ oc\) 

C— 0- 一） 

(154) 

24o 

-A. 昌 見 

厂ゥ 07 ヽ QOI 

—ノ、 二 

凡そ 無 吊な るら の 

ハ B1J 

厂ゥハ 7 ヽ 

(一二  五） 

(155) 

七 疾病 （一） 

に Z 丄 )  oZO 

一八 四 

凡そ 無常な る もの 

八 疾病 （二） 

(213)  330 

(—ハ^" ~  一 /\； 

(15。 リ 

249 

九 無常 

(214)  333 

ーノ、 五 

內 （ーリ 

(155) 

249 

一 〇 觸を 根本と する もの （215)  333 

內 （― ） 

(155) 

OCA 

250 

第二 獨坐 

口  P 

(S.iv  216)  335 

r7-l      /  ヽ 

內 （二） 

(156) 

OCA 

250 

—— 獨坐 

(216)  335 

ーノ、  / ヽ 

外 （ーゾ 

(156) 

250 

—二 虚空 （一） 

(218)  338 

外 （二） 

(156) 

250 

一三 虛空 （二） 

(219)  339 

外 （三） 

(156) 

250 

一四 客舍 

(219)  339 

三 海 品                  （S.iv  157) 

251 

一 五 止 息 （一） 

(219)  340 

—八 七 

海 （一） 

(157) 

251 

一六 止 息 （二） 

(221) 341 
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一七 

八 支 （一） 

(221 ) 342 

一八 

八 支 （二） 

(222)  344 

一九 

パンチ ャ 力 ンガ 

(223)  o45 

二 〇 

比丘 

(228)  352 

第三 百 八理品 

(S 

•          ハ O 八ヽ つ （TjI 

IV  230)  354 

T-1 シぉ 
尸 姿 

(230)  354 

百 八 

ゥ 1 ヽ O  C 

(2olJ  000 

比丘 

{262)  o5o 

二 四 

宿智 

,o ゥゥヽ ゥに n 

二 五 

比丘 

(zo4^  obi 

一 / ヽ 

沙門 婆羅門 （一 

•) 

(234)  361 

二 七 

沙門 娑羅門 （二 

.) 

(235)  362 

二八 

沙門 婆羅門 （三 

) 

(235)  363 

二 九 

淸淨の 無食樂 

(235)  363 

第三 女人 相應 〔S  37 1-34] 


(S. 

•  ,  000、 

IV  Zoo  )  oby 

一 中略 品 第一 

一 可 意， 不可 意 

/'O  0  O  A    0 C(\ 

(2o8)  oby 

二 可 意， 不可 意 

/"O  O  o  \    0  c<\ 

(2o8)  oo9 

二 特殊 

パ ハヽ つつ C\ 

四 三 法 

(240)  Oil 

五 有忿 

(240)  372 

六 有 恨 

(241) 373 

七 有嫉 

(241) 373 

八 有徑 

(241) 373 

九 犯行 

(242)  373 

一 〇 劣戒 

(242)  374 

一一 寡聞 

(242)  374 

一二 懈怠 

(242)  374 

― 二     ；  cj\i6S 

(242)  375 

一四 五禁 

(243)  375 

二 中略 品 第二 

(S. 

iv  243)  375 

一 五 無忿 

(243)  376 

一六 無 恨 

(244)  376 

一七 無嫉 

(244)  377 

一八 無慳 

(244)  377 

一九 無 犯行 

(244)  377 

二 〇 持戒 

(244)  377 

ニー  多 聞 

(244)  378 

ニニ 精進 

(244)  378 

二三 有 念 

(245)  378 

二 四 五戒 

笛 二 笛 二  口 
£^ _ -     ^ 一 PP 


--五 


無所畏 
抑制 


(245)  378 
(S.  iv  246)  380 

(246)  380 
(246")  380 


, 1  一" (―  Mt— I 

—七 克服 

(246)  381 

二八 單ー 

(246)  381 

二 九 部分 

(247)  381 

三 〇 放逐 

(247)  382 

三 一 因 

(248)  384 

三 二 位處 

(249)  384 

三 三 無所畏 

(250)  386 

三 四 增張 

(250)  387 

閻浮 車相應 〔S  38 1〜16〕 

rs  iv  251') 389 

_ . ；曰 般 

(ェ朱 

r25n  389 

― KET 蔬-; ^电 

\^Ld\jLl  ノ リひリ 

― 处统书 

^959^  391 

\^ レ \JCt  ノ り v/ 丄 

rrn  /TTTtt* 
四 1RJ 仕 

五 女 息 

(^Z04 )  ovo 

六 最上 安息 

(254)  394 

七 受 

(255)  395 

八 漏 

(256)  395 

九 無明 

(256)  396 

一 〇 愛 

(257)  396 

 • 暴 流 

(257)  397 

一二 取 

(258)  397 

一三 有 

(258)  398 

一四 苦 

(259)  398 

一 五 己 身 

(259)  399 

一六 難爲 

(260)  400 

沙門 出家 相應 

〔S  39 1〜16〕 

(S.  iv  261) 402 

一 湼樂 

(261) 402 

二' 一 五 

(262)  403 

一六 難爲 

(262)  403 

自犍 連相應 〔S  40 1〜15〕 

(S.  iv  262)  405 

尋  （262)  405 

尋  （263)  406 

(264)  407 

(265)  408 


有無 樂捨 

一 二三 四 
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五 虛空 

(266) 

410 

六 識 

(266) 

411 

七 無 所有 

(267) 

412 

八 非 非 想 

(268) 

413 

九 無 相 

, U            ハ、、 ■  * ― 

(268) 

414 

一 〇 帝釋 

(269) 

V.  ノ 

415 

(269) 

415 

一 

(271) 

416 

― 

(274) 

419 

四 

(276) 

420 

—— 旃檀 天子 

"ノ J         ゝ -J 

(280) 

\  ノ 

424 

一二 須夜摩 天 

(280) 

425 

一二 删兜率 陀兜率 天 

(280) 

425 

一四 善 化樂天 

(280) 

425 

一 五 婆 舍拔提 天 

(280) 

425 

： 質 多 相 磨 rs  41 1 〜： i(n 

(S. 

iv  281) 

427 

一 繁縛 

(281) 

427 

二 隸犀達 多 （一） 

" ■     *                'J  VJ  、  '一  T       *- 國 ^^Jr            V  ノ 

(283) 

430 

三 隸犀達 多 （二） 

(285) 

433 

四 摩訶迎 

(288) 

439 

五 3^!^ 摩 浮 （一） 

(291) 

442 

六 迦摩浮 （二） 

(293) 

445 

し        1  X:±i タ 

r295) 

449 

八 尼乾陀 

(297) 

453 

九 裸 形 

(300) 

456 

— 〇 見 病 

(302) 

460 

第 16 卷上 


相 應部經 典 五  立 花 俊道譯 

六處篇 

第 八 聚落 主相應 〔S  42 1 〜： 13〕 


(S.  iv  305) 

1 

暴惡 

(305) 

1 

布吒 

(306) 

3 

士 

(308) 

7 

四 

象 

(310) 

9 

五 

馬 

(310) 

9 

ハ 

西 地 〔方〕 人 （死者） （311) 

10 

七 

說敎 

(314) 

14 

八 

螺貝 

(317) 

18 

九 

家 

(322) 

24 

J>=< ま 

r325) 

28 

 驢 

f  327") 

ひん 1  ノ 

30 

一 ― qr^ 
一 -il^ 

(^330^ 

35 

—— 二     ？? (^"ST 音、 

に ノ 

54 

to 爲ぉ廨 rs  43 1〜4 わ 

iv  359) 

77 

. 口 

r359) 

77 

一 ^ 

r359) 

77 

— - _LL©t 

r360) 

78 

二 有爲 

r360) 

78 

[70 お 

r360) 

79 

今 慮 

_Z_L  ^liJvylpta 

r360) 

79 

六 TFffi 

ノ ヽ      Xl- お J 

(360) 

79 

Jr    in 音き 

(360) 

80 

八 

(361) 

80 

九 力 

C361) 

乂リ u 丄ノ 

80 

一 〇 覺支 

C361) 

乂リ V 丄ノ 

80 

一一 道 

C36D 

81 

iv  362) 

82 

一二 無爲 

(362) 

、KJ リ ノ 

82 

一 止 

(362) 

82 

二 觀 

(362) 

83 

三〜 八 六 種 三昧 

(362) 

84 

九  二 四念處 

(363) 

85 

一三' ~ 一 六 四 正 勤 

C364) 

86 

一七〜 二 〇 四 如意 足 

(365) 

86 

ニー〜 二 五 五 根 

(365) 

86 

二 六〜 三 〇 五 力 

(366) 

、り リリ J 

87 

三 一〜 三 七 七覺支 

ぐ 367) 

、リ V  '  ノ 

87 

三 八〜 四 五 八 正道 

〔367) 

v^'-' '  ノ 

88 

一三 終極 （無 下） 

r368) 

89 

一" -四五 

r368) 

9 

一四 無 漏 （無 流） 

r369^ 

89 

一〜 四 五 

r369) 

89 

一 五 眞諦 

r369) 

90 

 四 五 

に 69) 

90 

一六 彼岸 

"69、 

90 

一〜 四 五 

ノ 

90 

—七 巧妙 （聽 細） 

(369) 

90 

一〜 四 五 

(369) 

90 

一八 極 難 見 （難 見） 

(369) 

90 
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rm  tt 

一 〜l^  ±L 

( obyj 

y ひ 

三 九 非 住 

(372)  95 

7L づヽ右 ^M^J 

いり y ) 

QA 

一〜 四 五 

(372)  95 

fTU て 

jU 

四 〇 燈明 （洲） 

(372)  95 

― リ 翌牛 kM^J 

01 

y 丄 

 四 五 

(372)  95 

rrn  ~TT 
― ^  \IM  ±L 

リ 70； 

91 

四 一 窟宅 

(372)  95 

~ ■                曰 ん 4nr ゃヽ 
—― 照兒 （無 失） 

(•5/0) 

91 

一〜 四 五 

(372)  95 

― 〜四 五 

(370) 

91 

四 二 庇護 

(372)  95 

一一 無譬 

(370) 

91 

 四 五 

(372)  95 

—〜四 五 

(370) 

91 

四 三 歸依 

(372)  96 

一二 無戲論 

(370) 

91 

一〜 四 五 

(372)  96 

一〜 四 五 

(370) 

91 

四 四 彼岸 到 （能 度） 

(373)  96 

一四 寂静 

(•570) 

91 

一〜 四 五 

(373)  96 

—〜四 五 

(370) 

91 

第 十 無 記 說相應 〔S  44 1〜 

11〕 

—五 甘 

(370) 

92 

(S.iv  374)  99 

一〜 四 五 

パゥ ウ八ヽ 

(370) 

92 

一 讖摩 長老 尼 

パ 0  n  J ヽ         八 へ 

(374)  99 

二 六 極 妙 

(370) 

92 

― 阿 i 羅陀 

(380) 105 

 四 五 

(370) 

92 

二 舍利弗 一 拘綠羅 第一 

二 七 安泰 （止） 

(370) 

92 

(又 住 著） 

(384) 112 

一〜 四 五 

(370) 

92 

四 舍利 弗一 拘絲羅 第二 

—八 女穩 （女） 

(371) 

92 

(386) 113 

一〜 四 五 

(371) 

92 

五 舍利 弗ー拘 綿羅 第二 

一九 愛靈 

(371) 

93 

(愛情 リ 

(387) 115 

一〜 四 五 

(371) 

93 

ハ 舎利 弗 一 拘綿羅 第 四 

二 〇 ィ 、思議 、希^  J 

(371) 

93 

(悦 喜） 

(388) 116 

—〜四 五 

/^つ ゥ" 1 ヽ 

(371) 

93 

七 目犍連 （處） 

(391) 120 

ニー     希^   L 术曾 得） 

(371) 

八 o 

93 

八 婆 嗟 （繁 縛） 

(395) 125 

一〜 四 五 

(371) 

八 o 

93 

九 論議 堂 

(398) 129 

ニー     無災 （無 枉） 

(371) 

93 

一 〇 阿難 （我 は 有り） 

(400) 132 

一〜 四 五 

(371) 

93 

一一 誅陀 

(401) 134 

三 三 無災法 （無 災） 

(371) 

93 

大扁 

渡邊 照宏譯 

一〜 四 五 

(371) 

93 

第一 道相應 〔S  45 l〜18(n 

(S. V 1) 139 

三 四 涅樂 

(371) 

94 

第一 無明 品 

(1) 139 

—〜四 五 

(371) 

94 

一 無明 

(1) 139 

三 五 無 損 

(371) 

94 

二 半 

(2) 140 

 四 五 

(371) 

94 

三 舎利 弗 

(3) 142 

三 六 離 欲 

(371) 

94 

四 婆羅門 

(4) 144 

 四 五 

(371) 

94 

五 何義 

(6) 148 

二 七 淸淨 （淨） 

(372) 

94 

六 一 比丘 （一） 

(7) 149 

 四 五 

(372) 

94 

七 一 比丘 （二） 

(8) 150 

三 八 解脱 

(372) 

95 

八 分別 

(8) 151 

 四 五 

(372) 

95 

九 芒 

(10) 154 

( 35  ) 


16上相應部〔54510〜79〕 


— n 難 擦 

、丄 丄ノ  ±o\j 

四 七 

智 

/^*)0、 107 
\LO  ) lo/^ 

笛— /±:  a 

M5 ~ -      tt  ロロ 

\^0.  V 丄ム J 丄 clO 

四 八 

無 取 

厂ゥ O ヽ 1 07 

tt   V ソ 

、丄 < ^ソ 丄 *<^o 

日輪 廣說 

~ -      U1 V 一 ソ 

、 10  } 丄 01/ 

132  ratt  fl*.XL. 

(^ピ y  ) 丄 8 ひ 

一三 有學 

、丄 *1 J 上 0 ム 

cmf] 
^―^  ノ し 

盖方 f  ―、 

口 へ V  ノ 

一四 顿 （一） 

に丄 丄 DO 

戒 f 一） 

ノ      V  ノ 

,Q 八ヽ 1 n/^ 

一 五 继 （二） 

(^丄 4 ソ 丄 0 ひ 

五一 

志 欲 (_) 

(^ou ) 丄 y ひ 

丄 <J ノ 丄 

五 二 

我 （一） 

) 丄 317 

一七 淸淨 （二） 

Q5) 164 

五三 

見 （一） 

ノ  u     、  ノ 

(\C\\ 1 Q1 
\o\} ) 丄！？ 丄 

一八 雞 林精舍 （一 

ノ 

\^ 丄 リノ      丄 V/ づ 

五 四 

不 放逸 ） 

(^{\\ iqi 

V^Ov  J 丄！？ 丄 

一九 雞 林精舍 （ニ 

-ノ 

fl6^ 166 

五 五 

如理 （一"^ 

J 丄 3 丄 

二 〇 雞 林精舍 

：、 
-ソ 

ClQ^ 167 

丄" ノ 丄 U  1 

目 SCoSfJt' 

>-<         H"-U レ、 

、o 上 ソ 丄ジ厶 

第 = 邪 性 品 

V,  w>  V 丄 ，ノ 丄 UtJ 

五六 

善 友 广—） 

、v> 丄 J 丄 3^ 

ニー    邪 性 

CI 7\ 1 fig 
、上/  J 丄 ひ 

五 七 

戒 （二） 

に 》J 丄 ク 丄！？ ひ 

 不善 法 

 ■               '  1  *  口  f ム 

\ 丄 0  J 上 0 ひ 

五八 

志 欲 （二） 

一二 港 r— ^ 

——  Jti    、  ノ 

に丄 0 ソ 丄 

五 九 

我 （二） 

/^^9 ヽ 1Q1 

—  TO           r 一） 

M  51、 1 70 
に丄 0 ソ 丄 /  1/ 

六 〇 

見 （二） 

IQi 

—五 不善 十 r— ) 

 • -1-L       つ、 ロ丄 、 ノ 

八 10 ヽ 1 71 
、丄 3 ソ 丄/ 丄 

ノヽ ― 

不 放逸 （二） 

\oL ) 丄ジ 4 

一六 不善 +  (^-:) 

 , ヽ        1  、  mj         V — -ノ 

(^90、 1 79 

\j  ) 丄 f  ^ 

_1  • 

ノヽ 一 

如理 （二） 

(%^\  IQi 

\iC  J    A  •/'I 

一七 0 

 し        ノ  U"L 

にん yj  ) 丄 v> 

一法 廣說 〔一） 

に O.  V   Ou  ノ 丄 リ 

― 八 ま 
~ "ノ ゝ ノ  t 

I  ^ 丄ソ 丄 （ 

遠 離 依 止 

に *j 厶 J 丄 J/ ひ 

二 九 受 

1 ^ 丄ソ 丄' 4 

t  - — - 
/  、二 

善 友 （一） 

、0 ム J 丄 

三 C 變低迦 

) 丄 /  0 

六 四 

戒 （一） 

CXK^ 1 Q7 

に *>0  J 丄ジ 1 

第 四 行 品 

/^C  „  *> ゥヽ 1 

l^o.  V  16) 丄/ 

六 五 

志 欲 （一） 

CXW 1 Q7 

三 一 行 

っヽ 17^； 

(^Zo ) 丄/ D 

' . に 
ハハ 

我 （一） 

(XK^ 1Q7 

三 二 行者 

、ビ J 丄// 

六 七 

見 （一） 

ヽ 1 Q7 

三 三 失 

六 八 

不 放逸 （一） 

v^oo ノ 丄ゾ o 

三 四 到 彼岸 

六 九 

如理 （一） 

、《J ひ ノ 丄ひ o 

三 五 沙門 法 （一） 

厂 Q にヽ 1 OA 
(^ビ 0  J 丄 8(J 

貪欲 調伏 

f^^^i ヽ 1QR 
に ソ 丄 

三 六 沙門 法 （二） 

(^Jo ) 丄 8 り 

七 c 

善 友 （二） 

三 七 婆羅門 法 （一 

ヽ 

QJb ) lol 

七 一 

戒 （二） 

に vj4  J 丄； 7i7 

三 八 婆羅門 法 （二 

ヽ 

C^D ) lol 

七 二 

志 欲 （二） 

、*j4 J 丄 yif 

リ 

< 
111 

七三 

我 （二） 

(^ス 4 ヽ 9(\(\ 

四 〇 梵行 （二） 

七 四 

見 （二） 

に v)4 J  ZUU 

異 學廣說 

(^o.  V  11 ) lo4 

七 五 

不 放逸 （二） 

K^oO ) ビ U ひ 

四一 遠 離 

C27j 184 

七 六 

如理 （二） 

t^oO )  ZUU 

四 二 結 

(28) 185 

一法 廣說 （二） 

/'C    -,         ヽ <")A*> 

(^o.  V  oDj  lyjl 

四 三 隨眠 

(28) 186 

遠 雜依止 

(3o)  202 

四 四 行路 

(28) 186 

七 七 

善 友 （一） 

(35)  202 

四 五 漏盡 

(28) 186 

七 八 

戒 （一） 

(36)  203 

四 六 明解 脱 

(28) 187 

七 九 

志 欲 （一） 

(36)  203 

( 36  ) 


AO 我 （一 ） 

(36)  203 

― 3^' 

夏 主 2? ' 

— 〜'？ 

つ 'いつ 217 

八一 見 （一 ） 

(36)  203 

—四 五 

— — 

― 

'44 ノ  217 

, に 不 ttIS に一 

) 

(36)  203 

一四 六 

月'一〜 

C44)  217 

八 三 M  (―〕 

(36)  203 

— S 七 

日 （一〜 

C44)  217 

二 貪欲 襲 

(37)  204 

― Z3/— 、 

ちつ 一〜 

― 

,45)  218 

八 3 善 友 （二） 

(37)  204 

第 六 力 mff^ 

rS.v46)  219 

バニ つ. (_> 

(37)  205 

一 3 九 

力 

(46)  219 

八 六 志 欲 , ニノ 

(37)  205 

—五 二 

種子 

(46)  220 

/一、 七 我 （二） 

(37)  205 

一 三 一 

龍 

fVT)  221 

八 八 見 （二:） 

(37)  205 

一 五 二 

^47)  222 

八 九 不腿 Cz 

(37)  206 

— W= 

(48)  223 

九 0 據 （二） 

(37)  206 

一三 15 

ラ 

ひ 9)  223 

恒 19 廣譟 

CS.V38)  207 

一三 三 

《i^ 

(49)  224 

一 遠 離 

(38)  207 

一三 一 

^  r ― 

(50)  225 

九 一 東 （一 ） 

(38)  207 

一 —― 

雲 ^ニリ 

(51) 226 

九 二 東 （二） 

(38)  208 

― 二，' - 

御 

(51) 227 

九 三 東 （三） 

(39)  208 

― ニノ  - 

客 

(51) 228 

九 Z5 東 （H) 

(39)  208 

■ - — 

—— ハし 

河 

C53)  230 

r- 三 更 （五） 

(39)  209 

安二 

(S.V54)  232 

九 六 東 （六） 

(39)  209 

—— 7~ —— 

尹   

〜3) 

C.>4)  232 

71:    ^  —ン 

(39)  209 

—ハ ― 

^.m  '- 

〜ニー 

(56)  234 

九 八 海 （二〕 

(39)  209 

_ • 六 二 

-- — - 

― 

(56)  235 

一一 二：,  二、 

(39)  210 

— — 

H  '一〜 

- う ) 

C56)  235 

-C1 m 

(40)  210 

—ノニ 

-—  — ― 

巨ソ 

(56)  236 

^        二-  ,  ~ ■ 
― り  —ノ 

(40)  210 

~ "ハノ 

凝 ' 一"^ - 

リ 

C57)  236 

― 一 ― 

(40)  210 

― ハて 

き  

C57)  236 

— 

CS.V40)  211 

—六 八 

^  ―〜 

^ソ 

(57)  237 

  _ -  — W                             ' 、 

東： 一 

〜六) 00)  211 

_i  1- 

一 ゾ、 ノ- 

受 , - 

(57)  237 

~ - ― 〜  ~ 

m:- 

〜六) 00)  211 

—— 一 ― 

- 

(57)  238 

三 不死 究竟 

(41) 212 

5fi  ノ  、  ^ 

- 

(S.V59)  239 

  一  ― 

東て 一 

〜六 X")  212 

暴 S 

C59)  240 

一二 一- ~  一 ニー 

〜六 X")  212 

ir 

C59)  240 

ョ さ 紫 

(41) 212 

ニノ- 

(59)  240 

— ~ *  —  <  ― 

更：一 

〜六 X")  212 

(59)  241 

― ニニ〜 一 二/一、 

海' 一 

〜70C")  212 

(60)  241 

第三 7：^^ 

(S.V41) 213 

—七 六 

ma 

(60)  242 

一三 71 t::y^, に 

― — W  -  _| 

(41) 213 

ま 

(60)  242 

—  15: 足 i5 - 

― ' 

(43)  215 

裏 

(60)  243 

-1^- 量：！ '- 

― — — ' J 

'43)  216 

マ 分 結 

(61) 243 

ー匸ニ 核 香 '- 

-〜^ ノ 

(44)  216 

― 八り 

±^ 結 

(61) 243 

一 ：5 三 •， 香' 一〜 <44〕  217  第二 覺 支き 應' S  46 1 〜： 175： 


( 37  ) 


16 上 相應部 〔461〜73〕 


CS.  V  63)  246 

三 七 

增; S: 

(94)  288 

第一 山 品 

(63)  246 

三 八 

障 蓋 

(94)  289 

一 雪山 

(63)  246 

三 九 

樹 

(96)  291 

二 身 

(64)  247 

四 〇 

蓋 

(97)  292 

三 戒 

(67)  251 

第五 轉輪品 

(S.  V  98)  294 

四 轉 

(70)  254 

四 一 

第一 類 

(98)  294 

五 比丘 

(72)  257 

四 二 

轉輪 

(99)  295 

六 クンダリ 

(73)  258 

四 三 

魔 

(99)  296 

七 屋頂 

(75)  262 

四 四 

愚裔 

(99)  296 

八 優 波 摩 

(76)  263 

四 五 

有慧 

(100)  297 

九 生 （一） 

(77)  264 

四 六 

貧窮 

(100)  297 

一 〇 生 （二） 

(77)  264 

四 七 

不貪 

(100)  298 

第二  品 

(S.  V  78)  265 

四 八 

日輪 

(101) 298 

一一 生類 

(78)  265 

四 九 

支 分 （一 ） 

(101) 299 

一二 日輪 喩 （一） 

(78)  266 

五 〇 

支 分 （二） 

(102)  300 

一三 日輪 喩 （二） 

(79)  267 

第 六 覺支 總攝品 

(S.V  102)  301 

一四 病 （一） 

(79)  268 

五一 

食 

(102)  301 

一 五 病 （二） 

(80)  269 

五 二 

理趣 

(108)  307 

—六 病 （三） 

(81) 269 

五三 

火 

(112)  312 

一七 到 彼岸 

(81) 270 

五 四 

'じ、 

(115)  316 

一八 失 

(82)  271 

五 五 

傷歌邏 

(121) 324 

一九 聖 

(82)  272 

五六 

無畏 

(126)  331 

二 〇 厭 患 

(82)  272 

第 七 ヌ、 

、山 fezvpIFI 

(S.V  129)  335 

第三 優 陀夷品 

(S.V  83)  273 

五 七 

骨 

(129)  335 

ニー  覺 

(83)  273 

五八 

敵 

(131) 338 

_ . _ -  ぶ 

(83)  274 

五 九 

靑瘀 

(131) 339 

二三 處 

(84)  274 

六 〇 

壊 

(131) 339 

二 四 非如理 

(84)  275 

—1- 

ノヽ— 

II 脹 

(131) 339 

二 五 不損 

(85)  276 

—し " • 
ハ 一 

兹 

(131) 339 

~ >ハ ffi 

(86)  277 

— J. . — ' 
ハニ 

悲 

(131) 339 

二 七 滅 

(87)  278 

六 四 

喜 

(131) 340 

二八 決擇 

(87)  279 

六 五 

捨 

(131) 340 

二 九 一法 

(88)  280 

t  -  -I  - 
ハハ 

入 出 息 

(132)  340 

三 〇 優陀夷 

(89)  281 

第 八 滅品 

(S.V  132)  341 

第 四 蓋 品 

(S.V  91) 284 

六 七 

不淨 

(132)  341 

三 一 善 （一） 

(91) 284 

六 八 

死 

(132)  341 

三 二 善 （二） 

(91) 284 

六 九 

違 逆 

(132)  341 

三 三 頌惱 （一 ） 

(92)  285 

七 〇 

不可 樂 

(132)  341 

三 四 'isf^  (二） 

(93)  287 

七 一 

無常 

(132)  341 

三 五 如理 （一） 

(93)  288 

七 二 

苦 

(132)  342 

三 六 如理 （二） 

(94)  288 

七三 

無我 

(133^  342 

( 38  ) 


16 上 相應部 〔54674 〜 175, 8471〜50〕 


七 四 斷 

(133) 

342 

一三 

純陀 

(161) 383 

七 五 離 貪 

(133) 

342 

—四 

支羅 

ひ 63)  387 

七 六 滅 

(133) 

343 

—五 

婆醯迦 

(165)  389 

第 九 恒 河廣說 

(S.V  134) 

345 

—ハ 

需低迦 

(166)  391 

七 七〜 八 八 

(134) 

345 

—七 

聖 

(166)  392 

第 十 不放 逸品 （遠 離） 

(135) 

346 

—八 

梵天王 

(167)  393 

八 九〜 九 八 

(135) 

346 

一九 

私伽陀 

(168)  395 

第 十一 力 所作 品 （遠 離） （135) 

347 

二 〇 

國土 

(169)  397 

九九 〜一 〇〇 

(135) 

347 

第三 ； 

成 住 品 

(S.V  171) 398 

第 十二 尋覓品 （遠 離） 

(136) 

348 

二一 

戒 

(171) 398 

— 〇  〇 

(136) 

348 



住 

(172)  400 

第 十三 暴 流 品 （遠 離） 

(136) 

349 

損 減 

(173)  401 

 ■—— 〜一一 几 

(136) 

349 

二 四 

淸淨 

(173)  402 

—二 〇 

(136) 

349 

二 五 

婆羅門 

(174)  403 

第 十四 恒 河廣說 (欲 貪 調伏） （137) 

350 

■/、 

一分 

(174)  404 

(137) 

350 

二 七 

悉皆 

(175)  405 

(138) 

351 

二八 

世界 

(176)  406 

第 十五 不放 逸品 (欲 貪 調伏） （138) 

352 

二 九 

尸 利阿荼 

(177)  407 

一三 三^ ~ 一 四 二 

(138) 

352 

摩 那提那 

(178)  409 

第 十六 力 所作 品 (欲 貪 調伏） （138) 

353 

第 四 未聞 品 

(S.V  178)  410 

一四 三  五 四 

(138) 

353 

未聞 

(178)  410 

第 十七 尋覚品 （欲 貪 調伏） （139) 

353 

離 貪 

(179)  411 

― 五 五 〜一 ノヽ五 

(139) 

354 

失 

(179)  412 

第 十八 暴 流 品 （欲 貪 調伏） （139) 

354 

三 四 

修習 

(180)  413 

—/、/、■  "七 2l 

(139) 

354 

三 五 

正 念 

(180)  413 

第三 念 處相應 〔S  47 1〜 

102〕 

— *    ' - 

ニハ 

開悟 

(181) 414 

(S.V  141) 

357 

三 七 

欲 

(181) 415 

第一 菴羅品 

(141) 

357 

三 八 

遍知 

(182)  416 

~^ 奄羅 

(141) 

357 

S 九 

修習 

(182)  416 

二 正 念 

(142) 

358 

四 〇 

分別 

(183)  417 

三 比丘 

(142) 

359 

第五 不死 品 

(S.V  184)  419 

四 薩羅 

(144) 

361 

四 一 

不死 

(184)  419 

五 善聚 

(145) 

363 

四 二 

集 起 

(184)  419 

六 鷹 

(146) 

364 

四 三 

道 

(185)  420 

七 猨猴 

(148) 

366 

四 四 

正 念 

(186)  422 

八 厨士 

(149) 

369 

四 五 

善聚 

(186)  423 

九 病 

(152) 

371 

四 六 

波 羅提木 叉 

(187)  423 

— 〇 比丘尼 

(154) 

374 

四 七 

惡行 

(188)  425 

第二 那羅 婕陀品 

(S. V 158) 

379 

四 八 

友 

(i89)  426 

—一 大丈夫 

(158) 

379 

四 九 

受 

(189)  427 

—二 那 羅徤陀 

(159) 

380 

五 〇 

(189)  428 

( 39  ) 


16上相應部〔54751〜102〕16下相應部〔5481〜60〕 


AjX    I  - 》ズ ^=T  Stl 

第ノヽ 但河廣 説 

K  0.  V 丄 yti ) 

二 四 

一種 

(204) 

21 

±L ― 〜ハー 

ん 1 0  (^、 

ひ y の 

一 五 

淸淨 

Z  r>  A に ヽ 
リ 0 リ 

zl 

Aft  了" fcfr 逾 口 

弟 七 小 放逸 fSfj 

ひ yij) 

,i  0  A 

~ -   [  

一 ハ 

> ^二 

mm 

I^^UO  J 

oo 

— I—  ~ •        レ — 

ハニ〜 七 ― 

4  0a 

一七 

Mmm. (一） 

,o 八 c; ヽ 
(^ZUD  ) 

oo 

第 八 力 所作 品 

(191) 

4ol 

二八 

阿羅漢 （二） 

(205) 

oo 

七 二〜 八一 

, 1 0 1 ヽ 

4oi 

二 九 

沙門 婆羅門 （一 

) 

(206) 

OQ 

2o 

第 九 寺 見 (Si 

三 〇 

沙門 婆羅門 （二 

-) 

(206) 

24 

ノ、 二〜 兀ニ 

第 四 樂根品 

(S.V  207) 

(191) 

432 

淸淨 

、"り 

ZD 

71 四〜 一 d — 

(191) 

433 

預流 

に zu/ ジ 

2o 

第 lb 

下 

阿羅漢 

uo ソ 

ZO 

4-tZl  [rfz:  -rVfT          rffi     ' - 
相 應部經 典/、 

渡邊 照宏譯 

三 四 

沙門 婆羅門 （一 

-) 

ZD 

大扁 （狗 IJ リ 

1 

三 五 

沙門 婆羅門 （二 

1) 

11 

第 四 根相應 48 1〜 

185〕 

 ■      ,  1  - 

二/、 

廣說 （一） 

れ Q ヽ 

OO 

(^o.  V 丄 J 

1 
丄 

三 七 

廣說 （二） 

) 

OA 

Ate              :.~t'.  ：/^  口 

第一 淸淨品 

に丄 i7 ひノ 

1 

三 八 

廣說 （三） 

にビ丄 U ジ 

ol 

一 淸淨 

に lyj ゾ 

丄 

三 九 

鑽木 

に 2 丄丄ヅ 

oo 
62 

一 流 （一) 

厂 1 0 れ 

ぃ3 り 

上 

四 〇 

生 

にビ丄 3 ジ 

O  i 

34 

二  wmt  (一） 

に IbM ジ 

9 
c. 

(S. 

V  Z 丄 0 ソ 

o  o 
00 

四 阿羅漢 （一) 

に丄 34 ヅ 

0 

四 一 

老 

し z 丄 0 ジ 

QO 

00 

五 阿雞漢 c 一） 

、丄 ジ 

Q 
O 

四 二 

ゥ ン ナーバ 婆羅門 

に ビ丄/ ジ 

/ ヽ ？^、 r3@^P3 

ヽ 

リ 

*t 

四 三 

沙祇城 

に ziy ゾ 

42 

L- ：バ、 日日 -; ゆ gE  BH    /" 一 
七 沙門 晏維門 に— 

1) 

(193) 

A 

四 四 

東 河 

ん 99n ヽ 

44 

八 職觐 

(196) 

c 
0 

四 五 

東 園 て 一） 

) 

i  c. 

4o 

九 分別 （一） 

(196) 

6 

四 六 

東 園 （二） 

、"乙 L  ) 

47 

/~V  riff    f  ~ "ヽ 

一 〇 分別 （一） 

(197) 

8 

四 七 

東 園 （三） 

48 

第一 軟ぉ品 

(S. V 199) 

11 

四 八 

東 園 （四） 

^ZZo  } 

49 

一一 獲 侍 

(199) 

11 

四 九 

賓頭盧 

(224) 

50 

一一 略説 （一） 

(200) 

13 

五 〇 

信 

(225) 

CO 

一二 略說 （一） 

(200) 

13 

5^1  ノヽ BO 

(S. 

V  227) 

c  c 

55 

一四 略 3^  、二） 

(201) 

14 

五一 

拘薩羅 

(227) 

c  c 
00 

—五 廣ぉ に一） 

(201) 

15 

五 二 

末羅 

(228) 

cz? 
00 

ーハ 廣 si  (ーリ 

(201) 

15 

五三 

有學 

(229) 

0/ 

―" t    Kaa  (ニジ 

(202) 

16 

五 四 

足迹 

(231) 

CO 

一八 同 

(202) 

17 

五 五 

核 

(231) 

OU 

一九 寂靜 

(202) 

18 

:dl/ ヽ 

依 止 

(232) 

61 

二 〇 漏盡 

(203) 

18 

五 七 

梵天 

(232) 

61 

5^  二      /、根 ロロ 

(S. V  203) 

19 

五八 

スー カラ カタ- 

(233) 

63 

ニー      後 有 

(203) 

19 

五 九 

生 （一） 

(235) 

65 

 八 

 ロロ 

(204) 

20 

六 〇 

生 （二） 

(235) 

66 

二三 知 

(204) 

20 

第 七 ^ 

艷分品 

(S 

V  236) 

66 

( 40  ) 


16 下 相應部 〔S4861〜185,  S49l〜54,  S50l〜110,  S511〜5〕 


六一 結 

(236) 

67 

第三 力 所作 品 

(246) 

84 

六 二 隨眠 

(236) 

67 

二三〜 三 四 

(246) 

84 

/、二 遍知 

(236) 

67 

第 四 尋覚品 

(246) 

85 

六 四 漏盡 

(236) 

67 

三 五〜 四 四 

(246) 

85 

六 五 果 （一） 

(236) 

67 

第五 暴 流 品 

(247) 

86 

ゾヽ / ヽ (― ) 

(237) 

68 

四 五〜 五三 

(247) 

86 

六 七 樹 （一） 

(237) 

69 

五 四 上 分 〔結〕 

(247) 

86 

六 八 樹 （二） 

(238) 

70 

第 六 カ相應 〔S  50 1〜110〕 

六 九 樹 （三） 

(238) 

71 

(S. V  249) 

89 

七 〇 樹 （四） 

(238) 

71 

第一 恒 河廣說 （遠 離 依 止） 

(249) 

89 

第 八 恒 河廣說 （遠 離 依 止） 

(239) 

73 

(249) 

89 

七 一 遠 離 

(239) 

73 

 ■ 

(250) 

90 

七 二〜 八 二 

(240) 

73 

第二 不放 逸品 （遠 離 依 止） 

(250) 

90 

第 九 不放 逸品 （遠 離 依 止） 

— r-  一  <^  .  _ 

(250) 

90 

(S. 

V  240) 

74 

第二 力 所作 品 （遠 離 依 止） 

(250) 

91 

八 三〜 九 二 

(240) 

74 

二三〜 三 四 

(250) 

91 

第 十 力 所作 品 （遠 離 依 止） 

(240) 

75 

rill              1 t — 1       パ 、~f^-  rStf^  f_  I  - 【 ヽ 

第 四 尋覓品 （S 離 依 止） 

(250) 

91 

九 三〜 一 〇 四 

(240) 

75 

三 五〜 四 六 

(250) 

91 

第 十一 尋覓品 （遠 離 依 止） 

(240) 

75 

第五 暴 流 品 （遠 離 依 止） 

(251) 

92 

一 〇 五  七 

(240) 

75 

四 七〜 五 五 

(251) 

92 

第 十二 暴 流 品 （遠 離 依 止） 

(241) 

76 

五六 上 分 〔結〕 

(251) 

92 

 八  二 七 

(241) 

76 

第ハ 河廣 (貪欲 調伏） 

(251) 

93 

一二 八 上 分 〔結〕 

(241) 

76 

五 七 

(251) 

93 

第 十三 恒 河廣說 (貪欲 調伏） （241) 

78 

五八〜 六 八 

(252) 

94 

一二 九 

(241) 

78 

第 七 不放 逸品 （貪欲 調伏） 

(252) 

95 

一三 〇 〜一 四 〇 

(242) 

78 

六 九〜 七 八 

(252) 

95 

第 十四 不放 逸品 （貪欲 調伏） （242) 

79 

第 八 力 所作 品 （貪欲 調伏） 

(252) 

95 

一四 一〜 一 五 〇 

(242) 

79 

七 九 〜九 〇 

(252) 

95 

第 十五 力 所作 品 （貪欲 調伏） （242) 

79 

第 九 尋覓品 （貪欲 調伏） 

(252) 

96 

~~ "五 一 '-  に/ \ー 

(242) 

79 

九 一^ ^一 〇〇 

(252) 

96 

第 十六 尋覓品 （貪欲 調伏） 

(242) 

79 

第 十 暴 流 品 （貪欲 調伏） 

(253) 

97 

一六 三 〜一 七 五 

(242) 

79 

一 〇  〇 九 

(253) 

97 

第 十七 暴 流 品 （貪欲 調伏） 

(242) 

79 

—— 〇 上 分 〔結〕 

(253) 

97 

一七 六  八 四 

(242) 

79 

第 七 神 足相應 〔S  51 1〜86〕 

一八 五 上 分 〔結〕 

(242) 

79 

(S. 

V  254) 

99 

；五 正 勤相應 〔S  49 1-54] 

第一 遮 婆羅品 

(254) 

99 

(S. 

V  244) 

81 

一 此岸 

(254) 

99 

第一 恒 河廣說 

(244) 

81 

二 失 

(254) 

99 

(244) 

81 

. 三 聖 

(255) 100 

第二 不放 逸品 

(245) 

83 

四 厭 患 

(255) 101 

(245) 

83 

五 一分 

r255) 101 

( 41 ) 


16 下 相應部 〔S516~86,  S521〜24,  S53l〜54,  S54l〜8〕 


ハ 

悉皆 

- 壬 fi^ 欲 Jrti 

ひ 97) 160 

J- 

七 

比 fc 

に 厶リ' ソ 丄 yjo 

nn     -fi 、ノ     土 一 

に ン 

r298) 161 

八 

她 

roR?^ 104 

-rr      "fi  '  ノ々 土 一 
XL フ J  ノブ 气  

V 一 ノ 

(299) 162 

九 

知 

に LtOO  J 丄 VJ  *J 

ナ -h  、ノゎ — 
ノヽ 7 ゾン； >  十^ 

r  -  ^ 

V  _ >ノ 

r299) 163 

― u 

にムリ U  ノ      X  V  V 

4-  ^^患 

il 发戒 

nO(n 164 

笛 ― 

tni  ■ 

^  rzLHJL 璧斜 口 
鹿 t^Sfe 康動 ロロ 

に V    Li\jO  J    i 丄ム 

ノ、 松^^袍舌 

C300^ 165 

、 リ \j  yj  ノ  丄リリ 

-h      ― 4-71 
几  VJ 

rson 166 

" 二 

穴呆 

'vJ 里忠 

C3Q2') 167 

r2fi8^ 117 

^ ―  口 
3^ ~ "ロロ 

fS  V  3031 169 

rm 
― 四 

PI  ^ ' '宙 

P  mm 

(09sx\ 119 

― 一 rp 
\ 

^303^ 169 

—五 

yT±f  BE  BB 
婆 維 門 

に厶 /丄ソ X,  CtLt 

C303") 170 

, t  - 
― ノヽ 

VIx  BB  yj*-  ^  BH  f 

― 二 大 "^芥 

no わ 170 

、リ リ**  ノ  XIV 

—七 

ん l、BB 油 曰 B  C 

.J            に 乙 /4 ソ 丄る U 

rrn 

― 四 む 

r^QA^ 170 

、リリ *t  ノ      A  1  V 

一 ノ乂 

C91^'^ 128 

±L  m 

f304^ 170 

-h 

—  A 

络午 

^27(5^ 128 

—ハ 栗 

ん 171 

― 

― kJ 

^276^ 129 

一て 追 

fSO^^ 171 

I リ V**  ノ     丄 1 丄 

敏— 
弟 二 

锐+  口 
鐵凡 ロロ 

V  281^ 137 

I  O.    V ム U 丄ノ      A  «J  1 

― 八 tEraj 

パ嶺、 171 

、リリ **  ノ 丄' 

* 

一 九 mMmWf- 

171 

1 リリリ / 丄 1 丄 

鐵丸 

r?R2^ 138 

\.£^\j  id  ノ  丄リリ 

— u 

(^'^05^ 171 

rofti^ 140 

にん u**  ノ 

― 一 mm 

ひ 05"^ 172 
に 》j リ リノ 丄'" 

― 四 

r 円? ¥ 

/^284^ 140 

ニニ 明 （― ） 

(305) 172 

—  XL 

に LOO  J    JL  4  X 

二三 明 （二） 

(305) 172 

― _j— 

に iOvJ ン 14 ム 

二 四 明 （三） 

(305) 172 

一 レ 

mm. に ) 

第 九 靜 慮相應 〔S  53 1〜54〕 

― 八 

Wis にーゾ 

ム 0 リ ン It*! 

< 
リ 

― ノし 

I4j-Lll に ソ 

(^287") 144 

にム Ul  ノ  1*1"! 

第一 恒 河廣說 （ 

 •  -1- 

-二）    （307) 174 

二  U 

J-LrL に — ) 

('287') 145 

V  ^ u 1  ノ よ マリ 

第二 不放 逸品 （- 

ニニ）  （308) 176 

曰 5 建ミ車 

/"288^ 146 

\    ^  0  (J  ノ      A  T  V 

第三 力 所作 品 （二 

三 四） （308) 177 

■. » ― 

/^9fiQ^ 1 i« 

に ^0*y  メ 丄 *iO 

第 四 尋覓品 （三 

五〜 四 四） （309) 177 

四 

'トヨ 9Frr 席^  (^二 二 

〜 kLy  bLy ソ 

第五 暴 流 品 （四 五〜 五 四） （309) 178 

I  O.   V ム； 7 リ ノ  At*/ 

第 十 入 出 息相應 「 

S  54 

1〜20〕 

第— 

(290) 149 

(S.V  311) 181 

二  rrn 

. Y  n 

〜四 四 第二〜 

十二     （291) 150 

第一 一法 品 

(311) 181 

笛お 

不放 逸品 （四 五- 

-五 四） （291) 151 

― 一法 

(311) 181 

第 六 

力 所作 品 （五 五 〜六 六） （291) 152 

二 覺支 

(312) 183 

第 七 

尋覓品 （六 七〜 

七 六） （291) 153 

三 淸淨 

(313) 183 

第 八 

暴 流 品 （七 七〜 

八 六） （292) 153 

四 果 （一） 

(313) 184 

第 八 阿 那律相 應！: S  521 

〜24〕（S.  v294)156 

五 果 （二） 

(314) 185 

第一 

獨 一品 

(294) 156 

六 阿梨 瑟吒 

(314) 186 

獨ー （一 ） 

(294) 156 

七 劚賓那 

(315) 187 

獨ー （二） 

(296) 159 

八 燈 

(316) 189 

( 42  ) 


16 下 相應部 〔S549~20,  S551~61j 


4i 昂舍難 
ノ し ^tQ  ft]  ratt 

ぐ 320) 

乂  ノ 

193 

二 四 

P 丰 （一） 
, 1    J  、ノ 

(375)  266 

_o    "^昂 羅 

(； 32 ハ 

196 

一 五 

百 手 （一、 

f— 1 J      V  — -ノ 

"78)  270 

(S.  V  325) 

201 

»—  -1  - 
/  、 

破戒 C— ) 

(380)  275 

—一 —— 奢 能 加羅 

匕// 田 

(325、 

201 

一七 

破戒 （^一 ■) 

itX.  /TA   V — リ 

(385)  282 

一一 mm^sw 

 inn.         JiK  fcd 

C327) 

202 

二八 

怨讎 

(387)  286 

V  'ノ 

—二 阿難 r— ) 

('328) 

205 

二 几 

怖畏 

(389)  289 

—— u^  EpTSs  f 一、 

(333) 

210 

三 〇 

離 車 

(389)  289 

― 77      f-k  Fr    f  一"^ 

い" ノ 

211 

第 四 福 德潤澤 品 

(S. V  391) 292 

一六 UUpf    (^一  ヽ 
ノヽ 《U_i_IX   V ~ "ノ 

^335) 

212 

潤澤 （一） 

(391) 292 

一 結 

*  u ノ 

218 

潤澤 （二） 

(391) 293 

—— 八 KfRP 

218 

潤澤 （三） 

(392)  294 

一 fl 行路 
ノし 1 J  iPtJ 

丄 ノ 

218 

三 四 

天道 （一） 

(392)  294 

— o 綜讓 

218 

三 五 

天道 （二） 

(393)  295 

笛 + 一    MSff 相應 rS  55 1 

 ' _1— 

ニズヽ 

朋輩 

(394)  297 

、—ノ 

rs  V  342 う 

220 

三 七 

摩訶男 

■  (395)  298 

祭 一 星き J^f 名羅 

〔342) 

220 

三 八 

雨 

(396)  300 

—— 干 

- し 

("342：) 

、. リ"^  "ノ 

220 

三 九 

沙陀 

(396)  300 

一 預流 

C343) 

、リ】 リノ 

221 

四 〇 

難陀 

r397)  302 

zr 再 素 

('344') 

乂"  *  -I  ノ 

223 

第五 有 偈福德 潤澤品 

(S. V  399、  305 

rra 金刹雜 r— ^ 

t-3        c5 ゃリ TP    V  ノ 

(-346^ 

u ノ 

226 

四 一 

潤澤 （一） 

(399)  305 

TT 舍禾 H 弗 〔一） 

-LL        t±j ャリ ITp    、- —— - ノ 

*  '  ノ 

227 

四 二 

潤澤 （二） 

(401) 307 

六 "^て 

, 、 ノゝ 

ぐ 348) 

228 

四 三 

潤澤 （三） 

(401) 309 

v  ノ 

七 鞞紐 多羅 

(352) 

V  ノ 

234 

四 四 

大寶 （一） 

(402^  310 

、ゾノ 

八 繫耆 i 加 精舎 （^一） 

(356) 

、"- ~*  "  ノ 

240 

四 五 

大寶 （二） 

(402)  311 

九 繁耆 i 加精舍 （一） 

(358) 

242 

四 六 

比丘 

(403)  311 

V  ノ 

一 〇 繁窖翻 精 会 (- 

■)  r358^ 

ノ  v^^Ji^uy 

243 

四 七 

難提 

(403)  312 

第一 千 品 （王 園 品） 

(S. V  360) 

246 

四 八 

跌提 

(403)  313 

 . 千 

(360) 

246 

四 九 

摩訶男 

(404)  313 

一一 跌羅 PS 
~ •     安ネ庄 「  J 

厂 361、 
い ノ 

247 

"寸 1 

五 〇 

支 

(404)  314 

— 二  MM. 
_ - ド ド」 W 田 

(362) 

248 

第 六 H 慧品 

(S.  V  404)  315 

、リ V*  ノ 

251 

五一 

有偈 

(404)  315 

一 77 耍錦 r 

C364") 

251 

五 二 

雨 安居 

(405)  317 

—六 朋; fe"  C— ) 

, ヽ ノ ぶ」 , 入 V  ノ 

乂  u レ *■  ノ 

252 

五三 

達 摩提那 

(406)  319 

一七 朋せ < ^一） 

L-i /  J/J  -cX.    V —— *  ノ 

(365、 

253 

五 四 

疾病 

(408)  320 

一八 千 ト游? "T  C ~ 0 

(366^ 

254 

五 五 

果 （一） 

324 

- "h 子 ト游れ ( ― ヽ 

、ひ U  ( ノ 

256 

五六 

果' （二） 

"11、 324 

、寸 丄丄 ノ     kJ  t-ii 

一 qp  u '^^^  /^二 ヽ 

に ゾ 

五 七 

果 （三） 

t  ^上上 ジ O^'i 

第二    H 手品 

(b. V  oby ) 

o  r  o 
ZOO 

五八 

果 （四） 

(411) 324 

ニー    摩訶男 （一） 

(369) 

258 

五 九 

獲得 

(4in  325 

ニニ 摩訶男 （二） 

(371) 

261 

六 〇 

增長 

(411) 325 

二三 沙陀 

(371) 

262 

ハ— 

廣大 

(411) 325 

( 43  ) 


16 下 相 患部 〔S5562〜74,  S561〜60〕 


第 七 

大' ft  ロロ 

(S.V  412) 

326 

正 等覺者 

(433)  358 

' - ~ ■ 

ノヽ ~ 

大慧 

(412) 

326 

二 四 

阿羅漢 

(433)  359 

■  1  .  — • 

ハニ 

廣 

(412) 

326 

二 五 

贿盡 

(434)  360 

六 四 

廣大 

(412) 

326 

~ >ノ ヽ 

友 

(434)  360 

六 五 

深 

(412) 

326 

二 七 

如 

(435)  361 

1  ■  r 
ノヽ ノヽ 

無 等 

(412) 

326 

二八 

世間 

(435)  362 

六 七 

宏慧 

(412、 

、  ノ 

327 

二 九 

應遍知 

r436)  362 

V  ノ 

六 八 

多多 

(412、 

、  ノ 

327 

三 〇 

伽 梵婆提 

(436)  363 

六 九 

迅 

(412) 

327 

第 四 f 

ま 恕林品 

(S.  V  437)  364 

七 〇 

輕 

(412) 

327 

申恕 

(437)  364 

七 一 

捷 

(412) 

V  ーノ 

327 

二 一 

怯提羅 

(438)  366 

七 二 

速 

(413) 

、 *  ■* "レノ 

327 

一 一 

杖 

(439)  367 

七三 

利 

、 】 "* "リノ 

327 

三 四 

衣 

(440)  368 

• 七 四 

決擇 

レゝ 

V  "リノ 

328 

二  77 

 i  .1. 

"4(n  369 

'十二 

諦相嚿 〔S  56 

131〕 

— ' — 1  * 

~ '-  / ヽ 

生類 

(441) 370 

(S. V  414^ 

、"- ^     -  y 

329 

三 七 

曰喩 （一 ） 

(442)  370 

第一 

中 口 

/T"  □  口 

(414^ 

V.  -ノ 

329 

三 八 

日喩 （二） 

(442)  371 

定 

(414) 

329 

三 九 

因 陀羅柱 

(443)  372 

一 

宴默 

(414) 

329 

四 〇 

論師 

(445)  374 

二 

善 男子 （一） 

(415) 

330 

第五 深嶮品 

(S.V  446)  376 

四 

善 男子 （二） 

(415) 

331 

四 一 

思惟 

(446)  376 

五 

沙門 婆羅門 （- 

— ) 

ノ 

(416) 

332 

四 二 

深!^ 

(448)  379 

- 1  i 
/ ヽ 

沙門 婆羅門 （- 

二） 

(417) 

333 

四 三 

熱 煩 

(450)  381 

七 

M 

(417) 

334 

四 四 

- 重閣堂 

(452)  384 

SB 

'ひ 

V  * 丄 リノ 

335 

四 五 

毛 

(453)  385 

ノ し 

C す 

リレノ 

\J\J\3 

四 六 

闓黑 

(454)  387 

一 

pfTH 

(419) 

四 七 

孔 （一） 

"55、  390 

第二 

轉法輪 品 

(S.V  420) 

339 

四 八 

孔 （二） 

(456)  391 



如 來所說 （- 

一） 

(420) 

339 

四 九 

須彌 （一） 

(457)  392 

― ― 

如 來所說 C 

二） 

(424) 

344 

五 〇 

須彌 （二） 

(458)  393 

345 

第 六 現觀品 

(S.  V  459)  395 

 .  二 

W 

(425) 

五一 

爪 頂 

/■  i  Cfi ヽ ゥ ft  c 

—四 

處 

(426) 

346 

五 二 

湖 池 

一 五 

受待 （一） 

r426^ 

、  ✓ 

348 

五三 

合流 （一） 

れヽ "^OA 

(^4DU )  OaO 

—1, . 

--^  J  、J     、  '  ノ 

"27) 

、 , —響 ノ 

349 

五 四 

合流 （二） 

— -4- 

し 

MM 

"28、 

V  '  ノ 

351 

五 五 

地 （一） 

("462^  398 

ノ  乂 

に ソ 

地 （二） 

CAG2^  398 

ふ 

—九 

辯 

五 七 

海 （一） 

こ 〇 

如 

(430) 

353 

五八 

海 （二） 

(463)  399 

第三 

拘利村 品 

(S.V  431) 

354 

五 九 

山喩 （一） 

(464)  400 

拔耆 （一 ） 

(431) 

354 

六 〇 

山喩 （二） 

(464)  400 

拔耆 （二） 

(432) 

356 

第 七 生 穀廣說 品 （一） 

(S.  V  465)  402 
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- ,1  - 

餘處 

/ ヽ ， 

邊地 

t  -   • 

ノ ヽ ~ '■ 

慧 

Jd、 

六 四 

酒 

フヽカ 

水 

*  -     t  - 
ノヽ / ヽ 

母 

六 七 

X 

六 八 

沙門 

六 九 

婆羅門 

七 〇 

尊重 

(八 生 穀廣說 1 

七 一 

生 

七 二 

不與 

七三 

欲 

七 四 

妄語 

七 五 

離間 語 

七 六 

麝悪語 

七 七 

碟 

七 八 

種子 

七 九 非 時 

八 〇 

第 九 生 穀廣說 品 （三） 


八 一 

舞踊 

八 二 

床 

八 三 

銀 

八 四 

穀 

八 五 

肉 

八 六 

童女 

八 七 

婢 

八 八 

山羊 *羊 

八 九 

鶏 ，豕 

九 〇 

象 

(S 


(S. 


第 十 生 穀廣說 品 （四） （S. 

九 一 田 
九 二 賣買 
九 三 使 
九 四 僞秤 
九 五 虛僞 
九 六 〜一 〇 一 
一 〇 二 五 趣 （一） 
一 〇 三 五 趣 （二） 


(465)  402 

(466)  403 

(467)  403 
(467)  404 
(467)  404 
(467)  404 

(467)  404 

(468)  404 
(468)  405 
(468)  405 

, V  468)  406 

(468)  406 

(469)  406 
(469)  406 
(469)  406 
(469)  407 
(469)  407 

(469)  407 

(470)  407 
(470)  407 
(470)  408 

V  470)  408 

(470)  408 

(471)  409 
(471) 409 
(471) 409 
(471) 409 

(471)  410 

(472)  410 
(472)  410 
(472)  410 

(472)  410 

V  473)  411 

(473)  411 
(473)  411 
(473)  412 
(473)  412 
(473)  412 

(473)  413 

(474)  413 
r474)  414 


一 〇 四 五 趣 （三）  （475)  414 

一 〇 五 〜一 〇 七 五 趣 （四 

〜六）  （475)  414 

一 〇 八〜 一一 〇 五 趣 （七 

〜九）  （475)  414 
 ―-'  '三 五 趣 (一 

〇' ^一 二）  （475)  415 

—— 四^  六 五 趣 （一 

三  五）  （475)  415 

—— 七  九 五 趣 （一 

六〜 一八）  （476)  415 

一二 〇  ニニ 五 趣 （一 

九〜 ニー）  （476)  416 

一二三 - ^一 二 五 五 趣 （二 

二 〜二 四）  （476)  416 

一二 六  二八 五 趣 （二 

五〜 二 七）  （476)  416 

一二 九 五 趣 （二八） （476)  417 
一三 〇 五 趣 （二 九） （477)  417 
一三 一 五 趣 （三 〇） （477)  417 

第 17 卷 

增 支部 經典ー Aiiguttara- nikaya 荻 原 雲來譯 
一 集 〔A 1〕 
一 色 等 品 （一"^ ^一 〇） (A.i 1) 1 
二 斷蓋品 （一^ ^一 〇）  （3)  4 

三 無 堪忍 品 (一- ^一 〇） （5)  6 
四 無 調 品 （一" ^一 〇）  (6)  9 

五 向と 隱 覆との 品 （ 一 — 0)  (8) 11 
六 彈指品 （ 一^^ — 0)  (10) 14 

七 發 精進 等 品 （  〇） （12) 17 

八 善 友 等 品 （  〇） （14) 19 

九 放逸 等 品 （一^ ^一 七） （15)  21 
一 〇 非 法 等 品 （一〜 四 二） （16)  23 
一一 非 法 等 品 （一^" « ^— 〇） （19)  27 
一二 無 犯 等 品 （ 一〜 二 〇） （20)  29 
一三 一人 品 （一〜 七）  （22)  31 

—四 是' a     ^  'ハ  "。、 0- 

一 五 無 


一七 種 

一八 末 . ― 


0 


0  6  0  0  3 

IV  C  C  C  C 


〇 

一 


〇 


七 


八 品 品 ロ^ 


梨 


處法子 伽 
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(35)  52 

(38)  56 

(43)  65 

(A.  i  47)  71 

(52)  78 

(59)  90 
(61) 93 
(70) 107 


一九 不放 逸品 （ 一〜 二） 
二 〇 靜慮品 （ 一" > "—八 二 
ニー    靜慮品 （一〜 ニニ） 
二 集 〔A  2〕 

一 科 刑罰 品 （  〇） 

二 き 論 品 (—- — 〇) 
三 愚人 品 （一^ ^一 二） 
四 等 心 品 （ —O) 
五 衆會品 （一^ ^一 3) 

以上 初の 五十 

六 人品 （  二）  （76) 118 

七 樂品 （  三）  （80) 124 

八 有 品 （  C)  (82) 129 

九 法 品 （一〜 一一 ）  （83) 130 

一 〇 愚者 品 （一〜 二つ） (84) 132 

以上 第二の 五十 

一一 希望 品 （  二）  （86) 138 

一二 希求 品 （  ） （88) 141 

一三 施 品 （  〇）  （91) 147 

一四 覆 護 品 （ 一^ —：ヽ (93) 150 
一 五 入定 品 （ 一^ < 一七） （94) 153 

以上 第三の 五十 
一六 忿品 （一^ ^一 CC)  (95) 154 

一七 品 （一〜 五）  （98) 160 

：ー 集 〔A  3 1 〜： 163〕 

一 愚人 品 （  〇） （101) 165 

二 車 匠 品 (  "二 〇） （106) 172 

三 人品 （二 一〜 三 〇） （118) 191 
四 天使 品 （三 一^ ^四 C) (132)  214 
五 小品 （四 一"^ ^五 〇） （150)  243 

以上 初の 五十 
― 婆羅門 品 （五一〜 六 〇） （155)  251 
二 大品 （六 一〜 七 〇） （173)  280 
三 阿難 品 （七 一〜 八 〇） （215)  352 
四 沙門 品 （八 一〜 九 〇） （229)  374 
五 一掬 鹽品 （九  〇〇） （239)  394 

以上 第二の 大 五十 

- 等覺品 （一 〇  〇） （258)  426 

二 惡趣品 （  "一二 〇） （265)  438 

三 俱尸那 揭羅品 （一二  

三 〇）  （274)  452 


-四 〇） 
-五 C) 

一六 三） 


四 戰士品 （一三 一^^ - 
五 吉祥 品 （一四 一〜 
以上 第三の 小 五十 
裸 形 品 （一 五 一^ - 
攝句ー 
攝句ニ 
攝句三 

第 IS 卷 

增 支部 經典ニ 

四 集 〔A  4 1〜271〕 

一 バン ダガー マ 品 （  


(284)  469 
(292)  483 

(295)  488 

(300)  497 

(301)  499 
r302)  501 


〇） 

(A.ii 1) 


22 
35 
59 
80 


二 行 品 （ 一一 〜二 〇） （13) 
三 優 樓比螺 品 （二 一〜 三 〇） （20) 

四 輪 品 （三 一〜 四 〇）  （32) 
五 赤 馬 品 （四 一〜 五 〇） （44) 

以上 初の 五十 
一 福 生 品 （五 一〜 六 〇） （54)  97 
二 遠 切 業 品 （六 一〜 七 〇） （65) 113 
三 無 戲論品 （七 一〜 八 〇） （76) 132 
四 不動 品 （八 一〜 九 〇） （83) 145 
五 阿修羅 品 （九  〇〇） （91) 160 

以上 第二の 五十 
一 雲 品 (一 〇. 一^ - 一一 0)(A.  ii 102) 179 

二 只 尸 品 （  二 〇） （112) 198 

三 怖畏品 （一二  三 〇） （121) 215 

四 補特 伽羅 品 （一三  四 

0)  (133)  235 

五 光品 （一四 一" ^一 五 〇） （139)  244 

以上 第三の 五十 

一 根 品 （一 五  六 〇） （141) 249 

二 行 品 （一六 一"^ ^一 七 〇） （149)  262 
三 故 思 品 （一七 一^ ^一 八 〇） （158)  277 
四 戰士品 （一八 一" ^一 九 〇） （170)  298 
五 大品 （一九 一^ "二 〇〇） （185)  324 

以上 第 四の 大 五十 

一 善士品 （二 〇 一〜 ニー 〇） 

(A.ii  217)  380 

二 莊飽品 （二  ニニ 〇） （225)  395 

三 妙 行 品 （ニニ 一 ~ 二三 〇） （228)  400 
四 業 品 （二三一〜 二 四 〇） （230)  404 


( 46  ) 


18 增 支部 〔A4〕 19增支部「八5〕20增支部〔八6,  A7〕21 增 支部 〔A8〕 


五 犯畏品 （二 四 一〜 二 五 〇） （239)  418 
六 通慧品 （二 五一〜 二 六 〇） （246)  431 
七 業 道 品 （二 六 一〜 二 七 〇） （253)  442 

畢品 （二 七 一）  (256)  446 
以上 第五の 五十 

第 19 卷 

增 支部 經典三  获原 雲來譯 
五 集 〔A  5 1-250  +  21] 

一 學カ品 （  〇） (A.  iii 1) 1 

二 力 品 （  二 〇）  （9) 12 

三 五 支 品 （ニー〜 三 〇） （14)  20 
四 須摩那 品 （三 一〜 四 〇） （32)  42 
五 文 荼王品 （四 一〜 五 〇） （45)  61 

六 蓋 品 （五 一〜 六 〇）  （63)  85 

七 想 品 （六 一 〜七 〇）  （79)108 
-八 戰士品 （七 一〜 八 〇） （84) 115 
九 長老 品 （八 一〜 九 〇） （110) 152 

一 〇 カク ダ品 （九  〇〇） （118) 164 

一一 安 穩住品 （一 〇  

. 0)  (A.  iii  127) 176 

一二 ァ ン ダカ ヰ ンダ品 （ 一一 

— ^一 二 〇）  （136) 188 

一三 病 品 （一二  三 〇） （142) 198 

一四 王 品 （一三  四 〇） （147)  206 

一 五 テ ィ 力 ンダキ 品 （一四 一 

' ^一 五 〇）  （164)  229 

一六 妙法 品 （一 五  六 〇） （174)  244 

, 一七 嫌 恨 品 （一六  七 〇） （185)  258 

一八 優 婆 塞 品 （一七  八 

〇）  (203)  282 

一九 阿 蘭 若 品 （一八 一^ ^一 九 

〇）  (219)  305 

二 〇 婆羅門 品 （一九 一〜 二 〇 

〇)  (221) 309 

ニー    金 毗羅品 （二 〇 一〜 ニー 

〇）  (247)  342 

ニニ 罵詈 品 （二  ニニ 〇） （252)  349 

. 二三 長 遊行 品 （ニニ 一〜 二三 

〇）  (257)  356 

二 四 舊住品 （二三 一〜 二 四 〇） （261) 363 

二 五 惡行品 （二 四 一〜 二 五 〇） （267)  371 


二 六 近圓品 （ 一〜 ニー）  （271) 378 
第 20 卷 

增 支部 經典四  荻 原 雲來譯 
六 集 〔A  6 1-124] 

一 應請品 （  〇） （A.  iii  279) 1 

二 可 念 品 （  二 〇） (288) 14 

三 無上 品 （二 一〜 三 〇） （309)  42 

四 天 品 （三 一 〜四 二）  （329)  67 
五 曇彌品 （四 三〜 五 四） （344)  87 

以上 初の 五十 

六 大品 （五 五〜 六 四）  （374) 128 
七 天神 品 （六 五〜 七 四） （421) 187 
八 阿羅漢 果品 （七 五〜 八 四） （429) 197 
九 清涼 品 （八 五〜 九 五） （435)  205 
一 〇 勝利 品 （九 六〜 一 〇 六） （441) 213 
以上 第二の 五十 

一一 三 法 品 (一 〇 七^  六） （445)  220 

一二 品 所 不攝經 （ 一一 七 〜一 

二 四）  （449)  226 

七 集 〔A  7 1〜80  +10〕  土 田 勝彌譁 
初の 五十 

一 財 品 （一^ ^一 〇） （A.iv 1) 231 

二 隨眠品 （  八） （9)  241 

• 三 跋耆品 （一九〜 三 〇） （16)  252 

四 天 品 （三 一〜 四 〇）  （27)  268 
五 大供犧 品 （四 一〜 五 〇） （39)  283 

五十 所 不攝品 
六 無 記 品 （五 一^ ^六 〇） （67)  315 

七 大品 （六 一〜 七 〇）  （99)  352 
八 律 品 （七 一〜 八 〇） （140)  399 

九 〔品 所不 攝經〕  （144)  405 
第 21 卷 

增 支部 經典五  渡邊 照宏譯 
八 集 〔A  8 1〜90  +  510〕 

五十 經  . L       (A.  iv 150) 1 

第一 慈 品  （150) 1 

一 慈  （150) 1 

二 慧  （151) 4 

三 敬愛 （一）  （155)  8 

四 敬愛 （二）  （155)  9 

五 世間の 失 （一）  （156) 10 
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—I— - 

お 間の 失 （二） 

(157) 

11 

四 三 

毘舍怯 

(255) 150 

七 ： 

g 婆 達 多 

(160) 

15 

四 四 

婆私吒 

(258) 157 

八 

g 多羅 

(162) 

17 

四 五 

ノっ、 ツナ ャ ― 

(259) 166 

九 

難陀 

(166) 

22 

四 六 

阿那律 

(262) 173 

一 〇 

莠 

(168) 

25 

四 七 

毘舍怯 

(267) 179 

^ ~ - 大口 口 

(A.  iv 172) 

31 

四 八 

那拘羅 母 

(268) 182 

一一 

W 蘭 若 

(172) 

31 

四 九 

此世 （一） 

(269) 184 

一 二 

師子 

(179) 

40 

五 〇 

此世 （二） 

(271) 189 

― 三 

良馬 

(188) 

51 

五十 經餘品 

(A.  iv  274) 194 

—四 

未 調馬 

(190) 

53 

第 六 瞿曇彌 品 

(274) 194 

一 五 

垢稳 

(195) 

59 

五一 

瞿曇彌 

(274) 194 

* 

ーノヽ 

使命 

(196) 

60 

五 二 

敎誡 

(279)  202 

一七 

鬆縛 （一） 

(196) 

61 

五三 

略說 

(280)  204 

一八 

繁縛 （二） 

(197) 

62 

五 四 

長 膝 

(281) 205 

一九 

波呵羅 

(197) 

63 

五 五 

繁闍 ^53 

(285)  212 
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第 十四 善良 品 

(A. 

V  240) 

172 

一七 八 

〔善良〕 

(273)  222 

一三 四 

〔善良〕 

(240) 

172 

一七 九 

〔聖 法〕 

(274)  222 

一三 五 

〔聖 法〕 

(241) 

172 

一八 〇 

〔善〕 

(274)  223. 

〔善〕 

(241) 

173 

一八 一 

〔義〕 

(275)  224 

一三 七 

〔義〕 

(241) 

174 

一八 二 

〔法〕 

(275)  224 

—三 八 

〔法〕 

(242) 

175 

一八 三 

〔無 漏〕 

(275)  225 

一三 九 

〔無 漏〕 

(242) 

175 

一八 四 

〔無 過〕 

(276)  226 

—四 〇 

〔無 過〕 

(242) 

176 

一八 五 

〔《 苦〕 

(276)  226 
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一八 六 

〔積 集〕 

(276) 

227 

第一 依 止 品 

(311) 276 

一八 七 

〔引 苦〕 

(277) 

228 

一 何義 . 

(311) 276 

一八 八 

〔苦 報〕 

(277) 

228 

~ -  思 

(312)  278 

第 十九 聖道品 

(A. 

V  278) 

230 

三 所 依 （一） 

(313)  280 

一八 九 

〔聖 道〕 

(278) 

230 

四 所 依 （二） 

(315)  282 

一九 〇 

〔黑 道〕 

(278) 

230 

五 所 依 （三） 

(316)  285 

一九 一 

〔正 法〕 

(278) 

231 

六 難 

(317)  287 

一九二 

〔善士 法〕 

(279) 

232 

七 想 （一） 

(318)  287 

一九 三 

〔應 起〕 

(279) 

233 

八 想 （二） 

(319)  289 

一九 四 

〔應 習〕 

(279) 

233 

九 作意 

(321) 292 

一九 五 

〔應修 習〕 

(280) 

234 

一 〇 說陀 

(322)  294 

一九 六 

〔應 多修〕 

(280) 

235 

 孔雀 林 

(326)  299' 

一九 七 

〔應 憶念〕 

(280) 

235 

^ 一  tg.je^^PH 

(A.  V  328)  303 

一九 八 

〔應 現證〕 

(281) 

236 

一二 摩訶男 （一） 

(328)  30a 

"~ "十 人口 口 

(A. 

V  281) 

238 

一三 摩訶男 （二） 

(332)  308. 

一九 九 

〔應 依附 一大 福〕 

(281) 

238 

. 一四 難提 

(334)  311 

〔餘 經〕 

(283) 

240 

一 五 須 菩提 

(337)  314 

第二 十一 

業 所 生身 品 

(A. 

V  283) 

ノ 

240 

一六 慈 

(342)  322 

二 〇〇 

〔地獄 天界 （一 

)〕 

(283) 

240 

一七 第 十 

(342)  32o 

二 〇 一 

〔地獄 天界 （二 

)〕 

(285) 

243 

一八 放 牛 者 

(347；  329 

二 〇 二 

〔婦女」 

(286) 

243 

一九 三昧 （一） 

(353)  338 

二 〇 三 

〔優 婆 夷 （一)〕 

(287) 

244 

二 〇 三昧 （二） 

(354)  340 

二 〇 四 

〔優 婆 夷 （二)〕 

(288) 

245 

ニー      三昧 （三） 

(356)  34a 

二 〇 五 

〔蛇行 法〕 

(288) 

246 

ニニ 三昧 （四） 

(357)  345 

二 〇 六 

〔摩 尼珠〕 

(292) 

250 

〔廣 說〕 

(A.  V  359)  348. 

二 〇 七 

〔思〕 

(297) 

257 

〔貪 品〕 

(360)  351 

二 〇 八 

〔業 所 生身〕 

(299) 

260 

〔第一 證知〕 

(360)  351 

二 〇 九 

〔婆羅門〕 

(301) 

262 

〔第二 遍知〕 

(360)  351 

〔廣 說〕 

(A. 

V  303) 

265 

第 23 卷 

ニー  〇 

〔十 法〕 

(303) 

265 

小 部 經典ー Khuddaka- nikaya 

〔二十 法〕 

(304) 

266 

小誦經 Khuddaka  patha 

も;' 田 菱道譯 1 

〔三十 法〕 

(305) 

268 

一 三歸文 

(Khp. 1) 1 

〔四十 法〕 

(306) 

269 

二 十戒 文 

CD 1 

ニー  四 

〔損害〕 

(308) 

272 

三 三十 二 身分 

(2)  2 

ニー  五 

〔惡生 • 善 趣〕 

(308) 

272 

四 問 沙彌文 

(2)  2 

~ •          ' - 

~ • —ノヽ 

〔賢愚〕 

(309) 

273 

五 吉祥 經 

(2)  3 

〔貪 品〕 

(A. 

o 

274 

六 三寶經 

(4)  5 

ニー  七 

〔不淨 想〕 

(309) 

274 

七 戶外經 

(6)  9 

ニー  八 

〔正 見〕 

(310) 

274 

八 伏藏經 

(7) 11 

ニー  九 

〔遍 知〕 

(310) 

275 

九 慈悲 經 

(8) 13 

'一 集 〔A 

ド 

to 

(A. 

V  311) 

276 

法句經 Dhammapada 

福 島 直 四郎譯 17 
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23 法句經 〔Dhp〕 . 自 說經 〔Ud〕 . 如是 語經 〔It〕 


一 雙品 （w.l〜20)  (Dhp. 1) 17 

二 不放 逸品 （21~32)                (4)  20 

三 心 品 （33〜43)                     (5)  22 

四 華 品 （44~59)                      (7)  24 

五 愚 品 （60〜75)  (9)  26 
六 賢 品 （76〜89)                    (11) 28 

七 阿羅漢 品 （90〜99)              (13)  30 

八 千 品 （100〜115)                 (15)  32 

九 惡品 （116〜128)                 (17)  35 

一 〇 刀 杖 品 （129〜145) (19)  37 

一一 老品 （146〜156)              (22)  39 

一二 自己 品 （157〜166)           (23)  41 

一三 世 品 （167~178)              (25)  43 

一四 佛陀品 （179〜196)           (27)  44 

一 五 安樂 品 （197〜208)  (30)  47 
一六 愛好 品 （209〜220)           (31) 49 

一七 忿怒 品 （221〜234)           (33)  51 

一八 泪據品 （235〜255)           (35)  53 

一九 法 住 品 （256〜272)           (38)  56 

二 〇 道 品 （273〜289)              (40)  59 

ニー    雑品 （290〜305)              (42)  62 

ニニ 地獄 品 （306〜319)           (44)  64 

二三 象 品 （320〜333)              (46)  67 

二 四 愛欲 品 （334〜359)           (48)  69 

二 五 比丘 品 （360〜382)           (52)  73 

二 六 婆羅門 品 （383~423)        (55)  77 

自說經 Ud さ na  增永 靈鳳譯 85 

第一 品 ^提品 （  〇） （Ud. 1) 85 

第二 品 目 眞隣陀 品 （  〇） （10)  98 

第三 品 難陀品 （  〇） （21) 117 

第 四 品 彌隨品 （ 一^ — 0)  (34) 138 
第五 品 蘇那 長老 品 （ 一^ — 0)    (47) 160 

第 六 品 生 盲 品 （  〇） （62) 185 

第 七 品 小品 （  〇） （74)  207 

第 八 品 波吒 離村 人品 (  〇)(80)  217 

如是 語經 Itivimaka 石黑 彌致譯 241 
一 集 〔It 1〜27；)  (It. 1) 241 

第一 品 （十 經） （1 1，1〜10) 
—貪 二 瞬 三癡 四忿 五 ft 
六慢 七一 切 八慢 九 貪 一 

om 


第二 品 （十 經） a  2，1〜10)       (6)  249 

一一 m  一二 忿 一三 覆 一四 
無明 一 五 愛 一六 • 一七 學 
一八 僧 破 一九 僧 和 二 〇 汚 心 

第三 品 （七 經） （1 3，1〜7) (13)  259 

ニー 淨心 ニニ 福 二三 二 利 
二 四 山 二 五 妄語 二 六 施 二 

し  <じ、 

二 集 〔It  28〜49〕 

第一 品 （十 經） （2 l，l〜10)(It.22)  269 

二八 • 二 九 根 門 • 鈑 食 三 〇 • 

三 一善 *惡 三 二  • 三 三 戒* 見 
三 四 無 勤 • 無愧 三 五 • 三六梵 

行 • 非梵行 三 七動亂 '精進 
第二 品 （十二 經） （2  2,1-12)  (31) 279 

三 八 安 穩* 孤獨 三 九 見 • 厭 四 
〇 無 慚. 無愧 四 一 滅* 不滅 四 

二 慚.愧 四 三 無 生 '生 四 四 

湼樂 四 五獨居 四六學 勝利 
四 七 悟 四 八 無幸處 四 九 見 
三 集 〔It  50〜99〕 

第一 品 （十 經） (3 1,1 〜： 10)     (45)  294 
五 〇 不善 根 五一 界 五 二 • 五 
三受 五 四 • 五 五 求 五六 • 五 
七 漏 五八 愛 五 九無學 

第二 品 （十 經） （3  2,1 〜； 10)     (51) 302 

六 〇 福 業 事 六 一眼 六 二 根 
六 三時 六 四惡行 六 五 妙 行 
パパ 净 /く 七 六/、  • 六 九 
等 

第三 品 （十 經） （3  3,1 〜： 10)     (58)  310 
七 0 惡行 七 一妙 行 七 二 出 離 
界 七三 色 等 七四兒 七 五 人 
七六樂 七 七 身 等 七 八 衆生 
七 九 法 

第 四 品 （十 經） （3  4,1 〜： 10)     (72)  324 
八 〇 不善 尋 八 一恭 敬 八 二 天 
聲 八 三 天 八 四 三人 八五不 
淨觀等 八 六法 八七尋 八 八 
貪 等 八 九提婆 

第五 品 （十 經） （3  5,1〜10)     (87)  340 
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九 〇 勝 信 九 一 托鉢 九 二 了 合 

一三 正 普行經 （359〜375) 

(63) 133 

衣 九 三 火 九 四 考察 九 五 欲 

' 一四 ft 彌迦經 （376〜404) 

(66) 138 

生 九 六欲驗 九 七 善戒等 

九 

三 大品 〔Sn  3 1 〜： 121 rSn.  72) 147 

八 施 等 九九 三 明 

一 出家 經 （405~424) 

(72) 147 

集 〔It 100-112] 

二 精勤 經 （425〜449) 

(74) 153 

第一 品 （十三 經） （4 1,1-13)  (101) 353 

三 善說經 （450〜454) 

C78) 161 

一 〇〇 梵志 一 〇 一四 事 - 

-〇 

四 孫陀利 迦婆羅 墮闍經 （455 

二 漏 一 〇 三 沙門 一 〇 四 比丘 

〜486) 

(79； 164 

一 〇 五 起 愛 一 〇 六 尊敬 - 

- 〇 

五 摩伽經 （487~509) 

(86) 177 

七 外 護 一 〇 八 欺瞞 一 〇 九 河 

六 薩 毘耶經 （510〜547) 

(91) 186 

一一 〇 行 等  具足 戒 

七 施羅經 （548〜573) 

(102)  203 

一二 如來 

八 箭經 （574 〜 593) 

(112)  219 

第 24 卷 

九 婆 私吒經 （594〜656) 

(115)  226 

；典ニ 

一 〇 拘迦 利耶經 （657〜678) (123)  247 

； Sutta-nipata                 水 野 弘元譯 

一一 那 羅迦經 （679〜723) 

(131) 258 

' 蛇 品 「Sn 1 1〜12J          (Sn. 1) 

1 

一二    二種 1 遣觀經 （724~765) (139)  272 

一 蛇經 （w. 1〜17) 

(1) 

1 

四 義品 〔Sn  4 1〜16〕        (Sn.  151) 295 

二 陀 尼耶經 （18~34) 

(3) 

7 

一 欲經 （766〜771) 

(151) 295 

三 犀角經 （35〜75) 

(6) 

13 

二 窟 八偈經 （772〜779) 

(151) 301 

四 耕 田婆羅 墮闍經 （76〜82) (13) 

26 

三 瞋怒八 f 易經 （780〜787) 

(153)  304 

五 淳陀經 （83~90) 

(16) 

32 

四 淨 八倡經 （788〜795) 

(154)  307 

六 敗亡 經 （91〜115 リ 

(18) 

35 

五 第一 八偈經 （796〜803) 

(156)  310 

七 賤民 經 （116~142) 

(21) 

42 

六 老經 （804〜813) 

(158)  313 

八 慈經 （143〜152) 

(25) 

52 

七 帝須 彌勒經 （814〜823) 

(160)  316 

九 雪山 〔夜叉〕 經 (153〜180) 

(27) 

55 

八 波 須羅經 （824〜834) 

(161) 320 

一 〇 曠野 〔夜叉〕 經 （181~192)(31) 

65 

九 摩 健 地耶經 （835~847) 

(163)  324 

一一 征勝經 （193~206) 

(34) 

71 

一 〇 死前經 （848〜861) 

(166)  330 

一二 牟尼經 （207〜221) 

(35) 

76 

—— 鬪諍經 （862~877) 

(168)  334 

. 小品 〔Sn  2 1~14〕         （Sn.  39) 

81 

一二 小 集積 經 （878〜894J 

(171) 339 

一 寶經 （222〜238) 

(39) 

81 

一三 大 集積 經 （895〜914) 

(174)  344 

二 臭穢經 （239〜252) 

(42) 

89 

一四 迅速 經 （915〜934) 

(179)  351 

三 慚經 （253~257) 

(45) 

94 

一 五 執杖經 （935〜954) 

(182)  357 

四 大吉 祥經 （258~269) 

(46) 

96 

一六 舎利 弗經 （955〜975) 

(185)  363 

五 針 毛 〔夜叉〕 經 (270〜273) 

(47) 

100 

五 彼岸 道 品 〔Sn  5 l〜18KSn.  190)  370 

六 法行經 （274〜283) 

(49) 

103 

一 序偈 （976〜1031) 

(190)  370 

七 婆羅門 法經 （284〜315) 

(50) 106 

二 阿 耆多學 童 所 問 （1032〜 

八 船經 （316〜323) 

(55) 117 

1039) 

(197；  388 

九 何戒經 （324〜330) 

(56) 120 

三 帝 須彌勒 學童所 問 （1040 

一 〇 起立 經 （331~334) 

(57) 122 

〜1042) 

(199)  392 

一一 羅 喉羅經 （335〜342) 

(58) 124 

四 富 那迦學 童 所 問 （1043〜 

一二 鵬 耆舍經 （343〜358) 

(59) 127 

1048) 

ri99)  394 
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五 彌多求 學童所 問 （1049〜 

第二 貞淑 女天宮 （1~7) 

(9)  451 

1060) 

(201) 

397 

 • 一 ： 

嫁 婦天宮 ひ〜 8) 

(10)  452 

六 度 多 迦學童 所 問 （1061~ 

—四 

嫁 婦天宫 ひ〜 8) 

(11) 453 

1068) 

(204) 

401 

一 五 

鬆 多羅 女天宮 （1~13) 

(11) 454 

七 優 波 私 婆 學童所 問 （1069 

  r  ■ 

師利挈 女天宮 （1〜13) 

(12)  455 

〜： 1076) 

(205) 

404 

一七 

髮結 女天宮 ひ〜 7) 

(14)  457 

八 難 陀學童 所 問 （1077〜 

第二  i 

チッ タラタ 一園 品 （Vv. 15)  459 

1083)  • 

(207) 

407 

一八 

下婢 天宮 （1 〜： 15) 

(15)  459 

九 醜 擎迹學 童 所 問 （1084〜 

一九 

ラ クマ 一女 天宮 （1〜15) (17)  461 

1087) 

(209) 

411 

二 〇 

鈑泡施 者天宮 ひ〜 10) 

(17)  462 

一 〇 刀 提耶學 童 所 問 （1088 

旃陀羅 女天宮 ひ〜 11) 

(18)  464 

〜1091) 

(210) 

412 



ノヽ' ッテ" ィ ッ ティカ 一女 

一一 劫 波 學童所 問 （1()92〜 

天宫 （1 〜： 11) 

(19)  465 

1095) 

(211) 

414 

― 二 

ソ一 ナディ ンナ 一女 天 

一二 闍都乾 耳 學童所 問 （1096 

宮 ひ〜 11) 

(20)  466 

-1100) 

(212) 

416 

二 四 

ゥポ一 サ ター 女天宫 

一三 拔陀羅 浮 陀學童 所 問 

(1 〜： 16) 

(20)  468 

(：1101〜1104：) 

(213) 

417 

二 五 

スニ ッダ— 女天宮 （1〜 

一四 優 陀耶學 童 所 問 （1105 

11) 

(21) 469 

-1111) 

(214) 

419 

~ ■ —し 
~ 、/ ヽ 

ス ディ ンナ一 女天宮 

一 五 布 沙羅學 童 所 問 （1112 

ひ〜 11) 

(22)  470 

-1115) 

(215) 

422 

二 七 

食 施 女天宮 ひ〜 8) 

(22)  471 

—六 莫伽極 闍學童 所 問 （1116 

二八 

第二 食 施 女天宮 ひ〜 7) 

(23)  472 

〜： 1119) 

(216) 

424 

第三 き 

t 度樹 品.                  （Vv.24)  472 

一七 賓祇耶 學童所 問 （1120 

二 九 

優天宮 （1~11) 

(24)  472 

〜1123) 

(217) 

425 

三 〇 

甘蔗 天宮 ひ〜 11) 

(24)  47'* 

—八 〔十六 學童所 問の 結語〕 

一 ' . 

臥 臺天宮 （1〜9) 

(26)  475 

(1124〜1149：) 

(218) 

427 

二 一 

ラタ一 天女 天宮 （1~11) (27)  477 

'事經 Vim&na- vatthu         宫田 菱道譯 

二  二 

グ ッ+ィ ラ天宮 ひ〜 192)(28)  478 

i- 椅子 品  （Vv.l) 

437 

三 四 

光輝 天宮 ひ〜 27) 

(31) 483 

一 椅子 天宮 （vv.l〜7) 

(1) 

437 

三 五 

セー サブ テ ィ 一女 天宮 

二 椅子 天宮 （1〜7) 

(2) 

438 

ひ〜 12) 

(32)  487 

三 椅子 天宫 （1 〜り 

(2) 

439 

— - 1 . 
ニハ 

マツリ 力— 女天宮 （1〜 

四 椅子 天 1"^' (1〜8) 

(3) 

440 

8) 

(34)  489 

五 象天宮 ひ〜 12) 

(4) 

三 七 

廣 目天宮 （1〜13) 

(34)  490 

六 船天宮 （1 〜： 12) 

(4) 

442 

三 八 

晝度 樹天宮 （1〜9) 

(35)  491 

七 船 天 富 ひ〜 11) 

(5) 

444 

第 四 深紅 品                    （Vv.37)  492 

八 船天宮 （1〜12) 

(6) 

445 

三 九 

深紅 天宮 ひ〜 8) 

(37)  492 

九 燈 火天宮 （1〜10) 

(7) 

447 

四 〇 

極光 天宮 （1~8) 

(37)  493 

一 〇 胡麻 供養 天 'さ （1〜8) 

(8) 

448 

四 一 

象天宮 （1〜6) 

(38)  494 

一一 貞淑 女天宮 （1〜8) 

(9) 

44  9 

四 二 

アロー マ天宮 ひ〜 8) 

(39)  495 
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四 三 

酸 粥 施 者天宮 （1~10) 

(39) 

496 

七 九 

巷 婆天宮 ひ〜 13) 

(71) 540 

四 四 

精 舍天宮 ひ〜 26) 

(40) 

497 

八 〇 

牧牛 天宮 （1〜12) 

(72)  542 

四 五 

四 女人 天宮 ひ〜 28) 

(42) 

500 

八 一 

犍 陟天宮 （1~28) 

(73)  543 

四 六 

蕃 婆天宮 ひ〜 12) 

(43) 

502 

八 二 

種種 色天宮 ひ〜 9) 

(74)  546 

四 七 

金色 天宮 ひ〜 13) 

(44) 

503 

八 三 

煌 輝 耳環 天 宮ひ〜 21) 

(75)  547 

四 八 

甘蔗 天宫 ひ〜 11) 

(44) 

504 

八 四 

セー リサ カ天宮 ひ〜 54) 

(77)  550 

四 九 

禮 拜天宫 ひ〜 6) 

(45) 

506 

八 五 

整備 天宮 （1~8) 

(83)  558 

五 〇 

ラ ッデ ユマ一 ラ 一女大 
宮 ひ〜 31) 

(46) 

506 

小 部 經典三 

第 25 卷 

第五 大車品  （Vv.49) 

510 

餓鬼 事經 

Peta-vatthu 宫田 菱道譯 

1 

五一 

蛙天宮 ひ〜 4) 

(49) 

510 

第一 

CO 
> 

> 

1 

五 二 

レーブ テ ィ 天宮 （1〜26)  (49) 

511 

一 

福 田 鬼 事 （vv.  1-3) 

(3) 

1 

五三 

チヤ ッ タ靑年 天 宮ひ〜 

一 

豚 鬼 事 （1~3) 

(3) 

2 

24) 

(51) 

514 

二 

臭 口 鬼 事 （1〜3) 

(3) 

2 

五 四 

蟹 味 施 者天宮 （1〜7) 

(54) 

518 

四 

人形 鬼 事 ひ〜 4) 

(4) 

3 

五 五 

守 門 者天宮 

(54) 

519 

五 

戶外鬼 事 ひ〜 12) 

(4) 

3 

五六 

所應 作天宮 

(55) 

519 

_  [ - 

ハ 

食 兒鬼事 （一） （1~9) 

(5) 

5 

五 七 

第二 所應 作天宮 

(55) 

519 

七 

食 兒鬼事 （二） ひ〜 10) 

(6) 

7 

五八 

針天宮 

(55) 

519 

八 

牛 鬼 事 （1~8) 

(7) 

8 

五 九 

第二 針天宫 

(55) 

520 

九 

機 女 鬼 事 （1~4) 

(7) 

9 

六 〇 

象天宮 ひ〜 6) 

(55) 

520 

一 C 

) 禿 頭 鬼 事 ひ〜 15) 

(8) 

10 

— t  . 

ハ 一 

第二 象天宮 ひ〜 7) 

(56) 

521 

_ . ― 

- 象 鬼 事 ひ〜 12) 

(9) 

12 

-1  .  ~ ■ 

第三 象天宫 ひ〜 5) 

(56) 

521 

_ • 一 

： 蛇 鬼 事 ひ〜 10) 

(11) 

14 

」- ~ - 

ハニ 

小 車天宮 ひ〜 34) 

(57) 

522 

第二 

變婆利 品 〔Pv  2 1-131 

六 四 

大 車天宮 （1~33) 

(59) 

526 

(P- 

V. 12) 

16 

^/ヽ ク 

《一 ヤー シ品  （Vv.63) 

531 

離 輪廻 鬼 事 ひ〜 21) 

(12) 

16 

六 五 

在家 天宮 ひ〜 5) 

(63) 

531 

舍利弗 母 鬼 事 （1 〜： 14) 

(13) 

20 

國し」 - 

ハハ 

第二 在家 天宮 ひ〜 5) 

(63) 

531 

二 

マッター 鬼 事 （1〜36) 

(14) 

21 

六 七 

果實施 者天宫 ひ〜 7) 

(64) 

532 

四 

難 陀鬼事 （1〜20) 

(17) 

25 

六 八 

住家 施 者天宮 ひ〜 6) 

(64) 

533 

五 

耳環 女 鬼 事 = 天 宮事八 三 

(18) 

27 

六 九 

第二 住家 施 者天宮 （1〜 

5)(65) 

534 

' - 
ハ 

力 ンハ鬼 事 ひ〜 20) 

(18) 

27 

七 〇 

食 施 者天宫 ひ〜 5) 

(65) 

534 

七 

財 護 鬼 事 ひ〜 19) 

(20) 

30 

七 一 

麥 番天宮 ひ〜 6) 

(65) 

534 

八 

權商鬼 事 ひ〜 11) 

(21) 

33 

七 二 

耳環 天宮 ひ〜 8) 

(66) 

536 

九 

アン クラ 鬼 事 ひ〜 75) 

(23) 

35 

七三 

第二 耳環 天宮 ひ〜 8) 

(66) 

536 

一 〇 雷 多羅 母 鬼 事 （1〜9) 

(28) 

46 

七 四 

變 多羅 天宮 （1〜6) 

(67) 

537 

- 絲 餓鬼 事 （1〜7) 

(29) 

47 

第 七 整備 天宫  （Vv.69) 

537 

1 無 耳 犬 鬼 事 ひ〜 21) 

(30) 

48 

七 五 

チッ タラタ 一天宮 （1〜 

7)(69) 

538 

霧 婆 利 鬼 事 ひ〜 19) 

(32) 

51 

七 六 

歡喜 園天宮 ひ〜 5) 

(69) 

538 

第三 

小品 〔Pv  3 1-10]  (P 

V.  33) 

55 

七 七 

摩 尼 柱天宮 ひ〜 9) 

(69) 

538 

不斷鬼 事 ひ〜 21) 

(33) 

55 

七 八 

黄金 天宮 ひ〜 12) 

(70) 

539 

サーヌ ブーシ 鬼 事 ひ〜 32)  (35) 

5 & 
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造 車 鬼 事 （1〜8) 

(38) 

62 

第 十一 品 〔101 〜： 110) 

(15) 134 

四 

粉 殼鬼事 （1〜5) 

(39) 

63 

第 十— 品 （111〜120) 

(16) 137 

五 

小 兒鬼事 （1〜10) 

(39) 

64 

ニ偈集 （121〜218：) 

rThae 18) 142 

/ ヽ 

セーリ ニー  鬼 事 ひ〜 14) 

(41) 

66 

第一 (121~140) 

ri8) 142 

七 

獵鹿鬼 事 （一） ひ〜 10) 

(42) 

68 

第二 品 （141〜160) 
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C20^ 146 

\   fc*  、'ノ       よ ~I  V/ 

八 

獵鹿鬼 事 （二） （1 〜； 10) 

(43) 

69 

第三 品 （161 〜： 180) 

(22) 150 

九 

詐欺 鬼 事 （1〜8) , 

(43) 

70 

第 四 品 （181〜200) 

(24) 154 

-C 

不敬 塔 鬼 事 ひ〜 10) 

(44) 

71 

第五 品 （2{)1〜218) 

(26) 158 

第 四 

大品 〔Pv  4 1~16〕  CP 

V.  45) 

73 

三偈集 （219~266) 

 — •  ■         ZJ、       V  ノ 

(29) 162 

 . 

ァ ンバサ ッ カラ 鬼 事 （1~ 

四偈集 （^267〜314) 

■       ■    1  •— W  ノ 1、       V  メ 

(33) 171 

89) 

(45) 

73 

五偈集 f315~374) 

(37) 179 

一 

セ一 リ ッサカ 鬼 事-天 宫 

六偈集 （375〜458) 

(42) 189 

事 八四經 

(57) 

86 

七偈集 （^459〜493) 

(49)  203 

二 

ナンディ 力 鬼 事 （1~53) 

(57) 

87 

八 f 曷集 （494〜517) 

' 、 1  H/  zj、       V.  y 

(52)  209 

四 

レーブ テ ィ 鬼 事 = 天宮事 

九 f 曷集 f518〜526) 

(54)  213 

五ニ經 

(61) 

94 

十偈集 （527~596) 

(Thag.  56)  215 

五 

甘 庶鬼事 ひ〜 9) 

(61) 

94 

十一 集 （597〜607) 

(62)  226 

/ ヽ 

兒童鬼 事 ひ〜 7) 

(63) 

95 

十二 f 曷集 （608~631) 

(63)  228 

七 

王 兒鬼事 ひ〜 13) 

(63) 

97 

十三 渴集 （632〜644) 

(65)  232 

八 

糞 食 鬼 事 （一） （1〜8) 

(64) 

98 

十四 偈集 （645〜672) 

(67)  235 

九 

糞 食 鬼 事 （二） = 前經 

(65) 

100 

十六 f 易 集 （673〜704) 

(69)  239 

一 〇 

群集 鬼 事 ひ〜 11) 

r65) 

乂          V  ノ 

100 

二十 (易 集 （705〜9i8) 

*         \  1-9   ノ 1、          V  ノ 

(71) 244 

、 , ノ 

華 子 鬼 事 （1〜3) 

(66) 

101 

三十 偈集 （949〜1050) 

(87)  277 

泰羅鬼 事 （1〜5) 

r66) 

102 

四十 fi 集 （1051.〜109；)) 

(94)  292 

 . . 

木 轴鬼事 

(^67) 

\  W  ,  ノ 

103 

五十 fg 集 （1091〜1145) 

(97)  299 

一四 

蓄財 鬼 事 

(67) 

103 

六十 f 曷集 （1146〜1208) 

(104)  309 

一 五 

商 子 鬼 事 （1~4) 

(67) 

103 

大集 （1209〜1279) 

(1C9)  319 

1  - 

― ズヽ 

六萬1^11鬼事 （1〜9) 

(68) 
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長老 尼 fg 經 Theri  eatha 

增永 靈鳳譯 332 

老 (易經 
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一 fi 集 (乳 ] 〜18) 

(Thig.  123)  332 
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107 

ニ偈集 （19〜38) 

(125)  337 

— fi 集 （vv. 1〜120) 

(1； 

107 

三 (曷渠 （39〜62) 

(127)  341 

第— 

品 （1〜10) 

(1) 

108 

四 f 易 集 （63〜66) 

(130)  346 

第二 

品 （11〜20) 

(3) 

110 

五 fi 集 （67〜126) 

(130)  347 

第三 

品 （21〜30) 

(4) 

113 

六 f 易 集 （127 〜： 174) 

(136)  357 

第 四 

品 （31〜40) 

(6) 

116 

七 f 易 集 （175 〜： 195) 

(140)  364 

第五 

品 （41〜50) 

(7) 

118 

八 f 曷集 （196~203) 

(142)  368 

第 六 品 （51〜60) 

(8) 

121 

九 第 （204〜212) 

, U  1         '  rf、       X  ーメ 

(142)  369 

第 七 

品 （61~70) 

(9) 

124 

丄ム i 

n43")  371 

、丄 ノ リ 1 丄 

第 八 

品 （71〜80) 

(11) 

126 

十二 集 （224〜235) 

(144)  373 

第 九 品 （81〜90) 

(12) 

129 

十六 集 （236〜251) 

(146)  375 

第 十 

品 （91〜100) 

(13) 

131 

二十 (お 集 （252〜365) 

ぐ 147)  378 
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三十 偈集 （366〜399) 

(158) 

395 

ーダー ニヤ （1~21) 

(76) 

138 

四十 四偈集 （400〜447) 

(162) 

401 

二 五 

アンナ サン サーブ 力 （1 

大集 （448〜522) 

(167) 

408 

〜6) 

(78) 

141 

第 26 卷 

~ -    1  . 

■~ «ノヽ 

ド ゥ —パダ ーャカ 〔1 

'部 經典四 

〜4) 

(78) 

142 

譬喩 經ー ApadSna             高 田修譯 

1 

二 七 

プ リ ナブ ーデャ 力 ひ 

第一 佛陀品  （Ap.l) 

~4) 

(79) 

143 

一 佛陀の 譬喩 （VV. 1〜77) 

(1) 

1 

二八 

鬱低 3^5  (1〜11) 

(79) 

143 

二 辟 支佛の 譬喩 （1~58) 

") 

12 

二 九 

ェ一 力 ンヂャ リカ （1 

三 長老の 譬喩 

(15) 

28 

〜4) 

(80) 

145 

一 舍利弗 ひ〜 232) 

(15) 

28 

三 〇 

コ— マ ダ―ャ 力 （1〜 

CO 

き 

nn 

n 

(31) 

59 

5) 

(80) 

146 

三 摩 訶迦葉 ひ〜 22) 

(33) 

63 

第 四 軍 頭 波漠品  （Ap.81) 

147 

四 阿 那律陀 ひ〜 13) 

(35) 

66 

軍 頭波漠 （1〜16) 

(81) 

147 

五 富 樓那彌 多羅 尼 子 ひ〜 8)(36) 

68 

-姿 竭陀 ひ〜 14) . 

(83) 

150 

六 優 波 離 （1〜155) 

(37) 

69 

摩訶 迦旃延 ひ〜 17) 

(84) 

152 

七 阿 若僑陳 如 ひ〜 17) 

(48) 

90 

三 四 

迦留陀 夷 （1〜16) 

(85) 

154 

八 賓頭盧 頗羅墮 誓 ひ〜 15)  (50) 

92 

' 三 五 

護 賀囉惹 ひ〜 20) 

(87) 

157 

九 揭地羅 林の 隸婆哆 ひ〜 

~ -  -I  - 
ニハ 

阿 提目多 （1~5) 

(88) 

159 

14) 

(51) 

94 

三 七 

ラス ナダ ーャカ （1〜 

一 〇 阿難 陀 （1〜20) 

(52) 

96 

5) 

(89) 

160 

乂' 

へ 
で 

100 

三 八 

ァーャ ガダー ャカ (1 

~" -  ~ - シ 一 ノヽ 一 サナヌ 一や 

〜8) 

(89) 

161 

力 ひ〜 12) 

(55) 

100 

三 九 

ダン マ チヤ ツキ 力 （1 

一二 ェ 一カッタン ビカ （1 

~6) 

(90) 

162 

〜： L4) 

(56) 

101 

四 〇 

カッパ ノレ ツキ ャ 〔1~ 

一三 難陀 （1〜8) 

(57) 

103 

6) 

(90) 

163 

一四 周 羅樂陀 （1~20) 

(58) 

105 

第五 優 波 離 品  （Ap.91) 

164 

一 五 畢隣 陀婆躇 (1-13) 

(59) 

107 

四 一 

優 波 離 （1〜24) 

(91) 

165 

一六 羅喉羅 （1〜18) 

(60) 

109 

四 二 

コーリ ャヹッ サ （1~ 

一七 優 波 斯那婆 檀提子 （1 

28) 

(93) 

168 

-10) 

(62) 

112 

四 三 

拔提カ リ ゴ一 ダーャ 

一八 羅 吒波羅 （1~15) 

(63) 

113 

プッタ （1 〜； 16) 

(95) 

172 

一九 ソ 一パー 力 （1~12) 

(64) 

116 

四 四 

サン ニダ一 パカ （1〜 

二 〇 ス マン ガラ （1 〜： 17) 

(65) 

117 

7) 

(97) 

175 

第三 須 菩提 品  （Ap.67) 

120 

四 五 

. ノ 、。ン チヤ ノヽッ ティ ャ 

ニー    須き提 ひ〜 52) 

(67) 

120 

(1〜6) 

(97) 

176 

ニニ 優 波摩那 ひ〜 51) 

(70) 

127 

四 六 

ノ 《ドク マツ チヤ ダニ 

二三 ティー ニサ ラナ ーガ 

ャ （1~5) 

(98) 

177 

マ ニヤ （1〜28) 

(74) 

135 

四 七 

サャナ ダーャ 力 （1〜 

二 四 パンチ ヤシ一 ラサ マ 

5) 

(98) 

177 
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四 八 チャン 力 マ ダ一ャ 力 

(1-8)  (99) 
四 九 須跋陀 （1〜24) (100) 
五 〇 純陀 （1〜19) (101) 
第 六 • ^一 デャニ 一品 （Ap.l03) 
五一 "^ドウ一 パナダ 一ャ 

力 （1〜7)  (103) 
五 二 サ タラン シカ （1〜12)(104) 
五三 サャナ ダ一ャ 力 （1〜 

5)  (105) 
五 四 ガン ドーダ 力 （1〜8) (105) 
五 五 オーバ ヴヰハ （1 〜： 10)(106) 
五六 サパ リ ヮ" 一 ラー サナ 

ひ〜 7)  (107) 
五 七 パン チヤ ディ一 ピカ 

(1〜7)  (108) 
五八 ダデャ ダーャ 力 （1〜 

9)  (108) 
五 九 鉢 頭 寧 （1〜11) (109) 
六 〇 アサ ナボ一 ディ ャ （1 

〜15)  (110) 
第 七 サカ チッタ ニヤ 品 （Ap.lll) 
六 一 サカチ クタ ニヤ （1〜 


4) 


6) 


ハニ 
六 四 

ノヽ： li 
ハハ 

六 七 

六 八 

六 九 
七 〇 

第 八 ナ' 

七 一 


(111) 

(112) 
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179 
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186 
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189 
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191 

192 

193 

194 
196 

197 

200 

200 
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203 
204 
205 


七」 


'《ダ サン 二 ャ 力：：！〜 


4) 


ァーヺ 一プッ ピャ （1 
〜6) 

パッチ ャ一 ガマ ニー 
ャ （1~7) 

パラ ッ パサ一 ダカ （1 
~9)  (113) 
ビサダ 一ャカ （1〜7) (114) 
ス チンテ ィ タ （1〜9) (115) 
ヴッタ ダーャ 力 （1〜 

8)  (116)  206 

ァ ンバダ ーャカ （1~ 

9)  (116) 
須寧; JC  (1〜6) (117) 
プッパ チヤ ン ゴーテ 
ィ ャ （1~7) (118) 

- ガサ マ一 ラ品 （Ap.  119) 
ナー ガサ マー ラ （1〜 


207 
209 

210 
211 


ぐ 119)  211 

(119)  212 

(120)  213 


七三 サン ニヤ 力 （1 〜め 
七 四 ピサール ヴダ一 ャカ 

(1-5)  (120)  213 

七 五 エー 力 サン ニヤ 力 n 

〜4)  (121) 214 

七 六 ティナ サン タ一 ラダ 

ーャカ （1〜8) (121) 215 
七 七 ス一 チダ一 ャカ （1〜 

6)  (122)  216 

七 八 波吒 魔プッ ビヤ （1〜 

6)  (122)  217 

七 九 テ ィ タ ンデャ リ ャ （1 

〜6)  (123)  217 

八 〇 ティ一 ニノ 《ドク ミヤ 

(1〜27)  (124)  218 

第 九 ティ ミラ プ ツビ ャ品 （Ap.  126)  222 
八一 ティ ミラ ブッ ヒャ （1 

〜9)  (126)  222 

八 二 ガタ サン ニヤ 力 （1〜 

6)  (127)  224 

八 三 パンナ ンデャ リ 力 ひ 

~6)  (128)  225 

八 四 アド ープッ ビヤ （1〜 

8)  (128)  226 

八 五 ラン シ サン 二 力 （1〜 

5)  (129)  227 

八 六 ラン シ サン ニヤ 力 ひ 

〜4)  (130)  227 

八 七 パラ ダ一ャ 力 （1〜4) (130)  228 
八 八 サッダ サン ニヤ 力に 1 

〜3)  (131) 229 

八 九 菩提 サン ニヤ 力 （1〜 

5)  (131) 229 

九 〇 鉢 頭 寧プッ ビヤ （1〜 

6)  (132)  230 
第 十 スダ 一品                （Ap.l33)  231 

九 一 ス ダービン ディ ャ 〔1 

〜7)  (133、  231 


( 60  ) 


26»喩經〔八ロ〕 


9 


九 二 ス チン ティ タ （1〜6) (133)  232 

九 三 アツ ダ チヱ 一 ラカ （1 

~5)  (134)  233 

九 四 スーチ ダーャ 力 ひ〜 

5)  (134)  234 

九 五 ガン ダマー リャ （1~ 

6)  (135)  235 
九 六 ティ プッ ピャ （1〜6) (136)  236 

九 七 マ ド ゥ ピン デ ィ 力 （1 

〜7)  (136)  237 

九 八 セーナ 一サナ ダ一ャ 

力 （1~6)  (137)  238 

九九 ヹ ツヤ一 ヴッ チヤ 力 

(1〜5)  (138)  23 

一 〇〇 ブ ッ ド ウー パッタ 

一力 （1〜5) (138)  240 

第 十一 ピツカ ダ一 ヰ一 品 （Ap.  140)  241 

一 〇 一 ピツカ ダ一ャ 力 （1 

~6)  (140)  242 

一 〇 二    ニヤ一 ナ サン ニヤ 

力 （1〜6)  (140)  242 

一 0 三 ゥ ッノ？ ラ ノヽッ ティ 

ャ （1~6)  (141) 243 

一 〇 四 パダプ 一デャ 力 （1 

〜5)  (141) 244 

一 〇 五 ムッ ティ プッ ビヤ 

(1〜5)  (142)  245 

一 〇 六 ウダ カブ一 デャカ 

(1-7)  (142)  246 

一 〇 七 ナ ラマ一 リャ （1〜 

11)  (143)  247 

一 〇 八 アーサ ヌ一 パッタ 

—ャカ （1~6) (144)  248 
一 〇 九 ビラ一 リダ一 ャカ 

(1〜9)  (145)  249 
 〇 レーヌ プー デャカ 

ひ〜 5)  (146)  251 

第 十二 マ ハー パリ ヴ一ラ 品 

(Ap.  146)  252 
 マノ ヽ一 パリ ブー ラ 

(1 〜： 10)  (146)  252 


—— 二 ス マン ガラ ひ〜 9) (147)  253 
—— 三 サ ラナ一 ガマ ニヤ 

(1 〜： 11)  (148)  254 

一" ^四 エー カーサ 二一 ャ 

(1〜9)  (149)  255 

—— 五 スブン ナプッ ビヤ 

(1〜9)  (150)  257 

—— 六 チタ カブ一 デャカ 

(1〜8)  (151) 259 

—— 七 ブッダ サン ニヤ 力 

(1〜9)  (151) 260 

一一 八 マツ ガサン ニヤ 力 

(1-6)  (152)  261 

 九 ノ、。 ツチ ュパッ ター 

ナサ ンニ ャ 力 （1〜 

10)  (153)  262 

一二 〇 デャ一 ティ プーギ 

ャ 力 （1〜9) (154)  263 
第 十三 セ一 レツ ャカ品 （Ap.  155)  265 
一 ニー    セ一レ ツヤ 力 (1〜 

9)  (155)  265 

一二 二 プッパ 卜 ウー ビヤ 

(1 〜： 15)  (155)  266 

一二三 ハ。一 ャ一 サダ一 ャ 

力 ひ〜 9)  (157)  269 

一二 四 ガン ドーダ キヤ 〔1 

〜6)  (157)  270 

一二 五 サン ム カー タヰカ 

(1-24)  (158)  271 

一二 六 クスマ ーサ ニヤ （1 

〜10)  (160)  274 

一二 七 パ ラダー ャカ (1~ 

9)  (160)  276 

一二 八 ニヤ一 ナ サン ニヤ 

力 （1〜7)  (161) 277 

一二 九 ガン ティ プッ ビヤ 

(1-6)  (162)  278 

一三 〇 鉢 頭 摩プ一 デャカ 

(1〜9)  (162)  279 

第 十四 輸毘多 品  （Ap.  163)  281 

一三 一 輸毘多 （1 〜； lOj     (163)  281 
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一三 二 須 陀蘇那 (1-7)  (164)  282 
一三 三 栴檀 ブー デャカ （1 

〜9)  (165)  283 

一三 四 プッパ チヤ ダニ 一 

ャ （1〜8)  (166)  284 

一三 五 ラ ホー サン ニヤ 力 

ひ〜 7)  (166)  286 

一三 六 婉藤 迦プッ ピャ （1 

6)  (167)  287 

—三 七 アツ タ サン ダッサ 

力 ひ〜 8)  (168)  288 

一三/入 エー カラ ンサ ニヤ 

ひ〜 5)  (168)  289 

一三 九 娑羅プ ツバ ダーャ 

力 ひ〜 6)  (169)  290 

一四 〇 パ ラダー ャカ （1〜 

7)  (169)  291 
第 十五 チヤ ッタ品 （Ap.170)  292 

一四 一 ァテ イッチ ャッテ 

ィ ャ （1〜4) (170)  292 
一四 二 タン バー 口一 パカ 

ひ〜 5)  (171) 293 

一四 三 ヹ一 ディ カー ラカ 

(1〜5)  (171) 294 

一四 四 サ パリ ヴー リ ャ （1 

〜6)  (172)  29 

一四 五 ゥン マ一 プッ ビヤ 

(1〜5)  (172)  295 

一四 六 ァヌ 口一 マ ダーャ 

力 （1〜6)  (173)  296 

一四 七 マツ ガダー ャカ （1 

〜5)  (173)  297 

一四 八 パラ 力 ダーャ 力 （1 

〜6)  (174)  298 

一四 九 ブタン サ キヤ （1~ 

5)  (174)  299 

一 五 〇 パッ ラン 力 ダ一ャ 

力 （1〜5)  (175)  299 

第 十六 バン ドウ ヂーヴ 力 品 

(Ap.  175)  301 
—五一 バン ド ゥ デ一ヮ '力 
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(1-6)  (175)  301 

一 五 二 タン バプッ ピャ （1 

~8)  (176)  302 

一 五三 ギ一 ティ サン マツ 

デャカ （1~6) (177)  303 
一 五 四 カツ カー ルプー ヂ 

ャ 力 （1〜4) (177)  304 
一 五 五 マン ダ一 ラヴ プー 

ヂャカ （1〜5) (178)  304 
一 五六 力 ダンバ プッ ビヤ 

(1〜5)  (178)  305 

一 五 七 ティ ナス ーラカ （1 

〜4)  (179)  306 

一 五八 ナ一 ガプッ ピャ （1 

~7)  (179)  307 

—五 九 プンナ 一ガブ ツビ 

ャ （1~5)  (180)  308 

一六 〇 クム ダダ一 ャカ （1 

〜7)  (180)  309 

第 十七 ス パーリ チヤ リ ャ品 

(Ap.  181) 309 
一六 一 ス パーリ チヤ リャ 

(1〜6)  (181) 309 

一六 二 カナ ヹ 一ラブ ツビ 

ャ （1〜6)  (182)  311 

一六 三 カツ デャ カタ"一 ャ 

力 （1〜5)  (182)  312 

一六 四 デ一 サプ一 デャカ 

(1〜5)  (183)  313 

一六 五 力 二 カー ラ ッ チヤ 

ダ ニヤ （1〜5) (183)  314 

一六 六 サッヒ ダ一ャ 力 （1 

~5)  (184)  315 

一六 七 ユーティカ プ ツビ 

ャ （1〜5)  (184)  316 

一六 八 ド ク ッサダ 一ャカ 

(1〜6)  (185)  316 

一六 九 サマー ダパカ （1〜 

6)  (185)  317 

一七 〇 パンチ ヤング リャ 

(1〜5)  (186)  318 
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第 十八 拘物頭 品  （Ap.  186)  319 

一七 一 クム ダマ一 リャ （1 

〜8)  (186)  319 

一七 二    ニッセ 一二 タ一ャ 

力 （1〜4)  (187)  321 

一七 三 ラッティ プッ ピャ 

- (1〜5)  (188)  321 

一七 四 ウダ パーナ ダーャ 

力 （1~3)  (188)  322 

一七 五 シ一 ハー サナ ダ一 

ャカ （1〜5) (188)  323 
一七 六 マ ッ ガダ ッ ティカ 

ひ〜 4)  (189)  323 

一七 七 エー 力 ディ 一ビヤ 

(1〜4)  (189)  324 

一七 八 マ 二 ブー デャカ （1 

〜5)  (190)  325 

一七 九 ティ キッ チヤ 力 （1 

〜6)  (190)  325 

一八 〇 サン グパ ッタ一 力 

- (1-4)  (191) 326 

第 十九 クタ ヂャ プッ ビヤ 品 （Ap.  191)327 
一八 一 クタ ヂャ プッ ピャ 

(1〜5)  (191) 327 

一八 二 バン ドウ ヂ一ブ 力 

(1-6)  (192)  328 

一八 三 コ 一トゥン ノ、' リャ 

- (1〜6)  (192)  329 

一八 四 ノ、。 ン チヤ ハツ ティ 

ャ （1〜6)  (193)  330 

一八 五 イシム ッ ガダ 一 ャ 

力 （1~6)  (193)  331 

一八 六 ボーデ ィゥ パッタ 

—ャカ （1〜4) (194)  332 
一八 七 エー 力 チン ティ タ 

(1-12)  (194)  332 

--/ V 八 ティカ ンニプ ッピ 

ャ （1〜5)  (195)  334 

一八 九 エー 力 チヤ— リャ 

ひ〜 6)  (196)  335 

一九 〇 ティブ ン ティ プッ 


ビヤ （1~6) (196)  336 
第二 十 タマ 一 ラプッ ピャ 品 

(Ap.  197)  337 

一九 一 タマ一 ラプッ ピャ 

(1〜5)  (197)  337 

一九二 ティナ サン タラ ダ 

—ャカ （1~6) (198)  338 
一九 三 カン ダブ ッリャ （1 

〜5)  (198)  339 

一九 四 ァソ 一カブ一 デャ 

力 （1〜6)  (199)  339 

一九 五 アン コーラ 力 （1〜 

5)  (199)  340 

一九 六 キサラ ャプ ーデャ 

力 （1〜7)  (200)  341 

一九 七 ティン ドウ カダ一 

ャカ ひ〜 7)  (200)  342 

一九 八 ムッ ティ プ一デ ャ 

力 （1〜5)  (201) 343 

一 几几 ティ カン ディ プッ 

ビヤ ひ〜 6)  (201) 344 

二 〇〇 ユーティカ プ ツビ 

ャ （1〜5)  (202)  345 

第二" f -ー    力 二 力一 ラプッ ビヤ 品 

(Ap.  203)  346 
二 〇 一 力 二 力 一ラブ ツビ 

ャ （1〜4)  (203)  346 

二 〇 二 ヰ ネー ラプッ ピャ 

(1-5)  (203)  347 

二 〇 三 キン 力 二 力 プッピ 

ャ （1〜5)  (204)  348 

二 〇 四 タラ ニヤ （1~5)  (204)  349 
二 Oil    ニック ンデ' ィプッ 

ピャ （1〜4)         (205)  349 
二 〇 六 ウダ 力 ダーャ 力 （1 

〜5)  (205)  350 

二 〇 七 サラ ラマー リャ （1 

~5)  (206)  351 

二 〇 八 コーラン ダブ ツビ 

ャ ひ〜 5)  (206)  352 

二 〇 九 ァ一ダ 一ラダー ャ 
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第二 十」 


ニー 四 


ニー 五 


力 （1〜4)  (207) 
ニー 〇 ブータ一 タパ ニヴ 

ーリャ （1〜6)  (207) 
'ッ ティ 品 （Ap.  208) 

ノ ヽッテ イタ"— ャカ 
ひ〜 5) 

ノ 《一ナディ ダ ― ャ 
力 （1〜4) 
サ ツチ ヤサン ニヤ 
力 ひ〜 6) 
エー 力 サン ニヤ 力 
(1〜4) 

ラン シ サン ニヤ 力 
ひ〜 6) 

サン テ ィ タ （1〜4) 
ター ラヮ ン タタ"一 
ャカ （1~6) 
アツ 力 ンタ サン 二 
ャカ （1~7) 
サ ッ ビダー ャカ （1 
〜7)  (212) 
パーパ 二 ブ一 リ ャ 
n〜4)  (212) 

第二 十三 ァ一 ラン バナダ 一 ャカ品 

(Ap.  213) 

ニニ 一    ァ一 ラン バナ ダ一 

ャカ ひ〜 5)  (213) 

ニニ 二 アデ ナダ一 ャカ （1 

〜6)  (213) 

ニニ 三 ドヹ一 ラタ ニヤ （1 

〜7)  (214) 

ァーラ ッカ ダーャ 
力 （1〜5)  (214) 

ァヴャ 一デ ィ 力 （1 


'七 


ニー 八 


ニー 九 


二 〇 


(208) 

(208) 

(209) 

(209) 

(210) 
(210) 

(211) 

(211) 


ニニ 四 


ニニ 五 


- 1 - 
-ハ 


ニニ 七 


ニニ 八 


〜5)  (215) 
チヤ ンコ一 ラプッ 
ビヤ （1〜5)  (215) 
ブタ ンサ キヤ （1〜 
5)  (216) 

ミ ンデャ ヴタ ンサ 
キヤ （1~4)  (216) 


352 

353 
354 

354 

355 

356 

357 

357 
358 

359 

360 

361 

362 

363 

363 

364 

364 

365 

366 

367 

368 

368 


ニニ 九 ス カタ ーヹ一 リャ 

(1〜5)  (217)  369 

二三 〇 エー カブ ン ディ ャ 

(1〜4)  (217)  370 

第二 十四 ウダ 力一 サナダ 一ャカ 品 

(Ap.  218)  371 
二三 一 ウダ カーサ ナダ一 

ャカ （1〜4)  (218)  371 

二三 二 バーデ ャナダ ーャカ 

(1〜4)  (218)  372 

二三 三 サー ラプッ ピャ （1 

~5)  (218)  372 

二三 四 キラン ヂャダ 一ャ 

力 （1〜5)  (219)  373 

二三 五 ヹ一 ディ ャダ一 ャ 

力 （1~4)  (219)  374 

二三 六 ヴン ナカ ーラカ （1 

〜4)  (220)  374 

二三 七 ピャ一 ラプッ ピャ 

(1〜3)  (220)  375 

二三 八 アン バヤ 一 ガダ一 

ャカ （1〜3)  (221) 376 

二三 九 デャガ ティカ ーラ 

力 （1〜3)  (221) 376 

二 四 〇 ブーシ ダーャ 力 （1 

〜3)  (221) 376 

第二 十五 卜ゥブ ラダ一 ャカ品 

(Ap.  222)  377 

二 四 一 トウ ヴ ラダー ャカ 

(1-3)  (222)  377 

二 四 二 ナ一 ガケ一 サリャ 

(1-5)  (222)  378 

二 四 三 ナ リナ ケ一 サリャ 

(1〜5)  (223)  379 

二 四 四 ラブ プッ ビヤ （1 

〜3)  (223)  379 

二 四 五 ク ティ ドウ 一パカ 

(1-3)  (223)  380 

二 四 六 パッタ ダーャ 力 （1 

〜3)  (224)  380 

二 四 七 ダ一 トウ プ一 デャ 

力 （1〜4)  (224)  381 

二 叫 八 パ一 タリ プ一 デャ 
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力 （1~3)  (224)  381 

二 四 九 ビン ビデ ヤー リャ 

(1-4)  (225)  382 

二 五 〇 ゥッダ 一ラダ一 ャ 

力 （1〜4)  (225)  382 

第二 十六 トーマ ダ— ャカ品 

(Ap.  226)  383 

二 五一 トーマ ダーャ 力 （1 

〜4)  (226)  383 

二 五 二 ェ一 カーサ ナダ一 

ャカ （1〜4)  (226)  384 

二 五三 チタ カブ一 デャカ 

ひ〜 4)  (227)  384 

二 五 四 ティ チャンパ カプ 

ッ ピャ （1~4)       (227)  385 

二 五 五 サッ タパ一 タリ ャ 

(1-3)  (227)  386 

二 五六 ゥ パー ハナ ダーャ 

力 （1〜3)  (228)  386 

二 五 七 マ ンデャ リ プ―デ 

ャ 力 （1〜5)  (228)  387 

二 五八 パンナ ダーャ 力 （1 

〜5)  (228)  387 

二 五 九 クテ イダ一 ャカ （1 

〜4)  (229)  388 

二 六 〇 アツ ガプッ ピャ （1 

〜5)  (229)  389 

： 第二 十七 パ ドウ ムッケ ーパ品 

(Ap.  230)  390 

二 六 一 ァ 一カース ツキ ピ 

ャ （1〜5)  (230)  390 

二 六 二 テーラ マツ キヤ （1 

-4)  (230)  391 

二 六 三 アツ ダ チャン ディ 

ャ （1〜4)  (231) 391 

二 六 四 ァ ラナ ディー ビヤ 

(1〜4)  (231) 392 

二 六 五 ビラ一 リダ ーャカ 

(1-5)  (232)  393 

二 六 六 マツ チヤ ダーャ 力 

(1-3)  「232)  39  3 


二 六 七 デャヴ ハン サカ （1 

〜4)  (232)  394 

二 六 八 サ ララ プッ ビヤ （1 

〜4)  (233)  394 

二 六 九 ウバー ガタ バーサ 

ニヤ （1〜5)  (233)  395 

二 七 〇 タラ ニヤ （1〜4)  (234)  396 
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五三 七 
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五一 四 
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サン ブラー 妃本 生物 語 
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語                                  C^iy)  667 

第 36 卷 
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五 ニー 

三 鳥 本 生物 語 
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1 

丸 山 德翁譯 （J.vi  329) 1 

it  - ~ - 

サラ バンガ 仙 本 生物 語 
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25 

五 四 七 
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五 二三 
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語 
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62 
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' 193) 
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第一 誦品                             （4)  7 

( 81 ) 


40 無礙解 ifi〔Pts〕 


第二 誦品 
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38 
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第 四誦品 
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46 
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57 

第三 十九 章 解脱 退轉智 
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79 
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82 
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87 

第 四十 三 章 心 差別 智 
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第 六 章 觀 生滅 智 

(54) 

90 
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(113) 191 

第 七 章 正觀智 
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94 
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97 

第 四十 六 章 漏盡智 
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第 四十 八 章 苦 • 集 • 滅 • 道 
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(118) 199 

第 十二 章 果智 

(71) 
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(119)  200 

第 十四 章 觀察智 
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第 十五 章 事 種種相 智 

(76) 
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(94) 
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第二 十五 章 滅 盡定智 
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第三 誦品 
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第二 十六 章 般 S 樂智 

(100) 

166 
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第二 十七 章 齊 首の 義の智 

(101) 
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(35)  371 

第二 十八 章 漸 担の 義の智 
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第二 誦品 
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第二 十九 章 發勤智 
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第三 誦品 
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(78)  432 

第三 十二 章 忍智 

(106) 
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(107) 

178 

第 十 醍醐味 論 〔1 10〕 

(86)  444 
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小 部經典 十九 

無礙解 道 二 

倶存品 〔Pts  2 1〜10〕 
第一 俱存論 L2 1〕 
第二 四諦論 〔2  2〕 
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第 八 出世間 論 〔2  8〕 
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慧品 〔Pts  3 1〜10〕 
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第 九 正觀論 〔3  91 
第 4" 論 母 論 〔3 10〕 


渡邊 照宏譯 
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一四 第 十三 佛 ピ ャ ダ ッ シ 一品 
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〜24)  (47)  313 
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28)  (48)  316 

一九 第 十八 佛プ ッサ品 （1~25)  (50)  320 
二 〇 第 十九 佛昆婆 尸 品 （1~36)  (52)  324 
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27)  (58)  338 
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二八 舎利 配分 品 （1 〜： 13)  (68)  360 
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一 施 波羅蜜 〔Cp 1 1〜10〕  （Cp.73)  363 
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1-10)  (73)  363 

第二 サン 力の 所行 （1~9)  (74)  365 
第三 ダナン デャャ の 所行 （1 

〜8)  (74)  366 
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CO 
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第 十二 スタソ 一マの 所行 （1 

-58) 

(78) 

373 

〜6) 

(100)  417 
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兔 賢者の 所行 （1 〜： 19) 

(82) 

382 
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386 
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第一 

具戒 象の 所行 （1 〜： 10) 
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387 
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(101) 418 

第二 
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(85) 

388 
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チュー ラボ一 ディーの 
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所行 ひ〜 11) 
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390 

〔以上 捨 波羅蜜〕 

第五 

牛 王の 所行 （1~11) 

(87) 

392 
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ルル 鹿 王の 所行 （1~12) 

(87) 

394 

小 部經典 二十 

第 七 

マータ ンガの 所行 （1〜 

大義 釋ー Maha  Niddesa 

水 野 弘元譯 

6) 

(88) 

395 

第一 欲經 の義釋 

(MNd. 1) 1 

第 八 

法 天子の 所行 （1~8) 

(89) 

396 

第二 窟八 經 の義釋 
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デ ャャッ ディ ザの 所行 

第三 目眞怒 八愒經 の義釋 

(62)  91 
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398 

第 四 淨 八偈經 の義釋 

(84) 124 

第 十 

サン 力 バーラの 所行 （1 

第五 第一 八偈經 の義釋 

(102) 152 

〜7) 

(91) 

399 

第 六 老經 の義釋 

(117) 175 

： 出 離 波羅蜜 等 〔Cp  3 1~15〕 

第 七 帝須 彌勒經 の義釋 

(139)  210 

(Cp.  92) 

402 

第 八 波 須羅經 の義釋 

(161) 245 

第一 

ュ ダン デャ ャの 所行 （1 

第 九 摩 健 地耶經 の義釋 

(181) 27 & 

〜6) 

(92) 

402 

第 十 死前經 の義釋 

(210)  317 

第二 

ソ一 マ ナツ サの 所行 （1 

第 43 卷 

〜16) 

(92) 

403 

小 部經典 二十 一 

第三 

ァ ヨーガ ラの 所行 （1〜 

大義 釋ニ 

水 野 弘元譯 

10) 

(94) 

405 

第 十一 鬪諍經 の義釋 

(MNd.  255) 1 

第 四 

ビザの 所行 （1〜8) 

(94) 

407 

第 十二 小 集積 經の 義釋 

(285)  50 

第五 

賢者 ソ一ナ の 所行 （1〜 

第 十三 大 集積 經 の義釋 

(305)  81 

6) 

(95) 

408 

第 十四 迅速 經の 義釋 

(339) 134 

〔以上 出 離 波羅蜜〕 

第 十五 執杖經 の義釋 

(402)  229 

第 六 

テ一 ミ ャの 所行 ひ〜 19) 

(96) 

409 

第 十六 舎利 弗の 義釋 

(445)  303 

〔以上 決定 波羅蜜〕 
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第 七 

猿 王の 所行 （1〜4) 

(97) 

411 

小 部經典 二十 二 

第 八 

サッ チヤ と 呼ぶ 賢者の 

小義釋 Culla  Niddesa 

水 野 弘元譯 

所行 

(97) 

412 

彼 /=pi^Fi  口 

(CNd. 1) 1 

第 九 

15 の 離の 所行 （1〜11) 

(98) 

413 

序偈 

(1) 1 

第 十 

魚 王の 所行 (1-9) 

(99) 

414 

第一 阿 耆多學 童 所 問の 義釋 （8) 18 

第 十- 

― カン ノヽテ "ィ— ノ？ ーャ 

第二 帝 須彌勒 學童所 問の 義釋 （33)  47 

( 84  ) 


44 小義釋 〔CNd〕,45 法橥論 〔Dhs〕 


第三 富 那迦學 童 所 問の 義釋 

(42) 

57 

善業 

(87) 123 

第 四 彌多求 學童所 問の 義釋 

(67) 

86 

欲 廛異熟 

(87) 123 

第五 度 多 迦學童 所 問の 義釋 

(108) 133 

色 廛異熟 

(97) 137 

第 六 優 波 私 婆 學童所 問の 義釋 

(126) ： 

155 

無色 廛異熟 

(97) 138 

第 七 難 陀學童 所 問の 義釋 

(142) ； 

175 

出世間 異熟 

(99) 140 

第 八 醯摩迦 學童所 問の 義釋 

(161) ： 

198 

不善 業 

(117) 164 

第 九 刀 提耶學 童 所 問の 義釋 

(169)  20  8 

不善 異熟無 記 

(117) 164 

第 十 劫 波 學童所 問の 義釋 

(176)  216 

所應作 

(120) 168 

第 十一 闍都乾 耳 學童所 問の 義 

欲 廛所應 作 

(120) 168 

釋 

(187)  229 

色 廛所應 作 

(123) 171 

第 十二 跋陀羅 浮 陀學童 所 問の 

無色 廛所應 作 

(123) 172 

莪擇 

(197)  242 

第二 色 品 〔Dhs  2〕 

(Dhs.  124) 174 

第 十三 優 陀耶學 童 所 問の 義釋 

(207)  253 

ま冊 母 

(124) 174 

第 十四 布 沙羅學 童 所 問の 義釋 

(221) 271 

一種 色聚 

(124) 174 

第 十五 莫 伽羅 闍學童 所 問の 義 

二種 色聚 

(125) 175 

釋 

(235)  288 

三種 色聚 

(127) 177 

第 十六 賓祇耶 學童所 問の 義釋 

(258)  314 

四 種色聚 

(130) 182 

十六 學童所 問の 結語の 義釋 

(268)  325 

五 種色聚 

(132) 185 

犀角經 の義釋 

(317)  386 

六 種色聚 

(132) 185 

第 45 卷 

七 種色聚 

(132) 185 

法 集 論 Dhamma  sangani 

佐 藤 良智譯 

八 種色聚 

(132) 185 

論 母                                    （Dhs. 1) 

1 

九 種色聚 

(132) 186 

論の 論 母 

(1) 

1 

十 種色聚 

(133) 186 

經の論 母 

(7) 

11 

十一 種色聚 

(133) 186 

第一 心 生起 品 〔Dhs 1〕 

(9) 

15 

註釋 

(Dhs.  133) 186 

第一 善心 

(9) 

15 

第一 註釋 

(133) 186 

欲 廛八大 心 

(9) 

15 

第二 註釋 

(134) 187 

色廛善 

(30) 

44 

第三 註釋 

(154)  220 

八遍 

(30) 

44 

第 四註釋 

(164)  241 

勝處 

(42) 

59 

第五 註釋 

(177)  256 

三 解脱 

(53) 

73 

第 六註釋 

(177)  257 

四 梵住靜 慮 

(53) 

73 

第 七註釋 

(178)  258 

不淨靜 慮 

(55) 

77 

第 八註釋 

(178)  258 

無色 廛善 

(55) 

79 

第 九註釋 

(178)  259 

四 無色 靜慮 

(55) 

79 

第 十註釋 ， 

(179)  259 

三廛善 

(56) 

81 

第 十一 註釋 

(179)  260 

出世間 心 

(60) 

86 

第三 概說品 〔Dhs  3〕 

(Dhs.  180)  263 

第二 不善 心                    （Dhs.  75) 

106 

第一章 

(180)  263 

十二 不善 心 

(75) 106 

一 三聚 

(180)  263 

第三 無 記 心 

(87) 123 

二 因聚 

(188)  276 

異熟 

(87) 123 

三 小中雙 

(193)  282 
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45 法 集 論 〔Dhs〕  46 分別 論 rVibh] 


四 漏 衆 

(195)  285 

(197)  289 

六 繋聚 

(201) 294 

七 暴流聚 

(204)  298 

八 IE 聚 

(204)  298 

九 蓋聚 

(204)  299 

一 〇 取著聚 

(208)  304 

一一 大中雙 

(209)  306 

一二 取聚 

(212)  310 

一三 煩懂聚 

(214)  313 

一四 殘餘ニ 法 

(220)  322 

第二 章 

(225)  330 

經ニ法 

(225)  330 

第 四 義釋品 〔Dhs  4〕 

(234)  349 

第 46 卷 

ト別論 一 VibhaAga 

佐 藤 密维譯 

第一 品 蘊 分別 〔Vibh 1： 

(Vibh. 1) 1 

一 經 分別 

(1) 1 

色蒽 

(1) 1 

受蘊 

(3)  4 

想蕴 

(5)  7 

行蘊 

(7) 11 

識蘧 

(9) 15 

二 對法 分別 

(12) 18 

色蘊 

(12) 19 

受蘊 

(15)  22 

想蘊 

(28)  34 

行蘊 

(40)  46 

(53)  60 

三 問 分 

(61) 68 

第二 品 處 分別 〔Vibh  2〕 

(Vibh.  70)  83 

一 經 分別 

(70)  83 

二 對法 分別 

(70)  83 

三 問 分 

(73)  86 

第三 品 界 分別 〔Vibh  3〕 

(82) 101 

一 經 分別 

(82) 101 

二  ！^法分別 

(87) 108 

三 問 分 

(90) 112 

第 四 品 諦 分別 〔Vibh  4〕 

(99) 125 

一 經 分別 

(99) 125 

二 對法 分別 

(106) 137 

三 問 分  (112) 147 
第五 品 根 分別 〔Vibh  5) (122) 161 

一 對法 分別  （122) 161 

二 問 分  （124) 164 
第 六 品 緣行相 分別 ：Vibh  61 


(Vibh.  135) 180 

一 經 分別 

(135) 180 

二 對法 分別 

(138) 185 

(138) 185 

緣四 

(144) 195 

因 四 

(148)  203 

相應四 

(153)  211 

互緣四 

(158)  219 

不善 四 

(164)  231 

善根 

(169)  238 

善異熟 行浪本 

(173)  244 

不善 異熟行 根本 

(180)  253 

作 無 記 行 根本 

(182)  256 

善根 異熟 根本 

(184)  259 

不善 異熟 根本 

(190)  267 

第 七 品 念處 分別 

[Vibh  7}  (Vibh.  193)  273 

一 經 分別 

(193)  273 

二 對法 分別 

(202)  286 

三 問 分 

(205)  291 

第 八 品 正 勤 分別 

(Vibh  8〕 

(208)  295 

一 經 分別 

(208)  295 

二 對法 分別 

(211) 299 

二- 問 分 

(214)  304 

第 九 品 神 足 分別 

CVibh  9〕 

(216)  308 

一 經 分別 

(216)  308 

二       法 分別 

(220)  313 

三 問 分 

(224)  319 

第 十 品 覺支 分別 

、Vibh 10〕 

(227)  323 

一 經 分別 

(227)  323 

二 對法 分別 

(229)  326 

三 問 分 

(232)  330 

第 十一 品 道 分別 

[Vibh 11 

(235)  334 

一 經 分別 

(235)  334 

二 對法 分別 

(236)  336 

三 問 分 

(241) 342 

第 十二 品 禪定 分別 〔Vibh 12〕 

(Vibh.  244)  346 

( 86  ) 


46 分別 論 47 分別 論 〔Vibh〕 ， 界論 〔Dhk〕 , 人 施設 論 〔Pp〕 


一 論 母 

(244) 

十 種 

(391} 138 

二 經 分別 

(245) 

348 

十八 愛行 • 六十 二 成 見 

(392) 141 

二 對法 分別 

ぐ 2(3 め 

376 

第 十八 

. 品 法 心 分別 〔Vibh 18〕 

(401) 161 

lilt           口  0  / ― 1 

四 問 分 

(269) 

385 

界論 Dhatu  katha  ； 

末 永 眞海譯 

第 十二 品 無量 分別 CVibh 13〕 

(272) 

391 

論/?]: 設置 分                           （Dhk. 1) 213 

一 經 分別 

(272) 

391 

笛 一 

rAm と 井爾 

rn^  91/1 
に Z  J ム丄 4 

― 對法 分別 

(276) 

399 

笛— 
吊一 

r/\1m しノ cC つ わソソ レジ」 ブ卜 

(34)  245 

ニー      問 分 

(282) 

407 

赞ニ 

外 藤 广なス (Ti iTi 1 ？ TP 愿 

(36)  247 

第 十四 品 學處 分別 〔Vibh 14〕 

(285) 

411 

r/f-m しノ な もの リリリ r/Tim 

(39)  251 

一 對法 分別 

(285) 

411 

XL 

(41) 252 

二 問 分 

(291) 

419 

笛ナ 
ハ 

太 曰 F?^     ズ 太曰寐 
个 日 c づヽ个 日?; 5 

(51) 262 

第 十五 品 無礙解 分別 CVibh 15〕  (293) 

422 

笛— 

T 曰 しノ な b  ^J^JJ ィヽ 个日愿 

(63)  275 

一 經 分別 

(293) 

422 

吊 八 

'1 ヽ个曰 しノ cC な b  ^J^J  } 个日 JS 

(66)  278 

二 封 法 分別 

(294) 

424 

笛" h 
弟 几 

个曰愿 しな な t)  Ujyj  }    f 曰聽 

(67)  278 

三 問 分 

(303) 

438 

弟卞 

ィヽ f 曰 KSL なる ものの」 小 W 應 

00 
CM 

卜 

第 47 卷 

mi 

/3t3w しなる ものの」 tats 

i(J 論 二 

佐 藤 密雄譯 

と 不相提 

(83)  295 

第 十六 品 智 分別 〔Vibh  16〕（Vibh.306) 

1 
丄 

第 十二 

. 相應 〔なる ものの〕 所攝 

論 母 

(306) 

1 

と非攝 

〔86)  298 

一種 

(319) 

15 

第 十三 

. 所攝 〔なる ものの〕 相應 

二種 

(322) 

21 

と 不相應 

(93)  303 

三種 

(324) 

26 

第 十四 

不相應 〔なる ものの〕 所 

四 種 

(328) 

32 

と ブ卜 

(98)  307 

五 種 

(334) 

41 

田 仏计 
界姍 af 

Dhatukatha  atthakatha 

六 種 

(334) 

42 

論 0： の說明                      a)hkA,  114)  323 

七 種 

(334) 

42 

第一 

(116)  326 

八 種 

(335) 

43 

— - 

(121) 330 

九 種 

(335) 

44 

第三 

(124)  334 

十 種 

(335) 

44 

第 四 

(126)  337 

第 十七 品 小事 分別 〔Vibh 17〕 

第五 

(127)  339 

(Vibh.  345) 

61 

第 六 

(129)  341 

s 冊 母 

(345) 

61 

第 七 

(132)  346 

一種 

(350) 

65 

第 八 

(133)  348 

二種 

(357) 

78 

第 九 

(134)  348 

三種 

(361) 

84 

第 十 

(135)  350 

四 種 

(373) 

106 

第 十一 

(135)  350 

五 種 

(377) 

112 

第 十二 

(136)  351 

六 種 

(380) 

118 

第 十三 

(137)  352 

七 種 

(383) 123 

第 十四 

(137)  353 

八 種 

(385) 128 

人 施設 論 

i   Puggala-pannatti        平 松 友嗣譯 

九 種 

(389) 135 

論 母 

(Pp. 1) 357 
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47 人 施設 論 〔Pp_  48 上 48 下 49 雙論 〔Y} 


第一 早 一人 

(11) 374 

第二 轉分 

(272)  305 

AST  ―  =»i  ~ -  1 
第一 早 一人 

(18)  384 

第三 遍知分 

(273)  306 

弟 二 早 二人 

(27)  396 

第五 品 諦雙論 〔Y  5〕 

(274)  307 

第 四 章 四 人 

(38)  415 

第一 施設 分 

(274)  307 

第五 早 it 八 

(64)  455 

總說分 

(274)  307 

架ハ卓 ハ八 

(70)  465 

義釋分 

(276)  310 

第 七 章 七 人 

(71) 467 

第二 轉分 

(281) 315 

第 八 章 八 人 

(73)  470 

生 分 

Z へ ハイ、       0  4  ^ 

(281) 315 

第 九 章 九 人 

(73)  470 

滅分 

(314)  351 

第 十 章 十 人 

(74)  472 

生滅 分 

(341) 380 

第 48 卷上 

第三 遍知分 

(356)  395 

雙論ー Yamaka 

渡邊 照宏譯 

第 六 品 行雙論 〔Y  6] 

(Y.  i  359)  399 

第一 品 根雙論 〔Y 1〕 

(.1- 1 1) 

第一 施設 分 

(359)  399 

總說分 

ん 1 ヽ 

(1) 

丄 

總說分 

(359)  399 

義釋分 

Co; 

Q 
O 

義釋分 

(360)  400 

善 法 

Co; 

0 

o 

第二 轉分 

(364)  403 

不善 法 

1 1 
丄 丄 

(364)  403 

無 記法 

(11) 

15 

滅分 

z ハ 八ハゝ       J  r 

(393)  435 

名 法 

(14) 

18 

生滅 分 

(418)  4t>i 

第二 品 蘊雙論 〔Y  2〕 

(Y.  i 17) 

22 

第三 遍知分 

(433)  477 

第一 施設 分 

(17) 

22 

第 48 卷下 

總說分 

(17) 

22 

雙 Ira — 

渡邊 照宏譯 

義釋分 

(22) 

26 

第 七 品 隨眠雙 論 〔Y  7〕 

(Y.  i  434) 1 

第二 轉分 

(36) 

35 

第一 隨增分 • 

(434)  2 

生 分 

(36) 

35 

第二 有 隨眠分 

(498)  73 

滅分 

(54) 

56 

第三 斷分 

(559) 152 

生滅 分 

(70) 

74 

第 四 遍知分 

(616)  219 

第三 遍知分 

(85) 

90 

第五 已斷分 

(675)  289 

第三 品 處雙論 〔Y  3〕 

(Y.  i  88) 

93 

第 六 生 分 

(734)  367 

第一 施設 分 

(88) 

93 

第 七界分 

(735)  368 

總說分 

(88) 

93 

第 49 卷 

義釋分 

(91) 

97 

雙删ニ 

渡邊 照宏譯 

第二 轉分 

(97) 103 

第 八 品 心雙論 〔Y  8〕 

(Y.  ii 1) 1 

(97) 103 

總說分 

(1) 1 

滅分 

(173) 190 

第一 人 分總說 

生滅 分 

(228)  255 

第— 法 分總說 

パにヽ  7 

\?) ' 

第二 遍知分 

(261) 292 

第二 人? i 分總說 

第 四 品 界雙論 〔Y  4〕 

(Y.i  264)  296 

第四雜 分總說 

(13)  20 

第一 施設 分 

(264)  296 

義釋分 

(14)  21 

總說分 

(264)  296 

第一 人 分義釋 

(14)  21 

義釋分 

(266)  298 

第二 法 分義釋 

(23)  32 
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49 雙論 〔Y〕50 發趣論 〔Tika1〕 


第三 人 法 分義釋 

(31) 

41 

第一 節 順                   （127) 117 

第四雜 分義釋 

(35) 

46 

第二 節 逆                   （130) 120 

第 九 品 法雙論 〔Y  9〕 

(Y.ii  35) 

47 

第三 節 順逆                 (132) 121 

第一 施設 分 

(35) 

47 

第 四 節 逆順                 （132) 121 

總說分 

(35) 

47 

第五 章 相雜分                   （132) 122 

每顆分 
我恃 刀 

(37) 

49 

第一 節 順                    （132) 122 

第二 轉分 

(42) 

53 

第二 節 逆                   （135) 124 

生 分 

(42) 

53 

第三 節 順逆                 （141) 130 

滅分 

(73) 

82 

第 四 節 逆順                 （146) 134 

生滅 分 

(103) 

110 

第 六 章 相應分                    （151) 140 

第三 修習分 

(133) 

138 

第一 節 順                     （151) 140 

第 十 品 根雙分 〔Y 101 

(Y.ii  134) 

139 

第二 節 逆                    （152) 141 

第一 施設 分 

(134) 

139 

第三 節 順逆                 （153) 141 

總說分 

(134) 

139 

第 四 節 逆順                 （153) 141 

義釋分 

(146) 

151 

第 七 章 問 分                 （P.i  154) 143 

第二 轉分 

(184) 

183 

第一 節 問 分の 分別 （154) 143 

第三 遍知分 

(521) 

473 

第二 節 問 分の 順答數 （201) 190 

第 50 卷 

第三 節 問 分の 逆 摘出 （227)  214 

發趣論  一 Patthana 

山 崎 良順譯 

第 四 節 問 分の 逆答數 （228)  216 

論 母 設置 分 

(P.i 1) 

第五 節 問 分の 順逆 答數 （251) 236 

緣 分別 分 

(1) 

2 

第 六 節 問 分の 逆順 答數 （340)  315 

順 三 法發趣 Tika-patthana 

(14) 

14 

大發趣 論 註 （覺音 造） 山 崎 良順譯 332 

第一 善 三 法 〔Tika 11 

(14) 

14 

序說 Mahapatthana-atthakatha 

第一章 相緣分 

(14) 

14 

(PA.  451) 332 

其 一 施設 分 

(14) 

14 

略說 分之釋                               （455)  338 

其 二 廣說分 

(24) 

25 

緣廣說 分之釋                            （469)  355 

第一 節 順 

(24) 

25 

第一 善 三法發 趣之釋              （529)  414 

第二 節 逆 

(40) 

39 

施設 分之釋                          （529)  414 

第三 節 順逆 

(57) 

54 

相緣分 之義釋                       （552)  436 

第 四 節 逆順 

(70) 

65 

緣順                                (552)  436 

第二 章 倶生分 

(80) 

75 
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f3=i  ~j  1 , 门 rr 

ス J  メ  U  MM 

(Mil.  380) 

146 

(1~40) 

(58)  66 

第一 

時 非 時の 死の 問 

(380) 

146 

第 十二 章 摩 晒 陀の來 島 （1〜86) 

(62)  72 

第二 

般涅樂 者の 塔廟に 於け る 

第 十三 章 大雲林 園の 奉 獻ひ〜 64) 
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(30) 

175 

第三 十五 章 

十二 王 章 （1~127) 

(289)  388 

尼 拘律沙 彌會見 （36〜74) 
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なり や 

(8)16 

(85)173 

四 何が 戒の 功德な り や 

(9)19 

四 定には 幾 種 あり や 

(85)173 
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(10)23 
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(85)174 
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(11)24 

Q 三 法 （四 種） 
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(86)176 

H 四 法 （四 種） 
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(15)34 
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(89)182 
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CO 

六 何が それ を淨 化する や 

(89)182 

二 根 律儀 戒 

(20)40 

七 云 何に 修 習すべき や 

(89)183 

三 活命 遍淨戒 

(22)44 

H 十障礙 

(89)184 

四 資具 依止戒 

(30)55 

わ 業 處を授 く る 善 友 

(97)196 

的 五 法 （二種） 

(46)83 

© 自己に 適 順せ る 性行 

(101)204 

六 何が 〔戒 を〕 雜染 する や 

(51)102 

一 性行の 區別 

(101)206 

七 何が 〔戒 を〕 淨 化する や 

(51)102 

二 性行の 原因 

(102)204 

第二 品 頭陀 支の 解釋  （VM 

00 

三 性行 者の 辨ぉ法 （威儀， 

十三 頭陀 支の 語義 

(60)119 

所作， 食， 見る こと 等， 

〔頭陀 支の〕 相 '味* 現 起 '足處 

(61)123 

法の 轉 起よ り） 

(104)209 

〔頭陀 支の〕 受持 • 規定 '區 別' 破壊 • 

四 性行 者への 適不適 

(107)214 

功德 

(62)123 

(^) 四十 業處 （十 行 相よ り） 

(110)220 

一 糞 掃 衣 支の 受持 乃至 功德 

(62)124 

一 名稱の 解釋ょ り 

(110)220 

二 三 衣 支の 受持 乃至 功德 
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二 近 行と 安 止と への 導入よ 

三 常 乞食 支の 受持 乃至 功德 
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(111)221 

四 次第 乞食 支の 受持 乃至 功德 

(67)134 
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五 一座 食 支の 受持 乃至 功德 

(69)136 

四 超越よ り 
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六 一 鉢 食 支の 受持 乃至 功德 

(70)138 

五 增不增 よ り 

(111)222 
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六 所緣ょ り 
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八 阿 練 若 住 支の 受持 乃至 功德 
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七 地よ り 
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(74)146 
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(122)246 

一 何が 定 なり や 
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二 何 の義 によりて 定 となす や 

(84)172 
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(123)247 

( 118 ) 


62 淸淨道 論 〔VM4〜7」63 淸淨道 論 〔VM8〕 


二 遍の 作り方  （124)247 
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四 二種の 相  （125)250 

五 二種の 定  （126)251 
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九 安 止定の 規定 （137)270 
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三 火遍 
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七 赤遍 

八 白遍 
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十隨 念の 語義  （197)391 

一 佛遠念  （198)393 
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二 法隨念  （213)422 

法の 說明  （213)422 
法 違 念の 修習法 • 功德等 （217)429 

三 僧隨念  (218)432 

潜の 說明  （218)432 
僧隨 念の 修習法 • 功德等 （220)436 

四 戒適念  （221)438 

戒の說 明  （221)438 
戒隨 念の 修習法 • 功德等 （222)439 

五 捨隨念  （223)441 

捨の說 明  （223)441 
捨隨 念の 修習法 • 功德等 （224)443 

六 天隨念  （225)445 
天隨 念の 修習法 • 功德等 （225)446 

〔六缝 念の〕 雜論  （226)447 
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死 念の 修習法 H 
死 念の 修習法 0 
死 念の 功德 
八 身 至 念 
身 至 念の 聖典の 句義 


水 野 弘元譯 
(VM.  229) 1 
(229) 1 

(229)  1 

(230)  2 
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身 至 念の 修習法 

(241)28 

^の 十 

に V ノ  1 

乂         U  ノ丄 

H 七 種の 把持 善 巧 

(241)28 

五 求 IS 兹 の嫁翌 

[^OU  1   J 丄リ/ 

W 十 種の 作意 善 巧 

(243)31 

兹？^ の聖 まのお 姜 
'じ、/ 1 V ソ王; レン H_^% 

(^OUO  ) 丄 リ；？ 

& 三十 二 身分の 相の 厭 逆 性と 

種種の 兹パ、 ヽ缺 gtf 

\^0\/u  _ ^丄 0 丄 

の 把 取 

(248^40 

兹修 習の rf]}^ 
• し、 ョ レン jyj 1' ち 

丄 丄 ソ lOO 

身 至 念の 功搏 

'   "  '-、  ノ •J レ し i 

(266)70 

― 非の 格密 
—— - al\ レン jgj.  ^ 

丄 4 ソ上 1 ひ 

. 安般念 

(266)76 

二 直の 修習 

、* ^丄 丄' 0 

安般 念の 聖典の 句義 

(267)77 

gq 枠の 嫁勒 

\^oi i ソ丄 o 丄 

安般 念の 十六 事 

(271)85 

五 し tiy 凡 tt り」 稚删 

、《J 丄 1 ジ丄 0 ぶ 

第一の 四 法の 修習法 

(277)96 

扭非 "^ォ 缶 m 汪笑 

い丄/  ； loO 

H 數 

(278)98 

效非 専士仝 is  -  [til •  ？ •  口 

^ 隨結 

(280)101 

處 • 成钍 • 毁牛 

^318^183 

V  *J  A.\J  ノ丄リ ひ 

曰 觸 

(280)101 

楚体修 習の 日 At] 
" /^L 1^ 曰 "ソ pzj  nv 

^318^184 

H 置 止 

(282)104 

四梵 伴の 敵 

t ~ 1  ノん 1  1 リン RJA 

\    \-0 丄 \ ノ よ W 

^ 觀察 （^還 滅 遍淨 (286)112 

四ぼ^？^の初 . Fh  • 

('320M87 

第二の 四 法 

(287)114 

四梵 の所緣 の增大 

(320)187 

第三の 四 法 

(289)116 

(^390^188 

第 四の 四 法 

(290)119 

四贫 に ス rru つの 戸 弓 is 

(320)188 

安 般念定 の功德 

(291)121 

l^>R_<th                     と ひ ■ ^闕 1^ 

(322)191 

-〇 寂 止隨念 

(293)129 

凡 IE ひリ しょ 9 し せら 

寂止隨 念の 聖典の 句義 

(293)130 

るべき 房 fiS 慮 

へ 

CO 

寂止隨 念の 修習法 

(294)131 

Pi? 楚 ft^ は +    羅密 等の一 tJl 差 

寂止隨 念の 功德 

('294^132 

法 を圓; i せし" 

(325)196 

L 品 梵 住の 解釋  （VM. 

. 295)134 

第 十 品 teft の 解 g  CVM 

. 326)203 

- 慈の 修習 

(295)134 

一 华 蓥處 

(326)203 

瞋恚の 過と 忍 辱の 德 との 觀察 

(295)134 

邊慮業 慮の 修習法 

(326)203 

初學 者の 避くべき 慈の 所緣 

(295)135 

ゃ^8£邊處業處の11;典の句義 

(328)207 

慈の 所緣と して 不可なる もの 

(296)136 

- 識 is 邊 處業處 

(331)215 

一 自己に 對 する 慈の 修習 

(296)137 

識辆邊 處業處 の 修習法 

0331)215 

二 可愛 者に 對 する 慈の 修習 

(297)139 

識辆 邊處業 ® の 巧 典の 句義 

MtWi 八？^  Alii  >^iJr  -"T^            —-   一- 1  ノ、" "ン  J 

(332)215 

三 一切 者に 對 する 慈の 修習 

(297)139 

二 無 所有 處業處 

(333)218 

四 怨敵 者に 對 する 慈の 修習 

(298)140 

無 所有 處業處 の 修習法 

(333)218 

その 一 

(298)140 

無 所有 處業處 の-，; 典の 句義 

(334)219 

その 二 

(298)140 

四 非 想 非 非 想 業處 

(335)222 

その 三 

(299)143 

非 想 非 非 想 處業處 の 修習法 

(335)222 

その 四 

(300)145 

非 想 非 非 想 處業處 の 聖典の 句義 (335)223 

その 五 

(301)146 

五 〔四 無色 定の〕 雜論 

(338)229 

その 六 

(302)148 

所緣の 超越 

(338)229 

その 七 

(305)153 

次第 勝 妙 

(339)230 

その 八 

(305)154 

非 想 非 非 想 處定が 無 所有 處 を 

その 九 

C306)155 

所緣 とする 理由 

(340)233 
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第 十一 品 定 の解釋             （VM.  341)235 

era 與匿 M 戀 

に 0       ソ OvJ ひ 

一 食 厭 想の 修習 

(341)235 

五 不隙 礙勵緣 

食 厭 想の 語義 

(341)235 

六 地中 出？ ■Sift 戀 

r395)337 

食 厭 想の 修習法 （十 行 相よ り 

七 7k トス か馳繊 

し        /J、」一 つ 、 f/L'I"T  :5c 

('396)339 

の觀 察） 

(341)236 

八 ？ n^Hffl 緲 

食 厭 想の 功德 

(347)245 

ノし       M  /TJ  J  Li  nS^  f\»v 

("397^342 

二 四界 差別の 修習 

(347)247 

+ 身 白存き @ 

に *i リ丄 J  \J  t  \J 

四界 差別の 語義 

(347)248 

M 戀化 itt 戀 

四界 差別の 聖典 

(347)248 

育 薪/^ き 様 

H 大念處 經の說 

(347)248 

蔑 + ニョ fiS 诵の )® 驟 

\^  V 丄 VJL  ,       オリ 1  J  yjyjij 

^ 大 象跡喩 經の說 

(348)249 

 ノ、      '}\-  bHH 

T  V/  1  J  kJ\J  \7 

四界 差別の 修習法 

(351)253 

二 他心 論 

{"409^373 

聰慧 者の 修習法 

(351)254 

四 宿 f ギ隨令 卸 (T 天 智、 論 

1. \J  J  k3  %  \j 

聰慧 者の 修習 法^ 

(352)255 

六 種 人の 宿伴隨 今 

*v^1 丄丄 ノ  <J(J\/ 

極 聰慧な ら ざる 者の 修習法 

(352)255 

W 鬼の - 

、せ丄 せ JOO\J 

H 有體を 簡略に 

(352)256 

H リ ぐに J: ろ B ふ' 磨 

^ 有體を 分別して （四界 

M    7k による 

V^UV/  ノリ； 7 ひ 

四十 二部 分の 各 別 作意） 

(353)256 

曰 風に よる 破壞 

(420)394 

Q 有 相 を 簡略に 

(363)274 

世界 破壊の 理由 

(421)395 

H 有 相 を 分別して 

(364)275 

五 死生 智論 

(423)401 

十三 行 相に よる 修習法 

(364)276 

諸 神 通の 雜論 （五神 通 及び 未 來分智 • 

四界 差別の 功德 

(370)287 

隨業 趣智） 

(429)416 

定修習 論の 結語 

(371)295 

H 神變智 の所緣 

(429)417 

f\ 何が 定修 習の 功德 なり や 

(371)295 

お 天 耳界智 の所緣 

(430)418 

H 現 法樂住 W 毘 鉢舍那 （無 漏慧） 

a 他心 智の 所緣 

(431)419 

(^五神 通 （神變 • 天耳界 • 他心 智 • 

H 宿 住 隨念智 の所緣 

(433)422 

宿 住 隨念智 • 死生 智） （N) 勝れた る 有 

天眼 智の 所緣 

(434)424 

as) 滅盡定 

H 未 來分智 の所緣 

(434)424 

g 十二 品 神變 の解釋 （VM, 

. 373)300 

(お 隨 業趣智 の所緣 

(434)425 

一 神變論 

(373)301 

第 64 卷 

十四 行 相よ り の 心の 調練 

(373)301 

神變 修行の 方規 一聖 典の 句義 

(376)306 

淸淨道 論 三 

水 野 弘元鐸 

十神變 （決意 神變 • 變 化神變 • 意 

第 十四 品 蕴 の解釋 

(VM.  436) 1 

所 成神變 • 智遍 滿神變 • 定遍滿 

慧 の總說 

(436) 1 

神變 • 聖神變 • 業報 生神變 • 具 

一 何が 慧 なり や 

(436)  2 

福神變 • 呪術 所 成神變 • 彼彼處 

二 何の 義 によりて 慧 となす や （436)2 

正 加 行緣成 神變） 

(378)310 

三 何が その 相 • 味， 現 起 • 

足處 

H 決意 神變 

(384)318 

なり や 

(438)  4 

一 一身 多 身神變 

(384)318 

四 慧には 幾 種 あり や 

(438) 4 

二 多 身 一身 神變 

(389)327 

H 一法 （一種） 

(438)  5 

三 顯 現神變 

(390)329 

^    二 法 （五 種） 

(438)  5 

(121) 
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fe)    二 法 （Ira 種） 

"39)  6 

乂  X リ" ノ リ 

(四） 晉 J"  h 

^486^97 

Im)    TO 法 ぐ 一 挿） 

"39〕  8 

05) 敷より 

(488)99 

五 テ fWT に慘齊 すべ ^ や 

^443^12 

W 緣 より 

(488)100 

聲 他の 脇摆 

'ぜ、 Mii レン /3^4^ 

V  *± I vJ  ノ丄 i 

お 所見よ り 

(489)101 

蕓他の 一 TTIi "の ffi 薛 

"Kit レン           JJ-  Tim  V-^  /g^-^^ 

\^                ノ丄 *t 

第 十六 品 根 • 諦 の解釋 （VM.  491)105 

—一 feM 

V  "t  ■ ^リ ノ丄リ 

'ま "tUi リン _ .\      "tJic リリ^ 样 

{  4^；7 上 ノ丄リ \J 

M      — +[JU 薪浩 "fe の |& 日 fl 

^  T  t  ノ丄リ 

差 土  h 
^  ； 我よ リ 

rAQi 、1 
^    丄 ノ丄 

^ 色の 一法 乃至 五 法 

(450)27 

M お^  >  h 
い -f     TH 守 ck リ 

に i »7 ム y lU  1 

(452)32 

vw     "M  '  r  ck リ 

に ム ノ丄 い' 

H 八十 九 心 

(452)33 

V-^/        /J リ チ a 足 なリ ck ソ 

仁) 八十 九 心の 十四 心 作用 （457)41 

£5) 作用 ト h 

r493")108 

三 受蕴 

(460)48 

V  V       -Ki3  ck ソ 

r493^109 

四 想蘊 

(461)50 

― 营她 の？ T  m^coMM 

('494^)110 

V    ~  v    i  ノ丄丄 V/ 

五 行蘊 

(462)51 

H 分 よ り 

、 /  ノ J  "リ <^  ノ 

(494)111 

H 諸 善心と 相應 する 行 

(462)51 

M 語の 分解よ h 

(494)111 

^ 諸 不善 心と 相應 する 行 （468)61 

(=) 相 等よ h 

(495)113 

m 諸異熟 心と 相應 する 行 〔471)67 

te) 義 より 

(496)114 

H 諸 唯 作 無 記 心と 相應す 

C496M15 

V      »  V  V  ノ  -A- 上 V 

る 行 

(472)68 

¥i 不增 減よ り 

(497)115 

六 五 蘊に關 する 雜論 

(472)71 

tb) 順序よ り 

(497)116 

H 五 藕經の 文句の 解釋 

(472)71 

(AJ 生 等の 決定よ り 

(498)119 

^ 五 蕴に關 する 諸 決定 說 （476)78 

一 苦の 解釋 

(498)119 

一 順序よ り 

(476)78 

二 集の 解釋 

(506)132 

二 差別よ り 

(477)80 

三 苦の 滅© 解釋 

(506)133 

三 不增 減よ り 

(478)81 

四 苦の 滅に 至る 21 の解釋 

(509)139 

四 譬喩よ り 

(478)82 

W 智 作用よ り 

(510)143 

五 二種の 所見よ り 

(479)82 

(十） 内含せ られ たる も のの 區 別よ り 

六 斯の 如く 見つつ ある 

(511)144 

者の 義の 成就よ り 

(479)83 

& 譬喩よ h 

(512)145 

第 十五 品 處，界 の解釋 （VM 

481)88 

& 四 法よ り 

(512)146 

― IS 地の 二 十二 處の 解釋 

(481)88 

@ 空より 

(512)146 

H 義ょ り 

(481)88 

m 一種 等よ り 

(514)148 

^ 相よ り 

(482)91 

® 同分異 分よ り 

(516)151 

& 限 量よ り 

(482)91 

第 十七 品 惹 地の 解釋 （VM 

517)155 

H 順序よ り 

(483)91 

慧 地の 六 緣 起の 解釋 

(517)155 

m 簡略 '詳細より 

(483)92 

一 緣 起の 語義 その 一 

(518)156 

W 所見よ り 

(484)93 

二 緣 起の 語義 その 二 

(520)160 

二      地の 三 十八 界の 解釋 

(484)95 

三 各緣起 支の 解釋 

(522)164 

H 義ょ り 

(484)95 

H 無明の 緣 より 行 あり 

(523)166 

^ 相 等よ り 

(485)96 

一 說 示の 別よ り 

(523)166 

^ 順序よ り 

(485)97 

二 義ょ り 

(526)171 
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三 相 等よ り  （528)174 

四 一種 等よ り  （528)175 

五 支の 差別よ り  （529)176 

(ィ） 二十 四 緣の說 明 （532)180 

(口） 無明と 行との 緣關係 （541)192 

^) 行の 緣 より 識 あり （545)206 

一 行と 識 との 關係 （545)207 

二 異熟識 の 轉起. 結 生 

と しての 活動  （546)208 

三 三界 諸 趣の 業と 結 生 （548)211 

四 結 生 識と諸 色 法との 

關係  （551)217 

五 行と 識 との 緣關係 （556)226 
a 識の緣 より 名 色 あり （558)233 
一 名 色の 分別よ り （558)233 
二 有 等に 於け る轉 起よ り （558)233 

三 攝ょ り  （561)237 

四緣 より  （561)238 
(四） 名 色の 緣 より 六處 あり （562)240 

一 名の 緣  （563)241 

二 色の 緣  （564)243 

三 名 色の 緣  （565)244 
05) 六 處の緣 より 觸 あり （565)245 
H 觸の緣 より 受 あり （566)248 
(お 受の緣 より 渴愛 あり （567)249 
(/V 渴 愛の 緣 より 取 あり （568)253 
一 義 による 分別より （569)254 

二 法の 廣 略よ り  （569)254 

三 順序よ り  （570)256 
W 取の 緣 より 有 あり （571)258 

一 義 より  （571)258 

二 法より  （571)258 

三 意義 あるより  （572)259 

四 區 分よ り  （572)260 

五攝 より  （573)261 
六 何が 何の 緣な り や （573)261 
七 何が 何 有に 對 してい 

か 様に 緣と なるや （573)261 
(十） 有の 緣 より 生 あり （575)265 
© 生の 緣 より 老死 等 あり （575)265 

四 十二 緣 起の 雜論  （576)267 


H 十二 緣 起の 特質  （576)267 
一 愁等 によりて 無明 は 

成就し 居れり  （576)268 
二 この 有 輪 は 最初が 知 

ら れず  （577)26 ひ 
■            三 作者な く， 受者 ある 

ことなし  （578)270 
四 十二 種の 空 性の 故に 

空な り  （578)270 

は 三世 兩 重の 因果  （578)271 
一 二種 有 輪. 三時 （578)271 

二 三連 結 • 四攝  （579)272 

三 二十 行 相の 輻  （579)272 

四 三輪 轉  （581)275. 
ほ 緣 起の 決定 說 ' (581)275. 

一 諦の發 生よ り  （581)276. 

二 作用より  （581)276. 

三 遮より  (582)277 

四 譬喩よ り  （582)277 

五 甚 深の 別よ り  （5 83)2 7 ひ 

六 理法の 別よ り  （584)281 
第 十八 品 見淸淨 の解釋 （VM.  587)28 & 

慧體の 一 見淸淨  （587)286 

一 名 色の 觀察  (587)286 

H 簡略 法  （587)286' 

^ 四界 差別 法  （588)287 

^ 十八 界觀察 法  . （589)28ひ 

H 十二 處觀察 法  （590)290 

的 五 蘊觀察 法  （590)290' 

W 簡略 觀察法  （590)291 


二 非 色 法 を 現 起せ しむる 方法 (591)291 
H 觸 による 非 色 法の 現 起 （591)292 
(=) 受 による 非 色 法の 現 起 （592)29 ふ 
曰 識 による 非 色 法の 現 起 （592)29S 

三 名 色 差別の 經說 と喩說 （593)295 
第 十九 品 度 疑淸淨 の解釋 （VM.  598)306 
慧體の 二 度 疑淸淨  （598)306. 

一 名 色の 緣の 把握 その 一 （598)30& 
H 色 身の 緣の 把握  （598)307 
^ 名 身の 緣の 把握  （599)307 
曰 三世に 關 する 十六 種の 
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疑惑の 捨斷 

(599)307 

五 見の 除去よ り 

(627)352 

二 名 色の 緣の 把握 その 二 

(599)308 

六 慢の 除滅ょ り 

(627)352 

三 名 色の 緣の 把握 その 三 

(600)309 

七 欲求の 奪取よ り 

(627)352 

四 名 色の 緣の 把握 その 四 

(600)309 

五 十八 大觀 

(628)354 

五 名 色の 緣の 把握 その 五 

(600)310 

六 生滅 隨觀智 

(629)356 

業輪轉 一十 二種の 業 

(601)310 

H 五蘊の 生滅 觀ー 五十 相 

(630)357 

六 知遍知 一法 住智 

(603)314 

W 緣と 刹那と による 生滅 觀 （631)358 

十 品 道 非道 智見 淸淨 の解釋 

一 四 諦の理 

(631)358 

(VM 

606)319 

二 緣起 等の 種種の 理 

(632)359 

體の三 道 非道 道智 見淸淨 

(606)319 

七 十の 觀隨染 

(633)363 

三遍知 

(606)319 

H 光明 

(634)364 

一 聚 思惟に 關 する 聖典 

(607)320 

0 智 

(635)367 

二 五蘊の 無常 等に よる 思惟 

(609)323 

曰 喜 

(635)367 

H 各 思惟の 十一 種 

(609)323 

H 輕安 

(635 ま 7 

^ 四十 行 相に よる 五蕴の 

樂 

(636)368 

思惟 

(611)325 

勝 解 

(636)368 

三 色 • 非 色 法の 思惟 法 

(613)328 

(お 策勵 

(636)368 

H 九 行 相に よる 諸 根の 鋭 

(A) 現 起 

(636)368 

利 化 

(613)328 

W 捨 

(636)368 

M    ft の 思惟 法 

(613)329 

(+) 欲求 

(636)369 

一 業 等 起 色 

(613)329 

三諦の 差別 

(638)371 

二 心 等 起 色 

(615)331 

第二 十一 品 行道智 見淸淨 の解釋 

三 食 等 起 色 

(616)332 

(VM 

639)374 

四 時節 等 起 色 

(616)333 

慧體の 四 行道智 見淸淨 

(639)374 

曰 非 色の 思惟 法 

(617)334 

八智 及び 隨順智 

(639)374 

一 結 生の 場合 

(617)334 

一 生滅 隨觀智 

(639)374 

二 轉 起の 場合 

(617)334 

二 壊 隨觀智 

(640)376 

四 三相の 提起 

(618)338 

三 佈畏 現起智 

(645)382 

H 色の 七 法に よりて 

(618)338 

四 過 患 隨觀智 

(647)385 

一 取捨よ り 

(618)338 

五 厭離 隨觀智 

(650)390 

二 齢の 增大 滅沒ょ り 

(619)339 

raff  T^te/r  M  ]  T" 

1  \J0 丄ノ 《J ジ丄 

三 食 所 成よ り 

(623)346 

六 脱欲智 

(651)391 

四 時節 所 成よ り 

(623)346 

七 省察 觀察智 

(651)392 

五 業 虫よ り 

(624)347 

八 行捨智 

(653)397 

六 心 等 起よ り 

(624)347 

H 空 性の 把握 

(653)397 

七 法 性 色よ り 

(625)349 

一 一行 相に よる 空 性 

(653)397 

M さ |H 色, の 七 法に よりて 

\— 1        7  "  t _ i リノ    L-1 |ふヽ I  ^  0\     ノ  、 

r626^350 

二   二 行 相に よる 空 性 

(653)397 

一 およ り 

( dZd JooU 

三 四 行 相に よる 空 性 

(653)397 

二 雙ょ り 

(626)351 

四 六 行 相に よる 空 性 

(654)398 

三 刹那よ り 

(626)351 

五 八 行 相に よる 空 性 

(654)398 

四 順次よ り 

(627)352 

六 十 行 相に よる 空 性 

(655)398 
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七 十二 行 相に よる 空 性 （655)400 
八 四十 二 行 相に よ る 空 性 （655)400 


<r) 行 捨智ょ りの 結果 
一 三 解脱 門 
二 七 聖者の 區 分の 緣 
^ 行 捨智の 三 名 
(四） 出 起に 至る 觀 
as) 出 起に 至る 觀の 譬喩 
H 行捨智 による 決定 
一 覺支 • 道 支 *禪 支の 

差別の 決定 
二 行 道の 差別の 決定 
三 解脱の 差別の 決定 
九 隨順智 
經 文との 照合 
第二 十二 品 智 見淸淨 の解釋 （VM. 
慧體の 五 智 見淸淨 
一 四道智 
H 須陀 桓道智 
一 須 陀疽果 
二 十九の 観察 
^ 斯陀 含道智 
斯 陀含果 
^ 阿那 含道智 
阿 那含果 
H 阿羅漢 道智 
阿羅漢 果 
二 智見 淸淨の 威力 
H 三十 七 菩提 分の 圓滿 
^ 出 起 
^ 力の 結合 
(四） 煩悩の 捨斷 

地と' 頃 悩との 別異 
05) 作用 
一 遍知 
二 捨斷 

十八 大觀 の說明 
三 作證 
四 

~" ■ 十二  p  口 


慧修 習の 功德 の解釋 

(VM. 


(657)403 
(657)403 

(659)  406 

(660)  407 

(661)  408 
(663)411 
(666)416 

(666)  416 

(667)  418 

(668)  419 

(669)  421 

(671)  423 
672)430 

(672)  430 
(672)430 
(672)430 

(675)  434 

(676)  435 

(676)  436 

(677)  4"37 
(677)437 
(677)438 

(677)  438 

(678)  438 
(678)440 
(678)440 

(681)  444 

(682)  445 
(682)446 
(687)454 
(689)457 

(692)  463 

(693)  464 

(694)  465 

(696)  468 

(697)  469 

698)476 


六 何が 慧修 習の 功德 なり や （698)476 

一 '頃 悩の 摧破  （698)476 
二 聖果の 味の 嘗 味- -果定 の 

諸說明  （698)477 
三 滅定に 入定す る 可能性一 

滅定の 諸說明  （702)482 
四 應 供養 者た る こと 等の 成就 （709)493 

結語  (711)496 

第 65 卷 （I) 

一切 善 見 律 註 序 Samantap お ScHka 長 井 眞琴譯 

一 序偈  (VA 1 ) 1 

二 第一 合誦  （3)7 

〔合誦 因緣〕  （3)7 

〔一切 佛 語の 分類〕 .  （16)21 

三 第二 合誦  （33)43 

四 第三 合誦  （37)50 

〔帝須 長老〕  （37)50 

〔阿育 王の 歸佛〕  （41)55 

〔第三 合誦 次第〕  （53)68 

〔聖 法の 傳承〕  （61)78 

五 錫 蘭 島の 佛敎  （69)87 

〔摩哂 陀の傳 法〕  （69)87 

〔佛舍 利 請來〕  （83)104 

〔菩提樹 移植〕  （90)112 

〔聖教の 確立〕  （101)123 

第 65 卷 （n) 

攝阿昆 達磨 義論 Abhidhammattha-sangaha 

水 野 弘元譯 

一 攝心 分別  （JPTS  1884, 1) 1 

一 十' 二 不善 心 （一 ノニ〜 三） （1)1 
二 十八 無 因 心 （ーノ 四〜 五） （2)2 
三 二十 四 有 因 心 （一 ノ六〜 七） （2)3 
〔以上 欲界 五十 四 心〕 
十五 色界心 （ーノ 八〜 九） （3)4 

十二 無色 界心 (一 ノー 〇^  )(3)5 

八 出世間 心 （一 ノーニ）  （4)6 
〔以上 八十 九 心〕 

百 二十 一心 （一 ノー 四^ ~ 一 五） （4)7 
攝心所 分別  （6)10 
一 五十二 心 所 （ニノ 一〜 二）  （6)10 


四 

五 


七 


(125) 


65  (n) 攝阿昆 達磨 義論 65  iJK) 阿育 王 刻 文 


共 一切 心 所 及び 雜心 所と 相應す る 

六 攝色 分別 

r27)52 

liy  (ニノ 四〜 五） 

(6)11 

一 の列鏖 〔六ノ 一〜 二） 

\ — i  、ーノ  J  <=5^     、  ,  、ノ    .  ノ 
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1. こ の 漢字 索引 は 本文に 掲げ られ ている 各項 目の 漢字 を 字画 数に よって 排列した も の。 

1. 旧 漢字に 慣れない 人の ために， 別に 新 漢字 （略字） を も 出して， 旧 漢字と 対照 させた。 

1. 同字 画の 漢字 は カン ムリ， ヘン， ッ クリ， タレ， 力 マエ 等の 画の 少ぃ ものから 多い ものへの 

順に 排列し， ヘン 等の 画の 数 は， ①② 等の 数字 を その 最初の 字の 左 肩に おいた。 
1. 漢字の 右に ある カタ カナが 本文の 項目の 読み方であって， その 右の 数字 は 本文の 頁数 を 示す。 
1. 符号:: » は その 左が 新 漢字 （略字） で， 右が 旧 漢字で ある こと を 示す。 = はゥの 逆の 場合 を 示 

す。 何れの 場合 も， 右側の 漢字の 上の アラビア数字 は， その 漢字の 字画 数 を 示す。 
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avasesa  apatn 

227  b  9 

79  a 下 9 

-taraka 

-taraka 

235  b 下 3 

84  b 15 

11 下 215 

11 下 215;32  38;62  355 

249  a 下 9 

87  a  5 

upahana 

upahana 

250  a  9 

89a 下 7 

26  324 

26  324; 27 113 

281 b 1 

96  a  21 

gahana 

gahana 

315  b 下 5 

101 b 下 15 

candanika 

candanika 

331 b 下 14 

103  a 10 

ィ グヴナ 

ィ グヮナ 

338  a 19 

110a  20 

°karana 

。karaija  〔章〕 

356  a 下 3 

114  a 下 10 

。ティ ッサカ 

。ティ ッサカ 

362 b 16 

115a 17 

チュー ラガッ ガラカ チュ ッラガ ッラカ 

367  b  8 

121 b 16 

kalandaka  - - 〔樹〕 Kalandaka  - . 〔村 J 

370  a  6 

127  a 12 

力 ンモ一 ヂャ） 

カン モ一 ヂャ） 〔國〕 

371 b 下 3 

135  b  7,8 

gimhaka 

gimhika 

387  a  8 

138  b 15 

(五 種 

師 

424  b  8 

148  a 下 11 

papatika 

papatika 

424  b 10 

158  b 15 

upahana 

upahana 

441a  5 

158  b 16 

paduka 

paduka 

449  a 下 4 

158  b 下 19 

-khandha 

-khanda 

454  b 下 11 

159  b 下 8 

kudda-kuta 

kudda~kuta 

457  a 下 4 

160  a  T  3 

Silan° 

gilan° 

459  a  2 

172  a 下 14 

21 321 

21 321 

460  b 下 6 

173  b 下 11 

14  85 

85 

464  a 下 7 

表 

誤  正 

sarathin  sarathi 

同上 

mariyada  mariyada 

Passaddha-  passaddha- 

veluvana  veluvana 

sarana  pan ha  sarana-panho 

solasa-  solasa- 

akasa  kasina  akasa-kasina 

ghatika  ghatika 
°tthavika  --nalika  ^otthavika 

upahana  upahana 

"tthavika  4 180  °tthavika  4 

narigahsa  naiigalisa 

345  ®  345 

nijigimsito  nijigimsita 


-addha 

-addhan 

現世 論 

現前 論 

taraka 

taraka 

ghatika 

ghatika 

parikha 

parikha 

支提本 生。 

支 提王本 生。 

367 

367,  37? 

serita 

serita 

anukampa 

anukampa 

° 無色 界論 

"無色 界繁論 

kilanja 

kilanja 

sakkhara 

sakkhara 

叔迦 

叔伽 

叔預羅 

叔迦羅 

ghatika 

ghatika 

adhivasana 

adhivasana 

dhajo 

dhajo  (仙人 瞳) 

pasamsa 

pasamsa 

同上 

-sarathin 

-sarathi 

sarathin 

sarathi 

■•■nalika 
181 


追  加 

p.  30b 惡行 ®Duccarita  〔經〕 16 上 425  P.  291b 

P.  213  a 恭敬 ®SakkSra     〔經〕 23  324  " 

P.  216  a 俱尸那 揭羅品 KusinSra- vagga  U  452  P. 318a 


P. 241 a 見所 斷ニ法 善 三 法 Dassanenapahatabbaduka- 

kusalattika  55  245 
p .  253  b ゴ一 シ一サ 二 ッ ケ一パ Gosisanikkhepa  〔比 p  •  393  a 

丘の 舊喩 經〕 26  414 
P .  257  b 兒 Put ね 〔經〕 23  310  P .  398  b 

P.  278b 耕 田婆羅 墮閱經 KasibMradvSja  .sutta  24 

26°,  31  P.  429  b 

P.  284  b 國美② 〔難陀 の妃〕 28 195 


表 

根 品 Indriya-vagga 18  249 

根 門 Indriya- dvSra  〔經〕 23  269 

本 生物 語 ① KapHStaka  (二 五 〇） 30  456° 
@  (四 〇 四） 32  330。 ③ VSnara- ptaka  (三 
四 二）  31 529° 

邪 性 三 法 有 諍 二 法 Micchattattika- sarapa- 
duka  55  438 

手足 喩 HatthapSdupama  〔經〕 （一） （二） 17 
270 

純 陀@  〔比丘の 譬喩 經〕 26 183 
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